
死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

3201

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 4 9 2 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左前足部
挫傷、左
踵骨挫
傷、左足
関節捻挫

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員配置
について
は特に問
題なし

いつも遊
んでいる
から大丈
夫と思わ
ず、当日
の雪の状
況を伝え
るなどの
配慮が必
要だっ
た。

2.不定期
に実施

１～２
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具自体
の安全面
において
は特に問
題なし

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつも木
製の小屋
で遊んで
いたが、
事故当日
の雪面が
固かっ
た。

普段から
同じよう
にジャン
プしてい
たが、当
日の雪の
状況を伝
えるなど
の配慮が
必要だっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の園児
とともに
楽しく遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊びを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の他
の遊具の
近くで全
体を見て
いた。

他の友達も
一緒にジャ
ンプしてい
たので、同
じように跳
んでみた
が、本児が
思うより、
衝撃があ
り、足を痛
めてしまっ
た。

当日の雪の
状態をしっ
かりと伝え
ながら、必
要に応じて
危険かを判
断し、声を
かけるべき
だった。

3202

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

40 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

事故防止
の研修に
ついて
は、書面
にての研
修があ
り、事故
発生しや
すい現場
に行き、
配慮事項
を確認す
る機会が
少なかっ
た。

予想され
る事故に
ついて具
体的に、
研修する
機会を設
ける。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

遊具その
ものの安
全点検に
加え、安
全な使い
方を検討
してい
く。

遊具の安
全な使い
方につい
て、実物
を見なが
ら子ども
たちと一
緒に確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

つみ木で
お家を作
り、遊ん
でいた中
で、出入
り口にな
る辺りに
もつみ木
が並んで
いたこと
が考えら
れる。

つみ木が
不安定に
置かれて
いない
か、点在
していな
いか保育
者が細か
く確認
し、幼児
の動きを
想定して
危険個所
を取り除
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達・担
任とねず
みごっこ
をして遊
んでいる
中で、つ
み木の家
から「お
出かけに
行ってき
ます」と
家から出
た後、転
倒した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児や一
緒に遊んで
いた幼児た
ちから「ね
ずみのお家
ができたか
ら遊びに来
て」と誘わ
れ、つみ木
の家の中に
入りその遊
びの幼児た
ちと会話の
やりとりを
していた。
対象児が家
から出るの
を見送った
後、泣き声
で転倒を発
見した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ドッヂ
ボールを
している
子どもた
ちや、
ホール全
体に片付
けの言葉
を掛け、
ブロック
などの片
付けを手
伝ってい
た。

担任が
つみ木
の家に
入り、
幼児に
合わせ
た位置
で会話
をして
いたた
め、つ
み木で
囲まれ
た外側
の見通
しが悪
かった
ことも
考えら
れる。

幼児たちの
動きが常に
視野に入る
ように保育
者の立ち位
置や環境の
構成に注意
を配ってい
く。

3203

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

13 5 5 3 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部

急性硬膜
外血腫・
頭蓋骨骨
折（ひ
び）（4
月1日診
断書）急
性硬膜下
血腫・前
頭骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

園庭に出
て間もな
くのケガ
であり、
保育場面
の切り替
わり、新
しい環境
に行く前
に、子ど
もの様子
の観察と
その時
の、注意
を促す言
葉掛けが
無かっ
た。

園庭に出
る前の、
子どもの
状況や様
子、環境
を把握
し、子ど
もへの注
意の声か
けや、職
員の人数
や、立ち
位置を確
認してか
ら保育を
行うこと
の基準を
職員が徹
底する

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

空気の乾
燥もあ
り、地面
の砂がい
つもより
滑りやす
かった。

施設の遊具
の安全確認
以外も自然
環境の地面
の状況も前
もって伝え
る。また、
山の斜面に
木を増やす
ことで、
木々が子ど
もの視界に
入り、注意
して避けて
遊ぶ、空間
認知能力と
注意力を身
に付け、大
きなケガを
防ぐ力をつ
けるよう働
きかける。

7.その
他

1号認定
の一時保
育は天候
に問題が
なけれ
ば、ほぼ
同じ時間
帯に園庭
遊びを
行ってい
る。

子どもの
教育時間
からの生
活の流れ
や保育内
容を把握
し、当日
の環境と
子どもの
様子で、
戸外遊び
が計画さ
れていて
も、遊び
時間を考
慮し、調
節してい
く必要が
ある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭に出
て間もな
く、本児
と仲良し
の男児の
2名で仮
面ライ
ダーごっ
この中で
鬼ごっこ
となり、
どんぐり
山を下る
ときによ
そ見をし
て、アス
レチック
の木に衝
突した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

アスレ
チックか
ら、少し
離れた場
所で、子
どもたち
の姿をみ
ていた。
ケガを起
こして、
すぐに向
かったが
木に衝突
した瞬間
をみてい
ないた
め、衝撃
の強さを
把握でき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員は1
名。

年度末
にな
り、一
時保育
の子ど
もたち
のそれ
ぞれの
遊び方
の把握
もし
て、監
視に慣
れが生
じてい
るきた
かもし
れな
い。

アスレチックや
大型遊具遊びの
際は、子どもた
ちの遊び方を常
に見守れる位置
につき、注意し
てみていく。保
育教諭の人員の
配置や立ち位置
は、その都度、
職監視に漏れが
ないように、職
員間で連携を
図っていく。ま
た、活動の切り
替わりでは、子
どもの気持ちを
落ち着かせ、注
意することを事
前に伝え、遊び
に向かうように
配慮する。

3204

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

2 1 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

子どもが
保育室か
らホール
に行くま
での間、
他の保育
教諭も気
が付かな
かった。

保育室か
ら出て
行った事
に気が付
かなかっ
た為、保
育教諭の
配置、動
きを確認
してい
く。預か
り保育担
当以外の
保育教諭
も常に見
回りを
行ってい
く。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

12

ステージ
の高さが
ある。子
どもたち
が自由に
昇れる状
態。

ステージ
に昇る階
段がある
が、普段
は階段を
片付けて
おくよう
に気を付
ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

開放して
いた部屋
以外へ
行ってし
まった子
どもを預
かり担当
が見落と
した。

預かり担
当以外の
保育教諭
が偶然い
たが、本
来、開放
していた
部屋では
なかった
為、預か
り保育の
状況を全
員がしっ
かり把握
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り昼食を
とり、活
発に遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホールにい
た保育教諭
は、対象児
がステージ
に昇ってい
たため、危
険なので降
りるように
声を掛け
る。同時
に、預かり
の部屋へ戻
るように促
す。落ち着
いて降りる
ように声を
掛けたり、
手を取って
あげるべき
だった。預
かり保育担
当も、対象
児がホール
へ行った状
況を把握す
るべきだっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホールに
は保育教
諭1名が
いた。預
かり保育
部屋には
7名の担
当が3部
屋に分か
れ、それ
ぞれの配
置につい
ていた。
その他の
職員は、
園内にい
た。

春休み
中だっ
たので
一日預
かり保
育だっ
た。通
常保育
より子
どもた
ちは開
放的な
気分に
なるの
で、
もっと
注意を
払うべ
きだっ
た。

預かり保育
担当だけで
はなく、全
員で動きを
確認する。

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

　　　　　　　　　　特定教育・保育施設等における事故情報データベース【令和6年11月5日更新】

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3205

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

53 10 11 12 20 5 5
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨
折・左肘
関節脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

同じ空間
にいた教
師達が、
子どもの
遊び方に
危険をあ
まり感じ
なかった
為、危険
を知らせ
たり、予
測した行
動が出来
なかっ
た。

普段か
ら、子ど
もの遊び
や様子を
教師同士
で伝え合
い、共通
認識をし
ておく
事。ま
た、教師
達の危険
に対して
の意識を
高め、
様々な
ケース
で、どう
考え、対
応してい
くのか、
意思疎通
を行う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

ボルダリ
ング自体
に故障は
無く、事
故の要因
はないと
考える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

異年齢混
合で過ご
している
為、教師
達の目が
年齢の低
い子にい
きがちに
なってし
まう。

好きな遊
びの中
で、危険
な場所や
遊び方に
気がつい
たり、一
緒に考え
合えるよ
うな保育
を、今ま
で以上に
意識して
行うよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友だちが
ボルダリ
ングの上
から飛び
降りて遊
ぶ様子を
見て、自
分も挑戦
してみた
くなり、
同じよう
にジャン
プをして
いた。何
度かする
うちに勢
いがつい
てマット
外に出て
しまい着
地に失敗
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室に
は２人の
教師がお
り、ジャ
ンプして
遊ぶ本児
の姿を見
ていた
が、それ
ぞれ他の
子どもの
対応をし
ており、
勢いよく
飛んだ様
子を見る
ことは出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
にいて活
動してい
た為見て
いなかっ
た。

本児は、ボ
ルダリング
の上から
ジャンプし
て遊ぶこと
は、今まで
にほとんど
なかった
が、当日は
いつもより
興奮気味で
あり、友だ
ちと一緒
に、慣れな
いながらに
この遊びを
していた。
近くにいる
教師が本児
の心の状態
や運動能力
を把握しき
れていな
かった。

日中の本児
の様子や心
の状態等
を、教師同
士で伝達し
あう事を、
今まで以上
に意識して
行う。

3206

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

28 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 3.火傷
5.下肢
(足・足
指)

右足甲の
火傷（Ⅱ
度）

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

職員に対
してマ
ニュアル
の周知・
徹底を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ウッド
デッキは
夏場は熱
くなる時
間がある
ことは承
知してい
たが、当
日そこま
で配慮が
至らな
かったこ
とも要因
の１つで
ある。

靴箱のあ
るウッド
デッキが
熱くなり
やすいた
め、ほか
の靴箱を
利用し少
しでも日
陰で靴の
脱ぎはき
ができる
よう変更
した。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

担任以外
の職員も
今回のこ
とを踏ま
えて子ど
もたちの
見守りが
行えるよ
うに周知
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母親が来
たため、
自分で
這って室
内に入ろ
うと靴を
脱いで行
く様子が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

車いす
や、這っ
て移動す
ることの
多い本児
なので常
に視野に
入るよう
に見守っ
ている。
事故発生
時は、母
親が来た
ため本児
に声をか
け、母親
と話をし
ながら本
児の様子
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任1人
が本児や
母親と一
緒にいた
ため、他
児との関
わりをし
ていた。

園庭に出る
ための靴箱
の位置を変
え、靴の脱
ぎはきを屋
根のあるテ
ラスで行え
るように変
更した。

3207

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

68 19 25 24 3 3
16.４
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

外傷性右
腎臓破損

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

延長保育
中の人の
配置、外
部からの
来客受入
れの場
所、対応
も事故の
要因につ
ながった
かと思わ
れます。

延長保育
時間中の
保育教諭
の配置、
来客対
応、延長
保育中の
遊び方を
指導す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭に砂
避けとし
て置いて
いる、プ
ランター
も邪魔で
はない
か？

危険な物
を取り除
く。夕方
は、園庭
を走り回
らないよ
うに指導
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

延長保育
中の為、
全体見守
りと伝達
等に分か
れてはい
たが、保
育教諭の
手は、少
なくなっ
た時に事
故が起き
た。

夕方の延
長保育中
の保育教
諭の配置
を考える
必要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭を
走ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭見守
りの職員
は、死角
になって
いて見れ
ていな
かった。
伝達係の
人は、伝
達中でみ
れていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体見守
りの教諭
は、見守
りはして
いたが、
死角に
なってい
た。

保育教
諭が、
子ども
はころ
んで、
打ち身
になっ
た時、
内臓を
損傷す
る可能
性があ
るか
も？と
いう認
識が必
要。

子どものケ
ガに対する
認識、知識
が必要と思
われるの
で、看護師
や、医療関
係による研
修会が必
要。

3208

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

23 23 3 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

左まぶた
裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

職員の子
ども一人
ひとりに
対する特
性の把握
不足

子どもの
人数では
なく、保
育をする
子どもの
特性を考
えて人数
配置をす
る

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

部屋の環
境構成の
不備・タ
オル掛け
が足を置
きあがれ
るタイプ
であり、
尚且つ
フックの
上にパイ
プがなく
安全性に
欠けてい
た。

狭い場所
に子ども
が行かな
いよう
マットを
置くなど
工夫す
る。タオ
ル掛けを
フックの
大きい
物・パイ
プの付い
た物・内
側の物・
足がかけ
られない
物など年
齢に合わ
せて変更
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
動き・遊
びの確認
不足

目の前の
子どもだ
けではな
く、お部
屋の全体
を見るよ
うにする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

狭い場所
が好き
で、隙間
を見つけ
ると入り
込む姿が
ある

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くに遊
んでいる
子どもに
意識があ
り、本児
がタオル
掛け付近
にいる認
識がな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児とか
かわって
いたため
本児の動
きを見て
いなかっ
た

今までの保
育体制や園
の環境を見
直し反省し
改善する。
またそれら
を職員全体
で共有する
こと。
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5
歳
以
上
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
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年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3209

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

87 49 38 7 7
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

肝挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

衝動的な
行動が多
い園児の
特性への
配慮不足

子どもの
特性(行
動・運動
能力）性
格（心理
状態）を
把握し、
本児を見
守る

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 無し 無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

0歳児か
ら入園し
ていた。
3歳児に
進級し、
活動が活
発になっ
ていた。

新入児も
加わり、
情緒面で
も落ち着
かない時
期である
ため、園
庭での遊
ばせ方に
留意が必
要だっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

天気も良
く、園庭
で好きな
遊びを楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

怪我の無
いよう
に、また
滑り台の
階段のと
ころで、
一人一人
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

まんべん
なく、立
つ位置を
考えて、
見守って
いた。

3歳児の
新しい
環境で
の戸外
での自
由な遊
び（固
定遊具
等）の
配慮不
足

新しい環境
で不安を覚
えている子
もいるの
で、園児の
様子を保育
教諭同士、
共通理解を
して見守
る。

3210

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 8 4 4 7 3 3
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

下前歯折
歯による
抜歯

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

新年度、
進級児の
対する事
故防止が
職員間で
共通理解
されてい
なかった

新年度、
新体制の
注意事項
の確認

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

床の保育
室で、靴
下を履い
ており、
仕切りに
寄りか
かった
際、滑っ
て転倒し
た

しきりに
寄りかか
らないよ
うに伝え
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

３歳以上
児が３歳
未満児保
育室で遊
ぶ際、靴
下で過ご
してい
た。

床の保育
室遊ぶ
際、上履
きまたは
裸足とす
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

進級当初
で緊張か
ら疲れが
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

３歳未満
児でこど
もが転
び、重な
り合い、
保育者１
人がその
対応をし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
いるこど
もたち全
員を見て
いた。本
児は落ち
着いてお
り、転ぶ
ことを予
想してい
なかった

本児は、３
月末まで２
歳児クラス
にいた。そ
のため床の
保育室では
裸足で過ご
していた。
進級し、同
じ保育室を
靴下で過ご
すことの危
険性を職員
が伝えてい
なかった。

床の保育室
遊ぶ際、上
履きまたは
裸足とす
る。3歳未満
児と一緒の
保育室で過
ごす時の注
意事項を共
通理解す
る。

3211

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外側靭帯
損傷・左
腓骨遠位
骨端線損
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

会議にて
内容の確
認、共通
理解を図
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎週

マット
は、段数
に合った
ものを用
意する。
場所の固
定をしっ
かり行
い、マッ
トがずれ
ないよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

例年より
高く上げ
ていた跳
び箱の段
数をさ
げ、どの
位跳べる
かの確認
をする。
基礎の見
直しを行
う。日頃
から、柔
軟体操に
力を入れ
怪我をし
ないよう
な指導の
工夫を話
し合いを
行った。
今は、運
動をする
前に柔軟
を十分に
行ってい
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

勢いよく
飛び箱に
取り組
む。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
跳び箱を
するのを
補助して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の跳び
箱の補助
をする。

跳び箱の補
助を行う際
は、跳び箱
やマットの
ずれの確認
を毎回行
い、園児の
様子を把握
し、その子
に応じた対
応をする。
また、運動
前には十分
な柔軟体操
を一緒に行
う。

3212

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

56 5 5
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

予め、各
遊具の位
置に保育
者が付
き、安全
を確認し
ていた。
保育者が
定位置か
ら移動す
る際に、
声を掛け
合うこと
なく移動
してし
まったこ
とで、落
下の瞬間
を見逃し
てしまっ
た。

保育者の
配置を再
確認す
る。定位
置から排
泄などで
移動する
場合は、
声を掛け
合うこと
で目を離
すことの
ないよう
にする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

公園の置
物（パン
ダ像）は
2年前に
ペンキが
剥がれた
いたとい
うこと
で、新し
く塗りな
おしたと
のことで
あった。
ゆえに、
滑りやす
かったの
ではない
かと考え
られる。
長ズボン
を履いて
いたこと
もあり、
ツルツル
と滑って
しまった
のではな
いかと考
えられ
る。

固定遊具
に乗る際
には、十
分に気を
つけて手
を置いて
乗ること
や落下し
ないよう
に自己防
衛できる
ように声
掛けをす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

徒歩で園外
保育に出か
けることに
は、十分な
経験があっ
た。。滑り
台やブラン
コなど動く
物での事故
は十分に想
定して、保
育者は側に
着くように
している。
しかしなが
ら、置物
（静物）か
らの落下
は、4歳児の
身体的な発
達を考えた
時に落下す
るというこ
とは予想で
きていな
かったのか
もしれな
い。

園外保育では、
道路状況や歩行
での転倒・ケ
ガ・左右の確
認・横断歩道で
の渡り方につて
は、十分に注意
して指導してい
る。今後は、静
物の置物からの
落下も想定しな
がら子どもたち
に声がけをして
いくようにす
る。5人の保育者
の中で全体を把
握するリーダー
を置いている
が、そのリー
ダーは、全体を
左右に見て、子
どもの遊びの様
子をしっかりと
把握できるよう
に意識する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な子
どもであ
る。高い
ところが
好きで滑
り台やブ
ランコな
ど動く物
が大好き
である。
話も流暢
で様々な
ことに気
づき、保
育者や友
だちに話
しかけ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園外保育
というこ
とで、職
員の立ち
位置は決
まってい
た。道路
側に出な
いように
見守る
人、遊具
につく
人、排泄
につく
人、全体
を見守る
人、写真
を撮る人
とそれぞ
れの役割
を決めて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

怪我をし
て泣く子
どもがい
れば、す
ぐに駆け
付けられ
る場所に
いた。

日常の保育
では、人見
知りせず
に、様々な
ことを話し
てくれる本
児であるた
め、驚いた
り、痛いこ
となど素直
に表現する
力を持って
いる。だか
らこそ、本
児自身が落
下したこと
を伝えてく
れなかった
ことで、保
育者の気づ
きが遅れた
のかもしれ
ない。

子どもの言葉だけで
なく、保育者側から
「痛いところはあり
ませんか」など子ど
もたちに話しかけて
全体を把握すること
が必要であると思わ
れる。また、置物の
場合は、跨いだ時に
足が地面に着くかど
うかしっかりと見極
めて、足がつかない
場合は、踏み台など
を準備するなど安全
に遊べる環境を整え
る必要がある。今回
の事故は町内の公園
内で起こった。即
日、町（建設課）か
ら今回の怪我につい
ての対応策について
話し合う機会を得
る。パンダ像の高さ
は75㎝あり、幼児が
跨いだ時地面に足が
つかないことや滑る
ことを伝えた。ま
た、置物の設置面が
コンクリートである
ことから、（周りは
芝生）打ち所が悪い
と危険であることを
伝える。
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何をして
いたか
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事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3213

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

12 2 2
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

保育担当
とは別に
緊急事態
があった
場合に駆
け付けら
れる職員
が園内に
いる

今回の事
故を全職
員に周知
し、ヒヤ
リハット
に加える
と共に注
意喚起を
促す

1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

10
2.不定期
に実施

2

段差があ
ることを
より認識
できる手
立てとし
て、遊具
（柵にも
なる）も
のを配置
する。段
差のヘリ
の部分を
視覚的に
わかりや
すいよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

スピード
を出せる
空間であ
るため、
事故・怪
我につな
がったと
考えられ
る。

遊びの空
間を区切
り、段差
の部分を
コーナー
遊びとし
て作るこ
とで走る
ことを防
ぐ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おままご
とをして
いる子の
そばで、
段差があ
るスペー
スエリア
を往復
走って遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもを
抱っこを
しながら
座って子
どもたち
の様子を
見てい
た。段差
があるス
ペースエ
リアを往
復走って
いる姿を
見て、危
険を感
じ、注意
をした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室の
入口付近
で、保護
者お迎え
時の対応
やその準
備をして
いた。

全体が見れ
るよう立ち
位置に配慮
しながら遊
びの様子を
見守り、怪
我につなが
りそうな行
動は止めら
れるよう繰
り返し教え
ていく。

3214

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

71 24 24 23 4 3
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

全職員が
マニュア
ルを再度
見直す。

各部門別
の職員で
遊具の使
い方、園
庭での遊
び方等話
し合い再
発防止策
を確認し
合った
後、子ど
もたちに
実際どの
ようにし
て遊んだ
らいいの
か伝え
る。ま
た、この
事例につ
いて職員
全体で話
し合っ
た。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

ロケット
滑り台は
高さもあ
るので、
3歳未満
児は使用
禁止に
なってい
るが、本
児は3歳
以上児な
ので使用
してい
た。

ロケット
滑り台の
踊り場は
鉄板で固
いのでコ
ルクまた
はゴム製
のクッ
ションに
なる素材
の物を敷
くなどの
対策を、
業者と検
討中。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の危
険に感じ
るところ
マップな
どを作り
（作成
中）、各
部門で検
討した。
全職員が
危険な箇
所を把握
し、園庭
の子ども
がいると
ころの死
角がない
ように立
ち位置
（流動的
な）を考
えたり、
自分以外
の職員の
位置も確
認しなが
ら、お互
い声をか
け合う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

家庭から
も特別な
連絡はな
く、普段
通りの様
子だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

5歳児の
個別配慮
児が集団
遊びの中
で大暴れ
し担当者
がすぐに
対応した
がなかな
か収まら
ずその子
の対応に
追われて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

5歳児の
個別配慮
の子が大
暴れし
て、なか
なかおさ
まらな
かったの
で他の職
員もそち
らに気を
とられて
しまっ
た。

何度も遊ん
でいる遊具
なのだが、
今回に限っ
て階段を登
るときに手
を離してし
まった。な
ぜ、手を離
したのかは
わからない
が、いつも
と同じ様
子、体調に
見えても、
普段と違う
行動をする
ことがある
というこ
と、さら
に、今後子
どもたちに
対して園庭
の遊具の使
い方、遊び
方等改めて
指導してい
く。

安全に子ど
もたちを見
ることがで
きる職員数
を確保して
園庭に出
る。園庭で
は他の職員
の位置も把
握し見てい
ないところ
をなくすた
めに声をか
け合う。

3215

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

91 2 12 15 11 20 28 11 11
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

前歯の損
傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

子供同士
で抱きつ
いたり、
もたれか
かったり
した場合
には、危
険が生じ
ることを
全体に周
知し、見
守りをす
るように
配慮す
る。

1.定期的
に実施

週１
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12

園庭での
異年齢の
活動時
間、場所
などの配
慮をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢の
子供が一
緒に過ご
す場面で
は思わぬ
怪我が発
生しやす
いことを
周知し、
十分な配
慮をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で友
だちと一
緒にいて
特に何も
していな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が転
んで泣い
ていたの
で、直ぐ
に駆けつ
け体を起
して傷を
確認し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

家庭では
２歳１か
月になる
弟が、本
児のこと
が好きで
抱きつく
姿が見ら
れるとの
事だった
が、園で
は今まで
なかった
ため、職
員も予測
ができな
かった。

勢いよく飛
びつくのは
危ないこと
を、繰り返
し伝えてい
く。

3216

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足　親
指爪付け
根骨折
（全治
1ヶ月）

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

机2台を
両腰に
くっつけ
持ち引き
ずって移
動させた

1人一台
両手で持
ち上げて
運ぶ

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1

移動前に
机の安全
点検、移
動動線上
の安全点
検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

共に行動
していた
為　後方
にいる児
には見守
りができ
なかった

全体を見
守る事が
できる位
置にいる
一斉に動
くのでは
なく順位
で動く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

積極的に
室内へ机
を運ぶ姿
があっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児は、担
任の後方
にいた

―
担任1人
クラス

移動す
る言葉
がけだ
けで行
動に移
した
机の持
ち方の
言葉か
けを
怠っ
た。

持ち方を見
せる　一人
一人の移動
も見守る

4 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3217

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

24 6 18 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢児
と活動を
行ってい
た。

フローリ
ングで滑
りやすい
ため、走
り出しな
ど気を付
けるよう
声掛けを
行う。異
年齢児と
の活動を
行う場合
は、活動
の内容を
工夫し考
慮した保
育内容に
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

リズムに
合わせて
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ピアノを
弾いてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

2歳児の
見守りを
してい
た。

活動
時、本
児に対
しての
配慮が
不十分
であっ
た。

普段使わな
い大部屋で
の活動だっ
たため、ク
ラス園児全
員に説明を
したうえで
活動前には
再度本児に
対してより
わかりやす
く説明や声
掛けをして
いく。

3218

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

86 15 13 18 21 19 19 15
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

雲梯遊び
をしてい
る園児か
ら目を離
してし
まった。
危険意識
の欠如が
原因と思
われる。

危険意識
を高める
ための研
修を励行
するとと
もに、特
に危険を
伴う遊び
をしてい
る園児か
ら目を離
さない
等、安全
対策を徹
底する。

1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

毎日

雲梯の下
に、万一
落下した
場合に衝
撃を抑え
るマット
を敷いて
いるが、
クッショ
ン性の維
持・確保
について
検証が必
要と思わ
れる。

マットの
クッショ
ン性の維
持・確保
について
点検事項
に付け加
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯遊び
に伴うリ
スクにつ
いての園
児の意識
がまだ薄
いという
認識が不
足してい
たと思わ
れる。

安全な雲
梯遊びを
指導する
ととも
に、子ど
もだけで
雲梯遊び
をしない
などの
ルールを
伝えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最近雲梯
遊びをす
る姿がよ
く見られ
ており、
いつもの
ように雲
梯遊びを
行ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

雲梯遊び
をしてい
る園児か
ら目を離
してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児が雲
梯から落
下すると
ころを見
ていた職
員がいな
かった。

雲梯遊
びをし
ている
園児か
ら目を
離して
しまっ
た。危
険意識
の欠如
が原因
と思わ
れる。

危険意識を
高めるため
の研修を励
行するとと
もに、特に
危険を伴う
遊びをして
いる園児か
ら目を離さ
ない等、安
全対策を徹
底する。

3219

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

17 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

園内傷病
報告をし
て職員間
で子ども
の状況や
環境につ
いて情報
共有する
ととも
に、事故
防止策に
ついても
共通理解
してい
く。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

24 ―

引き続き
安全点検
を行うと
ともに、
子どもた
ちの目線
で危険な
箇所は保
護材を使
用するな
どして安
全に活動
できるよ
うにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

園庭の安
全な使い
方や約束
などを年
齢に応じ
て繰り返
し伝える
ととも
に、一緒
に遊びな
がらその
都度声を
かけてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から元
気で体調
も良かっ
た。天気
が良かっ
たことも
あり、食
後、自身
の帰りの
準備がで
きたため
園庭で遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者は
見守りは
していた
ものの、
該当児と
は距離が
離れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援児へ
の対応を
行ってい
た。

―

学年間やそ
の他の職員
との連携を
より密に
し、クラス
の子どもだ
けではなく
近くにいる
子どもたち
の様子をそ
の場にいる
職員が見
守っていく
よう再確認
していく。

3220

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

50 7 6 9 11 14 3 16 14
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

眉間部瘢
痕

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

11
2.基
準配
置

職員が、
子どもた
ちの遊ぶ
材料（風
船）を追
加しよう
と、ロッ
カーに取
りに行っ
た際の、
約1分の
間、結果
的に死角
になる場
所へ移動
した時に
起きてお
り、危機
予測が不
十分で
あった

危機予知
意識・能
力の向
上、保育
者の連携
強化のた
め、今後
も引き続
き、事例
の研修等
を重ねて
いく

1.定期的
に実施

随時
2.不定期
に実施

随時
2.不定期
に実施

随時

昨年より室
内において
も、子ども
たちの一部
で縄の一方
を家具にく
くりつけて
縄跳びをす
る、という
ような遊び
が流行って
おり、保育
教諭も違和
感なく一緒
に見守って
いた状態で
あり、家具
も重量のあ
るしっかり
としたもの
であったの
で子どもが
引っ張って
倒れるなど
の危険予知
ができな
かった。

玩具棚
（高さ80
ｃｍ×横
90ｃｍ×
幅40ｃ
ｍ）とし
て、本来
の子ども
が”主体
的に選択
して遊
ぶ”とい
う環境構
成に速や
かに戻
し、集中
して遊び
こめる環
境づくり
に努める

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

前述のと
おり、棚
にパズル
以外のも
のが置い
ていな
かった為
に、
「引っ
張って倒
してみよ
う」とい
うような
気持ちに
かられた
のではな
いかと想
像する。
併せて、
倒れた場
合どうな
るかとい
う想像も
できな
かったと
考える

縄遊び
等、一
度、それ
ぞれの遊
び方につ
いて子ど
もたちと
話し合い
を持ち、
安全教育
に努めた
いと考え
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通
り、自分
で遊びを
選び遊び
だしてい
た。一旦
部屋を出
る前は、
同じ部屋
で保育者
と風船遊
びをして
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

再び入室
し縄遊び
を始めた
様子は視
界に入ら
ない場所
にいた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋の扉
外にトイ
レがあ
り、パー
ト保育者
が行き来
していた
ことも
あった

連携が
不足し
てお
り、見
守りか
ら離れ
る際に
声掛け
を行っ
ていな
かった

様々な事故
事例に触れ
危機意識を
高めるとと
もに、連携
を密にして
いく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3221

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

31 6 6
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首上
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

ヒヤリ
ハットや
事故報告
書など、
1カ月に
一度は、
学年単位
で見直す
ようにす
る

1.定期的
に実施

240
1.定期的
に実施

240
2.不定期
に実施

240 ―

今まで以
上に、細
かい部分
まで見落
としがな
いように
気を付け
ていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

学年に関
係なく、
人手が足
らない時
には声を
掛け合
い、フォ
ローして
いく

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

給食の
準備を
するた
め、保
育者が2
名、保
育室に
入って
おり、
園児と
一緒に
いる保
育者の
数が少
なく、
目の行
き届か
ない場
所が
あった

戸外に出て
いる際に
は、保育室
に入る職員
数を最小限
にし、全て
の範囲に目
が届くよう
にする。動
きの激しい
子からは、
特に目を離
さない

3222

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手上腕
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

おやつ後
の保育室
の清掃と
降園時間
の重なり
による分
散的な保
育による
もの

保育室の
利用方
法、降園
時間の子
どもの待
機場所、
遊びの共
通理解

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走らせる
人数への
配慮、活
動の内
容、ゲー
ムについ
ての注意
不足

午睡後の
集団遊び
の内容の
見直し
と、活動
に見合っ
た環境の
設定を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

衝動的
で、話を
聞かない
という側
面があ
る。健康
面も、精
神面も、
特記すべ
きような
変化はな
い。午睡
はしてい
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

お遊戯室
で、子ども
たちと走る
ゲームをし
ていた。お
遊戯室の舞
台から、給
食室前の壁
をタッチし
て帰ってく
るゲーム
で、保育教
諭は、ス
タート位置
で笛を吹い
て、走らな
い子ども数
名と帰って
くる子ども
たちを待っ
ていた。そ
のため途中
の転倒に
は、駆け寄
ることが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ後
のお部屋
の掃除を
してい
て、お遊
戯室での
活動には
参加して
いない。
食物アレ
ルギーを
持つ園児
がいるた
め、室内
をすぐに
清掃する
必要が
あった。

走る際
に、充
分な間
隔を
取って
いな
かった
点・走
る際の
人数が
多かっ
た点

走る人数を
少なくす
る。走る方
法を考え直
し、個々の
発達に配慮
して取り組
む

3223

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

42 11 20 11 4 4
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕肘上
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

事故防
止、危機
管理、救
急法につ
いての研
修の充実

1.定期的
に実施

使用前
1.定期的
に実施

使用前
1.定期的
に実施

使用前 ―

なし（園
児同士の
衝突によ
る事故の
ため）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

しゃがん
でいた子
の傍らで
で他児が
ジャンプ
した際
に、足が
本児の左
腕にあた
り転倒。

自分の周
囲をよく
見て行動
すること
を、日常
より保育
者として
子どもた
ちへ指導
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会の
練習で
も、特に
変わった
様子はな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

広い公園
の中を自
由に遊ぶ
子どもた
ちを見
守ってい
るため、
特に危険
な場所が
ある場合
あるいは
危険な行
動がない
場合、特
定の子ど
もを注視
していな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広い公園
の中を自
由に遊ぶ
子どもた
ちを見
守ってい
るため、
特に危険
な場所が
ある場合
あるいは
危険な行
動がない
場合、特
定の子ど
もを注視
していな
い。

本児も、傍
らでジャン
プした子
も、子ども
の遊びの中
ではよくあ
る動きであ
り、タイミ
ングと近い
距離であっ
たことによ
り、接触
し、事故の
発生となっ
た。

職員同士が
声をかけあ
い、それぞ
れの子ども
を見守る担
当場所を決
めるなど、
これまで以
上に注意深
く見守るよ
うにする。

3224

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

19 1 1
16.４
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

直前まで
担任保育
教諭が一
緒にいた
が、給食
準備のた
めに先に
保育室に
戻ったた
め、転倒
に気付か
なかった

痛みを訴
えること
がなかっ
たため、
怪我に気
づかずに
帰宅させ
てしま
う。自分
から言え
る時ばか
りではな
いので、
常に園児
の様子に
注意する
必要があ
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

友だちと
ぶつかっ
て転んだ
ため特に
改善策は
ないが、
日頃から
なるべく
園庭にお
もちゃ等
を落とし
ておかな
い、地面
の凹み等
は気づい
た時に埋
める等に
心がける

6.食事
(おや
つ)中

本児もぶ
つかって
しまった
園児も周
りを見ず
に走って
いた

友だちと
ぶつかっ
て怪我を
すること
もあるこ
とを子ど
もたちと
話をし、
周りにい
る友だち
にも注意
すること
を伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊んでい
たものの
片付けが
終わった
ため、嬉
しい気持
ちで小走
りに走っ
て保育室
に向かっ
たものと
思われる

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

直前まで
一緒に遊
び、片付
けをして
いたが、
園庭の片
付けが済
んだの
で、本児
より一足
先に保育
室に戻
り、給食
のための
片付をし
ようとし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
出ていた
が、他児
と一緒に
少し離れ
た場所の
片づけを
していた
ので見て
いなかっ
た

―

園庭に子ど
もだけで遊
ばないよう
に職員の配
置をしてい
るが、偏り
なく園庭に
いる園児を
見守るよう
注意する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3225

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 32 30 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕踝
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

子どもを
見守る際
には死角
がないよ
うに職員
の立ち位
置を常に
考える

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

遊具の安
全点検は
行ってお
り、問題
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の定
数はクリ
アしてい
るが、死
角になっ
てしまう
部分も
あった。

注意しな
ければな
らない遊
具はもっ
と意識を
して見守
りをする
べきで
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の見
守りがで
きるよう
にしてい
たつもり
であった
が、一部
の遊具が
死角にな
り把握が
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の世
話をして
いた

園庭が
広く子
どもの
動きも
早いた
め、本
児の様
子を把
握でき
ていな
かっ
た。

常に職員が
声を掛け合
い全体を把
握してい
く。

3226

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 7 6 6 5 5
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

滑り台を
上から滑
る子と下
から上る
子がい
た。

遊具の正
しい使い
方を全職
員で統
一、把握
し、子ど
もと一緒
に確認し
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

12

死角にな
りやすい
位置に設
置されて
いる。

子どもの
遊ぶ様子
を見守
り、日頃
から正し
い使い方
を伝えて
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊ぶ玩具
の種類が
少なかっ
た為、子
どもたち
が遊具に
集中し
た。

遊びの種
類を増や
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

滑り台を
下からの
ぼる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

うんてい
で遊ぶ子
どもたち
について
いて、対
象児から
一瞬目を
離してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と園
庭中央で
遊ぶ。保
護者へ帰
りの伝達
をする。

それぞ
れの遊
ぶ位置
にはつ
いてい
たが、
１人以
外の職
員が遊
具から
目を離
してい
た。

職員同士声
を掛け合
い、複合遊
具のそれぞ
れの位置に
必ず保育教
諭がつく。

3227

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

尺骨の若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

事故発生
時の予測
に欠けて
いた。

事故防止
マニュア
ルを元
に、再度
研修を重
ねる

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具の使
用方法を
あやまっ
ていた

遊具の使
用方法を
徹底して
指導すべ
きであっ
た

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の使
用方法を
あやまっ
ていた

保育教諭
の人数が
減ってし
まう場合
は使用す
る遊具の
徹底や使
用する遊
具の指導
を細かく
行うべき
だった

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの元気
にすごし
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児か
ら少し離
れた場所
で他児同
士のトラ
ブルの対
応をして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者対
応に一
名、遊び
の見守り
をしてい
た

一人一
人の保
育教諭
がしっ
かりと
全体を
把握し
ておく
べき
だった

保育を行う
際は必ず子
どもたちか
ら目を離さ
ないように
すべきであ
る

3228

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 3 3 5 3 5 5
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

自由遊び
であった
為、身体
をほぐさ
ずに遊び
始めたこ
とが要因
と考えら
れる。

マニュア
ルに、
「希望保
育や土曜
保育時も
身体をほ
ぐしてか
ら活動
し、怪我
を予防す
るこ
と」、
「休み明
けは自由
遊び前も
十分配慮
するこ
と」を加
え、周知
を図る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

平成28年
に立て替
えた園舎
で、老朽
化や破損
もない状
態。床材
は体育館
でも使用
される木
製。事故
当時、玩
具も散乱
しておら
ず、静と
動の遊び
スペース
も分けて
いた。

今回の事
故では、
施設・設
備面に要
因がある
とは考え
にくい。
施設面で
改善すべ
きことが
あれば助
言を受け
て、改善
を図る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

冬期間は内
履きを履い
て過ごして
いたが（体
育活動時等
は冬期間も
裸足）、27
日から裸足
での生活に
変わったば
かりだった
ことが要因
ではない
か。又、急
に走り始め
たことと、
3日間の休
み中に身体
を動かして
いなかった
ことも要因
として考え
られる。

裸足の生
活に移行
した時
は、足を
ほぐして
温めてか
ら運動を
する。休
み明け
は、リズ
ム体操で
体をほぐ
してから
遊ぶ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前日に家
の前のコ
ンクリー
トで滑っ
て転倒し
たとの事
だった
が、朝か
らいつも
通りの様
子だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯スペー
スで、子ど
もたちの動
き全体に目
を配り見
守ってい
た。足を痛
める瞬間は
確認してい
なかった。
保育者の所
に歩いて来
て、「足が
ぐきっと
なった」と
訴えた為
座って様子
を見たが、
踝が腫れて
いたがった
為事務室に
報告。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ステージ
の近くで
他の子ど
もとボー
ル遊びを
しながら
目を配っ
ていた。
普通に歩
いてス
テージに
登って
座ったの
で、何事
もないと
思った。

「ぐ
きっと
なっ
た」と
訴えた
が普通
に歩い
ていた
為、10
分くら
い様子
を見て
しまっ
た。

徐々に腫れ
たり痛みが
出ることも
あるので、
すぐに事務
室に連絡し
て対応す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3229

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

83 29 24 30 8 8
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第５趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

子どもへ
の安全指
導は行っ
ているも
のの、今
回事故が
起きた園
庭におい
て、どの
場所が危
険なのか
どこに大
人がつい
て安全確
認しなけ
ればいけ
ないかと
いった現
場での具
体的な確
認や打ち
合わせが
されてい
なかっ
た。

安全確認
を特にす
る必要の
ある箇所
と必要な
職員人数
を職員間
で話し
合って決
め、役割
を明確に
して安全
確認しな
がら子ど
もを援助
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

毎日

遊具自体に問題
はなかったが、
遊び方に注意が
必要。滑り台の
降り口で動きが
止まってから立
ち上がるのでは
なく、降り口付
近でまだ滑って
いる途中に立ち
上がり、そのま
まの勢いで滑り
台から飛び降
り、次の遊具へ
走っていく際、
脚をひねったこ
とが原因で、怪
我につながった
と考えられる。
足が地面に着地
してから移動す
るというルール
だったが守られ
ていなかった。

子どもたちと遊
び方の安全確認
を実際に遊具の
そばで行う。滑
り台は滑ってい
る途中で立ち上
がると転倒や大
きなけがに繋が
る恐れがあるこ
とや飛び降りた
り、走って別の
遊具へ移動する
ことで他児との
衝突や転倒など
も予測されるこ
とを知らせる。
また、滑り台の
下から上へ上っ
ていく子どもも
見かけるため、
そうすると上か
ら滑ってくる人
とぶつかり、事
故につながるこ
とも確認し合
う。保育者はそ
ういったことが
起きることを予
測し、その現場
での安全点検や
指導を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもや保護者
への対応のため
に保育者が監視
の場所から移動
することが度々
ある。目を離し
てはいけない状
況である場合に
は、他の職員に
その場を引き継
いでもらうよう
声をかける必要
がある。しか
し、危険が予測
される場所の共
通認識がこの段
階ではまだでき
ていなかったこ
と、そして引継
ぎが不十分だっ
たのではないか
ということが原
因と考えられ
る。また、危険
予測箇所につく
必要人数を確認
した結果、当時
いた保育者の人
数では足りない
という分析に
なった。しかし
ながら、いる人
数で上手く引き
継ぎながら協力
して見ていく必
要がある。

上記のと
おり、安
全確認を
特にする
必要のあ
る箇所と
必要な職
員人数を
職員間で
話し合っ
て決め、
役割を明
確にして
安全確認
しながら
あそびを
援助す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段か
ら、事故
が起きた
時のよう
な遊び方
をしてい
る姿が
あったと
も聞いて
いる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭のそ
れぞれの
場所で３
４５歳児
（３クラ
ス）の保
育者が子
どものあ
そびの援
助や見守
り・監視
を行う。
対象児の
あそびの
様子につ
いては離
れた場所
ではある
が広い視
野で園庭
を見渡し
ている中
で確認し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児に付
き添って
いたわけ
ではない
が、本児
が異変を
示した場
所付近で
他の子ど
ものあそ
びの見守
りを行っ
ていた際
に気付き
対応を
行った。

上記のとおり、子

どもや保護者への

対応のために保育

者が監視の場所か

ら移動することが

度々ある。目を離

してはいけない状

況である場合に

は、他の職員にそ

の場を引き継いで

もらうよう声をか

ける必要がある。

しかし、危険が予

測される場所の共

通認識がこの段階

ではまだできてい

なかったこと、そ

して引継ぎが不十

分だったのではな

いかということが

原因と考えられ

る。また、危険予

測箇所につく必要

人数を確認した結

果、当時いた保育

者の人数では足り

ないという分析に

なった。しかしな

がら、いる人数で

上手く引き継ぎな

がら協力して見て

いく必要がある。

上記のとお
り、安全確
認を特にす
る必要のあ
る箇所と必
要な職員人
数を職員間
で話し合っ
て決め、役
割を明確に
して安全確
認しながら
あそびを援
助する。

3230

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 18 10 19 4 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

●危険性の
認識不足
鬼ごっこを
している
中、遊具に
複数の子ど
もが登るこ
とで混雑し
た状況がう
まれた。そ
の上で鬼
ごっこを保
育者が続け
たことによ
り、子ども
たちが冷静
に判断がで
きない状況
を発生させ
たことによ
り転落に
至ったと思
われる。

●園生活上に想
定される危険性
の共有
今回の問題は今
見られている子
どもの姿や行動
がどのような危
険性と関連する
のかについてそ
れぞれの保育者
によって違いが
大きいことにあ
る。
園生活上のあら
ゆる場所・場
面・活動・遊
び・行動・動線
から大きな事故
につながる危険
性を想定し共有
する。
「日常のなかで
気をつけていき
たいこと」参照
「リスクとハ
ザード園庭で子
どもを安全に見
守るために」参
照

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

当該遊具
はH30年
度内に作
成された
もので安
全面に対
しての問
題はみつ
からな
い。

危機管理
について
みなおす
ために遊
具をでき
るだけな
くし、は
じめから
見守りの
やり方を
構築して
いくよう
にするこ
とにし
た。ま
た、マ
ニュアル
類につい
ても第三
者を通し
て見直し
を進め
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

●遊びの要
素不足
遊びの選択
肢が少ない
ことにより
消去法的に
追いかけっ
こが選ばれ
た恐れがあ
る。より選
択肢が多け
れば一つの
場所に集中
してとどま
ることがで
き、子ども
の移動の速
さを抑える
ことができ
て事故防止
につながっ
たことが考
えられる

●あそび
の分散
あそびの
集団が大
きくなる
と密集を
生み、そ
れが大人
も子ども
も思わぬ
動きの原
因にな
る。より
多様な興
味に応え
られる環
境を整え
ることで
集団の小
集団化を
促し過度
な密集を
防いでい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
るとき
に、屋台
型の遊具
に幼児数
名と一緒
に登る。
職員がお
にになっ
て追いか
けたとこ
ろ逃げよ
うと場が
混乱した
拍子に対
象児が転
落して肘
を打つ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と数名の
子どもたちと一
緒に担当職員が
鬼ごっこをして
遊ぶ。担当職員
が鬼になったの
で子どもたちを
追いかけていた
ところ対象児ら
が逃げるために
屋根の上に登っ
た。担当職員は
そのままタッチ
しようと近づい
たところ対象児
らが鬼につかま
らないように慌
てて動き、その
拍子に対象児が
遊具から転落し
て肘をうつこと
となった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

幼児の職
員はあず
かりの部
屋で保育
をしてい
た
園庭には
乳児の職
員もいた

今回の
事故は
遊びに
対する
保育者
の関わ
り方の
原因が
大きい
と判
断。人
数や場
所にお
ける人
員配置
として
は適切
だと認
識して
いる

あらゆる方
向から怪我
のリスクを
考えて対処
できるよう
に職員で環
境が変わる
際には必ず
環境変化に
伴うリスク
を検証し改
善していく

3231

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

11 3 2
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨の骨
折・肋骨
の骨折の
疑い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

場の持つ
リスクに
対して一
箇所に集
まる子ど
もの数が
発達を越
えたこと
でハザー
ドの状態
になって
いたこと
に気が付
かなかっ
た

ハザード
の危険性
やそれを
うまない
保育者の
対応の具
体策を明
確にして
共有
別紙参照

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

垂直落下
のハザー
ドを防ぐ
ために滑
り台を築
山に設置
してい
た。その
ため垂直
落下はお
きなかっ
たもの
の、滑り
台の縁と
築山の土
との間に
段差が広
がってい
た

段差がない
ように土を
増量し、流
れないよう
に土留めを
した
また、危機
管理につい
てみなおす
ために遊具
をできるだ
けなくし、
はじめから
見守りのや
り方を構築
していくよ
うにするこ
とにした。
マニュアル
類について
も第三者を
通して見直
しを進め
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

職員がお
互いに見
ているだ
ろうとい
う事で安
心してし
まってい
た

声を掛け
合うが、
見きれな
い場合は
使わない
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

滑り台の
上に同じ
クラスの
子が集ま
り、楽し
そうにし
ている様
子だった
こともあ
り、何を
楽しんで
いるのか
見ようと
した
精神面で
は、特に
不安な様
子はな
かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子供たち
が後から
どんどん
集まって
いること
に気が付
かず、そ
のまま一
緒にあそ
んでし
まった。
密集して
いること
に気が付
くのが遅
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
近くにい
る園児を
見ていた
ため、お
互い職員
が近くに
いるから
大丈夫だ
ろうと安
心してし
まった
（油断が
生まれ
た）

昼食・
着替
え・室
内への
移動な
どが重
なった

園庭にいる
園児の人数
把握など職
員同士で声
を掛け合い
状況を把握
する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3232

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 1 6 4 6 5 5 4
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

ソフト面
が要因と
なる事故
ではない
ため、記
載なし

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6 ―

ハード面
が要因と
なる事故
ではない
ため、記
載なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

マットの
上という
ことで、
着地をし
た際に
滑ったこ
とも想定
される。

保育室で
の過ごし
方や夕方
の過ごし
方の検討
テンショ
ンが高く
なってい
る園児へ
の声掛け

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室内
に敷かれ
ている
マットの
上を体に
回転を加
えながら
飛んでい
て、転倒
したもの
と思われ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
見なが
ら、他児
の対応を
行ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応を行っ
ていた。

―

園児が危険
な行動をし
ていること
を確認した
時点で、速
やかに注意
する。
他の職員と
も声掛けを
行いなが
ら、死角が
できないよ
うな配置を
取る。

3233

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

53 5 4
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右母指末
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

保育者一
人ひとり
の事故防
止に対す
る意識が
やや不足
してい
た。

事故予防
の研修に
更に積極
的に参加
し、未然
に防ぐ。
子ども自
身も危険
回避がで
きるよう
指導す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3

普段あそ
び慣れて
いる場所
ではな
く、保育
室より若
干床が滑
りやすい

事前に
ホールで
の約束事
や危険箇
所を子ど
もと共に
確認する
機会をつ
くる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

２クラス
合同のた
め人数が
多く普段
より活発
に動くた
め注意力
散漫にな
りやすい
状況で
あった。
そのため
保育者も
普段以上
に全体の
行動・職
員配置に
注意すべ
きだっ
た。

年中児は
体も大き
くなり行
動も活発
になって
きてい
る。２ク
ラス合同
で行うと
人数も多
くなるた
め一クラ
スで行う
よう考慮
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

興奮状態
であった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者が
参加した
がらない
他児と関
わってい
たため、
対応がで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもた
ちと一緒
に走る・
歩く・跳
ぶなどの
動きを
行ってい
た。

職員も
子ども
と一緒
にあそ
びに参
加して
いたた
め、全
体把握
が出来
なかっ
た。

４名の職員
の中で、子
どもと一緒
に活動する
職員、見守
る職員と分
けることで
より細かく
動きを見る
ことができ
る。状況に
よって職員
配置を臨機
応変に対応
できるよう
職員間の連
携を強め
る。

3234

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

19 4 4
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

怪我や生
じた、ま
たは生じ
そうに
なった際
にヒヤリ
ハット報
告書を職
員に出し
てもらっ
ている
が、原因
などを分
析する段
階に至っ
ておら
ず、活用
しきれて
いない状
況にあ
る。

・職員に
ヒヤリ
ハット報
告書提出
の必要性
を再度伝
える。・
ヒヤリ
ハット報
告書の構
成をタイ
ムリーに
提出しや
すいよう
に検討す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

当園は今
年春に開
設してお
り、怪我
が多発す
る場所な
どの把握
が不十分
であった
可能性が
ある。ま
た、リス
クマネジ
メントな
どの観点
からまだ
園外散歩
を導入し
ておら
ず、園児
にとって
体を動か
せる場が
少なかっ
た。

・ヒヤリ
ハット報
告書など
を参考
に、事故
の生じや
すい場所
を把握し
てい
く。・ク
ラス同士
で話し合
い、屋上
園庭や園
庭、ホー
ルを順番
に使用
し、必
要、状況
に応じて
体を動か
し、気持
ちを発散
すること
ができる
よう配慮
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

廊下を歩
く際や座
位になる
ときの行
動につい
ても注意
していく
必要が
あった。

教室から
移動して
戸外に行
く時の約
束事（歩
き方、座
り方）を
その都度
指導して
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本児：上履き、
靴下を所定の場
所に置き、屋上
園庭出入口の担
任のすぐ前に、
本児が体側に
沿って両手を床
についた状態で
座位になってい
た。　危害を加
えた児：他児と
同様廊下に座位
になり整列。座
位になる際に、
立位から滑り込
むように膝立に
なってから座位
になる。膝立に
なった際に、本
児の右小指第二
関節が下敷きに
なる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任1名で3
歳児８名を
屋上園庭へ
誘導してい
る途中、園
児2名が尿意
を訴えたた
め、園児2名
をトイレに
誘導し、そ
の間本児含
む6名はトイ
レ前の廊下
に座って整
列してい
た。トイレ
に行った園
児2名は排尿
行動自立し
ていたた
め、担任は
廊下からト
イレのドア
を開け排尿
中の児2名を
見守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任1名
とパート
保育士1
名：教室
内で登園
し泣いて
いる子へ
の対応や
ブロック
遊びをし
ていた子
の保育を
行ってい
た。　担
任1名：
昼食
チェック
など事務
作業を行
い保育現
場から
いったん
離れてい
た。

・普段は保育者2

名でトイレ誘導を

行っていたが、今

回は保育者1名で8

名ほどのトイレ誘

導や整列を見守っ

ていた。保育士が

普段通りもう1名

配置していれば、

危害を加えた児の

行動に注意できた

可能性がある。

・危害を加えた児

は日ごろから他児

にいたずらをする

ことが多かった

(帽子のゴムを

引っ張る等)。一

方で年齢相応の理

解力もある。いた

ずらや危険行動に

対し注意する際

に、その行動がな

ぜ危険なのかとい

うことも児の理解

度に合わせて伝え

ることで、危険行

動を未然に防ぐこ

とができた可能性

もある。

・トイレ誘導が
必要となった際
は、保育者同士
で声を掛け合
い、状況に応じ
て２名体制に変
更することも検
討する。　・児
がいたずらや危
険行動を行った
際は注意だけに
留めず、なぜそ
のような行動を
とったのか、な
ぜ危険なのか、
被害児の気持ち
はどうなのか、
ということを児
と振り返る場を
設ける。　・保
育者は日ごろか
ら児の様子や取
り巻く環境の把
握に努め、いた
ずらや危険行動
を起こす児の気
持ちの理解者と
なれるよう心が
ける。

3235

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

100 2 4 8 30 30 26 21 21
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

園児が園
庭の遊具
にて遊ぶ
ことにな
れていな
かった

新入園児
の遊具で
の遊び方
を再度教
える

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

3

雲底とい
う遊具は
子どもに
とって非
常に魅力
的で楽し
く、達成
感を得ら
れる遊具
だが、落
下しケガ
をする可
能性もあ
る。どの
程度必要
性がある
のか検討
する

遊具撤去
を含めて
検討する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ほとんど
の職員が
教室内に
て登園す
る園児の
対応にあ
たってい
る中での
事故で
あった

遊具撤去
を含めて
検討する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園に慣れ
始めた時
期であっ
た。登園
して、教
室にて朝
の支度終
了後に園
庭に遊び
に出た、
健康状態
は良好

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ほとんど
の職員が
教室内に
て登園す
る園児の
対応にあ
たってい
る中での
事故で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通園バス
等への添
乗や保育
の準備等
で園庭に
出ている
職員はい
なかった

―
遊具撤去を
含めて検討
する

9 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3236

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

43 5 5
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指基
節骨骨
折、左示
指裂創

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

ヒヤリ・
ハットし
たことが
あった場
合、都
度、職員
間で情報
共有を図
り防止策
を徹底す
る

職員間の
情報共有
がしっか
りされる
よう、研
修の記録
には職員
全員の押
印をもら
う。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

ウッドハ
ウス内に
コンク
リートブ
ロックが
あるのを
目視して
いたが、
危険性が
ない大き
さである
と判断し
た。

危険性の
判断基準
が甘かっ
た。僅か
でも事故
や怪我に
つながる
恐れがあ
ると判断
した場合
には、そ
の要因と
なるもの
を完全に
排除する
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

施設内の
様々な遊
具を使
い、移動
しながら
思い思い
の場所で
遊んでい
る。

施設内遊
具や遊具
内の状況
の確認が
十分では
なかった
ことが、
当事故の
大きな要
因の一つ
であると
考える。
園外施設
では、特
に安全点
検を十分
に行い、
危険性が
あると少
しでも感
じられる
ものは、
取り除く
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ウッドハ
ウスに入
り、数名
で遊びを
楽しんで
いる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

敷地内に
は、大型
遊具も併
設されて
おり、高
所に上
がって遊
ぶ子ども
達を重点
的に見守
りなが
ら、対象
児を含め
た子ども
達の様子
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ウッドハ
ウス内に
は入ら
ず、ウッ
ドハウス
窓から様
子を見て
いたが、
少し目を
離した際
に死角と
なる場所
で事故が
発生す
る。

ウッド
ハウス
内の高
さや広
さ共に
大人に
とって
十分で
はな
かった
ため、
外で見
守って
いた。

ウッドハウ
ス内全体が
見られる場
所で子ども
達を見守
り、危険な
行動をとる
前に、言葉
かけを行
い、未然に
事故を防
ぐ。

3237

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 3 3
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折(左
前腕両骨
骨折)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

―

事故予防
に関する
園内研修
を定期的
に実施し
ていく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎週１

どの箇所
が危険で
あるか、
すべりや
すくなっ
ていない
かを確認
しなかっ
た

子どもと
一緒に危
険な箇所
を確認
し、意識
できるよ
うにする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育教諭
の見守り
があった
中であっ
たが、注
意不足で
あった

子どもの
動きを予
測し、次
の動きを
考えなが
ら保育を
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭を友
達と一緒
に追いか
けっこを
して走っ
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

和太鼓の
準備をし
ていた
他児の揉
め事の対
応をして
いて注意
がおろそ
かになっ
ていた
本児の動
きが遊具
でしっか
りと見え
ていな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

朝の受け
入れ・身
支度の手
伝い、自
分のクラ
スの子ど
も達の見
守りをし
ていた
本児を見
ていな
かった

子ども
全体の
遊びの
様子や
状況を
把握せ
ずに近
くの子
どもの
対応に
集中し
てし
まった

トラブルの
対応をしな
がらも全体
の様子をき
ちんと把握
する

3238

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

56 0 0 13 28 15 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右母趾中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

●帰りの
視診不足
により怪
我を見抜
くことが
できな
かった
●怪我で
痛いとき
に頼れる
相手にな
れていな
かった
●裸足で
ペダルの
乗り物で
漕いでい
たことで
不意の怪
我に対し
足を守る
ものがな
かった

●子ども
の様子の
違いに気
がつける
ように今
まで確実
にできて
いなかっ
た帰りの
受け渡し
の際の対
面確認の
徹底
●ペダル
の乗り物
に関して
靴の着用
を促すよ
うにして
いく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

三輪車は
故障箇所
もなく正
常に使え
ていた
コースに
急なカー
ブがあ
り、曲が
りづらく
なってい
た

コースに
急なカー
ブを設け
ない形に
変更する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

スピード
の出し過
ぎに注意
はしてい
たが細か
いこども
の変化に
気づくこ
とができ
ればよ
かった

より細か
な子ども
の観察が
できるよ
うに保育
研修の内
容を仕組
む

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
三輪車で
遊ぶのが
すきな男
児であっ
た。後ろ
から押し
てもらう
などして
スピード
をだしが
ちだった
が、当日
は男児も
きをつけ
て歩くぐ
らいのス
ピードで
走ってい
たものと
思われる

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児も見
守りなが
ら三輪車
のスピー
ドの出し
過ぎには
注意して
見てい
た。ス
ピードを
出しすぎ
ていると
感じた場
合には丁
寧に声を
かけてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で保
育をして
いた

普段か
ら三輪
車をよ
く使っ
ていた
男児な
のでス
ピード
のだし
すぎに
ついて
気をつ
けてい
たが怪
我につ
ながる
ような
転倒は
予知で
きな
かった

あらゆる方
向から怪我
のリスクを
考えて対処
できるよう
に職員で
「日常の中
で気をつけ
ていきたい
こと」（資
料参照）を
環境が変わ
る際には必
ず改善して
いく

3239

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

14 14 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手関節
両骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

歩く子ど
もの組み
合わせの
配慮不足
だった
子どもを
急かせる
ような声
掛けをし
ていた

子どもの
歩調を確
認し急い
で渡らな
い（歩か
せない）
配慮をす
る

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

歩道や道
路によっ
て1列に
歩かせる
などの工
夫がな
かった

道路に
よって列
を工夫す
ることな
どを職員
全体で周
知する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

「急いで
渡って」
など日頃
から声掛
けをして
いた

横断歩道
を渡ると
きには手
を繋がな
いで歩
く。歩く
道幅や道
路環境を
把握して
1列に
なったり
2列に
なったり
臨機応変
に歩行さ
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらずな
かよしの
友達と手
を繋いで
散歩に参
加した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

先頭に1
名、最後
尾に1名
中間に1
名配置し
て歩いて
いた。中
間にいた
職員は斜
め前で転
倒の場面
を見て直
後に起き
上がらせ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転倒直
後、先頭
の職員は
後方を振
り返っ
た。最後
尾の職員
は後方の
他児に対
応してい
た。

転倒直
後激し
く痛み
を訴え
なかっ
たため
軽い打
撲と判
断し見
余って
しまっ
た

転倒直後す
ぐに園に連
絡し怪我の
状況を連絡
相談するべ
きだった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3240

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

49 2 15 18 13 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

本児の行
動から高
いところ
に登るこ
とは容易
に想定で
きること
であった
が、それ
ぞれの保
育者が本
児から目
を離す時
間が長
かった。

保育者全
体で本児
の行動を
見失わな
いよう
に、常に
声を掛け
合い、居
場所を確
認するよ
うにす
る。
保育者同
士で声を
掛け合う
ことで、
居場所の
確認を怠
らないよ
うにす
る。

2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

12

遊具自体
が登りた
くなるよ
うな高さ
である。
本児に
とって
は、登り
やすく、
常日頃か
ら登って
いる場所
である。

登りたく
なる高さ
であるこ
とを改め
て認識し
ながら、
本児以外
でも登っ
ていると
きには、
降りるよ
うに丁寧
に声を掛
けてい
く。遊具
の使い方
を検証
し,職員
間で遊具
のルール
を周知し
あい対応
をしてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員が本
児以外の
児童と遊
ぶなどし
て、他児
に意識が
向いてい
る状態で
あった。

職員が本
児以外の
児童を保
育しなが
らも、本
児がどこ
にいるか
を把握し
ながら保
育を行
う。見失
うことが
ないよう
に職員の
立ち位置
の工夫を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡で眠
れなかっ
たが、通
常でもそ
ういう日
も見られ
る。それ
以外に本
児に変
わった様
子は見ら
れない。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で他
児の遊び
に参加し
ながら、
保育をし
ている状
況であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
た職員も
本児以外
の児童と
の遊びに
注意が向
いてい
た。
誰も本児
のことを
意識して
いなかっ
た。

本児の
行動を
考える
と高い
ところ
に登る
ことを
好み、
常日頃
から
登って
いる。
高いと
ころを
好む衝
動性を
持って
いて、
止めら
れても
止まら
ないこ
とが多
い。

本児のが高
いところを
好むという
こと、本児
の衝動性を
踏まえて登
ることを想
定して見失
わないよう
にする。職
員全員で事
故の検証を
し、改善点
を周知して
いく。

3241

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 13 12 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

―

職員の事
故への認
識・危険
に対する
予防能力
の向上を
図る。
1人1人の
発達段階
や特徴・
クラスの
状況を全
職員で把
握する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

未満児：
毎日　以
上児：週2
回

―
日々の点
検を強化
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもた
ちと遊具
の正しい
使い方の
再確認、
遊ぶ前の
約束を必
ず行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
鉄棒で遊
んでい
て、当日
も鉄棒で
前回りを
して遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒の直
ぐそばに
はいた
が、落下
する瞬間
に手を差
し伸べる
ことがで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児の遊
びに付い
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

―

職員の配置
を確認しあ
い、事前に
回避できる
よう努め
る。

3242

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 9 4 8 4 5 4 4
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折
（左足親
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

５～６
2.基
準配
置

特記する
事項なし

引き続き
マニュア
ル等に基
づき配慮
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

他にも遊
ぶコー
ナーを
2ヶ所設
け、十分
な広さや
遊びの展
開ができ
るように
してい
た。

今後も複
数の遊び
コーナー
を作り、
子どもが
遊びを選
べるよう
にしてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

土曜日は
普段のク
ラス構成
ではな
く、出席
園児全体
がコー
ナーに分
かれて遊
ぶので、
年上の子
の真似を
するな
ど、気持
ちがいつ
もより高
ぶってい
た可能性
はある。

異年齢で
遊ぶ時の
ルールを
見直し、
気持ちが
高ぶって
も気持ち
を落ち着
けるよう
に、声か
けや遊び
の工夫を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サーキッ
ト遊びで
走ってい
る時、段
差も無い
ところで
転んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

複数の園
児が走っ
ていたの
で、ぶつ
かったり
しないよ
うに走っ
ている側
につき声
をかけて
いた。何
人か転ん
でいたの
で、怪我
が無いか
確かめて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のコー
ナー遊び
に付いて
いた。ほ
ふく室に
面してい
て、子ど
も達が
走ってい
る姿は見
ていた
が、対象
児が転ん
だところ
は見てい
なかっ
た。

走りな
れてい
る場所
で、転
んでも
直ぐに
立ち
走って
いた
為、泣
いたり
痛がっ
たりし
ている
子への
対応を
してい
た。

いつもの場
所であって
も、突起や
物がはみ出
していない
か点検す
る。これま
でと同様、
痛がったり
泣いたりし
ていなくて
も転んだ時
は、怪我等
していない
か確認をす
る。

3243

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

17 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

危険な
ケースの
一つとし
て、今回
のケース
を職員間
での共通
理解事項
に加え
る。

1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52 ―

園児が転
ばないよ
うに、小
石を拾う
など、運
動場の整
備を入念
に行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

入場時は
手を繋が
ないよう
にする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

意欲的に
取り組も
うとして
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

入場時は手
を繋がない
ようにし事
前に子ども
たちの様子
を確認する

3244

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

19 1 1
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左橈骨違
位幅若木
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

遊び場の
危険個所
の一つと
して、今
回の場所
を職員間
での共通
理解事項
に加え
る。

1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52 ―

遊び用の
プールと
して使用
していた
が、撤去
すること
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

本人と園
児全体に
プールの
へりを歩
いたりし
ないよう
話をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

怪我につな
がる遊びや
動きを目撃
した場合に
は即座に注
意や静止を
促す。
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死亡
0
歳
1
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2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3245

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 5 8 3 2 2
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第５趾
基節骨骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

転倒防止
につい
て、マ
ニュアル
では家具
類の防止
の記載は
あるが、
椅子等の
積み重ね
は記載が
ないた
め、危険
性の認識
に甘さが
出た。

児童の動
きによる
想定危険
箇所を職
員共通の
認識とす
るため、
職員会議
等で話し
合い周知
徹底す
る。

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

4

椅子を出
入り口近
くに積み
すぎてい
たこと

椅子や机
の位置を
変えて倒
れないよ
うにす
る。
子どもが
遊んでい
る様子に
目を配
り、危険
のない様
に見守っ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

長時間保
育（遅
番）中は
年齢層が
様々であ
り、身体
的強度の
違いから
事故想定
も甘かっ
た。

年齢の低
い子にあ
わせて事
故防止策
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
元気に室
内あそび
をしてい
た途中、
トイレの
ため部屋
を出て、
トイレか
ら戻り自
身で保育
室のドア
を閉める
際に事故
が発生し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室内
で他児を
見守りな
がら対象
児につい
ても見て
いたが、
事故発生
時は対象
児から少
し離れた
位置にい
たため、
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

乳児・幼児
組を合同で
保育してい
た時間帯で
あり、職員
は４名いた
が、トイレ
の付き添い
等で２名は
室外にいた
ため、室内
の職員は２
名であっ
た。室内職
員２名のう
ち１名が担
当職員であ
り、もう１
名について
は、他の児
を見守って
いたため、
対象児の動
きは見てい
なかった。

子ども
の動き
を捉え
ていた
が、子
どもの
動作か
ら起こ
りうる
事故を
予測し
対応す
ること
が困難
であっ
た。

子どもの動
きに十分注
意し、危険
のない様に
見守った
り、危険が
予測される
場面では、
離れていて
も、子ども
に届く声で
注意をす
る。

3246

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

17 2 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左右側中
切歯の歯
根破折の
疑い、上
下口唇の
擦過傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

50

1.基
準以
上配
置

・事故発
症前の活
動は、
４，５歳
児の合同
で集会形
式の行事
を実施し
ていた。

・通常と異なる
活動から、延長
保育の体制にな
る場合には、園
児の様子を丁寧
に観察し、延長
保育担当者へ引
継ぎを行う。
・また、園児の
様子によって
は、クラス保育
をしばらく継続
したり、体を動
かす、歌を歌う
等の発散できる
活動、玩具を片
付ける等の気持
ちの切り替えを
促し、クールダ
ウンを図ったう
えで、延長保育
へ引き継ぐこと
も想定してい
く。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 ―

・ウレタ
ン積み木
は、それ
ぞれの遊
び方等、
園児の特
性をよく
理解して
いる担任
が保育に
あたる時
間のみ使
用し、延
長保育等
の合同活
動、担任
以外の職
員が保育
にあたる
体制で
は、使用
しないこ
とを周知
徹底して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・日頃はそ
れぞれが遊
んでいた玩
具を片づけ
てから、延
長保育担当
者へ引き継
いでいる。
当該日は、
特別な活動
があり、延
長保育時間
までの活動
時間が短
かったた
め、片付け
は促さず、
遊びを継続
させ、その
ため、当該
園児が遊ん
でいたウレ
タン積み木
遊びを引き
継いでし
まった。

・延長保
育時間に
おける玩
具の選
定、提
供、設定
の仕方
等、落ち
着いて活
動できる
よう安全
な環境を
整える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃よ
り、活発
な園児で
あるが、
気持ちの
高揚もあ
り、走っ
てしまっ
たと考え
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体が見
える位置
にいた
が、その
瞬間は他
児の遊び
方が気に
なり、そ
の対応を
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児が別
の場所に
積んで
あったウ
レタン積
み木の上
に乗って
いたので
降りるよ
うに声を
かけてい
た。

・保育
者が他
の遊び
に対応
してい
たた
め、本
児の行
動が目
に入ら
なかっ
た。

・個別対応
をする時
も、常に全
体を目の中
に入れてお
く。

3247

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

76 12 19 22 23 7 7
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足　脛
骨　骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

目では
追ってい
たが、雲
梯の横に
は職員が
いなかっ
た

雲梯の横
に、職員
を配置す
る。今
後、事故
予防の研
修を実施
していく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

雲梯下に
クッショ
ンは置い
てあった
が、クッ
ション性
が弱かっ
たかもし
れない

もっと
クッショ
ン性のあ
るラバー
を敷く予
定

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯を
やってい
る子がい
たのに、
雲梯の隣
に職員が
いなかっ
た

雲梯を
やってい
る園児が
いた時に
は、職員
同士で声
を掛け合
い配置を
考える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の園児
と同じよ
うに、雲
梯を楽し
んでいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

長縄跳び
をやって
いる園児
と共にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の泣い
ている子
の対応を
してい
た。

雲梯を
やって
いる子
がいた
のに、
雲梯の
隣に職
員がい
なかっ
た

雲梯をやっ
ている園児
がいた時に
は、職員同
士で声を掛
け合い配置
を考える

3248

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

85 7 16 16 17 15 14 17 17
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

運動会で
行われる
親子競技
の種目と
して保育
の中で練
習を行っ
ていた
が、年齢
への配慮
と個人の
運動能力
に対する
配慮が足
りなかっ
たと思わ
れる。

個々の脚
力や運動
能力を見
極めた設
定を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

跳び箱及
びマット
等の安全
基準を満
たしてお
り、跳び
箱の下に
はマット
を敷き着
地した際
の安全も
確保して
いたが、
使用した
跳び箱の
高さが園
児の歩幅
に合わ
ず、着地
した際バ
ランスを
崩す。

個々の脚
力や運動
能力を見
極めた環
境設定を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

親子競技
と言うこ
とで保護
者の援助
（手を添
える）が
受けられ
ることを
想定して
の競技で
はあった
が、片手
だけの援
助では、
安定した
着地が出
来なかっ
た。

教育・保
育環境の
設定の中
で年齢に
あった環
境設定を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

あそびに
積極的に
参加し、
意欲的に
取り組ん
でいた
が、バラ
ンスを崩
した際、
保育者に
繫がれて
いない方
でマット
に手を付
い

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

脚力が未
熟である
ことも考
慮して、
片手を添
えて跳ば
せていた
が、バラ
ンスを崩
した際、
支えるこ
とが出来
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育室内
で他の園
児の動向
も見なが
ら至近距
離で対応
してい
た。

運動遊
びをさ
せるう
えで年
齢への
配慮や
個々の
運動能
力の見
極めが
必要で
あっ
た。年
齢的に
まだ両
足跳び
やバラ
ンスを
取るの
は難し
い年齢
である
ことへ
の理解
不足。

跳ばせる高
さや両手を
添えるなど
の配慮を行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3249

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

25 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

トイレ誘
導にあた
り、4歳
児担任2
名のう
ち、1人
は保育室
内、もう
1人は廊
下で見守
り、声掛
け誘導し
ていた
が、全体
を見るあ
まり、幼
児一人一
人の動き
を凝視で
きていな
かった。

幼児の動
きを予測
をし、見
守り、声
掛けを強
化する。
危機管理
能力を向
上させる
よう研修
を実施す
る

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

4

床に付い
た傷や汚
れで、立
ち上がり
時にス
ムーズに
椅子が後
ろに下が
らなかっ
た可能性
が考えら
れる。

床面の傷
や汚れを
確認し、
必要に応
じて補修
修復す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラス全
体の一斉
行動で、
本児に急
がなけれ
ばという
焦りを抱
かせてし
まった。

クラス全
体の一斉
行動で、
保育室の
出入口付
近が混雑
すること
を考慮
し、誘導
には（少
人数ずつ
の行動に
する、走
る押さな
い等約束
事の確
認、混み
合う場所
は園児か
ら目を離
さない
等）慎重
に対応す
る必要が
ある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝、登園
時に母親
よりいつ
もと通り
で変わり
ありませ
んと申し
送りあ
り。事故
までの時
間も特に
変わった
様子はな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

排泄誘導
を促した
後、他児
と関わっ
ていて、
本児が椅
子から転
倒した瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室出
入口から
出て廊下
でトイレ
までの見
守りにつ
いてい
て、本児
が保育室
内で転倒
した瞬間
は見てい
なかっ
た。

本児は
椅子か
ら立ち
上がる
際に転
倒した
が、転
倒時の
衝撃音
が聞き
とれな
かった
事で、
担任も
他児も
転倒に
気付か
なかっ
た。

活動に合わ
せた援助の
仕方を再確
認し、職員
全体での共
通理解を深
める。活動
において人
員が足りな
い際は、他
のクラスの
保育士に協
力を得るよ
う連絡を密
にする。

3250

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

29 2 2
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

２～３
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

80
1.定期的
に実施

80
1.定期的
に実施

80 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

誕生日会
の中で使
用する直
前に木製
の階段を
設置する
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

部屋の中
を走った
り友達と
一緒に遊
んだりし
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当のク
ラスを保
育してい
たが、対
象児は階
段に気づ
かず足を
ぶつけて
しまった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児をト
イレに連
れていく
などして
いたた
め、見て
いなかっ
た

対象児
が個別
配慮の
必要な
児童で
あった

個別配慮が
必要な児童
には、声掛
けのみでな
く、手をつ
ないだり、
一緒に行動
するように
職員に周知
する。

3251

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

129 1 23 18 32 21 34 22 18
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

下顎裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

全園児に
目を配っ
ていた
が、園児
が複数の
グループ
に分かれ
て活動し
ていたた
め、けが
を負う瞬
間をとめ
ることが
できな
かった。

危機意識
を高める
研修等を
励行する
ととも
に、園庭
で園児が
複数のグ
ループに
分かれて
活動を行
う際には
必要に応
じて職員
を多めに
配置する
等、安全
対策を徹
底する。

1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

毎日

園児がけ
がを負っ
たと思わ
れるすべ
り台の階
段を点検
したが、
特に問題
はなかっ
た。

安全点検
及び必要
な修繕を
行い、安
全対策を
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児が階
段を上る
際に足を
踏み外し
たものと
思われ
る。

戸外活動
の前に、
遊具では
走らずに
落ち着い
て登るこ
と等、全
員で約束
事を確認
するよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように元
気に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全園児に
目を配っ
ていた
が、園児
が複数の
グループ
に分かれ
て活動し
ていたた
め、けが
を負う瞬
間をとめ
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全園児に
目を配っ
ていた
が、園児
が複数の
グループ
に分かれ
て活動し
ていたた
め、けが
を負う瞬
間をとめ
ることが
できな
かった

全園児
に目を
配って
いた
が、園
児が複
数のグ
ループ
に分か
れて活
動して
いたた
め、け
がを負
う瞬間
をとめ
ること
ができ
なかっ
た。

園庭で園児
が複数のグ
ループに分
かれて活動
を行う際に
は必要に応
じて職員を
多めに配置
する等、安
全対策を徹
底する。

3252

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

32 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

サンダル
を履い
て、跳ん
でいたの
で上手く
跳び上が
れなかっ
た可能性
も考えら
れる。

サンダル
を履いて
の縄跳び
は止め
る。縄の
長さも事
前に確認
してお
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

縄跳びを
する地面
が滑りや
すかった
事も、可
能性の一
つとして
考えられ
る。

縄跳びを
する場所
に適して
いるか確
認をして
行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

職員によ
る、安全
確認と子
どもに対
して安全
に気を付
けるよう
に促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもが
跳び、職
員が長縄
を回して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

縄跳びを
している
近くで、
他の職員
も子ども
と遊んで
いた。

―

他の職員も
安全確認に
努め、危険
が予測され
る場合は注
意を促す。

3253

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

23 5 5
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

職員へ安
全研修へ
の参加を
促し、事
故発生予
防に対す
る意識を
高めてい
く。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ―

定期点検
を行えて
いる為、
今後も継
続してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

登園後の
集団遊び
の際に
は、子供
の体調や
気持ちの
面の様子
を観察し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発に動
く児であ
り、当日
も遊具で
活発に遊
んでい
た。多動
傾向。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

活発に動
く児で
あったた
め、近く
に職員が
いるよう
にしてい
たが、一
人で大型
遊具に
行ってい
たことに
気付か
ず、探し
ていると
ころで
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他に動き
が気にな
る児がい
たため、
離れたと
ころで他
児を見て
いた。

職員間
の声掛
けの不
足。全
体の動
きが把
握でき
る場所
にいな
かっ
た。

職員同士の
声掛けの徹
底。全体が
把握できる
場所に職員
が立つ。

13 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3254

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

90 14 23 25 28 14 14
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨遠位部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

本児が上
の塔に登
れるよう
になり、
繰り返し
ていた最
中の事故
であっ
た。喜び
溢れてい
た気持ち
を受け止
めつつ、
少し落ち
着いて取
り組める
ような声
掛けがも
う少し
あっても
良かっ
た。

子ども本
人の意欲
をそがな
いように
留意しな
がら、落
下時の体
勢なども
一緒に考
えるなど
の配慮を
してい
く。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4

特に年長
児が憧れ
を持って
夢中に取
り組める
遊具の１
つである
が、別の
場所にあ
る、ロー
プで登る
という遊
具の魅力
を上げる
ことで、
より上手
にロープ
を扱うこ
とができ
るのでは
ないかと
考える。

ロープの
状態を常
に確認す
ること
を、今ま
でと同様
に継続し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本園では、子ど
もたちが自分で
考え自分の意志
で遊び込めるよ
うにし、自己の
力量から挑戦や
中止を決められ
る環境を大事に
することで、子
どもが真に育つ
と信じ保育を進
めている。高さ
のある遊具も、
簡単に登れない
ような作りにし
ており、登る・
降りる過程を子
ども自身の力で
経験すること
で、高さを認識
して楽しく安全
に遊ぶ事ができ
ると考えてい
る。

本児は塔
の上階を
目指し、
以前から
何度も挑
戦してい
た。この
日初めて
上階に登
ることが
でき、大
喜びした
後も挑戦
し続けて
いた。
今後も意
欲を削ぐ
ことなく
遊べるよ
う、引き
続き園庭
整備を
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

身体を動
かして遊
ぶことを
好み、危
険行為は
見られな
かった。
当日も友
達と一緒
に自ら進
んで取り
組んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が、
上階に登
れたこと
を見てほ
しいとい
う依頼を
受け、担
任は見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
ではな
かった
が、本児
の動きを
見守って
いた保育
教諭が数
名いた。

上に登
る様子
を、複
数の保
育教諭
が見て
いるこ
とを本
児は
知って
いたた
め、無
意識に
視線を
感じて
頑張り
過ぎた
面が
あった
かもし
れな
い。

子ども本人
の意欲を大
事にして、
挑戦を見守
りながら
も、状況に
より休憩を
挟むなどの
配慮を検討
していく。
また、必要
に応じた声
掛けやより
適切なサ
ポート法や
見守り方を
改めて確認
し、共通認
識を図っ
た。

3255

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

34 4 4
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

怪我の状
況把握が
未熟だっ
たため、
処置及び
医療機関
への搬送
ができな
かった。

怪我をし
た際はす
ぐに報
告、及び
複数での
確認、把
握、対応
を行い、
大きな怪
我を想定
した上で
の対応、
対処を行
う。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

12 ―

遊具使用
の際は、
周囲に
マットを
敷く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育教諭
が遊具側
に付き、
声をかけ
たり、見
守った
り、場面
に応じて
援助して
いたが、
急な転倒
に対応で
きなかっ
た

急な転倒
にも対処
できるよ
う、注意
を払う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育教諭
が遊具の
側に付
き、声を
かけた
り、見
守った
り、場面
に応じて
援助した
りしてい
たが、急
な転倒に
対応でき
なかった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ―

同様に遊具
の側に付
き、声をか
けたり、見
守ったり、
援助したり
していく

3256

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 10 22 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

24
2.基
準配
置

―

遊具の使
い方を再
度子ども
と一緒に
確認す
る。また
見守って
いる保育
者の立つ
位置につ
いて検証
し、改善
策を共通
認識し、
安全への
意識を高
める。

2.不定期
に実施

300
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

300

ステンレ
スででき
ており、
すべりや
すい。雲
梯下には
薄い布が
敷いて
あったが
落下時の
怪我防止
までには
ならな
かった。

落下防止
のための
クッショ
ンや手が
すべらな
いように
手を拭く
タオル等
の用意を
してお
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

早くおや
つを食べ
終わった
子どもか
ら園庭に
出ていた
ので室内
と園庭に
子どもが
いた。

室内や園
庭のどち
らにも気
を配ろう
と気持ち
の焦りも
あるの
で、今後
は職員の
配置につ
いて声を
かけあ
い、落ち
着いて見
守りでき
る状況に
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもよ
り早くお
やつを食
べ終わり
早めに園
庭で遊び
始めてい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は他
の園児に
関わって
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で雲
梯やブラ
ンコ付近
の全体を
把握でき
る場所に
いて見
守ってい
た。

園庭が
広いた
め、子
どもの
人数に
関わら
ず、一
定の保
育士を
配置す
る必要
があっ
た。

保育士の配
置場所につ
いて再度確
認する。ま
た、事故に
つながりや
すい場所に
ついて職員
間で共通認
識をし、未
然に事故を
防ぐための
職員体制を
検討する。

3257

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

28 3 3
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

口腔打
撲・右上
A外傷性
歯の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

職員配置
は十分で
あった
が、運動
前にはあ
らゆる事
故を予測
しておく
必要があ
る。

ボール活
動で、バ
ランスが
保てない
様子の時
は保育教
諭が傍に
付く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

木製フ
ローリン
グで特に
問題はな
かった
が、個に
応じた運
動面の発
達の細か
い把握が
不十分で
あった。

個の能
力・発達
を踏まえ
たボール
遊びの危
険性を想
定してお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

発達段階
におい
て、ボー
ルに座る
ことはま
だ難し
かった

ボール活
動中の職
員の配置
について
考えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

１人１個
ずつボー
ルを持っ
て　サッ
カーコー
チから次
の活動に
ついて話
を聞いて
いるとこ
ろを子ど
もを見守
りながら
一緒に聞
いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

腕が化膿
してガー
ゼを貼っ
ていた園
児のガー
ゼが取れ
たので、
ガーゼを
取り換え
ていた。

担当(主
担当以
外の）
職員が
すぐに
援助で
きる手
の届く
位置で
の見守
りでは
なかっ
た。

他の園児の
対応をする
時には、職
員同士が声
を掛け合
い、必要に
応じて応援
を呼ぶよう
な体制作り
を徹底す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3258

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

79 5 7 16 22 16 13 16 15
17.５
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折（全治
６か月）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

遊戯室に
あるソフ
ト積み木
が壁に寄
せて片付
けてあっ
た。その
まま、壁
についた
状態で積
み上げ、
登ろうと
したため
バランス
が崩れ落
ちた可能
性あり。

壁につい
た状態で
ソフト積
み木を使
用しな
い。ま
た、あま
り高く積
み上げな
いことを
再度、園
児と職員
で確認し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊ぶ場
所、遊具
玩具など
の安全確
認・点検

園児に対
して、給
食後の活
動につい
て「静的
な活動」
をするよ
うに伝え
る。職員
体制や給
食後の片
付け等が
落ち着い
てから
「動的な
活動」す
るように
設定す
る。

7.その
他

給食後の
片付けの
時間帯で
職員が片
づけをし
ながら、
時々園児
の動きを
見ていた
が、目を
離した時
の起き
た。

給食後の
片付けの
時間帯
は、遊戯
室ではな
く部屋や
廊下など
で遊ぶよ
うにす
る。（常
に園児の
動きが把
握できる
ようにす
る）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園児は、
積み木を
高く積む
ことで安
定感がな
くなるこ
とを知ら
ないこと
が考えら
れる。園
児は、ソ
フト積み
木にいつ
ものよう
に積み上
げたりの
ぼったり
したとこ
ろ、バラ
ンスが崩
れた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

いつも通
りに自由
遊びを楽
しんでい
た。園児
が遊んで
いる場
所、何を
している
のか、
知ってい
た。
ソフト積
み木の場
所が５歳
児クラス
から見え
にくい場
所であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
の職員も
給食後の
片付けを
している
時間のた
め、職員
間の声掛
けなどの
連携がな
かった。

遊戯室
のた
め、運
動的な
遊びを
しよう
とする
園児が
多い。

職員間の声
掛けや園児
の状況把握
不足もある
ので、職員
同士声を掛
け合ったう
えで「静的
な遊び」を
するように
する。

3259

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

20 4 4
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕の骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

ソフト面
が要因と
なる事故
ではない
ため、記
載なし

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6 ―

ハード面
が要因と
なる事故
ではない
ため、記
載なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

行事前
は、園児
も気持ち
が落ち着
かないこ
とが予測
されるの
で、通常
時以上に
職員間で
声掛けを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児とと
もに、ま
まごと
セットの
上に上
がっては
飛び降り
たりして
遊んでい
たとこ
ろ、下に
いた本児
の左腕に
他児が着
地したも
のと思わ
れる。
（本児の
話をもと
に推測）

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ままごと
セットの
上に本児
を含め、
数人が上
がってい
るのは確
認してい
たが、他
児の対応
のため、
目を離し
た。その
後、目を
向けた時
には、本
児はうつ
ぶせの状
態で泣い
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園の行事
の準備の
ため、他
児の誘導
等を行っ
ていた。

―

園児が危険
な行動をし
ていること
を確認した
時点で、速
やかに注意
する。
死角ができ
ないような
配置を取
る。

3260

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

18 2 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

園庭での
事故。

園庭利用
時のマ
ニュアル
の見直し
を行い、
遊具利用
時の注意
事項も改
めて職員
への周知
を徹底し
ていく。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

乗ってる
途中に、
遊具から
手を離し
てしまっ
た。

子どもが
どういう
遊び方を
するかを
含め、
様々なこ
とを想定
し、マ
ニュアル
の改訂を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊具の使
い方はも
ちろん、
危険な乗
り方はし
ないこと
を園児達
に常に発
信してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

夕方園庭
で遊ぶ
際、立ち
位置を決
め、すべ
ての子ど
もに目が
行き届く
ような体
制をとっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当する
エリアを
決め、エ
リアにい
る子ども
たちの安
全を確保
するよう
な体制を
とってい
た。

―

職員の立ち
位置等を見
直し、より
安全に配慮
する体制を
とる。

3261

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

65 30 35 7 7
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

職場体験
の中学生
が関わっ
ていた
点。

遊具で遊
ぶ際の配
慮事項の
中に、実
習生、ボ
ランティ
アを受け
入れた場
合の具体
的な援助
や見守り
の方法を
追加。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

遊具の周
りの安全
に対する
配慮は十
分であっ
たか

落下に備
えてマッ
トを敷く
などの配
慮をする

7.その
他

中学生が
かかわっ
ている場
合の職員
の見守り
の体制が
できてい
なかっ
た。

吊り輪で
遊ぶ際の
ルールを
再確認。
園庭で遊
ぶ際の配
慮事項の
再確認。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段自分
の力では
届かない
吊り輪の
上部に、
仲良く
なった中
学生に抱
き上げて
もらって
ぶら下
がった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもが
自分の力
で届かな
い所や登
れない所
に援助し
て乗せた
りつかま
らせない
ことを、
外部の実
習生や中
学生に徹
底して指
導できて
いなかっ
た。ま
た、その
ような行
為をして
いること
に気づく
ことが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の場所で
見守りを
している
なか、中
学生の見
守りも加
わってい
ること
で、いつ
も以上の
見守りが
出来てい
ると感じ
ていた。

ボラン
ティ
ア、実
習生な
どとか
かわる
場合の
子供の
行動予
測や事
故防止
の為の
配慮事
項が十
分でな
かっ
た。

ボランティ
ア、実習生
などが保育
に携わる際
の、事故防
止の為の配
慮事項の見
直しを行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3262

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 10 12 10 6 5
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

飛び移る
という、
うんてい
棒本来の
使い方で
はなかっ
た

遊具の正
しい使い
方は勿
論、危険
だと子ど
も自身で
気付ける
ように伝
えていく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

12
やや高さ
がある

手を添え
られるよ
う近くに
補助につ
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

正しい遊
び方、危
険な遊び
方の指導
不足

物を使い
始める際
には子ど
もたち全
体に危険
を周知さ
せる

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

うんてい
棒で遊び
始める。
普段は砂
場などで
静かな遊
びをして
いること
が多い
が、当日
は理由は
不明であ
るが、友
達と共に
うんてい
で活発に
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

うんてい
棒の横に
ある登り
棒の補助
をしなが
ら対象児
の様子を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と園
庭で遊
ぶ。片付
けをす
る。保護
者への伝
達をす
る。

うんて
い棒に
は職員
がマン
ツーマ
ンでつ
いてい
たわけ
ではな
かった

人手の少な
くなる時間
帯に遊具は
使用しな
い。

3263

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

52 15 18 19 5 5
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部
頭蓋骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

職員配置人
数は満たし
ており、配
置場所も規
定通りで
あったが、
職員2名が泣
いている子
どもの対
応、遊びの
補助など
を、同じタ
イミングで
行ってい
た。職員の
経験不足に
より、子ど
もの対応に
手間取った
ことで、他
の子どもの
遊びに配慮
する意識が
欠けしまう
時間が出来
てしまっ
た。

5月8日
(水)9:00に
園長、副園
長、主任、
保育副主任
そして事故
当時園庭に
いた職員と
緊急会議を
行い当時の
検証を行
い、要因の
分析を行っ
た。その後
全職員で、
事故現場で
検証し、職
員の立ち位
置、特に安
全面で配慮
が必要な場
所の確認、
子どもの遊
びの特性の
研修を行
う。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

遊具は基
準を満た
していた
が、子ど
もの遊び
方の予測
が不十分
だった。

基準を満
たしてい
る遊具で
も、子ど
もの遊び
方には危
険につな
がること
があるた
め、遊び
方の指導
のほか
に、子ど
もの特性
を理解し
た声掛け
の必要性
がある。

7.その
他

10連休と
いう長い
休み明け
であった
ことで、
久しぶり
の園庭遊
びに子ど
もたちの
気持ちの
高揚が
あった。

子ども一
人ひとり
の様子を
観察し、
遊びの環
境を考
え、子ど
もの様子
によって
は、日案
の変更を
行い生活
を考える
臨機応変
な対応。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつも活
発に遊ん
でいる子
どもであ
るが、当
日はいつ
にも増し
て動きが
活発で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラス担
任は早番
のためそ
の場には
いなかっ
たが、テ
ラス付
近、砂
場、太鼓
橋に各1
名、アス
レチック
2名の職
員を配
置。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ブランコ
を押して
ほしいと
いう子ど
もの要求
に答えて
いた。ま
たもう一
人の職員
は泣いて
いる子ど
もの対応
を行って
いた。

担任が
早番の
ため、
保育を
抜ける
際に他
の職員
に、本
児がい
つにも
増して
活発で
あり、
注意を
して見
守るよ
うに引
継ぎが
十分に
なされ
ていな
かっ
た。

子ども一人
ひとりの様
子を細かく
把握し、そ
れを他の職
員と共有す
る意識、体
制の強化。

3264

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 2 2 17 14 6 5
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

事前に別
のブラン
コで木製
座面にす
わってい
た子ども
がよくお
尻を滑ら
せている
のを見か
けていた
がそれに
対する危
機意識の
共有、高
いブラン
コへの応
用ができ
ていな
かった

ヒヤリ・
ハットの
事例を見
直して改
善する頻
度を２ヶ
月に１度
程度に高
め、小さ
な事例か
ら応用を
しやすい
ような体
制をつく
る。ま
た、保護
者も閲覧
できるよ
うけが報
告表も作
成する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

木製の座
面が滑る
ことへ対
処の必要
があった

危機管理
について
みなおす
ために遊
具をでき
るだけな
くし、は
じめから
見守りの
やり方を
構築して
いくよう
にするこ
とにし
た。ま
た、マ
ニュアル
類につい
ても第三
者を通し
て見直し
を進め
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

複数人の
こどもを
見守る状
態だった
ために、
一人に集
中できな
かったと
ころがあ
る。しか
し、でき
て日も浅
い遊具だ
からこ
そ、その
場に見守
り要員が
おり、遊
ぶ様子を
観察する
必要で
あった

全体的な
保育の見
直し　危
機管理に
ついて一
から見直
していく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故の起
きた前の
週くらい
から男児
はブラン
コにのる
ことがで
きはじめ
てきた。
慎重に乗
り降りす
る姿が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

高さのあ
る遊具を
注意して
みてい
た。本児
は事故の
起きる前
の週くら
いからブ
ランコに
乗ること
ができは
じめた男
児だった
のでその
ことを気
にしなが
ら、他児
の様子も
みている
ところ
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
も男児が
ブランコ
に乗って
いること
を確認し
ていた
が、転落
は止める
ことはで
きなかっ
た

声をか
けて注
意をそ
らさな
いよう
にして
いた
が、１
フレー
ズでも
声掛け
し、意
識を高
めてい
くこと
も大切
であっ
た。

あらゆる方
向から怪我
のリスクを
考えて対処
できるよう
職員で「日
常の中で気
をつけてい
きたいこ
と」（資料
参照）を環
境が変わる
際には必ず
改善してい
く１．２号

3265

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右側上前
歯の損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

事故発生
時に担任
はクラス
全体を見
守ること
ができて
いたの
で、職員
配置に関
して問題
はなかっ
た。

1.定期的
に実施

16
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

施設面に
おいて特
に不備は
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

歌の練習
はいつも
行ってい
る活動
だった。
その際、
園児同士
の距離が
近かった
ため、今
回の衝突
事故が発
生したと
考えられ
る。

集団での
活動の際
には、声
かけや一
度両手を
広げる等
して園児
同士が適
切な距離
をとれる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時よ
り普段通
りの様子
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

歌の練習
をするた
めに、園
児から離
れたとこ
ろから全
体に指示
を出して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
以外の職
員はその
場にいな
かった。

―

クラス全体
を見守る中
で、危険な
行動や箇所
はないか、
改めて注意
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3266

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

55 12 14 15 14 4 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

長靴の園
児は遊具
を使わな
い遊びに
限定して
いた。鉄
棒雲底は
濡れてい
ないこと
を遊ぶ前
に確認し
たが、湿
度が高い
日であっ
た為、若
干滑りや
すかった
可能性も
ある。

湿度の高
い日は雲
底・鉄棒
の使用を
控える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲底で遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転落後す
ぐに該当
園児転落
に対応。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

別のエリ
ア（反対
方向）か
ら園児を
見守って
いた。

特にな
し

特になし

3267

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

49 4 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第三中
足骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

この屋内遊戯場
の遊具は柔らか
な素材でできて
おり（打撃等の
衝撃は緩和され
るため）ケガは
起こりにくいと
判断していた。
しかし今回は、
柔らかな素材で
あることが原因
となる（「捻
る」「挫く」と
いう力が加わる
ことで骨が折れ
る）若木骨折と
いう事故が起
こった。「捻
る」「挫く」こ
とが原因となる
重大事故のリス
ク要因を学習し
ていなかった。

「捻る」
「挫く」
ことが原
因となる
重大事故
のリスク
を、内部
研修で学
習し、危
険予測の
力を高め
てゆく。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

ハード面
の点検は
当該施設
の基準で
行われて
いる。

すべての
遊具には
リスクが
存在し、
そのリス
クを最小
にするた
めの安全
点検が行
われてい
た。最小
化された
リスクを
把握し、
危険予測
し、事故
を防止し
てゆくこ
とを、内
部研修で
学習して
ゆく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

危険予測
の力を高
め、見守
りを行う
際、適切
な位置や
視野で見
守りを
行ってゆ
くように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

水分補給
に呼ばれ
トランポ
リン状の
遊具（エ
アトラッ
ク）から
柔らかい
階段を
使って降
りようと
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

水分補給
の声掛け
をして子
どもたち
を休憩場
所に誘導
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

水分補給
の声掛け
に気付か
ず遊んで
いる子を
誘導して
いた。休
憩場所の
子どもた
ちを見て
いた。

―

危険予測の
力を高め、
見守りを行
う際、適切
な位置や視
野で見守り
を行ってゆ
くようにす
る。

3268

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

2 3 2 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘外顆
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

子どもた
ちが遊ぶ
ときはそ
の動きを
よく見
て、危険
がないか
目を離さ
ないと同
時に、子
どもたち
への声掛
けを行う
こと。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

職員が入
れない時
間帯は入
れないよ
うに策を
設ける

遊具の下
にマット
を敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の受け
入れの時
間帯の子
どもの動
きに配慮
する

子どもた
ちが支度
をした
ら、担任
が全員揃
わない時
間帯は遊
戯室では
遊ばず
に、事務
室か自分
の部屋で
遊べるよ
うにして
おく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

とても元
気で自分
から活動
している
ので

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子と
関わって
おり、目
を離して
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

遊具の
遊び方
の指導
を再度
確認

朝の受け入
れの時間帯
の子どもの
動きに配慮
する。園児
にもこのぶ
ら下がりが
できる遊具
は、遊び方
の指導を確
認する。常
に遊びの時
間も確認す
る。

3269

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 14 13
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

事故発生
の可能性
に対する
意識と配
慮が足り
なかっ
た。

職員間の
連携を図
り、子ど
もの行動
を予測
し、遊び
方次第で
大きな事
故に繋が
るという
ことを意
識して保
育に当た
る。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

―

２０㎝四
方の積み
木を重ね
ること
で、足元
は不安定
になり崩
れやすく
なる。そ
うした状
況で児童
が上に立
つこと
は、転落
による怪
我に繋が
る確率が
高くな
る。

普段使い
慣れてい
る遊具で
も、使い
方次第で
大きな事
故に繋が
る可能性
があるこ
とを意識
しながら
保育に当
たる。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

積み木を
重ね、そ
こから
ジャンプ
しょうと
したら、
バランス
を崩して
しまいそ
のまま床
に転倒し
てしまっ
た。

正しい遊
具の使い
方を子ど
もたちと
一緒に再
確認する
と共に、
遊び方に
よって
は、危険
が伴う事
を知らせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調に異
常は見ら
れなかっ
た。早く
友達と遊
びたく
て、朝の
準備をて
きぱきと
行ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
朝の準備
を終え保
育室で遊
び始めた
姿は確認
したが、
遊戯室に
移動した
ことには
気付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

廊下にい
たため、
対象児の
姿が見え
なかっ
た。保護
者対応を
していた
ため、対
象児に気
が付かな
かった。

対象児
の「早
く遊び
たい」
という
思いか
らの動
きを予
測でき
なかっ
た。

活動の切り
替え時に
は、担任や
同じ場にい
た保育者だ
けではな
く、事務室
職員とも言
葉を掛け合
い、見守
り、安全面
に留意して
いく。

17 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3270

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 9 1 5 2 1
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

　要因・
特記事項
なし

園庭の遊
具使用に
ついて再
度、具体
的に指導
を行い、
事故を防
ぐ
ようにす
る。また
園児の行
動の特性
を理解し
た上での
適切な援
助が
できるよ
う職員間
で共通理
解する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

発達状況
を考え、
安全管理
に留意し
てきたが
不十分で
あった。

転倒時、
衝撃を和
らげる
マット等
を遊具周
辺に設置
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児の近
くで見守
りながら
保育をし
ていた
が、危険
予測が十
分でな
かった。

本児の身
体能力や
行動の特
徴から危
険を予
測」し、
保育教諭
同士の連
携を
再確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園生活に
慣れてき
た時期で
あり、友
達と遊ぶ
楽しさか
ら少々落
ち着きに
欠けてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊び慣れ
ている遊
具である
ため転倒
すること
を予測し
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊具の近
くの砂場
にいた
が、他の
園児も遊
んでいた
ため転倒
時は目を
離してし
まった。

日頃の
園児の
特性を
考え、
遊具に
２人で
上がっ
たらど
うなる
かなど
安全面
を考
え危険
のない
ような
配慮を
するこ
とに欠
けてい
た。

日々の保育
の中で、園
児の特質を
考慮した安
全対策を行
うための保
育教諭の動
きについて
話し合い共
通理解を図
る。

3271

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

10 10 2 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼、
歯肉裂創

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

慌ててし
まう性格
の子だっ
たので、
手を添え
る等の配
慮を必要
とした。

一人一人
保育士が
側で確認
しなが
ら、はし
ごを渡る
ような指
導を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

49

はしごの
長さが、
子どもの
体力より
若干長
かった。

日々の危
機管理を
怠らない
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他にも遊
具を置い
ていたの
で、遊具
の数を減
らす方法
もあっ
た。

焦らずに
活動でき
るような
声かけや
指導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分の力
を試すた
めに、
少々無茶
をするこ
ともあ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れた場
所から見
守ってい
たため、
落下した
瞬間に手
を差し伸
べること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同体育館
内で、他
園児の運
動遊びに
関わって
いた。

一人一
人の動
きに注
意しな
がら見
守る。

担当保育者
の連携を確
実なものと
し、見守る
場所、立つ
位置等に配
慮し、注意
をより必要
とする子ど
もを確認し
合う。

3272

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

30 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

子どもが
突発的な
行動をす
るかもし
れないと
いう認識
が弱かっ
た。

保育者の
安全管理
に対する
認識の強
化。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

転倒が、
施設設備
によるも
のではな
いため。

7.その
他

トイレの
入り口で
勢いを緩
め方向転
換する制
御がしき
れなかっ
た。

安全に行
動するた
めの幼児
への指導

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

排泄を急
いだた
め、走っ
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一人はお
やつを運
ぶ準備を
し、一人
は保育室
内の他の
子どもの
様子を把
握しなが
らトイレ
に続く廊
下の様子
に気を
配ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午睡から
おやつ準
備に移る
時間帯
で、各ク
ラスの保
育室内に
いた。

トイレ
へいく
子ども
に対し
ての声
掛け等
による
注意喚
起が必
要で
あっ
た。

保育室を出
て、トイレ
に向かう児
童に対して
はその都
度、落ち着
いて行動す
るよう声掛
け等を行
う。

3273

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

69 46 23 7 7
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

子どもが
突発的な
行動をす
るかもし
れないと
いう認識
が弱かっ
た。

保育者の
安全管理
に対する
認識の強
化。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

設備や遊
具が原因
ではない
ため

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

巧技台等
から飛び
おりるこ
とができ
るように
なったこ
とが嬉し
く、「こ
こからも
飛べるか
な」とい
う思いが
出てきた
ようだ。

太鼓橋の
使用方法
を再度子
どもたち
と確認
し、飛び
おりない
約束をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

巧技台等
から飛び
おりるこ
とができ
るように
なったこ
とが嬉し
く、チャ
レンジす
る気持ち
が強かっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の遊び
への援助
中で距離
があった
ため、救
助に間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
の援助や
ケガの対
応等で近
くにはい
なかっ
た。

―

職員の人数
や配置が原
因ではない
ため
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3274

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

11 2 2
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

LA外傷性
歯牙脱落
上唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

使用して
いない時
の遊具の
片付け方
の意識

常に子ど
もたちの
おかれて
いる環境
が安全で
あるか確
認する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

使用して
いない時
の遊具の
片付け方
の基準が
曖昧だっ
た。

遊具の配
置、片付
けの徹底
（書面作
成）、平
均台は園
庭から撤
去した。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具の位
置に対す
る安全確
認、配置
移動把握
をしてい
なかっ
た。

園庭を使
用する前
に書面に
基づき安
全対策を
行い、配
置する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

職員の背
後から蝶
を追いか
けるため
に、蝶を
見ながら
移動して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭の真ん中付
近で虫探しを本
児を含む園児4名
と職員1名がして
いた。すると蝶
が飛んできて、
蝶を追いかける
ために、乗り物
ガレージ付近に
職員と園児2名が
移動する。他児2
名が一緒に移動
せずその場に残
る。移動後、蝶
が再び飛び立
ち、本児が蝶を
追いかけていっ
たが、職員は他
の園児の所在確
認後、本児に目
をむけると、す
でに本児が乗り
物ガレージ横に
置いてあった平
均台にうつ伏せ
に倒れていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
がみてい
ない他園
児7名を
見守って
いた。

園庭に
おける
物的環
境整備
の不
足、ま
た園児
の動き
を把握
ができ
ていな
かっ
た。

園庭使用前
に必ず環境
整備、安全
点検を行
う。また、
環境変化が
あった時に
は、園児に
説明し、園
児とともに
場所の確認
をしてから
園庭使用し
ていくよう
にする。常
に、園児の
細かな動き
に対して職
員間で声を
掛け合い把
握していく
ようにす
る。

3275

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

73 22 26 25 8 8
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

玉入れで
ごちゃご
ちゃして
おり、保
育者は多
くいた
が、個人
を見れな
かった。

3歳以上
児全員で
の運動会
練習は
ホールで
は行わな
い。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

3クラス
が紅白に
分かれて
の玉入れ
であっ
た。ホー
ルの広さ
に対し、
玉入れを
するにあ
たり、園
児の人数
が多かっ
た。

3歳以上
児全員で
の運動会
練習は
ホールで
は行わな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全員が裸
足で玉入
れを行っ
ており、
ジャンプ
したあと
の着地の
際、他児
が対象児
の上にあ
がり、負
荷が強く
かかっ
た。

玉入れの
ように、
こどもた
ちが接触
しやすい
活動の場
合は上履
きを履く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

玉入れを
大勢で
行ってお
り、全体
を見てい
たため、
対象児の
様子は見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

玉入れを
大勢で
行ってお
り、全体
を見てい
たため、
対象児の
様子は見
ていな
かった

玉入れ
でご
ちゃご
ちゃし
てお
り、保
育者は
多くい
たが、
個人を
見れな
かっ
た。

3歳以上児全
員での運動
会練習は
ホールでは
行わない。

3276

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 3 17 12 5 5
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

砂が乾い
ており、
地面が滑
りやすく
なってい
た

滑りやす
くなって
いる際は
散水す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で石
拾い中、
他の場所
に移動す
る時、保
育者の周
りを小走
りし滑っ
て転倒。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くには
いたが、
職員の後
方だった
為、転倒
は見てい
なかっ
た。
後で監視
カメラで
確認し、
保護者に
見てもら
う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れた所
で他児の
見守りを
していた
為、見て
いなかっ
た。

各保育
者が分
かれて
いたの
で園庭
全体を
把握で
きてい
なかっ
た

保育者が分
かれて配置
し、園庭全
体を端の方
まで死角の
ないように
みておく。

3277

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

25 4 4
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

24

1.基
準以
上配
置

必要に応
じて個々
にその都
度きめ細
かな指導
を行うこ
とが不足
してい
た。

事故防止
マニュア
ルに個々
に応じた
指導を
行ってい
くことを
明記す
る。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ―

施設・設
備面特に
改善策な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱の
練習に回
を重ねて
慣れてき
たことも
あり、や
や緊張が
緩んだの
かもしれ
ない。

安全な跳
び方を注
意喚起し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
体操（跳
び箱）を
行ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

器具使用
の時は、
何かトラ
ブルが
あった時
にすぐに
対処でき
るように
側に付い
ている。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

跳び箱の
側に一人
つき見
守ってい
た。

跳び箱
を行う
前に必
ず手の
付き方
を伝え
ている
が、さ
らに一
人ずつ
跳ぶ前
に声を
掛けて
いく必
要が
あっ
た。

今後も行う
前に全体で
伝えていく
こと、また
一人ひとり
その子に応
じ個々に声
を掛けてい
くことを心
掛け徹底し
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3278

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

57 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕左橈
骨頚部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

8

1.基
準以
上配
置

子どもの
練習の様
子から、
走る勢い
を緩める
必要があ
ることに
気づかな
ければい
けなかっ
た。

運動会の
練習を行
う前に、
過去のけ
がの事例
等を振り
返り、危
険な競
技、けが
をしやす
い条件に
ついて検
討を行
う。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

3 ―

前転を行
う前に、
走ってい
るスピー
ドが落ち
る、もし
くは止ま
れなけれ
ばならな
いような
障害物を
配置する
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走ってい
る勢いで
手をつく
とどのよ
うになる
かの想像
が当該園
児にはで
きていな
かったと
考えられ
る。

前転を行
う時の手
の付き方
をもっと
丁寧に、
一人ひと
りが理解
するよう
に指導を
行うこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故前
は、普段
通りの様
子であっ
た。事故
直後は泣
いて訴え
たが、そ
の後は手
を少しか
ばう様子
があった
が、通常
通りの動
きをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該園児
のグルー
プが走っ
ていると
ころを見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
と一緒
に、当該
園児を見
ていた。

―

前転を行う
位置で、も
う一人職員
が待機す
る。もしく
は、走る前
に、走り込
んで前転を
すると危険
であること
他、どのよ
うな危険な
可能性があ
るかについ
て話をする
こと。

3279

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

110 5 25 38 32 35 13 13
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハット事
例が職員
間で共有
されてい
ない。
研修参加
後の報告
が全職員
に周知さ
れていな
い。

研修後の
復命書の
回覧を徹
底する。
（名簿を
つける）
ヒヤリ
ハット事
例を図式
化し危機
管理意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日

雲梯が濡
れていた
可能性が
ある。

固定遊具
で遊んで
はいけな
い活動内
容の時
は、言葉
での約束
確認だけ
でなく、
【あそび
ません】
プレート
を遊具に
つける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育参加
の日で子
ども達が
フワフワ
と落ち着
きがな
かった。

保育参加
の保護者
に、遊ぶ
時のルー
ルを事前
に説明す
る必要が
あった。
子ども達
に再度水
遊びの活
動時は固
定遊具で
遊ばない
ことを伝
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だち3
人と、保
育参加の
保護者一
人で雲梯
をしてい
た。
身体が濡
れている
子もい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

各コー
ナーに職
員がつい
ていた
が、事故
当時は保
育参加の
保護者1
名だっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保護者の
見守りが
あったた
め、少し
離れた場
所で遊ん
でいた子
どものそ
ばにい
た。

園舎側
からわ
くわく
ハウス
に隠れ
て雲梯
が見え
ない。

保育者が必
ず雲梯・畑
側に1人はつ
く。

3280

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 7 9 11 8 7 8 11 9
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

遊具使用
時に危険
な遊び方
をしてい
ないか監
視する。
園児への
遊具の使
い方の指
導を徹底
する。

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

遊び方が
危険で
あったた
め起こっ
た事故の
ため、
ハード面
では改善
策はない
と考えま
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

落下の危
険のある
遊具の近
くに職員
を配置す
るように
する。担
当職員が
その場を
離れると
きは、必
ず引き継
ぎを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に普段
と変わり
はなく、
活発に遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
鉄棒で遊
んでいる
ことは確
認してい
たが、他
の園児も
含めて見
守ってい
たため、
少し離れ
た場所に
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に3歳未
満の園児も
いたため、
いろいろな
行動に注意
を払う必要
があった。
また園庭の
広範囲で園
児が遊んで
いたため、
職員一人当
たりの見守
りの範囲が
広くなって
しまった。
そのため、
対象園児が
鉄棒で遊ん
でいるのを
注視するこ
とができな
かった。

―

職員の配置
人数の基準
を満たすだ
けでなく、
危険個所を
全体で把握
し、適切な
職員配置を
行うととも
に、園内研
修を行い、
職員に周知
徹底を図
る。

3281

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

19 2 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左第3趾
挫傷
左第3趾
基節骨近
位骨端線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

立ち上が
りの際な
ど、ふと
したこと
でも幼児
は骨折す
る

情緒の安
定や落ち
着いた行
動を促す

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

常に活発
である

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

運動場で
の遊び全
体を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

支援対象
の他児へ
の対応を
していた

自らの
体の使
い方
が、発
達過程
である

本児の発達
を配慮し
た、声かけ
や援助。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3282

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

24 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

遊び始め
てすぐの
時間だっ
たので、
このよう
なケガや
事故につ
ながるこ
とを予測
していな
かった。
また、事
故発生の
可能性に
対する意
識は配慮
が不足
だった。

園庭の遊
び方や場
所につい
て職員間
で把握し
合えるよ
うにす
る。ま
た、いか
なる場合
も事故、
ケガに繋
がること
を想定し
て保育環
境を整
え、保育
する。

1.定期的
に実施

100
1.定期的
に実施

100
1.定期的
に実施

50

周囲に危
険な物は
なかった
が、園庭
は若干の
起伏が
あったこ
とで足元
が不安定
になり起
きたケガ
と思われ
る。

普段遊び
なれてい
る場所で
も大きな
事故に繋
が可能性
があるこ
とを意識
して保育
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友達に誘
われた嬉
しさと鬼
であるこ
とから、
勢い余っ
て地面に
つまづい
て転倒し
た。

子どもた
ちに対し
ても、段
差がある
ことや周
囲の状況
を確認す
ることな
ど話し合
う場を持
つ。環境
整備等を
行い、ケ
ガ等の可
能性を考
慮して保
育する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児に比
べて登園
が遅いこ
とで、す
ぐに遊び
始めるこ
とに躊躇
してい
た。
少し時間
をおいて
遊び始め
る時に仲
の良い友
達に誘わ
れ嬉しさ
で気持ち
が高ぶっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育者1
は全体を
見守る位
置で目視
してい
た。
保育者2
は鬼ごっ
こを始め
たことを
認識して
いたが保
育室テラ
ス付近に
いて、ほ
かの園児
と関わっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者は
園庭にい
たが、転
倒の瞬間
は他児の
様子に目
を向けて
いた。

職員配
置は十
分で
あった
が、予
測でき
なかっ
た。

職員は遊び
の中の危険
を予測し、
言葉かけや
園児の遊ぶ
様子を見直
し危機管理
について意
識を強く持
つようにす
る。

3283

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

30 4 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左母指基
節骨裂離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

竹馬をす
る時の安
全策を共
通理解
し、周知
し、丁寧
に行な
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

運動遊び
にチャレ
ンジさせ
る時に
は、いろ
いろな危
険事象を
考慮し、
安全対策
を講じる
ととも
に、園児
にも危険
回避につ
ながる取
り組み方
を伝え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

見守りや
指導を丁
寧に行な
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会に
向けて、
竹馬チャ
レンジを
頑張って
取り組ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児は、
普通障害
加配の対
象児なの
で、近く
で見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子ども達
が遊ぶ時
には、必
ず傍で保
育者が見
守ってい
る。

―

竹馬にうま
く乗れるよ
うになって
いても、引
き続き見守
りや指導を
行う。

3284

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

18 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

職員配置
が必要な
時間帯や
活動内容
を園生活
の流れの
中で把握
し、職員
間の連携
をとるこ
とが十分
にできて
いなかっ
た。

再発を防
ぐため、
今回の事
故をもと
に職員会
議で職員
の配置や
園児の指
導につい
て話し合
い安全管
理マニュ
アルの確
認を行っ
た,。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

5

遊戯室兼
廊下一角
に絵本
コーナー
があり、
何かに夢
中になっ
ていると
その段差
に気が付
かないこ
とがあ
る。

フリース
ペースで
遊んでい
るとき、
絵本コー
ナーに入
らないよ
うにパー
ティショ
ンを置
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室が
廊下を兼
ねたフ
リース
ペースに
なってい
ることに
配慮した
指導を十
分に行え
ていな
かった。

活動内容
にあった
環境に
なってい
ない場合
は、環境
の見直し
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　園庭で
活発に遊
んでい
て、片付
け後に行
う生活習
慣の内容
も理解し
て日頃は
できるの
だが、友
達の関わ
りによっ
て追いか
けごっこ
の遊びに
なったよ
うだ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

荷物を
持って園
児ととも
に保育室
へ移動し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任は次
の保育の
準備のた
め職員室
にいた。

園児玄
関から
保育室
への移
動時に
園児が
フリー
スペー
スで遊
びなが
ら移動
してい
たこと
が要因
と考え
られ
る。

園児玄関か
ら保育室へ
の移動の際
に職員は、
移動を始め
た最初の園
児とともに
行動し、指
導が行える
ような職員
配置を行う
ことを共通
理解した。

3285

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

64 15 15 16 18 5 5
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

なし

転倒等の
原因にな
る園児の
動きの詳
細なマ
ニュアル
が整備さ
れてな
く、予測
不能な園
児の行動
について
普段から
の話し合
いが不十
分だっ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

97
1.定期的
に実施

96 なし

事故防止
チェック
リストに
転倒する
場合の要
因リスト
を追加

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢合
同で園庭
にいたの
で、個々
の園児の
行動予測
を把握す
るのが困
難な環境
だった。

集団遊び
の中に保
育教諭も
混ざると
全体把握
が難しい
のでその
場の立ち
位置を考
慮する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な園児で普
段から身体を動
かすことが好き
である。担当保
育教諭がクラス
担任だったので
他児の遊んでい
る集団遊びの様
子が楽しそう
だったので遊び
の途中から混ざ
り、担当保育教
諭のエプロンを
夢中で掴んでし
まい、保育教諭
が走り出した途
端バランスを崩
して転倒してし
まった。途中か
ら混ざったため
ルールの把握が
できておらず、
見よう見まねで
動いてしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

午前中からクラ
スの園児と同じ
ルールの集団遊
びをしていたの
で同じ感覚で周
囲をみていた。
本児も理解して
いるものと思っ
たが遊びの途中
から急に混ざっ
たためルールの
理解度の認知が
把握できていな
かった。また、
担当教諭の背後
のエプロンを掴
んでいたがエプ
ロンだったので
担当教諭も本児
の力の入れ具合
が伝わらずに走
り出してしまい
転倒の要因に
なってしまっ
た。転倒時も後
ろにいたため支
えることができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

異年齢合
同で園庭
にいたの
で、他の
園児たち
の把握を
していて
集団遊び
の様子は
みてな
かった。

なし

担当職員が
瞬時に子ど
もの状況を
把握し行動
予測できる
スキルを身
に付ける
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3286

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

28 19 19
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕
関節　骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

研修や会
議を行い
職員の資
質向上に
努めてい
きたい

1.定期的
に実施

261
1.定期的
に実施

261
1.定期的
に実施

261 ―

安全
チェック
は、常に
必要な物
だと理解
している
のでこれ
からも
しっかい
行いたい

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ままごと
コーナー
のテーブ
ルにテー
ブルクロ
スをひい
て登らな
いような
環境を作
る。ま
た、階段
など逆に
登ってあ
そべるよ
うな遊具
を設置す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本来活発
な子では
あるが、
友達が
やってい
ることを
真似てみ
ようとし
た様子も
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

コーナー
の中の他
の場所に
いてほか
の子の対
応をして
いたの
で、怪我
を未然に
防ぐこと
に遅れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

朝の着替
えに向か
おうとし
ていると
ころだっ
たため、
逆方向を
向いてい
て実際に
転んだ時
間見てい
ない。

現場に
いた職
員が新
人職員
だった
ので、
ルール
や約束
に対す
る対応
が遅く
なった
ため事
故を未
然に防
ぐこと
が出来
なかっ
た。

新人職員で
も現場で動
けるような
より具体的
なマニュア
ルの作成と
共に会議な
どでその現
場に合った
対応策など
の話し合い
をする必要
がある。

3287

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 18 20 7 7
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

２歳児が
飛び降り
る高さと
しては高
い。徐々
に高さに
慣れるよ
うな経験
が必要で
ある

低い場所
からの着
地を何度
も経験
し、高さ
がある所
も挑戦で
きるよう
に指導す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

２歳児が
飛び降り
る高さと
しては高
いため、
徐々に高
さに慣れ
るような
遊具が必
要だと考
えられる

２歳児が
飛び降り
る高さと
しては高
いため、
低い場所
からも飛
び降りが
できるよ
うに大型
遊具を改
善する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は園
庭開放日
に、飛べ
るように
なったこ
とを母に
見せてい
たので今
回も担当
保育士に
見せた
かったこ
とが考え
られる

気持ちを
受け止め
つつも、
正しい飛
び方を伝
えたり発
達に合わ
せた指導
をする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年上児の
姿を見て
刺激を受
けたり、
それまで
に母と一
緒にでき
たことが
あったの
で、担当
保育士に
も見せた
いと思っ
たと考え
られる

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

母と一緒
にできた
ことも聞
いてお
り、見て
ほしいと
いう気持
ちも感じ
られたた
め見守っ
ていても
大丈夫だ
と判断
し、落下
地点で見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

見ていて
ほしいと
いう気持
ちを受け
て、近く
で見守て
いた。

本児の
見てい
てほし
いとい
う気持
ちを優
先した
が、発
達に合
わせて
段階を
踏んだ
援助を
考えて
いくこ
とが必
要だと
考えら
れる

徐々に高さ
を経験でき
るように遊
具を改善
し、徐々に
高いところ
からも飛べ
るように着
地の方法な
ど指導する

3288

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

43 23 20 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

7

1.基
準以
上配
置

―

4月当初
でもあっ
たことか
ら、いつ
も以上に
安全面で
の配慮が
必要であ
ることを
ミーティ
ング、職
員会議な
どで徹底
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

２～３ ―

遊び慣れ
た公園の
遊具であ
るが、そ
れだけに
緊張感を
持ち事前
の安全点
検を怠ら
ないよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

進級当初
であった
ため、子
どもたち
の気持ち
も高揚し
ていた。
安全に遊
ぶための
子どもへ
の注意が
十分でな
かった。

屋外で遊
ぶ時は事
前に注意
喚起を
行ってい
る。雲梯
等遊具を
使う場合
は保育教
諭が必ず
付き、子
どもだけ
では使用
しない等
のルール
を決め
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

年長組に
進級した
ばかりで
気分が高
揚し、普
段より大
胆な行動
が見られ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の子ど
もたちの
遊びの見
守りをし
つつ、対
象児から
は離れた
ところで
対象児も
含め全体
を見てい
た.

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　近くに
いたが滑
り台で遊
んでいる
子ども達
について
いたため
に、対象
児を止め
ることが
できな
かった。

職員が
誰も雲
梯につ
いてい
ない状
態で、
対象児
ともう1
名が雲
梯で遊
んでし
まっ
た。

雲梯を使う
ときは必
ず、職員が
付くように
する。子ど
もたちにも
周知する。

3289

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

26 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
内上顆骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

鉄棒使用
の注意事
項等の確
認不足が
あった。

重大事故が発生
したことを職員
全体へ周知し、
現在の園庭での
遊び方や遊具を
使用するときの
注意点について
再検討した。
特に鉄棒の使用
についてのマ
ニュアルを確
認、一つの鉄棒
を使用する人数
は、園児の達成
度に合わせて、
１～2名までと
し、職員は園児
に手が届く位置
（横か前）を見
極め、判断し立
つ。
また異年齢の職
員も含め、園庭
にいる職員全員
が、それぞれの
遊具でのあそび
方に危険がない
か判断し、気づ
いたことは職員
間で伝え合い、
園児を見守れる
よう連携してい
くことを確認し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・鉄棒付
近は仕切
りなどが
なく、簡
単に園児
が近寄っ
ていきや
すい配置
になって
いる。
・クッ
ション
マットを
敷き、対
策はして
いた。

・鉄棒の下の
マットのクッ
ション性、劣化
等も、引き続き
定期点検し、確
認していく。
・鉄棒付近に近
寄ったり、遊ば
ないようにプラ
ンターを置き、
制限するように
した。
・保育教諭がい
ない時は鉄棒を
使用しない約束
にはなっている
が、使ってしま
い事故が発生す
る可能性もある
ので、鉄棒を使
用しないときに
は棒の部分に
ガードを付ける
ようにした。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・午前中の
鉄棒を使用
した設定保
育で、もっ
と鉄棒がし
たいと自信
を持った園
児が、いつ
も以上に増
えたが、見
守る保育教
諭が一人の
ままであ
り、対応の
許容範囲を
超えてし
まった。ま
た、増えた
ときの対応
を打ち合わ
せていな
かった。
・鉄棒使用
を見守る職
員に、鉄棒
以外の園児
への対応が
発生した。

園児の気持
ちを受けと
めながら、
園児の鉄棒
使用の到達
段階に合わ
せて、見守
りまたは補
助の必要を
決め、鉄棒
のサイズの
選択をす
る。
補助が必要
な園児が鉄
棒を使用す
る時には、
大人と子ど
もが１対１
で行う。
予定と違う
ことが起き
た時には、
活動を中止
させ見守り
対応を見直
しする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前中の
鉄棒を使
用した設
定保育
で、園児
に自信が
つき、自
分ででき
る気持ち
が大きく
なった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象園児
の正面に
立ち、取
り組みを
見守って
いたが、
保育教諭
に3歳児
の園児が
近寄って
声をかけ
てきたた
め、「ど
うした
の？」と
その園児
の方を見
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

4歳児クラ
ス担任は、
園庭遊びを
始める前の
準備運動で
トラブルが
発生し、対
応解決した
ので、鉄棒
の取組みを
見るために
鉄棒へ向か
う途中で
あった。
3歳児クラ
ス担任と3
歳児クラス
朝夕保育教
諭は、ボー
ルあそびを
している3
歳児を見
守ってい
た。

当該園児は午前中

の鉄棒使用で3回

中2回の成功で自

信がついたところ

だった。自信がつ

いたことにより、

注意散漫になるか

もしれないこと、

成功しないかもし

れないことの予測

ができていなかっ

た。

他の担任職員がト

ラブルが発生し個

別対応をはじめた

ことで、他の子ど

もたちの安全見守

りが軽薄になって

いることに気づい

ていない。

園児の鉄棒の到達

状況について、担

任間で補助のあり

方や必要性の確認

ができていなかっ

た。

3歳児クラス担任

が、鉄棒担当をし

ていた職員に声を

かけた3歳児園児

の動きに気付き、

先にその園児に声

をかけていれば、

鉄棒を担当してい

た職員が目を離す

ことはなかった。

クラス園児の動向

把握が不十分で

あった。

トラブルが発生し個
別対応をする時に
は、子どもたちの安
全確保のため、いっ
たん活動を中止さ
せ、見守りを代わり
に行う職員の依頼を
するなどの対応をす
る。
安全確保が難しい場
合には、鉄棒は使用
しない。
園児の鉄棒の補助の
変更については、担
任間で情報共有検討
してから変更する。
異年齢クラスと合同
で園庭を使用する際
には、クラスの活動
範囲を職員が見守れ
る範囲に限定し、園
児の動向により注意
を払う。定期的に点
呼し、所在確認を行
う。
事故が起こるかもし
れないという危機感
や予測を養うため
に、リスクマネジメ
ント委員会を活用
し、あらゆる対応に
ついても学びを深め
ていく。

22 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3290

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

58 7 6
17.５
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

・体育館
など初め
ての場所
での運動
会の際
は、職員
間で安全
対策の研
修を行な
う。

3.未実施 ― 3.未実施 ― 3.未実施 ―

・ゴール
テープが
下に落ち
ると滑る
・普段の
練習とは
違う場
所、広
さ、も要
因として
考えられ
る。

・運動会
を行う場
合はゴー
ルテープ
を使用せ
ず方法を
変える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・普段の
練習とは
環境が違
かった。
（足場、
トラッ
ク、会場
の広さな
ど）

・体育館
に限ら
ず、校庭
でも運動
会を行う
場合は
ゴール
テープを
使用せず
方法を変
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

―

・巻き付い
たと同時に
ゴールテー
プが引っ張
られたので
転倒した。
・普段の練
習時の職員
ではない職
員が使用し
た。
・事前に予
測できてい
なかった。

・練習時と
違う職員は
持たない。
不可能なの
で使用しな
い。
・予測して
おらず、危
険だと思っ
た場合には
すぐに改
善、実行し
ていく。

3291

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

25 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 3.火傷
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

・活動内
容、人
数、子ど
も達の動
きに即し
ての安全
面からの
配慮不足
・一日の
保育の中
で、午後
の時間に
対する配
慮不足

・子ども
達が安全
に過ごす
為の幼児
理解に基
づいた幼
児の動き
の検討、
研修
・活動時
間と活動
内容が適
切である
か保育計
画の見直
し

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

保育室の
広さ（４
９．００
㎡）、幼
児の人数
（22人）
の環境、
又活動時
間、内容
に対し、
安全面の
配慮が欠
けていた
点。　危
険予測の
不足。

環境（保
育室）、
人数に対
する活動
内容を、
安全面の
観点から
検証し再
発防止に
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・降園前の時間
は本来　「一日
の振り返り」、
「絵本の読み聞
かせ」、などの
静的な活動で過
ごす時間帯であ
るが、子どもの
要求を受け入
れ、突発的に動
的内容を取り入
れた点。
・本来このゲー
ムは動的であっ
たが、保育者は
保育室内の広さ
を考え逃げる際
は走らず歩くこ
とを提案しその
ルールで行おう
とした。しかし
変更したルール
はこのゲームの
楽しみ方とそぐ
わず、走り出す
子がいた。

・一日の保
育時間、保
育計画は根
拠に基づい
ていること
を認識し環
境を考慮し
ながら保育
教育を行っ
ていく。
・職員間で
の研修、話
し合いの中
で、子ども
達の成長発
達の様子、
興味関心、
生活する姿
などから、
事故発生の
危険性を環
境面より排
除してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育者か
ら提案さ
れたルー
ルを守り
集団遊び
に参加

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集団遊び
の際中で
あり、ク
ラスの子
ども達と
共に動い
ていたた
め対象児
のそばに
いること
はできな
かった。

―
加配保育
者無

２学期
に入り
園生活
も安定
し子ど
も達も
スムー
ズに活
動でき
るよう
になっ
た為、
保育者
は一つ
一つの
活動に
対して
安定面
での認
識が薄
らいで
いた
点。

一日の保育
の振り返り
をする中
で、活動が
幼児の発達
に即してい
たか、物理
的環境、人
的環境を意
識し、学年
での週案会
議の中で保
育計画を考
え、次の保
育に活かし
ていく。ま
た、その振
り返りを全
職員が共通
理解できる
よう話し
合ってい
く。

3292

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 15 40 10 7
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨端
線離開

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

事故発生
の可能性
に対する
意識と配
慮が足り
なかっ
た。

職員間の
連携を図
り、子ど
もの特性
や行動を
予測し、
安全面に
留意して
保育に当
たる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

・テラス
から園庭
に出る場
合、階段
（２段）
を利用し
なければ
いけな
い。慌て
るとつま
ずきや踏
み外し
等、怪我
に繋がっ
てしま
う。

・普段使
い慣れて
いる階段
でも、思
わぬ事故
につなが
る可能性
があるこ
とを意識
しながら
保育に当
たる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・急がせ
てはいな
かった
が、気持
ちが焦っ
てしまっ
ていたの
ではない
かと思
う。言葉
かけや見
取りが不
十分だっ
たと思
う。

・活動に
余裕や見
通しを
もって取
り組める
ように配
慮した保
育を行
う。また
行事前の
高揚感や
興奮に対
して、落
ち着いて
行動でき
るように
言葉をか
けてい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段運動
遊びは積
極的では
ないが、
運動会は
楽しみに
して意欲
的に取り
組んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
水分補給
のため保
育室に
入って
行った姿
は確認し
ていた
が、テラ
スから園
庭に出て
くるとこ
ろは見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園長が側
を通り過
ぎた後
に、対象
児がテラ
スの階段
を降りよ
うとして
縁に足を
引っかけ
たため、
その瞬間
は見てい
なかっ
た。

対象児
の気持
ちの焦
りから
の動き
を予測
できな
かっ
た。

・今まで使
い慣れた場
所でも、そ
の時の子ど
もの心理状
態や状況に
より危険に
つながるこ
とを職員間
で共通理解
し、子ども
への指導に
も留意して
いく。

3293

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

49 13 22 13 1 4 4
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

本児は骨
形成不全
症という
病気を
持ってい
るため、
転倒など
による骨
折を防い
でいくた
めに、行
動を把握
できるよ
うな職員
配置をす
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
骨形成不
全症によ
る骨折

病気によ
り、骨が
折れやす
く弱いこ
とを全職
員が共通
理解する
と共に、
本児が遊
んでいる
際は、常
に見守っ
ていくよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

本児の病
気を常に
意識し
て、転倒
などに繋
がらない
ように、
環境を整
える。で
きる限り
行動を把
握する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように喜
んで戸外
へ出る。
園庭の砂
場の上で
ジャンプ
をして遊
んでいた
後、すぐ
の出来事
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児から
３メート
ルほど離
れたブラ
ンコの前
で、砂場
で座って
いたとこ
ろから立
ち上がろ
うとした
ところを
見ていた
が、転ん
でしまっ
たため、
すぐに駆
け付け
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で降
園する保
護者・園
児の対応
や、他児
とかか
わってい
た。

―

職員同士声
を掛け合い
ながら、あ
らゆる危険
を想定しな
がら見守
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3294

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

102 17 11 24 25 25 11 11
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

―

各年齢で
職員の配
置や見守
り体制の
見直し、
マニュア
ルや事故
防止検討
会で再検
証してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

毎月の安
全点検で
事故が起
こりそう
な箇所を
職員に知
らせ、園
全体で把
握し、防
げるよう
予防対策
をしてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の向
いの田ん
ぼで稲刈
りをして
おり、
フェンス
に子ども
達がたく
さん集
まってい
て、保育
教諭も一
緒に見て
いたた
め、事故
当時は雲
梯に背を
向けた
り、他児
の遊びを
見たりし
ていた。

全体や
個々の遊
びの見取
りができ
る職員配
置や職員
間の声掛
け等のよ
り綿密な
連携をし
ていく必
要があ
る。子ど
も達へも
遊び方や
大型遊具
で遊ぶ時
の注意点
等を遊ぶ
前や遊び
の状況を
見ながら
伝えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

１０時か
ら元気に
園庭で遊
んでお
り、その
うちクラ
スの友達
ができる
ように
なってき
ている雲
梯に興味
を持ち、
その日も
挑戦して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の担任は砂
場に、もう１人
の４歳児担任が
固定遊具に配置
していた。担任
は、本児が雲梯
に挑戦し始めた
際は補助につい
たり、指導した
りしていたが、
慣れてきて自分
で２つつたって
は、着地するこ
とが繰り返し出
来るようになっ
ていたため離れ
ていた。もう１
人の４歳児担任
が本児の側で見
守っており、砂
場にいた担任が
トイレに行くた
めその場から離
れる際に、他保
育教諭に声をか
け離れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

４歳児担
任が声を
かけ移動
したが、
変わらず
本児は繰
り返し雲
梯に挑戦
していた
ため、周
囲の保育
教諭は少
し離れた
所で見
守ってい
た。
事故が起
こった際
は、田ん
ぼの方や
他児の遊
びをみて
いたため
目を離し
てしまっ
ていた。

―

個々の運動
能力や興味
を把握した
上で、危険
リスクが高
い遊具には
すぐに対処
できるよう
必ず保育教
諭が付く等
の配慮が必
要。また他
保育教諭と
の情報共有
と連携、園
庭での見守
りの再確認
をしてい
く。

3295

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

25 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘橈骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

回数を重
ね、本児
が跳び方
がわかっ
てきてい
たため、
危機意識
が緩んで
いた部分
があっ
た。

活動前や
活動中に
跳び箱の
指導の仕
方につい
て複数の
職員で話
はしたも
のの、事
故予防に
ついては
深く話が
できてい
なかった
ため、危
機意識が
足りな
かったこ
とを反
省。今後
の活動で
はしっか
りと話し
合ってい
きたい。

1.定期的
に実施

１～２
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

子どもの
発達や運
動能力な
どを考慮
し、跳び
箱の高さ
や向き、
活動その
ものが適
切かどう
か再度検
討する必
要があっ
た。

定期的に
実施して
いるの
で、継続
していき
たい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今の子ど
もの発達
や運動能
力にあっ
た活動か
検討が必
要だっ
た。

子どもの
発達や運
動能力な
どを考慮
し、活動
内容を見
直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動は得意
な方ではな
いが、段階
を追った繰
り返しの練
習で、跳べ
るように
なってきて
いるところ
だった。今
回はタイミ
ングが合わ
なかったの
か、手前で
踏み切って
しまい、手
をつく位置
も手前に
なったた
め、跳び箱
の上に前の
めりになっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

必要に応
じて補助
ができる
よう、跳
び箱の横
に職員が
ついてい
た。対象
児が跳び
箱を跳ぶ
際に、タ
イミング
が合って
いなかっ
たので手
を差し伸
べようと
したが、
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

予行演習
中だった
ため、そ
れぞれの
立ち位置
でそれぞ
れの役目
を果たし
ていた。

危険を
伴う活
動であ
るた
め、活
動を取
り入れ
る際は
必ず職
員が側
に付い
てい
た。
危機意
識は
あった
が、回
数を重
ねるう
ちに大
丈夫だ
と安心
感を
持って
しまっ
た。

クラスの子
ども達の発
達や運動能
力などを見
直し、取り
入れること
がふさわし
い活動かど
うかを職員
間で話し合
い考える。

3296

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

45 8 8
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左肩部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

職員の補
充もでき
ていたこ
ともあ
り、何が
起こるか
わからな
いという
危機感を
持って保
育する姿
勢が足ら
なかっ
た。

常に危機
管理意識
をもち、
事故等へ
の対応等
を確実に
してい
く。ま
た、何か
起こった
場合、職
員一人で
判断せず
に、看護
師や管理
職に相談
する。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

4

定期的に
点検をし
ているの
で、今後
も確実に
点検を行
い、常に
子どもの
遊ぶ環境
をチェッ
クしてい
く必要が
ある。

特に施設
面が理由
での事故
は起こっ
てはいな
いが、定
期的に点
検、確
認、修繕
を行い、
安全への
意識を
もって丁
寧な点
検、確認
などを
行ってい
くように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い廊下
であり、
子どもた
ちが安全
に遊べる
空間は十
分にとっ
ていたも
のの、廊
下は誰も
が行き交
う場所で
あるた
め、遊ぶ
環境の精
査をした
ほうがよ
かった。

運動など
体を動か
す遊びは
プレー
ルーム
（遊戯
室）で行
うなど、
遊びに
あった場
所や職員
配置等に
配慮して
いくこと
が必要で
ある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会の
種目の中
で行う遊
びで、す
でに練習
を行って
いたの
で、方法
（遊び
方）は理
解してお
り、友達
と話し
合って遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
は縄を動
かす役を
してお
り、本児
の姿は目
に入って
いたが、
少しでも
早く縄を
動かした
方が活動
が盛り上
がると考
えたた
め、子ど
もの状態
等を十分
に確認を
しないま
ま「いく
よ」と声
を掛けて
出発して
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、保育
室で遊ぶ
子どもの
様子を見
ていた。
一人は１
対１対応
の子ども
と一緒に
他のクラ
スへ出か
けてい
た。

見守り
ながら
共に遊
んでい
たが、
一人一
人の状
態を確
認する
ことを
怠って
しまっ
た。

・「こうし
たらどうな
るか」等、
常に予測を
立てて次に
行動に移る
ように心が
け、安全面
の配慮を十
分に行って
いく。
・常に子ど
も達全体の
様子に気を
配ると共
に、一人一
人の様子に
も気を配る
ように心が
ける。

24 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3297

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

29 27 24
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

教師は厳
密に一人
ひとりの
現在の身
体能力を
把握・共
有できて
いなかっ
た

一般的な
事故を想
定するだ
けでな
く、園児
が活動す
る多様な
場や用具
まで事故
予防を考
え話し合
いマニュ
アル化又
は議事録
として残
し教職員
全員に主
知徹底す
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

移動遊具
と固定遊
具を合わ
せて使用
する場
合、安全
かどうか
を精査す
ることが
足りてい
なかっ
た。

安全に園
生活が送
れるよう
にさらに
細やかに
安全点検
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

自由選択
活動を行
う時間で
竹馬をほ
ぼ全員が
選択して
遊んでい
たが特に
本児に対
し個人的
に支えて
いるわけ
ではな
かった。

竹馬など
個人差が
ある遊び
では教諭
同士の連
携で能力
別に保育
したり状
況を確認
しつつ個
別の指導
をさらに
密に行う
方が良
い。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

前日に鉄
棒の逆上
がりがで
きるよう
になった
ことで運
動に対し
て積極的
な気持ち
で取り組
んでい
た。苦手
だと感じ
ていた竹
馬に自ら
取り組み
頑張って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
た所か
ら、自ら
頑張る姿
を認めほ
めてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
に園庭で
竹馬を励
んでいる
園児5～6
人を見守
り、指導
してい
た。

竹馬遊びを
始めて4か
月目でバン
ブーフェス
ティバル
(参観日)を
目指してい
る時期であ
り、園児そ
れぞれが目
標に向けて
頑張ってい
たので本児
に対してと
いうことを
考えると密
着した関わ
りが少な
かった。

個人的能力
差のある遊
びでは苦手
意識のある
園児や体力
がまだ発達
途上の子ど
もを個人的
にしっかり
関わり、よ
り安全な場
を知らせる
などの配慮
を細やかに
行う。ま
た、教師同
士の連携や
連絡を常に
共有し事故
を未然に防
ぐ。

3298

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

32 1 1
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

保育担当
とは別に
緊急事態
があった
場合に駆
け付けら
れる職員
が園内に
いる

今回の事
故を全職
員に周知
し、ヒヤ
リハット
に加える
と共に注
意喚起を
促す

1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

10
2.不定期
に実施

2 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

円柱の遊
具の遊び
方のきま
りをしっ
かり徹底
させる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

男児と運
動会ごっ
こを考
え、男児
の真似を
してバラ
ンス遊び
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
と集団遊
びをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
に気をと
られて見
ていな
かった。

―

全体が見れ
るよう立ち
位置に配慮
しながら遊
びの様子を
見守り、怪
我につなが
りそうな行
動は止めら
れるよう繰
り返し教え
ていく。

3299

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

70 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈尺骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

身体の育
ちの側面
あるい
は、子ど
もの経験
的に安全
に遊べる
遊具で
あって
も、慣れ
ない環境
では事故
につなが
ることが
ある。

どのよう
な遊具も
ケガにつ
ながる可
能性があ
ることを
伝え、子
どもが自
身の体の
育ちを考
えながら
遊びを楽
しめるよ
うにす
る。

― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

慣れない
環境、魅
力的な遊
具のある
中で子ど
もたちは
意欲的か
つ興奮気
味に活動
し、そう
した時に
慎重さを
欠いてし
まうこと
がある。

慣れない
環境での
活動であ
ることを
考慮し、
保育教諭
は事故も
想定した
保育案を
考える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自宅近く
の公園で
繰り返し
挑戦して
いた雲梯
ができる
ように
なったこ
とを喜ん
でおり、
その姿を
担任に見
てもらお
うと張り
切ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯をす
る姿を見
て欲しい
と言わ
れ、本児
の取り組
む様子を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

園には雲梯
がなく、で
きるように
なったこと
を披露する
場がなかっ
たので、こ
の時は大変
張り切って
いた。そう
した子ども
の喜びや意
欲を受けと
めるにとど
まってい
た。

子どもの意
欲や自信を
大切にしつ
つ、ケガの
可能性につ
いても伝
え、子ども
自身の危機
管理能力を
高めてい
く。

3300

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

24 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

外傷によ
る歯科脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ルの確認
不足、読
み返しが
不足して
いた。

職員の配
置場所や
けがや事
故に対す
る意識の
持ち方を
職員で見
直す。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

環境に適
した職員
の立ち位
置や子ど
もの姿に
対する配
慮が足り
なかっ
た。

遊具や玩
具に問題
はなく、
職員の配
置と保育
に対する
意識の持
ち方を再
度、検討
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊び場所
や食後の
環境整備
に対する
意識が低
かった。

今回の事
故を機会
に再度、
職員への
周知徹底
を意識し
指導に努
めてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食後、
普段と同
じように
床に座っ
てブロッ
ク遊びを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室内
の様子を
見なが
ら、昼食
中の子ど
もの援助
をしてい
た。本児
の姿は把
握してい
たが、事
故が起
こった瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

上記と同
様、対象
児の動向
は把握し
ていたも
のの、事
故の瞬間
は見てい
なかっ
た。

子ども
の姿や
行動に
対する
配慮や
意識が
足りな
かっ
た。

食事と遊び
に分かれ
て、それぞ
れが保育を
行う。

3301

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

46 4 4
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

7

1.基
準以
上配
置

練習時に
もコー
ナーに一
人ずつ職
員配置
し、声を
かけてい
たら良
かった

今回の事
例をマ
ニュアル
化し、今
後の改善
につなげ
る

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

石など落
ちている
ものはな
く、地面
のコン
ディショ
ンは悪く
なかった

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コーナー
に人員を
配置し、
声を掛け
ていたら
本人の転
倒を防ぐ
可能性が
あったか
もしれな
い

コーナー
に必ず保
育士を配
置する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

勝負を
しっかり
意識し、
大変意欲
的に走っ
ていたが
単独で転
倒

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

コーナー
手前で全
体の様子
を見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ゴール
テープ用
意のため
に移動し
ながら
走ってい
る様子を
見ていた

痛がっ
ていた
が動か
してい
るため
骨折の
予測が
できな
かった

怪我をした
後、痛がる
場合や大き
な怪我が考
えられる場
合は様子を
見ずに病院
へ受診する

25 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3302

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

78 24 25 29 9 8
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

日常から
外遊びは
園庭を中
心として
いるた
め、公園
に遊びに
行くこと
は少な
い。しか
も、頻繁
に利用し
ている公
園ではな
く、久し
ぶりの公
園だっ
た。

シーソー
により慣
れている
保育教諭
の配置の
検討と、
改めて予
想   さ
れる子ど
もの動き
に対する
対応を確
認し、共
通理解を
図った。

― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本園では、子ど
もたちが自分で
考え自分の意志
で遊び込めるよ
うにし、自己の
力量から挑戦や
中止を決められ
る環境を大事に
することで、子
どもが真に育つ
と信じ保育を進
めている。公園
で遊ぶ時も同様
に考えている
が、シーソーの
要素が園庭には
なく、子どもた
ちにとって久々
の公園であった
ため、気持ちの
高まりも大き
かったと考えら
れる。

子どもの
意欲を大
切にしな
がらも、
遊び慣れ
ていない
遊具の使
い方や順
番待ち時
の約束な
どを、改
めて理解
できるよ
う努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故前日
までは、
体調不良
（風邪）
のため欠
席してい
たが、当
日は元気
になって
登園して
いた。友
達と一緒
に自ら進
んで取り
組んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

シーソーに
担任が付い
たため、本
児以外に
も、同クラ
スの子ども
たちが数人
集まって来
ていた。
シーソーの
中央付近で
押さえなが
ら安全に乗
り降りでき
るように援
助していた
が、咄嗟の
動きであっ
たことや
シーソーを
挟んで反対
側での出来
事だったた
め、落下を
防ぐことが
できなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

１人が全
体フリー
として公
園全体を
見てい
た。本児
が落下し
た直後に
事故現場
を少し離
れた所か
ら見てい
た。
他の保育
教諭は、
それぞれ
が担当し
ていた遊
具で遊ぶ
子どもた
ちの援助
や見守り
をしてい
た。

本児だけで
はなく、ケ
ガをさせて
しまった子
も、久しぶ
りの公園に
喜び、気持
ちが高ぶっ
ていたかも
しれない
が、繰り返
し乗ってい
る時に気に
なる姿は見
られなかっ
たこともあ
り、保育教
諭も安心し
てしまった
面があった
のかもしれ
ない。

久々の公園
や園庭には
無い要素の
ある遊具を
使用する時
は、子ども
たちに、よ
り慎重に対
応するよう
心掛け、遊
び方・待機
の仕方を含
め、遊び始
めに丁寧に
確認するよ
うにする。

3303

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

15 3 3
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼
（上前
歯）

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

本児に突
進して覆
いかぶ
さった他
児は、配
慮を必要
とする子
であった
にもかか
わらず、
そばにつ
いている
職員がい
なかっ
た。職員
が自分の
持ち場ば
かりを気
にして、
周りを見
ていな
かった。

子どもや
保育の状
況により
職員の配
置を変更
するな
ど、職員
同士で声
を掛け合
う。ま
た、子ど
もたちに
も約束事
やルール
を繰り返
し伝えて
いく。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児に突
進してし
まった子
は、保育
室よりも
広い空間
で、いつ
もよりも
開放感が
あり走っ
てしまっ
た。それ
をとめる
職員がそ
ばにいな
かった。

事前にそ
の日の流
れや注意
点を確認
し、普段
のホール
活動とは
違うこと
を伝え
る。状況
によって
は子ども
のそばに
つく等、
職員の配
置をその
都度、再
考する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

発表会の
遊戯の練
習中だっ
た。本児
はもう１
グループ
の遊戯を
見ようと
先に座っ
ていたと
ころに、
前をよく
見ず走っ
てきた他
児が左横
から突進
し覆いか
ぶさるよ
うに倒さ
れてし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ち（対象
児も含
め）と一
緒にホー
ルに座
り、ス
テージ上
で踊って
いる子ど
もを見て
いたが、
対象児と
は少し離
れた位置
に座って
いた。そ
の為、他
児が突進
し覆いか
ぶさり倒
れこんだ
本児を助
けること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ステージ
上や舞台
袖で子ど
もに遊戯
を教えて
いた為、
ホールで
座ってい
る子ども
たちや、
走ってい
た子ども
の動きは
見ていな
かった。

各々の
職員
が、自
分のそ
ばにい
る子ど
もをみ
たり遊
戯の準
備をし
てい
て、全
体を見
る職員
がいな
かっ
た。子
どもの
様子を
気にか
けなが
ら、状
況に合
わせた
職員同
士の声
掛けが
少な
かっ
た。

職員全員が
自分の持ち
場を見なが
らも、全体
の子どもた
ちの様子も
気にかけ、
声を掛け合
う。

3304

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

76 26 23 27 6 6
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕橈
骨・尺骨
単純骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員の基
準は満た
していた
が、2号
年長担任
が休みの
日であっ
た。ま
た、保育
経験の浅
い職員も
いた。一
人の職員
が複数の
遊びを見
守る状態
だった。

夕方の保
育方法に
ついて、
この日保
育に当
たった職
員と担当
職員が集
まり、場
面ごとの
改善策の
検討。事
前に園児
と話し合
い、その
日職員と
一緒に遊
びこめる
数にす
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

７月の業
者点検で
は、今回
の事故が
起きた
ロープは
しご部分
のビニー
ルカバー
の交換は
行ってい
なかった
が、破れ
などカ
バーの劣
化はある
状態。

ロープビ
ニールカ
バーの修
繕を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

「今は使
えませ
ん」の表
示はあっ
たが、登
り口のあ
る裏側に
は置かな
かった

・大型固
定遊具の
遊びに関
する約束
を園児と
再確認す
る
・表示を
登り口の
ある裏側
にも置く

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

一緒に遊
んでいた
園児の妹
を複数人
で追いか
け、遊具
に登って
いった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

発見者は
遊具横の
木登りの
見守り
中。未開
放の大型
遊具に登
り始めた
ので、使
用しない
よう声を
かけた。
木登りを
している
園児が高
いところ
に登って
いたた
め、声を
かけた後
は再びそ
ちらを向
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の他
の場所
で、鉄棒
やゴム飛
びなどほ
かの遊び
について
見守りを
行ってい
た。

・大型
固定遊
具で遊
びたい
園児が
いた
が、未
開放
だっ
た。
・他に
大人の
見守り
を必要
とする
遊びが
複数
あっ
た。
・送迎
の保護
者の対
応もあ
る時間
だった

・保育者の
人数が複数
いる場合
は、大型固
定遊具の開
放を心がけ
る
・園児に声
をかける
時、動作の
途中はまず
行動を見守
り、意識を
大人に向け
ても安全な
状態になっ
てから伝え
るようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3305

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

30 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

職員配置
に問題は
なかった

なし
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

施設、設
備等に問
題はな
かった

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育の状
況に問題
はなかっ
た

なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

給食後、
教室内の
食後の様
子を見な
がら、多
目的ホー
ル側のド
アの所か
ら友達と
あそんで
いた所を
見て、走
らないよ
うに声を
かけた直
後は走っ
ていな
かった。
その後転
んだが、
転んだと
ころは見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
クラス活
動中

多目的
ホール
にいた
職員は
他児に
係わっ
ていた
ため、
転んだ
子ども
の様子
が解ら
なかっ
た。教
室から
声をか
けた教
師も事
故の様
子には
気づけ
なかっ
た。

教室から声
をかけた時
に、もう少
し様子を見
守るべき
だった。
降園時の視
診を丁寧に
行う。

3306

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

68 30 17 21 4 4
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

危機管理
研修不足

危機管理
研修の受
講

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

施設設備
に関して
見直した
が問題は
ない

特にない

4.個人
活動
中・子
どもの
み

バス乗車
の子ども
達が降園
し誰もい
ない教室
になった

誰もいな
い教室に
行かない
ように伝
える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

スキッ
プ・けん
けんをし
てあそん
でいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

多目的
ホールで
他児と関
わってい
て、教室
に対象児
が移動し
たことに
気づかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

多目的
ホールで
他児と関
わってい
た。

課外活
動で残
る子ど
もをど
のよう
に待た
せる
か、把
握が十
分でな
かった

課外活動の
体操教室と
連携をと
る。　バス
降園後の園
内巡回。

3307

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46 12 11 23 4 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手上腕
の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

全体を指
導保育し
ていたた
め、雲梯
だけに保
育者が付
くことを
していな
かった。

雲梯につ
ける職員
がいない
場合は、
雲梯の使
用禁止と
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

運動遊具
の点検を
続け、遊
具の下や
砂の状態
にも配慮
して行く
ことを続
ける必要
がある。

運動遊具
の下は砂
が移動す
ることが
あり、安
全シート
の状況に
も毎日の
点検で徹
底した管
理を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体を見
守ってい
たが、慣
れて遊ん
でいる雲
梯にすぐ
横に職員
がいな
かったた
め、子ど
もが体を
揺らして
落下した
際に、補
助するこ
とが出来
なかっ
た。

子どもた
ちが雲梯
を使用す
る際は、
職員が必
ず補助に
入り安全
を確保す
る。ま
た、職員
が補助で
きない場
合は、そ
の時間は
使用禁止
とし、指
導を徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯が上
手に渡れ
るように
なり、楽
しくてぶ
ら下がっ
て体を前
後に揺ら
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の様
子を見て
いたた
め、その
瞬間の本
児の様子
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当4名
以外の職
員は、各
クラスの
環境整備
をしてい
た。

基準以
上の配
置をし
ていた
が、各
遊具に1
名の補
助には
至らな
かっ
た。

子どもたち
が雲梯を使
用する際
は、職員が
必ず補助に
入り安全を
確保する。
また、職員
が補助でき
ない場合
は、その時
間は使用禁
止とし、指
導を徹底す
る。

3308

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

21 2 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕の肘
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

尻尾取り
ゲームに
夢中にな
り、周り
が見えて
いなかっ
た。

ゲームの
楽しさだ
けでなく
危険性も
知らせ、
約束事を
守って参
加するよ
うに指導
する。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

夢中にな
るゲーム
は前をよ
く見ない
で、追い
かける
子、逃げ
る子が入
り乱れる
ので、衝
突が起こ
りやす
い。

21名が夢
中になる
ゲームを
行うとき
は、園庭
も園児も
半分に区
分し、密
度を広げ
て行うと
衝突を避
け易い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保育教諭
は全体が
良く見渡
せる位置
で、しっ
かりと見
守る。危
険を感じ
たら吹笛
をして行
動を制止
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育者も
一緒に
ゲームに
参加して
いたの
で、危険
を察知す
るのが遅
れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

園児が夢中
になるゲー
ムを行うと
きは、広い
スペースで
行う。前を
よく見て走
るように注
意する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3309

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

18 1 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

顔　挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

―

一人ひと
りの生活
に流れに
合わせる
事から全
員が一つ
の事が終
わるまで
落ち着い
て行動が
とれるよ
うにして
いく。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52 ―

少ない人
数であっ
ても机の
配置など
子どもの
動きに合
わせた並
べ方に留
意してい
く

6.食事
(おや
つ)中

―

子ども達
が落ち着
いて動け
る室内や
言葉かけ
をしてい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

常に落合
まで月の
ない様子
がみられ
ｒ、保育
者の注意
の言葉の
言葉もな
なか入っ
ていかな
い

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

部屋の中
では走ら
ない、今
は身支度
をする時
間である
ことを何
度も声掛
けした

―
担任が1
人で見て
いた

―

保育者も言
葉かけ注意
喚起を常日
頃している
がなかなか
心に入って
いかない子
どもでもあ
る為、関わ
り方につい
てもう一度
考え保育者
全員で共有
していく

3310

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

200 70 60 70 35 35
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨の
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

怪我の
あった遊
具につい
て保育者
に周知を
行う。

1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

3 ―

遊具下
マット横
にコーン
を設置し
て、子ど
もの動き
の変化を
詳細に点
検する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

職員が危
険箇所に
気配りを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　通常ど
おり健康
であった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びを見
守る形を
とってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　遊びを
見守る形
をとって
いた。

―

他の保育者
と共に危険
な遊具につ
いて早く気
づけるよう
にする。

3311

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折・両膝
挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

―

園外での
事故の場
合の職員
の連絡体
制の確認
をする。
園児の日
常的な健
康チエッ
クを行
い、安全
指導を繰
り返す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

日常的に
使用する
出入口で
の安全確
保と状況
把握を話
し合う。
事故を未
然に防ぐ
手立てを
職員で共
有する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

年長児に
なり活発
に動き回
ることは
成長段階
として好
ましいこ
とである
が、自分
自身の判
断ができ
ず周囲の
動きに流
されやす
い（一人
が走り出
すと、そ
れにつら
れ走り出
すなど）
ことなど
を踏まえ
保育す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

とっさの
動きに対
応するこ
とができ
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
ぶ園児を
見守って
いたの
で、本児
の動きを
見ていな
かった

―

門をくぐり
走り出すこ
とは予想で
きるので、
きちんと玄
関まで並ん
ではいるこ
とを約束事
として決め
る。転んで
手当てをし
たときに、
患部のみで
はなく全身
状態の変
化・異常を
確認する。

3312

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

17 2 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

―

進級時の
気持ちが
高揚して
いるとき
の子ども
の動きを
理解して
のかかわ
り、遊び
の環境に
ついて見
直す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

入園・進
級当初の
遊戯室の
環境づく
り、安全
対策を考
える

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

兄弟で在籍
している場
合、その姿
を求め探し
回り、自分
の遊びに集
中できない
ことが考え
られる。興
味や関心を
捉えた遊び
環境や生活
の流れを意
識しての言
葉がけが不
足してい
た。保育者
との信頼関
係も十分結
べずいる時
期の配慮や
かかわりに
ついて、職
員間で話し
合う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児、
自ら遊具
で遊びだ
したとっ
さの動き
に対応す
ることが
できな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各保育室
で遊ぶ園
児を見
守ってい
たので、
事故の状
況を見て
いなかっ
た。

―

３歳児の進
級当初は危
険が伴うの
でビルドバ
ランスの遊
具は、使用
しない。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3313

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

36 3 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

― ― ― ―
風邪から
くる熱性
けいれん

8.その
他

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

急な体調
の変化を
予測でき
なかっ
た。

急な体調
の変化に
対応でき
るよう
に、機嫌
や体調の
変化を見
極め、職
員間の連
携を図
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児も
楽しんで
踊ってい
たが、ス
テージ上
の上がり
台に座っ
たのは、
体調が悪
くなった
ためだっ
たと考え
られる。

保育教諭
はその様
子に違和
感を感
じ、対象
児の異常
に気付き
適切な対
応ができ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園後、
特に体調
が悪い様
子は見ら
れず、踊
りが大好
きでス
テージで
踊って楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児は
ステージ
上にい
て、保育
教諭はス
テージ下
すぐ手前
にいて声
を掛けた
り一緒に
踊ったり
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

プレイ
ルームで
遊んでい
た他の子
どもたち
の遊びを
見守った
り、保育
室を行き
来したり
してい
た。

急な体
調の変
化を予
測でき
なかっ
た。

職員間で連
携を図り、
熱性けいれ
んを起こし
たことがあ
る子どもは
特に様子が
急変するこ
とも予測し
ながら、体
調の把握に
留意して保
育に当た
る。

3314

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

23 7 5
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上Ａ歯
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

職員の両
手が手を
繋いでい
たのもあ
りうまっ
ていた。
子どもた
ちの間が
空いてい
た。子ど
もたちの
一人一人
の歩幅の
違い。

両手を繋
いでいな
い職員が
出るよう
にし、全
体を見ま
わしなが
ら臨機応
変に動
く。子ど
も達も沢
山動いて
活動がで
きるよう
に、遊び
を工夫し
いく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

園外での
活動中の
為、特に
なし

園外での
活動中の
為、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園外での
活動中の
為、特に
なし

園外での
活動中の
為、特に
なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と手
を繋ぎ、
園外保育
にて活動
中、前の
児童に追
いつこう
と、急ぎ
走ってし
まったた
め、歩幅
が合わず
転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の後
ろの児童
と一緒に
最後尾を
歩き、走
らないよ
う前方の
本児に声
を掛け
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

前方を歩
き、各周
辺の児童
を見守り
安全に歩
道を歩け
るように
サポート
してい
た。

特にな
し

子ども達の
状況に合わ
せて、一度
に同じ速度
で目的地へ
向かうので
はなく、２
つのチーム
に分かれて
の速度で進
めるように
したりと工
夫する。

3315

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 2 4 5 5 5 5 26 26
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

朝礼台が
幼稚園時
代のもの
を使って
いたため
3歳未満
児が3歳
以上児と
同じよう
な遊びを
背伸びし
て行い、
飛び降り
るだろう
というリ
スクを保
育士が予
想できな
かったこ
とが要
因。

朝礼台の
撤去、臨
時保健安
全委員会
を開催し
再発防止
策を考え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

朝礼台は
通常園庭
に放置し
てあり、
3歳以上
児が飛び
降りる遊
びをして
いたこと
を看過し
ており、
そこに3
歳未満児
が昇って
遊ぶとい
うことを
想定して
いなかっ
た。

朝礼台は
通常園庭
に放置し
てあり、
3歳以上
児が飛び
降りる遊
びをして
いたこと
を看過し
ており、
そこに3
歳未満児
が昇って
遊ぶとい
うことを
想定して
いなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝礼台で、
2歳児が昇
り、3歳児
の真似をし
て飛び降り
ることを想
定していな
かったた
め、3歳以
上児と2歳
児との異年
齢児交流の
外遊びは運
動能力と身
体発達上の
違いを保育
者がしっか
り理解して
いなかった
ために不適
切な環境設
定をしたな
かで起きた
事故であ
る。

朝礼台の
撤去、臨
時保健安
全委員会
を開催し
再発防止
策を考え
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

3歳児と
同じこと
をしよう
といつも
より活発
に行動し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2歳児担
当職員
は、手の
届く範囲
にいたが
飛び降り
る瞬間に
別の子ど
もを見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の2歳
児担当職
員は、別
の遊びの
グループ
と一緒に
離れた場
所でその
グループ
を見守っ
ていたた
め飛び降
りる瞬間
にも気づ
かなかっ
たし、気
づいても
間に合わ
なかっ
た。

子ども
の見守
り体制
が無責
任と
なって
いる。

異年齢児交
流の際は、
担当者制に
切り替えて
担当者同士
声掛けをし
あい子ども
の見守りを
無責任にな
らないよう
にする。

3316

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

34 5 5
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首橈
骨

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

職員の見
守り方の
見直し、
諸注意の
方法の再
検討

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48

児童の遊
具の使い
方、保育
者の指導
不足

遊具の使
い方や約
束の再確
認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守り、
声掛けが
足りな
かった可
能性があ
る。

広い視野
で見守り
声をかけ
る工夫を
し、危険
を察知し
て回避で
きるよう
職員間で
再度話し
合う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

寝不足、
体調不良
もなく、
機嫌よく
過ごせて
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

１０ｍほ
ど離れた
ところで
見守って
いたが、
遊具につ
まづくと
ころは確
認したが
転落は防
げなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
近くで二
人見守っ
ていたが
遊具につ
まづく姿
は確認し
たもの
の、転落
は防げな
かった。

見守り
の甘
さ、指
導、伝
達不足

一人一人の
動きに目を
くばり、危
険を事前に
察知し防げ
るよう声を
かける。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3317

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 1 6 3 4 9 5 5 5
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
頚部骨折
胸部打撲
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

４，５歳
児クラス
の保育教
諭は２名
だが、１
名がパー
ト保育教
諭のため
９時出勤
なので８
時１５分
～９時ま
での４５
分間は保
育教諭１
名での対
応だった
為、見守
りが不十
分だっ
た。

３歳児ク
ラスとも
連携しな
がら見守
りの体制
作りをす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭に芝
生が生え
ており、
所々盛り
上がった
所があり
転倒しや
すい。

芝生と土
の境目を
確認し、
凹凸があ
れば芝生
を除去す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

登園時間
にばらつ
きがあ
り、遅く
登園して
きた子ど
もの受け
入れ時に
目を離す
時間がで
きてしま
う。

保護者に
も登園時
間を守っ
てもら
い、時間
通りに保
育が始め
られるよ
う協力を
お願いす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気の合う
友達と園
庭で好き
な遊びを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

登園して
きた子ど
もの受入
と、飼育
活動の準
備等で対
象児から
は少し離
れたとこ
ろにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラ
ス、登園
してきた
子どもの
受け入れ
等で対象
児の動き
は見てい
なかっ
た。

朝の登
園後、
子ども
たちは
保育室
内外で
自由に
活動し
ている
ため、
保育教
諭は必
要に応
じて対
応して
いる。
また、
朝の活
動の準
備等で
目を離
す時も
ある。

職員の連携
を再確認す
る。

3318

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 5 5
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨近
位端骨
折・左橈
骨遠位骨
端線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―
事故予防
マニュア
ルの作成

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―
着地時の
指導強化

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

事故を想
定しなが
ら今後も
すぐに手
の届く範
囲で見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

跳び箱
（4段）
の着地を
失敗し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
横に職員
がついて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊戯室と
保育室遊
びとわか
れて活動
していた
ため各所
に職員配
置

―

日頃から足
腰を鍛えら
れる運動を
取り入れ、
体力づくり
に努める。

3319

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

29 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（左
腕）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

行事中に
複合的な
遊びを行
う場合の
確認不足
が原因と
考える。

行事によ
る子供の
気持ちの
変化や複
合的な遊
びの中で
の役割分
担しなが
ら安全確
認を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24

遊具間の
距離や遊
ぶスペー
スについ
ての確認
不足が原
因。

遊具など
のモノだ
けではな
く、設置
位置やス
ペースに
ついても
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

行事の中
での子供
の気持ち
の変化を
想定して
教育・保
育ができ
なかっ
た。

安全に配
慮してひ
とりひと
りに目が
届く教
育・保育
活動をし
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

行事の中
で目立と
うとして
普段はし
ないこと
をしてし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の遊び
の号令を
かけてお
り見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの子供
たちを見
ていた。

―

子供一人一
人の気持ち
の変化や特
性を理解
し、事故を
想定して注
意をはら
う。

3320

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

8

1.基
準以
上配
置

盆踊りの
移動中
走って自
ら（単
独）転ん
だ

焦らず落
ち着いて
体系移動
をするよ
うに毎回
伝える

1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292

気持ちと
共に動き
も焦って
しまい、
落ち着き
がないた
め始める
ときは前
もって話
しをして
いく

すべての
活動の中
で個人に
も全体に
も焦らず
行動する
ように伝
える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

竹太鼓の
振りの中
で友達と
の距離感
を十分
とって
踊ってい
く

常に落ち
着いて活
動を行っ
ていくよ
うに声掛
けを行っ
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

明瞭活発

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

自ら（単
独）の急
な転倒の
ため、保
育教諭も
手を出す
ことがで
きなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

自ら（単
独）の急
な転倒の
ため、保
育教諭も
手を出す
ことがで
きなかっ
た

急ぎ早
になり
やすい
部分が
あるた
め、前
もって
焦らず
踊って
いくよ
うに声
をかけ
ていく
ほうが
よかっ
た

保育教諭が
常に声かけ
をしてから
すすめるべ
きだった

3321

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 2
17.５
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左母趾基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

―

・マニュ
アル等の
活用をし
ながら今
後も職員
の意識を
高めてい
く。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

―

・テラス
に敷いて
いるマッ
トがずれ
た。

・マット
がずれな
いように
張り直
す。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

・当該ク
ラスのみ
室内に
残ってい
た。

・担当保
育教諭が
室内で一
人になる
場合は、
他の職員
が補助に
入るなど
の対策を
取ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・他の子
ども達の
帰り支度
が終わる
までクラ
ス隣のテ
ラスで遊
んで待っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・クラス
にいた園
児の帰り
支度の手
伝いをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・クラス
担任１名
は早番の
ため退勤
してい
た。他の
職員は、
園庭で遊
ぶ園児を
見守って
いた。

・担当
保育教
諭が側
にいな
かっ
た。

・保育教諭
が常に園児
の様子を把
握できるよ
うにしてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3322

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

38 13 13 12 7 4
17.５
歳

1.男
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

本児のけ
がの状況
確認を全
職員が完
全に把握
していな
かった。
職員室で
手当をし
た職員に
も詳しく
伝えられ
ていな
かったの
で対応が
遅れた。

職員で聞
き取り・
アンケー
ト調査を
し今後の
午後の保
育体制を
見直す。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

3 ―

保育は合
同で行う
が間食は
5歳児、
４・３歳
児に分か
れて行
う。
椅子の正
しい座り
方の確認
をする。

6.食事
(おや
つ)中

―

2号認定
児の増加
により、
5歳児、
4・3歳児
に分かれ
ての保育
を実施。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
落ち着き
がない子
どもであ
るが近く
に弟がお
り、弟に
気を取ら
れてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

椅子の座
り方を再
三注意し
たが指示
に従わ
ず、近く
にいた保
育者が止
めようと
したが間
に合わ
ず、倒し
てしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育者一
人一人
が、安全
に対する
意識を高
め子ども
の命を預
かる責任
を持って
対応に当
たること
を確認し
あう。

―

両親と話し
合いけがに
ついての説
明・職員の
対応につい
てお伝えを
した。落ち
着きのない
本児へのか
かわり方を
含め今後面
談をしてい
くこととし
た。

3323

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

19 3 3
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

「遊びの
ルール」
というマ
ニュアル
がある
が、鉄棒
のルール
として
は、①
やってい
る子以外
は鉄棒エ
リア（地
面が茶
色）に入
らない。
②鉄棒の
上に登ら
ない。③
職員が１
名以上付
き安全を
見守る。
という内
容であ
る。

「遊びの
ルール」
の記載内
容を見直
し安全管
理の強化
を図る。
ただし、
ルールで
がんじが
らめにす
ること
は、子ど
もの主体
的な遊び
を束縛す
る一面が
あるので
配慮して
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

鉄棒の破
損個所は
なく、地
面もゴム
チップ舗
装、クッ
ション性
があるの
で大きな
問題はな
いと考え
る。

定期点
検、使用
前点検を
しっかり
行い、設
備に不具
合がある
場合は速
やかに改
善し、安
全な設備
を維持す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由遊び
時間で気
持ちが開
放的にな
り、頑張
りすぎて
しまっ
た。

子どもた
ちの様子
を細目に
観察し、
疲れてい
るような
様子があ
れば無理
をしない
よう指導
してい
く。状況
に応じ
て、遊び
の範囲を
限定し危
険のない
よう見て
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
元気に何
度も鉄棒
に挑戦し
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

主担任が
早番勤務
で退勤し
たので、
副担任と
フリー保
育教諭で
保育して
いた。
鉄棒のす
ぐ近くで
対象児の
様子を見
ていた
が、瞬間
的に落下
してしま
いどうす
ることも
出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の遊び
の対応を
していた
ため、見
ていな
かった。

何度も
鉄棒に
挑戦し
ていた
ため、
疲労が
たまり
握力が
低下し
て落下
してし
まった
のでは
ない
か。

・子どもた
ち及び職員
に再度、鉄
棒の安全な
遊び方、危
険性等につ
いて説明指
導してい
く。
・子どもた
ちに細目に
声かけを
し、無理を
しないよう
指導してい
く。

3324

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 20 20 3 3
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

事故発生
時は、園
庭に出て
いた職員
3人でそ
れぞれ配
置につき
ながら園
庭全体を
みてい
た。

うんてい
と鉄棒等
の遊具は
職員の見
守りのも
と使うよ
うルール
化する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

―

うんてい
と鉄棒に
安全マッ
ト等を設
置してい
なかっ
た。

●/●に
うんてい
下部と鉄
棒下部に
安全マッ
トを設
置、うん
てい踏み
台部分に
コーナー
ガードを
取り付け
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当日は夕
方の園庭
での自由
遊びの時
間は3.4
歳児クラ
スだけが
出てお
り、他の
職員が園
庭に出て
おらず、
3人で園
庭全体を
見るよう
な状態に
なってい
た。

保育教諭
が遊具に
つけない
場合はそ
の遊具で
遊ばない
などの
ルール化
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

うんてい
に一人で
ぶら下
がったの
は初めて
だったた
め、ぶら
下がった
瞬間に怖
くなり両
手を離し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

 3.4歳児担任3
名は園庭に出
ており、うん
ていとは別の
遊具について
いた。担当職
員3名は目の前
の園児をみる
だけでなく時
折、対象児や
他の園児の様
子など、全体
も見ていた。
事故発生の瞬
間を目撃した
職員はおら
ず、事故直後
に対象児が大
泣きしたた
め、すべり台
付近にいたク
ラス担任がす
ぐに対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はそれぞ
れの持ち
場で子ど
もを見て
いた。

幼児ク
ラス担
当職員
は声を
掛け合
い子ど
もの遊
びを確
認して
いく。

園庭遊びの
時間には複
数職員が園
庭に出て園
児の活動、
見守り体制
を強化す
る。
個々の遊具
のリスクを
再考する

3325

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

50 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第一中
足骨骨折
右足部第
一楔状骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

今回の現
場が死角
になりが
ちな場所
である

死角を作
らないよ
うな見回
りを行う

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

今回の事
故に関し
てはバー
ド面の問
題はない

ハード面
に問題な
し

7.その
他

異年齢の
園児が園
庭にて自
由に遊ん
でいる時
間である
ため、起
こりうる
要因が多
岐にわた
る

起こりう
る要因を
考え、見
回りをす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

その遊具
に遊んで
いたこと
は認知し
ていた
が、その
高さから
飛び降り
ることを
想定して
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の様
子を見て
いた

活動の
際に園
児達に
は遊具
の遊び
方は伝
えてい
るが、
その高
さから
飛び降
りると
どんな
危険が
あるか
分から
なかっ
た

再度、園児
にはその高
さから飛び
降りると危
険があるこ
とを伝えた
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3326

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折の疑
い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

職員は側
にいたが
危険を予
知でき
ず、けが
を防げな
かった。

けがをし
にくい、
しなやか
な体つく
りができ
るよう日
ごろの遊
びを工夫
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

施設、遊
具には問
題はな
かったと
思われ
る。

施設、遊
具には問
題はな
かったと
思われ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友達と一
緒に遊び
を楽しん
でいた
が、夢中
になるあ
まり注意
が不十分
になっ
た。

予想され
る危険は
あらかじ
め回避で
きるよう
に遊び方
と職員配
置に配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

動きが大
きく、活
発に遊
ぶ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・全体的
に危険が
ないよう
見守って
いたが、
けがを予
知し防ぐ
ことはで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

５歳児４
歳児の担
任も一緒
に子ども
たちがぶ
つかるこ
とがない
ように配
慮しなが
ら見守っ
ていた。

鬼ごっ
こ中
で、興
奮状態
になっ
た状態
で遊ん
でい
た。危
険を予
測し、
配慮す
べきで
あっ
た。

痛みを訴え
た時点で患
部を冷や
し、保護者
に伝えるべ
きだった。

3327

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

17 1 1
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
付け根骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

移動の際
には落ち
着いて歩
く事を伝
える

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 ―

移動の際
は落ち着
いて歩く
事を繰り
返し伝え
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

移動の際
走った事

移動の際
は落ち着
いて歩く
事を繰り
返し伝え
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
よく走る
子である

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見守って
いたが転
んだ時手
が届かな
かった

― なし ―

移動の際は
走らないよ
うに伝えて
いく

3328

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

40 22 16
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首く
るぶしの
軟骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

好きな遊
びに取り
組む時間
での安全
管理につ
いて確認
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

施設及び
遊具等の
安全点検
は今まで
通り毎月
実施する
他に、幼
児の活動
前に安全
点検の実
施を強化
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

それぞれ
の活動に
十分な広
さを確保
する。縄
跳びをす
る場合は
周辺に物
が落ちて
いないか
の確認を
継続す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

２学期に
なり、縄
跳びに意
欲的に取
り組んで
いた。当
日も自ら
縄跳びに
取り組
み、遊戯
室で縄跳
びをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭、遊
戯室、保
育室を自
由に行き
来し、３
６名の年
長児が自
ら取り組
む遊びに
取り組ん
でいた。
３名の常
勤保育教
諭が行き
来しなが
ら、児童
の様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児が縄
跳びをし
ているこ
とは把握
していた
が、普段
通りの活
動であっ
たため、
見守りを
してお
り、転倒
した瞬間
は目撃し
ていな
かった。

―

常に幼児ら
の動きを把
握し、危険
な動きをし
ていないか
確認する。

3329

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 20 28 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕肘部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

―

それぞれ
の園児の
動きを満
遍なく注
視するこ
とを徹底
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

それぞれ
の遊具の
危険箇所
を把握す
ることを
徹底する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

それぞれ
の遊具の
遊び方を
指導する
ことを徹
底する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ゴールデ
ンウィー
ク明け
で、少し
保育者に
依存する
様子

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯そば
で他の園
児の対応
をしてい
て。　飛
び降りた
瞬間は直
接見てい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名は砂
場、他の
1名は園
庭の出
口、門の
近くで保
育。

―

それぞれの
園児の動き
を満遍なく
注視するこ
とを徹底す
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3330

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

16 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左　　骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

ままごと
コーナー
に居る本
児が席に
戻るのを
待たずに
絵本を読
み始め
た。

全員が席
に戻り落
ち着いて
から絵本
を読み始
める。ま
たせき立
てるなど
して慌て
させな
い。園児
が歩く通
路を確保
して物を
配置す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ままごと
コーナー
のでは入
り口が棚
とテーブ
ルにより
狭くなっ
ていた。

ままごと
コーナー
では入り
口を広く
する。
(室内環
境の構成
を再検討
し毎日検
査する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児を含
め、子供
の動き
(居場所)
が確認で
きていな
かった。

本児を含
め、室内
にいる子
供の動き
(居場所)
を適時確
認する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ままごと
コーナー
にいた他
の子が気
になり、
本児もま
まごと
コーナー
に行っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育教諭
の前に集
まった園
児に絵本
の読み聞
かせを始
めたた
め、倒れ
そうにな
ることに
気付くこ
とが遅れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員は
隣の保育
室で翌日
の保育の
準備など
してい
て、子供
の様子は
見ていな
い。

当日は
延長保
育児が
多かっ
た。他
職員に
援助を
求めた
方がよ
かっ
た。

延長保育児
の人数に
よっては、
明日の保育
の準備中で
あっても他
の職員に援
助を依頼す
る。

3331

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

25 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上唇小帯
裂傷・左
前歯の脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

日々のヒ
ヤリハッ
ト報告を
基に、園
内のどの
ような場
所・場面
で事故が
起こる可
能性が高
いのか、
分析し、
職員間で
共通理解
してい
く。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

25
1.定期的
に実施

24 ―

園庭・グ
ラウンド
の状態は
雨風で変
化しやす
いので、
こまめに
確認し普
段から整
えてお
く。（危
険を回避
しようと
石を撤去
している
最中に事
故が起き
たので）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

逃げてい
る子ども
（１８
名）に対
して、捕
まえる役
（鬼）の
子ども
（４名）
が多かっ
たのでは
ないか。

遊びの内
容・様子
に応じて
子どもの
人数を調
整してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこ
中という
こともあ
り、気持
ちがいつ
もより高
揚してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊びを見
守ってい
た職員は
いたが、
子ども達
が遊んで
いる近く
に落ちて
いた石を
見つけ撤
去するた
めに、目
を離した
時に衝突
が起こっ
た。子ど
もの様子
をみて事
前に声を
かけるこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

大型遊具
で遊んで
いた子ど
も達をみ
ていた。

―

子どもが活
動していな
い時に撤去
する。また
緊急性があ
る場合は子
どもの遊び
を一度静止
して行う。

3332

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

23 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

・ボール
拾いの人
数が多
かったの
で、子供
達と話し
合い、順
番を決
め、少人
数での活
動にする
ことが必
要であっ
た。
・活動を
始める前
に、落ち
着いて、
ルールを
話し合う
事が大切
である。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―

・安全面
では問題
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・保育教
諭の配置
人数は充
分であ
り、行っ
た場所も
安全で問
題はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・本児自
身、友達
と活発に
遊び、友
達と競い
合う事も
よくみら
れた。こ
の怪我
は、友達
とボール
を競い
合って
取った時
に、手を
つきそこ
なった事
が原因で
ある。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・子供達
が競い
合ってい
る時にそ
の場には
いたが、
止めるこ
とはでき
なかっ
た。
子供達の
活動状況
をみて、
危険を予
測し、少
しずつ拾
いに行く
ようにし
たらよ
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・他のク
ラスの子
供達も園
庭に出て
遊んでい
たので、
園庭内に
職員はい
た。

―

・その日の
子供の気持
ちやその日
の状況を
しっかりと
らえ、保育
の内容や環
境の設定を
考える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3333

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

78 7 16 14 15 14 11 14 14
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

無理な体
勢での移
動が転倒
に繫がっ
たとみら
れる。園
児への安
全指導が
行き届い
ていな
かった。

園児には
椅子の安
全な座り
方を指導
徹底させ
る。職員
は園児の
行動を注
意深く見
守り、子
どもの行
動に予測
を付け、
注意、声
掛け、見
守りを徹
底する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

自由遊び
の中で机
上遊び中
であり、
本児が着
座の場合
の椅子と
机、園児
とのバラ
ンスを確
認する。

椅子、机
の滑り止
めストッ
パーが効
いている
かを確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3、4、5
歳児が混
在する合
同保育中
であり、
保育者が
朝の園児
の受け入
れ等行っ
ていたた
め傍に付
くなどの
十分な配
慮に欠け
ていたと
思われ
る。

合同保育
の場合、
自分の遊
びに集中
するため
注意が散
漫になる
とおもわ
れる。
個々の特
性を見極
め、個別
の対応が
必要な場
合は、他
の職員の
協力を仰
ぐ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びに集
中して取
り組んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員は本
児が足を
椅子の上
にあげた
り、無理
な姿勢で
あること
を認識し
ており、
本児にも
再三注意
指導はし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他職員も
本児の様
子を確認
してお
り、注意
深く見
守ってい
たが転倒
した際、
間に合わ
なかった

特にな
し

危険行為に
は、繰り返
し声掛けや
注意喚起、
行動の静止
を行うこと
が必要。手
の届く範囲
での見守り
が必要で
あった。

3334

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

26 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

 右鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

屋外テー
ブル・ベ
ンチの設
置場所で
走って転
倒したた
め、園庭
で広い場
所で走る
ように子
どもに声
かけをす
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎日 ―

屋外テー
ブル・ベ
ンチの設
置場所で
走って転
倒したた
め、テー
ブル・ベ
ンチの配
置を再検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

他クラス
の担任も
園庭にい
たため、
職員同士
声を掛け
合い園児
を見合
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わったこ
とはな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

倒れた瞬
間は見て
いなかっ
たもの
の、すぐ
に駆け付
け対応す
ることが
できた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他クラス
の園児も
園庭にい
たため、
適切な位
置で見守
りをして
いた。

―

職員の配置
場所につい
て再確認す
る。

3335

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 3 12 4 4
13.１
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

―

事故防止
に関する
研修を実
施してい
く。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

48 ―

今後も定
期的に
しっかり
と行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

年齢も低
く、転倒
しやす
かった
り、バラ
ンスを崩
しやすい
ことを常
に意識す
ると共
に、他児
も不意に
様々な動
きをする
ことも考
えて子ど
もの様子
を見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

担当職員
に肩車を
してもら
いトラッ
クを見た
後、下ろ
してもら
う途中で
落ちてし
まった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児を
肩車しか
ら下ろそ
うとして
いた時、
他児が近
づいてき
たため、
そちらに
も手をさ
しのべた
ため、体
勢がが少
し崩れ、
対象児が
しっかり
と足が地
面に着く
ことを見
届けるこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少し離れ
た場で、
同じクラ
スの他児
と関わっ
ていた。

―

肩車は、
とっさの時
に対応しに
くく、高さ
もあるので
しない様に
する。
体が地面か
ら離れてい
る時は足が
しっかりと
地面に着く
まで目を離
さないよう
にする。

3336

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

97 6 6
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3～4

1.基
準以
上配
置

レスリン
グ前には
いつも担
当の職員
が一緒に
十分な準
備体操を
し、怪我
につなが
るような
油断がな
いよう声
掛けをし
ている。

再度受け
身の体勢
などを職
員がお手
本となり
指導し、
怪我につ
ながりそ
うなとこ
ろはない
か確認を
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

3～4 なし

今回は遊
具等の不
備による
事故では
ないが、
毎月の点
検に加
え、日々
の使用時
には職員
が危険な
ところが
ないか確
認をして
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつも床
には専用
のマット
を敷き、
安全面に
は考慮し
ている。

今回は怪
我をしな
いよう環
境は整っ
ていた
が、マッ
トなどの
安全面に
ついても
再度確認
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもが
１対1で
受け身の
練習をす
るのをす
ぐ側でみ
ており、
怪我をす
るような
体勢には
見えな
かった
が、当園
児が右肩
の痛みを
訴えてき
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くでみ
ていた
が、怪我
をするよ
うな体勢
ではな
く、すぐ
に状況確
認を行っ
た。

―

少しでもい
つもと違う
様子がない
か園児見守
り、無理を
させない。
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【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3337

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 2 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆部骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

　運動前
後の安全
衛生に対
する項目
の具体化

運動遊び
の具体的
なルー
ル、決ま
りをマ
ニュアル
化し周知
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

　飛び箱
等の遊具
の点検頻
度の適正

　月に１
回の点検
の他に事
前事後の
点検も実
施する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険に対
する予知

危険性が
ある遊
び、複雑
な遊びの
際は、保
育教諭が
担当を決
め重点的
に見れる
体制を作
る。場合
によって
は、他の
職員を配
置する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　熱心に
取り組
み、頑張
る姿が伺
えた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

飛び箱の
側近で援
助的立場
で立って
いたが、
とっさの
行動に対
応できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の遊ぶ姿
を見てい
たことで
本児の動
きを見て
いなかっ
た。

跳び箱
の飛躍
方法、
高さ等
の適正

跳び箱の飛
躍に対する
適応能力の
把握と分析
子どもに安
全認識を持
たせ、状況
に応じて遊
びに対する
競争意識を
抑制する。

3338

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

22 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

7
2.基
準配
置

特記事項
なし

マニュア
ルを見直
し、職員
で確認し
合う。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3
特記事項
なし

ヒヤリ・
ハットを
活用し、
情報を共
有して全
職員の危
機管理意
識の向上
を図る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で園
児が鉄棒
をしてい
た姿を確
認してい
なかった
こと、保
育中に園
児が痛み
を訴えて
いなかっ
たことも
あり、け
がの状況
に気付け
なかっ
た。

保育中は
全職員で
連携をと
りながら
子どもの
状況を見
ることを
再確認す
るととも
に、常に
子どもの
体調に気
を配り、
変化を見
逃さない
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特記事項
なし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

常に全体
を把握し
ながら保
育をして
いるが、
園児が鉄
棒をして
いる場面
は確認で
きていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
や遊びに
関わって
いて、至
近で対象
児の動き
を着てい
なかっ
た。

危険が
伴うと
思われ
る遊具
で遊ん
でいる
子ども
への見
守りが
十分で
はな
かった
面があ
る。

職員間の連
携を図り、
全園児の動
きを全職員
で見ていく
ようにす
る。

3339

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

19 1 1
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
通顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

1
2.基
準配
置

保育教諭
は本児の
近くにい
たもの
の、他児
に片付け
をするよ
う声をか
けるた
め、目を
離した。

固定遊具
で遊ぶ際
には、安
全な状態
になるま
で子ども
から目を
離さな
い。
固定遊具
の使用の
仕方につ
いて職員
間で再検
討する。

1.定期的
に実施

１～２
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

雲梯は高
さがある
ため安全
な状態に
なるまで
側で見守
りが必要
な遊具で
ある

点検につ
いては継
続して行
う。
固定遊具
の使用の
仕方につ
いて、職
員間又は
子どもと
も再度確
認をす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

他のクラ
スは保育
室に入っ
ていたた
め、園庭
にいたの
は担任の
みだっ
た。

子どもの
人数だけ
でなく、
活動に
よって補
助が必要
な時は配
置する。
固定遊具
の使用の
仕方につ
いて職員
間で再検
討する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年長児の
姿を見
て、雲梯
に興味を
持ち以前
から遊ん
でいた。
当日も友
達と一緒
に雲梯で
遊んでい
た。ス
タートか
ら5～6本
目の所で
ぶら下
がってい
る姿は担
任が見て
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

雲梯の近
くで本児
がスター
トから5
～6本目
の所でぶ
ら下がっ
ているの
を確認し
た後、他
児に片付
けの呼び
かけよう
と目を離
したた
め、どの
ように着
地したか
は確認で
きていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スは保育
室に入っ
ていたた
め、園庭
にいたの
は担任の
みだっ
た。

保育教
諭は本
児の近
くにい
たもの
の、他
児に片
付けを
するよ
う声を
かける
ため、
目を離
した。

固定遊具の
使用の仕方
について、
職員間、ま
た、子ども
とも再度確
認する。
固定遊具で
遊ぶ際は、
安全な状態
になるまで
目を離さな
い。

3340

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

102 36 31 9 9
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨遠位端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

年長児
が、木製
遊具の2
階の柵を
超え地面
に飛び降
りをして
いた。職
員はそれ
を見て危
険だと感
じていな
かった。

危険な遊
びに関し
て話し合
い、子ど
もと共有
する。職
員間でも
見守り方
や対策を
共通理解
とする。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日

木製遊具
の東側が
死角にな
ることが
多い。

必ずゲー
トボール
側に職員
がつく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の遊
び方の
ルールに
ついて子
ども達に
伝わって
いなかっ
た。

園庭での
遊び方の
ルールを
定期的に
確認する
必要が
あった。
子ども達
に園庭の
遊具の遊
び方につ
いて確認
しあっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

高い所か
ら飛び降
りてみた
い、友だ
ちに自慢
してみた
い気持ち
になっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら10mほ
ど離れた
場所で遊
んでいた
子どもの
そばにい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各コー
ナーに職
員がいた
が、事故
当時は
とっさに
援助出来
ない場所
にいた。

園舎か
ら築山
に隠れ
木製遊
具が見
えにく
い。

木製遊具の
そばに保育
者がつく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3341

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

35 3 3
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘の関
節にひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

側転時、
マットに
手をつい
た際、手
が滑り転
倒し左肘
をマット
に打ち付
ける。

体操の練
習の仕方
が本児に
適切で
あったか
どうかを
よく見極
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調面も
良好であ
り、元気
であっ
た。体操
中に私語
をする様
子も見ら
れず、真
面目に取
り組んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全員で順
番に側転
の練習を
行ってい
たため、
レイン
ボーマッ
ト近くで
笛の合図
を行い、
手足のつ
く位置を
レイン
ボーマッ
トの色で
知らせて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

練習を
行ってい
る子ども
たちの見
守り、手
足をつく
位置を確
認し、子
どもたち
に知らせ
ていた。

特にな
し

特になし

3342

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 21 41 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 特になし

ハード面
において
は、適正
であった
と思われ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日常から
園児の様
子に応じ
て見守り
職員を増
減した
り、園児
のテン
ションや
場の雰囲
気に応じ
てルール
を制限す
るなどし
ている。

環境面は
適正で
あったと
思われ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発で元気に
遊ぶ。好奇心
旺盛で運動神
経も良い。
普段からよく
走り回り、飛
び跳ねる姿が
見られる。
鬼ごっこ、追
いかけっこを
好み、園庭遊
びの際は園庭
中を走り回っ
ている。

園庭に出て遊
び始めた直後
で、鬼ごっこ
をし始めて間
もなく転倒。
転倒後、痛
がっている本
児に気付いた
他児が担当職
員に報告。
本児が転倒し
たこと、転倒
時の手のつき
方等を話し、
状況を把握し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は上記
（ソフト
面３人
目）とな
るが、他
児に視線
を移して
いるとき
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

上記（ソ
フト面1
人目2人
目４人
目）は、
それぞれ
の配置で
適切に見
守ってい
た。

本児に
おい保
育教諭
４人
中、１
人目は
遊具
（雲
梯）の
補助に
ついて
いた。2
人目は
砂場を
中心に
見守
り、３
人目は
南側か
ら園庭
全体を
見守
り、４
人目は
園舎入
り口付
近を見
守って
いた。

子どもの成
長や意欲を
妨げない現
状の見守り
は今後も必
要だと思う
ので、職員
配置を明確
にし、事故
防止の徹底
を図る。

3343

令和
3年5
月31
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

22 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

改善は特
に行わな
いが、想
定外のこ
とが起こ
りうるこ
とも考え
て、事故
に早急に
対応でき
るように
していく

1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200
1.定期的
に実施

200 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝は元気
に登園、
クラス活
動中、保
育者とと
もに排せ
つに行
く。排せ
つが終わ
り、手を
洗い、
ペーパー
タオルを
取るとき
に片足に
体重がか
かり、痛
みが走
り、倒れ
こむ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

数名の子
に一人の
保育士が
ついて、
排せつを
促し、見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

数名の子
に一人の
保育士が
ついて、
排せつを
促し、見
守ってい
た

― 特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3344

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

10 1 10 1 1
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左上前歯
歯根部の
損傷疑い

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

3人の園児は事
故発生に至る
までは、室内
を走り回って
いたため預か
り指導員が数
回注意を促し
ていた。注意
の後、ままご
とコーナー
（マットを敷
いているエリ
ア）に3人が移
動したため、
落ち着いたと
判断しその後
の観察が不十
分になってし
まった。ま
た、室内の離
れた場所で、
他児のトラブ
ルの対応をし
ていたため、
適切な対応が
できなかっ
た。

職員1名
での保育
体制で、
個別の対
応の必要
性がある
時は、他
の子ども
がいる傍
で対応す
る等、不
測の事態
に備え、
立ち位置
を考え、
全体の状
況を適切
に把握し
対応す
る。個別
の対応の
内容に
よって
は、他の
職員の応
援を要請
する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

マットを
敷いてい
るエリア
は、まま
ごとや絵
本を読む
場所とし
て利用し
ている
が、日頃
から遊び
の延長で
寝そべっ
たりじゃ
れ合う姿
が見られ
ていた。

コーナー
の使い方
やあそび
の提供
を、その
都度子ど
もに知ら
せて利用
するよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

抱きつい
たり走り
回ったり
していた
3名に、
預かり指
導員が注
意し、
コーナー
の一角に
移動した
が、そこ
で遊び始
めるので
はなく、
同じよう
にじゃれ
合ってい
た。

・注意を
促した後
の子ども
の様子を
観察す
る。
・園児に
は、日頃
より室内
での遊び
方を伝
え、走ら
ないよう
に繰り返
し指導す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

預かり利
用の子ど
も34名の
内、23名
が午睡の
為遊戯室
へ移動
し、室内
は11名に
なり、他
児2名と
じゃれ合
う中で、
はしゃぎ
興奮した
様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

預かり指
導員の視
界には
入ってい
たが、離
れた場所
で他児の
トラブル
の対応を
してお
り、対象
児の子ど
もの様子
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の預か
り指導員
2名は、
遊戯室で
午睡の対
応をして
いた。

注意し
た後対
象児含
む3名
は、一
旦走り
回る等
をや
め、
コー
ナーの
一角へ
移動し
た為、
行動が
落ち着
いたと
判断し
てし
まっ
た。

注意した後
の子どもの
行動の変化
や、興奮し
た状態の気
持ちの変化
も含め、傍
で観察し確
認する。ま
た、じゃれ
合う遊び以
外に5歳児が
興味を持て
るような遊
びの提供や
提案をす
る。

3345

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

165 55 55 55 17 17
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

―
2.基
準配
置

― ―
2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

3 ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子供達が
思い思い
の遊びを
している
ため、特
に対象児
を気にし
ていな
かった。

普段か
らよく
してい
る遊び
のた
め、職
員がす
ぐ側に
付いて
いな
かっ
た。

危険がある
ことを職員
間で認識を
し､一人一人
の動きが把
握できる位
置に立ち、
見守る。

3346

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

24 2 2
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左上前歯
歯根部の
損傷疑い

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

通常は3名の
保育体制で
あるが、2名
で保育をし
ていた。園
長・フリー
教諭2名（3
名の内1名週
休）は、4・
5歳児が参加
の世代間交
流会（地域
の福祉委員
21名による
遊びの提供
交流会）の
行事に参加
していた。
活動の代わ
り目や水遊
び前後の対
応等では看
護師が補助
として入っ
ていた。

設定保育に入
り、子どもた
ちは落ち付い
て取り組んで
いたため、特
に応援を要請
することなく2
名で保育をし
ていた。2枚の
マット側にそ
れぞれ教諭2名
が傍についた
為、周囲で
待っている子
どもたちへの
配慮が不十分
になってし
まったと考え
られる。全体
の状況を適切
に把握し、立
ち位置を考
え、必要に応
じ他の職員の
応援を要請す
ることが必要
である。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

クラスの
設定活動
でマット
の使用は
初めてで
あったた
め、順番
を守った
り交代し
たりする
ことが難
しい子ど
もたちも
いた。

グループ
の交代
時、全体
的には落
ち着いて
いたが、
活動への
期待や高
揚感で飛
び跳ねて
移動する
子どもも
いた。子
どもの様
子を注視
し、個別
の注意を
促すこと
が必要で
ある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

マット（90×
180の長方形）
2枚を囲むよう
に、コの字型
で３グループ
が座っていた
ため、全体的
にはこじんま
りとした隊形
での活動で
あった。当初
は１グループ
の表現が終
わって全員が
元の位置に
戻ってから、
次のグループ
を呼んでいた
が、移動のス
ピードに個人
差があり、途
中から戻るグ
ループと向か
うグループが
同時に移動し
交代するよう
にしていた。

移動の指
示を出す
ときは、
子どもの
動きや流
れ等を注
視し、子
ども同士
が衝突し
ないよう
に見守
る。ま
た、人的
配慮等の
必要性の
有無を迅
速に判断
し応援を
要請する
等の対応
をとる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもと
変りなく
活動に参
加してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任教諭
は、一方
のマット
の傍につ
き、子ど
もの誘導
や指導を
していた
為、視界
には入っ
ていた
が、本児
を含むグ
ループの
交代の際
の本児の
様子は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

介助教諭
は、もう
一方の
マットの
傍につ
き、子ど
もの介助
や指導を
してい
た。本児
を含むグ
ループの
交代の際
は、全体
の子ども
の様子を
見ていた
為、視界
には入っ
ていたが
本児の様
子や動き
は見てい
なかっ
た。

グループの
交代の仕方
を、途中か
ら２グルー
プが同時に
移動し交代
するように
したこと
で、注視し
なければな
らない範囲
が広がり
（８名から
１６名と移
動人数が増
加）配慮が
不十分に
なってし
まった。交
代時走り回
ることな
く、全体が
落ち着いて
移動してお
り、誰も泣
いたり、痛
みを訴える
ことがな
かったの
で、何事も
なかったと
判断してし
まった。

・同時に多
くの子ども
が動くこと
で、注意や
配慮も広が
る為、移動
の仕方を変
更する際
は、不測の
事態に備
え、人員配
置の増員を
含めた対応
をする。
・全体の活
動を誘導、
指導する職
員と、子ど
もを見守る
職員と役割
を分担し、
子どもから
目を離さな
いようにす
る。

3347

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

110 5 35 35 35 43 38
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

足関節外
果骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きた時間
帯は、看
護当番６
人で各配
置場所に
つき、安
全を見守
る。

原因が分
からなく
ても、障
害部分へ
の何らか
の処置を
行ってい
く。色々
な場合を
想定し、
対処法を
その時に
よく考え
ていく。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

子どもた
ちの自由
あそびの
時間の様
子をより
一層留意
してみて
いくこ
と、ま
た、配置
場所にも
配慮。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

適切な言
葉がけ子
どもの心
理状況に
気を配
る。

原因がわ
からなく
ても、障
害部分へ
の何らか
の処置を
行ってい
く。色々
な場合を
想定し、
対処法を
その時に
よく考え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、活発
に仲の良
い女児と
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全多の様
子を見て
いた為、
いつもと
変わらず
元気に遊
ぶ女児の
姿に変化
を感じな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で
は、他の
子どもた
ちも遊ん
でいた
為、各自
の持ち場
である担
当箇所を
見てい
た。

子ども
たちの
心理状
態に合
わせた
適切な
言葉掛
けを心
掛け
る。

重点ポイン
ト中心に看
護職員を配
置している
が、誰も見
ていない状
況を作ら
ず、声をか
けあってい
くこと。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3348

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

50 4 16 15 15 3 3
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
螺旋骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

―

発達段階
に応じた
遊具の使
用、各ク
ラスごと
の遊具で
ｒの遊び
方指導

1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11 ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

総合遊具
施設の一
部に設置
してある
雲梯に下
がって遊
んでいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で遊
んでいる
子どもだ
ち全体を
見ながら
指導して
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
んでいる
子どもた
ち全体を
見ながら
指導して
いた

―

雲梯の遊び
方の再始
動、自由遊
びの中の見
守り者の一
層の相互連
携

3349

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

54 5 14 15 20 4 4
15.３
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

保育者が
傍らにい
たが他児
に気を取
られてい
る間に落
下する。
2歳児が
ブランコ
に乗る場
合には常
に目を離
さないこ
とが必要
である。
そのため
にはもう
１名配置
する。

子どもの
傍らを離
れたり、
目を離さ
なければ
いけない
時は他の
保育者に
必ず声を
かける。

2.不定期
に実施

5
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―

2歳児の
ためのブ
ランコも
設置して
はある。
今回は大
きいブラ
ンコから
の落下
だった。

不備があ
り箇所を
出し合
い、必要
ならば複
数の職員
が再点検
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

昼食後の
外遊びは
食べ終
わった子
どもから
順番に出
ていくの
で人数に
よって保
育者の配
置を変え
ていく。

外遊びを
担当して
いた保育
者全員で
の見守り
の徹底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育者の
傍らにい
たのだ
が、他児
とかか
わってい
たため落
下を防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児とか
かわって
いたので
落下の瞬
間は見て
いなかっ
た。

本児の
傍らに
いたの
だが、
他児と
かか
わって
いたた
め泣き
声で落
下に気
づく。
全体が
見える
ように
立ち位
置をか
んがえ
る。

傍らにいた
保育者は他
の職員に声
かけしてみ
てもらう。

3350

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

40 1 4 11 3 13 2 6 6
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性脱
臼外傷性
歯肉炎出
血

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

児童の日
頃の様子
を把握
し、行動
パターン
に注意す
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
2.不定期
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保育室で
の移動に
ついて
は、走ら
ないよう
に注意喚
起する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

走らない
よう声か
けを行
う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

昼寝の準
備をさせ
るため
に、他の
児童を見
ていた。

園児が
慌てて
行動し
たため
の事故
となっ
た。

保育室での
移動等につ
いては、走
らないよう
に注意喚起
する。

3351

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 3 12 10 8 1 2 1
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

―
8.その
他

2.な
し

3.未
実施

―
2.基
準配
置

― ―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― 3.未実施 ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子ども同
士での恐
竜ごっこ
で水道の
下に隠れ
たよう
す、狭い
ところに
入ったら
でられな
くなるか
らいけな
いと注意
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気な
子だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

預かり保育
の職員を一
人増員し
た。
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死亡
0
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1
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4
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歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3352

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 2 9 5 8 1 2 1
15.３
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 1.頭部 ―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

―
2.基
準配
置

― ―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― 3.未実施 ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本人は手
を離した
と言って
いるが何
故手を離
したの
か、す
べったの
か、その
あたりが
よくわか
らない

ジャング
ルジムの
下に網、
芝生等を
しいたら
と思われ
たが良い
方法が見
つからず
2、3歳児
の子ども
が遊べる
遊具を今
注文して
います。
ジャング
ルジムを
使用する
場合は職
員がそこ
にいると
きのみ使
用するこ
ととす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも元
気いっぱ
いの子ど
もでこの
日も特に
何も異常
はなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊んでい
ることは
わかり見
ていたが
他の子ど
ものトラ
ブルで目
をそらし
た瞬間に
落下した
のでその
瞬間は見
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のト
ラブルで
目をそっ
ちに向け
たときの
出来事
だった。

― ―

3353

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

― 1 1
16.４
歳

1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手薬指
骨折（ヒ
ビ）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

階段の上
り下りの
際は、手
すりを掴
むよう指
導する。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 ―

手すりが
整備され
ているの
で、手す
りを利用
するよう
に促す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

階段での
転倒は骨
折等の怪
我につな
がるの
で、日ご
ろの保育
で注意を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ―

当初はひび
に気づかな
かったの
で、早めに
保護者に連
絡し、病院
への受診を
勧めるよう
にする。

3354

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

91 12 6
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

0.5
1.定期的
に実施

0.5
2.不定期
に実施

12

普段から
遊んでい
る場所だ
がつまず
いて転
倒、下り
だたこと
もあり勢
いがつい
て今回の
事故につ
ながった
と考え
る。

遊具安全
点検に基
づいて、
予算の範
囲内で遊
具の改善
を図って
いく。昨
年度、ト
ンネル山
は土を入
れ補修も
してい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

行事のた
め、通常
の保育で
はなく普
段とは違
う日程や
時間設定
であっ
た。

行事の際
には子ど
も達が落
ち着かな
くなるこ
とも考慮
し安全に
いつも以
上に配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時か
ら特に変
わった様
子はな
かったと
思われ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故当
時、対象
児と一緒
にかか
わってお
り、トン
ネル山を
駆け下り
る対象児
のことを
トンネル
山の上で
見てい
た。転ん
だ瞬間は
手を差し
のべられ
る位置に
いなかっ
たので、
すぐに駆
け下り職
員室へ行
き対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の幼児
と園庭の
違う場所
でかか
わってい
た。

トンネル山
での安全な
遊び方につ
いて職員間
で検討す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
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歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3355

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

21 1 1
15.３
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上A左
上AB外傷
性亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

― ―
2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

―

通常はす
べること
はない
が、より
注意をは
らう必要
がある。

通常は滑る
ことはあま
りないが大
きなけがを
したという
ことからよ
り滑りにく
くするため
に、ピロ
ティをもっ
と滑りにく
い材質に変
える計画を
しているが
大工事にな
るので、当
面は滑りに
くいテープ
を貼って対
応する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラスで
玄関から
外に出る
時であっ
た

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2段の階
段下でU
ターンし
た時、バ
ランスを
崩し、階
段でこけ
て口を
打った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

すぐそば
で他の子
どもを見
ていた
が、本児
が降りて
いる姿を
見た後、
再度見た
時は反対
向きに転
倒してい
た。すぐ
に他の職
員と看護
士を呼び
応急処置
を行っ
た。

2段とは
いえ段
を走っ
て降り
る子ど
もがい
た。

外遊びの
際、いった
ん階段手前
で並んでか
ら安全に注
意しながら
段を降り
る。

3356

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

14 3 3
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨
折・左橈
骨遠位端
線損傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

― ―
2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯が出
きるから
と言って
張りきっ
て勢いよ
く雲梯を
した。

遊具の使
い方遊び
方を子ど
もたちと
確認し安
全に遊ぶ
方法を考
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯をし
始めて二
本目の
バーに手
をかけよ
うとした
時に勢い
よく移動
したので
滑って落
下した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児は
雲梯が得
意なの
で、支え
ず30ｃｍ
程度の距
離で補助
していた
が受け止
める事が
出来な
かった。
すぐに園
庭から事
務所に連
絡、連れ
て行っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任に連
絡、氷の
用意、保
護者に連
絡、病院
の手配。

本児が
「でき
る」と
言って
張り
切って
いるの
で声は
かけた
が、は
やる気
持ちを
汲み取
り、落
ち着か
せてか
ら、挑
戦させ
てやれ
ばよ
かっ
た。

できるとい
う安心感を
持って補助
に当たら
ず、補助に
つく人は常
に意識して
あたる。長
時間補助は
せず交代し
ていく等対
応する。ま
た、危険が
予測される
遊び等に挑
戦する時は
気持ちを落
ち着かせて
からさせ
る。

3357

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

35 9 9 17 3 3
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上前歯
歯根部の
損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

園児35名の内3
歳と4歳児の一
部16名は、午
睡から起きリ
ネン類の片付
け・トイレで
の排泄・午睡
保育室からの
移動、外遊び
の4.5歳児19名
は、園庭の片
付け・園庭か
ら室内への移
動・うがい手
洗いと、活動
の変わり目
で、様々な子
どもの動きが
あり、３名の
職員も子ども
の動きに合わ
せて対応しよ
うとしていた

午睡と外
遊びで子
どもの動
きが様々
で時間差
もあるた
め、どの
場所やタ
イミング
でも、把
握と見守
りをし、
適切な対
応が出来
るよう
に、職員
間で声を
かけあっ
たり、必
要に応じ
他の職員
を要請し
たりする

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

園庭は芝
生と地面
のエリア
がある
が、発生
箇所は地
面エリア
のほぼ中
央部で、
転倒しや
すいもの
や凹凸等
はなかっ
た

始業前に
園庭整備
や環境設
定をする
際、園庭
内で危険
なものは
ないか、
地面の状
態等を点
検してい
るが、引
き続き行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・片付け
の後はお
やつの時
間であ
り、子ど
も達もそ
の見通し
がある中
での片付
けや移動
であり、
3.4.5歳
児が、一
斉に動く
時間帯で
あった
・当該の
２名は特
に俊敏
で、クラ
スも同じ
でよく一
緒に活動
していた

見通しが
ある中で
の片付け
や移動で
ある為、
指示を出
すとき
は、慌て
させない
よう、落
ち着いて
動くよう
な声かけ
をし、子
どもの動
きや流れ
等を見守
り、適切
な対応を
する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもと
変りなく
活動に参
加してい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭遊び
担当２名
の預かり
保育指導
員の内、
１名は該
当園児に
片付けの
声をか
け、一緒
に動いて
いた。も
う１名は
午睡から
移動して
くる子ど
もの対応
の為、園
庭から室
内へ入ろ
うとして
いた（当
該園児の
近くを通
りかかっ
た）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午睡の保
育室で午
睡をして
いた3.4
歳児16名
の対応を
していた

・当該園児
は預かり保
育の利用も
多く、活発
で俊敏なタ
イプの子ど
もでもあっ
たため、急
がないよう
に声はかけ
たが間に合
わなかった
・午睡後の
子ども達の
対応をしよ
うと１名の
指導員が移
動しようと
していた
為、子ども
への注意が
不十分に
なってし
まった
・午睡を担
当した指導
員は他園か
らの応援職
員であった

・子どもか
ら目を離さ
ない、また
個々の子ど
もの特徴に
合わせ対応
する
・同時に多
くの子ども
が動くこと
で、注意や
配慮も広が
る為、不測
の事態に備
え、人員配
置の増員を
含めた対応
をする
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3358

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

16 5 4 7 5 4
15.３
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足首捻
挫

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

遊び方に
ついてよ
く理解で
きていな
い時期
だったよ
うである

遊具のと
ころに必
ず、職員
を配置す
る

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

遊具の遊
び方が悪
かったの
で、遊び
方の確
認・徹底
が必要で
ある。

マットの
見直し
（大きさ
耐久性）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育者が
そばにい
てもケガ
してし
まったの
で、子ど
もたちの
遊び方・
危険性の
確認が必
要である

本人も含
め子ども
たちに、
けがの危
険性を伝
え、遊具
の遊び方
を再確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

肋木で遊
ぶのが好
きで、よ
く遊んで
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ホールに
て数人の
子が自由
に遊んで
いたの
で、保育
者が近く
で見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ホールに
て数人の
子が自由
に遊んで
いたの
で、保育
者が近く
で見守っ
ていた。

いつも
当たり
前のよ
うに遊
んでい
た場所
だが、
注意が
足りな
かっ
た。

子どもの活
動等、目の
届く場所に
職員配置す
る。

3359

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

90 30 30 30 16 16
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

―
2.基
準配
置

― ―
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

箱の角が
そのまま
で、衝撃
を緩和す
る工夫が
なかっ
た。

箱の近く
に花プラ
ンター等
を置き、
子どもた
ちが近寄
れないよ
うにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子供たち
が思い思
い野遊び
をしてい
たため、
特に対象
児を気に
していな
かった。

職員数
人で遊
びなが
ら見
守って
いるた
め、全
体を見
ていな
いこと
があ
る。

視野を広く
し、一人一
人遊びが見
えるように
していく。

3360

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

50 15 15 20 6 6
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

―
2.基
準配
置

―

マニュア
ル作りを
検討し、
研修を充
実させ事
故防止に
努める

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3

運動会準
備のため
の観覧席
ロープが
あった

既存の観
覧席ロー
プ撤去
し、安全
なものに
変更

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

いつもの
環境でも
危険が潜
んでいる
ことを考
え、事故
防止に努
める。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

リレーの
選手に選
ばれるな
ど、運動
会を楽し
みにして
いたの
で、いつ
もより活
発になっ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

氷鬼の最
中、保育
士は本児
が運動会
の準備の
ため立ち
入り禁止
のロープ
をしてい
た箇所に
入った場
面を見て
いなかっ
た。その
為注意す
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

氷鬼の最
中、保育
士は本児
が運動会
の準備の
ため立ち
入り禁止
のロープ
をしてい
た箇所に
入った場
面を見て
いなかっ
た。その
為注意す
ることが
できな
かった。

普段楽
しんで
いる遊
びにも
危険が
潜んで
いるこ
とがあ
る

危険がある
ことを職員
が理解し、
一人一人に
留意する

3361

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 15 15 10 ― ―
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

気分も落
ち着いた
中普段か
ら遊び慣
れた環境
の中で
“気を付
ける”と
いう意識
が少なく
遊んでい
たようで
ある。

最低3名
の教師は
配置され
ていたが
どの職員
も遊びこ
んでしま
うので1
人は全体
を見守る
役割で配
置するこ
とにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

一つの遊
具に子ど
もが混雑
してしま
うことが
あるので
広い空間
で安全に
遊べるよ
う声をか
け配慮し
ている。

遊びの中
で気持ち
が高ぶ
り、周り
が見えな
くなるこ
ともある
ので楽し
い気持ち
とふざけ
る気持ち
が同じに
ならない
よう声を
かけてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3名の職
員が配置
されてい
たがそれ
ぞれ対応
が重なり
配慮不足
になって
しまった
のではな
いか。

全体を見
守る役割
の教師を
1人は配
置し、早
急に異変
を察知し
て対処で
きるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

怪我直前
までもい
つもどお
り気の合
う友だち
と一緒に
戸外遊び
を楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くの子
どもたち
と遊んで
おり事故
に気付か
ず、事故
直後も本
児からの
訴えもな
くいつも
通り遊ん
でいたこ
ともあり
対応に行
きつかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園舎近く
のもりで
の戸外遊
びを見て
いた。

事故当時は
本児は落ち
着きをもっ
て遊んでい
たが、日頃
より楽しく
なると興奮
し落ち着き
がなくなり
やすく、声
をかけるこ
とも多かっ
た。この日
も知らずう
ちに気持ち
が高ぶって
しまったの
ではない
か。

日頃より落
ち着きを
もって行動
するよう伝
えていく。

3362

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

― ― ―
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第4趾
基節骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

主での指
導教員1
人、補助
教員2人
がいた
が、少な
かったの
ではない
か。

補助教員
を増や
す。職員
がもっと
広い視野
を意識し
て関わ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

普段使っ
ている場
所で、動
きが激し
くなるこ
ともあ
る。

日頃から
危険な場
所はない
か、確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃から
友だちと
の関わり
を求めや
すい本児
の傍に、
普段から
接触の多
い子が並
んでい
た。

集団活動
の際は、
普段の友
だち関係
もみて、
並び順に
も配慮し
留意して
見守りた
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

組体操の
練習に意
欲的に取
り組んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

組体操中
は、全園
児を見渡
す位置に
いたが、
事故の瞬
間は別の
子に目を
向けてお
り様子を
捉えられ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
対象児以
外の子の
様子を見
ていた。

活動後
の組体
操の
後、リ
レーや
スポー
ツクラ
ブなど
体を動
かし、
痛みが
増した
のでは
ない
か。

活動後の本
児の様子を
確認し、普
段と違う姿
を見落とさ
ないように
配慮する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3363

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

14 3 3
16.４
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

年少時に
外遊びの
機会提供
が少なく
体を動か
す体験が
少なかっ
た。

外遊び・
運動遊び
をカリ
キュラム
にいれ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日常的に
体を動か
すことが
少ない園
児である
ため。

保育の中
で外遊び
の機会を
増やす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

3名で対
応してお
り園庭全
体に気を
配ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

配置職
員・職員
の動きに
問題はな
い

特にな
し。

特になし。

3364

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

68 2 6 23 13 24 13 12
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘関節
の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

入園式後
の新バス
コースに
なって2
日目であ
り、子供
たちが午
後の時間
の流れを
理解して
いないた
め、混乱
が生じて
いた。

混乱を避
けるた
め、一旦
一部屋に
集め、降
園スタイ
ル毎に流
れを説明
して園庭
に移動す
るように
した。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

破損とう
は見られ
なかった
ため、雲
梯の高さ
（180セ
ンチ）で
あったこ
とが考え
られるの
では？

メーカー
に確認を
とったと
ころ、設
置時の基
準には適
合してい
るとの回
答。その
後、メー
カによ
り、雲梯
の高さを
下げた

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新年度始
まって間
もないこ
ともあ
り、発車
時刻まで
の流れの
理解もで
きておら
ず、見守
りの職員
も、混乱
している
園児の対
応等をし
ていた。

混乱を避
けるた
め、一旦
一部屋に
集め、降
園スタイ
ル毎に流
れを説明
して園庭
に移動す
るように
した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝から
「今日は
雲梯をが
んばるん
だ」とは
りきって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

5人の職
員で、園
庭遊びを
見守って
いたが、
お迎えに
来られた
保護者と
園児の対
応や、混
乱してい
る園児の
対応等を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えに
来られた
来られた
保護者・
園児の対
応や混乱
している
園児の対
応、おも
らし等の
対応を
行ってい
た。

混乱を避け
るため、一
旦一部屋に
集め、降園
スタイル毎
に流れを説
明して園庭
に移動する
ようにし
た。

3365

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 4 6 4 6 2 2
15.３
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

・担当す
る職員の
確認が不
足してい
た。
・着座の
際に手を
出してい
ると危険
であるこ
とについ
て、園児
への注意
が不足し
ていた。

・職員が
担当園児
の行動を
確認す
る。
・園児に
対して、
安産な座
り方を知
らせる。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他の園児
が着座し
てから寝
起きの園
児を連れ
てくれば
と良かっ
た。

時間差で
寝起きの
園児を連
れてくる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼寝起き
でややぼ
んやりし
て座って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

廊下で着
替えをし
ている子
供を見な
がら、本
児が座っ
ているの
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレに
いる園児
を見てい
た。

昼寝起
きの園
児がす
べて支
度をし
終わら
ないう
ちに先
に座ら
せてし
まっ
た。

・着座の際
は手を膝の
上に置いて
待つように
園児に伝え
る。
・担当職員
は最後まで
責任を持っ
て昼寝起き
の園児の対
応をする。

3366

令和
3年5
月31
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

19 1 1
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

裂傷(左
目目尻付
近）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

随時
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

24

ゴムチッ
プに足を
取られた
可能性が
ある

ウッド
デッキの
縁をでき
るだけ滑
らかに面
取りする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

個々の
戻ってき
ている途
中で走っ
ていたか
もしれな
い

園庭遊び
から部屋
に入る際
には、ク
ラス毎に
並んで、
担任が先
頭を歩い
て移動す
ることを
徹底する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭遊び
からウッ
ドデッキ
に向かっ
て歩い
て、ある
いは走っ
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭遊び
から帰っ
てこない
園児を呼
び戻しに
行ってい
たので、
本児の方
を見てい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スは、保
育室の方
に向かっ
ていた
り、まだ
園庭で遊
んでいた
ので、近
くにいな
かった

担任が
園庭に
残って
いる子
どもに
気を取
られ、
先に
戻って
行った
子ども
の様子
を見逃
してい
た

複数のクラ
スで遊びに
出ている
際、保育室
への出入り
が重なった
場合は、他
のクラスの
ことも気に
掛け、複数
で見るよう
にする
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歳
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歳
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歳
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歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3367

令和
3年5
月31
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

3
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室外・
園庭等)

4歳児 28 名 名 名 名 名
20
名

名 5名 5名 5歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

左鎖骨骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
配置

友達と追
いかけっ
こをして
ゆったり
と遊んで
いたの
で、近く
に保育士
はいたも
のの遊具
を急に乗
り越えよ
うとする
本児の行
動が予想
できな
かった。

全保育士
の共通理
解とし
て、子ど
もは思わ
ぬ行動を
とる事
や、頭も
重くバラ
ンスを取
りにくい
事など体
の構造や
心理につ
いての理
解を深
め、常に
見守って
いくこと
を申し合
わせた

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

急に遊具
を無理や
り乗り越
えようと
して転倒
し自分の
体重が左
胸部上に
かかって
しまっ
た。

全園児へ
周りの状
況を見な
がら安全
に気をつ
けて遊ぶ
こと、遊
具では安
全に遊ぶ
ことなど
を約束す
る。

集団活
動中・
見守り
あり

―

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
　いつも
通り、友
達と楽し
そうに遊
んでいた
ので、見
守ってい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
転んだ瞬
間を見て
いたので
速やかに
本児の側
に駆け寄
り状況を
確認し
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
5名の職
員が他の
子どもと
一緒に遊
んでい
た。転倒
に気が付
いた瞬
間、駆け
寄って様
子を確認
した。

子どもは思
わぬ急な行
動をとる事
もあるの
で、しっか
り見守る必
要があるこ
との共通理
解や遊具の
安全な遊び
方について
も再確認す
る。

3368

令和
3年5
月31
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

3 午後
施設内
(室内)

5歳以上
児

14 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 6歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左小指基
節骨 骨
端線損傷

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
未実
施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

― なし
定期的に
実施

実施頻度(
2)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
1)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
１)回/年

なし

集団活
動中・
見守り
あり

氷鬼をし
て友達を
捕まえる
ことに夢
中にな
り、タッ
チした時
に小指を
ひねって
しまった

遊びの状
況確認を
し、周り
をよく見
るよう子
ども達に
再度注意
を促して
いく

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
遊びに夢
中になっ
ていた

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
クラス全
体を見守
りながら
保育して
いたが、
対象児は
氷鬼で走
り回って
おり、事
故発生状
況は見て
いない

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
他クラス
の保育士
が、対象
児の近く
にいたの
で事故の
状況把握
ができた

自由遊
びの時
間であ
り、多
くの子
ども達
がホー
ルにい
た

周りをよく
見て遊ぶよ
うに再度注
意を促す

3369

令和
3年5
月31
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

26 名 名
20
名

4
名

名
2
名

名 6名 6名 3歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ―
創傷(切
創・裂傷
等)

下肢
(足・足
指)

爪はく離

玩具・
遊具等
施設・
設備の
安全上
の不備
による
もの

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

― ―
定期的に
実施

実施頻度
(毎)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(毎)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(毎)回/年

本児が寄
りかかっ
た棚に耐
震ジェル
がついて
いなかっ
た。

転倒や落
下の恐れ
もあるた
め、耐震
ジェルを
貼り、危
険に備え
ていく。

集団活
動中・
見守り
あり

一人ひと
りがどこ
で何をし
ているの
か把握し
ていくと
共に、棚
や机、椅
子などの
破損がな
いか確認
していく
必要があ
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
いつもと
かわりが
なかった
が、他児
が寄りか
かり、棚
にできた
隙間に足
が入り、
自分で抜
こうとし
てはがれ
てしまっ
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
本児が集
中して遊
んでいた
為、目を
離してし
まった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
それぞれ
の近くに
いた園児
はみてい
たが、当
該園児の
様子に気
づけな
かった。

―

近くの園児
だけでな
く、周りも
見守ってい
けるように
する。

3370

令和
3年5
月31
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

9 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

20 名
9
名

11
名

名 名 名 名 4名 4名 3歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右上腕骨
顆上骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(1～2)回/
年

基準
配置

事前に職
員が遊具
の使い方
をしっか
り確認し
ておくべ
きだっ
た。予測
事項をあ
らかじめ
考えてシ
ミュレー
ションす
べきだっ
た。子ど
も達にも
遊具の使
い方や公
園の遊び
方の導入
をもっと
やってお
くべき
だった。

従来あっ
たマニュ
アル・各
クラスで
作成した
マニュア
ルあり。
事故後見
直しを図
り、検討
の上 作
成。父母
会にも協
議確認し
てもら
い、わか
りやすく
日々の中
で使いや
すいマ
ニュアル
を作成
中。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

ジャング
ルジムで
遊ぶ際、
落下する
ことも予
想された
ので、子
どもの動
きに合わ
せた動き
(補助)を
すべき
だった。

子どもが
遊具で遊
ぶ際、子
どもの年
齢・発達
を考え遊
ばせる。
事故や怪
我を未然
に防ぐよ
う職員配
置や遊び
方の検
討。

集団活
動中・
見守り
あり

ジャング
ルジムに
は3歳に
なった2
歳児2名
が遊んで
おり、他
児は居な
かった。
しかし、
とっさに
他児が来
たことに
気を取ら
れてしま
い、一瞬
の対応の
遅れが事
故を招い
てしまっ
たと思わ
れる。

ジャング
ルジムの
使用対象
年齢が3
歳からで
はある
が、3歳
になった
2歳児に
は危険で
あったの
ではと考
え、今後
は使用し
ないこと
とする。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
1,2歳児
園児20名
に対し4
名の職員
が付き、
遊ばせる
遊具それ
ぞれに職
員が配置
された状
態だっ
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的内容記
載欄)
対象児ともう1
名がジャング
ルジムに登っ
ており、2段目
まで登ってし
まった為、担
当職員はそば
付き下に降り
るよう促し
た。そこへ他
の園児2～3名
が受傷児の下
に駆け込んで
きた為危険回
避をしようと
そこから離れ
るよう促して
いた時に、対
象児が足を滑
らせ、落下に
気付いた担当
職員がすぐ手
を差し伸べた
が届かず落ち
てしまった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
異変に気
付き他の
職員に声
を掛け、
遊びを中
断させ砂
場に他児
を集め
た。ジャ
ングルジ
ムから落
ち、泣い
ている対
象児の元
へ行き様
子を確か
めた。

対象児
の年齢
が遊具
の対象
年齢に
なって
いた事
で安易
に使用
してし
まっ
た。

公園遊具の
使い方基準
を園として
再検討す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3371

令和
3年5
月31
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

10 名 名 名
３
名

６
名

１
名

名 １名 １名 5歳 女児

身長：
123.７㎝
体重：　２
６．１㎏

室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左足くる
ぶし骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

基準
以上
配置

園独自の
マニュア
ルがな
く、階段
移動に対
する危険
認識が低
くかった

移動時は
人数によ
り、複数
の職員で
階段の上
り下りを
援助す
る。ま
た、声を
かけなが
ら列の中
間につい
たり、危
険な曲が
り角につ
き手を添
えたり
し、最後
まで見届
ける。

定期的に
実施

実施頻度
(９０)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(９０)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(３００)
回/年

階段の進
行方向が
９０度方
向転換
し、段差
面がそれ
までの長
方形から
三角形に
なってい
る場所で
ある。そ
のため歩
行のリズ
ムが変わ
る。

大判カ
ラーシー
ルをは
り、階段
の形、歩
幅が変わ
ることを
視覚的に
認知でき
るように
した。

集団活
動中・
見守り
あり

降園の
為、コッ
プ等が
入った手
提げバッ
グにコー
トをつ
め、それ
を持って
下りてい
た。体の
自由が利
きにくい
状態だっ
た。

移動中は
人数によ
り複数の
職員で対
応できる
ようにす
る。ま
た、個々
の子ども
の特性や
年齢に合
わせ、職
員が荷物
を運ぶ
等、安全
面に配慮
する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
日ごろか
ら本児に
不注意な
様子が
多々見ら
れてお
り、同じ
週に、ト
イレ内と
運動遊び
の際に、
２回足を
捻ってい
る。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
先頭にい
る年少児
３名が安
全に下り
てこれる
よう特に
注意して
見届け、
その後、
3歳児が
階段下で
上履きを
脱ぐ援助
をしてい
た。最後
尾にいた
本児は年
長児で
あったた
め、注意
を払って
いなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
1階の未
満児延長
保育にあ
たってい
る職員が
多数、３
階の会議
室で事務
に入って
いた職員
が数名い
た。

担任は
万が
一、園
児が転
落した
ときの
ために
列の先
頭につ
き支え
られる
よう配
慮して
おり、
また先
頭の３
歳児３
人に特
に注意
を払っ
てい
た。そ
の為、
本児の
状況把
握がで
きな
かっ
た。

幼児にとっ
て階段移動
は難しさが
あることを
認識し、年
長であって
も落ち着い
て昇降でき
るよう、階
段使用の前
には改めて
細心の注意
を払う。

3372

令和
3年5
月31
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

5
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

114
０
名

０
名

０
名

38
名

40
名

36
名

名 ６名 ５名 4歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右上腕骨
外顆骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
以上
配置

保育士
が、その
場にいな
かったた
め

その都度
職員は配
置を考え
て声を掛
け合って
いく

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

特になし 特になし

集団活
動中・
見守り
あり

特になし 特になし

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
遊具の反
対側にあ
る滑り台
の見守り
にまわ
り、網の
ところよ
り離れて
いたため

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
各遊具の
所につ
き、園児
の見守り
をしてい
た

保育士
が、そ
の場に
いな
かった
ため

保育士が、
遊具全体を
見えるよう
に立ち、見
守るように
する
園児に、遊
具を上り下
りするとき
は、落ち着
くように声
がけをする

3373

令和
3年5
月31
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

1 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

19 名 名 名
１
０
名

名
９
名

名 ４名 ４名 5歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右尺骨剥
離骨折・
右肘靱帯
損傷

他児か
ら危害
を加え
られた
もの

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

基準
配置

―

事故を振
り返り分
析を行
い、職員
に対し再
発防止の
ため、安
全管理に
かかる
共通認識
をもつよ
う周知徹
底する。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

不定期に
実施

実施頻度
(6)回/年

施設面に
ついて
は、鉄棒
の下にも
人工芝を
敷き、安
全面での
配慮をし
ていたの
で、支障
がなかっ
たと考え
る。

現在取り
組んでい
る内容を
継続して
実施し、
施設、設
備の安全
確保に努
める。

集団活
動中・
見守り
あり

―

全体に気
を配り、
一人一人
の様子を
見守るこ
とを周知
する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
特に変
わった様
子はな
く、滑り
台やなわ
とび、鉄
棒遊びを
楽しんで
いた。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
1名は、
鉄棒で他
の子ども
の手助け
をしてい
た。
1名は、
なわとび
の縄を回
してい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
園庭で、
クラスの
子ども達
とたこ揚
げをして
いた。

―

すべてにお
いて、園児
の行動の予
測を立て、
保育士の位
置配置など
の見直しを
行い
安全に過ご
せるように
していきた
い。

3374

令和
3年5
月31
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

14 名 名 名 名 名 名 名 2名 ２名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

新人研
修、事故
発生後の
振り返り

2.基
準配
置

保育人数
は充足し
ていた。

お子様の
事故が起
こらない
ように最
善をつく
して対応
してる
が、起
こってし
まった。
今後同じ
事故が起
こらない
様に周知
徹底し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1～3　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
300　)回/
年

鉄棒の下
にジョイ
ントマッ
トを敷き
エールの
赤色の鉄
棒を使用
してい
た。鉄棒
は2～3人
一緒に使
用で出来
るが、事
故発生時
は1人で
使用して
いた。

園で行っ
ている環
境では最
適であっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段も
行ってい
る鉄棒の
技である
が、手を
着けずに
肩から転
落し受傷
してい
る。夕方
の疲れが
出る時間
帯での集
団遊びで
あり本人
が集中し
にくい状
況になっ
ていた事
が考えら
れた。

園で行っ
ている環
境では問
題ないと
思われ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
体調は良
好であっ
たが、長
ズボンで
鉄棒に両
足でぶら
下がり体
を大きく
揺らして
いた。普
段は手を
着いて降
りるが事
故発生時
は手が出
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的内容記
載欄)
担任がクラス
15人の鉄棒の
練習をみてい
た。対象児か
ら３メートル
離れた場所に
立ち、低い黄
色の鉄棒で他
児の逆上がり
指導を行って
いた。対象児
が体を大きく
揺らしていた
為、注意する
様に声をかけ
ていたが、声
掛け直後に肩
から転落。落
下する瞬間は
みていたが、
間に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
事故発生
時は担任
１人で15
名の児を
みてい
た。

夕方疲
れが出
てくる
時間で
の集団
遊びで
あり対
象児が
周りの
児の遊
びに気
をとら
れて着
地時に
集中出
来な
かった
可能性
あり。

マンツーマ
ンでの指導
は難しい
為、集団遊
びの時間は
コウモリは
しないよう
にする。ま
た長ズボン
着用時は鉄
棒に足を
ひっかけて
ぶら下がら
ないように
指導する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3375

令和
3年5
月31
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

68 名 名 名
26
名

42
名

名 名 12名 12名 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

前腕骨骨
折（全治
２ヶ月と
診断され
た）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

担任に、
丸太での
遊びがで
きるよう
になった
ことを見
せようと
して、足
を滑べら
せ転倒し
て負傷し
た。

戸外遊び
時には、
各コー
ナーに保
育士がつ
いて安全
管理を徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年ほ
ぼ毎日

丸太遊び
は、バラ
ンスを崩
すおそれ
があり、
さらに滑
りやす
い。

丸太は、
滑りやす
く、古く
なったこ
ともあ
り、撤去
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

丸太遊び
ができる
本数が5
本と多
く、見守
りが手薄
になって
しまっ
た。

丸太は、
滑りやす
く、古く
なったこ
ともあり
撤去し、
各コー
ナーに保
育士がつ
き、安全
管理を徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
普段通り
元気が良
く、好き
な遊びを
見つけて
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的内容記
載欄)
職員5人のうち
４人は、他の
コーナーで遊
んでいる児童
を見守り、残
り職員1人は、
丸太の向かい
側で、丸太遊
びが不安そう
な児童の援助
をしながら、
向かい側で遊
んでいた居た
本児を確認し
ていたが、活
発な本児が、
一人で、でき
るところを、
見せようとし
ていたので、
そのまま向か
い側から見
守っていたと
ころ転倒し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の職員
は、固定
遊具で遊
ぶ子やブ
ランコで
遊ぶ子、
追いか
けっこを
してる子
を見守
り、気に
なる子に
は、1人
の職員が
ついて遊
びを見
守ってい
た。

3歳児
は、個
人差が
大き
く、意
欲が
あって
も行動
が伴わ
ないの
で、一
人でや
ろうと
して
も、そ
ばにつ
いて見
守る必
要が
あっ
た。

同じ方向か
ら、丸太遊
びをする
ルールを設
けて、職員
がそばにつ
いて見守り
ながら遊ば
せる。

3376

令和
3年5
月31
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

― 29 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 4歳
2.女
児

嘔吐をして
いたがウィ
ルス感染症
の診断なし

8.その他
1.負
傷

―
1.意識不
明

―

無熱性痙
攣（検査
入院後、
異常な
し）

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生
時にベッ
ト上で嘔
吐してい
た。園児
の意識が
朦朧とし
ていて痙
攣をおこ
していた
ため、広
いスペー
スに移動
し、救急
隊到着ま
で仰向け
の姿勢を
保ってい
た。

嘔吐をしてい
て、痙攣を起こ
していた場合の
対応は、嘔吐物
による誤嚥や窒
息するリスクを
防ぐためにも口
腔内の確認、気
道を確保し、回
復体位にするこ
とが重要であ
る。救急法のマ
ニュアルでは明
記されている
が、突発的な事
故が発生した
際、気が動転し
ていたり、覚え
ていないなどマ
ニュアル通りに
対応することが
できない状況が
ある。そのため
にも定期的（月1
回程度）に救急
法、心肺蘇生
法、AEDやエピペ
ンの使用方法な
どについての内
部研修を行うこ
とで、知識と冷
静な判断力、対
応力を身につけ
る必要がある。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

― ―
5.睡眠
(午睡)
中

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
睡眠時に
口腔内に
指を入れ
る癖があ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)

睡眠時
に口腔
内に指
を入れ
る行為
（指
しゃぶ
り）は
窒息リ
スクが
高ま
る。

幼児（3歳以
上）の指
しゃぶり行
為は精神的
（日常のス
トレスや情
緒不安定な
ど）な理由
が考慮でき
る。衛生上
の問題も含
めて、当該
園児の気持
ちに寄り添
いながら対
応し、指
しゃぶり癖
の改善に取
り組む必要
がある。

3377

令和
3年5
月31
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18
0
名

3
名

2
名

8
名

3
名

2
名

名 4名 4名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

動線が整
理できて
いなかっ
た。

玩具の定
位置を見
直すこと
で動線を
整理し、
安全に片
付けが出
来るよう
子ども達
に呼び掛
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

玩具の片
付けをし
ており、
担当職員
から10m
程度離れ
た場所に
玩具を
持って収
納しにい
く途中で
事故が発
生した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら目を離
し、他の
担当児達
をみてい
た。ま
た、玩具
収納場所
付近の他
職員への
声掛けも
行わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は自分の
担当児を
みてお
り、対象
児が玩具
を収納し
ている事
に気付い
ておら
ず、事故
発生時の
物音で対
象児に気
付いた。

児は玩具
を持って
歩行中
だった
為、転倒
時に床に
手をつく
等の咄嗟
の自己防
御姿勢が
取りづら
かった可
能性が考
えられ
る。玩具
を収納し
にいく間
の僅かな
時間であ
り、他の
担当児も
いた為、
担当職員
は児から
目を離し
てしまっ
た。

職員が常時
装着してい
るインカム
を活用し、
僅かな時間
であって
も、児から
目を離す事
が無いよう
に、他の職
員に呼びか
ける。物を
持って移動
中の児がい
る時は、転
倒リスクが
高まる事を
認識する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3378

令和
3年5
月31
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 名 名
6
名

12
名

15
名

14
名

名 5名 5名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

職員数や
配置、職
員間の情
報共有の
仕方等対
策を講じ
ている。
また、不
定期では
あるが研
修も実施
してい
る。

改善の余
地はな
かったと
考える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１～２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

地面が濡
れていた
り、石が
落ちてい
たり、転
倒を誘発
するよう
な要因は
無かっ
た。

改善の余
地はな
かったと
考える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

かけっこ
を行って
いた年長
児は８人
程度で、
かけっこ
を行うに
あたり十
分な広さ
があり、
危険な状
況ではな
かった。
また、子
ども間で
トラブル
になって
いる様子
もなかっ
た。

改善の余
地はな
かったと
考える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
年長児８
人程度と
かけっこ
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
最も近く
にいた保
育士は、
かけっこ
をする様
子を見
守ってい
た。特記
すべき危
険な様子
はなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
保育士５
人が決め
られた場
所付近で
（添付の
写真参
照）子ど
も達の遊
ぶ様子を
見守って
いた。危
険な様子
はなかっ
た。

楽しく
遊ぶ様
子があ
り、保
育士は
遊びを
見守っ
てい
た。

改善の余地
はなかった
と考える。

3379

令和
3年5
月31
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

　　7
名

２
名

５
名

0
名

0
名

0
名

0
名

0
名

0
名

4名 2名 2歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

舌先裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故後、
事故につ
いての原
因、保育
に改善す
べき点が
あるか？
話し合い
を持つ。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(その都
度)回/年

特になし

室内の玩
具置き場
の整備と
年齢に
合った玩
具選び。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境的に
は、子ど
もがつま
づくよう
な場所は
取り除い
ている。

年齢に
あった遊
び方を伝
えてい
く。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

(具体的
内容記載
欄)
風邪をひ
いており
鼻が詰
まってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
異常が
あった場
合、とっ
さに動け
る状態で
いたが、
一瞬のこ
とであり
防ぐこと
はできな
かった。
が、直ぐ
にかけよ
り抱き上
げて状況
判断を
し、医務
室へと搬
送。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
他の子ど
も達を保
育する。

特にな
し

大きな遊具
を持って移
動する際、
走らずに歩
く又は、職
員が一緒に
歩くなどの
対応を行
う。

3380

令和
3年5
月31
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

42 名 名
19
名

名 名
23
名

名 2名 ２　名 2歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　　右腕
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

事故発生
からの初
動体制は
マニュア
ルに従い
迅速に行
えたが、
対象児以
外の子ど
もの安全
確保が不
十分であ
れば２次
被害の恐
れも考え
られる。

事故の報
告は迅速
事故発生
時により
多くの職
員と情報
の交換、
確認、対
象児への
迅速な処
置対応、
対象児以
外の子ど
もたちの
安全の確
保の徹底
に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

床が滑り
やすく
なってい
ると転倒
する恐れ
もある。

保育室の
床に転倒
防止の
マットを
敷いたり
滑って転
倒しない
ような工
夫を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

合同保育
時間は異
年齢の子
どもたち
が同じ保
育室で遊
ぶ為接触
して転倒
すること
も考えら
れる。

異年齢保
育の為遊
びの興味
も違い玩
具の種
類、コー
ナーの作
り方など
を改善す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
対象児の
遊びたい
玩具への
興味が井
型ブロッ
クからス
ナップ合
わせの玩
具に移っ
た為コー
ナーを移
動しよう
と小走り
となっ
た。ふざ
けたり、
興奮して
走ったわ
けではな
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
対象時児
が保育室
の奥から
出口側に
作って
あった玩
具のコー
ナーに小
走りで移
動しよう
といる様
子は見て
いたが、
マットの
敷いてな
い床部分
で瞬間的
に滑って
しまい転
倒を防ぐ
事ができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
別の園児
のお迎え
があり、
遅番保育
室の前の
廊下に出
て子ども
の送り出
しをしな
がら保護
者対応を
していて
対象児が
転倒する
ところは
見ていな
かった。

合同保
育時間
は異年
齢の子
どもた
ちが同
じ保育
室で遊
ぶ為接
触して
転倒す
ること
も考え
られ
る。保
育室全
体の安
全が把
握出来
ていた
か。

部屋を出る
時の職員間
の声掛けを
今以上に徹
底し、見守
る職員の人
数が少なく
ならないよ
うにする。
遊びのコー
ナーの工
夫。室内を
走らないよ
うに指導す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3381

令和
3年5
月31
日

1.認可 5.幼稚園 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

25 7 8 10 12 11
15.３
歳

1.男
児

―

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

こどもか
ら離れた
場所で保
護者と話
してい
た。

保育者の
配慮の徹
底。保護
者の見守
りのお願
いの周
知。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

本児が登
るには段
差が大き
くコンク
リート製
であった
ため。

手すりに
つかまっ
て階段を
登るよう
に促す表
示をす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

母親と保
育者で本
児のこと
について
離れた場
所で話を
してい
た。

本児につ
いての話
をする際
に、本児
の遊んで
いる近く
に行って
話をする
ことで、
遊んでい
る様子を
見守りな
がら話を
すること
ができ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

滑り台が
自分で滑
れるよう
になっ
て、自信
を持ち始
めてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の保護
者と話を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児の母
親と本児
について
話をして
いた。

母親と
保育者
で本児
のこと
につい
て離れ
た場所
で話を
してい
た。

本児につい
ての話をす
る際に、本
児の遊んで
いる近くに
行って話を
すること
で、遊んで
いる様子を
見守りなが
ら話をする
ことができ
た。

3382

令和
3年5
月31
日

1.認可 5.幼稚園 5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

47 6 3
17.５
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

絵本を借
りに行く
際は一斉
での移動
にした。
また、日
常的な生
活の中で
の移動に
ついて
は、安全
に昇り降
りできる
よう指導
した。

1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11 特になし

今回の事
故に施設
の不具合
は見当た
らなかっ
た。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

子どもの
みでの移
動だった
ため、近
くでの見
守りが
なっか
た。

クラス全
体で担任
も一緒に
絵本を借
りに行く
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
登園時間
は早く、
この日も
2番目に
登園して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室で
登園して
くる幼児
の保育を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各担任は
それぞれ
の保育室
にいた。

この日
は４歳
児の園
外保育
で室内
に職員
が通常
よりは
少な
かっ
た。

２階に教師
がいない時
は、幼児の
みでの１階
と２階の移
動はしない
よう指導し
た。

3383

令和
3年5
月31
日

1.認可 5.幼稚園 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

60 7 4
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

教師の立
ち位置、
本児の経
験少なさ

雲梯をし
ている際
には必ず
教師が手
が伸ばせ
る場所に
いて、声
を掛ける
ようにす
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―
雲梯の使
い方

雲梯をど
こからで
も使って
いたの
で、始ま
りと終わ
りの場所
や遊び方
の決まり
を決めて
真ん中の
場所から
始めない
ようにす
る。ま
た、幼児
と決まり
や安全な
遊び方に
ついて考
え、事故
防止に努
める。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

幼児が
様々な場
所で遊ん
でいるの
で砂場の
幼児に声
を掛けた

雲梯の傍
らには必
ず教師が
いるのう
にする

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

花壇の傍
らで遊
び、手が
汚れてい
た。その
ため手を
洗い傍ら
にある雲
梯にぶら
下がっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

雲梯の本
児を見た
後で、砂
場の幼児
に声を掛
けていた
ので、本
児に背を
向けてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の対応
をしてい
た。

砂場に
他の職
員がい
たり、
他の遊
びの場
にも職
員がい
たりし
たが、
担任も
そこへ
声を掛
けて、
職員の
立ち位
置が重
複して
いた。

全園児が安
全に遊べる
ように死角
がないよう
な立ち位置
で職員同士
連携する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3384

令和
3年5
月31
日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

22 1 1
17.５
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折
（左手小
指の骨
折）

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

3.未
実施

―
2.基
準配
置

―

担任を持
たない職
員、特別
支援教育
支援員と
の連携を
強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

今後も細
部の見落
としがな
いように
定期的に
安全点検
を実施し
異常の有
無を確認
してい
く。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

体育座り
をして落
ち着いて
待つ雰囲
気がな
かった。

幼児が立
ち歩かな
いため
に、歌や
手遊びの
曲を流し
て気持ち
が向くよ
うにした
り、椅子
に
座ったり
など落ち
着いて待
つことが
できる環
境を整え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

A児とB児
が保育室
を走って
いたとこ
ろを止め
ようとす
る落ち着
きがあっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

時間のか
かってい
る数名の
指導にト
イレ前の
廊下にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任をも
たない職
員、特別
支援教育
支援員
は、他の
クラスの
幼児の支
援を行っ
ていた。

トイレ
にいる
幼児に
声を掛
け、す
ぐに保
育室に
戻るよ
うにす
べき
だっ
た。ま
た、幼
児が立
ち歩か
ない環
境を整
えてお
くべき
だっ
た。

担任が保育
室を離れる
時には、隣
のクラスの
担任や特別
支援教育支
援員に声を
掛け、見守
りの体制が
できるよう
な連携に努
める。

3385

令和
3年5
月31
日

1.認可 5.幼稚園 10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

8 1 1
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

職員の配
置状況：
園長1、
教諭２、
臨時補助
員１、特
支１、用
務員１、
実習生１

安全計画
の見直し
及び危険
予想につ
いて教職
員の意識
を高める
ような研
修を行
う。そし
て「～な
るかもし
れない」
という考
えで危険
を回避で
きるよう
に遊びや
生活の環
境作りに
努める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

梯子の下
に敷いて
たマット
の幅が狭
くマット
から外れ
て落下し
たと考え
られる。

梯子に限
らず、巧
技台の下
のマット
は２枚繋
げて敷く
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

梯子の下
に敷く
マットの
幅を広く
すること
で床に直
接当たら
ないよう
にする。
また、一
人ずつ渡
るように
すること
で保育者
が確実に
幼児の動
きを見る
ことがで
きるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

喜んで巧
技台の活
動に参加
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の幼児
が順番を
守るよう
に指導し
ていたた
め対象児
の動きを
見ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他に梯子
で遊んで
いる幼児
の援助を
していた
ため対象
児の落下
に手を差
し伸べた
が間に合
わなかっ
た。

幼児が渡り
終えるま
で、保育者
が見守るこ
とができる
ように一人
ずつ巧技台
を渡るよう
にする。

3386

令和
3年5
月31
日

1.認可 5.幼稚園 11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

52 3 2
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位骨端線
損傷、左
手関節捻
挫

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10
2.基
準配
置

行事のた
め、普段
より少な
い園児と
少ない職
員で園庭
に出てい
た。

職員が、
危険個所
や怪我を
しやすい
場所を重
点的に見
るように
意識し、
なるべく
全園児が
一緒に堰
堤に出
て、多く
の職員で
幼児をみ
ることが
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

安全点検
では、遊
具の安全
面での確
認を重視
してい
た。

園児が怪
我をしや
すい場所
や遊び方
を予測し
た安全点
検を行
い、職員
の配置や
動きに注
意するよ
う意識を
高める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児が遊
具に慣れ
てくると
遊び方の
約束を忘
れがちに
なり、怪
我をしや
すくな
る。

遊び方の
約束を振
り返る場
を設ける
ように
し、園全
体で安全
な遊び方
の確認を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

複数の友
達と一緒
に総合遊
具の登り
棒や滑り
台を小走
りで行き
来してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の園児
の遊びを
見守って
いたた
め。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
の遊びを
見守って
いたた
め。

一つの遊び
を見守りな
がらも、全
体の様子に
目を配った
り、危険な
場面を見逃
さず、気を
付けて遊ぶ
ように助言
したりす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3387

令和
3年5
月31
日

1.認可 5.幼稚園 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 21 30 8 6
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

20
2.基
準配
置

職員の配
置状況：
園長1
名・養護
教諭1名
（３園兼
務・事故
発生時本
園勤
務）・担
任2名・
担任外教
諭2名・
加配教諭
2名
園務員1
名

いろいろ
な想定を
広げ

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 1.定期的
に実施

200
―

空気乾燥
時は、土
が滑りや
すくなっ
ているこ
とが予測
されるの
で、水撒
き等の対
策を行な
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

再度、環
境安全確
認などを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず元
気であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室で
遊んでい
る他の園
児の遊び
を見てい
たが、園
庭で鳴き
声が聞こ
えたの
で、テラ
スから対
象児の様
子を見て
駆け寄
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児が遊
んでいた
ブランコ
のすぐそ
ばに職員
がいた。
転倒した
ので、す
ぐ駆け寄
り、保健
室まで付
き添って
いった。

―

再度、職員
配置などを
確認・徹底
する。

3388

令和
3年5
月31
日

1.認可 5.幼稚園 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 19 19 4 4
17.５
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10
2.基
準配
置

―

職員の配
置、事故
発生時に
おける対
応につい
て全職員
で見直
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

乾燥によ
り園庭の
地面が滑
りやすく
なってい
たのでは
ないか。

遊びの場
や園庭の
地面等の
安全が確
保される
よう、よ
り入念に
点検、整
備を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

怪我のあ
との保育
におい
て、なる
べく安静
にしてい
たが、学
級・学年
活動など
で、皆と
同じよう
に床に座
るのでは
なく、椅
子を用意
するなど
の配慮が
不十分で
あった。

遊びのス
ペース、
動線など
を毎日見
直し、安
全確保に
努める。
怪我をし
た際に
は、その
後の保育
におい
て、椅子
を用意す
るなど、
状況に合
わせて配
慮してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
遊ぶ。
踊った
り、鬼
ごっこを
するなど
体を動か
して遊ぶ
様子が
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室に
いる幼児
にかか
わってい
たため、
本児の様
子を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員が園
庭の幼児
の様子を
見守って
いたが、
別の園児
とかか
わってい
るときに
事故発生
となっ
た。
対象児か
ら「足が
グキッと
なった」
との知ら
せを受
け、支え
ながら保
健室に連
れていっ
た。

遊びの
場に職
員は配
置され
ていた
が、事
故発生
時に、
ほかの
園児と
かか
わって
いたた
め、怪
我をし
た場面
を見て
おら
ず、対
応が不
十分と
なっ
た。

好きな遊び
の時の職員
配置を明確
にする。職
員間の連携
をとり、安
全確保と迅
速かつ適切
な対応に努
める。

3389

令和
3年5
月31
日

1.認可 5.幼稚園 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

― 9 9
17.５
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

年長児が
固定遊具
（滑り
台・ブラ
ンコ・た
いこばし
等）で遊
ぶ時に職
員がつい
いていな
かった。

固定遊具
には必ず
職員がつ
くように
する。ま
た、幼児
のけがの
状態を見
て異常を
感じた時
には救急
車を手配
するよう
にする。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

滑り台を
滑り終え
た後に、
バランス
を崩して
転倒し、
右腕を強
打した。

月に１回
安全点検
を実施
し、危険
の無いよ
うにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

昼食後に
園庭で戸
外遊びを
してい
た。

危ない時
に咄嗟に
手が出せ
るように
固定遊具
で遊ぶ時
には、職
員が必ず
近くにつ
くように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と一
緒に滑る
台で遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の遊
んでいた
滑り台に
はついて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の滑
り台以外
の場所で
遊んでい
た。

滑り台
を乗り
終えた
後にバ
ランス
を崩し
て転ぶ
予測が
つかな
かっ
た。

幼児の怪我
は予測がつ
かないた
め、危険な
時にすぐに
手が出せる
ように必ず
近くに職員
がつくよう
にする。

3390

令和
3年5
月31
日

1.認可 5.幼稚園 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

1 1 1
16.４
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

階段の一
段目でつ
まづくと
は予想し
ていな
かったた
め、子ど
もの援助
が出来な
かった。

普段、園
児が慣れ
ている環
境でも危
険がある
という事
を留意し
て対応し
ていきた
い。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 ―

点検の時
だけでな
く、日常
的に危険
個所の把
握に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者一
人だけで
は、見落
としもあ
ることが
心配され
る。

集団活動
中個人活
動いずれ
も保育者
が複数で
対応にあ
たる等の
配慮。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

危険な障
害物がな
いと思わ
れたが、
子どもの
行動は予
測がつか
ない事も
多いた
め、尚一
層の注意
が必要と
思われ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

そばで見
ていた
が、回避
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

泣き声に
気付い
て、職員
が駆け付
けた。複
数で対応
にあたっ
た。

転んで
も自ら
危険を
回避で
きるよ
うな力
を身に
付けさ
せるこ
とも必
要だと
感じ
た。

危険を回避
することが
できるよ
う、日頃よ
り体を動か
したり体力
をつける等
の働きかけ
が大切だと
考える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3391

令和
3年5
月31
日

1.認可 5.幼稚園 6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

24 12 12 2 2
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕骨
若木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

事故が起
きた時間
は預かり
保育時
で、４・
５歳児が
園庭に出
ていた。
子ども数
は少な
かったた
め、保育
者の立ち
位置の工
夫が必要
である。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―

遊具は危
険な状況
ではな
かったも
のの、今
後も安全
点検を継
続してい
きたい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

預かり保
育中。
４・５歳
児２４名
で戸外遊
びを行っ
ていた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに体を
動かすこ
とを楽し
み、チャ
レンジし
ている最
中だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れた場
所から本
児が遊具
から落下
するとこ
ろを見て
おり、す
ぐにかけ
つけたも
のの、手
を差し伸
べるには
至らな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子ど
もたちと
遊んでお
り、本児
の様子に
気が付か
なかっ
た。

若手保
育者の
経験不
足によ
る子ど
もの遊
びの見
守りの
甘さが
あっ
た。

担当保育者
同士の立ち
位置の改
善。意思疎
通・声かけ
を意識して
行う。様々
な経験年数
の職員集団
としてどう
チームワー
クを取り、
子どもたち
を見守って
いくか話し
合いの場を
設けた。

3392

令和
3年5
月31
日

1.認可 5.幼稚園 7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

― 2 2
16.４
歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷によ
る歯の脱
臼、外傷
による歯
の半脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

要因・特
記事項な
し

園庭の遊
具使用に
ついて再
度、具体
的に指導
を行い、
事故を防
ぐように
する。ま
た園児の
行動の特
性を理解
した上で
の適切な
援助がで
きるよう
に職員間
で共通理
解した。

― 12 ― 12 ― 12

安全管理
には配慮
していた
が、危険
予測が十
分ではな
かった。

固定遊具
の危険箇
所を再確
認すると
ともに、
幼児の身
体能力や
行動の特
徴から危
険を予測
し、教職
員で共通
理解を図
る。ま
た、幼児
に雲梯の
正しい使
い方につ
いて周知
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守りな
がら保育
していた
が、十分
ではな
かった。

教師同士
の連携を
再確認し
ながら保
育を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り遊び慣
れている
遊具で
あったの
で、危険
という意
識が薄れ
始めてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
の様子に
気を配り
ながら、
テラスで
他児の怪
我の手当
てをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
で遊びを
展開して
おり、危
険が想定
される場
所におい
て、園児
の遊びの
様子を見
守ってい
たが、本
児とは離
れた場所
にいた。

固定遊
具に挑
戦した
い気持
ちが大
きくな
り、い
ろいろ
な動き
を試そ
うとす
る姿が
出てき
た。

固定遊具の
使い方につ
いて園児、
職員共に再
確認し、使
い慣れた遊
具も危険を
伴っている
ことを職員
も常に念頭
において、
傍について
見守るよう
にする。

3393

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2 午前中
施設内
(室内)

3歳児 26 名 名 名 名 名 名 名 ３名 1名 4歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

―

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(1　)回/
年

基準
以上
配置

自由に遊
んでいる
子ども達
の遊びを
把握出来
ていな
かった。

職員間
で、自由
遊びでの
見守りの
配置を検
討する。

定期的に
実施

実施頻度
(４８)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
４８　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
毎　)回/
年

特になし
負傷と関
与なし

集団活
動中・
見守り
あり

自由遊び
をしてい
る中で、
ソフト積
木から転
倒した児
にすぐに
対応が出
来なかっ
た。

思い思い
の遊びが
出来るよ
うに、見
守りをす
る人数な
どを検討
する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
ソフト積
木から
ジャンプ
しようと
したら、
ソフト積
木がグラ
ついてバ
ランスを
崩してひ
じから床
に転倒し
てしまっ
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
ホールに
は3人の
職員が対
応してい
たが対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
クラスの
保育補助
はホール
で他の子
ども達と
一緒に活
動してい
たため、
児の動き
を見てい
なかっ
た。

事故の
発生に
気がつ
かな
かっ
た。

危険が予測
される所に
は、役割分
担をして見
守る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3394

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2 午後
施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

24 名 名 名 名 名 名 名 １名 １名 5歳 女児 特に無し
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上腕骨
外顆骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(1)回/年

基準
配置

3歳児が
戸外遊び
片付けの
時間中
で、落ち
着かない
状況が
あった。
砂場や総
合遊具で
遊んでい
る5歳児
もいたた
め、気を
取られて
いるとこ
ろがあっ
た。

5歳児の
もう1ク
ラスの子
ども達が
遊んでお
り、担当
保育士も
いたので
事前に話
し合い、
危険ポイ
ントに
立って全
体を把握
していく
など連携
をとって
事故防止
につなげ
ていく。

定期的に
実施

実施頻度
(毎日)回/
年
（１）回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(毎日)回/
年
（１）回/
年

不定期に
実施

実施頻度
(毎日)回/
年

鉄棒の下
にはクッ
ション材
が埋め込
んである
ため、保
育士自身
落ちても
大事故に
ならない
と過信し
ている部
分があっ
た。

鉄棒から
の落下は
落ち方に
よっては
大事故に
も繋がる
ことを職
員に周知
し、鉄棒
で遊ぶ際
は必ず保
育士が側
につくこ
とを徹底
する。ま
た、園児
も勝手に
遊び始め
ないよう
約束させ
る。

集団活
動中・
見守り
あり

保育士は
「鉄棒を
やりた
い」と伝
えにきた
子どもと
一緒に出
かけてい
かず、す
ぐ後を追
いかけた
が、時差
がついて
しまっ
た。

鉄棒、総
合遊具な
ど危険を
伴う遊具
は、必ず
保育士が
見ている
下で行う
ことを子
どもや職
員に周知
する。遊
具下に
クッショ
ン材が埋
め込んで
あること
を過信し
ないよう
職員に注
意喚起を
促す。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
特に問題
はなく、
通常の様
子と変わ
りなかっ
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
砂場で対
象児に誘
われ後を
追いかけ
ていく
が、すぐ
隣りにあ
る総合遊
具に上っ
て遊んで
いる子ど
もの姿も
気にな
り、鉄棒
に向かう
のが対象
児より一
歩出遅れ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
３歳児２
クラスは
丁度玩具
の片付け
の最中
で、クラ
スの子ど
も達を中
心に見て
いた。5
歳児のも
う1クラ
スの担当
保育士は
園庭の中
央で遊ぶ
子ども達
を見てお
り、対象
児の姿は
目に入っ
ていな
かった。

鉄棒の下
には軟ら
かいクッ
ション材
が埋め込
んであ
り、落下
の衝撃を
和らげて
くれると
過信して
いるとこ
ろがあっ
た。絶対
に落下さ
せないよ
う手の届
く傍で見
ようとい
う意識が
薄れてい
たことも
鉄棒への
到着のタ
イミング
が遅れた
原因と考
えられ
る。

鉄棒、総合
遊具は落下
の危険があ
り、落ち方
によっては
大きい怪我
につながる
ということ
を全職員が
強く認識
し、必ず保
育士が手の
届く傍でみ
ることを周
知する。

3395

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

33 名 名 名
11
名

10
名

12
名

名 3名 3名 4歳 女児 なし
室内活動
中

負傷 ―
創傷(切
創・裂傷
等)

顔面(口
腔内含
む)

切り傷

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

基準
以上
配置

あらゆる
事故を想
定し、理
解を深め
ていく事
の不足。

事故対応
マニュア
ルの整備
を急ぐと
ともに、
園児のけ
がの報告
は、職員
会議のた
びに行
い、保育
士間で周
知し合っ
ている
が、これ
からも続
けてい
き、さら
に深め強
化してい
く。

不定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

階段に
は、滑り
止めもつ
いている
が、階段
自体が幅
広い作り
になって
いるた
め、真ん
中を通り
やすい構
造になっ
ている。

手すりを
使わずに
上ること
をなくす
よう、注
意して見
守る。

集団活
動中・
見守り
あり

園舎の構
造上、園
児の移動
の際は、
死角にな
る部分も
ある。

保育士
が、なる
べく死角
を少なく
するよう
に、中間
点に位置
し、見守
りを強め
つつ、声
掛けをす
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
階段に
は、手す
りがつい
ている
が、けが
をした児
童は、階
段の中央
を手すり
を頼らず
に、急ぐ
ようにし
て上って
いた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
園庭から
保育室へ
の移動の
場面で、
支度が遅
い子に声
掛けをし
ながら、
一人一人
を階段へ
と誘導し
ていた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
階段上の
保育士
が、対象
児が転ぶ
ところを
見ていた
が、足を
滑らすと
いう、
あっとい
う間の出
来事だっ
たため、
防ぐこと
ができな
かった。
保育士と
対象児童
との距離
は、２
メートル
くらいで
あった。

園児数
に対す
る保育
士の数
は十分
と思わ
れる
が、状
況を見
ながら
の声掛
けを丁
寧にす
る必要
があっ
た。

常に状況を
見て、把握
しながら、
園児に注意
を呼び掛け
る。

3396

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

28 名 名 名
８
名

９
名

１
１
名

名 ３名 ２名 4歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

右足脛骨
折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年
　
程度

基準
以上
配置

―

事故防止
について
再度確認
する。

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

肋木以外
の遊具の
使い方に
ついても
危険がな
いか確認
する。

より安全
に遊べる
よう肋木
の位置を
変えた。

集団活
動中・
見守り
あり

子どもた
ちにケガ
の事を伝
え、肋木
の使い方
について
話し合
う。

子どもが
肋木で遊
ぶ場合は
保育士の
立位置を
確認す
る。
室内での
移動がス
ムーズに
できるよ
う、対象
児の椅子
の足に車
と足が乗
せられる
よう改良
した。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄) 対象
児は小１
男子が肋
木から飛
び降りる
とは予想
がつか
ず、肋木
の周りを
走ってい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
保育士は
小１男子
が肋木に
上ったの
は見てい
たが、と
びおりる
のは予想
できな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育補助
担当の職
員は、室
内であそ
んでいた
子どもた
ちを見
守ってい
た。

小学生
がいる
場合の
注意が
足りな
かっ
た。

事故を想定
して保育す
るよう確認
し合った。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3397

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

4歳児 10 名 名 名 名
10
名

名 名 2名 2名 4歳 女児 既往歴なし
屋外活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

歯牙破折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
24　)回/
年

基準
以上
配置

久しぶり
の戸外遊
びで動き
が活発に
なった
上、足元
や周りを
よく確認
せず転
倒。その
際に手を
つかな
かった事
も口を打
つ要因と
なった。

遊び始める
前に、遊ぶ
約束を皆で
確認し、ま
ず落ち着か
せてから遊
び始めるよ
うにする。
また転倒の
際は手をつ
くように、
リトミック
等で練習す
るようにし
た。また再
発の防止の
為に、ミー
ティングを
行い全職員
に周知し注
意を促し
た。

定期的に
実施

実施頻度(
随時　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
随時　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
随時　)回
/年

―

集団活
動中・
見守り
あり

一人一人
の様子を
把握し
きってお
らず、勢
いよく追
いかけっ
こをする
気持ちの
高ぶりに
配慮でき
ていな
かった。

子どもたち
は、まず遊
び始める前
に、遊ぶ約
束を皆で確
認し、落ち
着かせてか
ら遊び始め
るようにす
る。また転
倒の際は手
をつくよう
に、リト
ミック等で
練習するよ
うにした。
保育士は、
登園してか
らの様子を
振り返り、
子どもの気
持ちの有様
を考え配慮
する。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
遊び開始
時に、久
しぶりの
戸外遊び
で、若干
テンショ
ンが高く
なってい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
滑り台越
しに対象
児の動き
を見守っ
ていた

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
配慮の必
要な児の
対応をし
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

滑り台
が事故
発生率
が高い
と考
え、滑
り台の
正面側
に保育
士2名と
もがつ
いてい
たた
め、全
体の把
握をし
ていな
かっ
た。

今後は連携
を取り滑り
台を挟んで
保育士が二
手に分かれ
見守り、そ
の場を離れ
る際は、必
ずもう一名
の保育士に
声掛けを
行ってから
離れるよう
にすろ。

3398

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

24
０
名

０
名

０
名

０
名

９
名

１
５
名

名 ４名 ４名 5歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

右大腿骨
顆上骨折

その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度
(２　)回/
年

基準
以上
配置

支援が必
要な園児
に対し
て、具体
的な活動
に対応す
る個別の
配慮が十
分検討さ
れていな
かった。

職員全体
で必要な
配慮を検
討する学
習の場と
具体的な
マニュア
ルの作成
により、
わかりや
すい情報
の共有を
図る

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし

集団活
動中・
見守り
あり

・除雪で
できた雪
山のため
凹凸が多
く、さら
に、硬い
段差をそ
のまま放
置してい
たこと。

・雪遊びの服
装は滑りやす
いことをしっ
かり踏まえた
上で、滑り降
りた先の安全
の確認をする
こと。
・重機の除雪
によって作ら
れたことか
ら、斜面や平
地も凹凸があ
り固められた
状態になって
いるので、本
児への配慮に
限らず、危険
な箇所はない
かの確認や激
しい凹凸は削
るなどの整備
が必要。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
本児にマ
ンツーマ
ンで支援
がついて
いたた
め、クラ
スのほか
の園児の
対応をし
ていた

・繰り返し
て滑ってい
るうちに慣
れが生じ
て、丁寧な
配慮を怠っ
てしまった
こと。・足
でブレーキ
を掛けた際
にしっかり
本児の身体
を支えきれ
なかった。
お互いがス
ノースーツ
と手袋着用
のため抱き
かかえてい
ても滑りや
すいことは
想定内にも
関わらず、
十分な体勢
の保持がで
きなかった
こと。

・身体に著
しい障がい
がある本児
に対しての
配慮を、常
に具体的に
意識するこ
と。
・繰り返し
遊んでいた
ことで油断
が生まれ
た。他児に
とっては全
身を使った
ダイナミッ
クな遊びの
場となる雪
山は、本児
にとっては
危険な箇所
が随所にあ
るため、ひ
とつひとつ
細かに確認
しながら、
同じ遊びで
も安全な場
所を吟味し
て行う判断
が必要。

3399

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午後
施設内
(室内)

異年齢構
成

69
０
名

１
０
名

１
２
名

１
６
名

１
６
名

１
５
名

名
１２
名

名 4歳 女児

身長
110.2cm
体重21.5kg
好き嫌いが
多く偏食が
激しい。

室内活動
中

負傷 ― その他

上肢
(腕・
手・手
指)

右肘関節
靭帯損傷

その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

本児は正
月休み明
けの登所
だった。
運動不足
だったこ
とも予想
される。

日常の動
きの中で
も怪我は
起こりう
ることを
自覚し、
対応の仕
方を再確
認する。
運動遊び
など今後
も充実さ
せていく
ととも
に、保護
者にも啓
蒙してい
く。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(３００)
回/年

定期的に
実施

実施頻度
(５０)回/
年

保育室は
普段と変
わりない
様子だっ
たが、室
内は雑然
としてい
なかった
か、子ど
もたちが
密集して
いなかっ
たか等、
見直しが
必要と感
じた。

室内整備
や自由遊
びの時の
コーナー
作りなど
を工夫す
る。

集団活
動中・
見守り
あり

昼食後の
一連の流
れの中
で、保育
士の行う
ことも多
い時間だ
が、それ
らも終え
て遊びを
見守って
いた時に
発生。特
に危険な
行動と判
断できな
かった。

個々の特
徴をしっ
かりとら
えて、適
切な援助
を行って
いく。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的内
容記載欄)
数人の友達
がそれぞれ
ブロック遊
びを楽し
み、他児が
作ったもの
を見ようと
座り込ん
だ。その時
に腕を腹部
と太ももの
間に不自然
にはさんで
しまった。
周りに人は
いたが、ぶ
つかったり
バランスを
崩したりす
る様子はな
かった。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的内容記
載欄)
座り込んです
ぐに「痛い」
との声が聞こ
えたので、本
児のそばに駆
け寄り、「ど
うしたの」と
声をかける。
右肘の辺りを
左手でさす
り、痛い部分
をしめす。
そっと手を添
えて患部の様
子や動きをみ
る。肘をゆっ
くり曲げると
痛みを訴えた
ので骨折や脱
臼を疑い、所
長に報告し家
庭に連絡す
る。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
本児と保
育士の対
応を見守
りなが
ら、他の
子どもた
ちにはお
もちゃを
片付ける
よう指示
し、落ち
着けるよ
うに集ま
り絵本の
読み聞か
せを行
う。

日々繰
り返さ
れる日
常の動
きで発
生した
もの
で、保
育士は
注意し
なけれ
ばなら
ない行
動とと
らえて
いな
かった
し防ぐ
ことは
難しい
と感じ
た。

いつどのよ
うな時でも
怪我や事故
が起こりう
ることを想
定し配慮す
る。

52 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3400

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午前中
施設内
(室内)

異年齢構
成

11
3
名

4
名

4
名

名 名 名 名 ４名 ３名 2歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左大腿骨
幹部骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
配置

― 特になし
定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
8　)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

特になし

集団活
動中・
見守り
あり

特になし

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
エイトブ
ロックで
車を作成
してい
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的内容記
載欄)
自由遊びの中
で、担当職員
が鬼となり、
玉入れ用の玉
を使って豆ま
きごっこをし
ていた。（本
児は、車の作
成途中で参加
する）終了
後、玉が散ら
かっていたの
で、危険のな
いよう動き回
る子ども達に
目を向けてい
た。本児は車
作りを再開。
担当職員の後
ろ側にいた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的内容
記載欄)
豆まきごっ
こ終了後、
車作りに取
りかかる本
児に目を向
けていた。
本児がエイ
トブロック
を取りに行
き、一つを
手にして戻
ろうとした
際、他児の
危険に気付
きそちらに
目を向け
た。

子ども
の傍ら
で未然
に防ぐ
ことが
できて
いな
い。

全体に目が
行き届くよ
うな職員配
置になるよ
うにクラス
職員が連携
し合い、子
どもの傍ら
について事
故の防止を
する。

3401

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午後
施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

21 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳 男児 ―
屋外活動
中

(負傷の
場合）負
傷状況
午後の自
由遊びの
時間中、
保育士、
友達と一
緒に鬼
ごっこを
してい
て、砂場
近くの滑
り台下の
狭い空間
に数名で
潜り込ん
だ際、お
友達が
誤って手
を踏んだ
事により
負傷

―

上肢
(腕・
手・手
指)

右母指基
節骨骨端
線損傷

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

なし
不定
期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
以上
配置

鬼ごっこ
を楽しん
でいた
が、その
際狭い空
間に何人
かで入っ
たために
起こっ
た。

鬼ごっこ
の際は狭
い所（実
際の場所
を決め
る）は禁
止にした
りするな
どのルー
ル決め。

不定期に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(13　)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

職員一人
ひとりの
事故予防
に対する
意識が低
かった。

事故が発
生する危
険性を共
有し、事
故予防マ
ニュアル
を作成し
たい。

個人活
動中・
見守り
あり

職員一人
体制で見
ているの
に対し、
園庭全体
を使用し
ていたた
め死角が
できてし
まった。

一人体制
の時は、
遊ぶ範囲
を決める
などのマ
ニュアル
を作る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
鬼ごっこ
の中で、
お友達と
いっしょ
に低年齢
児用の滑
り台の下
に潜り込
んだ。狭
い空間に
勢いよく
何人かで
入りふざ
けてい
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

担任も一
緒に鬼
ごっこを
楽しんで
いたた
め、死角
になった
場所に目
が行き届
かなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内にい
た児童を
みていた

戸外遊
びの時
は一人
体制で
あった
こと。

一人体制の
時は、一緒
に遊ぶより
見守り重視

3402

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

3歳児 14 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 4歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

右鎖骨若
木骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
６　)回/
年

基準
以上
配置

ロープの色
が目立た無
く見えにく
かった。散
歩に行った
場所での、
危険個所を
遊び始める
前にお話し
て注意を促
してから遊
び始めるよ
うにする。
保育士も危
険個所につ
いては、良
く目を配る

職員会議
で事故に
ついて理
解し、現
場を確認
して、改
善策を考
え、徹底
する。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

―

集団活
動中・
見守り
あり

ロープが
見えずら
かった。
ロープの
色が枯れ
た芝生と
同系色
だった。

子ども達
が気付く
ようにハ
ンカチ・
上着など
を掛けて
目立つよ
うにす
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
普段から
よく転
ぶ。いつ
もと違う
場所で、
楽しくは
しゃいで
いた。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
見渡しが
よい所で
子ども達
を見てい
た。本児
の近くに
はいた
が、突然
のこと
で、手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具がい
くつか
あったの
で、そち
らの方に
居た為、
見ていな
かった。

夢中に
なる子
ども達
は前を
よく見
ないで
走るこ
とがあ
る

この場所に
はこれがあ
るから気を
つけてねと
細かく伝え
る。又子ど
も達が気付
くようにハ
ンカチ・上
着などを掛
けて目立つ
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3403

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

3歳児 34 11 22 29 34 40 38 0 2名 2名 3歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

―

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

基準
以上
配置

遊びの範
囲が広
かった
(ブラン
コ、雲
梯、鉄
棒)

ヒヤリ
ハット用
紙、マ
ニュアル
の見直し

定期的に
実施

実施頻度(
適宜)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

年少児対
象の遊具
ではな
かったか

雲梯の撤
去と園庭
遊具周辺
にクッ
ション材
を検討中

集団活
動中・
見守り
あり

補助の位
置

活動範囲
の見直し
と補助の
仕方の検
討

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
補助され
ながら
３．４回
繰り返す

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
対象児と
マンツー
マンの状
況(右前
方より右
手を足の
間に、左
後方より
左手で腰
を支え
る)

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
ブランコ
の補助中
の為、見
ていな
かった

補助の
仕方

活動範囲の
見直しと補
助の仕方の
検討   配置
人数に見
合った遊び
の範囲

3404

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

35 名
2
名

6
名

9
名

8
名

10
名

名 3名 3名 6歳 男児 なし
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左小指基
節骨骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(4)回/年

基準
以上
配置

今年度、
跳び箱を
する機会
が少なく
数か月ぶ
りに行っ
た。

運動遊具
での遊び
を計画的
に取り入
れ、遊具
の扱い方
をしっか
り確認し
子どもた
ちに知ら
せてい
く。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

なし なし

集団活
動中・
見守り
あり

準備運動
では、指
の曲げ伸
ばしや足
首を回す
など細か
な運動を
していな
かった。

準備運動
の項目を
確認し、
いろいろ
な運動遊
びのとき
には、準
備運動を
しっかり
行なって
いく。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
自分では
跳べると
思ってい
たが、イ
メージと
実際の体
の動きに
差があ
り、指を
曲げて台
に付いて
しまっ
た。普段
通り、過
ごしてい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
跳び箱に
付き、１
人ずつ順
番に跳ぶ
様子を
しっかり
と見てい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
長縄跳び
とトンネ
ルくぐり
の遊びに
それぞれ
付いてい
て見てい
なかっ
た。

始めか
ら勢い
よく助
走をつ
けて跳
んでい
た。

助走をつけ
ずに跳び箱
にまたがる
ことや準備
運動で指先
まで意識し
て伸ばすな
どの練習を
行う。

3405

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午後
施設内
(室外・
園庭等)

3歳児 23 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 4歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右ひじ骨
折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(２　)回/
年

基準
配置

特になし 特になし
定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/週

定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/週

定期的に
実施

実施頻度(
１　)回/
週

雲梯を使
用する際
は、必ず
マットを
敷いて使
用してい
る。普段
は上手に
足から着
地してい
る。

これから
も、雲梯
をする際
はマット
を敷き、
着地する
ところを
しっかり
見届ける
ようにす
る。

集団活
動中・
見守り
あり

当該園児
は一人で
雲梯がで
きるよう
になり、
嬉しくて
何回も雲
梯をして
いた。

雲梯が好
きでも、
何回も取
り組んで
いると疲
れてくる
と思うの
で、時間
を決めた
り、途中
休憩を入
れるなど
の配慮が
必要であ
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
当該園児
の体調
は、いつ
もと変わ
らず元気
であっ
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)
当該園児の
そばにいた
が、職員の
後ろにいた
園児に呼び
かけられ後
ろを向いて
対応してい
た時に、園
児が落下し
た。瞬間を
見ておら
ず、園児も
その時は泣
かずに、ま
た、雲梯を
しようと並
んでいたた
め、職員も
気が付かな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育室に
入る時間
になった
ため、他
の子ども
に片づけ
を促して
いた。5
歳児の職
員は、雲
梯と反対
側で5歳
児の子ど
もと一緒
に鬼ごっ
こをして
いた。

職員1寧が
雲梯に付
き、子ども
の補助をし
ていたが、
職員の後ろ
にいた子ど
もの対応を
した瞬間に
当該児童が
落下。ま
た、落下し
た園児もそ
の時に泣く
こともな
く、その時
点で落下し
たことに気
づけていな
かった。

子どもの発
達や身体能
力に合わせ
た補助を行
う。また、
異常を感じ
たら、すぐ
に園長・主
任に報告す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3406

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

19 名 名 名
11
名

8
名

名 名 ２名 ２名 4歳 女児 特になし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

右鎖骨骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(１２
)回/年

基準
配置

特になし

けが発生
後の状況
の確認、
現場の振
り返り、
職員会議
での共有
を行い再
発防止に
努める。
身のこな
し身体作
りを学ぶ
ための研
修等に参
加する。

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

特になし

公園を利
用する前
は、公園
の安全を
確認す
る。予定
に変更が
あった場
合は特に
意識す
る。

個人活
動中・
見守り
あり

普段利用
している
公園での
遊びを想
定して出
かけた
が、急遽
状況が変
わったこ
とによる
子どもた
ちの気持
ちや遊び
にも変化
があった
可能性が
ある。

公園を利
用する前
は、公園
の安全を
確認す
る。予定
に変更が
あった場
合は特に
意識す
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

普段と変
わらず好
きな遊び
を楽しん
でいた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

子どもた
ちと一緒
に遊びな
がらも、
それぞれ
が遊ぶ様
子を見
守ってい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児に
は背を向
ける位置
で他の園
児たちと
遊んでい
た。

変更し
て利用
するこ
とに
なった
公園の
状況を
子ども
たちに
も伝え
るな
ど、保
育士は
もちろ
ん子ど
もたち
も意識
するこ
とがで
きると
よかっ
た。

場所、遊び
の内容に問
題はなかっ
たと思われ
るが、保育
士の立ち位
置に配慮す
る必要はあ
る。より広
く開放的な
空間を利用
する際の言
葉賭けも必
要。

3407

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

1歳児 14 名 名 名 名 名 名 名 4名 4名 1歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左足部捻
挫・左第
１趾中足
骨骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
５　)回/
年

基準
以上
配置

対象児の
すぐ側に
は保育士
がいな
かった為

職員が子
どもの様
子を把握
し、いち
早く対処
できるよ
うに共通
認識を持
つ

定期的に
実施

実施頻度(
１２ )回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
１２ )回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
頻 )回/年

対象児が
不意に振
り返って
移動しよ
うとした
為

職員が子
どもの様
子を把握
し、いち
早く対処
できるよ
うに共通
認識を持
つ

集団活
動中・
見守り
あり

職員が子
どもの様
子を把握
し、いち
早く対処
できるよ
うに共通
認識を持
つ

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
対象児の
後ろ側に
他児がい
ることに
気付いて
いなかっ
た

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
対象児が
他児につ
まずきそ
うになっ
た際、対
象児の側
に近づき
手を差
し伸べた
が間に合
わなかっ
た

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
主に別の
子どもを
保育して
いた

対象児
が不意
に振り
返って
移動し
ようと
した為

職員が子ど
もの様子を
把握し、い
ち早く対処
できるよう
に共通認識
を持つ

3408

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

78 名 名 名 名
38
名

40
名

名 4名 4名 5歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右橈骨遠
位瑞骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
2)回/年

基準
配置

予測不能
な行動

園児に遊
具の遊び
方の再確
認・職員
間で情報
を共有
し、防止
策の再検
討

定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

予測不能
な行動

職員の一
人は必ず
複合アス
レチック
のそばに
いる

集団活
動中・
見守り
あり

園庭に出
ることで
浮き足立
つ園児も
いる

一度落ち
着かせ
て、遊具
の使い方
を確認し
ながら遊
ぶように
する

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
グループ
で鬼ごっ
こ遊びを
していた
が、逃げ
回ること
に夢中で
飛び降り
てしまっ
た

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
なるべく
多くの園
児の動き
を確認で
きるよう
視野を確
保した
が、見き
れていな
い部分が
あった

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他のグ
ループの
園児との
遊びに係
わってい
た

遊具の
遊び方
が伝わ
らない
園児も
いる

見守る職員
の視野の取
り方の見直
し、確認。
繰り返し何
回も遊具の
使い方を園
児に伝える
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3409

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午前中
施設内
(室内)

異年齢構
成

10
4
名

６
名

名 名 名 名 名 ３名 ３名 1歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

打撲によ
り前歯
（乳歯）
がぬけた

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
10)回/年

基準
以上
配置

保育士が
子供の行
動を予測
していな
かった。

部屋の環
境設定を
見直し、
危険のな
いように
する。保
育士の動
きを見直
し、清掃
の加配を
行う。

定期的に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

不定期に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

アレル
ギー食対
応のた
め、机の
数が多
く、置き
場所、置
き方が不
適切で
あった。

家具の置
き場所、
置き方を
職員全体
で見直
し、危険
のないよ
うにす
る。

集団活
動中・
見守り
あり

狭い所に
入り込ん
でいる子
供がい
て、友だ
ちと同じ
ことがし
たくて複
数の子供
がそこへ
入ろうと
した。

部屋の環
境整備を
見直し、
危険のな
いように
する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
友だちと
同じとこ
ろに入ろ
うとし
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
子供たち
の着替え
や排泄の
補助をし
ながら、
遊んでい
る子供た
ちを見
守ってい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
食後の部
屋の片づ
けや子供
たちの着
替えの手
伝いをし
ていた。

子供た
ちの着
替えの
手伝い
をしな
がら、
他の子
供たち
を見
守って
いた
が、一
人が排
泄の補
助をし
ていた
ため、
遊びの
側につ
いてい
なかっ
た。

清掃の加配
職員をつ
け、３名の
保育士が子
供たちの着
替えに関わ
り、遊んで
いる子を見
届けるよう
する。

3410

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

2歳児 10 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 3歳 女児 特になし その他 負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右肘頭骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
配置

マニュア
ルや研
修、人員
配置に問
題なし。

事例検証
をし、再
発に努め
る。

定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/月

定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/月

定期的に
実施

実施頻度
(乳児：毎
日、幼
児：月1)

特にな
し。

今後も定
期的な安
全点検に
努める。

集団活
動中・
見守り
あり

靴下を履
いてい
た。

靴を脱い
だらすぐ
に靴下を
脱ぎ、歩
いて移動
するよう
徹底す
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
戸外あそ
びから帰
園後、靴
を靴箱に
片付ける
際に飛び
跳ねなが
ら移動し
ていた
為、転倒
する。そ
の際、靴
下を履い
ていた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
靴を脱ぎ
終わった
児を玄関
近くで集
め、全員
集まるま
で手遊び
をして
待ってい
た。
女児が転
んだ位置
から約
3.3ｍの
位置にい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
玄関から
靴を脱い
でいる児
を見守っ
ていた。
女児が転
んだ位置
から約3
ｍの位置
にいた。

普段か
ら転び
やすい
児で
あった
為、子
どもの
動きを
予想し
て動く
べきで
あっ
た。

事例を検証
し環境面を
考慮した保
育士の動き
を考え、共
有する。

3411

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

70 名 名 名
23
名

18
名

23
名

名 ６名 ５名 4歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

右鎖骨骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
必要に応
じて実施
)回/年

基準
配置

―

確認事項
や危機管
理マニュ
アルなど
をより確
認し、危
機管理意
識を高め
ていく。

定期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
数回　)回
/年

バスマッ
トの上で
は靴を脱
いで遊ん
でいる。
当日も靴
を脱いで
遊んでお
り、バス
マットを
移動する
ときに
滑ってし
まったと
推測す
る。

靴を脱い
で遊ぶと
ころでは
走ったり
するとき
にすべる
可能性を
子どもに
伝える。

集団活
動中・
見守り
あり

当日、ク
ラス担任
はクラス
の子ども
を一人で
全体を見
ていた。
パート職
員は数名
の子ども
とこま回
しをして
いて本児
のことを
見ていな
かった。

クラスの
パート職
員や他ク
ラスの職
員に声を
かけ、よ
り子ども
に近いと
ころでの
見守りや
保育の必
要があっ
た。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
激しく動
くような
あそびは
しておら
ず、おう
ちごっこ
をして遊
んでい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
担任は４
歳クラス
前より、
全体を見
ていたが
本児が転
んだ瞬間
は見てお
らず、一
緒に遊ん
でいた子
どもから
の声掛け
で気付い
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
離れたと
ころで子
どもと一
緒に遊ん
でいた。
対象児の
近くに
は、他の
職員はい
なかっ
た。

どんな
遊びを
してい
るか大
まかに
把握し
ていた
が、実
際どん
なイ
メージ
で遊ん
でいる
かは分
かって
いな
かっ
た。

落ち着いて
遊んでいる
場合でも目
配りをし、
子どもの状
況や様子、
あそびの展
開等を把握
できると良
かった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3412

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

6 名 名 名 名 名 名 名 2 2 6歳 女児 ― その他 負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上腕骨
顆上骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

なし
不定
期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

基準
以上
配置

―

研修にて
日常的に
起きる子
どもの転
倒につい
て改めて
職員間で
子どもの
姿、原
因、対応
や保育で
心掛ける
ことなど
知識を深
めてい
く。

定期的に
実施

実施頻度(
48　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
48　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
48　)回/
年

門扉が狭
く年長児
二人が手
をつない
で入るに
は十分な
ゆとりが
なく、最
初に肩を
ぶつけて
しまった
ため。

門扉を最
大限まで
開き、通
路をしっ
かり確保
する。

集団活
動中・
見守り
あり

園外に出
ていたた
め手をつ
ないで帰
園。早く
保育室に
入ろうと
気持ちが
焦り手を
つないだ
まま走り
出そうと
してし
まった。

手をつな
いだ状態
では走ら
ず、園外
保育の時
は道路に
出る直前
に手をつ
なぐ。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
機嫌よく
交流会を
楽しみ園
に帰って
きた。相
手の子と
最後まで
手をつな
いでいた
ため、バ
ランスを
崩して転
倒する。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的内
容記載欄)
年長児6名
が2人1組で
手をつない
で列になっ
ていた。担
任が最前列
に、非常勤
保育士が最
後尾に位置
していた。
最前列で前
を向いてい
たため、転
倒直後に振
り返った。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄）　列
の最後尾
から子ど
もを見
守ってい
た。子ど
もが転倒
すると同
時に本児
に駆け寄
り、担当
職員に声
かけす
る。

体の大
きな年
長児２
名が手
をつな
いで通
過する
には十
分なゆ
とりで
はな
かっ
た。

門扉の前で
つないでい
た手を離し
てから入
る。担任が
門扉の脇に
立ち、手を
離した子ど
もたちを迎
え入れるよ
うにする。

3413

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

24
０
名

０
名

０
名

０
名

９
名

１
５
名

名 ４名 ４名 5歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― その他
下肢
(足・足
指)

右足関節
捻挫

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(２　)回/
年

―

毎日のよ
うに繰り
返し遊ん
でいたこ
とで、油
断が生ま
れた。ボ
ブスレー
はスピー
ドが出る
ことを踏
まえた滑
り降りた
先の安全
の確認が
十分では
なかっ
た。

日によって
園庭の状況
が変わるこ
とを考慮
し、ひとつ
ひとつ細か
に確認しな
がら、同じ
遊びでも安
全な場所を
吟味して行
う判断がさ
れなかっ
た。積極的
に取り組み
たい遊びな
ので、子ど
も達が安全
に遊べるよ
うに、活動
ごとに見守
りの職員の
配置や見直
しや環境の
整備を怠ら
ない。

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

―

集団活
動中・
見守り
あり

例年雪山
斜面の片
側のみを
そりすべ
りなどに
使ってい
たが、今
冬は園庭
中央に山
ができた
ことで全
方位に遊
びが拡が
り、荒れ
た状態の
雪面で遊
ぶことも
多かっ
た。

来シーズン
からは目が
行き届く範
囲で安全に
活動ができ
るように、
委託先へ
シーズン前
に雪山の位
置や高さな
どを依頼す
る。直近の
事故後、重
機で坂をな
だらかにし
てもらった
が、園庭全
面の整備は
現実的では
ないので、
遊びの範囲
を制限す
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
毎日のよ
うに園庭
でそりす
べりやお
尻すべり
を楽し
み、当日
もいつも
どおり活
発に遊ん
でいた。
普段から
特に危険
な遊びは
せず、当
日も普段
どおり
だった。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
雪山の上
で全体を
見ながら
安全確認
をしてい
たが、ど
のタイミ
ングで足
を痛めた
のか全く
気づかな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
担当者以
外の２名
のうち１
名は自分
の担当ク
ラスの園
児を中心
に、もう
１名は本
児と同じ
クラスの
障がい児
の支援を
してい
た。

毎日のよう
に繰り返し
遊んでいた
ことで、油
断が生まれ
た。
年長児であ
ることと、
本児は普段
の生活も落
ち着いて行
動できるの
で注意の目
が向きにく
かったこ
とも、異変
に気づけな
かった原因
になったと
思われる

園児全体に
目が行き届
く配置や活
動の場の検
証と状態に
合わせた遊
び方の工夫
が必要

3414

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

1歳児 8 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 1歳 男児 特になし
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
以上
配置

職員に、
より一層
の危機感
が必要で
あった。

インシデ
ントアク
シデント
報告会は
都度行っ
ていた
が、ヒヤ
リハット
を中心に
定期的に
報告検討
会を行う
ようにす
る。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

遊具など
の点検は
定期的に
行ってお
り特に問
題はな
かった。

引き続き
点検を
行ってい
く。

集団活
動中・
見守り
あり

おやつの
後の夕方
近い時間
帯に取り
組む内容
としてふ
さわしく
なかった

夕方の運
動遊びは
ひかえる
ようにす
る

いつも
どおり
の様子
であっ
た

視覚情報
に敏感で
落ち着き
がない場
合もある
という特
性はある
が、いつ
もと変わ
らない状
態であっ
た

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

他の子ど
もの動き
も気に
なってお
り、本児
の動きに
集中しき
れていな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一方
の設定さ
れた巧技
台遊びの
子どもた
ちの動き
を見てい
た。

自治体
の基準
通りの
保育士
配置を
してい
たが、
取り組
んでい
た保育
の内容
の特性
上加配
が必要
だった
のでは
ない
か。

巧技台遊び
を行う場合
は可能な限
り定数以上
の保育士を
配置する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3415

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午後
施設内
(室内)

5歳以上
児

16 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 6歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右手小指
骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
80　)回/
年

基準
以上
配置

事故防止
に対する
職員の心
構えに職
員間で意
識の差が
ある。

他園のヒ
ヤリハッ
トや事故
報告の事
例を基に
具体的な
対応策を
十分に話
し合い、
全職員に
周知す
る。

定期的に
実施

実施頻度(
292　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
292　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
292　)回/
年

ままごと
コーナー
で遊ぶ
際、脱い
だ上靴の
置き場所
が、適切
でなかっ
た。

周りにな
にもない
ソファー
から少し
離れた場
所に上靴
を脱ぐよ
うにいす
る。

個人活
動中・
見守り
あり

事故発生
時、本児
は落ち着
いて行動
していた
が、上靴
を取ろう
とする
際、他方
に目が向
いたのか
もしれな
い。

更に慎重
に行動で
きるよう
に声掛け
してい
く。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
慌てた
り、急い
だりする
様子はな
かった。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
特に危な
い様子は
見受けら
れなかっ
たので、
少し離れ
たところ
で見守っ
ていた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
近いとこ
ろで様子
を見てい
たが、特
に危ない
様子はな
かったの
で、その
まま見
守った。

落ち着
いた行
動から
事故が
起こる
ことな
ど予測
してい
なっ
た。

あらゆる場
面で事故は
起こること
を予測した
危機管理意
識を持つ。

3416

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

36 名 名 名 名 名 名 名 4名 4名 6歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右上腕顆
上骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
未実
施

実施頻度(
)回/年

基準
以上
配置

大事に至
る怪我が
通常ない
ので見守
り方に何
かしら落
としあな
がある

遊び方や
保育士の
意識を高
めるため
に研修の
時間を定
期的に行
うように
する。

定期的に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
毎月1　)
回/年

定期的に
実施

実施頻度(
2　)回/年

子どもが
遊具等で
の怪我が
あまりな
いので意
識の持ち
方が薄
い。

業者での
点検は固
定遊具の
不備な所
を直して
報告があ
ることで
安心して
しまうが
保育士は
日常的に
遊具の細
かいとこ
ろの点検
を定期的
におこな
うように
する。

集団活
動中・
見守り
あり

保育士が
大型遊具
を含め全
体的に目
配りする
ことで子
どもの行
動を見逃
してしま
う。

大型遊具
だけの担
当保育士
を配置し
目を離さ
ず他の保
育士で子
どもと遊
ぶ役割全
体を見守
る役割と
分担を決
め、保育
士を基準
以上に配
置する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
友だちと
の遊びの
中でふだ
んと変わ
らずいろ
いろな遊
具で遊び
楽しんで
いた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的内
容記載欄)
保育士4人
で見守りを
していたが
子ども同士
のトラブル
で1人の保
育士が対応
また1人は
お迎えの知
らせで子ど
もを促して
いたので園
庭には4人
の保育士が
いたが2名
での見守り
となる。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
室内での
子ども達
の見守り
を行う。

子ども
の遊び
方にそ
の都度
注意を
してい
るが遊
び方の
見直し
確認を
子ども
達と改
めて話
あうこ
とが少
ない。

大型遊具で
の見守りは
必ず行われ
ているが急
な出来事が
起きると保
育士が動く
ので大型遊
具を見守る
先生は動か
ないように
し目配りす
る。

3417

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午後
施設内
(室内)

異年齢構
成

25 名 名 名 名
16
名

9
名

名 1名 1名 5歳 女児 特になし
室内活動
中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

右鎖骨
骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

基準
配置

― ―
定期的に
実施

実施頻度
(365)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(365)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(365)回/
年

施設内、
玩具につ
いての
チェック
は徹底し
ていた
が、備品
に関する
安全
チェック
を毎日丁
寧に実施
するべき
だった。

定型的な
安全
チェック
シートを
使用する
だけでは
なく、
シートに
記載され
ていない
項目につ
いても毎
日危険個
所がない
かを確認
してい
く。

集団活
動中・
見守り
あり

片付けを
行ってい
るタイミ
ングで、
子ども同
士が興奮
した様子
で遊んで
いたが、
声をかけ
ずにその
場を少し
離れてし
まったた
め。

担任が部
屋を少し
離れるタ
イミング
もあるた
め、子ど
もの様子
をみて的
確な指導
を行って
いく。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
おやつ前
の片付
け、友達
と楽しく
過ごして
いたが、
気持ちも
盛り上
がってい
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
おやつの
乗ってい
るワゴン
をエレ
ベーター
に取りに
行ってい
た為、本
児が転倒
した瞬間
は見てい
なかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
各自、ク
ラス対応
してい
た。

わずか
な時間
だと思
い、他
のクラ
スから
先生を
要請す
ること
なくそ
の場を
離れて
しまっ
た。

1人担任のク
ラスに関し
ては、複数
担任クラ
ス、又は調
理担当がワ
ゴンを運
び、不在と
ならないよ
うにする。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3418

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

58 名
６
名

７
名

１
７
名

１
４
名

１
４
名

名
１１
名

１１名 4歳 男児 なし
屋外活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

右上乳切
歯乳側切
歯の嵌入
と口唇の
裂傷

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(隔)回/年

基準
配置

逃げるこ
とに夢中
になって
いる子ど
もの前方
の注意を
怠った。

子どもの
様子につ
いて職員
間で共通
理解をは
かり、一
歩先の危
険を予測
しながら
遊びの場
を誘導を
する。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(毎日）回
/年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

夢中に
なって逃
げている
本児が遊
具近くに
行ってし
まった。

鬼ごっこ
等する時
は、十分
なスペー
スを確保
し、固定
遊具に気
づけるよ
うにす
る。

個人活
動中・
見守り
あり

鬼ごっこ
の鬼に
なってい
たので、
本児の行
動を止め
られな
かった。

一緒に遊
びなが
ら、本児
の周りの
状況を把
握し、近
くの保育
士にも声
をかける
ようにす
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育士や
友だちと
一緒に、
鬼ごっこ
を楽しん
でいた。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
本児を含
む年少４
～５人と
鬼になり
鬼ごっこ
をしてい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
年中担任
保育士は
年中児と
砂場遊び
をし、年
少加配保
育士は年
少児とま
まごとを
し、フ
リー保育
士は総合
遊具辺り
で、子ど
も達を見
守ってい
た。

一緒に
遊んで
いた保
育士
が、遊
具近く
に行く
本児を
止めら
れな
かっ
た。

一緒に遊び
ながらも前
方にある危
険性を知ら
せたり、広
い場所に誘
導する。

3419

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

2歳児 23 名 名 名 名 名 名 名 4名 4名 3歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上腕骨
骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
以上
配置

―

会議・研
修等で事
故予防の
意識強化
を徹底す
る

定期的に
実施

実施頻度
(24)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(24)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的な
点検を継
続し、改
善が必要
な場合は
速やかに
対応する

個人活
動中・
見守り
あり

通常の状
況であり
問題はな
いが、可
能な限り
人員を配
置する

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
特に変
わった様
子はな
かった

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
複数の子
どもを見
るため、
対象児か
らは離れ
た場所に
いた

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
それぞれ
自分の持
ち場を見
ていた

園庭の様子
全体を見渡
すことや、
より丁寧な
見守りを
行っていく

3420

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

117 名 名 名
37
名

３
９
名

４
１
名

名
１５
名

１３名 4歳 女児 なし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左肘骨折
の疑い

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(隔)回/年

基準
配置

園舎と園
庭には高
低差があ
るため、
階段を降
りる際に
遊んでい
る子の様
子を見な
がら降
り、注意
力に欠け
ていたこ
とも考え
られる。

子どもの
様子の見
守りと適
切な声か
けをして
意識させ
る。

定期的に
実施

実施頻度
(１２　)
回/年

定期的に
実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

定期的に
実施

実施頻度
(１２　)
回/年

靴裏に砂
が付くこ
とで滑り
やすく
なった
り、階段
部分に砂
がたま
る。

階段部分の
コンクリー
ト上の砂を
こまめに取
り除くよう
にする。
階段を下り
る時は、手
すりを持ち
ながら下り
るとよいこ
とや、物を
持ったま
ま、階段を
上り下りす
ることは危
険であるこ
とを伝えて
いく。

個人活
動中・
見守り
あり

登園時と
重なり、
職員間の
連携不足
から子ど
もの状況
把握が十
分できて
いなかっ
た。

職員間の
役割分
担。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

９時１５
分頃に登
園し、朝
の身支度
を整えて
から園庭
に出よう
とし階段
を下りて
いた。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
他の子ど
もたちと
一緒にな
わとびを
して遊ん
でいた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的内容
記載欄)
ドッジボー
ルをしてい
た（１名）
砂場にいた
（１名）
ジャングル
ジムについ
ていた（１
名）鉄棒に
ついていた
（１名）ブ
ランコにつ
いていた
（１名）テ
ラスで受け
入れをして
いた（１
名）三輪車
を出してい
た（１名）
３歳児未満
組で保育を
していた
（６名）

戸外遊
びで、
その場
から離
れる
時、子
どもへ
の声か
けのタ
イミン
グが遅
れてし
まっ
た。

職員それぞ
れが声を掛
け合い、立
ち位置を離
れたり、室
内に入る時
には必ず声
をかけるよ
うにしてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3421

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

17 名 名
７
名

１
０
名

名 名 名 ２名 ２名 2歳 男児
骨折しやす
い。

室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右上腕骨
外顆骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

なし
未実
施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

特になし 特になし
定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

玩具の使
い方の指
導が徹底
されてい
なかっ
た。

玩具の使
用方法を
守り、安
全に使用
されてい
るかを見
守る。

集団活
動中・
見守り
あり

迎えの保
護者対応
中で、園
児に目が
向けられ
ていな
かった。

職員同士
声を掛け
合い、園
児から目
を離さな
い。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
遊具の片
づけ中で
あった
が、積み
木の上を
歩き、遊
び続けて
いた。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
もう一人
の職員が
すでに保
護者対応
中であっ
たが、そ
ちらに気
を取ら
れ、園児
全体に背
を向けて
しまい、
様子を見
ていな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者対
応の時間
が長く、
担当職員
との連携
が取れて
いなかっ
た。

片づけ
中、子
どもか
ら目を
離して
しまっ
た。子
どもた
ちが走
り回る
など危
険な行
為が見
られた
のに止
めるこ
とをし
なかっ
た。

職員同士連
携を取り、
子どもから
目を離さな
い。危険を
予測しけが
のないよう
に注意す
る。

3422

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午後
施設内
(室内)

― 13 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 5歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左母趾基
節骨骨折

その他 なし
定期
的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

基準
配置

子どもの
人数も少
なくな
り、安心
してし
まって、
職員が1
名で保育
してい
た。

事故予防
マニュア
ルを作成
する。

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
２)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

ハード面
では、改
善点はあ
がらな
かった。

集団活
動中・
見守り
あり

少人数で
安心して
いた。は
だしであ
ることに
十分配慮
していな
かった。

少人数で
も、十分
安全には
配慮す
る。はだ
しである
ことを考
慮に入れ
れば、激
しい運動
を伴うあ
そびにな
らないよ
う、風船
遊びの内
容を考慮
すべき。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

風船の取
り合いに
なったと
き、対応
できな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室に
は、保育
士1名で
対応して
いた。

保育士1
名に
なって
いた。

人数は十分
余裕がある
が、担当職
員は1名で
あった。は
げしい動き
が予想され
るようなあ
そびになら
ないよう、
配慮すべき
であった。

3423

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午前中
施設内
(室内)

― 2 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 6歳 女児

身長122，2
㎝。体重30
ｋｇ。転ん
だ際に手を
付くと、全
体重がかか
る事が予想
された。
体格に応じ
て、個別に
配慮する必
要があっ
た。

室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上腕骨
顆上骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

基準
配置

事故防止
マニュア
ルに、竹
馬の具体
的な安全
な使い方
や補助方
法の記載
がない。
事故予防
に関し
て、職員
が共通理
解をして
いなかっ
た。

事故防止
マニュア
ルを見直
し、竹馬
の安全な
使い方や
補助方法
を記載す
る。事故
予防に関
する研修
内容を見
直し、職
員が共通
理解をす
る。

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

子どもの
体格、発
達に合う
竹馬を選
ばなかっ
た。

子どもの
体格や発
達に合う
竹馬を個
別に準備
し、使用
する前後
に安全点
検を行
う。

集団活
動中・
見守り
あり

床の上
に、滑る
可能性が
あるブ
ルーシー
トを敷い
たこと。
近くにぶ
つかる可
能性があ
る机があ
り、片付
けなかっ
たこと。

滑る可能
性がある
床やブ
ルーシー
トの上で
竹馬を使
用しな
い。竹馬
遊びを実
施する前
に、障害
物を片付
ける。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
得意な竹
馬遊びな
ので、張
り切って
挑戦し
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的内
容記載欄)
保育士１名
は、竹馬に
乗っている
子の傍らで
見守ってい
たが、障害
物のテーブ
ルを片付け
る為に目を
離した。前
方にいた保
育士は、3
ｍ20㎝離れ
ていた為、
転倒を防げ
なかった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)他保
育士は、
それぞれ
のクラス
で保育を
行ってい
た。

竹馬を
使用す
る場所
や使用
方法が
適切で
なかっ
たこと
が、十
分な補
助を行
うこと
ができ
なかっ
たこと
に繋
がっ
た。

当面は竹馬
使用を中止
し、竹馬を
使用する場
所や使用方
法を含め
た、竹馬の
使用に関す
る取り決め
を行い、保
育士の周知
を徹底す
る。
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3424

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午後
施設内
(室内)

― 23 名 名 名 名 名 名 2名 2名 男児 ― その他 負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

左鎖骨骨
折

他児か
ら危害
を加え
られた
もの

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
４　)回/
年

基準
以上
配置

おやつ前
の、トイレ
タイムは、
開放感から
ダイナミッ
クな行動を
とりがちで
ある。保育
士が
トイレと保
育室に分か
れており、
廊下にいる
子どもへの
注意、声か
けが疎かに
なった。

待ち時間
が長く
なってし
まうと、
トラブル
等起き易
くなるの
で、でき
るだけ子
ども達を
待た
せない生
活の流れ
を考えて
いく。

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
４８　)回
/年

トイレ、
保育室か
ら廊下の
様子が見
えにく
い。

トイレが
込み合わ
ないよう
に、時間
配分を考
える。

その他

お互い
が、子ど
もをみて
いてくれ
るだろう
という思
い込みが
ある。

ばたばた
しがちな
時間は廊
下にも職
員を配置
する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

友達と関
わり楽し
く過ご
す。友達
に対して
しつこ
かった
り、手や
足が
出てしま
うことが
ある。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

おやつ前
の準備も
あり、子
ども達へ
の声かけ
が十分で
はなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつの
ため、各
保育室で
準備をし
ていた。

体力が
高まっ
てきて
いる。
力もあ
るた
め、些
細なふ
ざけが
怪我に
つな
がる。

友達との関
わり方につ
いて約束事
をきめ、守
れるように
していく。
テンション
が
上がってい
る時はお茶
を飲むなど
して、気持
ちが落ち着
くようにす
る。

3425

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 午前中
施設内
(室内)

異年齢構
成

38 名 名 名
１
３
名

１
３
名

１
２
名

名 ３名 ３名 4歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(３)回/年

基準
以上
配置

―

活動内容
や、子ど
もの状態
に応じて
対応する

定期的に
実施

実施頻度
(２４)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(２４)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(２４)回/
年

鉄棒は、
本児の胸
の高さ、
鉄棒の下
にはマッ
トあり

遊具の設
置状況
は、適切
と考えら
れる

集団活
動中・
見守り
あり

竹馬や平
均台、鉄
棒など、
自由に楽
しむ環境

足抜き回
りの着地
の仕方を
丁寧に教
える

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
得意では
ないが鉄
棒に挑戦
する姿が
あった

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
無理な行
動になら
ないよう
に注意し
て見てい
た

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
それぞれ
のコ－ナ
－遊びを
見守って
いた

得意で
はない
鉄棒へ
の挑戦

子どもの運
動能力に配
慮し、援助
する

3426

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午後
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

70名
9
名

12
名

12
名

14
名

12
名

11
名

名 10名 名 5歳 男児 ― その他 負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左手首骨
折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(1)回/年

基準
以上
配置

―

子どもが
大型の遊
具を遊び
始めたら
すぐにそ
ばに行っ
て見守
る。園庭
に出始め
は、1名
が必ず全
体を見守
るよう毎
日役割分
担をす
る。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

地面が、
硬かっ
た。

落下して
も安全な
マットを
敷く。

その他

本児が雲
梯に慣れ
て、難な
くこなし
ているこ
とから、
側につい
ていな
かった。

子どもが
大型の遊
具を遊び
始めたら
すぐにそ
ばに行っ
て見守
る。園庭
に出始め
は、1名
が必ず全
体を見守
るよう毎
日役割分
担をす
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

（具体的
内容記載
欄）
雲梯で2
段飛ばし
を練習
し、でき
るように
なってい
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
本児が雲
梯に慣れ
て、難な
くこなし
ているこ
とから、
側につい
ていな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄) 泥遊
びのの準
備をして
いた。

子どもが大
型の遊具を
遊び始めた
らすぐにそ
ばに行って
見守る。園
庭に出始め
は、1名が必
ず全体を見
守るよう毎
日役割分担
をする。

3427

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

8
1
名

0
名

0
名

3
名

2
名

2
名

0
名

2名 2名 5歳 男児 ― その他 負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左母指末
節骨骨折
転位　剥
離骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
６　)回/
年

基準
配置

保護者も
たいした
怪我では
ないと
思って帰
宅したよ
うであ
る。

玄関（保
育所の
外）で
あったこ
とだが、
保育士に
声をかけ
てもらう
よう声を
かけ確認
した。

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度
(１３　)
回/年

定期的に
実施

実施頻度
(１２　)
回/年

玄関先の
エントラ
ンスの部
分は、そ
れほど狭
くはない
ため、ヘ
ルッメト
掛け（随
時）と雨
天時はレ
インコー
ト掛けを
置いてい
たが、固
定すると
ころがな
く設置し
てあっ
た。

園外に置い
てあるヘル
メット掛け
や雨天時に
置くレイン
コート掛け
の置き方に
気を付け、
掛けたり
取ったりす
るときに、
保護者にも
一緒に行っ
てもらうよ
う周知す
る。ヘル
メット掛
け・レイン
コート掛け
にぶら下
がったりし
ないよう、
札をつける
などして注
意喚起を促
す。

その他

保護者が
いたが、
一緒にお
こなわず
子どもに
任せてい
た。

子どもの
行動や危
険なこと
を予測
し、ヘル
メット掛
けや雨天
時に置く
レイン
コート掛
けの置き
方を考
え、花壇
との間を
あけるよ
うにして
いく。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
玄関外に
あったヘ
ルメット
掛けにぶ
ら下がっ
てしまっ
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
降所のた
め保護者
と外に出
た時のこ
とだった
ため、職
員は見て
いなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
降所のた
め保護者
と外に出
た時のこ
とだった
ため、職
員は見て
いなかっ
た。

登所降
所時や
家庭で
の怪我
につい
ては、
特に大
した怪
我では
ないと
思って
しまう
と伝え
てくれ
ない保
護者も
いる。

玄関（保育所
の外）で発生
したことだ
が、保育士に
声をかけても
らうよう声を
かけ、確認し
た。また、保
育所の登所降
所時の怪我
や、家庭での
怪我も把握で
きるよう保護
者にも声掛け
し、どのよう
なことも話せ
るような関係
を作ってい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3428

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午後
施設内
(室内)

4歳児 21 名 名 名 名 名 名 名 １名 １名 5歳 男児

身長121ｃ
ｍ　　体重
31Kg　　肥
満傾向
テンション
が上がると
回りが見え
なくなる時
がある
気分により
集団行動を
とらない事
がある
発生時の天
候は晴れ

室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折
右足部捻
挫

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
未実
施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

特に無
し。

特に無
し。

不定期に
実施

実施頻度
(2～3)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
48　)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

特に無し

一人でバ
ランスを
崩して転
んだ怪我
だったた
め、特に
無し。

集団活
動中・
見守り
あり

特に無し

柔軟性・
筋力を高
めるなど
身体を十
分に動か
す遊びを
保育に取
り入れ、
怪我をし
ない体を
つくる。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的内
容記載欄)
他児はみん
なで大きな
声を出して
言葉を練習
していた
が、じっと
していられ
ない事があ
る子の為、
室内をウロ
ウロしはじ
め、クルク
ル回ったり
していてバ
ランスを崩
して転ん
だ。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的内
容記載欄)
日頃から、
集団行動へ
は無理に誘
う事はしな
いで見守る
ようにして
いる子ども
なので、声
掛けも少な
くし見守っ
ていた。
対象児を含
め、児童全
体を見てい
たが、危険
な行動では
無かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
一人担任
での保育
室内だっ
た為、応
援を求め
られてか
らすぐに
行動し
た。

特に無
し

子どもの動
きをさらに
想定、把握
するよう気
を配る。

3429

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

5歳以上
児

32 名 名 名 名 名 名 名 ７名 ３名 6歳 男児 特になし
室内活動
中

負傷 ― 火傷

上肢
(腕・
手・手
指)

火傷 その他 あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

基準
以上
配置

特に無し

園外での
事故につ
いて振り
返り、職
員へ報
告、周知
徹底し
た。

定期的に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

園外施設
の設備が
大人用で
あった。

施設の設
備が大人
用であっ
たため、
子ども向
けに足元
に台を置
くなどの
配慮が必
要であっ
た。

集団活
動中・
見守り
あり

子ども達
にいつも
と異なる
場所であ
ることを
十分に伝
えるべき
であっ
た。

クッキン
グの経験
は、園内
で積み重
ねてきた
が、今
回、いつ
もと異な
る場所で
あったた
め、配慮
が必要で
あった。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)　5歳
児のお泊
り保育中
というこ
ともあ
り、対象
児を含め
た園児が
積極的に
クッキン
グをして
いた。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)　鍋
に野菜を投
入する際、
鍋の周りに4
～5人の子ど
も達が集ま
り、担当者
とともに、
野菜を鍋に
入れ始め
た。担当者
が、危険に
注意しなが
ら、声を掛
けていたが
上手く対応
しきれな
かったこ
と、対象児
が、腕に鍋
の縁が当
たったこと
に気づかな
かったこと
が原因であ
る。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)　他
の職員も
近くで子
ども達と
一緒に野
菜を切る
等、グ
ループに
分かれて
昼食作り
をしてい
た。

後に、子
ども自身
が、火傷
を負った
際に活動
が出来な
くなると
思い、職
員へ声を
掛けられ
なかった
とも伝え
ており、
活動の前
に、けが
をした際
には報告
するよう
に伝える
べきで
あった。

今回、火を
使う活動で
あった為、
活動の前に
十分注意を
促すと共
に、子ども
の行動から
目を離さ
ず、危険の
ないように
する。

3430

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午後
施設内
(室内)

4歳児 11 名 名 名 名 名 名 1名 1名 5歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左母指中
手骨近位
端骨端
（線）損
傷

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

年13回
基準
配置

保育士が
本児の動
きを予測
できな
かった。

運動遊び
の指導ポ
イントを
捉える研
修を行い
安全に留
意する。

定期的に
実施

実施頻度
毎日

定期的に
実施

実施頻度
週に1回

定期的に
実施

実施頻度
毎日

広さは十
分にあ
り、床の
おうとつ
もなく特
に考えら
れること
がない

集団活
動中・
見守り
あり

跳べない
子への配
慮が足り
なかった

全員が一
斉に跳ぶ
のではな
く少人数
で安全を
確認しな
がら保育
を行う

いつも
どおり
の様子
であっ
た

まだ一人
縄跳びが
出来ず勢
いをつけ
て跳んで
しまった

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

至近距離
にいた
が、急な
出来事で
すぐに近
寄り怪我
の確認を
するのが
やっと
だった

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室に
は担任一
人で見て
いた。他
の保育士
は別の部
屋で受け
持ちの子
を見てい
た。

いつも
行って
いる一
人跳び
なの
で、保
育士に
安心感
があっ
た。

一人ひとり
の発達状況
を把握して
適切な指導
を行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3431

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

86 名 名
19
名

24
名

21
名

22
名

名 7名 7名 3歳 男児

治療中の上
前歯(乳歯)
の差し歯が
はずれ,歯
の揺らぎが
治まるま
で、3週間
安静が必
要。
その間、次
の治療まで
前歯がない
ため、肉な
ど噛み切っ
て食べるも
のは食べや
すいように
刻むなど食
事に配慮す
る。

屋外活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

―

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
配置

―

・遊ぶ際
の危険な
行為や約
束などを
子どもと
一緒に事
前に確認
する。
・公園は
広範囲で
の活動に
なるた
め、職員
同士の立
ち位置な
どに配慮
し、危険
を予測し
ながら見
守る。

定期的に
実施

実施頻度
(20)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(20)回/年

不定期に
実施

実施頻度
(随時)

・公共の
公園であ
るが、使
用時に加
え、定期
的に安全
点検をす
る。

個人活
動中・
見守り
あり

・引率す
る保育士
の人数や
状況によ
り、活動
範囲や使
用遊具を
制限する
など子ど
もを安全
に見守る
ことがで
きるよう
配慮す
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・普段と
特に変
わった様
子はな
かった。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的内
容記載欄)
・対象児か
ら、２メー
トル位離れ
たところか
ら、対象児
やほかの子
どもの様子
を見てい
た。
　その際
に、不意に
ベンチに上
りジャンプ
したため、
止める事が
できなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄
・各ポイ
ントに分
かれ、他
児の様子
を見守っ
ていた。

・保育士が危
険箇所を把握
し、子どもに
も知らせるこ
とにより子ど
もの危険に対
する意識も高
めていく。
・危険を予測
し、大きな怪
我につながる
ような行為を
止められるよ
うに関わる。
・危険個所に
保育士がつい
て、子どもの
動きをしっか
りとみる。危
険な行動が見
られた際にす
ぐに対応でき
るようにす
る。

3432

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

24
０
名

0
名

0
名

10
名

14
名

0
名

名 2名 2名 5歳 女児

肘内症の
為、以前か
ら肘が抜け
た事があ
る。

屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

橈骨頚部
骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
以上
配置

―

外部研修
に積極的
に参加。
ヒヤリ
ハットの
集計や改
善事項を
重視して
いく

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

子ども達
が普段か
ら使い慣
れていな
い遊具の
為、１つ
の遊具に
必ず大人
が付き、
転落や怪
我を防止
する対策
をとって
いく。

集団活
動中・
見守り
あり

普段か
ら、遊び
鳴れてい
ない校庭
での活動
だった
為、より
一層大人
の見合い
方、子ど
も達の遊
具の使い
方に注意
していく

いつも
どおり
の様子
であっ
た

校庭あそ
びでの注
意事項・
約束事等
を話し、
大人の
「遊んで
いいよ」
の声が
あった
後、一目
散に走っ
て鉄棒に
向かう。
鉄棒にぶ
るさがっ
て遊ぶ。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

すべり
台・鉄
棒・遊具
で遊ぶ子
ども達の
様子を見
守りつ
つ、全体
の状況を
見てい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭の真
ん中で集
団遊び
（鬼ごっ
こ）を子
どもたち
と一緒に
行う。

校庭遊びで
の見合い方
を改めて確
認してい
く。

3433

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

76 名 名 名
25
名

25
名

26
名

0
名

１０
名

９名 4歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

歯牙亜脱
臼

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(２　)回/
年

基準
配置

年齢の特
性とし
て、転
ぶ、つま
づくとい
うことが
あるが
（事故防
止マニュ
アルよ
り）その
点につい
ての職員
間での認
識の甘さ
があっ
た。

散歩マ
ニュアル
内の年齢
別の目的
や留意
点、また
園外保育
のリスク
を職員間
で再確認
する。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

公園内の
整備され
ている道
であり、
障害物な
どもな
かったた
め、ハー
ド面の不
備はな
かったと
考える。

上記の通
りであ
り、ハー
ド面での
不備はな
かったと
考える。

集団活
動中・
見守り
あり

歩き方の
特徴とし
て、普段
からつま
先で歩く
姿が見ら
れてい
る。保育
所内とは
違った環
境であっ
たため、
より転ぶ
ことが多
かったと
考える。

本児の特
性を捉
え、保育
士が行動
の予測、
それに対
する配慮
をしてい
くことを
担当間だ
けでな
く、職員
間でも再
確認して
いく。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
普段から
転びやす
い子であ
り、道中
何度か転
んでい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
道中何度
か転んで
いたの
で、担当
保育士が
そばに付
き、より
注意して
見守って
いくべき
だった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
本児が見
える位置
で、他児
と手をつ
なぎ歩い
ていた。

本児は
ふざけ
て歩い
ていた
わけで
はな
かった
が、道
中何度
か転ん
でい
た。

担当保育士
がそばに付
き、注意し
て見守り、
予測できな
い事故も起
こり得るの
で、十分気
を付けてい
く。

3434

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

14名 名 名 名 名
3
名

11
名

名 1名 1名 5歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

右鎖骨骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(毎日）

基準
以上
配置

子どもた
ちにも、
手つなぎ
鬼などを
やる前に
固定遊具
にぶつか
るなど危
険がある
ことを知
らせ危険
であると
いう意識
を持たせ
る。

子どもの
人数と職
員の配置
のバラン
スを考慮
すべきで
あった。

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２　)
回/年

固定遊具
の周辺
は、天候
事情等に
よっても
変化する
ため遊ぶ
前により
一層の点
検が必
要。

遊ぶ前に
は、遠く
からの目
視だけで
なく傍に
行き確認
する。

集団活
動中・
見守り
あり

登園児が
いる中で
の園庭遊
び。行事
が始まる
直前。

受け入れ
時、保育
内容を考
慮し保育
体制を確
保する。
行事前の
児の気持
ちの高ま
りに予想
した遊び
を選択す
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
鬼ごっこ
で逃げる
ことに夢
中にな
り、前方
に不注意
であり、
スピード
も出てい
て止まれ
ず鉄棒に
ぶつかっ
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的内
容記載欄)
登園児の受
け入れをし
ながらの鬼
ごっこの見
守りであ
り、本児の
行動をとめ
ることがで
きなかっ
た。スピー
ドが出てい
たことに気
付いてはい
たが、声を
かけずにい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
ホールで
遊ぶ児を
見守りな
がら、行
事に向け
ての各ク
ラスの準
備を始め
ていた。

行事の準
備を急ぐ
気持ちが
あり園庭
の様子に
気付けな
かった。
安全な職
員配置に
なってい
なかっ
た。　園
庭にいた
職員は受
け入れと
遊びを同
時に見守
ることに
不安を感
じてい
た。

園庭にいた
職員は不安
を感じた時
点で、すぐ
に他職員に
応援を頼み
連携をとる
ことが必要
であった。
そこで他職
員と状況を
周知し安全
な過ごし方
を検討す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3435

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 午後
施設内
(室内)

5歳以上
児

21 名 名 名 名 名 名 名 1 1 6歳 女児 特に無し
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

剥離骨折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

基準
配置

特になし 特になし
定期的に
実施

実施頻度(
１　)回/
週

定期的に
実施

実施頻度(
１　)回/
週

不定期に
実施

実施頻度(
約１　)回
/週

特になし 特になし

集団活
動中・
見守り
あり

玩具はま
だ出して
おらず、
何もない
広い環境
だったた
め、児童
たちが騒
ぎ走り始
めた。

走らない
よう児童
に伝え、
徹底す
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
周りに影
響されて
対象児も
歩きま
わってい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
走らず集
まるよう
に声をか
けたが、
あちこち
で走って
いたため
に、対象
児には届
かなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
その時間
帯は、担
任1人の
みなの
で、他の
保育士は
いなかっ
た。

クラス
全体が
落ち着
かない
為、室
内でも
走りだ
してし
まう。

・落ち着い
て遊べるよ
う声掛けの
仕方を工夫
する。
・普段から
落ち付いて
過ごせるよ
うに、自由
あそびの仕
方を改善す
る。

3436

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

― 7 名 名 名 名 名 名 名 ４名 ４名 3歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

右乳側切
歯部歯槽
骨骨折
同歯際脱
臼

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
５　)回/
年

基準
以上
配置

前日にも
室内で転
倒し同じ
歯を亜脱
臼してい
た。当該
児の行動
把握につ
いては、
より個別
的なケア
が必要で
あった。

受傷後の
児につい
ては、よ
り丁寧な
行動は把
握を行な
いなが
ら、保育
士が付き
添うよう
にする。

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

園庭に凹
凸や砂が
積もって
いる箇所
があり、
足を取ら
れるリス
クがあっ
た

園庭の整
備（凹凸
の改善
砂の回
収）

個人活
動中・
見守り
あり

園庭の活
動範囲を
決めてお
くなど、
保育士が
複数の子
どもの行
動を把握
しやすく
する

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
他児の対
応にあ
たってい
たため。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
その場に
は担当保
育のほか
に他の職
員はいな
かったた
め。

保育担当の
２名の保育
士のうち、
１名がその
場を離れる
場合は、残
りの保育士
は
児全体を把
握できるよ
う立ち位置
や子どもと
のかかわり
方に留意す
る。

3437

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

― 16 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 5歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右上腕骨
顆上骨折

遊具等
からの
転落・
落下

なし
不定
期に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
以上
配置

担任の常勤
保育士が有
休をとって
いたため、
フリー保育
士が入るこ
とになって
いたが、イ
ンフルエン
ザに罹患
し、急遽他
クラスを担
当している
常勤保育士
が入ること
になったた
め、事前の
引き継ぎな
どができて
いなかっ
た。

担任保育士が
休む場合にお
いて、引継ぎ
事項の確認と
実施保育の確
認を事前にす
る習慣ができ
ていなかった
ので、日課表
に基づく引継
ぎを実施す
る。また、子
どもの状況を
周知しきれて
いない担任保
育士以外が保
育にあたる場
合は、職員が
目の届く範囲
で遊ぶことを
子どもに促
す。公園の歳
児別で考えら
れる危険個所
を職員間で共
有する。

定期的に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

高さのあ
る滑り台
と、幼児
がジャン
プして飛
び降りた
くなる高
さの踊り
場の上部
がうんて
いになっ
ているな
ど、職員
の配置が
必要な遊
具が多い
公園で
あった。

職員の見
守りが可
能な範囲
で遊ぶよ
うにす
る。

集団活
動中・
見守り
あり

公園内の
遊具での
遊び方に
制限が
あったた
め、頭上
にうんて
いがある
ことに気
づかずに
弧を描く
ように
ジャンプ
した。

子どもの
年齢や興
味関心に
合わせ
て、遊具
の使い方
を知った
り、挑戦
する気持
ちを満た
しながら
安全に遊
ぶことを
伝えるよ
うにする
ことを職
員間で確
認した。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的内
容記載欄)
担任保育士
がいないこ
とで、普段
の様子と違
うことを感
じていた様
子。家庭
で、高いと
ころから
ジャンプす
ることを楽
しむ姿が最
近見られて
いたとのこ
と。友達と
気持ちが高
揚し普段は
しない高さ
のところか
らジャンプ
をした。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的内容
記載欄)
いつもの状
況では、公
園全体を
使って遊ぶ
と、非常勤
職員に確認
を取り、遊
び始めた
が、ひとり
は、高さの
ある滑り台
に付き、も
う一人はら
せん状の登
り棒につい
ていたた
め、対象児
がジャンプ
をした場所
を1人は目視
してはいた
が、5メート
ルほど離れ
た位置にい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
2人の担
当職員の
うち、1
人は見
守ってい
たが、も
う一人は
死角にな
り見えて
いなかっ
た。公園
にはその
ほかの職
員はいな
かった。

目視して
いた職員
は、担任
保育士で
はなかっ
たため、
踊り場か
らのジャ
ンプを躊
躇なく一
人目の子
が飛んだ
ので、い
つものこ
となのか
と一瞬
思った
が、すぐ
に駆け
寄って声
をかけよ
うとした
時には、
本児が飛
び降り、
声掛けが
間に合わ
なかっ
た。

普段の様子
がわからな
い職員がク
ラスに入っ
た場合は、
声に出して
職員同士確
認しあう。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3438

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

18 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 6歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(１)回/年

基準
以上
配置

―

マニュア
ルの自己
チェック
のみなら
ず、園内
での研修
の実施や
外部研修
の参加を
促し、職
員の事故
防止に対
する感覚
の向上を
図る。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回
以上/年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回
以上/年

園庭や戸
外での自
由遊びを
実施する
前には、
これまで
も実施し
ている遊
具等の点
検を行
い、子ど
もの成長
や発達状
況にを鑑
みて、点
検の箇
所、方法
の見直し
を行う。

個人活
動中・
見守り
あり

室内にお
いて、包
丁等の調
理器具を
扱う経験
の食育活
動で、当
該園児も
緊張と集
中した活
動のあと
の時間帯
であっ
た。

火や刃物等
を取り扱う
前の配慮の
みならず、
集中したあ
との子ども
たちの疲れ
や注意力低
下による影
響も想定
し、次の活
動への促し
方や言葉が
け等、職員
間で振り返
り、意見交
換を行い、
想定される
リスクを検
証する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

調理活動
後、片付
けを終え
た園児か
ら、順
次、園庭
に出て、
遊び始め
ていた。
当該園児
も園庭で
遊び始
め、ジャ
ングルジ
ム周辺を
歩行中に
転倒し
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
担任保育
士の一人
が園庭中
央付近で
全体に目
を配って
いた。当
該園児が
泣いて痛
みを訴え
たことに
気が付
き、側に
より身体
の状態を
確認し
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
もう一人
の担任保
育士は北
側に設置
されたブ
ランコ付
近で、ブ
ランコで
遊ぶ園児
と保育室
から園庭
に出てく
る園児を
見守って
いた。

―

今般の事故
をとおし
て、活動が
切り替わる
際に想定さ
れる危険、
活動の流
れ、職員の
動き、園児
への注意喚
起等につい
て職員間で
検討、意見
交換を行
い、更に事
故防止に対
する意識の
向上に努め
る。

3439

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

2歳児 19 0 4名 名 2歳 男児

身長92.0ｃ
ｍ体重13.9
㎏（12月5
日計測）
既往歴・持
病・アレル
ギー無し
発育・発達
良好
発生時の天
候：曇り

屋外活動
中

負傷 その他
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

左上ＡＢ
Ｃ右上Ａ
の埋入／
左下ＡＢ
右下Ａ
Ｂ・右上
Ｂ亜脱臼
下唇挫創
／左頬打
撲

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
７　)回/
年

基準
以上
配置

　職員は
事故防止
の重要性
を認識し
ていた
が、園で
作成して
いたマ
ニュアル
や研修が
活かされ
なかっ
た。

　再度、
職員全員
で検証
し、園外
で遊ぶ際
に遵守し
ていく。

定期的に
実施

実施頻度
毎回

定期的に
実施

実施頻度
毎回

定期的に
実施

実施頻度
毎回

　ブラン
コの高さ
（41㎝）
が本児に
は高かっ
た。

　固定遊
具で遊ぶ
際には、
園児の年
齢、身体
の状況、
経験を留
意して、
遊具の選
択、保育
士の配置
体制を確
認する。

集団活
動中・
見守り
あり

　ブラン
コはよく
遊ぶ固定
遊具であ
るが、手
を放して
しまうこ
とも想定
し、2歳
児の場合
には、1
対１で対
応するべ
きであっ
た。

　咄嗟の
行動にも
対応でき
るよう、
一人ず
つ、ぶら
んこに乗
せる。ま
た、急な
飛び出し
防止のた
め、サー
クルの外
に待つ園
児の側に
も職員を
配置す
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
　体調・
機嫌良好
で登園す
る。他児
とトラブ
ルもな
く、ブラ
ンコ遊び
を楽しん
でいた。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的内
容記載欄)
　ブランコ
に乗りたい
園児が８名
おり、サー
クルの外に
6名を待機
させなが
ら、２名ず
つブランコ
に乗せ、担
任はブラン
コの中央に
立ってい
た。個々に
合わせて揺
らしたり声
掛けをした
りし、ブラ
ンコを待機
している児
も気にかけ
ながら見て
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
　他保育
士３名は
園児11名
の遊ぶ滑
り台や砂
場のエリ
アに付い
ていた。
子どもた
ちは自由
にそれぞ
れ遊具を
行き来し
ていた。

　二人
の園児
を同時
にブラ
ンコに
乗せて
いた。

　それぞれ
の経験や身
体機能に応
じて、一人
ずつブラン
コに乗せる
等配慮す
る。

3440

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

0歳児 10 名 名 名 名 名 名 名 ４名 ４名 1歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

右上Ａ
亜脱臼

その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度
(２)回/年

基準
以上
配置

・夕方
は、子ど
もの疲れ
が見られ
る時間帯
であるこ
とを踏ま
え、個別
対応の配
慮が不足
してい
た。

・クラス内
打ち合わせ
において、
担当する子
どもの様子
も把握でき
るよう情報
共有を強化
する。
・「事故防
止チェック
リスト」の
再確認を行
う他、集団
保育におけ
る事故が発
生し易い時
間、状況、
予想される
子どもの疲
労等につい
て、意見交
換を行い、
その内容を
共有する。

定期的に
実施

実施頻度
(４)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(毎日)回/
年

扉の枠に
緩衝カ
バーを設
置してい
なかっ
た。

発達を踏
まえた、
環境をつ
くり、子
どもの動
きに合わ
せた怪我
の防止策
を行う。
（扉の枠
にカバー
を付け
る）

個人活
動中・
見守り
あり

・園児の
歩行の不
安定さや
落ち着か
ない様子
が見られ
た際に、
抱っこを
する等事
故防止へ
の対応に
至らな
かった。

・園児が
落ち着か
ない時
は、保育
士間で情
報を共有
し、該当
児の様子
を気に掛
ける等、
注意が必
要だっ
た。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

・興奮し
たように
はしゃい
でいた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

・手を繋
いで、歩
いてい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・他２名
は室内の
遊びス
ペースに
いて、他
児の遊び
をを見
守ってい
た。1名
は、トイ
レで排泄
の介助を
行ってい
た。

―

・常に手を
繋ぐのでは
なく、園児
の発達やそ
の時の様子
により、安
全に留意し
ながらひと
りで歩く経
験をさせて
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3441

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午後
施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

11
0
名

0
名

0
名

0
名

0
名

11
名

0
名

1名 1名 5歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 その他 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左第5指
基節骨骨
折・左手
打撲

その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
配置

寒い時期
だったの
で準備体
操がたり
なかっ
た。手指
でキャッ
チしたの
で衝撃が
強かった

準備体操
の励行、
ボールの
キャッチ
の仕方を
再確認す
る。（腕
と体でう
けともら
れよう
に）

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
４　)回/
月

問題ない
ものと考
えられ
る。

特になし

集団活
動中・
見守り
あり

ドッジ
ボールを
キャッチ
できてい
たのに衝
撃に耐え
られな
かったよ
うだ、医
者が小さ
い骨で気
づきにく
いと言わ
れた

運動遊び
や散歩，
体操など
定期的に
実施し筋
力など体
力作りを
してい
く。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
１月より
5歳児は
入学準備
で午睡の
時間に他
の公立保
育園と
ドッジ
ボール交
流をしよ
うと練習
してい
て、ボー
ルをとれ
るように
なってき
た

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
ドッジ
ボール
ゲームの
指導もし
ながら全
体を見て
いた。対
象児が
ボールを
キャッチ
できたこ
とを褒め
ていたと
ころだっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
５歳児以
外は午睡
の時間で
あったた
め他の職
員は

小さい
骨で気
づきに
くい部
位であ
まり腫
れてい
なかっ
たの
で、看
護師も
骨折ま
ではし
ていな
い思う
ほどで
あっ
た。

念のために
保護者に家
庭の様子を
きき、受診
にいたり、
骨折を発見
できたの
で、必ず翌
日も子の様
子を保護者
に聴くこ
と、観察し
ていくこと
を皆で確認
した。

3442

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

36 名 名
9
名

8
名

8
名

11
名

名 4名 4名 6歳 女児 特になし。
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

骨折（若
木骨折）

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
適宜　)回
/年

基準
配置

転倒によ
り、骨折
に至るこ
との認識
不足が
あった。

児童へ転
倒時に手
をつくこ
との大切
さを伝え
ること
や、転倒
の要因に
なる服装
や靴のサ
イズを重
要性を家
庭へも伝
えてい
く。

定期的に
実施

実施頻度(
6　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
6　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
6　)回/年

園庭には
ゴムチッ
プによる
クッショ
ン材が敷
いてある
が、あく
までも緩
衝材であ
るため、
今回のよ
うな転倒
の際に骨
折に至っ
てしまっ
た。

屋外であ
るため風
化による
硬直化が
想定さ
れ、メン
テナンス
を検討を
する。

集団活
動中・
子ども
達のみ

異年齢保
育のた
め、活動
範囲や能
力の差が
ある中で
の遊び
だった。

児童の活
動範囲や
能力を考
慮した遊
びの提案
をする。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
”どろけ
い”で警
察役とな
り、追い
かけてい
る最中に
転倒し
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
園庭内で
の遊びを
見守って
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
園庭内で
の遊びを
見守って
いた。

児童が
他児と
接触し
てしま
う混雑
状況の
認識が
低かっ
た。

遊んでいる
児童の混
雑・過密状
況を把握し
て、整理緩
和をする。

3443

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

33 名 名 名
13
名

名
21
名

名 3名 3名 5歳 男児

特記事項に
ついて保護
者に伝えて
いないため
削除して公
表してほし
い。

屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右上腕骨
顆上骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

基準
以上
配置

パネルで
遊ぶ時の
ルールは
あるが、
クラスで
違いも出
てきてい
たので、
対応に迷
う状況が
あった

パネルの
高さ、組
む時の約
束、遊ぶ
時の注意
など、
ルールを
再確認す
る。

定期的に
実施

実施頻度(
2　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
2　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

大型パネ
ルの枚数
が多い。

高く積め
ないよう
に、枚数
を減ら
す。

集団活
動中・
見守り
あり

園庭の遊
具が多す
ぎて、子
どもの遊
びを把握
しきれて
ていな
い。

使わない
遊具を、
庭の倉庫
に入れる
など、整
理する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

５歳児３
人で戦い
ごっこを
してい
て、トラ
ブルとな
り、他児
が投げた
パネルを
よけよう
として転
落する。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

投げたパ
ネルを受
け止めた
が、転落
するのを
防げな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ時間
に、鉄棒
や、砂場
でトラブ
ルがあ
り、他の
職員はそ
の対応に
当たって
いた。

パネル
で遊ぶ
時の
ルール
が守ら
れてい
なかっ
た。職
員の連
携不
足。危
険察知
能力の
不足。
子ども
への対
応の問
題。

ルールを再確
認し、徹底す
る。異年齢で
交流するとき
もリーダーを
決め、声を掛
け合う。
子どもの把握
や事故事例の
学習などで、
危険察知能力
を上げる取組
みを行う。
子どもに対し
て禁止用語で
は対応になら
ない。
なぜそうなる
のか子どもの
気持ちを聞い
たり、そうな
らないような
具体的な対策
が必要。

3444

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6
昼食時・
おやつ時

施設内
(室内)

異年齢構
成

27 名 名 名 名
12
名

１
５
名

名 2名 2名 4歳 男児 特になし
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左足小指
骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

なし
不定
期に
実施

実施頻度
(1　　)回
/年

基準
以上
配置

―

職員配置
等につい
ては適切
なため、
改善策な
し。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(４８)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
点検を実
施してい
るため改
善策な
し。

集団活
動中・
見守り
あり

普段であ
れば、年
齢別に各
保育室で
午睡準備
をする
が、当日
は、４，
５歳児合
同で１つ
の保育室
で行って
おり、落
ち着かな
い状況が
あった。

落ち着い
た状況の
中で、午
睡準備が
できるよ
う、時間
配分、保
育室の環
境等工夫
する。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
午睡準備
中に保育
室を走り
回る状況
があり、
他児とぶ
つかっ
て、額を
ぶつけて
いた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
対象児に
対し、保
育室内を
走り回ら
ないよう
再三声を
かけてい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他児の午
睡準備の
援助をし
ていた。

―

職員の状況
としては適
切な配置と
見守りをし
ていたた
め、改善策
なし。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3445

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午前中
施設内
(室内)

3歳児 28 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 4歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ―
創傷(切
創・裂傷
等)

顔面(口
腔内含
む)

左涙管断
裂

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
未実
施

実施頻度(
)回/年

基準
以上
配置

特になし 特になし
不定期に
実施

実施頻度
(３)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(４８)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(４８)回/
年

タオル掛
けの形状
に問題あ
り

すぐにタ
オル掛け
を撤去
し、紙
ペーパー
にて対応
してい
る。ぶつ
かっても
危なくな
い新しい
形状のタ
オル掛け
を購入予
定（6
月）。

集団活
動中・
見守り
あり

給食の配
膳等に追
われ、保
育士の業
務が忙し
い時間帯
ではあっ
たが、配
置基準は
満たして
おり、通
常の事と
して環境
面におい
て問題が
あったと
は考えに
くい。

特になし

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
給食の準
備のた
め、手洗
いに行っ
た際に起
こってし
まった。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
園児それ
ぞれが給
食の準備
に取り掛
かってい
るか、全
体の様子
をみなが
ら、個別
に声を掛
けてい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
給食の配
膳等に追
われてい
たが、子
どもの目
の届く範
囲内には
いた。

配置職
員は、
通常の
業務を
行って
おり、
人的面
におい
て問題
があっ
たとは
考えら
れな
い。

特になし

3446

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

64 名 名 名
20
名

21
名

23
名

0
名

5名 5名 6歳 女児 特になし。
屋外活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

腓骨剥離
骨折

その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

基準
配置

特になし

今後も配
置基準を
守ってい
きなが
ら、子ど
もの動き
を見守れ
るように
する。

定期的に
実施

実施頻度
(2)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度
(4～5)回/
年

特になし

園庭整備
はほぼ毎
日実施。
園庭のく
ぼみや小
石なども
拾ってか
ら遊んで
いる。こ
れからも
引き続き
園庭整備
を重視す
る。

集団活
動中・
見守り
あり

特になし

準備運動
やマラソ
ンをし、
入念に身
体を動か
してから
自由遊び
を行っ
た。今後
も準備運
動を徹底
する。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
自分は園
庭で走っ
て遊ぶこ
とができ
る嬉しさ
はあった
ようであ
る

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
サッカー
ゴールの
前で園児
が順番に
ゴール
し、1名
がゴール
キーパー
をする様
子を見
守ってい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
3,4,5歳
児のあそ
びを見
守った
り、一緒
に参加し
ながら保
育をして
いた。

特にな
し

今後も配置
基準を守っ
ていきなが
ら、子ども
の動きを見
守れるよう
にする。

3447

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2 午後
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

15 名 名 名 名
2
名

13
名

名 2名 2名 6歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右橈骨骨
折（右手
首骨折）

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
2　)回/年

基準
以上
配置

年度途中
の復帰や
入職者へ
のマニュ
アルの確
認不足

現マニュア
ルに、ブラ
ンコで遊ぶ
際は職員が
必ず傍で見
るように
なっている
が、子ども
がブランコ
から降りる
まで職員が
目を離さな
いようにす
ることを追
加し、全職
員への周知
を図る。年
度途中から
復帰・入職
者に対して
のマニュア
ルの確認・
周知をリス
ク管理責任
者がおこな
う。

定期的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/週

ブランコ
下に敷い
ているゴ
ム製安全
マットが
硬くなっ
てきてい
た。

人工芝生
を敷く事
で、衝撃
を和らげ
る。

集団活
動中・
見守り
あり

職員の交
代時の引
継ぎをし
ていた

活動から
次の活動
に移行す
る時見守
りを怠ら
ないよう
配慮する

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
　ままご
との片づ
けをした
後、他の
こどもは
保育室に
入って
いった
が、ブラ
ンコが空
いている
のを見て
走ってい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的内
容記載欄)
休憩時間が
終わり交代
するために
テラスに出
たが、外に
いた職員か
ら本児が片
付けを終え
てブランコ
に行き部屋
に入ってい
ないことの
伝達を受け
ていてブラ
ンコに行く
のが遅く
なった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的内
容記載欄)
おやつの時
間になるの
で片付けて
から保育室
に入ること
を伝え片付
けは終えた
が、その後
本児がブラ
ンコに走っ
て行ったこ
とを確認し
た時に、担
任がテラス
に出てきた
のでそのこ
とを伝えて
た。

ブラン
コに
走って
行った
時に、
本人に
声をか
けたが
直ぐに
ブラン
コの所
に行か
ず、ブ
ランコ
から転
落する
瞬間に
間に合
わな
かっ
た。

ブランコで
遊ぶ場合
は、保育士
がそばで見
守る事に
なってお
り、子ども
が降りたこ
とを確認し
てから次の
行動に移る
ようにす
る。

3448

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 午後
施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

24 名 名 名 名 名 名 名 １名 １名 5歳 男児 なし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

　左橈骨
遠位端骨
折、左肘
挫傷及び
捻挫、左
肩挫傷及
び捻挫

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(１)回/年

基準
配置

「戸外の
雪遊びに
ついて」
のマニュ
アルの中
に、雪の
築山を歩
いて下り
る際の子
どもの注
意点を具
体的に記
載し確認
し合って
いなかっ
た。

職員間で
原因・対
策を共有
する。ま
た、「戸
外の雪遊
びについ
て」のマ
ニュアル
の見直
し・改訂
を行う。

定期的に
実施

実施頻度
(２)回/年

定期的に
実施

実施頻度
毎日

定期的に
実施

実施頻度
毎日

築山自体
の斜面の
傾斜はさ
ほど強く
はない
が、子ど
もたちが
下りる
際、自分
自身で注
意する意
識が薄
かった。

子どもた
ちに雪の
築山から
降りる際
はゆっく
り下りる
こと、走
らないこ
とを再確
認する。

集団活
動中・
見守り
あり

片付けを
始めるタ
イミング
に配慮が
不足して
いた。

子どもた
ちが集
まった時
点で片付
けに入る
ことを職
員間で
しっかり
と共有す
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
築山で遊
んでいた
が、保育
士より片
付けて入
室すると
の声掛け
があり、
戻ろうと
山を下り
ていた。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
築山に本
児がいる
ことは確
認してい
たが、下
りきる前
に片付け
に入り、
転倒の様
子を正確
に見てい
なかっ
た。その
ため、
とっさの
適切な援
助も難し
かった。

―

(具体的
内容記載
欄)

築山に
いる子
どもに
対し
て、
ゆっく
りと下
りるよ
う声を
かけて
いな
かっ
た。

雪遊びのス
タートの時
期は、子ど
もたちが雪
遊びに慣れ
ていないこ
とが予想さ
れるため、
丁寧に声掛
け等を行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3449

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

68名
9
名

10
名

12
名

11
名

14
名

12
名

0
名

11名 11名 6歳 女児 無し
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右上腕骨
顆上骨折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(1)回/年

基準
以上
配置

前日に嘔
吐あり。
体調がす
ぐれてい
なかっ
た。

寝転がる
子は、声
かけし、
体調がす
ぐれない
場合は医
務室に連
れていき
休ませ
る。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

保育室の
絵本コー
ナの位置
は適切で
あったか

絵本コー
ナの位置
再度確認

集団活
動中・
見守り
あり

絵本コー
ナで寝転
がる

保育室で
の遊び
方、約束
事につい
て、子供
達に繰り
返し伝え
る。
朝の受け
入れや、
遊び方に
配慮す
る。

いつも
より元
気がな
かった

(具体的
内容記載
欄)
指診の確
認

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
本児は朝
の準備が
終わり絵
本コー
ナーにい
る

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)

寝転ん
で遊ん
でいる
子　走
り回っ
ている
子への
声かけ
や指導
が不十
分で
あった

保育室での
遊び方、約
束事につい
て、子供達
に繰り返し
伝える。
保育者の見
る位置や配
置などの環
境をもう一
度、園全体
で話し合う
朝の受け入
れや、遊び
方に配慮す
る。

3450

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1
昼食時・
おやつ時

施設内
(室内)

3歳児 17 名 名 名 名 名 名 名 2 2 4歳 男児 特になし
室内活動
中

負傷 ― その他

上肢
(腕・
手・手
指)

右第5指
中節骨ひ
び疑い

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(3　　)回
/年

基準
以上
配置

食事の準備や
片づけで、食
器など（台布
巾、残食ボー
ル）を持って
階段を上がる
事に意欲的で
上手になって
いたが、子ど
もが持つ物
と、大人が
持っていく物
を見直し、も
しも転んでし
まった時に
は、手をちゃ
んと着ける状
態にしてお
く。平面を歩
く時と階段で
は転んだ時の
リスクも違う
ため、子ども
がやりたがっ
てできたとし
ても、大人の
判断と見極め
をしっかりし
ていく。

食器は大
人が保育
室まで運
ぶことに
した。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

床や階段
が滑る状
態ではな
いかどう
かも、点
検事項と
して必要
なので、
追加す
る。

集団活
動中・
見守り
あり

子どもの
やりたい
気持ちだ
けに任せ
ていて、
食器を子
どもに運
ばせるこ
とについ
て十分に
検討され
ていな
かった。
年齢的な
ことも含
めて子ど
もには適
していな
いことを
職員会議
で話合っ
た。

食器は子
どもには
運ばせず
に、大人
が保育室
まで運ぶ
ことに変
更。
他の園児
達にもお
友達が階
段で転倒
して手の
指を負傷
してし
まった事
を伝え、
気をつけ
るように
話をして
促す。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
お皿を4
枚、両手
に持ち1
段ずつ階
段を歩い
て登って
いた。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
本児が転
倒すると
すぐに近
づき「大
丈夫？」
と声をか
けなが
ら、様子
を確認し
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の担当
は、保育
室で他の
子ども達
と食事の
準備をし
ていた。

いつも
出来て
いたこ
とだっ
たの
で、気
を付け
るよう
に注意
の声掛
けが、
事前に
なかっ
た。

子ども自身
も自分で気
をつけられ
るように、
日常的に繰
り返し話を
して注意を
促す。

3451

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

106
11
名

16
名

19
名

24
名

14
名

22
名

名 18名 17名 4歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

―

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
3　)回/年

基準
以上
配置

―

年齢的な体
のつくり
(頭部比率
が大きい）
を考慮し、
体の使い方
を職員及び
子どもに周
知する。適
切な年齢で
の遊具遊び
であるかを
確認し、子
どもにも使
い方を丁寧
に教える。

定期的に
実施

実施頻度(
12)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
1)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

ジャング
ルジムの
破損、設
置場所等
に問題は
なかっ
た。

集団活
動中・
見守り
あり

本児が両
手を離し
その場を
離れるま
で油断で
きない。

ジャング
ルジムか
ら離れる
まで見守
る必要が
ある。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
両手を
しっかり
握り、確
実に1歩
ずつ降り
ていた。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
3～4名が
ジャング
ルジムに
のり、そ
の様子を
一人の職
員で全体
の動きを
みてい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
ジャング
ルジム以
外の場所
で遊ぶ子
どもをみ
ていた

―

ジャングル
ジムに職員
がつけない
ときは使用
停止をして
いる。1対1
の状況でも
防ぎきれな
いものと思
われる。

3452

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

3 名 名 名
1
名

2
名

名 名 1名 1名 5歳 女児 なし
登園・降
園中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左外果骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

基準
以上
配置

会議など
の中で、
ヒヤリ
ハットな
どのケー
スを分析
する機会
が不足し
ている

様々な状
況下で事
故が発生
すること
を学ぶ機
会を増や
す

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

床に傷み
は見られ
ない

床の固さ
や素材に
問題はな
い

その他

玄関が混
雑してい
たわけで
はない
が、降園
するまで
やや時間
を要して
いた

迎え時に
子どもの
気持ちが
高揚し、
保護者が
目を離す
などで、
けがにつ
ながりや
すいこと
もあるた
め、子ど
もや保護
者には落
ち着いて
準備し、
速やかに
降園する
よう周知
する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
仲の良い
友達と降
園時間が
重なり、
嬉しく
なって跳
びあがっ
た

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
玄関の視
診番は、
本児のそ
ばに保護
者がいた
ため、見
守ってい
た

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育室で
保育中
だった

保護者
と一緒
である
こと
で、保
育士も
安心し
ていた

保育士は子
どもの動き
を予測し
て、危険に
つながるこ
とが予想さ
れる時に
は、保護者
が一緒の時
でも、早め
に声をかけ
たり、制止
したりする
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3453

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

― 20 名 名 名 名 名 名 名 3名 3 5歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右焼骨遠
位骨監幹
端骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
以上
配置

進級して
すぐの散
歩だった
ため気持
ちも高揚
していた
と思われ
る。又滑
り台での
スピード
感を味
わったり
後方から
くる友だ
ちとの共
有等楽し
さも倍増
していた
と思われ
る。

徐々に高
ぶっていく
気持ちが全
体的にエス
カレートし
ていったの
ではないか
と思われ
る。遊びの
状況を見て
共感しつつ
危険な行為
等がないか
を職員同士
で連携して
いく事が大
切な事だっ
た。

定期的に
実施

実施頻度(
3)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(3　)回/
年

不定期に
実施

実施頻度
(数回
)回/年
発達に合
わせた玩
具や破損
などが起
きていな
いか
チェック
してい
る。

パイプ状
の滑り台
の為通常
の滑り台
より幅が
あり少し
螺旋状の
為スピー
ド感が増
したと思
われる。

安全に遊
ぶための
約束ごと
や、エス
カレート
してきた
場合の遊
び方の確
認

集団活
動中・
見守り
あり

連続して
滑りたい
気持ちも
受け止め
ながら、
エスカ
レートし
ていく姿
を把握し
時には
「危険」
という事
を知らせ
ていく。

職員同士
連携をと
りながら
状況を把
握してい
く。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
進級して
気持ちが
高揚しか
つ久しぶ
りの散歩
で気持ち
も高揚し
たと思わ
れる。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
あそびこ
んでいる
様子は見
守ってい
たが危険
な状況を
察知でき
なかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
それぞれ
の場所で
遊びの様
子を観察
してい
た。

スピー
ドが増
してい
く状況
にあっ
た。

遊び方の再
確認をす
る。

3454

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室外・
園庭等)

― 12 名 名 名 名 名 名 名 名 名 4歳 女児 ―
登園・降
園中

負傷 ― 骨折
骨折（ひ
び）

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
3　)回/年

基準
配置

―

「危険予
知トレー
ニング」
を利用し
ての研修
を実施す
る。

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

施設、設
備等では
事故の要
因はな
かった。

その他

受け入れ
時の机が
子供の動
線付近に
置いて
あった。

机を後ろ
に下げて
保育士が
机の前に
立つよう
にした。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)

保育士
は事故
直後子
どもを
抱き上
げた
が、指
を机で
打った
ことに
気づか
なかっ
た。

子供の小さ
な異変にも
気づけるよ
うに「危険
予知トレー
ニング」を
利用しての
話し合いを
する。

3455

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

53 名 名 名 名
３
２
名

２
１
名

名 4名 4名 4歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右鎖骨骨
折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(2)回/年

基準
配置

①うんて
いの鉄棒
で遊ぶ場
合は、手
で握った
状態で遊
ばなけれ
ば、怪我
をして痛
い思いを
する怪我
になるの
でルール
を守るよ
う指導が
徹底され
なかっ
た。

①うんて
いの鉄棒
で遊ぶ場
合は手を
離さず、
ルールを
守って遊
ぶことの
大切さを
再度伝え
ていく。

定期的に
実施

実施頻度
(２４)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(２５)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

なし なし

集団活
動中・
見守り
あり

①危険遊
具を見渡
す保育者
の人員配
置ができ
ていな
かった。

①園庭を
見渡せる
ような人
員配置を
行う。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
活発な児
で、うん
ていをし
にやって
来た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
うんてい
の場所に
保育者は
居たが、
他児の対
応をして
いたた
め、うん
ていに来
て遊ぶ様
子を見て
いなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は別の遊
具（ブラ
ンコ、鉄
棒）で遊
びの観察
をしてい
たので見
ていな
かった。

①危険
遊具を
見渡す
保育者
の人員
配置が
できて
いな
かっ
た。

①危険遊具
等を見渡す
保育者の人
員配置を行
う。

3456

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午後
施設内
(室外・
園庭等)

4歳児 33 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳 男児 特になし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左前腕尺
骨骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(１０)回/
年

基準
配置

なし なし
定期的に
実施

実施頻度
(２４)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(２５)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

なし なし

集団活
動中・
見守り
あり

なし なし

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
お茶を飲
んでトイ
レに行き
慌てて
サッカー
に戻ろう
としてい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
お茶を飲
みに行
き、戻る
姿を見て
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の職員
は他の遊
具（滑り
台）で遊
ぶ児の様
子を見て
いた。

①ゲー
ム途中
で抜け
る場合
は慌て
て戻ろ
うと走
るた
め、慌
てて、
来るこ
とのな
いよう
伝えて
いな
かっ
た。

①ゲーム時
の児の心理
状態を把握
し、事前に
慌てずゆっ
くり戻るよ
う声かけを
行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3457

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

81
０
名

１
１
名

１
８
名

１
６
名

１
６
名

２
０
名

名
１５
名

１５名 2歳 女児 なし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

末節骨の
骨折、爪
の剥がれ

その他 なし
不定
期に
実施

実施頻度
(２)回/年

基準
以上
配置

― ―
定期的に
実施

実施頻度(
１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
１２)回/
年

不定期に
実施

実施頻度
(ほぼ毎
日)回/年

園庭に凹
凸、傾斜
があっ
た。

凹凸、傾
斜の改
善。難し
い場合は
鉄棒の位
置の改善
等危険個
所を確
認。

集団活
動中・
見守り
あり

当日は
「卒園
式」で通
常の保育
ではな
かった。
子供が成
長し体重
も増えて
いた。

通常保育
でない時
（行事
等）は細
心の注意
を払う。
子供の成
長を再認
識してい
く。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育士の
押す避難
車、右端
前方に手
すりを
もって
乗ってい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)
6人の子供を
乗せ、傾斜
で避難車が
鉄棒の方へ
衝突しそう
になり急い
で止めよう
としたが、
間に合わな
かった。傾
斜や風も
あって真後
ろ（ブレー
キ部分）が
ある部分で
なく、後ろ
と右側手す
りの2か所を
もって押し
ていた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的内容
記載欄)
1歳児は2台
の避難車で
見送りに出
た。保育室
に帰る際、
１台目に本
児の乗った
避難車が行
き、２台目
が方向をう
まく取れず
違う固定遊
具にぶつか
りそうにな
り、2人で押
していた。1
台目の避難
車が傾斜で
鉄棒の方へ
衝突しそう
になり1人が
急いで向
かったが間
に合わず衝
突した。

通常使
用する
避難車
ではな
かっ
た。ブ
レーキ
がつい
ていた
が、そ
の場所
をもっ
ていな
かっ
た。

通常使用し
ていない物
を使うとき
は細心の注
意を払う。
ブレーキが
使用できる
ようにしっ
かりと持
つ。

3458

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

48 名 名 名
１
２
名

１
４
名

２
２
名

名 ３名 ３名 6歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

なし
不定
期に
実施

実施頻度
(0)回/年

基準
配置

―

今後も保
育指針に
基づき保
育を行う
と同時
に、職員
の観察力
強化、連
携に努
め、園内
の事故発
生を未然
に防いで
いきた
い。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

平均台を
設置する
ときは、
まわりで
遊んでい
る子ども
にも目を
向け、側
に職員が
配置し声
がけする
など危険
のないよ
う配慮す
る。

集団活
動中・
見守り
あり

大ホール
には、３
歳～５歳
児の約１
５名ほど
が遊んで
いた。そ
の中で仲
良しの友
達と二人
で遊具を
使わず夢
中で追い
かけっこ
をして遊
んでい
た。走っ
ていて目
に入った
平均台を
飛び越え
ようとし
た。

あらゆる
危険を予
測し、常
に安全に
気を配り
ながら保
育にあた
るよう職
員に再確
認させ
る。子ど
もたちに
も、安全
にあそべ
るよう遊
具の使い
方などの
話をし
た。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

大ホール
には、３
歳～５歳
児の約１
５名ほど
が遊んで
いた。そ
の中で仲
良しの友
達と二人
で遊具を
使わず夢
中で追い
かけっこ
をして遊
んでい
た。走っ
ていて目
に入った
平均台を
飛び越え
ようとし
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)　平
均台のそば
に付いてい
た担当保育
士が、平均
台へ走って
きてジャン
プし転倒し
た本児に気
づいた。平
均台とぶつ
かったつま
先を視診し
たところ、
赤みはあっ
たものの、
外傷、腫れ
は見られな
かったので
保冷剤で冷
やし様子を
みた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)　そ
れぞれの
コーナー
に分かれ
て、危険
のないよ
うに見
守ってい
た。

―

あらゆる危
険を予測
し、常に安
全に気を配
りながら保
育にあたる
よう職員に
再確認させ
る。子ども
たちにも、
安全にあそ
べるよう遊
具の使い方
などの話を
した。

3459

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 午前中
施設内
(室内)

1歳児 12 名 名 名 名 名 名 名 3名 ３名 2歳 女児
・発熱時の
転倒事故

室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

右股関節
捻挫、右
脛骨骨幹
部骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
以上
配置

本児は当
時３７，
８℃の熱
があった
ため、バ
ランスを
崩して転
んだとき
に右足脛
部に力が
かかっ
た。

体調の悪
さを察知
し、安静
に保てる
ように配
慮するこ
と。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

―
実施頻度(
12　)回/
年

落ち着い
て遊べる
絵本や遊
具を準備
する。

集団活
動中・
見守り
あり

特になし

落ち着い
て遊べる
絵本や遊
具で保育
士と共に
過ごす。

具合が
悪かっ
た(熱
発・腹
痛・風
邪気味
等)

(具体的
内容記載
欄)
１週間前
から風邪
気味で微
熱、鼻水
などの症
状が続き
いつもの
元気はな
かった。
遊びに入
らず見て
いること
もあっ
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
近くで、
対象児の
動きを見
ながら、
他の園児
とも関
わってい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の園児
と広告紙
で遊んで
いた。

特にな
し

体調が優れ
ない様子を
察知して個
別に関わる
ようにす
る。

3460

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

3歳児 24 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 3歳 女児 なし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右鎖骨骨
折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(１)回/年

基準
配置

―

事故防止
について
研修を実
施（今回
の事例を
基に）
し、再発
予防に努
める

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

引き続き
安全点検
を実施

集団活
動中・
見守り
あり

あらゆる
危険を想
定し、園
児を見守
る

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
元気に戸
外活動を
楽しんで
いた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
園庭全体
を見渡せ
る位置
で、園児
たちを見
ていた。
転倒の瞬
間は目に
したが、
手を差し
伸べられ
る位置に
はいな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他児の動
きを見て
いたた
め。

友達と
手をつ
ないで
走ると
転倒す
る危険
性があ
る。

転倒等の危
険が予知さ
れる場合
は、声を掛
け遊びを中
断させる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3461

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午後
施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

16 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 6歳 男児 特になし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(4)回/年

基準
配置

特になし 特になし
定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(1)回/日

特になし 特になし

集団活
動中・
見守り
あり

特になし 特になし

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
本児は元
気に友達
と活発に
遊んでい
たが、飛
び降りよ
うとした
場所に思
いがけず
他の子が
いて、そ
の子を
よけよう
として着
地した。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
子ども全
員が見え
る場所
で、危険
な行いを
していな
いか注意
深く見て
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
その場に
担当職員
以外の職
員はいな
かった。

飛び降
りよう
とした
場所に
思いが
けず他
の子が
いて、
その子
をよけ
ようと
して
着地に
失敗し
たと思
われ
る。

いつどこで
事故が起き
るかわから
ないので、
普段から全
職員が危機
管理の意識
をより強く
持ち、研修
で学んだこ
とを生かし
ながら保育
にあたるよ
う職員間で
話し合っ
た。

3462

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4
朝(始業
～午前10
時頃)

施設外
(園外保
育先・公
園等)

3歳児 11 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 3歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

不全骨折

他児か
ら危害
を加え
られた
もの

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
10　)回/
年

基準
配置

細かな所
まで職員
が安全対
策等に周
知できる
ように定
期的に話
し合いの
場を設け
ていく。

マニュア
ルの読み
直しを定
期的に
行ってい
く。

定期的に
実施

実施頻度
(12　　)
回/年

定期的に
実施

実施頻度
(0　　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
30　)回/
年

普段散歩
道に変化
がある。

散歩先が
工事な
ど、イレ
ギュラー
で普段と
少し変化
があるか
など職員
間で周知
してい
く。

集団活
動中・
見守り
あり

子ども同
士をきち
んと手を
繋いでい
ない、靴
をきちん
と履いて
いない

子ども同
士をきち
んと手を
繋いでい
るか靴を
きちんと
履いてい
るかの確
認。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
友達同士
きちんと
手を繋い
で歩いて
いた。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
散歩で子
ども達同
士手を繋
がせて歩
いていた
のを、先
導した
り、歩行
や近隣の
物にぶつ
からない
様声かけ
を行って
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
先導して
いるス
タッフに
声をかけ
ながら連
携を取り
子ども達
に声かけ
を行って
いた。

歩行の
速さが
スタッ
フによ
り変わ
る。

日々歩行に
対して歩く
速さなどは
調整が必
要。

3463

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

20
2
名

9
名

9
名

名 名 名 名 6名 6名 2歳 男児

1歳で2回の
熱性痙攣を
起こしてい
る

屋外活動
中

負傷 ― 意識不明
顔面(口
腔内含
む)

単純型熱
性痙攣

その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度
(１～２)
回/年

基準
以上
配置

本児にお
いては、
以前に熱
性痙攣を
起こした
ことがあ
り、事故
発生時に
も急激に
高熱が出
たことが
原因で今
回の事故
につな
がったと
考えられ
る。事故
発生の際
は、保育
者数を十
分に配置
していた
ため、迅
速に対応
すること
ができ
た。

以前より体温の
計測において
は、2～3時間お
き、3～5回の頻
度にて行ってい
たが本児が体温
計を脇に挟むの
を拒むことが多
く、また、計測
時間が長いこと
が課題となって
いた。今回の事
故を踏まえて、
非接触体温計に
変更すること
で、戸外活動の
際にも計測する
ことが可能とな
り本児の体調の
変化に気づくこ
とができる。ま
た、検温する時
間（タイミン
グ）についても
特定していき、
予兆を見逃さな
いよう留意す
る。その他、戸
外活動の際でも
園児の体調の変
化に気づけるよ
うに職員全体で
留意し、連携を
とっていく。

定期的に
実施

実施頻度
(毎)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(毎)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(毎)回/年

本児の事
故が発生
した際、
手をつか
ずに転倒
し、地面
に鼻が当
たったた
め、鼻血
が出た。

活動を行
う際、ど
のような
事故が想
定される
かを意識
し、転倒
した際に
大事故に
ならない
よう公園
内の活動
場所への
配慮や、
安全点検
を行うよ
うにす
る。

集団活
動中・
見守り
あり

保育者が
本児のす
ぐ近くに
いたもの
の、直前
まで元気
に走り
回ってい
たため、
体調の変
化にすぐ
に気付け
なかった
ことが原
因と考え
られる。
また、本
児の急な
発熱によ
り手をつ
かずに顔
面（鼻）
から転倒
したこと
で鼻血が
でた。

体温をこ
まめに計
測するよ
うにし、
日々の体
調の把
握・共有
を行い、
急な体調
の変化に
も早く気
づけるよ
うに意識
する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

朝の連絡
ノートに
は本児の
体温は平
熱（36.5
度）であ
り、戸外
活動にお
いても転
倒する直
前までは
元気に走
り回って
いる姿が
見られ
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

事故発生
時には、
本児の近
くには保
育者が２
人おり、
転倒する
直前の様
子、転倒
してから
の様子に
違和感を
感じたた
め、すぐ
に児の体
勢を起こ
し、声か
けをす
る。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

すべての
保育者間
で状況を
すぐに共
有し、本
児のそば
で様子を
観察する
者、救急
車に連絡
する者、
他の児を
集める者
等、役割
分担して
連携をと
る。

保育者
が本児
のすぐ
近くに
いたも
のの、
体調の
変化に
すぐに
気付け
なかっ
たこと
が原因
と考え
られ
る。

検温する時間
（タイミン
グ）について
特定してい
き、日々の体
調の把握・共
有を行い、急
な体調の変化
にも早く気づ
けるように意
識する。ま
た、事故発生
時には職員間
ですぐに状況
を共有し、役
割を理解して
迅速に対応が
できるよう、
事故の共有や
対策について
職員間で話し
合う場を設け
ていく。

3464

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午後
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

118 名 名 名
４
２
名

３
８
名

３
８
名

名
１０
名

１０名 4歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右上腕骨
顆上骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
配置

―

半年に一
度、また
は災害共
済にかか
るような
怪我が起
こるたび
等、職員
で確認す
る機会を
増やす。

定期的に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

遊びの場
所は十分
な広さが
確保され
ていたの
で、特に
改善点は
見当たら
ない。

集団活
動中・
見守り
あり

自分のや
りたい遊
びを楽し
んでお
り、通常
の保育と
違った活
動をして
いたわけ
ではない
ので、特
に改善点
は見つか
らない。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
泥団子を
左手に持
ち、先に
行ってし
まった友
達に声を
かけ、合
流しよう
と小走り
で駆け寄
る。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
別の子ど
もと一緒
に本児の
２．３歩
先を歩い
ていたの
で、本児
が駆け
寄ってく
るのはわ
かってい
たが動き
は見てい
なかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
園庭のそ
れぞれの
場所で、
違う遊び
をする子
どもたち
を見てい
た。

―

様々な遊び
をする子ど
もたちを危
険の無いよ
う手分けし
て見守って
いた。特に
改善点は見
つからな
い。

71 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3465

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

3歳児 11 名 名 名
11
名

名
11
名

名 3名 3名 3歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ―
創傷(切
創・裂傷
等)

顔面(口
腔内含
む)

左額部挫
傷

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

基準
以上
配置

―

見守り体
制をマ
ニュアル
化し、職
員研修な
どで何度
も確認を
する

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

園庭の土
が乾燥し
て滑りや
すくなっ
ていた

砂場の縁
にウレタ
ン材の保
護、定期
的に水を
撒く

集団活
動中・
見守り
あり

年度初
め、週末
の戸外活
動で対象
児に疲れ
があった
かもしれ
ない

疲れが予
測される
ようであ
れば戸外
活動は中
止する

いつも
どおり
の様子
であっ
た

いつもど
おりの様
子であっ
た

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

対象児に
5メート
ル弱くら
いの距離
で職員が
みていた

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児を
みていた
が、とっ
さのこと
で転倒し
たときに
追い付か
なかっ
た。

―

とっさの時
にすぐに駆
け付けられ
るように見
守り中の意
識を高める

3466

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

1 名 名 名 名 名 名 名 名 名 5歳 男児 特になし
登園・降
園中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左手上腕
部を骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
３　)回/
年

基準
配置

降園後の
園庭遊び
の制限を
設けず、
保護者に
任せて
あった

園庭遊び
の時間を
しっかり
周知する
と共に保
護者への
注意喚起
を実施。
危険な場
面を見か
けた時
は、職員
が必ず声
をかける
ことを確
認。

定期的に
実施

実施頻度
(48)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(５０)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(４８)回/
年

保育中
は、雲梯
の下に体
育マット
を敷いて
いるが、
降園後は
片づけて
あった。

マットの
敷いてい
ない時
は、雲梯
の使用が
できない
ことを園
児・保護
者に周知
した。

その他

職員が保
護者のも
とで遊ん
でいるの
で、安全
だと思い
込んでし
まった

目を離す
と危険で
あること
をしっか
り周知す
るととも
に、遊具
の対象年
齢も伝
え、自己
を未然に
防げるよ
うにし
た。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
担任と降
園の挨拶
後、保護
者と一緒
に飛行機
ジム付近
で遊び始
めた

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
降園後の
ため、遊
具で遊ぶ
園児の様
子までは
把握して
いなかっ
た

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
担任同
様、降園
時間のた
め、遊具
で遊ぶ園
児の様子
までは把
握してい
なかった

降園後
の遊び
方につ
いて
は、保
護者に
任せて
あり、
職員間
の話し
合いは
特にし
ていな
かっ
た。

降園後で
あっても、
危険な場面
(遊び方、保
護者の様子)
を見かけた
ら声をかけ
るように職
員間で話し
合いをし
た。

3467

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

4歳児 24 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳 女児

本人は、木
登りが好き
だったの
で、何度も
繰り返して
いたよう
で、より高
く登ってみ
ようとした
り、過信す
るところも
あったよう
である。

屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左橈骨尺
骨遠位端
骨折

その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度(
6　)回/年

基準
以上
配置

―

広い場所
での活動
について
は、職員
を増やす
か行動制
限をして
いく。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期点検
だけでは
なく、そ
の都度点
検の意識
をように
徹底して
いく。

集団活
動中・
見守り
あり

職員間の
連携を図
る

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)

―

危険な行動
について
は、早急に
注意をして
いく。

3468

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2 午後
施設内
(室内)

5歳以上
児

25 名 名 名 名 名
25
名

名 2名 1名 6歳 女児 特になし
室内活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

―

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
3　)回/年

基準
配置

子どもの
行動に伴
う危険を
予測する
ことが不
十分だっ
た。

事故内容
を職員会
議におい
て報告
し、再発
防止に努
める。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

今回の事
故は、他
児が本児
にぶつか
り、子ど
もが自ら
転倒した
ことによ
る事故の
ため、
ハード面
において
の改善策
は特にな
し。

集団活
動中・
見守り
あり

体を動か
す遊びで
あったに
もかかわ
らず、危
険のない
ように遊
ぶための
働きかけ
がなかっ
た。

体を動か
して遊ぶ
前に、注
意喚起を
し、ルー
ルを再確
認し、子
どもたち
に安全に
対しての
意識を持
たせる。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
午後から
保育室で
過ごし、
いつもと
同じよう
に片づけ
をした
後、遊戯
室でドッ
ジボール
に参加し
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
全体の様
子を見な
がらドッ
ジボール
の指示を
出し、円
の外側に
いて対象
児の動き
も視界に
入れてい
たが、対
象児がぶ
つかって
転ぶ瞬間
は防ぐこ
とができ
なかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
全体の様
子を見な
がら、円
の外側に
いて対象
児の動き
も視界に
入れてい
たが、対
象児がぶ
つかって
転ぶ瞬間
は防ぐこ
とができ
なかっ
た。

―

・園児の人
数に対して
職員の配置
人数は適切
であるた
め、改善点
はない。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3469

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

83
3
名

9
名

12
名

20
名

18
名

21
名

名 14名 13名 5歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

上腕骨過
剰骨折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
その都度

基準
以上
配置

―

今回起き
てしまっ
た事故に
ついての
原因を分
析し、再
発防止の
為の会議
を行う。

定期的に
実施

実施頻度
保育日毎
回

定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年
保育日毎
回

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年
保育日毎
回

人と人が
接触して
の事故な
ので、今
回はハー
ド面に原
因はな
かったの
ではない
かと考え
る。

　　83
名

室内あそ
びの後の
外あそび
だった
為、解放
的にな
り、走る
子どもも
いた。

静と動の
あそびの
環境をわ
かりやす
くし、別
の遊び場
所に移る
際には急
激に走ら
ないよう
指導し、
見守る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
築山の上
であそん
でいた
が、園庭
南側で
行ってい
たサッ
カーに加
わろうと
山を下
り、そち
らに向
かって走
り出し
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的内
容記載欄)
担当職員２
人の内一人
は、サッ
カーのあそ
びを見守り
ながら、固
定遊具であ
そぶ子ども
にも視線を
送ってい
た。
もう一人
は、固定遊
具の近くに
いて全体の
あそびを見
守っていた
が、対象児
が転ぶこと
を防ぐこと
はできない
距離にい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
築山、園
舎沿いの
ままごと
あそびの
ところに
いて、築
山周辺を
見守って
いた。

あそび
とあそ
びの間
（場
所・時
間）が
死角に
なって
いると
ころが
あっ
た。

職員の見守
り範囲が重
ならないよ
う、立ち位
置を確認し
たり、声を
掛け合うよ
うにする。

3470

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

38名 名 名 名
14
名

13
名

11
名

名 4名 4名 3歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左腕骨折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(12)回/年

基準
以上
配置

特になし 特になし
定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(1)回/週

特になし 特になし その他

それぞれ
が自分で
あそんで
いた玩具
を片付け
ており動
きが多方
向であっ
た。ま
た、片付
け後の活
動（行
動）がわ
からな
かった。

落ち着い
て取り組
むことが
出来るよ
う遊びの
内容に応
じて順番
に片付け
たり、片
付けた後
の活動
（行動）
を事前に
知らせ
る。広い
スペース
があると
走ってし
まうた
め、走ら
ないよう
に机を置
いたり間
仕切りを
するなど
配置を工
夫する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
いつもと
変わらな
い様子
で、友達
と遊ぶ姿
が見られ
たが、普
段より活
発で、小
走りやス
キップで
移動する
ことが多
い。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
衝突しそ
うだった
ので声を
掛けたが
間に合わ
なかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
それぞれ
が異なる
位置で子
どもと一
緒に片付
けてい
た。

新年度
になり
環境が
変わ
り、全
体的に
落ち着
かない
雰囲気
だっ
た。移
動の際
にあわ
ただし
く走っ
たり、
寝転ん
で遊ん
だり、
個々に
動きが
多様化
してい
た。

新年度は保
育室や担任
も変わり、
子どもたち
も落ち着き
に欠けるこ
とが考えら
れるので、
再度生活の
流れ等を丁
寧に確認す
る。普段よ
り、寝転
がって遊ば
ないこと、
部屋の中で
は走らない
ことを徹底
させる。

3471

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 午後
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

31 名 名 名 名
１
６
名

1
５
名

名 １名 １名 4歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

右鎖骨骨
折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(１～２)
回/年

基準
配置

危機管理
能力の不
足

子どもの
行う姿を
確認しつ
つも事故
が起こっ
てしまっ
たため、
子どもの
予想され
る行動を
考えなが
ら保育に
あたる

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(２４０)
回/年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

事故の起
きた鉄棒
には設備
上の問題
点は無
かった。

安全
チェック
をするだ
けでな
く、職員
同士の意
識が統一
できるよ
うに各自
がヒヤリ
ハット報
告カード
を書き、
周知でき
るように
する。

個人活
動中・
見守り
あり

見守るこ
とで安全
という意
識をして
しまった

遊ぶ前に
子どもと
遊具の遊
び方を確
認し、正
しい遊び
方を伝え
る。また
見守るだ
けでな
く、必ず
保育者が
側につい
て遊べる
ようにす
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
いつも通
り自ら鉄
棒の技の
練習を積
極的に
行ってい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
本児が自
ら練習を
していた
のを近く
の場所か
ら声をか
けながら
見てい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

現場に担
当職員の
みしかい
なかっ
た。

-

いつも通り
の様子で
も、遊具で
遊ぶ際は必
ず職員がつ
いて援助で
きる体制に
する。
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死亡
0
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1
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歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3472

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

― 21 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左側肩下
骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(３～４)
回/年

基準
以上
配置

―

新人研修
で、早い
時期に事
故予防に
関する研
修を実施
する。

定期的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

園庭は全
面芝生だ
が、鉄棒
の下など
は使用に
より芝が
剥がれ、
地面が見
えてい
た。

鉄棒の下
に人工芝
を敷き、
落下した
時の衝撃
を緩和さ
せるよう
にした。

個人活
動中・
見守り
あり

鉄棒で遊
ぶ場合、
しっかり
と鉄棒を
握る等の
指導をす
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
　運動が
得意で、
鉄棒も一
人で前回
りができ
る。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
　室内で
の集団活
動後、外
遊びのた
めに移
動。室内
に残って
いた園児
とともに
移動中。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
　室内で
の集団活
動後、外
遊びのた
めに移
動。先に
園庭に出
た園児を
見守って
いた。

補佐は
子ども
達が遊
ぶのを
見守っ
てはい
たが、
鉄棒の
ように
突然事
故が起
きる可
能性が
大きい
もの
は、
とっさ
に補助
ができ
るくら
い近い
距離で
見守る
必要が
あっ
た。

子ども達
に、鉄棒を
する時は必
ず保育者に
許可を得る
こと。保育
者は必ず傍
にいること
を徹底す
る。

3473

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

44
10
人

8
人

9
人

17
人

6人 6人 5歳 男児 なし
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左親指末
端骨骨
折・挫創

その他 なし
不定
期に
実施

実施頻度(
4　)回/年

基準
以上
配置

新学期が
始まり各
クラスが
まだ落ち
着いてい
ない状況
の中での
合同保育
時間の職
員の動き
や配置の
確認不
足。

特例保育
のマニュ
アルを見
直し、配
置を確認
し合い共
有する。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

ホールと
廊下の境
に扉があ
り、子ど
もが開閉
できる。

扉をはず
し、クッ
ションカ
バーを取
り付け
た。

集団活
動中・
見守り
あり

合同保育
の片付け
の時間と
登園時間
が重な
り、その
日は特に
早番から
登園する
5歳児が
多く落ち
着かない
状況だっ
た。

職員（ク
ラス担
任）が
ホールに
そろって
から一緒
に片付け
を始め
る。２，
３歳児の
遊具の片
付けを簡
素化し
た。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

―

対象児
の動き
を見て
いな
かった

―

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

他児の
けんか
の仲裁
中で、
担当保
育者が
全体を
見てい
なかっ
た。

担当保育者
の仕事分担
の見直しを
行い、必ず
全体を見る
ようにし
た。

3474

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午後
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

32 名 名 名 名 名
３
２
名

名 ３名 ３名 6歳 女児

立ち入り検
査、勧告、
改善命令履
歴なし

屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

母指末接
骨骨折

その他 あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
以上
配置

― 特になし
定期的に
実施

実施頻度
（１）回
／週

定期的に
実施

実施頻度
（１）回
／週

定期的に
実施

実施頻度
(１)回/週

特になし

集団活
動中・
見守り
あり

周りをよ
く見ない
で目の前
にあった
ものをう
まく回避
できない
ことがあ
るのでそ
の辺も子
どもたち
に身につ
くような
教育をし
ていきた
い。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
片付けの
時間だっ
たため、
他の子ど
もたちと
一緒に片
づけを
行ってい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の子ど
もたちと
一緒に片
づけを
行ってい
た。

―

3人担任のと
ころ、この
日は担任が
１人休み
だったので2
人の保育士
で担当して
いた。急な
休みに対応
できる職員
がいない現
状もある。

3475

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

18 名 名 名
８
名

５
名

１
３
名

名 ４名 １名 5歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

鎖骨骨折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

基準
以上
配置

新しい職
員間での
マニュア
ル確認及
び周知が
未実施で
あった。

早急に危
機管理マ
ニュアル
の確認・
周知を
行った。

定期的に
実施

実施頻度(
５０　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
３００)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
３００　)
回/年

園庭での
危険個所
の共通認
識が出来
ていな
かった。

早急に危
険個所の
確認・周
知を行っ
た。

集団活
動中・
見守り
あり

園庭では
水たまり
があり本
児がいた
辺りは，
走り回る
スペース
が限られ
ていた。

しっかり
と安全な
環境が確
保されな
い場合は
状況を見
て広い園
庭での保
育は控
え，遊び
の場所や
内容を考
え行って
いく。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
あちこち
目的の遊
びに向
かって歩
いたり，
走ったり
して動き
まわって
いた。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
ブランコ
遊具で遊
んでいた
子どもを
見ていた
が，本児
の泣き声
に気づい
た他の職
員より，
本児の対
応を要請
され本児
の元に
行った。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・本児か
らは一番
近くにい
たものの
配慮を要
する子ど
もについ
ていた職
員1人
・砂場の
あたりで
遊んでい
た子ども
を見てい
た職員1
人　・倉
庫のあた
りで遊ん
でいた子
どもをみ
ていた職
員1人

異動し
てきた
職員も
延長に
あたっ
てい
て，子
どもの
行動を
把握し
きれて
なかっ
た。

職員や子ど
もの人数そ
の日の状況
に合わせ
て，子ども
の様子がよ
く把握でき
るように全
体を見通せ
る配置場所
や職員間の
声かけ状況
の共有を
行ってい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3476

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午後
施設内
(室内)

2歳児 10 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 2歳 男児 なし
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

骨折 その他 あり
定期
的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
以上
配置

なし

マニュア
ルがある
ことを職
員に周知
し、いつ
でも見ら
れるよう
にしてお
く。

定期的に
実施

実施頻度(
12 )回/年
実施頻度(
3 )回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年
実施頻度(
24  )回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
48　)回/
年

なし

安全点検
の時だけ
ではなく
施設設備
について
危険がな
いかを常
に意識す
るように
してい
く。

集団活
動中・
見守り
あり

子どもの
様子をよ
く見て、
すぐに対
応できる
ようにす
る。ま
た、同じ
玩具を複
数出した
り、玩具
の配置を
決めたり
し、落ち
着いて遊
べるよう
にする。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
車の玩具
で遊ぼう
とした。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
玩具の取
り合いに
なったた
め、他児
から本児
を離し、
抱えてい
た。腕の
中で動き
回り、欲
しいおも
ちゃの方
へ行こう
としたの
で手を掴
んだ。担
任は床に
座った状
態で本児
は立った
状態だっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
使った雑
巾を片付
けにトイ
レにい
た。

―

・子どもが
動き回って
も危険がな
いように体
を抱えるよ
うにし、腕
や手は掴ま
ないように
したり、力
加減に気を
付ける。
・職員間で
情報を共有
し、再発防
止に務め
る。

3477

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

3歳児 31 名 名 名 名 名 名 名 ４名 ４名 3歳 男児 なし
屋外活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

右乳中切
歯水平歯
根破折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
1～２　)
回/年

基準
以上
配置

保育中の
遊んでい
る最中で
の事故予
防に対す
る研修を
行ってい
なかった

保育安全
マニュア
ルの読み
合わせを
３月、４
月に行う

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし ―

集団活
動中・
見守り
あり

クラスを
２グルー
プに分か
れて活動
した後、
合流して
遊び初め
て数分後
に起き
た。全員
で遊ぶに
も十分な
スペース
ではあっ
た。

遊ぶ人数
が増える
分、個々
にぶつか
らないよ
う周囲を
確認する
よう声が
けする。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
普段から
注意が散
漫で、前
を向か
ず、横を
向いて走
ることが
多い。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
広場のほ
ぼ対角線
上にそれ
ぞれ立
ち、左右
に移動し
て見てい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
広場のほ
ぼ対角線
上にそれ
ぞれ立
ち、左右
に移動し
て見てい
た。

遊ぶ前、
遊んでい
る最中も
前を見て
走るよう
声をかけ
たり、後
ろ向きに
走ってい
る子には
前を見て
走るよう
に声をか
けている
が、もっ
とかけた
ほうがよ
かった。

遊ぶ前、遊
んでいる最
中も前を見
て走るよう
声をかけた
り、後ろ向
きに走って
いる子には
前を見て走
るように頻
繁に声をか
ける。

3478

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2 午前中
施設内
(室内)

異年齢構
成

90
7
名

14
名

16
名

17
名

19
名

17
名

名 22名 20名 4歳 男児 なし
室内活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性
歯の亜脱
臼(上前
歯2本)
右下唇裂
傷

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

基準
以上
配置

ホールの
職員配置
人数に問
題はな
かった
が、小さ
いクラス
側に人数
が集中し
すぎてい
た。

職員配置
が、集会
の時は動
きの多い
乳幼児ク
ラス側に
集中する
が、比較
的落ち着
いている
3歳児以
上クラス
のほう
に、もう
少し配置
を移動さ
せる。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

使用して
いる椅子
は木製で
しっかり
している
が、重量
があり、
倒れたり
ぶつかっ
た場合は
衝撃が強
い。

椅子など
の備品
は、破損
だけでな
く、がた
つきがな
いか、成
長に見
合ったサ
イズで使
用してい
るかとい
うことに
も着目す
る。

集団活
動中・
見守り
あり

興味があ
る出し物
のときは
集中して
見ている
子どもが
多いが、
他児の自
己紹介の
部分は毎
回あるの
で、集中
が切れる
子どもも
いる。

集会の
際、集中
が切れた
時に子ど
もが予測
できない
動きをし
て事故に
つながり
やすいと
認識し、
子どもの
様子に注
意する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
最初は会
に集中し
ていた
が、事故
の直前、
後ろを振
り向いた
り飽き始
めてい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
保育士と
事故に
あった子
どもの間
に距離が
あったた
め、倒れ
た瞬間す
ぐに手を
さしのべ
られな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
各クラス
の保育
士、パー
ト保育士
が一定の
間隔に配
置されて
いたが、
本児のす
ぐ側には
ついてい
なかっ
た。

誕生会
の最中
に起き
た事故
で、子
どもの
動きの
多い活
動中で
はな
かった
こと、
保育士
の数が
多い状
況が逆
に油断
にもつ
ながっ
たので
はない
かと考
える。

どんな活動
においても
様々な方向
で危険予測
し、子ども
の動きに注
意して目を
配る。

3479

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

4歳児 10 名 名 名 名 名 名 名 １名 １名 4歳 男児 特になし
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

骨折 その他 あり
不定
期に
実施

6/１9・
8/3・
11/9

基準
以上
配置

特になし

鉄棒をや
る子ども
に必ず一
人保育士
がつく。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

鉄棒の下
に敷く
マットの
大きさを
広げる。

集団活
動中・
見守り
あり

特になし

鉄棒の下
にマット
を広く敷
く。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
いつもと
変わりな
く遊んで
いた。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
鉄棒の近
くで、全
体の園児
の動きを
見守って
いた。

―

(具体的
内容記載
欄)
各クラ
ス、保育
室で保育
をしてい
る。

特にな
し

鉄棒をやる
時には必ず
子どもの側
につき、安
全に配慮す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3480

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中
施設内
(室内)

5歳以上
児

10 名 名 名 名 名 名 名 3名 1名 5歳 男児

自閉症スペ
クトラムと
診断されて
いる。身体
及び指先の
動きが5歳
児の平均に
比べ不器用
さがある。
新年度が始
まり1か月
弱で，やや
落ち着きを
欠いた様子
が見られ
る。

室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上腕通
顆骨折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

基準
配置

本児は自閉
症スぺクト
ラム症で，
身体全体・
指先の使い
方に不器用
さが見られ
る為、重症
になりやす
いのではな
いかと考え
る。本児の
クラス職員
間の情報共
有と対応策
は毎日行っ
ている。園
全体での本
児の情報共
有は2か月
に1度だっ
た。

園全体で
の本児の
ケース会
議を月1
度に増や
す。担任
以外の職
員の意見
も交えな
がら，安
全な保育
の検討を
行う。

定期的に
実施

実施頻度(
50 )回/年

定期的に
実施

実施頻度(
300　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
300　)回/
年

遊戯室が
こじんま
りした広
さで、年
長児が走
るには狭
く感じ
る。転倒
した場所
はステー
ジの前で
あり、行
き止まり
感や、
カーブを
余儀なく
される、
体のコン
トロール
が難しい
場と考え
られる

狭い遊戯
室での遊
びを吟味
し、計画
的に運動
遊びを行
う

集団活
動中・
見守り
あり

ルールを
忘れ滑り
込んで
座って止
まった他
児に、本
児は巻き
込まれて
しまっ
た。

興奮しや
すく，動
きが激し
い園児と
の組み合
わせを見
直す。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)　本
児の特性
により身
体の動き
にぎこち
なさ，不
器用さが
見られ，
他児との
差を感じ
る。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
　一緒に
鬼ごっこ
をしなが
ら、全体
と本児の
動きを至
近距離で
把握して
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)　全
体を見る
職員と，
鬼になり
他児を追
いかけな
がら一緒
に走る職
員がい
た。3名
とも常に
本児を見
ていた。

走りなが
ら滑り込
んで停止
すること
を楽しむ
園児がい
るため、
事前に
「止まら
ない約
束」をし
たが、
「止まる
ことで他
児がぶつ
かる」と
いうこと
は示さな
かった。

けがにつな
がるような
危険な行動
を子どもた
ちが理解で
きるよう具
体的に示
す。滑り込
みなど危険
な行動が
あったら、
遊びを一時
停止しルー
ルの確認を
行う。

3481

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

13 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 6歳 男児

発育及び発
達状況は良
好で、既往
歴やアレル
ギー等もな
い。

屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右橈骨及
び尺骨骨
折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(20数)回/
年

基準
配置

鉄棒遊び
を止めさ
せた後、
担任が鉄
棒から目
を離し、
再び鉄棒
遊びを始
めた子が
いること
に気がつ
いていな
かったこ
と。

普段から
園児へ
ルール
（鉄棒遊
びは担任
が許可し
側につい
て指導で
きる時の
み）を教
育すると
ともに，
次の行動
に移った
際も園庭
全体を視
野に入
れ、子ど
も達に危
険がない
かを確実
に見守る
ことを徹
底する。

定期的に
実施

実施頻度
(約55)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(14)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(14)回/年

鉄棒の下
は砂で，
突起物や
周囲の障
害物は無
く，安全
領域は確
保されて
いた。

集団活
動中・
見守り
あり

状況に応
じ，鉄棒
の下に
マットを
敷く等の
対応が必
要であっ
た。

鉄棒の技
をする子
どもにつ
いては，
ハード面
の準備が
整い，保
育士が側
で見守れ
る時以外
は控えさ
せる。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
当該児童
は慎重な
性格であ
り、普段
は保育士
に確認を
取ってか
ら鉄棒を
行ってい
た。直前
までは保
育士の見
守りの中
で鉄棒を
行ってい
た。当日
は体調も
良好で痛
みを訴え
ている箇
所もな
かった。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的内容
記載欄)
当日は鉄棒
を含めた園
庭全体を保
育士２人で
見守ってい
た。保育士
の１人は直
前に鉄棒を
見守った後
に止めるよ
うに伝えた
後、鉄棒か
ら離れた場
所で園庭全
体を見守っ
ていたが、
ケガ発生の
瞬間は鉄棒
から目を離
していた。
もう１人の
保育士は、
砂場から園
庭全体を見
守っていた
が、当該児
童の姿は目
に入ってい
なかった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
外活動中
保育士２
人で対応
してお
り，適正
な配置を
していた
ため，担
当者２名
以外は関
わってい
なかっ
た。

―

適正配置を
していた
が、保育士
は園児全体
を視野に入
れながら常
に安全確認
を徹底す
る。

3482

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午後
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

21名
2
名

0
名

0
名

0
名

13
名

6
名

名 12名 12名 4歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

上の歯Ａ
Ａが外傷
性歯根破
裂、歯の
亜脱臼

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

基準
以上
配置

事故現場
周辺での
トラブル
が発生し
ていたに
も関わら
ず、危機
意識が低
かった。

小さな事
故(トラ
ブル)を
見逃さ
ず、もし
○○だっ
たらと考
えて対応
する。

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
随時　)回
/年

年齢や発
達に合っ
た遊具の
高さに
なってい
るか、検
証ができ
ていな
かった。
また、
合ってい
ないとき
はどうす
るのかの
共通認識
も必要
だった。

固定遊具
の高さが
年齢に
合ってい
るかを検
証し、状
況によっ
ては、下
にマット
を引いて
高さを調
整するな
どの配慮
を行う。

個人活
動中・
見守り
あり

運動会を
控えてい
たことも
あり、園
庭でダン
スをしよ
うと思
い、その
準備やダ
ンスをし
ており、
危険察知
が遅れ
た。

3歳児
は、本人
が動くつ
もりでも
十分に身
体が動か
ないの
で、遊具
で遊ぶと
きは必
ず、保育
者がそば
で見守る
ことが必
要。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
遊具への
興味が高
まり、挑
戦しよう
とするす
る姿が
あった。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
子どもた
ちが楽し
んでいる
ダンスを
運動会に
取り入れ
るためそ
の準備等
を行って
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
職員間の
連携が機
能してお
らず、園
庭に20名
程度の児
童がいた
にもかか
わらず、
保育者1
名で対応
してい
た。

3歳児は、
新しい環
境、生活リ
ズムに慣
れ、4、5歳
児との混合
保育の中で
挑戦しよう
とする意欲
が出てきた
ところだっ
た。その子
どもの心理
状態を十分
に把握して
いなかった
ため、保育
士が1名で
対応してい
たために起
こった事故
だと考えら
れる。

３歳児はの
身体機能の
発達と意欲
とのギャッ
プを理解
し、3歳児専
属に保育士1
名を配置す
る。また、
活動によっ
ては、固定
遊具で遊ぶ
児童を見守
る職員を加
配し、安全
に遊び込め
る環境を作
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3483

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2 午前中
施設内
(室内)

3歳児 10 名 名 名 名 名 名 名 2名 ２名 4歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上腕骨
外顆骨折
左手関節
打撲

その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度
(２)回/年

基準
配置

職員の研
修は、正
職が対象
であり、
臨時職員
には、回
覧で行っ
ていた。

職員の危
機意識を
高めるた
め危険箇
所や事例
を検討し
たり、臨
時職員に
も園内研
修を行っ
ていく。

定期的に
実施

実施頻度(
４８ )回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
２６０)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
４８ )回/
年

―

個人活
動中・
見守り
あり

― ―

いつも
どおり
の様子
であっ
た

1歳児の
忘れ物を
見つけ、
保育士に
言うと、
「お部屋
に届けて
きて」と
言われた
ので、
行った。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

乳児室ま
では距離
があるこ
とは認識
していた
が、子ど
も同士で
行けると
思い、送
り出し
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室で
は4歳児
が遊んで
いた。乳
児室へ
は、遊戯
室を通る
為4歳児
の担任は
二人が手
をつない
で歩いて
行くのを
確認して
いたが、
声はかけ
ず、付い
ていくこ
ともな
かった。

3歳児が
10人に
対し、
職員が2
人と十
分な人
員だっ
たにも
関わら
ず、乳
児室ま
で距離
がある
と認識
してい
なが
ら、子
どもだ
けで行
かせ
た。

十分な人員
の場合は、
保育士が付
いていく。
人員が不十
分の場合
は、距離の
ある乳児室
へは子ども
には行かせ
ない。ま
た、手をつ
ないで子ど
もだけで乳
児室へ行こ
うとする姿
を見た職員
は、声をか
けたり、一
緒について
いくなどの
配慮をす
る。

3484

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

22
0
名

0
名

4
名

3
名

6
名

9
名

0
名

3名 3名 5歳 女児 なし その他 負傷 ― その他
顔面(口
腔内含
む)

左眼球打
撲傷、左
結膜炎、
左眼底出
血、左眼
瞼炎、左
目外傷

他児か
ら危害
を加え
られた
もの

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(１～２)
回/年

基準
配置

なし

危機管理
マニュア
ルの周知
徹底を行
う。

定期的に
実施

実施頻度(
２４　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
２４　)回
/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

なし

施設安全
点検の継
続実施及
び発達段
階にあっ
た環境構
成を行
う。

集団活
動中・
見守り
あり

理由なく
何でも物
を投げつ
ける児で
あったに
も関わら
ず、傍に
保育者が
誰もいな
かった。
児の特徴
を把握
し、全職
員に周知
していた
が、忙し
い時間帯
でバタバ
タしてい
た。

忙しい時
間帯こ
そ、声を
かけあ
い、連携
を図る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
異年齢合
同保育の
中ではあ
るが、い
つもの慣
れた環境
で遊んで
いた。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
保育者
は、他児
の対応や
保護者対
応をして
いたた
め、児の
動きを見
ていな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育者
は、他児
の対応や
保護者対
応をして
いたた
め、児の
動きをみ
ていな
かった。

児の行動が
予測できた
にもかかわ
らず、行動
観察をして
いなかっ
た。
長時間保育
のクラスへ
の移動直後
であり、声
かけできず
保育者間の
連携が図れ
なかった。
２歳児であ
るが、問い
かけに対し
て返答する
ことが難し
い児であ
り、善悪の
判断ができ
なかった。

２歳児の日
頃の行動か
ら考えられ
る危険を予
知し、職員
が連携し全
体を把握す
る。

3485

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

26 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 5歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右小指基
節骨骨折

他児か
ら危害
を加え
られた
もの

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(3　)回/
年

基準
配置

・保育室
に戻る
際、保育
士１名は
８名の子
どもたち
と共に保
育室にも
どり入室
の準備を
してい
た。残り
１８名の
子どもを
１名の保
育士で保
育してい
た。1名
の保育士
で保育を
していた
ため、す
ぐに受傷
児童を抱
き起こす
ことがで
きなかっ
た。

・1名で
保育が難
しいとこ
ろは応援
体制を組
むなど保
育の流れ
を再度確
認する。

定期的に
実施

実施頻度
(12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
240)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
240)回/年

・所庭の
砂が、風
に飛ばさ
れ粗い砂
だけが
残ってい
る。その
ため、乾
燥してい
ると滑り
やすい。

・所庭の
砂を補充
する。
・所庭の
隅のほう
にたまっ
た砂を戻
す。
・水をま
き滑りに
くくす
る。

集団活
動中・
見守り
あり

・所庭の
砂が、風
に飛ばさ
れ粗い砂
だけが
残ってい
る。その
ため、乾
燥してい
ると滑り
やすい。

・所庭の
隅にた
まった砂
を集めて
中央に戻
す。
・所庭に
水をま
き、滑り
にくくす
る。
・新しい
砂を入れ
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・通常の
保育を
行ってい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
・子ども
たちと一
緒に走っ
ていたた
め、受傷
児童とは
離れてい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・早めに
入室した
児童と保
育室に戻
り、他の
子どもた
ちの入室
の準備を
してい
た。

・子どもた
ちは、みん
なで走るこ
とで競争心
が膨らんで
いたのでは
ないか。ま
た、部屋に
１番で戻り
たいという
気持ちが更
に競争心を
あおり、走
ることに集
中してしま
い友だちが
転んだこと
に気づけな
かったので
はないか。

・保育室に
戻るときに
は走らずに
並び、落ち
着いて戻る
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3486

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

47 名 名 名 名
23
名

24
名

名 3名 3名 5歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上腕骨
顆上骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(３)回/年

基準
配置

-

無し。
（職員配
置上の問
題は無
かっ
た。）

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(毎日)回/
年

遊具の階
段の下に
はゴム
マットを
敷いてあ
るが、児
童が飛び
降りた場
所には
マットが
無かっ
た。

ゴムマッ
トを敷く
範囲を広
げること
を検討す
る。

集団活
動中・
見守り
あり

-

環境面に
おける問
題は無
かった。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
進級後し
ばらく休
んでお
り、久し
ぶりの登
園だっ
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
全体を
リード
し、入室
の声掛け
をしてい
たため本
児からは
離れてい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を入室さ
せるた
め、既に
園庭から
離れてお
り、現場
には担当
保育士1
名しかい
なかっ
た。

本児は1歳か
ら在園して
おり、大型
固定遊具の
使用方法に
ついては3歳
の頃から十
分に経験を
積んでいた
が、進級後
の久しぶり
の登園で
あったこと
もあり、皆
について行
こうと慌
て、遊具か
ら飛び降り
るという行
動をとっ
た。休み明
けという状
況をもっと
配慮すべき
だった。

休み明けに
登園する児
童の行動に
より注意を
払い、活動
を補助する
よう心がけ
る。
また、配慮
すべき事項
については
担任以外の
保育士とも
共有し、意
識して声掛
けを行って
いく。

3487

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午後
施設内
(室内)

5歳以上
児

13 名 名 名 名 名 名 0 1名 1名 6歳 男児 なし
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

亀裂骨折 その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度(
４　)回/
年

基準
配置

ヒヤリ
ハットを
記入し、
軽傷報告
と合わせ
て話し合
いをして
いるが、
ヒヤリ
ハットの
記入が少
ないと声
が出てい
た。

再度、職
員間で気
付いた時
にヒヤリ
ハットを
記入して
いくよう
確認す
る。

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

なし なし

集団活
動中・
見守り
あり

特になし

遊びの環
境整備を
していく
と共に、
安全な遊
び方の働
きかけを
してい
く。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
膝立ちし
て、ソフ
ト積み木
を積み上
げてい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
積み上げ
ている所
を見てい
たが、踏
まれた瞬
間は見て
いなかっ
た。友だ
ちと作り
始めた
が、痛み
を訴えて
来た時
は、周り
に誰も居
なかっ
た。

―

(具体的
内容記載
欄)

3か所に分
かれ自由遊
びをしてい
た。、ソフ
ト積み木で
遊んでいる
子ども達以
外はテーブ
ルについて
遊んでい
た。友だち
に足を踏ま
れてしまっ
たが、その
瞬間は見て
いなかっ
た。

目配りや声
掛けをして
いく。

3488

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

4歳児 14名 名 名 名 名 名
0
名

名 2名 2名 4歳 女児 なし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右肘の骨
折（顆上
骨折）

その他 なし
不定
期に
実施

実施頻度
(２)回/年

基準
以上
配置

― ―
定期的に
実施

実施頻度(
１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
１２)回/
年

不定期に
実施

実施頻度
(ほぼ毎
日)回/年

暫くぶり
の公園で
慣れてい
ない遊具
だった。

慣れてい
ない公
園、遊具
で遊ぶと
きは細心
の注意を
払う。

集団活
動中・
見守り
あり

大型連休
後で、
「公園」
への園外
保育。本
児の苦手
な虫がい
た。

園外での
保育のリ
スクにつ
いてよく
認識し、
下見を入
念に行う
など、危
険のリス
クを減ら
す。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
固定遊具
（雲梯）
で２～３
段（５０
cm)を昇
降し遊ん
でいた。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
1人の保
育士は固
定遊具
（雲梯）
で遊んで
いる本児
の左斜め
後ろに立
ち、見
守ってい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
もう1人
の保育士
は公園内
の違う場
所で遊ん
でいる子
供たちを
見守って
いた。気
づいた時
には本児
は落下し
ていた。

雲梯の
近くに
保育士
がいた
が、落
下を防
げな
かっ
た。

落ちるかも
しれないと
の気持ちで
遊具の傍に
いて咄嗟の
時に防げる
ように体制
を整えてお
く。

3489

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午後
施設内
(室外・
園庭等)

― 40 名 名 名 名 名 名 名 ４名 ４名 3歳 男児 特になし
屋外活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯のぐ
らつき

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
1～２　)
回/年

基準
以上
配置

本児のす
ぐに前を
他児が
走ってお
り、共に
転倒の危
険があっ
た。

転倒の危
険を伝
え、少し
離れて走
るように
言葉かけ
を行う。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

施設・設
備に問題
はないと
思われ
る。

子ども達
も意識出
来るよう
に安全な
遊び方を
伝える。

集団活
動中・
見守り
あり

他児が
前、本児
が後ろを
一緒に近
い距離で
走ってい
た。

転倒の危
険を伝
え、少し
離れて走
るように
言葉かけ
を行う。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
戸外で自
由遊びを
してい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
戸外を本
児と他児
が縦に並
んで走っ
ていた。
前にいた
他児が転
倒し、後
ろにいた
本児も転
倒。口付
近を打
つ。鼻下
からは出
血も見ら
れたた
め、すぐ
に顔を確
認した。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
戸外で遊
んでいる
他の子ど
も達の様
子を見て
いた。

他児が
前、本
児が後
ろを一
緒に近
い距離
で走っ
てい
た。

転倒の危険
を伝え、少
し離れて走
るように言
葉かけを行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3490

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午後
施設内
(室内)

1歳児 23 名 名 名 名 名 名 名 ５名 ５名 2歳 男児 特になし
室内活動
中

負傷 ―
創傷(切
創・裂傷
等)

頭部 裂傷

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
1～２　)
回/年

基準
以上
配置

お布団の
掛け布団
を収納し
ておら
ず、遊ん
でいた

お布団の
収納をす
ぐに行う
ようにす
る。遊ん
でいる際
は声を掛
け次の活
動に促す

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

棚の位
置、角の
安全確認
を再度行
う

引き続
き、安全
点検を定
期的に行
い、保育
中も危険
な場所が
無いか見
る。

個人活
動中・
見守り
あり

布団を重
ねて置い
ていた
事、遊ん
でいる時
に次の活
動に促せ
ていな
かった事

子ども達
の行動を
予測し、
危険な場
所が無い
か確認
し、未然
に防ぐ。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
保育士の
近くでふ
ざける姿
があっ
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)
保育士が対
象児の近く
でお布団を
重ね、片づ
けていた。
対象児はそ
の重なった
お布団に飛
び乗り遊ん
でいた。そ
の際奥に
あった棚の
角に額をぶ
つけ本児が
泣いていた
為すぐに怪
我の箇所を
確認した。
額を確認し
た際出血が
見られた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

排泄の補
助やおや
つの準備
など各
コーナー
に分かれ
担当の場
所を見て
いた。

１人１
人の行
動を予
測し、
怪我を
未然に
防ぐ。

布団の重ね
置きをしな
い。怪我に
繋がる箇所
を常に確認
する。

3491

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

11
０
名

０
名

名
３
名

４
名

４
名

０
名

２名 １名 5歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

骨折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

なし
未実
施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

保育者の
確認不
足。見え
る位置と
はいえ場
を離れる
時の声掛
けなどが
十分でな
かった。

保育者間
の声掛け
や、保育
者の配置
を改善。
園全体で
園児を見
れるよう
にする。

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

保育以外
の業務を
するにあ
たり、保
育者数が
十分では
なかっ
た。

保育以外
の業務の
ときは必
要に応じ
て保育者
を配置
し、保育
に集中で
きるよう
にする。
（保育者
増や業務
軽減な
ど）

集団活
動中・
見守り
あり

保育以外
の業務が
あり保育
が疎かに
なる場面
が見られ
た。

保育以外
の業務の
負担軽減
を図り、
保育に集
中できる
ようにす
る。洗濯
や掃除な
どの業務
は時間帯
を分ける
ことで業
務を分散
する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
良好

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
迎えの時
間で保護
者への対
応もあり
保育者が
保育に集
中できな
い状況
だった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
同じ保育
室に保育
補助はい
たが、保
育以外の
業務を
行ってい
たため本
児がケガ
をした場
面は見て
いなかっ
た。

保育者
の「大
丈夫だ
ろう」
という
意識が
あり、
保育者
間の声
掛け等
を疎か
にし
た。

安全に関す
る園内研修
を実施し、
保育者の意
識改善や保
育配置の見
直しを行
う。

3492

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

17名 名
8
名

9
名

名 名 名 名 ４名 ４名 1歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折
顔面(口
腔内含
む)

―

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

基準
配置

・ヒヤリ
ハットを
有効に活
用できて
いなかっ
た。
・危機管
理につい
て園内研
修を多く
取り入れ
れば良
かった。

・危機管
理の園内
研修を定
期的に行
う。
・月に一
回ヒヤリ
ハットの
検証を行
い、危険
防止につ
なげてい
く。

定期的に
実施

実施頻度(
１　)回/
週

未実施
実施頻度(
)回/月

定期的に
実施

実施頻度(
4　)回/月

・安全
チェック表
や事故防止
チェック表
の項目が
合っていな
い。
・棚を自由
遊びの時に
出すので、
固定がされ
ていない。
・端がと
がっている
わけではな
いので、
コーナー
ガードが付
いていな
かった。
・棚の足元
が少し高さ
があり、子
どもが足を
かけたが
る。

・全職員で
園全体の環
境の中で危
険な個所を
確認する。
・安全点検
チェック・
事故防止
チェックリ
ストの項目
を見直し、
常に最新に
していく。
・棚は固定
し、動かな
いようにす
る。
・端には
コーナー
ガードを付
ける。
・玩具棚の
側面に段
ボールでふ
さぎ、足が
かけられな
いようにす
る。

集団活
動中・
見守り
あり

・保育士
が本児の
側につい
ていな
かった。
・そこで
怪我が起
きるとい
う予測が
出来てい
なかっ
た。

・職員の
立ち位置
を明確に
すること
やリー
ダーが指
示を出せ
るように
する。
・危険だ
と感じた
所は自分
が率先し
て動き、
改善す
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
自ら関り
を持とう
と棚の向
こうにい
る他児と
交流して
いた

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
保育士が
至近距離
にいた
が、週末
の持ち帰
り荷物を
整理しな
がら、全
体も見よ
うとして
いて本児
から目を
離した。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
合同保育
に入る際
に玩具を
出した
り、全体
を見てい
て本児の
状況を見
ていな
かった。

・持ち
帰りの
布団の
整理を
やりな
がら子
どもを
みるこ
とで、
十分に
配慮が
出来な
かっ
た。
・職員
同士が
動きの
把握や
声掛け
の確認
が不十
分だっ
た。

・職員の立
ち位置の確
認。
・細かいと
ころまでの
声掛け、明
確なやりと
り
・各担当
(リーダー・
サブ・ザツ)
の役割を徹
底する。

3493

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

21 名 名 名 名 名
２
１
名

名 ３名 ３名 5歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左肘骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
４　)回/
年

基準
配置

自由遊び
の時、子
どもだけ
で鉄棒を
していた

自由遊び
の時、鉄
棒をする
場合は、
しっかり
と人が付
くように
する

定期的に
実施

実施頻度(
４８　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
４８　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
４８　)回
/年

鉄棒はい
つでも自
由に使え
る状況
だった

職員が付き
添えない場
合は使用で
きないよう
に、鉄棒の
棒部分にカ
バーを施
し、児童だ
けでは使用
できないよ
うに改善し
た。
職員が付き
添えない場
合は使用で
きないよう
に、鉄棒の
棒部分にカ
バーを施
し、児童だ
けでは使用
できないよ
うに改善し
た。

個人活
動中・
子ども
のみ

鉄棒はい
つでも自
由に使え
る状況
だった

人が付け
ない場合
は自由遊
びでの鉄
棒は使用
をしない
ように周
知する

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
朝からい
つも通り
登園し、
活動的で
あった

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

こどもた
ちが自由
に遊んで
いるの
で、全体
を見回し
ていた
が、本児
が鉄棒か
ら落ちた
のに気付
き、すぐ
に駆け寄
り様子が
おかしい
ので安静
にしなが
ら事務所
に連れて
きた

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもた
ちが色々
な遊びを
している
ので、全
体を見回
していた

鉄棒で
遊ぶ子
がいる
場合
は、そ
ばに付
いてい
るべき
だった

自由遊びの
時間であっ
ても鉄棒や
登り棒な
ど、危険が
伴う遊びに
対してはき
ちんと人が
付くよう配
慮する。ま
た付けない
場合はしな
いように周
知する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3494

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中
施設内
(室内)

5歳以上
児

13 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 5歳 男児
特記事項な
し

室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左手首骨
折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
数 )回/年

基準
以上
配置

特になし

定期的な
研修や、
事例検討
による学
習

定期的に
実施

実施頻度(
12 )回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12 )回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12 )回/年

特になし

施設・設
備に関し
て改善点
は認めら
れない

集団活
動中・
見守り
あり

4月に入
所したば
かりの児
童が負傷
(骨折)す
る事態と
なった。
子どもた
ち一人一
人の行動
や特性を
十分把握
すること
が必要で
あった。

子ども同
士が衝突
等を起こ
さないよ
うなあそ
びの展開
や環境づ
くりを行
う。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他児の急
な進路変
更を避け
きれず衝
突した

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)
ホールにお
けるクラス
活動であっ
たため、お
にごっこを
している子
どもたちの
見守りを実
施。危険な
ときやルー
ルの確認が
必要な場合
には一度活
動を止め、
子どもたち
と確認し
た。事故発
生時は子ど
もの急な動
きに対応が
間に合わな
かった。

―

(具体的
内容記載
欄)

事故発
生後の
対応
で、発
生状況
や当該
児童の
訴えか
ら亜脱
臼を疑
い整骨
院受診
とした
が十分
ではな
かっ
た。

当初から整
形外科を受
診していれ
ば怪我の発
見を早める
ことができ
たと考えら
れる。今後
似たような
ケースが起
こった場合
には、整形
外科受診を
念頭に置
く。

3495

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

15名 名 名 名 名
4
名

11
名

名 8 名 6歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上顆状
骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

なし
不定
期に
実施

実施頻度(
6)回/年

基準
以上
配置

保育士2
名配置
だった
が、他児
の準備で
戸外に出
るのが遅
れ、1名
の保育士
のまま、
園児への
約束事項
を口頭注
意のみ
で、活動
を開始し
ました。

特に園舎
外の活動
や大きな
活動時は
十分な保
育士の配
置の中で
行うよう
職員間で
共有しま
す。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

不定期に
実施

実施頻度
(12)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

点検結果
を職員間
で共有
し、対応
を決めて
いきま
す。

集団活
動中・
見守り
あり

雪遊びの
活動前に
雪の塊の
有無や雪
の状態な
どの十分
な確認が
できてい
ませんで
した。

活動前の
環境の安
全性の確
認を確実
に行うこ
とを職員
間で共有
します。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
雪山を滑
り降りる
活動

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
他児の動
きに注意
が向いて
いまし
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
戸外に出
るのが遅
れまし
た。

―

園児の動きが大
きくなる活動の
時は必ず複数の
保育士で対応
し、危険箇所へ
の導線を保育士
が防ぐ、園児全
体を注視する
等、園内研修に
おいて対応の問
題の共有化を図
り、再発防止を
します。
活動の際は、事
前に気温や雪質
など環境の安全
を確認し、年齢
に応じた内容で
遊びのルールを
園児全体に指導
し、活動を始め
るよう職員間で
園内研修を実施
しました。

3496

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

145 8 18 29 31 30 29 名 42名 30名 5歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

上顎右乳
中切歯外
傷性歯牙
脱臼、歯
槽骨骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
以上
配置

―
特にな
し。

定期的に
実施

実施頻度(
４　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
６　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
４　)回/
年

特にな
し。

集団活
動中・
見守り
あり

―
特にな
し。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)登園
時は忘れ
物をした
と泣いて
登園す
る。日中
はいつも
と変わり
なかっ
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

保育室内
で話をし
ていたの
で、担任
は室内に
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)近く
のテーブ
ルに保育
士がつい
ていた

―

常に座り方
について声
をかけてい
く。

3497

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

4歳児 24 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 4歳 男児 特になし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右腕の骨
折（レン
トゲンで
小さな骨
のひびが
見られ
る）

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
６　)回/
年

基準
配置

園庭では
自由あそ
び中で
あったた
め他の年
齢も遊ん
でいた。

職員は複
数園庭に
いたが、
全体を見
て動ける
職員の配
置や声掛
けなどの
連携。

定期的に
実施

実施頻度(
４　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
４　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし
ソフト
マットを
設置

集団活
動中・
見守り
あり

総合遊具
の使い方
の再確認

職員の声
かけや見
守りの仕
方

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
特に変
わったこ
とはない
が、不器
用さがあ
る

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
園庭に出
ていた
が、本児
にずっと
ついてい
たわけで
はない

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の職員
はクラス
の個別対
応をして
いた

特にな
し

職員の配置
や園庭での
見守り方の
改善

3498

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

2歳児 25 名 名 名 名 名 名 名 4名 4名 2歳 女児 特になし。
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

左腕　上
腕骨付近
骨折
【治療に
要する期
間：概ね
1か月】

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(１，２)
回/年

基準
配置

―

再度職員
間で事故
防止マ
ニュアル
の確認を
行う。

不定期に
実施

実施頻度(
１)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

当園のブ
ランコは
背もたれ
がない。

ブランコ
の損傷箇
所は見当
たらな
かった
が、背も
たれがな
いことを
考え、安
全に使用
する指導
を行って
いく。

集団活
動中・
見守り
あり

―
さらに注
意深く見
守る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
固定遊具
で遊ぶ際
には、必
ず近くで
見守るよ
うに徹底
してい
る。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
通常は自
クラスの
園児を見
守るた
め、他の
クラスの
対象児を
常に見て
いること
は出来な
いが、全
体を見渡
すことは
行えてい
る。

―

これからも
ブランコで
遊ぶ際に
は、絶対に
手を放さな
いよう指導
していく。
（今までも
指導してい
る）
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3499

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

4歳児 12 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 5歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右中指Ｐ
ＩＰ関節
裂離骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

基準
配置

―

子どもの
遊び方の
チェッ
ク。子ど
もたちと
遊び方の
確認をし
た。

定期的に
実施

実施頻度(
2　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
2　)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

遊びによ
る十分な
スペース
の確保を
補償す
る。

集団活
動中・
見守り
あり

―

メンコの
やり方の
見本を見
せて、実
際に子ど
もにさせ
てみて遊
び方の確
認を全体
にした。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
いつもど
おり元気
で良く遊
んでい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
クラス全
体の様子
を確認し
ながら、
対象児の
様子を2
ｍぐらい
離れた場
所から見
ていた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
クラス保
育中で
あったた
め、各ク
ラスで保
育をして
いた。

普段から元
気な子で、
転んだりす
ることもあ
り、怪我に
対する認識
が甘く、園
長や担任に
報告をして
いなかっ
た。また、
降園後に電
話で保護者
に怪我の状
況を確認す
るなどの配
慮に欠けて
いた。

怪我の状態
や大きさに
限らず、園
長に報告を
必ず行い、
その場だけ
で解決しな
いように全
員に紙ベー
スで怪我の
状況を知ら
せ周知し
た。

3500

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

4歳児 22 名 名 名 名 名 名 名 4名 4名 4歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
牙脱臼

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(5）回/年

基準
配置

―

事故予防
について
は、職員
の勤務時
間帯別に
研修をお
こなって
いる。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12 )回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(12 )回/
年

施設内の
安全点検
は定期的
におこな
い、記録
をしてい
る。

集団活
動中・
見守り
あり

―

対象児が
日頃から
過ごして
いる保育
室であ
り、環境
設定は通
常通り
だった
が、テー
ブル間の
距離を広
げて、子
どもが歩
く際のス
ペースを
ゆとりを
持って
しっかり
確保す
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

室内での
自由遊び
中、立ち
歩いて遊
んでい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

予想でき
る子ども
の危険な
動きがあ
れば、防
止できる
位置にい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

予想でき
る子ども
の危険な
動きがあ
れば、対
応できる
位置にい
た。

室内遊
びで遊
んでい
たが、
朝の支
度を忘
れたこ
とを思
い出し
た他児
がとっ
さに
椅子か
ら立ち
上がっ
たこと
が要因
と考え
られ
る。

職員間で、
自由時間の
遊び方など
再度話をし
て共有し
た。

3501

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

85 名 名
１
４
名

２
７
名

２
２
名

２
２
名

名 ６名 3名 3歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

鎖骨骨折
（左）

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
以上
配置

特になし 特になし
不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

特になし 特になし

集団活
動中・
見守り
あり

異年齢児
合同保育
の時間帯
だったた
め、5歳
児の子ど
もが他ク
ラスの子
どもに気
づかな
かったた
め注意が
向かな
かったこ
と。

他クラス
の子ども
にも注意
が向くよ
うに声が
けをして
いく。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
周りを見
ず走って
いた。そ
こに5歳
児の児童
が振り向
きながら
走ってい
たため、
ぶつかっ
てしま
う。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
危険に気
づきすぐ
静止の声
をかける
が、間に
合わな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
ほかの子
どもの見
守りをし
たり、他
児と一緒
に遊びな
がら当該
児童の様
子も見
守ってい
た。

2歳児と
はいえ
動きが
速くな
り、注
意の声
がけが
間に合
わな
かっ
た。

あそびの最
中でも周り
を見て気を
つけるよう
に知らせ
る。異年齢
で遊んでい
る時には特
に、子ども
たちの動き
に注意して
保育にあた
る。

3502

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

20 名 名 名
10
名

7
名

3
名

名 2名 1名 4歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
牙亜脱臼

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

基準
以上
配置

特になし 特になし
不定期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
６　)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
６　)回/
年

特になし 特になし

個人活
動中・
見守り
あり

コーナー
で遊んで
いたた
め、保育
者の目が
届きにく
かった。
子どもが
集まって
遊んでい
る際の事
故予想が
出来てい
なかっ
た。

子どもが
集まって
遊ぶ際に
は、子ど
も同士の
接触があ
ることを
予想し、
そばで見
守った
り、遊び
に参加し
ながらト
ラブルが
ないよう
に寄り添
う。ま
た、安全
に遊べる
ように子
どもたち
にも声掛
けを行
う。人気
のコー
ナーは広
く場所を
とる。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
遊んでい
て立ち上
がろうと
した。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
子どもと
一緒に遊
んでい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
子どもと
一緒に遊
んでい
た。

対象児
から離
れたと
ころに
おり、
怪我を
防げな
かっ
た。

事故が起こ
りそうなと
ころで注意
して見守
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3503

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

4歳児 16 名 名 名 名 名 名 名 3名 2名 4歳 男児

事故と因子
関係があ
る、身長、
体重、既往
歴・持病・
アレル
ギー、発
育・発達状
況、発生時
の天候等は
なし。

屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右橈骨尺
骨骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
以上
配置

保育補助
は日に
よって、
異なる職
員を配置
してい
た。

担任保育
士だけで
なく、補
助職員も
個々の行
動予測や
把握をし
見守りが
できるよ
うにす
る。

定期的に
実施

実施頻度(
随時　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
随時　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
随時　)回
/年

戸外保育
時の遊具
以外の安
全確認不
足

現在の子
どもたち
の行動を
予測した
上で、公
園遊具や
設備の使
用有無を
再検討す
る。

集団活
動中・
見守り
あり

子どもた
ちが帰園
準備をす
るまでに
時間がか
かってし
まった。

戸外活動
では、子
どもたち
を待たせ
る時間を
減らせる
ように、
集団を小
さく分け
て関わ
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育者の
言葉と反
対の行動
をとりた
がる様子
が最近見
受けられ
ていた。
今回も帰
園するこ
とを伝え
ると「ま
だ帰らな
い」と
言って保
育者に背
を向けて
石碑に座
り出し
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的内
容記載欄)
1名の職員
が、対象児
とその他３
名の園児
に、帰園す
ることを伝
え、並ぶよ
う促しなが
ら、４名全
員を見守れ
る位置にい
た。しか
し、対象児
の背後から
の見守り
だったた
め、落下の
瞬間に助け
に入ること
ができな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
対象児以
外の園児
を歩道に
並ばせて
いた。道
路に飛び
出そうと
したり、
列とは別
の場所に
行こうと
する園児
を見守っ
ていたた
め、対象
児の落下
に気づく
のが遅く
なってし
まった。

子ども
の行動
や事故
を予測
した、
保育士
の見守
りが足
らな
かっ
た。

子どもの体
勢が不安定
な時は、職
員は必ず手
が届くとこ
ろに付く。

3504

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

14 名 名 名 名 名 名 名 ３名 ３名 5歳 男児

独歩は可能
だが、既往
症により足
の変形や歩
行のたどた
どしさはあ
るものの、
普段土手を
上り下りす
るときは自
分でバラン
スをとり、
場合によっ
て手を着い
たり、お尻
をつけたり
しながら安
全にできて
いた。

屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左橈骨尺
骨遠位端
骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
以下

担任３名の内、
１名保育士が休
みの為、子育て
担当保育士に応
援で入ってもら
う。
子どもが自主的
に遊んでいる姿
や危なげなく遊
んでいる姿、視
界に入る範囲で
遊んでいること
から、負傷園児
１名の付き添い
に担任がつき、
グラウンドには
担任と応援保育
士の二人体制で
全体を見守る。
いつも遊んでい
る場所で、大き
な怪我がなかっ
た事から、保育
士の気持ちに安
全確保のための
判断がゆるくな
り、保育を進め
ていくための段
取りを優先して
しまった。

グラウン
ドで遊ぶ
ときはク
ラス配置
された人
数分の職
員で見守
れるよう
にケガの
対応のと
きに電話
で応援を
頼む。
人数を確
保できな
いときは
安全面を
優先し、
保育者が
見守りす
ぐ援助で
きるよう
な場所に
変更した
り、活動
を検討し
たりす
る。

定期的に
実施

実施頻度
(24)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(25)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(24)回/年

長年繰り
返し土手
のぼりや
すべりの
繰り返し
や、雨風
などの影
響で土手
の土が削
れ、木の
根っこや
石などが
むき出し
になって
いるとこ
ろが出て
きてい
る。

草が伸び
ており見
通しの悪
さもある
ので草を
刈ってい
く。

集団活
動中・
見守り
あり

現場の斜
面の具合
（砂が乾
いてい
た・砂が
削れて石
がちょっ
と出てき
ていた・
木の根っ
こがむき
出しに
なってい
るところ
が多く
なってい
た）の確
認など、
当日の遊
びに行く
前に確認
ができて
いなかっ
た。

事前にグ
ラウンド
や土手の
下見を
し、支援
児を含め
た子ども
のつき方
を保育者
間で再度
確認して
いく。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
いつもは
仲間に入
れてもら
えない
が、この
日は仲間
に混ざり
追いか
けっこの
ような感
じで遊ん
でいたた
め、普段
よりも友
だちの動
きにも気
を配って
おり、自
身の安全
への意識
がおろそ
かになっ
ていた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
支援児の
子どもが
それぞれ
に遊びを
見つけて
遊んでい
る姿や全
体の子ど
もの様子
を見守り
ながら声
かけをし
ていた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的内
容記載欄)
ケガの子ど
もの対応の
為、保育者
一人は園舎
に戻り、そ
の後、子ど
もの様子を
担任間で確
認したうえ
給食の準備
を行なって
いた。もう
一人の保育
者は担当職
員と離れた
ところから
全体を見渡
せる場所で
子どもの様
子を見てい
た。

怪我をした
児の土手で
の遊び方
が、友だち
関係の広が
りから、常
は不安定な
場所ではお
尻をつけて
斜面を降り
たり、ゆっ
くり確かめ
ながら歩み
を進めてい
たが今回
は、友だち
についてい
こうといつ
もより急い
で土手を移
動したり
立ったまま
降りようと
する姿も
あった。

子どもの運動能
力、遊び方を考
慮し、土手での
遊び方を提案し
たり、気をつけ
るべきところを
知らせたりしな
がら遊べるよう
にする。ケガに
いたる環境の状
況や児に対して
の援助や遊び方
がどうであった
かを討議し、グ
ラウンドで遊ぶ
際、土手の状況
を確認し、子ど
もたちに遊ぶに
当たっての注意
点を伝える。ま
た、支援児の行
動や配慮で必要
なことを十分留
意し、遊びを見
守ったり側で支
えたりしてい
く。

3505

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午前中
施設内
(室内)

3歳児 19
０
名

０
名

０
名

０
名

０
名

０
名

０
名

３名 ３名 4歳 女児 特になし
室内活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯のぐ
らつき、
出血

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
1～２　)
回/年

基準
以上
配置

特になし

慌てず、
落ち着い
て行動す
るように
声をかけ
る。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

ロッカー
に損傷が
無いか常
に見てお
く

集団活
動中・
見守り
あり

特になし

体の使い
方等子ど
も達と話
し安全に
行動でき
るように
促す。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

周りを見
ずに立っ
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

お外に行
くことを
伝え、帽
子をか
ぶって準
備する様
子を見
守ってい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

一緒の部
屋にい
て、見
守ってい
た。

特にな
し

保育士は常
にすぐ対処
できるとこ
ろで見守り
安全に配慮
する。

3506

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午前中
施設内
(室内)

2歳児 17
０
名

０
名

０
名

０
名

０
名

０
名

０
名

３名 ３名 3歳 男児 特になし
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左足甲
骨折の疑
い

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
1～２　)
回/年

基準
以上
配置

特になし

ぐずって
いる時の
対応とし
て、ひざ
に座らせ
安定を図
るように
する。
又、おん
ぶで落ち
着く子は
おんぶ紐
を使い安
全に配慮
する。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

落ち着い
て安全に
遊べる環
境を常に
整える

集団活
動中・
見守り
あり

特になし

新クラス
に移行の
時期なの
で、保育
士の連携
を密にと
る

いつも
どおり
の様子
であっ
た

登園時母
から離れ
る時はぐ
ずること
が多いの
でいつも
の姿で
あった。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

対象児と
一緒にい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

他児と部
屋にて遊
びながら
見守って
いた。

特にな
し

朝ぐずって
いる子に対
応してる場
合、他の保
育士が後か
ら登園の子
を受け取り
に入るよう
に連携をと
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3507

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

2歳児 24 名 名 名 名 名 名 名 5名 5名 2歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

AA外傷性
歯牙打撲

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
配置

保育室で
他児と寝
かしつけ
ごっこを
してい
た。、一
緒に遊ん
でいた友
達が立ち
あがり
走ったの
で、一緒
に立ち上
がり走ろ
うとして
転倒し
た。

保育室で
は、走ら
ないよう
に声かけ
をすると
共に他の
遊びに誘
導する。

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

ハード面
での要因
はないと
思われ
る。

上記理由
により該
当なし。

集団活
動中・
見守り
あり

保育室に
入ってす
ぐのス
ペースが
広く、走
れる空間
があっ
た。

棚を置い
たり遊び
の空間分
けで広い
空間を仕
切る等、
保育室内
の環境整
備をす
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
一緒に遊
んでいた
友達が走
り出した
のを見
て、真似
て走ろう
とした。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
アルバイ
ト保育士
が部屋の
中央で全
体を見
守ってい
た。本児
の近くに
はいな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
パート職
員1人が
ままごと
をしてい
る4人を
見てい
た。他の
1人の
パート職
員は、対
象児のそ
ばにいた
が登所後
泣いてい
る児の対
応をして
いた。

毎日、朝
夕ともに
子どもた
ちが過ご
す部屋で
あり、友
だちの行
動を真似
すること
はよくあ
る姿だと
思ってい
る為、
走って転
倒すると
予期でき
なかっ
た。

毎日の保育
の中でもひ
やり・はっ
とした事例
や危険の予
測などを職
員同士で話
し合う機会
を持ち、声
を掛け合
う。常に事
故が起こる
かも知れな
いと意識を
持って関わ
る。

3508

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

2
0
名

0
名

0
名

2
名

0
名

0
名

0
名

1名 1名 3歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯脱臼
（2本）

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
1月　)回/
年

基準
以上
配置

靴下をは
いていた

靴下を必
ず玄関で
脱ぐ

定期的に
実施

実施頻度(
1２)回/年

未実施
実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
毎日)回/
年

なし なし その他 なし
靴下を必
ず玄関で
脱ぐ

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
朝の準備
をするた
めお部屋
に入っ
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
部屋へ一
緒に移動
中であっ
た。

―

(具体的
内容記載
欄)

つまず
きやす
く、以
前も保
護者と
の買い
物中に
同じ歯
のとこ
ろをぶ
つけた
ことが
あった
と伺
う。

靴下を必ず
玄関で脱ぐ

3509

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

16 名 名 名 名 名 名 1名 1名 5歳 男児 ―
登園・降
園中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

骨折（右
手首）

遊具等
からの
転落・
落下

なし
不定
期に
実施

実施頻度(
5　)回/年

基準
配置

お迎え
後、園庭
で遊ばな
いこと
を、子ど
も達、保
護者、職
員間で徹
底する

園内研修
を増や
し、職員
間での連
携をとる
努力をす
る

定期的に
実施

実施頻度(
1)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12)回/年

高さ２０
㎝の丸太
がけがに
つながる
という思
いには
至ってい
なかっ
た。

丸太の下
（地面）
に人工芝
のような
マット代
わりにな
るものを
敷いた
り、丸太
の上を歩
くことを
禁止する
など対応
を検討す
る。

集団活
動中・
見守り
あり

夕方、園
庭を使用
しないと
きは、
「いまの
じかんは
つかわな
いでね」
カードを
遊具に掛
けている
が、遊ん
でいない
かどうか
確認出来
ていな
かった

保護者・
子ども
達・職員
が、お迎
えの時の
ルールの
再確認。
保護者に
受け渡し
後、園庭
で遊ぶ児
がいれ
ば、声掛
けをする
ように職
員間でも
再確認を
する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
祖母が迎
えに来て
帰り際、
丸太うえ
を歩き遊
ぶ

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
お迎えが
来られた
ので、引
き渡し
て、保育
室に戻っ
た

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
室内にて
保育中

お迎え
が来
て、降
園する
際、遊
具等で
遊ばな
いとい
う約束
を徹底
できて
いな
かった

「安全だよ
り」などの
お手紙で、
再度、注意
喚起する。
また、降園
後、園庭で
遊んでいる
子どもを見
かけた時に
は注意を呼
びかける。

3510

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

5歳以上
児

10 名 名 名 名 名 名 名 １名 1名 5歳 男児 なし
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左第５趾
基節骨骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
4　)回/年

基準
以上
配置

職員が今
回のよう
な追突が
骨折につ
ながると
いう想定
ができな
かった。

今回のよ
うな衝撃
でも骨折
につなが
る可能性
があるこ
とを会議
の場で職
員全員で
確認し
た。研修
参加者か
らも事故
のリスク
について
学ぶ機会
を設け
た。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

なし なし

集団活
動中・
見守り
あり

音楽に合
わせ体操
はしてい
たが指先
や足先ま
では動か
していな
かった。

運動遊び
の前には
指先、足
先まで動
かすよう
な準備体
操を行
い、子ど
もにも体
を動かす
ことの意
識をもた
せる。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
いつも通
りゲーム
に参加し
ていた
が、後
半、何度
かアウト
になり
ゲームに
対する意
欲や集中
力が途切
れ危険回
避できな
い状態
だった。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
ぶつかっ
た様子を
見ており
本児の足
の状況を
確認し
た。赤
み、腫れ
はなく様
子をみ
た。

― ―

ゲーム
の後半
疲れた
様子が
見えた
が、他
の遊び
に誘う
ような
働きか
けが足
りな
かっ
た。

子どもの様
子に合わ
せ、休むよ
うに声をか
けたり他の
遊びに誘導
していく。

83 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3511

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中
施設内
(室内)

異年齢構
成

25 名 名 名
8
名

7
名

10
名

名 4名 3名 3歳 男児
・負傷部位
は背中

その他 負傷 ― 火傷

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

Ⅱ度熱傷 その他 あり
未実
施

実施頻度(
)回/年

基準
以上
配置

・マニュ
アルはあ
るが、周
知徹底さ
れていな
い点があ
る。
・危機管
理意識が
低かっ
た。

・職種に
係らず全
職員にマ
ニュアル
を配布す
る。ま
た、内容
について
毎月の職
員会議時
等、定期
的な園内
研修を実
施し、職
員の危機
管理意識
を高め、
事故を未
然に防ぐ
対処法を
全体で常
に実践で
きるよう
にする。

定期的に
実施

実施頻度
(6)回/年

不定期に
実施

実施頻度
(６)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

・子ども
の導線
（玄関か
ら保育
室）と配
膳準備
（調理室
から保育
室）が重
なってい
る。

・子ども
の導線
（動き）
を最優先
し、先ず
子供を保
育室に戻
す。

その他

・玄関か
ら保育室
への移動
中であっ
たため、
導線が混
雑してい
た。

・保育担当
者は給食配
膳準備前に
こどもを保
育室に入れ
る
・子どもの
居場所を常
にを把握
し、こども
が已むおえ
ず保育室を
出入りする
場合も、給
食準備時等
に危険が予
測されるよ
うな場合に
備えて、視
点の確保
と、事前の
声掛け等で
こどもと運
んでくる調
理職員に注
意喚起を行
う。(相互に
注意する）

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
・散歩か
ら帰園
し、保育
室に戻る
異動の途
中であっ
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
・散歩か
ら保育室
に戻り、
園児に足
を洗わせ
るために
テラスに
向かって
いた。も
う一名
は、玄関
で他児の
行動を見
守ってお
り、もう
一名は他
児にかか
わってい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・他職員
は、他ク
ラスの保
育に入っ
ていた
り、異年
齢児クラ
スの配膳
補助に
入ってい
た。

・ひとりひと
り子どもの動
きや導線に、
保育士が目を
向けていな
かった。
・通常は、全
ての食物と食
器をワゴンで
運んでいる
が、保育者が
準備が完了す
る前にワゴン
を運んでしま
い、不足した
汁物だけを、
調理職員が手
で運んでし
まった。・動
線上に子ども
がいるにもか
かわらず、不
足分を手で運
搬した。

・子どもの
動きや行動
から目を離
さない。
・給食で使
用する全て
の物はワゴ
ンで運ぶ。
・調理職員
が保育室に
向けてワゴ
ンを動かす
際、こども
が導線にい
る時は、こ
どもと保育
士に声をか
け、保育室
に戻ったの
を確認して
移動を開始
する。

3512

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中
施設内
(室内)

2歳児 11 名 名 名 名 名 名 名 3名 3名 2歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

右下腿骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
3　)回/年

基準
以上
配置

特になし 特になし
定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

集団活
動中・
見守り
あり

保育室の
環境面に
ついて
は、常に
チェック
してお
り、事故
当日も
特に問題
はなかっ
た

特になし

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他児より
行動がお
そく、マ
イペース
で立って
オムツを
脱いでい
た

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
本児に保
育士一人
が関わっ
ていた
が、後ろ
向きでオ
ムツを脱
ごうとし
ていた
ので、倒
れた時も
手を差し
伸べられ
なかった

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
1人は、
園外保育
の準備を
してお
り、もう
一人は、
他の園児
達を見
守ってい
た

11名の
園児に
対し、
職員3名
を配置
してい
たが、
転倒し
た園児
は
マイ
ペース
なた
め、他
の園児
を注視
しがち
であっ
た

一人ひとり
の発達状況
を見ながら
オムツをは
く体制方法
を
とるように
改善する

3513

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

30
0
名

0
名

0
名

11
名

13
名

6
名

名 4名 4名 4歳 男児

身長：
100.5㎝
体重：14㎏
天候：曇り

屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左尺骨近
位端骨折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
3　)回/年

基準
以上
配置

子ども、
保護者、
保育士と
もに出入
りが多い
時間帯で
あり、見
守りが十
分でな
かった。

保育士間
の連携や
立ち位
置、人数
配置につ
いて再確
認し、事
故防止に
努めてい
く。

定期的に
実施

実施頻度
(49)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(49)回/年

―
実施頻度
(12)回/年

遊具下に
マットを
敷設

今回は特
になし

集団活
動中・
見守り
あり

同時に砂
場、遊
具、ス
クー
ター、鬼
ごっこな
どが行わ
れてい
た。

同時に複
数の遊び
を行うこ
とを制限
し、遊具
での遊び
方につい
て話し合
いを行な
う。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
通常通り
友達と遊
んでい
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
降園時の
保護者対
応をして
おり、事
故の瞬間
を見てい
なかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
遊具以外
の子ども
たちを見
ており、
泣き声に
よりケガ
に気づい
た。

遊び方
に対す
る声掛
けや見
守りが
十分で
なく、
職員間
の引継
ぎも不
十分で
あっ
た。

子どもたち
の遊び方の
危険性につ
いて確認を
行い、職員
間の声掛け
や見守りを
怠らないよ
うに配慮す
る。

3514

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

2歳児 11 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 2歳 女児

身長９４．
４ｃｍ　体
重１３．４
ｋｇ
事故当日の
天候は、晴
れ

屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

上腕骨顆
上骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(１)回/年

基準
配置

4月より
新体制に
なり危機
管理が十
分にでき
ていな
かった。

危機管理
について
話し合い
をしてい
くように
し、より
危機管理
の意識を
高める。

定期的に
実施

実施頻度
(３６)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(３６)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(３６)回/
年

遊具など
の使用方
法などの
確認は不
十分で
あった。

遊具など
の使用方
法や遊び
方の確認
をし、よ
り安全面
に気を付
けてい
く。

集団活
動中・
見守り
あり

マットを
敷いてい
なかっ
た。保育
士一人で
は運動遊
具の両端
で同時に
何か起き
た時には
対応でき
ない距離
だった。

マットを
敷く。ど
んな事態
でも対応
できるよ
うに、運
動遊具の
置き方、
数量に気
をつけ
る。保育
士間で連
携をと
る。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
いつもよ
り、より
意欲的に
運動遊具
で遊び、
何度も何
度も繰り
返してい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
運動遊具
の端で他
児がバラ
ンスをく
ずしそう
になった
為、補助
したと同
時くらい
に本児も
その反対
の端でバ
ランスを
くずす。
手を差し
出したが
間に合わ
ず転落す
る。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

他の遊具
で遊んで
いる子ど
もに対応
する為、
少し離れ
た場所に
いた。こ
ちらの様
子も見て
はいた。

担任以
外の保
育士が
気づく
ことが
できれ
ば、事
前に防
げた可
能性も
ある。

全体を見る
目をもち、
危険を察知
できるよう
にする。ま
た、職員の
連携を図る
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3515

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

40
0
名

9
名

12
名

11
名

8
名

0
名

0
名

7名 7名 3歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

上腕骨通
顆骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
12)回/年

基準
配置

事故防止
研修会で
予測して
いなかっ
た。

事故防止
研修で防
止策を話
し合う。

定期的に
実施

実施頻度(
12)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12)回/年

砂止めの
高さや幅
を検討

事故部分
の砂止め
をを低く
した

個人活
動中・
見守り
あり

普段の本
児の砂場
遊びに危
険がない
ため、見
守りの範
囲だっ
た。

遊び方や
行動につ
いて安全
教室で指
導し、
日々の保
育では状
況に応じ
て声をか
けながら
事故防止
に努め
る。本児
へもあわ
てないよ
うに声を
かける。
現場でも
園児に指
導する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

砂場で遊
んでいた
が、別の
遊びをす
る為に砂
場から出
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
他の園児
と砂場の
手前にい
たが、本
児が転ぶ
瞬間助け
る距離で
はなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
砂場付近
で他の園
児を保育
中、本児
が転んだ
のを見て
すぐに駆
け寄っ
た。

近くに
保育士
が複数
おり本
児の動
きを見
ていた
が転ぶ
のは予
測でき
なかっ
た。

今まで以上
に戸外では
本児の遊び
を見守り近
くの職員が
声をかけて
注意を促
す。また、
一緒に遊ん
でいるとき
も場面ごと
に声をかけ
注意を促
す。

3516

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午後
施設内
(室外・
園庭等)

― 0名 名 名 名 名 名 名 名 0名 0名 1歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― その他

上肢
(腕・
手・手
指)

右手第３
第４中指
骨骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

基準
配置

保護者に
は、保育
士と降園
の挨拶を
した後は
すぐに帰
るルール
を文書や
口頭で知
らせてい
たが、守
られな
かった。

保護者に
は園の
ルールに
ついて、
周知でき
るよう
に、園だ
よりや口
頭で随時
知らせて
いく。

不定期に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
48　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
４８　)回
/年

幼児用の
固定遊具
で低年齢
児が使用

幼児用の
固定遊具
では遊ば
ないこと
を保護者
には周知
させる。

その他

保育終了
後は子ど
もが疲れ
ていて、
怪我につ
ながりや
すい時間
帯である
事を保護
者に周知
させてい
なかった

保育終了
後は子ど
もが疲れ
ていて、
怪我につ
ながりや
すい時間
帯である
ため、速
やかに降
園するよ
う保護者
に伝えて
いく。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育中は
幼児用の
固定遊具
で遊ぶ事
はない
が、保護
者が幼児
用の遊具
で遊ぶ事
を容認し
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
保育終了
後であっ
たため、
本児は保
護者とい
た。本児
がけがを
した後、
保護者が
相談にき
たので、
対応をし
た。、

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育終了
後で、本
児は保護
者といた
ため、注
意して見
ていな
かった。

降園の
挨拶
後、遊
んでい
る子を
見るこ
とはあ
るが、
帰るよ
うに促
さな
かっ
た。

降園の挨拶
後のルール
を職員も再
確認し、降
園の挨拶後
は遊ばずに
帰るように
保護者と子
どもに声を
かける。

3517

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

28 名 名 名 名
１
０
名

１
８
名

名 名 ２名 5歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右示指基
節骨骨端
線損傷

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
配置

本児が転
倒した
時、保育
士が離れ
た場所に
いた。転
倒した様
子は、見
えていた
が声がけ
も間に合
わなかっ
た。子ど
もの浮き
足立って
いた部分
もあった
と思われ
る。

子どもの
様子や散
歩場所の
安全確認
等、気を
つけて見
ていく。
又、事故
等に対す
る研修等
を取り入
れ職員全
体で意識
し保育し
ていく。

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度
（  １
）回/年

不定期に
実施

実施頻度(
６　)回/
年

安全な環
境の中で
の保育が
できるよ
う努め
る。

施設面、
遊具等に
ついて
は、古い
施設では
あるがで
きるかぎ
りの点
検、修繕
等を行い
環境整備
をしてい
く。

集団活
動中・
見守り
あり

散歩先な
どいつも
と環境が
違う時に
は、突発
的に予知
しない行
動をとる
こともあ
るので一
人一人の
行動をよ
く見てい
く。

遊ばせる
場所の安
全確保を
徹底し、
保育士も
安全に対
する意識
を高め、
子ども達
にも危険
がないよ
うにルー
ル等しっ
かりと確
認してか
ら活動を
行う。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
友達と一
緒に広場
内を散策
しながら
いつもと
かわらず
遊んでい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
離れた位
置では
あったが
対象児が
転倒する
のが見え
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
全体を見
渡してい
たが他児
と一緒に
遊んでい
て対象児
が転倒し
た瞬間は
見ていな
かった。

久しぶ
りの遠
出の散
歩で本
児を含
め子ど
も達も
浮き足
立って
いたと
ころも
あった
かと思
われ
る。

散歩先に
よって保育
士の人数を
増やした
り、子ども
の様子や行
動を予測し
ながら見
守って行き
たい。

3518

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午後
施設内
(室内)

5歳以上
児

10
0
名

0
名

0
名

0
名

0
名

10
名

名 1名 1名 6歳 女児

身長121.7
ｃｍ、体重
25.8ｋｇ、
当日の天候
は晴れのち
曇り。既往
歴、持病、
アレルギー
なし。発
育・発達状
況問題な
し。

室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右手橈骨
骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

なし
不定
期に
実施

実施頻度(
1)回/年

基準
以上
配置

園児転倒
の可能性
を考え、
玩具収納
箱の配置
場所を園
児の側で
はなく、
離れた場
所に配置
する等の
配慮が必
要だっ
た。

クラス内
の玩具の
置き場所
や玩具収
納箱の配
置を職員
皆で共有
してい
く。

定期的に
実施

実施頻度
(1)回/週

定期的に
実施

実施頻度
(1)回/日

定期的に
実施

実施頻度
(1)回/日

怪我をし
た園児さ
んの側
に、玩具
や玩具収
納箱が置
いてしま
う配置と
なってい
た。

整理整頓
の徹底、
クラス内
の配置を
より安全
にする。

個人活
動中・
見守り
あり

怪我をし
た園児さ
んの側
に、玩具
や玩具収
納箱が置
く配置と
なってい
た。

整理整頓
の徹底、
クラス内
の配置を
より安全
にする。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

いつもど
おりの様
子で、玩
具等を
使って遊
んでい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

職員が本
児の比較
的側に付
いていた
が、転倒
時に転倒
を防げな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時、クラ
スは、職
員１人で
保育をし
ていた。

職員が
本児の
比較的
側に付
いてい
たが、
転倒時
に転倒
を防げ
なかっ
た。

整理整頓の
徹底、クラ
ス内の配置
をより安全
にする。

3519

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

40
１
名

６
名

６
名

７
名

１
０
名

１
０
名

０
名

７名 ４名 3歳 女児 なし
室内活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性脱
臼

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
以上
配置

なし

マニュア
ルがある
ことを職
員に周知
し、いつ
でも見ら
れるよう
にしてい
く。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年
実施頻度(
3)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年
実施頻度(
24　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
48　)回/
年

なし

施設点検
を行い、
危険があ
れば保育
課に報告
し、改善
してもら
う。

集団活
動中・
見守り
あり

―

普段の保
育の中
で、手を
ついて遊
ぶ動きを
取り入れ
ていく。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・本児が
一回転を
してバラ
ンスを崩
し転倒す
る。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
部屋を移
動しよう
と電気を
消すた
め、対象
児の動き
を見てい
なかった

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
それぞれ
が担当す
る年次の
子どもを
見ていた
ため、担
当者、対
象児の動
きを見て
いなかっ
た。

―

子どもの行
動に十分注
意し、ふざ
けたり危険
な遊びをし
ないよう知
らせてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3520

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

28 名 名 名 名
14
名

14
名

名 ４名 3名 5歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

― その他 あり
定期
的に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

―

基準配置
は守られ
ていたた
め、ソフ
ト面で問
題はな
かった。

―
実施頻度(
)回/年

―
実施頻度(
)回/年

―
実施頻度(
)回/年

園外の施
設であり
ハード面
について
は不明で
ある。

集団活
動中・
見守り
あり

遊び始め
る前に子
どもたち
に遊具の
使い方な
どを確認
しなかっ
た。

散歩先の
公園で遊
ぶ際は、
遊び始め
る前に子
どもたち
と確認を
し、安全
に配慮し
て遊べる
ようにし
ていく。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
遠足とい
う特別な
行事で、
朝から気
持ちが高
ぶってい
るよう
だった。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
担当職員
がいたと
ころから
すると死
角になる
場所で発
生したた
め、すぐ
に対象児
の動きに
気が付け
なかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
それぞれ
が別の場
所で子ど
もたちと
関わって
いたが、
職員同士
で声の掛
け合いが
できてい
なかっ
た。

―

常に職員間
で声を掛け
合い、連携
をとってい
く。また、
死角ができ
ないように
保育者の立
ち位置を考
えながら保
育してい
く。

3521

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

14 名 名 名
５
名

３
名

６
名

名 １名 １名 5歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― その他

上肢
(腕・
手・手
指)

右肘の骨
のずれ
と、ひび

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
配置

職員配置
にあった
遊具の設
定のしか
たに、配
慮が必要
だった。

安全確保
に関する
勉強会を
行うこと
により職
員の共通
理解を深
める。

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

遊具と遊
具の間の
適正に配
慮。

適正な遊
具の数を
考慮す
る。

集団活
動中・
見守り
あり

遊戯室で
複数の遊
びが展開
されてお
り、フー
プと本児
が歩いて
いたとこ
ろのス
ペース
が、狭
かったた
め足に
フープが
かかって
しまった
と思われ
る。

安全に遊
びを展開
できるス
ペースを
確保す
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)

危険予
測が不
十分
だっ
た。

危険を予測
しつつ、更
にしっかり
と子どもの
様子を見守
る。

3522

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

71 名 名 名 名
３
４
名

３
７
名

名 ４名 ４名 4歳 男児 なし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折
右前腕若
木骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(49)回/年

基準
配置

皆が集
まってい
るときに
子どもが
慌ててし
まう心理
について
の話し合
いが不十
分であっ
た。

行動が遅
れている
子どもの
焦りなど
を予測
し、心理
面につい
て再度確
認し合
い、職員
一人一人
が意識し
危険回避
の意識を
もつ。

定期的に
実施

実施頻度
(290)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(6)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(２９０)
回/年

芝生が水
で濡れて
いる場所
は滑りや
すい。

芝生が濡
れている
場所は、
囲った
り、保育
士がその
場につい
て走らな
いように
する。

集団活
動中・
見守り
あり

集まる場
所へ続く
園庭の芝
生が濡れ
ていた。

遠回りを
してで
も、濡れ
ていると
ころを避
けて集ま
るように
する。濡
れていた
ら、保育
士がその
中を走ら
ないよう
にガード
をする。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
年長児の
リレーに
興味があ
り、少し
でも早
く、応援
をしたい
と気持ち
が焦って
いた。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
担当クラ
スの子ど
もが、の
ぼり棒に
登ってお
り、降り
てリレー
の応援に
向かおう
としてい
たので安
全に降り
られるよ
うに見
守ってい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
園舎東側
のテラス
で年中児
30名の近
くにいた
保育士
は、転ん
だ瞬間は
見ていた
が、咄嗟
の事で防
げなかっ
た。

何もな
いとこ
ろでも
子ども
は転ぶ
という
予想を
たてる
こと、
濡れて
いると
ころを
走ると
危ない
という
予想が
足りな
かっ
た。

本児は、落
ち着きのな
い行動をし
やすいの
で、走り出
したときに
「歩こう
ね」と声を
掛けるこ
と、芝が濡
れていると
いう環境か
ら危険を予
測する。

3523

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

52
０
名

７
名

８
名

１
５
名

１
０
名

１
２
名

０
名

１４
名

９名 5歳 男児 なし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右橈骨尺
骨骨幹部
骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　　)回
/年

基準
配置

固定遊具
の遊び方
について
の保育者
の考え方
をすり合
わせる必
要があ
る。

所内会議
で『固定
遊具の約
束につい
て』を確
認し、遊
び方につ
いての保
育者の考
え方をす
りあわせ
た。今
後、保育
者への事
故防止に
関する研
修を充実
させ、危
険予知ト
レーニン
グなどの
事故を未
然に防ぐ
知識を磨
く。

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
１　)回/
２年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

児童の年
齢に合わ
せた固定
遊具の遊
び方につ
いての保
育者の考
え方をす
り合わせ
る必要が
ある。

所内会議
で『固定
遊具の約
束につい
て』を確
認し、年
齢に応じ
た利用と
した。

集団活
動中・
見守り
あり

慣例的に
多くの児
童が幼児
用椅子に
乗りぶら
下がりを
してい
た。

太鼓橋の
下に椅子
を置かな
いことに
した。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的内容
記載欄)本児
は運動神経
がよく、何
度も太鼓橋
の側面にぶ
ら下がり遊
んでいた。
事故の際は
椅子に乗り
向こうの側
面に飛びつ
いたが、手
を滑らせて
落下した。
この時、右
手で体をか
ばうことと
なり全体重
がのり骨折
した。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的内容
記載欄)担当
職員は太鼓
橋の近くに
いたが、他
児の面倒を
見るため反
対方向を向
いていたた
め落下の瞬
間は見てい
なかった。
本児がうず
くまったた
め異常にき
ずき、右手
の骨折を目
視確認した
ため急いで
事務室に連
れて上司に
報告した。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)少し
離れたと
ころで別
の児童を
見なが
ら、事故
の経緯を
見ていた
職員がい
たが、他
の職員は
それぞれ
所庭に分
散し児童
たちの動
きを見て
いたため
本児を見
ていな
かった。

固定遊
具で遊
ぶ場合
は危険
が伴う
ことを
前提に
保育者
がそば
に付き
添うと
ともに
危険な
行為が
予測さ
れたと
きは必
ずやめ
させる
必要が
ある。

所内会議で
『固定遊具
の約束につ
いて』を確
認し、年齢
に応じた遊
び方と保育
者の対応に
ついて再確
認した。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3524

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2 午前中
施設内
(室内)

3歳児 3 名 名 名 名 名 名 名 ３名 ３名 4歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

歯根破切
脱臼

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(１２　)
回/年

基準
以上
配置

より細か
な配慮や
支援を必
要とする
子の突発
的な動き
に対応し
きれな
かった。

自分の体
と他の距
離感と
いった目
測に気づ
ける声か
け、運動
あそびを
取り入れ
ていく。

―
実施頻度(
)回/年

―
実施頻度(
)回/年

―
実施頻度(
)回/年

―

集団活
動中・
見守り
あり

動きが予
想しづら
い支援の
必要な子
を含む集
団の人数
設定

動きが予
想しづら
い支援の
必要な子
を含む集
団を形成
する際は
より少人
数体制に
する事や
個別理解
を確認し
て行う。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
はじめて
遊ぶ集団
あそびに
上気して
おり落ち
着かない
様子が
あった。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
遊びに参
加をして
いる児童
全体を目
視しなが
ら危険が
ないよう
に一緒に
遊びに参
加してい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
上記同様

職員数
は充分
であっ
たが、
あそび
の中で
の職員
の立ち
居地を
再度確
認しな
がらあ
そぶこ
とが必
要。

活動前に職
員間で再度
あそびの
ルール、子
どもの特性
を確認し合
い、職員の
動き、立ち
位置の確認
をする。

3525

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5
昼食時・
おやつ時

施設内
(室内)

4歳児 15名 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 4歳 男児

身長100.4
㎝　体重
15.8㎏　カ
ウプ指数15
（正常範囲
内）　既往
歴なし　発
達問題なし
発生時天
候：晴天

食事中
(おやつ
含む)

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部斜骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(１)回/年

基準
以上
配置

児童が席
から離れ
る際に、
保育士の
指示が入
らず動い
てしま
う。

児童個人
個人の性
質を把握
し、危な
そうな児
童からは
目を離さ
ない。

定期的に
実施

実施頻度
(2)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(2)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(適宜)回/
年

通常通り
の置き場
所、使用
方法を
とってい
る物が凶
器になる
可能性も
ありう
る。

今回使用
している
テーブ
ル、床面
について
チェック
したが不
具合は見
つからな
かった。

食事(お
やつ)中

―

危険が予
測される
活動時に
は、個別
に確認が
取れる保
育の仕方
を工夫し
ていく。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
給食後の
片づけが
終わり、
違う場所
で立った
ままテー
ブルに両
手をつ
き、頭を
ぐるぐる
回してい
たとのこ
と。目が
回ってバ
ランスを
くずして
転倒した
ものと思
われる。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的内容
記載欄)
給食を食べ
終わり、
個々に歯を
磨いたり、
片づけをし
たりと行動
はバラバ
ラ。しかし
歯を磨くと
ころには、
担任がしっ
かりついて
危険がない
ように見
守ってい
た。また、
一人は着替
えの手伝い
でテラスに
出ていた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
食器の片
づけをし
ながら、
ほかの子
ども達を
見守って
いく。

転倒し
た際
に、左
足を椅
子に打
撲した
可能性
もあ
る。

集団の中
で、一人ひ
とり目を離
さないよう
にすること
は難しい
が、全体を
見渡すこと
を常に行っ
ていく。

3526

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

55名
0
名

5
名

6
名

15
名

14
名

15
名

名 9名 9名 4歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(６)回/年

基準
配置

―

引き続き
定期的に
所内研修
を行い、
注意喚起
を行って
いく。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

引き続き
定期的に
点検を実
施し、不
具合がな
いか確認
してい
く。

集団活
動中・
見守り
あり

―

常に子ど
もの動き
に気を付
け、ケガ
の無いよ
うに声掛
けしてい
く。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
１人でう
んていを
やりたい
という気
持ちが強
く、担任
が違う遊
びを提供
し一緒に
遊ぶよう
促した
が、うん
ていに
戻ってし
まい、手
を滑らせ
右足から
落ちた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的内容
記載欄)
他児がうん
ていから落
ちしりもち
をついたの
を、他保育
士から担任
保育士が聞
き、１人１
人にうんて
いのやり方
や降り方を
教えた。そ
の後、違う
遊びを提供
しようと
シャボン玉
を吹いてあ
げていたと
き、うんて
いから一瞬
目が離れて
しまい、う
んていに
戻った本児
が落ちた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
所庭には
いたが、
他児のグ
ループを
見てお
り、本児
は見てい
なかっ
た。

―

常に子ども
の動きに気
を付け、ケ
ガの無いよ
うに声掛け
していく。
複数の職員
で声を掛け
合い、連携
して全体に
目を配って
いく。

3527

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

61 名 名 名
１
７
名

２
１
名

２
３
名

名 ４名 ４名 5歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折 ―
　　左前
腕骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり ―
実施頻度(
２　)回/
年

― ―

定期的に
事故予防
（ヒヤリ
ハットも
含め）の
研修及び
所外（外
部）で実
施する研
修への積
極的参加
と所内で
の共通理
解・対応
を深め
る。

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

より丁寧
な安全点
検の実施
と不具合
を発見し
た時は早
急に改善
する。

集団活
動中・
見守り
あり

―

安全な遊
具の扱い
方につい
ての指導
を定期的
に行う。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
鉄棒の近
くにお
り、激し
い危険な
行動では
なく、低
い位置か
ら手を離
しての落
下で、す
ぐに側に
駆け寄っ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)

―

適切な職員
配置を行
う。固定遊
具で遊ぶ際
には十分に
気をつけて
側につく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3528

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午後
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

13
0
名

3
名

3
名

1
名

2
名

4
名

0
名

5名 5名 4歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上腕骨
顆上骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
3　)回/年

基準
以上
配置

休日保育
専門の職
員への研
修(遊び
の内容）
が不足し
ている。

休日専門
の職員に
休日の実
態に合わ
せた細か
い内容の
研修を
行ってい
く。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

なし なし

個人活
動中・
見守り
あり

巧技台の
設定が高
く子ども
の能力を
超えてし
まってい
たと思わ
れる。

平日様々
な園に
通ってい
る子ども
が集まり
遊んでい
ることや
異年齢児
だったた
め巧技台
の高さを
無理のな
い低めの
設定にす
るべき
だった。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
本児が
渡ってい
た平均台
の反対側
に立って
おり、落
下する瞬
間に手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
砂場遊び
や三輪車
に乗って
いた他児
を見てい
た。

日・祝
のみの
利用の
ため子
どもた
ちの運
動能力
の把握
がしっ
かり確
認でき
ていな
かっ
た。

休日のみ利
用の子ども
を保育して
ることを念
頭に置いた
十分な安全
確認、配慮
が必要。

3529

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

22
0
名

3
名

3
名

3
名

4
名

9
名

名 3名 1名 4歳 男児 なし
登園・降
園中

負傷 ―
創傷(切
創・裂傷
等)

上肢
(腕・
手・手
指)

右手中指
末節部挫
傷

その他 なし
定期
的に
実施

実施頻度(
12)回/年

基準
配置

事故防止
マニュア
ルの整備
ができて
いなかっ
た。

自転車に
乗る時は
周囲に誰
もいない
か確認を
する事を
知らせ
る。
事故防止
マニュア
ルを整備
する。

定期的に
実施

実施頻度
(297)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(297)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(297)回/
年

なし

危険な行
為につい
て集会を
して今後
事故のな
いように
子どもた
ちに周知
する。

集団活
動中・
見守り
あり

なし

遅番の職
員は重要
箇所にお
り見守る
こと。遊
び場や遊
具を区切
り保育者
の目が
しっかり
行き届く
ようにす
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
いろいろ
な事に興
味を持つ
子であ
る。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
自転車置
き場付近
で対象児
ともう一
人の児童
を見てい
たが、２
歳児が自
転車に乗
りたがり
介助して
いて対象
児から目
を離して
いる間に
本児から
の「血が
出た」訴
えで対応
にあた
る。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

他児の見
守りにつ
いていた
が、担当
職員の
「血が出
ている」
の声に驚
きすぐ駈
け寄り患
部を見
る。

当日は午前
中に３歳以
上児が春の
遠足で外出
し自然観察
会を行っ
た。また、
2日前から
遊具が使え
るように
なったとい
うことで、
子どもたち
のテンショ
ンが高かっ
た。

各遊具付
近、自転車
付近に職員
を配置す
る。

3530

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

25 名 名 名
２
名

１
１
名

１
２
名

名 ２名 ２名 4歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

上腕骨顆
上骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(１　)回/
年

基準
以上
配置

臨時職員
には事故
防止マ
ニュアル
に沿って
研修をし
ていな
かった。

現場検証
を行い、
再発防止
の検討を
行う。全
職員に事
故防止マ
ニュアル
に沿った
研修を定
期的に行
う。

定期的に
実施

実施頻度(
４８　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
毎　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
毎　)回/
年

遊具・玩
具の安全
点検・年
齢に合っ
た遊具の
設定をす
るように
職員に周
知してい
く。

集団活
動中・
見守り
あり

運動会の
練習も少
しずつ始
まり、子
どもたち
の中で運
動をした
いという
気持ちが
高まって
いた。

子どもの
気持ちも
汲みつ
つ、子ど
もの動き
を見なが
ら安全に
遊べるよ
う配慮し
ていく。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
遊戯室
で、ゲー
ムボック
ス（42㎝
×42㎝）
の2段重
ねのジャ
ンプ台
（高さ84
㎝）から
マットの
下に飛び
降りる遊
びを繰り
返してい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的内
容記載欄)
クラス担任
（保育士）
がジャンプ
台脇で子ど
もの様子を
見守ってい
たが、奥の
縄跳びコー
ナーも同時
に見ていた
ため、対象
児がジャン
プする瞬間
を確認した
り、手を添
えることが
できなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
もう一人
の職員は
入口付近
で鬼ごっ
こをして
いる子ど
もを見
守ってい
たため、
対象児の
動きを見
ていな
かった。

対象児の近
くにいた職
員は、ゲー
ムボックス
のジャンプ
台脇にいた
が、同時に
奥の縄跳び
コーナーも
見ていなけ
ればならな
かった。
（縄跳び
コーナーに
は職員はつ
いてなかっ
た。）

子どもの人
数に応じて
職員配置を
していく。
また、子ど
もの人数や
発達に応じ
て遊具の数
や遊びの選
択をし臨機
応変にコー
ナー作りを
していく。

3531

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

4 名 名
1
名

1
名

名
2
名

名 2名 2名 5歳 男児 特になし
登園・降
園中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

右脛骨折 その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度
(８)回/年

基準
以上
配置

子どもを
保護者に
受け渡し
た以降、
起こりう
る事故の
リスクに
対して十
分な対応
を検討し
ていな
かった

マニュア
ルへの追
記及び追
記部分の
研修を実
施した。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

未実施
実施頻度(
)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

玄関から
道路の間
に遮るも
のがな
かった。
道路で路
駐をして
子どもを
迎えに来
るのを常
態として
いた。保
育園の場
所が道路
からはわ
かりにく
い状況で
あった。

玄関と道
路の間に
可動式
フェンス
を導入。
送迎のた
めの路駐
を一切禁
止し、駐
車場に止
めてもら
うよう保
護者に依
頼。保育
園の場所
が分かる
ような看
板等を設
置予定。

集団活
動中・
見守り
あり

保護者へ
の声掛け
が不十分
であっ
た。子ど
も達への
教育が不
十分で
あった。

保護者へ
のお願い
の手紙を
配布し、
懇談会で
は出席者
に口頭で
も説明し
た。子ど
も達には
道路飛び
出しの危
険性など
の教育を
行った。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
特に普段
と変化は
なかっ
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)
保護者に該
当園児を受
け渡した
後、母親の
静止を聞か
ずに子ども
が自分で自
動扉を開け
て外に出
て、路駐し
ている車ま
で走って
いった。保
護者に渡し
た時点で口
頭で静止し
たが、少し
距離があ
り、静止さ
せることが
できなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
延長保育
で残って
いる園児
を見てい
た。

配置人
数には
特に問
題はな
かっ
た。

現在の延長
保育の時間
帯の人数で
あれば配置
人数で問題
はないと判
断する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3532

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

1歳児 5 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 2歳 男児 ― その他 負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

歯のぐら
つき、歯
肉内出血

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(1　)回以
上/年

基準
配置

お茶のお
手伝いを
引率した
保育士
が、本来
やるべき
ことを
行ってい
なかった

室内は走ら
ないように
伝えていく
とともに、
お茶の返却
などに行く
際は子ども
の様子をみ
て、テン
ション高い
時などは保
育者のみで
行うように
する。子ど
もと行く際
は事前に歩
いていくこ
とを伝え落
ち着いたこ
とを確認し
てから保育
士と一緒に
行く

定期的に
実施

実施頻度
1　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(24)回/年

保育室の
ドアが閉
められて
いたの
で、他の
保育士は
ドアに遮
られ様子
がわから
なかっ
た。この
時期は
0・1歳児
混合で保
育を行う
事が多く
0歳児が
いる際は
ドアを閉
めてい
た。

状況にも
よるが、
お茶片付
けの際
等、短時
間で戻る
ようなと
きはドア
を閉めな
いことも
検討（0
歳児を混
合させな
い等）

その他

職員によ
り能力に
差があ
る。ルー
ル化しな
くてもで
きる職員
もいれば
ルール化
しなけれ
ば知らな
い職員も
いる。未
経験者に
わかるよ
うにルー
ル化が必
要

今回の件
をふま
え、お茶
お手伝い
の際の
ルールを
決め共
有、実践
して事故
予防して
いく

いつも
より活
発・活
動的で
あった

活動中で
いつもよ
り活発な
状態のま
まお手伝
いに行
き、その
まま帰り
に走って
転んでド
アにぶつ
かった。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

ダム
ウェー
ター付近
にいたと
ころ、先
に子ども
たちが走
り出して
追いかけ
たが間に
合わな
かった

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はドアが
閉まって
いたた
め、様子
を見るこ
とができ
ない状況
であった

お茶を片
づけた
後、走っ
て保育室
に戻るの
が恒常化
していた
ので今回
の件も事
前に予測
できたは
ず。また
同時にこ
ども5人は
人数が多
く、いつ
もは2～3
人で行う
事が多
い。

お茶片付け
の際は順番
制にするな
どして大人
数にならな
いように仕
組みを作る

3533

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午後
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

57
３
名

５
名

１
０
名

１
３
名

１
０
名

１
６
名

０
名

11名 １０名 6歳 男児 なし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上腕顆
上骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

動きが活
発になっ
ている
中、遊具
の下にい
る子に気
が向くな
ど集中力
を欠いて
いた。

総合遊具
など高所
にいる場
合は特に
周囲にい
る保育士
が声を掛
け合って
安全確認
をしてい
く。

定期的に
実施

実施頻度(
１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

安全マッ
トが砂に
埋もれて
いたので
クッショ
ンの役割
が少な
かった。

掘り起こ
しクッ
ション性
を高めて
いく。

個人活
動中・
見守り
あり

見守って
いた保育
士がその
場を離れ
た

離れる場
合に声を
かける・
他の保育
士に声を
かけてそ
の場を離
れる

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
友達と一
緒に遊具
に乗り降
りして遊
んでい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
直前まで
対象児に
声をかけ
るなどし
ていた
が、離れ
て他児の
ところに
言った。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
遊具の横
にある砂
場で他児
と遊んで
いた。

― ―

3534

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

81
0
名

0
名

１
８
名

１
９
名

２
３
名

２
１
名

０
名

12名 9名 6歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右橈骨折 その他 あり
定期
的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
配置

遊ぶ前の
約束確認
など配慮
不足が
あった

遊ぶ前に
子どもた
ちと約束
確認を行
なう。

定期的に
実施

実施頻度
(１２）回
/年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

園児7名
でこおり
鬼をする
にはス
ペースが
不足して
いた

人数や子
どもたち
の動きに
合わせて
遊ぶス
ペースを
確保して
いく

個人活
動中・
見守り
あり

保育士が
全体を見
守ること
ができる
位置にい
なかった

見守りの
際は、職
員が何処
に立つこ
とが一番
安全を担
保できる
か意識す
る。今回
のたち位
置を検証
し全職員
で確認す
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)

卒園前
の子ど
も達に
高揚感
があっ
たこと
を感じ
取って
はいた
が、配
慮（子
ども達
を見守
りなが
らも落
ち着か
せるな
ど）が
不足し
てい
た。

様々な事故
事例の検証
を行い、リ
スクマネー
ジメントの
スキルアッ
プを行な
う。

3535

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午後
施設内
(室内)

2歳児 7 名 名 名 名 名 名 名 ３名 ３名 2歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折
右足脛骨
骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

基準
以上
配置

職員配置
は子ども
の人数に
対して十
分に配置
されてい
たが、担
当同士の
役割分担
ができて
いなかっ
た

クラス全
体を見る
大人、危
険予測を
し異変が
あればす
ぐに手を
差し延べ
られる大
人、子ど
もの遊び
の中に入
りやりと
りをする
大人と役
割を決め
て保育を
する

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

保育環境
に危険の
ないよう
に確認し
ている
が、子ど
もの発達
や興味関
心に合わ
せて部屋
の安全を
確認して
いけるよ
う、職員
間で情報
を共有し
合う必要
がある

子ども達
の状況や
様子をク
ラスから
細目に発
信し、会
議等で共
有してい
く

集団活
動中・
見守り
あり

おままご
とを始め
てから４
０分が
たってい
た。大人
が子ども
達の中に
入り遊び
を膨らま
せること
ができな
かった

遊んでい
る時の子
どもの様
子や時間
を考え、
遊びを切
り替え展
開してい
く

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
おままご
とで遊ん
でいた
が、おま
まごとに
飽きはじ
め他の友
だちの遊
びから離
れていっ
た

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
対象児が
テーブル
に手を掛
けた姿は
確認して
いたが、
転倒を止
めること
は出来な
かった

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
対象児が
テーブル
付近へ
行った姿
は確認し
ている
が、その
後は他児
との遊び
を継続し
た

テーブ
ルに手
を掛け
る姿は
確認し
たが、
転倒を
止める
ことが
できな
かった

子どもの動
きを見守
り、危険予
測をして職
員間で声を
掛けあって
いく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3536

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

19 名 名 名
10
名

9
名

名 名 3名 3名 4歳 女児 特になし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

橈骨遠位
端骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
5～6　)回
/年

基準
以上
配置

特になし

危険箇所
（段差）
を転倒し
やすい場
所とし
て、マ
ニュアル
の項目を
見直す。

―
実施頻度(
毎日　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

公園等
は、子ど
も達に
とっての
危険な箇
所（子ど
も達が越
えにくい
段差
等）、工
事等をし
て頂ける
ように、
旭土木事
務所に連
絡をし、
相談をす
る。

集団活
動中・
見守り
あり

段差の確
認を遊び
のルール
説明の際
に、加え
て説明を
していな
かった。

危険個所
（段差）
を子ども
達に見せ
て、どう
すれば怪
我をしな
いか伝え
ていく。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
転倒後も
変わらず
自由遊び
を行い、
手をつな
いでお友
達と園に
戻った・
食事の際
に手を使
わない様
子が見ら
れたが、
それ以外
は、お迎
えまで変
わらずに
過ごし
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
該当児が
転倒をし
たので、
外傷や痛
みがない
かすぐに
駆け寄
り、確認
を行っ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
3人で子
ども達の
状況が見
られるよ
うバラン
スの良い
位置にい
たが、転
倒の様子
は、該当
児童の側
ではな
かったの
で、見ら
れなかっ
た。

転倒が
あった
ことを
知って
いたの
は、見
ていた
職員の
みで
あっ
た。

外傷等がな
くても可能
性がある出
来事に対し
ては、その
場で共有す
べきであっ
た。

3537

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 午後
施設内
(室内)

異年齢構
成

32名
０
名

０
名

０
名

１
５
名

１
２
名

５
名

０
名

４名 ４名 5歳 男児 ― その他 負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右肘内
障、右上
腕骨外果
骨折疑
い、右肘
関節内骨
折、左肘
関節痛

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(12)回/年

基準
以上
配置

　事故当
時、保育
士の配置
人数に問
題はな
かったと
思われる
が、保育
士同士の
連携の取
り方には
課題が
あったと
考えてい
る。

　毎月作
成してい
る『デイ
リープロ
グラムと
保育士の
動き』を
もとに、
保育士の
配置や連
携の取り
方につい
て話し合
い改善し
た。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

　ホール
が縦長の
設計であ
るため、
保育士か
ら少し離
れたホー
ル端に、
子どもが
自由に動
けるス
ペースが
できてし
まうこ
と。

　保育士
の立ち位
置を改
め、空い
たスペー
スにも目
が届くよ
うにし、
目覚めと
入室を促
すことが
できるよ
うにす
る。

その他

　２名い
た保育士
が同じよ
うな動き
をしたこ
とで、自
立して行
動してい
た本児の
行動の変
化に気付
くのが遅
れた。

　ホール
にいる職
員の中で
も連携を
取り、分
散して見
守り、目
覚めの促
しをする
ことで、
集団に対
する視野
を広く持
つように
する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
身体的、
情緒的に
異常はな
く、通常
時と同様
の姿で
あった。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
部屋と
ホールと
を行き来
し、午睡
からの目
覚めを促
したり、
室内の様
子を見て
いた際、
ホールの
端に対象
児がいる
ことを確
認した
が、入室
の声掛け
はしてい
なかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
室内で午
睡明けの
準備が終
わった子
どもを見
ていた保
育士が１
名、ま
た、午睡
からの目
覚めの促
しをして
いた保育
士が２名
いたが、
対象児の
動きを追
えていな
かった。

　まだ
目覚め
ていな
い子ど
もたち
の方
に、よ
り強く
意識が
向いて
いたこ
と。

　午睡明け
の準備を終
えた子には
入室の促し
をすると共
に、分散し
て目覚めの
促しを行う
ようにす
る。視野を
より広くも
つようにす
る。

3538

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

25名
０
名

0
名

０
名

8
名

9
名

8
名

０
名

６名 ６名 4歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

骨折 その他 あり
定期
的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

基準
配置

〇　全体
を把握す
る保育士
がいな
かった。

〇　職員
間で声を
掛け合
い、職員
みんなで
状況を把
握して対
応する。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

〇　台が
出しっぱ
なしに
なってい
た。

〇　台
は、その
都度片付
け、使う
ときに出
すように
する。

個人活
動中・
見守り
あり

台を園庭
に出して
いたが、
そばに保
育士がつ
いていな
かった。

台など危
険だと思
われるも
のを片付
ける。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
元気だっ
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
子どもた
ちは、そ
れぞれ好
きな遊び
を楽しん
でいたの
で離れた
ところか
ら見守っ
ていた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
１歳児を
見ていた
保育士
が、すぐ
そばで砂
遊びをし
ながら見
守ってい
た。

職員の
立ち位
置や意
識が不
十分で
あっ
た。

乳児と幼児
で園庭の使
用時間や職
員の立ち位
置などを確
認し、安全
に遊べるよ
うにする。

3539

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

5歳以上
児

13 名 名 名 名 名
13
名

名 1名 1名 6歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ―
創傷(切
創・裂傷
等)

顔面(口
腔内含
む)

裂創
（顔）
挫創
（顔）

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(6　)回/
年

基準
配置

眼鏡を着
用した子
どもを保
育するに
あたって
の配慮不
足。
少人数保
育で保育
準備を現
場で行っ
た。

眼鏡着用
の子ども
に対する
保育士の
配慮事項
を職員間
で確認す
る。
安全に保
育できる
よう、保
育準備は
事前に行
う。

定期的に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

保育士が
子どもを
待たせた
状況で保
育準備を
し、子ど
もの姿を
把握して
いない時
間があっ
た。

保育準備
は事前に
済ませ、
常に子ど
もの姿を
確認す
る。

集団活
動中・
見守り
あり

卒園後の
開放的な
気分に加
え、一日
の疲れが
たまって
くるよう
な時間帯
であった
事。手に
物をもっ
たまま
走った
事。

子どもの
姿を予測
し、保育
士は必要
な声掛け
がすぐで
きるよう
にしてい
く。
子どもに
は、咄嗟
の時にす
ぐ手をつ
けるよ
う、遊び
を通して
学べる機
会を作
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記
載）
コート
テープの
芯を見つ
けて取り
にいき、
それを
もったま
ま走り始
めた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
走り出し
た事に気
づき、声
をかけよ
うとした
が間に合
わなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
対象児童
の動きを
見ていな
かった。

日頃は2
人保育
士体制
であ
り、1人
での保
育時の
判断が
不十分
であっ
た。

子どもが安
全に活動で
きる環境を
整え、保育
内容を検討
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3540

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 午後
施設内
(室内)

異年齢構
成

64名
３
名

８
名

１
４
名

１
２
名

１
２
名

１
５
名

名
１９
名

１６名 5歳 女児 特になし
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右中指末
節首骨折

その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度(
１)回/年

基準
以上
配置

マニュア
ルの記載
内容が不
十分

マニュア
ルの見直
し

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
1)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

引戸の当
たり面に
クッショ
ン材を追
加

その他

廊下から
保育室へ
の移動中
であった
ため、職
員の目が
届きにく
い状況で
あった。

屋内を児
童が移動
する際、
出入口に
職員を配
置

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
特段異常
は見られ
ず

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
保育室内
で本児、
他児の様
子を見て
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育室内
で他児の
保育中で
あった。

担当職
員は本
児の移
動を見
ていた
もの
の、保
育室内
に居た
ため本
児の行
動に対
処でき
ず。

児童が保育
室へ出入す
る際は、扉
がある出入
口に職員を
配置。

3541

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

1歳児 15
0
名

0
名

0
名

0
名

0
名

0
名

0
名

４名 ４名 5歳 男児 ―
登園・降
園中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
芽脱臼

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

基準
配置

―

保育室の
入口付近
に職員に
配置する
など見直
す。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

パーテン
ションは
１歳児の
力では簡
単には倒
れないよ
うになっ
ていたが
勢いよく
ぶつかる
と危険だ
と認識し
ていな
かった。

危険箇所
を無くす
為、ロッ
カーの配
置を変え
パーテン
ションは
撤去して
いる。

その他

パーテン
ションの
高さが１
歳児では
危険では
ないが、
４歳児に
なると腰
の高さに
なるので
勢いがつ
くと危険
だと意識
していな
かった。

対象児に
限らず、
勢いよく
パーテン
ションに
手をかけ
たり、
乗ったり
すると大
怪我に繋
がる事を
周知して
おく。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

保護者が
迎えに来
たことこ
ともあ
り、気持
ちが高ぶ
りいつも
より活発
な様子で
あった。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

対象児が
保育室の
ドアを開
け勢いよ
く部屋に
入り、
パーテン
ションに
手をかけ
前回りす
るように
そのまま
一回転し
た為、事
故を未然
に防ぐこ
とが出来
なかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１歳児の
遊んでい
る所につ
いて見
守ってい
た為、対
象児が勢
いよく部
屋に入っ
てきたこ
とに気付
けなかっ
た。

対象児が保
護者の迎え
が来た後、
１歳児保育
室にいる妹
を呼びにき
た。早くお
迎えがきた
事を知らせ
たい様子が
見られ勢い
よく部屋に
入ってき
た。いつも
保護者が迎
えにきた時
には気持ち
が高ぶり、
どの部屋も
勢いよく開
けて挨拶し
ていた。

対象児に限
らず保護者
が迎えにき
た後は、落
ち着いて帰
るように声
をかけ、１
歳児保育室
にあるパー
テンション
で手をかけ
たり乗った
りすると大
怪我に繋が
る事を周知
しておく

3542

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

2歳児 6 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 2歳 女児 無し
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上腕骨
顆上骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
未実
施

実施頻度(
)回/年

基準
以上
配置

職員配置
は基準以
上であっ
たが、保
護者の送
迎時間で
あったた
め、職員
が保護者
対応をし
ていた
り、子ど
もも慣れ
てきてい
た為、気
の緩みが
あった。

送迎時間
帯である
ことを考
慮した活
動内容に
する。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

跳び箱自
体に不備
はなかっ
た。年
齢・状況
にあった
環境設定
にする。

集団活
動中・
見守り
あり

幼児向け
に体育用
具が設置
されてお
り、本児
にとって
は跳び箱
の高さが
高かっ
た。

年齢に
あった環
境設定を
する。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
跳び箱か
ら飛び降
りる活動
を１０回
程度行っ
ていて、
本児の中
で余裕が
出てきた
ため、や
や興奮気
味になっ
ていた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
跳び箱の
横の平均
台を昇る
コーナー
を設置し
ており、
他児が平
均台のぼ
りを行っ
ていたた
め、梯子
と跳び箱
の間に立
ち、対象
児を目で
見つつ、
他の遊具
にいる子
どもの援
助をして
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
もう一つ
の跳び箱
と梯子の
ぼりの間
に立ち、
本児を目
で見つ
つ、もう
一つの跳
び箱にい
る子ども
の援助を
してい
た。

―

子どもの集
中が切れて
いる事に気
づいた時点
で活動を中
止する。子
どもにも危
険が伴うこ
とを知らせ
る。

3543

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

13
０
名

０
名

0
名

2
名

5
名

6
名

名 3名 3名 3歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

右拇趾中
足骨骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

基準
以上
配置

子どもへ
の伝え方
（促し
方）に問
題があっ
た。驚か
すつもり
はなかっ
たが、声
掛けが結
果的に子
どもを怖
がらせる
ことに
なってし
まった。

子どもに
伝えると
きには適
切な声掛
けを心掛
ける。丁
寧に子ど
もに関わ
る。

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

― その他

子どもを
移動させ
る際の声
掛けが脅
しのよう
になって
しまい、
子どもが
怖がって
焦ってし
まい、急
いで動こ
うとして
転倒した
可能性が
ある。

子どもに
伝えると
きには適
切な声掛
けを心掛
ける。丁
寧に子ど
もに関わ
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育士に
「ジェイ
ソン（怖
いキャラ
クター）
が来るか
ら早く行
こう」と
促され、
怖くなり
焦ってし
まった。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
対象児の
手を引
き、前を
見て歩き
出したと
ころで、
対象児の
動きが見
えていな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
延長保育
に入らな
い子ども
を移動さ
せていた
ため、対
象児が見
えていな
かった。

子ども
を移動
させる
際の声
掛けが
脅しの
ように
なって
しま
い、子
どもを
怖がら
せ焦ら
せてし
まっ
た。

子どもに伝
えるときに
は適切な声
掛けを心掛
ける。丁寧
に子どもに
関わる。

3544

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中
施設内
(室内)

異年齢構
成

42
0
名

0
名

0
名

0
名

20
名

22
名

0
名

4名 4名 5歳 男児 特になし
室内活動
中

負傷 ―
創傷(切
創・裂傷
等)

顔面(口
腔内含
む)

顎裂傷

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
1～２　)
回/年

基準
以上
配置

特になし

視診の
際、顔
色、朝食
の有無も
含め診
る。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

床に損傷
等ない
か、定期
的に見
る。

集団活
動中・
見守り
あり

特になし

気分が悪
くなった
ら、すぐ
に保育士
に声をか
けるよう
に子ども
達にも伝
える。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

いつも通
りの様子
であっ
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

対象児の
そばにい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

一人はピ
アノを弾
いてい
た。他３
人は子ど
も達の周
りで一緒
に見守り
ながら、
歌ってい
た。

特にな
し

保育士は子
どもの様子
をしっかり
と見てお
き、異変が
生じた場合
すぐに声を
かけ対処す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3545

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 不明 不明 不明 ― 名 名 名 名 名 名 名 名 名 2歳 女児 ― 不明 負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

その他 あり
未実
施

実施頻度
(12　)回/
年

基準
配置

遊戯室内
での活動
の際には
保育士の
数が十分
だった、
という過
信があっ
たのでは
ないか、
クラス内
では一人
一人への
観察が不
十分だっ
たと思わ
れる。

事故につ
いて話し
合いを重
ね分析を
行い、室
内の安全
点検の見
直しや改
善を行
い、それ
について
職員間で
共通の認
識をもつ
よう周知
徹底す
る。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

不定期に
実施

実施頻度
(4 )回/年

室内の安
全に対す
る認識不
足があっ
たのでは
ないかと
思われ
る。

子どもの
動きなど
から室内
の配置な
どを見直
し、安全
確保に努
める。

その他

2名の保
育士が、
共に子ど
もに背を
向けない
よう立ち
位置を考
えながら
保育にあ
たるよう
にする。

子どもの
動きに気
を配ると
共に、子
どもの様
子を観察
し異変に
いち早く
気づくよ
う努力す
る。一斉
活動中で
は、保育
士が互い
に連携を
図り、安
全管理に
努める。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
５歳児の
部屋での
リズム運
動の時に
は、自分
から動こ
うとしな
い瞬間も
あった
が、保育
士に促さ
れたら嫌
がらずに
動き、最
後まで参
加した。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
本児が何
かに足を
ぶつけた
り、友だ
ちとぶつ
かった
り、転ん
で泣いた
りする場
面が一度
もなかっ
たので、
足の異変
に気づい
たのは、
母親の迎
えの場面
であっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
遊戯室内
での活動
において
は、各ク
ラスごと
の活動を
見る中
で、みん
なで見て
いる意識
になり、
細かい観
察力に欠
けていた
のではな
いかと思
われる。

登園時
の視
診・触
診が不
十分
だった
のでは
ないか
と考え
られ
る。
いつも
と変わ
りない
という
思い込
みが
あった
のでは
ないか
と考え
られ
る。

トラブルな
く過ごせて
いても午睡
に入る前後
など、一人
ひとりの全
身の様子を
確認するこ
とで、異変
にいち早く
気づけるよ
う保育士同
士が声を掛
け合うなど
していく。

3546

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

4歳児 2 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 4歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― その他

上肢
(腕・
手・手
指)

切創及び
骨のめく
れ

その他 なし
定期
的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
以上
配置

子どもの
遊具の使
い方の
ルールは
あって
も、保育
士のルー
ルが曖
昧。

保育士視
点の遊具
マニュア
ルの作
成。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12)回/年

折り畳み
式鉄棒を
戸外（ひ
さしあり
のテラ
ス）で管
理してい
たため錆
が生じ
て、簡単
に開閉し
にくく
なってい
た

保育士が
安全の確
認を徹
底。
鉄棒の買
い替え。
折り畳み
式を購入
する場合
は、畳む
ことはせ
ずに保管
する。

集団活
動中・
見守り
あり

備え付け
の鉄棒で
ないた
め、折り
畳みの片
付けが必
要とな
る。

折り畳む
ことをし
ない。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
次のあそ
びを考え
ていて動
かなかっ
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
鉄棒から
移動し
て、他の
遊具に
行った子
どもたち
の動きを
見ていた
ため。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の遊具
で遊んで
いる子を
見ていた
ため。

鉄棒か
ら他の
あそび
に移動
した子
どもた
ちの見
守りに
意識が
いき、
身近な
ところ
への意
識が薄
れた。

遊具の片付
けをする時
は周りの確
認をしてか
ら動く。子
どもの見守
りが必要な
時には片付
けをしな
い。

3547

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午後
施設内
(室内)

5歳以上
児

17 名 名 名 名 名 名 名 2 1 5歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

骨折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

基準
配置

昼食後、
食器の片
付け、歯
磨き、絵
本を取り
に行くな
ど、子ど
もが転々
と動いて
いた

片付け・
歯磨きを
終えた子
から、全
体に絵本
の読み聞
かせを行
う

定期的に
実施

実施頻度
(４)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(48)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

一人一人
が異なっ
た行動を
するの
で、動線
が交錯す
る可能性
があった

食器の片
付け→椅
子の片付
け→歯磨
き→絵本
を取りに
いく→読
み聞かせ
から
食器の片
付け→椅
子の片付
け→歯磨
き→読み
聞かせ
にして
動線を減
らし子ど
もが交錯
する確率
を減らす

その他

主担任は
保護者と
その子ど
もの対応
をし（月
曜日以外
は毎日こ
の時間に
行う）副
担任は雑
巾を洗
い、全体
を見てい
なかった

主担任は
廊下で読
み聞かせ
をしなが
ら子ども
を集め、
副担任は
子どもを
安全に誘
導する
掃除は全
体の読み
聞かせが
始まり、
子どもが
落ち着い
てから行
う
保護者の
迎えを１
３：００
とする

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
絵本棚に
絵本を取
りに行こ
うとして
いた

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
降園児の
対応をし
ていて対
象児を見
ていな
かった

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
食事後、
洗面台で
雑巾を
洗ってい
た

主担任
が保護
者対応
のため
保育室
を出る
ことを
副担任
に伝え
なかっ
た

わずかな時
間でも、保
育室を出る
ときには声
をかけあう
保護者とそ
の子どもの
対応は、保
育室内で行
う

3548

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

21 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右肘骨折

遊具等
からの
転落・
落下

なし
未実
施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

―

事故防止
マニュア
ルの作成
を検討す
る。

不定期に
実施

実施頻度(
6　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

跳び箱は
現状の物
を使用す
るが、子
どもの発
達の状況
に応じ
て、個々
の跳べる
高さに充
分配慮
し、事故
防止に努
める。

集団活
動中・
見守り
あり

―

今回の怪
我を持っ
て運動会
で跳び箱
を無くす
ことは考
えていな
い。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
いつもの
運動会の
練習と同
様にクラ
スの子ど
も達と跳
び箱を跳
んでい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
跳び箱の
横でいつ
も通り跳
んだ子の
補助に
入ってい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
自分の担
当の持ち
場で鉄棒
を教えて
いた。

―

これからは
上手く補助
が出来るよ
うに体育の
研修等を取
り入れてい
く。

92 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3549

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午後
施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

25 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 6歳 男児 ― その他 負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左げい
骨、左尺
骨骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(３)回/年

基準
以上
配置

いつもの
流れで活
動してお
り、保育
士はそば
について
いて並ぶ
よう声か
けしてい
たが、並
ぶ前に近
くの鉄棒
で遊ぼう
とする子
どもの姿
があっ
た。

「いつも
している
活動＝し
て当たり
前の活
動」とな
り見過ご
さないよ
う再確認
し、次の
活動への
声かけな
ど徹底し
て子ども
たちに伝
えてい
く。

定期的に
実施

実施頻度
(52)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(52)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(52)回/年

体操教室
は別棟の
学童クラ
ブ室で実
施してい
る。保育
室へ戻る
ときに園
庭を通る
が、その
際、鉄棒
が近くに
あり、つ
い遊びた
くなる。

広さの関
係等もあ
り、体操
教室は学
童クラブ
室で実施
する為、
今一度移
動の際の
注意事項
を子ども
たちと確
認してい
く。

集団活
動中・
見守り
あり

体操教室
後、担任
の声かけ
はあった
が、解放
感もあり
並んでい
る子ども
もいれ
ば、すぐ
に並ばず
鉄棒をし
ようとす
る子ども
も数名い
た。

いつもし
ている活
動（並
ぶ）だ
が、わ
かってい
てもどう
行動する
かわから
ないとい
う意識の
もと、細
心の注意
を払うと
ともに、
子どもた
ちとも約
束ごとを
しっかり
確認して
いく。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
体操教室
の後、園
庭に並ぼ
うとはし
ていた
が、近く
に鉄棒が
あること
から、友
だちと鉄
棒（逆上
がり）を
しようと
してい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
そばにい
て全体の
子どもた
ちに並ぶ
よう声か
けしてい
た。対象
児含め何
人かの子
どもが鉄
棒をしよ
うとして
いたの
で、その
場から注
意を促し
たが、対
象児が落
下。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
先に保育
室に戻
り、給食
の準備を
していた
ため、見
ていな
かった。

年長児
で、い
つもし
ている
活動
（並ん
で待
つ）の
流れの
ため、
並んで
当たり
前とい
う認識
があっ
た。

普段から、
生活の中で
の約束ごと
を子どもた
ちとしっか
り確認して
いくととも
にできて当
たり前して
当たり前と
いう認識を
持たずに、
より子ども
の行動に細
心の注意を
払ってい
く。

3550

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

31 名 名 名
12
名

名
19
名

名 ２名 ２名 6歳 女児 なし
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右肘関節
骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
配置

時間帯が、
１６：００
～１６：３
０であった
ため、職員
の移動時に
あったこと
と、子ども
たちが午睡
しおやつを
食べた後で
いつもであ
れば、活動
的になる時
間ではある
が、当日は
休み明けで
久しぶりに
登園し、気
持ちと身体
の調子が取
れにくい状
態にあった
と思われ
る。

子どもた
ちの状況
や様子に
関して、
伝達を密
にすべき
であっ
た。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１～２)
回/年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

床面の滑
りなど特
になかっ
た。

特になし

個人活
動中・
見守り
あり

一人で判
断せず、
主任や園
長にも連
絡し、対
応を相談
すべきで
あった。

事故発生
時の対応
マニュア
ルを再考
察して、
全職員に
徹底させ
る

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

5歳児と3歳
児混合チー
ムのため、
また、3歳児
の担任とい
うことで、3
歳児を中心
に見てい
た。対象児
は、普段か
らしっかり
者で手が掛
からない子
どもであ
り、ドッチ
ボールを得
意としてい
る子どもで
あったた
め、余計に
大きなケガ
という認識
がなかった
と思われ
る。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

5歳児担
任がたま
たま、保
育室で片
付けをし
ていて、
3歳児担
任に頼ん
でいた。

1月に入っ
たため、5
歳児だけで
行動できる
ことも増え
てきたの
と、担任以
外でもクラ
スを他の担
任に預け
て、活動で
きる（でき
ていた）た
め、また縦
割り保育な
ども通常か
らおこなっ
ていたた
め、油断し
た可能性も
あると思わ
れる。

ドッチボー
ルのような
活動が激し
い場合は、
保育者が複
数いて、子
どもの安全
を確認しあ
うことが重
要であり、
全職員が再
認識すべき
である。

3551

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午前中
施設内
(室内)

5歳以上
児

12 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 6歳 男児 なし
室内活動
中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

左鎖骨骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
以上
配置

ヒヤリ
ハット事
故記録を
基に園内
研修を
行ってき
た。5歳
児12名に
対し保育
士1名の
配置は問
題はな
かった
が、担任
が、年度
末新年度
の事務処
理の為、
新任保育
士に保育
を時々任
せてい
た。

今回の事
故に関し
ての事故
記録簿の
作成と共
に、事故
概要を職
員全体で
共有し、
危機管理
を意識し
ていく。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
3　)回/年

ホ－ル
（遊戯
室）に
は、巧技
台やオ－
ディオ
セットが
置かれて
あるが、
今回の事
故とは、
直接的な
因果関係
は特にな
い。

今回の事
故に関し
て、設備
等に直接
的な因果
関係はな
かったと
考える
が、今後
の事故に
繋がらな
いよう、
点検して
いく

集団活
動中・
見守り
あり

本児がボ―
ルを避けよ
うとしての
転倒で、そ
の転倒の仕
方が事故に
繋がった。
とっさの身
のこなしが
上手く出来
ず転倒して
しまったこ
とから、常
日頃やって
いた運動遊
びではあっ
たが、子供
たちの運動
能力を意識
した保育の
提供が十分
ではなく、
運動能力の
低下も考え
られる。
とっさの事
故で、誰で
も直面する
可能性のあ
る事故だと
考える。

敏捷性、
柔軟性、
バランス
感覚等を
養い、怪
我を回避
できる体
作りを意
識した
様々な運
動遊びを
バランス
良く日ご
ろの保育
に取り入
れていく
ようにす
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
いつもと
変わら
ず、集団
遊びに参
加し楽し
んでい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
集団遊び
（転がし
ドッチボ
―ル）の
審判とし
て、保育
士も遊び
に参加し
て、見
守ってい
たが、本
児のとっ
さの身の
こなしの
転倒に手
を差し伸
べられな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
各クラス
単位での
活動の時
間帯で、
それぞれ
の保育室
で保育を
行ってい
た為見て
いなかっ
た

担任で
はない
保育士
であ
り、ま
た一年
目の経
験浅い
保育士
に保育
を任せ
るにあ
たって
は、保
育の進
め方な
どの助
言が必
要で
あった
と考え
る。

担任でない
職員、特に
新任保育士
に保育を任
せる場合に
は、遊びの
内容を検討
して提供し
ていくよう
にする。

3552

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午前中
施設内
(室内)

異年齢構
成

４４
名

５
名

５
名

７
名

５
名

９
名

１
３
名

名 ９名 ９名 4歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯脱臼
（乳歯）

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

基準
配置

バランス
平均台の
遊びに十
分なれて
いなかっ
たこと
や、周り
の様子に
気をとら
れていた
ことが予
想され
る。

バランス
平均台の
遊び方や
注意事項
の徹底
と、自由
遊び時の
見守りの
強化

定期的に
実施

実施頻度
(３)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(３)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

なし

集団活
動中・
見守り
あり

バランス
平均台で
の転倒事
故はほと
んど見受
けられな
いので、
ほかの子
供に気を
とられが
ちである
こと。

バランス
平均台で
遊んでい
る子供が
いるとき
は事前に
十分注意
を促し見
守る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
いつもど
おり楽し
く安全に
遊んでい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
対象児か
ら目を離
していた
が、他の
保育士が
見守って
いたため
すぐに対
応でき
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
全体の様
子を常に
見守って
いる。

担当保
育士が
全ての
子供た
ちの安
全確保
が十分
できて
いない
可能性
もあ
る。

担当保育士
が全ての子
供たちの安
全を確保で
きるための
遊びの種類
や範囲を配
慮すること
も必要
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3553

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

― 4 名 名 名 名 名 名 名 3名 3名 5歳 男児 特になし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

上腕骨顆
上骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(1　)回/
年

基準
以上
配置

―

ﾏﾆｭｱﾙの
読み合わ
せの回数
を増や
す。定期
的に公園
の危険個
所につい
て共有を
する。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
都度　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
都度　)回
/年

公園内の
遊具だけ
でなく、
砂のコン
ディショ
ン（滑る
や凹凸な
ど）も確
認が必
要。

集団活
動中・
見守り
あり

―

整備され
ている公
園である
がために
砂で滑り
やすく
なってい
た。子ど
もたちが
遊ぶ前に
砂を掃っ
てきれい
にする。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
スプリン
グ遊具へ
遊びに
行って良
いかを尋
ねたの
ち、走っ
て遊具へ
向かおう
と走った
際に転倒
する。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
山型の遊
具に子ど
も2名と
もにい
た。そこ
に対象児
と他2名
にスプリ
ング遊具
で遊んで
も良いか
と尋ねら
れ許可を
する。そ
の直後に
走り出し
転倒した
ため事故
発生を目
撃してい
る。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他児が遊
んでいた
ローラー
滑り台に
1名、ク
ジラ型の
滑り台に
2名つき
遊びを見
守ってい
た。

―

日常的にも
比較的転び
やすい児で
ある。足元
や周りを見
て遊ぶよう
に声を掛け
る。危険箇
所を子ども
にも伝え意
識を高め
る。

3554

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

68
２
名

9
名

14
名

１
７
名

１
０
名

１
６
名

名 8名 ３名 3歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

歯牙亜脱
臼

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(２　)回/
年

基準
配置

子どもの
人数が特
に増える
異年齢保
育の時間
ではあっ
たが、子
どもの動
きを予測
すること
の甘さが
あった。

異年齢保
育時間の
リスクを
改めて職
員間で確
認する。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

子どもの
人数が多
くなる時
間にそぐ
わない遊
具（体育
マット）
を片付け
ていな
かった。

子どもの
人数や状
況に合っ
た玩具や
遊具の設
定をす
る。

個人活
動中・
見守り
あり

本児の普
段の特性
として
は、穏や
かだが友
だちが楽
しそうな
ことをし
ている
と、一緒
に参加し
はしゃい
でしま
う。

担当では
ない職員
も本児の
行動の特
徴を予測
できるよ
うに、日
ごろから
職員間で
子どもの
様子や気
づいたこ
とを情報
共有して
いく。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
仲の良い
友だちが
マットの
上でとび
はねてい
るのを見
て、一緒
にやりた
くなっ
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
保護者か
らの電話
対応をし
ている時
だったた
め、子ど
もに背を
向けてし
まい、目
を離して
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
一人は、
本児のそ
ばにずっ
と見守っ
ていた
が、怪我
をする直
前に離れ
てしま
い、もう
一人は
テーブル
で遊んで
いる子ど
もたちに
ついて保
育してい
た。

担当ク
ラスの
子ども
ではな
いこと
もあ
り、本
児の行
動の特
徴を予
測でき
なかっ
た。

受け入れや
電話対応を
している時
であって
も、子ども
たちに背を
向けず、怪
我のないよ
う、安全に
気を付けて
見守る。

3555

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

14名
1
名

5
名

1
名

2
名

3
名

2
名

名 3名 2名 5歳 女児 特になし その他 負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左中手骨
打撲傷
左第５指
基節骨骨
折　左手
関節捻挫

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(１５)回/
年

基準
配置

登降園時
の保護者
といると
きの子ど
もの動向
などにつ
いて、危
機意識が
足りな
かった。

けがの状
況や対応
につい
て、正
職、臨時
職員で周
知を行
う。
ヒヤリ
ハットな
どを活用
し、危機
管理に対
する情報
共有を行
う。

定期的に
実施

実施頻度(
５２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
２４　)回
/年

本棚など
既存のも
のに対し
ても、危
険なとこ
ろはない
か、滑り
やすいと
ころはな
いか等、
注意が足
りなかっ
た。

廊下や廊
下周辺に
危険なも
のがない
か、既存
のものも
含め確認
する。
子どもに
も慌てた
り、廊下
を走った
りするこ
とのない
ように話
をする。
手を負傷
した本棚
（下部）
のところ
にセーフ
ガードを
付ける。

その他

早く保護
者の元に
準備に行
こうと気
があせっ
た。

本児は転
びやすい
ところが
あるの
で、慌て
ずに行動
するよう
に話をす
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保護者と
登園する
が、本児
が玄関先
でダンゴ
ムシをみ
つけ、外
にもって
いくと言
い、保護
者だけが
２階のA
組の部屋
に
準備に行
き、後か
ら追いか
けていく
ような状
況にな
る。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
本児を受
け入れる
前の出来
事。
早番の職
員２人
で、１階
1歳児のB
組の部屋
で登園し
てきてい
る園児の
対応をし
ており、
状況を把
握できな
かった。

―

(具体的
内容記載
欄)

保護者
と一緒
という
ことで
安心し
ている
ところ
があっ
た。

保護者と一
緒ではある
が、保育士
の目が行き
届かない時
間帯でもあ
る。十分
親子の行動
には気をつ
けながら、
声をかける
ようにして
いきたい。

3556

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

2歳児 12 名 名 名 名 名 名 名 ３名 １名 2歳 女児 なし
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
以上
配置

なし

マニュア
ルがある
ことを職
員に周知
し、いつ
でも見ら
れるよう
にしてい
く。
臨時職員
に定期的
に安全な
保育や子
どもへの
関わりに
ついて話
をする機
会をつく
る。

定期的に
実施

実施頻度
(12）回/
年
実施頻度
（3）回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年
実施頻度
（24）回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(48)回/年

なし

安全点検
の時だけ
ではなく
施設設備
について
危険がな
いかを常
に意識す
るように
してい
く。

集団活
動中・
見守り
あり

―

子どもの
様子を見
て、活動
に合わな
い動きを
している
子にすぐ
に対応で
きるよう
にする。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
室内で
ジャンプ
をして遊
んでい
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
少し離れ
たところ
で対象児
がジャン
プをして
いる姿を
見て「座
るよ」と
声をかけ
ていた
が、転ん
だ瞬間は
見ていな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
少し離れ
たところ
で全体の
前で紙芝
居を読ん
でいた
が、本児
がジャン
プをして
転んだ姿
を見てい
た。

―

全体で静か
に過ごすと
きは、跳ん
だり走った
りする子に
声を掛けた
り側に行っ
たりし、落
ち着いて過
ごせるよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3557

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 午睡中
施設内
(室内)

異年齢構
成

20 名 名 名
7
名

7
名

6
名

名 2名 2名 4歳 男児

・現在も通
院、白い粉
薬のニコラ
ンジルを毎
食後服用
中。（園で
は昼食後服
用）
・園での注
意点…（保
護者からの
依頼とし
て） 通常
の生活で良
い。 運動
制限なしだ
が 大きな
衝撃などは
避けたい。
（出血した
場合止まり
難いことも
ある。)

睡眠中
(うつぶ
せ寝以
外)

負傷 ― 意識不明
熱性けい
れん

その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度(
1 ) 回/年

基準
以上
配置

園児につ
いては、
「健康の
記録」を
管理し、
既往症の
確認を
行ってい
る。本児
の「健康
の記録」
には「完
全大血管
転位症１
型 （0
歳）」の
記載が
あった
が、熱性
けいれん
について
は記載な
し。（今
回が初
発）

・園内での
救命救急研
修を行う。
（全職員対
象。実施頻
度は検討
中）
・熱性けい
れんを既往
症とする児
等について
は、午睡前
に検温し高
めの場合は
脈拍も確
認。午睡中
は30分おき
に検温・呼
吸・発汗・
顔色・脈拍
などの確認
を行い、午
睡チェック
表の備考欄
に記入す
る。

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
24　)回/
年

特になし
睡眠(午
睡)中

―

持病のあ
る子ど
も・風邪
気味など
の体調不
良の子ど
もは保育
者のそば
で寝る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的内容記載欄)

朝、母親は早番職員

にいつもと変わりな

しと伝える。登園時

の検温（37.0度）

散歩…トイレ・水分

補給後9：50出発→

徒歩10分余りの公園

に行く。11：00帰

園。汗をかいてい

た。うがい手洗い後

水分補給。11：20頃

給食開始（完食）、

トイレにて普通便。

12：30午睡。13:40

発症。

《医療機関Aでの処

置中、保護者（母）

が「昨夜夜泣きをし

た。夜泣きをする日

は決まって具合が悪

くなる。咳も少し出

ていた。」「朝は咳

も出ず、特に変わっ

た様子も見られな

かったので登園さ

せ、先生には何も伝

えなかった。すみま

せん。」というお話

をされていた。》

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
PCで資料
作成をし
ていた。
午睡
チェッ
ク・13時
の次の
チェック
（13：
40）によ
り気が付
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
13：40頃
異変に気
付く（よ
だれ、反
応なし）
→呼びか
け→13：
43救急車
要請

当日は
本児の
寝てい
る場所
が職員
のそば
だった
ので発
見が早
かった
為、直
ぐに対
応出来
た。

保護者から
の情報収集
の徹底（登
園前日の
夜、当日朝
の様子など
些細な事で
も知らせて
頂く）登園
時の体調確
認。午睡
チェック時
間の徹底
（検温）。
持病のある
子ども・風
邪気味など
体調不良の
子どもは保
育士の側に
寝かせる。

3558

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

15
１
名

２
名

４
名

２
名

５
名

１
名

０
名

5名 ３名 3歳 男児 ―
登園・降
園中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

右鎖骨骨
折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

職員会議
で事例検
討

基準
配置

保護者の
お迎え後
に、職員
と保護者
が本児か
ら目を離
してし
まった。

事件・事
故等発生
状況報告
書をもと
に園内研
修をおこ
ない、職
員の安全
への意識
を高め
る。

定期的に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
１２  )回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

総合遊具
の登り専
用ロープ
付滑り台
は、３歳
児には適
切な遊具
ではな
かった。

夕刻時
は、園庭
遊びまた
は園庭遊
具の使用
を禁止す
る。

集団活
動中・
見守り
あり

お迎えの
保護者に
本児を引
き渡した
後だった
ので、職
員も安心
してい
た。

お迎えの
保護者に
子どもを
引き渡し
た後も、
園庭で遊
ぶ子ども
がいた場
合には、
保護者に
側に居さ
せて、園
門を出る
まで安全
に過ごす
ようにお
願いをす
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

母親が迎
えに来た
ので、安
心して園
庭に出て
しまって
いた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

保育にあ
たってい
た夕刻保
育の職員
は側にい
なかった
が、母親
と話をし
ていた担
任は、本
児の動き
を遠くか
ら把握し
ていた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、職員
会議のた
め、事務
所に居て
気づかな
かった。

夕刻時
（お迎
え時）
の遊具
の使用
は禁止
してい
たが、
きちん
と保護
者に周
知され
ておら
ず、徹
底され
ていな
かっ
た。

夕刻時（お
迎え時）
は、園庭で
遊んだり、
園庭遊具を
使用しない
様に保護者
にお願い
し、徹底し
ていく。

3559

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午後
施設内
(室内)

異年齢構
成

25 名 名 名
9
名

8
名

8
名

名 3名 3名 5歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

骨折（右
手小指付
け根）

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(１．２)
回/年

基準
以上
配置

普段の保
育の様子
で事故に
つながる
場所では
ないと
思ってい
た。

危険では
ないと決
めつけ
ず、あら
ゆる予測
を立てて
職員がつ
くように
する。

未実施
実施頻度(
)回/年

未実施
実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(ほぼ毎
日)回/年

パーテー
ションな
ど今まで
になかっ
た新しい
設備に不
慣れな部
分があ
り、子ど
もたち自
身で危険
を予測で
きること
は難し
かった。

子どもた
ちへの声
掛けや配
慮など、
より細か
な注意を
行う。

集団活
動中・
見守り
あり

気持ちが
先走り、
走りだし
たことで
足がもつ
れ転倒し
てしまっ
た。

子どもた
ちの動線
を広くす
る。
パーテー
ションの
下部角は
念のため
コーナー
クッショ
ンをつけ
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
給食後の
活動の流
れは、普
段と変わ
らなかっ
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的内容
記載欄)
食事後の片
づけ、排
泄、本児と
同じように
うがいに向
かう児など
それぞれの
行動をして
いた。水
道・トイレ
に各１名ず
つ担当職員
がつき、片
づけをしな
がら対象児
も含め、そ
の周りの児
も見てい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
担当者以
外の職員
も同じス
ペースに
おり、子
どもたち
のうがい
につきな
がら、対
象児の動
きを見て
いた。

事故に
至るま
での対
象児の
様子は
見てい
たが、
突然走
り出そ
うとし
転倒。
予測で
きな
かっ
た。

転倒する姿
がよく見ら
れる児であ
るので、職
員配置を工
夫し児の行
動の把握と
声掛けなど
を意識して
行ってい
く。

3560

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

3歳児 9 名 名 名 名 名 名 名 1 1 3歳 男児 ― その他 負傷 ― 骨折
顔面(口
腔内含
む)

鼻骨骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

なし
不定
期に
実施

実施頻度
(３)回/年

基準
配置

―

　遊戯
室・園庭
開放時も
職員を配
置する。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(13)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

今までの
点検に加
えて、遊
びの動線
面でも点
検する。

その他 ―

園庭開放
時も職員
が子ども
と保護者
への声掛
けや危険
がないか
の見守り
をする。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
　　特に
具合の悪
い様子や
疲れた様
子は見ら
れなかっ
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
　本児は
降所後
だったの
で、担任
はクラス
で他の子
どもの対
応をして
いた。玄
関は所長
が降所の
挨拶や玄
関外への
飛び出し
がないか
を見守っ
ていた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
　各クラ
スの子ど
もの対応
をしてい
た。

―

遊戯室・園
庭開放時も
配置された
職員が注意
を払い、必
要に応じて
声掛けす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3561

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

― 22 名 名 名 名 名 名 名 ５名 ５名 3歳 男児 ― その他 負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右中指末
節骨開放
骨折・右
示指末節
骨骨折・
右中指爪
脱臼

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
５　)回/
年

基準
以上
配置

･危険箇
所等の把
握の甘さ
があっ
た。

・職員一
人一人が
危機管理
意識を高
め、ヒヤ
リハット
を分析、
課題把握
と改善を
行い全職
員で共有
する。

未実施
実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

・避難車
の状況の
把握がで
きていな
い。

・避難車
の状況の
把握
・避難車
安全点検
簿作成

その他
・園外保
育の場所
の検討

・園外保
育は徒歩
で出掛け
ることを
基本とす
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
・本児を
含む6名
を避難車
に乗せて
いたた
め、近く
で見てい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
3名の職
員は避難
車を押し
ていたた
め、見て
いない。
1名は全
体を見て
いた。

・避難
車の安
全点検
をして
いな
い。
・避難
車は安
全であ
るとい
う思い
込みを
してい
た。

・職員一人
一人が危機
管理意識を
もち、根拠
のない思い
込みはしな
い。
・複数の職
員でロック
を確認をす
る。

3562

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

3歳児 18 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 3歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折
右鎖骨骨
折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

―

マニュア
ルを再度
周知する
ととも
に、今回
の事故の
検証を職
員全員で
行い再発
防止に努
める

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

毎月の自
己点検を
しっかり
と行い報
告する

集団活
動中・
見守り
あり

― ―

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
早く部屋
に入ろう
と走って
いた。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)

―

(具体的
内容記載
欄)
クラス保
育中

ボール
を片付
けよう
と少し
目を離
してし
まった

こども達か
ら目を離さ
ず、必要で
あれば無理
せずに応援
を呼ぶ保育
士間の協力
体制の確
認。

3563

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

103
8
名

19
名

20
名

20
名

20
名

16
名

0
名

25名 24名 3歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右上腕骨
顆上骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
以上
配置

親が作っ
てくれた
お弁当を
持参。園
では、遊
べない遊
具等に囲
まれ他ク
ラス外の
園児たち
も大勢の
群衆心理
も加味し
本児は少
し興奮気
味であっ
たので
は。

一斉に同
遊具を使
わず時間
で利用す
る遊具を
使用、危
険性の高
い箇所に
職員の配
置をして
行く。

定期的に
実施

実施頻度(
2　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

本児に
とって少
し難易度
が高かっ
たと思わ
れる。

ヒヤリ
ハット箇
所を再度
確認し、
保育士同
士、共通
理解し声
を掛け合
い連携し
ていく。

集団活
動中・
見守り
あり

ピクニッ
クという
ことで、
本園児を
含め園児
たち自身
が高揚状
態であっ
た為保育
士もいつ
も多動な
園児に目
杭張り気
配りが集
中してい
た

遊具の使
用方法を
時間を決
めて順番
で部署の
交代

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)　ピ
クニック
という事
でお弁当
を持参し
楽しみし
て出かけ
た、沢山
の固定遊
具や大人
数の興奮
も交じり
本人テン
ションも
上がって
多動気味

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的内
容記載欄)
保育園から
柏の葉公園
までの距離
車通りあり
多動な園児
の箇所箇所
に園児と並
列して誘導
して歩行し
た。公園に
ついても、
常に元気な
園児は、よ
り一層興奮
状態になる
ため、気に
なる園児数
人に気を取
られてい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
水分補
給、トイ
レ誘導、
と担当別
に行動を
してい
た。

広場に
て保育
士が各
場所で
見守っ
ていた
が、本
児が遊
んでい
た遊具
のそば
にはつ
いてい
なかっ
た。

3歳児が使用
する遊具を
絞ること
で、全体的
に目が届く
ようにして
いく。
再び事故が
起きないよ
う危機管理
を徹底す
る。

3564

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

32 名 名 名
11
名

13
名

8
名

名 3名 1名 5歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

手指骨折 その他 なし
未実
施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

延長保育
開始時は
担当職員
の交代や
降園する
児童もい
てやや慌
ただしい
様子があ
る。

交代時、
子どもの
状態を
しっかり
把握、確
認しあい
遊びに入
れるよう
対応す
る。

定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/週

定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

積み木を
重ねて遊
ぶ際、危
険な高
さ、重ね
方等を具
体的に視
覚で確認
できるよ
うにして
いなかっ
た。

積み木の
遊び方、
片づけ方
につい
て、テー
プで高さ
を示し、
自分の胸
までとい
うように
具体的に
危険につ
いて子ど
もたちと
再確認し
た。

その他

個々に好
きな遊び
コーナー
で自由に
遊んでい
た。積み
木コー
ナーは比
較的危険
もあり、
職員が至
近距離に
いたが、
隣のコー
ナーのト
ラブル対
応してお
り、目を
離し、事
前の危険
察知がで
きなかっ
た。

ケガの危
険性の高
いものに
は十分対
応できる
ように他
の職員に
声をかけ
るなどす
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
普段と変
わらず、
自由に積
み木を使
い遊んで
いた。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
遊びはじ
めは至近
距離にい
たが、隣
のコー
ナーにて
対応して
いたた
め、目を
離してい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
各コー
ナーでそ
れぞれ子
ども対応
を行って
いた。

その場
から離
れる場
合、声
を掛け
合う対
応をし
なかっ
た。危
険を回
避する
対応を
しな
かっ
た。

その場から
離れる場
合、声を掛
け合い対応
する。でき
ない場合は
遊びを中断
する、危険
を回避する
などの対応
をする。

3565

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

33 名
6
名

3
名

5
名

7
名

12
名

名 6名 4名 5歳 男児

家庭では外
で活発に遊
ぶのでなく
父がしてい
るゲームを
見ているこ
とが多い。
保育園でも
ブロック遊
びが多く運
動は苦手な
方。

屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右上腕骨
顆上骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

基準
配置

遊具取り
付け後に
遊び方の
確認をし
ただけで
あった。

遊ぶ前
に、職員
だけでな
く子ども
たちにも
遊具の遊
び方を確
認をす
る。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

鉄棒の下
の地面が
固かっ
た。

砂をまき
クッショ
ンを作
る。

集団活
動中・
見守り
あり

12人に担
任が1人
つき目が
行き届い
ているが
子どもた
ち自身に
も自分た
ちで考え
行動する
ことの大
切さを伝
えていな
かった。

保育士が
一方的に
話すので
はなく子
どもたち
と一緒に
考えてい
く。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
いつも通
り挨拶を
したり、
大好きな
ゴジラの
話をして
いた。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
鉄棒は危
険も伴う
ため担任
が傍で声
をかけた
り見守っ
ていた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の園児
を見てい
たため

他の園
児に気
を取ら
れ本児
から目
を離し
てし
まっ
た。

固定遊具で
遊んでいる
時は目を離
さない。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3566

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

4歳児 13 名 名 名 名
１
３
名

名 名 １名 １名 4歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左手親指
骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

基準
以上
配置

本児がテ
ラスを
走ってい
ることに
は気づい
ていたが
荷物つり
にぶつか
り転倒す
ることは
予測でき
なかっ
た。

追いか
けっこを
する際、
テラスに
上がらな
いことを
あらかじ
め約束す
る。

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

早朝夕方
保育に使
用する荷
物つりが
固定され
ていな
かった。

荷物つり
を固定し
転倒を防
止する。

集団活
動中・
見守り
あり

友達とか
かわって
活動的に
鬼ごっこ
など楽し
むように
なってき
た。

予想され
る危険は
あらかじ
め回避で
きるよう
に職員配
置に配慮
する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
友達数人
と鬼ごっ
こをして
いた。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
別の子ど
もと砂場
でいると
きだっ
た。転倒
した姿を
確認した
が他の職
員がすぐ
対応して
くれた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
テラスで
走ってい
る危険性
を感じ声
をかけよ
うとした
とき転倒
してし
まった。

―

友達とかか
わって遊び
たい気持ち
を大切にし
ながらも危
険を予測し
配慮する。

3567

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

73 名 名 名
２
３
名

２
３
名

２
７
名

名 ６名 ６名 3歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左橈骨骨
幹部骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
以上
配置

子どもの
動きに対
する危険
予測が十
分ではな
かった

活動に対
する安全
確認を職
員間で行
う

定期的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

年少児全
員が遊戯
室で走っ
たこと
と、その
ための円
周が小さ
かった

遊戯室で
の安全な
保育につ
いて見直
しを行う
　・子ど
もたちみ
んなで安
全なあそ
び方につ
いて考え
る
　・走っ
ている組
以外の子
の順番待
ちルール
を徹底す
る（座っ
て応援す
る）
　・3歳
児の遊技
室でのマ
ラソンは
中止とす
る

集団活
動中・
見守り
あり

年少児全
員で走る
ための十
分な広さ
に対する
認識が甘
かった

集団活動
の安全確
認、危険
予測を十
分に行う

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
体操で体
を動か
し、音楽
が流れる
といつも
のように
走り出し
た

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
歩きがち
な子と手
を繋ぎ、
一緒に走
りながら
全体を見
ていた

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
クラスの
子どもが
座って応
援できる
ように声
をかけな
がら、遊
戯室全体
の様子を
見守って
いた

遊戯室
で走る
という
活動に
対する
危険予
測が十
分でな
かった

遊戯室で集
団で運動あ
そびをする
際は、動き
に適した空
間を整え、
他クラスと
合同で遊戯
室を使う時
は、職員の
立ち位置、
注意点を確
認してお
く。
また、ヒヤ
リハット報
告時には、
事故防止マ
ニュアルも
全職員に回
覧し、職員
の安全への
意識を高め
ていくよう
にする。

3568

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室外・
園庭等)

4歳児 25 名 名 名 名 名 名 名 2名 1名 4歳 男児 特になし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左下肢脛
骨骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

基準
以上
配置

特になし

毎年度初
日に各ク
ラスにマ
ニュアル
を配布し
ている
が、職員
会議など
で職員に
再度周知
し、確実
に把握す
るように
する。

定期的に
実施

実施頻度(
4　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
4　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
4　)回/年

特になし

特になし
（当該遊
具は修理
の希望等
は出てお
らず、整
備不良は
見られな
いため）

個人活
動中・
子ども
のみ

固定遊具
で遊ぶ際
の約束事
（遊具の
上で走ら
ない、押
さない
等）が正
しく伝
わってい
なかっ
た。

園庭での
活動を開
始する前
に約束事
を再度確
認する。
また、朝
の受け入
れ時には
使用する
遊具を固
定し、必
ず見守る
保育士が
つくよう
にする。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
朝の受け
入れ時、
家庭から
園への連
絡は特に
なかっ
た。受け
入れ後も
普段と変
わった様
子は見ら
れなかっ
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
朝の受け
入れで保
護者に対
応してお
り、園庭
で遊んで
いる園児
を見てい
なかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の保育
士も朝の
受け入れ
で保護者
に対応し
ており、
園庭に
残った職
員では見
きれてい
なかっ
た。

登園の
ピーク
の時間
帯であ
り、子
どもた
ちも園
庭に出
て活発
に動い
てい
た。

職員の配置
を話し合
い、受け入
れる場所の
変更・遊ぶ
場所の固定
をすること
で職員が確
実に見守る
体制を作
る。

3569

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

3歳児 16 名 名 名 名 名 名 名 3名 3名 3歳 男児

 日常生活
において、
若干多動傾
向が見受け
られる。

屋外活動
中

負傷 ― 骨折 頭部
頭蓋骨骨
折、脳振
とう

遊具等
からの
転落・
落下

あり
未実
施

実施頻度(
)回/年

基準
以上
配置

事故防止
に関して
は、危機
管理マ
ニュアル
を整備し
ている
が、内容
に関して
全職員が
熟知して
いないと
ころも見
受けられ
た。

結果的に
はマニュ
アルに即
した対応
を行って
いたもの
の、職員
会議等の
場におい
て、事故
発生後の
対応に関
するマ
ニュアル
の記載事
項につい
て改めて
周知徹底
を図る。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

対象年齢
が適正で
はない遊
具を使用
してい
た。

設置遊具
の推奨年
齢を確認
し、必要
に応じて
遊具の使
用を制限
するなど
のルール
作りを行
う。早期
に遊具の
撤去・更
新を行
う。

集団活
動中・
見守り
あり

普段から
動きの多
い児童で
あったこ
とから、
特に遊具
の使用に
関して配
慮する必
要があっ
た。

保育士が
児童の
個々の特
性を理解
し、適切
な見守り
ができる
よう保育
士間での
情報共有
を徹底す
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

　園庭の
遊具遊び
に関して
は、通常
と同じ様
子でジャ
ングルジ
ムを使用
してい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

　園庭に
は十分な
数の保育
士がいた
が、当該
児童に1
対1で対
応する状
況に無
く、落下
を防止で
きる距離
に保育士
がついて
いなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

　当該児
童の個別
の担当職
員はいな
かったた
め、園庭
全体に対
し注意を
払ってい
たが、落
下を防止
できる距
離にはい
なかっ
た。

事故が
発生し
た園庭
には、
３名の
保育士
が配置
されて
いた
が、当
該児童
の落下
を防止
できな
かっ
た。

十分な保育
士が配置さ
れていたこ
とで、逆に
油断が生じ
た可能性も
ある。事故
が起こりや
すいケース
を想定し、
先回りして
事故を防げ
るような意
識改革が必
要である。

97 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3570

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

4
0
名

0
名

0
名

２
名

0
名

２
名

0
名

２名 ２名 5歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右鎖骨打
撲・右鎖
骨骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

なし
未実
施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

―

ＡＥＤや
乳幼児の
けが対応
の研修を
受けた
り、事故
対応のマ
ニュアル
を作成、
掲示して
いるが、
今後はヒ
ヤリハッ
トをさら
に職員で
情報共有
し、事故
防止につ
なげてい
く。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

今後とも
定期的に
遊具の点
検を行
い、日頃
から安全
面に留意
してい
く。

集団活
動中・
見守り
あり

―

延長保育
時間の保
育につい
ては、子
どもの動
きに、よ
り注意を
払ってい
く。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
いつも元
気で活発
な子ども
である。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
転ぶ瞬
間、手を
差し伸べ
たが、間
に合わな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の子ど
もの援助
をしてい
た為、見
ていな
かった。

―

子どもの動
きを常に把
握するだけ
でなく、次
の動き、危
険を予測し
ていく。

3571

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 午前中
施設内
(室内)

異年齢構
成

70名
2
名

8
名

14
名

13
名

17
名

16
名

名 13名 12名 3歳 女児 ―
室内活動
中

― 骨折 頭部
頭蓋骨骨
折

その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度(
１)回/年

基準
以上
配置

マニュア
ルの記載
内容が不
十分

マニュア
ルの見直
し

定期的に
実施

実施頻度(
12)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
1)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

本件は親
子遊戯中
であり、
ハード面
の原因は
考えにく
い。

上記理由
により、
ハード面
での予防
は困難。

その他 ― ―

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
特段異常
は認めら
れず

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
本児、保
護者の正
面で遊戯
の指導に
あたって
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の児
童、保護
者の指導
にあたっ
ていた。

―

遊戯指導の
際に、児童
が不意に動
く可能性を
伝える。

3572

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

2歳児 16 名 名 名 名 名 名 名 ３名 ３名 3歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

「上腕骨
顆上骨
折」

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

―

夕刻の自
由保育時
の人員配
置の再確
認、保育
補助とし
ての園
長、副園
長の子ど
も達への
見守り体
制の再徹
底。状況
に応じた
職員の
フォロー
体制の充
実を行っ
て行きた
い。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

アスレ
チックの
滑り台の
側面にあ
る落下防
止用の手
すりの高
さが不十
分であっ
た。

遊具業者
と協議を
行い、落
下防止用
の手すり
の安全対
策を実施
していき
たい。
又、地面
に緩衝材
の設置等
も含め、
検討を行
い、出来
る限り速
やかに対
策として
実施して
いきた
い。

集団活
動中・
見守り
あり

― ―

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

職員は１
人滑り台
の横に居
たが、滑
り台の下
に居た子
どもへの
対応をし
ていた
為、滑り
台の上に
居る子ど
もから目
が離れて
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的内容
記載欄)
担任以外の
保育士は、
１名はその
日の担当で
ある保育室
の掃除を
し、もう一
人は溝の掃
除をしてい
た。保育室
の掃除をし
ていた保育
士は、現場
の状況に気
がついた
が、声が届
かず事故に
繋がった。

事故現
場で保
育士の
目数不
足が
有っ
た。そ
の時そ
の時
に、保
育士が
今何を
すべき
かとの
意識に
欠けて
いた。

複数職員
で、声を掛
け合いなが
ら、自由保
育時間の子
ども達の見
守りを徹底
していく。
保育士一人
一人が今や
らなければ
ならない事
への判断力
の向上に、
日々徹底し
て指導して
いく。自由
保育時間帯
の保育士の
増員も検討
して参りま
す。

3573

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 午前中
施設内
(室内)

1歳児 12 名 名 名 名 名 名 名 3名 3名 1歳 男児 なし
室内活動
中

負傷 ―
創傷(切
創・裂傷
等)

顔面(口
腔内含
む)

眉間切り
傷

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

基準
配置

研修や会
議の情報
を活用で
きていな
い。

事故予防
に対する
職員の資
質向上を
目指す。

定期的に
実施

実施頻度
(毎日
)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(毎日
)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(毎日
)回/年

絨毯がめ
くれ上
がってい
た。又、
テーブル
が通路側
にあっ
た。

絨毯を直
し、テー
ブルを奥
の方に置
くように
した。

集団活
動中・
見守り
あり

子どもの
急な行動
を予測で
きず、転
倒を止め
られな
かった。

絨毯を直
し、テー
ブルの傍
に保育士
が付く。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
排泄後、
ままごと
コーナー
に向かっ
て走って
いった。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
対象児の
後を追っ
ていた
が、間に
合わな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
全体を把
握しなが
ら、排泄
の介助を
してい
た。

子ども
の行動
に対す
る予測
が不足
してい
た。

全体を見
て、子ども
の行動を予
測し、危険
な時は声を
出し合って
いく。

3574

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 午後
施設内
(室内)

3歳児 23 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 3歳 男児 完治済み その他 負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右腕骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

なし
不定
期に
実施

実施頻度(
3　)回/年

基準
以上
配置

―

複数担任
での保育
士の立ち
位置　子
どもに背
を向けな
いよう常
に心がけ
る。早急
に事故予
防マニュ
アルを整
備する。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

移動して
使用する
物につい
ては使用
しない時
の収納の
仕方を確
認・統一
する

集団活
動中・
見守り
あり

―

日々保育
の中で危
険性を子
どもたち
に伝える

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
普段から
突発的な
行動が見
られる子
どもで特
に目をか
ける必要
の子

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
着替え援
助、片付
けがある
ため担当
保育士２
人がいた
が全児に
目が届い
ていな
かった

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
子どもの
動きが見
えるよう
環境を整
え

子ども
の行動
予測が
足りな
い

事故の要因
を分析し、
職員の位置
確認と職員
同士が背中
あわせにな
らないよう
業務の見直
しを行う
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3575

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中
施設内
(室内)

3歳児 21 名 名 名
21
名

名 名 名 3名 3名 3歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

なし
不定
期に
実施

実施頻度
(１)回/年

基準
配置

保育者の
後ろを付
いて歩く
よう、当
時児童に
注意をし
ていな
かった。

今後も保
育所保育
指針に基
づき、保
育を行う
と同時
に、職員
の観察力
強化、連
携に努
め、園内
事故発生
を未然に
防ぎた
い。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

引き戸の
隙間が、
子どもの
指がちょ
うど入っ
てしまう
隙間に
なってい
た。

子どもが
出入りす
る時は、
戸のそば
に職員が
付き、子
どもが戸
の開け閉
めを行わ
ないよう
にする。

集団活
動中・
見守り
あり

戸に背を
向け、両
手を広げ
た状態で
自ら戸を
開けた。

あらゆる
危険を予
測し、常
に安全に
気を配り
ながら保
育にあた
るように
する。子
どもが出
入りする
時は、戸
に職員が
付き、子
どもが自
ら戸の開
閉を行わ
ないよう
にする。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)　保
育室に
入ったと
同時に自
ら戸を閉
め、そこ
に両手を
広げ、背
を向けて
立ってい
た。次に
来た他児
に開ける
よう言わ
れ、その
状態で戸
を自ら開
けた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)　大
ホールか
ら保育室
に戻って
来る際、
保育者を
抜かし、
保育者の
前を歩い
ていく
が、保育
者の後ろ
を歩くよ
う声掛け
や制止は
せず、見
守ってい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的内容
記載欄)　子
ども達の中
ほど、後ろ
を付いて誘
導する。中
ほどにいた
職員が、担
当職員に子
どもより先
を行くこ
と、翻字は
職員より前
を歩かない
ことを大き
な声で声掛
けする。そ
の後、保育
室に入って
から、本児
の痛がると
ころ、挟ん
だところを
冷やす。

子ども
が保育
者を抜
かして
進んで
いた
時、す
ぐに保
育者の
後を歩
くよう
に注意
をしな
かっ
た。

あらゆる危
険を予測
し、常に安
全に気を配
りながら保
育にあたる
ようにす
る。子ども
が出入りす
る時は、戸
に職員が付
き、子ども
が自ら戸の
開閉を行わ
ないように
する。

3576

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 午前中
施設内
(室内)

異年齢構
成

21 名 名 名
８
名

5
名

８
名

名 ３名 ３名 3歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

なし
不定
期に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
配置

あらゆる
危険を予
測し、事
故発生を
防ぐよう
常に心掛
けておか
なければ
ならな
い。

今後も保
育所保育
指針に基
づき、保
育を行う
と同時
に、職員
の観察力
強化、連
携に努
め、園内
事故発生
を未然に
防ぎた
い。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

床が固い
ので、転
倒や落下
を予測
し、未然
に防げる
ようしな
ければな
らなかっ
た。

施設、遊
具等の点
検、安全
を確認
し、常に
危険を予
測し事故
を未然に
防げるよ
う配慮す
べきで
あった。

集団活
動中・
見守り
あり

積み木を
重ねてい
る時点
で、本児
にも気を
つけるよ
う声掛け
をすべき
だった。

あらゆる
危険を予
測し、常
に安全に
気を配り
ながら、
また本児
はシーネ
をあてて
いたこと
もあり、
職員同士
の声掛け
等連携し
た保育が
必要よう
であっ
た。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄) とて
も元気
で、友達
と楽しく
遊びま
わってい
た。途中
からプラ
フォーミ
ング（大
型ソフト
積み木）
遊びに変
わった。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)　他
の児童を
抱っこし
たりしな
がら見
守ってい
たが、音
楽をかけ
ようとし
た時に積
み木に上
がってし
まった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)　他
の児童の
トイレ介
助に付き
添ったた
め、その
場を離れ
てしまっ
た。

骨折に
よる
シーラ
をして
いたこ
とで、
本児の
バラン
ス感覚
も低下
してい
るな
か、事
故につ
ながら
ないよ
うもっ
と気を
配らな
くては
ならな
かっ
た。

あらゆる危
険を予測
し、常に安
全に気を配
りながら、
また他の保
育士との連
携を強めて
保育にあた
るようにす
る。

3577

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

20
0
名

0
名

0
名

12
名

8
名

名
0
名

2名 2名 4歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ―
創傷(切
創・裂傷
等)

顔面(口
腔内含
む)

口唇部
（右上の
前歯打
撲・前歯
欠損のお
それ・右
下の唇裂
傷）

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

3回/年
基準
以上
配置

特になし 特になし
不定期に
実施

実施頻度
(１２
)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
48　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(４８
)回/年

園庭中央
に設置し
てあるエ
アーマッ
トが雲梯
の下にず
れ込んで
いること
を認識し
ていた
が、事故
予測が出
来なかっ
た。

日々の点
検を行
い、事故
につなが
る状況に
気づいた
ら、職員
間で連携
し、対応
する。

集団活
動中・
見守り
あり

雲梯の下
にエア
マットを
置いてい
たことが
ジャンプ
したいと
いう欲求
につな
がった。
個々の運
動発達・
性質を把
握すると
ともに挑
戦したい
気持ちを
受け止め
つつ危機
意識を持
つことが
重要であ
る。

危機意
識、子ど
もの行動
予測の再
認識を徹
底するこ
と

いつも
どおり
の様子
であっ
た

日頃から
遊具には
興味・関
心もあり
いつも通
りの活動
状態で
あった

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

２名の児
童を排泄
に誘導
（建物
内）して
いたため

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

雲梯、す
べり台、
鉄棒、三
輪車等で
あそんで
いる子ど
もたちを
見渡せる
ように見
守ってい
た。

遊びな
れた雲
梯で
あって
も毎回
事故を
想定し
た見守
りの姿
勢に欠
けてい
た。

本児の運動
能力を把握
していて
も、転倒は
あり得るも
のとして見
守る必要が
ある。

3578

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中
施設内
(室内)

5歳以上
児

17 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左足拇趾
第二関節
若木骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
以上
配置

特になし 特になし
不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

体育館内
で曲がる
目印とし
て、プラ
スチック
製の三角
コーンを
設置して
いた。

プラス
チック製
の三角
コーンで
もぶつけ
方によっ
ては骨折
すること
を認識
し、ぶつ
ける要因
をなくす
為、三角
コーンの
設置を廃
止。目印
はテープ
に変更。
全職員で
統一す
る。

集団活
動中・
見守り
あり

特になし 特になし

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
競争心が
強く、常
に全速力
で走り、
他の園児
を押しの
ける動作
がいつも
見られ
る。その
度に注意
を行う
が、何度
注意して
も同じ行
為を繰り
返してい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
体育館内
の段差手
前に立
ち、危険
回避の誘
導をしな
がら、本
児の動き
や、危険
な走り方
をしてい
る園児に
声掛けを
行ってい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
担当職員
と対角線
上の体育
館の柱前
に立ち、
危険回避
の誘導を
行いなが
ら、全体
を見て、
危険がな
いか確認
し、園児
に声掛け
を行って
いた。

園児の
危険行
為を見
つけた
時に注
意勧告
のみを
行い、
他園児
とぶつ
かるこ
とを避
け、止
めるこ
とをし
なかっ
た。

園児の危険
行為を見つ
けた時には
その園児の
場所に行っ
てその園児
を止めた
り、全体を
一度止めて
落ち着かせ
る。また、
その活動を
中止し別の
活動を行う
ことも判断
していく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3579

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

13 名 名 名
5
名

6
名

2
名

名 2名 2名 3歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

上腕骨骨
折

他児か
ら危害
を加え
られた
もの

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
以上
配置

安全マ
ニュアル
が浸透し
ておら
ず、みん
なのもの
になって
いない。

・定期的
な事故防
止におけ
るミー
ティング
の実施。
・事故防
止におけ
るマニュ
アルの徹
底

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

集団で遊
具を使用
する際の
事故を想
定できて
いなかっ
た

集団で遊
具を使用
すること
を念頭に
おいて遊
具の点検
をする

集団活
動中・
見守り
あり

集団活動
中で、細
かい気づ
きが無
かった。

職員が把
握できる
範囲であ
そべる環
境を考え
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
何時も活
発であ
る。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
他児の怪
我の処置
をしてい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他児と鬼
ごっこを
してい
た。

全体的
に子ど
もたち
を見る
役割や
声掛け
ができ
ていな
かっ
た。

全体を見る
役割と子ど
もの中に入
る役割の区
別をし、出
来ない時は
自分の行動
を他の職員
に伝えるな
ど、声を掛
け合ってい
く。

3580

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 午後
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

異年
齢構
成

１
３
８
名

９
名

２
２
名

２
８
名

３
０
名

22
名

２
７
名

名
３３
名

２５名 3歳 男児 特記なし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上腕骨
顆上骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

遊具の事
故予防に
関する職
員の意識
が低く見
通しが甘
かった

事故予防
に関する
意識を高
めるた
め、研修
にも積極
的参加し
ていく

定期的に
実施

実施頻度(
６　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
６)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

一つの鉄
棒に複数
の子ども
が集まっ
ている事
がある

一つの鉄
棒に対
し、一人
か二人の
少人数で
遊ぶよう
にする

個人活
動中・
見守り
あり

鉄棒での
遊ばせ方

子どもた
ちへの遊
び方の指
導を行う
ととも
に、職員
への指
導、見守
りの強化
につとめ
る

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
鉄棒で遊
んでいた

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
他の子ど
もの対応
をしてお
り、対象
児の動き
はみてい
なかった

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
について
いた

年度始
めとい
うこと
もあ
り、新
入児へ
の対応
が必要
で、遊
具の見
守りが
十分で
なかっ
た

新入児に対
応するとき
には、見守
りが抜けた
場所にきて
もらえるよ
う、応援を
要請する

3581

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午前中
施設内
(室内)

3歳児 15 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 3歳 男児
特記事項な
し

室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上腕骨
遠位端骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
以上
配置

保育活動
の中で保
育士の立
ち位置に
危険予測
が留意さ
れていな
い点が
あった

事例をも
とに危機
管理マ
ニュアル
を見直
し、定期
的な研修
計画を立
て、危険
予測に関
する職員
の共通認
識を深め
再発防止
に努める

定期的に
実施

実施頻度(
4　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
4　)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(使用前)
回/年

特記事項
なし

施設・設
備等には
問題は無
く、保育
士と壁と
の空間が
狭かった
事による
保育士の
立ち位置
の配慮を
改善点と
して考え
る

集団活
動中・
見守り
あり

逃げる事
に集中し
ている時
には周り
の環境に
対し注意
力が散漫
になりや
すい子ど
もの動き
を想定し
た保育士
の立ち位
置の配慮
がなされ
ていな
かった

危険予測
した保育
士の立ち
位置の再
確認・改
善と、事
例をもと
に再発防
止に向け
た園内研
修を行い
危機管理
マニュア
ルの共通
認識を深
める

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
逃げる事
に集中し
ていた
時、保育
士と壁の
隙間を逃
げ道とし
て見つけ
勢いよく
通ってし
まった

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
遊戯室の
壁側に立
ちクラス
全体の活
動を見
守ってい
たが対象
児は目視
とは真逆
の方向か
ら保育士
の背後へ
走り込ん
できた

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
全体を見
つつ対象
児の動き
にも注意
していた
が、急に
保育士の
背後に走
り込み声
を掛けた
が間に合
わず転倒
した

逃げら
れる隙
間を見
つけた
ら子ど
もは通
るとい
う事を
再認識
し危険
の想定
を行う

子どもの動
きを細かく
想定し危険
に繋がるよ
うな人的環
境を作らな
いようにす
る

3582

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

61
5
名

8
名

11
名

10
名

14
名

13
名

名 10名 9名 3歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上腕骨
外顆骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
2　)回/年

基準
以上
配置

―

マニュア
ルと事故
防止の研
修は、年
度初めの
全体職員
会議や、
採用時の
説明で毎
年確認
し、職員
全体に周
知するよ
うにして
いたが、
さらに丁
寧に伝
え、確認
してい
く。

定期的に
実施

実施頻度
(毎日)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(毎日)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(毎日)回/
年

遊具の点
検等は、
引き続き
毎日、副
所長・所
長で行
い、安全
を確認し
ていく。

集団活
動中・
見守り
あり

―

3クラス
合同であ
そぶとき
は、遊び
の種類を
分けたり
遊び方を
工夫し、
ごちゃご
ちゃにな
らないよ
うに環境
を整え
る。イス
の使い方
は、縦に
置いて使
わないよ
うに徹底
する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

4歳児が
箱イスを
並べて、
おうち
ごっこを
している
ところに
入ってい
こうとし
て、並べ
ていた箱
イスに上
がったと
きに、バ
ランスを
崩してイ
スが倒れ
転倒し
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

担任は、
近くで遊
んでいた
3歳児の
側にいた
が、突然
の動きを
予測する
ことはで
きなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

4.5歳児
に付いて
いた職員
も、全体
を見回し
て保育を
していた
が、突然
の動きを
予測する
ことがで
きなかっ
た。

―

今後も、子
どもの人数
に対する配
置以上に、
その日の児
童の様子に
合わせた配
置を配慮し
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3583

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

16 名 名 名
5
名

名
11
名

名 3名 2名 3歳 男児 特になし
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

玩具・
遊具等
施設・
設備の
安全上
の不備
による
もの

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
以上
配置

子どもに
対しての
保育士配
置は十分
対応でき
る人数
だった。
足元に気
付かな
かった。
足元の玩
具にも注
意が行く
ように声
掛けはし
ていた
が、及ば
なかっ
た。

子どもの
動きに特
に注視す
るととも
に、いつ
でも怪我
が起こり
うるとい
う意識を
もって対
応してい
く。ま
た、足元
に落ちて
いる玩具
について
は、子ど
も達にも
注意を呼
び掛けて
いく。

定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
1 )回/年

不定期に
実施

実施頻度
(12)回以
上/年

― ―

集団活
動中・
見守り
あり

ブロック
は滑りや
すく、踏
んだ場合
重大な事
故に繋が
るという
意識が薄
かった。

職員に対
して、小
さなブ
ロックで
あって
も、転倒
や骨折に
繋がるこ
とがある
というこ
とを周知
徹底す
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
一生懸命
片付けを
していた

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
傍につき
つつ、声
掛けをし
ながら子
ども達と
一緒に片
付けを始
めてい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
少し離れ
た場所で
子ども達
と一緒に
片付けを
していた

足元に
あった
ブロッ
クを踏
んでそ
れが横
滑りを
起こし
てそれ
が、骨
折にま
で繋
がって
しまう
とは認
識して
いな
かっ
た。

床に落ちて
いる玩具(ブ
ロック）で
も大きな事
故に繋がり
かねないと
いう意識を
もって保育
していく。

3584

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 午後
施設内
(室内)

異年齢構
成

182 名 名 名
57
名

58
名

67
名

名 11名 11名 6歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左小趾基
節骨骨折

その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度
(２４)回/
年

基準
配置

―

午睡片付
け中の職
員配置
（子ども
係・片付
け係）体
制を決め
た。

定期的に
実施

実施頻度(
４)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(５２)回/
年

不定期に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

午睡用具
を片付け
る棚の扉
が外れや
すくなっ
ていた。

午睡の時
期は扉を
外して使
用するよ
うにし
た。ま
た、業者
に外れな
いように
する修繕
を依頼し
ていく。

集団活
動中・
見守り
あり

―

扉は外し
たが、他
にも考え
られる危
険なこと
を子ども
たちに周
知した。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
登園時よ
り、体調
や機嫌な
ど変わり
なく過ご
してい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
そばに保
育士が付
いていた
が、咄嗟
のことで
防げな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
午睡用具
の片付け
や他の子
どもの片
付けの補
助などを
してい
た。

―

子どもから
目を離さな
いよう保育
をするこを
再度確認
し、ヒヤリ
ハット場面
があれば、
事例を全員
で共有でき
るようにす
ることを周
知した。

3585

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

16
0
名

0
名

4
名

6
名

6
名

0
名

0
名

2名 2名 2歳 男児
特記事項な
し

屋外活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(１)回/年

基準
配置

なし

様々な状
況で怪我
が起こり
うる事を
職員に周
知徹底し
ていた
が、今回
の状況で
も、怪我
に結び付
くことを
知らせ、
今後の保
育に活か
してい
く。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(４８)回/
年

なし なし

集団活
動中・
見守り
あり

なし なし

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
遊具のス
ロープを
歩いて
下ってい
た際、バ
ランスを
崩し転
ぶ。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
転倒した
際に、す
ぐに対象
児の側に
行き状況
を確認
し、本児
の様子を
共に保育
していた
保育士に
も伝え
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
遊具で遊
んでいる
他児の様
子を見守
りなが
ら、危険
のないよ
うに関
わってい
た。

保育士
が側で
見守る
中、緩
やかな
斜面を
歩いて
降りて
いた。
緩やか
な斜面
であっ
ても、
バラン
スを崩
し転
び、怪
我につ
なが
る。

様々な要因
から怪我に
つながる
為、本児の
遊んでいる
様子や発達
などしっか
り捉え関
わってい
く。

3586

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

25 名 名 名
１
０
名

１
４
名

１
名

名 ４名 名 3歳 女児
虫に刺され
ると腫れや
すい

屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右上腕骨
外顆骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１)回/年

基準
以上
配置

くるくる
回った事
で目を回
してバラ
ンスを崩
してし
まった。

転倒する
前に早め
に子ども
に声を掛
ける。

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
毎)回/年

天気が良
かったの
で地面が
乾燥して
固かっ
た。

マットな
どを使用
するよう
にしてい
く。

集団活
動中・
見守り
あり

片付の時
間で退屈
してし
まった。

みんなで
片付けよ
うねなど
と声を掛
け片付け
に参加し
てもら
う。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

1人で楽
しくくる
くる回転
して遊ん
でいた
が、バラ
ンスを崩
して転ん
でしまっ
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

全体の様
子を見つ
つ本児も
見ていた
が、転ん
で泣いた
ので駆け
寄り抱き
起す。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具を子
ども達と
一緒に片
付けてい
て対象児
の動きに
気付かな
かった。

くるく
る回転
するこ
とで、
バラン
スを崩
すので
はとの
予測が
必要
だった
のでは
ない
か。

ゴムマット
の所でやろ
うねなど
と、マット
を活用す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3587

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午後
施設内
(室外・
園庭等)

5歳児 29 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左尺骨骨
幹部骨
折・左橈
骨骨幹部
骨折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
配置

活動前の
遊具の安
全確認と
準備不
足。職員
が配置に
着くまで
に遊びを
始めた。

活動前の
遊具の安
全確認と
準備を徹
底する。
チェック
シートの
活用やヒ
ヤリハッ
トの事例
を取り上
げ、職員
が園内研
修を適宜
実施して
いく。事
故防止に
ついて具
体策を講
じられる
よう研修
を重ね
る。

定期的に
実施

実施頻度(
毎週１)回
/年

定期的に
実施

実施頻度
(毎週１)
回/年

定期的に
実施

実施頻度
(毎週１)
回/年

玩具の準
備として
子ども達
が活動中
にボール
を倉庫に
取りに
行ったこ
とは、事
前の準備
不足であ
る。ま
た、固定
遊具が水
で濡れて
いないか
も事前の
確認不足
である。

普段よく
遊ぶ玩具
は、いつ
でも子ど
も達が取
りやすい
場所に置
くよう改
善する。
また、事
前の準備
ができて
から活動
に入るよ
うにす
る。

集団活
動中・
見守り
あり

降園準備
をして園
庭で活動
すること
はよくあ
るが、子
どもの気
持ちも開
放的にな
りやすい
時間でも
ある。

この時間
帯は、適
切な職員
配置に気
をつけ
る。子ど
もの活動
場面を
しっかり
把握して
いくこ
と。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
滑り台で
滑ってい
たとこ
ろ、滑り
台の中央
あたりが
水で濡れ
ているよ
うに思い
途中で
しゃがみ
止まって
いたとこ
ろ、上か
ら他児が
滑ってき
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
固定遊具
の他に子
ども達は
ボールに
興味があ
り、職員
がボール
を倉庫に
取りに
行って、
子どもの
活動が見
える中央
あたりの
場所に移
動してい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
もう一人
は最後の
子どもが
園庭に出
る姿を見
届け、子
どもが勝
手に玄関
外に出な
いよう園
庭の出入
り口にい
た。

活動前
の遊具
の準備
不足と
職員の
配置の
不十分
さ。

活動前には
必ず遊具の
準備をし、
職員配置が
できてから
子どもの活
動を始めて
いく。

3588

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

3歳児 30 名 名 名 名 名 名 名 １名 ３名 2歳 男児

早産で生ま
れる。体が
小さく転び
やすい。言
葉の遅れ、
発音がはっ
きりしな
い。

屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右手小指
骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

なし
定期
的に
実施

実施頻度
(６から
８)回/年

基準
以上
配置

フリー保
育士に周
知不足。

フリー保
育士に配
慮が必要
な子ども
について
周知を行
う。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

― ―

集団活
動中・
見守り
あり

水筒を
持って歩
くことが
２回目な
のでまだ
慣れてい
ない部分
があっ
た。

水筒の重
さ、ひも
の長さ、
掛け方を
確認した
り、子ど
もにも気
を付けて
歩く様伝
える。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
手を繋い
でいた保
育士から
他の子の
靴が履け
るのが終
わるまで
待ってて
ねと言わ
れたので
その場で
待ってい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
靴が脱げ
てしまっ
た子に履
かせるた
め、本児
に待って
てねと声
掛けを行
う。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
列の中で
靴が脱
げ、止
まって間
が空いた
ので先頭
付近にい
た子ども
を安全な
場所で待
たせ、後
ろの子ど
もの様子
を見に行
く。

本児が
転びや
すいこ
とを考
慮す
る。

手を繋ぐ子
を配慮す
る。間が空
かないよう
にゆっくり
歩いたり、
間が空いた
ら止まり、
後ろの子が
追いつくま
で待つ。子
ども達にも
間が空いて
も走らない
という約束
をする。

3589

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

96
１
名

１
６
名

２
３
名

２
０
名

２
０
名

１
６
名

名
２１
名

１８名 5歳 男児 特になし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右上腕骨
顆上骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

基準
配置

― 特になし
定期的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

― 特になし

個人活
動中・
見守り
あり

― 特になし

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
築山から
降りてき
た時に、
近くにい
た友達を
避けよう
とし、体
のバラン
スを崩し
転倒し
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
本児と少
し離れた
ところ
で、違う
遊びをし
ている子
ども達と
一緒に遊
んでいた
ため、本
児の転倒
した姿に
気づくの
が遅く
なった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
園庭が広
く、遊ぶ
場所が離
れていた
ので、本
児の姿が
見えてい
なかっ
た。

―

園庭で遊ぶ
際の保育士
の位置につ
いて確認を
し、全体が
把握できる
ようにす
る。

3590

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12
昼食時・
おやつ時

施設内
(室内)

2歳児 18 名 名 名 名 名 名 名 ３名 ３名 3歳 男児 ―
食事中
(おやつ
含む)

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

左鎖骨骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
配置

子どもの
行動を予
測し、事
故防止す
るべき
だった。

子どもの
性格、行
動パター
ン、物的
環境など
複合的に
状況判断
し危険予
測をす
る。

定期的に
実施

実施頻度
(２４)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(２４)回/
年

不定期に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

施設、遊
具、玩具
に原因は
ないと考
える。

今回の事
故に施設
や遊具、
玩具は原
因になっ
ていない
ため、改
善策は不
要。

食事(お
やつ)中

子どもが
移動する
動線上に
カゴが置
かれてい
たこと
で、本児
が移動す
る際、足
元が見え
ず、カゴ
に足を入
れてし
まった。

子どもの
動線を考
え、着替
えの場所
を変更
し、カゴ
や服も散
乱しない
ように並
べて置く
ようにし
た。ま
た、子ど
も達には
歩いて移
動するよ
うに話し
た。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
歯磨きを
終え、パ
ジャマに
着替えに
向かう所
だった。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
着替えの
子も少な
くなった
ので、子
どもを寝
かしつけ
ていた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
一人は、
食事の片
付けをし
ながら、
着替えの
ところに
いた子ど
も達を見
ていた。
もう一人
は着替え
のｊ子ど
もが少な
くなった
ので、子
どもを寝
かしつけ
ていた。

保育士
は本児
の姿を
見てい
たが、
動線上
の安全
対策を
きちん
として
いな
かっ
た。

子どもの動
きだけでな
く環境の安
全も確認
し、危険を
見つけた場
合はすぐに
危険を取り
除いたり、
子ども達に
声をかけた
りする。

102 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3591

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

19名 名 名 名
5
名

5
名

９
名

名 ２歳 2 6歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ―
創傷(切
創・裂傷
等)

顔面(口
腔内含
む)

左眉　上
部裂傷
２㎝

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

―

遊びの中
で本児を
後ろから
抱き上げ
た保育士
が、前か
ら走り込
んできた
子どもの
動きを予
測するこ
とができ
なかっ
た。

園庭で遊
ぶ際の子
どもの人
数と保育
士の配置
について
は、問題
はなかっ
たが、子
どもが遊
んでいる
位置等を
常に確認
し、子ど
もの不意
な動きに
即座の対
応ができ
るように
する。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

園庭で遊
ぶ際の、
子どもの
不意な動
きに即座
の対応が
必要だっ
た。

子どもの
一人一人
の動き
方、興味
や関心、
遊び方等
を把握し
ておく。

集団活
動中・
見守り
あり

３～5歳
児のみ園
庭に出て
いて、使
用状況等
には無理
はなかっ
た。

保育士の
立ち位置
等をより
意識し、
子どもの
動きに留
意してい
く。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育士と
の遊びの
なかで、
後ろから
抱き抱え
てもらう
態勢でい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
走り込ん
で来る他
児の動き
を把握し
ていない
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
対象児以
外の子ど
もの安全
確認をし
ていた。

夕方の
職員体
制とし
て子ど
もの人
数と保
育士の
配置人
数は適
切で
あった
が、少
し、気
の緩み
があっ
たので
はない
か。

職員間でヒ
ヤリハット
等事例確認
を行い、子
どもの安全
保育につい
ての意識を
高めてい
く。

3592

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

9
0
名

0
名

3
名

1
名

2
名

3
名

名 4名 2名 4歳 女児 ―
登園・降
園中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上上腕
顆上骨折
（全治4
週間）

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
以上
配置

保護者が
園児から
目を離し
た。

保護者へ
園児を渡
した後、
保護者へ
園庭での
遊びを注
意喚起す
る。

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(52)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

―

子どもの
動きを予
測して、
遊具の安
全対策を
とる。

個人活
動中・
子ども
のみ

―

日頃の保
育から、
園児に園
庭遊具で
危険なこ
とをしな
いように
知らせ
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保護者へ
園児を渡
した後、
園庭遊具
で遊んで
いた。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
園児を保
護者へ渡
した後、
保護者と
連絡事項
等の話を
してい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の降園
前の園児
を保育し
ていた。

―

保護者に降
園後の園児
から目を離
さないよう
注意喚起す
る。

3593

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

9 名 名 名 名 名 名 名 ９名 ９名 5歳 女児 特になし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折
顔面(口
腔内含
む)

鼻骨骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
１２　)回
/年

基準
配置

園内のヒ
ヤリハッ
トについ
ての検討
不足

打ち合わ
せや検討
会で構造
上問題に
なる箇所
や老朽箇
所を職員
で周知。
怪我の予
測をし、
環境改善
できると
ころはし
ていく。

定期的に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

構造上不
必要な箇
所（足を
掛けるこ
とができ
る鉄製の
突起物）
に怪我を
避けるた
めの保護
等がされ
ていな
かった

トンネル
内の危険
箇所が修
理される
まで、ト
ンネルに
入らない
ようにし
た
足掛けの
撤去を業
者に依頼
した

個人活
動中・
見守り
あり

トンネル
内での怪
我回避に
ついて子
ども達と
話し合っ
ていな
かった

トンネル
内の危険
箇所にな
りうる場
所の確
認、遊び
方をを確
認してい
く

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
トンネル
の中が本
児にとっ
て好きな
場所でい
つものよ
うにトン
ネルの中
で遊んで
いた

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
対象児が
トンネル
内で遊ん
でいるこ
とは把握
していた
が、事故
当時どん
な遊び方
をしてい
るか把握
していな
かった

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
事故当時
トンネル
内で遊ん
でいる子
がいるか
確認して
いなかっ
た

クラス
や担当
児以外
の子が
近くで
どんな
遊び方
をして
いるか
把握し
ていな
かった

トンネル内
で遊んでい
る子がいる
ときは、ど
んな遊び方
をしている
か目視で確
認していく

3594

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

16 名
１
０
名

６
名

名 名 名 名 ３名 ３名 3歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右橈骨遠
位端骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(２)回/年

基準
配置

―

ポックリ
遊びをし
ている場
合は、転
倒等が想
定される
ので、至
近距離に
保育士が
付く体制
をとる。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

1歳児ク
ラスと一
緒に遊ん
でいたた
め、職員
配置と見
守りが薄
かった。

一緒に遊
ぶ場合は
いつもよ
り、職員
同士の声
の掛け合
いをこま
めに行
い、職員
配置に気
を配り確
認しあ
う。

集団活
動中・
見守り
あり

危険個所
のないよ
うに、
しっかり
と把握が
足りな
かった。

遊具の配
置や危険
個所の確
認の声掛
けをこま
めに行っ
ていく。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
　特に変
わりなく
受け入れ
をし、遊
びもいつ
もと変わ
りなく遊
び出して
いた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
 ポック
リ遊びを
していた
ことは把
握してい
たが、転
んだ時そ
ばで支え
ることは
出来な
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
 大型積
み木の場
所や芝の
角等にい
て全体を
見守りな
がら保育
をしてい
た。

職員配
置に確
認や声
掛けを
してい
なかっ
た。

一緒に遊ぶ
場合はいつ
もより、職
員同士の声
の掛け合い
をこまめに
行い、職員
配置に気を
配り確認し
あう。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3595

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

5歳以上
児

3 名 名 名 名 名 名 名 ３名 ３名 5歳 女児 特に無し
室内活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

歯の亜脱
臼　（右
上前歯）

他児か
ら危害
を加え
られた
もの

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
4～5　)回
/年

基準
以上
配置

ちょうど
活動の切
り替え時
で園児が
動き始め
た場面
だった。
３名が全
体を見守
れるよう
な位置取
りでは
あった
が，突発
的な園児
の行動を
阻止でき
なかっ
た。

大きな集
団なので
一斉に全
員が同じ
動きをす
ることの
ないよう
配慮して
いる。今
後も十分
気をつけ
ていく。
園児の行
動には前
段階があ
るので，
特に他害
のある園
児には担
任同士で
声をかけ
合い対照
児の近く
で見守れ
るよう心
がけてい
く。

定期的に
実施

実施頻度(
０～１)回
/１年

定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/１
年

定期的に
実施

実施頻度(
４８　)回
/年

廊下の水
道(手洗
い場)の
角が危険
である。

水道の角
はガード
を付け
た。

集団活
動中・
見守り
あり

廊下は歩
いて移動
したり，
待つ時は
２列にな
る等約束
がある
が，園児
たちが
少々ふざ
けながら
トイレに
移動して
いた事を
確認して
いる。

トイレは
死角にな
るので職
員が見守
るように
している
が，園児
達にもわ
かりやす
く危険な
行動を伝
え約束事
を守れる
よう働き
かけてい
く。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
対象児は
朝からい
つもと変
わりない
様子。ト
イレに移
動し，入
り口で男
児にしが
みついた
りしてふ
ざけてい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
園児達が
廊下へ移
動し始め
てすぐに
１名の職
員が廊下
へ出て水
道付近で
見守って
いたが，
ケガを負
わせてし
まった園
児の行動
が突発的
であった
ため対象
児の転倒
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他２名の
うち１名
は室内で
のトラブ
ルに対応
してお
り，１名
は室内か
ら廊下へ
出て行く
園児たち
を見守っ
ていたの
で，トイ
レの入り
口でのや
り取りは
見ていな
かった。

―

注意して見
守りをして
いたが，咄
嗟の事故で
防ぐことが
出来なかっ
た。今後，
不意の事故
に繋がらな
いようトイ
レへの移動
の流れを検
討してい
く。

3596

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
昼食時・
おやつ時

施設内
(室外・
園庭等)

5歳以上
児

21 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 6歳 男児 ― その他 負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

手指の骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
10　)回/
年

基準
以上
配置

昼食後で
園児の動
きは活発
になっ
た。

食後は室
内で過ご
すように
させる。

定期的に
実施

実施頻度
(１　)回/
日

定期的に
実施

実施頻度(
１　)回/
日

不定期に
実施

実施頻度(
１　)回/
日

編み終え
たばかり
の縄跳び
の長さが
本児に
合ってい
たか確認
していな
かった。

編み終え
た縄跳び
の長さが
合ってい
るかの確
認をして
おく。

集団活
動中・
見守り
あり

ウッド
デッキ上
には本児
以外にも
数名がい
た。

縄跳びを
するには
狭いた
め、一人
ずつ交代
ですると
良かっ
た。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

自分で編
んだ縄跳
びがうれ
しくて繰
り返し跳
んでい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

部屋の外
側のウッ
ドデッキ
で跳んで
いる様子
は見てい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

部屋の中
にいて様
子は見て
いた。

本児や
他の子
の喜ん
でいる
気持ち
を大切
にし、
に止め
ること
をしな
いで見
守って
しまっ
た。

昼食後は午
睡の準備を
する時間で
縄跳びは午
睡後に使用
と伝える。

3597

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
昼食時・
おやつ時

施設内
(室内)

4歳児 17 名 名 名 名 名 名 名 １名 １名 5歳 男児 なし
室内活動
中

負傷 ― その他
顔面(口
腔内含
む)

右耳の鼓
膜が破れ
た

他児か
ら危害
を加え
られた
もの

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

基準
配置

配膳の際
の注意に
ついて、
マニュア
ルにおと
しきれて
いなかっ
た。

箸の配膳
は一番最
後にする
など、マ
ニュアル
におとし
こんでい
く。

定期的に
実施

実施頻度(
２ )回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12 )回/年

不定期に
実施

実施頻度(
約50)回/
年

特になし 特になし

集団活
動中・
見守り
あり

待ってい
る間、椅
子に座っ
ていて
も、遊ん
でしまう
子がい
る。

箸は、食
べる直前
に配り、
配膳を
待ってい
る間は手
をひざの
上におい
て待つよ
うにす
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
いつもど
おり、椅
子に座
り、配膳
を待って
いた。隣
の加害児
は、その
待ってい
る間、箸
を持って
遊んでし
まってい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
子ども達
の給食の
準備をし
ながら子
ども達を
見守って
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
同じフロ
アの職員
は、自分
のクラス
の給食準
備や給食
指導中
だった。

配膳の
時の子
ども達
の待ち
方が徹
底され
ていな
かっ
た。

どう待って
いればよい
かの指導を
行う。

3598

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室外・
園庭等)

4歳児 21 名 名 名 名 名 名 名 1名 １名 5歳 男児 特になし
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左第５指
骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
３　)回/
年

基準
配置

特になし

出来る限
り園庭に
出る時は
職員配置
を増やし
ていく。

定期的に
実施

実施頻度(
３)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
３)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
１２)回/
年

特になし

園庭整備
（草木の
管理・石
拾い等）
の徹底を
継続す
る。

集団活
動中・
見守り
あり

特になし

リレーを
実施する
際はライ
ンカーを
使用し走
る場所を
定める等
の工夫を
する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)　リ
レーをお
こなって
いた他児
からバト
ンをもら
い走って
いる時に
転倒し、
となりを
走ってい
た児に指
を踏まれ
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)　転
倒時担当
保育士が
すぐに駆
け付けた
が、他児
に指を踏
まれたと
ころは確
認できな
かった。
強い痛み
を訴えな
いことや
腫れ、機
能障害等
がなかっ
たためす
ぐに通院
につなげ
られな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)

特にな
し

日頃から実
施し、繰り
返し行い、
楽しんでい
るクラスリ
レーだった
ため『転倒
した児の側
は走らな
い・よけて
走る』の事
前注意を
怠ってし
まった。事
前の注意を
徹底する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3599

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

3歳児 16 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 4歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左手親指
の付け根
部分の亀
裂骨折
(ひび）

他児か
ら危害
を加え
られた
もの

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(2～3　)
回/年

基準
配置

必ず遊ぶ
前に危険
な物が落
ちていな
いか確認
する。

この広場
の利用に
ついて広
場の危険
な箇所を
ミーティ
ングで伝
え、共有
する。

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

未実施
実施頻度(
)回/年

未実施
実施頻度(
)回/年

特になし 特になし

集団活
動中・
見守り
あり

特になし 特になし

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
石を積み
上げ、石
の上に乗
せたり隙
間に石を
入れたり
して遊ん
でいた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
傾斜のふ
もとで母
集団全体
を見てい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
1人、排
便児がい
てその対
応をして
いた。

特にな
し

斜面の上に
は登らず、
下の広場で
遊ぶよう伝
え、確実に
様子を見る
ことができ
るようにし
ておく。

3600

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

115 名 名 名
３
8
名

３
7
名

40
名

名
１０
名

１０名 6歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

歯肉裂
創、上左
Ａ上左Ｂ
外傷性歯
牙脱臼、
上左ＡＢ
歯槽骨骨
折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
配置

年度初め
に確認し
ただけ
で、その
後確認す
る場がな
かった。

半年に一
度、また
は災害共
済給付に
かかるよ
うな怪我
が起きた
場合等、
職員で確
認する機
会を増や
す。

不定期に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
２　)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

―

遊びの場
所は十分
な広さが
確保され
ていたの
で、特に
改善点は
見当たら
ない。

集団活
動中・
見守り
あり

―

異年齢で
の集団遊
びは普段
から行わ
れてお
り、通常
の保育と
違った活
動をして
いたわけ
ではない
ので、特
に改善点
は見つか
らない。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的内
容記載欄)
最近、クラ
スでは友達
との追いか
けっこ遊び
が盛り上が
り、本児も
積極的に仲
間に入って
楽しんでい
た。今回、
遊んでいた
鬼ごっこも
ルールやお
もしろさを
よく理解し
ており、み
んなと一緒
に楽しんで
いた。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
雲梯に
登ってい
た本児に
逃げるよ
う声をか
け、高い
ところか
ら安全に
下りて遊
びに参加
できるか
様子を見
守ってい
た直後に
起こっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
違う遊び
をする子
どもの様
子を見て
いたため

鬼に捕
まって
立って
いた子
が死角
にな
り、別
の方向
から
走って
くる友
達が見
えな
かっ
た。

保育士もま
さかぶつか
るとは思っ
ていなかっ
たところが
あるので、
今後は早め
に危険を察
知して声掛
けをするよ
うにする。

3601

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

4歳児 2 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

左鎖骨骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
配置

―

定期的に
事故予防
に関する
研修等を
行ってい
く

定期的に
実施

実施頻度
（　12　)
回/年

未実施
実施頻度(
0　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

―

引き続き
安全点検
を行って
いきたい

集団活
動中・
見守り
あり

―

動きが
益々活発
になるの
で、子ど
もたちの
動きを見
守りなが
ら必要が
あれば、
声掛けや
静止をお
こない、
安全に遊
べるよう
に配慮す
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
友だちと
鬼ごっこ
をしてい
た

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
他の幼児
と共に、
鬼ごっこ
をしてい
た

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
準備をす
るために
離れてい
た。

―

幼児の動き
が以前より
活発になっ
ているの
で、注意し
てみてい
く。

3602

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

2歳児 14 名 名 名 名 名 名 名 3名 3名 2歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

左鎖骨ひ
び

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
配置

子どもに
対する職
員数は対
応できる
人数だっ
たが、片
付け後入
室する際
に、個々
の把握、
全体への
配慮に欠
けてい
た。

事故防止
のため、
日頃より
マニュア
ルの再確
認と職員
同士の連
携

定期的に
実施

実施頻度
(250)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(250)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし

玩具や遊
具の事故
ではない
が、園庭
にも砂の
塊や傾
斜、つま
ずくよう
な穴がな
いか、毎
日、安全
点検して
いるの
で、引き
続き行
う。

集団活
動中・
見守り
あり

片付けや
入室で全
体的に動
きが大き
くなって
おり、慌
ただしい
時間だっ
た為、目
配りや配
慮が足り
なかっ
た。

具体的な
職員の配
置や片付
け、入室
の流れを
見直す。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

仲の良い
友達とた
くさん遊
び、片付
け後出入
り口に戻
る時、足
がもつ
れ、転ん
でしま
う。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

担任保育
士3名
が、出入
り口で順
に戻って
くる子ど
もの対
応、片付
け途中の
子どもの
対応、入
室の声掛
け、それ
ぞれの対
応を行っ
ていた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

他クラス
の担任
が、泣い
ている対
象児に気
づき、声
を掛け、
起こし、
クラス担
任へ報告
をする。

足腰の
弱さは
認識し
ていた
が、対
象児に
対して
のヒヤ
リハッ
トを常
日頃よ
り認識
するこ
とが薄
れてい
た。

普段から転
びやすいの
で、保育士
が必ず行動
を傍で見守
るようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3603

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 午後
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

45 名 名 名
23
名

22
名

名 名 3名 3名 4歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右中指基
節骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(1)回/年

基準
配置

本児がケ
ガからの
復帰後初
めて外遊
びをする
日であっ
たので、
職員を増
やす必要
があっ
た。

本児の身
体機能の
現状を把
握し、活
動する際
に友達同
士の間隔
が狭くな
ることや
夢中にな
り周りが
見えなく
なるなど
の予測を
する必要
があっ
た。

定期的に
実施

実施頻度
(２４)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(２４)回/
年

― ―

集団活
動中・
見守り
あり

左手のケ
ガが治
り、初め
て戸外活
動に出た
際に起き
たので、
バランス
がうまく
取れな
かった。

園内環境
の見直
し、年
齢、子ど
もの人数
と保育士
の人数に
見合った
遊びの設
定環境を
考える必
要があ
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
鬼ごっこ
をしてい
て、鬼か
ら逃げて
いた。本
児は必死
で走って
いて転ん
だ時に手
をつい
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
すぐそば
にあった
太鼓橋に
ぶら下
がってい
る他児を
見てい
て、本児
が転ぶ瞬
間は見え
たが防ぐ
ことはで
きなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
3歳児も
一緒に戸
外に出て
いたの
で、3歳
児担任は
砂場にい
る子ども
達を見て
いた。

担任
は、本
児の姿
は視界
にあっ
た。し
かし、
手が届
く範囲
ではな
く全体
の人数
把握と
しての
見守り
であっ
たと考
える。

本児の行動
を細かく観
察し、活動
の状態を把
握する。過
度に激しい
遊びをして
いないか、
体のバラン
スはどうい
う状態かな
どを見極め
る必要があ
る。
また、久し
ぶりの外遊
びで本児は
気持ちが高
ぶっていた
ことが考え
られる。そ
のことを全
職員で情報
共有して戸
外での遊び
に誘えば良
かった。

3604

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

63 名 名 名
２
２
名

２
１
名

２
０
名

名 ７名 ７名 6歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

その他 あり
定期
的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

基準
配置

―

新しい遊
具で、不
安定な遊
具のた
め、乗り
慣れるま
で職員が
1対1で子
どもの補
助に付
く。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

―

新しい遊
具を使用
する前
に、予測
される危
険なこを
十分に確
認し合
い、職員
に周知す
る必要が
あった。

集団活
動中・
見守り
あり

使用方法
や注意事
項は子ど
もたちに
伝えてい
たが、２
台使用し
ていたの
で、職員
はもう１
台の方の
支えをし
ていた。

バランク
を使用し
たいとき
には、子
ども達に
必ず職員
に伝える
ように指
導し、職
員が傍に
付き添う
ようにす
る。1対1
で付けな
いときに
は、台数
を減ら
す。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他児が手
を支え、
バランク
を使用し
ていた
が、他児
が手を離
した時に
バランス
を崩して
転倒す
る。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
バランク
を２台使
用してい
たので、
もう１台
のバラン
クを使用
している
園児のほ
うに付い
ていた

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の遊び
をしてい
る子ども
たちを見
守ってい
た。

新しい
遊具の
使用に
十分な
配慮が
できて
いな
かっ
た。

新しい遊具
を使うとき
には、子ど
もたちに使
用時の注意
事項を伝え
るだけでは
なく、職員
間でも安全
に使うため
の話し合い
を十分に行
い共通確認
しておくこ
とが必要。

3605

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 午前中
施設内
(室内)

異年齢構
成

17 名 名 名 名
8
名

9
名

0
名

3名 2名 5歳 女児 なし
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左上腕顆
上骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

なし
定期
的に
実施

実施頻度
(１　)回/
２年

基準
配置

事故予防
マニュア
ルを作成
していな
かった

事故予防
マニュア
ルを作成
する

定期的に
実施

実施頻度
(毎日)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/週

定期的に
実施

実施頻度(
1　)回/週

なし なし

集団活
動中・
見守り
あり

本人の運
動能力以
上の挑戦
する気持
ちが働い
た。

運動能力
に応じた
指導が必
要なので
指導員と
相談して
いく

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
4段の跳
び箱に
チャレン
ジし、も
う少しで
跳べそう
だったの
ではり
きってい
た

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
専門指導
員が近く
で指導し
ており、
基本的に
保育士は
少し離れ
たところ
で見守っ
ていた

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
担任の隣
で座り見
守ってい
た

保育士
が座っ
ている
ところ
から着
地部分
は跳び
箱が死
角にな
り見え
ていな
かった

保育士は一
人ずつ別の
位置につき
見守るよう
にする

3606

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午後

施設外
(園外保
育先・公
園等)

5歳以上
児

24 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳 女児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

なし
不定
期に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
以上
配置

詳しいマ
ニュアル
は無く、
その時の
子どもの
様子で活
動をきめ
ていた。

レベルを
みるため
にも、段
階を明記
したマ
ニュアル
が必要。

―
実施頻度(
)回/年

―
実施頻度(
)回/年

―
実施頻度(
)回/年

― ―

集団活
動中・
見守り
あり

子どもた
ち全員で
降りはじ
めたた
め、転ぶ
子もい
た。

グループ
に分け
る、待た
せる。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
の動き
を見て
いな
かった

転んでい
つ子供を
起したり
していた
ため。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

後ろから
子どもた
ちの様子
を見て、
転んでい
た子をお
こしてい
た。

全体を
見回す
大人が
いな
かっ
た。

人数を少し
ずつにし、
全体を見る
大人を置
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3607

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

61
３
名

５
名

12
名

１
７
名

１
２
名

１
２
名

名
１５
名

１１名 3歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(１３)回/
年

基準
以上
配置

―

集団から
離れた行
動をする
子に対し
ての目配
りや確認
の徹底

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(４)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

―

危険が無
いよう、
常に安全
点検を行
う

集団活
動中・
見守り
あり

―

集団から
離れた行
動をする
子に対し
ての目配
りや確認
の徹底
危険が無
いよう、
常に安全
点検を行
う

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
普段か
ら、一人
でトイレ
に行った
り水を飲
みに行っ
たりして
おり、い
つも通り
トイレに
行くこと
を職員に
伝え向
かった。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
トイレに
行くこと
は伝えら
れてわ
かってい
たが、常
について
いける状
況ではな
いため一
人でトイ
レに行っ
た。外で
本児が戻
るのを様
子をうか
がいなが
ら待って
いた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
外にいる
園児たち
と一緒に
遊んだり
会話を楽
しんだり
してい
た。

―

集団から離
れた行動を
する子に対
しての目配
りや確認の
徹底
危険が無い
よう、常に
安全点検を
行う
保育を担当
していない
職員や時間
でも、状況
を見て目配
りを行う

3608

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 午後
施設内
(室内)

2歳児 13 名
３
名

１
０
名

名 名 名 名 ３名 ３名 3歳 女児 なし
室内活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨幹部骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
８)回/年

基準
以上
配置

職員（新
規・臨
時・その
他いろい
ろな形態
で働いて
いる保育
士）が事
故防止の
為の研修
を計画的
に積み重
ねていな
かった。

事故防止
の為の研
修を計画
的に行
う。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(２４)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

― ―

集団活
動中・
見守り
あり

・午睡
コーナー
いっぱい
に敷いて
ある布団
の上を歩
いて移動
するのが
日常的に
なってい
た。

・布団を
二つ折り
にし、安
全に歩い
て移動で
きるス
ペースを
作る。早
く午睡に
向かう子
どもの布
団を奥の
スペース
に敷き、
導線を確
保し、落
ち着いて
布団に入
れる環境
を作る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
本児より
先に布団
の所へ
行ってい
た友だち
と楽しそ
うに話を
しながら
自分の布
団に歩い
て行って
いた。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
布団の敷
いてある
コーナー
には子ど
もが少な
かった
為、布団
のコー
ナーが見
えない所
で、他の
子どもに
対応して
いた。転
倒したこ
とに気づ
かなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
トイレに
ついて排
泄を見
守ってい
た職員は
見えてい
なかっ
た。掃除
をしてい
た職員
が、フロ
アーから
布団の敷
いてある
午睡の
コーナー
を見てお
り、転ん
だことに
気づき駆
け寄っ
た。

・一人
ででき
るよう
になっ
た事、
大きく
なった
事を過
信し、
子ども
の近く
で行う
見守り
が十分
ではな
かっ
た。

・それぞれ
の保育士の
役割を明確
化し、いつ
もと違う動
きをする時
は声に出し
て伝えあ
い、保育士
がいろいろ
な角度から
子どもを見
守り子ども
の動きを把
握してお
く。

3609

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

4歳児 13 名 名 名 名
１
３
名

名 名 ３名 ３名 5歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

右肩鎖骨
骨折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(２)回/年

基準
以上
配置

職員は側
にいたが
危険を予
知でき
ず、けが
を防げな
かった。

けがをし
にくい、
しなやか
な体つく
りができ
るよう日
ごろの遊
びを工夫
する。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

園庭や施
設、遊具
には問題
はなかっ
たと思わ
れる。

園庭や施
設、遊具
には問題
はなかっ
たと思わ
れる。

集団活
動中・
見守り
あり

友達とか
かわって
遊ぶ楽し
さを感じ
はじめた
ようだ
が、その
分危険も
増えた。

予想され
る危険は
あらかじ
め回避で
きるよう
に職員配
置に配慮
する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
活発に遊
ぶ機械が
増えてき
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
子ども同
士で鬼
ごっこし
ているこ
とを把握
し、全体
的に危険
がないよ
う見守っ
ていた
が、けが
を予知し
防ぐこと
はできな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
５歳児の
担任も一
緒に園庭
で子ども
たちがぶ
つかるこ
とがない
ように配
慮しなが
ら見守っ
ていた。

本児の
体のバ
ランス
の悪さ
や動き
のぎこ
ちなさ
を考慮
する

友達とかか
わって遊び
たい気持ち
を大切にし
ながら危険
を予測し、
配慮する。

3610

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 午前中
施設内
(室内)

0歳児 6 名 名 名 名 名 名 名 4名 3名 1歳 女児 特になし
室内活動
中

負傷 ― その他

上肢
(腕・
手・手
指)

左手薬指
外傷性切
断

その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度
(1)回/年

基準
以上
配置

毎日の安
全点検が
行われ
て、扉の
重みにつ
いてはあ
げられて
いたにも
拘わらず
手直しで
使えると
判断して
抜本的な
改良をし
てこな
かったこ
と。

安全点検
の方法を
見直すと
ともに、
各クラス
の危険と
思われる
個所を全
体で見直
し、改善
してい
く.

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

・0歳児
クラスの
扉にス
トッパー
がなかっ
た
・棚で
コーナー
を仕切っ
ていたた
め、外側
から見え
にくい構
造だった
・サッシ
に緩衝材
がなかっ
た

サッシ戸
の改修

集団活
動中・
見守り
あり

サッシ戸
が重く閉
めること
に気を取
られて子
どもから
目が離れ
てしまっ
た。

・子ども
から目を
離さず常
に安全を
確認して
から次の
行動を行
う。
・サッシ
戸の開閉
について
マニュア
ル化し周
知実践す
る。
・サッシ
戸の改修

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
固い扉を
閉めるた
め、足元
にいた対
象児の手
の動きに
気づかな
かった

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
1人は、
棚で仕切
られた向
こう側で
2名を相
手に、食
事の準備
をしてい
た
もう一人
は、先に
入った子
ども3人
の靴下を
脱がせて
いた　2
人ともが
背を向け
ていた

対象児
が、手
を伸ば
せば
サッシ
扉に届
く可能
性が
あって
危険と
いう予
想をし
なかっ
た

・手を伸ば
せば届く危
険を予測
し、子ども
を移動させ
たり、手を
添えるなど
の対応を確
実にするべ
きだったと
痛感してい
ます。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3611

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2
朝(始業
～午前10
時頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

84
6
名

12
名

13
名

24
名

18
名

11
名

0
名

26名 19名 2歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

    左中
指第三指
骨折
【治療に
要する期
間：全治
4週間】

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

基準
以上
配置

自由遊び
の時間で
あり気持
ちが高
ぶってい
たかもし
れない。

基準以上
の配置で
はあった
が、活動
内容を予
測して保
育する必
要があっ
た。

不定期に
実施

実施頻度(
6　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
4　)回/年

玩具を畳
の上に出
して遊ん
でいた
が、対象
児周辺に
は無かっ
た。冬の
ため多
少、床が
滑りやす
かった。

保育室内
での遊び
の区分け
はしてい
たが、床
での対象
児の動き
に注意が
必要だっ
た。

集団活
動中・
見守り
あり

節分行事
の後だっ
たため、
机や椅子
は廊下に
出してお
り、保育
室内は広
くしてい
た。

保育室内
は広くし
ていたが
対象児の
動きに、
より注視
していく
必要が
あった。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
兄の動き
(ダンス)
の真似を
保育室で
行い、両
手をつ
き、座り
ながらも
機嫌がよ
かった。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
保育室全
体を見な
がらも、
子どもた
ちの個々
の動きや
遊びを見
守ってい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
対象児の
動きも見
ながら、
子どもの
遊びに一
緒に関わ
りなが
ら、その
他の子供
たちの様
子を見
守ってい
た。

機嫌よ
く遊ん
でいた
が、過
度な動
きに
なって
くるこ
とが予
測され
た。

過度な動き
になる場合
は事前に予
測し、静止
するよう声
をかけるべ
きだった。

3612

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
朝(始業
～午前10
時頃)

施設外
(園外保
育先・公
園等)

4歳児 26 名 名 名 名 名 名 名 3名 2名 5歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― その他

上肢
(腕・
手・手
指)

右ひじ付
近の靱帯
損傷

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
以上
配置

特になし

別の部屋
に移動す
る直前に
歩いて行
動するよ
う声を掛
ける

定期的に
実施

実施頻度(
１０　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１０　)回
/年

定期的に
実施

実施頻度(
１０　)回
/年

特になし 特になし

個人活
動中・
見守り
あり

転倒した
ときに手
をつけな
い子ども
がいるの
で、身体
の柔軟性
を養うこ
とが必要
である。

保育の中
で手や腕
を使う運
動や体操
を取り入
れる。こ
のことを
体操教室
の指導者
を含めて
職員で共
有する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
指導者の
指示を聞
き動いて
いた

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
全体を見
渡しなが
ら対象児
を見てい
た

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
対象児を
見ていた

保育者
の配置
は十分
だった

体操教室の
指導者を含
めて職員は
子どもが走
る時は、人
との間隔を
十分に取る
ようこまめ
に声を掛け
る

3613

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 午後
施設内
(室内)

4歳児 20 名 名 名 名 名 名 名 2名 1名 4歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

左鎖骨骨
折・左膝
打撲傷・
（環軸椎
亜脱臼の
疑い）

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(4)回/年

基準
配置

安全配慮
に関して
の取り組
みが不十
分であっ
た。

定期的に
マニュア
ルを見直
すよう職
員に伝
え、一人
ひとりが
常に意識
を
持って関
わる。

定期的に
実施

実施頻度(
48　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
48　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
48　)回/
年

遊具の遊
び方につ
いて職員
間で共有
すべき基
準が定
まってい
ないとこ
ろが
あった。

遊具の遊
び方につ
いて基準
を定める
と共に、
引き続き
定期的に
各安全点
検を行っ
ていく。

集団活
動中・
見守り
あり

体を十分
に動かさ
ずに戸外
に出て遊
んでい
た。

寒い日は
特に、体
を十分に
動かし、
温めてか
ら戸外で
遊ぶよう
にする。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
特に変わ
りなく、
いつもと
同じ姿で
あった。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
少し離れ
たところ
にいて、
別の遊び
も一緒に
見ていた
が、サン
ゴの形状
の遊具で
遊んでい
る時には
注意して
見るよ
う、日頃
から意識
してい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
園庭でう
ずまき
じゃんけ
んをして
いたの
で、そち
らの遊び
を見つ
つ、サン
ゴの形状
の遊具で
遊んでい
る子ども
のことも
見てい
た。

園庭に
出る前
に子ど
もの体
を十分
に温め
るよう
にして
いな
かっ
た。

準備運動を
したり、上
着を着て暖
かい服装で
戸外に出る
ようにする
と
共に、その
日の一人ひ
とりの体
調・表情を
見ながら遊
びを見守る
ようにす
る。

3614

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

21 名 名 名
6
名

8
名

7
名

名 2名 2名 6歳 女児

本児は最近
までＸ脚の
ため整形外
科に通院。
しばらく安
静を求めら
れていた
が、先週後
半より、運
動の再開が
許可されて
いた。整形
外科医から
は歩き方の
癖のために
膝に負担が
かかってい
ると診断さ
れている。
また、本児
は肥満であ
るため、医
師より栄養
指導を受け
ることに
なってい
る。

屋外活動
中

負傷 ― 骨折
下肢
(足・足
指)

左足関節
外側靭帯
損傷、左
足関節節
外果骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
2　)回/年

基準
配置

冬場は気
温も低
く、子ど
もたちの
身体も硬
いので、
園庭に出
る際に
は、声を
かけ十分
な柔軟体
操後走る
等の運動
を始める
ように職
員、子ど
もに周知
すること

園庭に出
る際、保
育士を追
い越して
走らな
い、準備
体操を行
う等ルー
ル作りを
行い、保
育士、子
どもたち
に周知す
る。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
48　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

特になし 特になし

集団活
動中・
見守り
あり

特になし 特になし

いつも
どおり
の様子
であっ
た

靴を履
き、立ち
上がって
走り出し
た。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
園庭遊び
で移動
し、本人
が急にひ
とりで走
りだし、
そのとた
んバラン
スを崩し
たので対
応が出来
なかった

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載
欄)
園庭遊び
で移動
し、本人
が急にひ
とりで走
りだし、
そのとた
んバラン
スを崩し
たので対
応が出来
なかった

特にな
し

特になし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3615

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 午後
施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

113名 名 名 名
３
４
名

４
４
名

３
５
名

名 ７名 ７名 4歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

左肘骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
１　)回/
年

基準
配置

職員の立
ち位置、
全体把握
をする職
員の位置

全体把握
をする職
員を予め
話し合い
１名必ず
配置す
る。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(1)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

・フェン
スの側に
コンク
リート面
があり、
砂が散乱
している
と滑りや
すく危険
である。

・コンク
リート面
に人口芝
を敷き滑
りにくい
ようにす
る。

個人活
動中・
見守り
あり

・午後か
らの時間
というこ
ともあ
り、疲れ
ていたの
ではない
か。

・その日
の活動に
もよる
が、子ど
もが疲れ
ているよ
うであれ
ば、室内
遊びなど
静的な遊
びをして
過ごすよ
うにす
る。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・友だち
と一緒に
追いか
けっこや
鬼ごっこ
をして遊
ぶ事が多
い。この
日も友だ
ちと追い
かけっこ
をして遊
んでい
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
・他児と
園庭の広
い場所で
鬼ごっこ
や花いち
もんめな
どして遊
んでい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・固定遊
具で他の
子が遊ん
でいる様
子を見
守ってい
たため、
見ていな
かった。

・いつ
もよく
してい
る遊び
なの
で、遊
んでい
る姿は
確認し
ていた
が傍で
見守る
ことは
してい
なかっ
たの
で、す
ぐに手
を差し
伸べる
事はで
きな
かっ
た。

・本児は普
段から転倒
しやすい子
なので、
走っている
様子を見か
けたら目を
離さないよ
うに心がけ
たり、日頃
から危険な
場所を知ら
せたりす
る。

3616

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 午前中
施設内
(室外・
園庭等)

3歳児 14 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 4歳 女児

以前に自宅
で今回受傷
した歯を打
撲してい
た。

屋外活動
中

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
の脱臼
歯肉裂傷

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度
(４　)回/
年

基準
配置

―

園庭のラ
バーの上
のみを同
一方向で
走るよう
に徹底し
た。

定期的に
実施

実施頻度(
3 )回/年

定期的に
実施

実施頻度(
3 )回/年

定期的に
実施

実施頻度(
3 )回/年

―

登り棒の
周りに
コーンで
境界を設
定する

集団活
動中・
見守り
あり

―

保育士同
士の連携
をより密
にし、安
全保育を
行う

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
通常

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
全児が見
える場所
で見守っ
ていた

―

(具体的
内容記載
欄)

―

子どもの動
きを予想し
て事前に遊
びの安全対
策を図る

3617

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10
昼食時・
おやつ時

施設内
(室内)

2歳児 17 名 名 名 名 名 名 名 3名 3名 2歳 男児 ―
食事中
(おやつ
含む)

負傷 ―
口腔内受
傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
の亜脱臼
外傷性歯
肉裂傷
慢性根尖
性歯肉炎
の疑

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
2　)回/年

基準
配置

―

・毎月の
職員会議
で子ども
の安全に
ついて話
し合い、
年齢・発
達による
子どもの
リスクに
ついて理
解を深め
る。

定期的に
実施

実施頻度(
52　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
52　)回/
年

― ―

個人活
動中・
見守り
あり

・歩行中
に躓くも
のはな
かった
が、足が
もつれて
転倒し
た。

―

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・午前
中、いつ
も通りに
過ごし食
欲もあっ
た。食後
は簡易
ベットに
自分で向
かってい
くことが
でき、歩
いて行っ
た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載
欄)
・まだ食
べ終わっ
ていない
子ども３
名の給食
の介助を
してい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
（他の職
員　２
名）
・担当児
５名の給
食の介助
をしてい
た。
・まだ食
事をして
いない子
ども６名
が机上玩
具で遊ん
でいる傍
に居なが
ら、簡易
ベットへ
向かう子
どもを離
れたとこ
ろから見
守ってい
た。

―

・食後、
コットに向
かう子ども
には、保育
士は落ち着
いた声で
「コットま
でゆっくり
歩いて
行ってね」
と声をか
け、必ず最
後まで見届
けることを
今後も継続
する。

3618

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

施設内
(室外・
園庭等)

1歳児 4 名 名 名 名 名 名 名 4名 4名 1歳 女児

事故当日
医療機関A
ＣＴ検査異
常なし
４日後　医
療機関BＣ
Ｔ検査異常
なし

登園・降
園中

負傷 ― その他 頭部 頭部打撲

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
1　)回/年

基準
配置

17時から
19時まで
園庭を監
視する職
員を配置
できない
為、本来
は、17時
以降遊具
使用禁止
を貼り紙
で保護者
に周知し
ていた
が、職員
が貼り紙
を忘れて
いた。

①17時以降
の遊具の使
用禁止の貼
り紙で従来
どうり対応
する。②夕
方の保護者
への遊具使
用の際､職員
で声かけし､
注意を職員
間で共有し
て周知徹底
する。③17
時以降の監
視、見回
り、監視カ
メラで園
長、主任、
副主任で分
担して監
視、見回り
を行う。貼
り紙担当の
チェック
ノートを作
り毎日、園
長、主任が
かけ忘れを
チェックす
る。

定期的に
実施

実施頻度(
2　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
4　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

滑り台か
らの転落
場所にス
テンレス
の溝ふた
があり設
置場所に
問題が
あった。
滑り台の
高さが1
ｍある
が、安全
シートを
敷いてな
かった。

滑り台の
場所を広
い安全な
場所に移
動した。
安全シー
トを敷い
た。

個人活
動中・
子ども
のみ

― ―

いつも
どおり
の様子
であっ
た

おなじク
ラスのお
友達が、
おかあさ
んといっ
しょに滑
り台で遊
んでいて
本児も滑
りたいと
いう自然
の流れ。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)　１
７時ごろ
保護者の
お迎え
で、１歳
の本児と
２歳の兄
を引きわ
たし（降
園後）テ
ラスで兄
の靴を保
護者がは
かせてい
る時に本
児が１人
で滑り台
に向か
う。保護
者から滑
り台まで
１５ｍ離
れてい
る。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)この
時間（17
時１９
分）、園
庭には、
職員の行
き来はみ
られたが
園庭の職
員配置は
なし。園
長、主
任、事務
員、保育
士（９
名）は全
員室内で
勤務中で
あった。

降園後
の危機
管理の
認識に
ついて､
周知が
不十分
だっ
た。

事故後の
リーダー会
議、職員会
議で遊具使
用の危機管
理のマニュ
アルを見直
す。特にお
迎え後の職
員の配置、
設備の見直
しを行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3619

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

87名 名 名 名
29
名

30
名

28
名

名 5名 5名 4歳 男児 ―
屋外活動
中

負傷 ― 骨折

体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部)

左鎖骨骨
折

自らの
転倒・
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
12　)回/
年

基準
配置

―

適切な人
員配置を
今後も
行ってい
く。

定期的に
実施

実施頻度(
2　)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
53　)回/
年

定期的に
実施

実施頻度(
53　)回/
年

― ―

集団活
動中・
見守り
あり

咄嗟の出
来事に、
瞬時に身
をかわす
等の運動
能力がま
だ、十分
に
発達して
いなかっ
た。

体幹を使
うような
遊びを取
り入れ、
体幹を鍛
えてい
く。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載
欄)
咄嗟の出
来事に対
応しよう
とした
が、間に
合わな
かった。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
危険な場
面になり
そうで
あったた
め、注意
を促した
が、間に
合わな
かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
3歳児の
担任２名
は、か
けっこを
する為
に、子ど
もを並ば
せてい
た。

―

園外に出か
ける前に、
行っても良
い範囲や過
ごし方につ
いて約束
し、今後も
子どもたち
に話しをし
ていく。

3620

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2 午後
施設内
(室内)

3歳児 25 名 名 名 名 名 名 名 ３名 ２名 4歳 男児 ―
室内活動
中

負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右上腕骨
外果骨折

子ども
同士の
衝突に
よるも
の

あり
定期
的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

基準
配置

新しい遊
びを始め
る前に年
齢、発達
にあった
ものか話
し合いを
するべき
だった。

年齢、発
達に合っ
た遊びを
提供す
る。子ど
もの遊び
の様子を
よく見
て、危険
のないよ
うに、職
員配置に
合わせた
環境構成
をする。

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

不定期に
実施

実施頻度(
)回/年

―

施設、設
備での改
善点は見
当たらな
かった
が、玩具
の安全点
検を遊ぶ
前に限ら
ず、定期
的に行う
ようにし
たい。

集団活
動中・
見守り
あり

遊びの各
コーナー
に保育士
がついて
おり、全
体を見る
保育士が
いなかっ
た。

その場に
いる保育
士のう
ち、一人
が全体を
見守るよ
うにす
る。手不
足になり
そうなと
きは、遊
び方を見
直し、危
険のない
ように遊
びを再構
成する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)
ゲーム
ボックス
でごっこ
遊びをし
ていた
が、転が
しドッチ
ボールに
途中から
加わっ
た。遊び
に加わっ
た直後
に、他児
がボール
から逃げ
ようとし
て本児に
ぶつかっ
たため、
バランス
を崩して
転倒し
た。

対象児
の動き
を見て
いな
かった

(具体的
内容記載
欄)
保育士は
転がし
ドッチ
ボールの
審判をし
ていて、
ボールの
行方を
追ってい
たため、
本児が遊
びに加
わったこ
とと転倒
したこと
に気付か
なかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他のコー
ナーでの
遊びを見
守ってい
たため、
対象児の
動きを見
ていな
かった。

職員の
立ち位
置や向
きな
ど、子
どもの
動きを
見守る
ことの
できる
配置に
なって
いな
かっ
た。

その場にい
る職員のう
ち、必ず一
人が全体を
見守るよう
にする。子
どもの動き
を予測、共
有できるよ
う、職員間
で声をかけ
あう。

3621

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

3 名 名 名 名
１
名

２
名

名 １名 １名 5歳
1.男
児

A病院に通
院中。日常
生活におい
て、衝動性
がとても高
く、多動ぎ
み。

2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨骨
折（右）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

衝動的な
行動が多
いため、
目を離さ
ないよう
にする必
要があっ
た。

13時まで
は加配の
職員が本
児の見守
りをし、
その後は
他の職員
が引継
ぎ、本児
が一人で
行動する
時間をな
るべく作
らないよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

転倒した
廊下は、
カーブし
ている所
で見通し
が悪かっ
た。

ミラーを
付ける。
右側通行
にして、
中央線を
廊下全面
または、
カーブ個
所に付け
る。注意
を促す視
覚的なポ
スター等
を貼る。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

ホールか
ら出る際
に、保育
士が注意
をした
が、急い
でしまっ
た。お迎
えを待つ
他の園児
が、廊下
（図書
コー
ナー）で
座って
待ってい
た。

お迎えを
待つ園児
は、部屋
で待つよ
うにす
る。普段
からゆっ
くり歩く
練習をす
る。廊下
も危険個
所である
ことを教
え、走ら
ないよう
に安全教
育を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
午前中に
他児を押
すなどの
トラブル
が2回
あった
が、普段
と特に変
わった様
子は見ら
れなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
担当職員
は、ホー
ルから部
屋に一緒
に戻る途
中だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の職員
は、子ど
も達とラ
ンチルー
ムの掃除
と寝かし
つけにあ
たってい
た。

担当保
育士
は、部
屋で掃
除をし
ていた
が、本
児の姿
が見え
なく
なった
為、
ホール
に探し
に行
き、一
緒に部
屋に戻
るとこ
ろだっ
た。

13時までは
加配の職員
が本児の見
守りをし、
その後は他
の職員が引
継ぎ、本児
が一人で行
動する時間
をなるべく
作らないよ
うにする。

3622

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

　
42名

7
名

6
名

8
名

8
名

6
名

7
名

名 ３名 ３名 1歳
2.女
児

1歳8カ月
身長77.5
㎝、体重
8.8㎏。体
格は小柄で
あり満1才
になっても
歩き始めな
い為家庭で
も心配し、
発達・発育
を定期的に
医師に相談
されてい
た。（医師
からは様子
を診るよう
にとのこ
と。）事故
当時は歩行
が確立して
おらず不安
定な状態で
あった。

2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足腓
骨、脛骨
骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

―

マニュア
ルの見直
しを検討
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

マット・
シートの
点検が不
十分だっ
たため
クッショ
ンシート
のめくれ
に気付か
なかっ
た。オム
ツ交換台
が死角に
なって対
象児の変
化に気付
かなかっ
た。

安全点検
簿に項目
を追記す
る(マッ
トのめく
れや破損
はない
か)。
マットを
全面敷き
直す。死
角への配
慮をする
(保育士
同士の声
がけ)。
交換台を
撤去す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ガムテー
プ芯での
遊びが単
調で物足
りなかっ
た。プレ
イボード
は前年度
後半に製
作し、引
き続き使
用してい
た。現在
の子ども
の発達に
見合った
のもでは
なかっ
た。

ガムテー
プ芯単体
ではなく
他の玩具
等を組み
合わせ
て、遊び
に変化を
持たせ
る。
プレイ
ボードを
子どもた
ちの発達
に合わせ
て作り変
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
柵に取り
付けたプ
レイボー
ドの前
で、男児
2名と並
んで遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
ベッドの
下に入っ
て遊ぶ子
がいたの
で、ベッ
ド前から
プレイ
ボードま
でを広く
見渡して
いたが、
対象児の
動きに注
意を向け
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
1名の保
育士は手
元の子ど
もの動き
に注視
し、もう
1名は交
換台横で
おむつ交
換をして
いた。2
名ともそ
の他の子
どもに意
識が向か
なかっ
た。

―

保育士がお
互いの動き
を意識し声
を掛け合
う。保育士
の立ち(座
る)位置をそ
の都度声に
出して確認
し視野を広
く持つよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3623

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

14 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

友達と鬼
ごっこを
楽しんで
いたの
で、この
ような怪
我に繋が
ると予想
していな
かった。
事故発生
の可能性
に対する
意識と配
慮が足り
なかっ
た。

鬼ごっこ
の種類や
遊ぶ場所
につい
て、職員
間で共通
理解を図
る。
転び方次
第で、大
きな怪我
に繋がる
可能性が
あること
を意識し
て保育に
当たる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
()回/年

園庭の
ジャング
ルジムと
ブランコ
の柵との
距離は、
十分だと
思われ
た。

普段遊び
慣れてい
る場所や
遊具で
も、大き
な事故に
繋がる可
能性があ
るという
ことを意
識して保
育に当た
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

楽しさの
あまり、
ブランコ
の柵の位
置を忘れ
たか、ま
たは逃げ
る勢いで
柵に近付
き過ぎ、
足がひっ
かかり転
倒した。

子ども達
に対し
て、鬼
ごっこの
種類や遊
ぶ場所に
ついて確
認する場
をもち、
約束を徹
底させ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
体調に異
常はな
く、友達
と一緒に
高鬼を楽
しんでい
た。
鬼から逃
げて、園
庭を走っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的内容
記載欄)
鉄棒の近く
と砂場につ
き、全体を
見ていた。
Ｔ１は、対
象児達が鬼
ごっこをし
ていること
は目視して
いたが、側
には付か
ず、砂場に
ついてい
た。
Ｔ２は、対
象児達が鬼
ごっこをし
ていること
は目視して
いたが、側
には付か
ず、鉄棒に
ついてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他クラス
担任は、
保育室内
で保育に
当たって
いた。

職員配
置は、
十分
だった
と思わ
れる。

職員は、遊
びの中の危
険を予測
し、言葉掛
けや子ども
達が遊びを
見直すきっ
かけになる
問い掛け等
を行うよう
にする。

3624

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 名
10
名

10
名

10
名

13
名

7
名

0
名

9名 9名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕前腕
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

同じよう
な事故が
起こらな
いよう大
人の立ち
位置を再
確認し
合った。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもた
ちと遊具
の使い方
につい
て、しっ
かり話し
合い確認
し合っ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
いつも通
り元気に
過ごして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
年長児で
いつもし
なれた雲
梯であっ
た為、少
し離れた
ところか
ら様子を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の低年
齢児の対
応をして
いたた
め、はっ
きりとは
見ていな
かった。

特にな
し

特に雲梯の
所には、大
人が必ずい
るように確
認し合っ
た。

3625

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

22 名 名 名 名 名 名 名 ２名 1名 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

ぶつかっ
た園児
が、他の
園児より
行動が遅
れてしま
い、あわ
ててしま
い前を見
ていな
かった為
ぶつかっ
てしまっ
た。

子どもを
落ち着か
せて行動
するよう
に指導す
る。時間
に余裕を
もって指
導する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３９　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(２４０)
回/年

湿度が高
く滑りや
すくなっ
ていたの
ではない
かとおも
われる。

湿度など
配慮し、
床で滑っ
たりしな
いように
気をつけ
ていきた
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動の後
でまだ落
ち着いて
いなかっ
たと、予
想され
る。

時間に余
裕を持ち
落ち着か
せてか
ら、行動
するよう
指示す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

指導員が
話しをす
るために
床に座ら
せようと
していた
とき、あ
わてた友
達にぶつ
かられ転
倒。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児の動
きを注意
深く見て
いた。転
倒した瞬
間もみて
いてすぐ
に駆け
寄った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一部の園
児をトイ
レにつれ
ていって
いたた
め、同部
屋にはい
なかった
が、転倒
したこと
を知って
すぐに部
屋に駆け
つけた。

保育室
より
ホール
の方が
行動が
活発に
なり、
広く職
員の声
も聞き
取りに
くかっ
たと、
推測さ
れる。

子どもを落
ち着かせて
行動するよ
うに指導す
る。時間に
余裕をもっ
て指導す
る。

3626

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

22 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
折　左尺
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

年1回
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

年3回
1.定期的
に実施

年12回
2.不定期
に実施

年12回 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動を
行った
ホール
は、いつ
も通りエ
アコンで
温度湿度
の調整を
行ってい
たが、連
日の悪天
候による
湿度で、
調整して
いたにも
かかわら
ず湿度が
高かった
ためと思
われま
す。

ホールに
は空気清
浄機（除
湿機能付
き）が設
置されて
おり、温
度湿度が
表示され
るが、天
候により
除湿を強
化する必
要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ホールで
三歳児全
員でゴム
跳びをし
ていて、
対象児が
ゴム跳び
が終わり
列に戻っ
てくる途
中で上履
きのつま
先が床に
つっかか
り転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員二人
は園児の
動きを注
意深く見
守ってい
た。転倒
した瞬間
も二人が
見てい
た。

―

(具体的
内容記載
欄)
担当職員
二名配
置。他の
職員はな
し。

― ―

3627

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

32 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

―

　定期的
に（行事
前）再確
認し事故
防止を心
掛ける。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

―

　子供の
行動を予
想し、施
設・遊具
の安全確
認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
　入室の
集合合図
後、友達
と園庭斜
面を駆け
下りてき
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
　集合の
合図をし
ながら、
園庭を
回ってい
た。
　本児
が、斜面
にいたこ
とを確
認。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
　集合の
合図をし
ながら園
庭を回
り、集合
場所に移
動。

活動が
活発に
なり
「走
る」こ
とへの
自信が
芽生
え、斜
面を駆
け下り
た。

入室時に
は、子供の
行動を予測
し、個別に
声をかけ事
故防止を常
に意識す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3628

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

31 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右肩鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

2.基
準配
置

運動器具
を使用す
る際の補
助の仕方
が十分で
なかっ
た。

一人一人
の体力や
運動能力
を見極め
て補助す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３００)
回/年

跳び箱が
置いて
あった位
置が、他
の遊びの
子に配慮
し遊技場
の端に
合った。

跳び箱の
置く場所
を、十分
に体を動
かせる場
所に設定
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室に
は,跳び
箱のほか
に、横で
ドッジ
ボールを
する子も
いて、集
中して取
り組める
状況では
なかっ
た。

危険を伴
う運動器
具を使用
する際
は、集中
して取り
組めるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
登園した
子から、
荷物の片
づけをし
てから、
遊戯場に
設置して
あった跳
び箱で遊
んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
担任が、
対象児を
含めた4
～5人に
付き、跳
び箱の補
助を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
もう一人
の担任
は、登園
してきた
子の受入
れを行っ
ていた。

登園し
てくる
子、遊
んでい
る子と
様々
で、ク
ラスが
落ち着
かな
かっ
た。

保育士が、
しっかりと
補助できる
状況で、運
動器具等を
使用する。

3629

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

122
14
名

19
名

21
名

21
名

23
名

24
名

名 16名 16名 5歳
1.男
児

3歳6ヶ月健
診で保健師
より情緒面
と行動面で
気になると
言われ発達
センターに
相談してみ
たらと促さ
れ、２回程
通所し、す
ぐに終了す
るが、５歳
児クラスに
なっても、
拘りが強
く、切り替
えができ
ず、個別対
応が必要な
児でもあ
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

乳児クラ
スが園庭
に出る時
間と幼児
クラスが
入室する
時間が重
なった時
間帯の職
員の担当
クラスだ
けでな
く、そこ
にいる職
員全員で
全体を見
て声掛け
をしてい
く事。特
の気にな
る子に対
しての配
慮は全職
員で意識
してい
く。

クラスの
子どもの
様子な
ど、情報
を共有し
戸外活動
時には、
全員で
子どもの
様子に注
意する事
を意識づ
けてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

園庭の地
面の固さ
も考えら
れが、改
善の難し
さはあ
る。

園の安全
点検は今
まで同様
に行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で遊
んでいる
園児の人
数が多
かった。

園庭で遊
んでいる
園児の人
数が多
かった。
遊ぶこと
は日々あ
ることな
ので全職
員の意識
をしっり
子ども全
体に向け
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
鉄棒で、
逆上がり
が出来る
ようにな
り、連
日、繰り
返し練習
をしてい
た、その
ため、疲
れもあっ
たのか、
最後の方
では
失敗しい
らいらし
ている様
子が伺え
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的内容
記載欄)
逆上がりの
練習をなか
なか止めら
れずにい
た、本児に
入室のため
最後の１回
と伝え、本
児の他児と
一緒に鉄棒
から
離れたのを
確認し、遊
んでいた玩
具を他児と
片づけをし
ている際中
に本児が一
人で鉄棒に
向かい逆上
がりを行う
が
失敗し落下
する。その
ため本児が
落ちた瞬間
は見ていな
い状況であ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他のクラ
スも入室
のためク
ラス毎に
担任が集
めていた
ため、全
体に目を
向けるよ
りもクラ
スの園児
に集中し
ていた。

本児が逆上が
りができるよ
うになり、一
番鉄棒で練習
をしたく、何
度も繰り返し
おこなってい
た。その疲れ
が出てきてい
たのか最後の
方では、失敗
し、イライラ
していた様子
も伺え、元々
拘りも強く、
言い出したら
やらないと、
気が済まない
タイプでもあ
り、職員がい
ない中で、も
う一回やりた
いという気持
ちが強く行っ
てしまう。

本児がこだ
わりも強
く、言い出
したらやら
ないとすま
ない性格を
理解し、本
児にあった
対応を最後
までしっか
り行う。

3630

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

91
7
名

10
名

23
名

14
名

20
名

17
名

名 19名 16名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

狭い場所
での遊び
となって
おり、追
いかけあ
うような
集団遊び
には適し
ていな
い。見守
りの職員
がそのこ
とに気づ
けていな
かった。

自由に遊
んでいる
時間では
あるが、
子どもの
遊びの内
容を把握
しながら
見守れる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

園庭の端
にあたり
整地が行
き届いて
いないこ
とも考え
られる

細やかな
園庭の整
備おおこ
なう

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

狭い場所
の遊びと
して適し
ていない
と判断し
て遊んで
いる子ど
もに伝え
られてな
い

全体を見
渡しやす
い位置で
遊びを把
握してい
ける職員
を位置づ
け、危険
を伴わな
いのかそ
の場で判
断してい
けるよう
園庭での
遊びにつ
いて会議
にて再確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
複数の子
どもと一
緒に追い
かけあい
のような
あそびを
してい
て、逃げ
る際に足
をひね
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
本児を含
んだ集団
の遊びの
把握は出
来ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもた
ちの追い
かけ遊び
自体が
１ヶ所に
とどまる
のでなく
逃げ回っ
て動いて
いるので
負傷した
時に近く
にいた職
員もその
集団のあ
そびを丁
寧に把握
出来てい
なかっ
た。

早出か
ら園庭
の全体
把握者
が交代
する時
や、
ミー
ティン
グ内容
の確認
時など
職員の
人数的
には足
りてい
ても部
分的に
見守り
が手薄
になっ
ていた
状況も
考えら
れる。

９時までの
体制から引
き継ぐ時間
帯をどう効
率よく手薄
にならない
よう引き継
ぐかという
点を見直
し、朝の
ミーティン
グ時間の短
縮や園庭、
室内の職員
配置の見直
した。

3631

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

5 名 名 名 名 名 名 名 １名 １名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

担任保育
士１名は
子どもと
一緒に歩
いて移動
していた
が、急に
子どもが
小走りに
なったと
たん転
倒。平ら
な場所で
の転倒に
より怪我
がおこる
という予
測が不十
分だっ
た。

職員に事
故報告を
し、危険
を予測し
て安全保
育に携わ
るよう周
知を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

　－ 　－

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険な場
所を再度
見直す。

幼児の事
故は不意
に起こ
り、また
予測もつ
かない行
動をとる
ことを常
に想定す
る。園児
に対する
安全教育
を重視し
徹底して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
トマトの
収穫が嬉
しくて仕
方なく気
持ちがお
さえられ
なくなっ
てしま
い、つ
い、小走
りしてし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
一緒に横
並びで歩
いていた
が、対象
児の転倒
は咄嗟の
間の出来
事のた
め、手を
差し伸べ
る等でき
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
担当クラ
ス児と園
庭、砂
場、プー
ルでの水
遊びをし
ていて対
象児の動
きは見て
いない。
転んだあ
との動き
について
は見てい
た保育士
は一人い
た。

気持ち
が高
ぶって
いる子
に対し
ての対
応が十
分では
なかっ
た。

どのような
状況でも怪
我につな
がってしま
う恐れがあ
ることを頭
に入れて常
に子どもの
様子を把握
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3632

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

23 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 3歳
2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

子ども達
は、自由
に遊んで
迎えを待
つ時間帯
ではあっ
たが、職
員も連絡
を取り
合って見
守りが必
要な場所
にいた。

職員の立
ち位置に
気を付け
るととも
に、鉄棒
の棒の持
ち方や回
り方な
ど、転落
しないよ
うな遊び
方の指導
も子ども
たちにし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

転落事故
の予防の
ため、鉄
棒の下に
マットは
敷いてい
た。

マットを
敷き対策
はしてい
たが、鉄
棒には必
ず職員が
つくこと
が必要な
ので、そ
れが難し
いと考え
られる場
合は使え
ないよう
にするな
どの対策
をする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

迎えの時
間帯での
遊び場所
は、広い
範囲にな
らないよ
う、子ど
も達とも
話して決
めてい
た。しか
し、この
時間帯に
鉄棒が自
由に使え
るのはど
うだろう
か。

鉄棒は見
守りが必
要な遊具
なので、
職員がバ
タバタす
る迎えの
時間帯
は、見守
りの職員
を決めて
いてもむ
ずかしい
ので、そ
の時は使
えないよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)　自
由に遊び
ながら迎
えを待っ
ていた
が、祖母
の姿が見
え、得意
で最近よ
くしてい
る鉄棒の
技を見せ
ようとし
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)　祖
母の迎え
があり本
児を見に
行かれた
ので、外
を見る担
当だった
が、その
時は離れ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
それぞれ
の担当す
る場所を
見守りな
がら、迎
えの準備
や、子ど
もとお帰
りの準備
などをし
ていた。

鉄棒は
見守り
が必要
な遊具
なの
で、職
員がバ
タバタ
する迎
えの時
間帯
は、鉄
棒を自
由に使
えるよ
うにし
ておく
のはど
うか。

鉄棒はしっ
かり棒を
握って放さ
ないことを
日頃より皆
に指導し、
また、職員
も見守りが
できる状況
なのかを話
し合い、で
きない場合
は鉄棒は使
わないよう
にするなど
の対策をす
る。

3633

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

15 名 名 名 名 名 名 名 1　名 1　名 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

足指の骨
折（ひ
び）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

外部研修
の参加者
は人数に
限りがあ
り、園内
研修では
救命活動
等を取り
上げたこ
とはある
が、リス
ク管理等
事故防止
をテーマ
にしたも
のではな
かった。

園内研修
等の手段
でも職員
の認識を
深める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

器具遊具の
整備不良や
危険物の放
置といった
分かりやす
い理由は見
受けられな
いが、鬼
ごっこの鬼
が立ち入れ
ない安全地
帯の目印と
してマット
を利用して
おり、マッ
トの厚みが
子供には高
すぎたこと
が考えられ
る。

鬼ごっこ
の鬼が侵
入できな
い安全地
帯を、
マットで
はなく
テープな
ど高さの
ないもの
で表現す
れば事故
を防げた
可能性が
ある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の配
置状況、
年長児が
鬼ごっこ
をする保
育の内容
といった
環境面で
は、特に
問題はな
かったも
のと考え
られる。

改善する
方法とし
て、活発
に動く活
動の場合
は職員複
数名で対
応するよ
う取り組
む。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
グループ
で活発に
遊ぶ状況
ではあっ
たが、対
象児個人
について
は特に高
揚してい
るという
ことはな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
保育士は
園児から
2メート
ル程度の
距離にい
た。明ら
かな危険
を感じる
状況では
なかった
ため、事
故発生直
前に駆け
寄ると
いった行
動は起こ
していな
い。

―
(具体的
内容記載
欄)

通常で
あれば
職員は
複数配
置して
いる
が、こ
の時は
１名が
他の作
業に当
たって
いた。

過去の例を
見ても職員
数が少ない
ときに事故
が起こりや
すい傾向に
あると思わ
れるため、
アクティブ
な活動を行
う際は必ず
複数職員で
対応する。
職員数が少
ない場合は
なるべく静
的な活動を
行う。

3634

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 名 名
6
名

５
名

５
名

５
名

名 ３名 ３名 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 6.その他
顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
の亜脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員が周
囲にいる
子どもの
動きや遊
びに対し
て、危険
がないか
声を掛け
合うなど
の配慮を
するべき
であっ
た。

ヒヤリ
ハットな
ど検証す
る中で、
子どもの
予期せぬ
行動があ
ることを
理解し、
職員間で
声の掛け
方など共
有しあ
い、危機
意識を高
めていけ
るよう連
携を図っ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

ジャンプ
遊びをす
る中で、
頭と歯を
ぶつける
などの予
測がな
かったこ
とと、狭
い空間や
出入り口
で遊ぶこ
とに対し
て危険を
見落とし
てしまっ
た。

遊びの中
でいつど
こで怪我
が起こる
か予測
し、遊び
のルール
や遊んで
はいけな
い場所な
どを職員
間で共通
認識して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

静的な遊
びを提供
していた
が、子ど
もにとっ
て興味を
引く遊び
ではな
かった。
また遊び
込めてい
ない姿に
対しての
誘い掛け
や、遊び
たいあそ
びや玩具
の提供な
どの配慮
が足りな
かった。

遊戯室内
での遊び
の約束事
や遊びに
興味が持
てる工
夫・誘い
かけや、
子どもの
求めに応
じた関り
など職員
間で連携
を図り対
応してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
コーナ遊
びに参加
せず、遊
戯室を走
り回って
いた。制
作室での
遊びに促
すが、
行ったり
来たりす
る。制作
コーナー
入り口付
近の狭い
場所で友
だちと二
人でジャ
ンプして
遊んだ時
に友だち
の頭に前
歯をぶつ
けた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
制作コー
ナーや遊
戯室の絵
本コー
ナー・ま
まごと
コーナー
で保育を
行ってい
たが、制
作コー
ナー入り
口付近
で、ジャ
ンプして
いる姿に
は気づか
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
遊戯室の
絵本コー
ナー・ブ
ロック
コーナー
で走りま
わってい
たので制
作室での
遊びに促
すがコー
ナー遊び
に参加し
ている園
児を見て
いたた
め、二人
でジャン
プしてい
るす姿は
見ていな
かった。

制作
コー
ナーへ
の遊び
に促す
が、そ
こでも
遊び込
めずに
いた。
その後
ジャン
プして
遊んで
いる姿
に気づ
かず、
危険に
つなが
るとの
予測が
できな
かっ
た。

子どもの興
味に合わせ
たあそびや
遊びの様子
をみなが
ら、危険等
につながら
ないか予測
を心掛け意
識してい
く。また、
全体の子ど
もの活動を
把握しなが
ら、危険な
遊び等が見
られた時
は、子ども
にしっかり
知らせる。

3635

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 名 名 名 名
10
名

3
名

名 12名 12名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

本児に
ルールを
伝えてい
るので、
その理解
を確認し
ていく。

子どもた
ち一人一
人の動き
に注意深
く見てい
くことを
心がけて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

マットの
周りを走
るという
体育遊び
ならでは
の動きに
関しても
問題な
かった

特に改善
する必要
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
テンショ
ンがあ
がってい
たことも
原因と考
える。

遊び方、
ルールの
再確認を
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
友達の動
きに反し
て、走っ
ている列
に横から
突っ込
み、友達
と一緒に
転んだ時
に負傷し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
とっさの
本児の動
きに声は
かけた
が、ふさ
ぐことが
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
走ってい
る子ども
たちの動
きは見て
いたが、
上記に同
じく、本
児のとっ
さの動き
をとめる
ことがで
きなかっ
た。

―

子どもたち
一人一人の
動きに注意
深く見てい
くことを心
がけてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3636

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5歳以上
児

11
0
名

0
名

0
名

0
名

0
名

0
名

0
名

2名 2名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生
には様々
な要因が
考えられ
るので、
どのよう
な状況に
おいても
正確な判
断が出来
るよう、
また予防
するには
何が必要
か職員皆
で共通理
解をして
いく必要
がある。

マニュア
ルの読み
こなし
や、事故
予防研修
等を定期
的に行っ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

ボールを
蹴ろうと
する意識
が強く、
力が入り
すぎてし
まい、勢
いがつき
すぎてバ
ランスを
崩してし
まった。

ボールを
使っての
活動中の
事故で
あった
が、誤っ
てボール
の上に
のってし
まい転倒
したり、
ボールを
蹴ろうと
してバラ
ンスを崩
したりと
いうこと
を想定
し、子ど
もから目
を離さな
いように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地面が固
かったた
め、転倒
した際に
身体を支
えた手首
への衝撃
が大き
かった。

遊ぶ場所
や遊具な
ど、活動
内容を十
分に考慮
し、安全
に活動で
きるよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公園内で
ボールを
使用して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
ボールを
使用して
いる様子
をそばで
見ていた
が、ボー
ルを蹴ろ
うとして
空振り
し、転倒
した瞬間
に手を差
し伸べた
が間に合
わなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の活
動の様子
を見てい
たため、
対象児の
そばには
いなかっ
た。

子ども
全体に
目を配
れる場
所に立
ち位置
を確保
し、安
全に活
動でき
るよう
配慮す
る。

側について
いても補助
が間に合わ
ない場合を
想定し、常
に危険がな
いか、安全
に遊んでい
るか等言葉
かけを行っ
ていく。

3637

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

20 名 名 名 名 名 名 名 ２名 １名 3歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

癇癪を予
想し席を
離さなけ
ればいけ
なかっ
た。

癇癪を想
定して気
持ちを落
ち着かせ
る言葉が
けや、席
を離して
周りの物
を退かし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年
（１）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年
（１）回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

物を投げ
たり、足
が当った
りすると
は想定し
なかっ
た。

癇癪を想
定して気
持ちを落
ち着かせ
る言葉が
けや、机
の配置や
席を離し
て目の前
にある物
などを退
かす。配
膳の仕方
や時間を
考え常に
子どもの
行動に対
応できる
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

おやつの
時間にな
るのに、
自分だけ
片付けな
ければい
けないと
思い「片
付け」の
言葉に反
応して癇
癪を起こ
した。

癇癪を予
想して気
持ちを受
け止める
言葉がけ
をするべ
きであっ
た。また
癇癪を起
こした児
は、その
場から移
動し、安
定するよ
うな対応
が必要で
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
特に異常
は無く、
通常の様
子と変わ
りなく癇
癪を起こ
した子の
隣の席に
座ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
全体を見
通せる位
置でおや
つの配膳
をしなが
ら見守っ
ていた
が、急に
手足をば
たつかせ
た為対象
児の座っ
ている椅
子が倒れ
るのを止
められな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育室隣
のトイレ
で、他の
園児の手
洗いや排
泄の補助
をしてい
て、直ぐ
に対応で
きなかっ
た。

おやつの時
間なのに、
自分だけ片
付けといわ
れたことや
一人で片付
けなければ
いけないこ
と、おやつ
が食べられ
ないかもし
れないな
ど、気持ち
を受け止め
てもらえな
かったこ
と。。

癇癪を起こ
しやすい子
の原因や行
動の予想を
考えて援助
していくと
同時に、お
やつの配膳
時間・方法
を考えい
く。（全員
が席につい
てから配膳
する。癇癪
を起こしや
すい子には
気持ちが落
ち着くまで
保育士がそ
ばにいて様
子を見るよ
うにするな
ど）

3638

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 22 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第5指
打撲傷・
右第5指
末節骨骨
折・右第
5指中節
骨骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

―

年齢に応
じたボー
ルを確認
し管理す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

―

ボールも
含め、毎
月遊具環
境の
チェック
をしてい
たが、今
後はより
強化して
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

担当職員
が遊び方
をより気
をつけて
見る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同じクラ
スの友達
とボール
遊びをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

動き方な
ど細かい
部分に気
が付けな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

固定遊具
で遊んで
いる子ど
も達の方
を把握し
ていた。

―
ボールの扱
い方を伝え
る。

3639

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

12 名 名 名 . 名 名 名 1名 1名 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭不
顕性骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

園児が場
所を問わ
ずふざけ
合う。

滑り台で
はふざけ
ないこ
と、順番
を守るこ
とを指導
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

転落する
と直接地
面に衝撃
する。

滑り台両
側にマッ
トを設置

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

高い所は
すべて転
落の恐れ
が付きま
とう。

高い所に
いる子に
は特に注
意を払
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
特に変
わった様
子が無
く、何度
か滑り台
を滑って
いたの
で、何時
もの立ち
位置にい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
年長児12
名がそれ
ぞれの動
きをして
いたこと
から、特
に変わっ
た様子の
無い児童
に気づか
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
プール活
動で他の
年齢の対
応やプー
ルに入れ
ない子の
対応と、
プール看
視を行っ
ていた。

死角側
への転
落で気
づくこ
とがで
きな
い。

遊具で遊ぶ
子の近くで
全体を見回
す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3640

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

32 名 名 名
12
名

9
名

11
名

名 ２名 2名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
５　)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故後の対
応の正確さ
の大切さに
関する研修
や個人の理
解が不十分

だった。ま

た、事故の

内容や経緯

を正直及び

明確に伝え

ることがで

きず、園児

や保護者に

対して誠意

を持った対

応が出来な

かった。

怪我や事故
の状況を説
明する際の
保育士の心
得（正確な
情報・聞き
取りの結果
報告・誠意
ある謝罪）
を再度指導
および徹底

し、該当保

育士につい

ては厳重注

意を行うと

ともに園⾧

ならびに法

人が責任を

持って指導

していくも

のとする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

― ―
7.その
他

園児が
座ってい
た場所と
保育士が
歩くス
ペースに
余裕がな
かったと
いうこと
も考えら
れる

園児との
怪我に繋
がる接触
を避ける
為にも十
分なス
ペースを
確保する
必要があ
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
朝礼で整
列する前
に床にお
山座りで
座りお茶
を飲んで
休憩して
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児が床
に座って
お茶を飲
んでいる
中、園児
たちの水
筒が入っ
ている籠
を片付け
る為に園
児が座っ
ているす
ぐ横を行
き来して
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
園児たち
の前に立
ち子ども
達に話を
していた
ので園児
が踏まれ
たことに
は気付か
なかった

園児が
床に手
を着い
ていた
ことが
視野に
入らず
注意を
怠って
本児の
すぐ近
くを歩
いてし
まっ
た。

園児の近く
で行動する
際にはどん
なときも注
意を払い、
無意識な行
動を取らな
いように配
慮する事が
必要とされ
る。また、
何か違和感
を感じた際
には状況を
きちんと確
認する対応
が必要だっ
た。

3641

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

25 名 名
　
名

　
名

　
名

　
名

名 2　名 2　名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
テラスを
移動中、
後ろにい
た園児に
順番を抜
かされた
ため、
走って追
い越した
際に転倒
する。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
列の先頭
にいたた
め、前を
向いてお
り、対象
児を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
2階にい
る子ども
達を見
守ってい
たため、
対象児の
動きは見
ていな
い。

特にな
し

特になし

3642

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

23 名 名
　
名

　
名

　
名

　
名

名 3　名 2　名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指中
軟骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

事故当日
は保育士
2名、体
操教室講
師1名を
配置して
おり、職
員体制と
しては充
分であっ
た。

特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
跳び箱に
乗った
際、手を
ついた場
所が浅
かった
為、体の
重心が後
ろに傾き
ロイター
板に尻も
ちをつ
く。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
跳び箱に
乗る際、
腰を支え
ようとし
たが本児
が跳び箱
に乗った
ことに安
心し、支
えが甘く
なってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
もう一人
の職員は
並んでい
る子ども
達の様子
を見守っ
ており、
講師はも
う一つの
跳び箱で
補助をし
ていた
為、対象
児を見て
いなかっ
た。

―

・補助をす
る際は、跳
び箱から降
りるまで
しっかりと
支える。
・子ども達
に跳ぶ場
所、手をつ
く場所、跳
び方、足の
広げ方等跳
び箱につい
て基本的な
ことをしっ
かりと伝え
る。

3643

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

14 名 名 名
14
名

名 名 名 ２名 １名 3歳
2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘顆上
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
5～10　)
回/年

2.基
準配
置

子どもの
起こりう
るかもし
れない行
動（ヒヤ
リハッ
ト）の予
測ができ
なかっ
た。

子どもの
起こりう
るかもし
れない行
動（ヒヤ
リハッ
ト）の事
例内容に
ついてさ
らに検討
し意識を
より高め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１３　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

廊下に設
置の園児
のカバン
掛けの配
置が悪
かった

園児のカ
バン掛け
の設置の
場所、設
置方向の
確認、変
更

7.その
他

廊下にカ
バン掛け
を設置し
ているた
め、歩く
スペース
が十分に
広くはな
い

移動の際
には、子
ども同士
二人で手
をつない
でいた
が、手を
つないで
転んだ方
が危険度
が高いの
で、手を
つながず
に移動す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
いつもど
おり、自
分でカバ
ンを掛け
終え、プ
レイルー
ムに向か
おうとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
カバン掛
けのとこ
ろで、ク
ラス全体
の子ども
の様子を
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
カバン掛
けのとこ
ろで、で
きない子
の支援を
してい
た。

なし

起こりうる
かもしれな
い行動（ヒ
ヤリハッ
ト）をより
細かく予測
し、子ども
一人一人の
特性、発達
をしっかり
と抑えた上
で、しっか
りと行動を
見守った
り、支援し
たりする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3644

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

12 名 名 名 名 名 名 名 3名 3名 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　左上腕
骨遠位骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

　各散歩
先での保
育を想定
しての事
故防止マ
ニュアル
の整備が
不十分
　だった

　散歩で
の事故防
止マニュ
アルを再
整備し、
研修の実
施により
職員の
　周知を
おこなう

1.定期的
に実施

実施頻度(
4 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

　今回の
事故には
直接的に
施設・設
備等は影
響してい
ない

　今回の
事故には
直接的に
施設・設
備等は影
響してい
ない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　散歩道
中での大
人の配置
確認や連
携が不十
分だった

　2つの
クラスが
合同で園
外活動を
おこなう
時には、
配慮点等
事前に
　必要な
情報共有
をする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
　合同保
育の為、
はじめは
多少の緊
張も見ら
れたが、
時間が経
ち対象児
も普段通
りの様子
で関わり
遊ぶ様子
が見られ
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
　他児を
ひとりは
さむ位置
ではあっ
たが、至
近距離で
対象児の
動きを見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
　瞬間的
には対象
児のこと
は見てお
らず、そ
の他の子
どもたち
の動向を
注意深く
見守って
いた

担当保
育士の
散歩道
中での
状況判
断が十
分では
なかっ
た

保育者が散
歩道中での
危険性を再
認識し、状
況に応じた
働き掛けが
できるよう
配慮する

3645

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 名 名 名
９
名

３
名

１
名

名 １名 １名 3歳
1.男
児

特徴とし
て、他児と
言葉でのコ
ミュニケー
ションが苦
手で、興味
の示すもの
に執着しが
ちである。
（今回は、
4歳児の特
定の園児）

2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

新規開設
園という
こともあ
り、子ど
もの様子
や特性を
把握しき
れていな
かった。
また、職
員が１名
が他児の
保育のた
めにその
場を離れ
た時の連
携不足な
ど考えら
れる。

子ども達
の様子が
わかるま
では、安
全な遊具
を使用
し、事故
防止に努
めるこ
と。職員
がその場
を離れる
時に連携
をするこ
と。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

特に現在
はなし

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園外に散歩
や園庭が
整っていな
い中での保
育もあり、
子どもたち
も身体を動
かし発散し
たかったこ
ともある。
粗大も発達
以上の物で
はないが、
逆走をして
きた本児を
他児が押し
てしまった
ことで事故
が起こっ
た。保育士
も危険な場
所について
いたが1歩及
ばず事故に
つながって
しまった。

より少人
数の6名
と保育士
2名で隣
のA公園
へ散歩に
行き、身
体を動か
して安全
に保育で
きるよう
に変更し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
本児は押
してし
まった他
児と遊び
たい思い
があり、
近づくこ
とがあ
る。
今回も、
まだ上手
くコミュ
ニケー
ションが
取れない
ために、
逆走で道
をふさぐ
という行
動になっ
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
近くにい
て、逆走
も注意し
て止めよ
うとした
が、間に
合わな
かった。

―

(具体的
内容記載
欄)

立ち膝
などす
ぐに動
けるよ
うに見
守るな
ど基本
的なこ
とにも
原因が
あった
のでは
ないか
と考え
てい
る。

職員の座り
方や保育中
にもどこに
危険があ
り、どこに
いたら事故
を未然に防
げるかな
ど、職員と
話し合っ
た。

3646

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

― 名 名 名 名 名 名 名 名 名 1歳
1.男
児

―

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4～6)回/
年

1.基
準以
上配
置

親の安全
に関する
意識。

親の安全
に関する
意識の改
善。子ど
もの事故
について
の認識の
強化

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

週末で気
持ちが開
放的に
なってい
たので
は。

我が子か
ら目を、
手を、離
さないよ
うにする
のは何故
か知らせ
て、大怪
我になる
事を予想
できる様
に安全教
育・危機
回避能力
をお便り
や保護者
会で促す

7.その
他

1歳児の
特性を保
護者に詳
しく伝え
る、認識
してもら
う努力を
する。

保護者と
のｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝを密
にとりど
の点を気
をつける
と良いか
具体的に
理解して
もらえる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)

(具体的
内容記)
該当児降
園後の出
来事

―

(具体的
内容記載
欄)
該当児降
園後の出
来事

自由に
動きた
い時期
であ
る。保
護者に
も認識
しても
らう手
段を講
じるべ
きだっ
た。

広く周知し
（お便り掲
示等）再び
同じように
事故が起き
ないよう予
防に努める

3647

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

40
0
名

0
名

0
名

13
名

14
名

13
名

名 3名 2名 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
牙亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士そ
れぞれは
子どもに
着いて遊
んでい
た。

不安を感
じた時点
で、声を
上げ、保
育補助を
お願いす
る等の必
要があっ
た。職員
全体で保
育体制の
見直しを
図り、不
安なく安
全に保育
を行える
様体制を
整えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

夕方の保
育という
事もあ
り、子ど
も自身も
疲れてい
た。

子どもも
疲れてい
るという
事も考慮
した遊び
環境を
作ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

少し声が
大きく、
興奮して
いる状態
があり不
安を感じ
ていた
が、なか
なかおま
まごと
コーナー
に着く事
が出来な
かった。

・気に
なった時
点で、保
育士がそ
のコー
ナーに着
き、落ち
着いて遊
べる配慮
をすると
良かっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
おままご
と遊び
で、友達
同士で役
を決めて
よく遊ん
でいる様
子であっ
た。赤
ちゃん役
になり
きって、
大きな声
で泣き真
似をする
等、普段
よりは少
し興奮し
た様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)
配慮児に着
いて遊んで
いた。保育
士が着くこ
とで配慮児
もよく遊ん
でおり、離
れると興奮
して周りが
落ち着かな
い環境に
なってしま
うので、お
ままごと
コーナーは
見守ってい
た。他の保
育士も数人
の配慮児を
見ていたの
で、担当保
育士は全体
を見守りな
がら保育し
ていた。区
切りの良い
所で切り上
げ、おまま
ごとコー
ナーに着き
たいと考え
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
別の配慮
児数人と
積み木
コーナー
で遊んで
いた。
じっくり
と配慮児
が遊び込
めるよう
にしっか
りと着い
ていたこ
とで、落
ち着いた
環境で
あった。

保育士
それぞ
れは子
どもに
着いて
遊んで
いた。

不安を感じ
た時点で、
声を上げ、
保育補助を
お願いする
等の必要が
あった。職
員全体で保
育体制の見
直しを測
り、不安な
く安全に保
育を行える
様体制を整
えていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3648

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

6 名 名 名
4
名

1
名

1
名

名 2名 ２名 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折
(左腕
肘）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

事故防止
について
の職員研
修の回数
が少ない

本部で事
故予防マ
ニュアル
の作成を
検討する
事故防止
について
の研修を
定期的
（月に1
度、職員
会議の中
で）行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(60)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(60)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(60)回/年

園庭に遊
具がない
ので、現
状では遊
びの幅が
狭い

園庭の使
い方の再
検討をす
る
・三輪車
の活用、
ルールの
ある集団
遊びなど

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

用具をす
べて片付
けてから
順次入室
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時よ
り平常通
りだった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

入室準備
をしてい
ない子ど
もたちが
遊んでい
る様子を
みていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全ての用
具を片付
ける前
に、子ど
もたちを
順次入室
の準備を
始めさせ
たので、
1人の保
育士は本
児をみて
いなかっ
た

特にな
し

一人ひとり
の動きを把
握するよう
保育する

3649

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

13 名 名 名 名 名 名 名 2名 1名 5歳
2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘下骨
折（橈
骨・尺
骨）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
6　)回/年

2.基
準配
置

―

個々の体
力・成長
及びその
日の体調
の把握を
する。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

―

改めて跳
び箱の補
助の研修
を行う。

7.その
他

―

事故の起
こりうる
遊具・運
動遊具に
ついて全
体周知す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
運動が得
意な方で
はない

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
講師が跳
び箱の補
助につい
たので、
担当は他
児の対応
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
2回目の
跳び箱で
あった。
足をひっ
かけてい
る子ども
も数人い
た。本児
も何回か
足を引っ
かけるこ
ともあ
り、また
勢いもつ
いていな
かったこ
ともあり
大丈夫で
あろうと
おもって
しまっ
た。

―

転倒した後
の子どもの
状態を丁寧
に確認をし
ていき、上
司に直後に
相談をす
る。

3650

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保

育所
7

夕方(16
時頃～夕
食提供前

頃)

1.施設敷
地内(室

内)

7.異年齢
構成

25 名 名 名
6
名

7
名

12
名

名 2名 2名 5歳
1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足甲骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
6)回/年

2.基
準配
置

―

子ども達
が入り込
みそうな
狭い場

所、死角
はないか
確認し、
職員間で
共有す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

―
安全点検
を定期的
に行う。

1.集団
活動

中・見
守りあ

り

他児を見
ていた

為、本児
の泣き声
で気づく

狭い場所
で遊んで
いる時危
険がない
か確認。
声かけを
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

(具体的
内容記載

欄)

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載

欄)
他児を見
ていた。
密集して
遊んでい
ることは
認識して
いたが、
ケガに繋
がるとは
思わな

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

(具体的
内容記載

欄)
保育室の
方保育し
ている

―
立ち位置の
検証をして

いく。

3651

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保

育所
6

1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 名 名 名
７
名

５
名

４
名

名 ２名 ２名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(0.5)回/

年

1.基
準以
上配
置

―

事故防止
のために
こまめに
学習をし
て行くこ
とが必
要。

1.定期的
に実施

実施頻度(
0.5　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

―

鉄棒は随
時点検を
してお

り、特段
の改善策
はなし。

1.集団
活動

中・見
守りあ

り

―

朝の登園
時には、
受け入れ
もあるの
で活動を
見直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

(具体的
内容記載

欄)
いつもと
変わらな
い様子

で、鉄棒
をしたい
と言って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載

欄)
本児のや
りたかっ
た鉄棒を
やること
にした。
保育士は
そばにつ
いていた
が少し目
を離した
ときに落
ちてし

まった。
すぐに抱
きかかえ
砂を払っ
ていた

ら、腕の
異変に気
がつい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

(具体的
内容記載

欄)
朝の受け
入れ時

だったの
で、他の
子どもた
ちの受け
入れをし
ていたた
め見てい
なかっ
た。

―

その場の状
況等を踏ま
えた、職員
の居場所や
子どもへの
関わりをす
る必要があ

る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3652

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

19 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足２趾
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/

年

活動に合
わせ、
ホールな
ど空間の
確保が必
要だっ
た。

子どもが
走りまわ
れるよう
な広い場
所を確保
する。
活動内容
によって
は、上靴
を着用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故に対
する予測
が足りな
かった。

活動を計
画する際
は事故に
つながる
事を予測
しながら
立案し、
全体を把
握して保
育を進め
る。
衝突する
事や足を
踏んでし
まう事
が、事故
につなが
る事を
しっかり
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
　わらべ
うた遊び
の保育
中。2人
組になろ
うと相手
を探して
いて、互
いに見つ
け、勢い
よく走っ
ていき正
面衝突す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
　ピアノ
を弾いた
り、ウッ
ドブロッ
クで合図
を出した
りしなが
ら、音の
数に合わ
せて人数
を組む遊
びを進め
ていたの
で、衝突
する瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
　子ども
たちと一
緒に遊び
に入り他
の子ども
と組んで
いた。衝
突する直
前は見て
いたが、
止めるの
には間に
合わな
かっ
た。

活動中
の園児
を全体
的に見
守る職
員の配
置に欠
けてい
た。

保育を進め
る中での保
育士の役割
を明確に
し、安全保
育に努め
る。

3653

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

56
8
名

13
名

6
名

9
名

10
名

10
名

0
名

１４
名

１０名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

夕方の延
長保育時
間帯は落
ち着いて
あそんで
いられる
ように職
員体制を
とる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし

手作りの
木製遊具
の劣化を
さらに細
やかにみ
てやすり
等をかけ
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

延長保育
時間帯の
見守りを
職員で確
認する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育時間
であそん
でいる場
所であ
り、本児
がぶら下
がって怪
我なく着
地してい
た。「失
敗し
ちゃっ
た」と
言ってい
たので、
しっかり
ぶら下が
らないう
ちに、手
を放した
ようであ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

延長時間
帯は場所
ごとに担
当職員を
決めて見
守りをし
ている。
担当保育
士は今時
間本児に
配置して
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室担
当保育士
が落下直
後の本児
に気付
き、隣り
の事務室
に連れて
きた。

特にな
し

夕方の延長
保育時間
帯、母親が
もうすぐ迎
えに来るこ
ろになると
テンション
が上がる(日
中は加配児
対応保育士
が就いてい
る）ので、
保護者が迎
えに来るま
で、落ち着
いていられ
るように一
緒にいるよ
うにする。

3654

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 名 名 名
3
名

5
名

1
名

名 3 名 3 名 5歳
2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

靴下をは
いて移動
してい
た。ま

た、両手
に荷物を
持ってい
て足元が
見えにく
かった。

全園児に
廊下・階
段の歩

行、荷物
の持ち方
につい

て、再指
導をす
る。ま

た、必要
に応じて
個別指導
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

階段の設
備につい
ては、問
題なかっ

た。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　移動時
子どもた
ちは室内
を走りが
ちなの
で、落ち
着いて行
動するよ
う促す。

きちんと
整列して
歩行する
ことをさ
らに徹底
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
　迎えに
対してす
ぐ対応で
きるよう
に、準備
し過ぎた
点があっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
　全園児
を把握す
るという
観点で、
配慮して
いる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
　常に全
体が見え
るように
細かい配
慮をする
ことに努
めてい
る。

職員の
指導に
対して
は、よ
く守っ
て活動
してい
た。

朝の会や帰
りの会等
で、声かけ
を続けた
い。

3655

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

2 名 名 名
1
名

名
1
名

名 3名 2名 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

―

マニュア
ル等の確
認を再度
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
13)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
13)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3)回/年

―

今後も定
期的に実
施してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

興奮状態
の兄を止
めるのに
気を取ら
れてい
た。

兄ととも
に対象児
のことに
も気を配
り、落ち
着かせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

兄の気を
引こうと
して、兄
の周りを
小走りに
動き回っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)兄の
動きが激
しくなら
ないよう
注意して
見たり、
危ないと
きにはそ
のつど動
きを止め
るように
配慮し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)兄や
対象児の
動きを止
めたり、
口頭注意
を繰り返
してい
た。

近くに
職員が
いたが
一瞬の
出来事
で、す
ぐに手
が届く
位置で
はな
かっ
た。

対象児と兄
にそれぞれ
一人ずつ職
員がつい
て、すぐに
危ない動き
を止められ
るよう配慮
する。

3656

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

16 名 名 名 名 名 名 名 ３名 ３名 2歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕モ
ンテジア
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
数)回/年

1.基
準以
上配
置

事前に細
かく考え
る事なく
当日、公
園に着き
すぐ遊具
を選択し
てしまっ
た。

固定遊具
を利用す
る際、職
員間での
打ち合わ
せを密に
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
８)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

揺れる遊
具の乗降
には２名
の保育士
を要する
と判断し
たが公園
内には、
気を引く
遊具がた
くさん
あった。

保育士の
側から離
れた園児
への気付
きと対処
を素早く
する事が
大切で
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
日頃より
活動量の
多い子
で、ベン
チと遊具
を行き来
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
落ち着き
なく動い
ている場
面を見た
時に、声
掛けや保
育士の側
におくべ
きだっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)雲梯
に上がっ
たのに気
付いてい
たが遊具
の乗降に
気を取ら
れ、戻っ
て来た時
には腕を
痛めてい
た。

目撃し
た際に
ベンチ
に戻せ
ば事故
は起き
なかっ
たと思
われ
る。

言葉だけで
動ける年齢
ではない

為、職員が
動かなけれ
ばいけな

い。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3657

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 名 名 名
１
９
名

１
５
名

１
７
名

名 ４名 ４名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

降園する
子どもの
対応もあ
り、職員
同士の連
携が不十
分であっ
た。

それぞれ
の職員の
役割を決
め、しっ
かりと連
携をとっ
ていく。
事故が起
こった時
の状況の
検証は、
職員で丁
寧に行
い、事故
再発防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３００　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３００　)
回/年

園庭隅の
見えづら
い場所。
死角にな
りがちな
場所に出
入り禁止
の目印
（ポール
など）が
なかっ
た。

日頃よ
り、死角
になりが
ちな場所
の確認を
行い、全
職員で共
通理解し
ておく。
必要性の
ある場所
には、目
印などを
つけ、子
どもたち
にも知ら
せてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びが複
数あり、
子どもた
ち一人ひ
とりに目
が行き届
いていな
かった。

戸外遊び
前には安
全に遊ぶ
ことがで
きるよ
う、あそ
びの内容
や範囲を
決め、子
どもたち
とも確認
してから
遊び始め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載

欄)
園庭に出
ると虫を
見つける
ため園庭
内を探索
し始め
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)

園庭に出て
から対象児
が虫探しを
始めたの

で、他児の
様子も見る
ため、本児
から離れた
所で全体の
様子を見て
いた。直前
までは対象
児の動きを
確認してい
たが、転倒
した瞬間は
見ていな

かった。子
どもたちか
らの報告で
対象児のも
とに行き、
状況の確認
をする。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載

欄)
全体の様
子をみて
いたが、
他児を見
ている時
で、対象
児が転倒
した瞬間
は見てい
なかっ
た。

複数の
職員が
いた
が、連
携不足
で全体
を把握
する者
がいな
かっ
た。

夕方の活動
は、体力面
なども考慮
し、どのよ
うな遊びが
適している
かを検討し
たうえで決
め、職員間
で周知す
る。それぞ
れの役割を
決め、全体
を把握する
職員を配置
する。

3658

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

19 名 名 名 名 名 名
0
名

2名 2名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

移動中で
もあり、
落ち着い
ていない
状況で
あった

ホールに
入ったら
座って待
つことを
徹底させ
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/週

ホールの
机を端に
寄せてい
なかった
ため、ぶ
つけてし
まった。

ホールの
机の配置
場所につ
いてはそ
の都度利
用しやす
いように
配置する
が
使用後は
端に寄せ
ホール内
のスペー
スの確保
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

靴下を着
用してい
た為、
走った際
に滑っ
た。室内
では靴下
を脱ぐよ
うにして
いるが降
園準備で
靴下を履
いたばか
りであっ
た

室内では
靴下を脱
ぐことを
徹底する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
友達との
遊びが盛
り上がり
ホール内
を走って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
室内で
走ったら
危ないよ
と全体に
声かけを
していた
矢先、机
にぶつ
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
別の降園
する子の
対応をし
ていた

―

職員が複数
の場合は役
割分担を明
確にする

3659

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

24 名 名 名 名 名 名 名 2名 名 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第１趾
中足骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

―

・事故が
起きた時
は、狭い
通路を移
動中であ
り、友だ
ちにぶつ
かりあっ
て押され
転倒す
る。今後
は子ども
の行動を
常に把握
し、子ど
もから目
を離さな
いように
保育士間
で確認し
あう。

1.定期的
に実施

実施頻度(
週１　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
週１　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
週１　　)
回/年

・今回の
怪我は保
育所内で
起きたの
ではな

く、園の
行事を町
の施設を
利用して
行った

為、いつ
もと違う
場所・雰
囲気もあ
り配慮が
足りな

かった。

・園外で
の行事な
ど、いつ
もより細
やかに危
険がない
ように配
慮し、子
どもたち
一人ひと
りの行動
を把握す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・狭い通
路を通っ
ている時
の事故で
あり、そ
の通路を
通らず控
え室へも
どるよう
　経路の
変更を行

う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
・当日
は、町の
施設を使
用しての
生活発表
会で、い
つもの保
育の状態
ではな
かった
が、本人
はいつも
どうりの
様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
・クラス
の発表が
終わり、
待機する
部屋に帰
る途中狭
い通路で
友達を押
して怪我
になった
が、急な
事で止め
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・側には
付いてい
たが、狭
い通路を
通り部屋
に帰る途
中で、子
どもたち
一人ひと
りの行動
が見えて
いなかっ
た。

・当日
は生活
発表会
で子ど
もたち
は、い
つもと
違った
雰囲

気・会
場で落
ちつか
ない状
態だっ
たと思
いま
す。

・いつもと
違う場所だ
からこそ、
一人ひとり
の子どもた
ちの行動を
把握し、保
育士で連携
し危険のな
いように見
守る。

3660

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

19 名 名 名 名
　
名

　
名

名 4名 4名 2歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 6.その他 1.頭部

軽いの脳
震盪・胃
腸炎の疑
い

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
不定期　)
回/年

3.基
準以
下

上司への
相談　素
材の選択
不十分、
職員間の
危険認知
確認不足

新しい活
動をする
際は、上
司への相
談　職員
配置、危
険な箇所
を声に出
す

1.定期的
に実施

実施頻度(
５　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(乳児は毎
日)回/年

特にな
し。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動を２
つに分け
たこと。
子ども達
の状況
その場の
環境設定

安全な活
動を十分
に行える
環境設定
や保育者
同士の連
携をとる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
シールを
はがし、
部屋の中
を終始歩
いて回っ
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
子ども達
の様子を
全体で見
守りつ
つ、本児
以外の子
どもと
シールは
がしで関
わってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
１名は、
同じ場所
にいた
が、他児
と一緒に
シールは
がしをし
ていた。
他１名は
別の活動
をし、他
１名は、
身体測定
へ行って
保育室を
出てい
た。

子ども達の
年齢に合っ
た指先を使
う活動で、
一度行った
ことがある
活動だった
こと、１回
目は危険と
感じる場面
がなかった
ことで、リ
スクに気付
くころがで
きなかった
為、事故の
要因につな
がったと考
えられる。

子どもの成
長に合わせ
た活動を取
り入れる際
に、使う素
材の選択、
リスクを考
えた上での
活動内容、
職員配置。
又、頭部を
ぶつけた際
保護者への
連絡及び対
応の判断見
直し
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3661

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 名 名 名 名
14
名

2
名

名 1名 １名 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第一中
足骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

子どもは
予測でき
ない行動
を取ると
いいがあ
るので、
常に全体
を見通せ
るよう配
慮が必
要。

事故予防
に関する
研修など
を定期的
に実施
し、事故
に対する
意識や理
解を深め
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(4～5)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(約12)回/
年

1.定期的
に実施

毎日

日頃から
施設内の
危険個所
への気づ
きができ
る意識が
大切。

今回は子
ども同士
の接触に
よる事故
であった
が、施設
内の環境
を整える
ことも必
要。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもは
予測でき
ない行動
を取ると
いいがあ
るので、
常に全体
を見通せ
るよう配
慮が必
要。

あそびに
集中でき
る環境
を、引き
続き整え
ていく為
に活動に
よって職
員体制を
整えた
り、遊ば
の内容を
変更した
りする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と遊
んでいる
際、後ろ
から押さ
れて、前
に転倒し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

コーナー
あそびを
してお
り、製作
コーナー
でハサミ
を使って
いる
他児の傍
で対応し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は同室内
にはいな
かった。

一人で
子ども
を見て
いる
時、全
体を見
通した
対応が
必要で
あっ
た。

今回の事例
を挙げなが
ら、何をし
たら、どの
ような危険
があるのか
を、
子どもたち
と一緒に考
えながら伝
えていく。

3662

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5歳以上
児

13 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3)回/年

1.基
準以
上配
置

―

「A公園
で遊ぶ場
合の約束
ごと」の
マニュア
ルを作成
した。

―
実施頻度(
)回/年

―
実施頻度(
)回/年

―
実施頻度(
)回/年

― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

「A公園
で遊ぶ場
合の約束
ごと」の
マニュア
ルを作成
し園外保
育の安全
を図るよ
うにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児も
含め13人
の児童に
様子の変
化はな
かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
公園で遊
ぶ場合は
遊ぶ範囲
を決めて
おり、付
き添う職
員も子ど
も達から
離れるこ
とはな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
職員は子
ども達か
ら離れる
ことなく
監視して
いたし、
立ち位置
に問題は
なかっ
た。

ベンチ
の上の
木の美
が事故
の原因
になる
との判
断がな
かっ
た。

公園で遊ぶ
際の安全を
確保するた
め前記のマ
ニュアルを
作成した。

3663

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

2 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

鉄棒で遊
んでいる
場合、落
下のリス
クがある
ことに対
する職員
の認識の

甘さ

いかなる状
況下でも事
故が起こり
得ること
を、職員が
共通認識
し、危険予
測ができる
よう、定期
的な事故予
防の研修を
実施する。
正しい運動
遊具（鉄棒
含む）の使
い方、遊ば
せ方、補助
の仕方につ
いての研修
を実施し、
運動遊びの
正しい知識
を身に付け
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

―

怪我防止
のマット
を柔らか
いものに
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児が
初めて鉄
棒ができ
たことに
興奮して
いたが、
リスクを
予見でき
なかっ
た。

運動遊び
の段階を
踏みなが
ら、運動
する経験
を増やし
発達を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
普段と変
わらず元
気だっ
た。初め
て鉄棒で
前回りが
できたこ
とに喜ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
鉄棒の中
央で、順
番に左右
の園児が
前回りを
する援助
をしてい
た。対象
児が初め
て前回り
ができた
ことに喜
んでいた
ため、喜
びに共感
した後、
隣で前回
りの練習
をしてい
た別の園
児の援助
をした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育室内
で、描画
をしてい
る子ども
の様子を
見てい
た。

鉄棒の
中央で
順番に
前回り
の援助
をして
いた

が、左
右の園
児を一
人で援
助をす
るには
見守り
に限界
があ

り、対
象児に
対して
死角を
作って
しまっ
た。

子どもに対
して、死角
を作らない
ようにしな
がら保育を
し、子ども
を見守る。

3664

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

25 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳
1.男
児

1歳半頃、
自宅の2階
から転落

し、頭蓋骨
陥没。右に
麻痺が残

り、療育を
受けてい

た。今はほ
とんど

わからない
が、体の動
きがぎこち
ない。右手
での細かな
作業が苦

手。

2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ外
果骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.基
準配
置

特になし

保育士の
立ち位置
の見直し
をする。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１～２)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

お便り帳
（シール
帳）の配
り方を見
直し、よ
り良い方
法を考え
る。

子どもた
ちの行動
の流れが
スムーズ
にできる
よう配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記
載）
帰り際
で、少し
気分も高
ぶってい
たのかふ
ざけてい
た様子。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
担任２名
のうち一
名は帰り
の支度を
している
子どもた
ちの様子
を見てい
た。
もう1名
は、室内
で子ども
同士のト
ラブルの
仲裁をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
クラスで
の出来事
だったの
で他の職
員は見て
いない。

友だち
の邪魔
をした
り、嫌
がるこ
とはし
ない。
嫌なこ
とが
あった
時は言
葉で伝
えるよ
うにク
ラス全
体且
つ、個
別でも
その都
度話を
してい
く。

安全面につ
いての話を
するととも
に、危険な
ことが起き
ないよう注
意深く全体
に目を行き
届かせる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3665

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

27 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳
2.女
児

落ち着きの
ない子で、
激しい行動
することが
ある。

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.基
準配
置

ブランコ
の柵を乗
り越えた
りしない
よう日頃
から注意
してお
く。

年長児に
なり、自
分の力以
上の事に
挑戦しよ
うとする
気持ちも
出ている
ことを、
日頃の保
育の様子
から感じ
取った
り、発達
過程から
予測して
おくこと
も必要。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１～２)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特にな
し。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険であ
ることを
考えるこ
となく行
動してし
まった。

危険なこ
とを自分
で判断で
きるよう
指導して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記
載）
午睡も
し、おや
つも食べ
元気に園
庭で遊ん
でいた。
仲が良い
友だちに
両方の足
で柵を飛
び越える
所を見せ
ようとし
ていたよ
うだ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的内
容記載欄)
一人は対象
児から少し
離れた靴箱
の近くでお
迎えの保護
者の対応を
していた。
もう一人は
園庭の築山
近くで他の
子を見てい
た。対象児
と友だちが
柵の所にい
たのは眼中
に入ってい
たが、その
ような行動
をとるとは
思わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の職員
はそれぞ
れにクラ
スの子に
ついてい
た。

友だち
同士で
も危な
いこと
は注意
し合う
よう指
導す
る。

危険な行動
をしていな
いか見守
る。

3666

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

12 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 6歳
1.男
児

曇っていた
が雨が降り
出し、おや
つ後はホー
ルでの活動
となった。

2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

2.基
準配
置

雨天、土
曜など合
同保育
時、危険
がないよ
うな遊び
を工夫す
る。

土曜日な
ど合同保
育になる
時のホー
ルでの遊
び方を工
夫し見直
す。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１～２)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年長児に
なると、
走るス
ピードも
速くなり
ぶつかっ
たときの
衝撃が大
きかった
のだろ
う。

事故の状
況をクラ
ス全体に
話し、
ホールで
の遊び方
を子ども
たちと一
緒に確認
し合っ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記
載）
朝、普段
と同じ時
間頃に登
園し元気
に遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
友だちと
鬼ごっこ
をして遊
んでいる
のを見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の職員
は自分た
ちの担任
の子が遊
んでいる
様子を見
ていた。

土曜日
は他の
クラス
の担任
が見る
ことも
多くな
るので
連携を
十分
とって
おく。

安全面につ
いての話を
するととも
に、年長児
の発達段階
からぶつか
る衝撃など
予測しなが
ら注意して
遊びの様子
を見守る。

3667

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 名 名 名
13
名

11
名

17
名

名 3名 3名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
粒骨折
（右肘）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4)回/年

2.基
準配
置

なし

園庭あそ
びにおけ
る子ども
たちへの
約束事項
のマニュ
アルの中
に子ども
同士、
ボールを
蹴り合い
をする場
合、前後
に人がい
ないか、
確認しな
がらサッ
カーをす
るように
全体に周
知するこ
とを追記
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

―

毎日、遊
具や玩具
のチェッ
クは行っ
ている。
改善点と
しては、
更に園児
のあそび
方の見守
りを強化
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園児の人
数に対し
て、保育
士の人数
が適切で
あって
も、降所
時には保
護者との
伝達事項
で、子ど
もから目
が離れる
ことがな
いように
注意を
し、持ち
場を離れ
る際は、
職員間で
の連携を
図る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
いつも通
り、自分
が好きな
サッカー
ボールで
友達と一
緒にサッ
カーをし
てあそん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
全体が見
れる場所
にいた
が、本児
との距離
が離れて
いたの
で、転倒
を止める
ことが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の職員
は、他の
遊具付近
の子ども
たちの様
子を見て
いた。

園庭あ
そびの
保育体
制とし
て、年
長クラ
ス担任1
名、フ
リー1
名、年
少クラ
ス担任1
名がそ
れぞれ
の持ち
場（遊
具）の
ところ
にお
り、見
守りを
行って
いた。

子ども同
士、ボール
を蹴り合い
をする場
合、前後に
人がいない
か、確認し
ながらサッ
カーをする
ように全体
に周知す
る。

3668

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

20 名 名 名 名 名 名 名 22名 14名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

網膜裂孔

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２～３)
回/年

2.基
準配
置

保育場面
におい
て、詳細
な事故マ
ニュアル
が整備で
きていな
かった

事故防止
マニュア
ルを整備
し、研修
の実施に
より職員
に周知を
行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/

年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/

年

練習ス
ペースと
しては、
空間が狭
く、子ど
もの動線
が重なっ
ていた

遊戯室で
行うな
ど、広い
スペース
を確保す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

収納場所
及び位置
の確保が
充分では
なかった

子ども同
士がぶつ
からない
ように、
片付けに
おける
ルートを
決める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)　練
習を終え
て、バチ
を床にお
いてある
箱に中腰
で入れた
後、後ろ
に振り向
きながら
立ち上
がってい
たとこ
ろ、後ろ
にいた男
児が振り
回してい
たバチが
目に当
たった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)パー
ト別で指
導してい
て、練習
が終わっ
たグルー
プから片
付けさせ
ていて他
児の練習
を対象児
に対して
後ろ向き
にしてい
た

―

(具体的
内容記載
欄)

初めて
の練習
でバチ
の扱い
は十分
指導し
ていた
が片付
けの時
まで細
かな指
導が行
き届い
ていな
かった

練習が終
わった時や
バチを使わ
ない時など
のルールを
決め安全対
策を強化す
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3669

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10
０
名

３
名

1
名

３
名

０
名

３
名

名 3名 ３名 3歳
1.男
児

―

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

―
4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左環指挫
創

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

危機管理
に対する
意識が不
十分だっ
た。

園舎内外
の危険箇
所を見回
り、話し
合いを
し、改善
するとと
もに、危
機意識を
高める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３６　)回
/年

門の閂が
壊れてい
たので、
普段はベ
ルトをし
て門が動
かないよ
うにして
いたが、
当日はベ
ルトが出
来ていな
かった。
修繕の急
務依頼が
不十分で
あった。

早急に
フェンス
と門を直
す。それ
まで、自
転車のワ
イヤー鍵
で門の開
閉を職員
が時間を
決め当番
制で行
う。

7.その
他

職員が、
門が動か
ないよう
に固定し
ていな
かった
為。

門の修繕
をして安
全に送迎
ができる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
兄が靴を
履いてい
る間に先
に門のと
ころへ行
き、固定
されてい
ない門を
開閉して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
保護者に
渡した後
だった
為、様子
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保護者に
渡した後
だった
為、様子
を見てい
なかっ
た。

職員
が、門
の入り
口が固
定され
ていな
い事に
気が付
いてい
なかっ
た。

危機管理に
対する意識
を高める。

3670

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

― 25 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

―

職員会議
で周知

し、再発
防止と保
育環境改
善に取り
組んだ。

1.定期的
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

―

設備に関
しては、
今後も利
用時に確
認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いろんな
遊びが入
り混じっ
て行われ
ていたこ
とにより
衝突が起
きてし

まった。

遊びのス
ペースや
内容を考
え、自由
遊びの中
でも注意
事項を子
どもたち
に周知す
ると
共に、戸
外であっ
ても、遊
びの変化
に応じて
環境設定
の変更を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
健康面も
良好。友
だちと探
索活動を
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
他児と鬼
ごっこを
している
側に本児
がいたこ
とを確認
してい
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
離れたと
ころで他
児の遊ぶ
様子を見
ていたの
で、担当
者の位置
は確認し
ていた
が、衝突
時には目
が届いて
いなかっ
た。

―

保育士の配
置や遊びを
見守る位置
は互いに声
掛けし確認
を行い子ど
もたち
にも安全な
遊び方につ
いて注意喚
等の指導を
していくよ
うに改善す
る。

3671

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

47
2
名

7
名

8
名

12
名

6
名

12
名

名 15名 15名 1歳
2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

―
1.意識不
明

―

熱性けい
れん（突
発性発疹
が起因の
可能性あ
り）

発熱
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3～4　)回
/年

2.基
準配
置

朝から体
調不良の
傾向が
あった。

発熱時は
月齢が低
いこと、
入所して
間もない
ことか
ら、保護
者への迎
えの要請
を早めに
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

(具体的
内容記載

欄)
なし

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

急な熱の
上昇によ
るけいれ

ん。
看護師が
そばに付
き添い、
子どもの
変化に気
づくこと
ができ、
即座に対
応でき
た。

発熱時の
連絡体制
（何度に
なったら
保護者に
連絡をす
るかなど
をかかり
つけ医師
に確認す

る。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

(具体的
内容記載
欄)
0歳児室
で気持ち
は落ち着
いた様子
だった
が、布団
に寝た状
態で体温
は上がり
続けた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
3点クー
リング
異常を感
じ、他職
員と情報
共有。救
急車要
請。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
異常を感
知し、状
態把握。
救急車要
請連絡。
救急車の
誘導。保
護者、幼
児課へ連
絡。

突発性発疹
又はRSウィ
ルスによる
発熱からの
けいれん。
当初は突発
性発疹の疑
いだった

が、所内で
RSウィルス
り患児童が
出たため、
RSウィルス
によるもの
かもしれな
いとの医師
の診断。

今後は医師
の指示によ

る体温
（37.5度な
ど）にて早
めに保護者
へ連絡を入

れる。

3672

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

68名
6
名

12
名

12
名

13
名

12
名

13
名

0
名

11名 10名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
爪の剥
離、骨が
曲がりか
けたかも
しれない
（骨折は
無し）

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

―

職員会議
にて全職
員に内容
を共有
し、危機
管理の意
識を高め
る話し合
いをす
る。ヒヤ
リハット
の活用。
KYTの活
用。

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

―
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任が行
動の予測
ができ
ず、ロッ
カー前に
近づいた
状態で男
児に対
応。危機
管理の意
識が低
かった。

副主任が
4歳児ク
ラスに入
り2名体
制でクラ
ス運営を
する。本
社指導役
にクラス
の様子を
見てもら
い改善
点、保育
内容の指
導をして
もらう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)

男児の行動
パターンを
知っていた
にもかかわ
らず、本児
から離れて
対応をせ
ず、至近距
離で対応し
た。また、
本児の母親
が入院中で
あることは
園に報告が
なかったた
め、保護者
対応の方法
に問題が生
じ、父親か
らのクレー
ムに繋がっ
た。

クラスに副
主任を配置
することで
男児の行動
や心理的な
落ち着きを
促し、報告
の漏れをな
くす。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3673

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

10 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

午睡後の
着替え、
おやつを
食べる

子、園庭
でて遊ぶ
子どもが
いる中、
危険の判
断が遅く
なった。

バタバタ
する時間
帯は職員
間で連携
を図り、
見守りを
強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

― 特になし
7.その
他

3歳児は
うんてい
の高さか
らみて、
片足で着
地した時
に危険が
伴う

3歳児以
下はうん
ていで遊
ぶ場合は
担任の見
守る中使
用し必ず
補助の体
制をと
る。使い
方、遊び
のきまり
を知らせ
たり、危
険と判断
する場合
はやめさ
せ他の遊
びへと誘
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

年上の子
ども達が
縄跳びや
竹馬に挑
戦する姿
をみて、
最近うん
ていでよ
く遊んで
いた。当
日も両手
でぶら下
がり両足
で着地す
ることを
繰り返
し、近く
で見てい
た職員に
得意気に
見せてい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児は
早くおや
つを食べ
終え、園
庭にで
た。担任
はまだ食
べ終えて
いない園
児や午睡
から起き
てきた園
児の着替
え等のた
め、園庭
が見える
ガーデン
テーブル
付近にい
た。対象
児の泣き
声で落下
に気がつ
く。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児が
うんてい
で遊び始
めたた
め、近く
で見守
る。両手
でぶら下
がり、両
足で着地
するを繰
り返し遊
んでいた
が、その
後片手を
離して
「見て」
という。
保育士が
「危な
い」と声
をかけ落
下する瞬
間に手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

担任は
対象児
がうん
ていで
遊んで
いるの
に気が
ついて
いた
が、安
定して
ぶら下
がり、
着地し
ていた
事から
近くに
いた職
員に補
助をお
願いし
なかっ
た。

担任は、常
にクラスの
子どもの行
動、居場所
確認をし、
危険が伴う
遊びの子ど
もには声か
けしたり、
近くにいる
職員に声を
かけ補助や
他の遊びに
誘ってもら
う等の連携
が必要だっ
た。

3674

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14
0
名

1
1
名

4
名

1
名

7
名

名 3名 3名 6歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

―
職員配置
は適切で
あった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

―

適切に管
理された
保育室で
あった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

以上児が
活動的な
遊びをし
ており、
目配りが
十分では
なかっ
た。

異年齢時
が同じ部
屋で過ご
す時間で
あるた
め、全体
の様子が
見やす
い、静か
な遊びで
過ごすよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
広告紙で
作ったも
ので他児
とごっこ
遊びをし
ており、
動きがや
や激しく
なってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
未満児が
数名お
り、至近
にてその
子たちを
みてい
た。活発
に動いて
遊ぶ以上
児はやや
離れたと
ころで遊
ぶ様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
別室にい
たため

見守り
が未満
児に集
中して
いた。

未満児中心
ではなく子
ども全体の
様子に目配
りをし、必
要に応じて
安全に遊ぶ
声掛けをす
る。

3675

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

61 名 名 名
２
0
名

２
２
名

１
９
名

名 ３名 ３名 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第５趾
基節骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(5)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人工芝を
敷いてい
る場所な
ので素足
で遊んで
いたこと
が要因と
して考え
られる。

上靴を着
用して遊
ぶように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
本児は元
気に友達
と遊んで
いたが、
追いか
けっこを
していた
子どもに
左足を踏
まれた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
子ども全
員が見え
る場所
で、危険
な行いを
していな
いか注意
深く見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
子ども全
員が見え
る場所
で、危険
な行いを
していな
いか注意
深く見て
いた。

特にな
し

特になし

3676

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5歳以上
児

30 名 名 名 名 名 名 名 ５名 ５名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

　周囲の
保育士へ
の声掛

け、共通
認識を

持って見
守る。早
目の活動
切り上げ
の判断。

　危険予
知トレー
ニングを
メニュー
とする事
故防止研
修の実
施。

―
実施頻度(
)回/年

―
実施頻度(
)回/年

―
実施頻度(
)回/年

― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・終了した一斉保育

と次の一斉保育の間

の活動として自由に

身体を動かす活動を

取り入れた。何も無

い板張りの広場であ

り、子ども達も追い

かけっこをしたり思

い思いに走ったりし

て遊んでいた。子ど

も同士が接触する場

面があり、その都度

保育士が間に入り、

怪我の確認や子ども

達への声がけをし注

意を促していた。年

長児であるので回避

行動も取れるであろ

うと考えていた。そ

の時点でこのまま続

けると大きな怪我に

つながるかも知れな

いという推測が出来

なかった。

・１日目の活動の疲

れ、夜の睡眠の状況

の検証をしたが、も

ともと活動的に動く

子どもでは無いこ

と、夜８:３０ころ

には保育士にトント

ンしてもらって眠り

についていた。朝の

目覚めの状況もスッ

キリと起きていた。

見た目に疲労が残っ

ている、精神的に疲

れている様には担任

の目には映らなかっ

た。

・小さなヒヤ
リハット的な
接触があった
時点で子ども
への注意喚起
のみでなく、
活動そのもの
をやめる判断
が出来なかっ
た。ヒヤリ
ハットのその
先を考えるこ
とが予防につ
ながることを
あらためて考
えさせられ
た。
・今後、同じ
事故が発生し
ないように園
児の体調、集
中力は見た目
のみではわか
らないため、
担任は園児一
人ひとりの動
きを通常保育
と比較し注意
して見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・広い場
所であり
友だちが
走ってい
る姿をみ
て開放的
になり、
走ること
を楽しみ
たくなっ
たと思わ
れる。ス
ピードは
出ていな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
５人の保
育士は全
体の見え
る位置に
いたり、
子どもの
遊んでい
る広場へ
動いたり
して、安
全に子ど
もの姿を
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
５人の保
育士全員
の目に飛
び込んで
きた光景
であり、
すぐに担
任が駆け
寄った。

（子ど
も同士
が接触
する場
面）早
めの活
動の切
り上げ
が出来
なかっ
た。

ヒヤリハッ
トの積み重
ねの先にあ
るであろう
事故への予
測を考え危
険予知力を
高める。

いつもと異
なる場所で
活動する場
合、いつも
以上の目配
りと配慮の
必要性につ
いて職員間
で共有す

る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3677

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

29 名 名 名 名 名 名 名 ３名 ３名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘　骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

安全面に
対する意
識が低
かった

どんな状
況でも事
故が起こ
りうると
いうこと
を意識す
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

着替える
スペース
が狭かっ
た

着替えを
行う時の
スペース
を近くに
置いてい
る机など
除け広げ
る

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

着替えて
いる子ど
もたちが
死角に
なってし
まう所も
あった。

保育者が
立ち位置
を見直し
子どもた
ちが死角
にならな
いように
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

午後のお
やつの準
備を行う
為に保育
室前のテ
ラスに出
てしまっ
た為、対
象児の姿
が見えて
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちを
午睡から
目覚めさ
せる為に
遊戯室に
居た為

保育者
の危機
管理面
での保
育士の
意識が
薄かっ
た。

保育の立ち
位置なども
う一度、保
育士間で再
確認し子ど
もたちを見
守れるよう
にしていく

3678

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

20 名 名 名 名 名 名 名 2名 2 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

・ぶつ
かった友
だちは当
日、荒れ
ており、
保育士が
加配につ
いていた
が、かば
いきれな
かった。

・ぶら下
がらない
ように約
束してお
くべき
だった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

―

・ぶら下
がれない
ように、
窓を閉め
きってお
くべき
だった。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

・ぶら下
がれない
ように、
窓を閉め
きってお
くべき
だった。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
・落ち着
きがな
く、多動
的であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・ぶつ
かった友
だちは当
日、荒れ
ており、
保育士が
加配につ
いていた
が、配慮
する意識
が不足し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・他の職
員にも当
日の友だ
ちの様子
を周知し
て、心が
けておい
た方がよ
い。

―

・保育士同
士連携し合
い、子ども
たちの行動
を把握して
おくべきで
あった。

3679

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

54
０
名

７
名

１
２
名

４
名

１
３
名

９
名

９
名

１１
名

１０名 5歳
2.女
児

発生時の天
候…晴れ

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位骨端線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
４)回/年

1.基
準以
上配
置

―

原因と
なった観
察池近く
の飛び石
でのケガ
は今まで
一度もな
かった
が、直接
の要因で
ある為取
り除くこ
ととなっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
日

観察池付
近には必
ず見守り
の職員を
一人配置
するよう
にしてい
たが、池
のすぐそ
ばの低年
齢の児童
を中心に
見守りが
ちな為、
池から遠
ざかって
いった本
児に対し
ての見守
り及び危
険予測の
言葉かけ
は出来て
いなかっ
たのでは
と思う。

職員配置が
充分足りて
いる場合
は、観察池
付近への見
守りの職員
数を増員す
る。また、
危険予測
（急に走り
出さないな
ど）の仕方
をあそびや
生活面で積
極的に取り
入れ、児童
が自分で速
度調整や走
るタイミン
グの感覚を
取れるよう
になること
を目標にし
た保育を心
掛ける。職
員は今後も
安全対策を
しっかりと
し、見守り
や言葉掛け
の連携を強
化する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

観察池付
近にいた
人数は６
名ほどで
あった
が、目に
見える範
囲で別の
あそびを
している
のが見
え、走り
出したと
思われ
る。

職員配置が
充分足りて
いる場合
は、観察池
付近への見
守りの職員
数を増員す
る。また、
危険予測
（急に走り
出さないな
ど）の仕方
をあそびや
生活面で積
極的に取り
入れ、児童
が自分で速
度調整や走
るタイミン
グの感覚を
取れるよう
になること
を目標にし
た保育を心
掛ける。職
員は今後も
安全対策を
しっかりと
し、見守り
や言葉掛け
の連携を強
化する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

観察池付
近にいた
人数は６
名ほどで
あった
が、目に
見える範
囲で別の
あそびを
している
のが見
え、走り
出したと
思われ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

観察池付
近には必
ず見守り
の職員を
一人配置
するよう
にしてい
たが、池
のすぐそ
ばの低年
齢の児童
を中心に
見守りが
ちな為、
池から遠
ざかって
いった本
児に対し
ての見守
り及び危
険予測の
言葉かけ
は出来て
いなかっ
たのでは
と思う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

配置して
いる職員
以外も目
配りする
ようにし
ていた
が、池の
すぐそば
の低年齢
の児童を
中心に見
守りがち
な為、池
から遠ざ
かって
いった本
児に対し
ての見守
り及び危
険予測の
言葉かけ
は出来て
いなかっ
たのでは
と思う。

―

職員配置が充分
足りている場合
は、観察池付近
への見守りの職
員数を増員す
る。また、危険
予測（急に走り
出さないなど）
の仕方をあそび
や生活面で積極
的に取り入れ、
児童が自分で速
度調整や走るタ
イミングの感覚
を取れるように
なることを目標
にした保育を心
掛ける。職員は
今後も安全対策
をしっかりと
し、見守りや言
葉掛けの連携を
強化する。

3680

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

72名
0
名

0
名

0
名

25
名

27
名

20
名

名 5名 5名 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

職員の配
置が適切
でなかっ
た。

職員の配
置をしっ
かりと決
め、必ず
大型遊具
に付くよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12 )回/
年

破損等は
見られな
い。日常
的に使用
してお
り、子ど
も達も慣
れてい
た。

慣れてい
ても事故
が起きや
すい遊具
という認
識をしっ
かり持
ち、補助
につく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭に出
る際に、
大型遊具
の使い
方、遊び
方を確認
してから
出た日
だった。

他クラス
の職員
も、同等
にしっか
り見るよ
うに全職
員が意識
を持つ。
職員配
置、危険
認識を話
し合う場
をもつ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
遊具で遊
んでいる
所は見た
が、落ち
た瞬間は
見られな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
ではない
が、対象
児が遊具
で遊んで
いる所は
見たが、
落ちた瞬
間は見ら
れなかっ
た。

大型遊
具に職
員が、
しっか
り付い
て見て
いる事
がな
かっ
た。

職員の配置
をしっかり
と決め、必
ず大型遊具
に付くよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3681

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 名 名 名
8
名

6
名

11
名

名 2名 2名 3歳
2.女
児

0歳児より
当園に通所
している。
マイペース
な性格で食
事、睡眠を
よく取る。
時々身が入
らず放心状
態になって
いることが
多く、他児
と遅れてし
まうことが

多い。

2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆状骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

集団活動
の際に集
団と差が
ある児童
に対して
配慮が出
来ていな
かった。

児童全員が
動く時間を
減らし子ど
もたちがぶ
つかるリス
クを下げる
（5，6人の
グループ毎
の行動）、
活動と活動
の間の全員
が動く際も
分けて活動
する（給食
後席で待
ち、テーブ
ルごとに片
付けや歯み
がきをす
る）集団か
ら遅れる児
童は先に行
動を促す、
声をかける
などしてリ
スクを下げ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし
施設面に
問題はな
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童たち
は走った
りふざけ
ることは
なかっ
た。対象
児は活動
に遅れて
しまう
為、ス
タッフは
気にして
いたが声
をかけ
る、補助
をする前
にぶつ
かってし
まった。
年少～年
長まで合
同で活動
するには
個人差が
あること
の配慮が
欠けてい
た。

帰りの会
の並び方
をグルー
プ毎に
し、5，6
人ずつ並
ぶ方法に
変更をし
た。身体
の大きな
児童は一
番後ろに
し、ぶつ
かるリス
クを下げ
る。また
活動と活
動の間の
全員が自
由に動く
時間をを
無くし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
DVDを見
終わっ
て、帰り
の会をす
る声掛け
に立ち上
がったも
のの、そ
の場から
動いてい
ない状況
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
帰りの会
の並ぶ位
置が決
まってお
り、職員
は前に
立って指
揮を取っ
ている状
況であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
おもらし
をした児
童の対応
を部屋の
中で行っ
ていた。

1人の職員
がおもらし
をした児童
の対応に付
いていたた
め、実質全
員を1人で
見ていた。
そのため集
団から遅れ
る児童、身
体の大きい
児童の動き
に対して声
をかける、
介助をする
といったこ
とが出来な
かった。

おもらしな
ど突発的な
対応が必要
な際は、手
の空いてい
る先生に応
援を呼ぶな
ど対応を取
る。また職
員が1人で管
理しなけれ
ばならない
状況の際に
は、次の活
動に移るの
を止め応援
の先生が来
る、または
もう一人の
職員の対応
が済むのを
待つ。

3682

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 名 名 名
９
名

１
０
名

１
０
名

名 ４名 ３名 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
にヒビ

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/

年

1.基
準以
上配
置

普段の遊
びの経験
から危機
意識が低
かった

保育士が
そばにい
る鉄棒の
みを使用
し、保育
士も常に
目を向け
注意して
いく

2.不定期
に実施

実施頻度(
２～３　)

回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
随時　)回

/年
なし

年齢や体
の大きさ
に合った
高さの鉄
棒だった
ので設備
的には問
題なかっ
たと判断

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもへ
の声掛け
が徹底さ
れていな
かった。

その場を
離れるこ
とや今は
遊具を使
えないこ
とをしっ
かりして
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
友だちが
挑戦して
いるので
自分も
やってみ
たいとい
う気持ち
がつよ
かったと
思われる

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
鉄棒付近
を離れ他
児と関
わってい
た為、本
児の遊び
に気付け
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
園庭を4
か所くら
いに分か
れ保育し
ていたが
それぞれ
に子ども
と関わっ
ていたの
で
目が届か
なかった

大丈夫
だろう
と安易
に思っ
てし
まっ
た。

その場を離
れる時はそ
の旨を他の
職員にしっ
かりと伝え
る。

3683

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

19 ２名 ２名 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第１中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

―

環境の作
り方や保
育士の専
門性の向
上の研修
に参加

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

絵本コー
ナーにひ
いてある
マットが
めくれて
いるとこ
ろがあっ

た

マットが
めくれな
いように
し、めく
れている
ものは撤
去した

7.その
他

―

コーナー
などで保
育士の死
角になっ
てしまう
ところを
見直し、
保育士が
どこにい
ても全体
が把握で
きるよう
に室内環
境を変え
た

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)　声
をかけな
がら、近
くの場所
で様子を
みていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)　帰
りの支度
に保育士
の手がと
られてい
た

―
1人は保育士
がつくよう
にする

3684

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28
0
名

4
名

8
名

4
名

12
名

0
名

0
名

7名 6名 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

―

年に1回
以上は園
内研修を
実施し、
危機管理
の意識を
高める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(その都
度)

丸太を登
る際、職
員が見守
りしてい
なかっ
た。
丸太が滑
りやすく
なったい
た。

木に横か
けていた
丸太を外
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
職員がつ
くように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

当日誕生
会があ
り、誕生
児で朝か
ら意欲的
な姿だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遅番職員
への伝達
に気をと
られてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

丸太に
登ってい
ることに
気付いて
いたが、
見守りし
ていな
かった。

丸太登
り、木
登りが
日常的
な遊び
にな

り、危
険とい
う認識
が薄れ
てい
た。

職員がつく
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3685

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 名 名 名
13
名

12
名

名 名 ２名 ２名 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

・日頃か
らヒヤリ
ハット報
告をして
いたが、
築山での
ヒヤリ
ハットが
事例とし
てあがっ
ていな
かったの
で、保育
者の認識
が薄く
なってい
た。

・事故を
検証し全
職員が共
通理解の
もと、再
発防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

・何かに
つまずき
こける、
芝生との
境目でつ
まずく。

・築山の
小石やつ
まずきの
原因にな
るものが
ないか、
日々点検
を継続し
ていく。
・築山と
園庭の芝
生の境目
は手まめ
に短く刈
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・片づけ
の時間に
なったこ
とを保育
者から伝
えられ急
いだ。。

・時間に余
裕を持ち、
子どもたち
が見通しが
できるよう
声掛けをす
る。
・築山から
降りる際に
は、ゆっく
り歩いて降
りる習慣を
つける。ま
た、数人が
一斉に降り
ないように
配慮した声
掛けをする
などして、
安全意識を
身に付けら
れるように
丁寧に伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
・体調の
異常もな
く、元気
に活発に
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
・全体が
見える場
所方、片
づけの時
間になっ
ているこ
とを伝え
ていた。
本児が築
山から降
りてきて
いるとこ
ろも確認
したがと
めること
はできな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄）
・砂場で
遊んでい
た子ども
たちと一
緒に、遊
具の片づ
けをして
いた。

・日頃から
築山から降
りる際には
気をつけて
降りるよう
声掛けをし
ていたが、
子どもたち
に習慣とし
て身につい
ていなかっ
た。
・全体が見
える位置に
いたが、行
動と危険を
想定して声
掛けをでき
る場所に保
育者がいな
かった。

・築山を降り
るなど日々の
いろいろな体
験をとおして
安全回避でき
る体づくりに
努めていく。
・保育者は子
どもの行動と
危険を想定し
立ち位置を考
え、危険性を
最小限に食い
止められるよ
うにする
・職員で事故
を検証し、全
職員が共通理
解のもと再発
防止に努め
る。

3686

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

100
１
２
名

７
名

２
０
名

１
６
名

１
９
名

２
６
名

名
１５

名
１５　名 6歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

園庭での
遊びにつ
いては、
子どもへ
の声かけ
や、園児
一人一人
の理解が
不十分で
あった。

保育者の
質の向上
が必要。
（園内外
の研修で
得た学び
を職員間
で共有す
る）
子どもの
行動や環
境を考え
て、職員
間で具体
的な関わ
りを話し
合う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/

年

園庭につ
いては毎
日点検し
凸凹もな
く、特に
要因とな
る不備は
ない。

今後も、
安全点検
を徹底し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具や園
庭での遊
びについ
ては、職
員会議等
で話し
合ってい
たが、走
り回る広
いスペー
スの保育
者の配置
位置や子
どもへの
声かけ
が、不十
分であっ
た。

遊ぶ前に
子ども達
には、回
りをよく
見る・走
るときは
注意して
走るよう
に約束を
していた
が、もう
少し丁寧
に子ども
達に伝え
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
特に体調
などが悪
い様子は
みられな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
園庭を
走ってい
る数人の
様子を見
ていた
が、転倒
するとき
は離れて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
園庭で遊
ぶ園児の
様子を見
ていた
が、転倒
するとき
は別の園
児を見て
いた。

保育者
の配置
位置や
人数と
いった
見守り
が十分
ではな
かっ
た。

保育者の配
置位置や人
数について
は、職員間
で話し合い
改善に努め
る。
また、園内
研修を行
い、職員全
員の意識改
革をはか
る。

3687

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

34 名 名 名
9
名

11
名

14
名

名 ４名 3名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第５趾
基節骨骨
端線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

危機察
知・事故
防止する
力が不十
分であっ

た。

園児の動
きを常に
把握し危
機意識を
持つ。職
員全員に
よる事故
予防研修
の実施す

る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

特に問題
はなかっ
た。

これまで
以上に園
児の動き
を危機意
識を持ち
ながら見
守る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

段階を踏
んでリズ
ム運動に
取り組ん
ではいた
ものの、
本児に
とっては
準備運動
の量が少
なかった
のではな
いか。

危機意識
をもっ
て、活動
を見守る
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載

欄)
年長女児
5名と一
緒にス

キップを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
担任はピ
アノを弾
きながら
スキップ
の様子を
見てお
り、保育
従事者は
本児たち
と一緒に
スキップ
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
壁側に座
り、本児
がスキッ
プをして
いるのを
見守って
いた。

危機管
理意識
が低
かっ
た。

可能な限
り、危機が
起こる前に
予見し、危
機の回避を
図る方策と
体制（安全
管理）を整
えることが
重要であ
る。そうし
た安全管
理・危機管
理の視点に
立って、子
どもたちが
安心して過
ごせるよう
に、また責
任をもって
安全保育に
努めていく

3688

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

30 名 名 名 名
19
名

11
名

名 5名 5名 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

ソフト面
について
は事故発
生要因は
ないと考
えられる

ソフト面
について
は改善策
はないと
考えられ

る

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５２)回/
年

ハード面
について
は事故発
生要因は
ないと考
えられる

ハード面
について
は改善策
はないと
考えられ

る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境面に
ついては
事故発生
要因はな
いと考え
られる

環境面に
ついては
改善策は
ないと考
えられる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)通常
通り

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)

素早い
動きが
できに
くく、
転んだ
時も手
が前に
出な
かった
事が要
因と考
えられ
る

今回の怪我
の要因を児
童全体に知
らせ、体を
守る手段を
学ばせる。
機敏な動き
が身に付く
運動を遊び
に組み込ん
でいく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3689

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7
1
名

1
名

0
名

2
名

1
名

2
名

名 4名 4名 5歳
2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

第３右中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

―

現状の事
故防止マ
ニュアル
の事象は
限定的で
あり、ヒ
ヤリハッ
ト対策等
をマニュ
アルに反
映させ、
職員間の
認識の統
一を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

―

足の指を
ぶつけそ
うな場所
にはクッ
ション性
の素材を
張り付け
るように
して対策
する。

7.その
他

職員の背
後(死角)
の位置で
受傷して
おり、危
険な行動
を事前に
制止でき
なかっ
た。

保育室内
の職員は
よく連携
し、完全
に園児を
見渡せる
位置で絶
対に死角
を作らな
いよう対
策する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気な
様子で、
他の園児
と活発に
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員2名
で園児7
名の全体
を見てい
たが、対
象児が担
当職員の
背後に一
瞬行った
時に棚に
足をぶつ
けたた
め、動き
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室中
央に置い
てあるブ
ロックで
遊ぶ園児
を見てい
たため、
担当職員
の背後に
行った園
児を見て
いなかっ
た。

これま
で棚等
で受傷
した事
がな
く、危
険性を
十分認
識でき
ていな
かっ
た。

保育室内の
職員はよく
連携し、完
全に園児を
見渡せる位
置で絶対に
死角を作ら
ないよう対
策する。

3690

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

4 名 名 名 名 名 名 名 ４名 ４名 3歳
2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

―

怪我が起
こった原
因を探
り、同じ
ことを繰
り返さな
いための
保育内容
を検討す
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

―
室内環境
の見直し
をする

7.その
他

布団が敷
かれてい
る部分と
食後の
テーブル
が出てい
る部分が
絵本棚で
仕切られ
ていたた
め、保育
者がしゃ
がんで他
児のかか
わってい
ると、本
児の動き
が見えて
いなかっ
た。

死角を少
なくする
ため、室
内環境を
考えると
ともに、
布団を敷
くタイミ
ングを変
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
着替えを
済ませ、
他児の布
団の上を
歩いて、
自分の布
団に向
かってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
対象時の
そばには
いたが、
他児の対
応をして
いたた
め、転倒
をとめる
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他事の食
事や着替
えの介助
を行って
いたた
め、動き
を見てい
なかっ
た。

食事や
捕食の
前後や
活動の
切れ目
など、
怪我の
発生し
やすい
時間に
保育者
間で声
をかけ
あい、
危険の
ないよ
う、全
体を見
て保育
を進め
ていく

昼食後、子
どもたちが
落ち着いて
午睡に入れ
るよう、先
に布団を敷
くのではな
く、絵本を
読むなどを
してから、
静かに布団
に向かえる
ようにす
る。

3691

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7
6
名

名 名
1
名

名 名 名 4名 3名 3歳
2.女
児

体幹機能障
害により歩
行が確立し
ていないた
め、保護者
と相談の

上、０歳児
クラスで保
育をしてい

た。

2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

・座らせ
る際に足
の位置や
テーブル
と椅子の
空間等、
確認が不
十分で職
員の配慮
が欠けて
いた。

・本児の
状態を職
員間で共
有する。
・ＰＴと
連携（月
1回）を
密に行
い、本児
の介助法
や注意点
などを定
期的に助
言しても
らい、情
報を共有
する。
・本児に
ついての
対応マ
ニュアル
を作成す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

狭い場所
に机と椅
子を配置
した。

本人用の
机を用意
し、十分
な空間を
確認す
る。

6.食事
(おや
つ)中

急いで座
らせよう
とした。

児童の状
態を心身
両面から
把握して
保育にあ
たる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
足の位置
を確認せ
ず座らせ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の職員
は、他の
園児に食
事介助中
で、泣き
声で初め
て気が付
いた。

保育士
担当制
をとっ
ている
が、視
界には
全体を
入れる
意識が
薄かっ
た。

足の位置を
確認し座ら
せる。
無理な姿勢
で座らせな
い。
職員間で常
に見える配
置とする。
支援技術の
共有を行
う。

3692

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

8 名 名 名 名 名 名 名 3名 ３名 0歳
1.男
児

身長：68.4
㎝、伝い歩

き、
8.その他

1.負
傷

― 3.火傷

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

火傷
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

・調乳マニュア
ルには留意点が
記されている
が、具体的な調
乳手順やミルク
の
　適正温度や冷
めたときの対応
については記さ
れていなかっ
た。
・ヒヤリハット
報告を職員に周
知し、あがって
きた報告は記録
し、職員間で共
有
　しているが、
件数は少なく、
調乳に関する事
例はあがってい
なかった。
・保育体制上人
員不足はなかっ
たが、当該クラ
スにおいて、担
任の常勤保
　育士１名が休
みであったた
め、フリー保育
士（非常勤）が
入っていた。

・調乳マ
ニュアルを
見直し、調
乳方法や、
ミルクの適
正温度、冷
めた時の対
応に
　ついて明
記する。
・日頃の
「ヒヤリ
ハット」を
さらに意識
し、職員間
で共有をは
かる。
・担任外の
保育士が入
る際には、
子どもの様
子や注意す
べき点等に
ついて伝
　達し合
い、連携を
意識する。
・事故防止
および危機
管理に関す
る所内研修
を実施す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

特になし なし
6.食事
(おや
つ)中

・子どものいる保育

スペースに熱湯を持

ち込んだ。

・ミルクが温め直さ

れた。

・棚は子どもが手の

届く範囲であった

が、ミルクやバケツ

が置かれた。

・普段は哺乳瓶は食

事スペースにバケツ

ごと置かれていた

が、今回は玩具

　棚に置かれた。

・飲まなかったミル

クをすぐに片付けな

かった。

・玩具棚がミルク置

き場の様になってい

た。

・寝かしつけや検

温、５分毎の睡眠

チェック、職員用食

事の準備が重なった

　時間帯であった。

・職員が食事をする

際、５分毎の睡眠

チェックをするた

め、食事用のテーブ

　ルを食事スペース

から子ども達の寝て

いる保育スペースに

置いた。起きて

　遊んでいた本児に

とっては遊ぶ場所が

狭くなり、より危険

性が高まった。

・食後から眠るまで

時間がかかってい

る。

・調乳は必ず調
乳室で行い、ミ
ルクは飲ませる
まで持ち出さな
い。
・子どもがいる
場所に危険な物
を持ち込まな
い。
・飲まなかった
ミルクは処分
し、冷めたミル
クは温め直さず
作り直す。
・子どもの手の
届く範囲に物を
置かない。
・職員の食事準
備は、子どもが
寝て落ち着いて
からにする。
・職員の食事
は、食事スペー
スとし、子ども
の活動と生活の
スペースを十分
　確保する。
・職員は交代で
食事をとる。
・食後は遊ぶよ
りも睡眠できる
様な保育の流れ
をつくる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内容
記載欄)
・午前中に
外に出た際
に、10分程
ベビーカー
で眠ってお
り、食後は
眠たい
　様子はな
く、玩具を
手にしたり
機嫌よく遊
んでいた。
・棚の前付
近で遊んで
いた。
・棚の上に
置かれたバ
ケツとミル
クに興味が
向き、つか
まり立ちを
して棚の
　上に手を
伸ばした。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
熱湯を入
れたバケ
ツを玩具
棚の上に
置いて保
育室を出
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的内容
記載欄)
Ｃ保育士
　本児が遊
んでいる棚
の横付近で
他児の背中
をさすりな
がら寝かし
つけようと
　してい
た。
Ａ保育士
　他児の検
温をしてい
た。検温を
終え体温計
を戻そうと
立ち上がっ
た際にバケ
　ツが倒れ
る瞬間が見
え、バケツ
を拾い上げ
たが、湯は
こぼれてし
まった。

・本児が起き
ていた状態で
Ｂ保育士がそ
の場を離れ、
Ａ保育士・Ｃ
保育士に任
　せる状態に
なってしまっ
た。
・Ｂ保育士は
バケツに湯を
張った事、玩
具棚の上に置
いたことを伝
言せずその
　場を離れ
た。
・Ｃ保育士は
本児が遊んで
いるのは視野
に入っていた
が、バケツに
は手が届
　かないだろ
うと思ってい
た。
・Ａ保育士は
バケツ入りの
ミルクがある
のは見ていた
が、熱湯が
入っていると
　は思ってい
なかった。

・危険なものは
保育室に持ち込
まない。
・子どもの見守
りが不十分にな
る状況なら、そ
の場を離れな
い。
・子どもの心身
の発達を把握
し、状況に応じ
た危険予測をす
る。
・常に危機感を
持ち、子どもの
安全を第一に考
え、一歩先の予
測をして動く。
・起きている
子・寝ている子
の見守りの分担
を明確にする。
・子どもの動き
を職員同士で声
をかける。
・その場を離れ
る時には声を掛
ける。
・職員同士で危
険な事、気にな
る事は伝え合
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3693

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

38
0
名

0
名

0
名

9
名

22
名

7
名

名 5名 5名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

跳び箱を
走って跳
ばない、
手はパー
にしてつ
くなどの
使い方の
指導が不
十分だっ
た。子ど
もたちに
わかりや
すいよう
に伝え方
を考える
べきだっ
た。

跳び箱は
危険な運
動器具で
あること
を認識
し、保育
士が指導
方法を
しっかり
学習して
いく。跳
び箱を飛
ぶ時は、
横で丁寧
に関わる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

跳び箱は
３段で、
４歳児に
は適切な
高さだっ
たと思わ
れる。
サーキッ
ト方式で
他にも
マット遊
びなども
していた
ので、
セッティ
ングに余
裕がな
かったこ
とは考え
られる。

一つ一つ
の遊びに
余裕を
もって
セッティ
ングし、
気持ちが
焦らない
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

５人の保
育士の連
携をもっ
と密にす
ると良
かった。

サーキッ
ト方式に
するの
に、一つ
一つの活
動に余裕
をもって
セッティ
ングす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
サーキッ
トになっ
ていたの
で、テン
ションが
上がって
いた。自
分は跳べ
るという
気持ちで
思い切り
走り、跳
んだ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
跳び箱を
飛ぶのに
順番を守
るように
指導する
ことに気
が向いて
いた。一
人一人に
対してど
のように
手をつい
て跳ぶか
という指
導が不十
分になっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
サーキッ
トのそれ
ぞれの場
所で、子
どもの様
子を見な
がら指導
してい
た。

３歳児
と一緒
だった
ので、
緊張感
には欠
けてい
たと思
われ
る。

運動器具を
使う時は、
危険が伴う
ものである
ことを考
え、とっさ
の時にも対
応できるよ
うに活動を
予測し一人
一人に対応
し、けが予
防に努め
る。

3694

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― 10 名 名 名 名 名 名 名 10名 10名 4歳
2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
週

2.基
準配
置

―

「危険予
知トレー
ニング」
を利用し
ての研修
を再度
行った
り、実際
の事故事
例を参考
に危険予
防や対応
方法につ
いての話
し合いの
機会を増
やしたり
する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２９０　)
回/年

―

施設、設
備等では
事故の要
因はない
と考えら
れる

7.その
他

鉄棒の下
に緩衝材
なるもの
が敷いて
いなかっ
た。

鉄棒、太
鼓橋、雲
梯など落
下の危険
がある遊
具の下に
はマット
（スポン
ジ製）を
敷くこと
にした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
（他児と
その保護
者は近く
にいた
が）母親
と妹が離
れても本
児は一人
で鉄棒で
遊び続け
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
事務室に
いて、本
児が母親
と離れた
状態であ
ることに
気づいて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
本児の母
親と妹が
乳児室ト
イレにい
たことは
見ていた
が、本児
が母親の
いないと
ころで遊
んでいる
ことに思
いが至ら
なかっ
た。

鉄棒か
ら落下
した時
に手を
差し伸
べられ
る大人
が傍に
いな
かっ
た。

保護者に、
降園時に園
庭で遊ぶ時
は子供の近
くで見守っ
ていただく
よう知らせ
た。

3695

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

25
0
名

0
名

0
名

１
０
名

８
名

７
名

0
名

4名 4名 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯肉裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１、２)
回/年

1.基
準以
上配
置

―

毎月ヒヤ
リハッ
ト、怪我
簿を作
成。種類
や発生場
所、時間
帯等を分
析、数値
化し、毎
月職員会
議で周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

園外の安
全点検の
実施方法
や頻度が
明確に
なってい
なかっ
た。

散歩先
ルートの
他、予測
される危
険箇所の
定期的な
確認方
法、頻度
を確認の
上周知
し、職員
の共通理
解のもと
実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
動きに応
じた臨機
応変な職
員配置が
取れな
かった。

様々な場
面を想定
し、子ど
もの様々
な動きを
予測、想
定し、職
員間で声
を掛け
合ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
散歩等で
は、体を
動かすこ
とを好
み、先頭
で走って
いること
が多い。
事故発生
時も、意
欲的に走
り、体を
動かすこ
とを楽し
んんでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
担当職員
（対象児
の担任）
は、後方
グループ
に付いて
いた為、
対象児が
先頭グ
ループに
いること
は把握し
ていた
が、転倒
の瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的内容
記載欄)
先頭グルー
プに付いて
いた職員
は、4、5歳
児の担任で
あった。3歳
児担任が後
方にいるこ
と、対象児
が先頭グ
ループにい
ることは把
握していた
が、15名程
の大きな集
団になって
いたため、
対象児の転
倒の瞬間は
見ることが
できなかっ
た。

　集団で
走って移動
したこと
で、子ども
同士の衝突
が起きたと
考えられ
る。また、
先頭集団が
15名程と多
かったにも
関わらず、
後方に遅れ
ている児が3
グループに
分散してい
たため、各
グループに
保育者が一
人ずつに
なってい
た。先頭の
グループに
付く保育者
も1人になっ
ており、子
ども全体を
把握できる
職員配置に
なっていな
かった。

　自由に散
策しながら
移動する上
での、安全
に対する
ルールを保
育者で共有
すると共
に、子ども
たちにも伝
えていく。
　子どもの
人数に応じ
て、保育者
が十分な配
置になるよ
うに声を掛
け合う。

3696

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

31
０
名

０
名

０
名

０
名

０
名

31
名

0
名

２名 ２名 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/

日
― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午前中は
毎日運動
会の練習
で午後か
らの戸外
遊びを楽
しみにし
ており、
戸外に出
たばかり
で気分が
高揚し、
周囲をよ
く見てい
なかった
ため衝突
が起こっ
たと思わ
れる。

開放的な
気分にな
り一斉に
走り出す
ので、出
る前に十
分気持ち
を落ち着
かせてか
ら少人数
ずつ戸外
に出てい
くように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
本児はい
つも活発
でよく動
く。園庭
に出る際
も保育者
の合図を
待ちかね
て喜んで
出てい
く。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
園庭の砂
ぼこりが
ひどかっ
たので水
撒きをし
ながら固
定遊具の
子どもの
方を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
砂場や遊
具の近く
に猫の糞
があった
ので消毒
するた
め、これ
から出よ
うとして
いる年少
児にそこ
に入らな
いよう声
をかけな
がら、そ
ちらの方
を向いて
歩いてい
た。

園庭に
出て遊
び始め
てすぐ
のこと
で、保
育士も
立ち位
置や視
点が定
まら
ず、危
険度が
高い箇
所に気
を取ら
れてい
た。

水撒きや猫
の糞取り・
消毒などは
子どもが出
る前に済ま
せ、できる
だけ早く広
い視野で見
渡せるとこ
ろに立ち、
子どもの動
きに集中す
るようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3697

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 名 名 名
６
名

１
１
名

６
名

名 ３名 １名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘打
撲、右尺
骨骨折
右橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

延長保育
時の事故
が多い
為、遊び
の内容の
工夫、年
齢構成な
どの見直
しが必要
である。

延長時間
帯の過ご
しかたに
ついて、
安全に遊
べるよう
に話し合
いを進
め、具体
的なデイ
リーを作
成してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊具の使
い方につ
いて、
個々の職
員の判断
で使用し
ていた。

遊具につ
いて、職
員で使い
方を共有
し、園児
に対して
も伝えて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びが盛
り上がり
動きも活
発になっ
ていた。
その中
で、能力
以上の動
きをして
いた。

危険な動
きをして
いない
か、子ど
もの動き
をよく見
る。ま
た、危険
と判断し
た場合、
遊びを切
り上げる
などの配
慮をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
積み木を
跳んで遊
んでい
た。急に
両足飛び
で跳ぼう
とし、積
み木に足
を引っか
け転倒し
てしまっ
た。跳べ
ると過信
したと思
われる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
近くで見
守ってい
たが、対
象児の動
きを予測
できず、
止めた
り、回避
させるこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
それぞれ
のコー
ナーの園
児を見
守ってい
た。

運動能力も
高く、安定
して過ごし
ている年長
児であった
ため、見
守っている
職員に油断
があった。
遊びが続
き、気持ち
が高ぶって
いる様子で
あれば、声
かけも必要
であった。

子どもの状
況をひとり
一人丁寧に
見守って、
遊びのなか
で無理な動
きがない
か、よく確
認してい
く。

3698

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

67 名 名 名
23
名

２
３
名

２
１
名

名 ５名 ５名 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
遠位骨端
線離開

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(5)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
普段と変
わりなく
元気に遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
対象児が
見える場
所で、危
険な行い
をしてい
ないか注
意深く見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
園庭のそ
れぞれの
場所で他
の子ども
の遊びを
見守って
いた。

怪我を
する前
にも、
危険な
行為を
して転
んでい
る。

怪我をする
前にも、危
険な行為を
していたの
で、保育士
が止めるよ
うに伝え、
正しい方法
を指導して
いた。

3699

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 名 名 名
２
１
名

１
８
名

１
４
名

名 ４名 ４名 4歳
1.男
児

・運動が苦
手な傾向が

ある。

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

・遊具の使い方
を子どもに知ら
せ約束していな
かった事と、職
員同
　士が遊具の正
しい使い方を共
有していなかっ
た。
・当番の保育者
の人数に対して
遊びの内容が多
く、保護者対応
に
　も保育者の人
数がとられ、全
体の子どもに目
がいきとどいて
いな
　かった。
・園庭で遊ぶ
際、当番同士で
どの遊びにどの
職員がつくのか
を決
　めていなかっ
た。
・担任から当番
に引き継ぐ際、
クラスの子ども
たちにどの先生
が当
　番なのかを明
確に知らせて遊
びに入る習慣が
少ない傾向があ
る。

・遊具を
使って遊ぶ
前には、正
しい遊具の
使い方を伝
え約束して
　おくよう
にする。
・園庭で３
歳以上児が
合同で遊ぶ
際、どの遊
具にどの職
員がつく
　のか、ど
の遊びにど
の職員がつ
くのかを明
確にして、
保育をす
る。
　また、子
どもの様子
に合わせて
遊びの内容
を決め当番
同士が共
　有したう
えで保育を
する。
・当番が来
てから遊び
の約束事を
して遊び始
めるように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/

年
― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
大好きな
保育士に
肩車をし
て触れ合
うことで
気分も高
まり少
し、興奮
気味
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
危険な遊
具の使い
方をして
いるとい
う事への
気付きが
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
園庭で他
児の保護
者対応や
他の遊び
について
いた。

なし

・園内リス
ク会議、園
内研修など
で職員の研
修を強化す
る。
・職員同士
で危険な遊
び方に気付
き伝え合
う。

3700

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

95
５
名

12
名

17
名

23
名

19
名

19
名

名
１６

名
１６名 5歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折
（左側）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

・運動会
親子競技
の練習は
必要だっ
たのか？

・親子競
技の練習
は必要な
いと判
断。来年
度は実施
しないこ
ととす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(涌年)回/

年

今回の事
故時、大
き目のパ
ンツに児
童と職員
で片方ず
つ入り
走ったの
だが、職
員の体格
が大きく
適してい
なかった
可能性あ
り。走り
づらく、
足がもつ
れて転ん
でしまっ
た。

どんな場
面でも、
事故の起
きる可能
性を推測
し、危険
は回避す
ること。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・デカパ
ンのサイ
ズは適切
であった
か？
・児童と
職員の運
動能力の
違いは想
定できな
かった
か？

・運動会
当日はデ
カパンは
実施せず
他の親子
競技に変
更した。
・親子競
技の練習
の必要性
を検討し
た。（不
必要と判
断）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内容
記載欄)
本児は運動
が得意で張
り切ってい
た。職員と
デカパンに
入り、元気
にスタート
したが、職
員がペース
に付いて行
かれなかっ
たことと、
デカパンが
きつくて足
がもつれて
しまったこ
とにより職
員が先に転
倒。本児は
引っ張られ
る様に倒れ
こむ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
クラス内
の他の児
（知的障
害児）が
暴れてい
たことに
気を取ら
れ、本児
の組が走
り出す場
面は見て
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的内容
記載欄)
練習を行っ
ているト
ラック外
（砂場等）
で遊んでい
る児童を見
ながら練習
の様子を見
ていた職員
数名が、該
当児童と職
員のデカパ
ンを履く様
子から見て
いた。デカ
パンがきつ
そうと思っ
た職員あ
り。危ない
と感じたが
声はかけな
かった。

・準備
時に、
少しで
も危な
いと感
じた職
員は声
をかけ
るべき
ではな
かった
か？
・該当
職員
も、無
理かな
と感じ
たとこ
ろが
あった
ら臆せ
ず他の
職員に
託すべ
き。

緊急職員会
議を開き、
事故発生の
要因をすべ
て挙げて検
討し、「あ
らゆる危険
を想定す
る・危険と
感じたらす
ぐに伝え
る」を基本
に話し合い
を持った。

129 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3701

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

120
0
名

0
名

0
名

５
０
名

３
０
名

４
０
名

名 9名 9名 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
11)回/年

2.基
準配
置

― なし
1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

― なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)いつ
もよく遊
んでいる
友達の方
に行こう
としてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)担任
保育士は
鉄棒で他
児の手助
けをして
いたた
め、本児
達が走り
出した様
子は見て
いたが、
被災は防
げなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的内容
記載欄)年長
保育士は、
本児と男児
が遊んでい
ることには
気づいてお
り、様子を
見ながらそ
のまま本児
らの横を歩
いて通り過
ぎた直後、
本児と男児
がぶつかっ
たため、被
災を防ぐこ
とができな
かった。他
の保育士
は、それぞ
れ自分の近
くにいた子
どもと遊ん
でいたた
め、被災に
気づけな
かった。

保育士
の休暇
が複数
重なっ
たた
め、園
長と幼
児主査
が乳児
室で保
育にあ
たって
いた。

休暇の希望
に配慮しな
がらも、で
きる限り保
育に支障が
きたさない
ような配置
にしてい
く。また、
全幼児が戸
外で遊んで
いる時は園
長や主査が
園庭に出
て、全体の
様子を見守
れるような
体制をとれ
るよう努力
する。

3702

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

異年齢構
成

　
40名

名 名 名 名
20
名

20
名

0
名

2名 2名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

大腿骨頸
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4～6)回/
年

1.基
準以
上配
置

園庭遊び
での子ど
もの行動
（姿・活
動）予想
される状
況から
の、木か
らの転落
であり、
保育士の
配慮不足
と管理面
の不注意
が大き
かった
と、事故
発生状況
を省察す
る。
（ブラン
コ・ボー
ル投げす
る子ども
たちの対
応してい
た瞬間に
起きる）

職員の園
庭での子
どもの活
動時の立
ち位置確
認（声掛
け等）
木登りの
ルール・
登ってい
い所のポ
イント
マーク
（黄色ペ
ンキ）、
予防マッ
ト・土嚢
袋設置

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

マット・
クッショ
ンの用途
が兼ね備
え、衛生
面や管理
が行えや
すい備品
の環境設
置。

腐食の進
行が強い
木の伐採
（部分切
り落と
し）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

再度、子
どもたち
への遊び
方や遊具
等のルー
ル・決ま
りについ
ての指導
と話し合
い。

保育者が
促さなく
ても、
４.５歳
児が遊び
や遊具等
の決まり
などが分
かるよう
にとの
「見える
可」
例）木に
登ってい
い高さの
目印（黄
色のペイ
ント）

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
保護者か
ら前日の
小学校運
動会でも
一人で小
学校敷地
内に植え
られてい
る木に
登ってい
たとの事

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的内容
記載欄)
木を登って
いた対象児
の至近で対
象児を見て
いたが、近
くでボール
遊びしてい
た児童が保
育士にボー
ルを投げて
と要求し、
対応してい
る間に3Ⅿ近
くの高さま
で登り、友
達に手を
振っていて
支えとなっ
ていた枝が
折れ、バラ
ンスを崩し
落下したと
の推測され
る。（*5歳
児の話よ
り）＊対象
児が落ちる
瞬間は見て
いない

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
ブランコ
に乗る子
どもを見
守りなが
ら、全体
状況を見
える位置
に立って
いたが、
木登り状
況の姿は
見えてい
なかっ
た。

保育士
の子ど
もを捉
える視
点と、
子ども
の遊び
状況で
万が一
「起き
るので
は」と
の予測
と配
慮。

子どもの保
育状況の見
守る視点と
振り返り
と、配慮・
援助として
の指導。
＊事故当時
の共通理解
としての、
全職員での
現場検証。
（現地確認
としての省
察）

3703

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5歳以上
児

21名
１３

名
１１名 6歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨骨
折・右前
腕橈骨骨
折（ひ
び）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１ )回/
年

2.基
準配
置

・複数の
子ども達
が虫捕り
に夢中に
なり公園
外（砂
利）にも
出そうに
なり注意
する範囲
が広く
なった。

・固定遊
具に限ら
ず、自然
物に触れ
るなど環
境を通し
ていろい
ろな遊び
を展開す
ることで
行動範囲
が広がっ
てしまっ
た。職員
の連携を
図り、子
ども達へ
の言葉か
けが重要
であっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
１年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
２年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

―

・安全点
検の必要
性を職員
間で再確
認すると
共にすべ
ての点検
を行ない
安全に配
慮する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・数名の
子ども達
が虫捕り
に夢中に
なり公園
外（砂
利）へ出
そうにな
るなど保
育士の見
守る範囲
が広がっ
た。

・事前の
下見から
職員間の
固定遊具
の対象年
齢や遊び
方等を把
握し子ど
も達と約
束する。
また、他
施設にも
遊びに行
くことを知
らせなが
ら情報を
確認して
おくことが
必要だっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
・機嫌よ
く登園し
元気に遊
び始め
る。た
だ、散歩
の際に
は、保育
補助者が
一緒に行
くことを
喜び多弁
になって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
・虫捕り
に夢中に
なり築山
の裏側に
子ども達
が集中し
た為、築
山に上
がってい
たが、本
児の危険
を察知し
て注意し
ようとし
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・滑り台
に子ども
がいたの
でその子
たちに関
わってい
た。

・日頃使
い慣れて
いない固
定遊具に
対して職
員の事前
予測が曖
昧となり
子ども達
への注意
喚起が徹
底されな
かった。
また、子
ども達の
動きが広
範囲に
なってし
まった。

・固定遊具の
遊び方を子ど
も達に知らせ
ながら、職員
間で声を掛け
合い連携を密
にする。ま
た、遊びの中
の約束を確認
しながら、子
ども達に見通
しを持たせて
おくことも必
要だった。園
外保育の子ど
も達の動きを
予見し、引率
する職員を増
やす等の対応
が必要であっ
た。

3704

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

1 名 名 名 名 名 名 名 0名 0名 5歳
2.女
児

―

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯外傷
性歯の脱
臼　下唇
裂創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(毎週)回/
年

1.基
準以
上配
置

その日の
状況によ
り子ども
は保護者
がお迎え
に来る
と、その
後保育者
の言葉が
入り難い
時があ
る。

保護者へ
ケガが起
こりやす
いケース
を知ら
せ、手を
つなぐ
等、転倒
しそうに
なった時
に防止で
きるよう
な点を伝
えていく

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/

年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/

年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/

年

建物に段
差がある

こと

将来的に
段差を解
消できる
よう改造
や修繕を
検討する

7.その
他

なし

送迎時に
このよう
な事故が
起こる可
能性があ
ることを
わかりや
すく伝え
たり、掲
示による
啓発を行
い周知を
図る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
日々慎重
で安全に
遊べ、大
人の話も
聞ける子
である
が、お迎
え時は早
く家に帰
りたいと
いう心理
があると
思う

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
保護者と
玄関を出
た後なの
で見るこ
とは出来
ませんで
した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保護者と
玄関を出
た後なの
で見るこ
とは出来
ませんで
した

なし

お迎え時
に、一声注
意喚起を行
う
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3705

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20
0
名

0
名

4
名

1
名

9
名

6
名

名 2名 2名 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 6.その他
顔面(口
腔内含
む)

上前歯４
本打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

保育園の
約束事と
して保育
室内では
走らない
という

ルールが
あるが、
ホールか
ら室内に
入る時に
も注意が
必要であ
ることは
職員間で
徹底され
ていな

かった。

職員間で
再度約束
事の確認
をし、

ホールか
ら室内入
り口での
事故の危
険性を周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
52　)回/
年

なし なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

トイレに
付いてい
た保育士
は、声が
けを行っ
たがその
まま止ま
らず走っ
ていって
しまっ
た。

声がけだ
けではな
く、共に
行動して
危険を知
らせてい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ホールを
走って移
動しその
まま勢い
よく保育
室内に入
り、保育
室にいた
他児に衝
突する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育室入
り口のブ
ロック
コーナー
に付いて
おり、衝
突の瞬間
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
遊ぶ他児
を見てい
たため、
事故の瞬
間は見て
いなかっ
た。

日頃から活
発な様子が
あり、部屋
の移動時等
にも走る姿
がみられて
いたにもか
かわらず、
本児の行動
の予測が足
りていな
かった。ま
た、保育士
同士の声が
け等連携が
足りていな
かった。

常に保育士
間で子ども
の居場所や
動き等伝え
合い、室内
入り口付近
ではホール
やトイレ側
にも目を向
け移動する
子どもの様
子を把握で
きるように
する。

3706

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 名
7
名

5
名

8
名

10
名

5
名

名 5名 5名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

前腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

事故防止
チェック
は行って
いるが、
職員全体
の周知が
徹底され
ていな
かった

（会議・
昼礼等で
伝えてい
るが言葉
のみで分
かりやす
い状況で
はなかっ

た）

園庭マッ
プを作成
して、職
員全員に
危険個所
の周知を

行う

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2～5歳児
の職員が
3人での
園庭遊び
は、見守
り体制が
不十分な
のではな

いか
（1歳児7
名・職員
2名も園
庭遊びを
してい
た）

職員体制
が整わな
い状況な
らば、遊
具を厳選
するか、
無理をし
て園庭遊
びをしな
い

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
いつと変
わりなく
活発に遊
ぶ

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
何度か飛
び降りる
姿があ
り、その
都度危な
いからや
めるよう
に声を掛
けていた
再度声を
掛けてい
る時に飛
び降り、
間に合わ
なかった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
飛び降り
た反対側
の階段で
別の子ど
もの動き
に気を
配ってい
たため、
飛び降り
る瞬間に
対応でき
なかった

普段は
利用し
ない土
曜保育
で、気
持ちが
少し高
ぶって
いた

声がけだけ
ではやめら
れない状態
（興奮状
態）の時
は、遊びを
止めて落ち
着いてか
ら、本人と
向き合って
何故危険な
のかを話す

3707

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

81
5
名

10
名

10
名

16
名

２
０
名

２
０
名

名 10名 10名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左とう骨
尺骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/

年

2.基
準配
置

鉄棒下に
はマット
を敷いて
安全対策
をとって
いたが、
見守りの
職員がそ
の場につ
けていな
かった。

ジャング
ルジムや
すべり台
には必ず
職員がつ
くように
していた
が、鉄棒
も安全に
遊べてい
るか大人
の見守り
ができる
よう気を
つける。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
４～５　)
回/年

固定の鉄
棒であ
り、バー
にも特に
問題な
し。

今後も鉄
棒使用時
は必ず
マットを
敷き、職
員を配置
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

こどもた
ちの中に
鉄棒遊び
での危険
について
の意識が
薄かっ
た。

遊具の遊
び方につ
いて子ど
もたちと
危険なこ
となど確
認してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

(具体的
内容記載
欄)
鉄棒の
バーに座
り前に飛
び降りよ
うとして
バランス
を崩し、
後ろ側に
落ちた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
鉄棒へ移
動した本
児の動き
に気づけ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

(具体的
内容記載
欄)
乳児クラ
スの児が
入室する
ため、乳
児担当職
員は乳児
について
おり、幼
児の遊び
の様子を
把握でき
ていな
かった。

幼児担
当職員
の２名
で園庭
を見
守って
いる体
制で、
乳児が
入室で
移動し
ている
中、全
体的な
見守り
が手薄
になっ
ていた
と考え
られ
る。

全体を見守
る職員や遊
具につく職
員の配置を
見直した。

3708

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

22 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳
1.男
児

身長114.7
ｃｍ　　体
重16.5Kg

2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特に無し 特に無し
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

特に無
し。

一人でバ
ランスを
崩して転
んだ為、
特に無
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に無し

柔軟性・
筋力を高
めるなど
身体を十
分に動か
す遊びを
取り入
れ、怪我
をしない
体をつく
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
お片付け
の時間
で、自由
に動きま
わる事が
出来た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的内容
記載欄)
転ぶ直前に
「走ったら
転ぶよ」と
声をかけ
た。怪我に
繋がるよう
な音や転び
方では無い
と思った
が、転んだ
時もすぐに
「大丈
夫？」と声
掛けをして
いる。本人
が「大丈
夫」と答
え、変わっ
た様子も無
かったた
め、給食の
準備・給食
へ子ども達
を誘導す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育室内
で他の子
ども達と
一緒に片
付けをし
ていた。

特に無
し

部屋の中を
走り回らな
い事を約束
として習慣
付ける。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3709

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

29 名 名 名 名 名 名 3名 3名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
の脱臼・
歯の打撲

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

―

室内で子
どもたち
の行動予
測を再度
行う。子
どもたち
とも危険
な行動に
ついて話
をする

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

―

着替え、
着脱の際
の室内の
環境を見
直しを行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

注意喚起
を行った
後も行動
を見守
り、改善
されてい
るか確認
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

着替えの
最中に他
の子ども
と服を振
り回しふ
ざけるよ
うな行動
が見られ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

シャワー
をかかる
子どもた
ちに付い
ていてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にて
片づけを
している
子どもた
ちに関
わってい
る。
給食の準
備を行っ
ていた。

―

安全な行動
について再
度検討す
る。

3710

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

名 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 6歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足踝部
の剥離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

特記事項
無し

怪我の状
態、観察
事項等の
再確認を
研修を通
じ、行っ
てゆく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

靴のサイ
ズ、履き
方を崩し
ている場
合歩行に
支障をき
たし、転
倒しやす

く
なる恐れ
がある。

屋外履き
だけでな
く、室内
履きにお
いてもサ
イズの確
認、靴の
履き方の
指導をし
てゆく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

水を汲ん
だ際、床
にこぼれ
ると滑り
やすくな
る危険性
がある。

室内を始
め、水場
の近くで
は拭き上
げを細目
に行う。
また、室
内での
移動は慌
てず歩く
よう伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載

欄)
水分補給
と排泄を
済ませた
ら室内遊
びへと移
行するの
で、早く
玩具で遊
びたいと
いうはや
る気持ち
があった
かもしれ
ない。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的内
容記載欄)
保育室へ移
動の場面
だったた
め、階段と
保育室を繋
ぐ位置に
立ってい
た。本児が
足を挫き鳴
き声を上げ
たのですぐ
にその場に
駆けつけ様
子の確認を
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
各職員は
担当クラ
スの保育
対応にあ
たってい
たため、
担当者、
対象時は
見ていな
かった。

ウォー
ター
サー
バー他
児も並
んでい
るが離
れた場
所から
並ばせ
ている
ため気
持ちが
前に出
て転ぶ
可能性
があ
る。

ウォーター
サーバー近
くに保育士
は移動して
声をを掛け
気持ちを落
ち着かせ並
ばせてゆ
く。

3711

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

10 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２　　)
回/年

1.基
準以
上配
置

―

保育士が
声掛け等
をきちん
と行い走
らないよ
うに子供
たちにき
ちんと伝
える

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回

/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回

/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回

/年
―

今回の事
故は施

設、設備
等に原因
が無い為
特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

危険を伴
う行動を
しないよ
うに子供
にきちん
と話す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

整列をす
る為その
場に走っ
て行って
る時に正
面から来
た男児と
ぶつか
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
にはいた
が一瞬の
出来事で
ぶつかっ
た本人だ
けを見て
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子ど
も達を整
列させる
ために指
示をして
いた。

―

保育士が声
掛けを行い
走らないよ
うに子供た
ちにきちん
と伝える。

3712

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

8名 名
3
名

名
3
名

1
名

1
名

名 3名 3名 1歳
2.女
児

―

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(８)回程
度/年

1.基
準以
上配
置

―

送迎時の
子どもの
見守りに
ついて、
保護者へ
の啓発方
法を考え
る

1.定期的
に実施

実施頻度
（２４)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

―

玄関周辺
に子ども
が躓きや
すい箇所
がないか
点検する

7.その
他

―

保護者に
は園舎内
まで送迎
してもら
うことに
してい
る。園内
とはいえ
個々の送
迎時に園
舎外を保
育者が見
守ること
は体制上
困難であ
り、引き
続き保護
者の責任
のもとで
見守って
もらう

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
同じよう
に登園し
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者に
は園舎内
まで送迎
してもら
うことに
してお
り、送迎
中は保護
者の責任
のもとで
子どもの
見守りを
してもら
うように
している
ため

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者に
は園舎内
まで送迎
してもら
うことに
してお
り、送迎
中は保護
者の責任
のもとで
子どもの
見守りを
してもら
うように
している
ため

―

送迎時の子
どもの見守
りについて
保護者に啓
発する

3713

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 0 9 2 0 0 0 0 3 3 1歳
2.女
児

保育室を歩
いていた時
に、走って
いた他児と
ぶつかり、
バランスを
崩して転倒

した。

2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(その都

度)

1.基
準以
上配
置

動きが予
想ができ
なかっ
た。

事故トラ
ブル報告
書の内容
の充実と
検討会数
を多くす
る。
子ども達
の動きを
予想して
保育す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/週

　なし 　なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

かみつき
をする児
がいるた
め、その
子に目が
いってし
まってい
た。

オムツ交
換は1人
で行い、
けが等な
いよう
に、見守
りの保育
士を2人
で行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
　保育室
を歩き
回ってい
た。
　

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
　ケガ等
が無いよ
うに全体
の子ども
達の見守
りをして
いた。
　
　
　

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
　一人は
他児のオ
ムツ交換
の準備を
してい
た。もう
一人は排
便処理の
為トイレ
に入って
いた。

本児は
まだ足
取りも
弱く、
ぶつ

かった
時にバ
ランス
を崩

し、転
倒し
た。

保育室では
走らない様
に、興味を
持てるもの
等、環境を
整え見守
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3714

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

11 名 名 11 名 名 名 名

一
時
保
育

3名 2名 2歳
1.男
児

・事故当
日、保護者
と共に受

診。保護者
の意向によ
りレントゲ
ン撮影は行
わず、エ
コーをと

り、右下腿
挫傷との診
断となる。

再診時
（翌々

日）、歩か
ない状況が
変わらず、
保護者同意
のもとレン
トゲンをと
り、今回の
診断とな

る。

2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

螺旋状骨
折（右脛
骨）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

―

夕方とい
う時間帯
の子ども
の状況
（疲れや
集中力の
低下によ
り、転倒
や怪我に
つながる
行動が見
られるこ
とを予測
した保育
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

―

子どもの
動線を考
えた上
で、遊び
の設定を
行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもの
遊びを見
守りつ
つ、遊ん
でいない
玩具は片
付ける。
状況によ
り、設定
を変える
など遊び
に集中で
きる環境
をつく
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
子どもの
動き全体
が見える
位置に座
り、他児
と関わっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
排泄のた
め、トイ
レについ
ていた。

―

担任以外の
保育士が保
育を担当し
ていた。保
育にあたる
保育士が子
どもの状況
を把握し、
動きが把握
できる位置
に立つなど
視覚をつく
らないよう
にすること
を改めて確
認する。

3715

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 名 名 名
13
名

11
名

12
名

名 4名 3名 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

クラス担
当２名の
うち１名
が産休に
入り、代
替の職員
の配置は
あったも
のの、も
う一人の
担当がク
ラス児を
把握しな
くてはい
けない状
況にあ
り、見き
れていな
かった。

幼児担当
の職員同
士で、大
人の動き
を確認し
合って保
育にあた
ることを
徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

入園した
ばかりで
園の環境
になれて
いなかっ
た。

新しい環
境に慣れ
るまで至
近での見
守りをよ
り丁寧に
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児の
身体発達
や体力面
等を把握
しきれて
いない状
態で、園
庭での活
動をさせ
てしまっ
た。

対象児の
把握の徹
底。活動
に参加さ
せる際の
見極めと
注意点の
確認。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
保育の経
験はあ
り、不安
がった
り、遊べ
ない様子
はなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
他児の対
応をして
いたが、
転んです
ぐに本児
につき、
身体の状
況を確認
し、手洗
いさせ事
務室の看
護師に見
せに連れ
ていく。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載

欄)
他児の対
応をして
いて、そ
ばにはい
なかった
が様子を
見守って
いた。

スコッ
プを
持って
走って
いたの
で、足
がもつ
れての
転倒と
考えら
れる。

スコップな
ど大きなも
の、長いも
のなど手に
持って走る
ことの危険
性を子ども
たちに伝
え、そのこ
とをお約束
として守っ
てもらい安
全に遊べる
よう指導し
ていく。

3716

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 名 名 名 名
7
名

10
名

名 １名 １名 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

ソフト面
について
は事故発
生要因は
ないと考
えられる

ソフト面
について
は改善策
はないと
考えられ
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

転倒した
付近に危
険物はな
く、施設
点検も

行ってい
たことか
ら、安全
面は確保
できてい

た。

所庭には
芝が敷い
てあり、
転んでも
けがをし
にくい環
境ではあ
るが、今
後も点検
等で、安
全面の確
保に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
は保育士
の目の届
く場所で
遊んでお
り、危険
な遊びを
している
子はいな
かった。

子どもが
着用して
いる衣服
や履物は
運動に適
している
ものか、
チェック
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
普段と変
わらず、
体を動か
して元気
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
対象児の
遊びをそ
ばで見
守ってい
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
所庭に出
ていた、
４・５歳
児クラス
担当１名
であった
ため、他
の職員は
いなかっ
た。

― ―

3717

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34
0
名

0
名

0
名

14
名

9
名

11
名

名 2名 2名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
約１　)回
/年

2.基
準配
置

ブランコ
の乗り方
のルール
として手
を離さな
い・物を
持ったま
ま乗らな
い・ブラ
ンコが動
いている
間は前や
後ろを通
らない等
あるが、
大きく漕
ぐことに
関して

は、制限
をしてい
なかっ
た。

ブランコ
の乗り方
の見直し
を改めて
行う。
（危険と
保育士が
判断した
ら一度止
めるな
ど）子ど
もとルー
ルを周知
し、保育
士は、留
意し見守
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

―

対象児の
想定外の
行動によ
る事故で
施設・設
備等の点
検では防
げなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園は園
のすぐ側
にあり、
約週3回
遊びに行
く公園

保育の状
況は、普
段通りで
改善する
ところは
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
9月頃から
ブランコを
上手に漕げ
るようにな
り、普段通
り速度を上
げて大きく
漕ぐ。耳元
に蚊が飛ん
できて払お
うといて右
手を離し、
バランスを
崩して両手
を離して落
下する。右
半身から落
下。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的内
容記載欄)
ブランコの
側に付き、
全体を見な
がらブラン
コを漕いで
いる子を見
る。大きく
漕いでいる
対象時に
「手を絶対
に離さない
でね」と声
掛けをす
る。落下す
る瞬間は見
ていたが、
落下を防ぐ
ことはでき
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
全体を見
渡せる場
所で大繩
を回して
いた。ブ
ランコか
ら少し離
れた場所
に居たた
め落下を
防ぐこと
はできな
かった。

―

大きくブラ
ンコを漕い
でいる対象
児を一度止
めて、漕ぎ
すぎないよ
うに促すべ
きだった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3718

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 名 名 名 名 名 名 0 ２名 ２名 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
の脱臼・
外傷性歯
の亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/

年

1.基
準以
上配
置

―

いつも
行ってい
る活動で
も事故が
起こるか
もしれな
いという
意識を
もって保
育する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/

年
―

床が板張
りのた
め、靴下
では滑り
やすいの
で、
シューズ
を履いた
り、保育
室内では
走ったり
しないよ
うに、必
要に応じ
声を掛け
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育室に
移動後は
シューズ
を履くこ
とになっ
ていた
が、
シューズ
を履かず
に靴下の
ままで
あった。

朝の合同
保育から
移動後
は、すぐ
にシュー
ズを履く
よう声を
掛ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
所持品の
始末に気
持ちが向
かず、保
育士に促
されてぐ
ずりなが
らも始末
しようと
してい
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
所持品の
始末をす
るように
声を掛
け、出席
ノートを
確認する
ため少し
の間目を
離してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
担当以外
はその場
にいな
かった。

―

園児から目
を離さず、
保育室内で
の活動の仕
方を指導す
る。

3719

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

― 23 4名 4名 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

無し

保育士の
立ち位置
をしっか
り、クラ
ス内では
なしあ
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

無し

前もって
下見をし
てから危
険な場所
や物がな
いか確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し

環境がそ
の年齢に
合ってい
るかを再
度確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)

転倒し
た際に
４人の
保育士
が状況
の把握
や共有
がな
く、す
ぐに異
常に気
付くこ
とが出
来な
かっ
た。

園外保育で
の保育士の
立ち位置と
子どもの状
況把握の共
有の改善。

3720

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

20 名 名 名
８
名

名
１
２
名

名 ２名 ２名 6歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/

年

2.基
準配
置

施設から
指示され
ていた人
員を配置
する。

人員配置
に問題は
ない。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

３～６歳
児が使用
できる遊
具で年齢
に無理な
く使え
た。

安全点検
を行って
いて、特
に問題は
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

使用した
ことのな
い遊具な
ので、予
想してい
た以上の
注意が必
要だっ
た。

子ども一
人ずつ使
うように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
初めて使
う遊具で
気持ちが
高まって
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的内容
記載欄)
使う前に約
束事（ゆっ
くり手をか
け、次は足
をかけて登
る。降りる
ときは、
「今から降
ります」と
声をかけ
る。前の友
だちが終
わってから
次の友だち
と交代す
る）をして
から子ども
に使わせ、
側で見守
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
周辺で遊
ぶ子ども
たちを見
守ってい
た。

子ども
３人が
その場
所を使
用して
いた。

子ども一人
ずつ使うよ
うにする。

3721

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21
0
名

0
名

0
名

7
名

8
名

6
名

名 2名 2名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

環軸関節
回旋位固
定

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３～４)
回/年

2.基
準配
置

―

縄跳びの
正しい跳
び方の指
導方法の
徹底

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/

年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/

年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/

年
―

縄跳びの
種類や長
さの調整
を行う

7.その
他

縄跳びの
長さが本
児に合っ
ていな
かった。
縄跳びの
回し方が
うまくで
きていな
かった。

縄跳びの
正しい跳
び方を指
導する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
両手で縄
を持ち、
大きく腕
をまわし
て前跳び
の練習を
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)
園庭全体が
見渡せる位
置で子ども
たちが縄跳
びをする様
子を見守
り、迎えに
来ていた保
護者の対応
も行う。本
児が首の痛
みを訴えた
為、お迎え
に来ていた
母と共に視
診をし、保
冷、湿布を
取りに行
き、すぐに
処置を行
う。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
他の遊具
で遊んで
いる子を
見守ると
共に、受
け持ちク
ラスの保
護者対応
を行う。

―

目を離さな
い、見守
り、保護者
対応等、役
割を明確化
する

3722

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

20 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

跳び箱の
真横で補
助ができ
ていな
かった

跳び箱を
行う際
は、速や
かに援助
ができる
よう、跳
び箱の真
横に補助
につく

1.定期的
に実施

毎日実施
1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

毎日実施

跳び箱自
体にまだ
慣れてお
らず、安
全で正し
い跳び方
ができて
いなかっ
た

繰り返
し、且つ
丁寧に発
達段階や
順序を考
慮した指
導を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

複数の支
援が必要
な園児が
おり、保
育士は安
全に気を
配りつ

つ、クラ
ス全体を
見ながら
補助を

行ってい
た

要支援児
につく保
育士と、
遊具につ
く保育士
等役割分
担を明確
に行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
いつもと
変わらな
い様子
で、運動
遊びも意
欲的に取
り組んで
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
跳び箱の
近くで本
児の様子
は見てい
たもの
の、突然
バランス
を崩した
本児に手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の子ど
もの対応
をしてい
た

―

運動遊びを
行う際は、
＋αの職員
配置を行う
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3723

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

25 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ関
節脱臼骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/

年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/

年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

―

遊具の破
損等はな
いため、
これまで
通り使用
していき
たい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

これまで
以上に注
意するよ
うにして
いきた
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
元気で活
発な子だ
が、少し
身長が低
く活動内
容に無理
があっ
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
運動会に
向けて運
動会での
競技に見
立てて、
鉄棒を飛
び越える
という内
容を一人
ひとり
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)用具
の片づけ
をしてい
て、鉄棒
の取り組
みについ
ては確認
していた
が、内容
について
認識して
いなかっ
た。

鉄棒の高さ
は４歳児全
員が無理な
く、前回
り、足かけ
などを全員
が出来てい
たため行っ
た活動で
あったが、
担当した職
員は新任１
年目の職員
であり、運
動会の練習
という活動
を行った後
での活動内
容としては
無理があっ
たのではな
いか。

各職員同士
での活動内
容の共有、
子どもたち
の活動後の
状態など新
任に向けて
の研修等、
こまめに
行っていく
ことが必要
だったと思
います。

3724

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 名
5
名

5
名

7
名

名
 1
名

1　名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左母趾中
足骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

今回の事
故に関し
ては特に
問題がな
かった

改善点は
特になし

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（52)回/
年

今回の事
故に関し
ては特に
問題がな
かった

改善点は
特になし

7.その
他

今回の事
故に関し
ては特に
問題がな
かった

改善点は
特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
足洗い場
へ向かお
うとした
とき、後
方より
走ってき
た友達と
ぶつか
り、左足
を手で押
さえてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
足洗い場
で他の子
ども達の
足を洗っ
ていた
為、危険
であるこ
とを知ら
せようと
声をかけ
たが、衝
突を避け
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
もう1人
の担当者
は、室内
にて作業
をしてい
た。

子ども
達の足
を洗い
なが
ら、足
洗い場
に来て
いない
子ども
達をみ
ている
状況に
なって
いた。

足洗い場に
は走らずに
歩いてくる
ように促し
i、子どもが
全員揃って
から足洗い
を始めるよ
うにする。

3725

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

67
2
名

７
名

１
１
名

13
名

16
名

18
名

名 11名 4名 6歳
2.女
児

―

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨
折、右前
距腓靱帯
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ルがある
ことを職
員に周知
してい
く。
職員に定
期的に安
全な保育
や子ども
への関わ
りについ
て話をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年
実施頻度(
3 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/

年
実施頻度(
24  )回/

年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/

年
―

安全点検
の時だけ
でなく、
危険がな
いか常に
意識する
ようにし
ていく

7.その
他

―

子どもの
様子をよ
く見て、
すぐに対
応できる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
いつもの
ように保
護者に引
き渡し
後、園庭
のブラン
コで遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
保護者に
引き渡し
た後のた
め、保育
室にて他
児の保育
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育室に
て担当年
次の保育
をしてい
た。

―

ブランコを
降りて園庭
側に行く際
は、タイヤ
は飛び越え
たり乗った
りするので
はなく、
ゆっくり歩
いてタイヤ
をまたいだ
り、タイヤ
とタイヤの
間を通った
りすること
を知らせて
いく。

3726

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

17 名 名 名 名 名 名 名 ４名 ３名 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

―

今回の事
故の検
証、マ

ニュアル
の再度の
周知を行
い、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

―

毎日の遊
具等の安
全点検の
実施と危
険と思わ
れる箇所
等の報告
や改善

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄）
友だちを
探してい
る中、歩
いていた
ら転倒し
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
片付けや
他の子ど
もの対応
に追われ
てしまっ
て、転等
時の状況
把握がで
きていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
給食前で
片付け等
を各クラ
スで行
い、それ
ぞれのク
ラス活動
だったた
め、その
時の状況
が把握で
きなかっ
た。

活動の
切り替
え時

だった
ため、
他の子
どもや
遊具の
片付け
等色々
な事に
注意散
漫に

なって
しまっ
た。

特に活動の
切替え時に
は事務所、
フリーの職
員も対応
し、広い視
野で様子等
把握できる
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3727

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

30 名 名 名 名 名 名 名 ４名 ４名 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕の鎖
骨
(令和元
年11月14
日（木）
完全治
癒）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/

年

2.基
準配
置

―

今回の事
故の検
証、マ
ニュアル
の再度の
周知を行
い、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

毎月の自
己点検を
しっかり
と行い報
告する。

園外保育
での活動
では、周
囲の状況
や地面の
様子も考
慮に入れ
事前の下
見や子ど
もの動き
を予想

し、安全
面に十分
配慮した
活動を計
画する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

毎日保育
に活用し
ている公
園ではな
いので、
場所慣れ
していな
かったこ
とも考え
られる。

砂に足を
取られる
場合もあ
るので、
草取りは
もちろん
のこと地
ならしも
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄）
・運動会
を楽しみ
にし、笑
顔で張り
切ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
・準備段
階から一
人ひとり
の表情を
みて並ば
せたり、
名前を呼
んで走る
気持ちを
意識させ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・転んだ
様子も把
握し、駆
け寄ろう
かと体制
をつくっ
たが、本
児がすぐ
立ち上が
り走り出
したので
誉めなが
らゴール
まで見届
けた。

園庭で
は転ぶ
ことな
く走っ
ていた
ので、
大丈夫
と本児
を信頼
してし
まっ
た。

本児にとっ
て初めての
運動会なの
で、うれし
い気持ちを
受け止めな
がらも子ど
もの動きを
予測して、
環境に慣れ
るよう少し
ずつ活動し
ていくよう
にする。

3728

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 名 名 名
５
名

12
名

14
名

名 ４名 ４名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右示指亀
裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

見張りの
職員の数
も十分
で、近く
にいた職
員が、対
象児が一
人で転ん
だ場面を
見たが、
止めるこ
とはでき
なかっ
た。

職員間で
見張りの
詳細な場
所を決め
ていたこ
とで、各
場所に目
が行き届
き、　一
人で転ぶ
場面も近
くで見る
ことがで
きたた
め、引き
続き見守
りをしっ
かり行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

何もない
平地で足
がもつれ
て転んだ
ため、
ハード面
での問題
は何もな
い。

走ること
に夢中に
なって遊
んでいる
時は、転
ばないよ
うに声を
かけ、
しっかり
と見守
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体の
他、役割
の場所の
見守りを
してい
た。

いつ、危
険な状況
になるか
分からな
いため、
未然に事
故を防げ
るよう、
引き続き
全体の
他、ポイ
ント毎の
見守りを
しっかり
と行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
いつも通
り元気に
遊び回っ
ていた。
走ってい
る時に足
がもつれ
転んでし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
対象児が
怪我をし
た近くで
見守りを
し、対象
児が転ぶ
瞬間、手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載

欄)
別の場所
で見守り
をしてい

た。

ポイン
ト毎に
しっか
りと見
守りを
行って
いた
が、瞬
時に動
くこと
ができ
なかっ
た。

子どもの予
期せぬ行動
に、すぐに
対応できる
ようにす
る。

3729

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

20 名 名 名 名 名 名 名 ３名 ２名 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

―

担当クラ
スだけで
なく、複
数のクラ
スが同じ
場所で遊
んでいる
時は、連
携しなが
ら子ども
たちを見
守る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１０～１
２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１０～１
２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１０～１
２)回/年

コンク
リート部
分で走っ
たことで
の転倒。
砂です
べってこ
とも考え
られる。

状況を見
て、砂を
掃くなど
配慮が必
要

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

タイヤや
ままごと
遊びの道
具がホー
ル前のコ
ンクリー
ト部分に
置いてい
るため、
自由に走
ることが
できる状
況ではな
いと思う
が、やは
り砂です
べったこ
とが考え
られる。

走っては
いけない
ところの
環境設定
（走れな
いように
遊具を配
置する、
遊びの住
み分けな
ど）　に
配慮する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
普段から
自由にあ
そぶこと
のできる
児。虫取
りが大好
きでダン
ゴムシを
捕まえ、
うれしく
はしゃい
でしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
園庭での
自由遊
び、他の
クラスも
園庭に出
ていた状
態。落ち
着いて虫
探しをし
ているよ
うに見
え、配慮
の必要な
児をみつ
つ全体を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他クラス
の児を見
ていた。

―

３クラス園
庭に出てい
たので、横
のつながり
を持ちなが
ら遊びを見
守る。

3730

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手第三
指基節骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

トイレの
見守り職
員は配置
されてい
なかっ
た。

子ども達
にトイレ
の使い方
を確認
し、扉に
は、触ら
ないよう
に伝え
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

―

トイレの
危ない箇
所はない
か点検を
してい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

トイレの
扉を中か
ら抑えた
り、外か
ら押さえ
たりする
ことで、
ケガが発
生した。

子ども達
にトイレ
の使い方
を確認
し、扉に
は、触ら
ないよう
に伝え
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、給食
後にトイ
レに行っ
たときに
事故が起
こった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラス担
任は、ク
ラスで子
どもたち
の保育を
行ってお
り、本児
が数人で
トイレに
行ったこ
とは、確
認してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4歳児
は、一人
で保育を
していた
ので、他
の職員は
不在。

―

子ども達に
トイレの使
い方を確認
し、扉に
は、触らな
いように伝
えた。

3731

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

12 名 名 名 名
12
名

名 名 ２名 2名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

2.基
準配
置

職員間
で、児の
状況につ
いて又、
集団の状
況につい
て日常的
に職員間
で話し合
いの機会
を設けて
いく。

公園の規
模により
職員の数
を増やす
ことも検
討してい
く。

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年
公園に
行った都
度

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年
公園に
行った都
度

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

前日の天
候などに
よる公園
の状況の
変化を確
認する。

園児の人
数やクラ
スの割合
により遊
ぶスペー
スや遊び
の内容に
配慮す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ

り

予定して
いた公園
に他園の
児が多

かったた
め、広い
公園へ移
動してい
た。鬼

ごっこを
するとき
は、周り
に他園の
児がいな
い場所を
選んでい

た。

園児数、
保育者数
により行
く公園の
選択をし
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ルールを
守れな
かった
り、他児
との距離
感も問題
はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

自ら他児
に声掛け
をし遊び
を展開し
ていたの
で、危険
性を感じ
ることな
く見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラスの
児全員で
ひとつの
遊びをし
ていたの
で、一緒
に見守っ
ていた。

予測危
険個所
見守り
の対応
が必要
であっ
た。

危険な行動
をしていな
くても、予
測し保育に
あたってい
く必要があ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3732

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

11 名 名 名 名 名 名 名 3名 2名 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

―

今回の事
故の振返
りも含め
た危機管
理マニュ
アルを策
定し、グ
ループ

ワークを
含めた園
内研修を
実施して
いる。

1.定期的
に実施

毎日安全
点検

1.定期的
に実施

毎日安全
点検

1.定期的
に実施

毎日安全
点検

大型アス
レチック
の１階床
面は、ゴ
ムチップ
を施工し
クッショ
ンとなっ
ている

が、骨折
を防ぐこ
とができ
なかった

ゴムチッ
プの上に
更なる緩
衝材を設
置し、安
全対策を
講じた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活発な動
きをする
２人の児
童が交錯
したこと
による事
故

動きが活
発な子ど
もは多い
が、アス
レチック
活動中の
グループ
編成で重
ならない
ようにし
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
いつもと
同じよう
に活発な
動きをし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
２人の動
きが見え
る位置に
はいた
が、反対
側にいた
他児の危
ない動き
を制止す
るために
背を向け
た時の事
故であ
り、落下
の瞬間に
は間に合
わなっ
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
大型アス
レチック
の周りを
３人の保
育職員で
見守って
おり、互
いの位置
関係は常
時把握し
ながら活
動してい
るが、他
の職員か
らは見え
ない箇所
での落下
事故で
あった。

―

保育者間の
配置と子ど
もたちの姿
の確認を常
に行い、危
険回避の目
配り・声掛
けを徹底す
る

3733

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 名 名 名 名
6
名

7
名

名 3名 1名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

2.基
準配
置

遊戯室で
遊んでい
た人数が
まだ少な
かったの
で通常は
保育士3
人体勢で
見守り等
を行って
いるが、
当日は保
育士3人
になる前
に起こっ
てしまっ

た。

異年齢で
の活動時
には各担
任同士連
携を取り
合いなが
ら、園児
の活動状
況をよく
把握す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

―

毎月安全
点検を
行ってい
るが、園
児が思い
がけない
遊具等の
使い方を
すること
があるの
で、正し
い使い方
を園児と
共に確認
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園児の突
発的な行
動に対し
ても対処
できるよ
うに保育
者間で連
携を取り
合い、全
体を把握
しながら
保育を進
めてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
身支度を
済ませ、
友だちを
誘って遊
具室に行
き、最近
よくして
いるタッ
チ鬼のよ
うな追い
かけ遊び
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
担任は保
育室で他
の子ども
達とかか
わってい
たので、
その場に
は居な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
遊戯室に
いた職員
は他の子
どもたち
がトラブ
ルを起こ
していた
のでそこ
に対応し
ていたの
で対象児
の動きを
見ていな
かった。

―

異年齢での
活動時には
各担任同士
連携を取り
合いなが
ら、園児の
活動状況を
よく把握す
る。

3734

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

26 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

危険予知
の意識不

足

少しでも
危険を察
知した
ら、安全
を確認す
るまで見
届ける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

三輪車な
どの遊具
で遊ぶと
ケガが予
想される
侵入禁止
エリア内
に進入で
きないよ
うなガー
ドや目印
がなかっ

た。

進入不可
のガード
設置

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

三輪車を
手放した
くないた
め三輪車
エリア外
に進入

し、更に
30㎝くら
いの小山
から立ち
乗りで降
りて来
た。

進入禁止
エリア
前、立ち
入られな
いように
壁になる
ような物
を置く。
子ども達
ともう一
度、三輪
車やス
クーター
の乗り方
と乗って
良い場所
の確認を
した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
いつもテ
ンション
は高くて
動きが活
発である
が、この
日はいつ
も以上に
ハイテン
ションで
声も高く
あちこち
動き回っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
他の子の
遊び場に
いて、児
が進入禁
止エリア
に三輪車
で入った
のを見て
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
クラスの
担任では
なく代替
で入った
保育士
は、児が
小山に三
輪車で
登って行
くのを見
て、「危
ないよ」
と声掛け
したが、
安全地帯
に戻るま
での確認
はしな
かった。

担当職
員間で
は三輪
車で小
山付近
に来て
はいけ
ないこ
とを

知って
いた

が、代
替職員
には伝
えてお
らず共
通理解
してい
なかっ
た。

日頃から年
齢毎の約束
を代替職員
にも知ら
せ、共通理
解してお
く。その日
その日の確
認事項を職
員間で意思
疎通してい
く。

3735

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

25 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし ―
1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年
(　１　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回

/年
(　１　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎日　)回

/年
特になし ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外遊び
前に、手
足を動か
し準備体
操をせ
ず、子ど
もの戸外
へ出たい
という気
持ちのま
ま自由あ
そびを始
めた。

戸外遊び
前に手足
を動かし
準備運動
をする。
落ち着い
て自由遊
び時間へ
切り換え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
サッカー
遊びは本
児がいつ
も好んで
遊んでい
る遊び、
いつも通
りであっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
担当保育
士は、自
由に戸外
で遊んで
いる子ど
も達を全
体が見渡
せる位置
で観てい
た。
補助の保
育士は、
障がい児
について
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
補助の保
育士は障
がい児に
ついてい
た。
乳児と年
少児の担
任は午睡
のため各
保育室に
いた。年
中組は戸
外へ出よ
うと準備
中で室内
にいた。

運動会
後、子
どもは
自信を
つけ、
活動的
に動き
出す姿
や、挑
戦しよ
うとす
る気持
ちが現
れ、好
奇心が
旺盛に
なり意
欲的な
姿に
なっ
た。

活動の前
に、気持ち
を落ち着か
せたり、遊
びの約束事
を再確認
し、事故防
止に備えて
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3736

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 名 名 名
3
名

5
名

1
名

名 4名 4名 3歳
1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯牙脱
臼・外傷
性歯根破
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

重要リス
クの確認

不足

全職員に
当該園の
重要リス
クについ
て周知を
図り、再
度周知徹

底を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

テラスに
タオルや
シーツ等
の洗濯物
を干して
おり、死
角になっ
てしまう
部分が

あった。

死角にな
らないよ
うに、洗
濯物の干
し方に気
をつけ、
大きい物
は園舎側

に
干し、子
どもの動
きが確認
出来るよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

廊下やテ
ラスは走
らないこ
とを繰り
返し徹底
して伝え
るように
する。

部屋に移
動の際、
歩き方の
工夫（忍
び足で歩
いてみ

る。ウサ
ギになっ
て跳ねて
みる。)
等、楽し
みながら
移動出来
るように
工夫す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
お迎えが
近くな
り、気持
ちもそわ
そわして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)
保護者がお
迎えに来ら
れており、
そちらに気
が向いてい
た。子ども
がテラスに
出ているこ
とは分かっ
ていたが、
子どもの動
きの確認が
足りず、ま
た子どもが
テラスに出
て、走って
いいる事に
対しての声
掛けが出来
ていなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
他児を居
残りの部
屋に移動
させるの
に気が向
いてお
り、担任
に付いて
行った
子どもに
まで目が
向いてお
らず、声
掛けが足
りなかっ
た。

職員同
士の声
掛けが
足り
ず、自
分の判
断での
行動を
してし
まっ
た。ま
た、
居残り
の部屋
に子ど
も達が
楽しめ
るよう
な、環
境作り
が出来
ていな
かっ
た。

必ず職員間
の声掛けを
して、行動
する。居残
りの部屋に
は、子ども
達が楽しめ
るような環
境を設定す
る。
移動する際
は、保育士
と一緒に職
員数に余裕
のある時間
帯で移動す
る。
送迎時、ま
だお迎えで
ない子ども
が職員に付
いて出てい
かないよう
に見守り
をする。

3737

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

8 名 名 名 名 名 名 名 ２名 １名 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

下顎挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10)回/年

2.基
準配
置

・年齢に
合った遊
具につい
て学びを
深める。

・職員間
で再発防
止に向
け、事故
について
伝え、年
齢に合っ
た遊具や
遊びの場
の環境構
成につい
てよく見
て、危険
があった
ら改善す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(３６)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

・年齢的
には大き
い積み木
だったか
もしれな
い。

・１サイ
ズ小さい
積み木や
ソフトな
積み木を
できるだ
け準備す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

足元への
注意力が
まだまだ
散漫な年
齢であ
る。

動きにあ
わせて、
声を掛け
注意喚起
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
　２歳児
だが、今
までも持
ち歩くこ
とはあっ
ても危険
はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的内
容記載欄)
　クラスの
１６人が、
広場での遊
びを終え、
切り替わる
為に片付け
てにつく職
員と、先に
行ってし
まった子に
つく職員が
分かれてい
た。片付け
てについて
いた職員は
一緒に片付
けをおこ
なってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
広場での
遊びを終
え、先に
行ってし
まった子
について
いった。

片付け
が遅く
なった
と焦っ
ていた
のかも
しれな
い。

お互いの職
員で声を掛
けあい、分
散してし
まっても焦
らず行動す
る。

3738

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

29 名 名 名 名 名 名 名 ２名 2 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左第５趾
捻挫

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

―

運動中の
子どもの
見方の改
善検討を
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

担任が2
人いるの
で、子ど
もの様子
の分担把
握（運動
している
子、待た
せている
子）をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)

運動中
の子ど
もにば
かり目
が行
き、待
たせて
いる子
に目を
配って
いな
かっ
た。

担任が2人い
るので、子
どもの様子
の分担把握
（運動して
いる子、待
たせている
子）をす
る。

3739

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

6名 ９名 ９名 6歳
1.男
児

―

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
骨折（具
体的診断
名は不
明）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

必用の都
度

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

使用前・
後

特になし 特になし
7.その
他

園児の受
け入れ前
の事故で
あるた

め、保育
者の把握
外での事
故であっ
たと思慮
する。

保護者に
対して見
守りを
しっかり
行うよう
注意喚起
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
受入れ時
も、普段
通りの様
子であっ
た。ま
た、保護
者にも変
わった様
子は見ら
れなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
受け入れ
た園児達
とともに
合同保育
室にて、
園児の見
守り及び
保護者対
応を実施

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
それぞれ
の場所に
て対応を
実施

足の痛
みや違
和感を
保育士
に伝え
られな
かった
こと

で、発
見が遅
れた。

朝の受け入
れ時の視診
を丁寧に
し、保護者
にも健康状
態を確認す
る。また、
子どもの動
きに不自然
なところが
ないか細や
かに観察
し、健康状
態を把握す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3740

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

28名 名
2
名

5
名

７
名

6
名

8
名

名 6名 2名 3歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

―

部屋の形
がＬ字な
ので、遊
ぶ時の玩
具の種
類・配置
の再確認
をおこ
なった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

―

毎月の点
検の継続
と必要と
思われる
点検項目
は毎日の
確認を継
続してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

職員間で
連携しな
がら、見
守りに死
角が出来
ないよう
必ず声を
掛け合い
保育す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
＊座って
遊ぶこと
より、動
くことが
好きなの
で楽しそ
うにして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的内容
記載欄)
＊すぐ近く
にはいた
が、Ｌ字に
なっている
部屋で出会
いがしらに
衝突した
為、防ぐこ
とが出来な
かった。衝
突する瞬間
に急ぎ子ど
もの傍に
行ったが、
間に合わ
ず、転倒し
た児を抱き
上げ状況を
確認した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
＊転倒し
た児に気
づいてい
ない子も
いたの
で、ざわ
つきを落
ち着かせ
た。

―

全体での玩
具の片づけ
の際は、保
育士は子ど
も全体の動
きをみる。
１～5歳児と
年齢に幅が
あるので未
満児は、先
に別部屋に
移動する。

3741

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

―
　
名

名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

― なし
1.定期的
に実施

実施頻度(
６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

― なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

捕まえる
ことに夢
中にな
り、転倒
してし
まった。

自分で加
減しなが
ら走るこ
とがまだ
難しい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児と一
緒に鬼
ごっこを
してい
た。本児
は職員の
すぐ後ろ
を走って
いたの
で、転倒
した時も
すぐに対
応でき
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちと
どんぐり
拾いをし
ていたた
め、転倒
場面は見
ていな
かった。

子ども
が自身
が転倒
するか
もしれ
ないと
いう危
険を感
じてい
なかっ
た。

ケガにつな
がる可能性
があること
を今回の事
故を伝える
中で子ども
たち教え、
日ごろから
自身で気を
付けられる
ようにす
る。

3742

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 名 名 名 名
２
名

８
名

名 １名 １名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

子どもが
それぞれ
の場所で
活動して
いたた
め、1人
を見守る
職員がい
なかっ
た。

1人ひと
りの見守
り

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

うんてい
の下の砂
がすべり
やすかっ

た。

うんて
い、鉄棒
の下に、
衝撃を吸
収する
マット等
を敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

うんてい
や鉄棒の
棒の握り
方、飛び
降り方が
わるかっ
た。

棒の正確
な握り
方、両足
で着地す
ることを
伝えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
何度もう
んていに
挑戦して
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
近くで本
児を応援
しながら
他児とか
かわって
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
近くで担
当保育者
と同じよ
うに応援
していた

鉄棒、
うんて
いなど
危険を
伴う遊
びの場
合は、
保育者
が側で
援助し
なけれ
ばなら
ない。

鉄棒、うん
ていなど危
険を伴う遊
びの場合
は、保育者
が側で援助
する。

3743

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

31
0
名

0
名

0
名

9
名

11
名

11
名

名 4名 3名 3歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部
後頭部挫
滅創部

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

活動切り
替え時の
職員配置
に改善の
余地あり

職員同士
声を掛け
合い連携
をとる。
全職員
(臨時職
員含め)
に危険な
行動を目
撃したら
止めるよ
う周知

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/

年

危険個所
を予測せ
ず、環境
面での配
慮の足り

なさ

頭をぶつ
けた棚の
角を裏側
に梱包材
を貼る。
棚の配置
を変更し
動かない
よう固定
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方の合
同保育に
なる引継
ぎの時間
帯であっ
た。

引継ぎは
幼児3ク
ラスを
ホールに
集め座ら
せた状態
で引継ぎ
を行う
(引継ぎ
で目が届
かない状
況をつく
らない)

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
ママゴト
コーナー
にいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
引継ぎ中
で受傷の
様子をみ
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
対象児の
動きをみ
ていな
かった

夕方の
合同保
育にな
る引継
ぎの時
間帯で
あるこ
とで職
員立ち
位置が
偏りが
ちで
あっ
た。

死角を作ら
ないよう全
体の動きを
みる職員を
一人配置。
たすきをか
け誰である
のか明確に
しておく。

3744

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

―
　
名

名 名 名 名 名 名 名 名 名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

第三指基
節骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/

年

2.基
準配
置

遊具を開
放して遊
ぶために
は、職員
が足りて
いなかっ

た。

鉄棒を行
う時は、
必ず側に
職員を配
置する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

遊具自体
には、特
に破損や
危険個所
などは見
当たらな
かった。

今後も、
使用前に
は遊具だ
けでなく
周囲の点
検を必ず
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭全体
を使い遊
んでいた
が、危険
予測箇所
に職員が
配置され
ていな
かった。

大人の動
きと配置
を明確に
し、遊具
周囲には
必ず職員
を配置す
る。職員
の目が届
かない時
は、遊具
や遊ぶ範
囲に規制
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
午前中、
運動面で
体力を消
耗してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くの水
場にて残
りの片付
けを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片付け時
は他の職
員が2名
参加して
いたが、
その後は
1名での
保育だっ
たため他
の職員は
不在だっ
た。

園庭を
開放し
た状態
であっ
たが、1
名の保
育士で
の対応
だった
ため、
手が足
りてい
なかっ
た。

職員が足り
ない時に
は、職員の
補充を行う
とまたは遊
びを中止す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3745

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

17 名 名 名 名 名 名 名 ４名 ２名 6歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨
骨幹部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

―

個人に
あった活
動を職員
間で共有
すること

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(２４
)回/年

―

マットの
柔らかさ
など定期
的確認し
プレ体育
に適した
ものにす
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

跳び箱用
のマット
を厚みの
あるもの
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
何度も跳
び箱を
し、成功
する中
で、自信
がついて
きてい
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
対象児が
一人で跳
び箱を飛
びたいと
いう意欲
と自信を
保育者が
過信し、
対象児が
落下する
瞬間に手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
同じ室内
にいた
が、他児
の鉄棒指
導をして
いたため
対象児を
見ていな
かった

―

園児の自信
に過信せ
ず、補助を
行う

3746

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 名 名 名
13
名

8
名

9
名

名 3名 2名 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

保育者が
基準以上
に配置さ
れていた
が、分散
していた
為、一度
太鼓橋で
遊ぶこと
を中止し
ていた
ら、事故
に繋がら
なかっ
た。

保育者の
配置と状
況を見て
太鼓橋の
使用を判
断する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

太鼓橋の
下に敷い
ていた
マットが
厚さ
1.5cmと
薄いため
落下の衝
撃に耐え
られな
かった。

太鼓橋で
遊ぶとき
は設置済
みのマッ
トの上
に、更に
厚さ10cm
の別素材
の安全
マットを
設置し
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

太鼓橋で
遊ぶ際
は、保育
者がマン
ツーマン
で対象児
から目を
離さない
状態で遊
ぶべき
だった。

太鼓橋で
遊ぶ時の
約束を再
度繰り返
し子ども
に確認さ
せ、保育
者が必ず
側で見守
る。安全
な靴を履
いている
か確認す
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

対象児は
最近太鼓
橋を登れ
るように
なったば
かりで、
加減がわ
からず自
分の体力
以上の場
所へ登っ
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
至近で対
象児を見
ていた
が、対象
児が転落
してし
まった時
には、補
助が間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒や砂
遊びをし
ている子
を見守っ
ていた
為、対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

保育者
が基準
以上に
配置さ
れてい
たが、
他の遊
具に分
散して
見守っ
ていた
為、咄
嗟に動
くこと
が出来
なかっ
た。

園庭遊具で
遊ぶ時は保
育者が見守
りできる範
囲で遊ばせ
る遊具を制
限する。

3747

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 名 名 名
８
名

９
名

３
名

名 ２名 ２名 4歳
1.男
児

― 8.その他
1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足第３
指第４指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
５～１０
回/年

2.基
準配
置

子どもの
起こりう
るかもし
れない行
動(ヒヤ
リハッ
ト)の予
測ができ
なかっ
た。

子どもの
起こりう
るかもし
れない行
動(ヒヤ
リハッ
ト)の事
例内容に
ついてさ
らに検討
し意識を
高める。

1.定期的
に実施

実施頻度
４８回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
１３回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

ウレタン
マットの
厚みが十
分でない
と思い下
にマット
を敷いて
いたが、
衝撃を吸
収するに
は十分で
はなかっ

た。

ウレタン
マットの
下にさら
にもう一
枚マット
をを敷
く。(２
枚敷く)

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

10月入園
で初めて
の遊び

だったの
で、安全
に跳ぶた
めの約束
を事前に
確認しな
かった。

遊びを始
める前に
は必ず安
全に遊ぶ
ための約
束を具体
的に確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
　繰り返
しゲーム
ボックス
からウレ
タンマッ
トへの
ジャンプ
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
ゲーム
ボックス
の横で
ジャンプ
する様子
を見なが
ら安全面
に配慮し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の遊び
をしてい
る子の傍
らで遊び
を見守っ
ていた。

入園間
もない
ため、
個々の
経験や
発達、
特性や
危険行
動の予
測が十
分でな
かっ
た。

個々の経験
や発達、特
性について
把握し、職
員が共有
し、起こり
うるかもし
れない行動
(ヒヤリハッ
ト)を細かく
予測すると
ともに、行
動を見守
り、支援し
ていく。

3748

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 名 名 名
25
名

15
名

20
名

名 ４名 ４名 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

お迎えの
時間帯
だったの
で、他の
保護者対
応等もし
ていた。

保護者対
応しなが
らも目を
子ども達
へ向ける
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

滑り台自
体があま
り傾斜も
なく高い
物ではな
かったの
で、ケガ
をする要
因がある
とは思っ
ていな
かった。

どんな場
所ででも
けがをす
る原因が
なにかあ
るかも。
という気
持ちを持
つ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

お迎えの
時間帯
だったの
で、他の
保護者対
応等もし
ていた。

保護者対
応しなが
らも目を
子ども達
へ向ける
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)特別
に運動能
力が低い
わけでも
なく、活
発な子な
ので、遊
具に対し
ての危う
さは日頃
感じてい
ない。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
けがをす
るような
遊具では
ないとい
う認識か
ら近くに
保育士が
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
泣いてい
るのを他
の子が知
らせてく
れた

―

保護者対応
しながらも
目を子ども
達へ向ける
ようにす
る。

3749

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

　31
名

名 名 名
10
名

8
名

13
名

名 ３名 ３名 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

　・子ど
もたちと
安全な遊
び方につ
いて話し
合う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
友だちと
一緒に鬼
ごっこを
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
保育室で
子どもの
制作活動
を見てい
た。戸外
遊びをす
る子ども
を４，５
歳担任が
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
４，５歳
児担任が
転んで泣
いた対象
児を部屋
まで連れ
て帰っ
た。

特にな
し

・子どもの
遊ぶ様子や
動きをよく
見て事故防
止に努め
る。特に戸
外遊びの時
は３、４，
５歳担当職
員が混合で
見ているこ
とが多い
が、連携を
密にしてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3750

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26
３
名

４
名

５
名

４
名

８
名

２
名

名 ５名 ４名 1歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕両
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2 )回/年

2.基
準配
置

新採の保
育士のい
る中で事
故予防の
マニュア
ルもな
く、リス
クの意識
が低かっ
た。

園庭の大型
遊具にかか
わる事故や
ヒヤリハッ
ト事例を収
集・分析し
マニュアル
を作ってい
く。具体的
にどのよう
な場面を見
たら危ない
と思わなけ
ればならな
いかについ
て保育士間
で共有し、
危険予知の
レベルを高
めていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

まもなく２
歳という年
齢でこれま
でも大型遊
具で遊んで
いたし、

走ったり順
調な発達状
況と認識し
ていた。ま
た、本児は
慎重なとこ
ろもあると
考えてい
た。しか

し、このよ
うな転落事
故はどこで
も起こり得
る事故だと
認識が足り
なかった。

転倒、落
下が想定
される範
囲には、
安全マッ
ト（衝撃
吸収性能
を有する
素材）を
敷いてお
くように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故防止
のルール
が保育士
間で事前
に確認す
ることが
徹底でき
ておら
ず、それ
ぞれの責
任範囲が
明確に
なってい
なかっ
た。

その場を
離れる際
には、近
くにいる
保育士に
声をか
け、危険
の予知に
必要な情
報の共有
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)天気
がよく、
登園した
園児は全
員園庭で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

（具体的
内容記載
欄）対象
児が大型
遊具に
登って遊
んでいる
様子を側
で見守っ
ていた
が、他の
児童がト
ラブルに
なり、仲
裁をして
いたた
め、対象
児が落下
する瞬間
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)園庭
で他児と
遊んでい
たため、
バランス
を崩す瞬
間は見て
いなかっ
たが、
「ドン」
と音がし
たためそ
ちらを見
ると背中
から地面
に落ちた
ところ
で、すぐ
に駆け
寄った。

事故防
止の
ルール
が保育
士間で
事前に
確認す
ること
が徹底
できて
おら
ず、そ
れぞれ
の責任
範囲が
明確に
なって
いな
かっ
た。

その場を離
れる際に
は、近くに
いる保育士
に声をか
け、危険の
予知に必要
な情報の共
有をしてい
く。

3751

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

90
0
名

0
名

0
名

29
名

26
名

35
名

名 7名 7名 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

なし

どんな場
面におい
ても事故
につなが
ることを
職員で話
し合い、
職員配置
について
のルール
も再確認
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

なし

遊具の遊
び方につ
いて職員
で確認し
あった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

前の子が
終わるま
では待つ
ルールの
再確認を
行った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
順番に並
んでうん
ていで遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
本児の隣
りで動き
を見なが
ら援助し
ていた
が、次の
子がうん
ていを始
めてし
まったの
で、待つ
ように声
を掛けた
瞬間に事
故がおき
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の園児
もたくさ
んいたの
で、それ
ぞれの立
ち位置で
子どもた
ちと遊ん
でいた。

なし

子どもの動
きに気を付
けて見てい
くようにす
る。

3752

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

26
０
名

０
名

０
名

7
名

8
名

11
名

０
名

２名 ２名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左側鎖骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

午前、午後
ともいつも
決まった時
間帯で遊ん
でいる場所
である。危
険な遊びを
しておら

ず、予測出
来なかった
怪我であっ
た。事故予
防に関する
研修を行

い、怪我に
なるような
遊びはない
か、意識的
に見るよう
にしていき
たい。

事故防止
に関する
研修の取
り組み

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎週水曜
日）

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

隣接して
いる公園
なので、
ブラン

コ、鉄棒
などの下
に人工芝
を取り付
けさせて
もらって
いる。鉄
棒を使う
ときは、
マットを
下に敷く
ようにし
ている。
施設整備
等のハー
ド面は特
になし。

今回の事
故は、施
設設備等
ハード面
に関係が
なかった
と思う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

幼児の環
境として
は特に問
題はない

今回を含
め、怪我
等が起き
た場所を
再度確認
し事故が
起きやす
い場所の
把握をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
特に無し

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
少し離れ
た場所で
全体を見
ていた。
子ども同
士がぶつ
かる瞬間
は見てい
なかった
が、すぐ
に子ども
の様子に
気づいて
対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の保育
士も子ど
もの遊び
を見てい
た。

子ども
たちが
慣れて
いると
思う安
心感も
あった
のでは
ない
か。

事故防止に
関する人的
配慮の研修

3753

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

14 名 名 名 名 名 名 名 ２名 1名 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折 1.頭部

左前頭部
頭蓋骨陥
没骨折及
び陥没骨
折による
脳挫傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

・ガイドライン
は平成２９年３
月に作成し各保
育士に配布して
いたが、その存
在はほとんど認
知されていな
かった。職員の
危機管理意識の
欠如、事故とそ
の対応に対する
認識の甘さの表
れと言える。
・散歩ルートは
担任の計画案を
上席職等が事前
確認・承認する
仕組みになって
いるものの、実
態として機能し
ておらず、担任
の裁量による部
分が大きい。
・「人的面」で
触れているが、
勇気だめし的な
要素を交えて現
場の橋を渡って
おり、引率２名
体制でそのよう
なことをするの
は手薄であっ
た。

・職員の危
機管理意識
の醸成、意
識改革。そ
のために上
記ガイドラ
インの内容
を再確認す
る。
・散歩はじ
め保育中の
危険に関す
る認識や知
恵を各職員
でより積極
的に共有す
るため、そ
のための場
や体制を構
築する。
・1週間分の
散歩ルート
を含めた保
育計画を上
席に事前報
告し、承認
を得て決定
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/

年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

ハイキン
グコース
は町道に
指定され
ている部
分もある
が、今回
の事故発
生場所は
町道に指
定されて
いない。
町の管理
の行き届
いていな
い道で
あった。

安全が確
認できる
までの間
は、散歩
で山道は
通行しな
い。そし
て安全確
認は町管
理下の町
道部分を
中心に行
う。安全
が確認で
きた後、
山道の散
歩を再開
する場合
において
も、原則
として町
道指定部
分を中心
に通行す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・普段から
よく通る
コースで
あったが、
片道の距離
が約2,150ｍ
であり（事
故現場まで
は約1,500
ｍ）、３歳
児にしては
やや遠方へ
の散歩で
あった。
（ただし、
急いでいた
わけではな
い）
・生活リズ
ムが狂いや
すい休日明
けの保育で
あった。
・子どもた
ちへ山道の
歩き方が徹
底できてい
なかった。

・散歩
ルートの
安全点検
をし、年
齢に応じ
た無理の
ないコー
スで実施
する。
・休日明
けの散歩
は慎重
に、近い
ところで
行う。
・（山道
を歩くと
きは）山
道の危険
を察知し
て回避し
ながら歩
けるよう
細かな指
導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内容
記載欄)
・対象児童
は、普段に
比べて特に
気になる点
はなかった
が、おとな
しく聞き分
けの良い子
であるとの
認識が強
く、橋を渡
り終えた待
機場所で
「動かずに
待ってお
く」ことを
強く注意で
きていな
かった。
・「勇気だ
めし」的な
要素を交え
て現場の橋
を渡ってお
り、渡り終
えた安心感
もあって
か、児童は
保育士のと
ころに近
寄ってきて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的内容記載欄)

・橋を渡ってくる目

の前の児童を向いて

注視しており、橋を

渡り終えた児童の待

機場所に十分に目が

行き届いていなかっ

た。

・当該橋は今年度数

回通行していたが、

これまでは一列に

なって通過してい

た。今回は「勇気だ

めし」的な要素を交

えて一人ずつ順に渡

ることとした。今年

度入園児は初めて一

人で渡ることに挑戦

するため、担当職員

は橋を渡ってすぐの

崖に近い場所で児童

が渡ってくるのを

座って待ち構えてい

た。これは、普段崖

から遠い場所で立っ

て待機していること

とは違う動きであっ

た。

・児童が斜め後ろか

ら近付いてきた意識

はあったが、背後ま

で近づいてきている

のはわからず、児童

が崖から滑落した瞬

間に気づき、とっさ

に後を追ったが、間

に合わなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・橋を渡る
前の児童を
落ち着いて
待機させる
ことをまず
意識したう
えで橋を
渡っている
途中の児童
に注意を
払ってお
り、渡り終
えて待機し
ている児童
への注意は
先導保育士
の分担であ
るため、そ
れら児童の
動きまでは
十分に把握
していな
かった。

・引率保育士
は、４月から
所長とともに
他園から異動
してきてい
た。
・引率の補助
者１名は９月
から当該クラ
スを受け持っ
ており、担任
とのペアで当
該場所を散歩
するのが初め
てのことで
あった。（他
の保育士とは
何度も通って
いる）
・したがっ
て、引率者同
士において現
場を安全に通
行するための
事前確認が十
分にできてい
なかった可能
性がある。

・あえて危
険な場所で
「勇気だめ
し」のよう
なことは行
わない。
・引率者の
目が行き届
かない場所
を作らな
い。
・現有の人
員体制の中
で、工夫し
て引率者増
を図るな
ど、引率体
制を強化す
る。
・引率者同
士で、より
密に声掛け
を行う

141 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3754

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

80
3
名

14
名

17
名

20
名

13
名

13
名

名 21名 21名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの記載
内容が不
十分

マニュア
ルの見直
し

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

本件は
ハード面
の原因は
考えにく
い。

上記理由
により、
ハード面
での予防
は困難

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
特段異常
は認めら
れず

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
園庭でリ
レーを実
施し、
走ってい
る本児を
見ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
園庭で
走ってい
る本児を
見ていた

―

振り返った
りせず、前
を向いて走
るよう子ど
もたちに伝
える。

3755

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

― 20 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　　　若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

―

職務会や
園内研修
にて、安
全面につ
いての話
し合いを
し共通理
解をはか
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

―

遊具や体
育道具
は、使用
前にしっ
かり点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会の
演技中、

担任が２
人いるの
でどんな
時でも全
体と個人
をしっか
り見て、
子ども達
のちょっ
とした変
化や、い
つもと違
う様子の
時には、
その子の
側に行っ
て声かけ
し対応す
る事を話
し合っ
た。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
とび箱を
とぶ前
の、ブ
リッジ歩
き練習中
に膝を床
に少しぶ
つけてし
まい、本
児の気分
が下がっ
てしま
い、気持
ちの切り
替えがで
きないま
ま、とび
箱を跳ん
でしまい
起きた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的内容
記載欄)
とび箱のそ
ばにつき、
子ども達を
ベルの合図
でリズミカ
ルに次々跳
ぶよう促し
ていたと同
時に、本児
自身とび箱
６段をクリ
アすること
が出来ず、
跳んだあと
悔しいよう
な、ふてく
されたよう
な表情はし
ていたもの
の、痛がっ
ているよう
には見えな
かった為。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
全体の動
きを見て
いた事
と、本児
もいつも
通りの表
情で痛が
る様子が
無かった
為。

運動会練習
中、グルー
プ別で（ブ
リッジ歩き
を）披露す
る際、膝を
床に少し
打ってし

まった際、
待機してい
た他のグ

ループの子
に見られて
いる事で、
気持ちが下
がり、テン
ションが低
いまま次の
動き（とび
箱）を跳ん
でしまっ

た。

担任が２人
いるのでど
んな時でも
全体と個人
をしっかり
見て、子ど
も達の
ちょっとし
た変化や、
いつもと違
う様子の時
には、その
子の側に
行って声か
けし対応す
る事を話し
合った。

3756

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

23 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

―

マニュア
ルがある
ことを職
員に周知
し、いつ
でも見ら
れるよう
にしてい

く。
臨時職員
に定期的
に安全な
保育や子
どもへの
関わりに
ついて話
をする機
会をつく

る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12）回/
年
実施頻度
（3）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年
実施頻度
（24）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

―

地面の凸
凹など転
びやすい
場所の整
備を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・子ども
が集まっ
ている時
や十分な
スペース
がない時
など、子
どもが動
き出す前
に十分な
スペース
を確保す

る。
・遊びが
集中しな
いように
遊びの種
類や遊び
方などの
工夫をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
友達の間
をくぐり
抜けて前
へ歩こう
としてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
つまずい
て転んだ
のを見て
いたが、
急なこと
だったの
で、転ん
だあとに
声をかけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
少し離れ
たところ
で他の子
と遊んで
いた。

―

子どもが集
まっている
時や十分な
スペースが
ない時な
ど、子ども
が動き出す
前に十分な
スペースを
確保する。

3757

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

65 名
 
名

名 名
４
１
名

２
４
名

名 6名 ５名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

特になし

園外での
活動前
に、場
所・遊具
等の確認
を行い、
事故防止
のための
内部研修
にて
職員間の
共通理解
を図る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

園外の施
設である
ため管理
できな
い。園内
の遊具に
ついて
は、毎日
の点検と
ヒヤリ
ハットの
伝達から
危険個所
を共有す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故現場
のターザ
ンロープ
につい
て、遊び
始めの箇
所で掴み
方などの
指示を
出した
が、跳ね
返りの部
分に職員
が配置さ
れていな
かった。

４．５歳
児の発
達、運動
遊びのレ
ベルを考
慮し、使
用しない
対策を講
じる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
友達の遊
びに興味
をもった
様子で、
遊具での
順番待ち
の列に並
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
ターザン
ロープの
遊び始め
の箇所に
つき、
ロープの
掴み方な
ど手を添
えて指示
し、その
まま
対象児の
様子を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他職員
は、それ
ぞれ遊具
の他の場
所で児童
を見守っ
ていた

大型固定遊
具だけの使
用として遊
びを見守る
よう職員を
配置してい
たが、
その中でも
年齢相応で
あるかの判
断がきちん
とできてい
れば、跳ね
返りの
場所にも職
員を配置す
るべきで
あった

職員間で配
置個所を確
認し、職員
数が不足し
ている場合
は、遊具を
使用しない
判断をとる
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3758

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 名
２
名

２
名

２
名

６
名

６
名

名 ２名 １名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足臑の
骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

・子ども
人数に見
合った職
員配置で
はなかっ
た。広い
ホールで
の保育
だったた
め、全体
を把握す
ることが
難しかっ
た。遊び
が広がり
過ぎてい
た。・1
～5歳児
が混在し
ていた。

・未満児
と以上児
といった
年齢に見
合った保
育を心掛
ける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

・未満
児・以上
児が混在
していた
ので、職
員の目が
行き届か
なかっ
た。

・年齢に
合った落
ち着いて
安全に遊
べる環境
を考え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・走って
来た時片
付けない
衣装に上
がったこ
とによ
り、滑っ
てステー
ジのきわ
に左足の
臑を殴打
してし
まった。

・使わな
い物は片
付ける習
慣の徹
底。居残
り保育時
の場所や
環境の見
直し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
・本児は
いつもと
変わらず
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
・職員は
2名いた
が、本児
の近くに
いた保育
士は後ろ
向きの状
態であり
遊びの広
がりもあ
り状況の
把握が十
分でな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・職員は
ステージ
に設定し
た製作
コーナー
におり、
丁度後ろ
向きに
なってい
た時の怪
我であっ
たため、
殴打した
時の音と
泣き声で
状況を感
知した状
態であっ
た。

・未満
児の高
月齢児
を以上
児の
ホール
で一緒
に保育
してい
たた
め、職
員が不
足して
いた。
また死
角と
なった
部分が
あっ
た。

・0・1歳児
と2～5歳児
の保育を確
立し、保育
者に負担の
ない環境に
するべきで
あった。

3759

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

　8名 名 名 名
1
名

1
名

6
名

名 2名 2名 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

あそびの
展開と場
所の設
定、子ど
もの活動
範囲の想
定の予想
ができて
おらず、
危機意識
が足りな
かった。

行動範囲が
重なる同様
のあそびを
同時展開し
ないように
すること、
保育者があ
そびの場所
をわかりや
すく提示す
るとともに
子どもらに
は、咄嗟の
時の回避方
法や、手の
付けない転
び方をしな
いような運
動面での取
り組みをし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

乳児クラ
スの子ど
もの活動
場所との
境界を作
り、さら
なる事故
を防ぐと
ともに、
幼児クラ
スのあそ
びの場が
狭くなら
ないよう
時差をつ
けて園庭
利用す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
至近距離
ではない
が、見
守ってい
た。（一
緒のあそ
びをして
いた）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
もう一つ
のあそび
を見守っ
ていたた
め、対象
児に注目
していな
かった。

―

あそびにつ
いて事前に
場所、内
容、行動の
熱量、具体
的な動きま
で話し合っ
てあそびを
提供する。

3760

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

15 名 名 名 名 名 名 名 1 名 1名 5歳
2.女
児

31日に診療
所を受診、
1日病院を
受診し、
1日15：30
から手術に
入り、3日
（日）まで
入院、5日
（火）の登
園

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首の
骨折（診
断書な
し）

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

今年度に
（外部研
修）ヒヤリ
ハット、事
故研修を定
期受講して
いたが、身
近で起きる
危機感や、
勤務施設で
のことにう
まく置き換
えることが
できなかっ
た。　ま
た、複数児
童が自由に
遊ぶ＝ケガ
のリスクが
高まるとの
自覚が持っ
てなかっ
た。

事故報告の
情報共有を
確実に行
い、過去施
設でどこで
どんなケガ
をしたのか
正確に把握
する。（危
険箇所の把
握）また、
他保育施設
でのニュー
スなども情
報を共有
し、ケガは
どこで起き
ても不思議
ではないと
いうことの
意識を持た
せる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

昨年度、
遊具の塗
装や劣化
部分の修
繕を行っ
たが、引
き続き

チェック
を怠らな
いように
する。

遊具を撤
去すると
いう案も
出たが、
環境面、
人的面で
カバー

し、それ
でも危険
なようで
あれば撤
去すると
いう案に
なった。

引き続
き、修繕
必要箇所
など遊具
全般の
チェック
を怠らな
いように
する。
特記事項
にも記載
をした
が、児童
が遊べる
遊具の撤
去をする
のではな
く、児童
が遊ぶ環
境を維持
できるよ
う、環境
面、人的
面でカ
バーして
いくこと
とした。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団行動
を行う中
で、配置
以上に手
厚く保育
をしてい
ると思わ
ず、園児
の衝動性
の特に強
い日など
を考慮し
て、必要
に応じて
保育士の
近くに園
児を置く
など対応
を日々考
えてい
く。

配置を増や
しても誰か
見ていると
いう感覚に
陥りがちな
ため、児童
が複数で遊
ぶ＝ケガを
するリスク
があるとい
うことを常
に考える。
また、遊び
方が乱暴な
児童(衝動性
の強い)は、
常に保育士
の近くに園
児を置くな
ど対応す
る。　ま
た、誰が見
ているとの
状況を減ら
すため、あ
る程度見る
範囲を明確
にしてお
き、柔軟に
対応をして
いくこと。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
活動をし
ていた。
特に、体
調等気に
なる点は
ありませ
んでし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

雲梯で遊ん
でいる児童
につきなが
ら周りを見
ていた際、
複数の児童
が少し離れ
た未満児用
の遊具で遊
んでいたた
め危険だと
思い，すぐ
に駆け寄ろ
うとした
が、間に合
わず遊具か
ら押される
かたちでお
尻から15セ
ンチほど落
下してし
まった。
その後、落
ちた児童に
すぐに駆け
寄った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

毎日の夕
方の自由
遊び（園
庭遊び）
のため、
3歳～5歳
児と順番
に玄関で
靴を履
き、園庭
へ向かっ
ていた。
３歳時担
任と５歳
児担任は
まだ玄関
からの移
動中だっ
たため、
担当者・
対象児を
見ていな
かった。

子ども
たちに
正しい
遊具の
遊び方
を定期
的に確
認して
いく。

各クラス準
備ができた
ところから
自由遊びを
スタートし
ていたが、
保育士の目
を増やす意
味で、3クラ
ス準備がで
きて一斉に
園庭に移動
し、遊びの
スタートも
同時で行う
こととし
た。

3761

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

11 名 3名 3 3歳
2.女
児

日常より転
びやすく落
ち着きがな

い。

2.室内活
動中

1.負
傷

― 6.その他
顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
牙脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

対象児の
発達が未
熟であっ
たが、過
信して
ジャンプ
したこと
が要因と
考えられ
る。

子どもの発
達や、活動
の欲求を満
たし、心身
ともに育て
ていくため
には活動自
体を行わな
いことが改
善策とはい
えない。配
慮として十
分なスペー
スを確保す
る、遊戯の
動き（振
り）なども
吟味してい
き、近くで
より注意深
く見守るな
どしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

夕方、特
に金曜日
は疲れて
いたり、
子どもた
ちの気持
ちも落ち
着かない
ことがあ
る。活動
の設定に
は十分な
注意が必
要であ
る。

夕方は
ゆったり
した雰囲
気の中
で、静的
な遊びの
設定を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大好きな
遊戯を子
どもの要
望に応え
て行った
が、うれ
しさから
逆に全体
に落ち着
かない雰
囲気に
なってし
またこと
も考えら
れる。

たとえ子
どもの要
求であっ
ても、状
況判断を
し遊びを
提供す
る。ス
ペースや
子どもの
状況に
あった声
かけや配
慮をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
大好きな
遊戯では
りきって
踊ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
全体を見
渡せる位
置にい
た。ただ
し曲に合
わせて
踊ってお
り、ジャ
ンプ着地
に失敗し
た瞬間に
手を出す
ことは困
難であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
全体を見
渡せる位
置に　保
育者３名
ともい
た。

時間帯
や、子
どもの
心理状
態を考
え遊戯
を設定
すべき
ではな
かっ
た。

今後は時間
帯や子ども
の心理状態
を考え、遊
戯の活動時
間に配慮す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3762

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

12 名
 
名

名 名 名 名 名 ２名 １名 6歳
1.男
児

身長・体重
は、標準以
上。

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

事故当時ク
ラスは、2グ
ループに分
かれて室内
と園庭に分
かれて活動
していた。
担任保育士
と時間外職
員2人が側に
いた。時間
外の職員に
も保育士と
同じような
事故防止の
ための知識
対応が備わ
るよう事故
防止のため
の研修を行
う必要があ
る。園庭：
12名の園
児。担任保
育士1名。時
間外職員1
名。室内：5
名の園児
（手帳をも
ち加配が必
要な園児1名
含。）。担
任保育士2
名。

外遊びの際
の事故防止
のために乳
児会、幼児
会で行って
いる年度初
めの確認を
回数を増や
し事故防止
の意識を高
める。緊急
時の役割訓
練を職員研
修に追加す
る。時間外
職員への事
故防止．緊
急時対応研
修を行う。
幼児クラス
の子どもた
ちに事故防
止のため安
全に遊ぶこ
と気を付け
ることを話
す。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

施設設備
の危険個
所ですぐ
に対応で
きること
とできな
いことが
ある。園
庭の段差
は、大掛
かりな工
事になる
可能性も
あるため
注意喚起
しかして
いなかっ
た。

園庭の段
差は、保
育課に報
告し段差
がなくな
るか確認
してい
く。整列
する場所
を変更す
る。職員
で園庭整
備を行な
い砂を盛
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつも集合
して整列し
ていた場所
で、転倒す
るリスクも
少ないと考
えていたが
少しの段差
や子どもの
コンディ
ションや友
だちとの位
置関係等で
転倒する可
能性はある
ことを常に
念頭に置く
必要があ
る。転倒す
るとコンク
リートで打
撲、裂傷、
骨折など土
面より重症
になる可能
性がある。
いつもは、
危険個所と
してカラー
コーンが置
いてあった
が当日は、
片付けられ
ていた。

幼児クラス
になると事
故が起きた
場所あたり
に整列する
ことが多い
ため、各ク
ラス整列場
所を変更す
る。危険個
所において
ある目印
は、片付け
ないことを
職員間で再
共有する。
時間外職員
や学生にも
伝え目印
は、片付け
ないこと片
付けてし
まったらク
ラス担任
は、子ども
たちが遊ぶ
ときに出し
て注意喚起
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
走ってい
た直後で
走ったま
まのテン
ションで
整列しよ
うとして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
職員は、
近くにい
たが転倒
すると思
わず、バ
ランスを
崩した体
を支えら
れる位置
にいな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
時間外の
職員は、
多動の園
児1人に
付き添い
活動して
いたので
対象児を
見れな
かった。

職員の
動き
は、い
つもと
同じで
あっ
た。

一つ一つの
活動で危険
（事故）と
隣り合わせ
であること
を常に意識
すること。
各職員間で
声をかけ合
えるという
環境を作っ
ていく。経
験年数でも
事故防止に
対しての意
識対応が
違ってきて
しまうので
職員の教育
研修も続け
る。

3763

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

9 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯の亜脱
臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

児童が
ジャング
ルジムの
2段目に
登り、横
へ移動し
ようとし
てバラン
スを崩し
た。その
際、慎重
に行動す
るような
声かけが
不十分で
あった可
能性があ

る。

職員研
修・会議
で事故の
要因を共
有し、固
定遊具等
で遊ぶ際
には児童
へ、ふと
した油断
が落下に
つながる
事を繰り
返して伝
える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４９)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４９)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし

ハード面
の問題は
確認はさ
れなかっ
たので、
現行の対
応を継続
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保護者が
迎えに来
るため、
注意をそ
がれる可
能性があ

る

これまで
以上に児
童の活動
に注意
し、改善
が難しい
場合は遊
びの設定
を変更す
るよう、
職員に周
知徹底す
る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

週末の夕
方、庭で
遊ぶ際、
いつもよ
り少し落
ち着かな
い様子が
見られ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ジャング
ルジムの
2段目で
遊んでい
た際に、
横へ移動
しようと
持ち替え
た時に左
手を離し
てしま
い、バラ
ンスを崩
して落下
する。そ
の際に口
唇を一段
目の棒部
分にぶつ
ける。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
の保育。
必要によ
り、人数
の確認と
延長保育
のチケッ
トを発
行。事務
処理を行
う。

クラス
担任の
不在

朝夕の時間
帯は、基本
クラス担任
がいないた
め、引き継
ぎを丁寧に
行い対応職
員がしっか
り確認し、
声をかけ
る。

3764

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12
3
名

0
名

4
名

1
名

1
名

3
名

名 4名 4名 5歳
1.男
児

―

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット・
事故の検
討会が生
かされて
いない

検討する
内容を充
実する

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

翌日の遊
戯室の環
境構成が
遊戯室入
口付近に
設置され
ていた。
保護者が
お迎えに
来ても、
自由に遊
戯室の出
入りがで
きるので
悪かった

遊戯室の
翌日の環
境設定
は、前日
行うので
なく当日
行う

7.その
他

スムーズ
に帰るこ
とができ
なくて遊
戯室に
行ってし
まった

安全面を
第一に考
え、遊戯
室の環境
設定は当
日に行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日中も変
わった様
子もなく
過ごして
いた。お
迎え時も
いつも通
りの様
子。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

スムーズ
に帰ろう
としない
ので、職
員が玄関
ホールに
出て行っ
た。遊戯
室の入口
付近で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
長時間保
育中だっ
たので、
その他職
員は保育
室にい
た。

早朝・長
時間保育
では、職
員数も限
られてく
るので、
スムーズ
に降園で
きるよう
にするべ
きだっ
た。ま
た、遊戯
室と玄関
ホールの
扉を閉め
ておけば
よかっ
た。

安全面に対
して、職員
全員の意識
を高める

3765

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18
1
名

7
名

10
名

名 名 名 名 5名 2名 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

延長保育
開始時は
担当職員
の交代や
降園する
児もいて
やや慌た
だしい様
子があ
る。

交代時、
子どもの
状態を
しっかり
把握、確
認しあい
遊びに入
れるよう
対応す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

本児は運
動面にお
いて同年
齢よりも
体幹が
しっかり
しておら
ず、バラ
ンスが悪
いため転
びやす
い。

本児の行
動に十分
配慮しな
がら見守
る。

7.その
他

個々に好
きなオモ
チャで自
由に遊ん
でいた。
走り回っ
たり、
マットな
どの上で
遊ぶ子も
いた。

子どもた
ちの行動
に十分対
応できる
ように職
員同士で
声をかけ
るなどす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
普段と変
わらず、
自由に動
き回って
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
一緒に遊
んでいた
が、片づ
けをする
ため一瞬
目を離し
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
各コー
ナーでそ
れぞれ子
ども対応
を行って
いた。

声を掛
け合う
対応を
しな
かっ
た。

声を掛け合
い対応す
る。できな
い場合は遊
びを中断す
る、危険を
回避するな
どの対応を
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3766

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

100
9
名

16
名

18
名

20
名

18
名

19
名

名 20名 20名 5歳
1.男
児

―
食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

一度注意
したが、
再び机の
上に載っ
た

危険な行
動をしな
いように
指導をす
るととも
に子ども
が理解し
やすい表
記等の工
夫をする

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

― ―
6.食事
(おや
つ)中

机に上に
乗ること
を都度注
意してい
たが、再
び上った

危険な行
動をとる
際は、都
度注意す
ると共
に、当該
児がよく
理解でき
るよう工
夫する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の作業
をしてい
た

配慮を
要する
児童で
危険な
行動を
とるこ
とが多
い。

一度の注意
で治ること
は難しいの
で、危険な
行動を繰り
返すことを
予測し、目
を離さない
ようにする
か、当該児
童の近くに
いる必要が
ある。

3767

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15
0
名

3
名

2
名

3
名

2
名

5
名

0
名

5名 5名 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足の親
指付け根
亀裂骨折
（具体的
診断名
不明）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

必用の都
度

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

使用前・
後

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

部屋の広
さ、園児
数、職員
の配置数
等に問題
はないと
思われる
ため、特
に改善の
必要はな
いと思料
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
いつも通
りのよう
すであっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
当該園児
のみを見
守るので
はなく、
園児全体
を見守っ
ていた為

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
室内で保
護者対応
や他園児
の対応を
してい
た。

注意事
項（壁
等を蹴
らない
等）の
指導が
不十分
であっ
た。

室内での約
束事を全園
児と確認し
ていく。

3768

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

24 名 名 名 名
12
名

12
名

名 3名 3名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

尺骨開放
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

応急処置
の研修を
今年度よ
り行って
いた為、
早急に対
応するこ
とができ

た。
職員の配
置も基準
値を満た
してい
た。

引き続
き、応急
処置の研
修を続け
ていくこ
とと、職
員間で連
携を密に
して対応
を行って
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/毎

日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/毎
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/毎

日
― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園舎前の
交通量の
少ない道
路で公園
に向かっ
ていた際
に発生。
凹凸は特
になし。
手をつな
いで歩い
たことに
より、転
ぶ際に手
が上手く
出なかっ
たと考え
られる。

園児同士
で手をつ
なぐ場合
の組み合
わせの検
討

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
4歳児と
手をつな
いで散歩
してお
り、通常
通り落ち
着いて歩
いてい
た。友だ
ちの足に
ひっかか
りつまず
き、右腕
から地面
に転ん
だ。
その後、
右腕の痛
みを訴
え、出血
も見られ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的内容記
載欄)
散歩時、先
頭、中間、後
部に保育士が
つき、本児
は、後ろ側に
いた。転んだ
ときに、後
部、中間職員
が近づき、怪
我の状況を見
る。
先頭職員は、
他児を安全な
場所へ避難。
怪我の状況か
ら、１名の保
育士が園に本
児を抱っこし
て帰園し、他
職員がクラス
携帯から
園へと報告。
園に到着後、
応急処置。病
院、保護者へ
連絡し、園長
付き添いで受
診。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
他2名の
職員はそ
のまま
４．５歳
児を連れ
て園へと
戻る。

子ども
の安全
を確保
しなが
ら散歩
を行っ
ていた
が、普
通に歩
いてい
てバラ
ンスを
崩し
て、
骨折へ
と繋が
ること
がある
という
認識は
薄かっ
た。

安定に過ご
していると
きにも、事
故は起こる
ということ
を全職員共
通理解し、
転んだ時に
手が
でるような
保育内容を
考えていく
こと、散歩
時の危険予
測を再度話
し合い、事
故防止でき
るようにす
る。

3769

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 名 名 名 名
９
名

1
５
名

名 ３名 ３名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

職員は側
にいたが
危険を予
知でき

ず、けが
を防げな
かった。

けがをし
にくい、
しなやか
な体つく
りができ
るよう日
ごろの遊
びを工夫
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

施設、遊
具には問
題はな

かったと
思われ
る。

施設、遊
具には問
題はな

かったと
思われ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友達とか
かわって
遊ぶ楽し
さを感じ
はじめた
ようだ

が、その
分危険も
増えた。

予想され
る危険は
あらかじ
め回避で
きるよう
に遊び方
と職員配
置に配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
活発に遊
ぶ機械が
増えてき
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
・全体的
に危険が
ないよう
見守って
いたが、
けがを予
知し防ぐ
ことはで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
５歳児４
歳児の担
任も一緒
に子ども
たちがぶ
つかるこ
とがない
ように配
慮しなが
ら見守っ
ていた。

鬼ごっ
こ感覚
で、興
奮状態
になっ
た状態
で遊ん
でい

た。危
険を予
測し、
配慮す
べきで
あっ
た。

遊戯室で
あったので
広さを考え
て、人数調
整を行うべ
きであっ
た。

3770

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5歳児 28 名 名 名 名 名 名 名 3名 3名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

外傷性鼓
膜穿孔

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

遊具の使
い方を子
供たちに
確認をさ
せて遊ば
せる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/

年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

特になし

遊具で危
険なもの
がない
か、もう
一度確認
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

しばらく
は、怪我
の原因と
なったお
箸を使わ
せない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

衝動性が
急に顕れ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当して
いる範囲
を見渡せ
る立ち位
置にいた
ので発見
が早かっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
を担当し
て見守っ
ていた。

特にな
し

保育士との
距離感の問
題ではな
く、園外で
の園児の発
達のための
精神的環境
と内面の変
化が要因と
思われるの
で、園外で
の生活面を
調べる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3771

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

12 名 名 名 名 名 名 名 1名 １名 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

―

毎月、事
故予防の
会議を継
続して行

う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

教室床に
障害物等
はなく、
平地で

あった。

教室内の
整備を継
続して行

う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

掃除の時
間、子ど
もたちの
動線を確
認してお
く。

園児が走
らないよ
う常に留
意し声掛
けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)　い
つもと変
りなく活
動してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)　対
象児が雑
巾がけを
している
至近で職
員が掃除
をしてい
る子ども
たちを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

(具体的
内容記載
欄)

走って
いる園
児に

もっと
早い段
階で気
づき声
掛けが
必要。

園児の動き
に留意し、
歩いて移動
するよう事
前に声掛け
を行う。

3772

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

29 名 名 名 名 名 名 名
４
名

３　名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　左上腕
骨顆上骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

―

職員の安全
管理に対す
る意識を高
める為、事
故防止に関
する研修を
全職員に行
なった。
体育指導者
により、運
動遊びの指
導のポイン
トについ
て、マニュ
アル化し、
全職員に配
布し周知し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

―

使用する
前の点検
を徹底す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

指導に当
たる際、
注意事項
（跳び箱
の手のつ
き方や手
のつく位
置や跳び
方など）
をその都
度見本を
見せなが
ら細かく
確認・指
導を徹底
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
跳び箱の
指導中、
一度３段
の跳び箱
が跳べた
ため、う
れしさの
あまり、
４段への
挑戦に注
意散漫の
状態で再
度跳び箱
に向かっ
てしまっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的内容
記載欄)
対象児が事
故を起こし
た跳び箱を
担当してい
たが、対象
児の手が跳
び箱から
滑ったた
め、支えよ
うとしたが
間に合わ
ず、事故が
起きてし
まった
一段高く
なったの
で、手のつ
き方や跳び
方を再度確
認してス
タートした

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
対象児以
外の園児
が並んで
いた跳び
箱の補助
を行って
いた

―

指導に当たる職
員に対しての更
なる研修を行
い、補助の仕方
の見直しを行
う。
注意散漫の子が
いる時には、一
旦全体指導を止
めて、跳び方
（手のつき方や
手のつく位置な
ど）を実際に
やって園児それ
ぞれに再確認を
する。又は、そ
の子のそばに
行ってお話をし
たり、跳び方の
再確認し、それ
でも落ち着かな
い時には、１回
お休みしてお友
だちの跳び方を
担任のそばで見
させる。

3773

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

38
0
名

0
名

0
名

16
名

0
名

22
名

０
名

5名 ５名 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ルがある
ことを職
員に周知
し、いつ
でも見ら
れるよう
にしてい

く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年
実施頻度(
3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年
実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/

年
特になし

施設点検
を行い、
危険があ
れば保育
課に報告
し、改善
してもら

う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

不慣れな
遊具を使
用した

園外では子
どもの気持
ちが高ぶる
ので、落ち
着いて遊べ
るよう声を
かける。
固定遊具で
遊ぶ時に
は、安全に
遊んでいる
か確認しな
がら遊ぶよ
うにしてい
く。また、
全体が見ら
れる位置に
立って介助
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載

欄)
・喜んで
雲梯をし
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
雲梯に一
人保育士
が付き、
他児の雲
梯の補助
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

(具体的
内容記載
欄)
各保育士
が他の遊
具や所定
の場所で
園児を見
ながら一
緒に遊ん
でいた。

特にな
し

子どもの行
動に十分注
意し、遊具
をしっかり
と持つよう
に伝えた
り、休息を
とるよう声
をかけてい
く。

3774

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

19 名 名 名 名 名 名 名 2名 ２名 5歳
1.男
児

対象児は保
育に配慮が
必要なこと
が多い。

2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

口腔内の
裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

今回の対
象児は普
段から配
慮の必要
なことも
多く注意
をしても
すぐに聞
けないこ
とも多

かった。

子どもた
ちに椅子
の座り方
につい
て、今回
のような
座り方は
しないよ
うに実演
してほか
のクラス
も注意し
確認す
る。危険
な座り方
はすぐに
止めさせ
るよう職
員にも徹
底した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
()回/年
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
()回/年
毎日

帰りの会
は全員が
話が聞

け、担任
も子供た
ちの様子
がわかる
ように部
屋の後ろ
に横一列
に椅子を
並べ担任
を見て話
しを聞く
体制を

とってい
る。

きちんと
座れない
子どもは
椅子でな
く床に
座って話
を聞くと
きがあっ
てもよい
などその
時の様子
で変える
必要もあ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

横1列に
広がると
端の子た
ちが担任
の話に集
中できな
いことも
考えられ
る。

部屋の中
心に集ま
り聞きや
すい体制
にして話
をする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
椅子に座
り上の長
袖Tシャ
ツに手と
足を入れ
こんだ姿
勢で話を
聞いてい
たが,バ
ランスを
崩して椅
子から床
に転倒し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
壁の前に
横1列に
並んだ椅
子に座っ
た子供た
ちに帰り
の会で話
をしてい
ると、対
象児が危
ない座り
方をして
いたの
で、口頭
で注意し
たが対象
児は直さ
ずこの事
故につな
がった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
　もう一
人の担任
は子供た
ちと反対
側にある
位置のホ
ワイト
ボードの
当番表を
なおして
いた。

対象児
は普段
も集中
できな
いこと
が多く
勝手な
行動が
多かっ
た。

職員も2人で
連携を取
り、危険が
予測された
ら口頭だけ
でなくすぐ
に止める対
応をとる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3775

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

14 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

注意が必
要である
ことの意
識が足り
なかっ
た。

みんなで
「ヒヤリ
ハット報
告」の強
化・再確
認をして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

山の形状
が平らな
面が十分
に広くな
かった。
（土管に
沿った形
状だっ
た）

山の形状
の安全性
ついて再
検討をす
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

山の上に
複数登っ
てしまい
他児とぶ
つかって
山から落
ちてし
まった。

山の上に
登るとき
の約束事
を決め
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
久しぶり
の園庭
だったた
めいつも
よりはり
きってい
たかもし
れない

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
山と反対
側の砂場
にいたた
め、山に
いた子た
ちの様子
を見てい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の各ク
ラスの担
任は各保
育室等に
て活動し
ていた。

園庭で
の事故
防止意
識が薄
く危険
を察知
できな
かっ
た。山
側に保
育士が
ついて
いな
かっ
た。

子どもの興
味関心をと
らえ、子ど
もの動きを
予測しなが
ら危険がな
いか見守っ
ていく。山
で遊ぶとき
は保育士が
つき、ルー
ルを守って
遊べるよう
声掛けして
いく。

3776

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

30 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3　　)回
/年

1.基
準以
上配
置

走るのが
速く、少
し体を斜
めにして
走る癖が
ある

転倒時の
瞬時の身
の守り方
をマット
遊びなど
から子供
達に伝え
ていく

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　　)回/
年

―

設備等に
問題はな
いが、園
庭に砂を
入れた
り、戸外
遊び前に
躓く原因
になるよ
うな石な
どがない
かの確認
など継続
し、今ま
で通り定
期的に安
全点検を
実施して
いく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

引き続
き、しっ
かり見守
りを継続
していく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
友達と追
いかけっ
こをして
いて、転
倒した時
に全体重
が左腕に
のしか
かった状
態だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
対象児か
ら約5
メートル
離れた位
置から全
体を見渡
すように
見てい
て、対象
児が転倒
する瞬間
も見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
の反対側
から園庭
を見渡す
ように見
ていた
が、転倒
時は違う
園児の方
を見てい
た。

―

引き続き、
職員間で意
識を高め、
しっかり見
守りを継続
していく

3777

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

17 名 名 名 名 名 名 名 2　名 2　名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕（橈
骨・尺
骨）骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

跳び箱の
指導を始
めたばか
りの時期
であるに
も関わら
ず、ホー
ルの半分
で跳び箱
を指導
（保育士
１人）
し、もう
半分を縄
跳びの指
導（保育
士１人）
にあてて
いた。

取り組み
始めの頃
は、２つ
の活動を
同時にす
るのでは
なく、１
つの活動
に集中さ
せるよう
にする。
（そうす
ればもう
ひとりの
保育士も
補助に付
ける）

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

―
ハード面
では問題
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱と
縄跳びの
練習はど
ちらでも
いいと言
う環境に
してい
た。

集中でき
る環境と
しては１
つの活動
にしぼ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
　対象児
はすでに
５段が跳
べるよう
になって
いて、５
段を跳ぶ
勢いで４
段を跳ん
だ為、勢
い余って
自分の体
を制御で
きなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
　跳び箱
のすぐ横
にいて対
応してい
て、対象
児が落下
する瞬間
に手を差
し伸べた
がまにあ
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
　ホール
のもう半
分の場所
で、他児
達に縄跳
びの指導
をしてい
た。

担当保
育士の
補助の
仕方等
は適切
だった
のか？
運動器
具を使
う活動
につい
て担当
保育士
任せ
（個人
的）に
なって
いた。

運動器具等
を使う指導
の基本を、
主任・３歳
以上児担当
の職員間で
共通認識を
持てるよう
検討する機
会を、年度
初めに持つ
ようにす
る。

3778

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 名 名 名
19
名

22
名

名 名 2名 2名 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

―

園庭遊び
中の職員
の位置や
遊びの内
容をさら
に検討し
ていく

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

―

遊具の点
検の強化
と職員の
育成

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

休み明け
の月曜日
で、体が
十分に動
かない

外遊び時
は必ず準
備運動を
してから
遊び始め
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
他の子ど
もも含
め、本児
のそばに
いて雲梯
を始める
様子は見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
他の職員
は、自分
のクラス
の子ども
を保育し
ていたが
何かある
と職員間
はチーム
ワークが
良くすぐ
にフォ
ローをし
た

休み中
の様子
の把握
が不十
分だっ
た。

休み明けの
保育内容や
子どもの状
態の把握な
ど、保育の
見通しがさ
らにできる
ように資質
の向上を図
る

3779

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

35 0 0 0 14 13 8 0 4 4 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘内障

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

１歳の時
に肩関節
が外れた
ことが
あったこ
とを認識
しておら
ず、ぶら
下がる遊
具で遊ぶ
ことの危
険につい
て意識が
薄かっ
た。

それぞれ
の子ども
の状態や
既往歴を
再確認し
て、安全
に遊べる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

―
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園の遊
具の数と
保育士の
人数が合
わず、一
人で複数
の遊具を
みてい
た。

保育士が
すぐに対
応できる
数の遊具
で遊ばせ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)
初めは雲梯
で遊んでい
る子はおら
ず、雲梯の
近くの遊具
で遊んでい
る子が多
かった為,保
育士はそち
らについて
いて、対象
児が雲梯で
遊び始めた
のが見えた
時点で向
かったが、
向かってい
る途中で落
下した。、

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
で遊んで
いる子ど
も達の様
子をみて
いた為

公園の
遊具の
数と保
育士の
人数が
合わ
ず、一
人で複
数の遊
具をみ
てい
た。

保育士がす
ぐに対応で
きる数の遊
具で遊ばせ
るようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3780

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

38
９
名

14
名

15
名

名 名 名 名 10名 10名 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯の脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の数
は十分で
あった
が、全体
を見る、
コーナー
を見る、
小グルー
プを見
る、個人
を見るな
どの役割
分担があ
いまいで
あった。

マニュア
ルをもと
に、事故
のケース
別の防止
策や対応
策を学ぶ
研修を計
画的にし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（　12　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1歳児ク
ラスの児
の中に何
をするで
もなく遊
び込めて
いない児
がいて落
ちついた
雰囲気で
はなかっ
た。

大まかな
遊び空間
のゾーン
化はあっ
たもの
の、遊び
が入り乱
れていた
ので、つ
い立てや
マットな
どを活用
して工夫
すればよ
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
人数に対
して、提
供される
遊具の種
類が少な
く飽きて
いた。

遊ぶ場所
を明確に
ゾーン化
し、じっ
くり遊ぶ
子と体を
動かした
い子の遊
びをわけ
ていく。
人数に
あった遊
具の出し
方を工夫
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
積み木遊
びをして
いる中に
入っては
いたが、
集中して
遊んでい
るという
感じでは
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
積み木遊
びをする
子４、５
人を時に
は遊びに
入りなが
ら見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
全体を見
守る職員
と、それ
ぞれの遊
びを見守
る職員と
にわかれ
ていた。

一番近
くで遊
びを見
守って
いた保
育士が
周りの
状況も
もっと
見てい
く必要
があっ
た。

保育士間の
声かけ、役
割分担を
もっとまめ
にしてい
く。

3781

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

17 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第５趾
基節骨骨
折、右第
５趾挫傷
及び捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

危険性の
予測がで
きていた
かどう
か。

事例を挙
げながら
危険予測
を職員間
で研修し
共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

カルタ遊
びの際の
マット使
用が適当
であった
か。

マットを
使用する
際には、
マットの
厚さ18ミ
リによる
床との差
や連結部
分の状態
を把握
し、危険
予測を行
い安全性
に十分配
慮しなが
ら使用し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

マット使
用の際に
正しい位
置に座っ
ているか
の確認が
できてい
たか。

遊びの経
過により
子どもの
動きの変
化に伴う
危険性を
把握し、
言葉かけ
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
他の園児
2名と共
にカルタ
遊びをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
保育室の
右側中間
点にいて
イスに座
り他の園
児とパズ
ルをしな
がら全体
を見守っ
ていた。
しかし、
対象児が
ケガをし
た瞬間は
認識して
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
３階に保
育室のあ
る５歳児
は園外保
育に出か
けてお
り、３歳
児は３歳
保育室内
で保育を
行ってい
たため、
他の職員
は対象児
を見てい
なかっ
た。

保育士
が他の
園児と
パズル
をする
中で対
象児の
動きを
把握で
きてい
たかど
うか。

遊びの進展
による子ど
もの動きを
予測し、遊
びの開始時
や終了時な
ど動きがあ
る際には、
子ともの位
置や使用し
ている遊具
等から危険
性がないか
十分に配慮
していく。

3782

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

33 名
16
名

17
名

名 名 名 名 6名 6名 3歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

職員の危
険予知能
力を今ま
で以上に
向上して
いく必要
がある。

事故予防
講習の中
に危険予
知に関す
る内容を
いれるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

遊戯室の
中央に太
い円柱が
あり、円
柱に沿っ
て走る
際、バラ
ンスを崩
しやすい
ことも考
えられ
る。

設計上、
円柱の柱
を取り除
くことは
不可能で
ある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室が
オープン
になった
ことで、
気持ちが
解放され
友だちと
一緒に
走った
り、追い
かけっこ
を楽しみ
たかった
のだと考
えられ
る。

遊戯室に
出る時に
は、事前
に遊具を
設定し走
り回るだ
けではな
く、他の
体を動か
す遊び
や、ウレ
タンブ
ロック
や、ブ
ロック等
作って遊
ぶあそび
に誘い、
落ち着い
て遊べる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室が
オープン
になり、
気持ちも
解放され
友だちと
一緒に遊
具が設置
されてい
ない場所
で走った
り、追い
かけっこ
をするこ
とを喜ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども数
人が遊戯
室に出て
走ってい
たため、
危険がな
いように
遊んでい
る様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者と
の視診が
ありやり
取りをし
ていたた
め、対象
児の姿は
見ていな
かった。

遊戯室
の中央
に柱が
あった
ことで
保育者
のいた
位置か
ら死角
になっ
ていた
ため、
転ぶ瞬
間が見
えな
かっ
た。

遊戯室の中
央に柱があ
るため、全
体的に子ど
もたちの動
きを把握で
きるように
保育者2名で
柱を挟み、
対角線で子
どもたちの
様子を見る
ようにす
る。なるべ
く子どもた
ちの動きを
把握できる
担任が先に
遊戯室に出
るようにす
る。

3783

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

78 名 名
18
名

26
名

17
名

17
名

名 9名 1名 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性の
ハセツ、
下顎骨骨
折の疑い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

―

安全点検
の強化、
子どもた
ちへの安
全に関す
る意識向
上

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

―

固定遊具
に関わる
際の安全
確保

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

安全確認
と子ども
たちの見
守りの強
化

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
通常通り
に登所・
特に変
わったこ
とはな
かった。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
ジャング
ルジムを
している
子につき
ながら全
体を見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
事故が起
こった
時、本児
の近くに
いたので
状況を確
認し、職
員室に報
告した

―

保育士の配
置場所の確
認と保育士
間の連携強
化
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3784

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

63
0
名

０
名

０
名

０
名

３
0
名

33
名

名 7名 7名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

雲梯から
の落下に
よる「右
上腕骨外
顆骨折」

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/

年

2.基
準配
置

―

ヒヤリ
ハット等
を用いた
研修によ
り、職員
の安全意
識向上を
図る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

―

遊具点検
を継続的
に行い、
安全管理
に努め
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

遊具の安
全な遊び
方、注意
すること
などを指
導する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
総合遊具
の雲梯や
滑り台等
を繰り返
し楽しん
でおり、
活動的で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
総合遊具
の別の場
所（太鼓
橋）で遊
ぶ園児の
見守りを
してお
り、雲梯
部分にい
た対象児
は見てい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
雲梯部分
で遊ぶ園
児たちの
様子を危
険のない
よう見
守ってい
た。対象
児が雲梯
から手を
放し足か
ら着地
し、弾み
で両手を
ついた際
に気付き
声掛けを
した。

―

園児の様子
を見て声か
けを行い、
注意を促
す。

3785

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

29
29
名

0
名

1名 1名 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

・球根植
えの環境
を一部の
他児と整
えていた
ため遊び
への目配
りが散漫
になって
いた。

・保育中
の子ども
への目配
りや配慮
を怠らな
いように
する。

・他クラ
スの保育
士との連
携をはか

る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48+12)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(96)回/年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
・戸外で
友達と鬼
ごっこを
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
・鬼ごっ
この姿を
見守りな
がら他児
とプラン
ターの土
作りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・他クラ
スの職員
は固定遊
具の見守
りやドッ
チボール
で遊んで
いた。

後ろか
らタッ
チする
他児の
勢いが
強かっ
たた
め。

・友達が転
倒しない程
度の強さで
タッチする
ことを知ら
せる。

3786

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11
3
名

5
名

3
名

名 7名 3名 5歳
2.女
児

―

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯脱
臼、左前
歯横亜脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

・夕方の
保護者お
迎え時、
子どもが
落ち着か
なくなる
時間帯に
見届ける
職員が近
くにいな
かった。

・夕方の
お迎え
時、遅番
職員が、
廊下玄関
付近で親
子を見守
り、声掛
け、必要
に応じて
援助し安
全に帰宅
出来るよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

・直線の
長い廊下
の為、走
り出した
くなる構
造であ
る。

・廊下は
走らない
ことを、
子どもた
ちと共に
考える安
全教育の
実施をす
る。
・廊下に
横断歩道
を設置、
各部屋の
出入り口
に足形
マーク
（とま
れ）を設
置する。

7.その
他

・保護者
がお迎え
に来ると
気持ちが
高揚す
る。
・保護者
に引き渡
したあ
と、子ど
もから目
が離れや
すい。

・遅番職
員が夕方
のお迎え
時、廊
下、玄関
周辺で親
子を見守
り、声掛
けをす
る。
・保護者
にもおた
より等で
送迎時の
事故防止
の協力依
頼をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内容
記載欄)
・お迎えに
きた母親と
共に3歳児弟
の保育室に
荷物を取り
にいく。3歳
児保育室か
ら保護者よ
り先に廊下
に出て、猛
スピードで
玄関の方に
向かって走
る。その
際、玄関方
面から自分
の荷物を取
りに戻った
関係児童と
ぶつかる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
・遅番対
応職員は
汚れ物を
保護者に
渡した
り、書類
対応等が
あり廊下
や玄関付
近を見守
ることが
出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

・保育室
内で保育
又は掃除
をしてい
た為、廊
下を走っ
ている子
どもに気
が付かな
かった。

・保育
室内で
の保育
や掃除
に集中
してし
まい、
廊下等
への気
配りが
足りな
かっ
た。

・夕方、保
護者が迎え
にきた時は
スムーズに
帰宅出来る
ように声掛
けや見守
り、一緒に
手をつない
で動くなど
サポートを
する。

3787

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

24
０
名

０
名

０
名

１
１
名

０
名

１
３
名

０
名

２名 ２名 4歳
1.男
児

雨上がりで
公園遊具が
滑りやすい
傾向にあっ

た

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１～２)
回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルに基づ
き、すぐ
に園に連
絡を入
れ、事故
対応を
とった

引き続
き、事故
発生時に
は、速や
かに連
携・対応
出来るよ
うにして
いく

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

日頃から
利用して
いる公園
で、本児
も経験を
重ねてい
るアスレ
チックで
あった

日頃から
利用して
いても、
事故が起
きてしま
う事を十
分認識し
て、保育
を行って
いく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各アスレ
チック
共、一定
方向で、
順番にや
るルール
を守って
取り組ん
でいた。
当日は晴
天であっ
たが、前
日の雨で
丸太のア
スレチッ
クの中に
は少し
湿ってい
るところ
もあった

引き続き
同時に大
人数でア
スレチッ
クに取り
組むので
はなく、
適切な人
数・状態
で遊ぶよ
うに環境
設定して
いく。雨
上がりは
状態の事
前確認を
特に丁寧
に行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
本児は標
準体形で
身のこな
しも良
い。当日
も元気に
遊んでい
た

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的内容
記載欄)
本児の平均
台アスレ
チックへの
取り組み
を、①坂を
上る②橋を
渡る ところ
までは手を
繋いで補助
していた。
③坂を下り
る ところ
で、本児が
「一人でお
りる」と
言ったの
で、側で見
守っていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
公園内で
遊ぶ全体
の様子を
見ていた

保育参
加で、
３歳児
クラス
の保護
者（夫
婦）が
いたの
で、遊
具につ
く大人
の数は
日頃よ
り、確
保出来
ていた

監視体制は
悪くなかっ
たが、保育
者がついて
いた場所と
反対側に落
下した時の
瞬時の対応
がとれな
かった。起
こりうる最
大限の可能
性を予測し
て補助を行
うと同時
に、子ども
自身にも意
識を持てる
言葉かけを
多く行って
いく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3788

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

26 名 名 名 名 名 名 名 ２歳 ２名 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕橈
骨、尺骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

職員一人
ひとり
が、事故
予防につ
いての意
識が薄
かった。

事故防止
マニュア
ルについ
ての園内
研修の回
数を増や
したり、
職員間で
の周知度
を高め、
事故防止
の意識を
強化して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２００)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

安全に遊
べる遊具
でも、遊
び方を間
違えると
危険に繋
がるとい
うことを
意識して
見守るべ
きだっ
た。

定期的に
実施し、
毎朝点検
をしてい
る。螺旋
すべり台
の下には
安全マッ
トがある
が、砂や
石をきれ
いに掃
き、更に
安全面に
気をつけ
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園児が思
い思いの
場所で遊
びを楽し
む時間帯
なので、
危険を予
測した見
守りの立
ち位置を
徹底する
べきだっ
た。

全体を見
守りなが
らも、高
さのある
遊具の傍
には必ず
付いてい
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
普段から
動きの活
発な園児
である。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
他の園児
の対応を
していた
ため、螺
旋すべり
台を背に
向けてし
まってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
丁度近く
にいた職
員が助け
ようとし
たが間に
合わな
かった。

全体を
見守り
ながら
も、一
人ひと
りの動
き等を
把握
し、必
要に応
じてす
ぐに動
けるよ
うにし
ておく
べき
だっ
た。

園庭に出る
前には、あ
らゆる事故
を予測し環
境を整える
と共に、常
に全体に目
を配り、特
に注意が必
要な園児に
対しては、
個別に声を
掛けるよう
にする。

3789

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

19 名 名 名 名 名 名 名 2名 1名 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　右手親
指付け根
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
15　)回/
年

2.基
準配
置

今回の保
育の活動
内容で、
事故の発
生を想定
していな
かった。

常の保育
の活動内
容を事前
に確認
し、事故
の発生や
リスクを
予見す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1～52)回
/年

発生場所
の遊戯室
の要因等
は考えら
れない。

発生場所
の遊戯室
の要因等
は考えら
れないの
で、特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

発生場所
の遊戯室
は十分な
面積があ
るが、カ
エルとび
の間隔が
十分では
なかっ
た。

カエルと
びや類似
する動き
を行う際
は、園児
と園児の
間隔を十
分にと
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
特に変わ
りなく登
園し、心
身ともに
いつも通
りであっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
園児19名
が参加す
るラボ活
動であ
り、講師
の進行に
合わせ、
園児全体
を見守っ
ており、
本児は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
園児19名
が参加す
るラボ活
動であ
り、講師
が進行
し、園児
全体を見
守ってお
り、本児
は見てい
なかっ
た。

園児が
自由に
カエル
とびを
してお
り、と
ぶ方向
が園児
によっ
て違い
があ
る。

列や円形に
なるなど、
とぶ方向を
定めてカエ
ルとびをす
る。

3790

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

13 名 名 名 名 名 名 名 ３名 ３名 1歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈尺骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８)回/
年

― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
友だちの
動きの真
似をし
て、走り
たくなっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
こちらに
向かって
くる子ど
もの動き
を普段通
り、みて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
３か所に
分かれて
みてお
り、自分
の近くの
子どもの
動きを見
ていた。

手に玩
具を

持って
走った
ことに
気づく
のが、
遅かっ
た。

バランスを
崩しやすい
年齢なの
で、走り回
る危険性を
再度確認
し、複数担
任で声をか
け合い、遊
びの内容を
検討する。

3791

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

104
0
名

14
名

18
名

25
名

21
名

26
名

0
名

11 4 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

―

子どもた
ちへの安
全に関す
る意識向
上

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

―

遊具に関
わる際の
確実な安
全確保

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

安全確認
と子ども
たちへの
見守りの
強化
遊具使用
に関する
子どもへ
の定期的
な啓発

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
通常通り
に登所・
特に変
わったこ
とはな
かった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
園庭で遊
ぶ子ども
たちを把
握しなが
ら見守っ
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
事故が起
こった
時、本児
の近くに
いたため
状況を確
認し、職
員室に報
告した

―

安全確認と
子どもたち
への見守り
の強化
遊具使用に
関する子ど
もへの定期
的な啓発

3792

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 名 名 9
9
名

名 名 名 3名 3名 2歳
2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

子どもの
動きにす
ぐに対応
できる位
置に職員
が配置し
ていな
かった。

事故発生時
の対応につ
いてのマ
ニュアルは
あるが、予
防マニュア
ルは整備さ
れていな
かった。ヒ
ヤリハット
報告書で事
故予防につ
いては周知
している
が、マニュ
アルとして
きちんとし
た整備がな
されていな
かった。今
後事故予防
マニュアル
の整備、作
成をしてい
く必要があ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

室内の動
と静の空
間の配置
が上手く
できてい
なかっ
た。職員
が離れた
場所にい
たためす
ぐに対応
ができな
かった。

絵本を読
んでいる
子のそば
で走った
り暴れた
りする子
がいれ
ば、活動
を工夫し
たり、離
したり保
育士が間
に入った
りして環
境を整え
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊びの
後、室内
に入りそ
れぞれが
解放感を
感じて遊
び出し
た。思い
思いに動
き出した
ので把握
しきれな
かった。

一人一人
の動きや
室内の状
況を常に
把握し必
要に応じ
た声掛け
をしてい
く。室内
では走ら
ないこと
を繰り返
し伝える
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
外遊びの
後で水分
補給を
し、落ち
着いた状
態で絵本
を読んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
全員の水
分補給や
汗の始末
を済ま
せ、やか
んやコッ
プなどの
始末をす
るためや
や離れた
場所にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
それぞれ
の子ども
にかか
わってお
り、対象
児が足を
踏まれた
場面は見
ていな
かった。

水分補
給や着
替えな
どで一
人ずつ
にかか
わって
いたた
め、ク
ラス全
体の子
どもの
動きや
誰がど
こにい
るかな
どの把
握が十
分でな
かっ
た。

職員同士の子ど
もを見守る体制
や配置の連携が
不足していた。
子どもの動きを
見て危険を感じ
た時点で止める
か、すぐに対応
できる範囲にい
ること。必ず職
員間で声掛けを
して、誰がどん
な動きをしてい
るかどこにいる
か、また全体的
な状況などを把
握しておく。危
険な行動や場所
は気づいたとき
に対処し、職員
間で周知してお
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3793

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36
0
名

0
名

0
名

0
名

18
名

18
名

名 4名 3名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3)回/年

2.基
準配
置

―

子どもの
動きをよ
り具体的
に予想し
て、危険
個所を見
直してい
く

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2～4　)回
/年

―

かけっこ
のゴール
位置の変
更・ゴー
ルした後
の誘導

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ゴール後
はゆっく
りクラス
の列に戻
るように
声をかけ
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
かけっこ
でゴール
した後
に、他の
お友だち
との接触
によって
転んだ

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
かけっこ
のスター
ト地点で
次の子ど
も達の準
備をして
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
ゴールす
るまでみ
ていた
が、ゴー
ル後の友
たちとの
接触によ
るものな
ので、手
助けはで
きなかっ
た

ゴール
地点付
近に十
分なス
ペース
が確保
できて
いな
かった

子どもたち
に対しての
声掛け

3794

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

20 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

本児は、
個別支援
が必要で
補助保育
士がつい
ている。
本児の補
助とはい
え、常に
ついてい
るわけで
はなく、
2人で20
人の子ど
もを保育
してい
る。

補助保育
士は、離
れていて
も本児か
ら出来る
限り目を
離さない
ように見
守ること
とする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/
年

― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラスみ
んなで
ごっこ遊
びをして
いたが、
本児は気
が進ま
ず、一人
室内を歩
いてい
て、精神
的内面が
不安定で
あったと
想像す
る。

本児も関
心を持て
そうな環
境を整え
ていくこ
と。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
クラスみ
んなで
ごっこ遊
びをして
いたが、
本児が気
は進ま
ず、室内
を歩いて
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載

欄)
クラスの
活動とし
て、ごっ
こ遊びを
していた
最中で

あったた
め、本児
よりも離
れたとこ
ろにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

ごっこ遊
びをして
いる他の
園児の動
きを見て
いた。

―

子どもの気
持ちに寄り
添い、手持
ちぶさたに
ならないよ
う様子を丁
寧に見て、
他の活動が
できるよう
に環境を整
えていくこ
と。

3795

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 名 名 名 名
12
名

１
０
名

名 １名 １名 6歳
1.男
児

・身長１１
４，３㎝、
体重２０，
８㎏、体格
が良い。
・天気も良
い暖かい日
であった。
・戸外で身
体を動かし
たり、友達
と鬼ごっこ
をして遊ぶ
ことを好ん
でいた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

―

・活動に
よって必
要な保育
士の人数
調整を行
う
・事故予
防に関す
る研修に
参加し、
職員全体
で周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

園庭の地
面のへこ
みや石が
落ちてい
なかった
か等、安
全確認が
必要で

あった。

園庭の地
面の状態
を確認
し、隅々
まで整備
するよう
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午後の戸
外遊びで
は、４，
５歳児ク
ラスのみ
園庭で遊
んでいる
ため、広
く使用で
き、思い
き
り走れる
状況に
あった。

・午後か
らの遊び
は午前中
の疲れが
出ること
もあるの
で、走る
範囲を決
めて行う
ようにす
る。
・日頃の
保育の中
で運動機
能を高め
る遊びを
取り入れ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
友達と一
緒に元気
良く走っ
たり、鬼
ごっこを
して遊ぶ
姿が見ら
れた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
園庭にあ
る固定遊
具で遊ぶ
子どもに
ついてい
た。対象
児を含む
鬼ごっこ
をしてい
る子ども
たちを目
で追い続
けてい
た、

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
休憩中の
職員３名
が事務所
から対象
児を含む
含む数名
で鬼ごっ
こをして
いる所を
見てい
た。

固定遊具で
遊ぶ子ども
には、保育
士がつかな
いと危険な
為つくが、
他の遊びを
している子
どもまでは
目で追うこ
としかでき
ず、咄嗟の
時に動けな
い可能性が
あるので、
もう一人保
育士を配置
する必要が
あったと考
える。。

戸外で遊ぶ
時には、保
育士を２人
配置する。

3796

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

2
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

10 名 名 名 名 名 名 2名 2名 2歳
2.女
児

―
食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

転倒した
際噛んだ
ことによ
る下唇の
創傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

子どもは
予測の付
かない行
動をとる
ことがあ

る。

担任が注
意・観察
するだけ
でなく、
日頃から
園児に対
して、転
倒しない
ような安
全な椅子
の座り方
をするよ
うに説明
して身に
付けさせ
ることを
今まで以
上に徹底
したい。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

子どもは
予測の付
かない行
動をとる
ことがあ
るので大
人の危機
管理の意
識を高め

る。

日頃から
ハード面
での安全
点検を
チェック
シートを
用いて
行ってい
る。今後
も日々、
ハード面
での安全
点検を行
い、ヒヤ
リハット
事故につ
ながりそ
うなこと
を検討
し、安全
面に配慮
したい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもは
予測の付
かない行
動をとる
ことがあ
るので大
人の危機
管理の意
識を高め
る。

散歩や室
内での遊
び以外
に、昼食
時など想
定外時の
事故予防
方法につ
いても検
討する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
食事中の
椅子から
の転倒事
故

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
担任と副
担任は、
児が椅子
から転倒
しないよ
う注意・
観察して
いたが、
他の児の
食事介助
もしてい
たため、
児につ
きっきり
で指導す
る事は難
しい状況
であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的内
容記載欄)
副担任は、
担任と一緒
に、児が椅
子から転倒
しないよう
注意・観察
してい
た。、担任
同様、他の
児の食事介
助もしてい
たため、児
につきっき
りで指導す
る事は難し
い状況で
あった。

子ども
は予測
の付か
ない行
動をと
ること
がある
ので大
人の危
機管理
の意識
を高め
る。

散歩や室内
での遊び以
外に、昼食
時など想定
外時の事故
予防方法に
ついても検
討する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3797

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

12 名 名 名 名 名 名 名 １名 １名 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右環指中
節骨骨折
全治4週
間

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
６)回/年

2.基
準配
置

・特にな
し

・特にな
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

・特にな
し

・特にな
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室内
の狭い環
境の中で
運動遊具
を使った
遊びをし
ていた。

運動遊具
を用いて
の遊びは
遊戯室や
十分にス
ペースを
確保でき
る場所で
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
普段とは
違う新し
い遊びに
気持ちが
たかぶっ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
夕方当番
中であっ
たことも
あり、迎
えに来ら
れた保護
者の方へ
の対応
や、他の
気になる
子へ目が
向いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
当番が一
人体制で
他にいな
かった。

・運動遊具
を使った遊
びを一斉に
させてし
まった。
・本児の行
動（ワニに
なりきって
床を這って
いる）に対
して注意が
むけれてい
なかった。
・保育士は
跳び箱等の
運動遊具と
は違い、で
こぼこ平均
台の高さも
低いため、
転倒、転落
しても大丈
夫だろうと
思ってい
た。

・遊びに対
しての人数
が多かった
ため、人数
を分けて遊
ばせるなど
落ち着いて
遊べる環境
を整える。
・運動遊具
を使う際
は、常にリ
スクが起こ
る可能性が
あることを
意識して見
守る。
・保育士の
人数に合わ
せた運動あ
そびを設定
する。

3798

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

94 名 名 名
31
名

32
名

31
名

名 8名 8名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１3)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・１グ
ループ４
人の間隔
が十分で
なかっ
た。

・職員間
で活動の
中身を十
分に確認
できてい
なかっ
た。

・芝生の
コンディ
ションに
滑りやす
い場所が
あったか
もしれな

い。

・並ぶとき
の間隔を配
慮する。
・５歳児の
走力を考え
た活動の工
夫・事前指
導(月案で事
前に、並び
方や集合の
仕方、休
息、走るグ
ループ等活
動の進め方
を具体的に
職員間で共
通理解し必
要に応じて
は改善し進
めていける
ようにす
る。）
・芝生の状
態を確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調もよ
く、いつ
も通り登
園してき
た。並ぶ
時や走る
間も友だ
ち同士の
トラブル
はなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

見ていた
が、たま
たま、同
時にカー
ブにさし
かかっ
た。カー
ブのとこ
ろで転倒
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3歳児ク
ラスの職
員も、転
倒する瞬
間を見
た。カー
ブのとこ
ろで自分
のバラン
スを崩し
た。

特にな
し

特になし

3799

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

10 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

保育士は
すぐそば
にいたの
だが、少
し目が離
れた時に
落下し
た。

職員全員
に周知を
し、同じ
ような事
故が起こ
らないよ
う話をし
た。

2.不定期
に実施

実施頻度(
３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
３)回/年

落下した
時に下に
マットが
敷いて
あったら
衝撃が緩
和された
かもしれ
ない。

滑り台の
下にクッ
ション性
のある
マットを
一枚敷い
ておく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

落下した
時に下に
マットが
敷いて
あったら
衝撃が緩
和された
かもしれ
ない。

滑り台の
下にクッ
ション性
のある
マットを
一枚敷い
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
いつも通
り滑り台
に上って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
滑り台の
上に２人
いたので
その子た
ちにも注
意をはら
いながら
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
園庭の他
の場所で
遊んでい
る子を見
ていた。

保育士
はすぐ
そばに
いたの
だが、
少し目
が離れ
た時に
落下し
た。

なるべく子
どもから目
を離さない
ようにす
る。

3800

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

41 名 名 名 名 名 名 名 4名 4名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

―

安全点検
の強化、
子どもた
ちへの安
全に関す
る意識向
上

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

―

　本児が
日ごろ興
味を持っ
ていた大
型積木
あったの
で危険予
測が出来
た。見守
りだけで
なく触れ
ないよう
に環境を
整える必
要があっ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
通常通り
に登所・
特に変
わったこ
とはな
かった。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
近くで見
守りをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
担任の保
育士は劇
遊びをす
すめてい
たが事故
に気づい
て直ぐに
職員室に
報告し
た。

―

興味を持っ
ている物で
危険予測が
できるもの
には触れな
いように環
境を整え
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3801

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

16 名 名 名 名 名 名 名 ３名 ２名 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨遠位
端骨折
(とうこ
つえんい
たんこっ
せつ)

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

　特にな
し

　他の園
児にも同
様の事が
予測出来
る事から
当該遊び
を中止し

た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

　当該園児
の運動能力
は低くな

く、今まで
も同じ遊び
をして出来
ていた内容
である事を
考えるとつ
かまろうと
した太鼓橋
の鉄棒の部
分の太さが
掌のサイズ
に合ってい
なかった事
が考えられ
る。（厚さ
2cm程度のラ
バーマット
は太鼓橋の
下に敷かれ
ている）

　他の園
児にも同
様の事が
予測出来
る事から
当該遊び
を中止し

た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

　他の園
児にも同
様の事が
予測出来
る事から
当該遊び
を中止し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的内容
記載欄)
　飛び付き
の遊びなの
で万が一の
場合等(頭か
ら落ちそう
等)に対して
の付き添い
意識であっ
た。当該児
童はキチン
とお尻から
落ちてお
り、手の付
き方に対し
て対応出来
ていなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄
　他児童
の見守り
を行って
いた。

　特に
なし

　配置に問
題はなかっ
たと考える
が、遊び方
等によって
改めて意識
（年齢やク
ラス、運動
能力は考慮
しつつ、補
助者がすぐ
に手を差し
のべられる
状況で見守
るなど）を
持つように
話し合っ
た。

3802

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

25 名 名 名 名 名 名 名  3 名 3 名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頭
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/

年

2.基
準配
置

鉄棒を回
る介助は
一人。そ
の他は見
守りだけ
になって
いた。

鉄棒をす
る前後の
指導や見
守りを行
う職員を
配置す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回

/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回

/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回

/年

部屋の広
さ、鉄棒
の設置場
所が適切
だった
か。

鉄棒の安
全確認や
配置場所
等配慮
し、個々
の発達に
あった指
導、介助
をしなが
ら行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラス全
体での取
り組みに
なった
為、児童
の人数が
多く、指
導見守り
が手薄に
なったの
ではない
か。

グループ
ごとな
ど、少人
数で行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
まだ上手
く回れな
い為、鉄
棒に対し
て自信が
なかっ
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
すぐそば
で鉄棒の
介助をし
ていた。
（本児の
鉄棒の回
る介助を
した。）

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
周りの子
ども達の
介助、見
守りをし
ていた。

上手く
回れな
かった
為、気
まずさ
があり
早く自
分の席
に戻ろ
うとし
たので
はない
か。

回った後、
走って(慌て
て）自分の
席に戻らな
いように指
導する。

3803

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 名 名 名 名
５
名

９
名

名 ３名 ２名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

当日、担
任保育士
は休暇で
あった

が、これ
まで怪我
を起こす
行為がな
かった為
担任以外
が指導を
行い、児
童個人の
能力を十
分に把握
できてい
なかっ
た。

個人の能
力を十分
に把握し
ている担
任保育士
が指導で
きる環境
のもと行
う。ま
た、担任
保育士が
不在の場
合は、児
童の状態
を十分に
聞き取り
し能力を
把握した
うえで指
導を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２６０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２６０　)
回/年

特になし

環境面・
人的面が
要因と考
えられる
為、特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱を
跳んだ後
に転倒し
ないよう
支援でき
る補助員
を配置す
るべきで
あった。

跳び箱を
指導する
場合は、
２名体制
で行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
いつも3
段を跳ん
でいて、
４段も跳
べだした
と聞いて
いたので
４段を跳
ぶ勢いで
３段を跳
んでし
まったの
ではない
か。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
　　①保
育士･･･
他児の集
合してい
る場所、
②保育士
…跳び箱
終了後誘
導場所、
③保育
士･･･跳
び箱付近

跳び箱
を跳ん
だ後に
転倒し
ないよ
う支援
できる
補助員
を配置
するべ
きで
あっ
た。

跳び箱を指
導する場合
は、２名体
制で行う。

3804

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 名 名 名
６
名

７
名

１
０
名

名 ３名 ３名 6歳
2.女
児

天気も良く
異年齢構成
の中,集団
遊びを楽し
んでいた

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕顆上
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

園庭の砂
で滑りや
すい状態
であっ
た。

水を撒く
など、滑
り止めを
考慮する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

周りの子
どもの動
きに自身
の動きが
制限され
てバラン
スを崩す
ことにつ
ながった
と思う

一度に遊
ぶ人数の
調整、子
どもの十
分な動き
を保証で
きる空間
を確保す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

喜んでみ
んなと
ドッジ
ボールに
参加して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士が
ボールを
もって子
どもたち
にむかっ
て転がし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもた
ちを挟む
ように保
育士が
立って動
きを見て
いた。

特にな
し

特になし

3805

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

10 名 名 名 名 名
　
名

名  8 名  1名 5歳
2.女
児

―

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足親指
挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

自ら水筒
を落とし
た。

今後、子
どもに気
を付ける
ように指
導する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
登園後の
準備を通
常通り
行ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
保育室の
入り口で
児童の様
子を確認
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
各クラス
の他の児
童の保育
を実施し
ていた。

―

水筒は落と
すと危険な
ので、注意
するように
指導した。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3806

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

27 名 名 名 名 名
　
名

名 24名 19名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

BA1外傷
性歯の破
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

他児がお
茶を床に
こぼし
た。

部屋の中
は走らな
いと何度
も注意し
ている
が、再度
話をし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

床が濡れ
てない状
態にす
る。

雑巾や拭
くものを
園児や職
員が手の
届く位置
に配置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児が水
筒のお茶
をこぼし
た。

お茶を飲
んだら、
水筒の蓋
が閉まっ
ているこ
とを児童
に確認す
るように
指導

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
移動中は
落ち着き
がなく、
走って行
動するこ
とが多い

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
対象児童
に対し
て、歩い
て移動す
るように
指導し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
各教室で
保育を実
施してい
たため

―

教室内は走
らないよう
に指導し
た。

3807

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

20 名 名 名 名 名
　
名

名  8名 8名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指基
節骨基部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

跳び箱の
指導をす
る際に
は、一か
ら説明を
する

踏み切る
ときに、
手を挙げ
るように
指導する

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

跳び箱は
手のひら
でつくこ
とを児童
に指導し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
朝の始業
前に園庭
で跳び箱
をしたい
というの
で、練習
してい
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
跳び箱の
横に補助
としてつ
いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
各クラス
で始業前
の準備を
してい
た。

―

何回も繰り
返し跳び箱
を跳んでい
たので、繰
り返し練習
する場合は
一呼吸置く
ように、指
導した。

3808

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

60
8
名

10
名

11
名

 
12
名

9
名

10
名

名 20 16名 4歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
週一回の
頻度

1.基
準以
上配
置

―

登り棒な
ど高いと
ころに上
る練習に
は少しの
隙にも事
故が起こ
りえるこ
とも
想定し練
習を行
う。本児
の集中で
きる時間
配分を丁
寧に考え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

肋木にく
くった竹
の固定の
仕方

丁寧に固
定したと
思っても
複数で確
認するこ
とが大切
だった

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

一対一で
運動会に
向けての
登り棒を
練習して
いると
き、他児
の保護者
の
お迎えが
あり、職
員が保護
者の方を
振り向い
て本児が
手を放し
てしまっ
た

登り棒な
ど高いと
ころに上
る練習に
は少しの
隙にも事
故が起こ
りえるこ
とも
想定し練
習を行
う。本児
の集中で
きる時間
配分を丁
寧に考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
おやつ後
の時間に
本児が練
習したい
と要望
し、一対
一で練習
したが、
保護者の
送迎が始
まる時間
帯であっ
た

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
一対一で
練習した
が、保護
者の送迎
などが始
まり、本
児から目
を離して
しまった
りする時
間があっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の子ど
もたちと
園庭で遊
んでいる
状況で
あった。

午後の
活動で
子ども
の集中
時間を
加味出
来な

かった

登り棒など
集中を必要
とする活動
は保育士が
丁寧に対応
する必要が
あった

3809

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

21 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルには、
保育活動
の中の一
つ一つの
細かな活
動に対し
てまでは
記載され
ていない
ため、定
期的に事
前に職員
間で共有
すべきで
あった。

職員全員
で今回の
ケガにつ
いて、原
因とどう
すべきで
あったの
かを話し
合い、マ
ニュアル
の再確認
を行っ
た。(事
故防止研
修)

1.定期的
に実施

実施頻度
①　１回/
年
 
②  毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
業者…１
回/年
　
保育園…
12回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
12回/年

器具につ
いての不
備ない。
セーフ
ティー

マットを
常時敷い
ておく以
外の方法
以外と考
えるので
あれば、
跳箱を保
育では行
わないこ
とを検討

する

本児はいつ
もであれば
無理なく跳
べていた高
さだったた
め、当日も
いつも通
り、ふつう
のマットを
敷いて跳ん
でいた。今
後はどこか
ら落ちても
安全なよう
に、セーフ
ティーマッ
トを敷いて
活動をして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体操競技
経験者の
保育士の
指導で保
育を行っ
ていた
が、本児
を担当し
ていたの
は、体操
経験の無
い保育士
であっ
た。

・活動内
容によ
り、フ
リー保育
士がサブ
に入り、
職員配置
を増員す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

全員で跳
箱の活動
を行って
いた。一
人づつ順
番に跳ん
でいた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

跳箱の横
に、3段
の担当職
員がい
た。手が
滑って
とっさに
手を差し
伸べた
が、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の高さ
の跳箱を
指導中
だったた
め、本児
の事故の
瞬間は見
ていな
かった。

段が低いこ
と、いつも
跳んでいる
段での練習
であるため
補助の必要
もないこと
から、とっ
さに助ける
必要もない
だろうと判
断し、隣に
いたもの

の、安心し
て見てい

た。

・「いつもは
跳んでいるか
ら」ではなく
「もし失敗し
たら」と考え
るべきであ
り、いつでも
すぐ手を差し
伸べられるよ
うな体勢で見
守るようにす
る。
・跳ぶ前には
一人ひとりに
声をかけ、自
分自身も集中
して助走でき
るよう仕向け
る。

3810

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

10 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕尺骨
骨折、右
腕橈骨脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
運動会直
後の気の
緩み。い
つも以上
に開放的
な行動が
見られ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
全速力で
走る子ど
もに声掛
けをした
が、事故
に至って
しまった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
見守り専
属の職員
がいな
かった。

運動会
が終了
し園全
体に気
の緩み
があっ
た。運
動会の
練習や
本番の
緊張か
ら開放
された
状況で
あっ
た。

子ども達に
運動会後
で、はしゃ
ぎすぎない
よう、活動
前の注意事
項を徹底確
認するこ
と。職員は
活発な子ど
もの動きを
把握し、危
険箇所を予
知して安全
を確保す
る。そのた
めの訓練を
常時実施す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3811

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46
1
名

11
名

6
名

10
名

9
名

9
名

0 9名 9名 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手前腕
部分骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

年に２～3
回

2.不定期
に実施

年に2～3
回

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通常　乳
児、幼児
と分かれ
ているが
当日は異
年齢（全
学年）で
遊んでい
た。

自由遊び
の時は鉄
棒の使用
を中止し
クラス単
位での活
動の際に
使用す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会で
鉄棒を経
験したこ
とで自信
がつき、
一人でも
できると
思い遊ん
でいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

シフト制
で遅番に
入る前の
引継ぎの
時間帯で
あった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鉄棒の近
くにいた
が、他児
との対応
をしてい
た

子ども達
自身で順
番やルー
ルを守る
ことがで
きていた
ので、全
体の見守
りはいた
が鉄棒だ
けの補助
としての
職員の配
置はして
いなかっ

た

特に遊具を
使用して遊
ぶ際には、
何が起きる
かわからな
いので補助
を配置し安
全を図る。

3812

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

20 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

上顎右A
外傷によ
る歯の脱
臼
上顎左A
外傷性歯
の破折、
歯根破折
下顎骨骨
折の疑い
上顎骨骨
折の疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
隔)回/年

2.基
準配
置

可動遊具
の扱いに
慣れてい
なかっ
た。

全職員が
研修に参
加し危機
管理の意
識を高め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
()回/年
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

可動遊具
を使った
遊びも、
子どもな
りの工夫
がみられ
るように
なってき
ていたの
で「こう
したい」
という意
欲があっ

た。

可動遊具
の点検も
行いなが
ら、子ど
もの発達
や遊びの
姿の情報
共有を
し、起こ
りうるリ
スクにつ
いて理解
をしてい
く

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

立てかけ
た板の種
類（滑ら
ないよう
になって
いるもの
とそうで
ないも
の）にも
気付ける
ような声
掛けをす
るとよ
かった。

一人ひと
りの子が
どんな遊
びをして
いるか把
握し、必
要に応じ
た声掛け
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
可動遊具
の板をつ
なげて道
を作り、
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
早朝パー
ト保育士
が遊びの
状況を把
握してい
たが、傍
にはつい
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
遊びの状
況を把握
しつつ、
保育に当
たってい
た。

職員の
入れ替
わる引
継ぎの
時間
帯。

子どもの様
子を把握し
ながらメモ
等を渡す。

3813

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

59
6
名

8
名

9
名

12
名

12
名

12
名

名 16名 15名 4歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

　  口唇
打撲 歯
牙による
咬傷
歯根破折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年　事故
があった
時その都
度も開催

2.基
準配
置

引き継ぎ
の時間で
保育士の
体制が代
わった直
後、個別
対応や遊
びの対応
で、全体
を見る保
育士体制
になかっ
た。

体制や切
り替え時
には保育
士同士で
声を掛け
合い、立
ち位置や
どこに気
をつけて
いくのか
などを確
認しあう
ことを徹
底する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

―
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

パーテー
ションの
取り扱い
方が徹底
できてい
なかっ

た。常に
一人一人
が安全な
保育室の
環境設定
を確認す
る必要が
あった。

保育士間
でパー

テーショ
ンの取り
扱い方を
再確認す
る。ま

た、使用
する子ど
もたちと
のルール
を決め

る。常に
保育室内
の安全な
環境や配
置を保育
士間で確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

パーテー
ションの
使い方や
出し入れ
の仕方を
子どもた
ちに伝え
きれてい
なかっ
た。

パーテー
ションの
使い方を
もう一度
話し合う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体を動か
すことが
好きで、
活発であ
る。やり
たいこと
が見つか
ると集中
して遊ぶ
が、見つ
からない
時は室内
を走り回
る。興味
を示すこ
とがある
と、すぐ
に遊びに
入って
じっくり
取り組む
ことがで
きる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室内
で全体を
みていた
保育士が
本児の近
くにいた
が、反対
側にいた
カード
ゲームを
していた
子どもか
ら呼ば
れ、対応
するため
に背中を
向けた瞬
間に事故
が起き
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

探し物を
している
子どもに
ついて廊
下に出る
（1
名）・
3歳児ク
ラスで子
どもをみ
ていた
（1
名）・
引き継ぎ
をして外
に出よう
とした
（1
名）・
保育室に
入ったば
かり（2
名）

パート
保育士
が1名休
みにな
る。引
き継ぎ
時間で
保育体
制があ
やふや
だっ
た。子
どもを
見るス
タッフ
が少な
い。

早番からの
引き継ぎ・
スタッフの
出入り時
間・子ども
たちがひと
遊びを終え
落ち着かな
くなる時間
帯は特に注
意をする。
引き継ぎを
する保育士
は、落ち着
いてから保
育室から出
る。パート
保育士は子
どもの様子
をみなが
ら、必要な
場所に入
る。

3814

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

17 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

職員配置
的には問
題なかっ
た。

半期ごと
に会議で
読み合わ
せ、更な
る危機管
理の意識
づけを
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/

年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/

年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/

年

水道前が
濡れてお
り、本児
がジャン
プした際
滑ってし
まった。

水道を使
用後は必
ず濡れて
いないか
確認し、
濡れてい
た際はす
ぐに拭く
ようにす
る。また
子ども達
にも水道
前が濡れ
た際には
拭くよう
声を掛
け、濡れ
た状態が
で過ごす
ことが無
いように
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

2人いた
保育士が
共に本児
が死角に
なる方向
を向いて
保育（1
人は支度
の確認、
もう1人
は支度の
補助）を
してお
り、部屋
全体を見
れる位置
にいな
かった
為、本児
の危険行
動を把握
できてい
なかっ
た。

支度の確
認をする
保育士は
全体が見
れる位置
で確認を
行い、子
ども達の
行動を把
握できる
ようにす
る。もう
一人の保
育士はす
でに支度
が終わり
並んで待
つ子を見
ながら全
体にも目
を向け、
死角がで
きないよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
朝の健康
観察では
体調に関
しては異
常はな
かった。
その後の
様子はい
つも通り
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

4歳児担
任保育士
は、帰り
仕度が済
んだ子ど
も達のカ
バンの中
身の確認
や、確認
が済み並
んで待つ
子ども達
に目を向
けてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
帰り仕度
をしてい
る子ども
達の補助
をしてい
た。

2人の保
育士共
に、目
の前に
いた子
ども達
の対応
に目を
向け過
ぎてお
り、本
児の位
置を把
握でき
ていな
かっ
た。

担任に関わ
らず、目の
前の対応と
全体性を常
に持ち合わ
せて連携を
取り合いな
がら保育に
臨む。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3815

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23
5
名

7
名

11
名

名 名 2名 4歳
2.女
児

整形外科受診。骨に空洞

がある。3日後、紹介に

より総合病院受診。診断

名は確定されないまま、

定期的に総合病院を受

診。その後足を検査し、

左脛骨線維性骨異形成

（良性腫瘍）と診断され

る。その後も、定期的に

受診し、その都度母親か

ら報告を受けて、運動制

限の状況確認をしてき

た。直近では、左脛骨の

病巣部の骨が折れやすい

状態にあり、サッカー、

常に走る、ジャンプ、正

座は禁止。体操教室、歩

く、軽く走るは可能と報

告は受け、母子家庭であ

る保護者の希望で、仕事

があるため、その後も通

常保育（集団保育）で継

続利用をしていた。今

後、定期受診で両下肢の

検査とレントゲン写真

(骨折部の完治状態を調

べるため)を行う予定。

2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨病
的骨折疑
い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

本児は満2才
から左足の
持病があ
り、ケース
会議で取り
上げてい
た。骨が折
れやすいと
いう報告を
受けていた
が、母親か
ら体操教室
の参加可。
また、軽く
走るのも良
い。と言わ
れていたた
め、集団活
動時におけ
る本児の運
動制限等の
配慮に欠け
た。

本児は持
病があ
り、骨折
しやすい
状況に
あったた
め、集団
遊びでの
事故予防
も想定す
べきだっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

遊戯室で
の事故
だった
が、床の
破損など
は無く、
また、遊
具や玩具
を使用し
なかっ
た。

施設設備
等には問
題はな
かったと
考えられ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢児
での活動
の際に
は、成長
発達を踏
まえて計
画を立て
る。

異年齢児
での活動
計画を立
てる際
に、成長
発達を踏
まえて、
配慮事項
にリスク
を考慮し
た安全対
策を入れ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
とおりゃ
んせをし
ていた
際、アー
チをくぐ
りぬけた
後に、前
にいた子
の足につ
まづいて
転倒。
(本児よ
りの聞き
取り)

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
担任は、
全体を見
渡しなが
らも、他
の子に気
をとらて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の職員
も全体を
見渡しつ
つも、他
の子に気
を取られ
て、本児
の動きは
見ていな
かった。

本児
は、持
病によ
り骨折
しやす
い状況
にある
にも関
わらず
本児に
参加の
可否を
問い、
参加希
望を受
け入
れ、本
児の持
病の配
慮に欠
けてい
た。

本児に参加
の可否を問
うのではな
く、骨折し
やすい状況
を配慮し、
最初から参
加を制限す
るべきだっ
た。

3816

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12
１
名

５
名

６
名

名 名 名 名 ３名 3名 2歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

1.基
準以
上配
置

―

保護者か
らの受け
渡し前で
あっても
目の行き
届くよう
配慮し、
すぐに対
応できる
位置で保
育してい
くよう職
員に周知
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

上靴を履
いていな
い１歳児
は室内で
は靴下を
脱いで転
倒防止に
気を付け
る。

広い床面
に机や椅
子等を出
したまま
にせず、
子どもの
動きを妨
げない配
置や空間
を整えて
おくよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の支度
中であっ
たため、
子どもの
動きに注
意を向け
ることが
疎かに
なってい
た。ま
た、保育
士も受け
入れ前と
いうこと
で注意が
欠けてい
たと思わ
れる。

保護者の
朝の支度
がなるべ
く短い時
間で済ま
せられる
よう検討
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)  体
を動かす
ことが好
きで、活
発でなお
かつ咄嗟
な動きを
すること
が多いた
め、些細
な怪我は
よくあ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載

欄)
受け入れ
後の子ど
もたち全
体を見て
いて、受
け入れ前
の子ども
の動きに
は注意が
払えてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

(具体的
内容記載
欄)  ０
歳児のそ
ばについ
ていた
り、他の
保護者と
朝の受け
入れ時の
やり取り
をしてい
たため対
象児の動
きを見て
いなかっ
た。

保護者
と一緒
という
安心感
から本
児の動
きには
注目し
ていな
かっ
た。

異年齢の合
同保育中は
担任以外が
見ることも
あるため、
子どもの動
きを保育士
が分散して
見届けられ
るよう職員
に周知し
た。

3817

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

18 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（ヒ
ビ）

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

―

これまで
通り職員
間で危険
に関する
意識を高
める。子
ども自身
の危機管
理の意識
もつけ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

―

これまで
通り安全
確認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

これまで
通り職員
間で危険
に関する
意識を高
める。子
ども自身
の危機管
理の意識
もつけ
る。運動
遊びをす
る前には
怪我をし
ないよう
ストレッ
チを行う
など、改
めて周知
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
ドッジ
ボールに
積極的に
参加し、
自らボー
ルを取り
に行った
り、投げ
たりと全
身を使っ
て楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)
担当職員は
審判をしな
がら、全体
を見ていた
が、本児が
指を痛めた
ことには気
付かなかっ
た。（監視
カメラを確
認すると、
本児は怪我
した指を気
にする様子
は見られた
が、そのま
まドッジ
ボールを続
けていた。
その後気に
する様子も
なく別の遊
びに移って
いった。）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
対象児以
外の園児
を見てい
た。

―

ドッジボー
ル等の運動
遊びをする
前には、
しっかりス
トレッチを
行うなど、
怪我をしに
くい体づく
りをするこ
とを子ども
達にも意識
づけてい
く。

3818

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22
3
名

2
名

3
名

2
名

7
名

5
名

0
名

6名 6名 1歳
1.男
児

―
食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

― 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

誤嚥性肺
炎

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

保育中の
食事提供
に関する
危機管理
の認識不
足

事故防止
発生時の
ガイドラ
イン保育
士再研修
園用マ
ニュアル
の見直し
と食事に
おける危
機管理体
制の徹底

1.定期的
に実施

実施頻度
(１～１
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

― ―
6.食事
(おや
つ)中

提供する
食材の大
きさや硬
さの確認
不足

給食メ
ニューは
サイクル
メニュー
を導入し
ており、
本児提供
は数回実
施してい
たが、食
材の組み
合わせや
食べるタ
イミング
によって
は食材の
大きさや
硬さを再
確認しな
がら提供
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内容記
載欄)
朝の受け入れ
時、母親から
前日戸外にて
後頭部をコン
クリートに打
ち、少し「た
んこぶ」が出
来ているがそ
の他、普段と
変わりないと
いうことで何
かあれば連絡
することで預
かる。その
後、午前おや
つ（アーモン
ドフィッシュ
と麦茶）を完
食し、戸外活
動でも近隣の
公園に出か
け、普段通り
の様子で帰園
となる。その
後、５～１０
分程度室内の
玩具にて遊ん
だあとに食事
開始となる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的内容記載欄)

本児と他児の間にA

職員が着席し、他児

と本児を交代しなが

ら食事介助を行って

いった。本児が口を

開けたタイミングで

次の食材提供して

いった。あんかけご

飯・わんたんスープ

完食後、デザートの

桃（冷凍桃が半解凍

であったため、再度

流水にて解凍し４等

分にしたもの）を本

児の前に提供した。

解凍するために席を

離れたA職員に代わ

りB職員が自分で桃

を口に入れる姿を確

認する。本児自ら次

の２個目の桃に手を

伸ばそうとしている

姿の後に顔が白く

なっているのに気づ

く。すぐさま、本児

の背中を叩き、異物

除去を試みる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的内容記載
欄)
園児２人着席に
１人保育士が着
席する配置に
なっており、本
児及び職員の動
きを確認後、先
に異物除去して
いたＢ職員から
同室内にいたＣ
職員が交代し、
背部叩打法及び
指を本児の口の
中に入れて異物
除去を再度試み
つつ、気道確保
をする。その
後、食べていた
「桃」ではな
く、その前に食
べていた「おか
ず（肉片）」を
嘔吐する。　も
う１人の同室に
いたA職員は、１
１９番通報と給
食室及び園長・
主任等への連
絡、以上児クラ
スにいた他職員
へ協力依頼をす
る。

普段よ
り噛む
回数が
少な
く、食
べる速
さは早
いた
め、職
員の声
がけや
食材の
大きさ
等には
留意し
てい
た。口
の中の
確認不
足。

引き続き咀
嚼の促しと
量の調整、
口に入れる
タイミング
等を行いな
がら、食事
提供してい
く
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3819

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 名 名 名 名
７
名

１
５
名

名 ２名 2名 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左下腿骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

―

定期的に
研修を引
き続き
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

―

定期的に
点検を行
うこと
で、早め
に対策を
講じてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

マンネリ
化や気の
緩み等が
ないよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
ボールに
当たらな
いように
逃げる事
に夢中に
なり、周
りを見て
いなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)　対
象児の周
りの
対象児の
周りの状
況を把握
していな
い為、未
然に防ぐ
ことがで
きなかっ
た。転倒
後は患部
の腫れ、
歩き方に
注意し見
守った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)

爆弾
ゲーム
を行う
枠の大
きさが
小さ

かった
のでは
ない
か。

ボールだけ
でなく周り
を見るよう
声をかけ、
動きが大き
い対象児を
特に気を付
けて見てい
るべきで
あった。ま
た、ゲーム
をする人数
を少なくし
たり、枠を
広げること
で、一人ひ
とりのス
ペースが広
くなり安全
に遊べたの
ではない
か。

3820

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34
0
名

0
名

0
名

１
０
名

１
０
名

１
４
名

名 3名 3名 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨橈
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

年齢別の
運動機能
の発達に
ついて、
職員研修
をしてい
なかっ
た。

年齢別の
運動機能
について
研修し、
幼児期に
必要な多
様な動き
の獲得や
体力・運
動能力の
基礎につ
いて研修
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(数　　)
回/年

人工芝が
劣化して
いる場所
がある。
園庭がお
うとつし
ている場
所がある
が、人工
芝で平ら
にするこ
とができ
ない。

人工芝か
ら天然芝
へ変更予
定。同時
に平らに
ならす。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見学の子
もいたが
3～5歳児
全員でマ
ラソンを
してい
た。

園児一人
ひとりの
体力に差
があるこ
とを把握
したうえ
で、マラ
ソンのよ
うな運動
の活動に
入る。
又、一緒
に活動す
ることの
多い以上
児の担任
同士は、
細目に連
絡を取り
意識して
活動させ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内容
記載欄)
朝の登園が
普段は遅い
が、当日は
早めの登園
だった。朝
のマラソン
などほとん
ど経験が無
かったが、
本児は朝の
運動を楽し
んでいた。
マラソンを
走っている
中で、前を
走っていた
子が転倒
し、その子
を避けよう
と右手をつ
いて骨折し
てしまう。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的内容
記載欄)
2人の保育士
でマラソン
をする子を
見守るため
トラックの
左右に一人
ずつ立って
いた。本児
の前を走っ
ていた子が
転倒したた
め、声をか
けようと近
づこうとし
たとき、す
ぐ後ろを
走ってきた
本児が接触
を避けよう
と右側に転
倒したと思
われる。近
づいたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
３人目の
職員は受
け入れを
してい
た。

本児
は、朝
のマラ
ソンの
経験が
ほとん
どない
ことや
運動が
苦手な
ことを
以上児
の職員
同士で
の共有
がな
かっ
た。

1週間に一度
の以上児会
議の時を利
用し、共有
事項を話す
ようにす
る。

3821

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

28 名 名 名 名
15
名

13
名

名 2名 2名 6歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

―

事故内容
を職員会
議におい
て報告
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

―

跳び箱事
態に破損
等はな
かった
為、ハー
ド面にお
いての改
善策は特
になし。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱を
跳べる子
と跳べな
い子を混
合で練習
した為、
跳べる子
への配慮
不足が
あったと
考えられ
る。（本
児・・・
跳べる）

全員が落
下の危険
性がある
と判断
し、どん
な状況で
も対応で
きるよう
に側での
援助、見
守りが必
要であ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
跳べない
お友達
に、見本
として
『上手に
跳び箱を
跳ぼう』
という意
欲、意気
込みで勢
いよく助
走、踏切
を行な
い、勢い
余って着
地してし
まった。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
跳び箱の
側面に立
ち膝で構
え、落下
のないよ
うに見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他児の排
泄の援助
をしてい
た。

いつも落ち
着いてス
ピードをコ
ントロール
しながら上
手く跳んで
いた為、い
つも通り跳
べるだろう
という安心
感のせい
で、本児の
落下スピー
ドに追い付
けなかっ
た。

どんな状況
にもすぐに
対応できる
よう、常に
緊張感を
もって援助
の体勢をと
とのえてお
く。

3822

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

37 名 名 名 名
１
９
名

１
８
名

名 ５名 ３名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

―

今回の事
故の検
証、マ
ニュアル
の再度の
周知を行
い、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

遊ぶ場
所、広
さ、活動
内容に適
応すると
考えられ
る子ども
の人数の
配慮を常
に行な
う。

戸外での
活動は、
周囲の状
況や地面
の様子も
考慮に入
れ、子ど
もの動き
を予想
し、安全
面に十分
配慮した
活動を計
画する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもの
転倒に繋
がるよう
な大きな
石などが
園庭に落
ちていな
いかを
日々確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄）
・３名で
鬼ごっこ
を楽しそ
うにして
すごして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
・他児と
遊んでい
たため、
少し離れ
た場所か
ら本児た
ちの動き
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
・それぞ
れが各
コーナー
などに付
き添い、
園庭全体
を見守る
ような職
員もい
た。

―

戸外に出て
直ぐに始
まった鬼
ごっこだっ
たため、体
を慣らす体
操などを事
前に行なう
ようにした
い。
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【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3823

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

28 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端裂離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

―

今回の事
故の検
証、マ
ニュアル
を再度周
知し、再
発防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

毎月の自
己点検を
しっかり
と行う。

戸外で遊
ぶ時に
は、園庭
の状態を
確認し、
職員が連
携を取る
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

集団あそ
びの時
は、転
倒、衝突
なども考
えられる
ので職員
配置に気
をつけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
戸外で、
一斉に動
いていた
ため、他
の子の動
に気を取
られてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
複数クラ
スが戸外
あそびを
していた
ため、本
児の動き
は見てい
なかっ
た。

―

集団あそび
の時は、転
倒、衝突な
ども考えら
れるので十
分に気をつ
ける。

3824

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

13 名 名 名 名 名 名 名 3名 3名 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

2.基
準配
置

保育室か
らトイレ
までの距
離がある
ため保育
士が3か
所につい
ていた
が、連携
不足で全
体の把握
が不十分
だった。

確実に状
況把握で
きるよう
保育の流
れの見直
しをす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

トイレの
入り口が
狭くかつ
2センチ
ぐらいの
段差があ
り、注意
が必要で
ある。入
口付近が
混雑して
いた。

入口付近
に集中し
ないよ
う、待つ
場所を作
りマーク
でわかり
やすく示
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

トイレが
保育室か
ら離れた
場所にあ
るため、
他クラス
の使用も
あり混雑
しないう
ように一
人の職員
が数名を
トイレに
連れて
行ってい
るが、個
別の対応
が必要に
なると目
が行き届
かない場
合があ
る。

職員同士
声を掛け
合い、全
体把握が
できる体
制にして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

職員の声
掛けに応
じ嫌がる
ことなく
トイレに
行ってい
たが、多
動であ
り、常に
落ち着か
ないこと
もある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員1
名、トイ
レ入口付
近で全体
を見てい
たが、排
せつ中の
園児の個
別の対応
が必要に
なり中に
入り、離
れたとこ
ろからの
見守り
だった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

トイレか
ら出てき
た子の手
洗いの見
守りをし
ていた。

職員同
士の声
掛けが
足りな
かっ
た。

その場を離
れる時には
必ず声掛け
して子ども
の動きを把
握できるよ
うにする。

3825

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 名 名 名
9
名

5
名

11
名

名 1名 1名 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士が
鉄棒から
目を離し
ていた為

固定遊具
での遊び
指導で
は、見守
りを徹底
するよう
に全保育
士に伝達
する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

鉄棒の下
は砂地だ
が、地面
が硬かっ

た

鉄棒の下
は安全な
スポンジ
マットを
敷く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

同時刻に
別の園児
同士のト
ラブルに
介入して
いたた

め、目を
離してい

た。

子どもの
人数が多
い時や、
その場を
離れる時
は使用す
る遊具を
制限す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
特に体調
の変化は
なく、い
つもどお
り活発に
行動して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
園庭で遊
ぶ際の注
意・約束
は子ども
達と行っ
たが、他
児のトラ
ブルの対
応をしよ
うと、目
を離して
しまっ
た。

―

(具体的
内容記載
欄)

土曜日
の午後
の園庭
遊びで
の事

故。異
年齢児
の集団
を一人
の保育
士が保
育して
いた。

複数の保育
士を配置す
るか、見守
りができな
いときは、
固定遊具の
遊びを制限
する。

3826

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
3.2歳児
クラス

23 0 0 0 0 0 0 名 5名 4名 3歳
1.男
児

発達において
不安な点があ
り、保健セン
ターで相談

し、民間の医
療機関で自閉
的な傾向があ
ると診断を受
ける。気持ち
の切り替えに
課題があり、
また、言葉で
の指示の理解
にむらがあ
る。そのた
め、保育士1
名が出来るだ
け本児につく
ようにしてい

る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

公園の固
定遊具
が、2歳
児の発達
に合って
いない可
能性があ
る。園内
にある滑
り台の高
さは、９
０㎝であ
るのに対
して、公
園の滑り
台は２０
０㎝で
あった。

公園の固
定遊具の
滑り台
は、普段
から使い
慣れてお
り、安心
してみて
いたが、
滑り台の
高さが2
歳児の発
達に合っ
ているか
どうか再
考する必
要があ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

通常、滑り
台の登る側
とすべる
側、両方に
保育士が付
いているこ
とが多かっ
たが、比較
的安定して
この遊具を
子どもたち
が使いこな
せるように
なっている
と判断し
て、１名の
みの配置で
あった。本
児が、向き
を変えたと
き、すぐに
補助が出来
なかった。

公園での
子どもの
行動を再
考し、子
どもの人
数と、同
行する保
育士の人
数を再考
し、場合
によって
は同行す
る職員を
増員して
いく。ま
た、遊具
への配置
は、油断
せずに２
名の配置
で遊ばせ
る必要が
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
担当保育
士のそば
で、好き
な場所に
移動しな
がら、活
動的に遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
滑り台の
中央地点
で、登る
子どもと
滑る子ど
もを同時
に見てい
た。安定
感のある
子ども
と、不安
定な子の
様子を見
て、どち
らにつく
かを判断
しながら
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
散策する
子たちと
あそびな
がら、時
折全体に
も目を
配ってい
た。

あそび慣れて
いる公園であ
り、担当保育
士が担当の子
どもの普段の
行動を理解し
て保育士同士
お互いに確認
しあってそれ
ぞれの場所に
ついている
が、本児の普
段の行動パ
ターンでは、
他児が向かい
側から降りて
きても、かま
わず自分の意
思を貫いてお
り、前からく
る子を押しの
けてでも突き
進んでいたの
で、向きを変
えて降りてい
くことが想定
できなかっ
た。

あそび慣れて
いる公園であ
り、担当保育
士が担当の子
どもの普段の
行動を理解し
て保育士同士
お互いに確認
しあってそれ
ぞれの場所に
ついている
が、予測でき
ない行動もあ
るので、遊具
等リスクが多
いと考えられ
る場所にはプ
ラス1名でつけ
るようにする
必要がある。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3827

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

20 名 名 名 名 名 名 名 　1名 1名 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

普段は2
人体制で
あるが、
夕方の時
間、一人
で見てい
た。

一人で見
る際はよ
り全体へ
の注意が
必要とな
ることを
職員が認
識し、注
意を払っ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

―
実施頻度(
)回/年

―
実施頻度(
)回/年

床のワッ
クスを年
2回実施
してい
る。ま
た、保育
室内と廊
下は毎日
水拭きで
清掃を
行ってい
る。

施設の床
が継続し
て、安全
性が守ら
れている
ように、
定期的に
安全点検
とメンテ
ナンスを
行ってい
く。

7.その
他

保育室の
ピアノや
机の位置
を変えた
ばかり
で、慣れ
るまで繰
り返し、
環境の注
意喚起が
必要で
あった。

子どもの
導線に気
を配り、
机等の配
置の確認
を再度行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
登園時か
ら変わっ
た様子は
なく、当
日の一日
の様子も
特に変化
が見られ
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
室内に背
を向けて
いた為、
ドンとと
いう音で
振り返る
と本児が
転んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
室内に他
の職員は
いなかっ
た。

・次の
行動に
移す前
に子ど
もと約
束事を
確認す
る。
・保育
士は子
どもの
様子か
ら目を
離さ
ず、他
の職員
と声を
出して
全体を
把握す
る。

日々の生活
から室内や
廊下は落ち
着いて歩く
よう繰り返
し伝えてい
く。

3828

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

13 名 名 名 名 名 名 名 ４名 ４名 1歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手中指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3)回/年

2.基
準配
置

狭い保育
室でダン
スをして
いたため
ではない
かと協議
した。

動きの激
しいダン
スは、広
い遊戯室
か、講堂
でするよ
うにした
方がよ
かったの
ではと話
し合っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回

/年

保育室の
床が、す
べりやす
くない
か、物が
おちてい
ないかな
ど今後も
保育士が
必ず点検
してから
こどもた
ちを迎え
入れた
い。

走る、跳
ぶなどの
激しい動
きの入っ
た、ダン
スは今後
保育室で
しないよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

みんなで
踊らず
に、１０
人ずつな
ど交代で
踊るなど
の方法も
あったの
ではない
か。

室内向き
の、静的
な動きの
ダンス
を、交代
しながら
行ってい
きたい。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
転倒後、
抱っこを
せがみ、
担当職員
から、離
れようと
しなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
全体を見
ながら一
緒にダン
スをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
全体を見
ながら一
緒にダン
スをして
いた。

みんな
で一斉
に踊っ
たた
め、保
育士の
目が一
人ひと
りに行
き届き
にく
い。

もっとしっ
かり、一人
ひとりの動
きに目をく
ばる必要が
あった。

3829

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

17
0
名

0
名

0
名

0
名

０
名

0
名

0
名

1名 1 名 4歳
1.男
児

　身長１０
７．８cm

体重１５．
３kg　　既
往歴なし

持病（片頭
痛）

　発育・発
達状況問題
なし（活

発）　　発
生時の天候
（晴れ）

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　左肘骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
６　)回/
年

1.基
準以
上配
置

―

職員会議
で怪我や
事故の内
容と統計
を検討
し、その
対応方法
を知るこ
とで、万
一のケガ
に備える
よう確認
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

―

飛び降り
た時にス
ムーズに
着地出来
るよう、
うんてい
付近には
陰となっ
たり障害
となるも
のを置か
ないよう
毎日点検
し、更に
危険につ
ながる遊
び方に対
し指導す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

体の仕組
みを知
り、危険
や怪我を
回避する
方法を考
えたりす
ると共
に、大型
遊具で遊
んでいる
時は、必
ず見守る
よう保育
者間で連
携をと
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
　いつも
通り活発
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
　運動場
全体を見
廻りなが
ら子供た
ちの遊ぶ
様子を見
守ってい
たが、事
故の状況
は見逃し
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
　運動場
に他のク
ラスの園
児、職員
は不在
だった。

―

危険の無い
ような見守
りと共に、
日頃から危
険に対する
意識付けの
声掛けを大
切にしてい
く。また、
運動場に保
育士1人の場
合は、主任
（フリー保
育士）に依
頼し一緒に
子どもの遊
びを見守っ
ていく。

3830

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

15 名 名 名 名 名 名 名 ４名 ４名 2歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯牙の埋
入

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

良く使用
する場所
のため、
事故予防
への意識
が少し欠
けてい

た。想定
外のケガ
を予測て
きていな
かった。
また日々
のヒヤリ
ハット・
事故報告
書を自分
のことと
してしっ
かりおき
かえられ
ていな
かった

散歩時の
安全確認
や事故予
防の再確
認。使用
する施設
では職員
の配置指
示や危険
個所の口
頭・指さ
し確認を
徹底する

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎回）

3.未実施
実施頻度(
)回/年

子ども使
用の施設
ではない
ため、ベ
ンチの角
が尖って

いる

現場検
証・職員
会議等で
話し合
い、遊び
場として
使用しな
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども使
用の施設
ではない
場所での
活動と

なってし
まった。
職員同士
のコミュ
ニケー

ション不
足

子どもが
安全に遊
べる施設
の選定。
施設では
職員の配
置や子ど
もの動き
を確認
し、職員
同士声を
掛け合い
ながら子
どもを見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

散策をしてい
た。いつもの園
庭や保育室での
動きと大きな変
化はなかった
が、乳母車に

乗って園外に出
たこと（車等が
大好き）で、遊
び続けているう
ちに楽しくなり
興奮して走り出
す。気持ちだけ
が前にでてしま
い身体が追い付
いていなかっ
た。（前日３

８℃台の発熱・
咳・鼻水があ

り、元気はある
が万全な体調で
はなかった）

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児以
外の子ど
もも見て
いたが対
象児の動
きは視界
に入れて
いた。対
象児が転
倒する瞬
間に手を
差し伸べ
たが、間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

段差が
あった

り、石が
敷き詰め
られてい
る所もあ
るため、
他の園児
をみてい
たため、
対象児の
動きは把
握てきて
いなかっ

た

突発的
な子ど
もの動
きを予
測しな
がら見
守ると
いう意
識が欠
けてい
た。本
児の身
体の硬
さを把
握して
いた

が、想
定外の
ケガを
予測で
きてい
なかっ
た。

転びそう・
危ないなど
ヒヤリとし
た子どもの
動きを、大
丈夫だった
で終らせ
ず、子ども
を見守る時
に、動きを
予測し本児
に声をかけ
ながら手が
出せる位置
で見守る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3831

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

21 0 0 0 21 0 0 ２名 ２名 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右とうこ
つ骨折
（若木骨
折）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

マニュア
ルに沿っ
て担任が
そばに付
いて見て
いたが落
下してし
まった。

個々の運
動能力を
把握して
声をかけ
安全に遊
べるよう
にしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

太鼓橋の
下にマッ
トは敷い
てあるが
怪我を防
げなかっ

た。

着地地点
に更に衝
撃を吸収
するマッ
ト等を敷
いてあれ
ば良いの
ではない
か。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

他児が遊
ぶ様子を
見て自分
もできる
と過信し
てしまっ
たのでは
ないか。

安全に遊
べるよう
に個々の
能力に
あった声
かけをし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
並んで順
番を待ち
自分の番
がまわっ
てきたの
で嬉しく
得意げに
ぶら下
がったが
片手がは
ずれて落
ちてし
まった。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
太鼓橋で
遊ぶ時は
保育士が
必ずつく
事になっ
ているの
で、対象
児が遊ぶ
姿を横に
ついてマ
ンツーマ
ンで見
守った
り、声か
けをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
園庭内の
別の場所
で他児た
ちの遊び
をみてい
たが、太
鼓橋で担
任が１人
ついてい
る状況は
把握して
いた。

安全を
意識で
きるよ
うに
しっか
り握る
等の声
をかけ
るべき
であっ
た。

太鼓橋で遊
ぶ時には保
育士が必ず
そばにつ
き、こども
たちの運動
能力を過信
せず安全に
遊べるよう
に声をかけ
ながら見守
るようにす
る。

3832

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

24
 
名

 
名

 
名

 
名

 
名

名
 
名

15
名

 14    名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

　右鎖骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

　転んだ
時に、手
を出さず
肩から落
ちてい
る。

 歩く
時、走る
時の周囲
への注
意。
マット等
を使用し
て転ぶ練
習 (回
転) を遊
びの中に
取り入れ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

―

園外活動
をする際
には、園
庭等の安
全点検と
同様、定
期的に確
認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

歩く時や
走る時は
周囲に注
意を払う
ように指
導する。
また、
マット等
を使用し
て転ぶ練
習 (回
転) を遊
びの中に
取り入れ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

逃げる過
程で、対
象児が友
達の足に
つまづい
て転ん
だ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士は
対象児が
転んだ瞬
間を見て
はいな
かった
が、児童
が単独で
立ち上が
り、その
場所で泣
き始めた
ため、児
童の傍に
行き状況
を確認し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別グルー
プを見て
いたた
め、対象
児の動き
は見てい
なかっ
た。

―

園外活動の
際の職員配
置や安全確
認につい
て、職員会
議等で検討
する。

3833

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

47
0
名

0
名

0
名

14
名

12
名

16
名

名 5名 5名 6歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
4)回/年

2.基
準配
置

3クラス
が合同で
生活をし
ているの
で落ち着
かない。

走る活動
は他の場
所で行
う。室内
は歩く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

仮園舎の
為、3・
4・5才児
がワンフ
ロアーで
の保育室
子どもの
人数が多
い室内
で、走る
ことの危
険性

走る活動
は他の場
所で行
う。室内
は歩く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

仮園舎の
為、3・
4・5才児
がワンフ
ロアーで
の保育室
子どもの
人数が多
い室内
で、走る
ことの危
険性

走る活動
は他の場
所で行
う。室内
は歩く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
いつも通
り登園
し、活動
的であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
子どもた
ちが自由
に遊び、
5才児は
当番活動
(雑巾が
け）をし
ている子
もいて、
全体を見
ていた。
本児が座
り込んで
いたの
で、声を
かけた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
それぞ
れ、好き
な遊びを
している
ので、全
体を見回
してい
た。

ワンフ
ロアー
での合
同保
育、部
屋の使
い方や
過ごし
方を工
夫する
話し合
いを重
ねる。

日々声掛け
はしている
が、室内で
は走らない
事を徹底す
る。

3834

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

80 2 13 18 14 17 16 名 17名 13名 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指末
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

―

事故予防
に関する
研修を

行ってい
なかった
ので、今
後研修を
行いた
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

―

今後も点
検は今ま
で通り実
施し、事
後措置

は、点検
結果によ
り直ちに
行い危険
防止す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)　卒
園式前で
ウキウキ
してい
た。ま
た、卒園
式練習が
終わり戸
外遊びを
いち早く
したいと
いうおも
いの為、
気が焦っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)　卒
園式前の
練習後
で、戸外
遊びをす
る為戸外
にでて至
近距離に
いた。し
かし、手
は届かな
かった。
転んでか
ら、痛い
と訴えて
きたので
患部を視
診し、触
診した後
例シップ
を張冷や
す。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)　以
上児職員
は練習が
終わり戸
外で子ど
もを保育
してい

た。患部
に貼れが
みられた
為、看護
師に視診
してもら
い受診し
た方がい
いとの判
断を受け

る。

転ぶ際
バラン
スを崩
してし
まい手
の付き
方が悪
かっ
た。

戸外遊び
は、特に開
放的になる
が、けがを
しないよう
に十分注意
することを
クラス全体
で話し合
う。又保育
士は、子ど
もの様子か
ら目を離す
ことなく常
に注意して
保育にあた
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3835

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

22 名 名 名 名 名 名 名 3名 3名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2or3)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育参観
という事
で、気持
ちが高
ぶってい
る面が
あった。

事前に、
期待感や
意欲を引
き出す言
葉を掛け
ると共
に、気持
ちを引き
締め、落
ち着くよ
うに言葉
を掛け
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
・保育参
観で保護
者が来て
いた為、
気持ちが
高ぶって
いた。
・サー
キットの
最初の方
で転んで
しまい、
挽回しよ
うとする
気持ちも
働いた可
能性があ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
・いつも
取り組ん
でいる
サーキッ
トなの
で、気持
ちに余裕
があっ
た。
・全体的
な動きを
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
・死角の
ないよう
にわかれ
てポイン
トに立
ち、危険
の無いよ
うに活動
を見守っ
ていた。

・一つ
一つの
活動の
中での
決まり
や注意
点が指
導者と
保育士
で共有
できて
いな
かっ
た。

・指導者と
連携をと
り、決まり
や注意点を
共有する。
・園児と活
動の確認を
行ってから
進める。

3836

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

16
0
名

名 名
0
名

0
名

0
名

名 1名 1名 4歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/

年

2.基
準配
置

研修等の
意識がみ
んなのも
のになっ
ていな
い。

・定期的
な事故防
止におけ
るミー
ティング
の実施。
・事故防
止におけ
るマニュ
アルの徹
底

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/

年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

遊具での
事故を想
定できて
いなかっ
た

遊具での
事故を想
定した
ミーティ
ング、園
内の安全
点検

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団活動
中で、細
かい気づ
きが無
かった。

職員が把
握できる
範囲であ
そべる環
境を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
何時も活
発であ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
他児と一
緒にあそ
んでい
た。

―
(具体的
内容記載
欄)

保育士
が全体
を見渡
せない
状態で
子ども
を遊ば
せてい
た。

保育士が全
体を見て子
どもの状態
が把握でき
る範囲で遊
ばせるよう
にする。

3837

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

28 名 名 名
11
名

10
名

7
名

名 ２名 ２名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

設定され
たコー
ナーあそ
び以外の
遊びをし
ていた
為、起
こった

あそびに
入る前に
コーナー
で遊ぶよ
う約束を
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)　い
つもと変
りなく、
元気に過
ごしてい

た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
担任が口
頭で気を
つけるよ
う話した
がその直
後にバラ
ンスを崩
し、床に
手をつい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)　担
任外の保
育士も口
頭で気を
つけるよ
う話した
がその直
後にバラ
ンスを崩
し、床に
手をつい

た。

口頭注
意のみ
で制止
に至ら
なかっ
た。

こども一人
ひとりの状
況を把握
し、危険な
動きを想定
して早めに
声をかけて
注意を促
し、場合に
よっては制
止するよう
にする

3838

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

16 名 名 名 名 名 名 名 4名 4名 2歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

上顎前歯
打撲・上
唇小帯裂
傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
10　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

規定の決
まりや人
員は守っ
ていても
事故がお
こること
を再認識
する研修
を取り入
れる

1.定期的
に実施

実施頻度(
240　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
240　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
240　)回/
年

特になし

子ども全
員分個別
に着替え
が入って
いる棚
で、子ど
もが自分
で引き出
しから着
替えをと
りだして
いる。ト
イレと遊
びの空間
を仕切っ
ているた
め棚の置
き場所を
変えられ
ない

6.食事
(おや
つ)中

特になし

保育中は
目の前の
子どもだ
けでな
く、視野
に入る子
どもの動
きを気に
すること
を意識す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
いつもと
変わらな
い様子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
子どもに
対して保
育者の人
数は多く
いたが、
どの職員
も現場を
みていな
かったた
め加害子
どもの行
動や意図
が分から
ない

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
それぞれ
の保育室
で保育に
従事して
いた

特にな
し

生活の切れ
目に子ども
の動きを把
握できてい
ないことを
意識し、棚
の陰など見
えにくいと
ころに居る
子どもの動
きは特に職
員間で声を
掛け合って
いく

3839

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 名 名 名
６
名

４
名

５
名

名 ２名 ２名 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特なし

事故予防
について
の研修の
機会を設
け、予防
に対する
意識を高
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

特になし

玩具、家
具などの
点検以外
にも、空
間の使い
方に関し
て安全の
観点で再
度確認を
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

迎えの時
間帯のた
め、子ど
もが日中
と異なる
動きをす
る可能性
や、保護
者対応を
するため
子どもか
ら目が離
れる可能
性がある
ことを頭
に入れ、
見守りを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
特になし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)
他の子ども
と一緒にあ
そびながら
過ごしてい
た。他児が
走っている
ことに気が
付き、一度
声をかけ
た。その
後、突発的
に走り始め
た時に動き
を止める事
ができず、
本児とぶつ
かってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
室内の別
のコー
ナー内で
他の子ど
もと一緒
に遊びな
がら過ご
していた
ため、事
故の瞬間
を見る事
ができな
かった。

特にな
し

担任は目の
前の子ども
と遊びなが
らも、全体
が把握でき
る位置に身
を置き、何
か起こりそ
うな時はす
ぐに対応出
来るように
心がける。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3840

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

11 名 名 名 名 名 名 名 ４名 ３名 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右肩鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

児童の動
きが排
泄、手洗
い、食事
準備と並
行して行
われてお
り、対応
する職員
も分散し
ていたこ
とに加
え、児童
の衝動的
な動きに
対しての
対応が足
りていな
かった。

職員配置
の見直し
（手洗い
からの着
席の担当
を1名か
ら2名）

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

―
ハード面
の改善策
はなし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

14名(当
日は11
名）の児
童と職員
が分散す
るこの時
間帯は保
育室の畳
のスペー
スが広く
なり走り
たくなる
という衝
動的な感
情が生ま
れる。

活動に不
必要な広
いスペー
スをパー
テーショ
ンで区切
り、「入
らない・
走らな
い」など
の提示も
行い、行
動の視覚
支援を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
食前の手
洗いの後
にいつも
のように
テーブル
への着席
を促され
てテーブ
ルの方に
向かうが
いきなり
方向を変
えて畳の
方に走り
出す。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的内容
記載欄)
手洗い指導
後に着席の
誘導を担当
しており、
当日もいつ
もどうりに
声をかけ
る。本児が
体の向きを
変えた時点
で言葉での
制止は行っ
たが、実際
に動きを止
める行動に
は至らな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
4名の保
育士のう
ち、排泄
に2名、
食事準備
に1名の
動きをし
ておお
り、保育
室には担
当保育士
のみだっ
た。

衝動的
行動を
好む傾
向の年
齢や児
童のク
ラスで
はあっ
たが、
その特
性に
あった
職員配
置や活
動の展
開が足
りてい
なかっ
た。

職員配置の
見直し（手
洗いからの
着席の担当
を1名から2
名）、職員
の児童の行
動に対する
安全対策の
徹底と共有

3841

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

34 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ルの活
用、安全
研修を
行ってい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

―

安全点検
を今後も
継続して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人数に
合った十
分な大き
さのコー
トであっ
た。

地面の状
態の再点
検を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
体調など
に問題な
く元気で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
中央の
コートに
立ち、子
どもの様
子を見な
がら声を
かけたり
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
西側の外
野付近に
立ち、子
どもの様
子を見な
がら声を
かけたり
してい
た。

全体の
子ども
たちの
動きな
ど目を
配り活
動して
いたも
のの、
本児の
急な動
きの予
測がつ
かな
かっ
た。

子どもの急
な動きや行
動は、予想
を超えてし
まうことが
あることを
頭におき、
運動能力や
体力に合っ
た適切な声
掛けをす
る。

3842

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5
０
名

０
名

１
名

3
名

名
1
名

０
名

２名 ２名 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

緊急時の
マニュア
ル等があ
るが、園
長、副園
長、主任
もおり、
素早い対
応ができ
たが、こ
のような
場合の対
応も、全
職員の周
知が必要
だと感じ

る。

子どもの
様子を全
体に見守
り、異常
を感じた
ら、状況
に応じ通
院するな
どすばや
く対応す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
48　)回/

年

フローリ
ングの床
が、すべ
りやす

かった可
能性があ

る。

給食後
等、床を
丁寧に水
拭きする
ことを徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

靴下をは
かせてい
たので、
滑りやす
かったか
もしれな

い。

2歳児ま
では、お
迎えに来
られた時
に、靴下
をはかせ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
子ども
も、全体
で、5人
しかおら
ず、ゆっ
たりと機
嫌よく、
過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
2人の園
児を、膝
に座らせ
ていた
が、本児
が歩いて
きて、倒
れて泣い
ているこ
とに、す
ぐに気付
く。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
迎えに来
られてお
り、１人
は保護者
対応に、
テラスま
で出てい
た。

子ども
が少な
かった
が、全
体の子
どもの
状態の
把握が
できて
いな
かっ
た。

外で、一人
の職員は子
どもの保護
者と対応し
ていたが、
中の職員
は、全体を
見える場所
で、子ども
達を見守る
ことを、再
度、周知す
る。

3843

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

28 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

口唇・前
歯打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

1.基
準以
上配
置

―

身をかわ
したりバ
ランスを
とった
り、現在
の子供は
自分の身
体をコン
トロール
能力が低
下してい
ると考え
られる
為、普段
から様々
な動きの
ある遊び
を保育の
中に取り
入れるよ
う職員に
周知し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

―

室内で運
動遊びす
る場合
は、ほこ
りで床面
が滑りや
すくなっ
ているこ
ともある
ので、普
段から清
掃を徹底
し、床面
の状態を
確認して
から始め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い遊戯
室で1

チーム9
～10人の
3チーム
に分け、
2チーム
ずつの対
戦をして
いた。活
発な動き
の児童に
広さが適
当であっ
たか検討
の余地は
ある。

更に少な
い人数の
チーム分
けにする
か、もっ
と広い園
庭で実施
すること
を検討し

た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
運動が得
意で、集
団遊びで
は積極的
に動く
為、些細
な怪我は
よくあ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
全体を見
てゲーム
をリード
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
残り1
チームの
側につい
て、子供
と共に応
援をしな
がら見
守ってい
た。

テン
ション
が上が
りやす
く動き
が激し
い他児
に配慮
してい
た為、
本児の
動きに
は注目
してい
なかっ
た。

人との距離
が近くなる
ゲームは、
運動能力の
個人差もあ
る為、始め
る前に落ち
着かせ、子
ども自身も
注意を払え
るよう、声
掛けの仕方
を工夫する
よう職員に
周知した。

162 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3844

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

23
0
名

0
名

0
名

0
名

0
名

0
名

0
名

2名 2名 4歳
1.男
児

食物アレル
ギー(小
麦・くる

み）

食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

― 6.その他 ―
アナフィ
ラキシー

6.アナ
フィラ
キシー
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1～２　)
回/年

1.基
準以
上配
置

給食室マ
ニュアル
通りに提
供してい
る。米粉
サラダと
マカロニ
サラダ

が、見た
目がほぼ
一緒なの
で保育士
が目を離
した隙に
食べてし
まった。

アレル
ギー児の
そばにつ
く担当保
育士は目
を離さ
ず、起き
たらマ
ニュアル
通りに落
ち着いて
行動をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

混入しな
いように
アレル

ギー児の
名札を置
き、ト

レーは分
けてい
た。

給食室か
ら運搬す
る時に混
入しない
ように名
札を確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

アレル
ギー児は
普通食と
混合しな
いよう
に、決
まった

テーブル
に座るよ
うにして
いた。

テーブル
を別に
し、担当
保育士は
アレル
ギー児の
そばか
ら、離れ
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
隣で一緒
に、給食
を食べて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児と
別のテー
ブルで、
子ども達
と給食を
食べてい

た。

給食室
では、
除去食
材を前
日と調
理開始
前に確
認をし
調理を
してい
る。ま
た混入
しない
ように
係の調
理師が
単独で
調理し
てい
る。

保育士と調
理師が除去
食の確認を
声出して行
う。担任も
提供する時
に声を出し
て確認する
ことを怠ら
ない。

3845

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

18 名 1名 1名 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(５　)回/
年

2.基
準配
置

帰りの会
の活動の
後は自由
遊びとな
るため、
慌てて行
動した。

活動が変
わる前
に、子ど
もたち慌
てず行動
すること
を声掛け
をし確
認、子ど
もの行動
の予測
し、ゆっ
くり移動
すること
を園児に
促してい
くことを
認識し、
確認して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年
実施頻度(
１　)回/
週

2.不定期
に実施

実施頻度(
１　)回/
都度

ロッカー
の前に移
動してか
ら、自由
遊びにな
るため、
慌てて行
動した。

子どもの
行動には
想定以外
の事が起
こること
を改めて
認識する
ようあら
ゆる角度
から安全
対策を行
うように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1６時頃
から降園
も多くな
るため、
気持ちが
落ち着い
てなかっ
た。

子どもの
様子を把
握し、危
険を想定
し、声掛
けや見守
りをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

慌てて行
動してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
保育士は
正面から
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
なし。

降園す
る子ど
ももい
るた
め、子
ども達
も、多
少落ち
着きが
なくな
り、十
分な見
守りと
ならな
かっ
た。

移動の際は
落ち着いて
行動するこ
と、十分に
見守りを行
う。

3846

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 名 名 名
3
名

8
名

14
名

名 1名 1名 3歳
2.女
児

2020/1/8に
ギブスを

とった。数
回のリハビ
リに通っ

た。今後は
1か月後に
レントゲン
で骨の状態
を観察。そ
の様子で3
か月後のレ
ントゲン撮
影など期間
をおいて経
過観察をし
ていく予

定。

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(5)回/年

2.基
準配
置

ゴールの
補修が決
まってい
ること、
使用しな
いことを
申し合わ
せていな
かった。

様々な情
報を全職
員で共有
できるよ
うにして
いきた
い。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

サッカー
ゴールの
ネットに
たるみが
あった
が、そう
いう構造
の物と思
い込んで
使用して
いた。業
者の点検
で張り直
しを進め
られ依頼
したが、
その間も
使用し続
けてし
まった。

業者によ
る遊具点
検の折、
ゴールの
ネットの
たるみの
修理の依
頼をして
いたが、
事故が起
きてし
まった。
事故後に
修理実
施。危険
と思われ
るものは
安全が確
認できる
まで使用
しないよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児数に
対しての
職員配置
は問題な
かった
が、異年
齢混合で
の保育と
いう点で
職員の配
置を厚く
するべき
だった。

3歳児は
眠れない
時、午睡
から起き
た時、
4.5歳児
と共に外
遊びをし
ていた
が、事故
以降は室
内で遊ぶ
ようにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3歳児は
午睡の時
間であっ
たが、眠
れなかっ
たため外
に出て遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
と関わっ
ており、
対象の園
児の様子
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で園
児を見て
いたのは
1名の職
員だけ
だった。

園児数
に対し
ての職
員配置
は問題
なかっ
たが、
異年齢
混合で
の保育
という
点で職
員の配
置を厚
くする
べき
だっ
た。

3歳児は眠れ
ない時、午
睡から起き
た時、4.5歳
児と共に外
遊びをして
いたが、事
故以降は室
内で遊ぶよ
うにした。

3847

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 名
8
名

名
1
名

名 名 名 2名 2名 2歳
2.女
児

担当保育士
休暇にて代
替え乳児責
任者が育児
をしていた

2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性亜
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1～2　)
回/年

1.基
準以
上配
置

歩いてい
ての転
倒。ゴル
フボール
程度の遊
具を持っ
ていて手
が出な
かった

遊具を
持って歩
く場合は
注意深く
見守り、
状況に
よっては
適宜声掛
けをする
など注意
を促して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

食事コー
ナーの柵
を外し、
広い空間
になった
初日だっ

た

空間が変
る際は、
特に見守
りを強化
する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

担任は休
暇で代替
え保育士
が保育し
ていた
が、当日
2名欠席
していて
保育は落
ちついて
いた。

注意深く
見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
らず落ち
着いて遊
んでい
た。転倒
前は出口
に向かっ
て歩いて
いて、方
向転換し
た際、転
倒したと
思われ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

部屋の隅
の方から
全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

食事のワ
ゴン取り
に行って
いた

昼食前
で担当1
名がワ
ゴンを
取りに
行き7名
を1名の
保育士
がみて
いた

保育してい
る大人が動
線などを含
め、声をか
けあい、注
意深く見守
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3848

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

32
0
名

1
名

20
名

11
名

0
名

0
名

名 7名 7名 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯　亜
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

散歩の時
には、走
らないこ
とをルー
ルとして
徹底でき
ていな
かった。

散歩の時
は走らな
いルール
を職員全
員が認識
するとと
もに、出
かける前
には子ど
もたちと
も確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

散歩道に
は凸凹が
あるの

で、つま
づく恐れ
がある。

バリアフ
リーの場
所だけで
はないの
で、普段
の遊びで
体幹を育
てるよう
に保育を
工夫す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

歩くペー
スなど年
齢によっ
て異なる
ので、前
後の間隔
があいて
しまっ
た。

歩くペー
スなど年
齢によっ
て異なる
ので、焦
らずゆと
りを持っ
て歩くこ
とができ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
仲良しの
友だちと
手をつな
いで散歩
をする。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
散歩の列
に沿っ
て、間隔
を取って
歩く。ク
ラスの職
員が傍を
歩いてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

散歩の列
に沿っ
て、間隔
を取って
歩く。全
体を見な
がら歩
く。

間隔を
詰めて
歩くこ
とが優
先に

なって
しまっ
た。

職員の配置
にもよる
が、間隔を
詰めること
を優先する
のではな
く、歩きな
がら間隔を
詰めること
ができるよ
うに全体の
歩くペース
を考える。

3849

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13
0
名

0
名

1
名

2
名

3
名

7
名

名 3名 3名 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右前頸部
（脛）
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

1.基
準以
上配
置

―

危機管理
マニュア
ルの内容
をもとに
事故防止
について
職員で研
修を行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

―

今後も毎
日の園庭
の環境と
遊具点検
を行って
いく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

固定遊具
のある場
所で鬼
ごっこを
行ったこ
とでけが
につな
がってし
まった。

園庭の固
定遊具の
位置を確
認し、固
定遊具か
ら離れた
場所で鬼
ごっこを
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
登園時の
視診で
は、普段
通りとの
保護者か
らの申し
送りで
あった。
鬼ごっこ
のルール
は本児が
中心と
なって決
めたもの
だったの
で、いつ
もより活
動的で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
全体を見
まわせる
位置にい
て9人の
動きを見
ていた
が、時間
を確認す
るため
に、子ど
もたちか
ら目をは
なしてし
まった。

―

(具体的
内容記載
欄)

子ども
の行動
予測が
できて
いな
かった
ため、
本児が
雲梯に
接近し
ていっ
たこと
に気付
くのが
遅れて
しまっ
た。

毎月会議や
日々の打合
せの場で
個々の発達
段階や特徴
を話し合い
職員間で共
通理解して
いく。遊び
の環境設定
を職員間で
話し合いな
がら再構成
していく。

3850

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

96
6
名

12
名

9
名

24
名

22
名

23
名

0
名

17名 16名 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１　)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
特性に活
発で不注
意な面が
あった。

子どもの
特性をと
らえ、事
故防止に
関して、
個々の意
識をもっ
と高めて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回以
上/年

普段から
危険な場
所やルー
ルを伝え
ておく。

凸凹のと
ころでは
鬼ごっこ
をしない
ようにす
ること
や、ス
ピードを
出しすぎ
ないよう
に伝え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地面に凸
凹があっ
たので転
倒しやす
くなって
いたが、
意識が低
かった。

普段から
危険な場
所やルー
ルを伝え
て、危険
のないよ
うに見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
集団で鬼
ごっこを
して、
走って逃
げてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
目の前で
転倒し、
手を出そ
うとした
が間に会
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児がす
べり台を
滑ってい
たため、
その場所
について
見守って
いた。

特にな
し

子どもがど
のような気
持ちで行動
するのか予
想し、危険
箇所の把握
と事故防止
に努め、職
員同士の連
携を密にと
る。

3851

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

145
9
名

24
名

26
名

28
名

30
名

28
名

名 名 名 6歳
2.女
児

身長112.9
ｃｍ　体重
17.7kg　と
やや痩せ型

の体型

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右示指基
節骨骨端
線損傷、
右中指基
節骨骨端
線損傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

遊具の事
故予防に
関する職
員の意識
が低さが
改善され
ていな
い。

事故予防
に関する
意識を高
めるため
外部の研
修のみで
なく、園
内でも自
分達で事
例をもと
に学び

合ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

鉄棒下の
マットの
厚さが適
切であっ
たかどう

か。

衝撃をや
わらげる
ための鉄
棒の下に
敷くマッ
トが適切
であった
か検討す

る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒で遊
ぶ際の約
束事が守
られてい
ない。鉄
棒の持ち
方が正し
くない。

子どもた
ちへ遊具
の使いか
たの指導
を徹底
し、職員
の見守り
を確実に
する。大
人１人で
見守ると
きは遊具
の使用を
制限する
など工夫
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と一
緒に鉄棒
で遊んで
いた。鉄
棒が得意
になり、
さか上が
りや前ま
わりなど
も、何回
も繰り返
し行って
いた。少
し、ス
ピードを
だしてま
わること
を楽しん
だり、持
ち方をか
えて鉄棒
をしたり
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)
５歳児クラ
スのみが園
庭で遊ぶ時
間であり、
担当職員は
１人で５歳
児が各々で
園庭あそび
をしている
のを見回し
ながら見
守ってい
た。事故が
起きたとき
は、ブラン
コで遊ぶ子
どもについ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の職員
はおら
ず、１人
で見守っ
ていた。

１人で
見てい
たた
め、目
が行き
届かな
かっ
た。５
歳児ク
ラスと
いうこ
ともあ
り、自
分達で
上手に
遊べる
だろう
との油
断が
あっ
た。

幼児の鉄棒
などの体育
遊具の指
導、見守り
知識を深め
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3852

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

23 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転んだ際
にうまく
手を付く
ことが難
しい場合
がある

着地で転
んだ時の
ため、高
さが低く
てもマッ
トを置く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりな
く、元気
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
トラブル
のあった
園児の対
応をして
おり、全
体を見渡
せる向き
ではな
く、一人
の園児に
向き合っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の園児
のトイレ
の付添い

活動前
に全員
トイレ
を済ま
せてい
なかっ
た

子供に背を
向けて保育
をせず、全
体の見守り
ができる体
制で保育を
する。活動
前のトイレ
も確実に確
認する。

3853

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 名 名 名
6
名

7
名

7
名

名 名 名 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

―

職員配置
は守られ
ていた
が、再度
転ぶかも
しれない
という視
点で見直
していく

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

―

園庭での
安全点検
を引き続
き行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

タイヤを
出したま
まにせ
ず、遊ん
だあとは
片づける
など、意
識してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
元気に鬼
ごっこに
参加して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
担当職員
は一緒に
鬼ごっこ
に参加し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他児の遊
びを見
守ってい
た。

一緒に
鬼ごっ
こに参
加して
見守り
はして
いた
が、夕
方で少
し暗く
なり、
また、
冷えて
きてい
たの
で、転
びやす
くなっ
たかも
しれな
い。

身体をほぐ
してから、
走るように
する。空間
を確認して
から鬼ごっ
こを始め
る。

3854

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.0歳児
クラス

12 名 名 名 名 名 名 名 ４名 ４名 1歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

枝木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回

/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回

/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回

/年

　プレイ
ロック
（遊具）
自体には
破損や危
険箇所は
なかった
が、その
遊具で遊
ぶ際にど
ういう怪
我が起こ
りうるか
の予測が
甘かった
と思う。

どういう
怪我が起
こりうる
のかを予
測し、遊
具の使い
方を改め
て見直
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　遊んで
いる際に
子どもの
排泄につ
くことが
あり、職
員が動く
ことで子
どもたち
自身も落
ち着かな
い雰囲気
があった
ように思
う。ま
た、職員
が子ども
の排泄に
つくこと
が増えた
際に、遊
具を減ら
す必要が
あった。

　子ども
の状況に
応じて、
遊具の配
置（減ら
す等の対
応）や職
員のつく
位置を見
直してい
く必要が
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
　普段と
特に変
わった様
子もな
く、いつ
も通りの
あそび方
で階段を
登って遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
　遊具の
すぐ側に
ついてい
たが、対
象児が
登ってい
る際に全
体を見て
いたた
め、落下
時にすぐ
に手を出
して支え
て防ぐこ
とができ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
　同じ遊
具の反対
側や他の
遊具の配
置につい
ていた
り、排泄
の対応を
したりし
ており、
同じ空間
にいてそ
の様子を
見ていた
職員と見
ていな
かった職
員がい
た。

　保育者間
の声かけは
あったもの
の、遊具に
つく職員の
配置換えや
遊具の設置
の変更の声
かけなどが
なかったこ
とで、慌し
い雰囲気の
中怪我に繋
がってし
まったよう
に思う。

　職員間で
子どもたち
のあそび方
に危険はな
いか、職員
の配置に問
題はないか
など、常に
目配せや声
かけをしな
がら遊んで
いくように
する。

3855

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

49 名 名 名
１
１
名

１
９
名

１
９
名

名
２０

名
１９名 5歳

2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右外踝部
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/

年

1.基
準以
上配
置

担任以外
の保育士
が保育に
従事する
際の申送
りをする
ことがマ
ニュアル
に明確に
記載され
ていな
かった。

担任以外
の保育士
が保育に
従事する
場合は、
子どもの
様子を
しっかり
と申送る
ことをマ
ニュアル
に記載し
徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回

/年
―

事故の発
生現場と
なった砂
場の高さ
は、受傷
園児が容
易に乗り
越えられ
る高さで
あり、そ
の他事故
を誘発す
るハード
面での不
備は見ら
れないた
め。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

進級し２
か月が経
過し、子
ども達の
動きも活
発となっ
ていた。

生活に慣
れ活動的
になって
きた子ど
も達に、
遊び方や
注意事項
等を事前
に伝え注
意喚起を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
仲の良い
友達と一
緒に砂場
で遊ぼう
とした。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
園庭をま
んべん確
認してい
た。危険
な行動に
つながる
恐れがあ
る場合は
事前に声
掛けをし
ていた。
普段通り
砂場で遊
ぼうとす
る姿で
あった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
園庭をま
んべん確
認してい
た。危険
な行動に
つながる
恐れがあ
る場合は
事前に声
掛けをし
ていた。

夕方の
自由遊
びが担
任外の
職員が
保育に
あたっ
てい
た。

日頃問題が
なく行動し
ている場面
において
も、段差の
ある個所を
始め、転倒
や追突等が
生じる恐れ
がある場合
は、子ども
に注意喚起
をしてい
く。

165 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3856

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 名 名 名
５
名

９
名

１
６
名

名 ３名 ２名 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首橈
骨遠位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

―

職員全体
で事故対
応のマ
ニュアル
を再確認
し、ヒヤ
リハット
による情
報共有を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(２０)回/
年

―

今後とも
定期的に
遊具の点
検を行
い、日頃
から安全
面に留意
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　転んだ
際、手を
つかず顔
や頭から
転んだ
ら、もっ
と大きな
けがにつ
ながる可
能性が
あった。

　もっと
運動を多
く取り入
れ、上手
な転び
方、手の
平をつい
て体を支
えること
など、保
育の中で
身につく
ようにし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
を友だち
と行い走
り回って
いる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

怪我しな
いように
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
回した
り、個々
の園児と
会話した
り対応し
ていた。

―

　鬼ごっこ
の際は、足
元に気をつ
けたり、前
だけでなく
全体を見回
して走るよ
う、日常的
に声掛けを
行う。

3857

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

37 名 名 名 名 名 名 名 ２名 ２名 6歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２～３)
回/年

2.基
準配
置

個々の活
動、行動
を丁寧に
把握し
て、職員
全員で情
報共有を
行うべき
であっ
た。

定期的に
事故防止
マニュア
ルについ
て検討す
るととも
に、園内
で発生し
た事故や
ヒヤリ
ハットの
事例につ
いて、職
員間で対
策を検討
し、情報
共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

　　実施
頻度(　12
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

―

施設内の
安全及

び、使用
する遊

具・おも
ちゃの日
常的な点
検を今後
も続けて
いき、不
備があっ
たら迅速
に対応す

る。

1.集団
活動

中・見
守りあ

り

隣との間
隔もとっ
ていた
が、おお
かみ歩き
で前方が
見えにく
くなって
いたこと
に加え、
児童の中
で速さや
順位を競
う意識が
高まり、
ぶつかっ
た園児が
本児に
寄って
いってし
まった。

おおかみ
歩きをす
る時は、
さらに隣
との間隔
をあけ、
まっすぐ
に進めな
くてもぶ
つからな
い程度の
距離をと
るま
た、。勝
ち負けの
あるもの
でないこ
と子ども
へ伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の隣
の子ども
の進路が
急速に変
わったこ
と、また
隣との十
分な距離
がとれて
おらず、
止めるの
に間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
対象児か
ら離れた
ところに
いたた
め、止め
られな
かった。

―

隣との間隔
を広くと
り、ぶつか
りそうな時
に未然に防
げるように
職員を配置
する。

3858

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

77
０
名

０
名

１
６
名

２
１
名

１
８
名

２
２
名

名
１１

名
６名 3歳

1.男
児

低出生体重
児。現在

は、身長８
５．７cm体
重１０．１
kg。身体面
の発達を確
認する為、
医療機関A
を半年に１
度受診して
いる。今年
度１０月発
育に関する
１日検査入
院をする。
成長はして
いるもの

の、標準よ
り下回るた
め、１月頃
より成長ホ
ルモンの投
与を開始予

定。

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6) 回/年

2.基
準配
置

当日午
後、普段
と多少異
なる人員
配置（2
歳児クラ
スの主担
任が個別
対応児の
援助を行
い、その
場に不
在）だっ
たことも
あり、本
児の特性
を周知・
情報共有
してはい
たが、配
慮の視点
などの対
応までは
至らな
かったと
考える。

本児は他児と体
格・発達に大き
な差があり、個
別で援助が必要
な児であるとい
う情報共有が不
足していたた
め、本児の動き
から目を離さな
いという保育中
の意識に職員間
での相違があっ
た。直接的な原
因ではないが、
異年齢が園庭等
同じ場所で遊ぶ
際の配慮や子ど
もを見る視点を
確認しあう。日
頃の保育で気持
ちや手順の慣れ
が生じていない
か、危険個所の
見落としがない
かマニュアルを
再確認し意識を
高め、ヒューマ
ンエラーを未然
に防ぐ。

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２８０)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２８０)
回/年

ソフト面
と同様、
日々の安
全点検に
て、日頃
の慣れも
生じ見落
とす部分
があった
のではな
いかと考
える。ま
た、これ
ぐらいで
あれば大
丈夫とい
う過信も
生じてい
たと考え
る。

細かい部
分まで見
落としが
ないよ
う、丁寧
に点検す
るととも
に、起こ
る可能性
があるこ
とを想定
してい
く。少し
でも不
信、不安
要素を感
じた際は
園長に報
告、改善
策を練
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

平地では
あった
が、実際
に地面を
見ると小
さい石が
突起して
いる部分
もあっ
た。転倒
した位置
からその
石は距離
がある
が、もし
もつまず
いたこと
が原因で
あれば、
つまずく
ことによ
る身体の
負担が大
きかっ
た。

地面の凹
凸が少な
くなるよ
う、石拾
いや石が
出ている
部分を未
然に取り
除いた
り、穴面
には土を
かぶせる
などの対
応をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

明確な遊
びが見つ
からず、
歩いてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任１名、
延長職員２
名で園庭に
出ていた。
本児が歩い
ているのを
見ていた延
長職員は、
少し離れた
ところで他
児２名と
ボール遊び
をしてい
た。ボール
や他児に目
を向けてい
た数秒の間
に本児が転
倒、「痛
い」という
泣き声で延
長職員が気
が付き、そ
ばに駆け寄
る。すぐに
保護者対応
をしていた
担任に知ら
せる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士１
名は本児
から離れ
たところ
で保護者
対応をし
ていた。
もう１名
の延長職
員は砂場
で他児の
遊びを見
守ってい
た。

日中保
育して
いる担
任が個
別対応
児に対
応し、
不在
だった
ことも
挙げら
れるの
で、今
後は個
別対応
児の援
助は臨
時職員
が行
い、主
担任は
クラス
全体の
保育を
行なう
ように
する。

個別対応児
の援助は臨
時職員が行
い、主担任
はクラス全
体の保育を
行なうよう
にする。
他児と比べ
体格が小さ
い本児から
目を離さ
ず、フラフ
ラと歩いて
いる時は一
緒に遊びを
探す。
また、転ん
だ時の体の
負担が大き
いことを全
職員で周知
し、安全点
検を入念に
行う。

3859

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

27 6 12 14 7 12 8 0 13 12 5歳
2.女
児

―

3,4,5歳
児が3.4
歳児室に
て一緒に
おやつを
食べた
後、各自
おやつの
食器や所
持品や片
付けなど
してい
た。

1.負
傷

―
1.意識不
明

1.頭部打
撲

てんかん
単純部分
発作の疑
い

現在に
おいて
は不明

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3～4　)回
/年

2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/

年
なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内の物
音や子ど
もの声が
大きかっ
たため、
母親の声
に気づか
なかっ
た。

なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
帰りの支
度をした
のち、母
親の方へ
駆け寄ろ
うとし
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
保育士は
それぞれ
他の子ど
もの遊ぶ
様子等を
見てい
た。本児
に関して
は母親が
迎えに来
ていたの
で、見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
保育室に
は3名の
保育士が
いたが、
それぞれ
の子ども
の動きに
対応した
り見守り
をするな
ど、対象
児は見て
いなかっ
た。

なし

常に全体に
気を配り、
保護者が迎
えに来てい
ても、子ど
もの動きに
注視する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3860

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

―
　
名

名 名 名 名 名 名 名
14
名

14　名 4歳
2.女
児

―

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

登降園時
に保育士
のいない
園庭で遊
具を使用
しないこ
とを保護
者、園児

に
周知させ

る。

登降園時
に保育士
のいない
園庭で遊
具を使用
しないこ
とを保護
者には書
面で周知
し、園児
には朝の
会で全体
のクラス
に園長か
らお約束
を話し
た。また
各クラス
のクラス
担任から
も再度話
をし、危
険性の認
識を図っ
た。

―
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

―
実施頻度(
)回/年

雲梯の下
には人工
芝マット
が敷かれ
て、落下
防止の対
策は行っ
ている。

安全点検
を徹底し
て行う。

7.その
他

保護者と
園児に登
降園時は
園庭で遊
ばず、帰
宅するこ
とを守っ
てもら
う。

保護者と
園児に登
降園時は
園庭で遊
ばず、帰
宅するこ
とを書面
より周知
させた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
登園時か
ら変わっ
た様子は
なく、当
日の一日
の様子も
特に変化
が見られ
なかっ
た。

(具体的
内容記載
欄)
職員は夕
方保育を
行ってい
たため、
園庭には
職員は誰
もいな
かった。

―

(具体的
内容記載
欄)
夕方保育
を行って
いた。

雲梯付
近に登
降園時
に遊具
が使用
できな
いと分
かる張
り紙等
が必
要。

雲梯付近に
カラーコー
ン（張り
紙）を登降
園時に設置
し、使用不
可を周知さ
せる。

3861

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12
夕方(16
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

66 名 名 名
18
名

28
名

20
名

名 4名 4名 5歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
上肢(手
指)

左示指基
節骨骨
折、左示
指挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

戸外での
危険につ
いての意
識の低
さ。

園外での
ヒヤリ
ハット会
議を実施
し、保育
での危険
に対する
意識を高
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

木にぶつ
かること
もあると
予測して
いなかっ
た。

普段から
活動的で
あるた
め、今後
は注意を
払う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外での
活動には
危険を予
測する。

長時間保
育中は、
担任では
ない保育
士が接す
ることも
あり気を
付けてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
一人で園
庭を走っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
一人で過
ごしてい
ることは
把握して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
本児が近
くにいた
保育士に
木に指を
ぶつけた
と伝え
た。

前をよ
く見て
走る。

子どもたち
と戸外で過
ごすときは
安全面を確
認する。

3862

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46 名 名 名
14
名

16
名

16
名

名  4 名 3 名 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨骨
折、左橈
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

本児には
無理のな
い高さか
らのジャ
ンプだっ
たが、何
回目かの
ジャンプ
の時、手
の付き方
がねじれ
たように
なってし
まった。

身体の使
い方を身
に着ける
ような遊
びを取り
入れてい
く

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
4　)回/年

飛び降り
ていた砂
場の砂が
少なく

なってい
た

業者に砂
を入れて
もらい、
安全に十
分遊べる
ようにし
た

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

砂場近く
の梅の枝
に気を取
られ、足
元の確認
がおろそ
かになる
ことがあ

る

梅の枝を
危なくな
いように
切る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に興奮
した様子
もなく、
いつも通
りより落
ち着いて
遊んでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

何人かの
他児も近
くにいた
ので、一
緒に声を
かけたり
見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の離
れたとこ
ろで、他
児を見
守ってい
たため、
砂場の方
は見てい
なかった

現状維
持

人の配置と
しては必要
を満たし、
保育士たち
はきちんと
要所にいた

3863

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

67 名 名 名
23
名

21
名

23
名

名 6　名 6　名 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

室内の危
険個所の
把握は
あった

が、職員
の意識と
対策が不
十分で

あった。

施設内の
危険個所
を再確認
し、整備
をしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/

年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/

年

2.不定期
に実施

実施頻度(
240　)回/

年

小窓に登
ることの
ないよう
棚を置い
ていたが
それに

登ってし
まった。

棚を撤
去、小窓
に装飾を
し登る場
所ではな
いことを
意識づけ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の歌活
動に向か
えない子
も数人い

た。

活動が始
まる意識
が持てる
ように声
をかけて
いく必要
があり、
動きが安
全である
か見守り
が必要

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
特に興奮
する様子
はなかっ
たが、他
児と一緒
というこ
ともあり
気持ちが
大きくな
り、ふざ
けてしま
う姿が
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
朝の受け
入れ、他
児の対
応、ピア
ノ伴奏な
どで危険
行為をし
ている子
供への把
握が不十
分であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

(具体的
内容記載

欄)
同上

3.4.5歳
児の合
同活動
が終了
し、次
の活動
に向か
う時間
前で落
ち着か
なかっ
たこと
もあ
り、職
員間の
連携が
不十分
であっ
た。

活動を進め
ていく職員
と補助職員
を明確に
し、子供の
動きを把握
していく。
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死亡
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5
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以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3864

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22
0
名

0
名

0
名

14
名

0
名

8
名

0
名

2　名 2　名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

末節骨基
部骨端線
損傷、挫
傷、爪脱
臼

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

年長児だか
らという見
方や、夕方
の時間帯で
の子どもの
様子（日中
よりも疲れ
ている）等
子どもの姿
の見極めが
あまくなっ
てしまっ
た。
子どもの力
を過信せず
に、物を運
ぶ際は大人
はすぐに対
応できるよ
うな見守り
をしてい
く。

今回足に落
ちてしまっ
た机だけで
なく、重た
いものを運
ぶ際には大
人に声を掛
けてから運
ぶように子
ども達に話
をして確認
した。（定
期的話をし
て確認して
いく）ま
た、運ぶ際
に大人がす
ぐに対応で
きる場所に
つくことと
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

―

運ぶ際に
手が滑っ
て落とし
てしまっ
た為、片
付けの際
に机の天
板部分は
もちろ
ん、運ぶ
際に手を
かける部
分につい
ても汚れ
（特に食
事などの
油分や水
分の残
り）が無
いかを確
認してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

四ヶ所に
て遊びが
展開して
おり、そ
の場にい
た職員も
遊びの中
に入って
いた。そ
の為、全
体把握の
部分が薄
れてし
まったと
共に、本
児が動き
出した際
にすぐ対
応するこ
とができ
なかっ
た。

たくさん
の遊びを
点在して
しまうと
全体把握
も難しく
なるた
め、その
場にいた
職員がす
ぐに対応
できる範
囲での遊
びの展開
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
夕方の合
同保育の
時間帯に
机にて描
画をして
た。落ち
着いて様
子で描い
ていた。
その後描
き終えた
ところで
片付けよ
うと主体
的に動い
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
少し離れ
たところ
で他児と
折り紙を
してお
り、本児
が落ち着
いて絵を
描いてい
た為、そ
の場から
様子を見
守ってい
た　。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
同じ保育
室内にて
他児とお
ままごと
をしてい
た。担当
職員同様
に、本児
が落ち着
いて絵を
描いてい
た為、そ
の場から
見守って
いた。

机を運
ぶこと
が日常
の生活
の中に
もあり
大人の
意識と
して、
年長児
が運ぶ
ことに
対して
の配慮
が薄れ
ていた
為、子
どもの
力を過
信せず
に見極
めてい
く。

机だけでな
く、重たい
ものを運ぶ
際には大人
に声を掛け
てから運ぶ
ように子ど
も達に定期
的に話をし
て確認して
いく。ま
た、運ぶ際
に大人がす
ぐに対応で
きる場所に
つき落下等
の防止に努
めることと
する。

3865

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 名
８
名

９
名

名 名 名 名 ８名 ７名 3歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
牙動揺
（左上歯
Ａ）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(８)回/年

2.基
準配
置

早朝保育
が終了
し、クラ
ス別保育
に変わる
ことで室
内の玩具
を片付け
ていたこ
とから、
四つ這い
での行動
では場所
に限界が
あったと
考えられ
る。

切り替え
時だから
こそ、各
職員が全
体の様子
を把握し
子どもた
ちの安全
確認を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１０)回/
年

活動に切
り替えで
の状況と
子どもた
ちの動き
の確認が
出来てい
なかっ
た。

活動に切
り替え時
の子ども
たちの状
況判断と
誘導をど
のように
すべきか
を考える
べきだっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記無し

安全に周
囲が見渡
せる状況
や子ども
たちの誘
導を配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
担当職員
含め職員
で片付け
をするこ
とを伝え
ていた
が、本児
のみ違う
動き（四
つ這い）
で移動し
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
本児も含
め、保育
室内にい
る子ども
たち全体
に声をか
け、一緒
に片付け
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
担当職員
と一緒に
子どもた
ちへ声を
かけ、全
体の様子
をみなが
ら片付け
をしてい
た。

特記無
し

クラス別保
育に切り替
わることで
職員体制も
さらに整う
為、子ども
たちの動き
や誘導の連
携を図る。

3866

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

33 名 名 名 名 名 名 名 １名 １名 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

左上BC外
傷性歯の
脱臼、歯
槽骨骨折
歯肉裂傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

園内保育
の事故防
止につい
ての周知
により、
人数配置
には問題
がない。

マニュア
ルを再度
見直しを
し、事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

今回の怪
我に関し
て、施

設、設備
は影響し
ていな
い。

再発防止
の検討は
必要がな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

17名での
ゲームで
も5歳児
ともなる
と、脚力
も付き走
るスピー
ドも出る
中、逃げ
ることに
夢中にな
り周りが
見えなく
なってぶ
つかって
しまっ
た。

ゲーム説
明は十分
行ってお
り、何度
も経験し
ている
ゲームで
あった。
参加人数
に於いて
も影響は
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
特に変
わった様
子はな
し。楽し
んでゲー
ムに参加
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)
担任は全体
の流れ、子
どもたちの
動きを見
守ってい
た。子ども
同士ぶつ
かって泣い
ている本児
の様子に違
和感を感
じ、様子を
確認する為
ゲームを中
断。他職員
が来たた
め、本児の
様子を確認
後、搬送準
備に関わ
り、他職員
は残りの園
児を保育室
へと移動さ
せ、室内で
の活動を
行った。

―

(具体的
内容記載
欄)

2グルー
プに分
け、そ
のうち1
グルー
プの人
数が17
名での
活動に
於いて
は問題
はな
い。

しっぽ取り
ゲームとい
う走る活動
では、逃げ
ることに夢
中になる
為、体の大
きくなって
きている5歳
児では、さ
らに1～2名
人数を減ら
してもよい
かもしれな
い。

3867

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

10 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
の破折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

―

子どもの
急な動き
が怪我に
つながる
ことを周
知徹底
し、子ど
もの動き
を予測し
怪我を未
然に防ぐ
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12）回/

年
実施頻度
（3）回/

年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

　
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/

年
―

・特にな
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
降園の準
備をしよ
うとして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
他の子の
降園の準
備を手
伝ってい
た。

―

(具体的
内容記載
欄)

―

・子どもの
動きを予測
し、未然に
事故を防
ぐ。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3868

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

18 名 名 名 名 名 名 名 ３名 ３名 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯牙破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
隔　)回/
年

2.基
準配
置

人数が多
い遊びに
保育者が
関わって
いた。

子どもの
歩いたと
ころに配
置するの
ではな
く、遊び
の様子を
みて危険
が伴う遊
びは傍に
つくよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

凸凹があ
る路面で
はバラン
スを崩し
やすい。

コンク
リートに
穴が開い
ていた
り、石が
落ちてい
ないか確
認するよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

スピード
に慣れて
くるにつ
れて、勢
いよく走
らせるよ
うになっ
ていた。

子どもの
遊びの様
子を把握
するだけ
でなく、
危険が伴
う場合は
近くで遊
びの様子
を確認
し、早め
に声を掛
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
緩やかな
コンク
リートの
斜面を
滑って遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
ブランコ
について
いた（１
名）他の
子どもと
しっぽ取
りをして
いた（１
名）他の
子どもと
砂場で遊
んでいた
（１名）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
遊びの様
子を把握
ながら保
育に当
たってい
た。

戸外遊
び時の
職員同
士の連
携

職員同士声
を掛け合
い、保育士
の動きや子
どもの遊び
の様子を把
握してい
く。

3869

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 名
13
名

14
名

8
名

7
名

18
名

名 9名 8名 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３～４　)
回/年

2.基
準配
置

室内外の
環境整備
を始めて
4年目に
なり、今
の環境に
「慣れ」
が生じて
危険を予
測、察知
する能力
が低下し
ていた。

怪我の可
能性に対
する認識
のずれが
あるた
め、全職
員が確認
できるよ
うなマ
ニュアル
を見直し
て、作成
し徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日)回/

年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

今回の事故現
場である「ス
テージ」へは
後ろへの意識
が未発達であ
る乳児（おお
よそ０～２
才）でも遊ぶ
（行く）こと
ができた。そ
れは斜面に設
置されたス
テージのた
め、１１０セ
ンチの高さが
ある園庭側
と、３０セン
チの高さがあ
る区庁舎側と
があるため
だ。ステージ
に上がった本
人も３０ｃｍ
の高さの意識
はあっても１
１０ｃｍを意
識できる心持
ちにさせてい
なかったこと
も今回の
「うっかり落
ち」につな
がっている可
能性が高い

今回から高さのある

遊具に関しては、そ

の高さで遊びこなす

能力を持たないもの

が遊べない構造に変

えること。今回の事

故現場である「ス

テージ」は３６０

度、どこを向いても

景色が見え、そのた

めどこを向いても楽

しく遊べることがで

きた。しかし、遊び

ながら意識させた

かったのは１１０セ

ンチの高さがある園

庭側だった。今後は

高さのある側を自然

と向くように、区庁

舎側には壁を立て

た。そのことで景色

が見えなくなり、そ

ちらを向いてもつま

らない気持ちになる

ようにした。そもそ

も１００センチを上

る能力がない子ども

は遊べない遊具にす

る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

今回の事
故の時間
におい
て、保育
士の幾人
もが「子
どもたち
がざわざ
わしてい
た。落ち
着きがな
かった。
そんな状
態でも乳
児幼児が
一緒に
なってい
ることに
不安が
あった」
と感じて
いたとの
声があっ
た。

異年齢が園庭で遊ぶ

主活動・夕方の時間

には、園庭にクラス

リーダーを2名以上

配置する。

役割として一名は園

庭を動き回り広い視

野で全体を把握、一

名は遊びに入る。

　今までは1名の

リーダーとその他の

職員で見守ることも

あった園庭での職員

の体制を、子どもた

ちの安全や職員の安

心を日常的に保つた

めにも、リーダーを

2名以上配置する体

制を徹底する。

　　リーダー2名の

うち1名はＣＡＰと

して園庭を動き回

り、広い視野を持ち

ながら園庭全体の把

握や注意、職員や子

どもへの声掛けを意

識的に担う。1名

は、子どもと一緒に

関わり、遊びを展開

していく役割とす

る。職員の体制は、

事務所で責任を持っ

て運営していく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
児はう
たったり
踊ったり
のごっこ
遊びが好
きで、年
長児がう
たを歌う
時によく
台の上に
立ってう
たう姿を
目にして
憧れてい
た。ス
テージで
お気に入
りの歌を
うたって
表現して
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
楽しんで
いる様子
を担当職
員は近く
で見守っ
ていた
が、落下
するとい
う危険性
は察知で
きず、同
じクラス
の子ども
をおんぶ
しながら
側にいた
ためすぐ
に手を差
し伸べら
れなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的内容
記載欄)
1人は事故の
あったス
テージの横
の砂場にク
ラスの多く
の子どもた
ちが遊んで
いたためそ
の場で子ど
もの様子を
目にしなが
らかかわっ
ていた。も
う1人は砂
場、ステー
ジ以外の子
どもたちの
側にいたた
めステージ
であそんで
いる子ども
たちの様子
は目に入っ
ていなかっ
た。

高い所
で踊る2
歳児の
姿を見
て、恐
さを感
じて声
を掛け
る職員
がいな
かっ
た。日
常的に
見てい
る当た
り前
が、当
たり前
ではな
い状態
という
意識を
もてな
かっ
た。

注意して見
ていきたい
環境や子ど
もの動き
を、具体的
に箇条書き
で示したハ
ザードマッ
プを作成し
職員間で共
有する。

3870

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

11 名 名
　
名

２
名

　
６
名

３
名

名
１
名

１　名 6歳
1.男
児

身長１３
０．４ｃｍ
体重３３ｋ

ｇ

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルではケ
ガをした
ときは、
複数の職
員で視
診・触診
とある
が、それ
を担任が
軽く考え
て怠っ
た。

マニュア
ルの見直
しと徹
底。研修
の機会を
増やす。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

無し

運動場は
平面であ
り、転ぶ
要素がな
いが、運
動場を使
用する場
合は、危
険物（石
等）がな
いか、点
検を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

無し

無し。衝
突した相
手も故意
的ではな
く、ただ
二人で
ボールを
追ってい
ただけで
ある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
いつも通
り外遊び
大好き
で、子ど
も同士
ボールを
追いか
け、衝突

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
サッカー
をする４
人や、固
定遊具で
遊ぶほか
の子た
ち、全体
を少し離
れたとこ
ろで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
園長・主
任は、発
表会の準
備、３歳
未満児担
任２人
は、乳児
室で園児
３人の保
育。

避けら
れない
事故で
あった
が、対
応に不
備が
あっ
た。

念入りにケ
ガの状態を
調べるとと
もに、他の
職員にも相
談するべき
であった。

3871

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

28 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

4歳児ク
ラスでの
跳び箱に
ついては
数回行っ
ていた

が、保育
者の想定
を超えて
指先が強
く跳び箱
に当たっ

た

体育あそ
びを行う
前に準備
体操の徹
底、使用
する設備
について
事前にわ
かりやす
く子ども
達に伝え
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/

年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/

年

考えられ
る要因は
特になし

考えられ
る要因は
特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラスで
のあそび
から広い
ホールで
の活動に
なり、子
ども達の
集中力を
欠いた可
能性もあ

る。

次のあそ
びに移る
際の保育
的配慮を
更に慎重
に行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
跳び箱の
跳び方、
注意事項
について
は知って
いたが、
勢いが
余った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
保育者が
1名跳び
箱の脇に
立ち補助
をしてい
たが、転
倒に傾注
し過ぎ、
手のつき
方にも注
意をすべ
きであっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
担任保育
者と反対
側に立
ち、活動
全体を見
守ってい
た。

考えら
れる要
因は特
になし

跳び箱の跳
び方、手の
つき方、着
地の仕方
等、子ども
達に分かり
やすく伝
え、又、他
の職員にも
周知徹底さ
せ、再発防
止に努めま
す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3872

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

57 名 名 名
20
名

20
名

17
名

名 ３名 ３名 4歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

遊具の設
定がいつ
もと違っ
たこと
と、朝の
視診等で
保育者が
目を離し
た。

職員の配
置に問題
はない
が、職員
の人数に
合わせて
遊具を出
したり、
遊び方を
保育者と
子どもが
一緒に再
確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12  )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

ゲーム
ボックス
の組み立
てが、４
列２段上
部がフ
ラット
だったこ
とにより
複数名が
上にあ
がったこ
とで接触
による転
倒事故に
つながっ
た。

ゲーム
ボックス
でのジャ
ンプ遊び
では、今
まで通り
１名ずつ
が上にあ
がり順番
でジャン
プ遊びす
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

慣れてい
る場所で
の安心感
なども
あったの
ではない
か

子どもの
人数に合
わせて保
育者の配
置、遊び
の設定を
考えるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気の合う
友だち数
名とゲー
ムボック
スを家に
見立てて
ごっこ遊
びをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

１名は朝
の視診を
しながら
ゲーム
ボックス
の側に１
名、ス
テージ側
に１名い
たが、他
児とかか
わってい
た為けが
をした時
の状態を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

朝の時間
帯で職員
３名体制
のなか、
他の１名
の職員は
保育室の
コーナー
あそびに
入ってい
た。

園児の
人数か
ら見て
も、保
育士の
配置基
準は充
足され
ていた
が、子
どもの
遊びの
様子か
らケガ
につな
がるこ
とが予
想でき
なかっ
た。

子どもの様
子から行動
を予測し、
安全面に留
意する必要
があった。

3873

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

12
0
名

0
名

0
名

0
名

0
名

12
名

名 1名 1名 6歳
1.男
児

身長114.0
ｃｍ、体重
18.2ｋｇ、
当日の天候
は晴れ。既
往歴、持

病、アレル
ギーなし。
発育・発達
状況問題な

し。

2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

遊戯室と
いう比較
的狭い場
所での保
育では、
追いか
けっこを
しないよ
うにとの
配慮が必
要だった

遊戯室等
室内にお
いては、
追いかけ
走り回る
遊び方を
しないよ
うにして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

保育室や
遊戯室
等、整理
整頓をよ
り一層実
施する。

整理整頓
を徹底
し、より
安全にす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段と
違った環
境（保育
室以外）
で過ごし
ていた事
もあり、
いつも以
上に興奮
し、夢中
になって
遊んでお
り、その
点を保育
者が配慮
不足だっ
た。

より一層
の整理整
頓。その
時々に合
わせた子
ども達の
状況と状
態への配
慮をして
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保育室で
はなく遊
戯室とい
ういつも
と環境で
遊べると
いう事
で、いつ
もより興
奮し活発
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員が本
児の比較
的側に付
いていた
が、間に
合わず転
倒を防げ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時、クラ
スは、職
員２人で
保育をし
ていた。
１人の保
育者は、
対象児の
比較的近
くに居た
が、もう
一人の保
育者は、
同じ空間
には居た
が、対象
児から離
れた場所
で保育室
してい
た。

対象児
の比較
的近く
にて保
育して
いた
が、転
倒を防
げな
かっ
た。

整理整頓の
更なる徹
底。特に、
走り回るよ
うな遊びに
ついては、
環境等考慮
する。

3874

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22
5
名

17
名

0
名

0
名

0
名

0
名

0
名

6名 6名 1歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故防止
の対応は
マニュア
ル通りで
きてい
た。

再度、職
員間でマ
ニュアル
確認や研
修など細
やかに行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

―

室内での
遊び方
等、子ど
も達に伝
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通常通り
過ごして
いたが、
何がある
か分から
ないの
で、しっ
かり子ど
も達と関
わってい
く。

妨げる事
故、妨げ
ない事故
もあるこ
とを再度
しっかり
受け止
め、次に
同じこと
が繰り返
さないよ
う、職員
同士情報
を共有し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
いつも通
りだっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
クラスの
子ども達
が各々自
由に遊ん
でいたの
で、全体
が見渡せ
る場所で
見守って
いた。

―

(具体的
内容記載
欄)
見ていた
が、防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

―

常に声かけ
等しなが
ら、子ども
達を見守
る。

3875

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

27 名 名 名
8
名

10
名

9
名

名 3名 3名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足第五
趾基節骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１．２)
回/年

1.基
準以
上配
置

食事と排
泄、うが
いに職員
を配置し
ており、
受傷した
場所には
ついてい
なかっ
た。

職員配置
の見直し
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１．２)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(ほぼ毎
日)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(ほぼ毎
日)回/年

裸足で過
ごす時間
であった
ので怪我
につなが
りやす
かった。

裸足です
ごす時間
は、子ど
もの動き
があまり
ないよう
に環境構
成を配慮
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

絵本のや
り取りの
中で気持
ちの折り
合いがつ
けられず
蹴ってし
まい受傷
してし
まった。

本児の気
持ちが納
得できる
まで仲立
ちをし、
気持ちの
折り合い
ややりと
りの仕方
を理解で
きるよう
な働きか
けをして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内
容記載欄)
給食後、排
泄を終え
て、午睡前
の布団の上
で過ごして
いた。その
際、他児と
絵本の貸し
借りで言い
合いをし、
すぐに対応
した担任の
話で落ち着
いた。しか
し、その後
再びやり取
りの中で気
持ちが高
ぶった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)
子ども同士
の会話でト
ラブルにな
りそうな様
子だったの
で目を離さ
ずに様子を
見ていた。
その後トラ
ブルになる
ようすで
あったの
で、すぐに
対応。落ち
着き納得し
た様子だっ
たので、担
任が離れた
後、再びや
り取りの中
で本児の気
持ちが高ま
り蹴り受傷
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
大きな動
きや声が
なく担任
１名が対
応してい
たことも
あり、気
にせずに
いた。

一度目
の対応
で、解
決法を
話し互
いが納
得して
いたの
で、そ
の後
蹴って
しまう
という
行動の
予測が
つかな
かっ
た。

納得しても
その後のや
りとりの様
子は気にか
け確認して
おくべきで
あった。
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【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
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掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3876

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

18 名 名 名 名 名 名 名 4名 4名 3歳
1.男
児

―
食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

― 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

　
鎖骨骨折
【治療に
要する期
間：　2
～3ヶ月
】

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

両手がふ
さがれて
いたこ
と。手に
持ってい
たもので
打ち付け
たこと。

両手に物
を持たな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

―

引き続き
定期的に
点検を実
施してい
く。

6.食事
(おや
つ)中

机と机の
距離が近
かったた

め

出来るだ
け空間を
広く使え
るような
机の配置
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
給食後、
歩き出そ
うとした
時に椅子
につまず
き転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
周りをよ
く見て、
気をつけ
るよう声
をかけ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
給食時、
各テーブ
ルの他児
への対応
をしてい
た。

―

子どもたち
の動きに目
を向ける。
子どもたち
へ、片付け
の際は十分
気をつける
よう声掛け
をしてい
く。

3877

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5歳児 1
5
名

6
名

9
名

8
名

13
名

８
名

0
名

1名 1名 6歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

―

普段から
体制が
しっかり
しておら
ず、声が
けが必要
である。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

―
床材の硬
度を考え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

歩行中突
然足をひ
ねってし
まったの
で、なす
すべもな
かった。
今後の対
策として
「歩き方
の見直
し」「転
ばないよ
うな体づ
くり」を
心掛け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
歩く時、
足をくね
らせる事
があっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

普通に歩
いている
だけだっ
たので、
特に危険
は感じら
れず見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故当
時、他の
職員はい
なかっ
た。

―

両足をしっ
かり床につ
けて歩く事
を指導す
る。

3878

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

66名
0
名

0
名

0
名

19
名

24
名

23
名

名 6名 6名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右示指基
節骨茎部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
4 )回/年

1.基
準以
上配
置

保育士の
見守りや
体制に不
備は無

く、遊具
も日常使
用してい
る物で活
動前に点
検してい

る。

慣れた活
動の場合
も活動前
には、危
険箇所や
注意事項
を再度、
児童に促
したり確
認してい
くことが
必要であ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/

年

日常使用
している
遊具であ
り、活動
前に点検
してい
る。

遊具の頻
回使用に
よる劣化
や消耗に
気を付け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士の
見守りや
体制に不
備は無
かった

が、活動
前の危険
箇所や注
意事項に
関する声
掛けが不
充分だっ

た。

慣れた活
動の場合
も活動前
には、危
険箇所や
注意事項
を再度、
児童に促
したり確
認してい
くことが
必要であ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載

欄)

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載

欄)
跳び箱の
側に付

き、当該
児童と周
りで待機
している
児童にも
充分に気
を配って
いた。

皆、落ち
着いて活
動に臨ん
でいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載

欄)
担当者の
至近距離
に、他の
職員も配
置され数
名の保育
士で活動
を見守っ
ていた。

保育士
の見守
りや体
制に不
備は無
かった
が、活
動前の
危険箇
所や注
意事項
に関す
る声掛
けが不
充分
だっ
た。

慣れた活動
の場合も活
動前には、
危険箇所や
注意事項を
再度、児童
に促したり
確認してい
くと共に、
職員同志の
連携を密に
する。

3879

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

10 名 名 名
１
０
名

名 名 名 1名 1名 3歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

・雪山で
の遊び方
の注意事
項の確認
が出来て
いなかっ
た。（初
回）
・雪山の
状況（雪
質、傾
斜）や年
齢による
遊び方の
見通しが
出来てい
なかっ
た。

・雪山で
の遊び方
を全職員
で確認
し、戸外
活動をす
る時は職
員体制・
子どもの
人数・場
所を報告
し明記す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/

年

・子ども
の人数に
対してソ
リの台数
が多かっ

た。
・天候・
雪質等を
遊ぶ前に
確認が出
来ていな
かった。

・雪山の
状況の確
認を把握
して遊び
方を検討
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・公園の
山の斜面
の状態
は、前日
からの寒
さで滑り
やすく、
ソリ滑り
が出来る
状態では
なかっ
た。

・初めて
のソリ滑
りであ
り、年齢
として自
分でソリ
の操作が
出来ない
状態の時
等は、安
全に遊べ
るように
遊びの内
容を考え
たり変更
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分のソ
リを持ち
山へ向か
う途中

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

山の上か
ら滑りは
じめる子
どもを主
に見てい
た。

― なし

・雪山
の下の
状況を
把握し
ていな
かっ
た。
・担任
間の情
報交
換・連
携が出
来てい
なかっ
た。

・滑る場
所・登る場
所・滑るタ
イミングを
目視して、
子どもが危
険だと思わ
れる場合
は、声をか
けていく。
・園外活動
の時は、遊
び方や人数
等を担任間
で連携しあ
う。
・園外活動
の時は、複
数人で出掛
けるように
し安全に努
める。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3880

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

19 名 名 名 名 名
　
名

名 ２名 ２　名 5歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

　　右腕
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

毎日の活
動の中で
動や静の
時間があ
り、床が
濡れてい
たり、遊
んでない
おもちゃ
が床にそ
のままに
なってい
ることも
ある。
今回の事
故は、着
替え中脱
いだ服が
床にあ
り、側転
の際手を
服の上で
付きす
べった可
能性が高
い。

活動中絶
えず危険
なものが
落ちたり
そのまま
になって
ないか確
認ととも
に子ども
が自分で
も気付く
様声かけ
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

毎日の保
育の流れ
の活動な
ので、子
どもたち
も慣れて
いた。

毎日の慣
れた活動
であって
も、注意
喚起の声
かけをし
たり、危
険要因に
なるもの
が無いか
確認をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的内容
記載欄)
事故前は、
友だちとの
関わりの中
で落ち込ん
だり機嫌が
悪かった
が、機嫌が
直ってから
は嬉しく
なっては
しゃいだの
か、
いつも「危
ないから床
ではしない
ように」と
言ってた側
転を急には
じめた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的内容
記載欄)
対象児と少
し離れた所
で給食の準
備中、本児
が友だちと
着替えをし
ている所は
確認してい
るが、着替
えの近くに
は配膳前の
テーブルも
あり、狭いｽ
ﾍﾟｰｽで側転
をするとも
予想でき
ず、側転は
一瞬で、そ
の一瞬は見
逃してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
クラスに
は、その
時間、職
員は1名
のみ室内
での出来
事だった
ので、対
象児の動
きは見て
いなかっ
た。

対象児
は、落
ち着き
がない
性格も
あり、
機嫌が
良いと
突発的
には
しゃぐ
事があ
る。
体操教
室に
通って
いて、
時々部
屋で側
転をし
てい
た。

行動を事前
に予測し、
感情が浮き
沈みしてい
る時は、声
をかけた
り、側に付
くよう心掛
ける。

3881

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

―
　
名

名 名 名 名 名 名 名 名 名 4歳
2.女
児

―

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折・挫滅

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
週

1.基
準以
上配
置

登降園中
の保護者
の状況や
実態の把
握の足り
なさや危
険予知能
力の意識
が弱く、
話題にで
きていな
かった。

送迎時の
様子や状
況の把
握、保護
者への働
きかけの
大切さを
職員間で
話題に
し、予知
能力を高
めた。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

保護者
が、使用
している
自転車の
後ろの椅
子の足を
乗せると
ころが壊
れてい
た。

すぐに新
しいのに
買い替え
をした。

7.その
他

登降園中
の保護者
の状況や
実態の把
握の足り
なさや自
転車の危
険への意
識が弱
かった。
また、椅
子が壊れ
ていたこ
とに関し
て気がつ
けず、保
護者にも
働きかけ
が出来な
かった。

送迎時の
様子や状
況の把握
の大切さ
を実感
し、安全
な道路を
通ること
や自転車
等の危険
を知ら
せ、保護
者への安
全への意
識を高め
ていく働
きかけを
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
自転車の
後ろの,
子どもの
椅子の足
を乗せる
ところが
壊れてい
たため、
足が後ろ
車輪に入
り込み挟
んでし
まった。

(具体的
内容記載
欄)

―

(具体的
内容記載
欄)

なし なし

3882

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5歳以上
児

22 名 名 名 名 名 名 名 1名 1名 5歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１０回以
上　　)回

/年

2.基
準配
置

主任から
指示を受
けていた
にも関わ
らず、気
心の知れ
た園児と
いう安心
感から目
を離し、
発生を防
ぐことが
できな
かった。

マニュア
ルの再確
認　外部
研修への
参加
園内研修
の定期化
（毎職員
会議時に
研修）

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

子どもの
上れる位
置・歩け
る幅でブ
ロックを
配置して
いた。

ブロック
位置・設
置幅の変
更

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

法定数内
ではある
が複数人
配置でな
かった。

1人配置
の際の業
務制限と
複数配置
の強化。
優先順位
の再確
認。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

１名が離
席して単
独にも関
わらず、
他の業務
に気を取
られ、当
該園児か
ら目を離
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者対
応の打合
せのた
め、断っ
て離席し
ていた。

特定さ
れた主
任の指
示を保
育士が
遵守し
なかっ
た。

保育士の意
識向上
危機意識の
共有

3883

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

13 名 名 名 名 名 名 名 ３名 ２名 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

大腿骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
隔　)回/
年

2.基
準配
置

遊んでい
る子ども
の動きの
把握が
しっかり
できてい
なかっ
た。

保育士が
移動する
際は、周
囲の子ど
もが遊ん
でいる状
況の確認
と子ども
の動きの
予測を
し、十分
注意す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

保育室が
Ｌ字型に
なってお
り、まま
ごとコー
ナーから
は部屋全
体が見え
にくい。

常に保育
士は全体
の子ども
の動き、
状況を把
握するよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士は
電車で遊
んでいる
子どもの
傍にい
て、そこ
から玩具
を片付け
に移動し
たので、
本児が保
育士に付
いて行っ
た可能性
もある。

子どもの
傍を離れ
る時は、
わずかな
時間でも
声を掛け
たり、子
どもに背
を向けな
いように
する。遊
びコー
ナーの見
直しをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
畳の上で
四つん這
いになっ
て手に
持った電
車を走ら
せ遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
本児を含
め数人と
一緒に電
車で遊び
ながら、
他の場所
で遊ぶ子
どもの様
子も見て
いた。ト
イレ付近
に玩具が
あるのを
危険に思
い、立っ
て行って
片付けて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
Ｌ字型の
部屋の奥
側で、５
人の子ど
もとまま
ごとをし
ていた。
（１名）
トイレで
排泄して
いる子ど
もを見な
がらオム
ツ交換を
してい
た。（１
名）

子ども
と遊ん
でいる
時の職
員同士
の連
携。

一人ひとり
の職員が視
野を広く持
ち、お互い
に注意し
あって危険
を回避でき
るようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3884

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5歳以上
児

31 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕
（橈骨）
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

子どもた
ちが走っ
て遊んで
いる時の
走り方、
方向など
ぶっから
ないよう
に遊びの
ルールな
どを子ど
もたちに
伝えてい
たが十分
ではな
かった。
園長報告
を怠っ
た。

子どもの
自由にな
かにも怪
我を引き
起こさな
いための
ルールを
きちんと
伝え、危
険予知判
断の甘さ
を指導す
る。園長
への報告
はすぐに
行うこと
を徹底。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

園駐車場
というコ
ンクリー
トでの転
倒。

―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気持ちが
盛り上が
り年長児
というこ
とでス
ピードも
出てい
た。周り
を十分に
見ていな
かったた
めぶつ
かってし
まった。

子どもの
遊びの危
険性に対
する保育
士の認識
の甘さ、
危険予知
の甘さへ
の指導を
徹底す
る。園長
への報告
義務の徹
底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
普段と変
わりのな
い様子で
遊んでい
たが外の
解放感か
らスピー
ドも出て
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
全体を把
握するこ
との必要
性の認識
の徹底を
する。保
育士が自
己判断を
せず園長
に報告し
病院受診
などの対
応をす
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
女児のそ
ばに行き
状態を確
認するが
外傷がな
く、指、
腕が動く
という事
で様子を
見てしま
い受診が
遅れた。

転倒し
たあと
の主
任、担
任の女
児に対
する対
応がで
きてい
なかっ
た。

外傷がない
からと自己
判断をせ
ず、上司に
報告対応を
相談すると
いう指導を
徹底する。

3885

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

4
1
名

名
3
名

名 名 名 名 2名 2名 2歳
2.女
児

月齢標準よ
り小柄。普
段から転倒
したときに
手が出ない
ことが多

い。

1.屋外活
動中

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯（乳
歯）破損

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3～4)回/
年

2.基
準配
置

園外での
保育活動
について
のマニュ
アルはあ
るが、今
回のよう
な突発の
動きにつ
いては記
載がな
かった。

職員配置
は十分
だったと
思われ
る。常に
連携、声
掛けがで
きる体制
をとる

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

園外の公
園なの
で、危険
箇所の確
認が不十
分だっ
た。

いつも行
く公園に
ついても
危険箇所
の確認を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園外の公
園なの
で、危険
箇所の確
認が不十
分だっ
た。

いつも行
く公園に
ついても
危険箇所
の確認を
し、全員
に周知す
る。また
情報を共
有する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
遊びたい
（椅子に
座りた
い）とい
う気持ち
が強かっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
目の前の
遊具で遊
ぶ2名の
方に目が
行き、突
然走り出
しつまず
いた本児
を止める
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
バギーに
乗ってい
る0歳児
の対応を
してい
た。

段差も
何もな
い所
だった
ので転
ぶこと
はない
だろう
と油断
してし
まっ
た。

職員全員で
いろいろな
場面を想定
し、安全確
認・周知を
徹底する。

3886

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 名 名 名
15
名

15
名

17
名

名 3名 3名 6歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

一方通行
のルール
を守れな
かったこ
と。

遊びに入
る前に必
ずルール
を守るよ
う徹底す
る。ま
た、遊ん
でいる時
は見守り
つつ危険
な行為が
あった場
合はすぐ
止める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

一方通行
の方向が
分かりに
くかっ
た。

一方通行
の方向を
白線や看
板で矢印
を示し、
分かりや
すくす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

一歩通行
のルール
が徹底で
きていな
かった。

一方通行
のルール
を守るこ
とを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
一方通行
であるこ
とを忘れ
ていたと
本児は
言ってい
たので、
ルールが
徹底でき
ていな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
本児が急
に方向を
変えた瞬
間、大声
で注意を
したが、
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
それぞれ
の立ち位
置で他の
園児を見
ていた。

カート
を出し
た時に
ルール
を徹底
してい
なかっ
た。

園庭に出る
前に遊ぶ物
についての
ルールを子
どもたちに
伝える。

3887

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

28 名 名 名 名 名 名 名 2　名 2　名 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員の見
守り不
足・予期
せぬ態勢
になった
ことによ
る動顛

職員配置
の再検
討・職
員、園児
共に遊具
の正しい
使用方法
を確認す
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
月

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
月

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒での
遊び方、
持ち方
等、細か
くチェッ
クしてお
くべき
だった

園庭にお
ける職員
の配置の
見直し職
員の配
置、各職
員の動線
の確認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
職員と追
いかけっ
こをした
後、屋根
登りをす
る。その
後、鉄棒
をする。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
本児と追
いかけっ
こをし、
屋根登り
をしてい
るのは確
認してい
たが鉄棒
に行った
時は、他
児の対応
をしてい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
近くの登
り棒のと
ころに居
たが間に
合わな
かった

子ども
の遊び
の要求
を満た
しなが
らの見
守り方

職員間の連
携の見直し

3888

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

75
0
名

０
名

０
名

２
８
名

２
２
名

２
５
名

０
名

11名 １１名 3歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨
折、左上
腕骨通顆
骨折、右
肘関節部
打撲傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

３歳児に
とっては、
遊びの中で
あわててし
まい、注意
力が足りな
かったり、
時には思い
切った行動
をとったり
して止めら
れないこと
がある。総
合遊具の死
角になる場
所であり、
見守りが足
りなかった
ことが考え
られる。

職員全体
で事故防
止につい
て再確認
する。子
どもたち
は、いろ
んなこと
にチャレ
ンジした
くなるこ
とも考え
られるの
で、遊具
の扱い方
や遊び方
のルール
について
再確認し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
５　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/月

総合遊具
に併設さ
れている
のぼり棒
へ、移り
渡って遊
んでいる
のだが、
慌てて移
り渡るこ
とで滑り
落ちてし
まう原因
になると
考えられ

る。

総合遊具
に併設さ
れてい
る、のぼ
り棒の利
用方法を
片側のみ
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回、本児
は友達との
遊びの中
で、追いか
けっこをし
ていてあわ
ててしま
い、滑り落
ちてしまっ
たと考えら
れる。
自分の行動
が危険を伴
うことがあ
るというこ
とが、十分
理解できて
いなかった
ことも考え
られる。

本児や友だ
ちからの話
より、遊び
方について
注意が足り
なかったこ
とや気を付
けると良
かったこと
は何かを確
認していっ
た。クラス
内で、遊び
方や約束事
について再
確認して
いった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
母親との
登園後か
らクラス
保育にて
過ごす。
室内や戸
外で好き
な遊びを
見つけて
友達と一
緒に過ご
しいつも
通りで
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載
欄)
総合遊具
で遊ぶ子
どもたち
全体の見
守りに
なってい
て、のぼ
り棒近く
での子ど
もの見守
りに欠け
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
自由遊び
中であ
り、３歳
以上児が
同じ園庭
で過ごし
ていた。
職員全体
で、見る
ことに
なってお
り、総合
遊具で遊
ぶ子ども
たちを注
意深く見
守ること
に欠けて
いた。

―

自由遊び中に、
３歳以上児が同
じ園庭で過ごし
ている時間帯
は、担任以外の
職員たちも一緒
に見ることに
なっている。今
回、総合遊具で
遊ぶ子どもたち
の把握が十分で
きていなかった
ため、保育士が
立つ位置などを
見直し再度確認
し、注意深く見
守っていくよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3889

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 名 名 名
20
名

16
名

１
名

名 ３名 ３名 4歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２)回/
年

2.基
準配
置

体調確認
はしてい
たが前日
まで欠席
していた
こともあ
り、体力
などへの
配慮も必
要であっ
た

職員会議
や園内研
修で保育
安全マ
ニュアル
の活用や
安全への
配慮、事
故予防い
ついて学
びの場を
さらに充
実させる

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

園庭の中
でスケー
ター等の
乗り物遊
具を使用
しながら
遊ぶ子達
と追いか
け遊びを
して遊ぶ
子達が交
錯して遊
んでいた
ことも転
倒の要因
と考えら
れる部分
もある

乗り物遊
具を使う
遊びと追
いかけっ
こ等で遊
ぶ、ス
ペースを
分けるな
ど工夫す
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

午後の時
間は集中
力も落ち
るため、
周囲への
注意力が
散漫にな
り転んだ
りぶつ
かったり
する要因
になるこ
ともある

午後の戸外
遊びの時間
は落ち着い
てゆったり
遊べるよう
設定遊具の
数や遊ぶス
ペースの見
直し、調節
をし、注意
力が散漫に
なることを
防げるよう
保育士が声
をかけ安全
確認しなが
ら遊べるよ
うにする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
仲の良い
友達４名
でヒー
ロー鬼
ごっこを
して遊ん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
男児４名
で鬼ごっ
こをして
遊んでい
ることは
把握しな
がら、対
象児らか
ら少し離
れた場所
で女児数
名と鬼
ごっこを
しながｒ
全体を気
にかけて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他の遊具
で遊ぶ子
どもの対
応をして
いて転倒
の状況を
見ていな
かった

保育士
の立ち
位置、
遊具の
見守り
に意識
はして
いた
が、職
員間の
声の掛
け合
い、連
携等に
不十分
さも
あった

保育士の立
ち位置の再
確認と戸外
の自主活動
中の職員間
の声の掛け
合い、連携
をさらに徹
底していく

3890

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 名 名 名
５
名

8
名

５
名

名 ２名 ２名 6歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折
8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

年長児と
いうこと
もあり無
理な遊び
を行って
いたわけ
ではなく
普段行っ
ていた遊
びであっ
たが他児
の対応も
重なり目
を離して
しまっ
た。

遊ぶ際に
危険な行
為や危険
個所を子
どもに伝
え、保育
士が側に
つき、他
の保育士
にも声掛
けをしな
がら目を
離さない
よう保育
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(原則毎
日)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(原則毎
日)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

ソフト積
み木の形
状（△
□）の組
み合わせ
を考えれ
ばよかっ
た。

子どもた
ちが自主
的にソフ
ト積み木
でコース
を作り遊
んでいた
ので遊び
のルール
を任せて
いた部分
があっ
た。今後
は危険な
行為等ア
ドバイス
をするな
ど支援を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各クラ
ス、遊戯
室とそれ
ぞれの個
所で子ど
もたちが
活動して
おり、保
育士も各
箇所に分
かれて保
育をして
いた。

遊戯室を
囲むよう
に以上児
クラスの
保育室が
あるの
で、他の
保育士に
も声掛け
をし、気
にしても
らうなど
複数の目
で見守り
ができる
ようコ
ミュニ
ケーショ
ンをと
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
他児に声
を掛けら
れ普段乗
らない△
形のソフ
ト積み木
の上に足
をついて
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
複数の子
どもの保
育をして
おり、
ちょうど
３歳児が
積み木を
渡るのを
手伝って
いた時、
目線を外
した際に
対象児が
転倒し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
各クラス
にて保育
を行って
いた。

複数の
子ども
たちが
体を動
かすな
ど活発
な遊び
を行う
際は目
を離さ
ないよ
うな対
策をす
る。

主に保育を
行う保育士
だけではな
く他のクラ
スの保育士
にも順番に
遊戯室も見
守りしても
らうよう声
掛けしあ
う。

3891

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

3 名 名 名 名 名 名 名 3名 3名 1歳
1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左股関節
捻挫・左
脛骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

―

・遊んでい
たボールが1
歳児の本児
に適してい
たか考える
べきであっ
た。
・本児が年
齢的にバラ
ンスを崩し
やすく、前
を見て走ら
ない、動き
も活発な子
である子で
あることを
職員間で理
解した上で
見守る必要
があった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

―

・年齢に
合った玩具
（小さめの
ボールを使
うようにす
る・本児に
合ったもの
を考え
る）、遊び
を職員間で
再確認し提
供すること
とした。
・1歳児とし
ての発達や
一人ひとり
の発達や性
格を理解す
るよう、再
度学ぶこと
とした。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

使ってい
たボール
が年齢に
合ってい
たか職員
間で検討
し、小さ
目のボー
ルを使う
ようにし
た。年齢
にあった
玩具を提
供し、遊
び方の配
慮を再度
考えてい
くことと
した

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載
欄)
常に動き
が活発で
あるが、
バランス
を崩しや
すい子で
ある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載
欄)
本児の近
くで遊び
を見てい
たが、
ボールを
蹴ろうと
してバラ
ンスを崩
し突然転
倒した
為、助け
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
他児の世
話をして
いた。

―

年齢に合った
玩具、遊具を
使用すること
を職員間で再
確認し、遊び
の提供をする
こととした。
１歳児として
の発達や一人
ひとりの発達
や性格を理解
するよう、再
度学ぶことと
した。小さめ
のボールを使
用したり、本
児に合った遊
びの配慮をす
る。

3892

令和
3年5
月31
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

27 名 名 名
3
名

9
名

15
名

名 2名 2名 6歳
2.女
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(5)回/年

2.基
準配
置

11月の3
歳児の骨
折を受
け、4.5
歳児のみ
の活動に
移行した
ばかり

だった。

マニュア
ルを確認
し、職員
の安全意
識の向上
に努め
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

園庭に多
少の凹凸
があった
り、小石
が落ちて
いた。

なるべく
平たんに
なるよう
に整備す
る。又、
園内美化
の一環で
石拾いな
どをこま
めに行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午後の
4.5歳児
のみの外
遊び活動
だったた
め、活動
内容にあ
まり制限
をしてい
なかっ
た。その
ため、全
力で走り
回った
り、急激
に方向転
換するな
どしてい
た。

活動への
制限はな
るべくし
ないよう
にしたい
が、靴を
きちんと
履いてい
るか、活
動しやす
い身なり
であるか
など気を
付けるよ
うにした
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をして
走ってい
る最中に
足をひ
ねってし
まった。
それが原
因で転ん
でしま
う、動け
なくなっ
てしまう
などの状
況はな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鬼ごっこを
しているこ
とは承知し
ていたが、
けがをした
瞬間が把握
できていな
かった。本
人から痛い
との訴えも
あり、足の
様子を見た
り、事情も
聴いたりし
たが、その
後すぐに走
り出し、元
気に遊んで
いたため大
事と捉えて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

入室後、
再度、外
遊びを見
守ってい
た保育士
と所長と
複数名で
足の様子
を観察し
た。特に
腫れなど
外見から
は異変は
見られ
ず、肌荒
れの症状
があった
ため、そ
の部分が
痛いので
はと判断
してし
まった。

職員の
思い込
みによ
り、怪
我に気
付くこ
とがで
きな
かっ
た。

複数回にわ
たって痛み
を訴える場
合は、外見
上の症状の
有無に関わ
らず、速や
かに受診す
るようにし
たい。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3893

令和
3年5
月31
日

1.認可
7.小規模
保育事業

11 午前中
施設内
(室内)

2歳児 5 名 名 名 名 名 名 名 7名 １名 3歳 女児 ―
室内活動
中

負傷 ― その他

上肢
(腕・
手・手
指)

左肘　ひ
び

遊具等
からの
転落・
落下

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
)回/年

基準
以上
配置

事故防止
マニュア
ルを普段
から読ん
で細かく
ヒヤリ

ハットを
意識して
いく。職
員間の情
報共有も
しっかり
行ってい

く。

事故防止
マニュア
ルの細か
な見直し

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

定期的に
実施

実施頻度
(１２)回/
年

―

集団活
動中・
見守り
あり

クラス内
でコー
ナーをつ
くり各場
所場所で
子ども達
が遊んで
いた、ク
ライミン
グアーチ
の横から
少し離れ
別の子と
少し会話
をしてい
る時の一
瞬目を離
した時に
起こっ
た。

保育士は
台や跳び
箱など危
険が生じ
る場所に
はすぐ横
に1人つ
き落下を
想定でき
る場所に
マットを
敷いて対
策する。

いつも
どおり
の様子
であっ
た

(具体的
内容記載
欄)

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)
担任は室内
で遊んでい
る子どもの
横につき遊
びを促し少
し台の横か
ら離れ別の
子と少し会
話をしてい
る時の一瞬
目を離した
時に落下し
すぐに受け
止めようと
したが間に
合わなかっ
た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
に担任も
配置され
ておりフ
リー保育
士は園内
の掃除や
手作り玩
具などフ
リー業務
を行って
いたた
め。その
場で見て
いなかっ
た。

保育士はす
ぐ横で見
守っていな
かった事、
本児が降り
たいと怖
がっている
様子を察知
しすぐに横
に行き対応
してあげな
かった事、
マット等落
下防止対策
がとられて
なかった事
も原因の一
つ。

保育士は子
どもの様子
や気持ち面
をすぐに受
け止めるよ
う見通しを
立てておく
必要があ
る、絶対に
台や跳び箱
など危険が
生じる場所
には1人つき
すぐ横に落
下防止対策
として落下
を想定でき
る場所に
マットを必
ず敷く。

3894

令和
3年5
月31
日

1.認可
7.小規模
保育事業

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

5名 名 名 名 名 名 名 名 8名 ８名 2歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 6.その他 ― ―
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

沐浴中の
園児と沐
浴後の園
児がいる
ため、保
育士は見
守りなが
ら対応は
していた
が、危険
を予測し
て直ぐに
回避でき
る場所に
はいな
かった。

沐浴は、
全員一緒
に浴槽か
ら出て、
着替えが
終わって
から、保
育士と一
緒に移動
するよう
にした。

2.不定期
に実施

実施頻度(
1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

児童は心
臓中隔欠
損症で手
術をして
おり、小
児喘息の
症状も起
きやす
い。

今後ＡＥ
Ｄを設置
すると共
に消防士
から心肺
蘇生の研
修を実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

沐浴を終
えた子の
待つ時間
の過ごし
方の配慮
が足りな
かった。

全員イス
に座った
ら、絵本
の読み聞
かせをし
ながら食
事を待つ
ようにし
た。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

身体がま
だ安定し
てないた
めに一番
に沐浴を
終える。
待つ時間
が長いこ
とから、
イスを前
後に揺ら
して遊ん
でしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

沐浴中で
あったた
め、本児
を見守り
ながら他
の園児の
着替えを
していた
ため、本
児から目
を離して
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

沐浴中の
園児をみ
ているた
め、見て
いなかっ
た。

咳がひ
どかっ
たが、
午前中
は元気
に過ご
せたた
め、普
段通り
沐浴を
行っ
た。

咳が落ち着
いてきて
も、活動等
にも十分に
配慮し園児
の様子を見
守ることが
必要であ
る。

3895

令和
3年5
月31
日

1.認可
7.小規模
保育事業

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11
0
名

6
名

5
名

0
名

0
名

0
名

0
名

３名 ３名 2歳
1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

運動遊び
の台（６
０ｃｍ）
に保育士
1名が補
助につい
ていた。

運動中や
補助中以
外にも児
の変化や
体調を見
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

該当児は
ジャンプ
等の運動
も最近出
来るよう
になり、
本児の体
幹や発達
もバラン
スを崩し
て転んだ
りする事
もあっ
た。

遊具・台
の下に
マット等
の衝撃を
受けるも
のを置
き、怪我
の可能性
を防ぐ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動遊び
に子ども
５名・保
育士１

名。玩具
遊びに子
ども６

名・保育
士２名つ
いてい
た。

子どもの
様子・つ
いている
職員数や
位置等の
再確認を
しつつ、
複数名で
見る事が
出来るよ
うに声を
掛け合っ
たり互い
に確認を
常時して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的内容
記載欄)
対象児の身
長以下の高
さから降り
たりジャン
プする運動
が出来るよ
うになっ
て、本児も
運動遊びに
意欲を見せ
ていた。楽
しさから気
持ちが先行
したり、受
け身を取る
部分までの
動作が確立
していな
かった可能
性がある。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載
欄)
対象児が
ジャンプ
する前に
次に登ろ
うとして
いた子を
止めてい
た時。対
象児が
ジャンプ
し、保育
士の補助
は無く着
地。数分
後に痛み
を訴えて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

(具体的
内容記載
欄)
玩具遊び
の児童6
名を保育
士2名で
見てい
て、コー
ナーは完
全に分か
れてい
た。

全体的
に子ど
もは運
動遊び
の楽し
さから
活発・
能動的
に動い
ていた
ので、
転びそ
うに

なった
りする
姿も

少々み
られて
いた。

子どもの動
き方・導線
に配慮し、
遊具を使う
際は補助を
担当する
者・全体を
見たりカ
バーする者
など複数人
で危険が無
いように配
置する事。

3896

令和
3年5
月31
日

1.認可
7.小規模
保育事業

7
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

7 名 名 名 名 名 名 名 2名 2名 2歳
2.女
児

―
食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

―
5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯の脱
臼、唇の
裂傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

― ―
2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
約45　)回

/年

元々滑り
にくい椅
子だった
が、湿度
が高く
（80％）
更に滑り
が悪かっ
た

椅子に、
子どもが
座って動
かせる程
度の滑り
やすい素
材をつけ
る。もし
くは床の
素材を見
直す。

6.食事
(おや
つ)中

職員が手
洗い場に
1名、
テーブル
に1名付
いてた。
テーブル
に付いて
いた職員
は隣りに
しゃがん
だ状態で
子どもの
横に位置
してい
た。

椅子はあ
らかじめ
適度なス
ペースで
配置して
いるが、
子どもが
座ってか
ら椅子を
動かさな
いよう声
かけす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

手洗い後
で、自分
で椅子を
動かし
テーブル
の端の方
に着席し
ていた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

隣りに座
り、自分
の方へ移
動させよ
うとし
た。椅子
と体を一
緒に引い
たが、バ
ランスを
崩して反
対側に倒
れてしま
い支えき
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

水道での
手洗いを
見てい
た。

子どもの椅
子を動かす
際に声掛け
はしていた
が、本児に
思ったより
力が加わる
形で横から
引いてし
まったの
で、反対側
に倒れてし
まった。

子どもの席
の位置を移
動させる場
合、一度立
ち上がって
から椅子を
動かすよう
にするか、
後ろから
しっかり抱
えるように
して動か
す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3897

令和
3年5
月31
日

1.認可
7.小規模
保育事業

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 名
2
名

3
名

名 名 名 名 3名 3名 1歳
2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指末
節骨骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

危険の予
測ができ
なかっ
た。

事故予防
の研修を
見直し再
発防止に
つなげた
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

・支えにし
ていた、箱
いすを高い
面で使って
いて重心が
真ん中では
なかったた
めバランス
を崩した。
・つなぎ目
に、子ども
の指がちょ
うど入る広
さ（角度）
だった。
・ちょうつ
がいが180度
以上、動く
ため、そこ
に指を入れ
ていたので
挟まった。

・支えの
箱椅子
は、バラ
ンスよく
重心の安
定してい
る低い方
で使用す
る。
・つなぎ
目に、指
を入れれ
ないよう
布を貼る
などす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

初めて
行った
為、子ど
も達が喜
び勢いよ
く何度も
繰り返し
て遊ぶう
ちにバラ
ンスが崩
れ倒れ
た。

喜び興奮
する気持
ちを沈め
るよう、
ゆっく
り、登り
滑るよう
声掛け促
がしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
登ってい
る時、板
面がぐら
ついたの
で、とっ
さに、つ
なぎ目に
指をかけ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(具体的
内容記載
欄)
ぐらつい
た時、そ
ばにいて
支えよう
としたが
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載
欄)
すぐにか
けより、
板を持ち
上げ対象
児の手を
解放す
る。

箱椅子
が倒れ
ること
を想定
してい
なかっ
た為、
すぐに
応じら
れな
かっ
た。

箱椅子の高
さを安定し
ている低い
面でのみ使
用し、見守
る保育士は
必ず天板面
に手をかけ
ておき、す
ぐに対応で
きるように
する。

3898

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 19 19 3 3
22.10
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

－

個々の児
童の運動
能力に配
慮した活
動を行
う。

2.不定期
に実施

2 3.未実施 －
1.定期的
に実施

毎日 －

遊具
（ボー
ル）に不
備無し。
改善策な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

－

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

ボール投
げをし
て、遊ん
でいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

－ －

児童に合わ
せて、ボー
ルの投げ方
を調整す
る。

3899

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 47 47 5 4
19.７
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

適正な見
守りをし
ていても
わずかな
隙に事故
が発生し
てしまう
ので、今
後はより
一層の注
意喚起や
見守りに
努めてい
く

1.定期的
に実施

1 3.未実施 － 3.未実施 －

今回の事
故につい
ては、遊
具の不備
その他明
らかな原
因がある
ものでは
なく、不
測の事態
が重なっ
たことで
発生した
ものと思
われる。

遊具の点
検等は学
校で行っ
ているた
め、使用
していて
気になる
点があれ
ば学童保
育所職員
から学校
へ報告・
相談する
等連携を
取ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の様
子をよく
見て、注
意喚起や
見守り等
を今後も
適切に
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同じ建物に
ある新川第
一学童保育
所の児童も
同時に外遊
びを始め、
大勢で各々
遊んでい
た。当該の
児童も、周
囲の児童
も、学童保
育所での
ルールの範
囲で遊んで
おり、事故
発生前に注
意すべき言
動はなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員は当
該児童を
含め集団
を見守
り、適切
に育成支
援を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は同じ校
庭にいて
他の児童
を見守り
ながら、
当該児童
の様子も
目に入れ
ていた
が、事故
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

児童は特に
大きなトラ
ブルを起こ
したり、職
員からの注
意も受ける
ことなく、
他の児童と
楽しく遊ん
でいたが、
周囲に注意
を払う危機
意識が少な
かったかも
しれない。

適正な見守
りをしてい
てもわずか
な隙に事故
が発生して
しまうの
で、今後は
より一層の
注意喚起や
見守りに努
めていく

3900

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 37 37 6 2
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

－

事故の振
り返りを
必ず行
い、情報
共有をす
る

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

12
特記事項

なし

本件は玩
具の破損
等ではな
く、玩具
使用方法
に起因す
る事故の
為

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

目的外使
用をして
いた

使用して
いない遊
具の片付
け徹底、
目的外使
用の禁止

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
メンバー
で外で鬼
ごっこを
して遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

校庭の中
央で行わ
れていた
鬼ごっこ
に対し、
他集団の
遊びを見
守りなが
ら全体把
握をして
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鬼ごっこ
をしてい
る子ども
たちに声
かけが出
来るほど
の距離で
見守りを
行ってい
た

鬼ごっ
こを見
守って
いた臨
時職員
の危険
予知が
未熟で
あった

全体把握の
常勤職員が
細やかな危
険予知に対
する指示を
行う

3901

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 40 40 4 1
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

本人も指
導員も怪
我は大し
たことが
ないと
思ってし
まった

低学年の
入るボー
ル遊びの
際は柔ら
かいボー
ルに変更
するか本
人たちの
希望によ
り硬い
ボールの
時は気を
付けるよ
う一言声
をかける

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12 －
柔らかい
ボールを
用意する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

今後も集
団活動を
しっかり
と見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッチ
ボールの
際に自分
でいたく
なったと
申告

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

そばで見
ていた指
導員が室
内にもど
り、手当
てをして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じグラ
ンドで見
守りをし
ていたが
遠距離で
違う対応
をしてい
た

－

今後も全体
をみれるよ
う指導員の
配置を考え
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3902

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 2 2
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕肘骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

－

利用児童
が40名を
超える場
合は3名
体制と
し，職員
間で協力
して見守
りを怠ら
ないよう
にする。

1.定期的
に実施

1 3.未実施 －
2.不定期
に実施

1

敷地は全
面アス
ファルト
舗装と
なってい
る。

アスファ
ルト舗装
のため，
児童・支
援員とも
に注意喚
起をしな
がら見守
りをす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

集団遊び
をする際
は十分に
気を付け
るよう児
童に注意
喚起をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
外遊びを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊び児
童の見守
りを1名
で実施し
ていた
が，その
際に児童
が転倒。
すぐに駆
け寄り状
態を確認
したとこ
ろ，左腕
の肘に痛
みを訴
え，動か
せない状
態であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2名体制
のうちも
う1名
は，屋内
遊びの児
童の見守
りをして
いた。

通常，
敷地内
で遊ぶ
子ども
に対し
て1名，
室内に1
名ずつ
の職員
で対応
してい
る。

利用児童が
40名を超え
る状態もあ
り，室内・
室外ともに1
名ずつの体
制では，限
界を感じた
ため，6月か
ら3名体制と
した。(当初
から増配の
予定があっ
た)

3903

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 22 2 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足くる
ぶし骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

他の児童
のお迎え
時間が重
なったた
め，見守
りが手薄
だった。

日常生
活・遊び
の中での
危険性・
対応につ
いて研修
を受講す
る。ま
た，安全
に遊ぶた
め，児童
とルール
を決め
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

1 －

今後も定
期的に点
検をし，
設備の不
備等がな
いように
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

父兄対応
中は特に
見守りの
手が薄く
なるた
め，目を
離すこと
がないよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
外遊びを
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

屋外で支
援員1名
が見守り
をしてい
たが，他
の児童の
迎えに来
た保護者
の対応を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2人体制
のうちも
う1名
は，室内
遊びの児
童の見守
りをして
いたた
め。

外遊び
の際，
支援員
の見守
りが十
分でな
かっ
た。

支援員が外
遊びの際の
危険性を再
確認し，見
守りを怠ら
ないよう配
慮する。
お迎えの際
の親対応時
には特に気
を付ける。

3904

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 66 66 9 4
18.６
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯のず
れ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

－

登館下館
時の安全
確認の徹
底と、危
険個所の
洗い出
し。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48 －

特に遊具
の異常は
見られな
かった
為、引き
続き安全
点検を行
う。

7.その
他

危険個所
の確認や
ルールに
ついて、
子どもた
ちに確認
しながら
話をした
が、年度
途中には
数回、時
間を取っ
て確認す
ることが
必要で
あった。

再度、登
館時の安
全につい
ての話を
子どもた
ちと確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わったこ
とはな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登館時の
ため担当
職員な
し。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登館時の
ため、対
象児の動
きは見ら
れなかっ
た。

登館時
の歩行
可能場
所を決
定し、
ルール
として
いた
が、子
どもた
ちが守
れてい
るかの
検証が
なかっ
た。

再度、登館
時の安全に
ついての話
を子どもた
ちと確認す
る。

3905

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 140 ## 21 15
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

靭帯断裂

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

特にな
し。

全体を見
る職員と
細かく見
る職員と
で分かれ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24

見守って
いた職員
の危険予
測が甘

かった。

次の行動
を予測

し、注意
深く見守
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

怪我をす
る前にも
行事に参
加し、疲
れが出て
いたので
はない
か。

疲れてい
ないよう
に見えて
も、しっ
かり休憩
をとるよ
うに声掛
けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り活発に
遊んでい
る様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

審判とし
て野球遊
びをして
いる子達
全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は野球遊
びのとこ
ろではな
く、違う
遊びの様
子を見て
いた。

－

一人の職員
だけでな
く、複数の
職員で見守
るようにす
る。

3906

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 87 87 12 3
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

－ － 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

児童の側
で見守り
をしてい
た。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3907

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 62 62 8 1
18.６
歳

1.男
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左肩　鎖
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

遊具の安
全な遊び
かたを共
有できて
いなかっ
た。

ミーティ
ングにて
支援員間
で安全な
遊びかた
について
も共有す
る。

1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時

支援員が
該当遊具
は安全で
あると思
い込んで
いた。

施設や遊
具につい
て、学校
の点検だ
けでな
く、放課
後児童ク
ラブでも
必ず月1
回、使用
前に点検
するよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員は
少し離れ
て全体を
見ていた
ため、危
険を察知
できな
かった。

見守り体
制を見直
し、危険
な遊びが
ないかを
常に意識
する。ま
た、遊具
で遊んで
いるとき
は特に注
意して見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児童
の様子は
いつもと
同じで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡せるよ
うに少し
離れてみ
ていた。
全体を見
ていたた
め、該当
児含むグ
ループの
ようすを
よく見れ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

基本的に
児童約１
０名の児
童に対
し、1人
の支援員
がついて
いるの
で、他の
支援員は
担当のグ
ループを
見てい
る。

対象児
童を含
むグ
ループ
の遊び
かたが
安全で
なかっ
た。

離れていた
ところから
見ていても1
人1人の様子
をよく確認
し、危険な
遊びかたを
している場
合、すぐに
駆け寄り注
意をする。

3908

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 3 3
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

－

学校と連
携しなが
ら細部ま
でチェッ
クを行
う。使い
方の再確
認を行
う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

平均台か
ら雲梯に
飛び移る
遊びに対
しての認
識不足が
あった。

平均台を
雲梯から
離れた場
所に移動
させた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の発
達状況や
興味のあ
ることを
把握し，
判断する
ことが不
十分で
あった

支援員の
間で情報
共有を行
い，１人
１人も行
動等を把
握するよ
うに努め
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集団での
外遊びの
時間帯で
あったた
め，支援
員は全体
を広く見
渡してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

団での外
遊びの時
間帯で
あったた
め，支援
員は全体
を広く見
渡してい
たが，落
下したタ
イミング
で対象児
を見てい
なかっ
た。

－

危険だと思
われる行動
に声掛けを
行い，遊び
の際の危険
性について
認識する。

3909

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 51 51 8 6
20.８
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故当日
支援員３
人が外出
準備のた
め外に出
てしまっ
たため、
本児が
焦ってし
まい事故
がおきて
しまっ
た。

戸外活動
時の職員
の立ち位
置、先
頭・真ん
中・最後
尾配置を
徹底す
る。
事故が発
生しない
ように、
児童の動
きを事前
に察知で
きるよう
に職員が
心がけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12回以上 － －

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

外遊びに
出かける
際、児童
の気持ち
の高ぶり
を調整で
きなかっ
た。

外遊びへ
出かける
際は、職
員が誘導
して児童
がかたま
らない様
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
動きの多
い児童だ
が、外遊
びに行く
前という
事もあ
り、気持
ちが高
ぶって落
ち着きが
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊びへ
出かける
際、前、
後ろ、真
ん中と職
員を配置
していた
が、事故
当時はそ
れが徹底
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

学童内は
食休み時
間だった
が、職員
は他の児
童の対応
をしてい
た。

－

事故後、職
員への立ち
位置の確
認。職員会
でも職員の
動きや危険
回避につい
てレク
チャーを
行った。

3910

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1
5.おやつ
時（学
童）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 25 25 4 1
20.８
歳

1.男
児

特記事項な
し

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折（右
足首のく
るぶし部
分）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

なし

事故の可
能性を予
想し、児
童にも注
意喚起等
を促す

特記事項
等なし

発生場所
が屋外で
の事故で
あり、施
設に問題
はないた
め、改善
策は特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

リンク上
で停止し
ていた
際、滑り
出そうと
したとこ
ろ、体勢
を崩し転
倒。

事故の可
能性を予
想し、児
童にも注
意喚起等
を促す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本人も予
想しえな
いように
転倒した
様子。当
該児童は
４年生と
いうこと
もあり、
何度もス
ケートの
経験があ
り、リン
ク上の注
意点も十
分理解し
ていたと
予測され
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

数グループ
に分かれた
中での活動
をしていた
こともあ
り、他のグ
ループに関
わっていた
中、周囲を
見回してい
た中で起
こった事故
であった。
すぐに駆け
寄り、痛が
る部位を確
認し、本人
と話しなが
ら様子をみ
ていたが、
患部が腫れ
てきたた
め、受診を
判断する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児童
のグルー
プでは無
いところ
で対応し
ていたた
め、事故
の状況は
見ていな
かった。
また、事
故の後に
ついては
当該児童
以外の子
を見守っ
ていた。

特記事
項等な
し

健康状態や
特性などを
関連付けて
勘案しても
問題は無
かった。

3911

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 31 31 4 4
24.12
歳

1.男
児

当日は霧雨
が降った後
で、芝は
湿ってい

た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大たい
骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

丘をかけ
下りるこ
とは他の
児童も
行ってい
たが、そ
れ故に、
事故や大
怪我に繋
がるとい
う意識が
欠けてい
た。

事故へ繋
がる可能
性のある
活動に対
し、各支
援員が意
識を高め
るととも
に、児童
への声掛
け、事前
回避を一
層心がけ
る。

－

今後もク
ラブ外に
出掛ける
際の下
見、危険
箇所の確
認等に努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

遊び始め
る前の注
意事項の
確認や声
掛け、職
員配置等
子どもの
個性に配
慮して行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同学年の
仲間と追
いかけっ
こをして
おり、特
別危険な
動きをし
ている様
子はな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

丘の上に
立ち、対
象時に限
らず全体
の見守り
をしてお
り、事故
発生時は
すぐに駆
け付け他
の支援員
へ伝達を
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

公園内の
様々な場
所に配
置、子ど
もと遊び
つつ見守
りをして
いた。

－

特に広い公
園などでの
活動に関し
て、死角の
無いよう職
員配置に注
意するとと
もに、子ど
もの様子に
応じて対応
できるよう
努める。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3912

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 3 1
18.６
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手　人
差し指骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特になし

職員は適
正な人数
を置いて
おり、応
急手当や
事故後の
対応につ
いても適
切に処置
（処理）
されてい
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12回以上 特になし

発生場所
について
は、事故
防止の観
点から活
動時に上
ぐつの着
用を義務
付けてお
り、当日
も徹底し
て活動を
実施。適
正な使用
をしてい
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

国際交流
を目的に
来館して
いた児童
の多くが
体育室に
集中して
いたこと
もあり、
室内は通
常よりも
混雑状況
にあっ
た。

混雑の緩
和を図る
ために、
学年別に
体育室を
利用する
時間を区
切り動的
遊びを安
全に進め
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
はいつも
と変わら
ず良好
で、行動
について
も特異な
点は見ら
れず転倒
の要因も
偶発的な
ものと考
えられ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

交流活動
を統括
（進行）
する立場
にあり、
全体の見
える位置
から対象
児を含め
子どもた
ちの活動
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名：放課後
児童クラブ
の受け入れ
作業のため
事務室で対
応。トラブ
ル発生時の
対応要員と
して配置し
ていた。
1名：上靴を
忘れた児
童・高校生
はプレイ
ルームにて
ボードゲー
ムなどをし
て交流して
おり、その
対応要員と
して配置し
ていた。

対象児
につい
ては１
年生と
低年齢
であ
り、重
心の安
定感
（バラ
ンス）
から考
えてま
だ転倒
しやす
い特性
がある
と考え
られ
る。

健康状態と
特性を関連
付けて勘案
しても、対
象児の活動
への参加状
態について
は問題はな
かった。

3913

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 90 90 7 6
21.９
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特になし
準備運動
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

ドッジ
ボールの
コート範
囲の見直
しをす
る。使用
するボー
ルの空気
圧につい
ては今回
は問題な
かった
が、引き
続き確認
を継続し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続き
見守り体
制をとる
ととも
に、危険
行為に対
する声掛
けを行
う。ボー
ルの受け
方につい
ても指導
を継続す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体育館活
動が大好
きで、常
にボール
遊びに参
加してい
る状況。
事故当時
はドッジ
ボールを
行ってお
り、内野
にいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ボール遊
びを実施
している
時は常に
児童の動
き、ボー
ルの流れ
を確認し
ていた。
本児童よ
り痛みの
訴えがあ
り、右手
小指が腫
れていた
ため、活
動室にい
る職員に
処置して
もらうよ
うに、ミ
ニ児へ戻
す。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

体育
館・・・
担当職員
の他１名
の職員が
おり、他
児童の対
応をして
いた。
活動室
Ａ・・・
３名（う
ち１名ク
ラブ受
付、１名
本児童の
処置）。
複数の児
童対応。
活動室
Ｂ・・・
１名。複
数の児童
対応。

特にな
し

児童の様子
をよく観察
し、危険が
ないよう配
慮してい
く。

3914

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 45 45 5 4
18.６
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

－
2.基
準配
置

－

定期的に
マニュア
ルの確認
と見直し

3.未実施 － 3.未実施 － 3.未実施 －

学校の空
き教室を
利用して
の学童保
育所のた
め、施設
管理等は
学童保育
所とは担
当が違
う。

特になし
7.その
他

学童保育
所のみな
らず、一
般児童も
花壇周辺
を歩いた
りする姿
が見ら

れ、注意
してもな
かなか改
善が見ら
れない。

小学校教
諭とも連
携して、
学校での
決まり事
を同じよ
うに学童
でも周知
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

降所後で
の行動。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

－

降所後
のこと
なの
で、指
導員が
見てい
ること
はでき
ない。

学童児童全
員に安全に
登所・降所
するように
と周知し、
定期的に指
導してい
く。

3915

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 43 5 1
19.７
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

－

木登りを
している
児童がい
る場合に
は、近く
から見守
る指導員
を1人つ
ける

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 －
安全点検
を充分に
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

木登りを
している
児童がい
る場合に
は、近く
から見守
る指導員
を1人つ
ける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2名の指
導員それ
ぞれが支
援を要す
る児童に
対し意識
が向いて
いた。靴
を履かせ
た指導員
も声かけ
をしてい
た時の表
情が落ち
着いてい
たことか
ら、無茶
はしない
と判断し
視線を移
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1F,2Fの
担当職員
は、それ
ぞれの場
所で遊ん
だり宿題
をしたり
している
子ども達
の見守り
をしてお
り、事故
後の様子
のみしか
わからな
かった。

－

木登りをし
ている児童
がいる場合
には、近く
から見守る
指導員を1人
つける

3916

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 56 56 7 2
22.10
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

－

進行は進
行係に任
せて、各
班担当者
は班員の
確認に重
点を置く

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

課外活動
中で、公
共施設を
利用して
いた。和
室の畳で
滑って転
倒した。

公共施設
でのマ
ナーや決
まりにつ
いて、事
前に充分
な指導を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

進行は進
行係に任
せて、各
班担当者
は班員の
行動の見
守りに重
点を置
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

課外活動
というこ
ともあ
り、普段
よりも活
動的な様
子だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

隣の班の
子どもの
動きに目
をとられ
ていて、
背を向け
た状態で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ステージ
上を走り
回ってい
る様子を
咎めてい
た。

－

進行は進行
係に任せ
て、各班担
当者は班員
の確認に重
点を置く
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3917

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 24 4 3
23.11
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

・事故直
後、外傷や
腫れなどの
チェックを
行い、必要
に応じ、患
部を氷水で
冷やす。本
児に事故状
況を聞き、
痛みなどの
程度など把
握し、シッ
プを行い様
子を見る。
ひどく痛が
る様子はな
く、腫れな
ども見られ
なかったの
で、迎えの
際、保護者
に伝え様子
を見てもら
い、必要で
あれば、病
院の受診を
お願いする
など伝える
が、事故直
後での保護
者へ連絡を
行わなかっ

た。

・当日は
土曜日と
いうこと
もあるの
で、必要
であれ
ば、早め
に受診を
促し早目
の連絡を
行う。次
の日が休
日という
ことも配
慮し、保
護者への
連絡など
行って行
く。

1.定期的
に実施

１～２
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

開所日ご
と

・事故発
生場所

が、園庭
の砂場と
土山付近
というこ
ともあり
砂交じり
と足場が
少し不安
定で、滑
りやすく
なってい
た要因も
考えられ

る。

・園庭の
必要以上
の石ころ
砂など、
必要に応
じ撤去、
および園
庭の整
理。遊び
の際、つ
まずいて
事故の原
因になら
ないよう
配慮。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・それぞ
れ好きな
遊びを、
友達同士
で過ごす
中、本児
も友だち
とサッ

カーをし
てボール
をけって
遊んでい
た最中で
のこと、
遊びに集
中し、わ
き見やよ
そ見など
注意する
よう声掛
けは、行
わなかっ

た。

・他の児
童も遊ん
でいる中
での、広
い範囲で
ボール遊
びを行う
時の、見
守りな
ど、周り
に気を付
け、安全
に遊べる
環境を整
えるとと
もにに、
全体での
支援員の
見守りを
しっかり
と意識し
て行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・本児は、
あさ９：３
０より保育
園の行事に
参加するた
め、職員２
人と保児童
１７人と一
緒に出掛
け、１１：
３０には、
学童に戻
り、そのま
ま、戸外に
出て友達と
サッカーを
して遊ぶ。
日頃より、
男の子女の
子交じり一
緒にサッ
カーをして
遊ぶので、
普段と変わ
りなく遊ぶ
姿が見られ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・デッキ
付近で戸
外で遊ん
でいる子
を見守
り。サッ
カーで遊
んでいる
児童は
知ってい
たが、
ボールを
追ってい
る児童た
ちを目で
追ってい
る最中
で、本児
がサッ
カーを離
れ、転ん
で気づ
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・戸外に
は、支援
員を配置
し、玄関
付近１
人、固定
遊具付近
１人、園
庭２人、
デッキ１
人配置。
子どもと
関わりな
がら、遊
びを見守
ていた
為、本児
が、転ん
で手をつ
いた場面
は見てい
ない。

・各支援員
は、それぞ
れの場所で
見守りを行
い、本児の
行動には気
づかなかっ
た。全体を
見守る中

で、本児は
いつもと変
わらず遊

び、事故に
つながる行
動も見られ
なかったの
で、本児に
対して注意
がなかっ

た。

・各支援員
は、子供た
ちの行動を
把握し、特
に危険な行
動に対して
は、早目に
注意し安全
に遊べるよ
う促し見
守ってい
く。

3918

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 38 38 5 3
18.６
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
頸上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

児童たち
は入学し
て１か月
がたち、
新しい環
境にも慣
れてき
て、気の
ゆるみも
あったよ
うだ。

支援員も
ただ見守
るのでは
く、危険
なことを
していた
時は注意
してやめ
させるこ
とを決め
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

児童は体
を動かし
て遊ぶこ
とが得意
で、遊具
ではない
鉄骨にぶ
ら下がっ
てみたこ
とも自分
ならでき
るという
過信が
あったよ
うだ。

館庭のど
の場所が
確認を取
り、児童
が遊具で
はない場
所で遊ん
でいた
り、危険
な行動を
していた
時はやめ
させるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童は砂
場のタイ
ヤで遊ん
でいたの
をやめ
て、鉄骨
の棒にぶ
ら下が
り、一度
は支援員
に注意さ
れてやめ
たが、そ
の場所に
支援員が
いなくな
ると、ま
た、同じ
遊びを試
みた。

職員間で
危険個所
を確認
し、児童
達にも支
援員が
[やめな
さい]と
言ったこ
とには、
従うよう
に話をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体を動か
して遊ぶ
ことが得
意で、自
分ならで
きるとい
う過信が
あったよ
うだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一度は危
険だから
やめなさ
いという
注意し
て、児童
もやめて
違う遊び
に入った
ので、安
心したと
ころが
あったよ
うだ。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

４月の入
館当時よ
り、児童
たちの遊
びの幅が
広がり、
他の支援
員が他の
児童の遊
びにかか
わってい
たため、
よく見て
いなかっ
たと思わ
れる。

児童が
遊具以
外もの
を遊び
に使っ
ていた
時、や
めさせ
るとい
うこと
を、職
員が確
認をし
ていな
かっ
た。

職員間で館
庭のどの場
所が危険
か、確認を
取り、児童
が危険な行
動をしてい
た時はやめ
させる。

3919

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 4 3
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

－

事故予防
策を含む
危機管理
マニュア
ルの作成

2.不定期
に実施

－
1.定期的
に実施

－
2.不定期
に実施

－ －

小学校と
連携し
て、引き
続き安全
点検を実
施

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

複数の指
導員によ
る見守り
を実施し
ている
が、死角
が生じな
い場所取
りをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くに指
導員はい
たが、他
の児童と
１対１で
会話する
数分の間
に事故が
発生

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少し離れ
たところ
に別の指
導員がい
たが、当
該児童に
背を向け
別の児童
の見守り
をしてい
た。

－

可能な限
り、全体が
見られるよ
うに保育を
行う。

3920

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 30 7 3
20.８
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルはあっ
たが、ソ
フトドッ
ジ球を使
用しての
キャッチ
ボールま
では記載
がなかっ

た。

今回の事
例を検討
し、適切
なキャッ
チボール
の距離や
指のスト
レッチの
必要性な
どを日々
のミー
ティング
で確認
し、継続
してい
く。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

十分な距
離をとれ
る部屋の
状況だっ
たが、5
メートル
程度の距

離で
キャッチ
ボールを
行った。

キャッチ
ボールの
際は、十
分な距離
をとる。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

支援員が
事前の準
備運動・
ストレッ
チや適切
な距離の
声かけ・
指導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達を誘
い、室内
とキャッ
チボール
の練習を
行った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内に数
名の児童
がいたの
で、支援
員は全体
を見るた
めに対象
児から少
し離れた
ところに
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

出入り口
付近の廊
下にい
て、他の
児童の動
きを見て
いた。

特にな
し

まず児童に
声かけを
し、ウォー
ミングアッ
プや十分な
距離をとっ
ていること
を確認した
のち離れた
ところで見
るようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3921

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 40 6 6
20.８
歳

1.男
児

3ヶ所の病
院を受診

し、最終的
に処置を担
当したのが
上記の病院
である。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

屋上での
遊びにつ
いては、
活動内容
や状況に
より職員
の人数を
増やすこ
とにす
る。

1.定期的
に実施

毎日 3.未実施 0
2.不定期
に実施

24 特になし

今回は、
ハード面
に問題は
なかった
が、普段
から、
フェンス
の前の
ネットが
切れてい
たり、破
損箇所が
無いかど
うか確認
をしてお
く。直前
に屋上の
床が濡れ
ていない
か、確認
する必要
がある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

屋上利用
の決まり
を作り、
サッカー
等の遊び
はひろば
利用や児
童館など
の広い場
所で実施
するよう
にする。
屋上で
は、限ら
れたス
ペースで
実施でき
る遊びを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サッカー
で相手
チームの
児童と競
り合いに
なり、
ボールを
追いかけ
ていたと
ころ、
フェンス
の近くに
来ている
ことに気
が付か
ず、転倒
してフェ
ンスに鼻
をぶつけ
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

屋上の入
り口付近
で対象児
を含め全
体を見る
ようにし
ていた。
ボールを
対象児が
追いかけ
ていて、
フェンス
にぶつ
かった瞬
間も目撃
してい
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童館
で、クラ
ブ活動に
入ってい
た学童職
員1名に
入っても
らい、対
象児への
止血を
行っても
らった。

屋上遊
びでの
危険性
への職
員の認
識不足
が一因
と考え
られ
る。

屋上で遊び
に入る前
に、準備運
動をするの
を継続する
こと及び、
危険な場所
と遊び方に
ついて児童
と確認をし
てから、遊
びに入るよ
うにする。

3922

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 9 9 3 2
19.７
歳

2.女
児

晴れてお
り、日は暮
れかけてい
たがまだ明
るかった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
（腓骨）
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし
マニュア
ルの徹底

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

整備され
た広場で
あり、事
故等はな
いだろう
と思い込
んでい
た。

常に事故
等の危険
性を認識
するよう
支援員は
心掛ける
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

のんびり
した性格
である
が、外遊
びを楽し
みにして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

屋外活動
では、な
るべく近
くで見守
るように
心掛けて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同左

整備さ
れた広
場であ
り、事
故等は
ないだ
ろうと
思い込
んでい
た。

常に事故等
の危険性を
認識するよ
う支援員は
心掛けるよ
うにする。

3923

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 5 1
18.６
歳

1.男
児

以前から後
頭部打撲の
際に焦点が
合わなく

なったり、
呼びかけに
答えず、チ
アノーゼの
症状が出る
ことがあっ
た。病院に
通院歴があ
る。救急搬
送の経験あ

り。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
1.意識不
明

1.頭部 頭部打撲

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

児童に
は、以前
にも意識
を失った
経験が
あった
が、クラ
ブで情報
を得られ
ていな
かった。

児童の既
往歴や健
康状態に
ついて、
日常的に
保護者か
ら情報を
伝えても
らえるよ
う働きか
ける。

1.定期的
に実施

開所の都
度

1.定期的
に実施

毎日 －

子どもた
ちへ施設
内での過
ごし方に
ついて指
導する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

児童へ遊
び方など
の指導を
行うこと
と合わせ
て、児童
の健康状
態などの
情報を職
員全員が
共有する
ように努
めた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず、
元気な様
子であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故当時
近くで見
守りをし
ている職
員がいた
が、対象
児童の動
きを見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の見守り
を行って
おり、対
象時の様
子は見て
いなかっ
た。

－

頭部の怪我
につながる
ようなこと
をしないよ
う、児童へ
の注意等働
きかけを

し、職員も
より注意し
て観察する
よう心がけ
ている。

3924

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 21 21 2 1
20.８
歳

2.女
児

特に無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折、
顔面擦過
傷、歯の
打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

－

遊具を使
う外遊び
をする時
には必ず
支援員が
付き添
い、見守
る上で、
必要であ
れば支援
員等の応
援を要請
する。

－

児童が遊
具等で遊
ぶ際は、
正しい使
い方を徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

すべり台
の途中か
ら降りよ
うとして
転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具の近
くで見守
りをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

多くの児
童が運動
場で遊ん
でおり、
全体を見
守る必要
があっ
た。

－

外遊び時の
児童の安全
指導に努め
る。

3925

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 6 1
19.７
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘外顆
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

8
2.基
準配
置

なし

職員会議
等で、話
し合い意
見を出し
合う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12回以上

館庭の砂
が、少な
くなって
おり、滑
りやすく
なってい
た。

滑りやす
いことを
子どもた
ちに周知
し、注意
するよう
伝える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし

戸外遊び
の際には
安全な遊
び方につ
いて再確
認しあう
（児童・
職員）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
に。戸外
遊びを
行ってい
た。足を
滑らせ、
転倒。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

状況を見
ていた職
員が、擦
り傷の対
応。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

室内にい
た職員

が、本児
が傷むと
いう部位
を冷や

す。保護
者に、連

絡。

なし

運動量の多
い遊びを行
うときは、
滑りやすい
ことを伝
え、一人ひ
とり気をつ
けていくよ
う周知す
る。

3926

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 16 2 1
21.９
歳

1.男
児

－ 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右頸骨骨
患部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

－

児童への
遊び方
（遊具の
使い方
等）指導
の再確認
職員への
事故防止
対策再確
認

1.定期的
に実施

週１回
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

週１回 －

引き続き
定期的な
安全点検
を実施
し、安全
確保に努
める。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

遊具使用
の際には
安全な遊
び方につ
いて再確
認しあう
（児童・
職員）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

自由来館
だったた
め、いつ
きたのか
把握しき
れていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

自由来館
だったた
め、いつ
きたのか
把握しき
れていな
かった

－

土曜日は自
由来館者が
平日に比べ
ると多いの
で、自由来
館者対応職
員配置
の必要性
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3927

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 30 4 2
21.９
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

開所日ご
と

3.未実施 － 3.未実施 － 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体育館で
遊ぶこと
が可能な
時間と
なったた
め、いつ
もどおり
体育館へ
遊びに
行った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

体育館に
遊びに
行った20
人の児童
を3人の
支援員で
見守って
いたが、
児童が鬼
ごっこや
縄跳び等
複数の遊
びに興じ
ていたた
め、当該
男児への
注意がそ
れた隙に
事故が起
こってし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

体育館に
遊びに
行った20
人の児童
を3人の
支援員で
見守って
いたが、
児童が鬼
ごっこや
縄跳び等
複数の遊
びに興じ
ていたた
め、当該
男児への
注意がそ
れた隙に
事故が起
こってし
まった。

支援員
の注意
が特定
の児童
に向い
ていた
ため、
全体を
見渡せ
ずに事
故が起
こって
しまっ
た。

児童を見守
る際に、特
定の児童に
偏ることな
く、全体を
見渡し事故
防止につな
げる必要が
ある。ま
た、役割分
担を決め
て、必ず全
体を見てい
る支援員が
一人はいる
ようにして
いく必要が
ある。

3928

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 51 51 5 3
23.11
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

－
2.基
準配
置

特記事項
なし

けがをし
ないよ
う、事前
の注意の
徹底

1.定期的
に実施

1 3.未実施 －
2.不定期
に実施

－
特記事項
なし

設備等が
原因で起
きたこと
ではない
ため、改
善策はな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

けがをし
ないよ
う、事前
の注意の
徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず登
所した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ボールを
取り合う
中で自発
的に足を
捻ったた
め、一瞬
のことで
対応しき
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

サッカー
をしてい
た場所か
ら少し離
れた遊具
で遊んで
いる子の
近くにい
た。事故
に気づ
き、室内
に入るよ
う促し
た。

特記事
項なし

サッカーを
している最
中の不慮の
出来事であ
るため、改
善策はな
し。

3929

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 9 9 3 1
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手薬指
第二関節
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 － 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

3930

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 78 78 6 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため

に，事故
防止マ

ニュアル
の整備が
できてい

た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 － 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を

配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

3931

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 7 5
19.７
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

適正な見
守りをし
ていても
わずかな
隙に事故
が発生し
てしまう
ので、今
後はより
一層の注
意喚起や
見守りに
努めてい
く

1.定期的
に実施

1 3.未実施 － 3.未実施 －

今回の事
故につい
ては、遊
具の不備
その他明
らかな原
因がある
ものでは
なく、不
測の事態
が重なっ
たことで
発生した
ものと思
われる。

遊具の点
検等は学
校で行っ
ているた
め、使用
していて
気になる
点があれ
ば学童保
育所職員
から学校
へ報告・
相談する
等連携を
取ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の様
子をよく
見て、注
意喚起や
見守り等
を今後も
適切に
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該の児
童も、周
囲の児童
も、学童
保育所で
のルール
の範囲で
遊んでお
り、事故
発生前に
注意すべ
き言動は
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員は当
該児童を
含め集団
を見守
り、適切
に育成支
援を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は同じ校
庭にいて
他の児童
を見守り
ながら、
当該児童
の様子も
目に入れ
ていた
が、事故
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

児童は特に
大きなトラ
ブルを起こ
したり、職
員からの注
意も受ける
ことなく、
他の児童と
楽しく遊ん
でいたが、
水飲み休憩
のため水道
近くに異動
した時に事
故が発生し
た。本児も
他の児童
も、周囲に
注意を払う
危機意識が
少なかった
かもしれな
い。

適正な見守
りをしてい
てもわずか
な隙に事故
が発生して
しまうの
で、今後は
より一層の
注意喚起や
見守りに努
めていく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3932

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 2 2
19.７
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕部
橈骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

特になし

配置基準
について
は、クリ
アしてい
るため、
改善点な
し。

2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12 特になし

改善点な
し。
児童が躓
いたタイ
ヤについ
ては、学
校で生徒
が使用し
ているも
のであ
り、施設
の点検に
ついても
上記のと
おり適正
に行われ
ており、
当日もタ
イヤの不
具合はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

特にない
が、原則、
これまでど
おり怪我の
危険性の高
い遊具の利
用がある場
合はその附
近に支援員
を配置し、
遊具の適正
な使用をし
ているか(不
適正な使用
がないか)、
他の児童に
も注意しな
がら見守り
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児童
の様子は
普段と変
わりな

し。本児
童が地面
に埋め込
んだタイ
ヤを飛ん
だところ
タイヤに
足が引っ
かかり躓
いたため
転倒した
もの。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員
は、本児
童から少
し離れた
ところに
おりほか
の児童を
含め見守
りをして
いたとこ
ろ、本児
童が転倒
の際に出
した声を
聞きつけ
児童に駆
け寄っ
た。(転
倒の瞬間
は、未確
認)

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員は
当日二人
だったた
め、当支
援員は本
児童から
離れた場
所付近に
いる児童
の見守り
をしてお
り、本児
童の動き
は見てい
なかっ
た。

特にな
し

本件は、タ
イヤを飛ぶ
際に足がか
かり倒れた
もので、突
発的なもの
であるた
め、改善策
を講じられ
るものでは
ない。

3933

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 35 35 2 2
20.８
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
遠位端亀
裂骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

特にな
し。

配置基準
について
は、クリ
アしてい
るため、
改善点な
し。

2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12 特になし

改善点な
し。
児童が使
用してい
た鉄棒
は、学校
で生徒が
使用して
いるもの
であり、
施設の点
検につい
ても上記
のとおり
適正に行
われてお
り、当日
も鉄棒の
不具合は
なかっ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

特にない
が、原
則、これ
までどお
り怪我の
危険性の
高い遊具
の利用が
ある場合
はその附
近に支援
員を配置
し、遊具
の適正な
使用をし
ているか
(不適正
な使用が
ない
か)、他
の児童に
も注意し
ながら見
守りを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児童
の様子は
普段と変
わりな
し。４・
５名の友
達と鉄棒
で遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員
は、本児
童から少
し離れた
ところで
ほかの児
童を含め
見守りを
していた
ところ、
本児童が
転倒の際
に出した
声を聞き
つけ児童
に駆け
寄った。
(転倒の
瞬間は、
未確認)

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員は
当日二人
だったた
め、当支
援員は本
児童から
離れた場
所付近に
いる児童
の見守り
をしてお
り、本児
童の動き
は見てい
なかっ
た。

特にな
し

改善点な
し。
本件は突発
的に起きた
ものであ
り、本児童
を押した児
童の直前の
様子に特段
変わった様
子はなかっ
た。

3934

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 63 63 9 9
21.９
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手骨折
8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

子どもの
見守りを
徹底す
る。

1.定期的
に実施

－
1.定期的
に実施

－
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
今後も、
見守りを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子だっ
た。友人
とドッジ
ボールを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

校庭で、
６人体制
で見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

事故発生
後、すみ
やかに対
応を行っ
た。

特にな
し

今後も、事
故に対応で
きるように
支援員によ
る見守りを
行う

3935

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 53 53 9 3
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 － 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を

配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

3936

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 14 14 5 5
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手薬指
の先の剥
離骨折

8.その
他

2.な
し

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

夕方の児
童が少な
い時間帯
だったた
め、支援
員の中に
油断が生
じてし

まった。

人数が少
ない場合
も、全体
に目を配
る習慣を
身につけ

る。

3.未実施 － 3.未実施 －
1.定期的
に実施

50

今回の指
を挟んだ
ドアは少
し立て付
けが悪

く、閉ま
りにくい
ときがあ

る。

子どもが
利用する
時間帯
は、ドア
が完全に
閉まらな
いよう、
ドアの上
部に指は
さみ防止
マットを
取り付け
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

夕方にな
ると児童
も疲れて
きてお
り、個々
に支援員
のかかわ
りを求め
る傾向が
強い。ま
た、片付
けや掃除
にも人員
が割かれ
る。

子どもが
少なく
なった時
間帯は片
付けもし
ていた
が、それ
は児童が
いない時
間にする
ように
し、全体
を見る支
援員を一
人おく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり、友
だちと活
発に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

別の児童
に関わっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞ
れ、児童
に対応し
ていたた
め、ケガ
をした場
面は見て
いなかっ
た。

児童の
要求に
こたえ
るた
め、支
援員が
下を向
いてい
ること
が多
い。

ひとりの児
童に対応し
ていても、
他の児童に
も気を配
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3937

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 90 90 14 12
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

小指基節
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

特になし

子どもの
ケガに対
して、起
こりうる
事項を職
員間で共
有し、意
識して見
守ってい
く。

2.不定期
に実施

ー 3.未実施 －
2.不定期
に実施

－ 特になし

今回、
ボールや
校庭に特
に異常は
見られな
かった
が、今
後、ボー
ルや校庭
の状態を
確認して
遊ぶよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おやつ後
の自由遊
びの時
間、仲の
良い同学
年の友達
と一緒に
ドッチ
ボールを
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の近
くで一緒
に遊んで
いたが、
他の児童
の様子を
見てい
て、当
たった瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭で
各々好き
な遊びを
している
ため、他
の場所の
見守りを
してい
た。

仲の良い友
達でのドッ
チボール

で、盛り上
がり、近い
距離で投げ
たボールが
当たってし
まった。寒
くなってき
た時期で、
準備運動を
していな
かった。

球技等の遊
びの前、特
に寒い時期
には準備運
動をするよ
うに指導を
していく。

3938

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 7 7 4 1
21.９
歳

2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

尾骶骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

支援員
数、配置
に大きな
問題な
し。

今後も起
こる事
故・ケガ
の正しい
対応や環
境設定、
及び整
備・怪我
の未然防
止を行え
るよう、
起こった
時の正し
い対応に
ついての
会社等の
研修に参
加する。

2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3

今回、ぶ
つかって
しまった
所がコー
ナーガー
ドがな

く、木材
のロッ

カーだっ
た。

コーナー
ガードが
破損して
いる箇所
の修復を
行う。危
険箇所を
再度確認
する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

カラ―
マットを
ロッカー
の付近に
敷いた
為、今回
の事故が
起こった
とも考え
られる

保育前や
児童帰宅
後に棚か
ら飛び出
た遊具が
ないか、
その他危
険箇所が
ないか室
内の点検
を行い、
安全に配
慮した環
境設定に
努める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段どお
り、静か
に本を読
んでいる
様子だっ
た。(普
段も食休
みの際は
集中して
読んでい
る)

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

付近に支
援員がい
たもの
の、尾骶
骨をぶつ
けた様子
や本児が
痛がる様
子も見受
けられな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ぶつけた
様子も痛
がる様子
もなく、
その後、
母が迎え
に来た際
もぶつけ
たとの発
言がな
かった。
当日には
発見する
事が出来
ず、後日
(25日)に
母がクラ
ブに来た
際に報告
を受け発
覚した。

支援員
数、配
置に大
きな問
題な
し。

棚や遊具
等、踏んで
怪我をする
可能性がな
いか、周囲
を確認して
座るよう児
童に向け、
注意喚起を
行う

3939

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 22 22 3 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

－
2.基
準配
置

校外活動
時のマ
ニュアル
がない。

校外活動
時の人員
配置を確
認し、活
動内容の
見直しを
行う。

3.未実施 － 3.未実施 － －

職員全員
で危険個
所の確認
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人数に対
して、
コート面
積がせま
かった。
普段と違
う足場
（芝生）
であった
ため、バ
ランスを
とりづら
かった。

人数と
コート面
積のバラ
ンスを考
える。
遊びの内
容を厳選
し、職員
の見守り
体制を手
厚くす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であった
が、普段
と違う環
境であっ
たため気
持ちがた
かぶる要
素はあっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体の様
子を見て
おり、転
倒する場
面は見て
いなかっ
た。倒れ
た直後に
気づきか
けよっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童の
動きを見
ており、
対象児童
は見てい
なかっ
た。
近くにい
た職員が
保冷剤の
準備をす
るなど補
助をおこ
なった。

－

校外では、
普段以上に
人員にゆと
りをもてる
よう配置を
考慮する。

3940

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 4 3
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

－

マニュア
ルを基に
受傷時の
対応方法
を再確認
し、引き
続き研修
等で応急
手当の技
術の向上
を図る。

1.定期的
に実施

292 3.未実施 ―
1.定期的
に実施

292 －

学校でも
クラブで
も１．２
年生の高
鉄棒使用
は禁止さ
れている
が、１，
２年生で
も体格の
良い児童
は手が届
き、登る
事が出来
るため、
見守りが
必要。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の人
数に対し
て子ども
が遊ぶ場
所が広範
囲に及ぶ
と、目が
行き届か
なくなる
可能性が
ある。

外での活
動につい
て再検討
し、安全
面を踏ま
え児童の
希望に沿
い、かつ
ルールを
守った活
動ができ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも一
緒に遊ん
でいない
４年生女
子とあそ
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

校庭全体
を見渡せ
る様位置
してい
た。砂場
に他の児
童が集
まってお
り、そち
らを注意
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭全体
が見える
様位置
し、サッ
カーを重
視してい
た。

－

職員数、児
童数により
遊ぶ範囲の
限定、繰り
返しのルー
ルの説明、
児童同士の
危険な遊び
方の禁止の
説明を徹底
する。

3941

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 43 5 3
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

鉄棒に腰
かけてお
り、自ら
落下した
ことによ
る負傷。

遊具の使
用方法の
事前確認
や注意喚
起を丁寧
に実施す
る。

2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－ － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒に腰
かけてお
り、自ら
落下した
ことによ
る負傷。

遊具の使
用方法の
事前確認
や注意喚
起を丁寧
に実施す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の児童
と一緒に
鉄棒に座
ろうとし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鉄棒付近
にはいた
が、落下
の瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童の
様子を見
守ってい
た。

鉄棒に
腰かけ
てお

り、自
ら落下
したこ
とによ
る負
傷。

遊具付近に
は必ず支援
員を配置す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3942

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 43 8 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

－

職員会議
での見守
りポイン
トの確認
と周知

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設設備
について
は問題な

し

なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

滑り台で
の鬼ごっ
こを禁止
し、職員
の見守り
方法の再
確認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

屋外活動
をしてい
る最中に
発生し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

－

職員会議を
開き、児童
の見守りを
する際どの
ような点に
注意をする
のか再度確
認・周知徹
底を行う

3943

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 50 4 2
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手薬指
亀裂骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 － 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

3944

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 65 65 11 5
21.９
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため

に，事故
防止マ

ニュアル
の整備が
できてい

た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 － 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を

配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

3945

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 11 11 4 3
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

職員配置
は適正
だったと
思うが、
職員が屋
外活動中
の事故の
前兆とな
る子ども
たちの行
動を見過
ごしてい
たこと、
事故後の
処置や経
過観察・
職員間で
の情報共
有がなさ
れていな
かったこ
とが要因
と考え
る。

支援員が
油断せず
に子ども
たちの見
守りをす
る。ケガ
をした
際、引率
以外の支
援員にも
情報共有
し、複数
の目線で
経過の観
察・対応
をする。

2.不定期
に実施

－ 3.未実施 －
2.不定期
に実施

－ －

施設内・
玩具等は
日常的に
清掃と同
時に点検
をするよ
うにして
いる。そ
のため特
に施設内
の整備不
備・玩具
の不備で
の事故は
無い。引
き続き、
日常的な
点検を継
続する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故に繋が
りそうな子
どもたちの
前兆行動が
あったが、
事故当日は
高学年が多
く引率支援
員の気持に
も油断があ
り、その行
動に気づか
ず制止する
ことができ
ていなかっ
た。手つな
ぎ鬼は走る
スピードの
違う子ども
たちが手を
繋いで走る
ため注意が
必要だが、
支援員の認
識が甘かっ
た。

人数が少
ない、高
学年が多
い、等に
関わら
ず、支援
員の立ち
位置に配
慮し、子
どもたち
の様子を
きちんと
見る。ま
た事故が
起きてし
まった際
には、他
の支援員
にも情報
を共有し
複数の目
線で当該
児童を見
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

１１名中１
０名で手つ
なぎ鬼をし
ていた。当
該児童も参
加。鬼役の
３名（当該
児童・１年
男・５年
男）が手を
繋いで逃げ
る児童らを
追いかけて
いた。当該
児童は３名
の左端にい
て、右側に
男児２名が
いた。男児
２名が右方
向へ走り出
した際に、
当該児童は
左方向へ走
ろうとして
真ん中の児
童と手が離
れ、その反
動で前転す
る様な形で
転倒。左肩
を地面に
打った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

引率は２
名。事故当
日は出席人
数も少な
く、高学年
が多かった
ことから支
援員の気持
ちに油断が
あった。支
援員同士で
話をしてい
て児童らの
活動状況を
見ていな
かった。逃
げる児童ら
を捕まえら
れず鬼役の
５年男児が
ヒートアッ
プし、手を
繋いでいる
１年生を
引っ張るよ
うな危険な
場面もあっ
たようだ
が、事故の
前兆にも気
づけていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故当日は
他に２名の
支援員が勤
務。１名は
施設内に残
り、新年度
の準備で食
器棚等の移
動作業をし
ていた。
（児童がい
ると危ない
ので、人数
が少ない土
曜日、かつ
児童が屋外
保育で不在
中に作業を
することに
していた為)
他１名は休
憩時間中
だった。そ
のため、事
故の状況を
見ていな
かった。

事故直後、引
率支援員は当
該児童のケガ
の状況を確
認。左腕の動
作確認をし、
左肩が赤く
なっていた
為、湿布を貼
り処置をした
が、事故の状
況、及び当該
児童の経過観
察が必要なこ
とを、現場に
いなかった支
援員に報告し
ていなかった
ため骨折に気
づかず、病院
に連れて行く
という対応に
繋がらなかっ
た。引率支援
員のケガに対
する認識の甘
さも一因。

人数・学年に関
わらず、支援員
は油断せずに育
成支援にあたる
こと。また、事
故が起きた際は
支援員全員に状
況の報告を徹底
し、（軽度・重
度を問わず）複
数の視点で当該
児童を経過を観
察したり、どの
ような状態なの
かケガの可能性
を探ること。心
配な要素がある
際には迷わず病
院を受診するこ
と。

3946

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 110 ## 11 4
20.８
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足くる
ぶしの靭
帯の損傷
と軽度の
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

特になし

引き続き
研修を通
して事故
の予防に
努める。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 特になし
引き続き
安全点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

改善策な
し。　理
由　今回
の怪我は
環境面が
原因でな
いため。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に
サッカー
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

中央に
立って全
体を見て
いた。本
児の様子
がおかし
いことに
気付き対
応。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、他の
遊びを見
守ってい
た。

特にな
し

サッカーあ
そびをして
いて、ボー
ルをめぐっ
て競い合う
状態になる
ことは、必
然であり、
防ぎようが
ないと思わ
れる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3947

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 3 2
23.11
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

尾骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

－

支援員等
の配置は
基準をみ
たしてい
たもの
の、見守
りの職員
が手薄に
なる時間
帯の外遊
びの内容
や見守り
の実施方
法につい
て、検討
する。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2 －

当該事故
におい
て、ハー
ド面に問
題がない
ため、改
善策な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

見守りの
職員が手
薄になる
時間帯の
外遊びの
内容や見
守りの実
施方法に
ついて、
検討す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

事故の
あった児
童は足が
速く、校
庭を休み
なく走り
回ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当日は２
名で外遊
びの見守
りをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員は
室内で他
入室児童
の対応を
実施して
いた。

事故発生当
日は、1日
保育であっ
たため、午
前、午後と
もに人員が
必要であ

り、午後の
外遊びの際
の見守り体
制が通常に
比べて、手
薄となっ

た。

見守りの職
員が手薄に
なる時間帯
の外遊びの
内容や見守
りの実施方
法につい
て、検討す
る。

3948

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 34 34 7 7
19.７
歳

2.女
児

遊戯室内に
は、児童が
１０名程

で、一輪車
に乗る広さ
は十分あっ
たが、一輪
車に乗って
いるうちに
児童同士の
距離が近く
なる事が
あった。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨頚部
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

11

1.基
準以
上配
置

事故予防
マニュア
ル及び研
修は整備
されてお
り、職員
が必ず各
部屋に配
置されて
いる体制
がとれて
いたが、
いかなる
状況でも
事故が発
生しうる
というこ
とへの意
識が十分
でなかっ
た。

今後の事
故防止対
策及び、
より高度
な対応に
ついて、
全職員で
事故防止
マニュア
ル及び研
修後の他
の職員へ
の周知を
徹底す
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

遊戯室は
児童が密
集すると
狭いが、
今回は一
輪車試験
で、児童
数が少な
く広さは
十分で
あった。
しかし、
職員の声
かけや、
児童の技
術面が不
十分で
あった。

児童の人
数や、遊
戯室のス
ペースに
応じて周
囲の安全
を確認し
ながら一
輪車に乗
ること。
一輪車を
行う際
は、各児
童の技術
レベルや
状況に応
じて、児
童同士の
距離を十
分に取る
よう配慮
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一輪車検
定を受け
る児童の
みで、遊
戯室では
十分なス
ペースを
確保した
状況では
あった
が、児童
同士の距
離間や各
児童の技
術が十分
ではな
かった。

一輪車検
定を実施
できる十
分なス
ペースの
確保、児
童同士の
距離が児
童の安全
に適切で
あること
を常に確
認して怠
らないよ
うに徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

高度な一
輪車の技
の練習を
していた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

転倒の恐
れがある
危険を察
知し、声
をかけた
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の技術向
上のため
の指導を
行ってい
た。

一輪車のみ
で児童数も
少なく、十
分に職員が
見守りを出
来る状況で
はあった
が、各児童
の技術レベ
ルに合わせ
た指導や、
声かけが不
十分であっ
た。

職員は、児
童の見守り
をする上で
周囲の児童
に対する配
慮や、安全
に対する配
慮事項を再
確認し、怠
らないよう
に徹底す
る。

3949

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 31 31 3 2
20.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上顎両側
中切歯の
亜脱臼・
上顎左側
中切歯歯
冠破折・
上顎歯槽
骨骨折

8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

２～３年
に１回

1.基
準以
上配
置

－ －
2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12 － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
段変わっ
た様子は
なかっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

室内遊び
中、当該
児童が職
員の腰に
手を回
し、ぶら
下がりな
がら回旋
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の集団
または個
人を見

守ってい
た。

－ －

3950

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 47 47 4 1
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

新1年生
への注力
となり、
その他学
年の児童
への声掛
けが不足
していた

一斉に保
育室へ戻
る動きで
はなく、
集団で集
まってか
らの室内
保育への
移行

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

12

雨天後の
運動場の
凹凸等あ
れば、学
校へ要相
談

運動場に
おける障
害物の目
視徹底

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

児童声掛
け、児童
特性把握
の向上を

図る

勉強会等
における
資質改善
を図って
行く

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこ
の最中
だったこ
ともあ
り、本児
も高揚し
ており、
駆け足で
保育室へ
戻ろうと
した

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

運動場の
角付近か
ら見渡し
支援して
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他支援員
は保育室
内で手洗
い等の支
援に就い
ていた

自己研
鑚を図
り、児
童支援
の質の
向上、
児童特
性の把
握（適
切な支
援）

活動的な児
童に対する
声掛けの支
援を徹底す
る（落ち着
かせる動き
を図る）

3951

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 46 46 4 4
24.12
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児童の
トラブル
の対処を
していた
ため、事
故発生時
の対象児
の様子を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童の
トラブル
の対処を
していた
ため、事
故発生時
の対象児
の様子を
見ていな
かった。

特にな
し

トラブル発
生時でも満
遍なく児童
の見守りが
できるよ
う、役割分
担等見守り
体制を改め
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3952

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 32 32 4 2
20.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特になし

職員間
で、安全
安心な状
況下で遊
びが実施
できるよ
う事故防
止マニュ
アルを
整備し、
館内研修
の実施に
より進め
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

特に施設
面が原因
ではない
が、ボー
ル遊びと
いうこと
で児童の
高揚感も
あったた
め事故に
つながっ

た。

防ぎきれ
ない事故
も発生す
るが、事
故そのも
のが起こ
りうると
いう認識
を忘れず
事前・事
後の指導
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

日常に起
こりうる
怪我では
あるが、
今後も少
しの変化
を見落と
すことな
く、気遣
う配慮や
目配りに
努める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童につ
いては、
普段と変
わらず遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

活動には
２０名程
度の児童
が参加
し、担当
職員は審
判をしな
がら全体
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童も
施設内に
いたた
め、他児
童の対応
をしてい
た。

体育室
と他活
動室と
職員が
分かれ
遊びを
展開し
たが、
妥当な
配置
だった
か
再度検
討する
必要が
ある。

職員配置を
再度確認
し、職員共
通認識のも
と運営して
いく。

3953

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 11 11 2 2
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

支援員は
必ず死角
のないよ
うに全体
を見れる
場所につ
くべきで
あった。
短時間で
も保育が
手薄にな
らないよ
うにする
べきだっ

た。

少人数保
育であっ
ても必ず
自分の配
置場所や
子どもの
動き等を
常に意識
してお
く。ま
た、研修
の幅を広
げ、全支
援員が
様々な研
修を受け
る。

1.定期的
に実施

複数 3.未実施 －
2.不定期
に実施

複数

事故発生
場所は鬼
ごっこ等
する際

に、子ど
も達が入
りがちな
垣根周辺
であり、
侵入しな
いよう声
掛けして
いるが、
侵入禁止
を徹底し
ていな

かった。

垣根周辺
と、事故
発生現場
の段差部
分に繋が
る入り口
は規制線
を張り、
立ち入り
禁止とし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険個所
は日頃か
ら口では
伝えてい
たが、ま
だ慣れて
いない新
入所児に
はどこが
どう危険
なのか、
詳しく目
で見せな
がら注意
を促すべ
きであっ
た。また
常に声掛
けすべき
だった。

戸外に出
る前の児
童への約
束事の確
認や注意
呼びかけ
を行う。
入所して
すぐの危
険個所確
認や約束
事を、実
際に戸外
へ出て、
ひとつひ
とつ目で
見せなが
ら行う。
何よりも
日頃から
の声掛け

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこ
中、事故
現場の段
差上ギリ
ギリのと
ころで、
走った勢
いで止ま
れず落
下。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

戸外で2
つの遊び
に分かれ
ていたた
め、中庭
付近で見
守り中、
鬼ごっこ
をしてい
たグルー
プが揉め
はじめ、
その仲介
をしてな
がら見守
りしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少人数
だったの
で、２年
生以上が
帰って来
る前に
と、集団
遊びの枠
になかな
か入れな
い児童1
名を連れ
て併設保
育園にゴ
ミ捨てに
行く。

危険箇
所をも
う一
度、子
ども達
に周知
し指導
や声掛
けをす
るべき
であっ
た

遊ぶ環境の
中で危ない
ところ、気
を付けると
ころをし
かっりと確
認し、児童
とも落ち着
いて確認す
る必要が
あった。

3954

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 4 1
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

２～３年
に１回

2.基
準配
置

ジャング
ルジムで
の約束事
はあった
が、児童
や支援員
がすべて
把握して
いなかっ

た。

支援員、
児童とも
にジャン
グルジム
の使い方
について
話し合っ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2

ジャング
ルジムの
持ち手が
滑りやす
くなって
おり、転
倒の原因
ともなっ
た。

安全確認
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

複数の児
童がジャ
ングルジ
ムを使用
していた
ため、窮
屈な環境
になって
いた。

児童には
仲良く使
用しても
らうよう
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童が
ジャング
ルジムが
好きなこ
ともあ
り、外遊
びの時間
になった
ら、すぐ
にジャン
グルジム
に向かっ
ていっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
た児童を
見ていた
ため、す
ぐに対応
出来な
かった。
発見後、
他の指導
員と確認
し、病院
に連れて
行きまし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遠足の日
だったの
もあり、
疲労がた
まってい
た可能性
がある。

遠足の
日だっ
たのも
あり、
疲労が
たまっ
ていた
可能性
があ
る。

児童とのコ
ミュニケー
ションをと
り、確認を
とる。

3955

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 37 37 5 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

－ －
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前中は
室内で過
ごし、昼
食も食
べ、元気
に外遊び
に行く

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
数人で
サッカー
をしてい
たので近
くで見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児の
そばで見
守る

－ －

3956

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 22 3 2
18.６
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左肩鎖骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

その日は
室内の方
が子ども
の人数が
多かった
ため

外遊びに
重点を置
き、でき
る限り２
人で見守
る

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

保育所用
のため、
小学生に
は高さ等
が合わな
かったり
するので
過信しや

すい

保育所の
園庭で遊
ばせても
らってい
るので難

しい

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

普段は１
人でも注
意がはら
えるが、
入学した
ばかりの
時期は２
人で見守
るべき
だった

事故後よ
り２人で
見守って
いる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な子
です

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒をし
ているこ
とは確認
していた
が、いつ
も通り、
出来る事
（前まわ
り）をし
ていたの
で、他の
子の注意
に後を向
いていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その時は
１人でし
た

１人で
見守れ
ると確
信しな
い

外に出ると
きは、２人
体制で見守
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3957

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 43 5 4
19.７
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

適正な見
守りをし
ていても
わずかな
隙に事故
が発生し
てしまう
ので、今
後はより
一層の注
意喚起や
見守りに
努めてい
く

1.定期的
に実施

1 3.未実施 －
1.定期的
に実施

毎日

今回の事
故につい
ては、遊
具の不備
その他明
らかな原
因がある
ものでは
なく、不
測の事態
が重なっ
たことで
発生した
ものと思
われる。

遊具の点
検等は学
校で行っ
ているた
め、使用
していて
気になる
点があれ
ば学童保
育所職員
から学校
へ報告・
相談する
等連携を
取ってい

く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の様
子をよく
見て、注
意喚起や
見守り等
を今後も
適切に
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該の児
童も、周
囲の児童
も、学童
保育所で
のルール
の範囲で
遊んでお
り、事故
発生前に
注意すべ
き言動は
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員は当
該児童を
含め集団
を見守
り、適切
に育成支
援を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は同じ中
庭にいて
他の児童
を見守り
ながら、
当該児童
の様子も
目に入れ
ていた
が、事故
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

児童は特に
大きなトラ
ブルを起こ
したり、職
員からの注
意も受ける
ことなく、
穏やかに遊
んでいた
が、立ち上
がった時に
体のバラン
スを崩し事
故が発生し
た。とっさ
のことで、
地面につい
た右腕に過
度に負担が
かかった可
能性があ
る。

適正な見守
りをしてい
てもわずか
な隙に事故
が発生して
しまうの
で、今後は
より一層の
注意喚起や
見守りに努
めていく

3958

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 34 34 4 3
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

モンテジ
ア骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

２～３回

1.基
準以
上配
置

－

見守りの
際は、危
険に対す
る意識を
常に持
ち、危険
と感じた
ら注意を
促すよう
指導を行
う。

1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

数回
2.不定期
に実施

数回 －

正しい用
い方、遊
び方など
職員がま
ず理解
し、児童
に教育を
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

4月から
好きな遊
びで、よ
く遊んで
いた。始
めの頃は
ゆっくり
慎重に遊
んでいた
が、毎日
遊ぶうち
に慣れて
きたため
と考えら
れる。

落下すると
大ケガにつ
ながること
を、子ど
も・職員で
再確認す
る。慣れて
いた遊具で
あるので、
早く渡らな
いよう声掛
けをすると
ともに、子
どもたちか
ら怪我をし
ない遊び方
について意
見を出して
もらい、よ
り安全な遊
び方を意識
させる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の見守
り・活動
支援をし
ていた。

－

危険個所に
は職員を配
置し、危険
と思われる
行動に注意
をしてい
く。

3959

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 6 6 3 2
19.７
歳

2.女
児

特になし

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

左頬の裂
傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

始業式の
ため児童
の気持ち
が高揚し
ていた

中、児童
会館まで
の道のり
歩行する
ことに

なった。
友だちに
離されな
いとあせ
る気持ち
が、小走
りの行動
となっ
た。

下校時は
交通ルー
ルを遵守
して、い
かなる場
合も徒歩
にて児童
会館まで
来るよう
に指導を
行った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

スクール
ゾーンを
点検し、
危険な場
所を事前
に周知す
るなど安
全な移動
方法を指
導する。

防ぎきれ
ない事故
もある
が、事故
そのもの
が起こり
うるとい
う認識を
忘れず事
前・事後
の指導に
努める。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

下校時
に、友だ
ちを追い
かける状
況が発生
すると想
定せず、
急に行動
する時に
バランス
を崩すこ
とがある
ことを該
当児童に
話してい
なかっ
た。

危険な講
堂につい
て確認
し、下校
する際に
クラブ員
同士が互
いに注意
できるよ
うに促
す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午前の事業
を実施し、
職員が平素
よりもあわ
ただしい状
況の中で受
け入れをし
ていた。
３，４年生
一部の児童
クラブ員の
みが先に下
校するた
め、普段よ
りも楽しそ
うに歩行し
ていた。始
業式後で気
持ちが浮つ
いていた様
子だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

来館途中の
事故だった
ため、事故
者の動きを
見ることは
できなかっ
た。会館到
着後、児童
に対してケ
ガの手当て
を行うとと
もに、安全
指導も行っ
た。日頃か
ら来館時に
は注意して

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各部屋で
児童や幼
児親子の
対応をし
ていたた
め、ス
クール
ゾーンで
の事故は
見ていな
かった。

特にな
し

児童が来館
時交通ルー
ルを守るこ
とを遵守す
るように指
導をする

3960

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 5 2
19.７
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

概ねいつも
と変わらな
い様子で

あったが、
行事終了後
で多少浮つ
き始めた状
態があった
可能性があ

る。
職員配置は
適切であっ
たと考える
が、死角が
できた一瞬
の出来事で
あった。

行事終了
後も落ち
着いて遊
べるよ
う、声掛
けを行
う。
死角がな
るべくで
きないよ
う、更に
広範囲を
見渡せる
位置に立
ち、指導
を心がけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

突発的な
防ぎきれ
ない事故
も発生す
るが、事
故そのも
のが起こ
りうると
いう認識
を忘れず
事前・事
後の指導
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

スペース
の確保が
不十分で
あった可
能性があ
る。

スペース
確保を行
い、周囲
で遊んで
いる子ど
もたちに
も周知し
て、更に
安全管理
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

行事終了後
で、子ども
運営委員会
参加申し込
み後であっ
たが、いつ
もと概ね変
わらない状
態であっ

た。可能性
としては、
気持ちが遊
びたい気持
ちに切り替
わり、多少
浮つき始め
た点はあ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

同遊戯室内
で低学年数
名が大型ブ
ロック遊び
を行ってお
り、低学年
の身長ほど
の高さに到
達したた

め、子ども
たちがブ

ロックから
落下しない
よう安全管
理を行って
いた。同時
に、対象児
の集団を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各部屋で
他の児童
やお迎え
の保護者
への対応
を分担し
て行って
いたた
め、事故
の現場は
見ていな
かった。

特にな
し

行事後やも
のごとの切
り替わりの
際には起こ
りうる注意
点を配慮し
た声掛けを
行ってか
ら、遊びに
移行させる
よう指導を
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3961

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 80 80 9 5
18.６
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

室内を
走ってい
た児童が
いたこと
が原因

・各部屋
の出入口
の扉を閉
める。
・廊下中
央にテー
プをは
り、左右
の区別を
つけた。
・ミー
ティング
迅速に
行った。

2.不定期
に実施

1 3.未実施 －
2.不定期
に実施

－ － －

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭がな
いゆえに
施設内で
の動きが
活発に
なってい
る。ダイ
ナミック
な動きが
コント
ロールで
きていな
かった。

できる限
りダイナ
ミックな
動きがで
きるよう
に外にで
る時間を
増加させ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

廊下を移
動中であ
り、事故
に結びつ
くような
意図はな
し

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故が起
きてから
職員も気
づく。

応急処置

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
後、保護
者に連絡
隣の施設
の看護師
に見ても
らう。病
院に連絡
して連れ
て行く。

－
予算が許す
限り人員の
増員

3962

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 3 1
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

１年生の
不慣れな
外遊びに
対しての
配慮不足

支援員間
の役割と
連携を取
る

1.定期的
に実施

日常的に
点検

2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－

鬼ごっこ
など範囲
を決める
事で走る
スピード
が軽減さ
れる。

遊ぶ前に
大きな石
を拾い水
を撒く等
で安全確
認を徹底
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
に飽きて
他の女児
とおしゃ
べりをし
ていた。

鬼ごっこ
に入った
支援員が
この場を
離れて他
の遊びを
するよう
に促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

周りを気
にせず、
おしゃべ
りをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

声をかけ
ながら鬼
ごっこで
一緒に遊
んでい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

室内外の
子ども全
体の遊び
を見守
る。

児童に
は注意
を促し
たが伝
わらな
かっ
た。

予測される
危険につい
て、解かり
やすく丁寧
に何度も話
し続ける。

3963

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 45 10 9
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首若
木骨折、
顔面擦傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

当該児は
鉄棒に自
信があ

り、自分
の力を過
信してい

た。

戸外遊び
の際は、
固定遊具
を見守る
職員を決
め配置す
る。危険
な遊び方
をしない
よう子供
たちに徹
底する。

2.不定期
に実施

－
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

ほぼ毎日

着地面は
固い地面
で安全

マット等
がなかっ

た。

着地面に
安全マッ
ト等を敷

く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

暑い日で
手に汗を
かき滑り
やすかっ

た。

鉄棒など
は、汗で
滑りやす
いから注
意するよ
う指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒が上
手なこと
を周りに
いる友達
に見せた
かったよ
うだ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
たところ
で、鉄棒
をしてい
る様子は
見ていた
ので、落
下後すぐ
に駆け
寄って体
の状態を
チェック
し、トラ
ンシー
バーで学
童クラブ
に連絡を
いれた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
と遊んだ
り、見守
りをして
いた。

－ 特になし

3964

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 4 2
23.11
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特になし

外遊び等
広範囲に
わたり見
守りを実
施する状
況下にお
いては、
転倒等の
可能性を
予見し、
児童に対
し注意す
るよう指
導する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守り時
の配置や
声掛け

等、安全
面の確認
が不十分
だった

外遊びを
する際
は、転倒
等の可能
性を予見
し、児童
に対し声
掛けをし
注意を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の児童
とおしゃ
べりをす
るなどい
つもと変
わらぬ様
子であっ

た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊びの
見守りを
していた
が、当該
児童の直
近ではな
かったた
め、事故
を止める
ことがで
きなかっ

た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の対応を
していた
為、見て
いなかっ

た。

外遊びの見
守りをして
いたが、他
の児童とふ
ざけ合う、
鬼ごっこを
する際、児
童同士の衝
突や転倒等
を予見でき
なかった。

外遊びをす
る際は、転
倒等の可能
性を予見
し、児童に
対し声掛け
をし注意を
促す。

3965

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 41 41 3 3
23.11
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

第５中足
骨基部亀
裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

－

全体を見
る際、活
動的な遊
びやいつ
もと違う
遊びに加
わってい
る子ども
がいる活
動のほう
に、普段
より注意
を向ける
など場面
に応じた
危険予知
能力を高
める

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

活動の都
度

築山の感
じで作ら
れ草がは
げている
ところも
あり、
日々の中
で崩れで
凹凸にな
ることも
あリ、足
をとられ
ることも
あるか

草を踏ま
ないよう
な時期を
設け、草
が成長す
る時期を
設けた
り、点検
して凹凸
のあると
ころを滑
らかにし
たりする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

斜面や段
差のある
ところで
遊ぶ際
は、特に
走ったり
追いかけ
たりする
と、つま
ずいたり
滑ったり
のリスク
が高くな
るので、
理解した
うえで活
動するこ
とを知る

走ったり
追いかけ
たりする
際は、普
段よりも
力が入る
ので危険
度もアッ
プし自分
の力を見
極めなが
ら動くこ
とが怪我
を回避す
ることに
なること
をお話し
ていく

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

室内で遊
ぶことの
多いお子
さんなの
で、今日
は気心の
知れた子
達だった
ので、外
に出て元
気に遊ん
でいるな
と思って
みていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

楽しそう
に遊んで
いると把
握して、
全体を見
守る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

左記と同
様

－

遊びに夢中
になってい
る際、中断
させない程
度に気をつ
けてね等の
声がけを
し、注意喚
起を促す

189 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3966

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 44 44 3 3
21.９
歳

1.男
児

－ 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第1関
節骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

テラス部
分に職員
が不在
だったた
め、行動
を阻止す
ることが
出来な
かった

職員が活
動場所に
もれがな
いように
配置につ
き、児童
活動を対
応できる
ように職
員間で声
を掛け合
い、適切
な配置場
所と声が
けに留意
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

活動の都
度

－
今後も継
続して点
検を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

その場を
見ていな
かったこ
とで適切
な声がけ
ができな
かった

遊具、玩
具の正し
い使い方
を、機会
を捉え児
童に話し
ていくと
ともに、
使い方を
まちがえ
ると怪我
につなが
ることを
児童に知
らせてい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲のよい
同級生と
室内から
テラスに
場所を移
し、ゾン
ビごっこ
で盛り上
がってあ
そんでい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

テラスに
出て遊ん
でいるこ
とに気付
かず、午
後の出勤
職員が見
つけ対応
する

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

テラスに
出ていた
ことに気
付かず室
内の児童
の活動の
見守りを
行う

他の職員が
いるだろ

う、他の場
所に子ども
はいないだ
ろうという
思い込みが
あって見

回って折ら
ず、子ども
の動きに対
応していな
かった

児童の顔ぶ
れ人数を確
認し、児童
が普段遊ん
でいる箇所
は、遊んで
いるかもし
れないと見
回りを行う
こと、職員
の配置状況
を認識しそ
の場に着く

3967

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 62 62 7 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
基節骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

－

事故防止
に関する
研修を積
極的に受
講する。
ヒヤリ・
ハット事
例の収集
を行い、
必要な対
策を職員
間で話し
合い全体
で取り組
んでい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12

ドッジ
ボール用
のボール
が少し硬
めであっ
た。

ドッジ
ボール用
のボール
をやわら
かく、突
き指しに
くいもの
に変え
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

さらに子
どもの状
態を注意
深く見守
るように
する。
遊ぶ前に
遊び方の
注意点を
皆で確認
してから
始めるよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びが楽
しくて遊
びを中断
したくな
かったた
め、痛み
を我慢し
て遊びを
続けた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

特に危険
な遊びを
している
様子もな
かく、ト
ラブルも
なかった
ため気に
留めな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊びが終
わってか
ら、退館
するまで
の間につ
いても、
特に痛み
を訴える
こともな
かったた
め気づか
なかっ
た。

－

児童に、自
分で異変を
感じたら、
近くの職員
に訴えるよ
う指導す
る。
ボールの正
しい受け方
について周
知し指導し
ていく。

3968

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 3 3 2 1
19.７
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
槌指

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

特になし

職員間
で、安全
安心な状
況下で遊
びが実施
できるよ
う事故防
止マニュ
アルを整
備し、館
内研修の
実施によ
り進めて
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

特に施設
面が原因
ではない
が、児童
に高揚感
があり、
事故につ
ながっ
た。

防ぎきれ
ない事故
も発生す
るが、事
故そのも
のが起こ
りうると
いう認識
を忘れず
事前・事
後の指導
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

日常に起
こりうる
怪我では
あるが、
今後も少
しの変化
を見落と
すことな
く、気遣
う配慮や
目配りに
努める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童につ
いては、
普段と変
わらず遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

活動には
３名の児
童が参加
し、担当
職員は遠
巻きに見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童も
施設内に
いたた
め、他児
童の対応
をしてい
た。

活動室
で児童
３名に
職員が
ついて
いた

が、高
揚して
いたこ
ともあ
り、

妥当な
配置で
あった
か再度
検討す
る必要
がある

職員配置を
再度確認
し、職員共
通認識のも
と運営して
いく。

3969

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 6 6 6 3
23.11
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

見守り・
声かけは
行ってい
たが、当
該児童が
座ってい
た場所の
形状が不

安定
であった
ことでバ
ランスを
崩したと
思われ
る。

落下や
引っ掛か
りの可能
性を考え
ながら、
遊具の事
前点検を
行う。

1.定期的
に実施

3 3.未実施 －
1.定期的
に実施

12

クラブで
日常使用
するもの
の安全点
検は行っ
ている

が、児童
公園の遊
具の安全
点検は

行ってい
なかっ
た。

児童の遊
ぶ場所の
安全点検
を必ず行
うように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童個人
につい

て、運動
特性の把
握ができ
ていな

かった。

個々の技
量につい
てもう少
ししっか
りと把握
し、運動
面の苦手
さに配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐそば
にいた

が、危な
い様子は
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

－ －

見守り、声
かけだけで
なく、個々
に合った遊
び方ができ
ているかに
ついても、
しっかり見
ておくこと
が必要であ
る。

3970

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 85 85 9 8
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

－
2.基
準配
置

－

低学年の
見守りを
担当する
職員を増
やして、
見守りを
強化す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

児童数が
多く、十
分な遊び
のスペー
スを取る
ことが難
しい。

できるだ
け遊びの
スペース
が確保で
きるよ
う、机の
配置等を
考慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

玩具を
持って運
んでいた
ため、前
方及び足
下を見て
いなかっ
たと思わ
れる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の出
席を確認
中。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

高学年の
受け入
れ、帰宅
児童の送
り出し、
おやつの
対応等で
気が付か
なかっ
た。

－ －
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3971

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 101 ## 9 8
18.６
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

５，６
2.基
準配
置

狭い台上
に何人ま
で登って
いいもの
か、規制
が必要か

台上にて
ふざけ合
わないこ
と、人数
制限、常
時注意・
見守り

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

12

事故当
時、すべ
り台その
ものには
破損等の
問題はな
かった

使用方法
について
検討する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童は高
いところ
や狭いと
ころが好
きなの
で、そう
いった場
所に集団
で集まっ
て遊ぶ傾
向がある

すべり台
の上に留
まらない
ように、
上がった
ら滑ると
いうこと
を現場で
指導した
り、くり
返し説明
を行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

楽しそう
だった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ちょっと
目を離し
たすきに
事故が発
生した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
が自分の
持ち場を
見ていた
ので、他
の職員の
持ち場ま
では見て
いなかっ
た

－

間近で見守
りを行う。
くり返し使
用方法の指
導をする。

3972

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 122 ## 17 13
19.７
歳

2.女
児

－ 8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

保育時間
における
見守りの
注意は、
繰り返し
確認して
いたが、
保護者に
引き渡し
の際や、
引き渡し
後につい
ては検討
が不十分
であった

「クラブ
のやくそ
く」を再
確認し、
指導の徹
底を図る
お迎え時
間につい
ても、事
故予防に
ついての
見直しを
図る

7.その
他

日常にお
ける落ち
着きの欠
如が遠因
と考えら

れる

保育環境
の見直し
を行い、
支援員一
人一人が
保育課題
を共有す
る
支援員の
支援が浸
透する、
環境づく
りを図る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保護者の
迎えがあ
りはしゃ
いだ様子
が見られ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者に
引き渡し
をした状
況で、保
護者にそ
の日の様
子を伝え
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の持ち場
を見守
り、児童
対応をし
ていた

保護者
に引き
渡した
児童へ
の対応
をする
支援員
の配置
は困難
である

引き渡し後
の児童管理
を、保護者
に啓発して
いく

3973

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 3 1
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

－

当該児童
は特性が
ある児童
ではない
ため、教
室講師に
申し送り
すべきこ
とはな
かった。

3.未実施 － 3.未実施 － 3.未実施 －

校庭で石
もなく
ハード面
には問題
なし。

危険と感
じる箇所
があれば
教育委員
会に報告
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールに
足を取ら
れて転
倒。

ボールに
足を取ら
れること
のないよ
う、小ま
めな声掛
けを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該児童
はいつも
どおりの
様子。
サッカー
教室のな
かで、二
人一組で
ドリブル
練習を
行った
が、参加
人数が奇
数であっ
たため、
当該児童
のみ一人
でボール
遊び中に
転倒し受
傷した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

講師２
名、教育
委員会担
当者１
名、児童
クラブ支
援員１名
で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

学童保育
教室にい
る他の児
童を指導
してい
た。

怪我に
対する
注意喚
起は
行って
いた
が、よ
り具体
的な注
意が必
要で
あっ
た。

ボールに足
を取られる
ことのない
よう、小ま
めな声掛け
を行う。

3974

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 10 10 2 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
頸部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

－

研修以外
にも定期
的に巡回
し、常に
危機管理
の意識を
もたせ
る。

1.定期的
に実施

開所日ご
と

1.定期的
に実施

開所日ご
と

1.定期的
に実施

開所日ご
と

－

遊具の故
障で大き
な事故を
招きかね
ないの

で、ネジ
の緩みや
パンクな
どでの事

故も
想定して
細部まで
点検をす

る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

何かあっ
てもすぐ
に対応が
できるよ
う、支援
員の目の
届く範囲
内の距離
で遊ばせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サッカー
中、ゴー
ルの前で
キーパー
をしてい
た。ボー
ルを蹴ろ
うとした
子の足元
に飛び込
み、足が
引っ掛か
り転んで
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１年生の
一輪車の
補助をし
ながら屋
外を見
守ってい
た。気付
いた時に
は倒れて
いて何が
あったの
か確認を
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

施設内で
遊んでい
る子ども
の様子を
みてい
た。

－

サッカーに
限らず、
「気をつけ
て」と声を
かける。子
どもが何か
症状を訴え
ている時に
は軽く判断
せず、より
重い状態を
想定して確
認する。

3975

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 77 77 5 3
22.10
歳

1.男
児

バスケット
ボールクラ
ブに所属し
ており、何
度か突き指
の経験があ
る。
指が細くて
長い。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

いつもの
子ども達
の行動で
あった
が、たま
たま手の
当たり方
が悪かっ
たと思わ
れる。

今回の事
故を職員
間で共有
するとと
もに、子
ども達に
も周知
し、注意
を促す。

1.定期的
に実施

288 3.未実施 －
1.定期的
に実施

288 －

今後も毎
日の安全
点検を欠
かさず行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

今後も環
境面に配
慮した保
育を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由時間
のいつも
の何気な
い行動で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達
の様子を
観ていた
が、問題
行動があ
るように
は見えな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くの子
ども達の
様子を観
ていた。

一日保
育時で
あり、
比較的
落ち着
いてい
る時間
帯のた
め、職
員全員
の配置
ではな
かっ
た。

どの時間帯
にも同じ職
員数を配置
できるよう
にしたい。

3976

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 37 37 4 2
21.９
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじは
く離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

－
注意喚起
の徹底

1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290
1.定期的
に実施

290 －
注意喚起
の徹底

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－
注意喚起
の徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
と関わっ
ていたた
め

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
と関わっ
ていたた
め

－
注意喚起の
徹底
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3977

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 11 11 3 1
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

事故防止
マニュア
ルの見直
し、補助
支援員と
の連携の
再確認。

1.定期的
に実施

12 3.未実施 －
1.定期的
に実施

12 －
イスの撤
廃

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

物の上に
は乗らな
い、飛び
降りな
い、大人
の話をよ
く聞くよ
う認識さ
せる。児
童一人ひ
とりへの
見守りを
強化し、
口だけで
はなく行
動にて注
意を促
す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段の１
８時台に
比べ児童
が多く、
全体的に
落ち着か
ない様子
ではあっ
た。お母
さんのお
迎えが来
ていたこ
ともあ
り、普段
と比べる
と活発で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

同室内
で、当該
児童から
２メート
ルほど離
れたとこ
ろで、当
該児童の
保護者と
打ち合わ
せを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員A
は洗濯を
しており
同室内に
いなかっ
た。支援
員Bは同
室内の他
の児童た
ちと遊ん
でいた。

－

児童が落ち
着きのない
状況では、
洗濯・片付
け等の作業
はやめ、保
育に専念す
る。常に室
内の全体が
見える位置
に補助支援
員を配置す
る。

3978

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 4 2
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故予防
について
職員全体
で適宜話
し合いを
している
が、支援
員等各自
の事故予
防につい
ての認識
を一層高
める必要
がある。

活動の具
体的な状
況（施
設、活動
内容、子
どもの状
況や人数
等）を踏
まえたよ
り有効な
研修等を
行い、職
員意識の
さらなる
向上を図
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

雲梯の棒
に砂がつ
いて滑り
やすく

なってい
た可能性
が考えら
れる。

水滴・砂
等が付い
ていない
かを遊び
前に確認
し、付い
ていれば
拭き取り
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童自身
が怖がっ
てしま

い、手を
放してし
まった可
能性があ

る。

事前に児
童の経験
等を見極
め、常に
そばにい
て手を差
し伸べら
れる状態
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

はじめは
縄跳びを
して遊ん
でいた

が、約25
分後には
雲梯遊び
に移行し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援員そ
れぞれが
各所で子
どもの様
子を全体
的に見

守ってい
たが、事
故当時は
雲梯に目
が行き届
かなかっ
た。その
ため、支
援員が対
象児を見
た時には
雲梯から
落ちた後
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

様々な遊
具・遊び
場所を支
援員が協
力し合っ
て見守っ
ていた

が、雲梯
付近の見
守りが手
薄になっ
ていた。

危険度
の高い
遊具の
見守り
担当を
特に決
めてい
なかっ
た。

雲梯付近で
見守る支援
員を必ずひ
とり付ける
ようにす
る。

3979

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 70 6 5
19.７
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性陥
入

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

事故後、
抜けた歯
を歯科医
院に持っ
ていく際
の歯の保
存方法に
ついて、
歯科医師
から指導
を受け
た。

安全管理
マニュア
ルの充実
と徹底を
図ってい
くととも
に、事故
防止に対
する研修
の充実、
打ち合わ
せでの周
知徹底を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

16 特になし

遊具は適
切に点検
を行って
いるため
ハード面
での改善
点はな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

適切な個
人活動、
見守りの
ある状況
であった
ため改善
点はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

屋外での
個人活動
をしてお
り、ブラ
ンコに

乗ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ブランコ
周辺で遊
ぶ児童、
他の遊具
で遊ぶ児
童供の様
子を見る
ため
ブランコ
から２ｍ
程度のと
ころにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内の児
童の様子
を見るた
め、屋外
の児童は
担当職員
に任せて
いた。

事故
後、抜
けた歯
を歯科
医院に
持って
いく際
の歯の
保存方
法につ
いて、
歯科医
師から
指導を
受け
た。

事故発生時
の対応につ
いて、支援
員の知識を
深めると共
に、支援
員・補助員
の間での知
識の共有が
図れるよう
な体制を整
えていく。

3980

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 76 7 3
18.６
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部
頭蓋骨陥
没骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

遊び場所
の危険個
所の発見
の見落と
し。

事故予
防・危機
管理マ
ニュアル
の再度確
認、支援
員間での
情報共有
徹底。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

300

事故の場
所の中庭
は、前面
に草が生
えていて
凸凹と段
差があ

り、端の
方に植木
などがあ
る。事故
が起きた
原因とし
ては植木
の剪定で
切り落と
された切
り株に気
づかず、
転倒して
しまった
と考えら
れる。

切り株の
撤去。中
庭は凸凹
も多く、
中庭に隣
接してい
るピロ
ティとい
う場所は
大変滑り
やすい材
質の為、
安全を考
慮して外
遊びはグ
ランドの
みとす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

中庭はピ
ロティに
隣接して
いる為、
段差があ
る。また
凸凹があ
り、足元
が不安定
な中庭で
の鬼ごっ
こは、あ
まり適さ
ない為、
広い場所
のグラン
ドへ移動
するよう
に声掛け
が必要

だったと
思われ
る。

安全面か
ら外遊び
はグラン
ドのみと
し、支援
員間で再
度確認
し、声掛
けを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

１年生か
ら５年生
の男女１
０名程度
で鬼ごっ
こ（増や
し鬼）を
して、対
象児童が
鬼にな

り、他児
童を追い
かけて捕
まえよう
としてい

た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

おやつの
時間の
後、室内
は３名、
中庭には
４名配
置。全体
の見守
り。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

安全面に
注意し
て、声掛
け、見守
り。

事故当日の支
援員の配置は
問題なしと思
われる。遊び
の中で楽しさ
から遊びに夢
中になり、エ
スカレートし
てしまったと
思われる。ま
た４月から小
学校に入学し
た１年生の体
力と高学年の
体力の差の中
で、異学年で
の遊びは１年
生でも安全に
遊べる内容に
するべきだっ
たと思われ
る。

室内遊び、
外遊びでの
危険個所、
遊び方につ
いて全学年
児童に注
意、指導す
る。中庭で
は遊ばない
ように注
意、指導す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3981

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 87 14 4
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨
(上部)骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

配置に問
題はな

かった。

道中のバ
スや出発
前にKYT
を行い、
楽しいと
ころにも
危険が潜
んでいる
事を事前
に伝え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

18
1.定期的
に実施

毎日 －

初めて行
く施設の
場合は安
全表示を
行った
り、ロー
プを張っ
たりして
遊ぶ範囲
に制限を
付ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守り体
制に偏り
があっ
た、転落
するよう
な高所に
いる事を
把握でき
ていな
かった。

今後は見
晴らしが
よくと
も、高所
がある場
所を避け
活動を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くには
いたが、
その時は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

昼食後の
他の子ど
もたちに
かかわっ
ていた。

見守り
体制に
偏りが
あっ

た、転
落する
ような
高所に
いかせ
るべき
ではな
かっ
た。

バランスよ
く指導員を
配置し、事
前の声掛け
等の注意を
おこなう。

3982

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 91 6 3
18.６
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

階段の上
り下りは
歩いて行
うように
指導し、
見守る。

2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

特にな
し。ハー
ド面によ
る事故で
はない
為。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－
特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と向
き合って
楽しそう
に遊んで
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

子どもの
横で見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くには
居たが他
の子ども
と遊んで
いた。

－

子どもの不
注意、突発
突破っ的な
事故のため
特になし。

3983

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 15 2 2
18.６
歳

1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

－
2.基
準配
置

特記事項
なし

転倒しな
いよう注
意喚起

1.定期的
に実施

1 3.未実施 －
2.不定期
に実施

－
特記事項
なし

設備等が
原因で起
きたこと
でないた
め改善策
はなし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

転倒しな
いよう注
意喚起

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず登
所した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

普通に歩
いていて
転んだた
め、一番
近くにい
た職員
（担当制
ではな
い）も、
一瞬のこ
とで対応
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

次の活動
準備を始
めるとこ
ろで、室
内にはい
たが見て
いなかっ
た。

特記事
項なし

普通に歩い
ていて転ん
だため、改
善策はな
し。

3984

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 84 5 4
23.11
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指骨
折

8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

－

今回の件
は、日頃
起こりう
る怪我で
あるた
め、個人
個人が注
意するほ
か、支援
員もあま
り強い
ボールを
投げない
など注意
喚起を促
す。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 －

とにかく
加入児童
が多いた
め、雨の
日には室
内がごっ
た返して
いるの
で、それ
を解消す
るために
体育館を
使用して
いたが、
結果とし
て負傷者
が出た。
安全を確
保できる
定員であ
りたい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

個人個人
の運動能
力にもよ
るので、
この種の
怪我を防
止するの
はなかな
か難しい
と思う。

日頃か
ら、遊び
と怪我は
隣り合わ
せだとい
う言い聞
かせを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段とな
んら変わ
りはあり
ませんで
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

低学年と
高学年が
交わって
遊ぶこと
は危険な
ので、体
育館を２
つに分け
て遊ばさ
せてお
り、支援
員は対象
児童とは
別の子ど
もたちの
グループ
の中で一
緒に遊ん
でいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は低学年
のコート
を見てい
た。

－

子どもたち
の遊びの相
手をしなが
らの監視に
なるので、
危険がある
場合は、監
視に徹す
る。

3985

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 10 5 2
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨・尺
骨　遠位
端骨折
（右腕）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

－

異学年が
同じ室内
で過ごす
ことを念
頭にそれ
ぞれの発
達段階に
応じた支
援の体制
を検討す
る。

2.不定期
に実施

－ －

室内遊び
時の見守
り方法を
改めて確
認。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の児
童を見守
る必要が
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えに
来た保護
者の対応
等をする
必要が
あった。

－

子どもの関
係をよく観
察し、突発
的な事故が
発生しそう
な場合は別
の場所で過
ごさす等の
対応が必要
と支援員間
で共通認識
を持つよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3986

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 3 1
18.６
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性鼓
膜穿孔左

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

－

子ども達
の特性に
応じた見
守りを徹
底する。

2.不定期
に実施

－ －

室内遊び
時の見守
り方法を
改めて確
認。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の児
童を見守
る必要が
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えに
来た保護
者の対応
等をする
必要が
あった。

－

子どもの関
係をよく観
察し、突発
的な事故が
発生しそう
な場合は別
の場所で過
ごさす等の
対応が必要
と支援員間
で共通認識
を持つよう
にする。

3987

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 7 1
22.10
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足首靱
帯断裂

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

－
2.基
準配
置

特になし

外遊び時
など、広
範囲の見
守りを必
要とする
状況下に
おいて、
児童の転
倒・衝突
等の事故
発生の可
能性を予
見し、児
童に対し
安全の指
導を徹底
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

12 特になし

施設、遊
具等の安
全点検に
ついて
は、定期
的に実施
してお
り、今後
も継続し
て実施
し、必要
に応じて
改修等を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守り時
の声かけ
など、安
全面への
配慮が不
十分で
あった。

外遊びを
する際
は、転倒
等の可能
性を予見
し、事故
を未然に
防止でき
るように
注意を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊び
中、他の
児童とお
しゃべり
するなど
いつもと
かわらぬ
様子だっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊びの
見守りを
していた
が、他の
児童の対
応等、対
象児童か
ら目を離
してい
た。対象
児童が泣
きなが
ら、膝を
左右に広
げた状態
で座りこ
んでいる
のを発
見。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の対応を
していた
為、見て
いなかっ
た。

特にな
し

職員の配置
を工夫し、
広範囲の見
守りを実施
する際は、
児童一人ひ
とりの行動
に注意し、
事故発生の
可能性を予
見し、未然
に防ぐため
の呼びかけ
を行う。

3988

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 52 7 7
21.９
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

週末で疲
れがた
まってい
たこと
と、気温
が低く寒
い日で
あったこ
とが手を
滑らせた
一因と考
えられ
る。

金曜日は
特に一週
間の疲れ
がたまっ
ているこ
とを念頭
に置いて
外遊びの
見守りを
行う。

1.定期的
に実施

250
2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－

固定遊具
の高さ
（うんて
いのため
ぶら下が
ると地面
に足がつ
かない）

濡れてい
たりする
と滑りや
すいた
め、常に
遊具の点
検を怠ら
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気温が低
く寒かっ
たことへ
の注意喚
起が足り
なかっ
た。

気温が低
く寒さが
厳しい日
には準備
運動をし
てから戸
外へ出
る。又着
込んで体
を動かし
づらいこ
ともある
ため注意
喚起を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず元
気な様子
で遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が落
下し地面
に横た
わってい
るところ
にかけつ
けた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の見
守りをし
ていたた
め見てい
なかっ
た。

特にな
し

遊具が設置
されている
場所を中心
に、見守り
の見落とし
が無いよ
う、校庭で
の人員配置
を適正に
行ってい
く。

3989

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 197 12 8
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

－

グループ
保育と職
員配置と
見守りの

強化

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

6 －

児童クラ
ブ回りの
遊び場の
危険個所
の再確認
（特に

プール、
階段下な

ど）

3.個人
活動

中・見
守りあ

り

遊び道具
を今回の
事故現場
に近い所
に置いて
おり子ど
もが集中
しやす
く、ス

ロープに
入り込み
やすく

なってい
た。

スロープ
内には立
ち入らな
いという
ルールの
再確認を
行い、児
童が集中
しすぎな
いよう道
具の配置
も変更す

る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調につ
いて特段
の配慮事
項はな
く、友だ
ちとのト
ラブルも
なく待ち
かねた様
子で外遊
びに出て
行った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ジャング
ルジム、
滑り台等
高所で遊
ぶ遊具の
方を向い
ており、
背後にあ
るスロー
プに子ど
もが立ち
入ってい
る事に気
づかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ケガや、
トラブル
の起きや
すいサッ
カーや
ドッジ
ボールで
遊ぶ子ど
もの見守
りのため
運動場奥
など四方
に向かっ
ている時
で、現場
のスロー
プに背を
向けてい
た。

－ －

3990

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 34 5 5
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

高さが84
ｃｍの鉄
棒だった
ので児童
が油断し
ていたと
思われ
る。

ヒヤリ
ハットの
導入。危
険を予測
し、あら
ゆる事象
に迅速に
対応でき
るよう心
がけるよ
うにす
る。

3.未実施 － 3.未実施 －
1.定期的
に実施

週１回

学校生活
において
も鉄棒は
普段、使
い慣れて
いるので
油断が

あったか
もしれな

い。

学校の遊
具でも破
損やゆが
み等発見
したら即
学校側に
報告し、
改善して
もらえる
よう求め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段遊ん
でいる遊
具であ

り、支援
員も注意
の声かけ
をしてい
たが子ど
もの認識
が十分で
はなかっ
たと考え
られる。

改めて普
段の遊び
方につい
て、児童
と支援員
が話し合
いをする
場を設け
る等、よ
り意識づ
けるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり、友
達と活発
に遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

適時、児
童に安全
に遊ぶよ
うに声掛
けしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
でほかの
児童に対
応してい
た。

本人が
痛がっ
ていな
かった
為、湿
布だけ
の対応
になっ
た。

目に見えな
い怪我の時
は保護者に
連絡しす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3991

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 19 5 4
20.８
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手の甲
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

降室時の
見守りは
1名体制
となって
いる。

施設から
出す前に
児童の状
態や地域
での防犯
情報等を
良く確認
し、必要
に応じて
2名体制
にして見
送りのポ
イントま
で見守
る。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1

帰宅時の
注意喚起
が不足し
ていた。

帰宅経路
での危険
個所の認
識や交通
ルール等
を児童と
再確認す
る。

7.その
他

一緒に帰
る予定の
なかった
仲の良い
児童と帰
れること
にテン
ションが
あがって
「いつも
遊びなが
ら帰って
いる」と
発言して
いた。

児童の心
理状況を
よく見て
落ち着か
せてから
帰宅させ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

当日欠席で
あった特に
仲の良い児
童と帰宅時
に会い、一
緒に帰れる
とテンショ
ンがあがっ
ていた。
「いつも2人
でグリコを
しながら
帰っている
の」と遊び
ながら帰ろ
うとしたた
め送りに出
ていた支援
員が普通に
帰るように
促した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援員と
別れた後
の帰り道
で起きた
ため支援
員が現場
を目撃す
ることが
出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員と
別れた後
の帰り道
で起きた
ため、支
援員が現
場を目撃
すること
が出来な
かった。

児童の
テン
ション
が上
がって
いる状
態で施
設をで
てお
り、
走って
遊びな
がら帰
宅をし
てい
た。

帰宅時には
落ち着い
て、歩いて
帰るよう日
頃から声掛
けをすると
ともに、
施設を出る
前の児童の
状態を確認
してから帰
宅させる。

3992

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 15 2 1
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手親指
第一関節
骨折　顔
面（左目
付近）挫
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

－

研修で学
んだこと
や日頃の
打ち合わ
せでの
個々の役
割を徹底
し、常に
「何かが
起きる」
という危
機感を
もって保
育をする

1.定期的
に実施

2 3.未実施 0
1.定期的
に実施

48

公共の設
備等を利
用するう
えで安全
であろう
と過信し
てしまっ
た。

公共の設
備等を利
用（児童
が利用）
するうえ
で、ぐら
つき・破
損等、ま
た児童の
使用の仕
方に問題
がない
か、危険
な物（大
きな石や
枝など）
はないか
細心の注
意をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

座って遊
んでいた
ことか
ら、事故
を予測し
きれな
かったこ
と。

ヒヤリ
ハットを
改めて徹
底し、予
測される
可能性・
行動等の
パター
ン・知識
を増やし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子で元
気に登室
し戸外遊
びに出か
ける。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
は座って
遊んでい
たことも
あり、周
囲の児童
の様子も
見ながら
保育をし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児童
は座って
遊んでい
たこと、
また担当
支援員も
いたこと
から、主
にすぐ近
くの遊具
で遊んで
いた児童
を見てい
た。

－

全体の把握
と担当する
範囲のバラ
ンスを改め
て確認し、
徹底をして
いく。

3993

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 5 2
18.６
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

上顎骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

数回
2.基
準配
置

活動の切
り替えの
タイミン
グで、補
助員２名
が活動を
見守って
いた。

会館職員
で、今回
起こった
ことを周
知し、思
わぬこと
が怪我に
つながる
というこ
とを認識
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

靴下を履
いたまま
活動する
ことで足
が滑りや
すい。

活動室内
での過ご
し方や物
を持って
動く際の
危険につ
いて周知
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

楽しい活
動への切
り替えの
タイミン
グであ
り、動き
が大き
かった。

活動室で
安全に過
ごせるよ
うに職員
が配慮
し、都度
声をかけ
ていくよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

勉強タイ
ム終了
後、人形
遊びをし
ようとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

補助員２
名が、活
動が切り
替わるタ
イミング
だったた
め、全体
を広く見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
３名は児
童対応、
保護者対
応、事務
作業を
行ってい
た。

遊びを
見守る
際に
は、そ
の学年
や、そ
の児童
の特性
を十分
に配慮
し、対
応人数
を配置
する。

活動が切り
替わるタイ
ミングに突
発的な怪我
や事故が起
きる可能性
があること
を職員もよ
く認識した
うえで、児
童への声掛
け等を行
う。

3994

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 41 5 2
20.８
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

－

屋外活動
中の見守
り方法を
改めて確
認。

2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－ － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

－

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

－

支援員
の見守
りは十
分で
あった
が、中
学年と
高学年
の児童
との力
の違い
を十分
に理解
してい
なかっ
た。

児童への安
全指導に努
める。

3995

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 12 5 3
22.10
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故防止
の重要性
について
は、研修
内容の伝
達などを
行いなが
ら、日ご
ろから確
認しあっ
ている中
での事故
であっ
た。

毎日の支
援員間の
打ち合わ
せにおい
て、けが
の防止に
ついて意
識をさら
に高めて
いくよう
にする。

1.定期的
に実施

1 3.未実施 －
2.不定期
に実施

6

室内でで
きる限ら
れた遊び
を実施し
ている。
人数を制
限した
り、準備
運動を行
うなど事
故防止を
配慮して
いるが、
事故が発
生してし
まった。

活動でき
る範囲を
制限し、
壁やロッ
カー等へ
の衝突を
防ぐよう
配慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

マット上
で出来る
遊びを室
内で実施
してい
た。児童
はドッジ
ボールに
夢中に
なってい
た。

マット上
でのドッ
ジボール
を中止し
た。けが
防止のた
め毎日支
援員間の
打ち合わ
せにおい
て意識を
高め、安
全な遊び
を実施し
ている。
マットは
除去済
み。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た。ドッ
ジボール
にも意欲
的に参加
し、熱心
に取り組
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
至近で対
象児を見
ていた。
他の参加
児童も含
め、マッ
ト側から
ドッジ
ボールを
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近で担
当者・対
象児を見
ていた。
担当者同
様、マッ
ト側から
ドッジ
ボールを
見守って
いた。

子ども
たちの
動きを
見なが
ら、そ
の都度
安全面
の注意
を行う
ように
してい
るが、
不十分
であっ
た。

子どもたち
の動きを見
ながら、声
かけを徹底
させてい
く。

195 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

3996

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 38 8 5
20.８
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性亜
脱白

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

基準より
も職員を
３名多く
配置

－
2.不定期
に実施

－ 3.未実施 －
1.定期的
に実施

2 － －

4.個人
活動
中・子
どもの
み

荷物の多
い金曜日
で、両手
に荷物を
持って下
校をして
いる子が
多かっ
た。

・できる
だけ手荷
物が少な
くなるよ
う、まと
め方を知
らせる。
・終礼時
には定期
的に下校
する時の
注意事項
を伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校中
だったた
め

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校中
だったた
め

－ －

3997

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 153 20 17
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首ひ
び　捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

校庭が区
切られて
いている
ことで、
いつもの
配置と

違ってい
たので、
それに準
じた細か
い注意が
できてい
なかっ
た。

いつもと
違う状況
を適切に
把握し、
児童の遊
びに応じ
て、ケガ
の予見を
した見守
りを徹底
する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

運動会直
前で、普
段は置か
れていな
いコーン
やバーが
設置され
ていた。

校庭が狭
くなって
いる場
合、注意
だけでな
く、遊び
や活動場
所の制限
をして、
指導徹底
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊びの
ルールや
危険な遊
びの事前
周知が不
十分で

あった。

普段と違
う状況に
合わせ、
事例など
をあげて
危険を回
避する指
導を徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
て、鬼か
ら逃げた
いために
バーを跳
び越えて
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
守ってお
り、該当
の児童が
跳び越え
る場面は
直接見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の担
当箇所を
見守って
おり、該
当の事故
について
は見てい
なかっ
た。

鬼ごっ
こをし
てい
て、次
の行動
に移る
のに焦
りが
あっ
た。

日常的に、
落ち着いた
行動の徹底
に心がけ
る。

3998

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 14 3 2
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻右側骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

危険な可
能性があ
る場合を
想定した
研修等を
強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

－ －

今回の事
故につい
ては特に
問題はな
かったと
考える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

慣れてい
ない遊具
等で遊ぶ
時には、
より注意
深く目が
行き届く
ような環
境にす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児等
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の見守り
等をして
いた。

－

慣れていな
い遊具等で
遊ぶ時に
は、支援員
が適切な補
助をする。

3999

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 8 2 2
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘付近
の骨の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

遊びの
ルールの
再確認

遊具の使い
方は小学校
の決まりと
同じにして
いる。外遊
びのルール
は児童クラ
ブ１階廊下
の掲示板に
貼ってあ
り、高鉄棒
は5年生以上
からという
旨も記して
ある。新入
生には春休
み中に遊具
の遊びの
ルールの説
明をした
が、継続し
て在籍して
いる子達に
は今後改め
てルールの
確認を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

高鉄棒の下
は長方形型
の砂場に
なってい
る。ほぐさ
れてはいな
かったが、
砂場は校庭
より柔らか
く、強打を
してもけが
の重篤化を
予防する
クッション
になる状況
になってい
る。真下に
落下すれ
ば、柔らか
い砂場があ
るが、着地
の際にバラ
ンスを崩す
と、校庭側
の地面や砂
場の囲いに
体をぶつけ
て、けがの
程度がより
重くなる可
能性があ
る。

学校設備
なので、
児童クラ
ブとして
の対応は
できな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

高鉄棒で
遊んでい
ることは
気づいた
が、人数
が多かっ
たブラン
コに意識
が向いて
いたの
で、高鉄
棒にの
ぼってい
る段階で
は気が付
かなかっ
た。

児童がどこ
で何をして
いるのか、
こまめに周
囲の様子を
確認し、危
ない行動を
していると
気づいたら
すぐに近く
へ行って注
意する。ま
た、危険行
為を仕掛け
ている事に
気づいた
際、急な声
掛けは児童
が驚いて児
童自身の想
定外の行動
をとる可能
性があるの
で、慌てさ
せないよう
に声掛けを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、元気
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

１０ｍく
らい離れ
たところ
で見てい
たが、高
鉄棒にぶ
ら下がっ
ているの
に気づ
き、慌て
させない
ように
ゆっくり
近づいて
「まだ
（やれる
には）早
いで
しょ。降
りよう」
と落ち着
いた口調
で声を掛
けに行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2人体制
で保育を
行い、事
故当時に
いた児童
は全員外
遊びをし
ていた。
もう1名
の職員は
休憩で室
内にい
た。ま
た、当日
は休みの
職員が1
名、事故
発生時に
クラブで
事務作業
をしてい
た。

今回の事故と
は少し逸れる
が、仮に児童
が1人でも室内
にいれば、１
名が室内に残
り、外に職員
は1名しか行け
ないので、こ
の児童数に対
して1名の職員
で外遊びを見
守ることは今
後もあり得
る。が、今回
は休憩時間と
外遊びが重
なっており、
結果として
「全員外に
行ったので室
内の児童0名」
「事故は外で
起きた」が、
職員休憩中に
外遊びを設定
すると、室内
に子どもが
残った時に見
守る目が無く
なる場合があ
る。

職員の休憩時間
は、配置人数が
少なくならない
よう、外遊びの
時間と重ならな
いようにし、１
名ずつ休憩す
る。遊ぶ範囲は
１階保育室一部
屋に限定する。
また、外遊びの
際に室内に複数
の児童が残る場
合も、遊ぶ部屋
は１階保育室一
部屋に限定す
る。室内では静
かな遊びをする
ように指導す
る。

4000

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 52 5 3
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10
2.基
準配
置

特になし

マニュア
ル、研
修、職員
配置等に
特に問題
がないた
め改善策
はない。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

校庭の遊
具につい
ては、常
に学校と
連携を取
り情報を
共有して
いる。施
設周りに
ついては
日常的に
点検して
いる。

つまずき
そうな石
などが
あった場
合には、
発見次第
校庭から
取り除く
よう職員
で共有し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

お迎え時
にケガの
報告を母
親にして
いた時
に、当該
児童は転
びやすい
という話
が初めて
あった。

転びやす
い、怪我
をしやす
い児童と
聞いたり
感じたり
した際に
は、職員
全体で共
有し、注
意しなが
ら見守る
体制を整
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自らドッ
ジボール
に参加
し、当
たってし
まい外野
にいた。
ボールが
飛んでき
ていな
かった
が、場所
を変えよ
うと動き
出した時
に転んで
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
も一緒に
ドッジ
ボールに
参加して
いた。当
該児童が
転んだ直
後、上級
生が起こ
している
ことに気
づき、声
を掛け、
手が動く
かを確認
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭にい
た他の３
名の職員
は固定遊
具（ブラ
ンコ・タ
イヤ・
ジャング
ルジム）
にそれぞ
れ分かれ
見守りを
してい
た。部屋
の中で
は、１
名、おや
つの片づ
けをしな
がら、部
屋の中の
児童を見
守ってい
た。

特にな
し

対象児の動
きや職員の
動きに特に
問題はない
ため改善策
はない。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4001

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 22 3 1
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部
右下顎骨
骨折、右
耳道出血

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

－
2.基
準配
置

－

外遊びは
２名以上
で行って
いたが、
発生時は
お迎えが
あった児
童と１名
教室に
戻ってし
まってい
たので、
今後は公
園に保護
者が迎え
に来ても
らうよう
にする。

1.定期的
に実施

6 －

当該事故
において
遊具に問
題がない
ため、改
善策はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

児童と話
をしてい
る際に
も、他の
児童から
目を離さ
ないよう
に連携を
取るべ
き。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転落する
直前に、
他の児童
が滑り台
から飛び
降りたの
を見てい
て恐らく
本人も飛
びたく
なった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

直前に、
他の児童
が飛び降
りたのを
注意して
いた為、
滑り台に
いたのは
気づいて
いたが落
ちた瞬間
は反応出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名は室
内で、遊
んでいる
児童に対
応。１名
はお迎え
に来た児
童を教室
へ送り届
けてい
た。

－

お迎えに来
た児童を教
室に送るの
ではなく、
保護者に公
園にお迎え
に来てもら
う。

4002

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 72 4 2
23.11
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

－
2.基
準配
置

－

マニュア
ルの該当
部分に今
回の事故
に対応で
きるよう
に記載内
容を修正
した。

1.定期的
に実施

２年に１
回

1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

毎日

今回の事
故は、児
童がボー
ル遊び中
に窓の木
枠に接触
したこと
により発
生した。

窓の木枠
など鋭角
な場所に
は、クッ
ション材
を貼るこ
とや、
テープを
貼ること
を検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の事
故は、児
童がボー
ル遊び中
に窓枠に
接触した
ことによ
り発生し
た。

施設内の
危険箇所
につい
て、改め
て職員間
で共有を
行い、児
童クラブ
員にも注
意するよ
うに呼び
かけた。
また、事
故発生場
所につい
ては特に
注意して
見守りを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児に
特に普段
と変わっ
た様子は
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1階室内
遊戯場に
てボール
遊びをし
ており、
放課後児
童支援員
１名が見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1階に
は、放課
後児童支
援員１名
以外にも
補助員が
見守りを
してい
た。

－

職員に事故
の経緯を周
知し多くの
児童が遊ん
でいるとき
の目の届か
ない場所を
再確認し
た。また、
特に室内遊
戯場での
ボール遊び
については
注意して見
守るように
するととも
に、児童ク
ラブ員にも
ケガのない
安全なボー
ル遊びの方
法を伝え
た。

4003

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 2 1
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

脾臓（ひ
ぞう）の
裂傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

－

マニュア
ルに沿っ
て行動で
き、外部
研修にも
積極的に
参加して
いる。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

流水園
は、設置
当初、自
然観察用
であった
ことか

ら、遊び
場として
の利用は
想定して
いなかっ

た。

流水園で
遊ぶこと
を中止し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

学校の休
み時間な
どでも、
流水園を
長年遊び
場として
利用して
いたこと
から、今
回の事故
は想定で
きなかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の児童
や放課後
児童支援
員と一緒
にかくれ
んぼ遊び
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児と
一緒にか
くれんぼ
遊びをし
ていた
が、岩上
から落下
する瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で遊
ぶ児童の
見守りを
していた
ため、見
ていな
かった。

－

学校の休み
時間などで
も、流水園
を長年遊び
場として利
用していた
ことから、
今回の事故
は想定でき
なかった。

4004

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 10 2 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

１０人の
児童が各
５人に分
かれて別
の遊びを
していた
ことによ
り見守り
が二分し

た。

事故予防
マニュア
ルの作成

2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－

座ったま
ま飛びつ
いたこ
と。飛び
つく目標
の位置が
遠すぎた
こと。

うんてい
の下に
マットを
敷いてお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

うんてい
で遊ぶ子
とボール
遊びをす
る子を２
方向で見
守ってい
た。

外遊び時
の見守り
方法を改
めて確
認。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

－

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

－ －

担当支援員
が他の子ど
もに手がか
かっている
場合は、突
発的な事故
に対応でき
るよう他の
支援員がカ
バーするな
ど支援員間
で協力体制
を構築す
る。

4005

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 47 6 4
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足薬指
亀裂骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

決まり事
及び約束
事が曖昧
になって
いたこ
と。

児童一人
ひとりに
目を配
り、指導
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

ほぼ毎日
1.定期的
に実施

毎日

本来、籠
に入れて
おくべき
水筒を
ロッカー
に入れて
しまって
いたこと
に、指導
員が気付
いていな
かった。

学年別、
男女別に
籠を用意
し、児童
自らが籠
に入れる
よう約束
事を徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各児童の
ロッカー
の収納状
態に目を
配れてい
なかっ
た。

定期的に
各児童の
ロッカー
の収納場
を観察
し、収納
状態の悪
い児童は
整理整頓
をするよ
うに指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童は帰
り支度を
済ませて
おり、保
護者が迎
えに来る
時までの
過ごし方
を模索し
ている状
況でロッ
カー付近
にいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内全体
を注視し
ており、
対象児童
に事故が
発生した
時、至急
対応に当
たること
が出来
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他に室内
遊びをし
ている児
童がいた
ため、室
内にて引
き続き保
育を実施
しつつ、
当該児童
に協力し
て対応に
当たっ
た。

日頃の
児童へ
の指導
が不足
してい
たた
め、約
束事が
曖昧と
なって
しまっ
た。

再び同様の
事故が発生
しないよう
に指導員に
よるミー
ティングを
行う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4006

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 16 4 2
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足腓骨
の骨折
（ヒビ）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

クラブの
子供達は
サッカー
教室に
通ってい
る子が多
く、ルー
ルは知っ
ている。
その場に
いた支援
員はサッ
カーに詳
しくな
かった。
児童の健
康状態を
十分把握
できてい
なかっ
た。（股
関節炎の
情報等）

児童の健
康状態に
ついて情
報共有で
きるよう
保護者と
の連携を
密にす
る。更
に、支援
員も遊び
の知識を
身に着け
ると共に
声掛け、
見守りを
怠らない
よう気を
付ける。

1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

利用の都
度

2.不定期
に実施

利用の都
度

外遊びに
利用する
公園の
サッカー
コートは
フルサイ
ズで芝生
である
為、子供
達の気分
も高まり
普段より
も元気の
いいプ
レーにな
る傾向が
ある。

あくまで
も安全を
第一に怪
我をしな
いよう、
遊ぶこと
を指導す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

連休明け
でいつも
の仲間と
のサッ
カー遊び
が嬉し
かったよ
うで、当
該児のテ
ンション
は上がっ
ていたよ
うに感じ
た。

スポーツ
に取り組
む際は一
生懸命に
なりがち
だが、け
がをしな
いよう、
安全に楽
しく遊ぶ
ことを指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最寄りの支
援員は、3人
でサッカー
遊びをする
グループを
見守ってい
た。当該児
はキーパー
をしてい

た。たまた
ま支援員の
所に来た

ボールを他
の子が

「こっちに
蹴ってく

れ」という
ので蹴ろう
とした時に
スライディ
ングしてき
た際、足を
痛めた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

3人でサッ
カー遊びを
するグルー
プを見守っ
ていた。足
を痛めたと
思われた直
後に、足の
具合を見た
が、痛みや
腫れなどの
症状は見受
けられな

かった。し
ばらくし

て、当該児
が元気に

サッカーを
再開したた
め、見守り
を継続し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

公園内で
遊んでい
た他グ

ループの
児童の見
守りに２
名、他の
用事でク
ラブ室内
に1名の
職員がい
たが、当
該児から
は離れた
位置にい

た。

この児
童は以
前に股
関節炎
があ
り、医
師から
運動を
止めら
れてい
たのを
解かれ
てから
日も浅
く、激
しい動
きをし
ないよ
う注意
してお
くべき
だっ
た。

「こっちに
蹴ってく
れ」と言わ
れたとき、
すぐに蹴る
のではなく
本当にそっ
ちでいいの
かなどの声
掛けが必要
であった。
見守りの中
で、児童が
激しい動き
をしないよ
う、注意や
声掛けをし
て、安全に
スポーツが
できるよう
にしてい
く。

4007

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 42 4 2
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘頭骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

低学年な
ので、遊
びたいと
いう気持
ちが先に
立ち周り
の状況判
断ができ
ていな

かった。

見守りを
強化す
る。学童
でのルー
ルは守る
よう徹底
をした指
導をして
いく。

2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－

ブランコ
をこいで
いたの

で、急に
は止める
ことがで
きなかっ

た。

ブランコ
を囲んで
いるポー
ルの中に
入るとケ
ガにつな
がる事を
児童に話
をする。
また、遊
具の使い
方を再度
見直す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園が広
く、隅々
まで目が
届きにく

い。

支援員の
人数を増
やし目が
行き届く
ようにし
たいの
で、支援
員の募集
をかけて
いる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
に乗って
いる友達
と、早く
遊びたく
てポール
の中に走
り込んで
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
と鬼ごっ
こをして
いたため
に対象児
から目を
離してい

た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の保育を
してい
た。

近くで
見守っ
ていて
も目を
離した
すきに
起きて
しまう
事もあ
り、児
童の動
きに対
応でき
ない時
があ
る。

危険行為に
は徹底した
指導をして
いく。

4008

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 11 2 1
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首橈
骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

数回
2.基
準配
置

リスクマ
ネジメン
トの検証
不足。

事故防止
のための
リスクを
見直し職
員間で確
認する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走る際の
注意事項
について
遊び始め
る前に全
体で確認
していな
かった

会館以外
の場所で
の活動の
際、遊び
始める前
に必ず注
意事項の
確認をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

体を動か
したくて
仕方がな
い様子で
あったの
で、公園
に到着す
るとすぐ
に走り出
し、外で
遊ぶこと
が嬉しく
て仕方な
い様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童と一
緒に鬼
ごっこに
参加しな
がら、児
童全体の
様子を見
守り、声
がけをし
ていた
が、本児
と他の児
童が転倒
する場面
での事前
の声掛け
は遅れて
しまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

児童全体
の様子を
見守り、
声がけを
していた
が、本児
と他の児
童が転倒
する場面
での事前
の声掛け
は遅れて
しまっ
た。

走るこ
とに夢
中にな
り、よ
そ見を
しなが
ら走っ
ていた
ため、
周りに
気をつ
けるこ
とがで
きてい
なかっ

た

児童の行動
を注意深く
目視しなが
ら注意を促
すようにす
る。

4009

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 5 4
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

入会初日
の新しい
環境での
児童の様
子につい
ての理解
と対応が
不十分
だった。

それぞれ
の遊具の
危険性と
正しい遊
び方を具
体的に細
かく全児
童に伝
え、定期
的に危険
性はない
かなど全
職員で確
認と声が
けを実施
してい
る。

1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

4

遊具の安
全点検に
は問題は
ないが、
遊具で起
こりえる
事故・怪
我の
想定認識
がやや不
十分だっ
た。

安全点検
だけでな
く、その
遊具で起
こりえる
事故・怪
我につい
て職員間
で
再確認っ
を行っ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具の正
しい遊び
方・危険
性につい
ての説
明・声が
けが不十
分だっ
た。

新入児童
に対し
て、より
具体的に
安全につ
いての説
明を行い
細やかな
見守りと
対応を実
施した。
新しい場
所に来て
緊張して
いる入会
時の児童
の心理状
況につい
て職員間
で話し合
い、安
全・安心
に努める
ように連
携した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

入会初日
というこ
とで分析
項目に該
当する内
容がな
かった。
入会初日
というこ
とで緊張
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

サッカー
をしてい
くる児童
のトラブ
ルの対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少し離れ
たところ
で縄跳び
遊びの対
応をして
いた。

緊張し
ている
新入児
童に対
しての
理解と
細やか
な状況
把握と
対応が
必要
だっ
た。

支援員は定
位置からだ
けで全体を
見ている
と、児童の
様子が細か
く把握
できないの
で、歩きま
わる時間を
持ち児童
（特に新入
児童）の様
子の把握と
対応に努め
ている。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4010

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 51 4 2
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

－

指導員同
士で遊ぶ
際の注意
点を再確
認し、子
どもたち
にも注意
を徹底し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

遊具に問
題はあり
ません。
学校でも
低学年に
は使わせ
ている雲
梯であり
当施設で
も日頃遊
んでい
る。注意
するよう
なるべく
声をかけ
て見守
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回は広
い範囲で
子供たち
がグラン
ドで遊ん
でいた。
支援員は
雲梯の近
くにはい
なく、別
のところ
で子供た
ちを見て
いた。

ほとんど
の子供た
ちがグラ
ンドに出
ていた。
外遊びを
見守る際
はなるべ
く外遊び
は２名で
見守りた
いがなか
なか支援
不足で
す。努力
します。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもは
上手く雲
梯で遊ん
でいる。
たまたま
手がす
べったと
思われま
す。一瞬
のことで
近くにい
たとして
も受け止
めるのは
難しい

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当日、グ
ランドに
支援員を
配置して
いました
が対象児
の見えな
いところ
で子供と
接してい
た為気づ
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の支援
員も対象
児からの
訴えもな
く静かに
座ってい
たのです
ぐ気づか
なかっ
た。その
うち泣き
出し問い
かけて初
めて知
る。

支援員
を配置
してい
ながら
別の場
所で子
供たち
と接し
ていて
泣き声
も気づ
かな

かった
し、見
えない
ところ
にい
た。

遊具の至近
距離でなる
べく見守る
ようにした
い。また、
子供達にも
事故があれ
ばすぐ知ら
せるよう話
をする。

4011

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 6 5
18.６
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

創傷(切
創・裂傷
等)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

夕方の掃
除やお迎
えの時間
だったた
め、支援
員の子ど
もたちの
見守りが
手薄に
なってし
まったこ
と

掃除やお
迎えの時
間帯で
あって
も、子ど
もたちへ
の見守り
が手薄に
ならない
よう支援
員同士で
臨機応変
に対応し
ながら子
どもたち
を見守っ
ていくこ
ととする

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

日々、子
どもたち
は、荷物
を入れる
ロッカー
の付近で
遊ぶこと
が多く、
ロッカー
の壁面に
当たるこ
とがあっ
たが、
ロッカー
の縁や角
に当たる
ことまで
は想定し
ていな
かった。

ロッカー
の角・縁
に子ども
たちが当
たったり
ぶつかっ
たりして
も衝撃を
吸収する
ＥＶＡ樹
脂にクッ
ションを
貼り、
ネーム
テープも
子どもた
ちに分か
りやすい
黄色に変
更した。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

夕方の掃
除やお迎
えの時間
だったた
め、支援
員が子ど
もたちへ
の見守り
が手薄に
なってし
まったこ
と

掃除やお
迎えの時
間帯で
あって
も、子ど
もたちへ
の見守り
が手薄に
ならない
よう支援
員同士で
臨機応変
に対応し
ながら子
どもたち
を見守っ
ていくこ
ととする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

掃除・お
迎えの時
間帯で、
遊具や玩
具を全て
片づけ、
保育室に
は障害に
なるモノ
が置いて
いなかっ
たので、
子どもた
ちは走り
回った
り、バレ
リーナの
ようにク
ルクルと
回ってい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お迎えの
児童の対
応をして
おり、広
い場所で
行うよう
にと声を
かけるこ
とが出来
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

掃除の時
間で、掃
除や片づ
けをしな
がら子ど
もたちの
様子を見
守ってい
たが、当
該児童は
他の子ど
もの陰に
なり十分
に見えて
いなかっ
た

夕方の掃除
やお迎えの
時間だった
ため、支援
員の子ども
たちへの見
守りが手薄
になってし
まったこ
と。また、
集団で遊ん
でいる児童
がいて、そ
の集団が壁
になってし
まい、角度
によっては
見えないこ
ともあった

掃除やお迎
えの時間帯
であって
も、子ども
たちへの見
守りが手薄
にならない
よう支援員
同士で臨機
応変に対応
しながら子
どもたちを
見守ってい
くこととす
る

4012

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 20 3 2
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手拇指
骨折の疑
い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

－
2.基
準配
置

－

職員会議
などでマ
ニュアル
を定期的
に確認す
るととも
に，様々
な事故を
想定し，
具体的な
職員の動
きを話し
合う。

1.定期的
に実施

－
1.定期的
に実施

－
1.定期的
に実施

－ －

日常的に
清掃と同
時に点検
をするよ
うにして
いる。そ
のため，
整備不
備・玩具
の不備で
の事故は
ない。引
き続き、
日常的な
点検を継
続する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

児童公園
には遊具
等があ
り，気を
つけるこ
とを子ど
も達に再
度声がけ
をする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

学校の運
動会が近
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児童
も含め，
全体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具を使
用してい
る児童を
見守って
いた。

初めて
の運動
会で，
クラブ
でも活
発に練
習して
いた。
怪我に
気がつ
いた
が，児
童が大
丈夫と
のこと
だった
ため，
対応が
遅れて
しまっ
た。

児童の怪我
の様子を充
分に確認
し，適切な
対応をと
る。

4013

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 97 7 4
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首腓
骨骨折及
び靱帯損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

－

事故防止
マニュア
ルを整備
し，研修
の実施に
より職員
の周知を
行う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

定期的に
施設・設
備点検を
実施し，
劣化部分
や損傷部
分は修繕
対応を行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

集団活動
中は施設
ごとに人
員を適切
配置し，
事故防
止・けが
防止に努
める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援員が
分担して
見守りを
していた
が、他児
への対応
もあり、
本児の動
きに注意
を払えて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各自分担
の子ども
への支
援、見守
り。

－

放課後児童
支援員が校
庭での遊び
の際の危険
性を再認識
し，見守り
を怠らない
ように配慮
するととも
に，児童に
は安全な遊
具の使い方
について，
特に滑り台
の滑り方に
ついて重点
的に指導す
る
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4014

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 66 6 3
18.６
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

一人帰り
の際は職
員が玄関
まで見送
りをし、
靴の履き
方等注意
を促して
いるが、
保護者と
下館の場
合は保護
者に委ね
ているこ
ともあっ

た。

日常的な
子どもた
ちへの指
導だけで
はなく、
保護者へ
おたより
での注意
喚起や保
護者会で
の説明な
ど、安全
を意識す
るように
働きかけ
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
施設に関
して問題

なし
－

7.その
他

スロープ
の脇をく
ぐって地
上へ降り
たり、階
段をジャ
ンプして
降りる、
靴のかか
とをつぶ
したまま
帰ってい
く子ども
がいる。

階段、ス
ロープの
昇り降り
や靴を正
しく履い
て帰るこ
と等につ
いて子ど
もたちへ
の日常的
な指導を
繰り返し
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

－

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

－ － －

4015

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 267 21 17
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

－

ヒヤリ
ハットを
常に意識
し事故発
生の予防
に心がけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

50 －

固定箇所
にぶつか
る可能性
を考え、
常に注意
喚起を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

遊戯室で
は遊びに
応じて、
人数制限
をしなが
ら、注意
喚起を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気も
良く、体
調不良は
見られな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
含めグ
ループ全
体を見
守ってい
たが、
ゲーム最
中でボー
ルを取り
合う対象
児だけに
注意を払
えなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児が
遊んでい
た遊戯室
はクラブ
室と離れ
ているの
で対象児
の動きを
把握でき
なかっ
た。

－

離れた位置
の場所で遊
ぶ子ども達
も、できる
だけ見守り
ができるよ
うに心掛け
る。

4016

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 8 2 1
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

・当日の
午前中に
イベント
があり、
子どもた
ちは少な
からず興
奮してい
た。ま
た、十分
に体を動
かして遊
べていな
かった。
その状態
で散歩に
出たので
通常より
もはしゃ
ぎ気味で
あった。

・土曜日
の散歩
は、子ど
もの状況
とその日
の流れを
十分に考
慮して、
慎重に出
ることを
職員で話
し合い、
共通認識
として徹
底する。

2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－ －

・本件は
緑地公園
の遊具の
不備では
なく、使
用方法に
起因する
事故のた
め。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・1年生
は、回り
の上級生
がやって
いること
を真似し
たがり、
はしゃい
でいた。

・遊ばせ
方は、そ
の時の子
どもたち
の様子を
見ながら
臨機応変
に対応し
ていくこ
とを職員
で徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・普段か
ら元気が
よく、こ
の日もい
つも通り
元気に遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・常勤職
員は、滑
り台の下
にいて、
滑ってく
る子ども
を見てい
た。対象
児も他児
と同じよ
うに滑っ
てきた
が、職員
が一瞬他
児に目を
向けた時
に滑り台
下方で躓
き転倒し
てしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

非常勤職
員は滑り
台の上に
立ち、
座って滑
るように
声をかけ
ながら滑
る子ども
たちを見
ていた。

・職員
の立ち
位置が
しっか
りと全
体が見
渡せる
場所に
なって
いたか
どうか
を職員
間で確
認をし
なかっ
た。

・現場の職
員は、その
時の状況や
遊びの流れ
により子ど
もたち全体
が見える場
所に立ち、
常に危険が
ないかを注
意できる所
にいること
を確認し、
徹底する。

4017

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 14 2 1
20.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
頭骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

事故予防
に関する
マニュア
ルが必要
だと感じ
た。

マニュア
ル作成に
向けて話
し合う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設遊
具・玩具
の安全面
には問題
がなかっ
た。

施設遊
具・玩具
の安全面
には問題
がなかっ
た。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

環境面に
も参加児
童数にも
問題はな
かった。

環境面に
も参加児
童数にも
問題はな
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体育館で
の活動で
元気にし
ていた。
たまたま
他の児童
が転び、
その児童
の脚につ
まずい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れたと
ころから
目を離さ
ず見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

－

支援員
の人数
にも問
題はな
かっ
た。

支援員の人
数にも問題
はなかっ
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4018

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 61 5 2
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首脱
臼骨折
（全治2
か月～３
か月）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

安全に保
育できる
体制が整
わない場
合の工夫
した保育
や遊びの
制限に関
する知識
が充足さ
れていな
い。ま
た、経験
が少ない
支援員の
事故予防
へ意識が
薄れてい
たことも
要因と考
えられ
る。

無理のな
い保育、
児童の行
動に制限
をかけな
い保育の
ノウハウ
について
実践を通
じて、支
援員会で
共有す
る。

3.未実施 －

本来使用
する目的
外で登
り、転落
してし
まった事
が原因。

本来の目
的以外で
使用する
ことの危
険さを話
し、禁止
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内で4
～5名の
児童を支
援員一人
が保育

し、室外
では55～
56名を4
名が保育
してお

り、校庭
では低い
鉄棒付近
には支援
員がつい
ていな

かった。

全体が見
渡せる場
所に支援
員が移動
し、児童
の行動を
注視し、
予測しな
がら支援
員同士が
お互いを
意識し、
保育にあ
たる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学童では
ない南小
児童と低
い鉄棒で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

バスケッ
トゴール
付近で一
人の支援
員が見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他3名
は、タイ
ヤ飛び付
近、朝礼
台付近、
ジャング
ルジム付
近でそれ
ぞれの児
童につい
て保育し
ていた。

鉄棒付近に
支援員がつ
いておら
ず、危ない
行為をすぐ
に止めるこ
とができな
かった。禁
止行為であ
り、日頃か
ら注意して
いたが、な
ぜ禁止なの
かが児童に
伝わりきれ
ていなかっ
た。

その日の児
童数、児童
の体調、支
援員の体制
により、外
遊びを始め
る前に打合
せをして配
置場所、制
限を明確に
して、支援
員同士で共
有する。

4019

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 6 2
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

－

児童の安
全を守る
観察の仕
方につい
て、指導
員同志で
話し合い
をした。

1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

ほぼ毎日
1.定期的
に実施

毎日 －

遊具の使
い方や遊
ぶ時の

ルールを
確認す
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ

り

見守る指
導員の人
数に問題
は無かっ
たか、死
角になる
様な箇所
は無かっ
たか。

外遊びを
する児童
の人数に
応じて、
指導員を
適切に配
置する。
指導員の
目に届く
範囲で遊
ぶよう児
童との

ルール等
作成す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊び時
間中、小
学校校庭
内に設置
されてい
る遊具で
ある雲梯
で遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊びを
している
児童を全
体的に見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

雲梯から
落ちた対
象児童に
素早く気
づき、駆
け付け
た。

外遊び
におけ
る指導
員の人
数の配
置や態
勢。

外遊びの指
導員の態勢
や立ち位置
や緊急時の
指導員の動
き方と児童
の搬送方法
の確認をす
る。

4020

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 8 3
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

外遊びの
際の人員
配置が適
切だった
か。

館内と外
遊びの状
況を見
て、可能
な限り支
援員の外
遊びの見
守りシフ
トを多く
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

開所の都
度

設備その
ものに問
題はな
い。

遊具の故
障ではな
いので、
定期的に
目視
チェック
を実施
し、年１
回の業者
点検の結
果を把握
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具で遊
ぶのに適
した学年
や運動の
能力の不
足。遊具
に対する
不慣れ。

普段の観
察によ
り、該当
の遊具で
遊ぶ際
に、児童
の学年や
運動能力
を把握
し、まだ
無理だと
思ったと
きは声を
かけて事
故を未然
に防ぐ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

－

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

－

外遊び
の際の
見守位
置。

全体を見渡
せる位置を
とり、遊具
での遊びの
際、危険な
兆候がない
かどうかを
観察する。

4021

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 25 5 4
19.７
歳

1.男
児

ー

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

来所途中
の事故。

来所途中の
事故。

4022

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 2 1
20.８
歳

1.男
児

―
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

マニュア
ルの研修
だけでは
なく実地
研修が必
要

定期的に
実地研修
を行う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

3

児童が足
を引っか
けた遊具
の配置が
悪かっ
た。(据
え置きタ
イプ）

遊具の配
置を検討
し、移動
させた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

予測され
る行動の
分析を行
い見守り
支援を行
う。

予想され
る児童の
行動分析
を行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

自分が転
校するこ
となど、
友だちや
職員に報
告し、テ
ンション
が高かっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐそば
で見てい
たが、児
童が早く
走ったの
で注意す
る間もな
かった。
本児は大
阪への転
校が決
まってお
り落ち着
かない状
況だった
と、母か
ら聞く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園舎に居
る児童を
見てい
た。

転校の
ため精
神的に
落ち着
けな
かっ
た。

転校のため
精神的に落
ち着けな
かったこと
に対して配
慮が必要
だった。

201 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4023

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 84 9 4
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

－

職員会議
での見守
りポイン
トの確認
と周知

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設設備
について
は問題な

し

なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－
見守り方
法の再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

校庭の雲
梯で遊ん
でいる最
中に発生
した。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

マンツー
マンで付
き添って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

一瞬の出
来事で、
落下し手
をついた
瞬間は未
確認で
あった。

－

遊び中の怪
我である
が、状況を
よく確認
し、他の部
位にもけが
がないか確
認して応急
措置をする
よう職員間
で再確認し
た。

4024

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 5 2
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

危険があ
るという
予測に欠
けていた

職員体制
を整え、
危険予測
を行う。
事故発生
時の対応
方法を再
確認す
る。

2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2

安全点検
以外にも
遊具使用
前に点検
する

タイヤを
一定期間
使用禁止
にした

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自分でも
危険を予
測し、
ルールは
守る。

色々な危
険がある
ことを予
測して、
何度も伝
える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
タイヤの
ところで
遊んでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険があ
ることの
声かけは
していた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ほかの児
童を見て
いた

子ども
の遊び
場に必
ず複数
の指導
員を配
置する
こと

天候によっ
ては滑りや
すいなど、
遊具の危険
性が日々変
わることを
指導員ミー
ティングで
確認し、
日々意識す
るようにす
る。

4025

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 57 5 5
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

ひび（亀
裂骨折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

ボールの
取り方に
ついての
説明が必
要であっ

た。

キャッチ
ボールで
起こり得
るケガに
ついて注
意喚起を
する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 －

点検リス
トに基づ
いて、安
全点検を
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

全児童を
見守る体
制での支
援配置を
検討、改
善してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

キャッチ
ボールを
していた
相手とケ
ンカやト
ラブルは
なく、通
常通りの
ボール投
げから起
きたこと
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童同士
でキャッ
チボール
をしてい
る様子を
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

児童の様
子を視野
に入れな
がらも、
それぞれ
の配置
で、遊び
を見守っ
ていた。

－

児童を遊ば
せる環境の
中で、適切
な支援員の
配置を行う
ことも大事
だが、どの
位置に配置
するか予測
と検証を繰
り返し行う
こととす
る。

4026

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 56 5 3
20.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
頚部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故を未
然に防ぐ
ため、支
援員（補
助員）全
員での連

携

支援員
（補助
員）全
員、毎日
の清掃
後、全体
ミーティ
ング等で
全員で再
確認

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

連休明け
で、全体
的に児童
が興奮し
た様子で
あったと
思われる

児童全員
で、今一
度室内遊
びのルー
ルを話し
合った

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童は遊
びに夢中
になって

いた

狭い室内
で事故を
未然に防
ぐため
に、見守
りを強化
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は、
走りふざ
けていた
男女7～8
人の中に
いて、一
緒に遊ん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員
（補助
員）全
員、走ら
ないよう
何度も声
かけをし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

送迎の時
間が重な
り、他の
児童を対
応してい
た

連休明
けの児
童の興
奮した
様子、
送迎時
間の重
なり

今後も、走
り回る児童
やふざけて
いる児童へ
の声かけを
強化し、危
機管理を徹
底する

4027

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 2 2
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

常に職員
が事故予
防するた
めに繰返
し研修へ
の参加や
マニュア
ルを確認
させる必
要があ
る。

3.未実施 －
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12

遊具自体
に破損等
はなく、
ウレタン
製のブ
ロックで
の遊び方
に起因し
ている。

ウレタン
製のブ
ロックを
飛ぶ際に
間隔が大
きいよう
なら支援
員が事前
に指導す
る必要が
あるの
で、危険
予知ト
レーニン
グで実践
できるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

ハード面
と同様
に、遊び
の中で転
倒等の予
測ができ
るよう支
援員が指
導する必
要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に目
立った動
きはな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
たがウレ
タン製の
ブロック
の間が広
がってい
た認識は
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の遊びを
見ていた
ので、対
象児は見
ていな
かった。

－

当時、遊戯
室にいる児
童が少なく
なっていた
ので、複数
の遊びを展
開してい
た。支援員
がもう少し
注意ができ
るよう、指
導する必要
がある。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4028

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 48 7 3
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

・支援員
が１名し
かいない
中で１部
の児童の
対応な入
り、無理
なく渡る
ように

声掛けが
出来な

かった。
・うんて
いの両端
に支援員
を配置す
べきで

あった。

うんてい
の両端に
支援員を
配置す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

順番を
守ってう
んていを
していた
が前の児
童との間
隔があま
りなかっ
たため
多くの児
童が雲梯
を行っ
た。

うんてい
を渡始め
るタイミ
ングを決
めて、児
童同士の
接触を防
ぐ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で外遊び
の前から
うんてい
で遊ぶこ
とを楽し
みにして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

うんてい
のはじめ
に支援員
が立って
いて並ん
でいるこ
どもへ声
掛けをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
遊びの見
守りをし
ており、
うんてい
を見てい
る支援員
はいな
かった。

１年生
は学校
の遠足
に行っ
て疲れ
ている
様子

だった
ため、
外遊び
の時間
を短縮
したが
遊びの
種類も
限定す
べき
だっ
た。

・体調や学
校行事に合
わせて遊び
の種類を限
定する。
・うんてい
の両端に支
援員を配置
する。

4029

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 6 5
22.10
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上顎歯肉
部裂傷、
前歯脱
臼、上下
唇顔面上
部打撲、
開腔障害

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

適正な見
守りをし
ていても
わずかな
隙に事故
が発生し
てしまう
ので、今
後はより
一層の注
意喚起や
見守りに
努めてい
く

1.定期的
に実施

1 3.未実施 － 3.未実施 －

今回の事
故につい
ては、遊
具の不備
その他明
らかな原
因がある
ものでは
なく、不
測の事態
が重なっ
たことで
発生した
ものと思
われる。

遊具の点
検等は学
校で行っ
ているた
め、使用
していて
気になる
点があれ
ば学童保
育所職員
から学校
へ報告・
相談する
等連携を
取ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

児童の様
子をよく
見て、注
意喚起や
見守り等
を今後も
適切に
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同じ建物に
あるもうひ
とつの学童
保育所の児
童も同時に
外遊びを始
め、大勢で
各々遊んで
いた。当該
の児童も、
周囲の児童
も、学童保
育所での

ルールの範
囲で遊んで
おり、事故
発生前に注
意すべき言
動はなかっ

た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員は当
該児童を
含め集団
を見守
り、適切
に育成支
援を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は同じ校
庭にいて
他の児童
を見守り
ながら、
当該児童
の様子も
目に入れ
ていた
が、事故
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

児童は特に
大きなトラ
ブルを起こ
したり、職
員からの注
意も受ける
ことなく、
他の児童と
楽しく遊ん
でいたが、
遊びに夢中
になり、足
元に注意を
払う危機意
識が少な
かったかも
しれない。

適正な見守
りをしてい
てもわずか
な隙に事故
が発生して
しまうの
で、今後は
より一層の
注意喚起や
見守りに努
めていく

4030

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 29 4 2
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

モンテジ
ア骨折
（左）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

－

児童の動
線を意識
した見守
りを心が
ける。

2.不定期
に実施

－ －

児童が登
ることが
出来る場
所がない
よう管理
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の児
童を見守
る必要が
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

学習の準
備をする
必要が
あった。

－

学習の準備
中であった
が、児童の
発達や特性
に応じた見
守りが必
要。

4031

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 6 3
22.10
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

マニュア
ルの再確
認、周
知。合同
保育時の
児童数・
職員の配
置・1日
の流れな
どを指導
員全員で
確認を
し、シ
ミュレー
ションを
おこな
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

使用の都
度

1.定期的
に実施

使用の都
度

－

校庭の地
面のすべ
りやすさ
などを確
認する。
集団遊び
時など、
職員の配
置バラン
スの見直
しを行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

集団活動
中の見守
り強化。
集団遊び
の際は特
に複数の
指導員を
配置して
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登所のこ
ろから通
常通り。
特に支援
を要する
児童では
ない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ボール鬼
をしてい
た児童の
そばでみ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は他児童
の外遊び
の様子を
見守って
いたの
で、見て
いなかっ
た。

－

外遊び時は
特に集団を
複数の支援
員で見守る
ようにす
る。複数の
子どもたち
が一斉に校
庭に出るの
で、集団遊
びをする場
所も考え、
ケガがない
ように配慮
する。

4032

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 119 3 2
20.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

腸間膜血
腫・顎、
膝の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

体育室は
職員2名
配置だっ
たが、事
故時は職
員1名は
器具庫内
で児童対
応してい
た。

会館で今
回の件を
現場で確
認し、常
時体育室
の活動の
見守りは
2名配置
とする事
を再度確
認した。
（器具庫
での対応
はしな
い。）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

一輪車を
乗れる児
童が増え
たため、
体育室で
の乗車台
数が多
かった。

時間を3
分割に分
け、職員
が十分に
見守れる
台数へと
変更し
た。(15
台→8～
10台）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

学校が早
く終わっ
たため、
当該児童
の気持ち
は高揚し
ていた。

安全に過
ごせるよ
う職員が
都度声を
かけてい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

当該児童
が得意な
一輪車の
活動であ
り、運動
能力も長
けている
ため、動
きが活動
的だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

補助員1
名は広く
見守り、
もう1人
の補助員
は一輪車
の調整な
どで器具
庫内にい
るタイミ
ングだっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
11名は各
部屋の児
童対応を
してい
た。

遊びを
見守る
際に
は、そ
の学年
やその
児童の
特性を
十分に
配慮す
る。

突発的な怪
我や事故が
起きる可能
性があるこ
とを十分に
認識したう
えで、児童
への声がけ
等を行う。

203 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4033

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 5 1
22.10
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

－

事故予防
マニュア
ルの作
成、研修
を行う。

2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－ －

今回の事
故と直接
的な関係
はない

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

事前に児
童を集
め、準備
体操を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず、
元気に
サッカー
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見守って
いた支援
員がすぐ
に駆けつ
け、対応
にあたっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童の
見守りを
してい
た。

サッ
カーの
技（ト
ラッ
プ）が
難易度
が高
く、着
地に失
敗し
た。

見守りだけ
でなく、危
険なプレー
の時に声掛
けをする。

4034

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 58 16 8
20.８
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－
2.基
準配
置

患部を冷
やして様
子を見る
が手のつ
き方が反
対（甲が
下）だっ
たことと
逆向きに
体重
がかかっ
てしまっ
たため
思ったよ
り怪我が
ひどかっ
た

子ども達
に階段は
慌てない
で上り下
りするこ
とや、友
達と話し
ながらや
遊びなが
らは危な
いことを
伝える。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

12

内側には
手すりが
付いてい
るが壁側
には手す
りが付い
ていない
ので検討
してい
く。

階段に
じゅうた
んが貼ら
れている
が、大勢
の児童が
よく上り
下りして
いるため
滑り止め
を検討し
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

建物の面
積に比べ
て児童数
が多い
為、移動
には並ん
で動くな
ど気をつ
けている
が、自分
でトイレ
や他の部
屋に遊び
に行くと
きも落ち
着いて行
動できる
ように定
期的に注
意し、意
識させて
いく。

階段の上
り下りは
慌てない
ことを徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

終業式で
いつもよ
り開放感
はあった
と思われ
る。友達
と話しな
がらだっ
たため、
身体が少
し斜めに
傾いた状
態で上っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１階ホー
ル、階
段、トイ
レの辺り
で走った
りなど、
危険な動
きをして
いないか
見ている
職員が気
づく。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各持ち場
の部屋に
分かれて
児童クラ
ブの子ど
も達を対
応。階段
からは１
階の遊戯
膣、図書
室および
２階の集
会室は死
角になっ
ており見
えにく
い。

複数の
職員で
怪我の
状態を
確認す
るよう
にして
いるが
腫れや
あざ等
がな
かった
ため
安易に
判断し
てし
まった
のは良
くな
かっ
た。

今後は、こ
まめに注意
深く患部の
観察をする
ように気を
つけてい
く。

4035

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 37 3 1
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯官破折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

途中から
参加人数
が増えた
ことと、
参加者が
高学年で
あったこ
とで子ど
もの動
きが大き
くなった
ことで衝
突しやす
い環境に
あったこ
と。

今後は職
員の立ち
位置や子
どもの予
想する姿
から注意
すべき点
や危険察
知を
意識し、
適切に対
応するよ
う心掛け
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

今後も子
ども達の
動きにお
いて危険
箇所の把
握に努め
たり、職
員配置な
どの対応
に配慮し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

途中で人
数も増
え、子ど
も達の動
きも大き
くなった
為スペー
スが狭く
なり衝突
しやすい
環境と
なった。

人数の制
限を考え
たり、子
どもの動
きから危
険を察知
し、ス
ペースを
広くした
りして改
善を図
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジ
ボールが
好きで、
積極的に
ボールを
取ろうと
する反
面、周り
がよく見
えていな
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ボールが
本児の方
に向かっ
てきたの
で、受け
取れるだ
ろうと容
易に考
え、傍で
見守って
いただけ
に留まっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

コート内
の人数は
少し多い
ように感
じたが、
ボールに
当たり外
野へと
行ってい
る子も多
かったの
で、衝突
には繋が
らないと
判断して
しまっ
た。

参加児
童が途
中から
増加し
たこと
と、高
学年が
増えた
ことで
動きや
力の具
合が
大きく
なった
ことが
要因と
なっ
た。

児童の参加
人数が増え
たところ
で、一旦遊
びを止め、
人数の制限
をしたり
職員の体制
を増加して
事故を防ぐ
ようにす
る。

4036

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 2 1
22.10
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

児童が支
援員の声
掛けを聞
かない状
態だっ
た。

危険であ
るから注
意してい
ること
を、担当
者が利用
児全員に
話をし、
保護者啓
発のお便
りを利用
家庭に配
布した。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

施設や遊
具関係の
事故では
ない。

－

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友達が少
なくな
り、活発
に動きた
くなる時
間帯だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

おんぶは
危ないこ
とを、近
くで３回
ほど注意
をしてい
たが、対
象児はや
めなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

２人で声
をかけて
いた。

－ －
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4037

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 151 14 9
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

日頃から学
童利用中に
小学校のグ
ランドを遊
び場所にし
ていて、遊
具について
児童も慣れ
ていること
で危険性を
強く意識し
ていなかっ
た。滑り
台、ブラン
コ、雲梯に
ついて見守
りで職員は
配置してい
たが事前に
危険な行為
と考えてい
なかった。

グランド
の遊び
方、遊具
の使い方
につい
て、職員
で危険性
について
の検討を
行う。年
齢(学年)
に応じ遊
び方の危
険度を職
員で共有
する。そ
れを基に
マニュア
ル化、
ルール化
を行う。

2.不定期
に実施

数回
2.不定期
に実施

数回
2.不定期
に実施

数回

小学校に設
置してある
遊具につい
ては特に安
全点検を
行っていな
かった。冬
期間は使用
禁止にな
り、新学期
より学校で
のルール説
明があり、
使用となっ
ていた。ブ
ランコで立
ちこぎをし
ない等学校
のルールに
従ってい
た。

今回の事
故につい
て小学校
と情報を
共有し
た。危険
な遊び方
や使用の
ルールに
ついて再
度確認を
行った。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具で遊
ぶ際の危
険性を十
分理解し
ていな
かった。

それぞれ
の遊具遊
び方など
について
危険性を
分析し、
職員全員
が意識的
に見守り
を強化す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
雲梯で遊
ぶことが
あり、得
意にして
いたので
１段飛ば
しで移動
して遊ん
でいると
きにも特
に禁止を
しなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

グランド
には職員
が４人配
置されて
いたが、
遊具付近
には１人
いて、他
の職員は
離れたと
ころにい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

グランド
ではほか
にサッ
カーなど
の遊び
や、グラ
ンドの端
で砂遊び
等してい
る児童も
いてそれ
ぞれ見守
りし、１
人が全体
を見てい
た。

職員グラン
ド全体で４
人配置さ
れ、遊具付
近には１人
見守りを
行っていた
が事故の瞬
間にはブラ
ンコの近く
にいて、雲
梯から離れ
ていたた
め、防ぐこ
とが出来な
かった。１
段飛ばしに
ついて認識
していたが
注意しな
かった。

遊び方には
十分観察が
必要で危険
性について
は職員全員
が同じ意識
で対応でき
るよう「ヒ
ヤリハッ
ト」の報告
を徹底す
る。

4038

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 75 9 4
21.９
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足の指
のひび

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

クラブ室
は続く階
段部分
（今回の
扉を含
む）に職
員が配置
できな
かった。
現状
の人数で
は、職員
を配置す
るのはむ
ずかし
い。

クラブ室
へ続く階
段部分
（今回の
扉含む）
は、支援
員の目が
届ききら
ず危険が
伴うこと
を児童ら
に伝え、
引き続き
注意喚起
を行う。

1.定期的
に実施

毎日 3.未実施 －
1.定期的
に実施

24

扉が重く
下に小さ
な隙間が
あったこ
と。

児童登室
時には扉
を開けて
おく。
下の隙間
にやわら
かいスポ
ンジをつ
ける。

7.その
他

クラブ室
へ続く階
段部分
（今回の
扉含む）
は、職員
を配置し
ておら
ず、目が
行き届か
なかっ
た。

クラブ室
へ続く階
段部分
（今回の
扉含む）
は、職員
の目が行
き届きき
らず危険
が伴うこ
とを児童
らに伝
え、引き
続き注意
喚起を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

扉を開け
る時の距
離が近す
ぎてし
まった。
また、他
児童が周
りを見ず
に扉を開
けてし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

階段での
ことだっ
たので職
員は事故
発生後し
か確認で
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

階段での
ことだっ
たので職
員は事故
発生後し
か確認で
きなかっ
た。

他児が
開いた
ドアに
当該児
童の足
が巻き
込まれ
てし
まっ
た。

クラブ室へ
続く階段部
分（今回の
扉含む）
は、支援員
の目が届き
きらず危険
が伴うこと
を児童らに
伝え、引き
続き注意喚
起を行う。

4039

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 58 7 4
18.６
歳

1.男
児

骨形成不全
のため乳児
の頃から大
学病院で継
続治療を
行ってい
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

下顎骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

－

骨形成不
全の既往
症がある
ので，子
供にどの
程度運動
させて良
いか保護
者と相談
して方向
性を確認
する。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも遊
んでいる
お気に入
りの運動
で，特に
ぎこちな
さはな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の安
全を見
守ってい
た。当該
児童につ
いては，
既往症の
骨形成不
全がある
ので特に
注意して
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

基本的に
一か所一
名で見守
りを行
う。他の
職員は別
の場所で
見守りを
行ってい
た。

－

運動すると
きには子供
に注意喚起
の声掛けを
していかな
ければなら
ない。

4040

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 92 9 3
18.６
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

48
2.基
準配
置

－

児童の見
守りと事
故防止の
ための児
童への注
意を徹底
する

1.定期的
に実施

44
1.定期的
に実施

45
1.定期的
に実施

44 －

安全点検
に努め危
険個所を
発見し、
修繕を
行ってい
く

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

職員によ
る児童の
見守り
と、事故
防止のた
めの大型
遊具の遊
び方を児
童に徹底
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

庭にある
大型遊具
で遊んで
いたとこ
ろ、円形
状のはし
ごから降
りようと
して手を
滑らせ、
体をかば
おうとし
て右肘を
地面に打
ちつけ、
肘の骨折
をした。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

庭で見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童館
ホールや
クラブ室
での児童
の見守り
で他の児
童を見て
いなかっ
た。。庭
にいた職
員も他の
児童を見
守ってい
たため事
故を目撃
できな
かった

－

突然の危な
い行動によ
る事故を防
止するため
日頃からの
注意を徹底
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4041

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 3 1
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

職員の研
修を半期
に１回ず
つに増や
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

リスク担
当職員の
みなら
ず、その
他の職員
も交代で
安全点検
を実施
し、意識
を高める
ようにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

子供の遊
びの状況
に応じ、
特に外で
遊ぶ児童
が多い場
合は、職
員の立ち
位置など
に配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
て、逃げ
ることに
夢中で
ジャンプ
した際、
バランス
を崩して
手をつい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

２名の職
員が外で
子どもを
見守って
いたが、
それぞれ
他の児童
に付き
添ってい
た。数名
の児童が
鬼ごっこ
をしてい
ることは
把握して
いたが、
当該児童
の動きを
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内にお
いて、１
名は連絡
帳等の記
入、１名
は室内で
遊んでい
る児童を
見守って
いた。

－

子供の遊び
の状況や室
内室外で遊
ぶ子どもの
人数のバラ
ンス等を見
て、職員の
内外の配置
を配慮す
る。

4042

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 88 5 4
19.７
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

夏休みが
始まり、
気分が高
揚してい
た。

子どもの
行動を注
意深く見
ていく必
要があ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

数回
1.定期的
に実施

数回

玄関前の
遊びのス
ペースは
人工芝を
はって間
もない。
転んだ人
工芝の下
の状態が
雨水を流
すための
鉄のグ
レーチン
グであっ
た可能性
がある。

人工芝の
状態を確
認するこ
と。縄跳
びの場所
の検討。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一列に並
んで順番
に飛んで
いたが、
当該児童
は列に並
んで飛べ
ないため
一人列か
ら抜けた
状態で飛
んでい
た。他の
児童が飛
んでいる
時に一緒
に縄に
入ってき
たりもし
ていた。

大縄を飛
ぶ際は、
周りをよ
く見て順
番に飛ぶ
よう、
しっかり
指導する
べきだっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

夏休みが
始まった
こと、大
縄が飛べ
る喜びで
気持ちが
高揚して
いたと考
えられる

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

縄を回し
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の見守り
をしてい
たため、
見れてい
なかっ
た。

職員が
まわす
ことで
周りを
注意深
く見守
ること
ができ
ていな
かっ
た。

職員が縄を
回すと周り
があまり見
れなくなっ
てしまうの
で、回す職
員と見守る
職員が必要
だった。

4043

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 62 11 7
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

小児上腕
骨外顆骨
折（右
肘）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

２スペー
スを２人
のスタッ
フで見守
る体制を
見直す

上記の内
容を１ス
ペース１
人ずつと
いう体制
とする

1.定期的
に実施

8
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

50 －

遊具等
ハード面
による事
故ではな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

各スペー
スにス
タッフが
１人ずつ
見守りを
行う体制
に強化す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体のバラ
ンス感覚
が悪い傾
向がある

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホールに
隣接した
部屋との
間を行き
来しなが
ら保育中

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担当ポ
ジション
にて保育
中

－ －

4044

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 81 7 6
20.８
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

剥離骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

誕生日会
があり、
その対応
やおやつ
の対応、
2階畳の
格子が外
れその対
応をする
支援員な
どで、外
にいた職
員は2名
だった。

外を見る
職員数を
増やす。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

うんてい
は高さも
あるた
め、落ち
るとケガ
になりや
すい。

普段から
うんてい
の近くに
支援員を
配置して
いたが、
高さがあ
るうんて
いなどの
遊具には
できるだ
け支援員
を配置し
注意喚起
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

うんてい
の近くに
は支援員
がいな
かった。

うんてい
などの遊
具の近く
にはでき
るだけ支
援員がい
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

誕生会で
のプラバ
ン作りも
丁寧に取
り組んで
いて、友
だちとも
一緒に遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
ていたの
で特に対
象児だけ
を見てい
たのでは
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特に対象
児だけを
見ている
ことはな
く、全体
を見た
り、室内
で他児の
対応をし
ていた。

本児は
うんて
いがで
きるよ
うに
なって
きて、
少し難
しい技
に挑戦
し、２
つ飛ば
しをし
ようと
して落
下し
た。

出来るよう
になってき
たときに事
故が起きや
すい。子ど
もたちのや
りたい気持
ちを尊重し
つつ、注意
喚起を行
う。

4045

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 20 3 2
19.７
歳

2.女
児

－
6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の損傷
（全治２
か月）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

－

1.基
準以
上配
置

－

事故予防
マニュア
ルを作成
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

更衣室の
床が濡れ
ており、
慎重に歩
かなけれ
ばけがを
する恐れ
があっ

更衣室の
床に滑り
止め付き
マットを
敷き、事
故が起こ
りにくい
環境をつ
くる

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

テンショ
ンが上
がってい
る様子
で、更衣
室を出た
り入った
りしてい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

水着を絞
ろうと外
に出よう
とした時
で、児童
が入って
きたのは
気付いた
が
転ぶ瞬間
は見てお
らず、他
の児童か
らの呼び
かけで事
態を把握
する

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外で水泳
の指導中
だった

－

更衣室内外
の様子を把
握できるよ
う、人員の
増員を検討
する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4046

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 13 4 1
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

子どもた
ちの見守
りをしな
がら、子
どもたち
の出欠状
況の確認
を行って
いた。ま
た、事故
発生場所
は死角と
なってい
た。

危機管理
意識を高
め、死角
がない状
態で子ど
もの見守
りを行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

階段や建
築時に備
え付けの
棚があ
り、子ど
もたちの
遊び場と
なること
がある。

施設内の
危険な場
所の把握
を徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童がや
りたいと
思うこと
が遊びに
なってい
ることが
あり、
やっては
いけない
ことを理
解できて
いないと
ころが
あった。

子どもた
ちの怪我
や事故に
つながる
行為を止
めるよう
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びの一
環として
棚の上に
登ろうと
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

プレイ
ルームで
遊んでい
る児童全
体の見守
りと来館
する子ど
もの受け
入れをし
ていた。
児童が棚
の上に
登ってい
ることに
は気づい
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員４名
が勤務。
体育室、
図書室に
各１名、
電話応対
のため事
務室に１
名がい
た。

児童の
状況を
考慮
し、職
員を配
置す
る。

会館での遊
び方、ルー
ルなどを職
員及び利用
者の両方に
徹底する。

4047

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 60 4 1
22.10
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右親指の
関節の捻
挫

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

子どもた
ちの見守
りはして
いたが、
怪我に発
展する状
況を見極
めること
ができな
かった。

危機管理
の意識を
高め、子
どもたち
の遊びが
激しく
なってき
たら、子
どもたち
の要望が
あっても
止めさせ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

自由な発
想で遊ぶ
ことがで
きる遊具
であり、
自分たち
で考えた
ルールで
遊んでい
た。

遊具を使
用してど
のような
遊びに発
展するか
想定し、
怪我や事
故につな
がるよう
な場合の
対処方法
等を検討
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊んでい
る状況の
中から、
怪我や事
故に繋が
るような
遊びがな
いかを見
極める。

子供たち
の自由な
発想をす
べて受け
入れるの
ではな
く、危険
な状況に
つながら
ないかを
考慮し児
童の指導
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

数名で遊
んでお
り、今回
のゲーム
に発展し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

プレイ
ルームで
遊んでい
る児童全
体の見守
りをして
いた。対
象児童が
マットで
遊んでい
ることは
把握して
いたが、
怪我につ
ながるよ
うな行動
までは把
握できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員４名
が勤務。
体育室、
図書室に
各１名、
プレイ
ルームに
２名が対
応してお
り、うち
１名は来
館・退館
する児童
対応をし
ていた。

学年や
その子
どもの
特性を
十分に
考慮
し、対
応人数
を配置
する。

会館での遊
び方、ルー
ルなどを職
員及び利用
者の両方に
徹底する。

4048

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 3 2
21.９
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回

1.基
準以
上配
置

竹馬のと
きに、裸
足の方が
乗りやす
いという
ことで裸
足での竹
馬を
許可し
た。

裸足の場
合、ケガ
をする危
険性が高
いという
認識に乏
しいた
め、その
危険性の
共通認識
をとる。
また、他
に同じよ
うな事象
が発生し
ないか、
確認をす
る。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

数回
2.不定期
に実施

数回 －

ハード面
における
問題はな
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

裸足で竹
馬をして
いたた
め。

竹馬のと
きには、
靴を履く
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

複数人で
遊んでお
り、特に
気になる
様子はな
かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

竹馬をし
ている状
況を把握
してい
た。竹馬
から転倒
したが、
特別な様
子はな
かったの
で骨折に
気づかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

竹馬の対
応はス
タッフ一
人で対応
してい
た。他２
名のス
タッフは
室内の児
童の対応
をしてい
た。

転倒し
たが、
本人か
らの訴
えがな
く、ケ
ガに気
づけな
かっ
た。
そのた
め、保
護者に
も伝え
ること
が出来
なかっ
た。

転倒後、ケ
ガをしてい
ないかを確
認する。
帰りの会な
どで今日の
様子を確認
するように
する。

4049

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 34 4 3
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

外遊びの
時間帯
で、遊び
ごとの担
当支援員
を配置し
ていな
かった。
複数の遊
びを担当
する場合
の工夫し
た保育や
遊びの制
限に関し
て知識を
深めなけ
ればなら
ない。

支援員の
体制に応
じて、遊
びの単位
が明らか
に多く、
目が行き
届かない
場合の無
理のない
保育、児
童の行動
に制限を
かけない
保育のノ
ウハウに
ついて実
践を通じ
て、支援
員会で共
有する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

梅雨の時
期、雨の
あがりの
グランド
では砂が
浮いた状
態の場所
があっ
た。

雨の日が
多く、な
かなか外
で遊べな
い日が続
いたの
で、雨上
がりに外
へ出た
が、グラ
ンドの状
況の確認
して、安
全を確か
めること
を怠らな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の様子
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

校庭南側
のサッ
カーゴー
ル付近で
８名ほど
の児童が
サッカー
で遊んで
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少し離れ
たところ
で、9名
の児童と
ドッジ
ボールを
しなが
ら、校庭
中央で野
球
（キャッ
チボー
ル）をし
ている児
童とバス
ケットの
シュート
練習をし
ている児
童を見て
いた。

支援員４名の
内、１名は体
育館と北学童
の間で虫取り
をしていた児
童を見てい
た。また、も
う１名は、校
庭の北側に位
置する広場で
児童を見てい
た。その他、
ドッジボー
ル、野球、バ
スケット、
サッカーをし
ている児童は
支援員2名がみ
ていたが、一
人一人の行動
を細かく把握
できる保育で
はなかった。
また、小学1年
生の身体的な
状況により、
ボールを扱う
場合の体を使
う能力や転ぶ
時の受け身な
ど、習得でき
ていなかった
ことも要因の
一つ。

遊びの単位
ごとに1年生
がいる遊び
には支援員
がついて、
保育をする
状況を守
り、身体的
な遊びの習
得に関して
は引き続
き、児童全
体へ話をす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4050

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 23 3 1
22.10
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

－

研修で学
んだこと
をパー
ト・アル
バイト支
援員にも
伝える。

1.定期的
に実施

1 3.未実施 －
2.不定期
に実施

－ －

壁に衝撃
を吸収す
る素材を
はりつけ
るよう検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

1人の児
童に気を
取られて
いたた
め、幅広
く見守る
視野を持
つことを
心掛け
る。室内
では外と
違い壁が
あるた
め、外と
同じ勢い
で走ると
衝突の可
能性が高
いことを
子どもた
ちに話
し、都度
声掛けを
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

新しい遊
びで少し
テンショ
ンが高く
なってい
た。もと
もと、そ
の辺で躓
くことも
あり、
少々おっ
ちょこ
ちょいな
ところが
ある。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児がふ
ざけてい
るのを注
意してい
たとこ
ろ、当該
児童が壁
に衝突し
てしまっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の部屋
の児童の
見守りを
してい
た。

－

1人の児童を
注意してい
るときは一
度遊びを止
めさせる。

4051

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 5 3
21.９
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

－

ケガの危
険性があ
る遊びを
目撃した
際はすぐ
に注意し
ている
が、今後
はさら
に、児童
に対して
も日頃か
ら事故発
生防止の
意識付け
をおこ
なってい
く。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

12 － －

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大型ブ
ロックを
使った遊
びは、対
象児が日
常的に好
んで行う
遊びで、
いつもと
同じよう
に車型の
作品を
作って、
乗って遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ブロック
で製作し
た車に
立って
乗ってい
たため、
転倒のお
それがあ
ると注意
喚起の声
かけをし
た。転倒
した瞬間
には手を
さしのべ
ても間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児を
含む複数
の児童が
同じ部屋
のなかで
ブロック
や玩具を
使って遊
んでいた
ので、全
体を見守
りしてい
た。

－ －

4052

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 2 2
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘の
粉砕骨折
および脱
臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

－
2.基
準配
置

年齢に応
じた声か
けや見守
り援助の
位置、方
法につい
て配慮す
る。

配置基準
に合わせ
て人員を
配置をし
ているた
め、特に
なし。

1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

－
1.定期的
に実施

24 －

遊ぶ前に
遊具に不
具合や危
険箇所が
ないか確
認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

遊具での
安全な遊
び方を改
めて知ら
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の児童
も含め遊
具で遊ぶ
様子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
をしてい
た児童が
おり、そ
ちらを見
守ってい
た。

児童が
遊具で
遊ぶ様
子をみ
ていた
が、対
象児が
遊具を
つかも
うとし
た際に
うまく
つかむ
ことが
できず
に落ち
てしま
い、
とっさ
のこと
で対応
しきれ
なかっ
た。

できるだけ
近くにいて
見守り、適
宜遊び方に
ついて声か
けや援助が
できるよう
にする。

4053

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 41 5 3
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕肘骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

－
2.基
準配
置

－

今回の児
童は危険
な遊び方
をしてい
たわけで
はなく、
鉄棒を掴
み損ね落
ちた際の
場所が悪
かったこ
とから、
遊具に起
因した事
故ではな
い。遊具
の安全性
に関わら
ず事故の
回避は難
しかった
と考え
る。

1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

－
2.不定期
に実施

－ －

児童会で
使用する
遊具につ
いては使
用前に点
検するな
ど確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

支援員は
遊具の目
の前にお
り、見守
りとして
は適切で
あったと
考える。
今後も引
き続き児
童から目
を離さず
見守りを
続けてい
きたい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
含む同じ
遊具で遊
んでいた
児童数名
の見守り
と他の児
童の見守
りを行っ
ていた。
遊びには
危険行為
は見受け
られず、
鉄棒を掴
み損ねて
落下する
ことは想
定外で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の見守り
を行って
いたた
め、他に
直接対象
児を見て
いる職員
はいな
かった。

－

外遊びを行
う際には引
き続き複数
の職員で見
守りを行っ
ていきた
い。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4054

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 6 6
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手第3
指中節骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

子どもの
ケガの起
こり得る
想定の見
直し。

研修強
化。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1 －

今回の事
故とは特
に関連な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールを
受けた際
に、手を
地面にぶ
つける様
な形にな
り、右手
中指を痛
めた。

ボールを
受ける時
はケガを
しない受
け方を指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

突き指し
た後、指
をおさえ
て痛がっ
ていた
が、しば
らくは外
野に出て
いた。そ
の後、痛
いと訴え
てくる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッヂ
ボールの
全体が見
える場所
で見守っ
ていた
が、突き
指をする
瞬間は見
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はそれぞ
れ他の遊
び場所で
見守って
いた。

ボール
を受け
た際
に、手
を地面
にぶつ
ける様
な形に
なり、
右手中
指を痛
めた。

ボールを受
ける時はケ
ガをしない
受け方を指
導する。

4055

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 24 4 1
19.７
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

－ －
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2 － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児童
の至近距
離にはい
たが、他
の児童を
見てお
り、対象
児童に背
を向けて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特に注意
が必要な
外の児童
を見てい
た。

－ －

4056

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 34 5 2
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

開所以
来、大き
な事故等
が発生し
ていな
かったた
め、マ
ニュアル
の整備が
できてい
なかっ
た。

事故防止
マニュア
ルを整備
してい
く。

3.未実施 －
1.定期的
に実施

4 3.未実施 － －

施設の定
期的な点
検、また
玩具の点
検を行う
よう指導
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

子ども達
の動きを
把握しつ
つ、危険
な状況に
ならない
よう確認
しあう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

追いか
けっこを
している
途中に鉄
棒を見つ
け、突発
的にジャ
ンプをし
て鉄棒を
つかもう
とした。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走ってい
たのはわ
かってい
たが、ま
さか鉄棒
に飛びつ
くとは思
わずよき
せぬ行動
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員がど
こにいる
かは把握
していた
が、それ
ぞれの場
所にわか
れて他児
を見てい
た為。

－

外遊びの際
の危険性を
再認識し、
見守りを怠
らないよう
配慮する。

4057

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 3 2
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足甲粉
砕骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

－

支援員及
び補助員
で、今回
の事故を
事例に取
り上げ検
討会を行
う

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4

バック
ネット裏
に破損し
たブロッ
クがある
ことの確
認ができ
ていな
かった

遊具等の
点検時に
周辺の確
認を行
い、事故
の要因と
なるおそ
れがある
ものにつ
いては、
学校と情
報の共有
し改善に
努める

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

猛暑のた
め外遊び
の時間が
短くな
り、外遊
びにおけ
る児童の
活動範囲
が広がっ
た

校庭が広
いので、
死角とな
る箇所の
安全確認
を定期的
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童４～
5名で虫
取りをし
ていた
が、途中
からバッ
クネット
裏で遊ん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故発生
時は、校
庭で主任
及び補助
員の2名
が見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えの
時間と重
なり、教
室に児童
もいたこ
とから支
援員が教
室に残
り、保護
者対応を
行ってい
た

お迎え
の時間
と重
なった
こと・
外遊び
での児
童の活
動範囲
の広が
り

2クラス
（A・B）あ
るため、支
援員等が外
遊びの見守
り配置につ
いて事前に
打ち合わせ
を行う

4058

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 5 2
20.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨々
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

夏休みシ
フトによ
る必要最
低限の人
員配置

必要最低
限の人員
配置の
為、教室
を離れな
ければな
らない事
由があっ
た場合、
隣の教室
の支援員
にヘルプ
を出す等
の連絡を
徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

学校の空
き教室を
利用の
為、活動
系の遊び
だけをす
る場所を
確保する
ことがで
きない。
体育館の
利用許可
は提出し
ている
が、熱中
症対策の
為利用を
控えた。

活動系の
遊びをす
る場所の
確保。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動系の
遊びと、
静養系の
遊びが混
在した空
間を作っ
てしま
い、そこ
に対して
十分な見
守りが出
来なかっ
た。

１つの教
室に対
し、活動
系の遊び
と静養系
の遊びを
必ず分け
る工夫を
する。ま
た、ルー
ルを守れ
ない児童
に対して
は十分に
説明し理
解をして
もらうよ
うに努め
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

夏休み熱
中症対策
により、
外遊び、
プール活
動が制限
がかか
り、狭い
室内での
自由遊び
になった
為。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おやつ等
の後片付
けで、一
人はゴミ
等を事務
室に運
搬、もう
一人は室
内にて片
付けなが
ら児童を
見守る
も、後ろ
で事故が
発生した
ため、転
倒を防げ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ等
の後片付
け等で児
童から目
線を離し
ていた
為、事故
を見てい
なかっ
た。

夏休み
による
シフト
の為、
必要最
低限の
人員に
なり、
十分な
児童の
見守り
が出来
なかっ
た時間
が出来
てし
まった
為。

さらに夏休
み期間中の
求人募集を
かけ人員を
集める余裕
のある人員
配置に努め
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4059

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 24 3 2
20.８
歳

1.男
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

－

今回の事故
は、放課後
児童クラブ
到着前の下
校途中に起
こったもの
であり、職
員の見守り
はなかっ
た。毎月集
団下校の際
学校まで迎
えに行き、
入所児童に
対してどの
ように気を
付けるのか
指導を行っ
ている。重
いランドセ
ルを背負い
坂道の下校
～登所なの
で、改めて
走らない等
指導を行っ
た。

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12 －

今回は、
施設外の
道路上で
転倒した
ことが原
因であ
り、施設
等の問題
個所はな
かった。
今後も施
設・設備
の点検を
行い、安
全な利用
ができる
ように努
める。

7.その
他

－

利用児童
が毎日通
る通路で
の事故の
ため、事
故直後に
入所児童
に対し
て、同じ
ような怪
我をしな
いよう下
校～登所
までの
間、具体
的にどの
ように気
を付けて
来るのか
指導を
行った。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

放課後児
童クラブ
に到着し
た際に
は、ひざ
に傷があ
る状態
だった。
また、転
んだ際に
ひじを地
面に打ち
付けたと
話してお
り、ひ
ざ、ひじ
の痛みが
あるよう
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

放課後児
童クラブ
へ登所途
中に起
こった事
故のた
め、事故
発生時、
職員の見
守りがな
い状態
だった。
登所後、
傷の手当
等応急処
置をし、
保護者迎
えの際
に、経過
の説明を
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

小学校か
ら放課後
児童クラ
ブへ登所
途中に起
こった事
故であ
り、職員
の見守り
がない状
態だっ
た。職員
間で事故
について
情報共有
し、対象
児への支
援等行っ
た。

－

登所前の事
故であり、
普段、支援
員の管理の
行き届かな
い箇所だ
が、集団下
校の際に支
援員が児童
を迎えに行
く機会など
を利用し
て、事故箇
所について
児童への注
意喚起を
行ってい
く。

4060

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 7 4
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肩骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回

1.基
準以
上配
置

事故発生
当日は、
児童クラ
ブ保護者
懇談会の
ため、職
員体制が
整って
いたが、
準備等の
ため、職
員が流動
的であっ
た。

児童の様
子につい
て情報共
有を行
い、さら
なる職員
同士の連
携を強め
る。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

床に肩を
打ちつけ
たが、床
にはカー
ペットを
敷いてお
り、対策
はできて
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

静的活動
の場所に
も関わら
ず、騒が
しい状況
であった
こと。

静的活動
の場所で
あること
を周知徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

静的活動
の場所で
あること
を周知徹
底する。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

図書室の
中心に配
置し、全
体を見渡
しながら
対象児童
のことも
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、各部
屋に配置
していた
ため、事
故が起き
た時に
は、対象
時の動き
は見てい
なかっ
た。

職員は、対
象者がじゃ
れ合いに
なった時、
事故が発生
することを
予測できな
かった。第
三者が押し
てしまった
とはいえ、
騒がしく
なった時に
止めていれ
ばこのよう
な事故にま
で発展しな
かった。

職員は部屋
の一部だけ
でなく、今
まで以上に
部屋全体の
状況を把握
するよう努
める。

4061

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 68 5 2
21.９
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

遊びに夢
中にな
り、状況
の判断が
少し足り
なかった
こと

毎日の児
童の見守
りを通し
て、それ
ぞれの遊
びの中で
危険なこ
とについ
て事故防
止に向け
て支援し
ていく。
児童を集
めた全体
の場で指
導を行っ
ていく。

2.不定期
に実施

3～4
1.定期的
に実施

1～2
2.不定期
に実施

－ －

日常的な
点検活動
を繰り返
し行い、
不具合が
発生した
場合は、
役場担当
課と連携
を取り、
早期な改
善を図る
こととす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

危険なこ
とについ
ては児童
に知ら
せ、児童
自らが事
故を未然
に防ぐた
めの判断
力を培っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

マンツー
マンでは
ないが支
援員が見
守ってい
た。屋外
で見守っ
ていた支
援員は３
人。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で活
動をして
いる児童
を見守っ
たり、障
がいのあ
る児童へ
対応して
いた。

－

屋外で活動
する児童数
を時間帯で
制限するな
ど、配置さ
れた支援員
の目が児童
一人ひとり
に届くよう
工夫を行っ
ていく。

4062

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8
4.昼食時
（学童）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 9 7 7
23.11
歳

1.男
児

1種1級障害
者手帳認定
あり。歩
行・起立・
座位不能。
通常はミキ
サー食を摂
取してお
り、嚥下は
スムーズで
はない。

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

0.負傷
1.意識不
明

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

誤嚥
8.その
他

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

本クラブ
は、特別
支援学校
の小学部
の児童を
対象とし
た児童ク
ラブであ
る。

医療ケア
が必要な
児童につ
いて、成
長ととも
に体調の
変化があ
るため、
看護師を
中心とし
たミー
ティング
を継続す
る。ま
た、緊急
時を想定
した訓練
を行うこ
とが必
要。

1.定期的
に実施

1 3.未実施 －
1.定期的
に実施

開所時は
毎日

－

緊急時に
必要とな
るＡＥＤ
や医療機
器につい
て、看護
師を中心
に保管場
所の確認
の再確認
と点検を
継続す
る。

6.食事
(おや
つ)中

保護者か
らの食事
介助の要
望により
児童を仰
臥位で食
べさせて
いたが、
誤嚥をし
やすい姿
勢であっ
た。ま
た、時間
をかけて
でも、保
護者の持
参する弁
当を少し
でも多く
食べさせ
るように
してい
た。

保護者と
協議の
上、食事
介助の方
針を変更
した。食
事の時間
を1時間
とし、児
童が食べ
られる分
だけ食べ
させる。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

食事の一
口目から
咳き込み
があり、
通常時よ
り唾液の
戻りが少
ないよう
に感じ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

1対1での
食事介
助。ペー
スト状の
弁当を食
べさせて
いた。摂
食困難で
あること
に慣れ、
判断が遅
れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一斉に食
事をする
時間であ
り、他の
職員はそ
れぞれ他
児の食事
介助をし
ていた。

事故発生日
の前日（8
月7日）、
医療機関の
うつ伏せ訓
練で、本児
は痰が出や
すい状態で
あると保護
者へ注意が
あったが、
その情報は
児童クラブ
へ伝達され
ていなかっ
た。

医療措置が
必要になる
可能性があ
る場合は、
看護師によ
る食事介助
を徹底す
る。

4063

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 3 1
19.７
歳

2.女
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨
折,眼窩
壁の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

－
室内での
過ごし方
の指導

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

外遊びの
都度

2.不定期
に実施

1 －

危険性を
想定し支
援員間で
共有

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

危険性を
想定し声
掛けして
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お迎え
時、保護
者にかけ
よる

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保護者の
近くで児
童を呼ぶ

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
つつ各所
で児童の
様子と関
わる

－

支援員同士
ですぐに声
を掛けら
れ、見守り
がしっかり
できる環境
を作る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4064

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 21 2 1
20.８
歳

2.女
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手親指
剥離骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

－

プロレス
ごっこに
なる前の
じゃれあ
いの状況
ですぐに
止められ
るように
支援を行
う。

－

支援室内
では安全
に過ごせ
るよう適
切に支援
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

支援員体
制は適正
であり、
特段の改
善策はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発的で
落ち着き
がない。
いたづら
も多く、
注意され
ることも
多い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援員室
内で他の
児童の様
子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

グランウ
ンドにて
他の児童
の見守り
を行って
いた。

－

プロレス
ごっこにな
る前のじゃ
れあいの状
況ですぐに
止められる
ように、ま
た支援室内
では安全に
過ごせるよ
う適切に支
援を行う。

4065

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 77 9 6
18.６
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の動揺

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

－

登館中に
児童がけ
がをした
場合の対
応につい
て、職員
間で共有
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

通学路に
段差やで
こぼこが
あって、
児童が転
ぶことが
多いと学
校に情報
提供す
る。

7.その
他

－

学校から
の登館
も、走っ
たりふざ
けたりし
ないよう
に声がけ
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

－

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童館で
受け入れ
準備や先
に登館し
た児童へ
の対応。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童館で
受け入れ
準備や先
に登館し
た児童へ
の対応。

－

職員間での
情報共有を
密にし、す
ぐに怪我に
対応できる
ようにす
る。

4066

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 80 6 2
20.８
歳

2.女
児

－

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

－

地域の危
険箇所の
見回り、
確認を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

通学路お
よび帰宅
経路の安
全確認を
する必要
がある。

定期的に
見回りを
行い、危
険な要因
がないか
確認を行
う。

7.その
他

１人帰り
で退館す
る児童へ
の安全の
呼びかけ
をする。

１人帰り
時に安全
に気を付
けるよう
声かけを
毎日行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

週１回の
来館で、
来館して
すぐ退館
時間と
なった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

退館時に
敷地内を
出るとこ
ろまで見
送りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

館内にい
る児童の
対応をし
ていた。

退館す
る児童
に対し
て、気
を付け
て帰る
よう声
かけを
する。

退館する児
童に対する
声かけを徹
底する。

4067

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 41 5 2
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

－ －
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時 － －

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食後は
雨の為室
内で過ご
す。おや
つを食べ
たあと、
雨があが
り元気に
外遊びに
行く。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
数十名で
ドッジ
ボールを
行う。支
援員2名
配置。
ドッジ
ボールの
中に一
名、近く
に一名。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児と
同じチー
ムにいた
が、動き
は見てい
なかっ
た。

－ －

4068

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 33 5 3
19.７
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

対象児童
は特に激
しい遊び
をしてい
たのでは
なく、
滑ってこ
けて肘を
骨折する
可能性・
危機管
理・事故
防止を想
定できて
いなかっ
た。

子どもたち
へもフロア
でも事故・
骨折の可能
性がある
事、みんな
の靴下でフ
ロアが磨か
れて滑りや
すくなる事
を説明し、
フロアで体
を動かす遊
びをする時
は靴下を脱
ぐルールを
新しく周
知。また滑
りやすく
なったらそ
の都度早急
にワックス
をかけるこ
とにした。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

子どもた
ちの靴下
で床面が
磨かれて
滑りやす
くなって
いた。

事故後早
急にワッ
クスを塗
り直し
た。その
後も不定
期に添
付。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体を見
守る支援
をしてい
たため、
当該児童
の事故発
生時を目
撃してい
た支援員
がいな
かった。

風船遊び
は当面の
間しない
こととし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲の良い
友達が降
所し、自
身の迎も
もうすぐ
と認識し
ており、
いつもそ
の時間は
しっかり
遊ぶとい
うよりは
時間つぶ
しの遊び
をしてい
ることが
多くこの
日もそう
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故発生
時は見れ
ていな
かった
が、事故
前は全体
の1人と
して対象
児の動き
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
守る保育
をしてお
り、事故
時の対象
児は見れ
ていな
かった。

たまた
ま事故
発生
時、他
児童に
話しか
けられ
た等が
重なり
対象児
童を目
視出来
ていな
かっ
た。

床フロア、
畳部分を広
域で目視す
る担当支援
員の配置を
確認・徹
底。

4069

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 63 7 4
22.10
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上１番
外傷性歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

－

１スペー
ス２名以
上配置と
いう体制
をとる。

1.定期的
に実施

8
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

50 －

遊具等
ハード面
による事
故ではな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

各スペー
スにス
タッフが
２人ずつ
見守りを
行う体制
を強化す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

落ち着き
がなく、
衝動的な
言動・行
動有。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

共に長な
わとびに
参加し、
なわを回
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の担当、
配置中。

－
それぞれの
担当、配置
中。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4070

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 4 3
20.８
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ドッジ
ボールの
最中のケ
ガだった
ため、突
き指だと
判断し
た。

骨折等が
少しでも
疑われる
場合は、
保護者に
連絡し、
病院の受
診を促
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ドッジ
ボールに
使用して
いたボー
ルの硬度
等

今後、使
用する
ボールに
ついて
は、柔ら
かいもの
を使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ －

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
ドッジ
ボールを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

審判など
をして、
至近距離
で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

屋外の職
員のう
ち、1名
は審判を
していた
が、もう
1名は他
児童の見
守りをし
ていた。

－
安易に怪我
の状況を判
断しない。

4071

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 60 4 4
19.７
歳

1.男
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘の骨
折・頭部
打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

児童数に
対して職
員の数が
少ない

職員の数
を増やし
たいが、
経営的に
成り立た
ない

1.定期的
に実施

40
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

40 - -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

改善でき
ることが
ないか、
話し合い
をした
が、現在
のできる
精一杯の
ことをし
ている。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発な男
子児童で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊び時
２名で対
応してい
たが事故
当時は他
の児童の
対応にあ
たってい
て事故に
気付くの
が遅れた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は児童ク
ラブ内に
残った児
童の対応
をしてい
た

職員が
一瞬目
を離し
たすき
に起
こった
突発的
な事故
だった

全体を監視
する職員を
配置する

4072

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 6 5
18.６
歳

1.男
児

－
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部
裂傷（左
頭部）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

児童が多
すぎた。
遊び方の
静止の声
掛けが遅
れた。

児童数を
制限す
る。遊び
方を注視
して適切
な声掛け
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

テーブル
を出しっ
放しにし
ていた。

事務作業
に使用す
るテーブ
ルを使用
後片付け
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

狭い室内
で騒いで
いた。

２階での
過ごし方
を子ども
たち全員
で共有。
再確認し
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

高学年生
と一緒に
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故が起
こってか
ら気づき
対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の業務
を行って
いた。
（1名は
外遊びの
片づけ、
1名は台
所）

支援員
の位置
が適切
ではな
かっ
た。

子どもの遊
び方と学年
の組み合わ
せなどを把
握してお
く。

4073

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 6 2 1
18.６
歳

2.女
児

－
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手親指
付け根骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特記事項
なし

なし
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

2
特記事項
なし

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はなし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

野外活動
のため、
対象児の
動きを注
視してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
担当する
児童を注
視してい
た。

特にな
し

滑走前の注
意の内容を
更に充実さ
せる。

4074

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 28 6 5
20.８
歳

1.男
児

身長・体重
共に大きい
児童であ
る。本年5
月中旬、学
校への登校
時、同じ部
位を骨折し
ている。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足くる
ぶし剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

引き続き
毎日の
ミーティ
ングで危
険な出来
事は対応
を検討
し、注意
点を職員
が共有す
るように
努める。

1.定期的
に実施

毎日 3.未実施
遊具の設
置なし

2.不定期
に実施

24

担当者が
玩具の整
理・補修
を実施。
実施予定
日の定め
はなし。

今回事故
が起きた
際に使用
してい
た、カー
ペットの
安全確認
はしてお
り、損傷
等は見ら
れなかっ
た。これ
からも継
続して配
慮等をし
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各部屋に
1名ずつ
職員がお
り、映画
会場の事
故現場の
部屋は、
学童職員
1名、児
童館職員
1名の2名
が見守っ
ていた。

床がフ
ローリン
グのた
め、座る
場所に
カーペッ
トを敷
き、長時
間過ごし
やすいよ
うに配慮
をしてい
た。これ
からも安
全な環境
設定を行
うように
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に動
き回る児
童ではな
く、レゴ
ブロック
や工作な
どをする
事が好き
な児童で
当日も楽
しそうに
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

映画会場の
部屋にいた
学童クラブ
職員は、映
画終了後、
学年ごとに
呼びかけを
し、学童室
に戻るよう
に促してい
た。2年生を
呼んで、対
象児が立ち
上がったと
きに「痛
い」と言っ
て泣き出し
たので、声
をかけアイ
シング対応
をした。児
童館職員は
一般児童が
部屋に戻る
よう声かけ
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の部屋
を各自担
当して見
守りを
行ってい
たので、
対象児の
動きは見
ていな
かった。

特にな
し

特になし

4075

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 109 9 7
20.８
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

職員配置
などを事
前に地図
を用い、
また当日
に職員同
士で確認
したが、
滑り台で
の安全な
滑り方な
どの注意
事項を、
職員、子
どもと確
認しきれ
ていな
かった。

遊びだす
前に、職
員同士、
子ども達
にも危険
が伴う遊
具に関し
て、安全
な遊び方
などを一
度確認を
する。

2.不定期
に実施

-
2.不定期
に実施

- 3.未実施 -

アスレ
チックの
ため、遊
具には落
下を伴う
危険性が
あった。

特に重大
事故につ
ながりか
ねない遊
具に関し
ては職員
が見守
る、決し
て無理を
させない
などの配
慮を行っ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各々が好
きなアス
レチック
で遊んで
いたが、
一つの遊
具に怖が
りながら
も固執し
ている児
童が数名
いた。

あまり一
つの遊具
に固執し
すぎない
よう、子
どもに声
かけを
行ってい
く。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

普段より
高さがあ
る遊具に
怖がって
いたが、
友達が
滑ってい
くのを見
てやりた
がってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児に呼
び止めら
れ、指導
員、別の
児童の三
人で遊具
（滑り
台）から
滑ろうと
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広く、見
晴らしの
悪い場所
だったた
め、子ど
もがいな
くならな
いように
遊ぶ範囲
を囲う様
に見守っ
ていた。

一緒に
遊具で
遊ぼう
という
際、怖
いとい
う児童
に、危
険も伴
うため
無理に
滑らな
くてい
いと直
接的な
声掛け
をしな
かっ
た。

直接的に危
険性も伝え
た上で、安
全に滑る方
法などを説
明して、滑
り出せたほ
うがよかっ
た。また、
指導員もよ
り安全に配
慮した滑り
方を見せた
ほうがよ
かった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4076

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 73 7 7
18.６
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕部
両骨遠位
端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

年度当初
の1年生
の身体能
力に関す
る危険認
識が、不
十分で
あった。

年度当初
の１年生
の身体能
力を踏ま
えたヒヤ
リハット
の学習を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

50 特になし -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし -

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は1
年生で、
6月始め
のこの時
期にはま
だ学校の
遊具の大
きさに慣
れておら
ず、本人
はできる
と思いう
んていに
飛び移ろ
うとした
際、手が
届かず落
下した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

うんてい
近くの鉄
棒付近で
遊んでい
る児童を
見守って
いたた
め、落ち
た瞬間は
見ていな
かった。
本児が泣
いている
と児童が
呼びに来
たため、
本児を育
成室に連
れ帰っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

連れ帰っ
た支援員
がいなく
なった遊
具付近に
も気を配
り見守っ
た。

うんて
いで遊
んでい
る児童
がいた
のに、
うんて
い前に
支援員
がいな
かっ
た。

うんていで
遊んでいる
児童がいた
場合には、
できる限り
支援員が近
くで見守
る。

4077

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 10 2 2
18.６
歳

1.男
児

-
2.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折
（後日診
断が変わ
り、骨が
くっつい
ていると
報告あ
り）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

土曜日で
子どもの
人数は少
なかった
が、外の
出れる職
員も限ら
れてい
た。

遊ぶ場
所、遊具
の使い方
について
職員間で
確認し、
子どもた
ちに周知
してい
く。子ど
もの疲労
感等を把
握し、外
遊びの判
断をして
いく。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

1年生に
とって登
るには高
い場所で
はあっ
た。

登るとき
は大人が
より近く
で対応で
きるよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

疲れもあ
る中で遊
具の高い
場所で遊
ばせてい
た。

なるべく
クラブの
近い場所
で疲れに
配慮しな
がら保育
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前中野
球体験に
参加し、
午後も自
由遊びで
外で遊ん
だ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒の傍
で対象児
と他の児
童を見て
いたが、
対象児が
落下する
瞬間に駆
け寄るが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で室
内遊びの
児童の見
守りを
行った。

室内外
に分か
れ保育
を行っ
ていた
ため、
外遊び
見守り
職員が
少な
かっ
た。

外遊びの職
員体制を子
どもの人数
によるが、
より多くし
て見守りや
安全確保を
できるよう
にしてい
く。また、
定期的に遊
具の使い方
や注意喚起
の周知を
行ってい
く。

4078

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 37 3 1
18.６
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

3年児童
通級へ
通ってい
る（感情
のコント
ロールが
できない
面あ
り）。
また家庭
でも、仲
はいい
が、ケン
カが始ま
ると激し
いといわ
れてい
た。

兄弟ケン
カが発端
ではある
が、感情
コント
ロールが
難しい児
童である
ため、早
め早めに
支援員が
間に入る
よう心掛
ける。家
庭との面
談も再度
実施予
定。

2.不定期
に実施

-
2.不定期
に実施

-
1.定期的
に実施

4 特になし

部屋を遊
びの部屋
と勉強ス
ペースに
分けては
いるが、
必要であ
ればス
ペースの
見直しも
検討。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

兄弟仲良
くするよ
うに日頃
より話し
てはい
る。クー
ルダウン
する部屋
と方法を
通級の先
生とも話
し合い、
より良い
環境を提
供できる
ように努
める。

学童内の
ルールを
子供達に
分かりや
すく絵な
どを使っ
て展示す
る。友達
との関係
を上手に
出来るよ
うに日々
の活動の
中で子供
の良いと
ころを褒
めながら
話をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりなく
登所して
きた。準
備。おや
つ後勉強
の時間で
あった
が、写し
絵をして
いて勉強
せず、自
分の思い
のまま行
動する傾
向あり。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的内容
記載欄)
3年生児童に
写し絵をや
めるように
言われ写し
絵のぬり絵
を取られた
ため、鉛筆
で3年生児童
の腕に刺し
たので、3年
生児童の怪
我の処理を
し終わって
片付けてい
た矢先、3年
生児童が仕
返しに行
き、あっと
いう間に転
倒してし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐそば
にいた
が、2年
女児の勉
強を見て
おり、気
付いて2
年女児を
安全な方
へ行くよ
うに言っ
て仲裁に
入ろうと
したとき
には転
倒。

より早
く加配
児童の
動きを
察知す
ると共
に、
該当児
童の動
きを予
測し、
予防策
を取れ
るよう
に常に
意識を
持つ。

支援員は全
体を見なが
ら視野を広
く持ち、ト
ラブルやけ
んかにいち
早く
対応できる
ように研修
や講習など
に参加しス
キルアップ
していく。

4079

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 47 3 3
20.８
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

左音響外
傷疑い

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

3.未
実施

-
2.基
準配
置

-

おやつの
ごちそう
さまか
ら、外遊
びの間に
ゆとりを
持たせる
よう、保
育の時間
帯の見直
しを行っ
た。具体
的には、
おやつの
時間を10
分前倒し
した。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

30
2.不定期
に実施

100 なし

施設や遊具
に関しては
定期的な点
検に加え、
日々の保育
の中で注意
して見てお
り、必要で
あれば修理
等をしてい
る。また、
子ども達に
も正しい使
い方につい
て、その都
度指導や話
し合いの場
を設けてい
る。今後も
継続して
行ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

今回の
ケースは
例外だっ
たが、外
遊びに行
くときに
子ども達
が興奮状
態になり
やすく、
整列して
いるとき
に、些細
な事で苛
立ちが倍
増し、揉
め事が起
きやすい
状況では
あった。

外遊び準
備中は、
子ども達
は興奮気
味で揉め
事が起き
やすい状
況にな
る。今後
は必ず、
支援員が
玄関に立
ち、児童
を整列さ
せること
とする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該児童
は、朝の
学習後、
外遊びに
行く為に
お茶を飲
み、玄関
前に座っ
て並んで
待ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内に
残って遊
ぶ児童が
30名程度
いたた
め、保育
室内の子
ども達を
中心に見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時は、外
遊びに行
く準備中
だった。
1名は玄
関先が駐
車場のた
め児童が
出てくる
ため外で
待機、1
名は準備
して事務
室から出
てきたと
ころだっ
た。

今回は並ん
でいる当該
児童に対し
て、Aさん
が突然近寄
り、大声を
耳元で出し
ている。前
後に当該児
童との揉め
事等は一切
なかったの
で、我々も
特に注意し
て見てはい
なかった。

気になる児
童の情報を
支援員間で
共有し、声
をかけ合っ
て、見守っ
ていくため
に、適宜
ミーティン
グを行って
いく。

4080

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 4 3
21.９
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足第二
指骨折
（ヒビ）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

-

骨折等が
少しでも
疑われる
場合は、
保護者に
連絡し、
病院の受
診を促
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 - -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- -

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
鬼ごっこ
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近距離で
見守りを
実施して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

屋外の見
守りを実
施してい
たもう1
名の職員
は他児童
の見守り
をしてい
た。

児童が
痛みを
訴えず
に遊び
を継続
した。

骨折等が少
しでも疑わ
れる場合
は、保護者
に連絡し、
病院の受診
を促す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4081

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 40 3 3
19.７
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

-
2.基
準配
置

特記事項
なし

落下しな
いよう注
意喚起

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

-
特記事項
なし

遊具は学
校管理だ
が、改善
策は特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
なし

落下しな
いよう注
意喚起

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず登
所した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊んでい
て落下し
たため、
一番近く
にいた職
員（担当
制ではな
い）も、
一瞬のこ
とで対応
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当制で
はないた
め、全体
を見守っ
ていた。

特記事
項なし

遊んでいた
遊具からの
落下のた
め、人的面
の改善策は
なし。

4082

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 103 5 3
20.８
歳

2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

-

1.基
準以
上配
置

本来の使
い方と異
なる使用
法であり
かつ、遊
びに夢中
になりす
ぎてし
まったた
め、近く
を歩く児
童の進路
を予測す
ることが
できな
かった。

正しい遊
具の使用
法に対す
る指導の
実施。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

49
2.不定期
に実施

48

安全点検
は定期的
に実施し
ているた
め、今後
も正常な
使用が可
能な状態
にあるか
職員によ
る日常的
な簡易点
検を心が
けていき
たい。

遊具、玩
具の配置
に問題が
なかった
か、他の
遊具との
関係性も
含めて再
度確認を
行った。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童同士
が、他の
児童の動
きを確認
していな
かった。

館内で遊
ぶ児童一
人ひとり
の行動を
意識し、
気をつけ
て見守り
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず元
気であっ
たため,
いつもと
変わらな
い様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の児童
もおり、
全体の児
童を見
守ってい
たため、
対象児童
行動に気
がつかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

施設の内
外を分担
して見守
りを行っ
ていたた
め、対象
児童の行
動を確認
すること
ができな
かった。

児童同士の
接触であ
り、当該児
童の様子に
変わったと
ころも無
く、普段通
りであった
ため、事前
に予測する
ことは困難
である考え
られる。

危険な遊び
方をしてい
ないか、全
体を見回し
たり声かけ
を行うなど
注意喚起を
行った。ま
た、見守る
職員の配置
について再
検討を行っ
た。

4083

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 3 1
21.９
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-

1.基
準以
上配
置

「安全対
策・危機
管理マ
ニュア
ル」を作
成し、常
備してい
るが、個
別遊具の
危険性等
の事例に
ついては
記述して
いない。

「安全対
策・危機
管理マ
ニュア
ル」に遊
び方に
よっては
危険があ
るという
遊具、危
険な遊び
の事例を
蓄積す
る。

3.未実施 - 3.未実施 - 3.未実施 -

比較的運
動能力も
高く、雲
梯を得意
としてい
た児童
だったの
で、児童
自身が過
信してい
た。ま
た、支援
員も安心
してして
いた。

当面、遊
具で遊ん
でいる児
童がいる
場合、必
ず近くに
支援員を
配置し、
危険の予
測をしな
がら保育
をする。
同様に、
たとえ安
全な遊具
であって
も危険な
遊びをし
ている児
童がいな
いことに
ついても
注意をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童は負
けず嫌い
でできる
まで何度
もチャレ
ンジする
性格。手
には豆が
できてい
て一部破
れもあり
痛がって
いた。当
初、雲梯
にべたつ
きはな
し。

支援員は
保育室内
（室内遊
び）とグ
ラウンド
（外遊
び）に分
かれて保
育を行っ
ている。
それぞれ
すべての
児童に目
を行き届
かせると
同時に、
皆でいっ
しょにで
きる遊び
を工夫す
る必要が
ある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ジャング
ルジム・
のぼり
棒・雲梯
と一通り
遊んだ
後、他の
遊びに移
ろうとし
て支援員
と他の児
童が雲梯
の場所か
ら離れよ
うとした
時に一人
でもう一
度雲梯を
始めてし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の遊び
に移ろう
として他
の児童と
サッカー
ゴール方
向へ歩き
始めた時
に雲梯か
ら落ちた
と他児童
が教えて
くれた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名の支
援員は校
庭の北東
側で虫取
りをして
いる児童
を保育し
ており、
中庭の状
況を把握
すること
は困難
だった。
その他１
名の支援
員は学童
保育室内
で保育を
してい
た。

当該児童が
まだ雲梯を
しようとし
ていること
に支援員が
気づかず、
その場を離
れてしまっ
た。当該児
童が雲梯を
得意として
いて、遊び
の切り替わ
り時に慌て
てもう一度
挑戦してし
まったので
はないかと
思われる。

遊びを変え
る、遊びの
場所を移動
する際に
は、すべて
の児童が移
動した後に
支援員が移
動するよう
指導する。
また、児童
の性格から
行動を予測
し、目を離
すことがな
いように注
意する。

4084

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 5 3
20.８
歳

2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
粉砕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

-

1.基
準以
上配
置

１７：１５
以降職員が
室内清掃を
始め（３０
分程度）、
子どもたち
への見守り
が手薄に
なった。
室内清掃時
子どもたち
は机や畳の
所で静かに
遊ぶ事に
なってい
る。
１５時以降
発熱によ
り、事務室
で横になっ
ていた児童
もいたた
め、支援員
も保育をし
ながら、付
き添いもし
ていた。

保護者対
応・清掃
しない職
員が必ず
子どもた
ちの中に
入り見守
る事。
清掃時間
帯を変更
する。

2.不定期
に実施

-
2.不定期
に実施

-
2.不定期
に実施

-

夏休み期
間中、登
録児童の
増加に伴
い、備品
等も増加
している
状況で、
収納につ
いては工
夫や注意
を払って
いるが、
十分に収
納ができ
ていな
かった状
況。

ロッカー
の整理整
頓。畳で
は該当し
ないが、
室内では
上履きを
必ず履
く。今ま
でも声掛
けをして
いるが室
内では静
かに遊
ぶ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

・目の前
の作業だ
けでな
く、全体
をプラス
アルファ
の目で見
守ること
が必要と
考える。
・子ども
たちが、
楽しく遊
べる環境
を作るう
えでも職
員が入り
込み一緒
になって
安全確認
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

夏休みに
入り、退
所してい
た友達も
入所して
きていつ
もより元
気に遊ん
でいる。
当日も１
年生男子
を面倒見
ながら遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

３年生２
名が１年
の弟・他
と畳で遊
んでいる
という感
覚で、支
援員は清
掃や保護
者対応の
傍ら全体
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３年生２
名が１年
の弟・他
と畳で遊
んでいる
という感
覚で、支
援員は清
掃や保護
者対応の
傍ら全体
を見守っ
ていた。

夏休みに入り
短期入所の友
達も増え、遊
び方も活発に
なったと職員
間でも話をし
ていた矢先
だったので、
本人的にも少
し気持ちが大
きくなってい
たかもしれな
い。足をぶつ
けた時、職員
に何故伝えな
かったかと保
護者が確認す
ると、「先
生！」と声を
掛けたが、近
くに職員がい
なくて気が付
いてもらえず
何も言わな
かったとの報
告を受けてい
る。

・保護者対
応・清掃し
ない職員が
必ず子ども
たちの中に
入り見守る
事。
・何か起
こった時に
支援員に助
けを求めら
れるような
環境を整え
る。

4085

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 3 3
18.６
歳

2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

帰宅時で
あり、児
童の送迎
等で手薄
になって
いた部分
があっ
た。

見守りを
徹底す
る。

1.定期的
に実施

週1回
1.定期的
に実施

週1回
1.定期的
に実施

12 - -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- -

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった。
（活発に
動く児
童）

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

別業務の
ため、少
し離れた
個所で見
守りを実
施してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

帰宅時の
送迎のた
め、屋外
にて他児
童の見守
りを実施
してい
た。

-
見守りを徹
底する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4086

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 6 5
20.８
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手上腕
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

ブロック
は一段
（２０
㎝）まで
しかのっ
てはいけ
ないこと
の徹底が
できてい
なかっ
た。

支援員に
見守りに
ついて、
今一度確
認。統一
理解の確
認をす
る。ブ
ロックの
使い方に
ついて徹
底する。

1.定期的
に実施

100 3.未実施 -
2.不定期
に実施

24

今回事故
が起こっ
たブロッ
クには問
題なく、
使い方の
問題と考
えてい
る。

安全な使
い方につ
いて指導
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ブロック
を２段積
んだ上に
上がって
いた。突
発的に起
きた事
故。

ブロック
の使い方
について
見直し、
安全な使
い方を徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

熱中症指
数計に
て、計測
をしてい
たため外
遊びがで
きず、廊
下・中庭
で遊んで
いた。近
くで何人
か同じ遊
びをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

-

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

- -

マニュアル
を作成して
見えるとこ
ろに掲示
し、徹底を
図る。

4087

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 84 4 4
21.９
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左環指中
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-

1.基
準以
上配
置

- -
1.定期的
に実施

学校にて
実施

1.定期的
に実施

学校にて
実施

1.定期的
に実施

学校にて
実施

- -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- -

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

児童らの
好きな
ドッジ
ボール
だったた
め、普段
の活動よ
り活発で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

-

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ドッジ
ボールの
最中だっ
たため支
援員が
コート外
で見守り
を行って
いた。

１５名
に対し
支援
員、補
助員２
名での
見守り
であっ
たが、
児童の
とっさ
の行動
に対
し、抑
制する
ことが
できな
かっ
た。

運動につい
ては、事前
にルールを
きちんと説
明し、それ
を守る重要
性も説明す
る。

4088

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 22 2 2
20.８
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

-

今回は単
なる見学
のつもり
で、直前
に2名配
置にして
しまった
が、でき
るだけ人
員を増や
したい。
（但し規
定通りで
ある）

3.未実施
訪問先の
美術館の
ため

3.未実施
訪問先の
美術館の
ため

3.未実施
訪問先の
美術館の
ため

子どもの
遊ぶ物と
しては強
度が不足
していた
と思われ
る。（注
意書が近
くにあっ
たという
話を後か
ら聞きま
した）

製作物に
登っての
遊び方は
禁止した
方が良
かったよ
うに思え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

安全と思
われてい
た施設で
の出来事
であっ
た。施設
側にも人
員配置の
配慮を
し、私た
ち側にも
児童によ
り注意喚
起が必要
かと思わ
れる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

美術館で
ありなが
ら、思わ
ぬ遊ぶ事
の出来る
場があり
気持ちが
高揚して
いたかも
知れな
い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見渡せる
範囲で
あったは
ずだが、
対象物が
多かった
ことも事
実であ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名はま
だ受付で
入館手続
きをして
いた。し
かし、エ
ントラン
スで全体
的に危険
を感じさ
せる物を
感じるこ
とが出来
なかっ
た。

-

安全と思わ
れていた施
設での出来
事であった
が、児童そ
のものへの
注意喚起を
さらにきち
んと行う。

4089

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 5 1
19.７
歳

1.男
児

生まれつき
左足が右足
より短く、
厚底の装具
を着用して
生活するこ
とが多い。
事故当時は
装具の着用
をせずに外
遊びをして
いた。ま
た、今回の
事故より１
か月前に学
校の階段か
ら落ちて左
手を骨折し
ギプスをし
ていた。最
近ギプスが
取れたばか
りで、同じ
個所を骨折
したもの。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2～3年に1
回

1.基
準以
上配
置

-

今後は児
童の体調
やケガの
子がいる
場合は、
臨機応変
に外遊び
の可能な
範囲を変
更するよ
うにす
る。

2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12 -
事故との
関連なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

直近でケ
ガをして
いたこと
を考慮し
て、コン
クリート
部分を外
遊び範囲
として指
定しな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
段変わっ
た様子は
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外遊び中
に子供た
ちを校庭
の各箇所
にて見
守ってい
た。本児
の近くで
も見守っ
ていた
が、転ぶ
のを止め
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の集団
または個
人を見
守ってい
た。

-
事故との関
連なし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4090

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 68 9 9
22.10
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

死角を作
らない見
守りの配
置に心が
けている
が、対象
児の動き
に合わせ
た見守り
に困難さ
があっ
た。

子どもの
動きを意
識した見
守りを工
夫してい
く。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1

通常の
ドッジ
ボールよ
りも柔ら
かいボー
ルを使用
していた
が、
対応して
いるもの
と安心し
ていた。

より柔ら
かいボー
ルの使用
や、準備
運動の徹
底を検討
する。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

児童が、
遊びの変
更をする
ことで、
支援員の
注意が散
漫となっ
ていたこ
とも考え
られる。

遊びを変
更する際
に、支援
員に報告
して変更
すること
の一層の
定着を図
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と仲
良く遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見守り対
象の児童
を、巡視
する状態
で、固定
的に見守
る対応を
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の対
象とする
児童の見
守りを
行ってい
た。

毎日の
遊びの
中で、
児童及
び支援
員のケ
ガ防止
の意識
が希薄
となっ
ていた
ことが
考えら
れる

ドッジボー
ルにおける
つき指が、
起こりやす
いケガとし
て、児童へ
の未然防止
の啓発、予
防のための
準備運動に
徹底を図
る。

4091

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 64 6 4
22.10
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

-

安全管理
マニュア
ルの予防
対策の部
分の復習
を行う。

1.定期的
に実施

12 3.未実施 遊具なし
1.定期的
に実施

毎日 -
玩具を常
に点検す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

-

見守り中
にも時間
と共に変
化する子
どもの様
子に気を
配れるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
共に他に
も数人の
児童が
ｼﾞｪｲﾎﾞｰ
ﾄﾞをして
いたの
で、全体
を見守っ
ていまし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

小学校の
グランド
での見守
りのた
め、担当
職員と現
場を二分
割する形
で、離れ
た場所で
サッカー
をしてい
る児童た
ちの見守
りをして
いまし
た。

-

職員の動き
や配置に予
見や工夫を
とりいれる
ため、支援
員の研修を
徹底してい
く。

4092

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 29 4 3
20.８
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

-

1.基
準以
上配
置

-

児童の動
線を意識
した見守
りを心が
ける。

3.未実施 -
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 -

児童が滑
りやすい
場所がな
いよう管
理する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

-

全体的に
見守りを
行ってい
たが、
個々の児
童の動向
にも気を
配る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体だけ
でなく
個々の児
童に目を
配る必要
があっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

目の前の
児童を見
守ってい
た。

-

落ち着いて
遊びを行っ
ていたが、
個々の児童
の動向に気
を配る。

4093

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 3 3
18.６
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足　踝
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

-

地面の凹
凸にも注
意を払
う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 -
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地面が平
らではな
くでこぼ
こしてい
て、そこ
に足をと
られた可
能性があ
る。

走って遊
ぶ時は、
比較的平
らなグラ
ウンド中
央とす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に走
り回って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
を含めた
数名の児
童の見守
り。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

サッ
カー、鉄
棒、シャ
ボン玉で
遊んでい
る子ども
たちをそ
れぞれ見
守ってい
た。

走り出
した時
に気を
つける
よう声
を掛け
るべき
だっ
た。

今以上に、
細やかな声
掛け。

4094

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 45 8 6
21.９
歳

2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
付け根骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

子どもの
ケガの起
こり得る
想定の見
直し。

研修強
化。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 -
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

マットの
上で座っ
て遊んで
いた時、
友達が寄
りかかっ
て来て、
左手の手
の甲を踏
まれた。

マット上
での遊び
方を見直
し指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

-

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

-

マット
の上で
座って
遊んで
いた
時、友
達が寄
りか
かって
来て、
左手の
手の甲
を踏ま
れた。

マット上で
の遊び方を
見直し指導
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4095

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 31 3 2
21.９
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

-

1.基
準以
上配
置

支援員の
事故に対
する対応
のばらつ
き

経験豊富
な支援員
が手薄な
曜日の見
直し

2.不定期
に実施

-
1.定期的
に実施

-
1.定期的
に実施

-

遊びの種
類によっ
て、参加
人数の制
限をする

グループ
分けにし
たり、個
人戦にし
たりする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他の支援
員に声を
かけ、見
守りを変
わっても
らう

動きが激
しい遊び
に関して
は、可能
の限り目
を離さな
い

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、カー
ドゲーム
などをし
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもの
叫び声で
事故に気
づく

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもの
叫び声で
気づき、
一斉に近
づく

今ま
で、同
じ遊び
で事故
は起
こって
いな
かった
ため、
見守り
切れて
いな
かった

危険を伴う
遊びをしそ
うなとき
は、ルール
自体を見直
しさせる

4096

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 46 3 1
18.６
歳

2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

職員配置
は基準配
置だが、
適切な配
慮が欠け
ていた。

研修に参
加し、研
修内容を
共有す
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2

今回、壁
に足をぶ
つけての
骨折だ
が、壁は
板で出来
ており通
常では考
えにくい
怪我。

ドッジ
ボールを
行う時
は、マッ
トを立て
かける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員配置
に関して
は適切で
あった
が、学年
ごと、ま
た低学
年、高学
年に分け
ての遊び
方の配慮
に欠けて
いた。
ドッジ
ボールの
様子がわ
かるよ
う、子ど
も達を座
らせるな
どの配慮
も必要
だった。

人数、学
年など分
けての集
団活動を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの活動
様子で
あった
が、ボー
ルをよけ
ようとし
てか逃げ
たときに
足をぶつ
けた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集団の中
で全体を
見ていた
ので、そ
の子だけ
を見ると
言うこと
は出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２チーム
に分かれ
ての活動
中だった
ため、残
りの子ど
も達を見
ていた。
他の職員
も、子ど
もが前に
立ってお
り、事故
の様子が
見えな
かった。

児童へ
の指導
不足。
児童へ
の適切
な配慮
が欠け
てい
た。

職員の配置
を考え、子
どもの様子
がよく見え
るようす
る。又、危
険をキャッ
チし職員一
人一人が考
え行動す
る。

4097

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 3 3
24.12
歳

1.男
児

―
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首創
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

事故防止
のため
の、児童
へのさら
なる注意
喚起が必
要。

ガラス戸
を割れに
くい素材
に交換す
る。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

2

事故防止
のため
の、児童
へのさら
なる注意
喚起が必
要。

ガラス戸
を割れに
くい素材
に交換す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

建物の建
築年数が
経ってい
るため、
耐用が落
ちていた
可能性が
考えられ
る。

事故防止
のため
の、児童
へのさら
なる注意
喚起が必
要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全児童を
まんべん
なく見る
ため見回
りを行い
ながら見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の動きを
見ていた
ため、別
の部屋に
いた支援
員は対象
児を見て
いない。

-

切れ目のな
い人的支援
体制に力を
入れる。

4098

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 4 2
19.７
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

外に出て
遊びたい
ことで、
話は聞い
て外に出
たのだが
気持ちが
浮かれて
いたため

遊びたい
気持は理
解して
も、その
子の様子
をもう一
度確認し
てから行
動する

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

3

外に出て
遊びたい
気持ちが
いっぱい
で、話は
聞いて外
に出たの
だが気持
ちが浮か
れていた
ため出て
嬉しい気
持ちとい
つも使っ
ている
ボードな
ので注意
が足りな
かった

遊具に対
しての慣
れと危機
管理の欠
如

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

児童自身
がボード
操作をい
つもの様
に利き足
でしな
かったた
め

如何なる
時も危機
感を持っ
て遊ぶこ
とを外に
出る前に
詳しく理
解しても
らうこと

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

受傷児童
が利き足
でない足
をキック
ボードに
乗せて走
り回った

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

すぐそば
で対象児
とすぐ後
からキッ
クボード
に乗って
くる児童
の見守り
をしてい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

8名の児
童の内、
遊具で遊
んでいな
い児童の
見守りを
していた

児童は
運動神
経もよ
く転ん
でもあ
まり怪
我など
しな
かった
ので危
機感が
足りな
かった

常に遊具に
関しては、
危機感を持
ち、怪我の
想定も視野
に入れる
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4099

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 49 4 2
19.７
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

室内と屋
外の人員
配置に不
備は見ら
れない。
しかし、
室内と屋
外で児童
が分かれ
て活動す
る際の適
切な人員
配置につ
いて、現
在明確な
基準がな
いことに
より、時
と場合に
よって人
員配置に
ばらつき
が生じる
可能性が
ある。

室内と外
遊びで児
童が分か
れて活動
する際の
適正な人
員配置に
ついて、
常に適切
な配置が
可能にな
るよう、
配置基準
を作成す
る。

1.定期的
に実施

1 3.未実施 -
1.定期的
に実施

80

施設設備
による不
備は考え
られな
い。

ハード面
での改善
策はな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

天候は晴
れてお
り、地面
はぬかる
んでもい
なかっ
た。遊ぶ
環境での
要因は考
えられな
い。

環境面で
の改善策
はない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
事故後も
遊んでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転んだ後
の状態を
見ていた
がすぐに
立ち上が
り、遊び
を再開し
ていたた
め、特に
状態等の
確認はし
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒の所
で一輪車
で遊んで
いた子に
ついてい
たため、
見ていな
かった。

事故発
生後の
対応
は、職
員個人
に委ね
てお
り、今
回は適
切な判
断がで
きてい
なかっ
た。

事故発生後
の対応につ
いて、適切
な判断がで
きるように
研修を実施
するととも
に、判断基
準を設け
る。また、
事故後、児
童自身が問
題ないと判
断した場合
において
も、事故の
情報を職員
間で共有及
び児童の様
子を注視
し、異常が
認められた
場合、適切
な対応がと
れる環境と
する。

4100

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 47 8 8
20.８
歳

2.女
児

・リハビリ
等で通院が
必要、完治
ではないと
の話が保護
者からは
あったもの
の、現段階
で通院はし
ていない。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

特になし

事故防止
について
の情報共
有等を更
に密にし
ていく。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

-
2.不定期
に実施

- 特になし

これまで
不定期に
実施して
いた安全
点検にお
いてを定
期実施し
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

日常で、
遊具の使
い方やそ
の他の遊
び方につ
いて児童
も含め話
す機会を
増やす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
に乗って
いる時に
友人に呼
ばれ、身
体を右に
ひねり振
り向いた
際、バラ
ンスを崩
し落下し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

手を差し
のべる間
もなく落
下した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

育成室
内、戸外
に分かれ
子どもの
見守りを
していた
ため、遠
くにいた
支援員は
気が付か
なかっ
た。

特にな
し

これまで以
上に注意深
く見守り、
必要な支援
を怠らない
ようにして
いく。

4101

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 35 5 3
24.12
歳

1.男
児

マイペース
でひょう
ひょうとし
た性格で、
痛みをあま
り顔に出さ
ない。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

-

1.基
準以
上配
置

-

次回、ス
ケートに
行く際は
骨折の危
険性があ
る点も含
めて注意
喚起。
転び方の
指導確
認。

2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

6 -

今回の骨
折も含
め、転倒
してもな
るべく安
全なよう
に服装な
ど十分に
準備す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

指導員の
配置も分
散してな
るべく把
握してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

大リンク
を滑って
いること
は把握し
ていた
が、転ん
だ瞬間は
目にして
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

大リンク
を滑って
いること
は把握し
ていた
が、転ん
だ瞬間は
目にして
いなかっ
た。

- -

4102

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 51 6 5
22.10
歳

1.男
児

先天性左目
失明

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未
実施

-
2.基
準配
置

-

市内児童
クラブで
統一した
事故対応
マニュア
ルを作成
する。
(現在各
児童クラ
ブで個々
に作成し
ていると
ころもあ
る。）

3.未実施 - 3.未実施 - 3.未実施 - -

学校体育
館内で設
備に問題
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

学校体育
館内で設
備に問題
はなかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

転倒時の
音により
振り返っ
た状況で
あり、衝
突の瞬間
は見てい
る指導員
はいない

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

- -

全体の活動
を見守る際
にも、個々
の人的特性
や動向にも
注意して見
守りを行
う。

4103

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 2 2
19.７
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

前日の雨
でグラン
ドが湿っ
て滑りや
すかっ
た。声掛
け不足

支援員全
員でグラ
ンド状況
の確認・
声掛けの
徹底を実
施

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

グラン
ド、コン
クリート
部分の滑
りやすさ
確認

危ない箇
所につい
ては、学
校の用務
員さんと
共有し改
善

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑りやす
い声掛け
が無かっ
た

支援員全
員が状況
確認し声
掛けの徹
底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走ること
が好きな
児童の
為、全力
で走って
しまっ
た。勝ち
負けにこ
だわる性
格

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

リレーの
実施中、
支援員が
付いて見
守り実施
中、ずっ
と見守り
をしてい
たが、毎
日やって
いるため
児童も支
援員も慣
れていて
声掛け不
足でし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

残りの１
０名全員
でのリ
レーだっ
た為、他
の支援員
は見守
り。

声掛け
不足が
要因

保育前に
ミーティン
グをしグラ
ンド状況な
ど全員で共
有、外遊び
前にもミー
ティング
し、声掛け
の徹底を実
施
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4104

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 6 6
20.８
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
折遠位端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

-
遊び始め
る前に注
意を行う

3.未実施 - 3.未実施 - 3.未実施 -

学校の設
備であっ
ても、遊
ぶ前には
チェック
を行う

学校の遊
具や校庭
で遊んで
いる際に
気づいた
ことがあ
れば学校
に報告す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童は、
通常の遊
び方とは
違った遊
具の使い
方に興味
を示すこ
とがある

学校の遊
具や校庭
で遊んで
いる際に
気づいた
ことがあ
れば学校
に報告す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特別危険
な遊びは
していな
かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
守りをし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
に目をむ
けていた

-

特に、鉄棒
には必ず見
守り、注意
する職員を
配置する

4105

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 5 2
24.12
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首若
木骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

-

職員の研
修参加回
数を増や
し、振り
返りを定
期的に行
う

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

2 -

定期的な
検査実施
と、
チェック
表の作
成。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

-

準備運動
の確認。
キーパー
用グロー
ブの使用
の徹底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ボールを
止めた
際、、児
童の変化
に気づき
室内に戻
るように
促し、一
緒に戻
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

落とし
物、忘れ
物の確認
をしてい
た

-
職員間の連
絡。情報共
有。

4106

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 4 4
20.８
歳

1.男
児

-

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

-

今後も帰
宅時に声
かけを行
い、安全
な帰宅を
促す。

1.定期的
に実施

-
1.定期的
に実施

-
1.定期的
に実施

12 - -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- -

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

敷地内で
はある
が、保護
者に引き
渡した後
であり、
またクラ
ブから離
れた場所
で発生し
た事故で
あった為
指導員の
位置から
は確認す
る事がで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

敷地内で
はある
が、保護
者に引き
渡した後
であり、
またクラ
ブから離
れた場所
で発生し
た事故で
あった為
指導員の
位置から
は確認す
る事がで
きなかっ
た。

-

今後も帰宅
時に声かけ
を行い、安
全な帰宅を
促す。

4107

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 4 2 2
18.６
歳

2.女
児

-

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

-
2.基
準配
置

急に走り
出したの
で、支援
員から離
れた。

できるだ
けそれぞ
れの児童
の近くに
いて、対
応できる
ようにし
たい。

1.定期的
に実施

12 3.未実施 -
1.定期的
に実施

12
段差があ
る場所。

児童がそ
の場所に
近づく時
には、よ
り一層注
意を払い
見守る姿
勢をと
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもは
しない行
動をとっ
た。

児童の心
の動きに
も注意を
払う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

母親がお
迎えに来
たとわ
かってす
ぐ、隠れ
ようと
走った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

部屋の中
を急に走
りだし、
こけて怪
我をする
かもしれ
ないと、
声をかけ
ている途
中につま
ずいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

事故の起
きた場所
からは少
し離れて
いたが、
同じよう
に声をか
けようと
した。

走りだ
す直前
に動き
を制止
できな
かっ
た。

部屋の中で
走ると危険
なので、日
頃から歩く
ように話し
ている。今
回はとっさ
のことで声
掛けが間に
合わなかっ
た。以後、
子どもの動
きに俊敏に
対応した
い。

4108

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 2 2
19.７
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

児童に対
して立入
りを禁止
している
箇所で事
故が発生
した。

児童に対
して、再
度立入り
を禁止し
ている箇
所の周知
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

毎週
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

3 - -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童に対
して立入
りを禁止
している
箇所で事
故が発生
した。

児童に対
して、再
度立入り
を禁止し
ている場
所の周知
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びに夢
中になっ
ており、
周囲の状
況があま
り見えて
いない様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外遊びの
児童全体
の見守り
を実施し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2名配置
であり、
1名は室
内の児童
の見守り
を実施し
ていた。

- -
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4109

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 9 4 2
20.８
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

支援員の
一人が館
内にいな
い状況
で、残っ
た子ども
の見守り
をどのよ
うにする
のか、児
童館ス
タッフも
含めて連
携をとっ
ておくべ
きであっ
た。

支援員は
子どもの
見守り体
制をどう
するか、
状況に応
じて的確
に判断で
きるよう
にする。
児童館ス
タッフと
協力体制
をとり情
報交換・
連絡体制
をしっか
りとるよ
うにす
る。

2.不定期
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 - -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

留守家庭
クラブの
子どもた
ちは児童
館の各部
屋の使用
ができる
ため、児
童が２グ
ループに
分かれて
遊んでい
た。その
時は支援
員は一人
の状況
で、一つ
のグルー
プには支
援員は見
守りをし
ていな
かった。
（児童館
スタッフ
が見守り
をしてい
た）

支援員が子
どもの見守
りに必ずつ
くことは当
然である
が、今回の
ような支援
員が外に出
ているとき
は、児童館
スタッフと
連携をと
り、それぞ
れの立ち位
置について
確認して、
児童館全体
の子どもの
見守りを行
う。（雷の
ための付き
添い帰宅は
必要と考え
られる）
自由来館の
児童と留守
家庭クラブ
の子どもた
ちが、一緒
に遊ぶこと
を考えた安
全対策を考
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児童
に問題は
なし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童館ス
タッフは
自由来館
の児童の
トラブル
に気づ
き、走り
寄ろうと
した時
に、一瞬
遅れて目
の前で児
童が手を
出して、
相手の胸
を押して
倒した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人は他
の留守家
庭クラブ
の児童の
帰宅の付
き添いで
外にでて
いた。
もう一人
の支援員
は、留守
家庭クラ
ブの部屋
の中で別
の子ども
の見守り
していた
ため、対
象児童を
みていな
かった。
（事故は
別の部屋
で起き
た）

- -

4110

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 4 2 1
21.９
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中指
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

机を移動
する際に
起こりえ
る事故の
予見が出
来ていな
かった。

マニュア
ルの再確
認及び事
故につな
がる予見
を身に着
けていく
研修を行
う。

1.定期的
に実施

1 3.未実施 -
1.定期的
に実施

12

床がフ
ローリン
グで滑り
やすく、
重さのあ
る長テー
ブルで
も、ある
程度の力
で動かす
ことがで
きてしま
う。また
テーブル
とテーブ
ルが合わ
さると隙
間なく接
面してし
まう。

テーブル
に緩衝材
を設置
し、テー
ブルがど
の辺で合
わさって
も隙間が
できるよ
うにし
た。ま
た、挟み
事故につ
ながる引
き戸など
にも同様
の措置を
行う。
テーブル
に滑り止
めの素材
をつけ
て、滑り
にくくす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ワンフロ
アーの施
設で見渡
せるが、
遊びの箇
所が数か
所あり、
個々の遊
びへの注
意喚起の
声掛けが
順番にな
り遅れて
しまっ
た。

状況に応
じて、遊
びの制限
や場所の
指定を行
い、見守
る範囲を
狭める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分たち
の遊びの
スペース
を広げる
ため、他
児童と協
力して
行ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

受付付近
で全体を
見守って
いた。も
う一人の
児童が、
テーブル
を移動さ
せようと
押そうと
した時
に、声を
かけよう
とした
が、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

台所で、
洗い物を
しながら
全体の様
子を見て
いた。

支援員
が見
守って
いた
が、
テーブ
ルを児
童が移
動しよ
うとし
ている
姿を見
た時
に、直
ぐに支
援員が
事故発
生の注
意喚起
及び安
全指導
を行え
ていな
かっ
た。

事故の危険性を
感じる児童の行
動については制
止し、安全指導
を行うととも
に、テーブルの
移動については
支援員が行う。
また、児童に協
力を求める場合
は、支援員が
とっさの対応を
取れるように体
制を整える。整
えられない場合
は、児童に行え
ないことの理由
を伝える。安全
指導は児童全体
に行い、ケガや
事故への意識を
高める。

4111

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 31 3 3
21.９
歳

2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首の
骨にひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

-

適正な見
守りをし
ていても
わずかな
隙に事故
が発生し
てしまう
ので、今
後はより
一層の注
意喚起や
見守りに
努めてい
く

1.定期的
に実施

1 3.未実施 -
1.定期的
に実施

毎日

今回の事
故につい
ては、遊
具の不備
その他明
らかな原
因がある
ものでは
なく、不
測の事態
が重なっ
たことで
発生した
ものと思
われる。

児童には
移動する
際などに
十分注意
するよう
に声かけ
を徹底す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

-

児童の様
子をよく
見て、注
意喚起や
見守り等
を今後も
適切に
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該の児
童も、周
囲の児童
も、学童
保育所で
のルール
の範囲で
遊んでお
り、事故
発生前に
注意すべ
き言動は
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員は当
該児童を
含め集団
を見守
り、適切
に育成支
援を行っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
も当該児
童の様子
を目に入
れていた
が、事故
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

児童は
特に大
きなト
ラブル
を起こ
した
り、職
員から
の注意
も受け
ること
なく、
穏やか
に遊ん
でいた
が、室
内を移
動する
時に他
児と体
が接触
し事故
が発生
した。

適正な見守
りをしてい
てもわずか
な隙に事故
が発生して
しまうの
で、今後は
より一層の
注意喚起や
見守りに努
めていく

4112

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 5 2
18.６
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足くる
ぶし剥離
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

-

子供同士
の激しい
接触をな
るべく無
くすよう
注意して
見守る。

1.定期的
に実施

毎日 3.未実施 -
1.定期的
に実施

毎日 -

毎日点検
をしてい
ることか
ら、改善
策はない
と考え
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

-

できるか
ぎり広く
間隔をと
り遊ばせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びの
時間に
なったの
で、他の
児童と共
に外に出
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

3種目の
遊びをし
ていたた
め、種目
ごとに職
員を配
置。加え
て1名全
体を監視
する職員
を配置し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
を行う児
童を見て
いた。

-

今回の事故
について
は、上記記
載の内容で
対応するこ
とで可能な
限り防ぐこ
とが可能で
あるから。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4113

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 23 2 1
22.10
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

外に出る
際に約束
事やルー
ルを決め
ていな
かった。

外に出
て、遊ぶ
際には約
束やルー
ルを決め
て、行動
する。

1.定期的
に実施

施設の基
準に準ず
る

1.定期的
に実施

施設の基
準に準ず
る

1.定期的
に実施

施設の基
準に準ず
る

外に出
て、遊ぶ
際には約
束やルー
ルを決め
て、行動
する。

施設の遊
具の使用
にあたっ
ての説明
をしっか
り受け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

４名でス
ラックラ
インを使
用してし
たため、
安全確保
があまり
できてい
なかっ
た。

順番を決
め、みん
なが安全
に使用で
きる環境
をつく
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

児童がア
クティブ
なことが
好きで、
何事も挑
戦するこ
とが多い
ため、ス
ラックラ
インを使
用した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

４名で１
つのス
ラックラ
インを使
用してい
たため、
目が行き
届かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

多数の児
童は室内
にいたた
め、室内
での子ど
もの見守
りをして
いた。

昼食後
のた
め、満
腹状態
で動き
が鈍
かった
可能性
があ
る。

休息時間を
設ける。

4114

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 9 3 1
20.８
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

遊び方へ
の指導が
ゆるかっ
た

イスの置
き方を自
由にさせ
るべきで
はなかっ
た

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

60
1.定期的
に実施

100

イスは安
定した状
態だった
か確認が
足りな
かった

ぐらつき
があれば
置き方を
見直す

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

手をつな
いでいれ
ば防げた
かもしれ
ないが、
3年生男
子が申し
出を受け
入れるこ
とは困難
だっただ
ろう

手をつき
ながら坂
を超える
ように言
葉がけを
する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

走り回っ
た後で疲
れが出て
いた

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児の
隣を歩き
ながら見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎え対
応で出入
り口にい
た

暑い中
で動き
回った
後だっ
たので
思った
よりも
足が動
いてい
なかっ
たかも
しれな
い

時間を決め
て強制的に
休憩をとら
せる。

4115

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 37 3 2
21.９
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2～3年に1
回

1.基
準以
上配
置

-

外遊び後
はケガや
異常がな
いか、児
童の様子
を見守る
ようにす
る。

2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12 -
事故との
関連なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-
事故との
関連なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外遊び中
に子供た
ちを校庭
の各箇所
にて見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の集団
または個
人を見
守ってい
た。

-
事故との関
連なし

4116

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 14 3 3
22.10
歳

2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特に必要
もないの
に玄関周
辺のクッ
ション
マットの
上を歩い
ていた。

必要のな
いとき
は、しっ
かりした
マットが
敷いてあ
る場所
（部屋）
で生活す
るように
児童に指
導する。

1.定期的
に実施

12 3.未実施 -
1.定期的
に実施

3

直接の原
因ではな
いと思わ
れるが、
クッショ
ンマット
が老朽化
してきて
いる。

つなぎ目
の少ない
大きい
クッショ
ンマット
の購入を
検討す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児の母
による
と、本児
は時々足
を引っか
けること
がある。

他の児童
の送り出
しをして
いる場所
へは行か
ないよう
に指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
至近で対
象児を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の支援
員1名も
少し離れ
たところ
で対象児
を見てい
た。その
他の支援
員は対象
児を見て
いなかっ
た。

対象児
童に活
動する
場所を
指示し
なかっ
た。

玄関付近に
いる児童に
対して、支
援員が遊び
や読書をす
る場所へ誘
導する。

4117

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 3 3
20.８
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10
2.基
準配
置

周囲にい
た友達の
話による
と、蹴ろ
うとして
いたボー
ルの前に
友達がお
り、その
友達めが
けて思
いっきり
蹴るふり
をして、
けらずに
わざと自
分で転倒
したよう
です。

ふざけて
わざと転
んだりす
ることが
ケガに繋
がる事を
子どもに
指導す
る。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

-
2.不定期
に実施

-

学校の校
庭もいつ
も通り
（雨あが
りでぬか
るんでい
た等はな
し）で、
考えられ
る要因は
特にあり
ません。

事故との
関連なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

金曜日の
外遊びと
いうこと
もあり、
気持ちが
浮ついて
いたのか
もしれな
い

金曜日は
全体的に
落ち着き
がない事
が多いの
で、遊び
を絞るな
どして支
援員の目
が行き届
くように
し、子ど
もの情緒
にも注意
をはらい
見守って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

とくにい
つもと変
わらず外
遊びを楽
しんでい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

いつもの
ように数
人の児童
とボール
蹴りをし
ていたの
で、特別
危ないと
いう認識
はなかっ
たので少
し離れた
ところか
ら見てい
た。転ん
だところ
は目撃し
たが、当
該児童の
み見てい
たわけで
はない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

いつもの
ように数
人の児童
とボール
蹴りをし
ていたの
で、特別
危ないと
いう認識
はなかっ
た。

人員配
置は適
切であ
り、人
的面で
の要因
は特に
ないと
考えて
いま
す。

事故との関
連なし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4118

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 19 2 1
21.９
歳

2.女
児

事故発生時
の1ヶ月前
から右膝の
痛みがあ
り、湿布や
サポーター
をしてくる
日もあっ
た。かかり
つけの今井
整形では成
長痛ではと
診断を受け
ていたが、
事故後の国
立病院の診
断で大腿骨
頭滑り症が
発見され
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
のずれに
よる膝の
痛み

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

マニュア
ルはあ
り、状況
の確認、
報告、応
急処置の
手順をふ
み保護者
に連絡し
た

救急車を
呼ぶ具体
的マニュ
アル化

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日

階段につ
いては滑
り止めに
つまず
き、頭か
らの落下
を考え設
置してい
ない

滑り止め
塗装を検
討中であ
り、安全
性の確認
を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夏休み初
日と普段
から階段
の上り下
りには注
意喚起を
行ってい
た

子どもた
ち自身が
気を付け
られるよ
うな声掛
けを行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
にすごし
ていた。
支援員と
ともに２
階に上が
り、支援
員が２階
の子に声
をかけて
いる間に
１階に下
りて行っ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

２階にい
る子の様
子を見に
上がって
いき、子
どもたち
に声をか
けていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２階にい
る子の様
子をみて
いた

-

当日も複数
での対応を
していた
が、今後も
職員体制の
充実を図っ
ていく

4119

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 5 4
18.６
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨骨
折、右橈
（とう）
骨脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

低学年の
使用には
高所とな
る遊具が
あり、そ
の都度遊
具の使い
方の確認
は
していな
い

遊具の使
用にあ
たっては
事前に使
用方法の
確認を行
う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

7
1.定期的
に実施

12 -

引き続き
定期的な
安全点検
を実施す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

引き続き
安全に配
慮した体
制で支援
を行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
同様、外
遊びの時
間に元気
に遊んで
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外遊びの
子全体の
動きに気
を配り、
対象児の
訴えに対
応した

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児の支
援対応に
あたって
いたた
め、対象
児の対応
はしてい
ない

室内外
に児童
が分散
してお
り、支
援員そ
れぞれ
が数名
ずつ分
担して
対応し
てい
た。

細かな声掛
け、安全へ
の配慮への
心がけを行
う

4120

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 17 5 3
21.９
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

-
2.基
準配
置

活発であ
り児童館
内を走る
ことは想
定される

特に危険
な行為と
は思われ
なかった

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

-

館内を
走って足
を骨折す
ることは
想定され
なかった

怪我をす
るような
物や行為
には注意
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

館内にお
いて足を
ぶつける
ような物
や行為は
なかった

ホール内
は走らな
いよう注
意喚起

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず登
所した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

-

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当制で
はないた
め、全体
を見守っ
ていた。

- -

4121

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 4 2
19.７
歳

2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

-
2.基
準配
置

児童数に
対して職
員の数が
少ない

職員の数
を増やし
たいが、
経営的に
成り立た
ない

1.定期的
に実施

50
2.不定期
に実施

4
1.定期的
に実施

50 -

改善でき
ることが
ないか、
話し合い
をした
が、現在
のできる
精一杯の
ことをし
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

改善でき
ることが
ないか、
話し合い
をした
が、現在
のできる
精一杯の
ことをし
ている。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体育館で他
の児童と交
互に自由に
ボールを投
げそれを受
ける遊びを
していた。
相手児童が
バスケット
ボールの
ゴールに
ボールを入
れたので次
は自分が
ボールを持
つ番だと思
い、ゴール
から落ちて
くるボール
を、キャッ
チしようと
して足がも
たつき、転
倒した際左
手をつい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒した
時見てい
たが、特
に激しく
転んだ様
子でな
かったの
で普通の
転倒と判
断し、児
童が痛が
るため教
室に連れ
てきて室
内の支援
員に手当
を頼み、
再び体育
館に戻っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

痛がるもの
のそれほど
激しい痛み
ではない様
子なので、
冷やして様
子を見た
が、腕に力
が入らない
のが気にな
り一応添木
をして、し
ばらく様子
を見た。20
分後、支援
員で判断が
難しいと思
い、母親に
病院で診て
もらうよう
要請の電話
をした。

-

痛がるもののそ
れほど激しい痛
みではない様子
なので、冷やし
て様子を見た
が、腕に力が入
らないのが気に
なり一応添木を
して、しばらく
様子を見た。20
分後、支援員で
判断が難しいと
思い、母親に病
院で診てもらう
よう要請の電話
をした。

4122

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 9 4 4
19.７
歳

2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左母趾基
節骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

-

怪我をし
た状況や
原因等に
ついて全
職員に共
有し、再
発防止に
努める。
子ども達
にも改め
て注意喚
起を促
す。

1.定期的
に実施

毎日 3.未実施 -
1.定期的
に実施

毎週

カーペッ
ト敷きで
はある
が、床が
比較的硬
い。

カーペッ
トに躓く
ような損
傷は無
かった
が、安全
に過ごせ
るように
引き続
き、施
設、設備
に異常が
無いか確
認してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方の延
長時間
は、元気
そうに見
えても、
1日の疲
れがあっ
たと考え
られる。

延長保育
時間中は
静かな遊
びで過ご
すように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

この時い
た全員の
子どもた
ちと一緒
に元気に
ボール遊
びに参加
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
るために
部屋の中
央付近で
見守りを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各自、各
場所で担
当の業務
を行って
いた。部
屋は廊下
でつな
がってい
るが、お
互いの位
置からは
死角にな
ることが
多く、対
象児の動
きは見て
いなかっ
た。

延長保
育時間
中は利
用者数
が減る
ため、
それに
見合っ
た職員
数を配
置して
いる。

延長利用時
間帯の4名の
職員でも十
分な安全性
が確保でき
るよう、遊
びの内容を
精査する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4123

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 75 7 3
21.９
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

ロッカー
に足を乗
せる児童
が多数い
る。

危険なこ
とを児童
へ伝え
て、禁止
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12 -
設備の不
備ではな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ロッカー
の上に作
成済ブ
ロックを
保管して
足を乗せ
て取る児
童が多数
いる。

作成済ブ
ロックを
取る時は
職員に頼
む。ロッ
カーに足
を乗せな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
でロッ
カーの上
に置いて
おいたレ
ゴブロッ
クを取る
為にロッ
カーに足
を掛け
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りは
していた
が足を掛
けてから
落ちるま
での動作
が一瞬
だったの
で間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は数人の
児童に話
しかけら
れ対応し
ていて気
付かな
かった。

該児童
の動き
を事前
に予測
して、
もう少
し早く
声掛け
等の対
応がで
きた。

児童の特
徴、動作を
予測しなが
ら見守る必
要がある。

4124

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 46 3 3
19.７
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨
折、右肘
頭骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

2.な
し

3.未
実施

-
2.基
準配
置

事故発生
時の報告
が遅れる
など、事
故発生に
対する意
識が低
かった。

事故の発
生防止策
や事故発
生時の対
応等、職
員に指導
する。

2.不定期
に実施

12 3.未実施 -
2.不定期
に実施

12

施設に破
損箇所等
はなく、
特に問題
は見当た
らなかっ
た。

事故の発
生防止の
ため今後
も施設内
の点検を
行うよう
指導し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

畳んだ絨
毯を置い
ておい
た。

不要な物
は取り除
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調も良
好でいつ
もと変
わった様
子は見受
けられな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホール内
での活動
中であ
り、対象
児が１人
で横歩き
をしてい
た様子を
職員が離
れたとこ
ろから見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
について
も対象児
から離れ
てたとこ
ろから見
守ってお
り、事故
発生時に
は近くに
いなかっ
た。

活動を
見守っ
ている
中で起
きた事
故であ
り、環
境整備
への配
慮が欠
けてい
た。

環境整備を
行い、不要
なものは取
り除くよう
指導した。

4125

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 146 20 17
20.８
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯のぐ
らつきに
よる神経
損傷の疑
い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

-

ヒヤリ
ハットを
常に意識
し事故発
生の予防
に心がけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

50 -

固定箇所
にもぶつ
かる可能
性を考
え、常に
注意喚起
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ひとつの
ことに集
中しす
ぎ、前方
不注意に
よる衝
突。

日頃から
危険箇所
につい
て、子ど
もに注意
喚起を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気も
良く、体
調不良は
見られな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
含めグ
ループ全
体を見
守ってい
たが、
ゲーム最
中で、ま
さかボー
ル拾いで
固定椅子
が見えず
にぶつか
るとは
思ってい
なかった
為、注意
を払えな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児が
遊んでい
たコミュ
ニティセ
ンターの
ホールは
別館でク
ラブ室と
は離れて
いるので
本児の動
きは把握
できな
い。

-

離れた位置
の場所で遊
ぶ子ども達
も、できる
だけ見守り
ができるよ
うに心掛け
る。

4126

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 23 4 3
18.６
歳

2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

職員が入
り口付近
にいたた
め、遊戯
室全体を
把握して
いる中で
も死角が
あった。

ブロック
を並べた
後に安全
に渡り歩
くことが
できるか
どうか子
どもたち
と一緒に
確認する
ようにす
る。職員
の立つ位
置を再確
認する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48

三角ブ
ロックの
使い方に
ついて確
認が不十
分だっ
た。

ブロック
の安全な
遊び方に
ついて子
どもたち
と一緒に
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

職員が見
守りはし
ていた
が、死角
があった
ので全体
が見える
位置で見
守りを行
うように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な子
どもだ
が、ブ
ロックを
渡り歩く
とき、
ロッカー
に手をか
けて慎重
に渡って
いるよう
に見え
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ロッカー
の端に身
体の上半
身をつけ
て見守っ
ていた
が、ちょ
うど死角
になる部
分に三角
ブロック
が並べら
れてい
た。、

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員1名
は図書室
見守り、
他1名は
玄関前外
で見守り
をしてい
た。

これまで三
角ブロック
を使用し
て、同じよ
うにアスレ
チックとし
てブロック
を渡り歩く
遊びをして
きたが、上
の学年の児
童が先に
渡ってみた
り、職員が
ためしてみ
ることがな
かった。

今後は、ま
ず安全に渡
れるかどう
か子どもた
ちと一緒に
確認するよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4127

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 44 4 3
19.７
歳

2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折
（左足）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故発生
時は、最
低人数の
職員体制
であっ
た。

職員体制
が整わな
い場合
は、運動
遊びを見
合わせる
など、支
援を厚く
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 -

ボールを
使用する
遊びの安
全な遊び
方につい
て児童と
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・「バラ
ドッジ」
という至
近距離で
ボールを
当てる遊
びで、攻
防が目ま
ぐるしく
展開する
ため、機
敏さがよ
り求めら
れた。

メンバー
構成に配
慮するだ
けではな
く、遊び
の内容に
ついても
吟味して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動遊び
が好きな
児童では
あった
が、当日
は、朝一
番の運動
遊びで
あったせ
いか、普
段より動
きが悪
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

運動遊び
では、全
体を見渡
せる位置
での見守
りを主に
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童クラ
ブの出欠
確認や事
務作業な
どが立て
込んでい
た。ま
た、他の
部屋にも
職員を配
置しなけ
ればなら
ず、遊戯
室での遊
びは一人
のみの見
守りと
なってし
まった。

準備体
操をせ
ずに、
運動遊
びを
行っ
た。

午前中の運
動遊びで
は、心身両
面からの準
備ができる
ようにす
る。

4128

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 60 12 7
20.８
歳

2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

-

職員配置
上は基準
以上の人
数を整え
ていた。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

本件の使用
遊具は、
ドッジボー
ルだが、
メーカーに
よって素材
の硬さが違
い、使用し
たボールは
他のボール
と比較し
て、若干硬
い素材で
あった。ま
た、その
ボールの空
気も十分に
入っていた
為、空気で
満たされた
ボールが硬
かったこと
も要因とし
て挙げられ
る。

柔らかめ
の素材の
ドッジ
ボールの
みを使用
すること
とし、空
気も入れ
過ぎない
ようにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

-

遊ぶ内容
やルール
等に改善
する要因
はなく、
使用する
遊具を事
前に変え
ることで
予防に繋
がると考
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジ
ボールで
積極的に
遊んでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボールで
遊ぶ子ど
も達を至
近で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

サッカー
やブラン
コなど、
それぞれ
の遊ぶ場
所の付近
で見守っ
ており、
対象児童
の動きに
ついて
は、見て
いない。

-

事前に使用
するボール
の空気圧を
確認する。

4129

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 108 12 10
23.11
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨近位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

外で遊ぶ
ときと同
じような
遊び方に
なってい
た。

外と室内
の遊び方
の違いを
説明し、
ルールを
再確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

材質がゴ
ムであ
り、室内
で投げて
遊ぶには
少し硬め
のボール
だった。

転がして
遊んだ
り、スポ
ンジ製に
変えるな
ど、狭い
範囲でも
安全に遊
べるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

付近で違
う遊びを
している
児童もお
り、気が
散ってい
た。

周囲の状
況をきち
んと確認
し、その
場に適し
た遊び方
ができる
ように指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊んでい
た児童の
学年が近
いため手
加減しな
くてもい
いと感じ
ていたそ
う。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

日頃から
高学年は
トラブル
が少ない
ため、低
学年を重
点的に見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者対
応やその
他の児童
の保育に
あたって
いた。

当該児
も熱中
しすぎ
るあま
り、周
囲の状
況を確
認でき
ていな
かっ
た。

高学年だか
らと油断せ
ず、児童の
様子をもっ
とよく観察
して指導に
当たるよう
にする。

4130

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 33 3 3
19.７
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手第四
指骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

-
2.基
準配
置

-

市内児童
クラブで
統一した
事故対応
マニュア
ルを作成
した。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 -

児童館内
で設備に
問題はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

児童館内
で設備に
問題はな
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― -

全体の活動
を見守る際
にも、個々
の人的特性
や動向にも
注意して見
守りを行
う。

4131

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 2 2
19.７
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

-
事故予防
マニュア
ル策定

2.不定期
に実施

- 3.未実施 遊具なし 3.未実施 -

施設の特徴
上裏庭とい
うこともあ
るが施設内
窓から目が
届くことも
ありいつも
付き添って
いるわけで
はない。隅
のほうで砂
遊びをして
地面を掘る
こともある
が動線上に
はならない
よう端のほ
うで掘るよ
う指導はし
ている。草
刈りを校務
技師、指導
員で行って
いたが追い
ついていな
いことが
あった

草刈り等
環境整備
の徹底

4.個人
活動
中・子
どもの
み

-

おやつ後
先に食べ
終わった
としても
全体活動
として集
団全体と
しての活
動を優先
させる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童は通
常通りで
あった。
転んだり
すること
もめった
にない

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故発生
時、早い
お迎えの
保護者対
応と、高
学年下校
時刻の対
応（おや
つ）とが
重なり、
事故発生
を目撃で
きなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

高学年下
校時刻と
早いお迎
えの児童
の対応で
玄関付近
にいた

-

指導員の目
が行き届く
ように時間
帯によって
は遊ぶ場所
の配慮を行
う
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4132

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 36 4 2
21.９
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

7
2.基
準配
置

-

職員の配
置につい
ては問題
はなかっ
た。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

250
1.定期的
に実施

12 -

設備・遊
具には不
備はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

17：00頃
は保護者
の迎えが
多くなる
時間帯で
あり、保
護者の対
応に当た
らなけれ
ばならな
い職員が
出てく
る。

職員が保護
者対応にあ
たる際に
は、他の職
員に声掛け
を行い、保
育が手薄に
なることの
ないように
する。ま
た、日没時
刻になり周
囲が暗くな
り始めた頃
には、児童
たちへクラ
ブ室内に戻
るように声
を掛けてい
るが、天候
等その場の
状況に応
じ、普段と
異なる時刻
であっても
クラブ室内
へ児童を戻
すなど、児
童の安全を
第一に考え
た判断をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

来所してか
ら普段通り
の生活をし
ており、い
つもと変わ
らぬ様子で
あった。い
つも通自由
時間を外で
過ごし、ク
ラブ室内へ
戻ろうとし
ているとき
に。雲梯付
近にいる仲
の良い児童
たちを見つ
け、駆け
寄った。そ
の際、かな
りの速さで
走り、雲梯
から少し離
れた場所か
ら雲梯にぶ
ら下がろう
と飛びつ
き、、わず
かに雲梯を
手で掴んだ
が、勢いで
手が滑り、
後ろ手をつ
くような形
で落下。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

広場には児
童が雲梯付
近に４名、
その他に４
名程度の計
８名程度が
いた。それ
に対し、職
員２人がク
ラブ室へ戻
るよう声掛
けをしてい
た。雲梯付
近にいた児
童の保護者
が丁度迎え
にきたの
で、職員一
人は保護者
の方を向い
た。その際
に背後を勢
いよく走る
音がしたの
で、振り
返ったが、
すでに児童
が雲梯に飛
びつく寸前
であった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

周囲には
職員が１
人いた
が、外遊
びをして
いる他の
児童にク
ラブ室内
へ戻るよ
う声掛
け、誘導
している
最中であ
り、対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

広場内
で、
各々に
活動す
る児童
全員の
様子を
把握す
ること
は難し
い部分
があ
る。

日頃から職
員の配置位
置について
は、出来る
だけ死角が
できないよ
う努めてい
るが、本件
事故につい
ては、発生
前に児童の
動きに気付
き、止める
ことができ
なかった。
今後はより
一層児童一
人一人の動
きには注意
を向け、職
員間での声
掛け等連携
を図り、見
守りに抜け
落ちがない
よう事故防
止に努め
る。

4133

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 7 5
19.７
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首橈
骨骨折、
骨端線骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

子どもの
動きに注
視できて
いなかっ
た。

職員が担
当箇所を
注視する
ように徹
底する。

2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

10
2.不定期
に実施

6

校庭での
点検をよ
り重点的
に行う。

校庭の点
検を職員
全員で行
い、どこ
が危険か
を認識す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども、
職員共に
危険とい
う認識が
低かっ
た。

子ども、
職員共に
遊び方、
固定遊具
の危険さ
を再確認
し、伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
く、同学
年の子ど
も4人と
のぼり棒
をして遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

のぼり棒
をしてい
る子ども
達を全体
的に見て
いたが、
対象児以
外の子ど
もに声を
かけられ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
に入って
いたり、
鉄棒をし
ている子
どもを見
守ってい
た。

職員が
付いて
いたも
のの、
子ども
への注
意喚起
が足り
ていな
かっ
た。

職員全体に
遊具の危険
性を把握
し、危険行
動に出る前
に注意喚起
をする。

4134

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 56 7 7
24.12
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第一足
趾　骨端
線骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

0
2.基
準配
置

ケガ直後
は、本児も
ひどく痛が
る様子は見
られず、足
右親指の爪
から血がに
じみがみら
れたので、
処置後幹部
を冷やす。
腫れも見ら
れず、その
まま様子を
見る。その
後本児は
ドッジボー
ルの練習と
いうこと
で、迎えに
来た際、状
況を伝え、
様子を見て
病院の受診
を伝える。
事故直後の
保護者への
連絡、病院
への受診は
行っていな
い。翌日、
痛みを訴え
たため、病
院への受診
となった。

患部を見た
だけでは、
ケガの状況
がわからな
かったり、
児童によっ
ては痛さも
様々なの
で、ケガの
状況やケガ
までの状況
はしっかり
と把握し、
保護者へ伝
え受診を促
す。また、
状況によ
り、事故直
後の保護者
への連絡、
病院への搬
送を早期に
行う。しっ
かりと見守
りを行い、
危険な行動
行為に対し
ては、注意
を行い事故
回避に努め
る。

1.定期的
に実施

1～2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

200

室内で、
マットを敷
き相撲を取
る環境が十
分でなく、
マットも器
械体操運動
用の分厚い
ものでな
く、足をつ
いたときに
クッション
が弱く足に
重心がか
かってしま
う。室内
は、静かに
過ごす場所
で体を動か
し遊ぶ場所
として使用
したことで
事故につな
がる要因と
なった可能
性がある。
※マット
は、頻度は
少ないが以
前も相撲で
使ったこと
があり、運
動用として
使用してい
た。

室内で
は、暴れ
たり、
走った
り、他の
児童に迷
惑をかけ
る行為な
ど、絵や
文字でわ
かりやす
く表示を
行う。ま
た、室内
マットの
使用は運
動には使
わない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内で、
じっとし
ているこ
とができ
ず、声を
かけられ
ること
で、余計
にテン
ションも
上がりス
トレスを
感じる状
況へと
なった可
能性も考
えられ
る。

本児がな
ぜ、その
ような行
動をとる
のか、ま
た落ち着
ける状況
をどのよ
うに環境
を整える
かなど、
他の支援
員とも協
力し、別
室で落ち
着かせる
などの対
応を行っ
ていく。
落ち着く
までは他
の児童と
の関りや
行動を見
守り続け
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

学校より
登所し、
友だちと
の会話も
声が大き
く、なか
なか落ち
着かず周
りの児童
は宿題に
取り組ん
でいる中
でも、ウ
ロウロし
ては、年
下の子に
声をか
け、自分
から絡み
合ってい
た。相手
の児童と
は前日か
らも絡み
合いその
続きも
あったよ
うだ。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

声掛けを行
うが、なか
なか落ち着
けず、他の
児童に絡
み、周りに
テーブルも
あったた
め、相撲を
促し、環境
を整え、5年
生の男児と
相撲を取る
のを提案し
見守る。一
度勝負がつ
き本児は外
に出され、
終わったか
と思われた
後に、すぐ
さま相手に
かかってい
くが、かか
えられ下に
おろされた
とき、右足
親指から血
がにじんで
いるのを本
児が気づ
き、支援員
がそばで確
認し、処置
をする。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
同様に、
声掛けを
行いなが
ら、おや
つの片付
けを行
い、児童
の様子も
見ていた
が、相撲
を取って
いるとこ
ろは見て
いるが、
ケガをし
た状況は
見ていな
い。

本児及び一緒
に相手をして
いた児童に声
掛けを行い、
注意を促して
もなかなか聞
き入れず落ち
着けずにいた
ので、その場
ではテーブル
など危険な状
況にありマッ
トを敷き場所
を作って相撲
を提案した
が、テンショ
ンが上がって
いる中では、
ルールをうま
く聞ける状態
ではなかった
なかでの取り
組みがケガに
つながった可
能性も考えら
れる。

個々に応じ
てしっかり
と落ち着け
る環境を設
定に努め
る。本児だ
けでなく周
りの子に対
しても、ケ
ガにつなが
る危険性が
あることを
しっかりと
伝える。ま
た、別室に
てしっかり
とクールダ
ウンを行っ
た後に話を
行う。相撲
は今後室内
ではしな
い。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4135

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 38 4 2
21.９
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

子ども達
の内面
に、学校
とは違う
解放感が
あり、学
校で言わ
れている
ルールが
少しルー
ズになっ
ていたの
ことも考
えられ
る。

これま
で、室内
遊びでの
指導に重
きを置い
ていたの
で、外で
遊ぶ児童
の様子も
時々見て
回り、危
ない遊び
をしてい
る児童が
いたら、
注意する
ととも
に、お迎
え前に一
度集合さ
せて、本
日の気づ
きを話す
ような機
会を作
る。

3.未実施 - 3.未実施 -
1.定期的
に実施

毎日

長年、保
育園とし
て使用し
ていたタ
イヤであ
るため、
塗装の部
分が摩耗
して滑り
やすく
なってい
た恐れが
ある。

運営委員
会で協議
の上、タ
イヤを塗
装し直
す、ある
いは撤去
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新しい場
所に移っ
て、様々
な遊具の
安全な使
い方が理
解できて
いなかっ
たこと
も、一要
因として
考えられ
る。

子どもた
ちを集め
て、正し
い遊具の
使い方な
どのルー
ルを、再
度徹底さ
せる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

事故当日
は月曜日
で、３日
ぶりの利
用だった
ため、い
つもより
はしゃい
でいるよ
うに見受
けられ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ側に
いて危険
を注意す
る等声を
掛けてい
たが、転
倒の瞬間
は、他の
児童に目
がいって
いた見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の外遊び
を見てい
た。

転倒の
予見性
があり
なが
ら、厳
しい指
導をた
めら
い、注
意喚起
ができ
ていな
かっ
た。

怪我に繋が
るような行
為をしてい
る児童に対
しては、全
ての職員が
厳しい指導
をためらう
事なく注意
喚起し、正
しい使用方
法を伝え理
解させる。

4136

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 18 2 2
20.８
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

-

ボール
ゲームを
始める際
に子ども
たちと職
員で注意
すべき内
容を確認
しあうよ
うにし
た。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

素足での遊
びが今回の
事故につな
がったとの
認識を持っ
ているが、
以前、児童
に上靴着用
で同様の遊
びを試みた
ことがあっ
た。その際
に床面で滑
ることが多
くあり、転
倒する児童
が続出し
た。それに
加え、上靴
使用の児童
と素足で参
加の児童が
混在してい
ると足を踏
まれた際に
危険度が増
すというこ
とで全員が
素足で参加
というルー
ルにしたと
いういきさ
つがある。

上記の理
由で上靴
着用での
同様の遊
びを継続
していく
ことは難
しいと思
われる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

支援員が子
どもの安全
を守ること
は至極当然
であるが、
子どもたち
自身が自己
防衛能力を
高めていく
ことの必要
性も感じて
いる。その
ために、日
常の生活の
中で子ども
たち自身が
危険箇所、
危険行為な
どを認識
し、自らの
安全を考え
られるよう
に指導して
いこうと考
えている。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

久しぶり
に参加し
たボール
ゲームに
対象児童
は、いつ
もより張
り切って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

布ボールを
使用しての
ボールゲー
ムである
が、ボール
のある場所
でケガやト
ラブルの発
生が多くあ
るため、職
員は主に
ボールを追
いながら子
どもたちの
様子を見
守ってい
た。そのた
めボールが
ある位置か
ら離れた場
所にいた対
象児童の様
子は見てい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

布ボールを
使用しての
ボールゲー
ムである
が、ボール
のある場所
でケガやト
ラブルの発
生が多くあ
るため、職
員は主に
ボールを追
いながら子
どもたちの
様子を見
守ってい
た。そのた
めボールが
ある位置か
ら離れた場
所にいた対
象児童の様
子は見てい
なかった。

-

遊戯室での
遊びは2人で
見守るよう
にしている
が、ボール
に群がる子
どもの見守
り役とそれ
以外の全体
を見守る職
員とに役割
分担してい
こうと考え
ている。

4137

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 2 2
23.11
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折（若木
骨折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

- -
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

48 - -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- -

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

移動時は、
支援員が先
頭になり集
団で移動
し、走らず
ゆっくり移
動すること
としている
が、一部の
児童たちが
早く外で遊
びたいとい
う気持ちか
ら、支援員
より前を
走ってしま
い、対象児
童が階段を
数段飛ばし
て飛び降り
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の児童
たちを移
動させる
ために声
掛けなど
の支援を
してお
り、見
守ってい
たものの
対象児と
の間に距
離が生
じ、止め
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラブ室
に残って
いる児童
の支援を
してい
た。

-

移動時は、
支援員が先
頭になり集
団で移動
し、走らず
ゆっくり移
動すること
について、
指導を徹底
する。

4138

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 99 9 7
18.６
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯一部
欠損

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

落ち着き
に欠ける
子どもで
あった
為、もう
少し注意
して見て
おくべき
であっ
た。

ジャング
ルジムの
中でのぶ
ら下がり
はしない
ように指
導する。

1.定期的
に実施

-
1.定期的
に実施

-
1.定期的
に実施

- -

危険個所
を点検し
支援員同
士で共有
し確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

落ち着き
に欠ける
子どもで
あった
為、もう
少し注意
して見て
おくべき
であっ
た。

ジャング
ルジムの
中でのぶ
ら下がり
はしない
ように指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ジャング
ルジムに
登って遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員の
いた丁
度、後ろ
で事故が
おきた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くには
いたが個
人的には
見ていな
かった。

-

支援員は
ジャングル
ジムの中で
のぶら下が
りはしない
ように指導
するととも
に、危険個
所をあらか
じめ確認し
共有する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4139

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 50 6 2
21.９
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第五趾
基節骨近
位骨端線
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

年数回
2.基
準配
置

職員が、
常に各室
に居合わ
せるよう
対応す
る。

全体の状
況を見な
がら、職
員の配置
を臨機応
変に対応
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今回は、
本人が歩
いていて
強打して
しまった
ためハー
ド面では
問題はな
い

特にな
し。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

職員が他
の児童対
応や保護
者対応に
回ってい
たため。

職員の連
携体制を
よりしっ
かり図
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

同級生と
クラブ室
で、は
しゃぐ場
面も見ら
れたた
め、居合
わせた時
には注意
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故発生
前に職員
がクラブ
室を見て
様子を見
ていた
が、違う
対応が
入ったた
めその場
を離れた
後に、足
を強打し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1階の児
童対応、
保護者お
迎え対
応、外遊
びの児童
対応のた
め、その
場に居合
わせてい
なかっ
た。

職員が
席を外
した
際、別
の職員
に替わ
りクラ
ブ室を
見るべ
きで
あっ
た。

職員の確実
な連携が図
れるように
配慮する。

4140

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 54 6 2
22.10
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

常に事故
発生の可
能性を念
頭に置く

事前の声
掛け、注
意喚起の
徹底

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

常に事故
発生の可
能性を念
頭に置く

外遊びに
出る前の
事前対
策、注意
喚起の徹
底

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

手すりに
乗らない
よう日頃
から注意
喚起は
行ってい
たが、実
際に事故
が起こっ
たことが
なく児童
にも支援
員にも少
なからず
油断が
あった

事故が起
こる可能
性を常に
念頭に置
き、見守
り声掛け
を行って
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登室時、
昼食、自
由遊びの
時間含め
普段と変
わった様
子はなく
いつも通
りだった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

痛みを訴
えたとき
はすぐに
対応した
が、事前
に怪我を
する可能
性を予測
し注意喚
起を強化
すべきで
あった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

支援員が
すぐに駆
け付け、
応急手当
と主任報
告に回っ
ていた

-

外遊びの
際、事前注
意見守りの
徹底

4141

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 41 3 2
21.９
歳

1.男
児

本児は、体
幹が弱く普
段からつま
先立ちで歩
く傾向があ
り、当日は
雨あがりで
足元がよく
ない状況
だった。

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折(踝
部分に５
cmのひ
び)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

-

マニュア
ルの改
善・改良
を行う。
また、事
故防止の
研修を定
期的に行
う。

3.未実施 -
2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

6 -

学校側と
共に安全
確認を行
う。

7.その
他

-

今後は、
さらに丁
寧な指
導、都度
の声掛け
を意識し
て行って
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体幹が弱
く、普段
からつま
先立ちで
歩く傾向
がある

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

移動の際
は児童だ
けで行動
している

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

移動の際
は児童だ
けで行動
している

-

移動の際な
ど、支援員
がつけない
ときは、注
意喚起を徹
底する。

4142

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 55 3 3
20.８
歳

2.女
児

11月6日受
診後、11月
8日に受診
時は、以降
は傷が痛む
場合のみ通
院を指示さ
れた。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

右目角膜
びらん、
右目結膜
炎

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

鉛筆を
持った状
態で
ティッ
シュを取
りに行っ
た。

机から移
動する際
は鉛筆を
置くこと
を指導し
た。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 - -

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鼻から鼻
水が出て
きた。

鼻をかむ
ときは、
鉛筆を持
たないよ
うに指導
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり、宿
題を実施
してい
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

3年生の
宿題をし
ているグ
ループの
机につい
て、宿題
の様子を
みてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の学年
の宿題を
している
グループ
の机につ
いて、宿
題の様子
を見てい
た。

-

机から移動
する際は鉛
筆を置くこ
とを指導し
た。

4143

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 152 8 4
21.９
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
亀裂骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 - 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4144

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 3 1
20.８
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

下顎打撲
による永
久歯ぐら
つき

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 - 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4145

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 172 11 5
18.６
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 - 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4146

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 117 11 3
19.７
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手薬指
剥離骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 - 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4147

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 177 13 5
19.７
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手親指
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 - 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4148

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 97 9 3
18.６
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨近
位骨幹部
骨

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 - 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4149

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 83 9 4
18.６
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 - 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4150

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 88 6 3
20.８
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨骨
折疑い

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 - 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4151

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 134 8 4
18.６
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 - 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4152

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 67 5 2
22.10
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上前歯
欠損

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 - 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4153

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 51 6 2
20.８
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手人差
し指骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 - 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4154

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 83 7 2
19.７
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 - 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4155

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 83 8 4
19.７
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

上前歯損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 - 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4156

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 34 5 3
23.11
歳

1.男
児

怪我をした
児童は、過
去にも活動
中に鬼ごっ
こ等をして
いて足を
捻ってしま
う怪我を繰
り返してい
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨
折・靭帯
損傷（右
足首）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

表面に書
いた通
り、怪我
を繰り返
している
児童で
あった。
鬼ごっこ
をしてい
る近くに
一輪車が
置いて
あった。

子どもた
ちの活動
に対し
て、職員
の見守り
を強化す
る。
鬼ごっこ
など始め
る時は、
近くにあ
るものに
注意し、
どかせる
ものは危
なくない
ところに
片付けて
から始め
るように
する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 -

遊び場所
について
の安全対
策、確認
を強化す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

怪我をし
た児童
は、急
きょ鬼
ごっこに
参加する
ことと
なった。
近くに一
輪車が置
いてあっ
た。

鬼ごっこ
等すると
きには、
周りにあ
るものに
注意し、
どかせる
ものは危
なくない
ところに
片付けて
から行う
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
る所に近
づいた
ら、鬼の
一年生に
タッチさ
れ、急
きょ鬼
ごっこに
参加する
ことに
なった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
（補助
員）は一
緒に鬼
ごっこを
していた
が、鬼
（怪我を
した児
童）から
逃げてい
たので、
怪我をし
た瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

怪我発生
時、校庭
には他に
職員2名
いたが、
それぞれ
別のとこ
ろで別の
児童と活
動してい
た。

-

鬼ごっこ等
するときに
は、周りに
あるものに
注意し、ど
かせるもの
は危なくな
いところに
片付けてか
ら行うよう
にする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4157

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 6 6
20.８
歳

2.女
児

当該児童は
もともと捻
挫しやすい
体質。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

毎年4月
に遊具の
使い方に
ついて説
明する
が、守ら
れていな
かった。

当該すべ
り台で遊
ぶ時の決
まり事
を、再度
徹底す
る。

3.未実施 - 3.未実施 -
1.定期的
に実施

毎日

すべり台
はロー
プ、網等
のを使っ
たアスレ
チック要
素が含ま
れてい
る。

当該すべ
り台で遊
ぶ時の決
まり事
を、再度
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊びの
場合は運
動場全体
を使うの
で、個々
の児童に
目配りが
行き届か
ないこと
がある。

遊具での
遊びの
シーン
に、特に
目配りを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
特に変
わった様
子は見受
けられな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒とす
べり台の
グループ
全体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

サッ
カー、吊
り輪、ブ
ランコな
どのグ
ループを
分担して
見守って
いた。

外遊び
の場合
は運動
場全体
を使う
ので、
個々の
児童に
目配り
が行き
届かな
いこと
があ
る。

遊具での遊
びのシーン
に、特に目
配りをす
る。

4158

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 5 3
19.７
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

 左腕
橈骨　骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

運動会前
で全体的
に子ども
の落ち着
きが無
かった。

けがの注
意などを
今後も
行ってい
く。危険
な遊びや
状況をな
るべく早
く発見
し、けが
の前に注
意できる
ように職
員が広い
視野を持
つように
する。

1.定期的
に実施

複数回
1.定期的
に実施

校庭開放
のたび

1.定期的
に実施

毎日

ケガ防止
マットが
水分を含
んでお
り、本来
の衝撃吸
収効果が
無かった
可能性が
ある。

遊具だけ
でなく、
付属する
備品、今
回で言え
ばけが防
止マット
の状態を
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会前
で全体的
に子ども
の落ち着
きが無
かった。

校庭開放
に参加前
に全体に
事前注意
は行って
いたが、
状況に応
じて個別
の声掛け
も行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

校庭開放
が始まっ
てすぐ、
雲梯へ
真っ先に
向かって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

校庭全体
を見るよ
うにして
いたが、
対象児の
方向は見
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

校庭ス
タッフ
（臨時職
員）が落
下すると
ころを見
ていた。

全体で
事前に
子ども
の落ち
着きが
無いこ
との共
有はで
きてい
なかっ
た。

学童クラブ
だけでな
く、全体で
子どもの様
子の把握を
行う。今回
は、校庭へ
出た直後の
事故だっ
た。支援員
より先に校
庭スタッフ
が発見した
こともあ
り、校庭に
出る際に
は、支援員
がまず校庭
へ出て受け
入れ体制を
整えるよう
にした。

4159

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 80 5 3
20.８
歳

2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

-

遊びコー
ナーを適
切に分
け、コー
ナーごと
に適切な
指導員の
配置。

1.定期的
に実施

12 3.未実施 -
1.定期的
に実施

12 -

定期的に
点検を
行ってい
るため継
続してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

遊びの種
類によっ
て遊ぶ場
所（コー
ナー）が
適切に使
われてい
るか常に
見守りを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

動き回る
遊びをす
るｺｰﾅｰに
配置され
た指導員
が見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の指導
員も全員
がぶつか
らないよ
うに常時
関心を
もって見
守ってい
た。

ぶつか
らない
よう注
意深く
見守っ
ている
が、風
船ゲー
ムをし
ていた
子の動
きを予
測でき
なかっ
た。

今回のよう
な場面も想
定して見守
りをする。

4160

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 4 3
20.８
歳

2.女
児

ADHDとの診
断あり

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

肋骨骨折
（ヒ
ビ）、頚
椎打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-

1.基
準以
上配
置

-

他の児童
の活動状
況を把握
し、見守
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12 -

遊具で児
童が遊ぶ
際に危険
な場面を
想定し、
児童に遊
び際の
ルールを
周知す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

うんてい
等の遊具
につい
て、遊ぶ
方向を決
めていな
かったた
め、事故
が発生し
た。

遊ぶ方向
を定め、
順番に遊
ぶよう促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
そばにい
たが、児
童との衝
突に間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児・
担当職員
と少し距
離があっ
たため、
間に合わ
なかっ
た。

-

他の児童の
活動状況を
把握し、見
守る。

4161

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 102 14 14
21.９
歳

1.男
児

空気が乾燥
していたた
め、校庭の
細かい砂が
滑りやすい
状況であっ
た。ボール
の表面もほ
こり（砂）
が付着して
いた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

動きが激
しいサッ
カーゲー
ムの見守
りのた
め、児童
全体を見
守る立ち
位置に
なり、大
人数の見
守りと
なった。

もう少
し、児童
に近付い
た位置で
の見守り
を行う。
早めの声
掛けなど
に留意す
る。

2.不定期
に実施

3 3.未実施 -
2.不定期
に実施

6

校庭の細
かい砂
が、空気
の乾燥も
相まって
滑りやす
くなって
いた。

天候状況
を把握
し、配慮
すべき事
を検討し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

起こりや
すい怪我
や、怪我
になりや
すい動き
などの事
前指導の
徹底が不
十分だっ
たことが
考えられ
る。

準備運動
だけでな
く、起こ
りやすい
怪我や、
怪我にな
りやすい
動きにつ
いて指導
の徹底を
図る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
サッカー
教室に参
加してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

グループ
全体を見
守ってい
た。該当
児童が転
倒したこ
とに気が
付いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のグ
ルーの自
分が担当
している
児童を見
守ってい
たので、
該当児童
は見てい
なかっ
た。

他のグ
ループ
の児童
数が多
く、人
数に差
があっ
たの
で、支
援員の
配置人
数に軽
重をも
うけ
た。

児童の活動
量も加味し
た配置人数
の工夫を図
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4162

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 4 3
19.７
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上膞部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

突発的な
事故に関
しては
あっとい
う間で、
防ぐのが
難しい。
それ以前
の注意喚
起や
チェック
が必要。

たんこぶ
や足の捻
挫等のケ
ガは、屋
外遊技場
(倉庫)内
で主に発
生するの
で、支援
員の人数
をそちら
の方に多
く振り分
ける。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12

屋外遊技
場はス
ペースも
広く、子
供たちも
力一杯遊
び回れる
ため、ケ
ガが発生
しやす
い。絨毯
が滑りや
すいもの
であった
可能性が
ある。

絨毯を滑
りにくい
ものに替
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

靴下は脱ぐ
というルー
ルを徹底す
る。いつも
靴下を脱い
でいる子だ
という思い
込みを持た
ず、必ず
チェックす
る。
学年によっ
て使用時間
を決めた
り、男子と
女子の使用
時間を決め
ている。
ドッチボー
ルの時は、
他の遊びを
しない。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつも元
気で、活
発な子。
走らない
と注意し
ても中々
守れない
傾向があ
る。静か
に遊ぶの
が苦手
で、1年
生同士で
かくれん
ぼやリ
レー、鬼
ごっこを
するのが
好き。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

広いス
ペースの
中央で見
守ってい
たが、突
発的に事
故が発
生。他の
職員と協
力し対処
し、その
後外科へ
付き添
い。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

母親への
電話、他
の児童へ
の状況確
認等の対
処を行
う。

-

終わりの会
での安全指
導に力を入
れる。

4163

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 51 6 4
22.10
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

-

安全管理
マニュア
ルの「予
防対策」
内の「子
どもへの
指導」部
分の復習
を行う。

1.定期的
に実施

12 3.未実施

当所に備
え付けら
れている
遊具はあ
りませ
ん。

1.定期的
に実施

毎日 -
玩具を常
に点検す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

-

見守り中
にも時間
と共に変
化する子
どもの様
子に気を
配る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッジ
ボールを
している
子どもの
他に、
サッカー
をしてい
る子ども
たちいて
そちらの
ほうの見
守りもし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の鬼
ごっこを
している
子どもた
ちの見守
り中で
あった。

-
職員の配置
に予見を取
り入れる。

4164

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 73 4 1
20.８
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2～3年に1
回

1.基
準以
上配
置

-
事故との
関連無し

2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12
2.不定期
に実施

10～12 -
事故との
関連無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

築山を走
ることが
事故につ
ながって
いるの
で、今後
は鬼ごっ
この際に
範囲を決
めて行う
など、築
山を走る
ことがな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
段変わっ
た様子は
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊び中
に子供た
ちを各箇
所にて見
守ってい
た。本児
の近くで
も見守っ
ていた
が、転ぶ
場面は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ほかの集
団または
個人を見
守ってい
た

-

築山を走る
ことがない
ように注意
して見守
る。

4165

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 7 3 1
20.８
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足首関
節剥離骨
折、靭帯
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

放課後児
童クラブ
の開所以
来、大き
な事故等
が発生し
ていな
かったた
め、危機
管理マ
二ュアル
の理解が
十分でな
かった。

危機管理
マ二ュア
ルを研修
の実施に
より職員
に周知を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12

経年劣化
により、
遊具等の
管理が十
分でな
かった。

定期的に
遊具の状
態を確認
し、劣化
している
部分を発
見した場
合には、
早急に修
繕等の対
応を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気象状況
（天気
等）によ
る安全面
の確認が
不十分で
あった。

特に雨が
降った後
は、遊具
が濡れて
いること
により事
故が発生
しやすい
状況にな
いかどう
かの確認
を行うこ
ととす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

-

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

-

外遊び
の際、
放課後
児童支
援員に
よる見
守りが
十分で
はな
かっ
た。

放課後児童
支援委員が
外遊びの際
の危険性を
再認識し、
見守りを怠
らないよう
に配慮す
る。

4166

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 2 1
18.６
歳

1.男
児

-

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

捻挫
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

支援員等
や保護者
が見てい
ない時間
に児童が
怪我をし
ている。

支援員等
や保護者
が見てい
ない時間
ができな
いよう、
職員の認
識の徹底
を図って
いく。

1.定期的
に実施

12 3.未実施 - 3.未実施 - -

施設は適
切に点検
を行って
いるため
ハード面
での改善
点はな
い。

7.その
他

支援員等
や保護者
が見てい
ない時間
に児童が
怪我をし
ている。

支援員等
や保護者
が見てい
ない時間
ができな
いよう、
保護者に
車まで一
緒に歩い
てもらう
よう徹底
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
に変わっ
たところ
はなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者に
引渡し後
であった
ため対象
児の動き
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者に
引渡し後
であった
ため対象
児の動き
は見てい
なかっ
た。

支援員
等や保
護者が
見てい
ない時
間に児
童が怪
我をし
てい
る。

保護者と児
童が離れて
いる場合、
児童の様子
にも気を配
るよう徹底
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4167

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 51 6 2
21.９
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（右
腕）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

職員が遊
びに入っ
てしま
い、常に
動ける位
置にいな
かった

目の前の
児童だけ
でなく周
りにも気
を配って
いく。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

施設内の
環境とし
て児童が
密集して
いること
もあり、
声が大き
くわさわ
さした空
間になっ
ている。

外遊びを
充実させ
室内で落
ち着ける
ようにし
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちの会話
や遊びの
状況を把
握してい
なかっ
た。

どこでど
んな遊び
が繰り広
げられて
いるかを
常に把握
できるよ
うに気を
配る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びに負
けた悔し
さからト
ラブルに
なり、間
に入った
児童と喧
嘩とな
る。普段
はここま
でのよう
なことは
無い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保護者の
対応中に
喧嘩が始
まりすぐ
に引き離
すがそれ
までの間
に児童が
転んでし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それまで
いつも通
り楽しく
遊んでい
たので安
心し、他
児と関
わってい
たので気
付くのが
遅れてし
まった。

児童の
迎えの
時間と
重なっ
ている
ことも
あり、
職員が
保護者
に呼ば
れその
場を離
れてし
まうこ
ともあ
る。

離れる際、
他の職員に
声をかける
等の対応が
必用。

4168

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 38 3 1
18.６
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

年数回
2.基
準配
置

学校休業
日であっ
たこと、
また自由
遊びへの
転換の場
面であっ
たことか
ら浮足
立ってい
た。また
映画会の
準備とし
てテーブ
ルを職員
が設置し
ていたた
め、声か
けが不十
分である
場面が
あった。

日頃より
職員から
児童へ
「人の上
には乗ら
ない」と
いうこと
周知・声
かけを
行ってい
たが、今
後さらに
職員全員
が同じ価
値観（行
動の禁止
や制限）
を持って
対応する
よう確認
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 - -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- -

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

日常的に
落着きが
なく、
ルールを
守れない
場面もあ
り、入学
時より職
員は注意
深く声を
かけてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児の背
中に乗り
かかった
こと及び
反射的に
体を起こ
したこと
は突発的
であった
ため、近
くにいた
職員も事
前に制止
すること
ができな
かった。
事故直後
にはすぐ
に駆けつ
け対応し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体的に
落ち着か
ない場面
であった
ため、全
体に声を
かけてい
た。テー
ブルの設
置も、子
どもが過
ごしてい
るほど近
くであっ
たため、
子どもへ
声かけを
しながら
行ってい
た。

日常的に、
人の上に乗
るのは、相
手の了承の
有無や痛さ
等のを問わ
ず危険を伴
うこと、乗
られた側は
声を出せな
いこともあ
ることなど
理由を伝え
たうえで注
意を促し制
止してきた
が、きちん
と理解して
いない児童
もいる。

引き続き、
個別及び全
体の中で、
遊びの中で
も人の上に
乗らないこ
とを含めた
日常の注意
事項やルー
ルを、どの
職員でも徹
底して伝え
られるよう
確認する。

4169

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 50 7 1
19.７
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

腓骨剥離
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

年数回
2.基
準配
置

-

事故発生
時に既に
来館して
いた児童
数は50名
ほどであ
り、体育
室での活
動を開始
する時間
帯であっ
たため、
職員配置
に問題は
なかった
と考え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 -

当該事故
に施設・
遊具・玩
具の要因
は見受け
られない
ため、改
善点はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

先を急ぐ
ように来
館する児
童やすで
に遊び始
めている
児童が混
在し、会
館全体が
落ち着く
まで時間
を要する
環境で
あった。
自由遊び
を始める
前に落ち
着く時間
を設ける
ことを検
討する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

プレイ
ルームで
他児童に
強引に誘
われ、警
察ごっこ
に参加
し、どろ
ぼう役と
なった。
警察役児
童に捕ま
り、足首
を捻っ
た。ただ
し、本人
は乗り気
ではな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐそば
にいたが
他児童へ
の対応を
していた
ため、事
故発生時
の瞬間は
見ていな
いが、痛
みで動け
ない児童
にすぐに
気付き、
抱えて事
務室前へ
運んだ。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時は他児
童の対
応、児童
クラブ受
入を行っ
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

-

当該児童が
強引に誘わ
れ、乗り気
ではないま
ま始まった
ごっこ遊び
だったこと
も要因だと
考えられ
る。遊び方
や当該児童
の精神状態
まで観察す
べきであ
り、状況に
応じて指導
が必要で
あった。

4170

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 6 3 2
20.８
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左くるぶ
し　はく
離骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

年数回
2.基
準配
置

-

適正な職
員配置で
あるため
改善策な
し。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 -

小学校内
の体育館
を許可を
得て使用
していた
ため改善
策なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児の目
の前で友
人児童2
名がぶつ
かってし
まったこ
とが要因
と考えら
れる。

周りの状
況を見な
がら行動
するよ
う、普段
から注意
を促す声
掛けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は、運
動神経もよ
く活発なた
め、鬼役と
なり勢いよ
く走ってい
た。目の前
でぶつかっ
た友人児童2
名との衝突
を避けるた
めに、その
ままの勢い
で左足に思
いきり体重
を乗せて止
まったた
め、左足首
をひねっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ぶつかっ
た児童2
名が先に
目に入っ
たため、
その児童
の対応を
していた
ところ、
泣いてい
る本児に
気付い
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の様
子を見て
いたため
見ていな
かった。

止まっ
ていた
児童が
急に走
り出し
たこと
で児童2
名がぶ
つかっ
たた
め、連
鎖的に
起こっ
た事故
である
と考え
られ
る。

子どもの動
きは予測が
難しいの
で、常に緊
張感を持っ
て、注意深
く子どもた
ち全体の動
きを把握す
る必要があ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4171

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 67 4 2
19.７
歳

1.男
児

-

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外側上顆
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

年数回
2.基
準配
置

-

帰宅経路
上で起き
た事故の
ため改善
策なし。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 -

帰宅経路
上で起き
た事故の
ため改善
策なし。

7.その
他

-

帰宅経路
上で起き
た事故の
ため改善
策なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
帰宅途中
に遊んだ
り走った
りするこ
とを注意
されるこ
とが多
く、当日
は姉と一
緒に退館
し、姉の
歩く速さ
が遅かっ
たため手
を引いて
走ったた
めに転倒
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員は、
小学校の
児童玄関
で児童を
見送っ
た。退館
以降の行
動は把握
できな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

活動室で
他児童の
対応を
行ってい
た。

児童が
帰宅途
中に、
走った
り遊ん
だりし
ていた
ことが
要因と
考えら
れる。

児童の交通
安全意識を
高め、道路
の歩き方に
ついて指導
を行う。

4172

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 99 8 2
20.８
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

右外傷性
鼓膜穿孔

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

年数回
2.基
準配
置

-

活動前に
は周りを
よくみて
動き出す
よう話を
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 - -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

子どもた
ちにも周
りの状況
に目を向
け行動し
ていくこ
との大切
さを継続
して指導
して行
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

相手が動
かないと
思って
走ってい
たら動い
たのでぶ
つかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
ていた時
に、ぶつ
かって転
んだので
駆け寄っ
て話を聞
いた。

3.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
職員は活
動室にい
たため見
ていな
かった。

-

子どもたち
の行動の特
徴と危険性
について再
度職員間で
共通認識を
する。

4173

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 76 6 4
21.９
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

-
2.基
準配
置

本児童は、
事故当日ま
でバスケッ
トボール少
年団の練習
によるケガ
で運動をし
ていなかっ
たためブラ
ンクがあっ
た。児童セ
ンターにて
友達と一緒
に遊ぶこと
に気持ちが
高まり、気
持ちと体の
動きのコン
トロールが
ついていか
ず、支援員
の状況判断
より勝って
いたため、
事故が起
こってし
まった。

支援員等
相互が、
状況判断
力や児童
自身の危
険回避能
力や防衛
力が高ま
る関わり
方につい
て事例研
究を行っ
ていくこ
とで、支
援力をよ
り高め
る。

1.定期的
に実施

開館日
1.定期的
に実施

開館日
2.不定期
に実施

-

屋外のた
め石や、
地面に凹
凸がある
こと。

屋外での
活動前に
は、石な
どのつま
づきが無
いか点検
し、運動
をする時
は普段か
ら危険が
及ばぬよ
うより一
層注意の
声掛けを
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動にブ
ランクが
あった児
童に対し
ての、声
かけが不
十分で
あった。

普段か
ら、児童
の様子や
状態を観
察し、運
動にブラ
ンクがあ
る児童
や、たま
に来館す
る児童に
対しては
より一層
注意の声
かけをす
るよう徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
く、遊び
に参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

屋外を見
渡せる位
置に配置
し、活動
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

屋内で、
活動を見
守ってい
た。

運動に
ブラン
クが
あった
児童に
対して
の、声
かけが
不十分
であっ
た。

普段から、
児童の様子
や状態を観
察し、運動
にブランク
がある児童
や、たまに
来館する児
童に対して
はより一層
注意の声か
けをするよ
う徹底す
る。

4174

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 14 3 3
19.７
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨末
端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

-

遊具の使
用方法に
ついて入
所児童に
説明。

1.定期的
に実施

毎日 3.未実施 -
1.定期的
に実施

毎日 -

遊具の使
用方法に
ついて入
所児童に
説明。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

遊具使用
の際に児
童への声
かけを密
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象時の
目の前に
おり、危
険がない
ように声
かけをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

- -

遊具使用の
際に児童へ
の声かけを
密にする。

4175

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 97 7 4
21.９
歳

2.女
児

日光に当た
らないよう
に室内遊び
をおこな
う。激しい
運動は避け
る。

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯2本
破折、仙
骨骨折、
脳振とう

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特にな
し。

一人一人
が視野を
広げて保
育する必
要があ
る。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特にな
し。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児童
は行って
はいけな
い所で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

体育館付
近に誰も
ついてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児を含
め５名の
児童が体
育館付近
で遊んで
いること
を認識し
ていな
かった。

特にな
し。

視野を広げ
て保育する
こと。補助
員は見てい
るだけでな
く児童へ寄
り添う保育
をするよう
指導。

4176

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 40 4 2
19.７
歳

2.女
児

-
6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
骨端線損
傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

-
途中で声
掛けをす
る。

1.定期的
に実施

毎日 3.未実施 -
1.定期的
に実施

毎日 -

毎日点検
をしてい
ることか
ら、改善
策はない
と考え
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

-

できるか
ぎり広く
間隔をと
り遊ばせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

プール中
（水中）
で他の子
供たちと
ビート板
で遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員4名
で監視、
プール監
視員1
名、計5
名で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

水中の出
来事で
あったの
で、見え
なかっ
た。

-
途中で注意
を促す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4177

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 64 5 5
19.７
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手橈骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

-

一輪車の
使い方、
一輪車を
している
子どもが
いる時の
配置につ
いて、職
員間で確
認する。
また、子
どもたち
にも注意
喚起を継
続する。

1.定期的
に実施

随時遊び
の前に実
施

1.定期的
に実施

随時遊び
の前に実
施

1.定期的
に実施

随時遊び
の前に実
施

のぼり棒
のところ
で一輪車
の練習を
していた
ため、他
にも大勢
一輪車を
したり、
のぼり棒
で遊んで
いる子も
いた。

一輪車専
用の練習
場所はな
く、子ど
もたちの
中で練習
する場所
の共通認
識はある
が、職員
がそばで
見守り、
すみわけ
等声掛け
が必要。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

支援員の
人数は基
準であっ
たが、他
の子ども
たちも遊
んでいた
ため離れ
た場所で
の見守り
となっ
た。

すぐに手
助けでき
る位置で
の見守り
が必要
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一輪車に
はまだ乗
れず、練
習中で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

校庭には
数名の支
援員が見
守ってい
たが、転
倒時は他
児の対応
をしてい
たので見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭には
いたが、
離れた位
置で、他
児の見守
りをして
いた。

他児の
対応が
あった
ため、
いつも
配置し
ている
場所に
職員が
いな
かっ
た。

外遊びの職
員体制をで
きる限り多
くして、見
守りや安全
確保ができ
るようにし
ていく。ま
た、定期的
に遊具の使
い方や注意
喚起の周知
を行ってい
く。

4178

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 3 2
20.８
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
3.基
準以
下

-

人員不足
の解消が
急務。求
人に応募
が来るよ
う、処遇
の改善に
ついて検
討してい
く。

1.定期的
に実施

1 3.未実施 -
2.不定期
に実施

常時 -

施設、設
備が原因
とは考え
られない
為、な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

集団の人
数も少な
く、集団
全員を視
界に入れ
られる状
況であっ
たため、
改善点な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特段、体
調不良や
気持ちが
昂ること
もなく、
いつも通
りの様
子。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
動きを見
ていた
が、手が
届く距離
ではな
く、転倒
時に支え
ることは
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じく校
庭にいた
が、他の
児童の集
団を見て
いた。

-

児童の運動
能力に合わ
せ、縄を回
す速度を変
えたりと
いった個々
への対応を
していく。

4179

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 41 5 2
23.11
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

-

子どもの
様子や動
きが活発
になって
きたら早
めに声掛
けをする

1.定期的
に実施

6 3.未実施 -
2.不定期
に実施

毎日 -
畳の状態
をチェッ
クをする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

支援員同
士で、他
の支援員
のいる場
所も気に
して声掛
けを行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

数名で
ボールを
取り合っ
て遊んで
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちの様子
を見られ
る場所に
居て注意
しながら
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣の部屋
で手作り
を行う子
どものア
ドバイス
をしてい
た

-

1人に任せ
ず、他の支
援員ももっ
と周りを気
にする

4180

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 8 2
20.８
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（左
ひじ）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

-

子どもた
ちの活動
に対し
て、職員
の見守り
を強化す
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 -

遊び場所
について
の安全点
検、確認
を強化す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒下に
敷いて
あった
マットが
なかっ
た。（学
校で用意
していた
もの）

遊具を使
用する際
には気を
つけるよ
うな声掛
けを強化
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と鉄
棒で遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員
（補助
員）は鉄
棒の近く
で鬼ごっ
こをしな
がら、鉄
棒あそび
の見守り
を行って
いた。怪
我をした
瞬間は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

怪我発生
時、校庭
には他に
4名の職
員がいた
が、それ
ぞれ別の
場所で別
の児童の
見守りを
行ってい
た。

-

広い校庭を
見る際の職
員配置場所
の確認、見
守り強化の
確認を行
う。

4181

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 55 6 3
20.８
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折
（右くる
ぶし）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

-

今回の事
故があっ
た学校の
階段付近
は注意が
必要な場
所である
というこ
とを頭に
入れて保
育にあた
る。

2.不定期
に実施

-
2.不定期
に実施

-
2.不定期
に実施

-

学校側か
ら伝えら
れている
危険箇所
とは異な
る場所で
の事故で
あり、支
援員の注
意する意
識が低く
なってし
まった可
能性があ
る。

今後は学
校側から
聞いてい
る危険箇
所だけで
なく、ク
ラブ独自
に子ども
が怪我を
しやすい
場所を再
確認をし
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

支援員は
近くにい
たので、
怪我をし
てからの
対応は早
かった。
今後も同
じように
対応をし
ていきた
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分では
この程度
なら跳べ
ると判断
したそう
だが、
思ってい
たよりも
足への衝
撃が強く
ひねって
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラブの
中に連れ
てこられ
た児童の
足の状況
を見て、
応急手当
てを施
し、お迎
えを保護
者へお願
いする。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

事故の一
部始終を
目撃して
おり、事
情を担当
職員に明
確に伝え
る。

-

階段は一段
ずつ歩くよ
うにと怪我
をした児童
に伝える。
他の子ども
達にも同じ
ことが起こ
りうるの
で、全体に
も周知をし
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4182

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 36 5 3
21.９
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯牙破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

-

1.基
準以
上配
置

職員配置
人数は充
分だが、
児童が遊
びに夢中
になりす
ぎたた
め。

事故予防
のマニュ
アルがな
いので早
急に作成
し、研修
を行う。

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

6

ケガの予
想ができ
なかっ
た。

床に障害
物があっ
たり濡れ
て滑りや
すい状態
だったわ
けでもな
く、児童
も運動靴
をきちん
とはいて
活動して
いた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもの
活動
（ドッチ
ボール）
なのでた
だ見守っ
ているだ
けになっ
ていた。

いつ、何
が起こる
か分から
ないとい
う気持ち
を持っ
て、しっ
かり担当
するよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

１～４年
生の児童
１０名ほ
どでいつ
ものよう
に２チー
ムに分か
れて、
ドッチ
ボールを
して遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

審判も兼
ねて両
チームの
中間に
立ってい
たが、転
ぶ時に側
にいけな
かったた
め。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じホー
ルの反対
側で大縄
跳びの縄
をまわし
ていたた
め、よく
見ていな
かった。

いつも
の活動
（ドッ
チボー
ル）な
ので、
審判を
しなが
らただ
見守っ
ている
だけに
なって
いた。

いつ、何が
起こるか分
からないと
いう気持ち
を持って、
しっかり担
当するよう
にする。児
童の心理状
態も考慮す
る。

4183

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 56 5 2
19.７
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

下肢　脛
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遊具に設置
されている
のぼり棒
は、通常は
遊具の下か
ら上に向
かって昇っ
て遊ぶ遊具
であり、の
ぼり棒から
遊具への飛
び移りは想
定されてい
ない。しか
し、遊び方
の指導が徹
底されてい
なかった
為、遊具の
上の柵を越
え、のぼり
棒へ飛び移
ろうとした
ところ、手
を滑らせ
た。

遊びを始
める前
に、正し
い遊具の
遊び方を
説明す
る。危険
な遊び方
をしない
よう、で
きるだけ
遊具近く
で見守り
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

- -

今回事故
が発生し
たのぼり
棒につい
ては撤去
し、児童
が遊具の
柵を乗り
越えて遊
ばないよ
う整備を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

部屋へ戻
る時間が
迫ってお
り、他の
児童が
続々と引
き上げて
おり、部
屋へ急い
で戻ろう
としてい
た。

慌てずに
ゆっくり
と安全に
注意しな
がらの行
動を促す
よう、言
葉かけを
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこ
ではなく
順番に降
りる遊び
であった
が、急い
で降りて
しまって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くで見
守りを
行ってい
たが、他
の児童を
見てお
り、転落
の瞬間を
みていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

迎えの時
間帯と重
なってお
り、お迎
え対応並
びに他児
童の見守
りを行っ
ていた。

-

２人の職員
が横並び
で、同じ方
向を向いて
いたことか
ら、近くに
いる職員同
士で連携
し、極力死
角となる場
所がないよ
うに気を付
ける。

4184

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 51 3 5
19.７
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指中
手骨骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

2.な
し

3.未
実施

0
2.基
準配
置

事故発生
時の報告
が遅れる
など、事
故発生に
対する意
識が低
かった。

事故の発
生防止策
や事故発
生時の対
応等、職
員に指導
する。

2.不定期
に実施

12 3.未実施 0
2.不定期
に実施

12

施設に破
損箇所等
はなく、
特に問題
は見当た
らなかっ
た。

事故の発
生防止の
ため今後
も施設内
の点検を
行うよう
指導し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

畳んだ絨
毯を置い
ておい
た。

不要な物
は取り除
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調も良
好でいつ
もと変
わった様
子は見受
けられな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホール内
での活動
中であ
り、対象
児が１人
で横歩き
をしてい
た様子を
職員が離
れたとこ
ろから見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
について
も対象児
から離れ
てたとこ
ろから見
守ってお
り、事故
発生時に
は近くに
いなかっ
た。

活動を
見守っ
ている
中で起
きた事
故であ
り、環
境整備
への配
慮が欠
けてい
た。

環境整備を
行い、不要
なものは取
り除くよう
指導した。

4185

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 6 3
20.８
歳

1.男
児

対象児童
は、協調運
動能力（身
体の複数の
部位を協調
させて行う
運動）に不
安定さが見
られる。
（春頃にも
はしごから
足を踏み外
したことあ
り）

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部
頭蓋骨損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

-
2.基
準配
置

職員が、
当該児童
の運動能
力が発達
段階であ
り、不安
定さや怪
我の恐れ
があるこ
とへの認
識が不十
分であっ
た。

怪我や事
故の起こ
りやすい
ポイント
につい
て、職員
間で確認
をし、書
面にまと
める。
遊具や保
育中に起
こりえる
危険性や
ついての
館内研修
を定期的
に実施す
る。

1.定期的
に実施

52 3.未実施 - 3.未実施 -

設置され
ている滑
り台の両
脇に高さ
が低い。
もう少し
高さがあ
るとバラ
ンスを崩
しても、
転落の危
険性が減
るのでは
ないか。

遊具の定
期点検は
小学校で
実施して
いるが、
職員も定
期的に安
全点検を
実施して
いく。
室内・玩
具の点検
について
も、定期
的な安全
点検を実
施してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具は各々
に注意して
見守ること
が必要。し
かし、校庭
内にあるこ
とから、グ
ラウンドで
遊ぶ児童の
見守り（一
般児童も遊
んでいるた
め児童の人
数が多
い）、要支
援児の見守
りも必要と
なってお
り、職員体
制的に児童
の動きを全
て把握、全
てに最善の
注意を払う
のは困難で
ある。

遊具の安
全な使い
方につい
て、児童
へ繰り返
し、指導
を行う。
遊具使用
における
指導方法
について
職員間で
確認し、
定期的に
館内研修
を実施す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登館時
は、普段
と変わら
ない様子
で遊び始
めた。
事後、母
親より当
日は、朝
早く起き
たため、
睡眠不足
もあった
のではな
いかとの
話あり。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

前日、ブ
ランコで
怪我が発
生したた
め、ブラ
ンコを重
点的に見
守り、指
導してい
た。対象
児の落下
する瞬間
に気づ
き、声を
かけ、駆
け寄った
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

グラウン
ドで遊ん
でいる児
童の見守
りに１
名、要支
援児童の
担当に１
名、他児
の対応に
１名があ
たってお
り、ブラ
ンコでの
対象児の
動きを見
ていな
かった。

支援が必要
な児童が複
数名おり、
個別の対応
が必要と
なっている
ことから、
人員不足も
否めない。
各児童の特
性を踏ま
え、起こり
得る危険性
を職員が把
握し、見守
ることが必
要。

職員配置を
含め、児童
を安全に見
守る体制に
ついて検討
を重ねる。
児童一人ひ
とりの発達
段階、特性
について職
員間で理解
を深め、保
育における
注意点につ
いての共通
認識を高め
る。

4186

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 50 6 1
20.８
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕亀裂
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

-

日々の中
でのヒヤ
リハット
につい
て、すぐ
共有し自
身のスキ
ルに入れ
ていくこ
とを心が
ける

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 -

活動前の
点検を大
事にする
ととも
に、子ど
もの活動
範囲を想
像し配置
等を行な
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

同じ空間
には1名
以上の職
員を配置
し、安心
して活動
が行なえ
る環境を
作る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

以前にも
怪我をし
たことの
ある児童
であれ
ば、声を
かけるこ
ともあっ
てもよ
かったか

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

声がけを
するな
ど、興奮
気味かな
と感じた
ときに
は、注意
を促す声
賭けを行
なう。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

- -

児童やその
他の児童に
対し、その
競技の正し
い遊び方や
体の使い方
を知らせ、
安全に遊ぶ
ことの必要
性を、時々
話をし根付
かせ自覚さ
せていくこ
との方法を
とる
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4187

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 178 20 18
19.７
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

-

ヒヤリ
ハットを
常に意識
し事故発
生の予防
に心がけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

50 -

鉄棒のよ
うな特殊
用具を使
用する時
は、ス
タッフの
補助を増
やす。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒をす
る補助の
仕方が甘
かった。

時間を制
限し子ど
もの集中
力のある
短時間だ
け遊ばせ
る工夫を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気も
良く、体
調不良は
見られな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒から
下りるま
での補助
はしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児が
遊んでい
たコミュ
ニティセ
ンターの
ホールで
は他の児
童達がバ
スケ等の
遊びもし
ていたの
で、他の
スタッフ
は鉄棒を
あまり気
にしてい
なかった

-

離れた位置
の場所で遊
ぶ子ども達
もでるだけ
見守りがで
きるよう心
掛ける

4188

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 62 5 4
18.６
歳

1.男
児

-

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

登館時の
行動につ
いての児
童の慣れ
と、その
ことへの
認識の不
十分さ。

集会での
児童への
注意喚
起・指
導。登館
時の路上
での実地
指導。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 - -
7.その
他

高齢化に
よる育成
支援のた
めの地域
の人材の
不足。

小学校と
児童館と
の協力に
よる街頭
指導。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

小学校下
校直後に
路上で発
生したた
め見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

小学校下
校直後に
路上で発
生したた
め見てい
なかっ
た。

-

集会で、事
故防止につ
いて子ども
に説明し、
事故防止を
意識させ
る。
小学校と児
童館との協
力による街
頭指導。

4189

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 68 7 6
18.６
歳

2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折（右
足）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

児童から
発生した
遊びで、
準備・進
行等児童
主導にさ
せたた
め、安全
面での対
応が不足
になって
しまう部
分があっ
た。

児童の遊
び方に応
じて，職
員の配置
を柔軟に
適切に配
置してい
く。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12 -

遊具・玩
具を遊び
の中で適
切に使用
するとと
もに，危
険のない
ようこま
めに
チェック
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

楽しみな
がらも，
安全が確
保できる
よう，児
童主体の
活動で
あって
も，事前
に確認し
ていくよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お化け屋
敷遊びを
楽しみに
してお
り，順番
がくる
と，すぐ
に室内に
入って
いった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

お化け役
の児童
と，お客
役の児童
の様子を
見ながら
危険を感
じる場合
には声が
けした
り，そば
に行き注
意しなが
ら遊びを
見守って
いたが，
事故の際
には，間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の部屋
にも別の
遊びをし
ている児
童があ
り，そち
らの見守
りをして
いた。

職員の
関わ
り、声
がけが
不十分
であっ
た。

遊びの場の
危険の事前
確認，遊び
のルールの
確認をしっ
かりし，児
童もそれに
従って遊べ
るよう声が
けしてい
く。

4190

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 49 9 3
20.８
歳

1.男
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

新聞野球
をする時
の人数・
ルールを
確認す
る。

遊戯室で
野球をす
る時は、
スライ
ディング
をしない
という事
を子ども
達と確認
をした。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1

施設・部
屋の大き
さに合っ
た遊びを
考える。

利用人数
に応じた
遊びの工
夫をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童館の
毎日の活
動の変化
を考えた
上での見
守りが必
要。

宿題を終
えた順で
はなく、
ある程度
の子ども
の人数が
宿題を終
わった時
点で次の
行動に移
すように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同級生と
の野球で
はなく、
下級生が
相手とい
うこと
で、いつ
もより気
分が上が
りスライ
ディング
をすると
いう行動
につな
がった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室に
は複数の
職員が見
守ってお
り、野球
は1人の
職員が
しっかり
見守って
いた。し
かし。ス
ライディ
ングする
ことは予
測できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

すぐに複
数の職員
で怪我の
状態を確
認し、
残った子
ども達の
見守りに
はいっ
た。

利用者
の年齢
に応じ
た遊び
の工夫
を指導
する。

利用者の年
齢に応じた
行動をとら
せることで
事故防止を
防ぐ。見守
り体制を工
夫する。

4191

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 117 11 10
21.９
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

子どもが
からだを
動かして
遊んでい
る中での
ケガであ
り、防ぎ
ようのな
かった部
分もあ
る。

遊びの中
での事故
発生の予
見、事故
防止マ
ニュアル
や危険個
所の再確
認等を全
職員で行
い、これ
まで以上
に危機感
を持って
遊びの見
守りを行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24

晴天で地
面が乾
き、滑り
やすい状
態だっ
た。

小学校校
庭のた
め、学校
と情報共
有しなが
ら、再発
防止を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故当日
は全校4
時限であ
り、児童
館で過ご
す時間や
遊ぶ時間
が普段よ
り長時間
となっ
た。

児童館で
過ごす時
間が長い
時は、め
りはりを
つけて遊
ばせるよ
う配慮
し、体力
に合わせ
て無理の
ないよう
声がけを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登館して
からは、
普段通り
に過ご
す。ばら
ドッジも
特にトラ
ブルはな
く楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ばらドッ
ジの周辺
で危険が
ないか見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

すべり台
やブラン
コ、うん
てい等の
遊具の周
辺、岩や
樹木があ
るあそび
場等、他
の場所で
見守りを
行ってい
た。ま
た、館内
とサテラ
イト室で
も児童が
遊んでお
り、その
対応をし
ていた。

外遊び
をして
いる子
どもの
数に対
して、
外を見
守る職
員数が
十分で
はな
かっ
た。

館内とサテ
ライト室で
の子どもの
様子にも注
意が必要な
状態だが、
外遊びの見
守りも可能
な限り職員
が多くつけ
るよう意識
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4192

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 88 10 6
20.８
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

-

・担当者
は，常に
一人一人
の動きを
注視し安
全確保に
努める。
・どんな
ことでも
気軽に話
せる関係
をつく
る。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 -

事前に遊
具の使い
方のルー
ルを徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

見守りの
徹底を図
り，危険
な行為が
見られた
場合には
即座に対
応する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

良好で，
とても元
気に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鉄棒と一
輪車の両
方を見
守ってい
たが，対
象児が落
下したと
きには一
輪車の子
どもの方
に目が
いってお
り，手を
差し伸べ
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担当場
所が決
まってい
るため，
対象児の
遊びまで
見守るこ
とはでき
なかっ
た。

-

担当者が一
人一人の動
きをしっか
り把握する
と同時に，
他の担当者
にも目を配
りながら有
事の際には
複数で迅速
に動けるよ
うにする。
また，配置
人数にも配
慮する。

4193

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 2 2
21.９
歳

2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

-

床が滑る
箇所がな
いか確認
する。

1.定期的
に実施

体育館を
使用する
前

1.定期的
に実施

体育館の
施設を使
用してい
るので、
遊具はな
い。

1.定期的
に実施

日々、点
検を行っ
ている。

-
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

体育館
シューズ
を履い
て、事故
防止に努
める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
る指導員
と児童の
遊びの中
に入って
いる指導
員に分か
れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特になし -

今後は、施
設の安全点
検の徹底を
図り事故の
防止に努め
る。

4194

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 62 5 3
18.６
歳

2.女
児

転倒した状
況に対し怪
我の程度が
重く、今般
検査を行っ
たところ骨
形成不全症
と診断され
た。

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左　大腿
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

-

1.基
準以
上配
置

- ―
2.不定期
に実施

安全上問
題がある
箇所はそ
の都度修
繕

3.未実施 -
2.不定期
に実施

安全上問
題がある
玩具はそ
の破棄し
ている。

外灯等の
設置が無
い道を歩
行してい
た。ま
た、事故
発生現場
付近には
段差やお
うとつが
多数見ら
れた。

外灯が設
置されて
いる箇所
を歩くよ
う保護者
に呼びか
けを行
う。

7.その
他

- -

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童が退
所し、迎
えに来た
保護者と
駐車場に
向かって
いる際に
転倒した
ものであ
り、支援
員は現場
に居合わ
せていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童が退
所し、迎
えに来た
保護者と
駐車場に
向かって
いる際に
転倒した
ものであ
り、支援
員は現場
に居合わ
せていな
い。

-

児童を保護
者に引き渡
してからの
事故であ
り、支援員
が今回の事
故の発生を
防ぐのは難
しい。

4195

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 5 3
18.６
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折
（全治2
か月）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

-
2.基
準配
置

危険予測
ができて
いなかっ
た。

今後、事
例研究等
の研修を
実施す
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

- -

点検は
行ってお
り、ハー
ド面での
問題は考
えにくい
ため、改
善点はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

支援員の
見守り方
について
再度考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わった
様子はな
かった
他児をハ
ンモック
に載せる
ため、端
に体重を
かけてし
まった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
遊んでい
たハン
モックで
はなく、
他の児童
が遊んで
いたブラ
ンコ付近
で見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具とは
離れた場
所で他の
児童の見
守りを
行ってい
た。

-

里山に遊び
に行く際の
支援員の数
を増やし、
遊具で遊ぶ
児童の見守
りを行う。

4196

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 35 4 2
20.８
歳

1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

-

1.基
準以
上配
置

グラウン
ドで遊ん
でいる子
供たち、
1人１人
の行動を
把握する
のは難し
い。

グラウン
ドから室
内に戻る
時、急が
ないよう
に子供た
ちに今一
度言う。

3.未実施

学校施設
の為、学
童保育所
では判り
ません。

3.未実施

学校施設
の為、学
童保育所
では判り
ません。

3.未実施

学校施設
の為、学
童保育所
では判り
ません。

タイヤと
砂場の間
は、砂が
こぼれて
凸凹して
いるとこ
ろもあっ
た為。

足元に注
意して歩
くように
児童に話
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1人１人
の児童の
行動を全
て把握で
きなかっ
たこと。

1人1人の
児童の行
動と体力
を全て把
握するこ
とは非常
に難しい
が努力す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

各自、好
きな遊び
をしてい
たが、終
了の笛を
聞き急い
で戻った
時に躓い
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

グラウン
ドに残っ
ている児
童がいな
いか、確
認してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋への
引き上げ
の時だっ
たので、
他の児童
の誘導を
してい
た。

児童が
部屋に
戻り間
もなく
母親が
迎えに
来たの
で、児
童の怪
我に気
づかな
かった
が、駐
車場に
向かう
途中で
気が付
き湿布
した。

外遊びから
帰った後
は、異常が
ないか児童
に確かめ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4197

令和
3年5
月31
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 11 3 2
20.８
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

-

固定器具
の使い方
の再確認
と支援員
立ち位置
の確認

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 -

日頃から
の活動に
ついて、
遊具の使
い方の約
束など繰
り返し声
掛けする
ととも
に、支援
員もヒヤ
リハット
の意識を
常に念頭
に入れて
おくよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一緒に活
動するこ
ともある
が、利用
人数に
よっては
全体を見
渡すよう
な立ち位
置をして
いる中で
トラブル
が発生す
ると、目
を離す瞬
間もあ
る。

児童への
遊具の使
い方の再
確認と活
動での約
束をしっ
かりする
ととも
に、支援
員の見守
りのしか
たを再確
認し、共
通理解の
下、子ど
もたちの
見守りを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊び方が
危なかっ
たので、
再三声掛
けを行っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

次の活動
の準備中
だった

特にな
し。

三角ジムの
使い方を再
度、子ども
と一緒に考
えてみる。

4198

令和
3年5
月31
日

1.認可
11.一時
預かり事

業
12 午前中

施設内
(室外・
園庭等)

異年齢構
成

4
0
名

3
名

0
名

1
名

0
名

0
名

0
名

2 2 1歳 女児 ―
屋外活動

中
負傷 ―

創傷(切
創・裂傷

等)

上肢
(腕・
手・手
指)

右手第二
指関節内
側部座創

その他 あり
不定
期に
実施

実施頻度(
6　)回/年

基準
配置

気もちの
隙間をな
いように
一人一人
の職員が
責任の自
覚を持
つ。

職員同士
が危機管
理意識を
もち保育
に携わ
る。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/

年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/

年

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/

年

慣れや油
断を排す
よう職員
間で声を
掛けあ
う。

日頃から
危険が発
生する状
況がない
か意識を
持ち安全
を見る目
を高め
る。

集団活
動中・
見守り
あり

園児によ
るエサや
りは行わ
ず、今後
あげるの
であれば
職員がエ
サやりを
行う。子
どもから
目も心も
離さな

い、緊張
感を持ち
に見守
る。

職員同士
が危機管
理意識を
もち保育
に携わ
る。

いつも
どおり
の様子
であっ

た

動物が好
きで怖が
る事がな
くウサギ
に近づ
く。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

真横ろか
ら見守
る。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載

欄)
後方から
見守る。

職員の
立ち位
置の不

備
職員同
士のコ
ミュニ
ケー

ション
不足

職員同士が
危機管理意
識をもち保
育に携わ

る。

4199

令和
3年5
月31
日

1.認可
11.一時
預かり事

業
12 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

14
3
名

5
名

6
名

名 名 名 名 8名 7名 1歳 男児

寒い日とい
う事で、児
童館のフア
ンヒーター
がついてい

た。
ファンヒー
ターに柵は
無かった。
保育者同士
確認が出来
ていなかっ

た。

室内活動
中

負傷 ― 火傷

上肢
(腕・
手・手
指)

左手　人
指し・

中・薬指
熱傷Ⅱ度

玩具・
遊具等
施設・
設備の
安全上
の不備
による
もの

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
１　)回/

年

基準
以上
配置

―

会議を通
し、安全
確認の重
要性を保
育者間で
確認す
る。

未実施
実施頻度(
)回/年

未実施
実施頻度(
)回/年

未実施
実施頻度(
)回/年

ファン
ヒーター
に柵が無
かった。
ファン

ヒーター
が付いて
いる事へ
の保育者
間の情報
共有が無
かった。

ファン
ヒーター
の柵設置
依頼。

保育室の
児童館で
の活動中
は、ファ
ンヒー

ターは使
用しな
い。

集団活
動中・
見守り
あり

児童館、
室内とい
う安心感
もあり、
安全確認
が不十分
だった。

保育者間
で声がけ
が必要。
保育者が
必ず安全
を確認し
た後に、
子どもを
入室させ

る。

―

(具体的
内容記載

欄)
一時預か
りの初日
であった
ため、通
常時との
比較分析
不能。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

(具体的
内容記載

欄)
1対1での
保育時、
他の遊具
に気をと
られ一瞬
目を離し
てしまっ

た。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載

欄)
全体を見
る保育者
の配置が
出来てい
なかっ
た。

一時預
かり、
初日で
児童館
での活
動に連
れ出し
たの

は、無
理が
あっ
た。

０、1歳児の
お子さん

は、園や保
育者に慣れ
るまでは、
室内・園庭
で過ごす。
保育室の活
動全体を見
る保育者を

置く。

4200

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

69 33 36 21 21
13.１
歳

2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕顆
上骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

AED操作
方法の研
修時に幼
児安全法
について
も研修を
行う。

1.定期的
に実施

4 3.未実施

前年6月に
丸太の遊
具を新し
いものと
交換し
た。

2.不定期
に実施

随時、消
毒と同時
に実施

―

遊具（丸
太）の点
検を施設
の安全点
検時に行
うように
する。

1.集団
活動

中・見
守りあ

り

―

活動時子
供から目
を離さな
いように
注意喚起
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

体勢は安
定してい

た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい

た

初めての
遊びでは
なかった
こと、そ
の時の子
供の体勢
が安定し
ていたこ
ともあ

り、危険
な状況で
はないと
考え近く
で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の子供
を見守っ
ていた。

―

・丸太付近
には必ず保
育士が両側
に分かれて2
名つき、丸
太に上がっ
ている子供
から目を離
さないよう
にし、素早
い対応が取
れるように

する。
・職員一人
ひとりが危
険予知能力
を高め、危
険回避に努

める。

4201

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育

先・公園
等)

7.異年齢
構成

12 8 3 1 7 6
14.２
歳

1.男
児

遠足のた
め、日頃行
かない公園
を訪れた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

右前歯骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

防寒のた
めの上着
も、素材
によって
鉄部では
滑りやす
いことを
周知し、
児が遊具
に触れて
いる時は
側に付

き、目を
離さな
い。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

室内で使
用する大
型遊具

は、使用
前に必ず
点検して
いる。

1.定期的
に実施

毎日の消
毒の際

に、留め
具・ほつ
れ・ひび
割れなど
を確認し
ている。

―

滑りやす
い素材の
上着を着
用してい
ることで
起こりう
る危険を
認識す

る。遊具
の対象年
齢を守
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ

り

―

遊具使用
の時に起
こりうる
様々な状
況を考

え、職員
間で周知
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

特になし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい

た

遊具の両
端に職員
がついて
いたが、
対象児の
行動が瞬
間的だっ
たため、
手が届か
なった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

シーソー
タイプの
遊具だっ
たので、
両端に他
児が乗っ
ているの
を補助し
ていたた

め。

―

・児の居る
ところには
必ず職員が
付き声掛け
をする。

・危険と思
われないよ
うな状況で
も、児の行
動の様子は
職員間で声
掛けをし
かっり行

う。遊具の
対象年齢を
確認して守

る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4202

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育

先・公園
等)

7.異年齢
構成

11 5 6 4 4
14.２
歳

1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

遊びはじ
めは楽し
くジャン
プしてい
るだけ
だった

が、慣れ
てくると
わざとこ
けたりす
る姿を見
た。気づ
いた時点
で危険を
察知し止
めるよう
にする。

1.定期的
に実施

12 3.未実施 遊具なし
1.定期的
に実施

24 ―

遊ぶ前に
破損がな
いか点検
する。危
険な遊び
方になっ
ていない
かしっか
りと見
る。

1.集団
活動

中・見
守りあ

り

―

見守りな
がら、遊
び方が激
しくなっ
ていると
きは落ち
着いて遊
べるよう
な言葉を
かける。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

普段から
活発な本
児。トラ
ンポリン
上でわざ
と転倒す
ることを
楽しんで
遊ぶこと
が多かっ

た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい

た

共にトラ
ンポリン
上で遊ん
でいたが
他の子ど
もに目を
配ってい

た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

砂場担当
者、散策
担当者、
などに分
かれてい
た為、見
ていな

かった。

―

楽しんで遊
んでいる時
でも遊び方
が激しく

なったり事
故につなが
りそうだと
感じたとき
は、その場
で声をかけ
落ち着いて
遊べるよう
にする。職
員は視野を
広げ全体を
常に見るよ
うにし、危
険を察知で
きるように

する。

4203

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室

内)

7.異年齢
構成

5 2 2 1 2 1
15.３
歳

2.女
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

― 6.その他 ―

てんかん
≧

迷走神経
反射
＞

不整脈

8.その
他

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

再発防止要
因分析は該
当しない

が、その他
要因による
事例を想定
し、施設・
玩具の安全
確認、各マ
ニュアルを
より太字で
印字し直

し、室内が
見渡せる場
所に掲示し
直した。

4204

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 5 10 1 1 2 1
15.３
歳

1.男
児

事故当日、
●●外科に
行ったが、
痛がりレン
トゲンがう
まく取れな
かったた

め、翌日、
●●整形外
科に行きレ
ントゲンを
撮ると、左
ひじと左手
首の骨折を
確認した。

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

（肘）、
左手関節
骨折（手

首）

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

外に出る
際は、必
ず、一人
以上のス
タッフが
全体が見
える位置
に配置す

る。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

12 ―

柵を新た
に追加

し、転倒
を予防す

る。

1.集団
活動

中・見
守りあ

り

―

移動の際
は、英語
教師に協
力しても
らい、必
ず複数人
で移動を
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

予定にな
かった園
庭への移
動で、気
持ちが高
ぶったよ
うに感じ

た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の靴
を履くこ
とを手助
けしてい
て、目を
離してし
まってい

た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

園児と一
緒に鬼

ごっこを
してい

て、資格
となる場
所に移動
してい
た。

―

園庭へ出る
場合は、必
ずもう一

人、スタッ
フを配置す
るようにす
る。園児と
の遊びの中
でも、死角
に園児がい
ないか気を
配り、エリ
アを区切る
などして、
確実に動き
を身を賭さ
ないように

する。

4205

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室

内)

3.2歳児
クラス

11 3 3
14.２
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

剥離骨折
（右手小

指）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―
2.基
準配
置

― ―
1.定期的
に実施

都度実施

危険箇所
の共有を
行ってい

る。

1.定期的
に実施

都度実施

ネジのゆ
るみ・キ
ズ・剥が
れ・破損
等がない
か使用前
に確認を
してい
る。

1.定期的
に実施

都度実施

玩具提供
前にその
都度、破
損や年齢
に合った
玩具か確
認をして
いる。

― ―

1.集団
活動

中・見
守りあ

り

午後のお
迎え時間
帯であ

り、保護
者の出入
りが多い
ため、本
児の気持
ちが落ち
着かず、
集中力が
欠けてし
まってい
たことが
考えられ

る。

お子様の
興味、関
心がある
もの、遊
んでいる
様子を見
極め、活
動の切り
替えを

行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

普段から
動きが活
発なお子
様であっ
たが、受
傷する前
の遊びで
は落ち着
いてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

3名の保育士のう
ち、保育士Aは勤
務終了にて退勤
するため、残る
保育士Ｂに引継
ぎを行ってい

た。保育士A.Bは
本児の姿が見え
る位置で引継ぎ
しており、本児
が立ち上がる際
も目視してい

る。保育士Ｃは
本児から少し離
れた位置で膝の
上に他児1名を座
らせ、近くにい
た他児2名と会話
をしていたた

め、立ち上がる
本児は確認でき

ていない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

保育士
A,B,Cは
担任であ
り、上記
の通りの
動きがあ
り、他保
育士は各
クラスの
お子様の
対応を行
い、見て
はいな

かった。

紐通し
での遊
びを長
時間

行って
いたた
め、遊
びの集
中力の
違いが
考えら
る。

発達年齢や
お子様の様
子に応じた
活動や遊び
方の提供を

行う。
発達状況を
把握、危険
予測をし、
保育士の位
置を確認し
合い配慮す

る。
お子様の発
達段階を再
確認にし、
保育士間で
情報共有を

する。

4206

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室

内)

7.異年齢
構成

4 2 1 1 3 3
13.１
歳

1.男
児

―
2.室内活

動中
1.負
傷

―
1.意識不

明
1.頭部 脳震盪

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動

中・見
守りあ

り

新聞遊び
後の片付
け時間、
本児が小
走りで

走ってい
たため転
倒する。

部屋は走
らないよ
うに伝え

る。

―

皆で新聞
紙の片付
けを行っ
ていたの
で、本児
も意欲的
に片付け
をしよう
と小走り
で走るこ
とにより
転倒す
る。

―

1名はご
み袋を持
ち子ども
達新聞紙
を持って
くるのを
待ってい
た。2名
は子供た
ちと一緒
に片づけ
を行って
いた。

― ― ― ―
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4207

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

17.地方
単独保育

施設
12 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

8 名 名 名 名
５
名

３
名

名 ２名 ２名 5歳 女児 特に無し
屋外活動

中
負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

上腕骨顆
上骨折

遊具等
からの
転落・
落下

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
２　)回/

年

基準
以上
配置

水分補給
の声を掛
けた事に
よって本
児が急い
で滑り台
を降りな
くてはい
けないと
焦った。
また職員
同士で遊
具のどこ
に子ども
が何人

残ってい
る等の声
掛けが無
く、本児
の近くま
で行った
が、落下
を防げな
かった。

保育士が
子どもの
側を離れ
る時は、
必ず他の
職員に声
を掛け

る。とく
に固定遊
具に残っ
ている場
合は全員
が下りる
のを確認
する。

定期的に
実施

実施頻度(
１)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

公園の固
定遊具に
ついて使
用年齢の
確認を

行っては
いたが、
時間経過
とともに
5歳児ク
ラスは使
用できる
ようにな
り合同保
育を行う
中で、4
歳児クラ
スも使用
するよう
になって
いた。

慣れもあ
り使用年
齢でなく
ても遊べ
るように
なるが、
遊具に掲
示されて
いる使用
年齢を

守って使
用する。

集団活
動中・
見守り
あり

いつも遊
んでいる
遊具で

あっても
遊具は６
－１１歳
対象だっ
たので、
5歳児ク
ラスには
大丈夫で
あったが
4歳児ク
ラスには
無理が

あったと
思われ
る。

合同クラ
スの時は
下の年齢
にあった
遊具を選
んで遊
ぶ。

いつも
どおり
の様子
であっ

た

(具体的
内容記載

欄)
朝保護者
と離れが
たい様子
はあった
が、その
後特に変
わった様
子は無く
元気に遊
んでてい

た。

対象児
から離
れたと
ころで
対象児
を見て
いた

(具体的
内容記載

欄)
水分補給
の為に子
ども達に
声をか

け、本児
から離れ
てベンチ
に移動し
ていた。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載

欄)
水分補給
の声掛け
を聞き固
定遊具に
残ってい
る子ども
がいない
か反対側
を見に行
き、本児
を含む３
人が滑り
台のとこ
ろにいて
本児が滑
ろうとし
ていたの
で、走り
寄ろうと
してい
た。

保育士２名で
８名の子ども
を見ていた

が、水分補給
の声掛けをし
た保育士が固
定遊具に子ど
もが残ってい
たのにもう一
人の保育士に
声を掛けず子
どもの側を離
れてしまっ

た。またもう
一人の保育士
は、子どもへ
の声掛けに気
づき残ってい
る子どもがい
ないか確認に
動き本児達に
気づいて近づ
いたが、落下
を防ぐことは
出来なかっ

た。

遊具に子ど
もが残って
いる時はそ
の場を離れ
ず、必ず他
の職員を呼
んで交代す
る。または
全員が遊具
から降りた
のを確認し
てから動

く。

4208

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

17.地方
単独保育

施設
11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育

先・公園
等)

7.異年齢
構成

25
７
名

７
名

１
０
名

１
名

名 名 名
１２
名

９名 3歳
2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/

年

1.基
準以
上配
置

戸外活動
時の遊具
の職員配

置

引率職員
がそれぞ
れに全体
の動きを
見渡せる
職員配置
にする。
多方向か
らの遊具
使用はせ
ずに１方
向に定め

る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８
)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/

年
― ―

1.集団
活動

中・見
守りあ

り

子どもが
滑り台を
滑り終え
ると過信
して、側
で順番待
ちをして
いた子ど
もに声を
かけた時
に目が離
れてしま
い対応で
きなかっ

た。

最後まで
子どもの
介助を怠
らずに手
を添え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

(具体的
内容記載

欄)
らせん階
段を登る
ことに自
信がつき
慣れてき
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい

た

(具体的
内容記載

欄)
階段を登
りきった
本児の次
に順番を
待ってい
た園児に
待つよう
に声をか
ける瞬

間、本児
から目が
離れた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載

欄)
１人は階
段の反対
側にある
登りネッ
トで他児
の安全を
見守って
いた。１
人は滑り
台の滑る
場所側で
見守って
いた。

３人が
それぞ
れの場
所の園
児の動
きを見
守って
いた

が、３
人が全
体を見
渡す事
ができ
ない死
角の場
所で
あっ
た。

３ヶ所に分
散して見守
る場合は、
保育者３人
が全体を見
通せる配置
にする。

4209

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施

設

3 午睡中
施設内
(室内)

異年齢構
成

19
10
名

4
名

5
名

名 名 名 名 3名 1名 1歳 男児

事故との因
子関係は不
明である

が、事故７
日前からの
３日間、既
往症（左水
腎症）の経
過観察のた
め、検査入
院を行っ

た。結果は
「腎臓の腫
れはあるが
経過観察で
よい」との
こと。入院
中37～38℃
程度の熱が
あり、退院
時に薬が処
方された。

睡眠中
(うつぶ
せ寝以
外)

死亡 病死

心臓を包
む膜・肺
に水がた
まってい
たための
心不全

死亡 あり
未実
施

実施頻度(
)回/年

基準
以下

―

マニュア
ルについ
ては、コ
ピーをし
て各自目
を通し、
把握して
おく。

定期的に
実施

実施頻度
(24)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(24)回/年

定期的に
実施

実施頻度(
)回/年

冬の厚手
の布団、
枕の使用
につい

て。子ど
もたちの
寝る場

所、顔の
向きにつ
いて。

厚手の布
団、毛布
枕の使用
禁止につ
いて保護
者へ通

達。乳幼
児におい
ては、冬
はスリー
パー使用
への移行
のお知ら
せを行

う。同じ
顔の方向
に寝かせ

る。

睡眠(午
睡)中

常に顔や
表情が見
える位置
での午睡
体勢では
なかっ
た。

チェック
表を改め
て見直

し、大き
めの表を
作った。
部屋の見
えるとこ
ろに掲示
した。全
員同じ方
向での午
睡体勢を
とる（顔
の向きな
ど）。

いつも
どおり
の様子
であっ

た

(具体的
内容記載

欄)
特に目

立った体
調の変化
もなく、
元気に過
ごしてい

た。

対象児
の動き
を見て
いな

かった

(具体的
内容記載

欄)
同室内

で、全体
の見守り
をしなが
ら、記録
の記入を
行ってい
た。異常
の確認後
は人工呼
吸・心臓
マッサー
ジを行っ
た。ほか
の園児の
フォロー
をする。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

(具体的
内容記載

欄)
他の職員
に知ら

せ、救急
車の手

配、保護
者への連
絡、その
間、引き
続き人工
呼吸、心
臓マッ

サージを
行った。

職員不
足、AED
がな
い。

職員の増
員、求人を
引き続き行
う。保育士
１名、保育
補助２名が
入る。AEDの

手配

4210

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施

設

5

夕方(16
時頃～夕
食提供前

頃)

施設内
(室内)

異年齢構
成

2 名 名
１
名

１
名

名 名 名 ２名 ２名 2歳 男児 ―
室内活動

中
負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

骨折

自らの
転倒・
衝突に
よるも

の

なし
定期
的に
実施

実施頻度
(１)回/年

基準
以上
配置

― ―
定期的に

実施
不定期

定期的に
実施

不定期
定期的に

実施
不定期 ―

集団活
動中・
見守り
あり

後ろから
追われる
ことを楽
しんでい
たが、早
さが違い
直ぐに追
いつかれ
ていた

走り回る
スペース
はあるが
スピード
が乗らな
い様、行
動範囲を
狭くし遊
ばせる。
若しくは
絵本等の
体を動か
さない遊
びを勧め

る。

いつも
どおり
の様子
であっ

た

(具体的
内容記載

欄)
楽しんで

いた

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的
内容記載

欄)
何度か声
替えかけ
をしなが
ら見守っ

た

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た)

(具体的
内容記載

欄)
何度か声
替えかけ
をしなが
ら見守っ

た

何度も
声かけ
をしな
がら見
守って
いたが
子供が
バラン
スを崩
してし
まっ
た。

子供の動線
を考えて、
今以上に注

視する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4211

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施

設

1
昼食時・
おやつ時

施設内
(室内)

異年齢構
成

21
6
名

8
名

7
名

名 0 0 0 10名 8名 1歳 男児

入園時より
乳・卵のア
レルギーが
あり入園時
の医師の診
断書に基づ
いて乳の除
去食対応を
している

（当園では
卵は初めか
ら献立で使
用していな
い）。アト
ピー性皮膚
炎の症状が
あり、園で
も毎日軟膏
を塗布して

いる。

食事中
(おやつ
含む)

負傷 ― その他

食物アレ
ルギー

牛乳によ
るアナ

フィラキ
シー

アナ
フィラ
キシー
による
もの

あり
定期
的に
実施

実施頻度(
1)回/年

基準
配置

混入・誤
食を予防
する配膳
の仕方で
園のマ

ニュアル
に足りな
いところ
があっ
た。

施設が所在する都道

府県担当部局の「食

物アレルギー対応ガ

イドブック」をもと

に、以下の出来てい

なかったところを改

善する

・除去食はアレル

ギー児用のピンクの

お盆に載せて提供。

除去無しの共通食の

時は他児と一緒に運

んでいた→アレル

ギー児の食事はどの

食事の場合も色を変

えたお盆に載せて提

供する。

・アレルギー児の食

器の色を変えていな

かった→アレルギー

児の食器は色を変え

る

・配膳時、アレル

ギー児の食事の盛り

付けらえた食器に

ラップをかけていな

かった→ラップをか

け名前を記入。

また、以上の点を盛

り込んだマニュアル

にし、混入・誤食を

予防するための注意

事項を全職員で確認

するとともに、その

周知のための学習会

（講師：法人内の管

理栄養士）を保育・

調理全員で行う。外

部研修にも常勤保育

士が参加し、理解を

深める。

定期的に
実施

実施頻度(
12　)回/

年

定期的に
実施

実施頻度(
毎日)回/

年

定期的に
実施

実施頻度(
毎日)回/

年

食事コー
ナーとし
て設定し
ていた場
所が狭

かった。
混入・誤
食を防ぐ
のに十分
な距離を
取ってア
レルギー
児の席を
配置する
ことがで
きていな
かった。

食事をす
る場所の
設定に際
しては、
混入・誤
食を防ぐ
ために十
分な距離
を取って
アレル

ギー児の
席を配置
できるよ
うにす
る。

食事(お
やつ)中

当該児と
A児が机
は別とは
いえ横に
並んで

座ってい
て手が伸
ばせる距
離だっ

た。担当
保育士が
当該児に
ついては
いたがア
レルギー
児と普通
児両方の
食事介助
をしてい

た。

アレル
ギー児の
座る場所
と机の配
置は、横
に園児が
並ばず、
手が届い
たり、こ
ぼれたも
のが飛び
散って来
ないよう
な場所に
する。ア
レルギー
児の喫食
中は常勤
保育士一
人が付

き、目を
離さない
体制とす

る。

いつも
どおり
の様子
であっ

た

(具体的
内容記載
欄)当該
児は1歳7
か月を過
ぎ、動き
も興味も
活発に、
食欲も旺
盛になっ
てきてお
り、近く
に置かれ
た他児の
牛乳コッ
プに興味
を示し手
を伸ばす
危険性も
考えられ
る。当該
児を待た
せるよう
な時間が
できてし
まった。

対象児
の至近
で対象
児を見
ていた

(具体的内容
記載欄)担当
保育士は一
人で当該児
と、普通児2
名（A、B)が
座ってる机
を担当して
いた。Bが食
べ終わり立
とうとした
ので、担当
保育士はBの
手を拭くな
どの世話を
した。その
時に体の向
きが当該児
が視線に入
らないよう
な体勢に
なった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

(具体的
内容記載
欄)もう
一人の常
勤保育士
はもう一
つの机の
園児3人
の世話を
していて
当該児の
方は見て
いなかっ
た。3人
目の非常
勤保育士
も寝る側
の空間に
いてそち
らの子ど
もを見て
いた。

担当保育士が
複数の子ども
を世話する役
割分担になっ
ていて、担当
保育士が当該
児の行動から
目を離さない
よう注意はし
ていたが目を
離してしまっ
た。子ども同
士の手が届く
距離なのに横
に並ぶ座り方
にしてしまっ
た。これらの
ことについて
園長・主任が
徹底した管理
指導が足り

ず、改善が遅
れてしまっ

た。

アレルギー
児の座る位
置、保育士
が座る位置
を変え、混
入・誤食を
起こさない
ようにす

る。アレル
ギー児が食
べている間
は1対1で対
応する等、
保育士が目
を離さない
体制を取

る。日頃か
ら園長・主
任の管理指
導を徹底す

る。

4212

令和
3年5
月31
日

認可外

18.その
他の認可
外保育施

設

2 午前中

施設外
(園外保
育先・公
園等)

異年齢構
成

17
0
名

6
名

0
名

0
名

0
名

11
名

0
名

一
時
預
か
り

3名 2名 6歳 男児 ―
屋外活動

中
負傷 ― 骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

　左薬指
複雑骨折
及び開放

骨折

玩具・
遊具等
施設・
設備の
安全上
の不備
による
もの

あり
不定
期に
実施

実施頻度(
２　)回/

年

基準
配置

運営会社
作成の全
園共通の
マニュア
ルは備え
付け、読
み合わせ
等行って
いたが、
園の実態
に即した
詳細な内
容までは
落とし込
めていな

い。

職員と運
営会社の
担当マ
ネー

ジャーが
ミーティ
ングを行
い自園に
あった安
全チェッ
ク表を作
成。職員
ミーティ
ングで全
職員に周
知する。
また戸外
活動以外
のチェッ
ク表も見
直しを行

う。

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

定期的に
実施

実施頻度
(12)回/年

自園の管
理外の遊
具等を使
用する際
の安全

チェック
が必要

園児を公
園に入れ
る前に、
作成した
戸外活動
用の安全
チェック
表を用い
て確認を
行い、安
全が確認
できてか
ら公園に
入り活動
を行う。

集団活
動中・
見守り
あり

職員数は
適正。園
児との関
わりを

行ってい
たため、
全体的に
視野を広
げて見守
りができ
ていな

かった。

公園使用
時は予め
職員の人
数及び公
園内での
立ち居地
を確認共
有する。

いつも
より活
発・活
動的で
あった

(具体的
内容記載

欄)
戸外活動
というこ
ともあ

り、保育
室内で過
ごすより
は活動的
になって
いた。

対象児
の動き
を見て
いな

かった

(具体的
内容記載

欄)
職員数は
適正。園
児との関
わりを

行ってい
たため、
全体的に
視野を広
げて見守
りができ
ていな

かった。

担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

(具体的
内容記載

欄)
担当職員
とは別の
園児との
関わりを
行ってい
たため、
全体的に
視野を広
げて見守
りができ
ていな

かった。

戸外活
動時の
各職員
の立ち
居地、
注視す
べき場
所や範
囲の確
認が不
徹底で
あっ
た。

環境面同様
に、公園使
用時は予め
職員の人数
及び公園内
での立ち居
地を確認共
有する。

4213

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施

設

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 名
７
名

８
名

名 名 名 名 ５名 ３名 1歳
1.男
児

事故と因子
関係なし。
天候：晴れ

1.屋外活
動中

1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/

年

1.基
準以
上配
置

配置基準
以上の体
制での園
外保育の
ため該当

なし

上記の通
り要因に
該当する
事項がな
いため特
になし

3.未実施
実施頻度(
)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

園外の公
園にて、
要員に該
当する事
項は特に

なし

上記の通
り要因に
該当する
事項がな
いため特
になし

1.集団
活動

中・見
守りあ

り

環境面に
おいては
要因にて
考えらえ
れるもの
は特にな

し

上記の通
り要因に
該当する
事項がな
いため特
になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載

欄)
天気もよ
く１歳ク
ラスの子
供と笑い
合いなが
ら遊んで

いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい

た

(具体的
内容記載

欄)
至近で見
守りなが
ら全体の
様子を見
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載

欄)
それぞれ
が数人ず
つの子供
を見守り
ながら全
体を見て
いた。

常に職
員の手
の届く
範囲内
での保
育を行
うべき
だっ
た。

本案件の全
職員におけ
るミーティ
ングを実施
の上で共

有。その中
で、園児が
職員の手の
届く範囲内
での保育を
徹底できる
ようにする
ための定期
的な教育研
修機会の設
定および実

施。

4214

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施

設

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育

先・公園
等)

7.異年齢
構成

28 名 名
4
名

8
名

10
名

6
名

名 6名 3名 5歳
1.男
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転

落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

自分の番
をきちん
と待つ指
導が足り
なかっ

た。広い
視野で観
察できて
いなかっ

た。

鉄棒では
必ず保育
士の指示
のもと子
ども達が
取り組め
るように
きちんと
ルールを
話すこと
を保育者
に職員
MTGにて
話し、共
有、指導
を実施。

1.定期的
に実施

実施頻度
(常時　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(常時　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(常時　)
回/年

異物や動
物のフン
などもよ
く見られ
るため、
必ず保育
者が立ち
入ってか
ら子ども
の遊びに
入るよう
に徹底。

少しでも
異常が見
られる場
合は必ず
他スタッ
フ、園長
へ共有

し、使用
を中止

1.集団
活動

中・見
守りあ

り

鉄棒には
問題な

し、整列
後の子ど
もの動き
の予測不
足であっ

た

他クラス
も含め、
公園での
見守り方
を再度見
直し、共
有する。
子ども達
には、保
育士の合
図を待っ
て鉄棒に
乗るとい
うルール
を再確認
した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

(具体的
内容記載

欄)
公園の鉄
棒にて足
かけ回り
の練習の
為鉄棒に
て整列、
1人ずつ
順番に練
習してい
た。本児
は嬉そう
に自分の
番を待っ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的
内容記載

欄)
　該当園
児の前の
園児にア
ドバイス
をかけて
いた為、
そばにい
ながらも
視界に

入ってお
らず、転
落の直前
に気付き
とっさに
助けに入
るも止め
ることが
出来な

かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

(具体的
内容記載

欄)
広い視野
で園児の
動きを観
察し、少
しでも危
険な行動
が予測さ
れたら速
やかに注
意喚起

園児が
自分の
判断で
行動に
移して
しまう
かもと
いう予
測が立
てられ
ていな
かっ
た。

年長クラス
は鉄棒には
必ず保育士
の指示を

待ってから
上がるとい
う約束を話
すと共にそ
れでも鉄棒
ではより広
い視野で危
険予測をし
ながら取り
組むこと。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4215

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施

設

9 7.午後
1.施設敷
地内(室

内)

7.異年齢
構成

28 名
７
名

４
名

６
名

６
名

５
名

名 3名 2名 2歳
2.女
児

― 8.その他
1.負
傷

― 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指環
指開放骨

折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

保護者Ａ
の仕事の
都合を伺
い、慣ら
し保育に
十分な時
間が取れ
ないこと
を了承の
上お預か
りしてい

た。

慣らし保
育期間を
子どもが
安心でき
る状態に
なるまで
十分にと
ること。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

事故の机
は出した
りしまっ
たりして
いたが、
事故当日
は出した
ままに

なってい
た。

事故の机
は廃棄。
子どもが
力を加え
て動かせ
る恐れの
あるもの
は、使用
時以外片
付ける。

7.その
他

机の下や
部屋の

隅、狭い
場所が好
きであ
る。

常に目の
届く範囲
で見守る
ことが出
来るよ

う、死角
が出来な
いように
室内の点
検をし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

(具体的
内容記載

欄)
入園１２
日目で、
まだ園に
慣れてい
ない。大
きい集団
での活動
はまだ難
しく、安
心して過
ごせるま
での対応
として

園長の側
で過ごす
ことが多
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的内容
記載欄)

おやつを食
べた部屋に
は、隣室で
のお帰りの
会が終わる
と園児が入
室してくる
ため、お帰
りの会が終
わるまでの
間に園長が
おやつ後の
室内清掃を
行ってい

た。清掃し
ながら対象
児には声掛
けを行って
いたが、事
故の瞬間に
は見ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

(具体的
内容記載

欄)
隣室でお
帰りの会
をしてい

た。

慣らし
が完全
に終了
するま
での期
間には
個人差
があ

る。安
心した
状態で
生活で
きるよ
うにな
るまで
の間は
特に目
を離し
てはな
らな
い。

室内清掃は
全園児降園
後に行う。
職員は常に
子どもから
目を離さな

い。

4216

令和
3年5
月31
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施

設

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

11
0
名

0
名

０
名

3
名

2
名

6
名

0
名

3名 2名 3歳
2.女
児

―
1.屋外活

動中
1.負
傷

― 2.骨折
5.下肢
(足・足

指)

左足脛骨
折

2.自ら
の転

倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
6)回/年

1.基
準以
上配
置

―

今一度、
しっかり
とマニュ
アルを確
認し再発
防止に努
める。

2.不定期
に実施

実施頻度(
6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

玩具や遊
具の事故
ではな
かった

が、危機
感が軽薄
であり、
今後は、
起きるか
もしれな
いという
危機感が
必要であ

る。

再度、遊
びのルー
ルを毎時
園児、職
員と話し
合い保育
をする

1.集団
活動

中・見
守りあ

り

―

再度、遊
びのルー
ルを毎時
園児、職
員と話し
合い繰り
返し伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で

あった

どこに走
ろうとし
てたかは
わからな
いが、気
が付いた
時にはす
でに転倒
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
渡せる位
置にはい
たが他の
園児を見
守ってい
る間に起
きた事故
だった為
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ

た

他の園児
とポック
リで遊ん
でいると
ころを見
守ってい
た為見て
いなかっ

た。

各職員
が全体
を把握
できる
位置に
はいた
が個々
との関
わり合
いの結
果すべ
てを見
きれて
いな
かっ
た。

職員同士、
常に声を掛
け合い子ど
もの動きを
しっかりと
把握するよ
う努めてい

く。

4217

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

18 5 5
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
にひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

子どもの
活動環境
や職員配
置等に問
題なかっ
たため、
特にな
し。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

今回の事
故に関し
ては、施
設・設備
の影響は
なく、改
善の必要
なし。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

人員は十
分、見守
り体制に
も問題な
かったた
め、特に
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐに歩
く様子が
見られた
が、痛が
る様子が
あった
為、看護
にも連
携。看護
士も様子
を確認
し、腫れ
等は見ら
れなかっ
たが、念
の為に10
分程冷却
対応。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育教諭
は、対象
児が遊ぶ
スペース
を気にか
けなが
ら、子ど
もが使用
したタオ
ル等を片
付けてい
た。ま
た、ミル
クを飲ま
せる保育
教諭は、
そのス
ペースを
含め全体
が見渡せ
る位置に
いた。

―

見守り体制
を取り、
畳、マット
を敷く等環
境配慮が出
来ていたた
め特にな
し。

4218

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

27 5 5
14.２
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

0
2.基
準配
置

プール事
故等に関
する事故
予防のた
めの園内
研修は毎
年定期的
に行って
いたが、
室内での
怪我等に
関する事
故予防の
ための研
修は定期
的に行わ
れていな
かった。

事故予防
に関する
研修を毎
年度定期
的に行う
ように改
善する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

畳上で転
んだが、
転倒の原
因になる
ような障
害物や畳
のほつれ
等は見当
たらなっ
た

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児童
は通常お
となしい
タイプで
クラス内
を走り回
ることが
ほとんど
なかっ
た。その
ため突発
的な事態
に対応が
遅れてし
まったも
のと考え
られる。

日常的に
おとなし
い児童で
も突発的
に走り出
すことや
転倒する
ことがあ
ることを
再度、職
員間で共
通の意識
として持
つ。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

クラスで
の活動が
楽しく走
り出して
しまった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

複数のこ
どもと一
緒に対象
児童と遊
ぶが、急
な転倒に
支えが間
に合わな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児を含
まない複
数のこど
もと一緒
に遊ぶ。
児の様子
も見えて
いたが急
な転倒の
ため対応
が間に合
わなった

対象児
童は通
常おと
なしい
タイプ
でクラ
ス内を
走り回
ること
がほと
んどな
かっ
た。そ
のため
突発的
な事態
に対応
が遅れ
てし
まった
ものと
考えら
れる。

日常的にお
となしい児
童でも突発
的に走り出
すことや転
倒すること
があること
を再度、職
員間で共通
の意識とし
て持つ。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4219

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

19 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

事故防止
マニュア
ルを作成
する。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園児が遊
ぶ園内外
の危険な
ところを
書き出
し、保育
士が全員
把握でき
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

その時刻
は室内で
遊ぶこと
が多い
が、天気
が良かっ
たので散
歩に出か
けた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

２列に
なって手
をつない
だ園児を
はさん
で、列の
前後に担
当がつい
て見守り
ながら歩
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

―

普段と
違う環
境下で
の事故
で、園
児の気
持ちが
高揚し
てい
た。ま
た担当
保育士
も咄嗟
に行動
できな
かっ
た。

出かける前
に落ち着い
た状況の
時、散歩の
途中での安
全な行動の
仕方を話
し、注意喚
起を行う。

4220

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

26 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

廊下を
走ってい
る子がい
ればその
都度注意
をするよ
うにして
いたが、
その時は
他児に関
わってい
て声を掛
けられて
いなかっ
た。

廊下では
走っては
いけない
というこ
とをしっ
かりと知
らせてい
く。

1.定期的
に実施

25
1.定期的
に実施

25
1.定期的
に実施

24

廊下の直
線距離が
非常に長
いため、
走りたい
という思
いにつな
がりやす
い。

走りだせ
ないよう
な廊下の
環境を工
夫に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

好きな遊
びの時間
は、子ど
も達が自
由に行き
来してい
る。廊下
の使い方
や通行の
仕方な
ど、その
都度子ど
も自身が
気付ける
ように伝
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室の
中から様
子を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの保育
を行って
いた。

―

廊下は、他
のクラスと
共有する所
であるの
で、４歳児
学年もしく
は異年齢学
年でも職員
の連携を
しっかりと
る。

4221

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 15 11 16 2 2
15.３
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

鉄棒の近
くに保育
士がおら
ず、事故
の瞬間を
見ていた
者がいな
かった

鉄棒等、
危険な遊
具の傍に
は、職員
を配置す
る。
遊具の使
い方につ
いて今一
度園児と
確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3

鉄棒の高
さも適正
であり、
足元にも
マットが
敷いてあ
るため、
設備面で
は問題な
かった

見守り職
員の強化

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の目
が行き届
かなかっ
た

戸外での
職員の配
置を増や
し園全体
で見守っ
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
鉄棒で前
まわりを
していた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

砂場で他
児と
“ごっこ
あそび”
をして遊
んでいた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にあ
る山で子
どもと遊
んでいた

―

配置する職
員を増や
し、各所に
目が行き届
くようにす
る

4222

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 2
18.６
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（骨
のずれ）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

鬼ごっこ
は夢中に
なると危
険になる
こともあ
るので、
周囲の人
やものに
ぶつかる
危険がな
いかなど
注意して
環境を整
え、声賭
けをす
る。

体幹を鍛
えるあそ
びを取り
入れ、自
らけがを
防げるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・常に活
発である

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

運動場で
の遊び全
体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・支援対
象の他児
への対応
をしてい
た

特にな
し

特になし

4223

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

1 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨
尺骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

事故予防
に関する
講習会へ
保育教諭
を積極的
に参加さ
せる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

1 ―

事故対策
として園
庭にラ
バーを全
面施行
し、事故
防止、怪
我の軽減
を図って
いる。環
境面とし
ては更な
る対応策
は出来な
いと考え
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

活動内容
を園児に
充分に説
明、注意
している
が、事故
防止の観
点から無
理をしな
い様に更
なる注意
を促す指
導をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児童
の健康は
良好であ
り、保育
教諭の指
導の通り
元気に
フープを
追いかけ
て走って
行った。
園庭中央
付近の何
もない所
でバラン
スを崩し
て転倒。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童が
フープを
追いかけ
て走って
行くのを
見守って
いたが、
何もない
ところで
バランス
を崩し転
倒した。
手を差し
伸べた
かった
が、どう
すること
も出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任１人
でクラス
活動を
行ってい
た。ま
た、他の
クラスは
園庭で活
動してい
なかった
為、近く
に他の保
育教諭は
いなかっ
た。

―

保育教諭に
よる見守り
を強化す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4224

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

198 7 20 39 48 34 50 28 27
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

朝の一斉
戸外活動
に於ける
活動（遊
び）内容
について
のルール
は有った
が、年長
児等の体
力のある
児童の活
動内容に
対する配
慮に隘路
があった
と考えら
れる。

異年齢に依
る一斉戸外
活動である
ので年長児
等の体力の
ある児童が
他の児童に
衝突しない
様、全力で
走り回るこ
とを禁止す
る。更に
「思いやり
タイム」を
設け、その
時間帯は全
ての児童に
対し、走り
回ることを
禁止する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

1

園庭に於
ける朝の
全園児一
斉戸外活
動中に年
長児等の
体力のあ
る児童が
勢い良く
走り回る
事が出来
る余裕空
間の確保
が出来て
いなかっ
たと考え
られる。

事故対策と
して園庭に
ラバーを全
面施行し、
怪我の軽減
を図ってい
るが、今回
の様な事故
を防止する
には園児が
安全に活動
できる余裕
空間の確保
が必要であ
る考える。
その為、学
年毎に戸外
活動時間に
時差を設
け、安全空
間の確保を
図る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

一斉活動
（遊び）
内容を園
児に充分
に説明す
る。ま
た、事故
防止のた
め、他の
児童と衝
突しない
様に周り
にも注意
を払うよ
うに指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児童
の健康は
良好で
あった。
台形ジム
で遊んで
いたが、
水分補給
をしよう
とお茶の
み場に向
かって
走ってい
たところ
園庭中央
付近で他
の児童と
衝突し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊具で遊
んでいた
園児を見
守ってい
たので衝
突したと
ころは見
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児と活
動（遊
び）をし
ていたた
め、衝突
したとこ
ろは見て
いなかっ
た。

活動（遊
び）に危険
がないか見
守る担当配
置保育教諭
と園児と共
に活動（遊
ぶ）するフ
リー配置保
育教諭に役
割が分担さ
れている
が、事故の
瞬間を目撃
する保育教
諭はいな
かった。保
育教諭の危
険予知に対
する認識が
不足してい
たと真摯に
受け止め
る。

保育教諭の
危険予知に
対する意識
の向上を図
り、園児の
見守りを強
化し、園児
の危険と思
われる活動
に注意、指
導を行う。

4225

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

18 3 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

何度もし
た遊びな
ので、で
きると思
い細心の
注意を図
ることが
できてい
なかっ
た。

鉄棒遊び
をする子
どもの傍
に、保育
者が必ず
付き添う
ようこと
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭での
自由遊び
時に、鉄
棒に足を
掛けてぶ
ら下がろ
うとして
いた。足
を掛け損
ねたこと
と手が
滑ったこ
とによ
り、その
まま落下
する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭で周
辺の子ど
もの遊ぶ
様子を見
守った
り、声を
掛けてく
る子ども
へ応対を
してい
た。対象
児の手が
鉄棒から
離れた際
に声を掛
け、手を
伸ばすが
届かずに
対象児が
落下す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・園庭全
体が見渡
せる位置
で、子ど
もたちの
様子を見
守る保育
者1名。
声を掛け
てくる子
どもへ応
対をして
いた。
・子ども
たちと一
緒に遊ぶ
保育者1
名。（対
象児から
少し離れ
た場所で
鬼ごっこ
をして遊
ぶ）

園庭で
の自由
遊び時
に、鉄
棒に足
を掛け
てぶら
下がろ
うとし
てい
た。足
を掛け
損ねた
ことと
手が
滑った
ことに
より、
そのま
ま落下
する。

鉄棒遊びを
する子ども
の傍に、保
育者が必ず
付き添うよ
うことを徹
底する。

4226

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 7 5 7 10 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕
（肘）
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

園児の遊
びで、け
がにつな
がる遊具
の扱い方
等、予測
できるよ
うにす
る。

事前に安
全な遊び
方の指導
（確認）
を行うよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12
特にな
し。

園庭も広
く、地面
も平らで
ある。今
後も定期
的に点検
を行い、
安全な環
境で遊ぶ
ことが
できるよ
うに整備
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自園より
広い園庭
で、活動
的に遊ん
でいた。

活動場所
に合わせ
て職員配
置を行
い、遊び
の様子を
見守りな
がら、注
意の声か
けや援助
できるよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園庭にあ
るいろい
ろな遊具
で活動的
に遊ぶ。
途中よ
り、兄が
こぐ三輪
車の後ろ
に、立ち
乗りして
いた。
遊びが楽
しくな
り、兄に
「もっと
はやくこ
いで」と
話してい
たよう
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
兄と一緒
に遊ぶ様
子を近く
で見守っ
ていた
が、危険
な様子は
見られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の遊びに
参加した
り、見
守ったり
してい
た。

特にな
し。
（職員
は、遊
んでい
る園児
の様子
を見れ
るよう
に配置
してい
た）

今後も活動
場所に合わ
せて職員配
置を行い、
遊びの様子
を見守りな
がら、注意
の
声かけや援
助できるよ
うにする。

4227

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

26 10 7 9 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故は、
過去の事
故や、ヒ
ヤリハッ
ト等の起
こった事
に関して
は注意を
促せる
が、起き
そうな事
に対して
の危険予
知・察知
能力を経
験年数に
関係なく
高められ
る様な研
修をした
い。

元からあ
るマニュ
アルばか
りでな
く、職員
一人、一
人が思う
危険個
所、回避
の方法を
出し合う
様にす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

今回は、
遊具での
事故では
なかった
が、遊具
や施設の
安全点検
や使用法
の約束確
認を、児
と職員で
繰り返し
行いた
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びに対
しての人
数、空間
について
配慮する
必要があ
る。

いくつか
の遊びを
提供し一
つの遊び
の人数や
空間のバ
ランスに
偏りがで
ない様遊
べるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもマ
イペース
な給食も
早く食べ
終わる位
だった。
午後の預
かりの時
間は友達
と追いか
けっこを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児とぶ
つかって
しまった
児とボー
ルで遊ん
でいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ボール、
アスレ
チック以
外にも大
型積み木
でも遊ん
でいた
為、そち
らについ
ていた。

児一人
ひとり
の動き
をよく
見る必
要があ
る。

自分の周りの児
のみではなく、
視野を広げ全体
や他の担当職員
の近くの児の動
きも見る必要が
ある。異年齢で
過ごす際は、年
齢により活動の
仕方が変わる事
や、預かりでは
担当が週ごとに
代わる為、クラ
ス単位で過ごす
午前中の児の
姿、性格や感情
面、友達との関
わり等を毎日の
ミーテイングや
会議等で共有し
たい。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4228

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 6 19 8 6
13.１
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足大腿
骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ルを保育
室に貼っ
ておく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

つまづき
やすいも
のは、取
り除く
コーナー
を設置
し、子ど
もが分散
して遊べ
る環境を
作った

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

当事者ク
ラスだけ
でなく、
園全体
で、事
故・怪我
のことに
ついて話
し合いの
場を設
け、全体
で今後、
事故・怪
我が起き
ないよう
にした

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育教諭
に抱っこ
されてい
た

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

前向き
で、抱っ
こをして
手洗い場
まで移動
していた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

抱っこを
して移動
する場面
を見た

―

抱っこをして移
動するときに
は、特に気を付
けて足元をしっ
かり見て移動す
る
各コーナーに保
育教諭がつく、
少人数グループ
で保育をする。
副園長・主幹保
育教諭などが危
険予測、安全面
の配慮を徹底す
る

4229

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 2 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

5歳児は、10
月中旬から
午睡がなく
なり、生活
リズムに変
化があっ
た。事故発
生時間は、
園児の気持
ちが落ち着
きにくく体
力的に疲れ
やすい時間
帯での戸外
遊びであっ
たと考えら
れる。園で
は、『遊具
園庭での約
束』を職員
全体で共有
している
が、平成27
年度から使
用すること
になった別
館(５歳前）
園庭の使用
の検討が不
十分であっ
た。

午睡がなく
なってから
の園での過
ごし方を園
児の様子に
合わせて見
直してい
く。別館(５
歳前）園庭
の遊び方に
ついて園内
で検討を
行った。ス
ペース的な
ことなども
含め4、5歳
児が走る活
動やボール
を使用する
活動には適
さないた
め、園庭や
裏園庭で行
うことを
『遊具・園
庭での約
束』に加え
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

別館(５
歳前）園
庭は、砂
場・畑・
植木など
もあり幼
児が走る
遊びには
適さな
かった。
幼児が
走って遊
ぶことの
危険性に
ついての
検討が不
十分で
あった。

事故後、緊
急リスクマ
ネジメント
委員会をも
ち別館(５歳
前）園庭の
遊び方につ
いて検討を
行った。幼
児が走る活
動には環境
面で適さな
いことを確
認した。別
館(５歳前）
園庭の遊び
方について
検討をし職
員全体の共
通認識とす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故が起
こった場
所は、地
面の凹凸
や障害物
はなかっ
たが砂が
多い状態
だった。

定期的に
計画し園
庭にた
まった砂
の処理を
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調も良
く、普段通
り給食後室
内で休息を
とり、戸外
で友だちと
一緒に〔本
児を含め4
名〕で、
ボール遊び
〔サッ
カー〕をし
ていた。片
付けの時、
本児が早く
室内に入り
たいとの気
持ちから急
ぐ様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

『砂
場』、
『園庭真
ん中の
ボール遊
び』、
『畑近く
の砂場遊
び』をし
ていたの
で全体が
見える場
所で見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

応援者の
フリー保
育教諭は
特別支援
児と1対1
で遊んで
いた。

就学前健診
のため、園
児が普段よ
り少なかっ
た。本児は
普段より、
活気的な動
きが多く、
他児より先
に物事を進
めたがる傾
向にある。
いつもより
クラスの園
児数も少な
く、環境が
違って感じ
ることがさ
らに本児の
落ち着きを
なくしたの
かもしれな
いと考えら
れる。

園児数に関係な
く、気を緩めず
業務にあたる。
環境の変化によ
り、園児の気持
ちの高ぶり、園
児が普段できて
いることができ
なくなることを
理解して、園児
の見守りを行
う。
年度途中から勤
務する保育教諭
に対して、『遊
具・園庭での約
束』を丁寧に説
明し、遊具や園
庭で遊ぶときに
は、保育教諭同
士で約束をその
都度確認し、そ
の日の集団の様
子や遊びの付き
方など共有して
いく。

4230

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

40 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕部
骨端軟骨
損傷及び
成長線部
剥離

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

外部コー
チの指導
の際に
は、コー
チが指導
のもと、
担任の補
助が必要
な時は、
コーチか
ら指示を
受けて補
助を行っ
ていた。

活動を行
う際に
は、コー
チ担任間
でその都
度口頭で
話し合っ
て進めて
きたが、
コーチを
交えて体
操指導の
マニュア
ルを作成
し園内研
修を行
う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

―

施設、設
備に事故
の原因と
なる要因
はなかっ
た。

施設、設
備に事故
の原因と
なる要因
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

定期的に
園庭にた
まった砂
の処理を
行う必要
性を認識
しつつ実
行しきれ
ていな
かった。

1人1人の
心の動き
や得意・
苦手な
ど、個別
配慮を
もっと大
事にして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4段目の1回
目を跳んだ
際、手の付
く位置が定
位置より先
になり、着
地でバラン
スを崩し、
倒れ顔を打
つ。泣いて
いた為、離
れた所で休
ませたが、
自ら列に戻
り２回目を
跳んだ。1回
目よりも先
の位置にな
る端の部分
に手をつい
た為、身体
を支えきれ
ずに跳び箱
の向こう側
のマットの
上に手から
着地してし
まい事故が
起きた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１回目の
失敗時、
ケガがな
いことを
確認。落
ち着くま
で横で休
むよう声
を掛け、
しばらく
して本児
が列に戻
ろうとし
ていたの
で、意思
確認と、
手の付く
正しい位
置を再度
口頭で伝
えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名は他
の跳び箱
につき、
体操コー
チは全体
を見てい
た。

11月か
ら勤務
の職員
は、ま
だ園児
や安全
確認の
要点を
理解し
きれて
いな
かっ
た。

１回目と同
じことが起
こるかもし
れないと予
測した付き
方、危険回
避できるよ
うな補助が
必要だっ
た。

4231

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

基節骨骨
折（左手
第5指）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

５０～６
０

1.基
準以
上配
置

風船バ
レーボー
ルをする
際、保育
に係る職
員間にお
いて、危
険に留意
した確認
事項が十
分に徹底
されてい
なかっ
た。

風船バレー
ボールを行
う際、児童
は夢中にな
り、他児と
の接触する
危険性が高
まることを
保育に係る
職員間で確
認し、今
後、実施す
る際、環境
設定を徹底
していく。
また、クラ
ス担任は事
前に危険を
回避するよ
う、言葉を
かけ合って
いく。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊戯室の
安全な使
用方法を
全職員で
確認し、
再発防止
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

風船バ
レーボー
ル等、体
を動かす
活動を実
施するに
はスペー
スが狭
かった。

運動をす
る時には
あらゆる
事故を予
想し、適
当な広さ
を確保す
る等環境
を整え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と楽
しく遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

隣接する
保育室で
他児と別
の活動を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童と
一緒に遊
んでい
た。

風船バ
レー
ボール
の具体
的な遊
び方を
確認し
ていな
かっ
た。

今後は、保
育に係る職
員間で遊ぶ
素材及び保
育内容等を
事前に打合
せし、想定
される危険
性につい
て、確認を
行ってい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4232

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

75 7 7
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左の橈骨
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年中組男
女とも一
列に並び
スタート
した。ス
タート直
後転倒し
たことを
考えると
スタート
位置の並
びに問題
があった
のではな
いかと考
える。

少人数で
スタート
するのが
良かっ
た。借用
している
校庭が1
学期の間
使用でき
ず、走る
ことに慣
れていな
かった。
校庭を普
段の遊び
にも使用
したい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

競って前
に出よう
としたが
思うよう
にスター
トでき
ず、転倒
して肘を
ついた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

スタート
ラインに
職員がつ
いてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の幼児
とともに
応援して
いた

特にな
し

特になし

4233

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 7 8 8 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足足首
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

通常1人
で保育し
ている時
間帯なの
で、注意
する場所
の配慮が
必要だっ
た。

注意する
場所を考
える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

数年前か
ら、通常
置いてあ
る本棚。
普段、そ
れで怪我
する園児
はいな
い。

本棚の位
置を少し
動かす。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保護棒を
鉄棒代わ
りにして
遊んでい
た。その
行為を担
当職員か
ら注意さ
れ、自分
の思い通
りになら
なかった
ことに腹
をたて、
本棚を
蹴った。

子どもと
話しする
場所を考
える。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

通常から行
動が激し
く、落ち着
きがない。
室内で危険
な行為を繰
り返し、再
度の注意で
聞かなかっ
た為、普段
より厳しく
注意する。
その後、廊
下にあった
本棚を蹴ろ
うとし、足
がもつれ転
倒し本棚の
側面で足を
打った。
蹴ったもの
がたまたま
本棚であっ
たが、他の
物を蹴って
いたかもし
れない。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

数回注意
したが、
聞かな
かった為
集団と離
して話を
聞けるよ
うに、部
屋の入口
付近で話
をした。
その後、
集団に振
り返っ
て、本児
に背を向
けた状態
の直後に
起こり、
その瞬間
は確認で
きていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食の下
膳も終わ
り、フ
リーの職
員も部屋
を出た後
で、担任
1人だっ
た。

本児の
激しさ
を知り
なが
ら、注
意した
後、子
どもの
気持ち
を落ち
着かせ
るとこ
ろまで
行って
いな
かっ
た。

子ども一人
ひとりの性
格を踏まえ
た保育を
行ってい
く。

4234

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

50 5 4
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右撓骨頚
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

ヒヤリ・
ハットし
たことが
あった場
合、都
度、職員
間で情報
共有を図
り防止策
を徹底す
る。

職員間の
情報共有
がしっか
りされる
よう、研
修の記録
には職員
全員の押
印をもら
う。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

個の能
力・発達
を踏まえ
た遊びの
危険性を
想定して
おく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・活動中
の園児の
人数を少
人数に
し、十分
なスペー
スを確保
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに走っ
ていて、
登園時も
変わらな
い様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

前の友達
を見なが
ら走って
いた。日
ごろから
特別よく
転ぶ姿は
見られな
い。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

―

全体把
握をす
る職員
が、園
児の近
くにい
なかっ
た。ま
た、把
握しず
らい位
置にい
た。

活動全体が
見えるよ
う、少し離
れた位置か
ら活動を進
めていくべ
きであっ
た。

4235

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

53 18 15 20 8 8
13.１
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指末
節骨骨折
／左環指
末節骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

子どもの
人数に対
し、職員
の配置は
問題無
かった。

事故内容
を全職員
で周知
し、再発
のないよ
う話し
合った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

保育室の
広さは充
分に余裕
があっ
た。

広さは問
題無かっ
たが、ド
アに怪我
防止の物
を設置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ドアの開
け閉めを
したくて
子どもが
戸の側に
いた。

ドアの側
に必ず保
育教諭が
つくよう
にし、子
どもが遊
びで開け
閉めしな
いように
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時に
プレイ
ルーム入
り口で保
護者から
保育教諭
の元へ行
こうとす
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

登園時に
本児が泣
いていた
ため、
抱っこで
受け取ろ
うとし
た。本児
を受け取
る前に扉
の側に子
どもがい
ないか確
認した
が、受け
取ってい
る最中の
ことだっ
たので止
められな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
ながら、
子ども同
士の遊び
の仲立ち
をした
り、一緒
に遊んで
いた。

扉の側
でも危
険が無
いよう
常に様
子は見
ていた
が、咄
嗟の事
で対応
が間に
合わな
かっ
た。

十分危険の
ないように
注意し、子
ども達にも
再度しっか
り伝えてい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4236

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 20 9 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首尺
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

7

1.基
準以
上配
置

―

ヒヤリ
ハットし
た時等も
マニュア
ルの見直
しを行う
ようにす
る

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

64
2.不定期
に実施

52

園舎外廊
下と園庭
の境界に
設置して
いるゴム
チップ
マットの
段差

普段から
園児には
危険箇所
として指
導してい
ることに
加え、保
育者も危
険箇所と
しての意
識をより
一層持つ
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊び中と
遊び終了
の区切り
をつける
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段は走
りながら
保育室に
戻る事は
ないが、
事故発生
当日につ
いては、
他児と入
室する順
番を競う
ように走
りながら
戻ろうと
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全員が保
育室に戻
るのを見
届ける
為、一定
距離離れ
た場所か
ら見守っ
ていた。
本児が
走って戻
ろうとし
ていたた
め注意を
したが静
止せず、
次の瞬間
に転倒し
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児童
は５歳児
であり、
他保育者
１名は４
歳児と共
に先に保
育室に
入った
為、事故
現場は見
ていな
い。

本児が競う
ように走る
ということ
は、こども
自身の注意
意識も薄れ
ており、転
倒するかも
しれないと
予測でき
た。競って
走った時点
で注意をし
てはいた
が、こども
の興奮状態
を考える
と、言葉だ
けではなく
駆け寄って
注意してい
れば静止で
きていたか
もしれな
い。

こどものお
かれている
状況を考
え、注意す
る手段を選
択してい
く。

4237

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

1 1 5 5
15.３
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨基部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

土・日・
祝日の緊
急時連絡
先(職員)
の共有が
不十分で
あった

緊急時マ
ニュアル
の再見直
し

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

オムツ交
換マット
の場所な
ど適切な
ものにし
てあっ
た。本児
の感情の
高ぶりに
より、飛
び込んで
しまっ
た。

土曜日保
育で預か
る子ども
の状況を
担任から
詳しく聞
き、対応
ができる
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自分で汚
れたオム
ツを袋に
入れるこ
とができ
たことを
褒めら
れ、感情
が高ぶっ
てしまっ
た。

本児を褒
めたこと
により、
起きてし
まい、予
測ができ
なかっ
た。本児
の性格を
より分析
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

オムツ交
換をした
際、汚れ
たオムツ
を自分の
袋に捨て
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

オムツを
捨てた本
児の様子
をみて褒
めた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くの保
育室にい
た。

本児が
嬉しさ
のあま
りマッ
トに飛
び込む
行動が
予測で
きな
かっ
た。

本児の突然
の感情の変
化に対応で
きるよう
に、担任と
も事前に連
携をとる。

4238

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

33 33 26
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

１１月以
降は運動
会や金山
ハイキン
グなど大
きな行事
を経験
し、自信
となり遊
びが活発
かつ大胆
になる。

子どもた
ちの成長
に合った
見守り、
援助が必
要

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
2.不定期
に実施

２～３

ツリーハ
ウスのハ
シゴは道
路側の
為、目が
届きずら
い。

ハシゴに
「とびお
りないで
ね」の看
板をつけ
た。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

遊びが大
胆になっ
ていた
為、ハシ
ゴから飛
び降りる
ことに
なったと
思われ
る。

職員が園
庭で死角
を作らな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園生活に
慣れ、動
き回って
遊ぶ傾向
がある。
落ち着き
がなく、
じっとし
ているこ
とが苦
手。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

登園して
きた子を
受け入
れ、身支
度整理を
見守り、
必要であ
れば声を
掛ける。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くにい
た職員が
音で気付
き、駆け
付けた

職員複
数人が
園庭に
いたが
視界に
入って
いな
かっ
た。

目の前の子
どもたちだ
けではな
く、視界を
広くして全
体に気をく
ばることが
必要。

4239

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 15 15 10 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕上腕
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―
危機管理
マニュア
ルの徹底

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

毎日点検
も行って
おり、設
備等に問
題はな
かった

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走ってい
る人数が
多かっ
た。

人数が多
い場合は
分けて走
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

後ろから
走ってく
る他児に
追いつか
れないよ
うに後ろ
を気にし
ながら
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児のす
ぐ後ろで
走り、前
をむいて
走るよう
声掛けを
しようと
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児以
外の園児
をみてい
た。

前を向
いて走
るとい
う声掛
けが足
りな
かっ
た。

走る前に必
ずどのよう
に走るかの
約束をす
る。

4240

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

10 2 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手部挫
傷・右𣓤
骨遠位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員数は
足りてい
たが、事
故発生
時、園庭
にいる職
員が2人
だった。

外遊び中
は職員の
数を増や
す。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

遊具の点
検は毎朝
行ってい
るが、天
候・靴な
どの種類
によって
も滑りや
すい時も
ある。

朝だけで
なく、外
遊びをす
る際に
は、保護
者が危険
個所の有
無を確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃から
時々遊具
を使って
鬼ごっこ
をするこ
とがあっ
た

鬼ごっこ
をする時
は遊具に
は乗らな
い約束を
徹底させ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
たのに、
遊具に登
ろうとし
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

登らない
よう声を
かけた
が、対象
児が滑っ
てしまい
支えよう
としたが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
をしてい
るこども
たちを見
ていた。

保育者
に声を
かけら
れ慌て
て遊具
から降
りよう
とし
た。

降りるよう
声をかける
だけでな
く、子ども
の近くに行
き落ちない
様支えてあ
げる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4241

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

22 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3～4

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュア
ルの整備
はできて
いる。

職員だけ
でなく、
子ども達
にも怪我
のことを
話し、事
故防止に
つなげ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

3～4 ―

今回は遊
具等の不
備による
事故では
ないが、
毎月の点
検に加
え、日々
の使用時
には職員
が危険な
ところが
ないか確
認をして
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員はす
ぐ近くで
見てい
た。

子どもか
ら目を離
さないよ
うに注意
し、怪我
につなが
りそうな
状況に見
えたら、
注意喚起
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐに手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐに手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

―

事故が起き
る前と後
で、少しで
も変わった
様子がない
か、園児の
見守りを怠
らないよう
にする。

4242

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 1 1 1 4 4
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手第4
指（薬
指）先端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員配置
人数は満
たしてい
た。当日
は雨天で
屋外が使
用でき
ず、幼児
の保育室
にも遊び
に行った
が、乳児
が幼児の
保育室で
遊ぶにあ
たっての
配慮が不
足してい
た。

特に土曜
日は異年
齢の保育
を行うた
め乳児の
行動を予
測し保育
計画をた
てる。予
定と異な
る場合に
は、遊び
慣れた場
所で代替
え案を提
供できる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

今回倒れ
てしまっ
たコッ
プ・タオ
ル掛けの
高さが乳
児の視線
から見る
とくぐる
ものと見
えたかも
しれな
い。

全クラス
のコッ
プ・タオ
ル掛けを
確認し、
安定する
ように調
整した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢保
育で顔見
知りの子
どもたち
だったた
め気持ち
が高揚し
ていた。

土曜日は
決まった
子どもた
ちが登園
するた
め、年齢
により過
度なスキ
ンシップ
も危険に
なる場合
がある事
を知らせ
ていく。
長時間過
ごすた
め、時間
によって
は乳児・
幼児と分
けて保育
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも活
発に遊ん
でいる子
どもであ
るが、当
日はいつ
にも増し
て動きが
活発で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育教諭
の加配数
は満たし
ていたた
め、加配
以上の職
員は事務
仕事をし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児に近
い保育教
諭は全体
の遊びを
見守り、
もう１名
の保育教
諭は、他
の幼児と
共に積み
木で遊ん
でいた。

この日は、
本児の担任
も保育にあ
たっていた
が、怪我を
した瞬間は
他の保育教
諭が保育に
あたってい
た。本児の
行動パター
ンをもう少
し詳しく共
有しておく
べきだっ
た。

申し送りの
中に子ども
の見方や個
別配慮する
点など共有
していく。

4243

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

80 38 42 9 9
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

鉄棒の使
い方につ
いて子ど
もたちの
理解もあ
るがバラ
ンスを崩
す等のリ
スクを保
育者が予
測できな
かったこ
とが原
因。

鉄棒の危
険性を再
度確認
し、再発
防止策を
考える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具の点
検はしっ
かり実施
していた
が、園児
の使い方
について
の認識が
甘かっ
た。

鉄棒の使
い方、使
う時間の
管理をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育教諭
の見守り
声掛けが
足りな
かった。

鉄棒を使
用すると
きには必
ず保育者
が側につ
き安全管
理を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒付近
で遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

5歳児担
当職員は
他児との
関わりを
持ってお
り、近く
での見守
りの配慮
が欠けて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
が近くの
遊具で子
どもの見
守りをし
ていた
が、すぐ
に駆け付
けられる
距離では
なかっ
た。

子ども
の見守
り体制
が不十
分だっ
た。

戸外遊びに
は危険が多
いというこ
とで、遊
具、遊び方
によって場
所場所での
担当制をと
る必要があ
る。

4244

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 5 14 6 5
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右くるぶ
し上部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

思いがけ
ないこと
が起きる

関連の記
事を読む
など研修
を重ね、
職員間で
事故を未
然に防ぐ
よう周知
徹底をは
かる

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

都度

夕方の自
由遊び
中、床に
小型ブ
ロックが
あった

なるべく
ブロック
は部屋の
周囲に置
くように
し、中央
部を開け
て動線を
確保する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

物を踏む

床に物が
あるとき
は走り回
らないよ
う園児に
指導する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブロック
をつなげ
て遊んで
いたが立
ち上がっ
て歩きは
じめた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

目の前で
尻もちを
ついた園
児がいた
が、自力
で立ちあ
がろうと
しなかっ
たため
すぐにか
けよった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

目の前で
尻もちを
ついた園
児がいた
が、自力
で立ちあ
がろうと
しなかっ
たため

動き回
る園児
を制止
しな
かった

職員同士で
声を掛け合
い園児を見
守っていく

4245

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

27 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上A歯
槽骨骨折　
　右上B
～左上B
亜脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

―

職員間で
今後も研
修を重ね
検討し情
報を共有
し、子ど
もの行動
を注意深
く見守
り、子ど
もが安全
に活動に
集中でき
るように
する。

1.定期的
に実施

毎日 1.定期的
に実施

毎日 1.定期的
に実施

毎日 ―
今後も点
検を継続
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

職員間で
十分に連
携をと
り、吊り
橋の側面
から降り
ることも
あること
を共有
し、その
ような場
面をみか
けた時に
は声かけ
するよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
る時、吊
り橋の側
面から
登った。
鬼が自分
の方に来
ると思い
その場か
ら離れよ
うと飛び
降り口元
を打っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児か
ら１０ｍ
ほど離れ
たところ
で、対象
児が吊り
橋の側面
から登っ
ている姿
に気づい
たので声
をかけに
いこうと
したが、
その直後
に対象児
が飛び降
りたため
すぐに駆
け寄るこ
とができ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児と
は少し離
れたとこ
ろで他児
の様子を
見守って
いたた
め、飛び
降りる前
に駆け寄
ることが
できな
かった。

―

子どもが活
動している
時の保育者
の立ち位置
や連携の取
り方につい
て、園全体
で検討する
とともに遊
具の使い方
によっては
事故につな
がることを
意識して見
守っていく
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4246

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 8 6 8 3 3
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕ね
ん挫

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

2 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

絵本コー
ナーのス
ペースが
狭かっ
た。

絵本コー
ナーをは
じめ、そ
れぞれの
遊びのス
ペースを
考える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

落ち着い
て友だち
とあそん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の子
どもを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児とあ
そびなが
ら対象児
の動きを
見てい
た。

子ども
たちの
遊んで
いる様
子をみ
て、危
ない行
動をし
ている
子ども
に声を
かけな
かっ
た。

あそびのス
ペースや遊
んでいる場
所、子ども
の行動に危
険がないか
見ていき、
危険がある
場合は声を
かけてい
く。

4247

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 8 11 9 5 5
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

本児のヒ
ヤリハッ
トの状況
からどの
ような手
立てをし
たらよい
かの分析
が十分で
はなかっ
た。

０～５歳
児の各年
齢で運動
能力を高
めるに、
どのよう
な保育を
していけ
ばよいか
を保育教
諭がきち
んと行動
分析して
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

12

園庭に冷
え込みが
あり地面
も乾燥
し、水打
ちが必要
であっ
た。

個々のヒ
ヤリハッ
トの状況
からどの
ような手
立てをし
ていけば
よいか等
きちんと
分析した
うえで
日々の保
育を行っ
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

担任とか
けっこを
して遊ん
でいて夢
中にな
り、勢い
よく走っ
ていた
為、転ん
だ際の転
倒にも勢
いがつい
てしまっ
た。

子どもと
共に遊び
ながらも
個の様子
に合わせ
危険リス
クを事前
に察して
いけるよ
うに、細
心の注意
を払って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

担任との
かけっこ
が楽し
く、園庭
を走り
回ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

共にか
けっこを
していて
前方で走
る園児を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外で自
由遊びを
する子ど
も達と共
に遊んだ
り、登園
時の受け
入れをす
る職員も
いた。

朝の冷
え込み
がある
中、登
園後ま
もなく
かけっ
こを行
い、体
に柔軟
性がな
かっ
た。

本児の遊ぶ
様子をよく
観察し見守
り、日頃か
らヒヤリ
ハットにつ
ながるよう
な行動が見
られた時
は、その都
度声をかけ
て注意して
見ていく。

4248

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

68 57 10 9
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘部顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

新人研修の
中で、園内
で作成した
資料に基づ
き、新入職
員へ運動指
導のやり方
を教えてい
たが、園内
マニュアル
として共有
ができてい
なかった。
今回の補助
者は、事前
に資料の内
容を把握し
ていたが、
本来は漏れ
がないよ
う、体系的
に管理すべ
きであっ
た。また、
足から着地
すること
を、もっと
しっかり指
導しておく
ことで、防
げた可能性
がある。

事故翌日に
その状況、
注意点につ
いて朝礼の
中で情報共
有を行っ
た。また、
補助の注意
ポイントと
して、今回
のケースの
対策を園内
マニュアル
「つばさ園
マニュアル　
3.2.2運動指
導のやりか
た」に反映
し、2月21日
の全体職員
会議におい
てマニュア
ルの徹底を
行う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

3

使用する
跳び箱
や、マッ
ト等の器
具に異常
はなかっ
たが、よ
り安全な
マットで
事故の可
能性を低
くできる
可能性が
ある。

体育の専門
講師と相談
し、着地に
失敗した場
合を考慮し
て、より衝
撃を吸収す
るウレタン
マットを導
入する。2月
18日に、三
和体育製S-
8535（マッ
ト厚20cm）
を2枚発注済
み。受注生
産のため3月
下旬に入荷
予定。入荷
までは、補
助者を経験
の長い者に
限定し、十
分注意しな
がら練習を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

行事等で
は、子ど
もが練習
と異なる
動きをす
ることを
園内マ
ニュアル
に追記
し、あら
かじめ気
持ちの準
備をして
おくよ
う、補助
者、保育
者への情
報共有を
行った。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

跳び箱補
助者とし
て、10年
以上の補
助経験が
ある職員
が補助を
行ってい
た。通常
通りの補
助を行
い、補助
に関して
特に大き
な失敗は
なかった
と思われ
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

事前に打
ち合わせ
ていた配
置に従っ
て、必要
なポイン
トに補助
員、園児
係として
ついてい
た。補助
員の配置
は添付し
た写真参
照。

―

まずは、正し
く補助ができ
るよう、適正
な職員教育と
練習・本番で
補助者の配置
を行うことは
当然必要であ
る。それに加
え、ソフト面
で述べた園児
への指導法、
ハード面で述
べたより安全
なマットを用
いることな
ど、複合的な
対策を行うこ
とで、事故の
可能性を限り
なく排除し、
再発防止に努
める。

4249

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

33 4 8 8 13 1 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

A|B LUX

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

事故予防
について
の園内研
修の不足

事故予防
研修への
積極的参
加と園内
研修。実
際事故が
おきた場
合のシュ
ミレー
ション研
修。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

巧技台を
ホールの
隅に常時
置いたま
まになっ
ていた。

巧技台は
所定の場
所にしま
う。現場
を離れな
くても円
滑な職員
間連絡が
できるよ
うに無線
機等の導
入。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

巧技台を
置く場所
が本来あ
そびをす
る場所に
適してい
なかっ
た。

巧技台本
来のあそ
びができ
る様あそ
びの環境
を整え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と事
故の前か
ら巧技台
の所であ
そんでい
た。あそ
びかたに
は、問題
はなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故の前はホー
ルに２名の担当
者がいて、１名
は鉄棒の辺り、
もう１名は鬼
ごっこをしてい
る様子を見てい
た。バスの出発
時間が近づいた
ため、１名の担
当者は２台あっ
た鉄棒を１台片
付けてバスに乗
る園児と一緒
に、ホールを出
た。ホールに
残った担当者は
鉄棒の所につい
た。あそぶ子ど
ものメンバーや
環境が変わり、
残った園児数名
がホールの隅に
あった巧技台に
興味をもってあ
そび始めた。担
当者はあそび始
めたことに気づ
いてはいたが、
座ったり危険な
遊び方をしてい
る様子はなかっ
たので、声はか
けなかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故の現
場にはい
なかっ
た。

休憩から戻
る際保護者
対応で時間
に戻れな
かった。バ
ス添乗で
ホールから
出る際、交
替の保育教
諭が来てい
ないことを
認識しない
で出たため
見守りの人
数が不足に
なった。あ
そぶ子ども
のメンバー
が変わるこ
とで、あそ
びの環境に
配慮すべき
であった。

ホールから
出る際、何
名の保育教
諭がいるか
確認し、不
足の場合
は、担当外
の保育教諭
の応援を頼
む。休憩時
間が終わり
時間までに
戻れない時
は連絡をす
る。午睡状
況を見て、
担当者の配
置を考え
る。バスで
降園する子
ども達が抜
けることで
あそびの内
容が変わる
時は、様子
を見て環境
を整える。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4250

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

7 4 3 7 7
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

顔面骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

園庭での
遊具の使
い方に慣
れてきた
ところで
の事故
だったと
思う。も
う一度遊
具の使い
方や遊び
方を子ど
も達に伝
えていく
ことと、
職員の方
も気を引
き締めて
対応して
いきた
い。

遊具の使
い方や遊
び方につ
いて子ど
もへの安
全指導す
る事と職
員への研
修の強化

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4

滑り台に
構造上の
問題がな
かったか
見直す。

構造上の
問題はな
かった
が、固定
遊具の使
い方の安
全教育を
充実させ
る必要が
ある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員が何
かの理由
で抜ける
時の職員
間のコ
ミュニ
ケーショ
ン不足が
あった

何かの理
由で職員
が抜ける
時には、
必ず一声
かけて職
員の補充
をする等
対策をは
かる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

職員の
配置さ
れる場
所に不
具合が
あった

配置の場所
の見直しが
必要。

4251

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

69 58 10 9
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨急
性塑性変
形

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

新人研修の
中で、園内
で作成した
資料に基づ
き、新入職
員へ運動指
導のやり方
を教えてい
たが、園内
マニュアル
として共有
ができてい
なかった。
今回の補助
者は、事前
に資料の内
容を把握し
ていたが、
本来は、漏
れがないよ
う園内マ
ニュアルと
して体系的
に管理すべ
きであっ
た。また、
足から着地
すること
を、もっと
しっかり指
導しておく
ことで、防
げた可能性
がある。

発生翌日に
事故の再発
とその状
況、注意点
について朝
礼の中で情
報共有を
行った。ま
た、補助の
注意ポイン
トとして、
今回のケー
スの対策を
園内マニュ
アル「つば
さ園マニュ
アル　3.2.2
運動指導の
やりかた」
に反映し、2
月21日の全
体職員会議
においてマ
ニュアルの
徹底を行っ
た。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

3

使用する
跳び箱
や、マッ
ト等の器
具に異常
はなかっ
たが、よ
り安全な
マットで
事故の可
能性を低
くできる
可能性が
ある。

体育の専門
講師と相談
し、着地に
失敗した場
合を考慮し
て、より衝
撃を吸収す
るウレタン
マットを導
入する。2月
18日に、三
和体育製S-
8535（マッ
ト厚20cm）
を2枚発注済
み。受注生
産のため3月
下旬に入荷
予定。入荷
までは、補
助者を経験
の長い者に
限定し、十
分注意しな
がら練習を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が発表
する際、保
護者の前
で、いつも
より気持ち
が入ってし
まい、練習
時よりも前
のめりの形
で跳躍を
行った。発
表本番で
は、園児の
気持ちが盛
り上がり、
練習時と異
なる動きを
することが
あること
を、保育
者、補助者
が十分理解
し、それに
対応する必
要があっ
た。

本番で
は、子ど
もが練習
と異なる
動きをす
ることを
園内マ
ニュアル
に追記
し、あら
かじめ気
持ちの準
備をして
おくよ
う、補助
者、保育
者への情
報共有を
行った。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

参観で保
護者が来
ていたた
め、普段
よりも張
り切って
跳び箱に
取り組ん
でいた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

跳び箱補
助者とし
て、10年
以上の補
助経験が
ある職員
が補助を
行ってい
た。通常
通りの補
助を行
い、補助
に関して
特に大き
な失敗は
なかった
と思われ
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

事前に打
ち合わせ
ていた配
置に従っ
て、必要
なポイン
トに補助
員、園児
係として
ついてい
た。補助
員の配置
は添付し
た写真参
照。

職員全員が5日
前の同様の事
故について承
知しており、
同補助者も直
前の事故の反
省を踏まえ、
油断なく子ど
もについてい
た。しかし、
一旦体勢を崩
すと、無理に
園児の片手を
引き上げても
却って肩を痛
める可能性が
あるため、頭
部・頸部を保
護することを
最優先にし
て、手加減し
ながら補助す
る必要があ
り、そのよう
に対応した。
その結果、反
対側の手から
接地すること
になり、補助
者の補助だけ
で腕の怪我を
完全に防ぐこ
とは困難で
あった。

まずは、正
しく補助が
できるよ
う、適正な
職員教育と
練習・本番
で補助者の
配置を行う
ことは当然
必要であ
る。それに
加え、ソフ
ト面で述べ
た園児への
指導法、
ハード面で
述べたより
安全なマッ
トを用いる
ことなど、
複合的な対
策を行うこ
とで、事故
の可能性を
限りなく排
除し、再発
防止に努め
る。

4252

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし
遊びを充
実させる

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

保育者か
らの死角
ができな
いように　
棚やロッ
カーの設
置をする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊び方、
遊具の使
い方を　
クラス全
体で話し
合う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

左手に粘
土の塊を
持って、
自分肘を
トントン
と机に打
ち付けて
遊んでい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
ながら他
の子ども
と遊んで
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
ながら他
の子ども
と遊んで
いた

特にな
し

子どもの様
子を把握
し、早期に
異変に気づ
き対処する

4253

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 5 5 10 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

鬼ごっこ
に夢中に
なってい
たため。

年長児に
なり体も
大きくな
り、動き
も激しく
なってい
るので、
保育教諭
が立ち位
置を確認
しながら
安全に注
意して保
育してい
くよう事
故予防に
関するマ
ニュアル
を園内研
修・職員
会議等で
再度共通
理解して
いく。

1.定期的
に実施

15
1.定期的
に実施

15
1.定期的
に実施

毎日

体を存分
に動かし
て遊べる
ように
ホールの
環境つく
りをして
いるが、
こどもは
いつも動
いている
ので出入
り口付近
等には、
十分に気
を付けな
ければな
らないと
思った。

部屋の出
入り口付
近には十
分気を付
けるよう
に、保育
教諭が声
を掛け見
守るよう
に園内研
修・職員
会議等で
再確認し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3歳以上児が
自分の好き
な遊びを、
好きな場所
で楽しんで
いた為、保
育教諭がほ
かの子の遊
びに目を向
けていた。
年長児にな
り体も大き
くなり動き
も活発に
なっていた
ので、鬼
ごっこなど
激しい遊び
にもっと目
配りや声掛
けが必要
だった。

子どもとか
かわる職員
と、必ず全
体を見届け
できる職員
とそれぞれ
の役割を分
担しなが
ら、目を離
さないよう
にする。子
どもたちも
成長し動き
が活発に
なっている
ことを踏ま
えて、遊び
の内容や活
動の仕方に
合わせた環
境つくりや
声掛けをし
て安全に遊
べるように
職員でマ
ニュアル等
を再確認し
共通理解し
て保育をす
るよう改善
していく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

入学を控
え、体の
動きも活
発になっ
て毎日の
ように友
達と鬼
ごっこや
追いかけ
ごっこ。
ボール遊
びを楽し
んでい
て、本日
も鬼ごっ
こを男の
子たちと
遊んでい
た。走っ
ていて勢
い余って
ホールの
壁に衝突
し腕をぶ
つけてし
まう。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

積み木遊
びをして
いた子ど
もたちの
ところ
で、声を
かけなが
ら一緒に
遊んでい
た。男の
子たちが
鬼ごっこ
している
様子を見
ていて廊
下には出
ないで、
ホールで
遊ぶよう
に声を掛
けてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

5歳児保
育室内で
制作遊び
コーナー
で子ども
たちの活
動を見
守ってい
た。職員
2名が
ホールで
の遊びを
見守って
いたの
で、5歳
児室内の
子どもた
ちを保育
してい
た。

保育教
諭2名
ホール
で子ど
もたち
の遊ぶ
様子を
見てい
たが、
各コー
ナーの
遊びや
年少の
活動だ
けでな
く、動
きの激
しい子
への安
全な遊
び方へ
の声掛
けが必
要だっ
た。

子どもの活動に
沿いながら見守
る職員と、必ず
全体を見届けで
きる職員が安全
を優先しての声
掛けや関わるこ
とが大切なの
で、今後はこど
もから目を離さ
ないように職員
全体で共通理解
して改善してい
く。
　また子どもた
ちも成長し動き
が活発になって
いることを踏ま
えて、遊びの内
容や活動に留意
し合わせた声掛
けをして安全に
遊べるように職
員全体で気を付
けていく。

250 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4254

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

24 7 8 9 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左踝の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5
2.基
準配
置

―

事故発生
時(園外)
の初期対
応などの
園内研修
を行い職
員の意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300 ―
特に問題
はなかっ
た

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園外で
あったた
め、気持
ちが高
ぶってい
たように
思う

前日雨
だったの
で、ぬか
るんでる
ところな
ど確認し
ておくべ
きだっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公園で楽
しく遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ちょうど
走ってい
たとき
だったの
で、デコ
ボコした
ところで
挫いてい
るのを確
認でき
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

公園で遊
んでいた
ため、周
囲を見て
いた。

―

前もって、
保育教諭が
危険な場所
などを共有
しておく必
要があっ
た。

4255

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

16.４
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

お迎えに
来た祖母
が少し離
れた場所
で見守り
ながら、
丸太渡り
の遊具で
遊んでい
て落ち
た。

園庭開放
時にはそ
ばで見守
るように
約束の確
認をし
た。

2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

―

木製遊具
のため少
し湿って
いた。

職員の目
視による
遊具点検
を定期的
に行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

慣れた遊
具のた
め、離れ
た場所で
の保護者
の見守り
をしてい
た。

園庭開放
時の約束
の確認を
看板にて
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

１号認定
児であ
り、保護
者に引き
渡し後、
園庭開放
時の事
故。保護
者の見守
りの中で
の事故。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園後の
ため対象
児の動き
を見れて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園後の
ため対象
児の動き
を見れて
いなかっ
た。

―

保護者引き
渡し後の園
庭開放時の
約束（必ず
保護者が見
守る）の徹
底をお便り
看板で行
う。

4256

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

65 23 16 26 4 3
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
捻挫、左
腓骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

非常勤職
員の事故
予防に関
する研修
実施がな
かった。

異年齢活
動時の職
員の配置
確認の強
化と非常
勤職員対
象の事故
予防研修
の実施。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
園庭整備
の強化

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

施設内の
園庭は芝
が敷いて
あり、見
通しもよ
いため、
環境面の
改善策は
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭での
戸外遊び
で走って
遊具へ移
動してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭全体
が見渡せ
る砂場付
近で戸外
遊び中の
子どもた
ち全体を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内に
残ってい
た子ども
を園庭へ
誘導して
いたた
め、近く
にいな
かった。

戸外あ
そび時
の安全
指導が
十分で
なかっ
た。

日常的に戸
外遊び時の
安全指導を
行う。

4257

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

28 2 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

非常勤職
員の事故
予防に関
する研修
実施がな
かった。

預かり保
育活動時
の職員の
配置確認
の強化と
非常勤職
員対象の
事故予防
研修の実
施。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

テーブル
が保育室
の壁際に
収納され
ている。

テーブル
配置場所
と収納場
所の再構
成。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

冬季休業
中の預か
り保育
（5歳以
上児2ク
ラスが合
同）

昼食後の
過ごし方
を再検討
し、絵本
を読むな
ど落ち着
いて過ご
せるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内で他
児と組み
合ってふ
ざけて遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

昼食後、
室内の掃
除をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食の食
器、カー
トを下膳
していた
ため、近
くにいな
かった。

室内遊
び時の
安全指
導、声
掛けが
十分で
なかっ
た。

室内遊び時
の安全指導
を行う。

4258

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 1 2 1 1 2 2
14.２
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

職員の配
置の工夫
と子ども
の見守り
の徹底

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 特になし

柵の高さ
や形状に
ついて、
改善でき
るところ
から改善
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもた
ちが危険
な行動を
しないよ
うに、繰
り返し指
導すると
ともに、
集中させ
る手立て
を工夫す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　いつ
もどおり
の様子で
あった
が、母親
がお迎え
に来たば
かりで少
し興奮気
味であっ
たことか
ら保育室
仕切り柵
を乗り越
えようと
したも
の。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

18時40分
頃、保育
教諭が別
の保護者
に連絡事
項を伝え
るためク
ラスから
でて対応
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の保育
教諭が対
象児童か
ら少し離
れており
対象児の
動きを、
十分には
見守って
いなかっ
た。

ほんの少
しでも持
ち場を離
れるとき
は、保育
教諭相互
の声の掛
け合いを
するなど
職員同士
のコミュ
ニケー
ションの
円滑さが
不足して
いたも
の。

危険に対す
るシュミ
レーション
を事象ごと
に行う。子
ども自身に
も危険であ
ることを認
識させ繰り
返し向き合
わせるよう
に職員に対
策手法を工
夫させるよ
うに努め
る。

4259

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 16 1 1
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足薬指　
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

怪我発生
後はマ
ニュアル
にほぼ沿
いながら
臨機応変
に対応出
来た。

今後もマ
ニュアル
の改善等
繰り返し
ながら迅
速に対応
出来るよ
うに進め
ていく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

97

角には
クッショ
ンをつけ
る。

子ども達
にも危な
い箇所を
知らせ、
共に確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気持ちが
高ぶり注
意散漫に
なってし
まい不注
意でぶつ
けた。

移動する
時には、
小グルー
プで移動
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

体操が好
きで、意
欲的な
為、気持
が高ぶっ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

普段通り
の、裸足
になると
いう促し
のみなの
で、少し
離れた所
で子ども
たちを迎
え入れて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の部屋
で、他の
子どもた
ちの保育
をしてい
た。

同じ方
向に、
多数の
子ども
が移動
してし
まっ
た。

子ども達に
も危ない箇
所を知ら
せ、共に確
認する。壁
にクッショ
ンをつけ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4260

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

17 3 3
14.２
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
遠位骨端
線離開

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

―

職員がマ
ニュアル
をしっか
り理解
し、保育
の中で活
用する。

3.未実施 ―
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12 ―

園外保育
であるこ
とと子ど
も同士の
接触のた
め、あり
ません。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

少し寒
かった日
に活動計
画を実施
し、子ど
もがポ
ケットに
手を入れ
ている所
を見逃し
たため注
意ができ
なかっ
た。

天候があ
まり良く
なかった
日だった
ので、予
定を変更
してもよ
かったと
考えられ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

天候や状
況次第で
普段から
ポケット
に手をい
れること
もあり、
当日もポ
ケットに
手をいれ
ていたの
でぶつ
かってき
たときに
手が出な
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

七五三詣
りだった
為、記念
の集合写
真を撮影
しようと
クラス全
員を並ば
せてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

一緒に子
どもを集
めて並ば
せていた
職員とカ
メラで撮
影しよう
としてい
て子供達
からは離
れた位置
にいた。

並ばせ
方が子
供達が
ぶつか
り合う
ような
窮屈な
状態で
あった
為結果
ぶつか
り下の
子を押
してし
まっ
た。

子どもの様
子を見なが
ら並ばせた
りしていた
としても写
真を撮ると
いうことに
集中しすぎ
ていて一人
ひとりの把
握ができな
かったので
保育者の人
数を増やし
必ずどんな
時も一人ひ
とりを確認
することを
徹底させて
いきたい。

4261

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 5 10 1 1
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

職員の危
険予測の
低さ

その他の
職員も、
そのホー
ルの近く
にクラス
のある先
生やホー
ルを行き
来する際
に園児と
関わり、
安全確認
をする。
また危険
を感じた
際は声を
掛ける。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大型積木
をホール
いっぱい
に広げて
遊ぶの
で、他へ
移動する
ための通
路の確保
が必要で
あった。

遊びに熱
中しすぎ
て気持ち
の高ぶり
がある時
にはボル
テージを
下げる言
葉がけが
必要で
あったと
思う。ま
た、玩具
を広げて
遊ぶ傾向
があるた
め、遊び
の環境構
成を明確
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもな
ら、小さ
いクラス
（満3歳
児クラ
ス）に行
き、お世
話をする
のが日課
だが、そ
の日はカ
バンを片
付けすぐ
にホール
の大型積
木で遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任はバ
ス当番が
終わり、
クラスの
様子を見
に行った
が、担当
の先生が
いるとい
うことで
安心をし
ていて
ホールの
様子は見
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊びに介
入するの
ではな
く、危険
があった
時は声を
掛ける
が、見守
る姿勢を
とってい
た。

積木を
飛び超
えてい
くこと
も遊び
の一つ
と捉え
て、お
茶を飲
みに行
く時
も、積
木を飛
び越し
ていっ
てし
まっ
た。

園児の遊び
に参加し、
その中で危
険なことを
一つ一つ具
体的に取り
上げ、確認
する時間を
設ける。

4262

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

24 1 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

上肢
(腕・
手・手
指)

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら少し離
れたとこ
ろで対象
児を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各自保育 ― 特になし

4263

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 1 1
18.６
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘　骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

運動会が
近いとい
うことも
あり、日
中の活動
量が多
かったこ
とは考え
られる。

降園後、
園庭で遊
んでいる
子もい
る。１日
の疲れも
出る時間
帯なので
むやみに
遊ばない
よう、降
園を促
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

隣接する
公園に行
く際、中
央部分に
ある扉よ
り出入り
してお
り、柵を
乗り越え
ることは
想定外
だった。

柵を乗り
越えるの
は危険で
あること
を伝えて
いく。

7.その
他

隣接する
公園に行
く際に扉
がある
が、柵を
飛び越え
る方が近
いと考え
たか又
は、乗り
越えれる
と思った
のではな
いか。

柵を乗り
越えるの
は危険で
あること
を伝えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

降園後、
母親の見
守る中、
園庭で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園後の
ことなの
で、まだ
迎えに来
ていない
子どもの
保育をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　降園後
は、保護
者の責任
のもと、
園庭で遊
んでお
り、誰が
どんなあ
そびをし
ているか
等認識で
きていな
かった。

日中、
柵を超
えるこ
とはな
いが、
夕方に
なると
時々小
学生が
柵から
出入り
してい
る姿が
見られ
る。

園児が真似
をすること
もあるの
で、小学生
には柵を乗
り越えた
り、危険な
ことをしな
いよう伝え
る。降園後
の園庭の使
い方を再確
認する。

4264

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

21 2 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

複数配置
の場合
は、それ
ぞれが離
れ、全体
が見わた
せるよう
な位置で
見守る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

靴下で遊
んでいた
ため滑り
やすい状
況だっ
た。

床で遊ぶ
ときは上
靴を履い
て遊ぶ。
落ちた細
かいおも
ちゃはそ
のままに
しないで
落ちたら
拾うこと
を子ども
たちと一
緒に確認
するこ
と。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

おもちゃ
を自由に
出して遊
べる環境
で、靴下
のまま遊
んでいた
ため、滑
りやすい
状況で
あった。

床で遊ぶ
ときは上
靴を履い
て遊ぶ。
友だち同
士でおも
ちゃの使
い方や片
づけ方を
一緒に確
認する。
日頃から
環境整備
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

グーゲル
バンのお
もちゃが
散乱して
たので、
組み立て
たり、
ビー玉を
転がすの
におも
ちゃを取
りに移動
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くには
保育教諭
2名いた
が、2名
で他のこ
どもの編
み物をし
ているの
を見守っ
たり、援
助しなが
ら保育の
相談をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

職員同
士が身
近な場
所にい
て、全
体の子
どもの
動きを
見てい
なかっ
た。

室内で各
コーナーに
分かれて遊
ぶ場合、保
育教諭は全
体を見わた
せる状況で
分担して見
守るように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4265

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

30 4 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

園児への
遊具の使
い方等の
注意喚起
を毎週1
回行って
いるがマ
ンネリ化
してい
る。

園児全体
に遊具の
使い方や
約束事を
再度伝え
るととも
に、職員
内で事故
対策会議
を開き職
員配置等
の見直し
を行う。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

ブランコ
の周りに
囲いがな
い。

ブランコ
周りの囲
いを設置
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

こどもが
園庭に出
てすぐ
だった
為、職員
の配置が
足りない
場所が
あった。

職員の配
置を確認
してから
こどもを
園庭に出
すように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
に乗って
いる最中
に男児か
ら遊びに
しつこく
誘われ、
それが嫌
で男児に
触れられ
ないよう
に体をよ
じって抵
抗した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら離れた
場所で他
児の対応
中であっ
たり、お
やつの準
備をして
いて、し
つこくさ
れ嫌がっ
ている事
に気付か
ず、事前
に防ぐこ
とができ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
にいた
が、木登
りをする
園児数名
を見てい
たため、
ブランコ
に乗って
いる対象
児には注
意がいか
なかっ
た。

活動の
始まり
で、保
育教諭
の配置
が足ら
なかっ
た。

ブランコや
滑り台等危
険予測のつ
く遊具には
常に一名が
そばで見守
るようにす
る。

4266

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

35 35 1 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

―

1.基
準以
上配
置

落下予測
ができた
のであれ
ば、落下
しても安
全なよう
に下に
マットを
敷くこと
も選択で
きたが、
マットは
敷いてい
なかっ
た。

小学校の
遊具の中
にも、幼
児が使用
できる物
はある
が、雲梯
は高さ、
幅、ポー
ルの太さ
等どれも
園児には
合ってい
ないの
で、今後
は使用を
控える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2 3.未実施 ―

近隣の市
町の病院
が木曜日
休診が多
く、保護
者が受診
に手間
取った。

園医以外
の病院の
リストを
作成して
おく。
（病院
名・診療
科・休診
日・時間
等）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園長は不
在だった
が、副園
長が冷静
に対応し
適切な指
示を出す
ことがで
きた。し
かし、担
当課への
報告が当
日中に出
来なかっ
た。

担当課へ
の報告
は、園長
が不在で
あっても
その日の
うちに伝
えること
を再確認
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一度は怖
いからや
らないと
言って降
りたが、
友だちが
やってい
るのを見
ていて
やっぱり
やると
言って再
度挑戦し
て落下し
てしまっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

落下する
と危ない
と思い、
手を添え
ていたが
結果的に
落下を防
ぐことは
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

小学校の
校庭は広
い為、凧
揚げと遊
具の担当
を決めて
園児を保
育してい
たので、
他の保育
教諭は対
象児を見
ていな
かった。

小学校の校
庭を使用さ
せてもらう
事は良いと
思うが、再
発を防止す
るためにも
遊具の使用
について安
全な使用方
法や職員配
置について
十分に考え
ていく必要
がある。

小学校の校
庭や遊具の
使用につい
て、安全な
使用方法や
人的配置に
ついて十分
検討し、園
児の年齢等
によっては
使用禁止も
やむを得な
い。

4267

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

32 3 3
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨、
左尺骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

５～６

1.基
準以
上配
置

手の着き
方がバラ
バラに
なってし
まい、腕
にかかる
力が左腕
に集中し
てしまっ
た。

手の付き
方、手の
向きをも
う一度確
認する。

1.定期的
に実施

数回
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3 ―

マットの
下にさら
にスポー
ツマット
84枚（厚
さ2ｃｍ
90ｃｍ四
方のクッ
ション機
能のある
も）を敷
き詰め
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

当該園児
について
は、体操
の時間は
内容を柔
軟体操等
に限定す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

側転の練
習中に側
転をして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

側転をす
る園児を
横から目
視してい
る職員１
人、順番
を待つ園
児の方か
ら側転を
している
園児を目
視してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

―

側転の
時の手
の向き
をしっ
かり確
認すべ
きだっ
た。何
度も練
習を重
ねてい
たので
できて
いると
思いこ
んでい
た。

できるよう
になってい
たので、で
きるている
と思い一人
ずつの確認
をせずに始
めた。それ
もいけな
かったと思
う。いつで
も必ず始め
る前に手の
向きの確認
と足の確認
をするよう
にする。

4268

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

50 10 20 20 6 6
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕上腕
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

朝のコー
ナー遊び
の設定に
問題はな
かった

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

所持品整理
をした後落
ち着いて
ホールに集
まれるよう
フリーの巡
回教諭が声
をかけてい
くことを強
化した。事
故発生が
あった一番
奥の部屋を
コーナー保
育の一室と
し、無人の
状態がない
ようにし
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

発表会に
むけて取
り組んで
いる側転
ができる
ようにな
り、発表
すること
を楽しみ
にし毎日
練習をし
ていた。
本児がさ
らに上の
走り側転
に挑戦し
たいとい
う意欲が
たかまっ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登園し所
持品整理
を終わら
せた子は
すぐに隣
接する
ホールに
くるた
め、保育
室の中は
巡回のみ
としてい
た。泣い
て訴える
本児に気
が付き対
応。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の担当
エリアに
いて、
ホール遊
びをして
いた。巡
回職員は
別の場所
にいた。

一定のレベ
ルに到達し
た年長児の
みができる
側転のた
め、できた
ときの喜び
も大きく園
内で側転が
できる場所
や時間、職
員のいない
ところでは
行わないと
いう約束が
子どもたち
に定着して
いなかった

縦割りの
コーナー保
育の際には
側転ができ
る場所や職
員がいる場
所で行うよ
うに周知徹
底。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4269

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

17 2 2
16.４
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

幼児の遊
び方に関
する、事
故予測力
が不足し
ていたの
かもしれ
ない。

事故予防
に関して
の研修だ
けでな
く、幼児
理解や保
育等につ
いての学
びを深
め、実践
する力を
高める必
要がある
と思われ
る。

2.不定期
に実施

数回
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

施設遊具
等が、事
故に直接
的な関わ
りはない
と考えら
れる。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

友達と触
れ合いな
がらの遊
びは、人
間関係や
遊びの発
展に必要
なものと
思われる
が、どの
ような体
勢でどの
ような関
わりがな
されてい
るかを見
極めるこ
と、適切
な言葉が
けや指導
が不足し
ていたと
も考えら
れる。

保育室で
の遊び方
の見直し
と、子ど
もの遊ん
でいる様
子・関わ
り方をき
め細やか
に観察
し、場面
場面で的
確な対応
（言葉が
け・援助
等）と指
導が必要
と考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一般的に
活発な男
児で、友
達との関
わりを楽
しめる子
である。
本児・友
達とも、
事故発生
前、特に
興奮して
いるとか
乱暴な行
動をとっ
ていたな
どという
状態では
ない。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児複数
人と会話
をしなが
ら関わっ
ていたた
め見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ままごと
コーナー
で他児複
数人と関
わってい
たため見
ていな
かった。

数か所
で異な
る遊び
がなさ
れてい
て、二
人の保
育教諭
は、そ
こを行
き来し
ながら
様子を
見てい
たが、
結果と
して見
ていな
い瞬間
の事故
であっ
た。

年少児の保
育には、保
育者が、子
どもたちの
遊びの中に
入って関わ
ることが大
切だと思う
が、一か所
に集中しす
ぎず、全体
を見回すこ
とをこれま
で以上に意
識して保育
をしてい
く。

4270

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

27 6 10 11 2 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頭
頚部若木
骨折、右
尺骨近位
部若木骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員配置
には問題
なかっ
た。

特になし
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

3 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

事故が起
きないよ
う、これ
まで以上
に遊ぶ前
に遊び方
を園児に
伝え、
遊んでい
る最中も
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な子
で、いつ
も通り好
きな遊具
で遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ブロック
遊びの子
供の近く
にいて、
こだちの
方向を見
ていた
が、落下
する瞬間
には間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ステージ
近くで、
ボール遊
びの子と
遊んでい
た。

他児と
遊びな
がら
も、よ
り周り
に目を
向ける
必要が
あっ
た。

今後こだち
には職員が
一人つくよ
うにし、少
しでも危険
を察知した
らすぐに動
けるような
態勢を整え
ておく。ま
た、園児が
手を離さな
いように、
遊んでいる
最中は常に
声を掛ける
ようにす
る。

4271

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 1 2
17.５
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

保護者に
も、入園
説明会や
園だより
で駐車場
まで手を
つないで
歩くよう
にお願い
している
が、特別
な支援を
要する弟
（３歳
児）を抱
いていた
ため難し
かったと
思われ
る。

機会を捉
えて、保
護者にも
道路や駐
車場で子
どもから
目を離さ
ないこと
や手をつ
なぐこと
をお願い
してい
く。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

5 ―

改善策な
し：一般
の道路で
起こった
ため。

7.その
他

交通安全
教室にも
毎月参加
している
が、道路
を走らな
いという
約束を忘
れ、母親
に追いつ
こうと急
いだため
と思われ
る。

道路では
走らない
ように、
もっと子
ども達へ
の指導を
強化す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保育参観
後だった
ので、少
し気持ち
が昂って
いたと思
われる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者に
引き渡し
た後で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者に
引き渡し
た後で
あった。

―

改善策な
し：保護者
に引き渡し
た後だった
ため。

4272

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

42 7 7
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨幹
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

保育者の
配置を再
確認す
る。ス
テージ上
に上がる
子どもの
人数と踊
りを終え
てからの
移動につ
いて、子
どもがス
テージ上
から跳ぶ
ことを想
定するこ
とが必要
だった。

保育者の
立ち位置
の確認。
ステージ
上の上る
人数の確
認。ス
テージ上
から跳ぶ
ことを想
定しての
配慮。
（マット
を敷く
等）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ステージ
の高さは
40㎝であ
る。2歳
児であっ
てもバラ
ンスを崩
すと転倒
や骨折に
なりかね
ない。

ステージ
上に上ら
ないよう
にする。
また、跳
ぶ際には
マットを
敷く。日
頃に保育
の中で運
動遊び
（リズム
運動等）
を十分に
行い、バ
ランスの
取れた体
作りを行
うように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

側に保育
者がつい
ていた
が、他の
子どもに
気を取ら
れている
間に起
こった事
故であっ
た。防ぐ
ことはで
きなかっ
たと思わ
れる。

保育者の
意識（～
になるか
もしれな
い）向上
と職員の
配置の見
直し。ス
テージ上
に上らな
いことを
伝え、登
らなくて
もよい遊
び環境を
設定す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

活発な子
どもであ
る。高い
ところが
好きで飛
び降りる
ことが好
きであ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ステージ
上で、活
発に踊っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

跳んで
「痛い」
と保育者
に訴え動
かない状
況であっ
た。

本児は大変
活発であ
り、体格も
よい。日頃
からジャン
プすること
には慣れて
いたようで
ある。いつ
もの通り飛
び跳ねてし
まった。2
歳児は裸足
で活動して
いることも
あり、裸足
の為、着地
が不十分で
あったので
はないかと
思われる。

裸足で活動
しているこ
とを念頭に
置き、飛び
降りてもよ
いように保
育者が側で
手を支えた
り、マット
を敷くなど
十分に配慮
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4273

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

36 12 12 12 2 2
15.３
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指指
尖部損傷

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

―

マニュア
ルに添っ
て定期的
に職員間
で研修を
実施。
（マニュ
アルの内
容も状況
によって
見直しを
してい
く。）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

子どもが
ロッカー
の近くに
整列して
いたの
で、整列
場所の変
更。

7.その
他

ロッカー
の扉の下
に隙間が
ある。

隙間が出
来ないよ
うに扉を
加工し鍵
を取り付
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段どお
り、泣か
ずに保護
者と登園
し、クラ
スごとに
整列して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

玩具の箱
の片付け
にあたっ
ており、
対象児と
は距離が
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の受
入れ対応
をしてい
た。

―

子どもを受
け入れた
り、見守る
ときの職員
の立ち位置
に気をつけ
る
（担当職員
は毎朝必ず
受入れ対応
する人、見
守る人の確
認を行
う。）

4274

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 12 5 1 1
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

1人でも
転倒した
場合には
活動から
外して様
子を見
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

9
1.定期的
に実施

12 ―

物につま
ずいた訳
ではない
ので、こ
れ以上良
い改善策
がありま
したらご
指導のほ
どよろし
くお願い
します。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

出来る限
り見守り
をしたい
と思いま
す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会が
終わり、
褒められ
た事によ
りテン
ションが
高くなっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラス全
員にか
けっこさ
せてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ―

1人でも転倒
した場合に
は活動から
外して様子
を見る。

4275

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

14 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―

自由時間
にホール
で遊ぶ際
の監視体
制の徹底

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊具、玩
具等につ
いては、
引き続き
安全点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

監視体制
が整わな
い場合は
ホールで
の自由遊
びを控え
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

活発な男
の子同
士、追い
かけっこ
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見てはい
たが、転
倒を防ぐ
ことがで
きなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の排
泄や歯磨
き等の対
応をして
いた。

―

同じ空間内
における監
視体制を整
える。

4276

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 4 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右母指末
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

職員会で
再度検証
し、共通
理解して
安全への
意識を高
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

竹馬に
乗って歩
く時は、
十分なス
ペースの
ある、物
のない場
所で行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

竹馬が通
るコース
と台との
スペース
が十分で
なかっ
た。

竹馬の長
さを考慮
し、万が
一転倒し
てもぶつ
からない
十分なス
ペースを
確保す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

子どもが
順番に竹
馬を披露
していた
ので、見
られてい
ることで
の緊張が
少しあっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ―

子どもの動
きだけでな
く、周囲に
も注意を向
けて、障害
物等がない
か、竹馬で
通るのに安
全なコース
か、気を配
る。

4277

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 7 7 6 1 1
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

園児に折
り返し点
での事故
にこれま
で以上に
気を付け
るように
指導する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

走路の幅
に応じて
一度に走
る幼児の
人数を減
らすなど
配慮・工
夫する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子ども同
士のパー
ソナルス
ペースを
確保する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ―

折り返した
後、前方か
ら来る他児
に気を付け
て前方をみ
て走るよう
に指導する

4278

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

30 1 1
15.３
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷によ
る歯の脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

玄関番の
保育者が
部屋まで
連れて来
てれるこ
ととし、
常に部屋
にいるよ
うにし
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

保育室・
廊下・遊
戯室など
通常のフ
ローリン
グ床との
接触で起
きた事故
であり、
床自体に
起因する
事故では
ないもの
と判断し
ます。

日々、施
設の安全
点検を行
う。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

登園後カ
バンの片
付けが終
わったら
絵本を読
むことに
なってい
たが、部
屋の中を
走りま
わってし
まった。

お部屋の
中、廊下
も走らな
いように
お約束を
したり、
片付けが
終わった
お友達か
ら好きな
遊びを出
来るよう
にした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも他
児のこと
を色々と
伝えてく
れる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

泣いて登
園した子
を迎えに
玄関に
行ってい
たので、
直接ぶつ
かったと
ころは見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各保育室
も保育者
一人だけ
だった。

保育者
が部屋
から居
なく
なった
こと。

玄関番の保
育者が部屋
まで連れて
来てれるこ
ととし、常
に部屋にい
るようにし
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4279

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

35 5 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

保育や、
子どもの
姿を未満
児や以上
児に分か
れ研修し
ている
が、全職
員での研
修が不足
してい
る。

保育士以
外の職員
を交え
た、研修
を増やし
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

点検の結
果は、回
覧し全職
員が確認
するよう
にしてい
るが、
個々にな
るため、
全員周知
できてい
るのか判
断できな
い。

全体での
会議を設
けたり、
少人数で
の伝え
合ったり
する時間
を設け
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが、
テーブル
を使用で
きるよう
に配置し
たり、使
用しない
テーブル
を横に寄
せたりし
ていた。

使用しな
いテーブ
ルの置く
場所や、
囲いがな
い箇所が
ある等、
安全面に
配慮不足
があっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気の合う
子ども
と、普段
通り戦い
ごっこを
楽しんで
いる様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

数人で走
りながら
遊んでい
る様子
は、把握
してい
た。側で
他の子ど
もと関わ
り、遊ん
でいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

所持品の
始末をす
る他の園
児の様子
を見守っ
たり、声
かけをし
たりして
いた。

保育士、保
育補助、職
種が違うが
子どもを見
守る場合の
安全につい
て、見守り
方、関わり
方について
共通理解の
場を設け、
確認し合わ
なければな
らない。

子どもの活
動に関し、
見守り方、
声かけのタ
イミング等
を周知徹
底。関わり
方について
カンファレ
ンスや研修
を定期的に
行う。

4280

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

23 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

慌てずに
腰を下ろ
して上靴
を履くよ
うに子ど
もたちに
知らせ
た。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

― ―

床が滑り
やすいと
ころは、
滑り止め
のマット
を敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

今回、上
靴入れが
少し離れ
たところ
にあった
ため、
コーナー
の近くに
置くよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びに進
んで参加
し、片付
けも張り
切って
行ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児と
は少し離
れたとこ
ろで、子
どもと片
付けをし
ながら、
対象児を
含めたま
まごと
コーナー
の様子を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の片付
けの様子
を見た
り、園児
の対応を
していた
りして、
対象児の
動きを見
ることが
できな
かった。

―

連携を図り
ながら、混
雑して危険
なところに
職員がつく
ようにす
る。

4281

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 1 9 4 4
12.11
か月

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右頭蓋骨
骨折の疑
い　右鎖
骨骨幹部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ル内の
抱っこ紐
やおんぶ
紐の使用
に関して
を追記し
整える。
今後研修
資料とし
て使用し
ていく。
→現在も
調整中

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ―

抱っこ紐
やバウン
サーを導
入し、状
況に合わ
せて使用
出来るよ
うにす
る。
→0.1歳
児クラス
に導入済
み

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

抱っこ紐
やバウン
サーの使
用方法を
学び、日
頃の保育
に導入す
る。
→午睡中
に寝付け
ない子が
過ごせる
スペース
を整備し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

入園して
間もない
ため、ほ
とんどの
時間を
抱っこで
過ごして
いた。ま
た、立っ
て抱っこ
されるこ
とを好
み、保育
教諭も応
じてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の子ど
もをおん
ぶ紐でお
んぶをし
て、本児
は抱っこ
をしてあ
やしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

玄関であ
やしてい
ることは
知ってい
たが、
ずっと見
ていた訳
ではな
い。

―

これまでの
配置基準を
満たした上
で、一人の
職員に過度
な負担がか
からないよ
うにする。
→職員間で
再発予防に
ついての話
し合いを
行った。

4282

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

25 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

1
2.基
準配
置

園庭を1
クラスの
みで使用
していた
ため、子
ども達の
勢いがつ
いていた
と考えら
れる。

園庭で遊
ぶ前に遊
び方を子
ども達と
話し合っ
ておく。

1.定期的
に実施

１～２
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

範囲を決
めず、固
定遊具の
周りでも
鬼ごっこ
など走る
遊びをし
た。

固定遊具
の周りで
は走る遊
びをしな
いことを
共通理解
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
をする範
囲を決め
たり、危
険箇所や
遊び方に
ついて子
どもと確
認をして
いなかっ
た。

遊ぶ前に
子どもと
遊び方に
ついて話
し合う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

5歳児ク
ラスのみ
が園庭を
使用し、
開放的に
なってい
たため、
鬼から逃
げる時も
勢いがつ
いてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

普段は好
んで集団
遊びに入
らない本
児が、当
日は楽し
んで入っ
ていたの
で嬉しさ
を感じて
いた。突
然の方向
転換に動
きをとめ
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スは室内
に入って
いたた
め、園庭
にいるの
は担当者
のみだっ
た。

担任が
休み
で、子
どもの
ことを
よく
知って
いる嘱
託職員
がこの
日の保
育を担
当して
いた。

慣れている
職員でも、
担任以外の
職員が入っ
ている時
は、園長は
じめ他の職
員も普段よ
り気をつけ
て見るよう
にする。

4283

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

31 1 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

―

フリーの
職員がい
る場合は
見守り、
走らない
ことを繰
り返しこ
どもの伝
えていく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

コンク
リートの
所で転ぶ
と危険で
あること
を、子ど
も、職員
とも共通
理解をし
ていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

複数の児
童が走り
出ようと
した

玄関から
走り出な
いように
指導

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

先に出て
待ってい
る園児も
いたた
め、追い
つこうと
走った

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は至近距
離にはい
たが、先
に出てい
た園児と
話をして
いたた
め、転ん
だ瞬間は
視界に入
らず。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
が担当の
園児の保
育中だっ
たため

職員の
見守り
の位置

園児の動き
にすぐ対応
できる見守
りの位置に
保育教諭が
いるように
する
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4284

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 17 18 15 6 6
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手第四
指骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

本児が痛
がらな
かったた
め、事故
にすぐ気
がつくこ
とができ
なかっ
た。遊び
方につい
て問題が
なかった
かどう
か。

三輪車の
遊び方を
含め、年
齢に合っ
た遊び方
を行って
いるか危
険な扱い
をしてい
ないか、
マニュア
ルの点検
及び再確
認。子ど
もの遊び
を多方面
から目を
離さない
ようにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

車輪には
カバーが
ついてい
たが、そ
のカバー
に指が
引っか
かったと
考えられ
る。

本来座る
べきでは
ない場所
に座って
しまった
ので、子
どもに目
を配り、
誤った使
い方をし
ている子
どもに注
意を促
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

プールの
準備等
で、見守
りが十分
行う事が
できてい
たか。

いつもと
違う中で
の保育
が、落ち
着いて行
えるよう
な改善策
を話し合
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大きいク
ラスの子
の遊びを
まねた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が痛
がらな
かったた
め、事故
に気がつ
くことが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の、園
児の動き
を見てい
た。

本児が
痛がら
なかっ
たた
め、す
ぐに事
故に気
がつく
ことが
できな
かっ
た。

異年齢児3ク
ラスで遊ん
でいるの
で、連絡や
報告を密に
行う。

4285

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

補助の方
法に問題
はなかっ
たか、安
定した着
地が出来
るマット
の固さを
分析する

安全に跳ぶ
ことが出来
るように、
跳び箱の横
に補助を配
置するほ
か、着地の
安全を見守
るための補
助をマット
の横に配置
する。ま
た、マット
の固さは柔
らかすぎな
い物、マッ
トを重ねて
使用する場
合は、滑り
止めを使用
しマットが
ずれないよ
うにする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

安全に跳ぶ
ことが出来
るように、
跳び箱の横
に補助を配
置するほ
か、着地の
安全を見守
るための補
助をマット
の横に配置
する。ま
た、マット
の固さは柔
らかすぎな
い物、マッ
トを重ねて
使用する場
合は、滑り
止めを使用
しマットが
ずれないよ
うにする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任1名
の配置で
補助を
行ってい
た。マッ
トの横に
着地の乱
れを補助
する配置
が必要で
あった

跳び腰を
補助する
職員、着
地を補助
する職員
を配置す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はなく
元気に活
動に参加
してい
た。活動
中は、給
水や休憩
を行いな
がらの活
動で喜ん
で参加し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の横
で補助を
行ってい
たが、跳
び越える
ことがで
きていた
ため過信
してい
た。バラ
ンスを崩
した際に
手を出し
て転倒を
防ぐこと
が出来な
かったこ
とが大き
な原因で
あると考
える

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くで見
ていた職
員が、本
児の腕の
異常に気
付き活動
を制止し
た

普段から
行っていた
活動で、本
児も跳びこ
すことが出
来ていたこ
とに過信が
あり、瞬時
に的確な補
助が欠けた
ことと、着
地の安全を
確保する為
の補助を配
置していな
かったこと
が要因と考
える。

全職員で事
故の状況を
検証･分析を
行い、補助
の配置を見
直し、跳び
箱の横と着
地の際の安
全確保の補
助職員の配
置をする

4286

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 0 0 7 11 8 9 0 5 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

１，２

1.基
準以
上配
置

・ヒヤリ
ハット報
告の共有
や、園内
で研修報
告は行
い、毎朝
のミー
ティング
で、注意
すべきこ
との共有
を行って
いるが、
日々の保
育の中で
さらなる
「仕組み
化」がで
きていな
かった。

・配置、担当分
け。
・チェックリス
ト化。（ガイド
ラインにあるよ
うな、年齢別
チェックリスト
の作成）
・子どもたちへ
の注意喚起、問
いかけ（子ども
が認識できる方
法で）
・定期ブリー
フィング、ミー
ティング（日々
の変化、天候に
応じての注意点
等）
・ヒヤリハット
事例の掲示、共
有
・強化週間、月
間の設定

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

現状の点
検体制を
継続して
行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

見守りの
中、雲梯
●●教師
を常に配
置する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は普
段から活
発で運動
好きな性
格であ
り、事故
発生時も
雲梯で遊
んでいる
最中の事
故であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の近
くで見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の近
くで保育
の見守り
を行って
いた。

―

・雲梯の下
に教師を常
に配置す
る。
・園庭に出
る際、園児
に注意喚起
をする。
・運動能力
の長けた児
童にも注意
をする。

4287

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 5 10 10 2 2
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

マットの
置き方や
遊びの状
況把握な
ど、事前
に園とし
ても職員
も気付け
なかった
面があっ
たことが
要因と考
える。

マニュア
ルの見直
しを行な
うこと、
今回の事
故報告を
全職員で
改めて把
握し日常
の園生活
の中でも
同様なこ
とが起こ
らないよ
う共通認
識をす
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

日常的に運動用
のマット8枚(1枚
厚さ5ｃｍ)を一
箇所に積み重ね
て置いてあり、
遊びの内容に合
わせて使用して
いた。その日は
マットを使用す
る遊びがなかっ
たことから、本
児が友達数人と
マット上で遊ん
でおり、遊んで
いるうちに一番
上のマットがず
れてはみ出して
いた。片付けの
時間になったた
めそこに足を乗
せ降りようとし
た際に転倒して
しまったと考え
られる。日常的
にマット8枚を一
箇所に重ねて置
いていたことが
今回の事故の原
因と考える。

事故当日
から、す
ぐにマッ
トの置き
場と置き
方を変
え、4枚
ずつ並べ
て置くよ
うにし
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

自由遊び
は、日常
の園生活
の流れの
中の一つ
であるた
め、教
育・保育
の状況と
しては改
善面はな
いと考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同じクラ
スや他ク
ラスの友
達数人と
ごっこ遊
びをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

積み重ね
られた
マット上
で友達と
楽しく遊
んでいる
様子も見
ていた
が、一緒
に遊びに
入っては
いなかっ
た。
片づけ時
にマット
から降り
る際、バ
ランスを
崩し転倒
した瞬間
は、すぐ
傍で見て
いたが支
えられる
距離では
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、同じ遊
戯室内に1名
いた。マッ
ト上での遊
びの様子は
見守ってい
たが、常に
全体を見な
がらそれぞ
れの遊びの
様子にも目
を向けてい
る状況で
あった。片
付け時は、
他の園児た
ちと共に片
づけをして
いたため、
本児の様子
は見ていな
かった。

担任も
他の職
員も遊
びの様
子は見
守って
いた
が、遊
びの展
開と共
に上の
マット
がずれ
たらど
うなる
かを予
測でき
ず、適
切な援
助に繫
がらな
かった
ことが
要因と
考え
る。

遊びや子ど
もたちの様
子を把握し
見守ること
だけではな
く、その遊
びがその環
境の中でど
のように変
化していく
かという遊
びの予測の
大切さを再
確認した。
また、様々
な事例とそ
こに隠され
た危険を察
知できるよ
う、事故報
告書を回覧
し、再発予
防に努め
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4288

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

28 5 5
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の亜脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

必要と思
われる案
件につい
ては、そ
の都度職
員会議等
で周知
し、対応
策を検討
してい
る。

2.基
準配
置

―

担任で一
日の動き
を想定し
具体的に
確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

職員が危
機意識を
持ち、危
険を想定
し事前に
伝えてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い空間
に移動し
た際に
は、子ど
もたちが
大きく動
きたくな
ることへ
の予測や
見通しが
足りな
かった。

狭い場所
から広い
場所へ移
動した際
には、子
どもたち
の気持ち
が開放的
になり、
走るとい
う姿が予
想され
る。その
ため、十
分な間隔
が取れる
中で遊び
に誘った
り、動き
について
の配慮や
援助をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子では
あった
が、
元々、動
的な動き
の多い子
どもであ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者2
名で校庭
で遊び始
める際
に、1名
は子ども
たちと追
いかけっ
こで遊び
始め、も
う１名は
だるまさ
んがころ
んだを遊
び始め、
対象児の
すぐ近く
にはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２名はス
ロープか
ら移動中
の子ども
の誘導を
行い、も
う1名は
個別配慮
を要する
子どもに
ついて園
庭にい
た。

当初は天然
芝で追いか
けっこやだ
るまさんが
ころんだを
行う予定
だった。直
前で天然芝
が使用でき
ないことに
気付き、急
遽スロー
プ、校庭で
遊んだ。活
動の目的に
囚われ過ぎ
でしまい、
子どもたち
の全体の状
況把握をす
ることを
怠ってし
まった。

変化する状
況や子ども
の状態に合
わせて、そ
の都度、担
任間で声を
かけ合いな
がら対応し
ていく。

4289

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 2 7 6 6 3 1 5 5
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

職員はい
たが、異
年齢での
時間のた
め、更な
る配慮が
必要であ
る。

研修会
で、今回
の事例を
基に対
応・対策
などシュ
ミレー
ションす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

50

ハード面
ではな
く、職員
配置の改
善に努め
る。

保育室内
で障害物
などもな
く、自ら
の転倒に
より骨折
した為改
善策はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

見守り体
制や見守
り方を改
善する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりに歩
いていた
が、つま
ずき転倒
してし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

自ら職員
に伝えて
きた。痛
い箇所や
状況を確
認する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
はいた
が、対象
児の怪我
した瞬間
は見てい
なかっ
た。

職員の
配置

見守り体制
や見守り方
を改善す
る。

4290

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 1 2 1 1 1 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

（１）左
足部打撲
傷　
（２）左
第３中足
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

―
2.基
準配
置

―

ヒヤリ
ハットの
提出を促
す。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― ―

マットの
数を増や
し、近く
に準備し
ておく。

7.その
他

―
マットを
広く敷い
ておく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

マットの
上に飛び
おりるだ
ろうと思
い注意し
てみてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

ロールマッ
トに登った
時は注意し
て見る。

4291

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

26 19 5 5
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第５中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

―

職員配置
の園児か
らの距離
が様々
だったの
近距離で
対応でき
るように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

環境面、
人的面の
要因と思
われる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

早く行こ
うとする
気持ちが
先走り、
立った時
にバラン
スを崩し
た。

子どもの
動きを
しっかり
把握し、
危険の無
いように
声かけて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

帰りの挨
拶をした
後、トイ
レの順番
を待つ為
に床に
座ってい
た。立ち
上がった
際、バラ
ンスを崩
し、転
倒。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

転倒し泣
きだした
為痛がる
所を目
視、触診
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

トイレに
2名補助
で入って
いた。子
ども達と
一緒に
座って順
番待ち落
ち着かせ
ていた
（3名）

―

少人数ずつ
慌てなくて
も行けるよ
うに誘導す
る。

4292

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 11 4 5 5
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

―

職員配置
の園児か
らの距離
が様々
だったの
近距離で
対応でき
るように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

環境面、
人的面の
要因と思
われる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

排泄に自
ら行って
いたが、
間に合わ
ずその場
で排尿し
てしま
う。

子どもの
動きを
しっかり
把握し、
危険の無
いように
声かけて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トイレで
排泄し玩
具遊びに
戻るも2
～3分後
その場で
排泄して
しまう。
その尿に
滑り転倒
してしま
う。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

転倒し泣
きだした
為、患部
冷却、再
度滑らな
いよう速
やかに尿
をふき取
る

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

トイレ内
1名解除
し、2名
で着脱介
助、ほか
2名で玩
具で遊ぶ
子ども達
を見てい
た。

排泄をトイ
レで出来て
ブロック遊
びに戻って
いる為見守
り職員は再
度排尿する
とは思って
おらず対応
が遅れた。
着脱職員と
は向きが
あっておら
ず、把握に
時間がか
かった。

1人ひとり確
実にトイレ
誘導できる
ようにす
る。

4293

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 10 13 7 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

―
2.基
準配
置

遊具の裏
での出来
事の為職
員の目が
行き届か
なかっ
た。

遊具の裏
の職員配
置の検討
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

環境面、
人的面の
要因と思
われる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭全体
に広がり
遊んでい
た為職員

場所を変
えたりし
て人数を
分ける。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

他児と遊
んでいて
前で手す
りを降り
たため本
人も真似
をした様
子。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊具の裏
の出来事
で職員が
目視で確
認は出来
なかった
が、防犯
カメラに
映ってい
た為判明
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

帰りの時
間だった
為、他の
保護者へ
の引継ぎ
等で確認
できな
かった。

―
見守り体制
の検討と職
員配置考慮
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4294

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

19 3 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

片足で回
りながら
ジャンプ
できるよ
うになっ
たのが嬉
しくて遊
んでいた
が、出来
るように
なったば
かりで、
変な体勢
で転んで
しまった
のではな
いか。

ふざけた
り、油断
しないよ
うに、注
意喚起を
するべき
であっ
た。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

片付けを
一緒に取
り組む中
でも全体
把握を怠
らない。

気になる
行動をし
ていると
きは、注
意を促す
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラスの
みんなが
片付けを
している
中、回り
ながら
ジャンプ
して遊ん
でいた

片付けを
最後まで
一緒にす
るように
促すよう
にする

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

片足で回
りながら
ジャンプ
できるよ
うになっ
たばかり
で、嬉し
くて調子
にのって
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くには
いて、そ
れまでに
回って
ジャンプ
して遊ぶ
姿は見て
いたが、
こける瞬
間は見て
いなかっ
た。泣い
てすぐに
駆け寄っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス担
任や本児
から、事
故の状況
をききと
り、怪我
の確認を
行った。

集団活
動する
中で、
個別に
関わる
中でも
全体に
意識を
向ける

全体把握を
行い、子ど
もが不注意
なときは、
注意喚起を
行う

4295

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

32 3 3
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

子どもの
身体につ
いての認
識が弱
く、怪我
をしやす
い部分に
ついて知
識が甘
かった。

怪我のし
やすい場
所、咄嗟
の対応に
ついての
研修を丁
寧に行
う。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24

鉄棒自体
に劣化は
なかった
ものの、
子どもの
人数が多
い中で室
内に鉄棒
を出して
いたこと
でリスク
が高かっ
た。

鉄棒等、
危険の伴
う遊具
は、子ど
もの人数
や様子に
よって
は、遊戯
室や園庭
など広い
場所で遊
ぶように
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児が自
分から鉄
棒をして
いたが、
本児は体
重が重
く、腕だ
けで体を
支えるこ
とができ
ないと予
想すべき
だった。

鉄棒は、
複数の保
育者がい
る時に、
環境とし
て置く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他に鉄棒
をしてい
る園児が
おらず、
一人で前
回りをし
ようとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒から
１ｍ程の
場所にい
たが、他
の園児の
対応をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

玄関で子
どもの受
け入れを
してお
り、保育
室内にい
なかっ
た。

鉄棒を
環境と
して用
意する
際は、
鉄棒で
の遊び
を担当
して見
ること
のでき
る職員
を配置
するべ
きだっ
た。

鉄棒等、危
険が伴う遊
具の近くに
は必ず保育
者が付き添
い、目を離
さないよう
にするとと
もに、適切
な補助等を
行う。

4296

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 1 1 4 6 3 6 3 3
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第一末
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

トイレに
行く時
に、土曜
日だから
いつもと
違って楽
しかった
ため、起
こったの
ではない
かと思わ
れる。

トイレに
行く時
に、「扉
に気を付
けて」と
必ず声か
けを行
い、扉の
近くに保
育者がつ
くように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

元々扉は
重厚なつ
くりで、
手を挟ま
ないよう
に出来て
いるが、
後ろ手で
力加減が
わからず
閉めた結
果と思わ
れる。

活動前に
部屋の使
い方の説
明をする
ようにし
てみる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段使わ
ないおも
ちゃで遊
んでいた
ので、早
く遊びに
戻りた
かったの
ではない
かと思わ
れる。

トイレを
使用して
いるとき
は扉を開
けたまま
にし、す
べての幼
児の使用
済みを確
認して、
職員が扉
を閉める
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

土曜日は
普段使わ
ないおも
ちゃで、
少ない人
数でじっ
くり遊べ
る環境の
ため、喜
んで友達
と関わり
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

5歳児の
兄と一緒
にトイレ
に行き、
本児は3
歳児で
しっかり
している
ので、一
緒に行か
なくても
すぐ近く
で見てい
れば安心
できると
思われた
ための動
き。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　同上

兄と一
緒に
行った
ため、
中で兄
と競争
になっ
た可能
性があ
る。

クラス別に
トイレに行
くようにし
て、使用中
はトイレの
扉を開けて
おくことも
考えて保育
にあたるよ
うにしてみ
る。

4297

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

3 3 1 1
18.６
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回

1.基
準以
上配
置

例年の事
で、今ま
で重大な
事故も起
こらな
かったた
め、危機
意識が低
かった。

来年度よ
り、ロー
プではな
く白線に
切り替え
ます。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

来年度よ
り、ロー
プではな
く白線に
切り替え
ます。

7.その
他

例年の事
で、今ま
で重大な
事故も起
こらな
かったた
め危機意
識が低
く、大人
中心の考
えで行動
してし
まってい
た。

運動会の
準備を前
日ではな
く、当日
朝行えば
よかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母がお迎
えに来た
うれしさ
と、園庭
が翌日の
運動会の
準備がさ
れてお
り、テン
ションが
あっがっ
ていたと
思われ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

お迎えに
来た母へ
連絡事項
を伝える
など、保
護者と会
話をして
いた。

職員室よ
り、対象
児がお友
達と走っ
て行き転
倒するの
を見てい
た。

注意喚起は
していた
が、子ども
も注意され
たことを忘
れてしまう
ほど翌日の
運動会の準
備がされて
いる園庭に
興奮してし
まった可能
性がある。

より注意喚
起を行う
が、子ども
の安全に配
慮した準備
を行う。安
全第一。

4298

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

17 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

BAIA外傷
性歯の亜
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

自由遊び
で各所遊
んでいた
ため、職
員の目が
届きにく
かった。

自由遊び
時の職員
配置を増
やす。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調面の
問題点は
なかった
ように思
う。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子の
怪我の対
応をして
いたた
め、見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂のまわ
りで遊ん
でいたた
め、特に
危険性を
感じな
かった。

事前に
察知で
きな
かっ
た。

マニュアル
だけでな
く、状況に
応じて職員
配置を考え
る。

4299

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

24 1 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足甲部
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

―

園児の体
力、能力
等を認識
し、無理
な活動に
ならない
よう注意

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

室内遊具
の重量や
形状、配
置等に留
意し、整
理を心が
ける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

室内遊具
の重量や
形状、配
置等に留
意し、整
理を心が
ける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で声掛け
等は行っ
ていた
が、他の
児童の片
付けを手
伝ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホールに
おいて、
担当者と
５才児の
みの活
動。

―

室内遊具の
配置等に留
意し、整理
を心がけ
る。園児の
体力を把握
する。

259 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4300

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 3 16 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

―

事故記録
を取り、
どこが悪
かったの
か見直
し、他の
職員にも
今回の状
況は周知
してもら
い今後の
保育に生
かす。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ―

安全点検
は定期的
に行い、
内容は記
録にとり
改善して
いるので
これから
も引き続
き行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

このメ
ニューに
入ってま
だ間もな
かったこ
ともあ
り、先の
見通しが
取れてい
なかっ
た。

マットで練
習している
という安心
感もあり、
‘まさか’
‘もし’と
いう危機感
に欠けてい
た。今回の
場合は両手
をつく位置
にカラー
テープを
貼って目線
もそこにい
くように配
慮はしてい
たのだが
マットの端
に手をつけ
て体重が加
わったこと
で患部に圧
がかかりこ
のような結
果になって
しまった
が、危険は
どこでも瞬
時におこう
ることを肝
に銘じてこ
れから取り
組んでい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ストレッチ
ではいくつ
かメニュー
があり、先
週から本児
は「側転」
の練習に
入ってい
た。聞き足
がまだどっ
ちなのかあ
やふやだっ
たこともあ
り、担当者
が当日も再
確認のため
に練習を繰
り返してい
た。本人も
やる気が
あって嫌が
らず参加し
ていた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

一人一人
の利き足
を確かめ
るのでマ
ンツーマ
ンだった
が手を置
く場所が
とっさ
だったの
で、予測
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

二つのグ
ループに
分かれて
（能力
別）取り
組んでい
たのでそ
れぞれが
動きを
取ってい
る子に視
線がいっ
ていた。

腕の力
や全体
の体幹
のバラ
ンスな
ど毎日
の積み
重ねで
出来上
がって
いく。
時間を
かけ余
裕を
持って
練習を
するこ
とに対
しては
十分に
出来て
いな
かっ
た。

ストレッチ
の時間は体
全体を使う
ので衝突や
思わぬ動き
で怪我がお
こるという
ことを念頭
におく。ま
た、個々の
現状を把握
してグルー
プを少人数
にして確実
に出来るよ
うになって
から次のメ
ニューに入
る。

4301

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 3 12 8 8
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右撓尺骨
骨幹部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

24

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハットを
通して、
危険だと
思う遊具
の援助の
仕方、遊
び方の検
討会を行
い周知徹
底してい
たが、そ
の場で適
正な補助
が遂行さ
れていな
かった。

遊具で危
ない箇所
がないか
職員で検
討会を開
き、危険
箇所に防
止策を徹
底的に改
善を行う

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

鉄棒の脚
の部分全
体を覆う
クッショ
ン性のあ
るカバー
を取り付
けていな
かった。

鉄棒の脚
の三角部
分全体を
覆える
クッショ
ン性の高
いカバー
を取り付
ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒の遊
具を使う
ときのケ
ガ防止策
が不十分
であっ
た。

鉄棒の脚
部分全体
にクッ
ションカ
バーをつ
ける。鉄
棒時の援
助の仕
方、援助
する位置
を職員全
員で検討
を行い、
周知徹底
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒が得
意だが、
誤って手
を離して
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
鉄棒をす
る際に側
に付いて
いたが、
対象児が
落下する
瞬間に手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に向
かう園児
の対応を
してい
た。

鉄棒時
の援助
をする
位置と
介助の
仕方が
不十分
だっ
た。

鉄棒時の援
助の仕方、
援助する位
置を職員全
員で検討を
行い、周知
徹底した。

4302

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

5 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

24

1.基
準以
上配
置

骨折の既
往歴があ
る。

子どもが
痛みを訴
えてきた
時点で、
どこが痛
いのかど
うなった
のかをす
ぐに確認
し、看護
師に様子
をみても
らうよう
に徹底す
る。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

通路が狭
いテーブ
ル配置
だった。

通路を広
く取り、
イスにぶ
つからな
いように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

既往歴が
あったに
もかかわ
らず、骨
折を防ぐ
ために内
履きを履
かずに過
ごしてい
た。

内履きを
履いて過
ごし、骨
折をくり
返さない
対策を取
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

５歳の保
育室にて
外遊びの
準備をし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児は
５歳保育
室にお
り、担任
は外遊び
にて、園
庭にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に向
かう園児
の対応し
ていた。

職員の
援助の
立ち位
置が不
十分
だっ
た。

職員の配
置、その後
の対応を、
再度検討
し、全員に
周知徹底し
た。

4303

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

12 4 4
13.１
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

危機管理
訓練など
で、その
都度話し
合いをし
ている。
当日は遊
戯室全部
を使った
為保育教
諭の配置
が広がっ
てしまっ
た。

保育教諭
の目が届
くように
遊ぶ範囲
を仕切る
ようにす
る。声を
掛け合
う。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

０歳児が
上がるに
は高さの
あるス
テージで
ある。

子どもが
ステージ
に上がっ
た時には
複数の保
育教諭で
みる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
興味が分
かれてし
まい、そ
れぞれの
子どもの
遊んでい
る所に付
く。

月齢の差
も考え少
人数で活
動する。
遊ばせ方
も考え工
夫してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ステージ
で踊って
いたが、
曲が終わ
りそう
だったた
め下りよ
うとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

片付けの声
をかけるた
め横を向い
たときに出
入り口の方
に向かった
子どもが見
えたので、
他の保育教
諭に行くよ
うに声を掛
けた。ス
テージを見
ると対象児
がしゃがん
で下りよう
としていた
のであわて
て近づいた
が間に合わ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

出入り
口、ソフ
ト積木、
すべり台
近くの子
どもにつ
いてい
た。片付
けていた
保育教諭
もいた。

ステー
ジ上に
３人の
子ども
だった
ので保
育教諭
１人で
みれる
と思っ
たが、
目を離
してし
まった
こと、
対象児
から離
れてい
たこと
から気
づいた
が間に
合わな
かっ
た。

ステージ上
に子どもが
２人以上上
がったら複
数の保育教
諭でみる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4304

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

65 0 0 0 17 17 29 4 4
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
右手　上
腕骨小頭
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

園庭にお
ける子ど
もの活動
場所や職
員の立ち
位置等に
問題な
かったた
め、特に
なし。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

園庭の広
さは十分
であり、
危険な配
置も

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

人員は十
分、見守
り体制に
も問題な
かったた
め、特に
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が落
下後、泣
きながら
痛みを訴
える様子
から、看
護師に診
てもらう
ため連携
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で全
体を見
守ってい
た。

―

本児は雲梯
でぶら下が
り、雲梯に
職員を1人配
置していた
為、改善策
は特にな
し。

4305

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 7 5 5 20 20
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
捻挫

8.その
他

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

玉入れの
玉につま
ずく危険
もあるた
め注意す
るように
声かけを
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊びの場
を広くと
り、重な
らないよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊びの場
を広くと
り、重な
らないよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

)側には
いたが、
ぐねった
瞬間は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

玉入れの玉
につまずく
危険もある
ため注意す
るように声
かけをし、
保育者を配
置する。

4306

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

44 0 6 7 7 9 15 10 9
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
捻挫　右
下腿部打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

―

けがに注
意するよ
う、遊び
の前に声
をかける

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

着地する
と想定さ
れる箇所
にマット
等をあら
かじめ敷
いておく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ロックク
ライミン
グをする
園児に注
意を呼び
かける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

そばで一
緒に遊ん
でいた。
着地後痛
がる姿を
見てすぐ
に処置を
する。

―

ロッククラ
イミングの
ビスの配置
を、安全性
を考慮した
場所へ配置
換えする。

4307

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

19 2 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻の亀裂
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

１，２
2.基
準配
置

職員の指
示に従わ
ない子が
いる中、
発生時は
ひとりで
全体を対
応してい
た。

他職員と
連携をと
り、ひと
り別行動
をとる子
への配慮
をする。
職員が手
をつない
で一番先
に移動さ
せる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

アルソッ
クに興味
を持って
いた。操
作盤付近
に傘立て
が置いて
あった。

アルソッ
クの操作
盤に×
マークを
つけ、触
らないよ
うにす
る。絵と
文字で触
らないこ
とが解る
よう表示
する。傘
立て置き
方、場所
の検討。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃から
全体移動
時、個別
になって
しまう子
がいる。
落着きに
欠ける。

その時で
はなく、
普段の生
活の中で
全体移動
できるよ
う約束す
る。アル
ソックの
役割、大
切さ、
触っては
いけない
理由を正
しく知ら
せる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

園庭から
2号館へ
移動する
際、他児
は職員に
ついて移
動をして
いたが、
対象児は
一人集団
から抜け
ていっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

4歳児を
園庭から
2号館へ
先頭に立
ち移動を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各担当の
クラスの
保育に
入ってい
た。

全体を
ひとり
で見よ
うとし
てい
た。本
児の興
味の関
心や性
格を考
え対応
してい
た。

職員が役割
を与え、ス
ムーズに行
ける雰囲気
をつくる。
担当職員が
手をつない
で先頭で移
動する。難
しい場合は
応援の職員
をお願いす
る。

4308

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

18 4 4
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨・尺
骨遠位骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

―

事故の詳
細を職員
で共有
し、要因
を分析す
るマニュ
アルの読
み合わせ
と、園内
研修を実
施し、具
体的な対
策につい
て学び、
職員の意
識の向上
につなげ
ていく。

2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

18
2.不定期
に実施

30 ―

施設、設
備等が原
因ではな
いため、
具体的な
改善策な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

アンコー
ル運動会
という通
常の保育
とは違
い、本児
が興奮状
態を招く
活動で
あった。

通常と違
う活動
は、興奮
しやすい
本児の特
性を認識
したうえ
で、気分
が高揚し
すぎない
ような活
動内容を
考える。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本児は、
体を動か
すことが
好きであ
り、興奮
状態で
踊ってい
た。その
ため、動
きが大き
く注意不
足となり
他児と軽
く接触。
バランス
を崩し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

興奮状態
のため、
職員が１
名近くに
いたが、
間に合わ
ず手が届
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他２名
は、全体
の見守り
をしてお
り本児の
近くには
いなかっ
た。

―

興奮状態に
なりそうな
活動の時
は、職員が
本児の近く
につき、興
奮状態にな
る前に声掛
けをした
り、身体に
優しく触れ
たりするこ
とで、気持
ちを落ち着
けていく。

4309

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 2
17.５
歳

1.男
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時 ― なし
6.食事
(おや
つ)中

―

出入り口
から少し
離れた場
所に机を
配置する
など子ど
もの動線
を考慮し
た環境を
工夫し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児は自
分の机で
歯磨きを
する為、
保育教諭
は前に立
ちクラス
全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配職員
の為、加
配の児童
について
いた。

なし なし
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4310

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

21 2 2
17.５
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

登降園時
の安全衛
生に対す
る項目の
具体化

登降園時
の具体的
なルー
ル、決ま
りをマ
ニュアル
化し周知
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
建物内外
の点検頻
度の適正

日常的に
建物内外
の点検を
実施す
る。

7.その
他

危険（障
害物、滑
りやす
い）に対
する予知

受付けの
際、いつ
もと違っ
た様子
（靴下・
厚着な
ど）が伺
えるな
ど、注意
が必要な
時は、声
掛け等を
行い場合
によって
は、張り
紙等で連
絡する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
おとなし
い性格の
子だった
ので特に
目立った
様子は伺
えなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

基本的に
受入れ職
員が１名
で対応し
ている
が、周囲
の様子を
思うよう
に把握で
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
がちょう
ど遭遇し
たが、防
ぎきれな
かった。

登園時
の受付
の混み
合う時
間帯
は、保
護者等
との連
携が取
りずら
い。

受付けの
際、いつも
と違った様
子が伺える
など、注意
が必要な時
は、声掛け
等を行い場
合によって
は、他の職
員に応援を
依頼する。

4311

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 0 0 0 20 18 8 5 5 5
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

亀裂骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

―

学童との
異年齢交
流してい
る間に起
きた事故
のため、
こども園
と学童と
の協力体
制や見守
り体制を
再考し、
子どもの
安全管理
を徹底し
ていく。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

落下した
場所が、
芝生が剥
げている
ところ
だったた
め、亀裂
骨折に
至った可
能性があ
る。今
後、クッ
ション材
の配置等
を検討し
ていく。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

―

学童との
異年齢交
流してい
る間に起
きた事故
であった
ため、学
童児並び
に園児に
対する遊
具の安全
利用を伝
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

一緒にいた
学童児が、
対象児の兄
も含まれて
いたため、
注意が行き
届かなかっ
た部分があ
る。以後、
注意してい
きたい。

4312

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

24 22 2 5 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛部
らせん骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

初めての
スケート
で氷の上
に立つ練
習の最中
であり、
不慣れな
スケート
靴と滑る
氷の上と
悪条件
だった。
職員が各
所にいて
個々を援
助しなが
ら取り組
み、転倒
も想定内
ではあっ
たが、転
び方が悪
く怪我に
つながっ
てしまっ
た。

準備運動を
しっかりと
行い、いつ
も以上に視
野を広げて
個々の見守
りをする事
と、立ち上
がろうとす
る時にまだ
不安定の子
への配慮を
十分に行
い、転倒し
たときの衝
撃が少しで
も軽減でき
るようにす
る。また、
次回からは
職員の他に
現役のホッ
ケー選手に
も協力して
もらう事に
した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

氷の上は
滑りやす
いと共
に、不慣
れなス
ケート靴
を履いて
いた。

氷の上が
危険だと
いうこと
を園児に
しっかり
と伝え、
一人一人
が危機感
を持って
取り組め
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

痛がる部
分に外傷
や腫れが
なかった
ので、ベ
ンチに座
らせ様子
をみてい
た。

転び方が
悪かった
事で、外
傷や腫れ
がなくて
も早めに
病院受診
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

初めての
スケート
で、コー
チの教え
の通り氷
の上に立
とうとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が転
ぶ様子や
転び方を
見てい
て、転倒
後に本児
が動けな
い状態に
なり主幹
保育教諭
に知らせ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の援
助をして
いて本児
が転倒す
る姿は見
ていな
かった。

初めて
のス
ケート
という
こと、
不慣れ
なス
ケート
靴で立
つ練習
をして
いたの
で、本
児の思
い通り
に足が
動かず
転倒し
てし
まった
と考え
られ
る。

転倒しそう
になったと
きに、可能
であれば体
を支えてあ
げる。

4313

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

23 5 1 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

母指基節
骨骨折
（右手）

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

50～60

1.基
準以
上配
置

―

・事故発
生の経過
等を職員
間で共通
理解し今
後の事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・縄跳び
を固定す
る遊具が
倒れてく
るという
想定が十
分にでき
ていな
かった。

・遊具の
安全な使
用法を全
職員で確
認し再発
防止に努
める。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

―

・子ども
達の一人
ずつ縄を
くぐる等
の遊びの
ルールが
定まって
いなかっ
た為、き
ちんと
ルールを
決めて確
認してか
ら取り組
むように
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と楽
しく遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊戯室、
保育室、
ウッド
デッキを
行き来し
て幼児を
見守って
いたため
常駐はし
ていな
かった。

・担当
保育教
諭の危
険予測
が十分
でな
かっ
た。

・ポールが
倒れたら事
故につなが
ることを予
測し、転倒
防止の方策
をとる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4314

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

76 13 36 27 4 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

衝突しそ
うになっ
てよけた
タイミン
グであっ
たため、
次の子と
の衝突に
対して受
け身をと
れなかっ
た。

戸外では
他の子が
何の遊び
をしてい
るか見て
遊ぶ場所
を決める
など、ク
ラス全体
で遊び方
やルール
の確認を
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

12

園庭の状
態が衝
突、転倒
の直接的
な原因と
は考えに
くいが、
滑りやす
い所でも
あるた
め、見直
す必要が
あると考
える。

定期的に
石拾いを
したり、
滑りやす
い所に砂
をまいた
りしてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

登園時に
おいて、
園児の健
康状態は
良好であ
るため、
体の不調
による事
故とは考
えにく
い。

遊びと遊
びのス
ペースが
近づきす
ぎている
時には、
それ以外
のスペー
スを確保
できるよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児の
健康は良
好であ
り、友達
と一緒に
園庭で鬼
ごっこを
していた
が、友達
との衝突
をよけた
時に、別
の遊びを
していた
子と衝突
して転倒
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の遊
びを見守
りながら
他の子の
遊びの準
備を行っ
ていた。
対象児が
鬼ごっこ
を行って
いたこと
を把握し
ていた
が、離れ
ていたた
め、かけ
つけられ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

複合遊
具、鉄
棒、砂場
など、そ
れぞれの
場所から
全体を見
守ってい
たが、離
れてお
り、かけ
つけられ
なかっ
た。

違う遊
びをし
ている
子ども
同士の
衝突で
あるた
め、近
づきす
ぎてい
ないか
どうか
確認が
十分で
なかっ
たと考
える。

保育教諭に
よる見守り
を強化す
る。

4315

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

11 4 3
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

職員1人1
人が確実
に理解し
保育に反
映できる
よう研修
のあり方
を検討し
ていく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊戯室で活動してい

る際の、排泄等は保

育補助が対応し、活

動には保育教諭が付

いていたが、子ども

達の発達や理解に応

じた環境設定が不十

分であり、また、職

員の保育指導、見守

り、介助につくため

の配置も不十分で

あった。

　活動時、不安を感

じた保育教諭もいた

が、改善しようとす

る言動もなく見過ご

していたことも考え

られる。

　遊びなれた物や、

環境であっても小さ

い子ども達の活動に

は危険や、想定外の

行動が伴うこと、楽

しさの反面気持ちの

高ぶりなども大きく

なることなど、危険

につながることへの

意識が希薄であった

ことも考えれる。

　保育の計画の時点

で活動内容の共有や

検討が十分にされて

いなかったことも要

因ではないかと考え

られる。

保育計画の段階で子

ども達一人一人の発

達や特性を把握し、

保育活動のねらいを

明確にしたうえで、

職員間で共有する。

さらに遊び方の指導

や順番など子ども達

に理解ができるよう

な指導を心掛け日常

の中でも繰り返し伝

えて行くことが必

要。

　予測できない行動

があることを十分に

念頭に置きながら、

職員間の連携や必要

な配置を取りながら

安全な活動の提供に

ついて検討し、クラ

ス職員だけでなく園

全体の課題として改

善に向け、研修やマ

ニュアルの見直し、

日頃の保育へ反映さ

せていくことを重要

な課題として改善対

策を考えていく必要

がある。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに元気
に登園し
ていた。
普段から
活発で良
く動きま
わり、当
日も楽し
む姿が見
られた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室全
体の見守
りをしな
がら、本
児の不安
定な動き
に気が付
きながら
も、手の
届かない
ところに
いたこど
も達の動
きに気を
取られて
いたため
止めるこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児の遊
ぶ遊具の
隣にある
遊具で遊
ぶ子ども
を中心に
見守り、
全体を見
ることを
怠り気が
付けな
かった。

保育を
行う上
で考え
るべき
重要な
安全面
に対し
ての意
識が低
すぎる
ことか
ら、十
分に準
備する
ことを
怠って
いた結
果であ
る。

各個人の資質の向上
が必須。保育を行う
上での安全管理を含
めた計画と実施など
事前の準備の重要性
を改めて意識するこ
とが必要。
　常に子ども達の言
動に注目し、変化を
把握する努力と工夫
を最大限に行い、職
員間での情報共有や
連携を重視してい
く。保育者の甘く低
い意識のために子ど
も達が傷つくことの
無いように、さらに
子ども達が伸び伸び
と挑戦し成長してい
くための活動提供を
行えるように今後の
保育にあたる必要が
ある。
　また、今後の課題
として園全体で事故
を振り返り、対策を
取っていく。

4316

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

転んでし
まう際の
手の付き
方や、受
け身の取
り方の確
認を細か
くしてい
れば良
かった

紙芝居や
絵本を通
して転ん
だ時の体
の使い方
を学ぶ機
会を設け
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

転んでし
まうこと
のリスク
が想定外
であった
ため、最
悪なケー
スも頭に
入れなが
ら保育を
行うこと
が大切で
ある。

施設安全
点検の
際、園庭
に傾斜や
石が落ち
ていない
かなど転
ぶ要因が
ないかも
点検す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転んでし
まうこと
も想定に
入れ、保
育者の配
置を考え
全体を見
渡し、子
どもたち
の安全を
守る。

配置基準
を満たす
だけでな
く、見守
りエリア
を決め
て、保育
者の目が
行き届く
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をして遊
んでいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

5歳児担
当職員は
他児との
関わりを
持ってお
り、近く
での見守
りの配慮
が欠けて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
が近くの
遊具で子
どもの見
守りをし
ていた
が、すぐ
に駆け付
けられる
距離では
なかっ
た。

遊ぶ前
の安全
指導が
不十分
だっ
た。

遊ぶ前に必
ず安全に過
ごせるため
の指導を十
分に行う

4317

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 6 10 1 2 3 3
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

使用前
1.定期的
に実施

毎日

ステージ
が常にお
いてあ
り、ぶつ
ける可能
性があっ
た

ステージ
を使用し
ない場合
は片付け
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ステージ
に近い位
置で活動
していた

ステージ
を使用し
ない場合
は片付け
る、又は
近くで遊
ばない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ソフトカ
ラー積み
木を使っ
て楽しそ
うに遊ぶ
姿があっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ホール全
体は見て
いたが、
対象児の
動きへの
注意が不
足してお
り、見て
いなかっ
た。お迎
えの保護
者の出入
りも気に
なってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

見えては
いたが、
遠くて防
ぐことが
出来な
かった。
また、声
かけが不
足してい
た。

なし なし

4318

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

10 3 3
14.２
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨遠
位端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

事故防
止、対応
に対する
保育士の
意識と知
識が低
かったた
め

事故に関
する研修
に積極的
に参加し
保育士の
意識と知
識を向上
させる。
子ども自
身も危険
回避でき
るように
指導す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3

移動式の
棚で保育
室のしき
りを作っ
ている
が、棚の
置き方に
よって子
どもの動
線と重
なってい
ることが
ある。

移動式の
棚の配置
を再検
討。あま
り物を置
かず、保
育士の視
野が広が
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ジャン
パーを着
やすくす
るために
床に広げ
ていた
が、十分
なスペー
スが確保
されてお
らず、
ジャン
パーを踏
んでしま
う状況
だった。

身支度の
スペース
を十分に
確保する
ために、
保育室の
隅にジャ
ンパーを
置き通路
を確保す
る。場合
によって
は排泄を
済ませた
順にジャ
ンパーを
用意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ジャン
パーの周
りを他児
と一緒に
走り回っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

走ること
を止める
よう促し
ながら、
他児の身
支度の援
助をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

身支度を
している
子どもた
ちに目を
向けつ
つ、排泄
の援助を
していた
保育士1
名。身支
度の援助
をしてい
た保育士
1名。

声掛け
だけで
促した
ため、
衝突の
危険性
が高ま
る状況
だっ
た。

声掛けだけ
ではなく、
保育士が止
めに入り危
険を回避す
る。また、
日頃から
ジャンパー
が出ている
状況の時
は、走らな
いことを伝
えていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4319

令和
3年9
月30
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 10 5 5 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじの
ひび

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3 ―

怪我につ
ながりそ
うな子ど
もの様子
を観察す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

毎月の安
全点検を
しっかり
と行い危
険なとこ
ろはすぐ
に改善し
ていくよ
うにする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

全体が見
える位置
で見守る
ように職
員の位置
を確認す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の子
どもの様
子を見て
いたが怪
我にきづ
けなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見守りは
1人で
あったが
直ぐに看
護師が手
当てをし
た

―

夕方の時間
は、一日の
活動の疲れ
があること
などが考え
られること
から十分に
子どもたち
の様子に注
意すること
や職員配置
について確
認する

4320

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

10 1 10 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左上前歯
歯根部の
損傷疑い

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2.基
準配
置

3人の園児は
事故発生に
至るまで
は、室内を
走り回って
いたため預
かり指導員
が数回注意
を促してい
た。注意の
後、ままご
とコーナー
（マットを
敷いている
エリア）に3
人が移動し
たため、落
ち着いたと
判断しその
後の観察が
不十分に
なってし
まった。ま
た、室内の
離れた場所
で、他児の
トラブルの
対応をして
いたため、
適切な対応
ができな
かった。

職員1名
での保育
体制で、
個別の対
応の必要
性がある
時は、他
の子ども
がいる傍
で対応す
る等、不
測の事態
に備え、
立ち位置
を考え、
全体の状
況を適切
に把握し
対応す
る。個別
の対応の
内容に
よって
は、他の
職員の応
援を要請
する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

マットを
敷いてい
るエリア
は、まま
ごとや絵
本を読む
場所とし
て利用し
ている
が、日頃
から遊び
の延長で
寝そべっ
たりじゃ
れ合う姿
が見られ
ていた。

コーナー
の使い方
やあそび
の提供
を、その
都度子ど
もに知ら
せて利用
するよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

抱きつい
たり走り
回ったり
していた
3名に、
預かり指
導員が注
意し、
コーナー
の一角に
移動した
が、そこ
で遊び始
めるので
はなく、
同じよう
にじゃれ
合ってい
た。

・注意を
促した後
の子ども
の様子を
観察す
る。
・園児に
は、日頃
より室内
での遊び
方を伝
え、走ら
ないよう
に繰り返
し指導す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

預かり利
用の子ど
も34名の
内、23名
が午睡の
為遊戯室
へ移動
し、室内
は11名に
なり、他
児2名と
じゃれ合
う中で、
はしゃぎ
興奮した
様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

預かり指
導員の視
界には
入ってい
たが、離
れた場所
で他児の
トラブル
の対応を
してお
り、対象
児の子ど
もの様子
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の預か
り指導員
2名は、
遊戯室で
午睡の対
応をして
いた。

注意し
た後対
象児含
む3名
は、一
旦走り
回る等
をや
め、
コー
ナーの
一角へ
移動し
た為、
行動が
落ち着
いたと
判断し
てし
まっ
た。

注意した後
の子どもの
行動の変化
や、興奮し
た状態の気
持ちの変化
も含め、傍
で観察し確
認する。ま
た、じゃれ
合う遊び以
外に5歳児が
興味を持て
るような遊
びの提供や
提案をす
る。

4321

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

165 55 55 55 17 17
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

3

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子供達が
思い思い
の遊びを
している
ため、特
に対象児
を気にし
ていな
かった。

普段か
らよく
してい
る遊び
のた
め、職
員がす
ぐ側に
付いて
いな
かっ
た。

危険がある
ことを職員
間で認識を
し､一人一人
の動きが把
握できる位
置に立ち、
見守る。

4322

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

24 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左上前歯
歯根部の
損傷疑い

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

通常は3名の
保育体制で
あるが、2名
で保育をし
ていた。園
長・フリー
教諭2名（3
名の内1名週
休）は、4・
5歳児が参加
の世代間交
流会（地域
の福祉委員
21名による
遊びの提供
交流会）の
行事に参加
していた。
活動の代わ
り目や水遊
び前後の対
応等では看
護師が補助
として入っ
ていた。

設定保育に
入り、子ど
もたちは落
ち付いて取
り組んでい
たため、特
に応援を要
請すること
なく2名で保
育をしてい
た。2枚の
マット側に
それぞれ教
諭2名が傍に
ついた為、
周囲で待っ
ている子ど
もたちへの
配慮が不十
分になって
しまったと
考えられ
る。全体の
状況を適切
に把握し、
立ち位置を
考え、必要
に応じ他の
職員の応援
を要請する
ことが必要
である。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

クラスの
設定活動
でマット
の使用は
初めてで
あったた
め、順番
を守った
り交代し
たりする
ことが難
しい子ど
もたちも
いた。

グループ
の交代
時、全体
的には落
ち着いて
いたが、
活動への
期待や高
揚感で飛
び跳ねて
移動する
子どもも
いた。子
どもの様
子を注視
し、個別
の注意を
促すこと
が必要で
ある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

マット（90
×180の長方
形）2枚を囲
むように、
コの字型で
３グループ
が座ってい
たため、全
体的にはこ
じんまりと
した隊形で
の活動で
あった。当
初は１グ
ループの表
現が終わっ
て全員が元
の位置に
戻ってか
ら、次のグ
ループを呼
んでいた
が、移動の
スピードに
個人差があ
り、途中か
ら戻るグ
ループと向
かうグルー
プが同時に
移動し交代
するように
していた。

移動の指
示を出す
ときは、
子どもの
動きや流
れ等を注
視し、子
ども同士
が衝突し
ないよう
に見守
る。ま
た、人的
配慮等の
必要性の
有無を迅
速に判断
し応援を
要請する
等の対応
をとる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもと
変りなく
活動に参
加してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任教諭
は、一方
のマット
の傍につ
き、子ど
もの誘導
や指導を
していた
為、視界
には入っ
ていた
が、本児
を含むグ
ループの
交代の際
の本児の
様子は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

介助教諭
は、もう
一方の
マットの
傍につ
き、子ど
もの介助
や指導を
してい
た。本児
を含むグ
ループの
交代の際
は、全体
の子ども
の様子を
見ていた
為、視界
には入っ
ていたが
本児の様
子や動き
は見てい
なかっ
た。

グループの交
代の仕方を、
途中から２グ
ループが同時
に移動し交代
するようにし
たことで、注
視しなければ
ならない範囲
が広がり（８
名から１６名
と移動人数が
増加）配慮が
不十分になっ
てしまった。
交代時走り回
ることなく、
全体が落ち着
いて移動して
おり、誰も泣
いたり、痛み
を訴えること
がなかったの
で、何事もな
かったと判断
してしまっ
た。

・同時に多
くの子ども
が動くこと
で、注意や
配慮も広が
る為、移動
の仕方を変
更する際
は、不測の
事態に備
え、人員配
置の増員を
含めた対応
をする。
・全体の活
動を誘導、
指導する職
員と、子ど
もを見守る
職員と役割
を分担し、
子どもから
目を離さな
いようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4323

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

110 5 35 35 35 43 38
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

足関節外
果骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

事故が起
きた時間
帯は、看
護当番６
人で各配
置場所に
つき、安
全を見守
る。

原因が分
からなく
ても、障
害部分へ
の何らか
の処置を
行ってい
く。色々
な場合を
想定し、
対処法を
その時に
よく考え
ていく。

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

子どもた
ちの自由
あそびの
時間の様
子をより
一層留意
してみて
いくこ
と、ま
た、配置
場所にも
配慮。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

適切な言
葉がけ子
どもの心
理状況に
気を配
る。

原因がわ
からなく
ても、障
害部分へ
の何らか
の処置を
行ってい
く。色々
な場合を
想定し、
対処法を
その時に
よく考え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、活発
に仲の良
い女児と
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全多の様
子を見て
いた為、
いつもと
変わらず
元気に遊
ぶ女児の
姿に変化
を感じな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で
は、他の
子どもた
ちも遊ん
でいた
為、各自
の持ち場
である担
当箇所を
見てい
た。

子ども
たちの
心理状
態に合
わせた
適切な
言葉掛
けを心
掛け
る。

重点ポイン
ト中心に看
護職員を配
置している
が、誰も見
ていない状
況を作ら
ず、声をか
けあってい
くこと。

4324

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

50 4 16 15 15 3 3
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
螺旋骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

発達段階
に応じた
遊具の使
用、各ク
ラスごと
の遊具で
ｒの遊び
方指導

1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

総合遊具
施設の一
部に設置
してある
雲梯に下
がって遊
んでいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で遊
んでいる
子どもだ
ち全体を
見ながら
指導して
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
んでいる
子どもた
ち全体を
見ながら
指導して
いた

雲梯の遊び
方の再始
動、自由遊
びの中の見
守り者の一
層の相互連
携

4325

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

54 5 14 15 20 4 4
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

保育者が
傍らにい
たが他児
に気を取
られてい
る間に落
下する。
2歳児が
ブランコ
に乗る場
合には常
に目を離
さないこ
とが必要
である。
そのため
にはもう
１名配置
する。

子どもの
傍らを離
れたり、
目を離さ
なければ
いけない
時は他の
保育者に
必ず声を
かける。

2.不定期
に実施

5
2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2歳児の
ためのブ
ランコも
設置して
はある。
今回は大
きいブラ
ンコから
の落下
だった。

不備があ
り箇所を
出し合
い、必要
ならば複
数の職員
が再点検
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

昼食後の
外遊びは
食べ終
わった子
どもから
順番に出
ていくの
で人数に
よって保
育者の配
置を変え
ていく。

外遊びを
担当して
いた保育
者全員で
の見守り
の徹底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育者の
傍らにい
たのだ
が、他児
とかか
わってい
たため落
下を防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児とか
かわって
いたので
落下の瞬
間は見て
いなかっ
た。

本児の
傍らに
いたの
だが、
他児と
かか
わって
いたた
め泣き
声で落
下に気
づく。
全体が
見える
ように
立ち位
置をか
んがえ
る。

傍らにいた
保育者は他
の職員に声
かけしてみ
てもらう。

4326

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

40 1 4 11 3 13 2 6 6
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性脱
臼外傷性
歯肉炎出
血

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

児童の日
頃の様子
を把握
し、行動
パターン
に注意す
る。

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

2.不定期
に実施

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室で
の移動に
ついて
は、走ら
ないよう
に注意喚
起する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

走らない
よう声か
けを行
う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

昼寝の準
備をさせ
るため
に、他の
児童を見
ていた。

園児が
慌てて
行動し
たため
の事故
となっ
た。

保育室での
移動等につ
いては、走
らないよう
に注意喚起
する。

4327

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 3 12 10 8 1 2 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

8.その
他

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

3.未実施

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども同
士での恐
竜ごっこ
で水道の
下に隠れ
たよう
す、狭い
ところに
入ったら
でられな
くなるか
らいけな
いと注意
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気な
子だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

預かり保育
の職員を一
人増員し
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4328

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 2 9 5 8 1 2 1
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

3.未実施

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本人は手
を離した
と言って
いるが何
故手を離
したの
か、す
べったの
か、その
あたりが
よくわか
らない

ジャング
ルジムの
下に網、
芝生等を
しいたら
と思われ
たが良い
方法が見
つからず
2、3歳児
の子ども
が遊べる
遊具を今
注文して
います。
ジャング
ルジムを
使用する
場合は職
員がそこ
にいると
きのみ使
用するこ
ととす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも元
気いっぱ
いの子ど
もでこの
日も特に
何も異常
はなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊んでい
ることは
わかり見
ていたが
他の子ど
ものトラ
ブルで目
をそらし
た瞬間に
落下した
のでその
瞬間は見
ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のト
ラブルで
目をそっ
ちに向け
たときの
出来事
だった。

4329

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

1 1
16.４
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手薬指
骨折（ヒ
ビ）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

階段の上
り下りの
際は、手
すりを掴
むよう指
導する。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

手すりが
整備され
ているの
で、手す
りを利用
するよう
に促す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

階段での
転倒は骨
折等の怪
我につな
がるの
で、日ご
ろの保育
で注意を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

当初はひび
に気づかな
かったの
で、早めに
保護者に連
絡し、病院
への受診を
勧めるよう
にする。

4330

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

91 12 6
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

0.5
1.定期的
に実施

0.5
2.不定期
に実施

12

普段から
遊んでい
る場所だ
がつまず
いて転
倒、下り
だたこと
もあり勢
いがつい
て今回の
事故につ
ながった
と考え
る。

遊具安全
点検に基
づいて、
予算の範
囲内で遊
具の改善
を図って
いく。昨
年度、ト
ンネル山
は土を入
れ補修も
してい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

行事のた
め、通常
の保育で
はなく普
段とは違
う日程や
時間設定
であっ
た。

行事の際
には子ど
も達が落
ち着かな
くなるこ
とも考慮
し安全に
いつも以
上に配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時か
ら特に変
わった様
子はな
かったと
思われ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故当
時、対象
児と一緒
にかか
わってお
り、トン
ネル山を
駆け下り
る対象児
のことを
トンネル
山の上で
見てい
た。転ん
だ瞬間は
手を差し
のべられ
る位置に
いなかっ
たので、
すぐに駆
け下り職
員室へ行
き対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の幼児
と園庭の
違う場所
でかか
わってい
た。

トンネル山
での安全な
遊び方につ
いて職員間
で検討す
る。

4331

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

21 1 1
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上A左
上AB外傷
性亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

通常はす
べること
はない
が、より
注意をは
らう必要
がある。

通常は滑
ることは
あまりな
いが大き
なけがを
したとい
うことか
らより滑
りにくく
するため
に、ピロ
ティを
もっと滑
りにくい
材質に変
える計画
をしてい
るが大工
事になる
ので、当
面は滑り
にくい
テープを
貼って対
応する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラスで
玄関から
外に出る
時であっ
た

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2段の階
段下でU
ターンし
た時、バ
ランスを
崩し、階
段でこけ
て口を
打った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

すぐそば
で他の子
どもを見
ていた
が、本児
が降りて
いる姿を
見た後、
再度見た
時は反対
向きに転
倒してい
た。すぐ
に他の職
員と看護
士を呼び
応急処置
を行っ
た。

2段とは
いえ段
を走っ
て降り
る子ど
もがい
た。

外遊びの
際、いった
ん階段手前
で並んでか
ら安全に注
意しながら
段を降り
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4332

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

14 3 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨
折・左橈
骨遠位端
線損傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯が出
きるから
と言って
張りきっ
て勢いよ
く雲梯を
した。

遊具の使
い方遊び
方を子ど
もたちと
確認し安
全に遊ぶ
方法を考
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯をし
始めて二
本目の
バーに手
をかけよ
うとした
時に勢い
よく移動
したので
滑って落
下した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児は
雲梯が得
意なの
で、支え
ず30ｃｍ
程度の距
離で補助
していた
が受け止
める事が
出来な
かった。
すぐに園
庭から事
務所に連
絡、連れ
て行っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任に連
絡、氷の
用意、保
護者に連
絡、病院
の手配。

本児が
「でき
る」と
言って
張り
切って
いるの
で声は
かけた
が、は
やる気
持ちを
汲み取
り、落
ち着か
せてか
ら、挑
戦させ
てやれ
ばよ
かっ
た。

できるとい
う安心感を
持って補助
に当たら
ず、補助に
つく人は常
に意識して
あたる。長
時間補助は
せず交代し
ていく等対
応する。ま
た、危険が
予測される
遊び等に挑
戦する時は
気持ちを落
ち着かせて
からさせ
る。

4333

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

35 9 9 17 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上前歯
歯根部の
損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

園児35名の
内3歳と4歳
児の一部16
名は、午睡
から起きリ
ネン類の片
付け・トイ
レでの排
泄・午睡保
育室からの
移動、外遊
びの4.5歳児
19名は、園
庭の片付
け・園庭か
ら室内への
移動・うが
い手洗い
と、活動の
変わり目
で、様々な
子どもの動
きがあり、
３名の職員
も子どもの
動きに合わ
せて対応し
ようとして
いた

午睡と外
遊びで子
どもの動
きが様々
で時間差
もあるた
め、どの
場所やタ
イミング
でも、把
握と見守
りをし、
適切な対
応が出来
るよう
に、職員
間で声を
かけあっ
たり、必
要に応じ
他の職員
を要請し
たりする

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3

園庭は芝
生と地面
のエリア
がある
が、発生
箇所は地
面エリア
のほぼ中
央部で、
転倒しや
すいもの
や凹凸等
はなかっ
た

始業前に
園庭整備
や環境設
定をする
際、園庭
内で危険
なものは
ないか、
地面の状
態等を点
検してい
るが、引
き続き行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・片付け
の後はお
やつの時
間であ
り、子ど
も達もそ
の見通し
がある中
での片付
けや移動
であり、
3.4.5歳
児が、一
斉に動く
時間帯で
あった
・当該の
２名は特
に俊敏
で、クラ
スも同じ
でよく一
緒に活動
していた

見通しが
ある中で
の片付け
や移動で
ある為、
指示を出
すとき
は、慌て
させない
よう、落
ち着いて
動くよう
な声かけ
をし、子
どもの動
きや流れ
等を見守
り、適切
な対応を
する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもと
変りなく
活動に参
加してい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭遊び
担当２名
の預かり
保育指導
員の内、
１名は該
当園児に
片付けの
声をか
け、一緒
に動いて
いた。も
う１名は
午睡から
移動して
くる子ど
もの対応
の為、園
庭から室
内へ入ろ
うとして
いた（当
該園児の
近くを通
りかかっ
た）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

午睡の保
育室で午
睡をして
いた3.4
歳児16名
の対応を
していた

・当該園児は
預かり保育の
利用も多く、
活発で俊敏な
タイプの子ど
もでもあった
ため、急がな
いように声は
かけたが間に
合わなかった
・午睡後の子
ども達の対応
をしようと１
名の指導員が
移動しようと
していた為、
子どもへの注
意が不十分に
なってしまっ
た
・午睡を担当
した指導員は
他園からの応
援職員であっ
た

・子どもか
ら目を離さ
ない、また
個々の子ど
もの特徴に
合わせ対応
する
・同時に多
くの子ども
が動くこと
で、注意や
配慮も広が
る為、不測
の事態に備
え、人員配
置の増員を
含めた対応
をする

4334

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

16 5 4 7 5 4
15.３
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足首捻
挫

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

遊び方に
ついてよ
く理解で
きていな
い時期
だったよ
うである

遊具のと
ころに必
ず、職員
を配置す
る

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

遊具の遊
び方が悪
かったの
で、遊び
方の確
認・徹底
が必要で
ある。

マットの
見直し
（大きさ　
耐久性）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育者が
そばにい
てもケガ
してし
まったの
で、子ど
もたちの
遊び方・
危険性の
確認が必
要である

本人も含
め子ども
たちに、
けがの危
険性を伝
え、遊具
の遊び方
を再確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

肋木で遊
ぶのが好
きで、よ
く遊んで
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ホールに
て数人の
子が自由
に遊んで
いたの
で、保育
者が近く
で見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ホールに
て数人の
子が自由
に遊んで
いたの
で、保育
者が近く
で見守っ
ていた。

いつも
当たり
前のよ
うに遊
んでい
た場所
だが、
注意が
足りな
かっ
た。

子どもの活
動等、目の
届く場所に
職員配置す
る。

4335

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

90 30 30 30 16 16
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

箱の角が
そのまま
で、衝撃
を緩和す
る工夫が
なかっ
た。

箱の近く
に花プラ
ンター等
を置き、
子どもた
ちが近寄
れないよ
うにし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子供たち
が思い思
い野遊び
をしてい
たため、
特に対象
児を気に
していな
かった。

職員数
人で遊
びなが
ら見
守って
いるた
め、全
体を見
ていな
いこと
があ
る。

視野を広く
し、一人一
人遊びが見
えるように
していく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4336

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

50 15 15 20 6 6
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

マニュア
ル作りを
検討し、
研修を充
実させ事
故防止に
努める

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3

運動会準
備のため
の観覧席
ロープが
あった

既存の観
覧席ロー
プ撤去
し、安全
なものに
変更

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

いつもの
環境でも
危険が潜
んでいる
ことを考
え、事故
防止に努
める。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

リレーの
選手に選
ばれるな
ど、運動
会を楽し
みにして
いたの
で、いつ
もより活
発になっ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

氷鬼の最
中、保育
士は本児
が運動会
の準備の
ため立ち
入り禁止
のロープ
をしてい
た箇所に
入った場
面を見て
いなかっ
た。その
為注意す
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

氷鬼の最
中、保育
士は本児
が運動会
の準備の
ため立ち
入り禁止
のロープ
をしてい
た箇所に
入った場
面を見て
いなかっ
た。その
為注意す
ることが
できな
かった。

普段楽
しんで
いる遊
びにも
危険が
潜んで
いるこ
とがあ
る

危険がある
ことを職員
が理解し、
一人一人に
留意する

4337

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 15 15 10
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

気分も落
ち着いた
中普段か
ら遊び慣
れた環境
の中で
“気を付
ける”と
いう意識
が少なく
遊んでい
たようで
ある。

最低3名
の教師は
配置され
ていたが
どの職員
も遊びこ
んでしま
うので1
人は全体
を見守る
役割で配
置するこ
とにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

一つの遊
具に子ど
もが混雑
してしま
うことが
あるので
広い空間
で安全に
遊べるよ
う声をか
け配慮し
ている。

遊びの中
で気持ち
が高ぶ
り、周り
が見えな
くなるこ
ともある
ので楽し
い気持ち
とふざけ
る気持ち
が同じに
ならない
よう声を
かけてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3名の職
員が配置
されてい
たがそれ
ぞれ対応
が重なり
配慮不足
になって
しまった
のではな
いか。

全体を見
守る役割
の教師を
1人は配
置し、早
急に異変
を察知し
て対処で
きるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

怪我直前
までもい
つもどお
り気の合
う友だち
と一緒に
戸外遊び
を楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くの子
どもたち
と遊んで
おり事故
に気付か
ず、事故
直後も本
児からの
訴えもな
くいつも
通り遊ん
でいたこ
ともあり
対応に行
きつかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園舎近く
のもりで
の戸外遊
びを見て
いた。

事故当時は
本児は落ち
着きをもっ
て遊んでい
たが、日頃
より楽しく
なると興奮
し落ち着き
がなくなり
やすく、声
をかけるこ
とも多かっ
た。この日
も知らずう
ちに気持ち
が高ぶって
しまったの
ではない
か。

日頃より落
ち着きを
もって行動
するよう伝
えていく。

4338

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第4趾
基節骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

主での指
導教員1
人、補助
教員2人
がいた
が、少な
かったの
ではない
か。

補助教員
を増や
す。職員
がもっと
広い視野
を意識し
て関わ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

普段使っ
ている場
所で、動
きが激し
くなるこ
ともあ
る。

日頃から
危険な場
所はない
か、確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃から
友だちと
の関わり
を求めや
すい本児
の傍に、
普段から
接触の多
い子が並
んでい
た。

集団活動
の際は、
普段の友
だち関係
もみて、
並び順に
も配慮し
留意して
見守りた
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

組体操の
練習に意
欲的に取
り組んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

組体操中
は、全園
児を見渡
す位置に
いたが、
事故の瞬
間は別の
子に目を
向けてお
り様子を
捉えられ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
対象児以
外の子の
様子を見
ていた。

活動後
の組体
操の
後、リ
レーや
スポー
ツクラ
ブなど
体を動
かし、
痛みが
増した
のでは
ない
か。

活動後の本
児の様子を
確認し、普
段と違う姿
を見落とさ
ないように
配慮する。

4339

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

14 3 3
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

年少時に
外遊びの
機会提供
が少なく
体を動か
す体験が
少なかっ
た。

外遊び・
運動遊び
をカリ
キュラム
にいれ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日常的に
体を動か
すことが
少ない園
児である
ため。

保育の中
で外遊び
の機会を
増やす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

3名で対
応してお
り園庭全
体に気を
配ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

配置職
員・職員
の動きに
問題はな
い

特にな
し。

特になし。

4340

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

68 2 6 23 13 24 13 12
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘関節
の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

入園式後
の新バス
コースに
なって2
日目であ
り、子供
たちが午
後の時間
の流れを
理解して
いないた
め、混乱
が生じて
いた。

混乱を避
けるた
め、一旦
一部屋に
集め、降
園スタイ
ル毎に流
れを説明
して園庭
に移動す
るように
した。

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

破損とう
は見られ
なかった
ため、雲
梯の高さ
（180セ
ンチ）で
あったこ
とが考え
られるの
では？

メーカー
に確認を
とったと
ころ、設
置時の基
準には適
合してい
るとの回
答。その
後、メー
カによ
り、雲梯
の高さを
下げた

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新年度始
まって間
もないこ
ともあ
り、発車
時刻まで
の流れの
理解もで
きておら
ず、見守
りの職員
も、混乱
している
園児の対
応等をし
ていた。

混乱を避
けるた
め、一旦
一部屋に
集め、降
園スタイ
ル毎に流
れを説明
して園庭
に移動す
るように
した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝から
「今日は
雲梯をが
んばるん
だ」とは
りきって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

5人の職
員で、園
庭遊びを
見守って
いたが、
お迎えに
来られた
保護者と
園児の対
応や、混
乱してい
る園児の
対応等を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えに
来られた
来られた
保護者・
園児の対
応や混乱
している
園児の対
応、おも
らし等の
対応を
行ってい
た。

混乱を避け
るため、一
旦一部屋に
集め、降園
スタイル毎
に流れを説
明して園庭
に移動する
ようにし
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4341

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 4 6 4 6 2 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

・担当す
る職員の
確認が不
足してい
た。
・着座の
際に手を
出してい
ると危険
であるこ
とについ
て、園児
への注意
が不足し
ていた。

・職員が
担当園児
の行動を
確認す
る。
・園児に
対して、
安産な座
り方を知
らせる。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他の園児
が着座し
てから寝
起きの園
児を連れ
てくれば
と良かっ
た。

時間差で
寝起きの
園児を連
れてくる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼寝起き
でややぼ
んやりし
て座って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

廊下で着
替えをし
ている子
供を見な
がら、本
児が座っ
ているの
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレに
いる園児
を見てい
た。

昼寝起
きの園
児がす
べて支
度をし
終わら
ないう
ちに先
に座ら
せてし
まっ
た。

・着座の際
は手を膝の
上に置いて
待つように
園児に伝え
る。
・担当職員
は最後まで
責任を持っ
て昼寝起き
の園児の対
応をする。

4342

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 6 8 17 7 4 3
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

 右上腕
骨外顆骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

事故予防
に関する
研修を行
う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 1.定期的
に実施

6
安全点検
の徹底

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地面を軟
らかくす
る為に１
枚目の
マットを
地面と境
がないよ
うに敷
き、その
上に２枚
目のマッ
トを敷
き、マッ
トを２重
に敷いて
いる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お友だち
と活発に
遊ぶ姿が
増えてき
た頃だっ
た

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児の
近くにお
り 手を
差し伸べ
たが 間
に合わな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

砂場で他
の園児の
対応をし
ながら見
た

事故が起こ
る可能性を
意識し 手の
届く距離に
配置

4343

令和
3年9
月30
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

126 38 47 41 17 17
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

事故予防
マニュア
ルを作成
し、予防
に関する
知識や事
故発生時
の対応等
について
職員に徹
底する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 1.定期的
に実施

12

落下時の
怪我防止
にマット
を敷いて
おり、鉄
棒の高さ
も適切で
あったと
思われる
が、
出す鉄棒
の台数を
制限す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

前回りの
練習をし
ていた
が、保育
教諭の補
助なしで
行ってい
たため、
鉄棒の握
り方が十
分でな
かった。

園児に
「しっか
り握り手
を離さな
い」など
遊具での
安全な遊
び方を繰
り返し伝
え、事故
を予防で
きるよう
注意喚起
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒で前
回りの途
中で手を
離し、敷
いていた
マットの
上に右腕
から落下
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

３台の鉄
棒で遊ぶ
数人を見
ており、
事故発生
時は違う
園児に付
き添って
いたため
対象児の
動きは把
握してい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
の遊具等
で遊ぶ園
児を見て
いたた
め、対象
児は見て
いなかっ
た。

見守る
保育教
諭が少
ない場
合は、
出す鉄
棒の数
を調節
する。
また、
落下を
防止す
る補助
ができ
るよ
う、職
員に周
知徹底
する。

鉄棒、雲
梯、固定遊
具等は、職
員が必ず傍
に付き安全
に遊べるよ
う繰り返し
声を掛け、
個々の力に
合った遊び
方ができる
よう見守
り、必要に
応じて補助
をする。

4344

令和
3年9
月30
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

74 22 29 23 7 6 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

・職員配
置も必要
数以上配
置してい
たが、突
発的な園
児の行動
にも
　十分に
対応でき
るよう
に、一人
ひとりの
職員が事
故予防に
対する
　研鑚を
更に積ん
でいく必
要があ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

・体験学
習に際
し、事前
に中学校
側との打
ち合せを
行い、中
学生にも
  園児に
対する接
し方の注
意点など
も話して
から園児
と触合う
ように
  した。

・遊具の
安全点
検・マッ
トの敷く
位置など
も事前に
チェック
していた
ので、　
問題点は
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・中学生
が遊びに
きていた
こともあ
り、あそ
びのコー
ナーがい
つも以上
　に多く
できてい
たことも
要因の一
つとして
考えられ
る。

・あそび
のコー
ナーをい
つもと同
じにし、
園児の動
きを的確
に捉える
　ことが
できるよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

・中学生
との触合
いを喜
び、興奮
気味で、
いつもよ
り活発で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・本児の
側につい
ていた
が、他児
に呼ば
れ、一瞬
その場を
離れた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・ジャンプ
をして、中
学生にハイ
タッチをし
て楽しんで
いる姿を至
近距離で見
ていたが、
一瞬にして
本児が
　高くジャ
ンプをし
て、バラン
スを崩し
マットに転
倒した。
　通常時は
この遊具か
らジャンプ
してハイ
タッチをす
る遊びは
やっていな
かったの
で、事前に
注意するべ
きだった。

・クラス全
体に遊戯室
に行く前
に、中学生
に乱暴なこ
とをしな
い、暴言を
　吐かな
い、激しく
動いて他児
にぶつから
ない等を担
当保育士が
話した
　が、本児
の性格など
を考えると
個人的に言
葉かけをす
るべきだっ
た。

・危険行為
が生じやす
い遊具で
は、保育士
は必ず側か
ら離れず、
見守
　りながら
遊ばせるこ
とことを職
員会議で全
職員で話し
合う。
・職員の立
ち位置等を
再度確認
し、徹底す
るようにし
事故予防に
努めて
　いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4345

令和
3年9
月30
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

59 1 4 6 11 18 19 17 17 6歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故予防
のための
想定が不
十分で
あった。

事故のリ
スクを想
定しなが
ら対応を
考え、職
員間で周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

子どもの
心理状態
を推察し
ての想定
が不十分
であっ
た。

危険箇所
を、職員
間で共通
理解し、
保護者の
方にも啓
発し、危
険回避が
できるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体育館へ
は毎日の
ように行
き、競技
は行って
いたが、
運動会当
日は沢山
の観客
で、いつ
もと雰囲
気は違っ
ていた。

子ども自
身にも、
当日のこ
とを予想
できるよ
う働きか
けてお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調面は
心配な
く、運動
会に参加
でき、
オープニ
ングが終
わり、競
技として
は１種目
のかけっ
こで、元
気にス
タートは
きれた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

かけっこ
の競技中
で、１名
はスター
トの所、
１名は走
る前の子
どもの待
機の所、
２名は
ゴールの
所、１名
は走り終
わった所
にいて、
多方面か
ら子ども
達の様子
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

運動会開
催日で、
全職員が
担当箇所
に配置し
ていた。

運動会
開催日
で、沢
山の観
客で、
緊張と
高揚が
あっ
た。

緊張を解し
たり、落ち
着いて競技
に参加でき
るよう配慮
する。

4346

令和
3年9
月30
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

9 2 2 2歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１ 　)回/
年

2.基
準配
置

２メート
ル離れて
いた母の
元へ早く
行きたく
て、走っ
て行こう
としたた
め

日々の保
育の中で
もあるこ
とで、特
に他の時
は怪我な
ど起こっ
ていな
かった。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

玄関と靴
箱の境目
の段差が
あったた
めにふら
ついた可
能性が
あったか
もしれな
い

１才児は
大人が手
を添えた
りする
が、２才
児は一人
で上がり
降りでき
る高さ
（７セン
チ）であ
ると考え
る。

7.その
他

裸足で
走って母
親の所へ
行ってし
まった。

走らない
ことを丁
寧に知ら
せてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母と保育
者が本児
のことで
話をして
いたこと
で気持ち
が高ぶっ
てきてい
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

母親に伝
えたいこ
とがあっ
たので、
本児の行
動を確認
しながら
話をして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子ど
もがいた
のでその
子たちの
ことを保
育しなが
らも、本
児のこと
は視界に
入れてい
た。

特にな
し

子ども、保
護者との安
心できる関
係性を深め
る

4347

令和
3年9
月30
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

47 3 3 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

ルールの
ない遊
び、3つ
の遊びの
設定に危
険予測で
きなかっ
た。

危険な遊
びの選択
をし予測
される子
どもの行
動につい
て職員間
で話し合
う。また
二つ以上
の遊びを
同時に行
わない。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

今回の事
例におい
て施設等
のハード
面による
問題はな
いと考え
る。

遊戯室使
用前点検
に床面の
状況確認
を追加し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3つの遊
びに限定
し各コー
ナーに保
育士がつ
いたので
安全に遊
べるとい
う思い込
みがあっ
た。

大人数で
の自由遊
び時に起
きる危険
な遊びに
気づける
KYT能力
を園内研
修や安全
対策の報
告を聞い
て高め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　自分の
思いや感
情を伝え
ることが
不得手。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
遊びとは
別の場所
で遊び
コーナー
を担当し
ていたた
め「ゴ
ンッ」と
音がして
も場所を
離れるこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児が
転んだ
後、自ら
立って担
任の傍へ
行ったこ
とと本児
が自分か
ら担任に
伝えるだ
ろうと思
い込んで
しまっ
た。

ルール
のない
遊び、3
つの遊
びの設
定に危
険予測
できな
かっ
た。

危険な遊び
の選択、予
測される子
どもの行動
について職
員間で話し
合い、検討
する。

4348

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

25 7 8 10 12 11
15.３
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

こどもか
ら離れた
場所で保
護者と話
してい
た。

保育者の
配慮の徹
底。保護
者の見守
りのお願
いの周
知。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

本児が登
るには段
差が大き
くコンク
リート製
であった
ため。

手すりに
つかまっ
て階段を
登るよう
に促す表
示をす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

母親と保
育者で本
児のこと
について
離れた場
所で話を
してい
た。

本児につ
いての話
をする際
に、本児
の遊んで
いる近く
に行って
話をする
ことで、
遊んでい
る様子を
見守りな
がら話を
すること
ができ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

滑り台が
自分で滑
れるよう
になっ
て、自信
を持ち始
めてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の保護
者と話を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児の母
親と本児
について
話をして
いた。

母親と
保育者
で本児
のこと
につい
て離れ
た場所
で話を
してい
た。

本児につい
ての話をす
る際に、本
児の遊んで
いる近くに
行って話を
すること
で、遊んで
いる様子を
見守りなが
ら話をする
ことができ
た。

4349

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

47 6 3
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

絵本を借
りに行く
際は一斉
での移動
にした。
また、日
常的な生
活の中で
の移動に
ついて
は、安全
に昇り降
りできる
よう指導
した。

1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11 特になし

今回の事
故に施設
の不具合
は見当た
らなかっ
た。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

子どもの
みでの移
動だった
ため、近
くでの見
守りが
なっか
た。

クラス全
体で担任
も一緒に
絵本を借
りに行く
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
登園時間
は早く、
この日も
2番目に
登園して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室で
登園して
くる幼児
の保育を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各担任は
それぞれ
の保育室
にいた。

この日
は４歳
児の園
外保育
で室内
に職員
が通常
よりは
少な
かっ
た。

２階に教師
がいない時
は、幼児の
みでの１階
と２階の移
動はしない
よう指導し
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4350

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

60 7 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

教師の立
ち位置、
本児の経
験少なさ

雲梯をし
ている際
には必ず
教師が手
が伸ばせ
る場所に
いて、声
を掛ける
ようにす
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

雲梯の使
い方

雲梯をど
こからで
も使って
いたの
で、始ま
りと終わ
りの場所
や遊び方
の決まり
を決めて
真ん中の
場所から
始めない
ようにす
る。ま
た、幼児
と決まり
や安全な
遊び方に
ついて考
え、事故
防止に努
める。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

幼児が
様々な場
所で遊ん
でいるの
で砂場の
幼児に声
を掛けた

雲梯の傍
らには必
ず教師が
いるのう
にする

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

花壇の傍
らで遊
び、手が
汚れてい
た。その
ため手を
洗い傍ら
にある雲
梯にぶら
下がっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

雲梯の本
児を見た
後で、砂
場の幼児
に声を掛
けていた
ので、本
児に背を
向けてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児の対応
をしてい
た。

砂場に
他の職
員がい
たり、
他の遊
びの場
にも職
員がい
たりし
たが、
担任も
そこへ
声を掛
けて、
職員の
立ち位
置が重
複して
いた。

全園児が安
全に遊べる
ように死角
がないよう
な立ち位置
で職員同士
連携する。

4351

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

22 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折
（左手小
指の骨
折）

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

担任を持
たない職
員、特別
支援教育
支援員と
の連携を
強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今後も細
部の見落
としがな
いように
定期的に
安全点検
を実施し
異常の有
無を確認
してい
く。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

体育座り
をして落
ち着いて
待つ雰囲
気がな
かった。

幼児が立
ち歩かな
いため
に、歌や
手遊びの
曲を流し
て気持ち
が向くよ
うにした
り、椅子
に
座ったり
など落ち
着いて待
つことが
できる環
境を整え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

A児とB児
が保育室
を走って
いたとこ
ろを止め
ようとす
る落ち着
きがあっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

時間のか
かってい
る数名の
指導にト
イレ前の
廊下にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任をも
たない職
員、特別
支援教育
支援員
は、他の
クラスの
幼児の支
援を行っ
ていた。

トイレ
にいる
幼児に
声を掛
け、す
ぐに保
育室に
戻るよ
うにす
べき
だっ
た。ま
た、幼
児が立
ち歩か
ない環
境を整
えてお
くべき
だっ
た。

担任が保育
室を離れる
時には、隣
のクラスの
担任や特別
支援教育支
援員に声を
掛け、見守
りの体制が
できるよう
な連携に努
める。

4352

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

8 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

職員の配
置状況：
園長1、
教諭２、
臨時補助
員１、特
支１、用
務員１、
実習生１

安全計画
の見直し
及び危険
予想につ
いて教職
員の意識
を高める
ような研
修を行
う。そし
て「～な
るかもし
れない」
という考
えで危険
を回避で
きるよう
に遊びや
生活の環
境作りに
努める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

梯子の下
に敷いて
たマット
の幅が狭
くマット
から外れ
て落下し
たと考え
られる。

梯子に限
らず、巧
技台の下
のマット
は２枚繋
げて敷く
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

梯子の下
に敷く
マットの
幅を広く
すること
で床に直
接当たら
ないよう
にする。
また、一
人ずつ渡
るように
すること
で保育者
が確実に
幼児の動
きを見る
ことがで
きるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

喜んで巧
技台の活
動に参加
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の幼児
が順番を
守るよう
に指導し
ていたた
め対象児
の動きを
見ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他に梯子
で遊んで
いる幼児
の援助を
していた
ため対象
児の落下
に手を差
し伸べた
が間に合
わなかっ
た。

幼児が渡り
終えるま
で、保育者
が見守るこ
とができる
ように一人
ずつ巧技台
を渡るよう
にする。

4353

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

52 3 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位骨端線
損傷、左
手関節捻
挫

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10
2.基
準配
置

行事のた
め、普段
より少な
い園児と
少ない職
員で園庭
に出てい
た。

職員が、
危険個所
や怪我を
しやすい
場所を重
点的に見
るように
意識し、
なるべく
全園児が
一緒に堰
堤に出
て、多く
の職員で
幼児をみ
ることが
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

安全点検
では、遊
具の安全
面での確
認を重視
してい
た。

園児が怪
我をしや
すい場所
や遊び方
を予測し
た安全点
検を行
い、職員
の配置や
動きに注
意するよ
う意識を
高める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児が遊
具に慣れ
てくると
遊び方の
約束を忘
れがちに
なり、怪
我をしや
すくな
る。

遊び方の
約束を振
り返る場
を設ける
ように
し、園全
体で安全
な遊び方
の確認を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

複数の友
達と一緒
に総合遊
具の登り
棒や滑り
台を小走
りで行き
来してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の園児
の遊びを
見守って
いたた
め。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
の遊びを
見守って
いたた
め。

一つの遊び
を見守りな
がらも、全
体の様子に
目を配った
り、危険な
場面を見逃
さず、気を
付けて遊ぶ
ように助言
したりす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4354

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

51 21 30 8 6
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

20
2.基
準配
置

職員の配
置状況：
園長1
名・養護
教諭1名
（３園兼
務・事故
発生時本
園勤
務）・担
任2名・
担任外教
諭2名・
加配教諭
2名　　
園務員1
名

いろいろ
な想定を
広げ

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 1.定期的
に実施

200

空気乾燥
時は、土
が滑りや
すくなっ
ているこ
とが予測
されるの
で、水撒
き等の対
策を行な
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

再度、環
境安全確
認などを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず元
気であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室で
遊んでい
る他の園
児の遊び
を見てい
たが、園
庭で鳴き
声が聞こ
えたの
で、テラ
スから対
象児の様
子を見て
駆け寄
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児が遊
んでいた
ブランコ
のすぐそ
ばに職員
がいた。
転倒した
ので、す
ぐ駆け寄
り、保健
室まで付
き添って
いった。

再度、職員
配置などを
確認・徹底
する。

4355

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 19 19 4 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10
2.基
準配
置

職員の配
置、事故
発生時に
おける対
応につい
て全職員
で見直
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

乾燥によ
り園庭の
地面が滑
りやすく
なってい
たのでは
ないか。

遊びの場
や園庭の
地面等の
安全が確
保される
よう、よ
り入念に
点検、整
備を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

怪我のあ
との保育
におい
て、なる
べく安静
にしてい
たが、学
級・学年
活動など
で、皆と
同じよう
に床に座
るのでは
なく、椅
子を用意
するなど
の配慮が
不十分で
あった。

遊びのス
ペース、
動線など
を毎日見
直し、安
全確保に
努める。
怪我をし
た際に
は、その
後の保育
におい
て、椅子
を用意す
るなど、
状況に合
わせて配
慮してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
遊ぶ。
踊った
り、鬼
ごっこを
するなど
体を動か
して遊ぶ
様子が
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室に
いる幼児
にかか
わってい
たため、
本児の様
子を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員が園
庭の幼児
の様子を
見守って
いたが、
別の園児
とかか
わってい
るときに
事故発生
となっ
た。
対象児か
ら「足が
グキッと
なった」
との知ら
せを受
け、支え
ながら保
健室に連
れていっ
た。

遊びの
場に職
員は配
置され
ていた
が、事
故発生
時に、
ほかの
園児と
かか
わって
いたた
め、怪
我をし
た場面
を見て
おら
ず、対
応が不
十分と
なっ
た。

好きな遊び
の時の職員
配置を明確
にする。職
員間の連携
をとり、安
全確保と迅
速かつ適切
な対応に努
める。

4356

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

9 9
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

年長児が
固定遊具
（滑り
台・ブラ
ンコ・た
いこばし
等）で遊
ぶ時に職
員がつい
いていな
かった。

固定遊具
には必ず
職員がつ
くように
する。ま
た、幼児
のけがの
状態を見
て異常を
感じた時
には救急
車を手配
するよう
にする。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

滑り台を
滑り終え
た後に、
バランス
を崩して
転倒し、
右腕を強
打した。

月に１回
安全点検
を実施
し、危険
の無いよ
うにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

昼食後に
園庭で戸
外遊びを
してい
た。

危ない時
に咄嗟に
手が出せ
るように
固定遊具
で遊ぶ時
には、職
員が必ず
近くにつ
くように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と一
緒に滑る
台で遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児の遊
んでいた
滑り台に
はついて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の滑
り台以外
の場所で
遊んでい
た。

滑り台
を乗り
終えた
後にバ
ランス
を崩し
て転ぶ
予測が
つかな
かっ
た。

幼児の怪我
は予測がつ
かないた
め、危険な
時にすぐに
手が出せる
ように必ず
近くに職員
がつくよう
にする。

4357

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

1 1 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

階段の一
段目でつ
まづくと
は予想し
ていな
かったた
め、子ど
もの援助
が出来な
かった。

普段、園
児が慣れ
ている環
境でも危
険がある
という事
を留意し
て対応し
ていきた
い。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

点検の時
だけでな
く、日常
的に危険
個所の把
握に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者一
人だけで
は、見落
としもあ
ることが
心配され
る。

集団活動
中個人活
動いずれ
も保育者
が複数で
対応にあ
たる等の
配慮。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

危険な障
害物がな
いと思わ
れたが、
子どもの
行動は予
測がつか
ない事も
多いた
め、尚一
層の注意
が必要と
思われ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

そばで見
ていた
が、回避
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

泣き声に
気付い
て、職員
が駆け付
けた。複
数で対応
にあたっ
た。

転んで
も自ら
危険を
回避で
きるよ
うな力
を身に
付けさ
せるこ
とも必
要だと
感じ
た。

危険を回避
することが
できるよ
う、日頃よ
り体を動か
したり体力
をつける等
の働きかけ
が大切だと
考える。

4358

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

24 12 12 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕骨
若木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

事故が起
きた時間
は預かり
保育時
で、４・
５歳児が
園庭に出
ていた。
子ども数
は少な
かったた
め、保育
者の立ち
位置の工
夫が必要
である。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

遊具は危
険な状況
ではな
かったも
のの、今
後も安全
点検を継
続してい
きたい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

預かり保
育中。
４・５歳
児２４名
で戸外遊
びを行っ
ていた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに体を
動かすこ
とを楽し
み、チャ
レンジし
ている最
中だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れた場
所から本
児が遊具
から落下
するとこ
ろを見て
おり、す
ぐにかけ
つけたも
のの、手
を差し伸
べるには
至らな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子ど
もたちと
遊んでお
り、本児
の様子に
気が付か
なかっ
た。

若手保
育者の
経験不
足によ
る子ど
もの遊
びの見
守りの
甘さが
あっ
た。

担当保育者
同士の立ち
位置の改
善。意思疎
通・声かけ
を意識して
行う。様々
な経験年数
の職員集団
としてどう
チームワー
クを取り、
子どもたち
を見守って
いくか話し
合いの場を
設けた。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4359

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷によ
る歯の脱
臼、外傷
による歯
の半脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

要因・特
記事項な
し

園庭の遊
具使用に
ついて再
度、具体
的に指導
を行い、
事故を防
ぐように
する。ま
た園児の
行動の特
性を理解
した上で
の適切な
援助がで
きるよう
に職員間
で共通理
解した。

12 12 12

安全管理
には配慮
していた
が、危険
予測が十
分ではな
かった。

固定遊具
の危険箇
所を再確
認すると
ともに、
幼児の身
体能力や
行動の特
徴から危
険を予測
し、教職
員で共通
理解を図
る。ま
た、幼児
に雲梯の
正しい使
い方につ
いて周知
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守りな
がら保育
していた
が、十分
ではな
かった。

教師同士
の連携を
再確認し
ながら保
育を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り遊び慣
れている
遊具で
あったの
で、危険
という意
識が薄れ
始めてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
の様子に
気を配り
ながら、
テラスで
他児の怪
我の手当
てをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
で遊びを
展開して
おり、危
険が想定
される場
所におい
て、園児
の遊びの
様子を見
守ってい
たが、本
児とは離
れた場所
にいた。

固定遊
具に挑
戦した
い気持
ちが大
きくな
り、い
ろいろ
な動き
を試そ
うとす
る姿が
出てき
た。

固定遊具の
使い方につ
いて園児、
職員共に再
確認し、使
い慣れた遊
具も危険を
伴っている
ことを職員
も常に念頭
において、
傍について
見守るよう
にする。

4360

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 6 7 2 3 3
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

いつもよ
り大人の
数が多い
ことで油
断があっ
た。

大人が多
いときこ
そ危機意
識を持つ
ように職
員間で共
有した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 1.定期的
に実施

12

大型遊具
（ジャン
グラミン
グ）につ
いては特
になし。

大型遊具
（ジャン
グラミン
グ）に修
繕するよ
うなとこ
ろはな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保護者
（父親）
がいるこ
とで、い
つもより
ダイナ
ミックな
遊びにな
る。

保護者に
も安全に
遊べるよ
うに声を
かける。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

父親と一
緒にジャ
ングラミ
ングに
登ってい
つもより
活発に活
動してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ジャング
ラミング
には必ず
職員1名
がつくこ
とになっ
ている。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
で当該園
児が滑り
降りるの
を見てい
た。

当該園
児が得
意な登
り棒を
滑り降
りるの
を保護
者（父
親）に
見ても
らいた
かっ
た。

いつもより
気持ちが高
まっている
時に、落ち
着くように
声をかけ
る。

4361

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

28 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

11
2.基
準配
置

不意の事
故ではあ
るが、職
員全員が
安全教育
の重要性
を認識
し、協力
し合いな
がら環境
の配慮や
指導に努
める。

1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

11
1.定期的
に実施

3

今回の事
故は施
設、設備
に問題が
あるわけ
ではない
が、園庭
の整備な
ど見直し
をしてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

石などの
異物や園
庭の状
態。

安全に遊
べるよう
に、石な
どあった
場合はす
ぐに取り
除くなど
園庭の状
態を保
つ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールを
蹴ろうと
したた
め。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集団で
サッカー
を行って
いたた
め、審判
をしなが
ら見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任とと
もに集団
活動を見
守ってい
た。

常に見守
り、異変が
あれば複数
の職員で対
応するなど
最善の方法
をとるよう
にする。

4362

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

21
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

引き続
き、職員
間での事
故予防等
に関する
マニュア
ルの周知
徹底を図
るととも
に、定期
的な研修
を実施す
るなど、
事故防止
対策に講
じる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 1.定期的
に実施

12

引き続
き、定期
的な施設
の安全点
検を行
い、事故
防止を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は直
ぐに転倒
する癖が
ある。

何をしな
くても、
一日に何
回も転倒
するの
で、常に
声掛けを
している

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

見ておら
ず、部屋
で他の子
どもたち
を対応し
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
で見てお
り対処し
た

本児が部屋
に戻る時
は、ゆっく
りと歩いて
戻るよう指
導し、園児
が全員部屋
に戻るまで
見守る。

4363

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

52 3 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位骨端線
損傷、左
手関節捻
挫

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10
2.基
準配
置

行事のた
め、普段
より少な
い園児と
少ない職
員で園庭
に出てい
た。

職員が、
危険個所
や怪我を
しやすい
場所を重
点的に見
るように
意識し、
なるべく
全園児が
一緒に園
庭に出
て、多く
の職員で
幼児を見
ることが
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

安全点検
では、遊
具の安全
面での確
認を重視
してい
た。

園児が怪
我をしや
すい場所
や遊び方
を予測し
た安全点
検を行
い、職員
の配置や
動きに注
意するよ
う意識を
高める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児が遊
具に慣れ
てくると
遊び方の
約束を忘
れがちに
なり、怪
我をしや
すくな
る。

遊び方の
約束を振
り返る場
を設ける
ように
し、園全
体で安全
な遊び方
の確認を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

複数の友
達と一緒
に総合遊
具の登り
棒や滑り
台を小走
りで行き
来してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
の遊びを
見守って
いたた
め。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の遊びを
見守って
いたた
め。

一緒に
遊んで
いた友
達に追
いつこ
うと急
いでい
たた
め、手
を離し
たので
はない
か。

一つの遊び
を見守りな
がらも、全
体の様子に
目を配った
り、危険な
場面を見逃
さず、気を
付けて遊ぶ
ように助言
したりす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4364

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

31 13 8 10 6 5
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10
2.基
準配
置

全職員が
安全管理
の意識を
もつ。

全職員が
安全教育
の重要性
を認識
し、協力
し合いな
がら適切
な安全管
理のも
と、環境
の配慮や
指導に努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6

子供の発
達、動き
に適した
施設環境
を整え
る。

子供の遊
びや生活
におい
て、常に
安全面に
配慮し、
危険個所
があれば
早急に対
処する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児が転
倒しない
ように、
園庭に石
などの異
物がない
かを点検
する。

子供が安
全に遊ぶ
ことがで
きるよう
に、園庭
に石など
があった
際はすぐ
に取り除
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
戸外での
遊びをし
た後、玩
具の片付
けをし、
保育室に
歩いて戻
る際、平
らな地面
のところ
でバラン
スを崩し
転倒し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は、
園庭全体
を見渡
し、年長
児全体の
動きを把
握してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
た他の職
員は、そ
れぞれの
クラスの
子供の状
況を見て
おり、対
象者のこ
とは把握
していな
かった。

園児の
予想外
の事故
や怪我
が起こ
り得る
こと
を、全
職員が
認識
し、対
処に努
める。

園児が怪我
をした時に
は、複数の
職員で対応
したり、必
ず保護者に
伝え経過を
見守っても
らったりす
るなど、最
善を尽く
す。

4365

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

36 18 18 7 5
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

まだ自分
で進むこ
とができ
ず、うん
ていにぶ
ら下がっ
ていて、
降りると
きに上手
く着地で
きなかっ
たと考え
る。

遊具で子
どもが遊
んでいる
時には、
必ず職員
がつくよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

年少児の
身長に対
して、少
しうんて
いが高
い。

常設のゴ
ムマット
の上に、
必ずもう
一枚マッ
トを敷
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

常設のゴ
ムマット
の上に、
やわらか
いマット
を敷いて
いなかっ
た。

子どもが
落下する
ことが予
想できる
遊具の下
には、
マットを
必ず敷
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

登り棒に
挑戦した
後、一人
でうんて
いに行っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

登り棒に
ついてい
て、見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登り棒に
ついてい
て、見て
いなかっ
た。

うんて
いをし
ている
園児の
そばに
職員が
いな
かっ
た。

園児の遊ぶ
位置と状況
を確認し、
必ず職員が
そばにつく
ようにす
る。

4366

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 12
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

4 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

落ち着き
のない行
動や注意
不足。

落ち着き
のない行
動が怪我
につなが
るかもし
れないと
予測され
るので、
具体的に
声をかけ
るように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

保育室と
テラスに
段差があ
る。（１
７㎝）

段差箇所
に注意す
る目印
（テー
プ）をつ
ける。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

落ち着き
のない行
動や注意
不足。

昼食後は
落ち着い
て過ごす
ように指
導する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

楽しい行
事があり
うきうき
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

食後の片
付け・片
付け指導
をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

食後の片
付けや他
の園児の
給食指導
をしてい
た

日常的
にはね
て歩く
傾向に
ある。

落ち着いた
歩き方につ
いて本児を
含め、全体
に具体的に
指導する。

4367

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

12 23 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕前腕
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

普段の保
育室とは
違った環
境に幼児
の気持ち
が高ぶっ
ていた。
保育者が
写真を
撮ってい
たため細
部まで気
を配るこ
とができ
ていな
かった。

幼児の特
性を把握
し、どん
な状況も
目を離す
ことがな
いように
気を配っ
ていきた
い。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

255
1.定期的
に実施

50

何もない
床で転倒
したた
め、施
設・設備
には問題
はないと
思われ
る。

静かに
座って待
つような
呼びかけ
が必要
だった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

幼児の特
性を把握
し、室内
にあるベ
ンチに腰
を掛けて
待つよう
に促せば
よかっ
た。

室内にあ
るベンチ
に腰を掛
けて待つ
ように促
すなど、
静かに
座って待
つような
呼びかけ
が必要
だった。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段の保
育室とは
違った環
境に気持
ちが高
ぶってし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の写
真を撮影
していた
ため、対
象児の動
きを把握
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

撮影を終
えた子と
かかわっ
ていた
が、転ん
だ瞬間は
見ていな
かった。

幼児の
特性を
把握
し、目
を離す
ことが
ないよ
うにし
たかっ
た。

写真を撮る
担当、幼児
の様子を見
る担当と職
員間で役割
をはっきり
とさせる。

4368

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

142 45 38 59 14 14
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
捻挫、左
足関節外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

無し

マニュア
ル、職員
配置に問
題はな
かった。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 無し

テラスに
は、園児
の通行を
妨げる物
は置かな
い。園庭
に危険個
所があれ
ば直ちに
報告、修
繕等の対
応をす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

友達と一
緒に鬼
ごっこ最
中、走っ
ていてバ
ランスを
崩し、転
倒して足
をくじ
く。

給食後の
自由遊び
中は異年
齢で遊ぶ
ことが多
いため、
職員は特
に園児の
動きに注
意する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

無し

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で、
他児同様
に遊ぶ様
子を見て
いた。
「足が痛
い」と
言ってき
たため、
負傷個所
を確認し
職員室に
連れて
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
ぶ様子を
見守って
いたた
め、対象
児は見て
いなかっ
た。

無し

全職員に、
子どもが戸
外で走って
いる時は、
前方に注意
しながら走
るよう注意
を促すこと
を共通理解
した。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4369

令和
3年9
月30
日

1.認可 5.幼稚園 7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 7 7 7 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頚
部骨折　
右肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

積木の上
を歩くこ
との危険
性。

職員の研
修や会議
の場で積
木の上を
歩くこと
の危険性
について
取り上げ
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

小さい積
木や軽い
積木は特
にひっく
り返りや
すいので
注意が必
要。

幼児の年
齢や様子
次第で
は、遊び
を止めて
別の安定
感のある
積木ブ
ロックま
たは平均
台を使用
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

幼児が興
奮したり
ふざけた
りしてい
ないかよ
く観察し
確認す
る。

積木の上
を歩く場
合は、バ
ランスを
崩すと危
険である
ことを園
児に伝
え、よく
注意して
観察し、
すぐに止
めたり、
介添えし
たりでき
るように
構えてお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気よ
くバラン
ス歩きに
挑戦して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

同じ遊戯
室内にい
たが、
ずっと注
視してい
たわけで
はなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ遊戯
室内にい
たが、
ずっと注
視してい
たわけで
はなかっ
た。

無

幼児の人数
や遊びの内
容次第では
担当の教員
の増員を考
慮する。

4370

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 0 0 20 18 0 0 6 6 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕　
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数 )回/
年

2.基
準配
置

2クラス
が合同で
戸外遊び
をしてい
たので、
保育士の
配置、役
割分担を
明確にす
るととも
に声をか
け合い臨
機応変に
対応す
る。職員
会議時に
報告し、
要因分
析、再発
防止策を
話し合
い、職員
全員に周
知する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

子どもの
目線に
立って安
全点検を
しっかり
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
主体的な
遊びを尊
重しつつ
も異年齢
で合同保
育をして
いる場合
は、その
遊びが可
能かどう
か判断
し、別の
遊びに誘
う事も選
択肢とし
て考えて
おく。

子どもの
特性を把
握し、突
発的な行
動に対処
できるよ
う注意を
怠らない
ようにす
る。ま
た、遊び
方や接し
方などの
注意点を
日頃から
子ども達
にしっか
り伝え、
安全に過
ごせる環
境づくり
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児と
ともに遊
ぶ子ども
の様子に
も注意を
払う。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
守ってい
たが、鬼
ごっこに
夢中にな
ると周り
が見えな
い状況も
起こりう
ることを
想定し、
力加減が
難しい子
ども等に
は特に注
意を怠ら
ないよう
にする。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

配置、役
割分担を
明確に
し、ま
た、他ク
ラス職員
にも声を
かけ合い
連携を
持って保
育する。

対象児
と加害
児は日
頃から
ぶつか
り合う
傾向が
あった
ので、
とっさ
の時に
すぐに
対応で
きるよ
うそば
に付く
ように
する。

戸外遊びを
する上での
注意点、約
束事を事前
に伝え、保
育士の立ち
位置や声掛
けを工夫
し、職員間
も役割分担
をするなど
連携を持っ
て保育す
る。ケース
検討会議に
おいて話し
合い、職員
全員で共通
理解を図っ
た。

4371

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

10 2 2 2歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

なし

塗装が剥
げている
箇所等の
修繕、安
全確認

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

なし

危険箇所
となりう
る場所が
発生した
場合は補
修、改善
を都度
行ってい
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

ヒヤリ
ハットな
どを用
い、会議
で意見交
換をして
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

すべり台
をすべろ
うと階段
をのぼっ
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

すべり台
をすべる
際、危険
がないよ
うにすべ
り台の側
に立ち、
安全確認
をしてい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児童の
サポート
をしてい
た

なし

すべり台を
すべる際だ
けではな
く、階段の
安全確認も
都度行って
いく

4372

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

65 4 11 14 7 15 14 0 10 9 5歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故が起き
た際、遊戯
室で自由遊
びをしてい
た、本児と
関わった他
児が共に遊
んでいる姿
は目視して
いたが行動
を制止し切
れず事故が
起きた。今
後は2名の職
員の立ち位
置をバラン
スよく配置
し子どもの
動きを予測
して対応で
きるように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１　　
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１　　
)回/年

ホールで
遊ばせる
際の職員
配置、複
数の職員
立ち位置
ルールを
徹底す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園児が遊
戯室の広
範囲に散
らばって
いるので
保育士が
死角を作
らぬよう
に移動し
つつ見守
りを行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

（具体的内
容記載欄）
本児はソフ
トブロック
を積んでい
たが約束事
で決めてい
た積んだブ
ロックの上
に乗らない
事を守らず
にブロック
の上に上が
り不安定な
状況になっ
た。そこを
他児がふざ
けて土台の
ソフトブ
ロックを故
意に揺らし
本児が転
倒。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホール内
にいたも
のの、急
な2人の
行動を制
止しきれ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホール内
にいたも
のの他の
園児に対
応してい
て本児の
行動は見
ていな
かった。

当日は
お盆後
の土曜
日で出
席数が
37%と少
なく3歳
～5歳児
合同保
育を
行っ
た。そ
の為日
常と雰
囲気が
違いい
つも以
上に浮
足立っ
た行動
が出た
のでは
ない
か。

日常と違
い、夏季休
暇明けで園
児も園生活
に再び慣れ
ていこうと
する時期で
ある事を配
慮し職員連
携を密にし
て見守る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4373

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

4 3 3 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨近
位骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/月

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハットの
検証を職
員間で周
知し、必
要な改善
を即行っ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

鉄棒の下
に衝撃吸
収マット
を昨年度
設置。
ポールに
もクッ
ション材
を巻いて
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

片付けが
終了し、
入室する
段階で鉄
棒には職
員の見守
りはな
かった。
園庭から
靴箱まで
離れてい
るため、
入室の際
は集合し
全員で移
動してい
るが、今
回は集合
場所が鉄
棒付近
だったた
め、鉄棒
への寄り
道があっ
た。

片づけか
ら入室へ
の時間は
職員も流
れの中で
ばたばた
している
事が多
い。実際
として活
動の変わ
り目はケ
ガも多い
ので確実
に安全を
確保でき
るよう職
員間で声
掛けをし
対応す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集合ついで
に鉄棒で遊
んでしまう
姿があっ
た。本児は
戸外遊び中
砂場で遊ん
でおり鉄棒
には全く触
れていな
かった。し
かし最近鉄
棒に興味を
持ち自分で
も豚の丸焼
きができる
ようになっ
たことを喜
んでいた。
やりたい気
持ちと集合
しなきゃと
いう気持ち
のせめぎ合
いもあった
のではない
か。集合の
声も掛かっ
ていたので
多少慌てた
様子があり
落下したの
ではない
か。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　22名出
席。2人担任
で1名が鉄棒
の近くで集
合の呼びか
けをして人
数確認をし
ていたが鉄
棒で遊ぶ子
への注意喚
起をしな
かった。も
う1名の担任
は、片付け
の最終確認
をして集合
しない子へ
の声掛けを
していた。
子どもたち
も色々な動
きの中、職
員も見切れ
ていなかっ
た事は反省
点である。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　玩具の
片付け
は、一緒
に遊んで
いた年中
児や一時
預かりの
職員も一
緒に行
う。その
後年少だ
け入室
し、引き
続き他の
学年は遊
んでいた
ため本児
について
は見てお
らず、そ
れぞれの
担当の学
年を見て
いた。

本児は鉄棒
で出来る事
が増え、母
親のお迎え
後も鉄棒で
豚の丸焼き
を披露して
いた。出来
るようにな
り自信も
あった。当
日は鉄棒で
遊んでいな
かったため
ちょっと鉄
棒で遊びた
いという気
持ちと、集
まらなけれ
ばと思う気
持ちのな
か、慌てて
やって、慌
てて降りよ
うとしバラ
ンスを崩し
た様子もあ
る。

保育者が鉄
棒について
いる時以外
は鉄棒をや
らないとい
うルールの
徹底。遊具
の近くでの
集合をしな
い。

4374

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

49 3 5 8 10 11 12 3 3 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性亜
脱臼、鼻
打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

保護者の
迎えの時
間帯で保
護者対応
していた
ため、職
員の目が
行き届か
なかった

園児の移
動や保護
者送迎時
の対応等
で、職員
が必要な
時間帯は
職員を増
員できる
ように体
制を整え
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

なし
設備面で
の不備は
無かった

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

描画活動
をするた
めの机が
部屋に
あった

長時間保
育の時間
帯のた
め、机が
必要であ
るが、用
途以外の
利用が出
来ないよ
うに机と
椅子の配
置を適切
に整える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　たくさ
んの園児
が集まっ
た時で、
落ち着き
がなかっ
たが、特
に普段か
らの状態
と変わっ
てはいな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

机に座って
いる時点
で、止める
ように声を
かけていた
が、その後
他の園児の
迎えの保護
者との対応
をしたた
め、対象児
の動きは視
野に入りな
がらも、
シャツに足
を入れるこ
とを止めさ
せることが
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　他の園
児への対
応中で、
対象児の
動きを注
意できな
かった。

対象児
の危険
を伴う
行動を
阻止で
きな
かっ
た。

職員が、危
険予測の力
を養えるよ
うに、ヒヤ
リハット研
修や危機管
理について
学ぶ機会を
持つ

4375

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 1 1 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

死角がな
いように
立ち位置
に気を配
る

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(292)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(292)回/
年

ﾄﾞｱにス
ポンジを
付ける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

部屋の中
では、落
ち着いて
過ごす

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
トイレか
ら室内に
歩いて
戻ってき
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

室内にて
子供たち
の遊んで
いる様子
を見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各ｸﾗｽに
て保育中
（園児の
様子を見
守ってい
た）

ﾄﾞｱを閉める
時は、周り
にお友達が
居ないか確
認して閉め
る事等を子
ども達と話
し合う機会
を作り再確
認を行う。
また、けが
がないよう
に職員が見
守り、配慮
を行う。

4376

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

15 3 3 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

2.基
準配
置

職員の配
置、遊具
の高さな
ど危険を
感じる要
因がな
かった
為、想定
できな
かった。

想定して
いなかっ
た怪我
だったの
で、今回
の事例を
職員間で
共有し事
故防止に
努めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用前
後)

特になし

施設の状
況として
は問題の
ない広
さ、遊具
の量、子
どもの人
数だっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段から
ジャンプ
などをし
て遊んで
いる19ｃ
ｍほどの
積み木の
高さだ
が、子ど
も達が並
べ始めた
位置の配
列だった
為、壁と
積み木と
の間隔が
50ｃｍ
だった。

ホール中
央に設置
する際
は、壁と
の間隔を
十分にと
る。
または、
壁に積み
木を付け
足場を固
定しジャ
ンプする
方向を限
定してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大好きな
戦隊にな
りきり友
だちと
ごっこ遊
びを楽し
み何度か
ジャンプ
してい
た。積み
木の上で
戦いごっ
こをして
いるうち
にバラン
スを崩し
積み木か
ら転倒。
壁にぶつ
かり床に
足を打
つ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

大型積み
木の近く
に保育士
が２人お
り、１人
が本児の
周辺を見
ていた
が、遊び
としては
１９セン
チほどの
高さから
のジャン
プだった
ため、危
険を感じ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くには
ついてい
たが、他
児の遊び
を見てい
た為見て
いない。

保育士
が夕方
より交
代とな
り担当
以外が
入って
いた。

夕方は全保
育士が交代
で入るた
め、行動の
把握が出来
るよう、環
境の設定な
ど配慮して
いく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4377

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

81 3 11 14 16 17 20 17 17 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部

脳震盪、
頭蓋底骨
折、髄液
漏（右
耳）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

固定遊具
の下に
マットが
敷かれて
ない部分
もあっ
た。

マットを
購入し、
固定遊具
の下には
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の気温
が低いこ
ともあっ
た。

寒い中で
の遊具の
使用の仕
方を考え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

２歳児の
妹が散歩
に出かけ
る時で、
のぼり棒
を登りな
がら片手
を離して
手を振っ
ていたの
で、少
し、テン
ションが
高かった
かもしれ
ない。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

４・５歳
合流で担
任保育士
が１人
だったた
め、対象
児の近く
にはいた
ものの、
全体の子
ども達の
様子を見
ていたた
め、落ち
た所を見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞ
れ、他の
遊具、鬼
ごっこな
どあそび
に分かれ
て保育を
していた
ため、落
ちた所を
見ていな
かった。

この日は預
かり保育で
初めての受
入児がいた
こと、時差
勤務や休
暇、本件の
前に歯をぶ
つけた他児
の受診の付
き添いなど
で正規の保
育士が少な
かったた
め、のぼり
棒は使わな
いなど、保
育の活動を
考えるべき
だった。

子どもの状
態、保育士
の体制など
考え保育の
活動を考え
る。体制の
確認をお互
いに声を出
し合いなが
ら連携を
とってい
く。

4378

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

34 0 0 0 11 5 18 2 2 5歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

園児から
目を離さ
ず、声を
掛けてい
くように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

帽子を鞄
に片付け
た後、振
り返って
椅子に戻
る時に自
分でつま
ずいて転
倒してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら少し離
れたとこ
ろから、
かぶった
ままの帽
子を外し
て片付け
るように
声を掛け
て、帽子
を片付け
て戻る様
子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

合同のた
め他クラ
スから移
動してき
た他児の
身支度な
どの世話
をしてい
た。

慌てず行う
よう一人一
人への声掛
けをしてい
く。全体的
に目を向け
ながら援助
する。

4379

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

20 20 17 5歳
1.男
児

特記事項な
し

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外か骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

定期的な
事故予防
に関する
研修を行
い、事故
に対する
意識を深
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

転落時の
衝撃緩和
のため、
人工芝を
張り替え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具を使
用する際
は、職員
が側につ
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

順番待ち
をしてい
た、他児
と交代す
るため、
急いで降
り、バラ
ンスを崩
して転落
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の動
きを見な
ければな
らず、遊
具の側に
ついてい
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の動
きを見な
ければな
らず、遊
具の側に
ついてい
ることが
できな
かった。

遊具を使用
する際は、
職員が側に
つく。

4380

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 11 12 1 1 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手関節
橈骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

児の行動
をよく
知ってい
る５歳児
の担任が
いなかっ
た

担任がい
ない場合
は、事前
に職員間
の連携を
密にし、
保育にあ
たる
マニュア
ルの確認
や学習、
園庭のハ
ザード
マップの
作成

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

前回りが
できるよ
うになっ
たことが
うれしく
て外へ出
たらすぐ
に鉄棒を
してい
た。
いつもは
一番低い
鉄棒でし
ていた
が、もう
一段高い
鉄棒で前
回りをし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士が
１名だっ
たので、
児から少
し離れた
ところで
全体を見
守りなが
ら保育し
ていた。

なし
なし

遊具の使い
方、遊び方
の確認
固定遊具を
使用する時
は、必ず保
育士が付き
添う
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4381

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手親指
第三指の
骨前骨折
(ひび)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

運動器具
に特化し
た事故防
止マニュ
アルがな
く、跳び
箱を使用
する際に
決められ
た配置図
がなかっ
た。

運動器具
に対する
事故防止
マニュア
ルを作成
し周知す
る。
子ども達
にも使用
前に話し
合い、安
全な使い
方につい
て確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

今後の老
朽化など
も考慮に
いれて、
常に安全
点検を
行ってい
く。

どういっ
た危険が
潜んでい
るのか
を、子ど
もも保育
士も認識
し防止す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

これまで
跳び箱の
練習を毎
日行って
おり、本
児自身も
何度も跳
び箱を跳
び越すこ
とに成功
していた
ことか
ら、手を
しっかり
広げる大
切さへの
認識が薄
くなって
しまっ
た。

跳び箱に
至るまで
に、たく
さん体を
支える遊
びを行
い、手の
つき方を
しっかり
身につけ
る。予想
される怪
我等が起
きないよ
う毎回事
前に子ど
もと注意
事項につ
いて話し
合い準備
運動も加
えて注意
喚起をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
順番に３
段の跳び
箱を何度
も跳んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもの
様子を見
ながら手
のつき方
への指導
が足りな
かった。
勢いよく
走り跳び
越せる子
が増えた
ので、
マットの
ずれが気
になり１
人はマッ
トを押さ
え言葉を
かけてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

もう１人
は遊戯室
の別の
コーナー
の安全確
保、及び
指導を
行ってい
た。

他のク
ラスの
保育士
や主任
にも活
動に対
して相
談し、
安全確
保の手
伝いを
しても
らえば
よかっ
た。

跳び箱の横
に必ず保育
士がつき、
危険がない
ように体を
支えサポー
トしてい
く。主任に
加わっても
らい安全確
保に努め
る。

4382

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
5.4歳児
クラス

18 2 2 5歳
1.男
児

以前にス
キーで下肢
骨折。普段
より転倒し
やすく、い
つケガをし
てもおかし
くないと保
護者が言
う。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

前日は雨が降り
事故発生現場の
屋上園庭も多少
濡れている状態
であった。濡れ
た地面で遊んで
靴底も濡れた状
態で太鼓橋を登
り、降りようと
した際に滑って
しまった。
児が太鼓橋（高
さ中央：43cm
位）を降りる際
に横向きで降り
ていたため、前
方がよく見えて
いなかった。
（（太鼓橋の1/3
辺りの高さ35cm
位の所から転
倒）
遊ぶ前に「地面
が濡れていて滑
りやすいから、
遊具で遊ぶ時は
気を付けてね」
と声をかけてい
たが、滑りやす
いという滑りや
すいという意識
が薄かった点が
あげられる。

雨が降っ
た後は滑
りやすい
為、遊ぶ
前に遊具
の使い方
を言葉で
伝えるだ
けでな
く、子ど
も達と一
緒に見て
回り、確
認をす
る。また
遊んでい
る際にも
都度声を
かけてい
く。また
滑りやす
いと判断
した際に
は遊ぶ遊
具を限定
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(基本毎
日）

1.定期的
に実施

実施頻度
(基本毎
日）

基本的に
は設備
面、遊
具、玩具
など子ど
もの危険
に繋がる
モノは点
検し事前
に防ぐよ
う全職員
に周知し
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

色々と行事
が重なりが
ちな時期。
また金曜日
で週末の疲
れが出るこ
とは考えら
れる。ま
た、当日は
前日雨で冬
型の低気
圧。気温は
１３度前後
で寒さは強
くはないが
冬場の体の
こわばり等
も多少影響
しいつもよ
りも動作が
鈍くなった
りしやすい
事など考え
られる。

冬場は血
行が悪く
寒さで手
足がいつ
もより鈍
いことも
考えら
れ、外遊
びの際ｈ
あ準備運
動などと
りいれ動
作などに
影響がな
いよう心
がける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
足取りが
おぼつか
ない時が
あり、転
びやすい
ことが見
られる
話を聞い
ていない
ことが多
く、聞い
ていても
わかって
いない様
子の事が
ある

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

太鼓橋の
近くで縄
を片付け
ながら全
体を見て
いた。対
象児がア
スファル
トに腕を
付くとき
に走って
その場に
向かった
が間に合
わなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

奥にある
他の遊具
で遊んで
いた児た
ちを見て
いた

遊具の
状態を
よく確
認せず
に子ど
もたち
を遊ば
せてし
まった
本児が
約束事
の確認
の時に
話を聞
いてい
なかっ
た

遊びに入る
前に前日の
天気の状態
を確認し
て、濡れて
いないか滑
りやすくな
いかの確認
をする。
必ず全員が
約束事を顔
をあげて聞
いているか
確認をする

4383

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

26 2 2 5歳
1.男
児

発生時の天
候：薄暗く
なり始める
時間帯に戸
外遊び（追
いかけっ
こ）をして
いた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

右上AB歯
の破折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
随時　)回
/年

2.基
準配
置

遊びの中
で起こり
うる危険
を予測し
きれな
かった。

職員間
で、危険
予知ト
レーニン
グや情報
共有をし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
随時　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
随時　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
随時　)回
/年

薄暗くな
り始める
時間帯で
あり、十
分な遊び
のスペー
スを確保
していた
が、やや
隅の方で
あったと
考えられ
る。

より十分
な広さを
確保する
ため、園
庭の中央
で状況を
確認しつ
つ遊ぶ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

薄暗くな
り始める
時間帯で
あった。

周囲が明
るいうち
に室内へ
戻る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
（警ド
ロ）を
行ってい
た。本児
が牢屋か
ら出て逃
げる際、
助けに来
ようとし
た他児と
衝突し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鬼ごっこ
のルール
をしっか
り理解し
ていない
子もいた
為、近く
で遊びが
スムーズ
に行える
ように見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配対象
児のトイ
レに付き
添ってい
た。

園児の
注意力
が散漫
になり
やすい
時間帯
であ
り、保
育士は
通常よ
りさら
に危険
予測す
る必要
があっ
た。

子どもの動
きを注意深
く見て、場
合によって
は遊びの種
類を検討す
る。

4384

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

8 2 2 6歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指中
節骨骨折
（左手人
差し指）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

上記マ
ニュアル
やガイド
ラインだ
けでなく
遊具の点
検に関す
る研修が
予防の観
点から必
要である
と考えら
れる。

保健衛生
マニュア
ル・教育
保育施設
等におけ
る事故防
止及び事
故発生時
の対応の
ためのガ
イドライ
ン・職員
配置に問
題ないが
関連する
研修を受
講してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/日

2.不定期
に実施

実施頻度(　
200　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
ほぼ毎
日）

なし

運動遊具
点検をほ
ぼ毎日
行ってお
り不備が
あった場
合は速や
かに対応
してい
る。今後
も定期的
に実施し
問題があ
る場合は
速やかに
園長に報
告する。
職員に周
知して情
報の共有
を図り安
全を確保
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

一人ひと
りに合わ
せたとび
箱の高さ
やマッ
ト・ロイ
ター板の
位置に配
慮し、
テーブル
など活動
の妨げに
なるよう
な物を今
後も部屋
の広さも
十分考慮
しなが
ら、置か
ないよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時は普
段通り機
嫌、体調共
に良好な状
態であっ
た。今まで3
段のとび箱
を跳んでい
た時には手
を揃えて遠
くについて
適切な状態
で行ってい
た。事故発
生時は着手
した手を状
態が移動す
る前にとび
箱から離し
てしまう場
面が見られ
ていた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

4月より体幹を鍛え

るため毎週金曜日に

体操の日を設け体の

動かし方を前屈や屈

伸・伸脚・手首足首

をほぐす・その場で

ジャンプ・ストレッ

チなどの準備運動を

通して行ってきた。

当日もとび箱を始め

る前に準備運動を

行った。正規担任が

3段の跳び箱の左側

に立ち、園児の補助

を行っていた。事故

発生まで児は３回跳

んでいたが、着手し

た手を上体が移動す

る前に跳び箱から離

してしまう場面が見

られていた為、本児

に向けて指導してい

た。児がとび箱に左

指3本が曲がった状

態で着手したことに

気付き、胸と臀部に

手を添えて勢いを止

めようとしたが止め

ることが出来なかっ

た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

副担任は
支援児の
対応を
行ってい
たため、
見ていな
かった。

児が跳
ぶ3回目
を終え
るまで
は副担
任も支
援児を
含む7人
の動き
を見
守って
いた
が、4回
目は支
援児の
動きに
対応し
ていた
ため児
の場面
を見て
いな
かっ
た。

日頃より活
動における
導入をしっ
かりと行
い、既に跳
べる児童に
関しても安
心せず必ず
付いている
職員を配置
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4385

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 24 24 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２　)回/
年

2.基
準配
置

夕方の時
間帯とい
うところ
で１日の
疲れがで
てくると
きであ
り、ま
た、本児
の特性と
して転び
やすいと
いうこと
の把握は
していた
が、遊び
前の準備
体操の確
認をして
いなかっ
た。

戸外遊び
の前に
は、準備
体操的な
ことをす
るという
ことを職
員間で再
確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１)回/
年

走ってい
てＵター
ンすると
きに足を
ひねるよ
うな転び
方をして
しまった
ので、砂
で滑って
しまった
可能性も
ある。

転びそう
なときに
回避でき
る体の使
い方を身
につけ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

準備体操
などをせ
ずに集団
遊びに
入ってし
まった。

戸外遊び
の前に
は、準備
体操をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集団遊び
に自分か
ら参加し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

集団遊び
全体の様
子をみて
いたた
め、転ん
だ現場は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
のクラス
の子ども
について
いたた
め、現場
は見てい
ない。

集団遊
びの中
でお互
いにぶ
つから
ないよ
うな
ルール
でやっ
ていた
ので、
全体の
動きに
気をつ
けなけ
ればい
けな
かっ
た。

集団遊び全
体のことが
みえる位置
にいるよう
にはした
が、もう一
歩下がって
走ってぬけ
た子の様子
も見えると
ころにい
る。

4386

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 18 19 13 4 3 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第2中
手骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

対象児は、
ピアノのリ
ズムから半
テンポずつ
遅れて動い
ており、対
象児のみを
保育士は至
近距離にい
て見守って
いたにもか
かわらず捻
る動きを援
助できない
ほどの一瞬
の出来事
たった。し
かし、側転
も４回目の
時なので、
それまでの
動きの中で
衣服がずれ
たり袖が下
がりやすい
状況も関連
したと予測
される。

側転の危
険性を知
らせ、正
しい手の
つき方、
身体の動
きを繰り
返し徹底
する。加
えて、袖
まくりを
すること
を徹底す
る。毎回
確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(日々)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

３人で側
転をして
いたが、
対象児は
ピアノの
リズムか
ら半テン
ポずつ遅
れる傾向
にあり、
他の２人
が終わっ
たことが
目に入り
あせる気
持ちも作
用したか
もしれな
い。

気持ちを
落ち着か
せるよ
う、大丈
夫だよ、
手をしっ
かり着い
てね、
はーい、
などタイ
ミングと
とる言葉
がけを工
夫してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもゆ
とりのあ
る衣服を
着用して
いる傾向
にある。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
至近距離
にいて、
対象児一
人の動き
の一部始
終をしっ
かり見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他クラス
の担任
は、それ
ぞれの担
当クラス
の子ども
の側やピ
アノの位
置から対
象児の様
子に注視
してい
た。

ゆとりのあ
る衣服だっ
たことによ
り、側転も
４回目とな
ると腕の振
りによって
下がってき
てしまうこ
とが考えら
れる。袖口
はリブ網で
はなかっ
た。
手の着き方
も手の平全
体ではな
く、手根部
のみを着い
ており、そ
こに衣服の
袖が被さり
滑りやすく
なった。

側転の危険
性を知ら
せ、正しい
手のつき
方、身体の
動きを繰り
返し徹底す
る。加え
て、袖まく
りをするこ
とを徹底す
る。毎回確
認する。個
別観察を徹
底する。

4387

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

71 0 0 16 19 19 17 10 10 5歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第５指
基節骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1　　)回
/年

1.基
準以
上配
置

行事時に
どのよう
な危険が
あるか職
員周知に
不足が
あった。

行事時保
育士の体
制確認と
ともに事
故防止に
関しての
周知も必
要だっ
た。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

遊戯室床
は滑るこ
となく本
児も裸足
だった。
コーナー
の範囲も
十分に幅
をとって
いた。

なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士も
リレーに
集中して
いた。

本児の様
子を全職
員再度周
知し対応
を確認し
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会総
練習だっ
たので意
欲もあり
気持ちに
高揚が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

リレーで
必要な
コーナー
も保育士
の配置は
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

リレー以
外の子ど
も達の所
にもそれ
ぞれ担当
保育士が
つき子ど
もと同様
応援して
いた。

運動会
の練習
で気持
ちに高
揚して
いる様
子が
あった
ので、
個別に
声をか
ける等
配慮を
してい
た。

リレーが始
まる直前に
も言葉など
かける必要
があった。

4388

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

68 14 21 23 10 16 16 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯牙脱臼

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

Ｔ児とＳ他
児は一緒に
いるとトラ
ブルになる
事が多くい
つもはＴ児
が仕掛けて
いる。Ｓ児
も社会性が
芽生えてき
ているので
規制をした
くはない
が、Ｓ児が
Ｔ児に対し
鬱積してい
る思いもあ
る。Ｓ児は
最近家庭で
も制される
と衝動的に
なると母親
から聞いて
いる。

何時もは邪
魔をされた
り玩具を取
られたりす
る側だっ
た。今回の
事故は取っ
た取られた
の物の取り
合いで起き
たことでは
なく心の問
題である。
Ｓ児が制さ
れたことが
嫌だったこ
とがくみ取
れるので、
同じ事故を
起こさない
為にも心に
寄り添う、
落ち着いて
安定した環
境で過ごせ
るように担
当保育士に
伝えて行
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

Ｓ児の
担当職
員は常
に児か
ら目を
離さな
い様今
後とも
十分な
見守り
を行
う。

Ｔ児とＳ児
の関係性も
含め今後の
かかわりの
中でトラブ
ルが起こら
ない様様子
を見る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4389

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 2 1 6 4 2 1 3 3 3歳
1.男
児

食物アレル
ギー（卵）

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
５　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

靴下を履
いた状態
で走り、
滑った
為、転倒
した。

室内で
は、上靴
を着用し
ない場面
では靴下
をぬいで
過ごすこ
とを徹底
し、落ち
着いて遊
べる環境
を整え、
一人一人
の子ども
の様子を
把握し、
危険のな
いように
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片付けを
終了し、
移動する
ことで気
分が高ま
り、滑っ
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

片付けが
終わって
いない子
に声かけ
をしなが
ら、対象
児の動き
を見守っ
ていた。
転倒した
際の泣き
声ととも
に、すぐ
に駆けつ
け痛がる
部位の確
認をした
り声かけ
をし症状
の確認を
した。

同保育室
に他に保
育士が２
名いたの
で、１名
は子ども
をみて、
２名で対
象児の対
応にあ
たった。
職員室に
遅番保育
士がいた
ので、す
ぐに報告
し、症状
を確認し
た。

片付けが終
了していな
い子への対
応をしてい
たため、片
付けが終了
した子への
配慮が不十
分であっ
た。保育室
は走らない
ことを事前
に確認した
り、片付け
終了後の行
動を知らせ
る等の配慮
が必要で
あった。

保育室では
走らないこ
とを理由を
含めて子ど
もたちに確
認をすると
ともに、一
人一人の子
どもの様子
を常に把握
し保育士の
連携を図っ
ていく。

4390

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

　 4歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルを職員
全体で再
確認す
る。ま
た、今後
も研修等
も積極的
に受け、
資質向上
に努めて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
13　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
週6　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎　)回/
年

安全な環
境の下
で、子ど
もたちが
過ごせる
ように、
砂が溜ま
らないよ
うに今後
も点検を
しっかり
行ってい
く。

7.その
他

日頃か
ら、安全
に過ごせ
るよう環
境を整え
ていた
が、駐車
場に砂だ
まりが出
来てし
まってい
た。

砂等が溜
まらない
ように除
去するな
ど、こま
めな点検
等、環境
面の配慮
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自家用車
の近くま
で来て、
乗車しよ
うと保護
者から離
れ小走り
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者に
引き渡し
た後、駐
車場内で
発生した
事故のた
め児童の
動きを把
握するこ
とが困難
であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者に
引き渡し
た後、駐
車場内で
発生した
事故のた
め児童の
動きを把
握するこ
とが困難
であっ
た。

駐車場内
は、保護者
と手をつな
ぐ等安全に
降所するた
めの周知は
していた
が、再度園
だよりや声
掛け等を通
じて啓発し
ていく。

4391

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

10 2 2 1歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

安全な遊
びの環境
設定につ
いて、再
度全職員
で確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

施設、遊
具、玩具
は、子ど
もの発
達、活動
に合わせ
た使用方
法の再確
認をす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ままごと
玩具と
ボールが
室内に出
ていたの
で、転び
やすい状
況になり
やすい。

子ども達
の人数に
合わせ玩
具の量を
調整し、
必要のな
いものは
速やかに
片づける
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボール遊
びをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任Ａは
対象児含
め全体が
見えると
ころにい
たが、転
んだ瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任Ｂは
ままごと
のコー
ナーにい
て、ちょ
うど迎え
に来た保
護者と話
をしてい
たため、
対象児は
見ていな
かった。

送迎時
の時間
帯は人
の出入
りが多
く、保
育室内
が落ち
着かな
い雰囲
気にな
りやす
かっ
た。

担任２名の
立ち位置を
考え、常に
見届けがで
きるように
配慮する。
人、園児の
動きに気を
配り、安全
確保をす
る。

4392

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 2 6歳
1.男
児

骨折は幸い
しなかっ
た。
手術、入院
等は必要な
いが、再度
の脱臼を防
ぐために６
週間のギブ
ス固定。

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
の脱臼と
尺骨の外
力による
婉曲の整
復

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児を飛
び越えよ
うとした
こと。

他児を飛
び越える
等、危険
のないよ
うに声掛
けをし見
守る。

チャンピ
オンにな
りたかっ
たので必
死で逃げ
た為に、
スピード
もあって
転倒し
た。

年長児と
いうこと
もあり、
何回も
やってい
る集団あ
そびなの
で、全体
を見守っ
ていた
が、飛び
越えた際
に転倒し
てしまっ
た。

4393

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

16 16 12 12 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12　　)
回/年

2.基
準配
置

充分な職
員配置も
置かれて
いた中で
の子ども
同士の事
故となっ
た。

子どもた
ち一人一
人の動き
をよく観
察する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
24　)回/
年

遊びなれ
た、走り
回れる場
所での保
育に関し
ていえ
ば、問題
はなかっ
た。

特に動き
が激し
かった場
合には、
声をかけ
るように
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

芝と、砂
地の園庭
なので、
転んでも
怪我が大
きくなら
ないのだ
が、今回
に関して
は、転び
方が原因
だった。

走り回っ
て遊んで
いる子ど
もがいる
時には、
特にしっ
かりと見
守ってい
くように
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

追いか
けっこが
好きな本
児であっ
た。いつ
もの遊び
で楽しん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くでは
みていた
が、転ぶ
瞬間には
間にあわ
なかった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭に
しっかり
と全体を
見る職員
など、配
置も完璧
であった
が、転ん
だ瞬間に
は間に合
わなかっ
た。

友だち
との関
わり
方、遊
び方に
ついて
は普段
から職
員同士
話し
合って
いた
が、起
きてし
まった
事故。

もう一度、
本児の動き
を検証し、
園庭での遊
び方につい
て、共通理
解を図る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4394

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

9 1 4 4 5 5 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

引き続
き、土曜
日の保育
体制に気
を配るよ
うにして
いく。

事故防止
のための
研修を定
期的なも
のにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12+1)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12＋1　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

日々安全
に過ごせ
ている園
庭で、土
曜日とい
うことも
あり、普
段より子
どもたち
は散在し
ていた。

平面で
広々とし
た中、自
由に思い
のまま活
動するこ
とは、子
どもの精
神面、体
力増進の
ためにも
必要であ
る。引き
続き園庭
整備に留
意してい
き、小石
などけが
につなが
るものが
ないか、
定期的に
点検す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

土曜日は
少ない人
数で開放
的な雰囲
気の中、
走ったの
ではない
かと考え
られる。

走る活動
が入ると
きは準備
体操を行
う。子ど
もにはけ
がのしに
くい走り
方を一緒
に考えさ
せ、伝え
ていく。
（前を向
いて走
る。転び
そうに
なったら
手を出
す。物を
もって走
らない。
など。）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園児も
少なく、
落ち着い
ていた。
姉や異年
齢児と関
わり戸外
でも仲よ
く遊ぶ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
は、当該
時の行動
を至近距
離で見守
り、転倒
時はすぐ
に駆け寄
り声をか
ける。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
は、反対
方向で遊
んでいる
他児を見
守ってい
る状況。
助けを求
めれば、
すぐに対
応でき
る。

日曜日
が入っ
た事、
自宅で
診たい
と保護
者から
希望が
あった
事で、
受診が
月曜日
になっ
てし
まっ
た。

フォローは
休みの日も
行っていた
が、家庭の
要望を優先
させるの
か、土曜の
夕方であっ
ても、その
場で園で受
診するべき
だったの
か、休日で
あっても看
護師や園長
と連絡を取
り、動ける
ようにす
る。

4395

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第４手
指基節骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
２～３　)
回/年

1.基
準以
上配
置

室内活動
のケガに
対する認
識と確認
不足の可
能性あり

マニュア
ル見直し
と職員へ
の周知
（体を動
かす遊び
の前の準
備運動、
屋外のみ
ならず室
内運動実
施後のケ
ガの確認
等）

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動時の
スペース
の確保が
不足して
いた可能
性あり

室内ス
ペースの
確保（隣
の教室と
の境を開
放しス
ペースを
広げ
る）、又
は人数を
半分に分
けて実施
するなど
予測され
るケガ等
を考慮し
保育の工
夫をする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調も良
く、日頃
と変わり
なく活動
に参加し
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任がクラ
ス全体の園
児の動き見
ながら、声
かけとピア
ノの曲のテ
ンポや音を
出す・止め
る等の調整
をしてい
た。加配園
児対応の保
育士も加配
が必要な園
児が活動に
参加してい
たため、ク
ラス全体の
安全に配慮
する形で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常のク
ラス内で
の活動の
一環で
あったた
め、他の
クラスの
担任、園
長や主任
はその場
にはいな
かった。

全体の
動きと
個々人
の動き
の両方
を見る
必要が
あった

集団活動の
際には個々
人の動きに
も目を配り
安全に配慮
する

4396

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 20 23 6 6 3歳
2.女
児

やりたいと
いう気持ち
やできたと
いう満足感
と運動面の
発達が重な
り合い、本
児のスキッ
プを見せた
いという行
動となった
が、運動発
達的にまた
経験的には
まだ未熟な
部分も多
く、子ども
と職員の行
動の中で小
さな状況の
積み重ねで
今回の事故
の発生と
なってし
まった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右側鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルでは細
かく表現
されない
状況や行
動の重な
りから発
生してし
まった事
案であ
る。

子どもや
職員が活
動する中
で小さな
積み重ね
から偶発
的な事故
につなが
ることも
あるた
め、事故
報告書を
作成し会
議等で情
報共有し
様々な場
面で危険
と隣り合
わせであ
ることを
再認識し
行動する
よう周知
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
14　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
243　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
243　)回/
年

子どもた
ちが取り
出しやす
いように
可動式
ボール保
管用ワゴ
ンを配置
したが本
児が通る
隙間を狭
めてしま
う結果と
なってし
まった。

子どもの
活動や周
りの環
境・状況
（密集度
等）に合
わせ、物
の配置位
置などに
配慮しな
がら対応
をしてい
くように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

可動式
ボール保
管用ワゴ
ンと保育
士の間の
間隔が狭
く、その
隙間をス
キップで
通過しよ
うとした
際、移動
しようと
振り向い
た保育士
の後ろ足
に引っか
かり転倒
してし
まった。

園庭にあ
る遊具や
用具、人
を含むす
べての物
の位置を
確認しな
がら、子
どもの活
動と周り
の環境
（密集度
等）に配
慮しなが
ら対応を
していく
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

子どもの
健康状態
等は普段
と変わり
なかっ
た。ス
キップが
出来るよ
うになっ
たことが
嬉しく
て、ス
キップで
雲梯のと
ころにい
る職員に
見せてま
わり、次
に倉庫前
にいる保
育士の方
へと移動
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２０名の２
歳児が雲梯
や鉄棒、
ボールあそ
び等園庭全
体に広がっ
て自由あそ
びを楽しん
でいた。本
児がスキッ
プで向かっ
て来るのは
把握してい
たが、2歳児
クラスの子
どもの多く
がいるボー
ルあそびの
方へと移動
しようと身
体の向きを
変えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
2、3歳合
計で４３
名の園児
と6名の
保育士が
おり、雲
梯、鉄
棒、ボー
ルあそび
など、あ
そびごと
に保育士
が側で見
守りをし
ていた。

保育者
が行動
する際
には周
りの状
況をよ
く確認
して行
動する
べきで
あっ
た。

子どもは突
然走り出し
たり、しが
みついたり
等想像しな
い行動をと
ることがあ
るので、保
育士はそば
に子どもは
いないかな
ど周りの状
況をよく確
認してから
行動に移す
よう普段か
ら心掛けて
いく。

4397

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

92 0 0 0 29 33 30 0 7 7 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(隔)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット報
告の後の
振り返り
が深くで
きていな
い。

怪我、事
故等起
こったと
きはもち
ろん、普
段から職
員間でヒ
ヤリハッ
トの共有
をし常に
危機管理
意識を
持って保
育にあた
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

園庭の広
さに対し
て戸外で
遊ぶ子ど
もの人数
が多かっ
た。

子どもの
遊びや人
数により
園庭の使
い方を検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
等遊びに
夢中にな
ると周り
が見えな
くなって
しまうこ
とがあ
る。

遊びに応
じて周り
をよく見
てから始
めたり、
時間、場
所を調節
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と手
をつない
で小走り
しで移動
してい
た。　

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

戸外遊び
中で、子
ども達の
遊ぶ様子
を見なが
ら、登園
した子ど
もの保護
者対応を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
ぶ子ども
達をみな
がら大縄
を回した
り、ブラ
ンコを揺
らした
り、子ど
も一緒に
鬼ごっこ
をしてい
た。

園庭に
いる職
員同士
の連携

一人ひとり
の職員が子
どもの動き
を把握し、
お互い声を
掛け合って
危険の回避
に心掛け
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4398

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 21 22 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

挫創（右
頬部）顔
面急性皮
膚炎

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

滑り台か
ら飛びお
りたりし
て、滑り
台本来の
遊びをし
ていない
ため。

滑り台の
遊び方
（飛びお
りたりし
ない）こ
との指導
の徹底を
計る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

小さい子
ども用の
遊具なの
で、上に
乗ること
は想定さ
れていな
い。

滑り台の
上に乗っ
たときに
滑ったり
しないよ
うな滑り
止めを
張ったり
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

発達段階
を踏まえ
た遊具の
配置が考
慮されて
いない。

見守りが
しやすく
なるよう
な遊具の
配置を考
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通
り、朝か
ら登園し
ている。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任が離
れたとこ
ろから見
守りをし
ていたた
め、事故
発生を未
然に防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任とは
別の方角
を見守っ
ていたた
め気づく
ことがで
きなかっ
た。

保育者
の見守
りの分
担がで
きてい
なかっ
た。

保育者が見
守りを分担
して、見守
りに死角が
ないように
する。

4399

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 17 2 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第5趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
４　)回/
年

2.基
準配
置

職員１名
がピアノ
を弾いて
おり、１
人ひとり
の子ども
に目が届
きにくく
なってい
た。

園児の活
動内容に
応じて、
手が空い
ている職
員に入っ
てもらう
などの対
応をする
ようにす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

2.不定期
に実施

　実施頻
度(４８)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

特になし

必要に応
じてマッ
トを敷く
などの対
応をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

週末の夕
方で疲れ
が出る時
に、卒園
式の練習
をした
り、リズ
ミカルな
歌をう
たって気
持ちが
昂ってし
まった

その時の
子どもた
ちの姿の
見極めを
すると共
に、気持
ちがクー
ルダウン
できるよ
うに、話
したり歌
の曲目を
考える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り登園
し、活動
的であっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちが楽し
く歌を
歌ってい
る時に、
一人動か
ずじっと
していた
のでおか
しいと思
いどうか
したかと
聞くと足
が痛いと
言うの
で、すぐ
に事務室
に連れて
きた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

１名はピ
アノを弾
き、もう
１名は全
体を見な
がら一緒
に歌をう
たってい
た

子ども
たちの
様子を
見なが
ら、曲
を選ん
で歌う
ように
すべき
だった

夕方の活動
の見直しと
子どもたち
の様子の見
極めをする
よう周知し
た

4400

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

9 2 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
の亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(4)回/年

1.基
準以
上配
置

・ヒヤリ
ハットの
報告を細
かく行
い、職員
間で共有
し、危機
管理意識
を高め
る。
・転倒か
ら身を守
ることに
つながる
ような運
動遊び
を、日頃
から意識
して取り
入れる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

点検を確
実に行
い、異常
があれば
速やかに
対応す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒しや
すい年齢
であるこ
とを常に
考え、遊
びを見守
り、子ど
もの様子
に目を配
り、瞬時
に対応で
きるよう
な体制作
りに努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2歳児全
体の様子
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・怪我につ
ながるよう
な危険箇
所、行動な
どの共通理
解を図り、
事故防止に
努める。
・報告を速
やかに行
い、複数で
確認する。
・子どもの
言葉を鵜呑
みにせず、
痛いところ
以外も丁寧
に確認す
る。

4401

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 10 10 2 2 5歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

打撲（上
下前歯右
側）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

安全に関
する研修
などを実
施する回
数が少な
い。

安全に関
する研修
を定期的
に開催す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
2　)回/年

床がすべ
りやす
い。

主に、用
務員の方
が点検し
てくれて
いたが、
保育士の
目線でも
施設点検
を行う。
安全係を
設けて、
年４回
は、点検
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

前日の寝
不足もあ
り、身体
のコント
ロールが
難しかっ
た。

子どもの
生活リズ
ムを把握
し、活動
を考えて
いく。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

普段は、
戸外に出
ることが
多いが体
調も考慮
し、ホー
ルが空い
ていたた
め、リズ
ム遊びを
する。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

友達同
士、呼吸
を合わせ
ること、
ぶつから
ないよう
広いとこ
ろで行う
ことを事
前に伝え
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

別の園児
と近くで
リズム遊
びをして
いて、手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

新しい
リズム
遊びが
うれし
くて、
浮足
立って
いた。

２グルー
プ、３グ
ループ等に
分けて、少
人数で行
い、すぐに
対応できる
場所にい
る。

4402

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

2 1 1 3 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故が起
きた時間
に登園し
ていたの
が本児と
その弟だ
けだった
ので、保
育士１名
以外はそ
の場所に
いなかっ
た。

園児が少
数でも保
育士は２
名以上つ
くように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊ぶ物が
準備され
ていな
かったた
め、手持
ち無沙汰
だった。

落ち着い
て遊べる
環境を用
意する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

前日の帰
り時間も
少し興奮
気味だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

２番目に
登園して
きた園児
を迎える
ため、テ
ラスに出
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
の加湿器
をかけた
り、保育
準備をし
ていた。

園児の
いる場
所に保
育士が
１名し
かいな
かっ
た。

複数で子ど
もの見守り
をするよう
に徹底す
る。

282 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4403

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

18 4 4 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

２歳児学
級の基準
人員配置
に一人増
員して保
育をして
いたが、
運動遊び
を見守る
ためには
足りな
かった。

動きが多
く、運動
遊具や用
具を使う
遊びに
は、保育
士をもう
一人増や
して対応
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

運動遊具
の配置に
より、子
どもが
走ったり
交差した
りしやす
くなって
いた。

子どもの
動線を考
え、間隔
にゆとり
をもった
遊具の配
置をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊具と遊
具の間を
友達と
走って移
動しなが
ら遊んで
いた。楽
しくて夢
中で走っ
ている時
に友達に
ぶつかっ
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を把
握してい
たが、対
象児の近
くにいな
かったた
め、興奮
状態の子
どもたち
にすぐに
言葉をか
けること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を把
握してい
たが、対
象児の近
くにいな
かったた
め、危険
な動きに
気付かず
対応でき
なかっ
た。

特にな
し

運動遊びを
する時は、
常に子ども
の動きを追
い、危険察
知をしてい
く。危険が
予測される
場合は、す
ぐに対応を
し未然に事
故を防
ぐ。、

4404

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 36 24 5 4 3歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

園児人数
に対して
職員の人
数は基準
を満たし
ていた。
職員は、
園児が遊
んでいる
場所に
各々が配
置してい
た。

必要な人
数で保育
を行うこ
とはでき
ていた。
また、園
児が遊ん
でいる場
所に職員
がつくこ
とはでき
ていた。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回以
上/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
2　)回以
上/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
1　)回/2
〜3日

毎朝、園
庭の掃除
と遊具の
点検を
行ってい
る。遊具
には問題
なかっ
た。雲梯
の周囲や
下は掃除
してお
り、事故
につなが
るような
ものはな
かった。

園児が安
全に遊ぶ
ことが出
来るよ
う、毎日
の安全点
検を継続
してい
く。　危
ないと思
われる箇
所があっ
た時は、
その都
度、対応
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

約束をし
ている
が、
時々、子
供達だけ
で行って
いること
がある。
子供は、
楽しくな
ると約束
事を忘れ
てしまう
可能性が
高い。

戸外遊び
の時は、
約束事の
確認を子
供達と毎
回行う。
遊んでい
る間に忘
れること
もあるた
め、その
都度、声
を掛けて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調は良
好だっ
た。園庭
に出た時
は、他の
遊具で遊
んでいた
が、しば
らくし
て、一人
で雲梯に
ぶら下が
り遊んで
いた様
子。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

雲梯で遊
ぶ子がい
なかった
ため、雲
梯のとこ
ろにはい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

雲梯で遊
ぶ子がい
なかった
ため、そ
れぞれ、
園児がい
る他の場
所に配置
してい
た。

園庭で遊び始
めた時は、雲
梯で遊ぶ子は
いなかったた
め、子供達が
遊んでいる箇
所に、各々が
配置してい
た。雲梯をす
る時は、職員
と一緒にする
ことを約束を
しているが、
時々、子供達
だけでしてい
ることもあ
り、その都
度、約束の確
認をし、雲梯
に必ず職員が
つくようにし
ていた。今
回、本児が1人
で雲梯をして
いることに気
付くことがで
きなかった。
職員の視線や
向きが、雲梯
の方まで行き
届いていな
かったと思わ
れる。

それぞれの
場所に配置
をするが、
全体が見え
る向き、視
線の向け方
を考えなが
ら見守る。

4405

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

34 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

2.基
準配
置

マニュア
ルを再検
討し、園
内研修に
より職員
に周知を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

更に安全
を考えた
コースを
検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

三角コー
ンを立
て、Ｕ
ターンを
行ってい
たが、急
に曲がり
すぎてい
なかった
か。

Ｕターン
やカーブ
が緩やか
に曲がれ
るよう
に、三角
コーン等
の置き方
を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスの
子が走っ
ている中
央付近を
伴走して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

コースの
各ポイン
トに立
ち、声を
かけたり
見守りを
してい
た。
対象児が
転倒した
至近距離
でも職員
が見守見
守ってい
て、気を
付けて回
るように
声をかけ　
　誘導し
ていた。

危険個所に
立つ（コー
ナー等）職
員の配置方
法や声かけ
等について
再検討す
る。

4406

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

170 8 17 27 41 34 43 24 24 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

・子ども
達が好き
な遊びを
選び、園
庭で遊ん
でいたた
め子ども
の把握が
十分でな
かった。
・担任は
他児と駒
回しをし
ており、
固定遊具
につく保
育士がい
なかっ
た。

・固定遊
具に保育
士がつく
ようにす
るととも
に全体を
みる保育
士を置
く。

1.定期的
に実施

実施頻度　
　毎日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度　
毎日

・遊具に
子どもの
手や足が
入る隙間
があっ
た。
・園庭か
ら死角に
なる位置
に総合遊
具があ
る。

・隙間は
タオルで
埋めて手
や足が入
らないよ
うにす
る。
・固定遊
具で遊ぶ
際は必ず
保育士が
つくよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・遊び慣
れた遊具
であるた
め、登っ
ていけな
いところ
から登っ
てしまっ
た。

・子ども
達の遊ぶ
様子をみ
ながら、
危険行動
は注意す
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・友達と
一緒に
色々な遊
びをし、
日常的に
遊ぶいつ
も通りの
様子だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・他児が
駒回しが
出来ずコ
ツを教え
てほしい
と言われ
たり、回
せるよう
になった
子どもに
見ててほ
しいと言
われ一緒
に駒回し
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・乳児組
担任が砂
場で子ど
も達と遊
びなが
ら、その
付近で遊
ぶ子を見
守ってい
た。
・幼児組
担任は他
の固定遊
具につい
ていた。

・総合
遊具は
乳児が
主に遊
んでい
て、幼
児組担
任は近
くにい
なかっ
た。

・戸外遊び
の際は全体
を見守る職
員を配置さ
せる。特に
死角となる
ところには
職員がつく
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4407

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 5 15 6 6 1歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故が
あった場
合、全職
員で内容
を確認す
る

職員の立
ち位置を
決める

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

他の部屋
と比べて
床が固い
ので、
走った
り、ジャ
ンプをし
ない様注
意する

床の改修
予定であ
る(R2年2
月)

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

椅子を
持っての
移動など
は特に気
を付ける

片付けを
する時、
保育士と
一緒に行
う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

部屋の中
を移動す
る際走っ
て移動し
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

清掃中
だったの
で対象児
の至近に
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

転んだ直
後声掛け
をし、
抱っこし
た

活動の
変わり
目で、
子ども
たちが
一斉に
動いて
る時
だった
のでバ
タバタ
とした
雰囲気
だった

危険な行動
をしている
所を見かけ
たら注意す
る。

4408

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

23 2 2 3歳
2.女
児

元気な様子
で登園　体
調等は良好
であった

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

担任以外
の保育士
配置され
ていた

担任以外
の保育士
が保育す
るときに
は園庭遊
びの活動
範囲を狭
める等の
配慮をす
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

うんてい
棒には異
常はな
かったが
3歳児に
は高さが
あった

うんてい
棒の使用
は月齢や
運動能力
を見極め
補助をす
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

年齢的に
うんてい
棒は高さ
があり補
助が必要
だったが
怠った。

個々の運
動能力を
見極め、
手を添え
る等の援
助をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気な様
子で登園　
体調等は
いつもど
おりだっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
至近で見
守ってい
た。うん
てい棒か
ら降りら
れなく
なってい
る所を発
見したが
間に合わ
ず転落し
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児か
ら少し離
れたとこ
ろで他の
児童を見
守ってい
た

担任以
外の保
育士が
配置さ
れてい
た

担任以外が
保育をする
場合は遊ぶ
範囲を限定
する等の配
慮をする

4409

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

21 11 10 2 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘関節周
辺の骨
折・脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

児童が遊
具を頭か
ら滑るこ
との想定
が薄かっ
た

遊具の使
い方、危
険性を職
員間で再
度確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　)
回/年

遊具に異
常はな
かった
が、遊び
方を誤り
落下する
と高さが
ある為大
怪我に繋
がる

遊具の使
い方を
しっかり
と伝え、
見守りを
徹底する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具を頭
からすべ
り、遊び
方を誤っ
た為

遊具の遊
び方を
しっかり
と児童に
伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気な様
子で登園　
体調等は
良好で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の遊
具をすべ
る様子を
見て危険
を感じた
が静止す
る間もな
くすべり
落下す
る。本児
が倒れて
いるとこ
ろへ駆け
つけ対応
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当保育
士が本児
の対応す
る様子を
見てその
場へ駆け
つける

遊具の
至近に
保育者
が配置
されて
いな
かった

保育者の配
置場所に留
意する

4410

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

8 6 6 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

研修も受
け、職員
配置人数
も基準を
満たして
おり、１
人補助も
いた。

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

チェック
シートを
用いて
行ってお
り、今回
は遊具や
施設の不
備でおき
た事故で
はない。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

担任保育
士は、す
ぐそばで
見守って
おり、目
を離した
わけでは
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

畑に入っ
たボール
を取り出
すことが
できた達
成感を味
わった後
走った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

足の状態
を確認し
たとこ
ろ、特に
腫れたり
怪我した
りしてい
なかった
ので、念
のため冷
やす。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食の時
間だった
為、室内
で保育中
だった

チェック
シートに
「園庭全体
水を含んで
おり滑る」
と記載され
ていたのに
事前に子ど
もに周知し
ていなかっ
たので、必
ず伝えるよ
うにする。

4411

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

35 18 17 2 2 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ
(右肘
頭）骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

園外活動
について
保育士そ
れぞれの
認識のち
がいがあ
る。

園内研修
において
事故に対
する認識
を職員間
で統一す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園内で
の活動内
容につい
て詳細さ
に欠けて
いた。

公園内で
の過ごし
方や保育
士間での
連携の取
り方につ
いて今回
以上に計
画を密に
立てる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
活動的な
遊びを好
み,雲梯
をするこ
とに自信
をもって
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
見ていた
が落下に
間に合わ
ず、けが
に至って
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

公園内の
遊具のあ
る場所以
外で遊ん
でいる子
の対応を
してい
た。

雲梯か
ら落下
した場
合どの
ような
ことに
なる
か、
個々へ
の言葉
かけ働
きかけ
が少な
かっ
た。

雲梯を使用
する場合ど
のようなこ
とに注意す
べきか事前
に確認す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4412

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

85 0 0 20 21 23 21 7 7 3歳
2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(4～5)回/
年

1.基
準以
上配
置

園内研修
季節ごと
の遊び
（散歩・
遊具・水
遊び・園
庭の遊
び・冬の
遊び等）
が始まる
前にファ
イルにま
とめた注
意すべき
点につい
て確認・
意見を出
し、周知
してい
る。

自由遊び
の片付け
時の職員
の配置・
見方を再
度確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

改善すべ
き点がな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

片付け
後、移動
や各組並
ぶ時は走
らない様
に子ども
達に伝
え、保育
士もその
都度、声
掛けをし
ている。

片付けを
しながら
全体の様
子を把握
すること
を再確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

部屋・廊
下・ホー
ル片付け
時、移動
は走らな
い様にお
話・声掛
けをして
いるが
走って移
動してし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

片付けな
がら担当
していた
コーナ付
近や全体
の子ども
の様子を
みる様に
していた
が、対応
できてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片付けを
している
職員や危
険がない
ように先
に２歳児
の集まり
をする職
員がい
た。

子ども
の突発
的な動
きを想
定し
て、対
応する
様にし
ている
が走り
出そう
とする
子にす
ぐ声掛
けの対
応がで
きたら
よかっ
た。

職員1人1人
の意識を高
め、事故の
起きない設
定・配慮を
していく様
にしてい
く。打合せ
や個々に再
度確認・話
し合いをし
再発防止に
務める。

4413

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

26 2 2 6歳
1.男
児

母親からの
遺伝で骨形
成不全（軽
度）の既往
症がある。
前の保育所
で鎖骨を骨
折したこと
がある。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折(右
足の甲）

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２～３)
回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(２～３)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(２～３)
回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

排せつを
済ませ、
トイレか
ら部屋に
歩いて移
動してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

1名はト
イレ内で
の見守り
に従事。
もう1名
は給食準
備を他の
児童と一
緒に行う
ために室
内にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任2名
で保育を
していた
ため、他
の職員は
見ていな
い。

こども
の見守
りを
しっか
り行っ
ていた
が、今
回事故
が起
こっ
た。

今後も2名体
制をとりな
がら注意深
く見てい
く。

4414

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

43 14 15 14 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ上
部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

３回

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12回
1.定期的
に実施

12回
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気よく
登園。朝
9時半園
庭で鉄棒
遊びをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
の子ども
の状況を
確認しな
がら他児
と遊んで
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児と遊
んでいた
ので当該
児童の様
子は見て
いなかっ
た。

以前か
ら鉄棒
の上に
座る行
為はあ
り、気
をつけ
て見
守って
いた。

鉄棒の上に
座ることを
禁止し再発
防止に努め
る。また、
職員一人一
人が危ない
遊びを目視
したら見逃
さず禁止し
注意を促
し、持ち場
を離れる時
は他の保育
士に声をか
け安全確保
の体制を図
る。

4415

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 2 1 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

基節骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走る場所
は安全の
ため十分
確保でき
ていた
か。

走る場所
を広くと
るために
子どもの
ロッカー
の移動場
所を見直
し、子ど
も同士が
間隔を十
分とり、
安全に体
を動かせ
る環境を
設定す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

体を動か
すことが
楽しくて
仕方がな
いという
様子が見
られた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児との
間隔を取
り、ゆっ
くり走る
ように声
をかけた
り、間隔
が狭くな
ると注意
しつつ、
一緒に
走ってカ
ウントを
取り一定
のペース
が保てる
ようにし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの職員
はそれぞ
れのクラ
スで保育
してい
た。

指導員と保
育士は、ラ
ンニングの
目的とルー
ルを理解で
きるように
子どもに伝
え、子ども
たちは理解
したうえで
スタートし
ていたか。
また、想定
できる危険
も伝えてい
たか。

運動の目的
とルールを
明確にし理
解している
ことが確認
できてから
スタートす
る。想定で
きる危険を
知らせるこ
とによっ
て、ルール
を身につけ
ることが大
事だという
ことを指導
していく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4416

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 0 0 0 5 5 4 0 2 1 3歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2.基
準配
置

事故が発生した
17：30～18：00
の時間帯は保護
者の迎えが多い
時間帯である。
事故当日のその
時点では迎えの
保護者に常勤保
育士が立って対
応していた。事
故が発生した場
所(舞台)には背
を向けており、
子どもの状況の
変化に瞬時に気
づかず、舞台下
に落ちた後、泣
いたことにより
気づいた。さら
に、保育補助者
を配置していた
が、子どもと共
に玩具の片づけ
をしており、全
体の子どもを把
握するという認
識はしていな
かった。保育補
助者の役割も不
明確であった。

17時15分から18時ま

での遅番保育の職員

体制を見直す。常勤

保育士と保育士資格

のある保育士の配置

を徹底する。保育補

助者は役割(遊具・

玩具・荷物・テーブ

ルなど整理整頓し、

保育室の安全を保つ

等)を明確にし、認

識をする。保護者の

迎えの時の対応は、

保護者は必要な程度

とし、連絡帳やお知

らせボードにて伝え

ることとし、個別面

談等、保護者としっ

かりと連携を取れる

体制を整備する。子

どもたちが安全に過

ごし延長保育の保育

室への移動がスムー

ズにできる活動を実

施し、全体を把握す

る保育士と保護者へ

の引き渡しをする保

育士と役割を明確に

する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遅番の時間帯に
使用する保育室
として、子ども
たちの安全な生
活の場の環境の
観点から、事故
が発生した場面
は、15時から18
時までの3時間の
経過のなかで、
遊びの工夫がで
きていなかっ
た。おやつのあ
とに机上での活
動も終わり、机
のみが部屋にあ
り、舞台前の空
いたスペース
に、シートを2枚
敷いたうえでブ
ロック遊びをし
ていた。片付け
をする頃から舞
台の上に子ども
たちが数名登
り、互いにじゃ
れ合うように
なっていった。

おやつから
遅番の時間
帯に使用す
る保育室の
環境におい
て、安全な
遊びの環境
を設定でき
るよう、子
どもの動線
に応じた遊
びの場と、
時間の流れ
と共にマン
ネリ化しな
い遊びの内
容の工夫、
保護者の迎
えから降園
がスムーズ
にできる工
夫を検討し
た。

7.その
他

高さ40セ
ンチある
舞台を
使った活
動や自由
に行き来
しやすい
環境を作
らないよ
うにす
る。

舞台の上
での活動
は基本的
に行わな
い。舞台
の上は絵
本を読む
スペース
として仕
切りで覆
い、舞台
上の活動
の際には
仕切りの
中で遊ぶ
こととす
ることに
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　
　一日を
通して落
ち着いて
過ごせる
ことが多
いが事故
当日は気
持ちが高
揚し、　
舞台の上
に上がっ
たり下り
たり、友
だちと押
し合った
り、、身
体をくっ
つけて遊
んでいる
様子が見
られた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士は
保護者対
応中で子
どもたち
の動きに
視線が向
けられて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育補助
者は、子
どもたち
の中に
入って片
づけをし
ていた。
保護者対
応をして
いる担当
保育士の
状況を察
知して、
全体の子
どもの様
子を見る
ことがで
きていな
かった。

保育補
助者以
外の保
育士の
配置は
してい
なかっ
た。

保育士の基
準配置以上
に配置が必
要な場合が
あるため、
保育士1名と
保育補助1名
の配置では
なく保育士2
名の配置を
できるだけ
行う。

4417

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

　 19 2 1 6歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

マンネリ
化での意
識の低
下。

常に保育
士が危険
を予測し
て動く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

床が滑り
やすく
なってい
た可能性
もある。

複数の目
で環境整
備、細か
く点検を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

通路が狭
かった。
（足元、
周りに原
因になる
物はな
い）

子どもが
通る通路
の確保。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

テーブル
とテーブ
ルの間
（１～２
ｍ）を歩
いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども全
体が見え
る場所に
立って、
転倒する
瞬間を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

片付けの
確認及び
援助。

保育士
の立ち
位置。

通路、テー
ブル周りの
環境の確
認、保育士
が危険を予
測して動
く。

4418

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

49 21 28 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

今回の怪
我に関し
ては、遊
具の不備
や遊び方
のまずさ
がその原
因ではな
く、また
他児が関
わってい
るわけで
もなく
うっかり
手を離し
てしまっ
たことに
よるもの
なので改
善策が難
しいと感
じる。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

特にな
し。

これまで
以上に安
全点検に
は配慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段から
活発で運
動遊びも
得意な園
児だった
ので、雲
梯から手
を離して
落下する
かもしれ
ないとい
う予測が
出来な
かったこ
と。

いろんな
ことを想
定して保
育する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭遊び
全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

雲梯の
近くに
保育士
がいな
かった
こと。

特になし。

4419

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

15 3 3 2歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

6.その他
顔面(口
腔内含
む)

右目尻挫
滅創

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

2.基
準配
置

職員全員
に周知し
て事故の
再発防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ベランダ
を点検
し、柵に
錆が見ら
れたの
で、ペン
キを塗り
なおし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

絵本を見
ている時
に絵本に
ぶつかっ
たか、立
ち上がっ
て窓ガラ
スにぶつ
けた可能
性が高い
と思われ
る。

ベランダ
を再点検
するが、
危険と思
われる箇
所は見つ
からず。
絵本箱も
ダンボー
ルに布を
貼ったも
ので危険
な箇所は
見つから
ず。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ベランダ
で絵本を
見ている
時に、対
象児が振
り向きざ
まに右目
尻から出
血してい
ることに
気が付
く。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１人目は
ベランダ
で対象児
の横から
全体を見
守れる位
置にい
た。
２人目
は、１～
２ｍ離れ
たところ
で、部屋
で掃除機
をかけな
がら、子
ども達の
様子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

所務主事
の休みに
より、洗
濯当番
だったた
め、部屋
の前の洗
濯室と部
屋を行き
来してい
た。

２人で子ど
もを見守
り、もう１
人が掃除
機・洗濯を
行うべき
だった。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4420

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

55 4 4 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

研修等は
実施して
いたが、
日常と変
わらない
状況や環
境であっ
たため、
危機予測
が不十分
であっ
た。

常に危機
管理意識
をもち、
事故やケ
ガへの対
応の仕方
を職員で
共通に
し、確実
に対応で
きるよう
にしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

床に水や
汚れがあ
ると滑り
やすく、
転倒の可
能性があ
る。

日頃から
点検や清
掃を確実
に行い、
必要に応
じて修繕
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

日頃の環
境や保育
内容と変
わりない
状況であ
り、子ど
もにも目
立った行
動はな
かったた
め、特に
ケガが起
こること
を意識し
ていな
かった。

職員同士
で常に声
をかけあ
い、危険
が予測さ
れる園児
は近くで
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
話をしな
がら、園
庭に出る
準備をし
ていたた
め、本児
自身の注
意力が欠
けてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員は近
くに配置
してい
た。本児
が特に動
き回って
いたわけ
ではな
く、いつ
も通り床
に座った
時に不意
に起こっ
た事故で
あったた
め、本児
の泣き声
で異変に
気付い
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に出
た子ども
と一緒に
外へ出て
いたた
め、対象
児の事故
見ていな
かった。

近くで
見守っ
てはい
たが、
私語が
多いと
注意力
や集中
力が欠
けるこ
とへの
指導が
不十分
であっ
た。

危機管理意
識を常に持
ち、日常の
些細な動き
や行動で
も、時には
事故やケガ
につながる
ことを常に
念頭にお
く。

4421

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

15 1 1 4歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中指
薬指骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
48　)回/
年

2.基
準配
置

ビスで固
定されて
いる中板
が、負荷
によりど
のように
作用する
のか認識
できてい
なかっ
た。

棚のリス
クを職員
間で検証
し、周知
してい
く。ま
た、中板
をテープ
で固定し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
２４０　)
回/年

設置され
ている棚
が位置に
よって死
角にな
る。

棚は固定
されてい
るため、
中に入っ
ても中板
が落ちな
い状態に
してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

通常収納
してある
避難
リュック
と防災頭
巾がな
く、中板
が動く状
態だっ
た。

全体の棚
の高さ98
㎝に対
し、中板
を上から
24㎝に設
置して
あったも
のを下
げ、固定
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

避難訓練
から戻っ
た際、話
をしたが
少し落ち
着かない
様子だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
含め、3
名が棚の
後ろに
行ったこ
とは目視
で確認し
ていた。
その後、
他の園児
に１～2
分話をし
てから、
避難
リュック
と防災頭
巾を棚に
戻しに行
くと、対
象児が手
を押さえ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任一名
だったの
で、他の
職員はい
ない状況
だった。

棚の中に荷
物が入って
いない状況
で、その中
に園児が入
り込むこと
まで予測し
きれていな
かった。ま
た、園児が
中に入り中
板を押し上
げ、垂直に
落ちるとこ
ろまで予測
できていな
かった。

棚がいつも
と違う状況
の中で起こ
る可能性が
あることを
すべて想定
し、環境面
を整える。
保育の中で
こどもたち
とも室内の
危険な場所
について確
認してい
く。

4422

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

20 0 0 0 0 0 0 0 2 2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

複数担任
であると
安心せず
に常に子
どもの動
きに注意
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/月

安全な場
所である
からと過
信せず、
常に子ど
もの動き
に気を配
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段と異
なり、
広々とし
た空間で
子ども達
の気分が
高揚して
いた。

屋上での
経験を十
分行い、
慣れるよ
うにして
おく必要
があっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動遊び
にはやや
消極的な
面があ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

やや離れ
た場所で
一緒に遊
びながら
他児を見
ていた。

遊びを
始めた
ばかり
で、ま
だ十分
に慣れ
ていな
かっ
た。

約束や安全
確認を十分
にし、遊び
始めには十
分注意を払
う。

4423

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 2 6歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
 5 )回/年

2.基
準配
置

常設され
ている掲
揚ポール
なので、
園児も慣
れている
と言う過
信があっ
たよう
だ。

かけっこ
をする際
は、幅を
とり、周
りを見て
から行う
よう園児
に声掛け
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時　　
)回/年

日々の遊
びの中で
園庭を走
り回る事
が多く、
常設の掲
揚ポール
はそれ程
幅をとる
ものでは
ないた
め、園児
たちもぶ
つかる事
無く遊ん
でいた。

園庭で遊
んだりか
けっこを
する際
は、周り
をよく見
て行動す
る様、園
児たちに
声掛けを
すると共
に、保育
士も園児
たちの動
きから目
を離さな
いように
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日々の遊
びの中で
園庭を走
り回る事
が多く、
常設の掲
揚ポール
はそれ程
幅をとる
ものでは
ないた
め、園児
たちもぶ
つかる事
無く遊ん
でいた。
慣れてい
るという
油断が
あったか
もしれな
い。

園庭で走
る時は、
周りをよ
く見て走
ることを
園児たち
に伝える
と共に、
保育士も
園児たち
の動きか
ら目を離
さないよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児がぶ
つかった
掲揚塔か
らは、15
メートル
くらい離
れた所
で、担任
は園児た
ちの動き
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スは、先
に入室し
ていたた
め、他の
職員はな
し

日々の
遊びの
中で園
庭を走
り回る
事が多
く、常
設の掲
揚ポー
ルは幅
をとる
もので
はない
ため、
今まで
ぶつか
る事が
なかっ
た。油
断が
あった
のかも
しれな
い。

園庭で走る
時は、周り
をよく見て
走ることを
園児たちに
伝えると共
に、保育士
も園児たち
の動きから
目を離さな
いようにす
る。

287 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4424

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

19 19 3 3 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足通・
右第２中
足骨フラ
イバーグ
病・右膝
関節通

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

・壁倒立
をする時
にマット
を敷いて
いたが、
足が落ち
たところ
にマット
がなかっ
た。

・足が落
ちると思
われると
ころには
マットを
敷いてお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・運動会
の活動の
中で、動
くことが
多くなっ
ていた。
・足から
着地する
ことが出
来なかっ
た。

・日々の
活動の中
で体を
しっかり
作ってい
くこと。
個々の発
達の状態
を把握し
て活動援
助をして
いくこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・側にいる
職員が、本
児の体の状
態を把握す
ることが出
来ていな
かったた
め、足から
降りない、
力なく落ち
る感じに
なってしま
うことへの
援助が出来
なかった。

・本児の体
の状態につ
いてとらえ
ておき、活
動の量、援
助の仕方を
考えてい
く。

4425

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

27 　 2 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足　く
るぶしの
ヒビ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

対象児の
クラス全
員で一斉
に走り始
めた。

動き始め
は注意す
るように
伝える。
また、
日々の運
動を行う
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

くじきに
くいよう
な、靴に
してもら
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

屋外で寒
く、体が
あった
まってい
なかっ
た。

準備体操
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段の生
活から物
静かで、
体を動か
すことが
得意では
ない。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
クラスで
一斉に
走ってい
る様子を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
クラスで
一斉に
走ってい
る様子を
見てい
た。

集団の
後方か
ら走っ
てつい
て行っ
ていた

遅れている
ことを気に
せずに、自
分のペース
で走るよう
に指導し
た。

4426

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

17 0 0 0 0 0 0 2 2 4歳
2.女
児

身長
104.4cm　
体重17.2kg　
当日の天候
は晴れ。既
往歴、持病
なし。たま
ごアレル
ギーあり
（生たま
ご、うずら
のたまご、
マヨネー
ズ、親子
丼、たまご
とじ等除去
食提供）。
発育、発達
状況問題な
し。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1)回/年

1.基
準以
上配
置

本児のク
ラスに2
名の保育
者を配置
していた
が、本児
がトイレ
に行く
際、保育
者が同行
しなかっ
た事が要
因といえ
る。

複数の保
育者で保
育してい
る際は、
園児がト
イレ等に
移動する
際、保育
者が付き
そうよう
に気をつ
けてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/日

廊下に
テーブル
を配置し
ている
が、もう
少し端に
テーブル
をよせて
おく必要
があっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児がト
イレに行
く際に、
保育者が
トイレへ
同行して
いなかっ
た。

今後同様
のケース
では、保
育者が出
来るだけ
同行す
る。　今
後も、廊
下では走
らない事
を園児の
皆さんに
伝えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　　　普
段と変わ
らない様
子で、園
庭で元気
に遊んで
いた。本
児がトイ
レに行く
為、園舎
に戻り、
トイレに
行く途中
転倒し怪
我してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　　　担
任は、園
庭にて本
児以外の
園児と一
緒に過ご
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　　本児
のすぐ近
くに居た
が、本児
の転倒を
防げな
かった。

本児が転倒
してしまっ
た際、本児
のすぐ近く
に担任以外
の職員は居
たが、転倒
を防ぐこと
が出来な
かった。ト
イレに同行
している状
態であれば
防げたかも
しれないの
で、今後
は、出来る
だけ同行す
るようにす
る。

園児のトイ
レには、出
来るだけ同
行するよう
にする。
「廊下を走
らない」
を、今後も
しっかりと
伝えてい
く。

4427

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

22 16 6 2 1 4歳
2.女
児

特記なし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

右１・２
外傷性歯
の脱臼　　
　右１外
傷性歯牙
破折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

子どもた
ちと保育
室から
黙ってで
ないと繰
り返し約
束をして
いたが、
トイレが
別部屋に
あること
やお迎え
の時間帯
というこ
とで人の
出入りは
あった。

職員配置
を１名増
やし、そ
れぞれの
役割分担
を明確に
したマ
ニュアル
を作成し
て保育者
の死角を
なくす。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

対象児は
トイレに
行くため
に出たの
ではない
が、延長
保育室に
はトイレ
がなか っ
たためト
イレに行
くために
保育室か
ら出る必
要があっ
た。

延長保育
室で遊び
も生活面
も保障で
きるよう
に、トイ
レがある
保育室を
延長保育
でも利用
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児は
トイレに
行くため
に出たの
ではない
が、延長
保育室に
はトイレ
がなか っ
たためト
イレに行
くために
保育室か
ら出る必
要があっ
た。

延長保育
室で安全
に遊びも
生活面も
保障でき
るよう
に、トイ
レがある
保育室を
延長保育
でも利用
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
遊んでい
たが、特
に理由は
なく何も
言わず部
屋から出
て行って
しまう。
それを見
ていたＲ
児が何も
言わずに
出て行っ
たので、
呼び戻す
ために、
あとを追
いかけて
行った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

２名で保
育をして
いたが、
保育室内
でそれぞ
れが他の
子どもと
関わって
いたため
部屋から
出て行っ
たっこと
に気が付
かなかっ
た。

職員の
役割分
担が明
確では
なかっ
た。

保育士を１
名増員し、
それぞれが
どの位置で
どんな役割
をしながら
安全に保育
するのか職
員全員で共
通理解をは
かる。

4428

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

18 14 5 5 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

日頃から
子どもた
ちが気に
入り繰り
返し遊ん
でいたも
のであ
り、子ど
もたちの
育ちを見
守ってい
た時間
だった

慣れた遊
びでも危
険を予知
し、リス
クを最小
限に抑え
られるよ
う、今回
の事故を
全職員共
有し見守
りの体制
を整える

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　）回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

コンテナ
を重ねた
ところ、
及び着地
点は土・
砂だっ
た。

着地点に
マットを
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
心身の発
達、運動
能力の発
達、思考
力等伸ば
していき
たい面を
見守って
いた

怪我が
あったの
でこの遊
びはやめ
る、と短
絡的に結
論は出さ
ず、危険
予知や子
どもの不
測の行動
を念頭に
置き、子
どもの育
ちを伸ば
していき
たい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康で精
神的にも
通常通り

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児か
ら1ｍも
離れてい
ない所に
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当者は
対象児の
動きを見
守ってい
たが、他
の職員は
クラスの
子どもた
ちを見
守ってい
た。

特にな
し

保育者が子
どもの発達
の特徴を再
認識し、見
守りを怠ら
ないよう配
慮する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4429

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

2 1 1 4歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

診断名な
し

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

なし

今後も適
正な職員
配置や事
故予防研
修の実施
に努めて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

なし

今後も安
全点検を
定期に実
施し、安
全な保育
環境を確
保してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

保育状況
に問題は
なかっ
た。今後
も安全に
遊べる環
境を保障
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前日ま
で、トラ
ブル等に
より、友
達を引っ
かいてし
まうこと
が続いて
いたた
め、少人
数で活動
してい
た。当日
は特に気
になる様
子はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の様
子を見な
がら、本
児の近く
でストッ
プゲーム
に使った
ＣＤを片
付けてい
た。

本児は
保育時
間が長
く、夕
方は特
に疲れ
が出て
くる時
間帯で
あった
ことが
考えら
れる。

児童の保育
時間や疲れ
具合などを
確認し、保
育内容を整
えていく。

4430

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 2 2 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(7　)回/
年

1.基
準以
上配
置

今後も継
続してマ
ニュアル
の確認を
行い、職
員全員が
内容を共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
（その都
度）

施設、設
備等が原
因の事故
を防止す
るため、
今後も継
続して点
検を実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児と一
緒の行動
を嫌がり
教室内で
机の上に
乗るなど
の行動を
とってい
た児童1
名に対し
て、保育
士2名の
うち1名
が対応を
していた
ため、玄
関前に整
列した22
名の児童
を保育士
1名で対
応するこ
ととなっ
た。

保育士1
名が個別
対応にま
わってい
たため、
玄関前に
整列した
22名の児
童の動き
に対応で
きるよう
事務所に
声をかけ
職員の応
援を要請
するなど
見守りの
体制が取
れるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭活動
へ向かう
ため5歳
児クラス
の児童が
整列して
いた際、
被災児と
児童Aが
ふざけ
合ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

被災児と
児童Aに
ふざける
のをやめ
るように
注意し
た。
児童の列
が園庭へ
向かって
動き始め
たことを
クラス全
体へ呼び
かけた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と一
緒の行動
を嫌が
り、机の
上に乗る
などの行
動をとっ
ていた個
別対応が
必要な児
童（1
名）の対
応をして
いた。

被災児
と児童
Ａにふ
ざける
事をや
めるよ
うに声
を掛け
たが、
被災児
と児童
Ａの側
に行っ
て気持
ちの切
り替え
ができ
るかを
直接確
認せず
に出発
した。

被災児と児
童Ａにふざ
ける事をや
めるように
声を掛ける
だけでな
く、被災児
と児童Ａの
側に行って
気持ちの切
り替えがで
きるのかを
直接確認し
てから出発
するように
する。

4431

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

9

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

33 13 11 9 3 3 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右中指基
節骨基部
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット会
議にて、
職員の立
ち位置、
合同保育
時の過ご
し方を再
確認し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

狭いス
ペースな
ので大勢
の子ども
がいると
きは、別
の遊びに
誘うよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

対象児が
寝転がっ
ていた場
所が約
１．５㎡
と狭かっ
た。

合同保育
時の過ご
し方を職
員間で話
し合う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
他児が
じゃれ
合って遊
んでいる
のを見
守ってお
り、しば
らくして
から静的
な遊びに
誘おうと
考えてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びを見
守ってい
た

合同保
育時の
過ごし
方を職
員間で
話し合
う。

合同保育に
なる場合は
机上での遊
びを用意す
る。

4432

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

12 　 　 　 　 12 1 1 6歳
1.男
児

アトピー性
皮膚炎の
為、皮膚は
荒れ易く、
熱傷は治り
難い状況
だった

2.室内活
動中

1.負
傷

3.火傷
5.下肢
(足・足
指)

A外
科・・左
大腿部Ⅱ
度　熱傷　
　
B病
院・・・
浅達成　
Ⅱ度（Ｓ
ＤＢ）と
深達成Ⅱ
度（ＤＤ
Ｂ）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(４　)回/
年

1.基
準以
上配
置

主任、園
長が保育
の計画を
未精査で
あった。
熱源を利
用する活
動で複数
人を配置
せず担当
者職員１
名で、活
動場所設
定につい
ても配慮
不足が
あった。

クッキン
グの計画
表と同様
に熱源を
使う活動
の計画書
も別途作
成し主
任、園長
が確認す
る

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度　
(１２　)
回/年

年長児の
日常の連
絡等はク
ラス携帯
を内線に
して使用
している
が、緊急
時におけ
る連絡設
備がな
かった。
防犯カメ
ラに死角
があっ
た。

今後は熱
源を使っ
ての活動
は保育士
等複数の
目がある
ランチ
ホールで
行う。
熱源を
使っての
活動で使
用する道
具は子ど
もにとっ
て安全な
ものを使
用する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今後は熱
源を使っ
ての活動
は保育士
等複数の
目がある
ランチ
ホールで
行う。
熱源を
使っての
活動で使
用する道
具は子ど
もにとっ
て安全な
ものを使
用する。

リハーサ
ルの上で
計画を詳
細に立
て、ゆと
りをもっ
て体験で
きる活動
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

初めての
活動に興
味を持っ
て積極的
に楽しん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
が危険が
伴う熱源
を使用し
ての活動
で対象児
のグルー
プに背を
向けても
う１つの
グループ
の指導を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
は１名で
子どもと
活動をし
ており、
他の職員
は隣室の
午睡を見
守ってい
た。

子ども
たちの
動きを
全て見
渡せる
位置に
担当職
員がい
なかっ
た。

まずは、事前に
物的・人的な環
境の丁寧な整備
を行う。その大
前提のもと遊び
の内容を子ども
たちに伝え活動
を行う。「危険
なこと」への気
付きを促し「安
全の為のルー
ル」を子ども達
と共に確認した
上で、更に子ど
も達の動きを予
測し、保育士の
立ち位置を確保
することに努め
る。

4433

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

11 4 4 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
　2)回/年

1.基
準以
上配
置

転びやす
い園児も
いるので
配慮して
いく

職員全体
で配慮し
ていく

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

床、柱、
壁等に危
険がない
か見る

職員全体
で配慮し
ていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒、衝
突などな
いよう見
守る

職員全体
で配慮し
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自ら走っ
ていて勢
いあまっ
て転ぶ

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ近く
にいた保
育士がけ
がの様子
をみる

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児と一
緒にリズ
ム遊びを
していた

転倒、
衝突な
どない
よう見
守る

走っていて
転ぶ園児も
いるので転
倒に気をつ
ける
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4434

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

12 3 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘上腕
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(4)回/年

2.基
準配
置

子どもの
発達状況
に応じて
鉄棒で遊
ぶ際の指
導能力や
危険予測
に対する
意識が低
かった。

鉄棒含め
運動遊具
で遊ぶ際
は、子ど
もの持ち
手や立ち
位置、身
体の使い
方などが
指導出来
る様に自
己学習を
行い研修
等に参加
し知識を
養ってい
く

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

普段遊び
慣れてい
ない運動
遊具（鉄
棒含む）
を使用す
る際は、
安全な遊
び方の指
導方法
と、子ど
もを介助
する為の
補助方法
の在り方
が不十分
であっ
た。

遊び慣れ
ていない
運動遊具
（鉄棒含
む）を使
用する際
は、一人
ひとりの
発達に応
じて危険
性が異な
る事を意
識する。

7.その
他

運動遊具
（鉄棒含
む）を使
用する際
は、複数
児を同時
に対応し
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り自発的
に好きな
固定遊具
で遊び、
他2人の
他児が鉄
棒をして
いるとこ
ろに来て
他児の真
似をしよ
うとした
ところで
落下。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児と本
児の2名
の鉄棒遊
びへの介
助をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

常に他保
育士と連
携を取り
ながらそ
れぞれの
遊具で遊
ぶ子ども
達を見て
いた。鉄
棒に本児
がいる事
は他職員
も把握し
ていた。

鉄棒か
ら落下
した際
に、す
ぐに本
児の全
身を支
える事
が可能
な位置
に保育
士がい
なかっ
た。

鉄棒を使用
する際は、
ひとりずつ
順番に遊ぶ
事を伝え、
子どもの安
全を確保す
る。

4435

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

24 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
顔面(口
腔内含
む)

鼻骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

安全に関
する認識
が不足し
ていた

現在ヒヤ
リハット
を含め事
故の報告
をその都
度終礼で
行ってい
るが、毎
月の月案
や週案会
議で必要
な事例に
ついて現
場検証を
行い、職
員間で周
知確認を
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（　１２　
）回/年

遊具につ
いては、
不備はな
い

遊具の不
備はな
かった
が、今後
も安全点
検を実施
する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

滑り台
で、遊ん
でいる間
に興奮し
てしまい
ふざけて
しまった

・子ども
たちに遊
具の安全
な遊び方
を再度伝
える
・遊びの
状況に応
じて、随
時声をか
けたり、
クラスで
話し合い
遊具の安
全な使い
方への意
識を高め
る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

・滑り台
を友達と
一緒に繰
り返し
滑ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・週休対
応保育士
１名は倉
庫の遊具
を出し入
れしてい
た。
・加配保
育士１名
は、部屋
に残って
いた２名
と園庭に
出てきた
ところ
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・年長担
任保育士
１名はク
ラスの子
どもたち
と体操を
してい
た。
・2歳児
担任保育
士５名と
遅番対応
保育士1
名は、散
歩に行く
ために、
園庭を通
り過ぎよ
うとして
いたとこ
ろだっ
た。

・各保育士
が園庭で遊
ぶ園児全体
の把握をす
ることがで
きず、自分
のクラスの
安全配慮に
集中したた
め。
・保育士間
で声をかけ
あい安全へ
の配慮がで
きなかっ
た。
・滑り台で
遊んでいる
間に、2人が
興奮した状
況になって
いたが、落
ち着かせる
声をかける
ことができ
なかった。

・戸外遊び時、園
庭の子どもたち全
員の様子が把握で
きるよう、各保育
士で連携し、危険
のないように声を
かけたり、遊具の
側についたりする
ことで安全に遊ぶ
ことができるよう
にする。
・遊具の準備、片
付けをするとき
は、他クラスの保
育士と連携を取り
合い、安全に対応
できる状況になる
ように声をかけあ
う。１クラスの際
は、固定遊具の使
用を避け、倉庫の
遊具を出した後に
遊ぶことにする。

4436

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

12 5 7 3 3 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中指
の創傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
6　)回/年

2.基
準配
置

けがなど
の対処方
法につい
ては看護
師を中心
に研修し
ている
が、予防
に関して
は不十分
だった。

研修内容
の検討を
行い、予
防に重点
を置く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

押し入れ
の扉が引
き戸タイ
プで軽い
ため、2
歳児でも
簡単に開
閉でき
る。力を
入れると
勢いよく
閉まる。

保育室の
押し入れ
の扉を子
どもが開
閉できな
いように
鍵をかけ
る。

7.その
他

押し入れ
の中に
入って遊
ぶ様子は
見られた
が、扉の
開閉によ
るけがの
リスクを
想定して
いなかっ
た。

日常生活
の中で見
落として
いる危険
箇所を再
確認し、
職員間で
共通認識
をもてる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

設定保育
でかくれ
んぼをし
たので、
その続き
を楽しむ
ような感
覚で押し
入れに
入って遊
んでいた
と思われ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

3人の保
育士は、
それぞれ
トイレ、
手洗い、
着替えの
援助をし
ていた。
着替えの
援助をし
ていた保
育士が最
も近い場
所にいた
ので、様
子は見て
いた。扉
が閉まる
瞬間に止
めようと
したが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

排泄援助
の保育士
はトイレ
について
行き、手
洗い援助
の保育士
は後ろ向
きになっ
ていたた
め、着替
え援助の
保育士が
保育室に
いる子ど
もの様子
を見てい
た。

排泄・手洗
いなどの順
番待ちの時
に待ってい
られずトラ
ブルになる
子どもは注
意して見て
いるが、保
育室で楽し
く遊んでい
る子どもは
個別の対応
はせず、見
守ってい
た。

安全と思わ
れる保育室
で友だち楽
しく遊んで
いても、予
期せぬ危険
なことが起
こることを
常に意識し
て保育す
る。

4437

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

28 2 1 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果剥離
骨折　右
足関節前
距腓靭帯
損傷　右
足挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
４　)回/
年

2.基
準配
置

転がし
ドッチ
ボールに
夢中にな
り、いち
早くボー
ルがとり
たいと思
い他児に
取られな
いよう滑
り込むよ
うにして
取りに
行った。

ボールを
取りに行
くとき、
慌てず滑
り込んで
取りにい
かないこ
とをクラ
スの子ど
もたちに
伝えた。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

いつもと違
う状況の時
は特に、転
びやすいな
ど、特徴の
ある子に対
して配慮す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4438

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 23 3 2 6歳
1.男
児

特になし 8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

A⏌外傷
性歯の亜
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

2.基
準配
置

子どもの
行動に伴
う危険を
予測する
ことが不
十分だっ
た。

事故内容
を職員会
議におい
て報告
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

今回の事
故は、子
どもが自
らぶつ
かったこ
とによる
事故のた
め、ハー
ド面にお
いての改
善策は特
になし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体を動か
す遊びで
あったに
もかかわ
らず、危
険のない
ように遊
ぶための
働きかけ
がなかっ
た。

体を動か
して遊ぶ
前に注意
喚起を
し、子ど
もたちに
安全に対
しての意
識を持た
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園後、
保育室で
過ごし、
いつもと
同じよう
に片づけ
をした
後、遊戯
室でサッ
カー教室
に参加し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の子
どもたち
の様子を
見ながら
一緒に
サッカー
教室に参
加してい
た。対象
児の動き
も視界に
入れてい
たが、対
象児がぶ
つかる瞬
間は防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の様
子を見な
がら、対
象児の動
きも視界
に入れて
いたが、
対象児が
ぶつかる
瞬間は防
ぐことが
できな
かった。

園児の人数
に対して職
員の配置人
数は適切で
あるため、
改善点はな
い。

4439

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 12 6 12 4 4 4歳
1.男
児

特記事項無
し

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折、右足
関節炎

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
　1)回/週

2.基
準配
置

雲梯の近
くに職員
はいた
が、いつ
も挑戦し
ているた
め落ちる
かもしれ
ないとい
う危機意
識が足り
なかった

遊びの危
険性につ
いてさら
に細かく
場面設定
した研修
をおこな
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/月

落下場所
が土であ
るが、寒
い時期の
ため土が
硬い

着地面に
マットを
敷く

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特記事項
無し

見守りを
する保育
士の注意
すべき点
を細分化
し、
チェック
体制を強
化する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　雲梯が
一人でで
きるよう
になった
嬉しさか
ら積極的
に取り組
んでいた
が、特別
気持ちが
高揚して
いるよう
なことは
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

自由保育
中のため
雲梯の近
くにはい
たが、個
について
おらず、
落下して
対象児の
状況に気
が付い
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当保育
士は園庭
で他児の
対応をし
ていたた
め、雲梯
にはつい
ていな
かった。

一人で
できる
と安心
しきっ
ていた

ヒヤリハッ
ト、職員の
危機意識を
高める

4440

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 0 4 1 0 1 2 3 3 3歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
右足親指
第1関節

けが当日
は右足親
指捻挫と
診断され
るが、1
月20日骨
折が判明

側弯を
床にす
るよう
な特有
な歩き
方

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
3～4　)回
/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

床面など
に段差や
突起物な
く、特に
ハード面
での要因
はなし。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

兄や友達
と動物玩
具を用い
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
渡せる位
置、且つ
何かあれ
ばすぐに
手を出す
ことがで
きる位置
にいて、
子どもと
過ごして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

室内入口
付近で迎
えに来た
保護者へ
の対応を
しつつ、
視線は全
体を把握
してい
た。

本児の
歩き方
に特徴
があ
り、母
指を巻
き込ん
だのだ
ろうと
推測す
る。

身体の育ち
の見直し、
観察が必
要。３歳半
健診までの
間に、保護
者と本児の
骨格や動か
し方などの
情報を交換
し、必要な
らば医療機
関との連携
を図ってい
く。

4441

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

53 13 13 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

内履き
ズックを
着用して
いるが、
普段から
かかとを
踏む癖が
あり気を
付けて欲
しいと伝
えてい
た。事故
当時はか
かと踏ん
ではいな
かったが
ズックが
足に密着
していな
かった可
能性があ
る。

内履き
ズックは
しっかり
履いてい
るか確認
をする。
かかとを
踏んだあ
との癖が
できてい
るものは
使用しな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

室内で走
るときの
速度につ
いて子ど
もに周知
する。

素足で遊
び、室内
で合い掛
けたり
走ったり
する運動
の速度を
考える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

１つの風
船を追い
かけたこ
とで競争
心が芽生
え、足が
もつれた
のではな
いか。

子ども同
士の身体
の距離を
考慮し遊
び、活動
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと変
わらず過ご
していた。
塗り絵を終
えたため遊
戯室に出て
１人で１つ
の風船を
使って下か
ら打つよう
に遊んでい
た。そこへ
他児（１
人）も風船
をひとつ
持って遊
ぶ。互いに
あそんでい
るうちに１
つの風船を
使って一緒
に遊ぶよう
になった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室の中
も見える位
置で、遊戯
室にある舞
台の上にお
いてある風
船の整理を
しながら対
象児ともう
１人を見て
いた。対象
児が転倒
し、痛めた
肘を押さえ
ながら舞台
に腰掛ける
様子を側で
見る。痛み
の感じ方や
けが部分を
目視で確認
するが腫れ
や変色など
の変化がな
かったた
め、様子を
見ることに
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各担当の
保育室内
にいたた
め、けが
には気づ
いていな
かった。

特になし

4442

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

22 19 19 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

大腿部骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前日、雪
遊びで雪
山へ遊び
に行った
が、元気
に登園し
てきて疲
れた様子
もなくい
つも通り
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
渡せる場
所にはい
たが、他
の子と話
をしてい
て、転ん
だ場面は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

固定遊具
の裏で
走ってい
たので、
見えな
かった
が、すぐ
に駆け付
けられる
距離には
いた。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4443

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

21 22 22 1歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第5指
末節骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

子どもと
遊びなが
らも、子
どもの危
険な行動
の予測を
していく

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

2.不定期
に実施

実施頻度
(6～１２)
回/年

引き戸が
木製で高
さもあり
大きく重
たい。

子どもが
引き戸を
閉めない
ようにす
る。
引き戸に
安全装具
(ストッ
パー)を
設置し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

出入り口
近くに保
育士はい
なかっ
た。

出入り口
付近で遊
ばないよ
うに、子
どもたち
を室内へ
の遊びの
場へ誘っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り自分の
好きな遊
びをして
いたが、
友達への
関心もあ
り、他児
と一緒に
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内の別
の遊びの
コーナー
で他児と
一緒に遊
んでい
て、本児
が出入り
口に行っ
たことに
気づいて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で子
どもたち
と遊んだ
り、トイ
レでおむ
つ交換を
したりし
て、本児
たちの動
きを見て
いなかっ
た。

どの職
員も目
の前の
子ども
だけで
なく、
保育室
内を広
く見守
ること
ができ
ていな
かっ
た。

遊びの場か
ら移動した
り出入り口
近づくに様
子に早く気
づき、職員
同士が声か
け合って安
全を見守る
ようにして
いく。

4444

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

4 17 22 4 4 3歳
2.女
児

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
 １２   )
回/年

2.基
準配
置

角を曲が
る時、外
側が小さ
い子に
なってい
た。

異年齢で
手を繋ぐ
際は、角
を曲がる
時外側が
大きい子
になるよ
うにし、
小回りに
なるよう
にして転
倒を防
ぐ。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１３　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

通行する
廊下幅等
（曲がり
角）が予
想される
動きに対
して狭
かった。

点検を実
施し、結
果を職員
に周知し
共通理解
を図る。

7.その
他

異年齢保
育後であ
り、廊下
を通行す
る中で、
いつも以
上に気持
ちが高
ぶってい
た。

廊下の障
害物をな
くし、安
全に歩行
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と手
を繋いで
前を向い
て歩いて
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

大人数で
の移動
だったの
で、全体
を見なが
ら対象児
も見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

後方の子
どもたち
を見てい
たため、
対象児を
見ていな
かった。

職員間
で連携
がとれ
ていな
かっ
た。

　大人数、
手を繋いで
の移動時の
危険性を再
認識し、十
分注意して
見守るよう
に気を配る
と同時に、
落ち着いて
行動するよ
うに声かけ
等の指導を
行う。
　曲がり角
にフリー職
員がつくよ
うにする。

4445

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 0 0 0 0 0 18 0 2 2 6歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

左足関節
捻挫　左
足関節外
果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
6　)回/年

2.基
準配
置

特になし

ヒヤリ
ハットに
記入し、
職員会議
で改善策
を話し合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外に出
て気分が
高揚して
いた為

戸外に出
る前は、
ルールを
確認する
ことを徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外で友
達と鬼
ごっこを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
の様子を
見守って
いたが、
本児が転
んだ時、
間近にい
なかった
為、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びを見
守ってい
た為

特にな
し

4446

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

8 2 2 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

裂創
(顔）　
挫創
（顔）　
擦過創
（顔）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
６　)回/
年

2.基
準配
置

対象児の
動きを予
測できず
事故を防
げなかっ
た。、

対象児の
普段の行
動を十分
理解した
上で、環
境や関わ
り方を考
える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

子どもが
触りやす
く手を置
きやすい
棚の高さ
である。

棚の角及
びへりを
ガード
クッショ
ンでカ
バーす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

夕方で1
日の疲れ
が出てく
る時間帯
であっ
た。

子どもの
姿を予想
し、職員
間の連携
を十分行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段から
よく動き
回り、落
ち着きが
ない。当
日も保育
室を走り
回ること
が多かっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

絵本コー
ナーに絵
本を返し
に行った
対象児を
目で追い
ながら、
他児と関
わってい
た。対象
児が絵本
を片付け
た終えた
際、対象
児の元へ
行こうと
したその
時に事故
が起こ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のお
むつ替え
をしてい
たため対
象児は見
ていな
かった

目で対
象児を
追って
いた
が、咄
嗟の行
動に対
応でき
なかっ
た。
長時間
保育室
へ移動
するた
めに保
育士の
気持ち
に焦り
があっ
たので
はない
か。

常に子ども
の行動を把
握し、安全
に活動でき
るよう環境
を整える。
保育室移動
の際は、時
間に余裕を
持ち行動す
るように心
がける。

4447

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

20 5 4 2歳
1.男
児

ー
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

ー ー
1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/日

ー ー

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭に他
のクラス
の園児も
いて楽し
そうにし
ていた
（少しう
かれてい
たか）体
が標準よ
り大き
く、体重
も重いた
め手が出
たが衝撃
が強かっ
たのでは

日常の中
での事だ
が体の大
きさや走
るスピー
ド等で転
倒時の強
さが違
う。全体
で状況の
把握を
しっかり
行う。安
全対策を
再確認し
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会前
でどのク
ラスも元
気いっぱ
い大きい
クラスに
刺激さ
れ、より
活発に
なってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くにい
た。移動
する中友
達とうか
れ走り、
足をひっ
かけ転倒
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各々、ク
ラスの子
ども達と
あちこち
にいた。
他の職員
も転倒時
の様子を
見ていた

子ども
達は元
気には
ね回っ
てい
る。

予想もしな
い所で転ぶ
事もある。
その後の様
子もしっか
り見て軽く
判断しない
ようにしよ
う

292 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4448

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

48 0 0 0 16 16 16 0 6 4 4歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右中足骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

怪我のリ
スクが高
い固定遊
具への職
員配置が
不徹底

職員配置
の確認・
保育士の
危険予測
能力の向
上

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　　)回/
年

年齢や発
達に合わ
せた遊具
の選定と
援助方法
の確認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台に
登る時の
リスクを
多方面か
ら予測す
ることが
できな
かった

３～５歳
児の子ど
もたちが
一緒に遊
ぶため、
様々な状
況や動き
の変化が
あること
を予測し
ながら、
保育・援
助を行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

固定遊具
を好み遊
ぶことが
多く、当
日も滑り
台を繰り
返し滑る
様子が
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が見
える位置
で、他児
のけんか
対応をし
ていた
が、対象
児が落下
する瞬間
には間に
合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園に戻る
準備を始
めるた
め、公園
内の子ど
もたちに
声をかけ
集める職
員もお
り、対象
児を意識
的には見
ていな
かった

遊ぶ前
や遊ん
でいる
際に、
靴をき
ちんと
履いて
いるか
の確認
が不十
分

靴をきちん
と履いてい
るかなど、
子どもの様
子・変化に
気を配り、
必要なとき
には言葉が
け・援助を
行う

4449

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 18 16 2 2 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭で遊
ぶ場所を
仕切るた
めにタイ
ヤを置い
ていたの
で、子ど
もの目線
より低く
視界に入
りにく
かった可
能性もあ
る。

園庭であ
そぶ時
は、柵で
仕切りを
して遊ぶ
場所がわ
かりやす
いように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもよ
り活発で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

楽しそう
に走って
いる姿を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児を
見ていな
かった。

気持ち
が高揚
してい
て、注
意力が
散漫し
ていた
可能性
があっ
た。

鬼ごっこを
する前に、
子どもたち
とあそびの
ルールの確
認や注意事
項などを全
体で約束す
る。危ない
場面があっ
た場合はあ
そびを止め
て再度注意
を促す。

4450

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 15 20 20 5 5 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(4)回/年

1.基
準以
上配
置

ミーティ
ング、研
修等によ
り、全職
員が事故
予防に対
する心構
えをし、
知識を習
得してお
く。

死角とな
る場所が
ないよう
に、職員
の配置を
考える。

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
挑戦しよ
うとする
気持ちを
尊重しな
がら、危
険を察知
出来るよ
う側で見
守る。

保育者同
士連携を
取り、危
険のない
よう注意
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯で一
本とばし
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児が遊
具等で遊
ぶのを補
助した
り、見
守ったり
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児の見
守り、補
助

事故・
怪我が
起こる
ような
動きに
いち早
く気付
けるよ
う、職
員の配
置を考
える。

危険度が高
い遊具周辺
は特に配置
を厚くす
る。

4451

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

24 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(８)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度(　
１０　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
４　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
６　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コーナー
にコーン
を置き、
水をまい
て滑りに
くくする
等安全策
を立てて
いたが、
転倒して
しまった

定期的に
所庭の整
地を行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会の
予行練習
中にリ
レーで
走ってい
る時、
コーナー
でバラン
スを崩し
て転倒

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

トラック
内でリ
レーの様
子を見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

トラック
内で子ど
もの並ん
でいる列
の見守り
を行って
いた

運動会
予行日
で、本
人自身
が普段
以上に
張り切
る姿が
あった

リレーをす
る前に子ど
もたちに声
をかけて気
持ちを落ち
着かせてか
ら開始する

4452

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 13 17 2 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コンク
リート地
面の少し
の隙間で
バランス
をくずし
た可能性
がある。

平らに見
える地面
であって
も、隙間
や段差が
ないか確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
声をかけ
た担当保
育士の方
に向かっ
て来てい
るくこと
を確認し
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児を
見ていな
かった。

子ども
を集め
る時に
保育士
の声掛
けに配
慮が必
要で
あっ
た。

クラスをわ
けて集め
る，ゆっく
り歩いて保
育士のとこ
ろに集まる
ようにする
などその場
に応じた声
のかけ方を
考える。

4453

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

3.2歳児
クラス

27 6 6 2歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

前額部裂
創、右前
額部の醜
状瘢痕

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

用水路の
横を歩い
てしまっ
た。

散歩の
ルートの
変更を行
う。

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

予定して
いたコー
スではな
いところ
を歩いた
ため。

散歩コー
スの確認
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最初は、
職員と手
を繋いで
歩いてい
たが、最
後の数
メートル
は自分で
歩くと言
い張り、
職員の手
を払いど
けた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の様
子を見な
がら畦道
の確認や
他児への
配慮を
行っ
た。。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

先頭、中
間、最後
尾と職員
を配置
し、それ
ぞれ子ど
もたちと
見守り、
誘導し
た。

5対１で
歩いて
いたた
め、も
う一人
職員が
付けば
よかっ
た。

職員配置の
確認を行
う。

293 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4454

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

18 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部 眼底骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

毎日アク
シデント
やインシ
デントを
記入して
提出し、
振り返り
も会議で
していた
が、どれ
くらい自
分のもの
として捉
えていた
のか分か
らない面
があっ
た。

他のクラ
スのこ
と、自分
のクラス
は関係な
いという
意識では
なく、何
が起こる
かわから
ない、危
機感を
持って保
育に当た
れるよう
に、研修
の仕方の
工夫や改
善をして
いかない
といけな
い。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

公共の遊
具のた
め、やは
り遊び方
をしっか
り伝えて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒等で
遊ぶ機会
が少な
く, 安全
な握り方
や遊び方
が身につ
いていな
かった。
遊び始め
る前に正
しい握り
方や約束
等をしっ
かりとと
子どもに
話しをし
ていな
かった。

鉄棒や跳び
箱等の運動
器具を使っ
た遊びを増
やし、体の
使い方や安
全な遊び方
を身につけ
られるよう
にする。遊
具で遊ぶ前
は、必ず約
束ことを伝
えたり、正
しい遊び
方、危険な
遊び方を実
際に保育士
がやって見
せて、子ど
もたちに知
らせ、気を
付けること
ができるよ
うにする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士は
鉄棒のそ
ばについ
ていた
が、まさ
か手を放
すことが
あるとは
予想しな
かった。
アッと
思った瞬
間に落下
してし
まった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具で遊
んでいた
子と散策
をしてい
る子と別
れていた
ので、散
策をして
いる子の
方につい
ていた

子ども
は予想
しない
動きを
するこ
と、大
丈夫だ
ろう、
手を放
すはず
がない
等認識
の甘さ
があっ
た。

職員会議を
開き、どん
な時も大丈
夫だろうで
はなく、も
しかしたら
○○がある
かもしれな
い。常に～
だろうでは
なく、～か
もしれない
という意識
を持って保
育にあたる
こと等確認
をする

4455

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 12 11 15 17 6 6 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
4　)回/年

2.基
準配
置

事故が起
きた時に
は、職員
間で情報
共有し危
険のない
よう気を
つけてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

階段に落
ちている
砂が転倒
の原因に
つながっ
たかもし
れない。

外階段に
砂が残っ
ている場
合は、そ
の都度き
れいにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方の合
同保育時
間帯は子
どもたち
も気が緩
む時間な
ので、保
育士が気
を引き締
めて危険
のないよ
うに保育
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

手すりに
つかまっ
て階段を
下りるも
のの、踏
み外し転
倒する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
のすぐ後
ろにいた
が、一瞬
のことで
手を出す
ことがで
きなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、園庭
の遊具近
くなど、
それぞれ
の配置場
所にいた

早く遊びた
くて子ども
の気持ちも
焦っていた
と思うの
で、階段な
ど危険なと
ころは落ち
ついて行動
できるよう
に声がけす
る等工夫が
必要だっ
た。

階段を降り
る際は、手
すりを持っ
て安全に昇
降するよう
にしてい
く。

4456

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 9 15 15 4 4 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

合同保育
中の遊び
方によっ
て起こり
うる怪我
への危険
予知の不
足。

合同保育
時の，遊
びの内容
や遊ぶ場
所の設定
を，職員
間で声を
掛け合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

園庭を
走ってい
て，砂地
に足を取
られた。

園庭の整
備を定期
的に行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
に夢中に
なり，逃
げようと
して勢い
がついて
いた。

年齢に
あった運
動遊びを
取り入
れ，敏捷
性，危険
回避能力
を育て
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で，いつ
もと同じ
ように，
鬼ごっこ
に参加し
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任保育
士も鬼
ごっこに
加わって
いたの
で，離れ
た所から
姿を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任保育
士も一緒
に遊んで
いて目の
前の児に
注意が向
き，転ん
だ瞬間は
見ていな
い。

園庭に
は４人
の職員
がいた
が，鬼
ごっこ
が２グ
ループ
に分か
れてお
り，全
体の見
守りが
不十分
であっ
た。

合同保育時
の園庭で遊
び方，園庭
の使い方，
職員の立ち
位置を再確
認しあう。

4457

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

31 10 14 7 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

外遊びの
際の注意
点を再確
認する。

保育者は
子どもと
手をつな
いで、走
らないよ
う、全体
会議で徹
底するよ
う伝達。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
4　)回/年

公園や広
場等に到
着後、子
どもたち
が遊ぶ前
に、状況
を確認す
る。

地面ぬか
るんでい
る際は特
に注意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他の保育
者に頼り
きらず、
自ら周り
を気にか
けるよう
徹底す
る。

子どもと
一緒に、
全速力で
走らな
い。（万
が一、子
どもと一
緒に転倒
した場合
を想定し
て）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、元気
に走り回
り、保育
者や他児
と一緒に
手つなぎ
鬼を楽し
んでい
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

怪我をさ
せてし
まった園
児と手を
つなぎ、
子どもに
とっては
早いス
ピードで
走り回っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

手つなぎ
鬼をして
いること
はわかっ
ていた
が、広場
の地形
上、転倒
した瞬間
は見えな
い状況
だった。

全体会
議の時
など、1
年に数
回は全
職員に
伝え
る。

子どもと一
緒に走る際
には、子ど
ものスピー
ドに合わせ
て走る。決
して、大人
のスピード
で走らな
い。

4458

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

49 19 30 7 7 6歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

職員も参
加してい
たため、
安全配慮
が不十分
であっ
た。

個々の体
調を把握
しなが
ら、活動
を考えて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
8　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度( 
１２ )回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

周囲で職
員６名が
見守りな
がらの外
野となっ
ていたこ
とで、子
ども達は
より興奮
したと考
えられ
る。

安全で楽
しい環境
作りの徹
底をす
る。体調
が優れな
い子ども
がいた場
合は個別
の対応を
心掛け
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

登園時よ
り疲れが
感じら
れ、自由
遊びの中
でも集中
力や落着
きの無い
姿が見ら
れた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

年長児３
０名でこ
ろがし
ドッジ
ボールを
実施。他
保育教諭
5名と共
に外野と
なりボー
ルを転が
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任と共
に他５名
の保育教
諭が外野
となりラ
イン外で
年長児を
囲みボー
ルを転が
してい
た。年中
児は保育
教諭１名
（支援
員）と共
に見学し
ていた。

３０名
での
ドッジ
ボール
は、人
数が多
く接触
の危険
性があ
る。

ゲームに参
加する人数
を半分程度
にして行う
と衝突は減
るのではな
いか。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4459

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

21 12 9 3 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
牙脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

保育士の
子どもへ
の理解、
潜在危険
への理解
と把握が
不十分
だった。

保育の
チェック
表を活用
し、日々
の保育の
振り返り
や評価反
省しなが
ら保育を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

遊具の配
置や遊び
場の構図
から職員
の配置を
考える必
要があっ
た。

場所移動
する時は
職員同士
が声を掛
け合い、
見守りの
死角をな
くす。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の使
い方は保
育の始め
だけでな
く、その
都度伝え
ることの
できる立
ち位置で
遊びを見
守る必要
があっ
た。

子どもへ
の的確な
対応、指
示や迅速
な指導が
できる立
ち位置を
確保す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに登所
し、園外
保育に出
かけた。
児童公園
で滑り台
を腹ばい
で滑り下
りた際に
怪我をし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

１人の保
育士が滑
り台とど
んぐり拾
いの両方
が見える
場所で遊
びを見
守ってい
た。どん
ぐり拾い
の子ども
達に声を
かけてい
る間に腹
ばいで滑
り下りた
本児と下
にいた子
どもの頭
がぶつ
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

総合遊
具・ブラ
ンコのと
ころに１
人づつ位
置し、遊
びを見
守ってい
た。

どんぐ
り拾い
と遊具
での遊
びを分
けて保
育する
こと
で、
もっと
丁寧な
見守り
ができ
た。

子どもの動
きを想像し
て、保育の
流れを組み
立てる。

4460

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

13 1 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第5指
骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

ボールを
取ろうと
手を出し
たがボー
ルの軌道
が外れた
ため，い
つものよ
うに
キャッチ
ができ
なった。

ボール
キャッチ
を多く経
験し取れ
るボー
ル，取れ
ないボー
ルを知
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５３　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５３)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
５２　)回
/年

園庭の状
況等，問
題はない
と思われ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭に５
歳児１３
名のみで
の活動中
であり，
保育士も
審判とし
てその場
にいた。
改善点と
しては無
いと思わ
れる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに飛ん
できた
ボールに
対して積
極的に手
を出して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッジ
ボールの
審判とし
てコート
の中央に
立ってい
た。クラ
スの動き
を全体で
見渡せる
場所にい
たので，
指を痛め
た様子も
確認して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
他クラス
はいな
かったの
で，誰も
見てはい
なかっ
た。

５歳児１３
名であるた
め，保育士
が１名で保
育すること
には無理は
ないと思わ
れるが，緊
急時を考え
ると園庭に
は複数の職
員での見守
りができる
ようにした
い。

4461

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 3 1 0 3 3 3 7 4 6歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

5.下肢
(足・足
指)

アキレス
腱断裂

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

子どもの
人数が少
ないので
楽しく遊
んでると
油断が
あった。
混合保育
の際、園
庭に子ど
もが出て
いる時は
（園庭と
屋内）職
員配置の
基本をお
こたって
いた。

混合保育
の際の基
本をマ
ニュアル
化し職員
全体のも
のにす
る。保育
リーダー
が、現場
で指導援
助する。
事故の対
応を職員
へ周知徹
底する。
救急法の
研修を重
視する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
週

本来の遊
び方と異
なる使い
方（まま
ごと用の
お盆）ー
木の板に
乗ってす
べること
を想定し
ていな
かった。

ままごと
用の板を
撤去する

4.個人
活動
中・子
どもの
み

遊具の遊
び方につ
いて約束
を守った
使用がで
きていな
かった。

遊具の遊
び方につ
いて改め
て職員子
どもへ周
知する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具の所
で、ふた
りで遊ん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

３～５才
児の子ど
も９人の
内、４・
５才児６
人が、２
人ずつ分
かれて遊
んでいた
が大丈夫
とみてい
たので、
３才児の
子どもの
帰る用意
の際に室
内に入っ
てしまっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

０・１才
児４人を
みていた
ため、み
ていな
かった。

案内にいる
職員と連携
をとって園
庭にでな
かったこ
と、子ども
のやっては
いけないあ
そび（物に
乗って遊具
をすべらな
い）を気付
けていない
職員の力量
不足。

子どもの予
想できない
動きがある
からこそ、
園庭遊びの
際は、連携
をとって
しっかり子
どもを見守
る。保育
リーダー
は、職員の
動きを確認
する。

4462

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

30 2 2 4歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

  右前歯
のぐらつ
き

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１～２)
回/年

1.基
準以
上配
置

他児と異
なる遊び
であった
が空間的
に環境が
整ってい
なかっ
た。

周囲を確
認し、危
険のない
遊びを伝
える。

1.定期的
に実施

実施頻度　
１回/日

1.定期的
に実施

実施頻度　
１回/日

1.定期的
に実施

実施頻度　
１回/日

施設的に
は問題な
いと思わ
れる。

引き続
き、安全
点検を定
期的に行
い、保育
中も危険
な場所が
ないか見
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

３歳児の
年齢に
あった遊
びをして
いたが、
周囲の確
認が必要
であっ
た。

周囲を確
認し、危
険のない
遊びを伝
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外で自
由遊びを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児の頭
と本児の
口元がぶ
つかり、
上唇から
出血が見
られたた
め、すぐ
に口元、
歯の確認
を行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外で遊
んでいる
他の子ど
も達の様
子を見て
いた。

死角に
なる箇
所につ
いて
は、目
を配
り、子
ども達
の遊び
を見守
りなが
ら、怪
我を未
然に防
ぐよう
に努め
る。

怪我に繋が
る箇所を常
に確認し、
迅速な対応
が出来るよ
うに努め
る。

4463

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 0 10 12 0 0 0 4 4 3歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

保育士
は、配慮
が必要な
子と関わ
り、事故
付近の固
定遊具に
配置職員
が不在に
なった。

保育士が
連携し、
事故付近
の固定遊
具に職員
が配置す
る体制を
とる。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

3.未実施
実施頻度(　
　)回/年

たいこ橋
を置く場
所が不安
定だっ
た。

たいこ橋
を安定し
た場所に
置き換え
る．

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
連携し、
全体の子
どもが見
える配置
を考え
る。

固定遊具
の場所に
は、職員
の見守り
が必要

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児の行
動は安定
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児の動
きが視野
に入らな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児トラ
ブルに関
わり本児
が視野に
入らな
かった。

保育士
が連携
し、全
体の子
どもが
見える
配置を
考え
る。

保育士は他
児と関わり
ながら子ど
もの遊びに
配慮が必要
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4464

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

2 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

４歳児の
年齢で鉄
棒の遊び
が、適切
であった
のか。手
を放すと
いうこと
が想定の
中にあっ
たのか、
また他ク
ラスの職
員と連携
はされて
いたの
か、以上
の事を再
度会議で
見直して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

鉄棒は、
必ず大人
が見てい
るが、女
児の動き
が予測で
きなかっ
た。

遊びが分
散する場
合、一度
全員が鉄
棒にいな
いかの目
視を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由遊び
の中で、
鉄棒に集
中出来て
いる時
は、職員
の目も届
いていた
が、他の
遊びに数
名が移っ
ていくと
きに一瞬
の職員の
目が、鉄
棒から離
れた。

職員同士
で、声を
掛け合い
目が離れ
る時がな
いように
していっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　特にい
つもと変
りなく、
いつも出
来ている
鉄棒の前
回りや足
抜きまわ
りはその
日も上手
にやって
いた。新
しい鉄棒
に乗ると
いう動き
に挑戦し
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　他の鉄棒
をしていた
子ども達
が、縄跳び
をしたいと
言い始めた
ので、本児
を含む２名
が鉄棒にぶ
ら下がって
いたのを、
目で確認し
ながら縄を
取りに向か
おうとし
た。その為
よじ登ろう
とした時点
で、すぐに
手を出せる
場所にはい
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　　　出
席児２４
名いたの
で、もう
１名は、
上り棒や
他の場所
で遊んで
いた子ど
も達に目
を向けて
いた。

女児も
自分は
出来る
と過信
してい
た部分
があっ
た。

固定遊具で
遊ぶ場合
は、必ず保
育士がつく
ことになっ
ているの
で、目を離
す場合は他
の職員に声
をかける、
しっかり鉄
棒から降り
たことを確
認する。ま
た再度子ど
もに鉄棒の
使い方の指
導を行う。

4465

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

22 3 3 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

ボールが
少し硬
かったの
ではない
か。

もう少し
ソフトな
ボールを
使用して
いく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

冬場だっ
たため体
が少し冷
えて、硬
くなって
いたと考
えられ
る。

準備運動
をしっか
り行い体
を温めて
から始め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラス全
員でドッ
ジボール
をしてい
る時に外
野を守っ
ていて、
地面にワ
ンバウン
ドをして
外野に飛
んできた
ボールを
取りに行
き　　小
指にボー
ルが当た
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボールの
審判をし
ていた職
員が1
名。他2
名はコー
トの両側
で見守っ
ていた。
ボールが
当たった
後、痛み
を訴えた
為流水で
冷やす。
その後も
痛みが引
かなかっ
たため事
務室にて
保冷材で
冷やす。

ボール
を取り
に行く
ところ
を目で
追って
いた
が、ぶ
つかり
そうだ
と予測
して早
めに声
をかけ
られる
とよ
かっ
た。

ボールにぶ
つかったら
骨折するこ
ともあると
いうことを
職員にも周
知し、子ど
もの動きを
よく見るよ
うに確認し
た。

4466

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

88 24 24 20 20 8 8 3歳
1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

大型遊具
には、保
育士2名
ついてい
たが、下
り棒の対
応と築山
での対応
に目を向
けてし
まった。
ロープか
らは離れ
た場所に
いた。

保育士の
見守り役
と援助役
をしっか
り声掛け
をして意
識しなが
ら保育に
あたり、
立ち位置
や職員配
置を上司
に確認す
るなど、
死角を作
らないよ
うにして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大型遊具
には、保
育士2名
ついてい
たが、下
り棒の援
助と築山
でのトラ
ブル対応
に目を向
けてし
まった。
ロープか
らは離れ
た場所に
いた。

保育士の
見守り役
と援助役
をしっか
り声掛け
をして意
識しなが
ら保育に
あたり、
立ち位置
や職員配
置を上司
に確認す
るなど、
死角を作
らないよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段は三
輪車で遊
んでいる
ことが多
いが、こ
の日は珍
しくエレ
メンツス
ペシャル
のロープ
にて遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

エレメン
ツスペ
シャルの
らせんの
下り棒
と、滑り
台に1人
ずつ保育
士が付い
ており、
「気を付
けてね」
と言葉を
掛けてい
た。しか
し、下り
棒から降
りてくる
子どもの
対応と、
滑り台付
近にある
築山での
トラブル
の対応を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任以外
の保育士
は気が付
かなかっ
た。

エレメンツ
スペシャル
には2人保
育士が付い
ていたが、
それぞれ子
どもの対応
をする時に
対象児から
目を離して
しまった。
又、子ども
をトイレに
連れていく
為保育士が
1人保育室
に入ってし
まった。

職員の配置
が変わる、
持ち場を離
れるような
場合には、
高所で遊ぶ
子ども達を
地面に降り
るように声
をかけ、目
が行き届く
範囲で安全
に遊べるよ
うにする。
また、声を
掛け合っ
て、より意
識を高く視
野を広げて
保育環境に
対応できる
ような注意
力を持つ。

4467

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

67 24 22 21 4 4 3歳
2.女
児

なし
食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯の陥
没  ぐら
つき　上
唇小帯裂
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

特になし 特になし
6.食事
(おや
つ)中

普段から
上履きを
履きたが
らず、履
かないま
まにホー
ルに移動
してし
まった。
靴下を履
いての歩
行、滑っ
てしまっ
た。

靴下のま
ま過ごす
と転倒の
可能性だ
けではな
く足をぶ
つける、
物を足の
上に落と
し怪我に
繋がると
考えられ
る。上履
きを履い
て過ごす
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡明け
はすぐに
ホールに
移動する
ことはな
く、マイ
ペースに
他児より
遅れてお
やつを食
べ始め
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

3歳児ク
ラスの食
事テーブ
ル付近で
他児の食
事援助を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他保育士
は、対象
児から離
れた所で
食事援助
をしてい
た。

幼児組担当
6名の保育
士のうち、
当初3名が
ホールで保
育にあた
り、子ども
の動きに合
わせて後か
ら保育士1
名がホール
での保育に
加わった。
残り2名は
清掃にあ
たってい
た。

子どもの動
きに合わせ
てホールで
保育にあた
る人数を増
やす。
全体的に保
育を見渡す
保育士と園
児を援助す
る保育士と
の役割を
しっかり
し、声を掛
け合って保
育にあた
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4468

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

105 38 33 34 6 6 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１２)回/
年

2.基
準配
置

鉄棒の上
に座るこ
との危険
性につい
て、保育
士の中で
共通認識
不足で
あった。

鉄棒の上
には座ら
ないこと
を徹底し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１７)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

鉄棒の高
さが１０
０㎝あっ
た。

年齢等に
よって、
使う鉄棒
の高さに
気をつけ
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭遊び
の約束事
が曖昧に
なってい
たところ
があっ
た。

約束事に
ついて、
改めて見
直し、改
善したこ
とを職員
全員で周
知する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒でい
ろいろな
技ができ
るように
なり、得
意になっ
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
近くには
いたが、
とっさに
手が出る
距離では
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
近くにい
た保育士
の訴えに
より、怪
我に気付
いた。

鉄棒に
保育士
は付い
ていた
が、固
定遊具
に、保
育士が
必ず付
くとこ
ろが徹
底され
ていな
いこと
があっ
た。

固定遊具に
は、保育士
が必ず付く
ことを職員
全員が周
知、徹底す
る。

4469

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

85 0 0 0 33 17 35 9 9 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
内側上顆

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
11)回/年

2.基
準配
置

なし

基準配置
は守られ
ていたた
め、ソフ
ト面で問
題はな
かった。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

ウレタン
積み木
は、上に
乗って遊
ぶと、形
や配置に
よりバラ
ンスを崩
しやす
い。

年齢や経
験によっ
て、配置
の仕方
（間隔、
距離）や
遊び方を
考える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ウレタン
積み木の
コーナー
を設定し
たのは年
中児だっ
たため、
ウレタン
の間隔が
空いてい
たり、三
角や円柱
型など
様々な形
の積み木
で並べら
れたりし
ていた。

ウレタン
積み木の
コーナー
では、年
中児が遊
んでいた
が、事故
発生当時
は年少児
も参加し
ていたた
め、ウレ
タンの間
隔や数、
形を年少
児に合わ
せ、構成
し直す必
要があっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お絵描き
コーナー
で機嫌よ
く遊んで
いたが、
ウレタン
積み木の
コーナー
に興味を
示し、自
分から参
加した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任保育
士は、園
庭で保育
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

乳児担任
保育士
は、1.5
メートル
離れたと
ころで他
児の補助
を行って
おり、本
児がバラ
ンスを崩
した瞬間
は見てい
たが、間
に合わな
かった。

遊戯室に園
児１６名
（年少児7
名、年中9
名）だった
が、乳児担
当保育士が
育児休暇よ
り復帰して
1週間と3日
だったた
め、もう一
人保育士を
配置する
か、園長や
主査が室内
の様子を見
に行く必要
があった。

園長か主査
が、遊戯室
内の様子を
定期的に確
認しに行く
ようにす
る。

4470

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 20 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

全職員が
事故が起
こったと
ころを、
実際に見
ながら立
ち位置の
確認し、
何か気付
きがない
かなど共
有し再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(週1)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週1)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週1)回/
年

芝生の長
さは適切
であった
か。絡ん
でこけた
のではな
いか。

芝生の管
理が十分
行えてい
るか確認
するこ
と。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故に対
する予測
が足りな
かった。
また、降
園する子
どもがお
り気ぜわ
しくして
いた時間
帯だっ
た。体が
あたたま
らないま
ま園庭に
出たた
め、思う
ように体
が動かず
転んでし
まった。

再度職員
の立ち位
置を確
認、遊び
方の検討
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
鬼ごっこ
をしてお
り、転倒
してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
を見える
位置で、
部屋に入
るよう声
をかけて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園児の
保護者対
応をして
いた。

4471

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

69 24 30 25 6 6 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左頸骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
１回/年

1.基
準以
上配
置

職員全員
で危機管
理意識を
より高め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
２４回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
１回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
５０回/年

日頃から
施設や遊
具、玩具
に関し
て、故障
や不備が
ないかな
どを確認
する意識
を持つよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
の動線を
考慮して
遊具の配
置を考
え、遊べ
るスペー
スを確保
する意識
を日頃か
ら持つ。
また、年
齢や運動
能力に合
わせて、
遊具の高
さを調節
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊戯室で
遊び始め
て直後
だったた
め、も気
分が高揚
し活発に
好きな遊
び(巧技
台からの
ジャン
プ)を楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他にも同
じ遊びを
している
児童もい
たため、
遊具の傍
で対象児
も含めて
様子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室内
の他の遊
具で遊ん
でいる児
童をそれ
ぞれで見
守ってお
り、対象
児は見て
いなかっ
た。

巧技台から
ジャンプす
る際には、
慌てずに跳
ぶ姿勢を
しっかり整
えてから
ジャンプす
るように、
常に傍で見
守り声を掛
ける。必要
な時には手
を持って補
助する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4472

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 8 5 3 3 2歳
2.女
児

保護者とは
連絡がとれ
ており、A
病院では診
れないので
B病院へ職
員とともに
向かう。診
察の結果、
手術室の関
係で手術が
できないの
でC病院を
紹介され
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘外果
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
0～1 )回/
年

2.基
準配
置

子どもが
移動する
ときは子
どもと職
員との距
離に注意
し保育を
するよう
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

職員によ
る点検が
行われて
おり、遊
具や施設
の不備で
起きた事
故ではな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭がに
ぎわって
おり、活
発に動く
子どもた
ちが多
かった中
で、子ど
もと職員
が離れる
状況が生
じた。

子どもが
移動する
ときの子
どもと職
員との距
離に注意
し保育を
するよう
努める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

砂場に友
達がいる
のを見つ
けて迎え
に行こう
とブラン
コ側から
移動して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室に
入室する
際に玄関
前に集ま
るよう対
応してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
の保育に
あたって
いた。

お友達
を迎え
に行こ
うと
し、子
どもと
職員が
離れる
状況が
生じ
た。

子どもが不
意に職員か
ら離れる状
況が生じな
いように努
める。

4473

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 1 4 2 3 3 3歳
2.女
児

特になし

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨患部骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１　)回/
年

2.基
準配
置

母親が迎
えに来た
後で、保
育士の気
が緩ん
だ。

園にいる
間は安全
に過ごせ
るよう、
必ず担任
か園長・
主任が見
守ってい
く

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

柵は子ど
もの力で
上げて外
すと予想
していな
かった。

柵が外れ
ない様修
理し、出
来るだけ
手を挟む
ことがな
い様ゴム
で固定す
る

7.その
他

特になし

担任はお
迎えに来
る子を、
延長保育
士は延長
児を、お
迎えに来
た子は、
園長・主
任が見る
こと保育
士間で共
有した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母親が迎
えに来
て、一人
で廊下に
出ようと
し柵を外
そうとし
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育の片
付けをし
ようとす
るところ
で保育室
を歩きな
がら本児
を見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

延長保育
士は延長
児を見て
いて、本
児に背を
むけてい
た

特にな
し

園にいる間
は安全に過
ごせるよ
う、必ず担
任か園長・
主任が見
守っていく

4474

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

2 2 0 0 0 13 6 2 2 4歳
1.男
児

2月8日
（土）降園
時、上前歯
に変色があ
ることを保
護者と居残
り保育職員
が確認し、
10日（月）
登園時園長
と担任保育
者及び保護
者が確認。
歯科医を受
診してもら
うよう提案
していたと
ころだっ
た。

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
根破折・
外傷性上
口唇挫
傷、切創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

保育環境
の整備へ
の意識。

室内環境
及び戸外
環境を見
直し、整
備する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
随時　)回
/年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任職員
間で保育
や時間構
成につい
ての確認
作業等を
行うこと
で子ども
の様子か
ら一瞬目
が離れて
しまって
いた。

職員間で
日々の保
育や時間
構成の確
認を丁寧
に行い、
理解し合
うことで
その場で
は確認作
業をしな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊んでい
た場所
（円テー
ブルの近
く）から
戸外に出
ようと移
動しだし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

出入り口
近くで、
4歳児の
子どもた
ちに移動
を伝えて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

5歳児の
活動の準
備に入っ
たところ
だった。

室内環
境への
配慮が
足り
ず、活
動を移
動する
前に危
険が考
えられ
る遊具
（該当
遊具
は、端
に体重
をかけ
ると倒
れやす
い）を
片付け
ていな
かっ
た。

活動が変わ
る時や子ど
もの遊ぶ様
子によっ
て、子ども
の怪我につ
ながる可能
性のあるも
のは危険意
識を誘導し
たり（子ど
もに意識さ
せることで
危険な状況
を避ること
が出来るよ
うにするた
め）、保育
者自身が片
づけかりす
る。

4475

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

56 4 16 18 18 3 3 5歳
1.男
児

約一週間後
に再受診を
行った。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（右
尺骨骨
折・右橈
骨湾曲）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

子ども
は、友達
と一緒だ
と気持ち
が高揚し
てしまう
要素があ
る。

マニュア
ルに朝の
受け入れ
時の子ど
もの動き
を予測す
るポイン
トを加筆

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回
/12年

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日）

室内では
走らない
よう、家
具を配置
してい
た。

家具の配
置を見直
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒した
際に腕の
付き方が
悪く、腕
が体の下
に入り込
んでし
まった。

転倒した
際の手の
付き方を
教えると
ともに、
転ばない
よう運動
で基礎体
力をつけ
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも遊
んでいる
他児が登
園し嬉し
くなって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
ていて、
転ぶとこ
ろは見え
ていたが
距離があ
りとめる
ことが難
しかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の受
け入れを
して他の
子どもと
関わって
いた。

担任が
クラス
全体の
動きを
みてい
た。

机やマット
のコーナー
で充分遊び
込めるよう
友達との関
わりを広げ
ていく。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4476

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

16 4 4 3歳
1.男
児

特にありま
せん

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左下腿脛
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

保育士が
近くで見
守っては
いたが、
手を添え
たりして
いなかっ
た。

・誰がど
こでどん
な遊びを
している
のか、担
任全員が
把握す
る。
・危険を
伴うよう
な遊び方
になって
きた場合
は遊びを
中断す
る。
・年齢に
ふさわし
い遊びな
のか、園
庭での遊
び方をク
ラス内で
話し合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(約１９
０)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約１９
０)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約１９
０)回/年

ジャンプ
をして遊
ぶ時に台
の高さは
適切だっ
たか。

台の高さや
その他遊具
の使い方な
ど改めて確
認し合う。
使い方につ
いては子ど
もたちにも
伝えてい
く。事故
後、乳児ク
ラスについ
てはジャン
プを楽しん
でいた台は
ままごと用
のテーブル
として使用
し、ジャン
プをする際
は低い高さ
の巧技台を
使用する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

数名の子
どもたち
が台の上
からジャ
ンプをし
て遊んで
いたが、
その際、
遊び方が
適切だっ
たか。

子どもたち
が好きなあ
そびなの
で、危険の
ないように
遊ぶ方法
（ジャンプ
の仕方や着
地の仕方な
ど）を考
え、子ども
たちにも伝
えていく。
事故後、乳
児クラスに
ついては怪
我につな
がった台か
らのジャン
プは行わな
いようにし
て、ジャン
プを楽しむ
際は、台よ
り低い高さ
の巧技台を
使用してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

台の上か
らジャン
プを楽し
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

台の近く
に子ども
たちが集
まりだし
たため、
すぐにそ
ばについ
て遊びを
見守っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

離れた場
所からで
はある
が、子ど
もたちが
台の上か
らジャン
プして遊
んでいる
ことや、
その場に
保育士が
いること
も把握し
ていた。

子ども
たちの
遊び方
がダイ
ナミッ
クに
なって
きてい
たが、
遊びを
継続し
てし
まっ
た。

クラス担任
は自分の傍
にいない子
どもたちの
動きも把握
するように
し、危険を
伴う場合は
声をかけあ
い知らせて
いく。ま
た、活動が
散らばりす
ぎてしまわ
ないよう、
工夫してい
く。

4477

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 2 4 2 2 2歳
1.男
児

- 8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯茎の裂
傷　前歯
をぶつけ
た

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

静と動の
環境作り
や、時間
帯に応じ
ての環境
設定を検
討するこ
とが必要

環境設定
等を話し
合う時間
を設けて
いく

2.不定期
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

玩具の素
材が年齢
に合って
いなかっ
たのでは
ないかと
考える。
ミルク缶
に布カ
バーをか
けていた
が事故に
至ってし
まった。
床は木に
なってお
り、靴下
は履いて
いない状
態だっ
た。おも
ちゃは遊
んでいる
児のあた
りのみに
あった。

事故の原
因となっ
た玩具の
使用を控
える。遊
ぶ玩具の
素材を検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児の
好む玩具
がその場
になかっ
た事と、
その時に
出ていた
玩具に魅
力が無
かったと
考える。

玩具に飽
きが出て
きている
ので、子
どもたち
のその
時々に合
わせた玩
具の提供
を行って
いく。ま
た、同じ
空間で違
う遊びを
する際は
随時パー
テーショ
ン等で空
間を仕切
るように
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段との
変わりは
なく、他
児との関
わりを楽
しみ、一
緒に走る
姿が見ら
れてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
走って遊
んでいた
が、無理
に止める
ことでさ
らに興奮
してしま
うので見
守った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児と関
わりなが
ら、対象
児の様子
を見守っ
た。

対象児
が走っ
ている
こと
を、口
頭で注
意を
行って
いたが
気持ち
を抑え
ること
が出来
なかっ
た。

口頭で気持
ちの切り替
えを行うの
ではなく、
対象児の様
子に応じて
違うおも
ちゃで一緒
に遊んでみ
るなど、興
味を違う方
向に誘導し
ていく。

4478

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

6

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 12 7 14 4 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

声かけや
園児の目
配りが足
りなかっ
た。

職員で声
かけを
し、周り
の状況も
常に目配
りできる
ような配
置とす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度　
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度　
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度　
毎日

― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

ボールが
転がって
きたタイ
ミングで
乗り上げ
てしまっ
たのは避
けられな
かったと
考えられ
るが、
ボール遊
びの時間
を見直
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と
走ってい
たときに
転がって
いたボー
ルに乗り
上げる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守り職
員は門付
近で本児
のそばに
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の見守
り職員３
人も遊具
付近等で
安全の見
守り中
だった。

― 特になし

4479

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

88 29 29 30 5 5 5歳
1.男
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
顔面(口
腔内含
む)

歯槽骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

2.基
準配
置

危機管理
の研修が
行き届い
ておら
ず、怪我
を未然に
防ぐこと
ができな
かった

怪我をし
た状況を
しっかり
加味し、
今後起こ
らないよ
う話し合
いを行い
危機管理
能力を高
めていく

1.定期的
に実施

実施頻度
(584)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(584)回/
年

天井の飾
りがあ
り、近く
に机が出
されたま
まだった

保育室の
環境、子
どもの性
格など状
態を考え
て保育室
の机や飾
りの位置
など考
え、危険
な箇所が
ないか確
認する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

レッスン
を終え、
遊べる時
間になり
早く遊び
たい気持
ちが強く
子ども達
に落ち着
きがない
状況で
あった

子どもの
状態を考
え、危険
のないよ
う今はど
うするべ
きである
か、きち
んと子ど
も達に伝
えたうえ
で、室内
での行い
を見直す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

天井に興
味をひく
飾りが吊
り下げら
れてお
り、触り
たいとい
う気持ち
があった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
行動もみ
ており、
やめるよ
う声もか
けたが、
子どもた
ちを集め
ることに
従事して
おり、そ
ばには行
かなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他グルー
プの園児
の英語
レッスン
の補助や
他の場所
での活動
について
おり、事
故発生場
所にはい
なかった

子ども
は遊び
に意識
があ
り、保
育士は
子ども
たちを
集める
ことに
従事し
ていて
危機予
知がお
ろそか
であっ
た

保育士は１
つのことに
集中せず常
に全体をみ
て、危険な
事があれ
ば、ときに
大きな声を
出し注意し
て危険を未
然に防ぐ
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4480

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

1 1 1 4歳
1.男
児

病歴としてダウ
ン症候群との因
果関係があるか
は不明である
が、BCG予防接
種後右大腿骨骨
髄炎による手術
を２回受けてお
り転ぶと骨が折
れやすいと母親
から連絡を受け
ているが、運動
面での規制はな
く運動をさせて
欲しいと言われ
ていた。また、
日々の活動や運
動会など走る事
など運動するこ
については、事
前に活動するこ
とを伝え保護者
に確認するよう
にしてきた。
歩行３歳３か
月・首のすわり
５か月頃・歯生
１２か月頃

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨幹部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

職員間で
今後の研
修を重ね
検討し情
報を共有
し、子ど
もの行動
を注意深
く見守り
安全に活
動できる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日１　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日３　
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　　
)回/年

今後も点
検を継続
し、気に
なる箇所
は報告し
合い対応
策を検討
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員間で
連携し合
い、子ど
もの行動
を予測し
保育士が
遊具等に
つくよう
にする。
園庭にで
こぼこが
無いか
日々確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭には
本児と担
任のみが
いた。保
育室に入
る事を嫌
がったた
め、担任
が「よー
いどん」
してから
入ろうと
言葉が
け、本児
が走り出
した際に
転んだ。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

よーいど
んと走っ
たり、歩
行中でも
転ぶこと
は以前か
ら見られ
ることは
あった。
事故当
時、すぐ
後ろにい
たが、転
ぶことを
防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は給食時
間であっ
たため、
保育室や
テラスに
いた。

子どもが活
動している
時の保育者
の位置や連
携につい
て、園全体
で検討する
とともに、
今後の本児
の行動をみ
んなで意識
して見守っ
ていくよう
にする。

4481

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 9 3 0 0 0 0 1 3 3 1歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

左前歯脱
落

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

遊んでい
た途中で
泣き出す
子どもに
気をとら
れてしま
い、全体
を見るこ
とが出来
なかっ
た。子ど
も一人一
人の行動
の予測が
出来てい
なかっ
た。遊び
の展開が
子どもの
状況と
合ってお
らず、興
味・集中
力が薄れ
ていた。

事故の再
発防止の
為、改善
策をクラ
ス内で話
合い、そ
れを全職
員間で共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　48)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　４８)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　毎日)回
/年

室内に
あった本
棚の本
は、集中
して活動
ができる
ように片
付けてい
た。ち
ぎった新
聞紙が床
や本棚の
一番下に
散らかっ
ており、
本棚に子
どもが上
がる姿が
見られ
た。

全体を見
ながら子
どもが危
険な行動
をしてし
まいそう
な場所に
職員が必
ずつく。
ヒヤリ
ハットな
ど、危険
個所に気
づいた時
点で全職
員に共有
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新聞紙以
外の物に
興味が
いってし
まい、子
どもの活
動範囲が
広がって
しまっ
た。行動
が広がっ
たり体を
動かす動
作が増し
たうえに
新聞紙が
床や棚に
散らかっ
ていたた
め足を滑
らせた。

遊びを変
え、子ど
もの興味
を引く工
夫をす
る。泣い
て遊べな
い子ども
の対応を
室外の職
員に頼む
など声を
かけあ
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

新聞紙遊
びを楽し
んでい
て、興味
の向くと
ころにい
く様子
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊びの途
中から泣
く子ども
の対応を
してい
た。抱き
かかえな
いと泣き
止まな
かったた
め、抱っ
こをしな
がら他児
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ハイハイ
で移動す
る子ども
が自由に
動き回っ
ていたの
を近くで
見守りな
がら、他
の子ども
達の様子
を見てい
たが、事
故があっ
た場所と
反対側の
窓の辺り
に新聞紙
遊びをし
ていない
子どもの
様子を見
にいって
いた

新聞紙
遊びを
してい
ない子
どもも
いるこ
とにそ
れぞれ
の職員
が気付
いてい
たが、
次の活
動に移
せてい
なかっ
た。職
員同士
の声か
けや保
育の相
談がな
かっ
た。

子どもの状
況に合わせ
て保育の内
容を変化さ
せる。職員
同士で声を
掛け合い、
情報を共有
する。一時
預かりの子
どもは、落
ち着いて活
動ができな
い場合は別
に保育する
体制を整え
る。

4482

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

28 3 3 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(44)回/年

2.基
準配
置

危険予知
トレーニ
ングが活
かされて
いなかっ
た。

子どもが
どんな行
動を起こ
すか、ど
んな事故
につなが
るかを予
測して子
どもの行
動を見て
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(44)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(44)回/年

雲梯下の
マットが
やや坂に
なってい
た。

雲梯下の
マットを
外し地面
を平らに
しマット
を敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

固定遊具
の遊び
方、約束
などが徹
底されて
いなかっ
た。

保育士の
見守りの
下で遊ぶ
ようにさ
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片づけを
いつもの
ように行
い雲梯近
くを歩い
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
片づけを
し雲梯近
くを歩い
ているの
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片づけを
子供と行
なったり
片付けた
子たちを
集めて並
ばせたり
してい
た。

落ち着
きのな
い子に
対する
行動観
察と配
慮の不
足

落ち着きの
ない子に対
し行動から
目を離さな
いようにし
たりこまめ
に言葉をか
けたりす
る。

4483

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

9 2 2 4歳
2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

側につい
ていた職
員が、常
に落ちる
想定の下
で見てい
なかった
と思われ
る。

年齢・発
達にあっ
た遊具の
遊び方の
確認。補
助のつき
方。想定
される事
故の確認
を職員で
確認。指
導してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

　散歩時
毎回必ず
行う

1.定期的
に実施

実施頻度(　
240　)回/
年

該当遊具
の対象年
齢は6歳
～１２歳
との記載
あり

公園の遊
具の遊び
方の園内
研修を行
う
年齢・発
達に見
合った補
助・介助
の必要性
の確認

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
側につい
ていた
が、対象
年齢以外
の遊具で
遊ばせて
いた。
（該当遊
具の対象
年齢は6
歳～１２
歳との記
載あり）

園外保育
での職員
の連携、
立ち位置
の確認。
遊具の対
象年齢に
ついて検
討する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お弁当の
日でとて
も楽しみ
にしてい
た。友だ
ちが、う
んていに
挑戦した
のをみて
自分もや
りたいと
主張

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐそば
で見守っ
ていた。
3人の子
どもが遊
具にいて
順番を
待ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は他の子
たち7名
の遊びを
見守って
いた。

担当保
育士に
対して
の園の
指導が
たりな
かっ
た。年
齢に
あった
補助の
しか
た。遊
具の遊
ばせ方
など伝
わって
いな
かっ
た。

職員同士立
ち位置や安
全確認の声
を掛けあ
う。年齢に
あった遊具
の遊び方を
考える。職
員同士確認
し合い。安
全の徹底を
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4484

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

13 2 1 6歳
2.女
児

ホールに
て、体育講
師による体
育課外教室
中だった

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足第5
趾中節骨
骨折・左
足第5趾
基節骨の
ひび

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・体育課
外教室で
は全園児
が裸足で
参加して
いた。
・通常通
りだが、
列の間隔
が1.5ｍ
程しか離
れていな
かった。

・裸足では
通常時に踏
まれるより
も、走って
いる時に踏
まれる方が
重症化しや
すく、体育
課外教室で
は危険性が
高いので上
靴を履いて
参加してい
く事を園
長・体育講
師と検討
中。
・ホールの
横方向に列
を作り、ま
た列数を減
らし、接触
しにくいよ
うに列の間
隔を広げる
（3ｍ以上の
間隔）。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は
ボールを
ドリブル
して、列
上を走っ
ていた
が、隣の
列の園児
のボール
が本児の
方向に逸
れてボー
ルを追い
かけてき
た隣の列
の園児と
本児が接
触。本児
も隣の列
の園児も　
ボールだ
けを見て
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

体育講師
が全体に
対し指示
を出しな
がら、
ホールの
折り返し
位置から
全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

スタート
位置から
全体を見
ながら、
指導にあ
たってい
た。ケガ
の瞬間
は、他園
児のボー
ルの受け
渡しを見
ていた。

ボール
運動を
してお
り、園
児の突
発的な
動きを
制止で
きな
かっ
た。

・ボールが逸れ
てしまっても慌
てて取りに行く
のではなく、周
囲を見てから取
りに行くことを
指導していく。
・体育講師と職
員は対角に位置
するようにし、
全体を見れる位
置に立ち、監視
や指導にあた
る。
・接触や怪我が
あれば、体育講
師の視診・判断
のみを行うので
はなく、すぐに
常任看護師に報
告・看護師や園
長の判断を仰ぐ
ようにする。

4485

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

1.0歳児
クラス

6 2 2 1歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部
頭蓋骨骨
折、硬膜
外血腫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
1 )回/年

2.基
準配
置

・今回使
用した公
園では、
これまで
特段の事
故がな
かったこ
とからリ
スク評価
が十分で
はなかっ
た。

・危険な箇所や
月齢に適さない
遊具などの確認
を行うための
「公園チェック
リスト」を新た
に作成する。
・月齢や基本的
発達の状況や、
発達に応じた興
味関心の対象、
公園で遊ぶ際に
想定される遊
び、その際の職
員の声掛けや関
わり方について
職員全員で意見
交換し、活動の
中で想定される
危険性とその回
避方法を職員が
共有できるよう
「指針」を作成
する。
・外部講師を起
用し、職員に対
する指導、園内
研修を実施し園
内外での園児の
安全と事故防止
の意識強化に努
める。

1.定期的
に実施

①実施頻
度( 1  )
回/年　
②当該公
園での保
育実施時
／毎回

2.不定期
に実施

①実施頻
度( 1 )回
/年　
②当該公
園での保
育実施時
／毎回

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

・2月21
日付で、
大和市公
園管理課
に砂場ま
わりのコ
ンクリー
ト部分の
撤去を要
請。⇒撤
去可否に
ついては
同課にて
検討中
・ソフト
面の対策
で作成し
た「公園
チェック
リスト」
に基づく
確認を実
施する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

砂場のベ
ンチ部分
に階段が
ついてい
るため、
0歳児ク
ラスの児
童でもベ
ンチに登
ることが
可能だっ
た。

安全性が
確認され
るまで、
当該砂場
の使用を
停止。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　
普段から
高いとこ
ろやマッ
トの上を
歩行を好
む児童で
あった。
当日も自
ら木製ベ
ンチ部分
に登り歩
き出し
た。数歩
進んだと
ころで転
落し、右
側頭部後
方を砂場
縁のコン
クリート
部分に打
ちつけ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・園児の
すぐ後ろ
から見
守ってい
た。
・転落
後、すぐ
に本児を
抱き起こ
しぶつけ
たと思わ
れる部分
を確認。
異常は見
られな
かった
が、すぐ
に全員で
帰園し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

砂場の中
で砂遊び
をしてい
た児童3
名を中心
に、砂場
の角から
全体を見
ていた。

日頃よ
り遊ん
でいる
公園を
使用す
るにあ
たっ
て、こ
れまで
特段の
事故が
なかっ
たこと
から、
園児が
高さの
ある砂
場の回
りを歩
く事に
ついて
の危険
性のリ
スク評
価が十
分では
なかっ
た。

・ソフト面の対
策で作成した
「指針」「公園
チェックリス
ト」について、
職員全員で意見
交換、共有す
る。
・遊びを禁止す
ることから考え
るのではなく、
安全に遊ぶ為に
遊具をどのよう
に使ったらよい
か、どんな声か
けや見守りが有
効かを職員全員
で話し合い、安
全な状況で遊ぶ
ことができるよ
う職員の意識向
上に努める。

4486

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

35 5 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第5指
基節骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

職員間で
今回発生
した事故
について
情報共有
するとと
もに、事
故の状況
を分析
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

今回の事
故に関し
て、施
設・設備
の影響は
なく、改
善の必要
はない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の配
置を決
め、全体
が見渡せ
る位置に
立つ。職
員が他ク
ラスと同
じ場所で
多人数の
保育をす
る時は、
事故の危
険性につ
いて意識
を持って
おく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に登
所してき
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭でク
ラス全体
の動きを
見てい
た。対象
児の動き
は見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児を見
守ってい
たため、
対象児は
見ていな
かった。

子どもの動
きを確認
し、怪我に
気を付ける
ように子ど
も達にボー
ルの受け方
や投げ方等
を再度伝え
ながら保育
を実施して
いく。危険
を感じた時
は、その都
度子どもへ
声かけし、
遊び方につ
いて伝え
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4487

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

22 2 2 5歳
1.男
児

　　　なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
(けいこ
つ)骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６ )回/
年

2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度( 
１２   )
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
 １  )回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
週

道路の絵
の描いて
あるシー
ト（横１
０８㎝　
縦５６
㎝）に滑
り止めが
付いてい
なかっ
た。

遊び込み
古くなっ
ていたの
で破棄と
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室
（５２，
５平米）
は、２つ
のコー
ナー(積
み木・
車）を設
定し広く
遊べるよ
うにして
いたが積
み木が沢
山でてい
た。

玩具（積
み木）の
数は遊び
をみなが
ら調整す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調も普
段通りで
あり、機
嫌よく登
園する。
登園後も
変わらず
過ごして
いた。車
の遊びが
好きで普
段からよ
く遊んで
いた。遊
びの間も
好きな遊
びを落ち
着いてす
る。片付
けも落ち
着いて
行ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育者
は、他の
多数の子
どもと一
緒に積み
木の片付
けをして
いたため
本児が見
えていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

障がい児
は、絵本
コーナー
(ジュー
タン）で
絵本を読
んでい
た。障が
い児が見
える範囲
に位置
し、積み
木を他の
子どもた
ちと一緒
に片付け
ていた
が、本児
の姿が見
えていな
かった。

いつも
使って
いる遊
具なの
で子ど
もが片
付けて
も大丈
夫だと
保育者
は思っ
てい
た。

保育者は全
体をみなが
ら片付けを
し、子ども
一人一人に
目が行き届
くよう連携
を取る。い
つも使って
いる遊具だ
が、怪我に
つながる危
険はないか
予測する力
をつける。

4488

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 3 3 6歳
1.男
児

特になし。
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘顆上
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

特にな
し。

子供の視
野は大人
よりも狭
く事故は
起こりや
すいこと
を踏まえ
て保育を
行うよ
う、研修
等で繰り
返し伝え
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

特にな
し。

設備や空
間に大き
な問題が
なくても
事故は起
こりうる
ことを周
知する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

使用後玩
具は速や
かに片付
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と園
庭で追い
かけっこ
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の園児
数人と遊
んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
と遊んで
いた。

本児自
身が遊
びに夢
中に
なって
おり、
足元に
ボール
がある
ことに
気が付
いてい
なかっ
た。

園庭に使っ
ていない玩
具が転がっ
ていないよ
うに保育者
も留意しつ
つ、子供達
にも使った
ものは元の
場所に片付
けるように
働きかけて
いく。

4489

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

36 16 20 4 2歳
2.女
児

2歳児と3歳
児が一緒に
お迎えを
待っていた
時間帯のけ
がである。

8.その他
1.負
傷

2.骨折
右環指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

子ども達
が密集す
ると接
触・転倒
等により
けがをす
る可能性
がある。
子どもの
変化、訴
えには保
育士の対
応が重要
となる。

子ども達
の密集を
避ける。
子どもの
訴えやけ
がの情報
を職員間
で共有、
報告する
こと

1.定期的
に実施

実施頻度(　
52　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
52　)回/
年

保育室内
の机や椅
子は室外
に移動し
広くして
いるため
障害とな
る物が何
もないと
ころであ
る。

室内を仕
切り、落
ち着いた
環境を設
定する。

7.その
他

座ってテ
レビを見
ていた
が、3歳
児と一緒
に過ごし
ていたの
で指を踏
まれた可
能性があ
る。

密集を避
ける。子
どもの動
きを把握
してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

座ってテ
レビを見
ていた時
間、急に
泣き出し
た。それ
以外はい
つも通り
の様子
だった。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

泣き出し
たので、
痛みを訴
えた指を
確認した
後、患部
を冷やし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、他児
の様子を
見ていた
ため把握
していな
かった。

2歳児・
3歳児を
一緒に
見てい
た。送
迎を待
つ時間
帯の過
ごし方
の見直
し。

一人一人に
目が行き届
くように留
意するこ
と。保育者
に子どもが
訴えてきた
時はその情
報を他の職
員とも共有
すること。
また、保護
者に伝える

4490

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

10 10 1 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

Ａ」歯牙
破折　上
唇小帯裂
創

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

こどもの
行動に伴
う危険を
予測する
ことが不
十分だっ
た

事故内容
を職員会
議におい
て報告
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回の事
故は子ど
も同士が
ぶつかっ
たことに
よる事故
のため、
ハード面
における
改善策は
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一斉に逃
げる事に
夢中に
なった子
どもたち
の無秩序
な動きの
危険性を
予測した
働きかけ
をしな
かった。

遊びに夢
中になっ
て注意力
が散漫に
なり、思
いがけな
い動きを
すること
を予測し
て、子ど
もたちの
勢いをコ
ントロー
ルする冷
静さをも
ち保育を
する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊戯室で
１０人の
子どもと
実習生１
人、担任
１人で
行ってい
た。ス
ペースは
十分あっ
たが子ど
もたちは
実習生と
鬼役に気
をとら
れ、その
他のこと
に注意散
漫になっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は鬼
ごっこの
様子を見
守りなが
ら、ス
ムーズ
に、危険
の無いよ
うに遊び
が展開で
きるよう
指示をだ
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス活
動だった
ので担任
が１人で
保育して
いた。

実習生
も一緒
に鬼
ごっこ
に参加
してい
た。子
どもた
ちは普
段より
少々気
持ちが
高ぶっ
た様子
で活動
を楽し
んでい
た。

普段の保育
以上に子ど
もたちへの
危険回避と
気持ちの安
定のための
声がけをす
る必要が
あった。

4491

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 6 6 6 6 6 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

上前歯動
揺

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の危
険予測力
を磨く

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

危険な場
所・物の
周知　、
確実な伝
達

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体の使い
方を日々
の活動の
中で教え
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少人数に分
けるなどし
て子どもの
動きをみて
いく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4492

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 5 6 6 6 2 2 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

歯牙破折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

遊具の使
い方など
子どもた
ちにも伝
えてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

危険な場
所・物の
周知、確
実な伝達

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体の使い
方を日々
の活動の
中で教え
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもの意
欲をみとめ
つつ、能力
にあった補
助を行う

4493

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 3 2 2 2 1 1 0 11 10 4歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

事故予防
に関して
の研修の
実施

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

体操用品
の使い方
などの見
直しを行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体操中の
視野や注
意意識に
問題が有
ると感じ
た。安全
の研修を
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
りがな
かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

基本的に
は見渡す
ように配
置してい
るが、個
人に目を
取られる
ことも有
る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

基本的に
は見渡す
ように配
置してい
るが、個
人に目を
取られる
ことも有
る

自分の視野
の中に園児
が入るよう
立ち位置な
どの見直し

4494

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 0 0 0 7 7 9 6 5 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足第３
指骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

実施頻度(　
１　)回/
年

外部研修
に積極的
に参加。
鬼の役を
していた
職員は配
置を考
え、トイ
レに行か
ないよう
に配置す
る大人と
動きのあ
る大人で
分担して
いく

実施頻度(　
１２　)回
/年

実施頻度(　
１２　)回
/年

実施頻度(　
常　)回/
年

トイレや
狭い所に
入りこま
ないよう
に柵を置
いていた
が、子ど
もでも動
かせてし
まったの
で、行事
の間だけ
タンスな
ど重さの
あるもの
を設置で
きるよう
にする。

今後も広
いスペー
スを確保
しつつ、
端によせ
た家具で
怪我をす
ることが
ないよう
に職員を
配置して
いく

危険のな
いよう子
どもに声
かけしな
がら全体
把握する
ようにし
ていた。

１名は子
どもを見
ながら、
写真や動
画の撮影
してい
た。鬼役
の４名は
それぞれ
に子ども
をゆっく
りと追い
かけてい
た。

鬼役をする
４名は全員
が子どもを
追うのでは
無く、子ど
もの動きを
把握する役
割やトイレ
へ行かない
ように設置
した柵が動
かないよう
に柵の前に
立つなど配
置の役割分
担する

4495

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

尾てい骨
亀裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４０)
回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

落下場所
がコンク
リート
だったた
め、大き
な怪我に
つながっ
てしまっ
たと思わ
れる

コンク
リートの
場所では
竹馬に乗
らないよ
う子ども
たちに伝
えるとと
もに、職
員間でも
共通理解
を図る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

竹馬に乗
れるよう
になった
ことに自
信をも
ち、さら
に高いも
のに挑戦
しようと
意欲的に
取り組ん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児の様
子を見守
りなが
ら、他の
園児の竹
馬の援助
をした
り、遊び
を見守っ
たりして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援が必
要な園児
の対応を
していた
ため見る
ことがで
きなかっ
た

特にな
し

特になし

4496

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2
夜間・早
朝(泊ま
り保育)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

3 2 1 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第２趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度( 
3 )回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児3
名、段
ボール製
の家と他
の遊具を
組み合わ
せて遊ん
でいて、
興奮して
段ボール
製の家の
中で寄り
掛かっ
た。

遊具、玩
具の入れ
替えや見
直しを行
い、落ち
着いて過
ごせるよ
う整え
る。家を
壁付けに
したり、
家の中へ
入る時は
そばにつ
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊びを見
守ってい
た。倒れ
た時すぐ
に声をか
けた。痛
みの訴え
なく遊び
始めたた
め、様子
をみた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

掃除をし
ていた。

声はか
けた
が、負
傷箇所
に気付
かな
かっ
た。

けがの可能
性がある場
合は必ず確
認する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4497

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

14 3 3 3歳
1.男
児

ギブスで固
定のため、
血流に注意
する。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

実施頻度( 
2 )回/日

2.不定期
に実施

実施頻度(　
１　)回/
週

2.不定期
に実施

実施頻度(　
１　)回/
週

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ひとりで
遊んでい
るときよ
り、友だ
ちと遊び
に夢中に
なってい
たことが
考えられ
る。

高い遊具
のそばに
は、必ず
保育者が
ついて、
安心した
環境のも
と子ども
たちが遊
べるよう
にする。
遊べる遊
具を、子
どもたち
と話をし
て決めて
おき、遊
べる範囲
を決めて
おく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　
「外で遊
べる？」
と園庭に
出る前か
ら確認す
るほど、
登所して
から外遊
びを楽し
みにして
いたこと
もあり、
遊び始め
るといつ
も以上に
テンショ
ンが高
く、活発
的であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の遊具で
遊んでいる
子につきな
がら、その
他の遊具な
どで遊ぶ子
どもたちの
様子を見て
いた。本児
が、友だち
と横並びに
なりなが
ら、当該遊
具にいつも
より勢いよ
く、急いで
登ろうとす
る姿が見え
た。橋のほ
うを登って
いたことも
あり、対象
児が落下し
てはいけな
いと思い駆
け寄るが、
間に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
で遊んで
いる子
や、おい
かっけっ
こをして
いる子な
どについ
て一緒に
遊び、見
守ってい
た。

保育者
がバラ
ンスよ
く配置
されて
おら
ず、立
ち位置
が重
なって
子ども
と関
わって
しまっ
ていた
り、全
体を見
て把握
できる
範囲を
超えた
遊びを
展開し
ていた
りし
た。

保育者全員
で子どもの
様子が把握
できるよ
う、環境に
合わせ、立
ち位置を考
えて死角が
できないよ
うに保育を
展開する。

4498

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

28 2 2 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

特にな
し。

特にな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特にな
し。

階段に修
繕が必要
な箇所は
なかっ
た。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特になし

階段を使
う際は
ゆっくり
気を付け
る事を子
ども達に
伝え、当
番活動の
際も必ず
保育士が
付き添う
事にし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故発生
時、本児
は当番活
動中で、
４歳児２
人だけで
階段を下
りてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラス担
任は保育
室にお
り、対象
児につい
ていって
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス担
任以外の
職員も対
象児に付
き添って
いなかっ
た。

事故発
生時、
本児は
当番活
動中
で、４
歳児２
人だけ
で階段
を下り
てい
た。

階段を使う
際はゆっく
り気を付け
る事を子ど
も達に伝
え、当番活
動の際も必
ず保育士が
付き添う事
にした。

4499

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

70 24 23 23 4 4 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外路剥離
骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

居残り保
育中で
あったた
め当番の
職員が保
育してい
た。

当番の保
育士で連
携をとり
全ての子
どもの動
きに目を
向けられ
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特にな
し。

所庭の整
備されて
おり、特
に改善は
必要な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

サッカー
ができる
よう、場
所も確保
してい
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった動
きをして
いるわけ
でなく、
ボールを
蹴って遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

居残り当
番の職員
が全体を
見ていた
が、対象
児童の動
きは見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当番でな
い職員は
室内で業
務にあ
たってお
り、対象
児童の動
きを見て
いない。

居残り
保育中
であっ
たため
当番の
担任以
外の職
員が保
育して
いた。

当番の保育
士で連携を
とり全ての
子どもの動
きに目を常
に確認す
る。

4500

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 9 5 6 1 1 4歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯の神
経断裂

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

朝の預か
り時間の
職員配置
の見直し

1.定期的
に実施

実施頻度　
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度　
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度　
毎日

現状の点
検を続け
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の預か
り時間の
朝日の内
容・環境
設定の見
直し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内に
立ってい
て、振り
向いた瞬
間に、
走ってき
た他児の
胸と対象
児の口が
接触した

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

即座に、
園看護師
にみせ、
保冷剤で
冷やしな
がら止血
をしても
らう。そ
の間母親
（当園職
員）を呼
び状況説
明する。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ぶつかっ
た他児の
様子を見
てケガ等
ないかを
チェック
する

朝の預かり
時の遊び内
容や遊び
方、職員の
見守りの仕
分等を見直
す

4501

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

1.0歳児
クラス

5 2 2 1歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

誤嚥性肺
炎

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

2.基
準配
置

周囲に危
険な物が
なかった
ので安心
していた

想定外の
物も危険
物になる
ことを研
修の中で
確認して
いく

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

屋外で遊
ぶ時は、
何でも危
険物にな
り得ると
いう認識
が不足し
ていた

全ての物
が危険物
になり得
るという
意識を持
つ

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地面に何
も敷かず
に座らせ
た

座らせる
場合は、
シート等
を敷いて
座らせる

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

痰がらみ
の咳は出
ていた
が、平熱
で機嫌も
良く元気
であった
ので大好
きな散歩
に出かけ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

２人の子
が移動し
た為、他
の職員が
その子に
ついて
行ったの
で、対象
児を含め
３人の子
を目の前
で見てい
たが、移
動してい
る子が気
になり、
目を離し
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

歩いて場
所を移動
する２人
の子の危
険を回避
する為、
本児から
離れた

本児の
特性へ
の配慮
が足り
なかっ
た（よ
く口に
物を入
れよう
とす
る）

園児全体を
見ながらも
役割分担を
明確にする
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4502

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

7

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 14 15 18 3 3 3歳
1.男
児

身長
101.4cm、
体重17.5kg

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

2.基
準配
置

子どもの
年齢に
よって使
用できる
遊具を選
んでい
る。

遊具の使
用方法に
ついて再
度確認す
る

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　）

1.定期的
に実施

実施頻度(　
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　）

園庭に最
初に出た
クラス
だったの
で、広さ
に対して
子どもの
人数が少
なかった

外で遊ぶ
際の約束
事の確認
などをし
て時間を
調整する

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

大型のス
ピードが
出やすい
三輪車
だった。

曲がると
きには走
るスピー
ドを落と
すよう声
掛けす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お気に入
りの三輪
車に乗
り、決
まった場
所で正し
い方向に
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他職員の
死角を補
う位置に
立ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他職員の
死角を補
う位置に
立ってい
た

遊びは
じめの
時間
で、体
力が有
り余っ
ている
状態
だっ
た。

子どもの遊
びを邪魔し
ない程度
に、注意喚
起の声掛け
を行う

4503

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

12 2 2 2歳
2.女
児

身長
93.7cm、体
重15.1kg

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆間骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

2.基
準配
置

子ども同
士が触れ
合える位
置にい
た。

子どもた
ちを並ば
せるとき
は子ども
同士の間
隔を開け
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)

小さい子
どもが座
りやすい
ように少
し丸みを
帯びたデ
ザインの
椅子だっ
た。

年長児用
の座面が
平らなも
のを使う
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども同
士が触れ
合える位
置にい
た。

椅子と椅
子の間を
離して並
べる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

椅子の上
に立ち、
両手を後
ろに組ん
で歌って
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

並んだ子
ども達の
前に立っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はその場
にいな
かった。

子ども
が大好
きな歌
だった
ので嬉
しかっ
たのか
もしれ
ない。

子どもたち
を並べると
きは子ども
同士の間隔
を開ける。

4504

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

58 0 0 0 19 18 21 9 9 4歳
2.女
児

・自閉症ス
ペクトラム
の診断があ
り、２：１
対応で保育
している。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

打撲によ
る抜歯

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(６)回/年

2.基
準配
置

興味関心
を持った
ことに突
発的に動
くことが
あり、個
別の対応
が必要な
場面があ
る。

今回の該
当場所で
転倒する
ことが予
想されな
かった
が、バラ
ンス感覚
等の発達
面も考慮
しなが
ら、動き
のある活
動中の保
育士の配
置に留意
する。

1.定期的
に実施

実施頻
度：毎日

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻
度：乳児
は毎日・
幼児は週
１回程度

転んだ先
にプラン
ターが
あった状
態だっ
た。危険
を回避す
る力も必
要なの
で、発達
を考慮し
ながら、
保育に必
要な環境
の整備が
必要であ
る。

限られた
スペース
の園庭
で、子ど
もの遊ぶ
場所を配
慮したプ
ランター
の 置き
方、遊び
のエリア
の工夫
等、保育
環境を改
めて見直
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

平日の夕
方、幼児
３クラス
が園庭に
て遊ぶい
つもの状
況の中の
事故だっ
た。

子どもの
育ちや遊
びの様子
を見るだ
けでな
く、動き
の予測を
し、保育
している
職員間で
共有す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭内の
お気に入
りの場所
を行き来
する傾向
があり、
その途中
の経路を
機嫌よく
小走りで
走ってい
た際、予
測されな
い箇所で
転倒し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

自分で好
きな遊び
をじっく
り楽しむ
ことを大
切にして
いるの
で、少し
離れたと
ころから
見守って
いた。本
児との距
離があっ
た為、怪
我を未然
に防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊びを一
緒に楽し
む人、全
体を見渡
せる人等
担当を分
担してい
るが、本
児の様子
は、担任
が見守
り、他の
職員は視
界にはあ
るもの
の、意識
して見て
いなかっ
た。

会議や
ミー
ティン
グ等で
個別
ケース
の共有
を図っ
ている
が、現
場にお
いて、
一人ひ
とりに
全体を
みる意
識が必
要であ
る。

園内研修等
において、
具体的な事
故事例をあ
げ自園に照
らし合わせ
てシュミ
レーション
し、現場に
即した対応
ができるよ
うにする。

4505

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

11 1 1 6歳
2.女
児

-
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
6　)回/年

2.基
準配
置

発表会２日
前で、当日
午前中にリ
ハーサルを
行ってお
り、「もう
少し練習し
たい」とい
う部分が
あったと思
う。リハー
サルの練習
では「直前
なので出来
ていない部
分はそのま
までも良い
ので」とい
うことは共
有してい
た。

行事に向
けての練
習は計画
的に行う
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

-

園児用椅子
に立っての
発表会練習
であったこ
とから、椅
子の使用方
法で慣れて
いない方法
での使用方
法でもあ
り、十分に
気を付ける
べきであっ
た。慌てず
にゆっくり
と降りる等
をしっかり
伝え丁寧な
保育を行う
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一日の疲
れもでる
夕方で
あったこ
と。

ゆとりあ
る計画を
立てるこ
とや、直
前に間に
合わなけ
ればそれ
でも良い
こと等は
伝えてい
たが、焦
らず時間
に余裕を
持つ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

降りよう
とした
が、足を
滑らせて
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
ながら声
をかけて
いた。発
生状況も
見ていた
が、手を
差し伸べ
る距離に
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１人担任
で保育を
していた
ため室内
には担任
以外は不
在であっ
た。

危険の
予測は
して声
はかけ
てい
た。
ゆっく
り下り
ないと
危険だ
という
ことを
しっか
り伝え
ていく
ように
する。

子どもの動
きを見て、
予測される
ことを声か
け。幼児で
は、子ども
に「どうし
たらよい
か」考えら
れるような
問いをする
ことで、自
分たちでも
気を付ける
ような声を
かけていく
ようにす
る。

4506

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 8 15 0 15 0 0 0 8 8 4歳
1.男
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

園長不在
であった
が、職員
体制・看
護師・主
任がすぐ
に対応で
きる状況
だったの
はよかっ
た

園長もし
くは看護
師不在時
でも症状
の見極め
を確実に
すること
ができる
ようにす
る

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日）

特に、
2019/9/2
6に園庭
の砂をな
らし、石
などの除
去を行っ
ておいた

予想外の
怪我に備
えて、常
に園庭の
整備をし
ておくこ
とが必要
である

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児の気
持ちとし
てすぐに
体を動か
して遊び
たかった
が、一緒
にいた友
達より、
体力的に
弱く、
走って追
いつかず
にあわて
てしまっ
た

栄養、運
動など、
体力の向
上を図っ
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内から
外に出
て、園庭
にて本児
と友だち
二名が
走って遊
んでいた
ところ転
倒し痛み
を訴えて
泣いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任二名
で園庭に
出ていた
子どもを
見守って
いた、転
倒した後
に本児の
所へ駆け
寄り状況
を確認
し、抱い
てテラス
へ移動す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

異年齢が
園庭で遊
んでいた
が、基本
的にはク
ラス別保
育であっ
た。転倒
後は看護
師を呼び
手当てし
てもらい
他クラス
の職員も
3歳児の
フォロー
をした。

2019/9/
26に園
庭の砂
をなら
し、石
などの
除去を
行い、
走りや
すいよ
うに整
備した
にも関
わらず
転んで
しまっ
た

転倒につい
ては、防げ
ない部分が
あり、約束
事などで子
どもの動き
を制約する
ことが適切
ではない。
日頃から、
散歩や戸外
遊びで、身
体能力の向
上を心掛け
たい。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4507

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

103 9 15 18 20 20 21 16 15 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

「遊びの
約束ﾏﾆｭｱ
ﾙ」に子
どもの動
きと職員
の配慮事
項が混在
してお
り、職員
への周知
徹底や毎
月の研修
時に十分
に活かさ
れていな
い部分が
ある。

保育中の
安全管理
につい
て、ガイ
ドライン
の記載
を、より
具体的な
安全管理
事項とし
て、「遊
びの約
束」ﾏﾆｭｱ
ﾙを更
新、改版
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１)回/週

今回の件
には直接
起因しな
いが、園
庭、園舎
共に老朽
化してい
る。

園庭、園
舎共に老
朽化して
いる。危
険個所の
修繕が必
要な部分
は順次
行ってい
く。日々
の安全点
検を継続
して実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日常保育
の中でこ
どもへの
安全教育
を行って
きたが、
定期的な
実施など
の徹底が
不足して
いた。

こどもの
年齢、発
達や能力
に応じた
方法で、
子ども自
身が安全
や危険を
認識する
力を培え
るよう、
安全教育
を定期的
に行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

４歳児
５、６人
で鬼ごっ
こを園庭
でしてい
た。鬼か
ら逃げる
ために、
友達と一
緒に園庭
を走って
いたが、
前方より
１歳クラ
スの子が
来たため
避けるよ
うに走っ
たら、一
緒に走っ
ていた友
達と接触
し転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任１名
は滑り台
付近で遊
具で遊ん
でいる子
を見守っ
ていた。
もう一人
の担任は
配慮の必
要な子に
ついてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員１６
名で園庭
全体の見
守りを
行ってお
り、担任
ではない
が、対象
児のすぐ
そばで保
育士が見
守ってい
た。転倒
の様子を
見ており
すぐにそ
ばにより
対応を始
めた。

職員16
名（規
定数）
で園庭
全体を
見守っ
ている
状態で
あり、
組織的
に対応
する周
知徹底
が今後
も必
要。

職員の園庭
遊び時の見
守り方を
「遊びの約
束」を元
に、組織的
に対応でき
る体制につ
いて、ﾏﾆｭｱﾙ
を整備し周
知徹底す
る。

4508

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

58 18 17 23 6 6 4歳
1.男
児

母が11月よ
り就労した
ばかりで生
活リズムが
変わり、本
児に空腹や
疲労感や集
中力の欠如
や落ち着き
のなさなど
の変化がみ
られてい
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
の付け根
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(不定期)
回/年

2.基
準配
置

－

朝の受入
れをしな
がらだっ
たので、
園庭での
職員の配
置場所を
園児全体
の把握が
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

本児が転
倒した築
山は11月
9日に改
修工事を
行ってい
る。

本児を含
め、子ど
もたちは
遊び慣れ
てきたと
思われる
が、職員
がもっと
近くで見
守った方
がよかっ
たと思わ
れる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢で
関わって
遊ぶ子も
おり、担
任が自ク
ラスの子
ども全て
を把握し
ているわ
けではな
かった。

園庭に出
ている職
員が他ク
ラスの子
どもも含
めて見ら
れる配置
を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母が11月よ
り就労し、
生活リズム
が変わり、
空腹感や疲
労感、集中
力のなさな
どが見られ
るように
なっていた
が、この日
特にいつも
と大きく変
わった様子
は見られな
かった。ま
た、日頃よ
り困った事
などすぐに
保育士には
言わない。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

幼児3ク
ラスが外
に出てい
て朝の受
入れをし
ながらそ
れぞれが
全クラス
を見てい
る状況で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

幼児3ク
ラスが外
に出てい
て朝の受
入れをし
ながらそ
れぞれが
全クラス
を見てい
る状況で
あった。

－

激しく転倒
したり、本
児が泣いた
りしなかっ
たので,その
瞬間でその
場にいた職
員は気付か
なかった。
全体把握の
強化に取り
組むと共に
本児にも、
困ったこと
があったら
すぐに教え
るよう声掛
けしてい
く。

4509

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

13 2 2 4歳
1.男
児

食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
腱損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(48)回/年

1.基
準以
上配
置

食器の片
付け方に
ついて、
慣れから
丁寧に指
導するこ
とが少な
くなって
いたかも
しれな
い。

もう一
度、上手
な食器の
片付け方
を子ども
達に指導
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２５)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

点検をき
ちんと
行ってい
るため、
改善策は
特に考え
られな
い。

6.食事
(おや
つ)中

机の間隔
が少し狭
かったか
もしれな
い。

机の並べ
方を工夫
する。子
ども達が
歩くため
の間隔を
十分取
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも、
クラスの
中では早
く食べ終
わる方
で、いつ
も通り食
べ終えて
食器を片
付けよう
とした。
いつも転
んだ時は
手が地面
に着ける
子なの
で、とっ
さに皿を
握ったま
ま手を床
に着こう
とした。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体が見
える位置
に座り、
見守りな
がら子ど
も達と一
緒に給食
を食べて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食中
だったの
で、自分
の担当ク
ラスで子
どもへ対
応中だっ
た。
未満児ク
ラスは、
午睡準備
中で、子
どもの対
応に追わ
れてい
た。

給食後、自
分が食べた
食器を片付
けること
は、9ヶ月
近く毎日
行っている
ことなの
で、安心し
て見守って
いたため、
もしかして
転倒するか
もしれない
という意識
が弱かった
かもしれな
い。

いつどこで
何が起きる
かわからな
いというこ
とを常に頭
において、
子ども達の
動きを見た
り、環境を
整備する。

4510

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

40 33 30 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

熱性けい
れん（イ
ンフルエ
ンザＢに
よる）

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

熱性けい
れん既往
歴がある
ので、症
状発生時
の保護者
への連
絡・痙攣
止めの投
与の確
認・救急
車要請を
マニュア
ルに添っ
て対応で
きた。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
3　)回/年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事前に熱
性けいれ
んの既往
歴を把握
していた
ため対応
できた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時に
母親から
腹痛あり
の報告を
受けてい
たが、対
象児は通
常の活動
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

登園時に
母親から
腹痛あり
との報告
を受けて
おり、熱
性けいれ
んの既往
歴がある
ので検温
をする等
体調の変
化に
気をつけ
て見てい
た。
（検温：
9:00　
36.7℃　　
　10:00　
36.7℃）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の担当
者は園児
のグルー
プを指導
していた
為、対象
児の状況
を見るこ
とはでき
なかっ
た。

特にな
し

熱性けいれ
んを起こし
て意識のな
い状態をす
ばやく発見
し、看護師
や主任に
報告し救急
車要請をし
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4511

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

12 0 0 0 12 0 0 3 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

午前中、い
つも決まっ
た時間帯で
遊んでいる
場所であ
る。危険な
遊びはして
おらず、予
測できな
かった怪我
であった。
事故防止に
関する研修
を行い、怪
我になるよ
うな遊びは
ないか意識
的に見るよ
うにしてい
きたい。

事故防止
に関する
研修の取
り組み

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎週土曜
日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

施設設備
等のハー
ド面は特
になし

今回の事
故は、施
設設備
ハード面
に関係が
なかった
と思う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

幼児の環
境として
は特に問
題はない

今回を含
め、怪我
などが起
きた場所
を再度確
認し事故
が起きや
すい場所
の把握を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

 特にな
し

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で子ども
を見てい
た。子ど
もが転倒
する瞬間
を見てお
り、子ど
もの様子
に気付き
対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
士は、他
児の遊び
を見てい
た。

子ども
たちが
慣れて
いると
思う安
心感も
あった
のでは
ない
か。

事故防止に
関する人的
配慮の研修

4512

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 2 2 5歳
1.男
児

身長１２
４．１cm　
体重２８．
７Kg（令和
２年２月計
測）　体格
が良く，転
倒が多い。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
５　)回/
年

2.基
準配
置

○新人～
３年目保
育士への
事故防止
に関する
研修の不
足

○黄色信
号に気づ
く場面観
察の仕
方・危険
予測ト
レーニン
グの実施

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

○地面に
凹凸があ
る場所が
多い。

○小石が
多く埋
まってい
るため土
を入れる
などし
て，でき
るだけ凹
凸をなく
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

○子ども
の体幹を
鍛えるこ
とにつな
がる遊び
の不足。
○子ども
の安全意
識の低さ
（想像力
の乏し
さ）

○体幹を
鍛えるこ
とにつな
がる遊び
を意図的
に増やし
ていく。
○年齢に
あった安
全教育を
機を逃さ
ず実施す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

○体格が
良く，身
のこなし
が鈍い。
衝動的な
一面が見
られる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

○対象児
童が急に
縄跳びを
持って回
りながら
走り出
し，遠ざ
かってし
まったた
め，注意
が届かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

○園庭で
他の児童
と遊んで
いたた
め，見て
いなかっ
た。

○子ど
もと遊
ぶこと
に熱中
してし
まっ
た。

○遊びを進
行する職員
と，全体を
観察する職
員の役割分
担を明確に
する。持ち
場を離れる
ときには声
を掛け合
う。

4513

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 1 1 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足の踝
剥離骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
0～1 )回/
年

2.基
準配
置

講師を呼
んでの傷
害予防に
関する研
修も検討
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

職員によ
る点検が
行われて
おり、遊
具や施設
の不備で
起きた事
故ではな
いと考え
られる。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

友だちが
動きま
わって遊
んでいる
様子を見
て、仲間
に入りた
い思いが
膨らみ、
座って遊
び続けら
れなかっ
た可能性
がある。

反対側の骨
折（患足）
の有無に
よって傷害
発生が防げ
たか否かは
断言できな
いが、患足
をかばって
足をひねっ
た可能性も
考えられる
ので、骨折
等がある場
合は状況に
よっては事
務室で過ご
せるように
するなど環
境を整える
よう努め
る。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

左足に怪
我をして
いたが、
外遊びを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

数グルー
プに分か
れて活動
が行われ
ており、
本児から
は離れた
ところに
おり、事
故発生の
瞬間は見
ていな
い。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
にいたか
は不明だ
が、対象
児の動き
を見てい
た職員か
ら、担当
職員へ対
象児の行
動につい
て声掛け
があっ
た。

継続し
た痛み
の訴え
はな
かった
が、体
調の変
化に気
を配り
保育を
してい
た。

幼稚園頃の
子どもが足
首に痛みを
訴えた場合
は骨折の可
能性が高い
とのこと
だったの
で、積極的
に受診をす
る。

4514

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

119 8 16 21 19 21 31 19 19 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

2.基
準配
置

縄跳びの
縄を結ん
でいた
が、子ど
もの膝下
くらいの
高さで、
3人で遊
んでお
り、危険
性は感じ
なかった
が、見守
りを続け
ていた。

子どもた
ちの遊ん
でいる様
子を見守
り、異常
を感じた
ら、素早
く通院等
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２５０　　
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

縄を、ピ
ンとはっ
ている状
態でもな
く、緩や
かに垂れ
下がって
いる状態
であっ
た。

危険性は
感じては
いなかっ
たが、ゴ
ムひも等
を用意す
る方法も
あった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

10分ほ
ど、交代
で跳び、
遊んでい
たようで
あった
が、本児
は、午前
中の職員
の話の間
に、眠く
なること
もあり、
集中力に
欠けるこ
ともあ
る。

それほど
集中力の
ない子ど
もさんな
ので、個
別で、そ
れぞれの
子どもの
遊んでい
る様子に
配慮をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特別、変
わった様
子はみら
れなかっ
た。仲の
良い友だ
ちふたり
と一緒
に、仲良
く遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2本の木
に縄跳び
を結んで
いたの
で、他の
小さい子
に危なく
てもいけ
ないと、
そばに職
員が見守
りながら
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転んだ状況
も見ていた
が、すぐに
立ち上が
り、「大丈
夫」と声を
かけたが、
「大丈夫」
とテラスの
方へ歩いて
いった。そ
の際、テラ
スに座り、
手が痛いと
いうのを、
そばにいた
保育士が気
づき、すぐ
に、事務所
へ連れてき
て報告をす
る。

乳児か
ら年長
児ま
で、園
庭に出
ていた
ので、
子ども
も保育
士も、
園庭に
おおぜ
い出て
おり、
遊んで
いる状
況で
あっ
た。

職員同士の
連携によ
り、見守る
べき場所・
子ども等に
ついての、
声の掛け合
い、連携を
密にしてい
く。

4515

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

4

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 5 6 5 3 2 2 0 2 2 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨　
上部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

夕方は子
どもたち
の体力も
消耗して
いること
も考慮
し、遊ば
せる内容
や場所 を
の配慮が
不十分
だった。

滑り台周
辺で鬼
ごっこに
発展して
いたこと
に気づけ
ていな
かった
為、保育
士は全体
を観て、
子どもの
行動を把
握してお
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

特になし 特になし 21名

園庭であ
そぶ内容
の確認が
しっかり
できてい
なかった
事で、ど
こでどん
なあそび
をしても
良い流れ
になって
しまって
いた

園庭であ
そぶ内容
を保育士
同士で確
認し、何
処でどん
なあそび
をするな
どルール
を決め、
保育士が
ポジショ
ンに立っ
て子ども
のあそび
を整理す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
等いつも
と変わり
がなかっ
た為、園
庭で自由
あそびを
していた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児は
いつも通
り友だち
と楽しそ
うにあそ
んでいた
ため、保
育士は全
体を見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

固定遊具
全体を観
るために
対象児の
近くにい
たが気付
いていな
かった 

・固定
遊具で
の遊び
方を
しっか
り伝え
られて
いな
かった
・鬼
ごっこ
に発展
してい
ること
に気づ
けてい
なかっ
た

・日中の子
どもの活動
量などを把
握して外遊
びの設定の
判断をする
・園庭であ
そぶ前に遊
び方の確認
を子どもた
ちとしっか
りしておく
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4516

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

25 3 3 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭骨
折，右橈
骨頭骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生
状況時の
確認と再
発防止に
向けての
話し合い
を行い，
危機管理
意識を高
めてい
く。園児
とも遊び
の確認を
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

園庭での
遊び方・
遊具の使
い方を，
職員間で
再度確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
の際の遊
びの約束
を園児・
職員間で
再確認す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこ
が楽しく
て，普段
より活発
な印象が
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一緒に遊
んでいた
職員は，
他児がふ
ざけて鉄
棒に片手
片足でぶ
ら下が
り，危険
を感じ，
他児に注
目した際
に，本児
も鉄棒に
飛び乗っ
たため，
落下する
瞬間に間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

別の園児
の鉄棒の
介助をし
ていたた
め，咄嗟
に助ける
ことがで
きなかっ
た。

園庭の遊び
方・遊具の
使い方を職
員・園児と
もに周知す
る。

4517

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 3 7 3 1 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

亀裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
５　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

今まで遊
んでいた
おもちゃ
を置いて
別のおも
ちゃを取
りに行こ
うと移動
した際、
足をひ
ねってし
まい、体
重がかか
り転倒
し、亀裂
骨折と
なった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
目の前で
見てい
て、足を
ひねる瞬
間手を差
し伸べた
が、間に
合わず転
倒した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
の遊びを
見守って
いた。

職員配
置は適
正で
あった
が、児
童の歩
行の特
徴から
推測さ
れる動
きに対
して声
掛けの
必要が
あっ
た。
（足を
すって
歩く傾
向があ
る）

一人一人の
児童の動き
を予測し、
事故を事前
に回避でき
るように職
員間で話し
合う機会を
もち、一人
一人の児童
の動き、特
徴を把握し
情報を共有
後、本児に
足を上げて
歩くよう声
掛けをして
いく。

4518

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

59 4 6 14 19 16 11 11 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
牙破折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

所庭の土
がかなり
固く滑り
やすい状
態だっ
た。

所庭に土
を入れ整
備した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ごっこ
遊びの
中で、
走るス
ピード
が出て
きて周
りがよ
く見え
なく
なって
いた。

遊びの中で
の走るス
ピードを抑
えたり、周
りをよく見
るように声
をかけるべ
きだった。

4519

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 2 4 7 7 5 6 4 4 5歳
1.男
児

治療に1か
月程度かか
る見込みと
のこと

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨　
骨幹部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

2.基
準配
置

遊具から
飛び降り
る行為が
危険であ
るという
認識はあ
り、注意
の声掛け
をしばし
ば行った
が完全に
止めるこ
とをして
いなかっ
た。

危険なこ
とをして
いて、注
意しても
やめない
時は必ず
やめさせ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
1～2　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り活発に
行動して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児を
含む子ど
も数名を
遊具のそ
ばで見
守ってい
た。当該
児が飛び
降りた
時、急い
で駆け付
けたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児の
様子は見
ていた
が、主と
して他の
子ども達
の様子を
見てい
て、近く
に保育者
がいたた
めすぐに
駆け付け
ることが
できな
かった。

普段か
ら当該
児の行
動が素
早く、
ふざけ
て走っ
て逃げ
ること
も多
い。

当該児の行
動を止める
時は、きち
んと止め、
なぜいけな
いのか（危
険）を伝え
る。

4520

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 5 3 9 6 6 13 18 17 6歳
1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
幹端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

降園後の
園庭遊び
について
の注意喚
起をし、
保護者へ
見守りを
依頼して
いたが、
側につい
て見てい
なかっ
た。

園庭遊び
について
の注意喚
起と見守
りの徹底
を依頼す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

7.その
他

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おにごっ
こをして
いて、追
いかけら
れてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園後で
あり、保
育士は各
部屋で保
育、遅番
担当保育
士は遅番
保育中。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園後で
あり、保
育士は各
部屋で保
育、遅番
担当保育
士は遅番
保育中。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4521

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

71 5 10 8 16 16 16 0 18 12 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

事故対応
マニュア
ルでは、
事故後の
対応を中
心で記載
している
が、予防
の観点か
らの職員
の動きに
ついても
学びを深
めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

遊具事態
の高さや
難易度は
低いもの
の、見通
しが悪
く、職員
の死角が
できやす
い遊具で
あった。

事故発生
後、遊具
の向きを
変え見通
しを良く
したり、
マットを
敷いた
り、危険
が予測さ
れる場合
保育者も
一緒に
上って遊
んだりす
るように
した。現
在は学童
専用の園
庭へ移設
をしてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢で
園庭に集
まる時間
帯であ
り、個別
の関わり
が増える
時間帯で
ある。

より危険
度の高い
遊具や場
所に注意
が集中し
ていたた
め、観察
する場所
が一定に
なってし
まわない
ように簡
単な役割
分担をし
て観察を
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

新入園児
であった
が運動会
も終わり
だんだん
園に慣
れ、動き
も活発に
なってき
たころの
事故だっ
た。遅め
の登園か
ら、園庭
で遊ぼう
と、好き
な年長児
がいる遊
具に上っ
ていっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故直前
（園庭に
出てきた
とき）に
体調につ
いて声掛
けし、本
児も答え
ている
が、その
まま遊具
に向かっ
ていた先
まで、見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具の性
質上、見
通しが悪
い場所が
あり、死
角になっ
ていた。
また低年
齢児も一
緒に園庭
に出てき
ていたた
め、子ど
も同士の
衝突の回
避やより
危険度の
高い遊具
の観察に
注意が向
いてい
た。

危険な箇所
（穴、高
さ）につい
ての職員の
共通理解は
行っていた
が、低年齢
児が中心で
観察の意識
が薄くなっ
てしまって
いた。３歳
以上児でも
同遊具で転
落の危険性
があること
を確認し
あった。

4522

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

107 8 15 9 21 17 16 21 15 11 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

・雲梯の
上に上り
たくて、
補助具
(机等)を
持ち出し
て登って
いた子も
いたの
で、自分
で登って
降りれる
人だけい
いよと声
をかけて
いた。本
児は自由
に上り下
りできて
いた。

そもそも
登って遊
ぶ遊具で
はないの
で、正し
い使い方
を話し
合った。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

自由に雲
梯の上に
上り下り
できてい
たが、支
柱が太く
しっかり
つかむこ
とができ
なかっ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・片づけ
時など慌
てること
が多い
が、危険
なところ
は最後ま
で見守る

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

・雲梯の
上に居
て、片付
けの音楽
や声がか
かったの
で、あわ
てて降り
ようとし
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・片付け
て部屋に
入る指示
はした
が、いつ
も上手に
降りてい
たので本
児が遊具
から降り
るまでの
見守りは
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・自分の
担当の子
どもの入
室の指
示、遊具
の片づけ
等をして
いた。

・片づけ時
など慌てる
ことが多い
が、危険な
ところは最
後まで見守
る

4523

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

80 7 14 8 20 17 14 0 17 12 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(６)回/年

1.基
準以
上配
置

事故対応
マニュア
ルでは、
事故後の
対応を中
心で記載
している
が、予防
の観点か
らの職員
の動きに
ついても
学びを深
めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

遊具の上
部にテン
ト部分が
あり支柱
をつかめ
ない。
遊具の上
部の対面
の栴檀の
枝が伸び
ていた。

テントで
支柱が覆
われてい
るため掴
むところ
がなく、
テント部
分に隠れ
て反対部
分は見え
なくな
る。上部
に行くほ
ど不安定
になるの
で上部に
は登らな
いよう指
導する。
木の剪定
を行っ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

より危険
度の高い
遊具や場
所に注意
が集中し
ていたた
め、観察
する場所
が一定に
なってし
まわない
ように簡
単な役割
分担をし
て観察を
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

直前に注
意を受け
ていた
が、木の
実を取り
たくて再
度登って
行ったよ
うだ

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

直前には
木の実を
とろうと
して手を
伸ばす様
子を見て
注意を
し、下り
てきたこ
とも確認
している
が、再度
登った時
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具の性
質上、見
通しが悪
い場所が
あり、死
角になっ
ていた。
また低年
齢児も一
緒に園庭
に出てき
ていたた
め、子ど
も同士の
衝突の回
避やより
危険度の
高い遊具
の観察に
注意が向
いてい
た。

危険な箇所
（高さ。持
つところ）
についての
職員の共通
理解は行っ
ていたが、
低年齢児が
中心で観察
の意識が薄
くなってし
まってい
た。同遊具
で転落の危
険性がある
ことを改め
て確認し
あった。

4524

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

143 50 46 47 11 11 4歳
1.男
児

令和元年１
２月１１日
Aクリニッ
クを受診。
令和2年4月
から児童発
達相談支援
事業所Bに
通園予定。
体の使い方
が解りづら
い。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

高いとこ
ろに登っ
ていたの
でそばで
確認して
いたが、
降りてき
たことで
安心して
目を離し
た。

高低差の
ある遊具
で遊ぶ場
合は安全
に着地す
るまでそ
ばで見守
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4525

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

21 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

職員全員
周知を
し、同じ
ような事
故が起こ
らないよ
うに話を
した。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
３)回/年

プラン
ター近く
のネット
が出てお
り、それ
に足を
引っかけ
てしまっ
た。

ネットが
引っかか
らないよ
う整え
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

プラン
ターと
プールサ
イドの間
の狭い場
所に子ど
もが入り
込んでい
た。

豆まきを
する場所
を園庭の
真ん中あ
たりに設
定する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼の動き
に興味を
持ち、わ
ざわざ様
子を見に
行こうと
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

豆まきが
終わり、
クラスの
子どもた
ちを集め
ようとす
るとき
だった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
分散して
いる子ど
もたちを
自分のク
ラスに集
めようと
してい
た。

狭いところ
に子どもが
入り込まな
いよう声か
けをしたり
して配慮す
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4526

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

21 4 4 2歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

前歯　外
傷性亜脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度( 
2 )回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルの作成
もしてお
り、職員
の指導は
行ってい
る。職員
配置にも
問題はな
い。

マニュア
ルを再度
見直し、
さらなる
事故防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
300　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
36　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

進級に向
け、棚等
の配置を
変え、
オープン
なスペー
スにして
いた。

食事ス
ペースに
自由に行
けるよう
な配置を
変更す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

急に走り
だした
際、止め
ることが
できな
かった。

その場に
応じた目
配り、声
掛けをさ
らに行う
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

帰りの集
まりで帰
りの挨拶
をした
後、急に
走り出
し、場所
を移動し
ようとし
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども達
の前や後
方で帰り
の集まり
を一緒に
行った
り、見
守ったり
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の帰
りの用
意、荷物
整理を
行ってい
た。

人員的
には問
題はな
いが、
他の対
応で子
ども達
から離
れる場
面があ
る。

帰りの集ま
り時の職員
配置を見直
し、子ども
の見守りを
強化する。

4527

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第5趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

定期的な
研修を継
続し、安
全への意
識を高め
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

定期的な
安全点検
を継続
し、危険
箇所の把
握に努め
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

危険なも
のが周り
にない
か、器具
の設置位
置の点検
を強化す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

プール遊
びを期待
し早く支
度を終
え、落ち
着きなく
保育室内
を走り回
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

  
保育者は
プール遊
びの用意
をしなが
ら、保育
室内を走
らないよ
うに声を
かけてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はそばに
いなかっ
た。

保育士は支
度を終えた
子の待つ時
間がないよ
う、保育を
考える。
保育室内を
走らないな
ど、園児に
日常の約束
事を徹底を
する。

4528

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

8 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

16 3 3 4歳
2.女
児

なし

睡眠中
(うつぶ
せ寝以
外)

1.負
傷

6.その他
顔面(口
腔内含
む)

外傷性歯
牙脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

定期的に
研修をし
安全に関
する意識
を高める

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

定期的な
安全点検
を継続
し、危険
箇所の把
握に努め
る。

5.睡眠
(午睡)
中

園児に危
険を知ら
せ、布団
の上で遊
ばないよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子で過ご
してい
た。午睡
から起き
隣りの子
とじゃれ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

じゃれつ
く様子を
危険とあ
まり感じ
ず見なが
ら起床を
知らせ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他１名は
廊下の押
し入れ前
に立ち、
子どもが
持ってき
た布団を
しまって
いた。

保育士は、
より一層、
危険を予測
し、事故防
止のための
行動をと
る。

4529

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 3 3 4 2 2 5歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第５趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

定期的な
研修を継
続し、安
全への意
識を高め
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

定期的な
安全点検
を継続
し、危険
箇所の把
握に努め
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

年齢、使
用遊具、
遊びの違
いを把握
し、必要
に応じ、
危険がな
いよう遊
具の位置
をずら
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
活発に動
いてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児は
配慮の必
要である
子ではな
いので、
全体の様
子に気を
配りなが
ら、離れ
た所で他
児とかか
わりを
もってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児とか
かわりを
もってお
り、対象
児の動き
を見てい
なかっ
た。

保育士は、
より一層全
体に配慮す
るようにす
る。
園児に危険
がないよう
注意して行
動するよう
声をかけ
る。

4530

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 6 3 5 3 1 4歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘外顆
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

子どもた
ちも体力
的にも疲
れが出る
夕方の時
間帯とい
うことを
意識して
保育にあ
たる。

定期的な
研修を継
続し、安
全への意
識を高め
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

定期的な
安全点検
を継続
し、危険
箇所の把
握に努め
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

体力的に
疲れが出
る、夕方
であるこ
と、異年
齢での保
育という
ことをふ
まえ、必
要に応
じ、危険
がないよ
う遊びの
内容や遊
具を変え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は動
的な遊び
を好み、
この日も
動的な遊
びをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児のし
ている遊
びは把握
し、見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児とか
かわりな
がら、本
児の遊び
は把握し
ていた。

保育士は、
より一層全
体に動的な
遊びをして
いる園児に
配慮するよ
うにする。

4531

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

86 30 30 26 4 3 4歳
1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

定期的な
研修を継
続し、安
全への意
識を高め
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（12）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

定期的な
安全点検
を継続
し、危険
箇所の把
握に努め
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊戯場の
広さに
合った子
どもの人
数や遊び
の種類を
考える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園後、
身支度を
終えこれ
から遊び
始めよう
としてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室か
ら遊戯場
に来た本
児の動き
は把握し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

転倒の瞬
間は見て
いないが
至近距離
にはい
た。

保育士は、,
全体に動的
な遊びをし
ている園児
に、より一
層配慮する
ようにす
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4532

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

33 2 2 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

開示等も
行い、当
日の職員
の配置は
十分で
あった
が、何が
起こるか
わからな
いという
危機感を
もって保
育をする
姿勢が足
りなかっ
た

常に危機
管理意識
を持ち、
事故への
対応を確
実にして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

築山の傾
斜がきつ
いところ
があり、
滑りやす
くなって
いた。

必要に応
じて築山
の修復を
行うと共
に、築山
での遊び
方や傾斜
のきつい
ところは
走らない
ように子
どもに伝
える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

日頃から
遊んでい
る場であ
り、保育
内容的に
も日常と
変わりな
い内容で
あったた
め、注意
をするよ
うに声を
かける程
度であっ
た。

築山では
スピード
を出しす
ぎないよ
うに約束
を決める
ととも
に、危険
を伴う場
合はその
時に指導
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭を走
りまわっ
て遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
を見なが
ら、他児
と別の遊
びをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
とは少し
離れたと
ころで、
子ども全
体を見て
いた。

全体を
見るこ
とがで
きる職
員配置
を行っ
てお
り、日
常の遊
びを変
わりな
なかっ
たた
め、危
険を予
測して
の声か
けや指
導が不
十分で
あっ
た。

戸外遊び中
の約束、
ルールを職
員間で話し
合って共通
理解をし、
子どもにも
遊び方につ
いて等の指
導をする。

4533

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

33 2 2 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首の
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

会議も行
い、当日
の職員の
配置も十
分であっ
たが、何
が起こる
かわから
ないとい
う危機感
をもって
保育をす
る姿勢が
足りな
かった。

常に危機
管理意識
を持ち、
事故への
対応を確
実にして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

今回、遊
具等の
ハード面
には劣化
や不備は
なかった
が、細か
で定期的
な点検は
必要であ
る。

いつ遊具
での事故
があるか
わからな
いので、
点検を丁
寧に確実
に行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

日常の保
育内容や
環境と変
わりはな
かった
が、遊具
等の使い
方につい
ては、そ
の時々に
指導をす
ることが
必要で
あった。

クラスで
遊具の安
全な使い
方や遊具
で遊ぶ再
の約束事
などを決
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育者が
部屋に帰
ると声を
かけるが
帰ろうと
せず、遊
具で遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室へ
帰る準備
をしてい
た他児を
見守りつ
つ、まだ
遊んでい
る児の様
子を伺っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
場（砂
場）の片
付けをし
ていた。

職員の
配置は
十分で
あり、
日常と
変わり
ない保
育内容
であっ
たこと
もあ
り、高
さのあ
る遊具
におけ
る危機
感を
持って
保育す
る姿勢
が足り
なかっ
た。

全体的な見
守りをする
とともに、
高さ等危険
を伴う遊具
での遊び時
は、しっか
りと見守り
と指導を行
う。また使
用時のルー
ルを徹底す
る。

4534

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

11 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨骨
幹部骨
折、右橈
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(７)回/年

2.基
準配
置

ソフト面
の改善策
はなし

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

ハード面
の改善策
はなし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

何回か対
象児の担
当をして
もらって
いたが、
子どもの
細かい情
報が代替
保育士
に十分伝
わってい
なかっ
た。

常勤職員
だけでな
く、代替
職員にも
園児の情
報をしっ
かり共有
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児が鬼
ごっこを
楽しんで
いるのを
見て、保
育士(単
発職員)
と一緒に
走り始め
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
担任保育
士に向
かって突
然走り出
した為、
素早く対
応できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

砂場で遊
んでいた
他児と会
話中、対
象児が担
任保育士
のもとへ
走って来
たのを見
ていた
が、手を
差し伸べ
ることが
できな
かった。

対象児
担当の
保育士
が休み
の為代
替保育
士が担
当して
いた。
しゃが
んで遊
んでい
る子に
気づい
ていな
かっ
た。

障害物のな
い安全な場
所で走るよ
う配慮す
る。必要に
応じて手を
つないで一
緒に走る。
代替保育士
の時は、状
況において
職員体制を
増やす。

4535

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

54 0 0 0 18 16 20 0 4 2 5歳
1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

周りに気
をとられ
ていて足
元や前方
に意識が
向いてい
なかった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任が本
児に前方
を向くよ
う声をか
けた。転
倒した際
も、そば
にいた他
の職員が
受け止め
たが、肩
を地面に
ぶつけて
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
の児童も
大勢園庭
にいたの
で、全体
を把握す
るために
分散して
保育して
いた

特にな
し

今後も子ど
もの姿を把
握し適切な
対応を心が
ける
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4536

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 6 3 4 3 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

右前歯亜
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
1～2　)回
/年

2.基
準配
置

遊びの見
守りをし
て、危険
な遊び方
をしない
よう声を
かけたが
不十分
だった。

そばに
行って声
をかけた
り、安全
が確認さ
れるまで
そばにい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
12～　)回
/年

靴を履い
ておら
ず、靴下
で遊んで
いた。

靴を履く
か、靴下
も脱ぐよ
う促す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
会話を交
わしなが
ら、タイ
ヤ渡りを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

砂場で穴
掘り、山
づくりを
している
他の児童
と関わっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1人は鉄
棒をする
児童につ
きながら
遊びを見
守ってい
た。1名
は児童と
鬼ごっこ
をしてい
たが、子
ども同士
のトラブ
ルがあり
話を聞い
ていた。

普段か
らタイ
ヤ渡り
を楽し
んでい
て、
様々な
渡り方
を試し
てい
た。

タイヤなど
で遊ぶとき
は、滑らな
いよう靴下
を脱ぐか、
靴を履くよ
う伝え、ど
んなことが
危険につな
がるのか子
どもたちと
話す。

4537

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

109 12 18 12 25 22 20 16 15 5歳
2.女
児

身長１０
３．５ｃｍ
(やや低
め）　体
重：１８．
８ｋｇ（標
準）　天候
（晴れ）

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

広い園庭
で遊ぶ子
どもの様
子を見守
るだけで
なく、け
がのリス
クが多い
遊具につ
いては特
に職員に
対し意識
付けが不
足してい
た。

鉄棒につ
いてはど
んな時も
必ず一人
すぐそば
について
見守る。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1)回/年

本児に
とっては
適当な高
さだった
が拍子で
手を外し
てしまっ
た。

ハード面
に関して
は特にな
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

主体的な
遊びを展
開中で、
どんな時
でも事故
になり得
るという
危機感が
不足して
いたかと
思われ
る。

広い園庭
で遊ぶ子
どもの様
子を見守
るだけで
なく、け
がのリス
クが多い
遊具で遊
んでいる
ときには
必ずそば
につい
て、すぐ
に手を差
し伸べら
れるよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最近前ま
わりがで
きるよう
になった
ので嬉し
そうに練
習をして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒の傍
で見守り
ながらも
園庭やほ
かの固定
遊具にも
目を向け
ながら全
体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全園児が
園庭に出
ていたの
で、それ
ぞれ各ク
ラスの子
どもを見
守ってい
た。

鉄棒で
前まわ
りがで
きるよ
うに
なった
が、勢
いがあ
り、
時々危
険な場
面が見
られて
いた。
見守っ
てはい
たが落
下を受
け止め
ること
は出来
なかっ
た。

しっかりと
鉄棒の使い
方を知らせ
ていく。使
い方によっ
ては危険な
遊具である
ので、保育
士が傍につ
くことがで
きない状況
下では鉄棒
を中止する
必要がある
と考える。

4538

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

17 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

戸外遊び
での注意
事項を子
ども達に
話しをし
て遊び始
めたが、
常に城型
遊具あた
りでも追
いかけっ
こをして
いたため
危機管理
意識が薄
かった。

危機管理
マニュア
ルを見直
すととも
に、危機
管理意識
をもち、
保育当番
に入る保
育士の判
断で、危
険と思わ
れる際に
は子ども
達に注意
を促し、
制止すよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

転倒した
場所には
遊具が多
く点在し
ており、
走り抜け
る際バラ
ンスをと
る必要が
ある。

遊具自体
は固定さ
れており
動かすこ
とが容易
ではない
ため遊ぶ
場所を工
夫する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
走る様子
が遊具の
陰になり
保育者か
ら見えに
くい。

保育者は
子ども全
員が見渡
せる場所
でいるよ
うにす
る。ま
た、追い
かけっこ
等をする
場合は所
庭の広い
スペース
でするよ
う子ども
達にも周
知する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友達とい
つものよ
うに追い
かけっこ
をして逃
げてい
た。タッ
チされな
いように
城型滑り
台横を曲
がろうと
して転倒
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

城型遊具
から少し
離れ、ブ
ランコで
遊ぶ子ど
も達を見
ながら全
体の子ど
もを見て
いた。対
象児が
走ってい
るところ
は見てい
たが、転
倒した瞬
間は死角
になって
見えな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

城型遊具
から離れ
た鉄棒横
で、遊具
に背を向
けて鉄棒
をする子
どもたち
を見てい
た。14：
30前に片
付けの合
図があ
り、その
時もう一
人の保育
士のとこ
ろに子ど
もが数人
集まって
いること
で転倒し
ていたこ
とを知っ
た。

担任で
はない
ため子
どもの
動きが
十分把
握でき
ていな
かっ
た。日
頃から
運動場
全体を
使って
追いか
けっこ
をして
いたた
め、危
機管理
意識が
薄かっ
た。

保育者1人は
子ども全員
が見渡せる
場所でいる
ようにす
る。また、
事故が起
こったとき
は職員間で
連携を取
り、協力者
を求たり、
他の子ども
の保育にあ
たったりす
る。

4539

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

26 2 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端剝離
骨折

8.その
他

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
３　)回/
年

2.基
準配
置

子どもた
ちだけで
移動して
いた。

子どもた
ちだけで
移動する
ことがな
いように
職員配置
や見守り
を改善す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

特にな
し。

廊下で足
が絡まっ
て転倒し
たので、
環境面に
おいては
改善する
項目はな
い。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

子どもた
ちだけで
移動して
いた。

子どもた
ちだけで
移動する
ことがな
いように
職員配置
や見守り
を改善す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であるが
保育室移
動時に少
し注意が
欠けてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

移動時に
職員がつ
いていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスか
ら移動中
のことで
あったた
め、付き
添ってい
る職員が
いなかっ
た。

5歳児と
いうこ
とで、
職員に
子ども
達だけ
で移動
しても
大丈夫
という
気持ち
があっ
た。

子どもたち
だけで移動
することが
ないように
職員配置や
見守りを改
善する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4540

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 2 2 5歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
6　)回/年

2.基
準配
置

特になし

ヒヤリ
ハット事
例を出し
合い、そ
の都度確
認し、改
善策を考
える

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

特になし

日々の点
検を確実
に行い、
その都度
問題点を
共通理解
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

保育室内
の環境の
見直し
（机・い
す・ロッ
カー等の
配置）

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

早く降所
準備を終
わらせて
遊びた
かったの
で、急い
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

怪我をす
る前に本
児に走ら
ず歩くよ
うに声を
かけた
が、本児
に聞こえ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降所の準
備をして
いる子ど
もたちに
関わって
おり、準
備を促す
よう、他
の子ども
に声かけ
等をして
いたた
め、本児
の動きは
確認でき
ていな
かった。

特にな
し

T1、T2の役
割確認の徹
底

4541

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 5歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
研修など
に参加
し、職員
間で事故
予防の知
識を高め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

特になし

玩具の点
検を月２
回実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員がす
ぐ横にい
なかっ
た。

戸外遊び
での危険
な行為を
子どもた
ちに周知
し、遊具
などの使
い方を伝
えた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

母親が迎
えに来た
後もよく
鉄棒に
座って遊
んでい
た。職員
が子ども
に危険で
あること
を伝えて
はいたの
だが、徹
底できて
いなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

１６名の
年長児が
戸外遊び
をしてい
たので、
全体の子
ども達の
様子を見
守ってい
た。本児
が鉄棒に
いたのは
確認して
いたが、
側にいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の年長
児の子ど
もたちと
一緒に
サッカー
をしてい
た。

子ども
たちに
鉄棒で
遊ぶ
時、鉄
棒の持
ち方や
使用の
仕方等
のルー
ルを徹
底して
おく必
要が
あっ
た。

職員の立ち
位置を職員
間で共有
し、危機管
理意識を高
めた。

4542

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

71 24 21 26 3 3 5歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし

園児の遊
び方につ
いて指導
及び再確
認をする

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

特になし

安全点検
を怠らな
い様に皆
で声をか
けあう

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊び方に
ついて指
導する　
あわせて
職員が目
を離さな
いよう細
心の注意
をはらう

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず元
気に登園
する

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
をしてい
たので、
職員も一
緒になっ
て見守っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のエリ
アの園児
達をみて
いた

特にな
し

目を離さな
い

4543

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

11 2 2 3歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

何度か経験
のある遊び
で、無理は
なく、危険
予測もして
手を添え知
らせていた
が、遊びの
ルールを当
該児童に理
解されず、
事故につな
がってし
まった。事
前のルール
の確認及
び、安全な
遊び方の指
導に、これ
まで以上に
取り組む。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

毎日、及
び定期的
に点検、
消毒をし
ているの
で、今後
も続ける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

何度か経験
のある遊び
で、無理は
なく、危険
予測もして
手を添え知
らせていた
が、遊びの
ルールを当
該児童に理
解されず、
事故につな
がってし
まった。事
前のルール
の確認及
び、安全な
遊び方の指
導に、これ
まで以上に
取り組む。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

積極的に
遊びに参
加してい
た。特に
変わった
様子は認
められな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

這う遊び
を見守
り、バラ
ンスを崩
したり、
子ども同
士の衝突
のないよ
う、一人
ひとりに
手を添え
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

もう一方
のマット
（フラッ
トな状態
で敷き、
その上を
転がる遊
びを至近
距離で見
ていた）

何度か経験
のある遊び
で、無理は
なく、危険
予測もして
手を添え知
らせていた
が、遊びの
ルールを当
該児童に理
解されず、
事故につな
がってし
まった。事
前のルール
の確認及
び、安全な
遊び方の指
導に、これ
まで以上に
取り組む。

4544

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 0 0 1 4 4 3
5名／
事務

室5名
10 4歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

2.基
準配
置

常日頃の
「廊下は
歩く」こ
との徹底
を図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２４　)回
/年

職員間で
共通意識
し、見か
けたら一
声かける
ようにす
る。

7.その
他

保護者や
子どもに
わかるよ
うに　廊
下に「走
らない」
掲示をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

迎えに来
た母親か
らジャン
パーを渡
され右手
に抱えた
まま廊下
を走り、
後方の母
親の前で
ジャン
パーで
滑っての
転倒と
なった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

迎えに来
た保護者
に本児を
渡し、母
子が保育
室を出て
廊下を歩
いている
時の出来
事であ
り、保育
士は保育
室で子ど
も達と絵
本タイム
を過ごし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員は
事務室や
他保育室
にいた。
廊下には
母親の同
僚も一緒
に子ども
を迎えに
来てい
た。

迎えに
来たこ
との嬉
しさと
廊下の
解放感
による
行動
か。

廊下は走ら
ないことを
職員間の
他、クラス
全体で周知
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4545

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

54 16 18 20 4 4 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨若
木骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット会
議にて事
故の検証
を行い、
職員間で
情報共有
し安全意
識の向上
を図ると
ともに、
合同で遊
ぶ時の職
員配置や
遊び方に
ついて検
討する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

合同で遊
ぶ時に
は、場所
に限りが
あるの
で、ボー
ル遊びは
地面につ
いて遊ぶ
か、場所
を区切っ
て他の遊
びをす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

投げた
ボールが
木の幹に
当たり、
ボールが
予想外の
方向に跳
ね返って
きたた
め。

コートを
書くなど
し、互い
の陣地を
決めてお
き、取り
合いにな
らないよ
うにす
る。
3歳児～
５歳児で
の園庭で
の遊び方
について
職員間で
話し合
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常の様
子で元気
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

少し離れ
たところ
からボー
ル遊びの
様子を見
ていた
が、子ど
も同士が
ぶつかる
瞬間は見
ていな
かった。
すぐに転
倒した子
どものそ
ばに行き
様子を見
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のト
ラブル対
応をして
いたた
め、見て
いなかっ
た。

子ども
の人数
や遊び
の種類
により
職員の
立ち位
置や
ボール
の遊び
方を工
夫する
など配
慮が不
十分で
あっ
た。

３歳児～5歳
児合同で園
庭での遊び
方や約束事
を再度職員
間や子ども
と確認す
る。
職員間で合
同保育時に
おける役割
分担、配置
について再
度確認し、
職員一人一
人が意識を
もって子ど
もを見守
る。

4546

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

16 16 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨遠位
端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

鬼ごっこ
は普段か
ら子ども
たちが元
気に走り
回って遊
ぶので遊
ぶ前に周
りをよく
見て走る
ように伝
える必要
があっ
た。

事故を振
り返り分
析を行
い、職員
に対して
再発防止
のため
に、一人
ひとりが
安全に対
する危機
管理を行
えるよう
に徹底し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(　
6　)回/年

子どもた
ちが走り
回るには
園庭が狭
い。

日頃から
周りをよ
く見て行
動するよ
うに伝え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2名の保
育士で見
ていたが
1名はト
イレに
行ってお
り、実質
1名で見
ていた。

保育士が
その場を
離れる時
は、他の
保育士に
変わりに
園庭に出
てもらう
など保育
士間の連
携を図る
ことが必
要であ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭でク
ラスの友
だち数人
と鬼ごっ
こを楽し
んでい
た。逃げ
る際一緒
に遊んで
いた女児
とぶつか
り転倒す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に活
動をして
おり、本
児が女児
とぶつか
る瞬間も
目に入っ
ていた。
転んだ時
に手のつ
き方が気
になった
のですぐ
に駆け寄
り対応し
た。手も
指も動か
したが軽
い捻挫を
している
かもしれ
ないので
幹部を冷
却シート
で冷やし
様子をみ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外に出て
いた他の
職員は、
トイレに
行ってお
り本児が
転倒した
様子は見
ていな
かった。

鬼ごっ
こはと
ても動
きが活
発にな
り、夢
中で逃
げて走
るため
周りの
友だち
の様子
が目に
入らな
かっ
た。

遊びに入る
前に、周り
をよく見て
走るように
声掛けして
子どもに意
識させるよ
うにする。
保育士は、
危険な場面
を見たら咄
嗟に声掛け
が出来るよ
うにして事
故を未然に
防げるよう
にする。

4547

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

12 2 2 6歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1～2　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度(　
6　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
3　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

あまり行
かない公
園の遊具
が、目新
らしく運
動神経の
良い本児
なので、
できると
思いやっ
たのでは
ないか。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
雲梯の所
にいるの
は見てい
たが、他
児を集め
て遊びを
始めよう
としてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児は
見ていた
が、他児
話しをし
ていた。

危険予
測をし
て、担
任のど
ちらか
が近く
に行く
か声を
かけて
止めさ
せるべ
きだっ
た。

慣れない公
園・遊具で
遊ぶ時には
普段以上に
気をつけて
危険予測を
する

4548

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

20 3 2 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

外傷性亜
脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
2～3　)回
/年

2.基
準配
置

今年度懇談
会当日（参
観）の怪我
が２回目で
あった。１
回目の怪我
発生時に職
員全員で反
省会を設け
て発生状況
の振り返
り、再発予
防策につい
て十分に意
見交換した
（子どもの
様子がいつ
もと違うの
で安全には
いつも以上
に注意し遊
びの設定を
する）。し
かしながら
同じような
状況での怪
我の発生と
なってし
まった。

懇談会当
日は子ど
もたちは
保護者が
おり、嬉
しい気持
ちから気
分が高ま
る傾向に
ある。そ
のため安
全の確保
に十分配
慮し遊び
の設定を
しなけれ
ばならな
い。子ど
もの状況
を確実に
捉え、安
全な遊び
を設定す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
適宜　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/2
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
適宜　)回
/年

使用して
いたはし
ご、巧技
台は新し
いもので
あり不具
合はな
かった。
子どもた
ちの上履
きの底が
濡れてい
るような
こともな
かった。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの難
易度から
考える
と、はし
ごには
パート職
員でなく
担当がつ
くべきで
あった。

・はしごを出す前に

しっかりと使い方の

説明をせずに遊び始

めてしまった。事前

に全体に知らせ、注

意しようとする意識

を持たせていく。巧

技台が低かったので

渡れると思ってし

まったこともあり、

一人ひとりの状況を

掴み危険がないか担

当間で声を掛け合う

と良かった。

・本児は転ぶことも

多く、手足の力も弱

い。発達状況を把握

している担当が付い

た方が良かった。今

後、遊びの中で危険

を回避する力をのば

していきたい。

・当日、保育参観の

保護者もいて子ども

達が興奮している状

況だった。受け入れ

の時間と重なってい

たのでクラスが揃っ

てから活動を始める

ようにする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

懇談会の
ため4名
ほどの保
護者が保
育参観し
ていた。
嬉しい気
持ちから
子どもた
ちは気分
的に高
まってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

該当なし

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

パート職
員がはし
ごについ
ており、
怪我の発
生状況を
見てい
た。

特にな
し

子どもの状
況を一番良
く把握して
いる担当職
員が、難易
度の高いは
しごにつく
べきであっ
た。子ども
への適切な
声かけや、
事故予防の
対策がとれ
たかもしれ
ない。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4549

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 22 19 2 2 5歳
1.男
児

以前、保育
中に転倒し
上顎左右の
Aをぶつけ
亜脱臼と診
断され歯科
通院歴（3
か月経過観
察）があっ
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

上顎右Ａ
亜脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2.基
準配
置

該当なし 該当なし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

該当なし 該当なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保護者の
送迎があ
る時間帯
だった。
保護者対
応をする
可能性が
ある中で
固定遊具
に職員が
全て付き
添うこと
は注意が
散漫にな
り安全保
持ができ
ないと思
われる。

遊具の使
用時は職
員がそば
に付き添
い見守る
ルールに
なってい
た。保護
者の迎え
が始まる
時間帯で
の園庭の
遊はせ
方、固定
遊具の使
用の仕方
は職員全
体でルー
ルの確認
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児に手
本を見せ
ようと鉄
棒に跳び
ついた。
友だちに
よいとこ
ろを見せ
ようと
焦ってい
たと思わ
れる。本
児の鉄棒
の力量は
援助なく
一人で取
り組むレ
ベルには
達してい
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒に付
き添って
いた職員
は、後か
ら参加し
た児童に
気を取ら
れて本児
を視野に
は捉えて
いたが動
きに注意
ができな
かった。
鉄棒に取
り組む児
童の後ろ
に付き
添ってい
たため転
落時に助
けられる
位置では
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
で遊ぶ児
童の見守
りをして
いた。た
またま本
児が気に
なり転落
場面を見
届けた。
しかし、
注意を呼
び掛けた
りそばに
行くには
至らな
かった。

児童個々の発達段

階と本児の鉄棒の

力量を把握ができ

ていなかったこと

が大きな要因とな

る。また、練習段

階の児童が鉄棒に

取り組むにあたっ

ての職員の立ち位

置が適切ではな

かった。

職員が2人で園庭

の保育にあたって

いた。送迎の保護

者の対応も考えら

れる時間帯で2人

共に遊具の見守り

をするのは適して

いなかった。遊具

のそばで見守って

はいるものの迎え

の保護者やほかの

児童に気を取られ

安全保育に集中で

きていなかった。

遊具で遊んでいた

児童は合計10人足

らずでその他の児

童の方がはるかに

多く、全体把握が

できていない状況

が否定できない。

また、夕方は子ど

もにも疲れが出て

集中力が低下する

ことが考えられる

中で、そのことを

踏まえた保育設定

ができていなかっ

た。

2人の保育士は
マニュアル通り
に遊具で遊ぶ児
童に付き添い見
守りをしてい
た。ただし、保
護者の迎えの時
間帯で保護者対
応にあたること
が考えられる場
面で、職員2人
で2つの遊具の
開放は適してい
なかった。個々
の児童の発達段
階と力量に合っ
た保育設定をし
ていく。夕方の
時間帯の園庭で
の遊び方につい
ては職員全体
で、優先順位の
確認と注意点を
早急に協議し取
り決めを整理し
ていく。

4550

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 0 0 0 2 7 1 1 1 5歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左左足関
節外側靱
帯損傷と
左母趾中
足骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１２　)回
/年

2.基
準配
置

該当なし 該当なし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
４８　)回
/年

該当なし 該当なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ホールで
ボール、
ケンケン
パ、フラ
フープの
3種類の
遊びを設
定してい
た。全体
が見守れ
る立ち位
置を工夫
していた
が、何か
の時に手
が届く環
境ではな
かった。

設定遊び
の数を減
らす、ま
た、異年
齢保育と
いうこと
を考慮し
て安全性
の高い遊
びを選択
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は自
らケンケ
ンパを選
択し何回
か取り組
んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童全体
が見守れ
るように
立ち位置
を考慮し
保育して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

発熱児童
に保健室
で付き
添ってい
た

異年齢
の児童
10名を
保育す
るにあ
たっ
て、子
ども一
人ひと
りの力
量を判
断した
保育設
定がな
されて
いな
かっ
た。

土曜日保
育・異年齢
保育では安
全性の高い
遊びを設定
する。

4551

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

16 16 4 4 2歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

下歯右A
左A外傷
性脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

職員が見
守る中で
本児が転
倒した。
歩行の
際、内股
気味で自
分の足で
つまずき
やすい場
面があっ
た。

移動でバ
ランスを
崩しやす
いことを
留意し、
できるだ
け転倒を
防ぎ手が
出せるよ
うにして
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
48　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

子どもが
通る際に
幅が十分
ではな
く、歩き
にくいと
考えられ
る。

机・椅子
を設定す
る時に、
子どもが
通りやす
い間隔を
留意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

順番に渡
して戻る
状況の
中、先に
椅子へ向
かうこと
に気持ち
が向いて
いた。

机ごとに
ついてい
る保育士
が一緒に
連れて移
動し戻る
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分です
ることに
やる気を
見せ、椅
子へ向か
うことに
気持ちが
向いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育室、
タオル等
を片付け
る廊下等
それぞれ
の場所に
保育士は
付いてい
た。一緒
には行動
していな
いため、
バランス
を崩した
時に手を
差し伸べ
ることが
できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

椅子に
座ってい
る子ども
に１名職
員が付
き、移動
したとこ
ろに1名
職員がい
た。移動
の途中に
も職員は
付いて、
3名が子
どものそ
れぞれの
場所で至
近距離に
いた。

歩行の
際、足
の運び
が内股
気味
で、自
分の足
同士が
触れて
つまず
きやす
いこと
があっ
た。

移動の際バ
ランスを崩
しやすい場
面を想定
し、職員間
で共有す
る。

4552

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

4 0 4 4歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足頸椎
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故のリ
スクやヒ
ヤリハッ
トについ
て定期的
に共通理
解し把握
し合う

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
50　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

遊具の設
置に関し
ては特に
問題は感
じられな
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊ぶ前に
子どもと
遊び方を
確認し合
う
遊び方や
遊びの内
容を工夫
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人ひとり
の遊びの状
況を把握で
きるような
体制で遊び
を見守る

4553

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

3 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(０)回/年

1.基
準以
上配
置

初見の保
育士の事
故対応の
判断が遅
れた

園内研修
を実施す
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

日頃から
遊んでお
り、危険
遊具とは
考えづら
い

引き続
き、安全
点検実施

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び方の
再確認と
保育士の
事故防止

園児の遊
びの再確
認と危険
な行動を
回避する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一人で綱
を登って
遊んでお
り、危険
な行動は
なくいつ
ものよう
に遊んで
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
危険な遊
び方をし
ておら
ず、他の
園児の見
守りのた
め一瞬振
り向いた
ところ転
んでお
り、落ち
た状態は
見ていな
い

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊び時間
が終わる
ときだっ
た為、入
室するよ
うに誘導
中

正職員
の休憩
時間中
でパー
ト職員
が見て
いたが
手を動
かし痛
くない
と言っ
ていた
ため甘
く初見
してし
まった

遊び時間の
職員配置と
人員を増や
すこと。ま
た職員休憩
の見直し
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4554

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 　 　 　 3 10 22 3 3 4歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

適正に配
置されて
いたにも
関わら
ず、突発
的にこの
ような事
故が起き
てしまっ
たため、
今後も一
層園児に
気を配り
ながら適
正配置を
継続して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2～3)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

適正に対
策を講じ
ていたに
も関わら
ず、この
ような事
故が起き
てしまっ
たため、
今後も安
全管理を
より一層
徹底して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

適正な保
育環境で
あったに
も関わら
ず、こう
いった事
故が起き
てしまっ
たので、
今後も一
層園児の
動き等に
配慮しな
がら、安
全な保育
環境を維
持・継続
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

環境面に同
じ

4555

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

11

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

19 2 2 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度( 
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員会時
に、子ど
もが机等
を運ぶ時
の配慮事
項を確認
したい。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

子どもが
運ぶもの
について
は、しっ
かり持て
るような
ものを用
意する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

直接関係
はなかっ
たが、机
等をしま
う場所、
おき方に
ついても
検討した
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもの動
きには常に
目を向け、
いろんな場
合を想定し
ておきた
い。

4556

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

52 27 25 4 4 6歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第５趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

混合で保
育に当た
る時は互
いに声を
掛け合
い、死角
がないよ
う十分注
意する。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

事故予防
に関する
マニュア
ル作り
や、安全
点検を活
用して事
故予防に
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

廊下の脇
に置いて
あった
ジャン
バー掛け
の位置
が、やや
斜めに
なってい
た。

冬場に設
置する
ジャン
バー掛け
の配置場
所につい
て、でき
るだけ廊
下の端に
なるよう
改善す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
いが、担
任に小走
りだった
と、本人
が報告す
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室で
他児が雑
巾がけを
する様子
を見なが
ら、移動
してくる
子たちの
見守りを
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
登園して
くる子た
ちの受け
入れをし
ていた。

４，５歳児
が合同で行
う雑巾がけ
をするた
め、複数の
職員が園児
対応をする
ため、時間
やタイミン
グにより、
見落とされ
る場面が
あった。

職員同士が
声を掛け合
いながら、
細かく子ど
もの様子を
見ていくよ
う職員の動
きを再確認
する。

4557

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 0 0 0 2 3 2 2 2 6歳
1.男
児

普段は延長
保育をしな
いため乳児
室で遊ぶこ
とはほとん
どなかっ
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
　３)回/
年

2.基
準配
置

特になし

幼児７名
を保育士
１名で安
全に保育
するため
に長時間
保育の疲
れ等を配
慮した遊
びを行っ
ていたた
め

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　12)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

柵の高さ
は55セン
チ出入り
口は幅
120セン
チある。
身長１２
５センチ
の本児に
とって超
えられな
い高さで
はない為
飛び越え
たいとい
う気持ち
が芽生え
た。

乳児室の
使い方を
知らせ、
柵をのぼ
ること、
飛び越え
ることの
危険性を
改めて知
らせてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

延長保育
で使用し
た保育室
に慣れて
いないた
め、気持
ちが高
まってし
まい、普
段取らな
いような
行動を
とってし
まった。

普段使用
する保育
室以外の
保育室の
使い方を
改めて知
らせてい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友達と遊
ぶことが
うれしく
て興奮気
味

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児と一
緒にぬり
絵をして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園内戸締
りのため
部屋を開
けてい
た。

延長保
育を
めった
にした
ことが
ないた
め、友
達と長
く遊ぶ
ことが
本児に
とって
とても
うれし
かった
よう
で、少
し気持
ちが高
ぶって
いた。

子ども達一
人一人の心
の状態を把
握しなが
ら、遊びに
誘う

4558

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

3 2 2 5歳
1.男
児

公園の広
さ、地面の
状態は、鬼
ごっこに適
さない状態
ではなかっ
たが、本児
は鬼ごっこ
の経験が少
なく、逃げ
る気持ちと
身体の動き
が合ってい
なかった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

今まで運
動遊びを
ほとんど
やろうと
しなかっ
た本児で
あるが、
最近参加
するよう
になり、
身体の使
い方がま
だぎこち
なかっ
た。

鬼遊び等
を始める
前は準備
体操を行
い、普段
の遊びの
中にも
色々な動
きを
取り入れ
身体を慣
らしてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年　
ほぼ毎日

散歩先の
公園の状
況は地面
がコンク
リートで
若干の傾
斜があ
り、走っ
ていると
きにその
傾斜がわ
からず
に、つま
ずいたこ
とも考え
られる。

公園の状
況は常に
把握し、
その遊び
に適して
いるか担
任間で共
通認識
し、適し
た遊びを
する。ま
た、個別
に配慮が
必要な子
には準備
体操や事
前に危険
箇所につ
いて声を
かける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

よく行く
公園であ
るが、本
児の経験
値が少な
く、逃げ
る気持ち
と身体の
動きが
合ってい
なかっ
た。

鬼ごっこ
からでな
く、か
けっこな
ど単純な
身体を動
かす遊び
を取り入
れてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

今までほ
とんど鬼
遊びや身
体を動か
す遊びに
参加しよ
うとしな
かった
が、最近
少しずつ
やる気が
でてき
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一緒に鬼
ごっこを
していた
が、本児
のすぐそ
ばにいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れたと
ころで、
他の子た
ちと違う
遊びをし
ていた。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4559

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

12

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 0 0 3 3 2 3 0 1 1 3歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

右前歯の
完全脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
数　)回/
年

2.基
準配
置

固定遊具
で遊ぶ際
の保育士
配置、見
守りの周
知徹底が
おろそか
になって
しまっ
た。

再度周知
徹底を図
り、目視
のみの見
守りにし
ないよう
にする。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
数　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
数　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
数　)回/
年

施設設備
に問題は
なかっ
た。

なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が一
人でジュ
ニアジム
に登って
いるのは
目視して
いたが、
咄嗟の転
落を防げ
る距離で
は無かっ
た。

ジュニア
ジムで遊
ぶ際には
危険に繋
がらない
よう保育
士の配置
を工夫す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びが見
つけられ
ず色々な
遊びに
入ってい
た中で、
ジュニア
ジム遊び
に落ち着
き楽しん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ジュニア
ジムでは
何度も遊
んでいた
こともあ
り、転落
の危険性
はほぼ無
いという
保育士の
油断が
あった。
転落後す
ぐに周囲
の保育士
に大きな
声で応援
を頼んで
処置をし
ている。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
が各部屋
の子ども
たちの保
育に従事
していた
ため、事
故の瞬間
は見てい
ない。

保育士
人数基
準内の
中で、
ホー
ル、保
育室内
の遊び
の種類
が多様
化した
結果、
目視の
みに
なって
しまっ
た。

基準人数内
での保育展
開の工夫に
おいて、危
険に繋がる
遊びの多様
化を避け
る。

4560

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

29 12 17 2 1 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘上腕
骨顆上不
全骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
行動に伴
う危険予
測が不十
分だっ
た。

子どもの
動き方や
気持ちに
ついてど
こに視点
をおいた
ら良いか
話し合
い、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
２６０　)
回/年

安全点検
の定期実
施と確認
の徹底・
全体への
周知を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃から
担任の声
掛けをき
ちんと聞
くことが
でき、そ
の時点で
も一旦そ
の場を離
れたので
油断が
あった。

子どもの
心身の動
きに注意
するとと
もに広い
場所での
子ども達
一人ひと
りに十分
目を向け
られるよ
う職員間
で声を掛
け合い意
思統一を
図る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で友
達と一緒
に鉄棒で
遊んでい
た。でき
るように
なって自
信を持っ
て何回も
やりた
がってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒の脇
に立ち、
一人ひと
りに指示
をだしな
がら、遊
びに加
わってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体が見
える位置
に立ち、
介助の必
要な子の
動きを見
ながら遊
びに加
わってい
た。

次の行動に
移るため遊
びを中止し
たが、その
時、鉄棒を
行っていた
園児の全て
が離れたこ
とで再びそ
こで遊ぶ子
はいないと
思い注意が
希薄になっ
ていた。

動きの予測
が難しいの
で、必ず、
再度、同じ
遊びをして
いることが
ないか確認
したり全体
を見てどん
な動きにで
も即対応が
できるよう
にする。

4561

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

22 22 4 4 2歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.基
準配
置

現在も定
期的に
行ってい
るヒヤリ
ハット報
告を活用
し、危険
個所は全
職員で共
有してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日　　
)

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
週１　)回

上記同
様、ヒヤ
リハット
報告等を
活用し、
危険個所
は全職員
共有し、
至急改善
が必要な
物などは
対応して
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守りの
中では
あった
が、滑る
等の動き
を予測し
ていく。
引き続
き、遊具
の点検
や、遊具
が煩雑に
なったら
片づけを
行い環境
を整えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気の合う
友だちや
好きな玩
具で自由
遊びを楽
しんでい
たが、動
き回って
移動は多
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
傍にはい
たが、目
の前で遊
んでいる
子どもを
中心に見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
1名は受
け入れを
して、残
り２名の
非常勤職
員はそれ
ぞれの
コーナー
にいた。

見守るスキ
ル、見方を
習得して保
育にあたっ
ていけるよ
うにする。
また、子ど
もの行動を
予測し、見
方（座る位
置、立ち位
置）を考え
保育にあた
るようにす
る。

4562

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2 2 2 4歳
2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

一人ずつ
交代で行
うように
するこ
と。保育
士の声掛
けや立ち
位置に気
を付け
る。バラ
ンスを崩
した際も
手を伸ば
し防げる
ようにす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度( 
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
50)回/年

今鉄棒に
夢中に
なってい
る子も多
く大きい
子たちの
真似も多
くなって
いる。

日常に握
る力や腕
の力をつ
ける運動
等を取り
入ていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールが
転がって
きたり、
話しかけ
たりせず
集中力を
欠かさな
い

ボール等
が鉄棒エ
リアに入
らないよ
う衝立な
どを置き
安全に気
を配った

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒が好
きで、お
友達と一
緒にあそ
んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

そばにて
見守って
いたが瞬
間手を離
してしま
い、手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者以
外は外で
他の子ど
もが遊ん
でいる様
子を見
守ってい
た

鉄棒に
慣れて
きて油
断も
あった
可能性
がある

一人ずつ交
代で行うよ
うにするこ
と。保育士
の声掛けや
立ち位置に
気を付け
る。バラン
スを崩した
際も手を伸
ばし防げる
ようにす
る。
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死亡
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4563

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

15 3 3 4歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
４　)回/
年

2.基
準配
置

事故防止
に向けた
環境つく
りに対す
る認識の
甘さ

職員間の
コミュニ
ケーショ
ンの中で
の共有
化。ヒヤ
リハット
など記録
に
残し分析
を行い、
事故への
認識、危
険に対す
る予知能
力の向上
を図る。

2.不定期
に実施

実施頻度(　
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

狭い部屋
で行った
こと。す
ぐ前に他
児がい
て、保育
士の動き
をさえぎ
る
かたちと
なってし
まったの
ではない
か。

運動的な
あそびを
するとき
の環境
を、クラ
スでしっ
かり話し
合い環境
を
整えるこ
とが大切
である。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特にいつ
もと変り
なくあそ
びを楽し
んでい
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

対象児を
フォロー
できる位
置にいた
にもかか
わらず,
対象児が
バランス
を崩し、
床に落ち
る瞬間に
手を差し
伸べた
が、落ち
た方向に
目がい
き、反対
の手がビ
ニールに
からんで
いること
に気づけ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ひとりは
ビニール
を持ち、
もう一人
の職員
は、他児
と一緒に
座ってあ
そびを見
守ってい
た。距離
がはなれ
て
いたこと
もあり、
すぐに
フォロー
できな
かった
が、落ち
たほうに
目が向い
ていた。

とっさ
の判断
ミスと
安全に
対する
配慮不
足

予想される
子どもの動
きをしっか
り把握した
うえで、安
全に配慮し
ながら
あそびを展
開してい
く。

4564

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

35 0 0 0 10 11 14 5 1 5歳
2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　１)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外と室
内と子ど
もがいる
ため職員
は分か
れ、子ど
もたちは
移動して
いるた
め、目配
り、配慮
が届かな
いところ
が出てし
まう。

一人、ク
ラス担任
に数分
間、保育
に入って
もらうこ
とで、全
体を見
守っても
らう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも、
元気があ
り、何事
も慌てて
行動する
子のた
め、当日
も立つ時
でないと
きにすで
に立って
しまって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

年長と一緒
に戸外に出
る職員、中
で支持する
職員、年
中、年少な
ど分かれつ
いている職
員、加害を
加えた子を
止めに入る
職員がいた
が、押し飛
ばされた他
児をたすけ
るため、加
害の子を離
したとたん
次の対象児
を押し倒し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

時間外保
育の年中
は年中、
年少は年
少の担当
者がいた
が、他児
の後ろ
で、全体
を見守っ
ていた。
支持の先
生は、年
中、年少
の前に向
かい合わ
せで座っ
ていた。

加害児
の思い
に気づ
けず、
順番に
戸外に
出たこ
とで、
苛立っ
てし
まっ
た。ま
だ対象
児は
座って
待って
いるべ
き時
に、一
人立っ
て前に
出てい
た。

加害児の気
持ちに気づ
くととも
に、対象者
も座るよう
に声掛けし
促すべきで
あった。

4565

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
4.3歳児
クラス

59 0 0 0 0 0 0 0 4 4 4歳
1.男
児

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕肘関
節付近骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(５～６)
回/年

2.基
準配
置

子どもの
数が多
く、保育
士の注意
力が散漫
になる。

危険性の
高い遊具
に保育士
が張り付
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
週

子どもの
鉄棒を握
る握力が
弱い。

業者によ
る点検記
録を精査
し、修理
すべきと
ころは速
やかに修
理する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士が
複数運動
場に出て
いると、
他の保育
士に頼る
意識が働
くことが
ある。

遊具毎に
見守る保
育士を決
め、責任
を自覚し
て各遊具
を使う子
どもを観
察するよ
うにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

久しぶり
の天気
で、子ど
も達もう
れしく
て、いつ
もより活
発に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

大勢の子
どもが運
動場で遊
んでいた
ため、特
定の子ど
もに目を
付けると
言うこと
が無かっ
た。担当
保育士は
ウンテイ
の所にい
て、鉄棒
の所にい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

大勢の職
員が運動
場にでて
いたた
め、危険
な遊具
（総合遊
具、ウン
テイ、回
転遊具付
近にい
て、低鉄
棒の監視
ができて
いなかっ
た。

子ども
の数が
多く、
保育士
の注意
力が散
漫に
なって
いた。

危険な遊
具、例えば
ジャングル
ジム・ブラ
ンコ・登り
棒・雲梯・
総合遊具な
どにはその
遊具を見守
る保育士を
付けて、怪
我の無いよ
うに観察す
る。

4566

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

11 3 3 2歳
2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

遊ぶ場所
により遊
具の状況
を確認
し、職員
同士が声
を掛け合
いなが
ら、児童
と職員の
状況を把
握して活
動を行う
必要があ
る。

職員会議
で今回の
件につい
て周知を
図り、同
様の事故
が発生し
ないよう
にしてい
く。
又、ガイ
ドライン
のチェッ
クリスト
を活用し
現状の保
育と差異
がないか
を確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度( 
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度( 
１ )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度( 
12 )回/年

前日に雨
が降り、
屋上の地
面・遊具
が濡れて
いた。職
員により
濡れた場
所を雑巾
で拭き
とった
が、雨跡
が上履き
を濡らし
遊具で
滑った可
能性が考
えられ
る。

事前に屋
上の状態
を確認
し、濡れ
ている状
況も考慮
して活動
を実施す
る必要が
ある。屋
上の踊り
場に雑巾
とモップ
を常備し
直ぐに対
応が出来
るように
し、二人
以上で安
全確認を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具を利
用する子
ども達が
多く、人
数制限を
設けてい
なかっ
た。何人
の児童が
どの遊具
で遊ぶか
の確認を
職員同士
で周知で
きていな
かった。

遊ぶ前に
子ども達
に遊びた
い遊具を
確認し、
同じ遊具
が複数人
にならな
いよう配
慮してい
く各遊具
に対して
明確に担
当を付
け、持ち
場を離れ
ないよう
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時は普
段通り落ち
着いてお
り、受け入
れ時も異常
はなかっ
た。月齢が
低い為、室
内遊びでは
保育士に付
いて回る事
も多く、保
育士と一緒
に遊ぶ事も
多いが、特
に変化はな
かった。牛
乳や食事も
完食し、午
睡も落ち着
いて眠りに
入り、午後
の活動にな
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故現場の
遊具につい
ていた保育
士に対し
て、他児か
ら別の場所
にある滑り
台を使いた
いと言われ
る。本児が
坂道を上っ
た状態を確
認したた
め、3ｍ離れ
た場所にあ
る滑り台へ
と移動をす
る。他児を
補助しなが
ら本児を見
守っていた
が、滑った
際に手を出
す事ができ
ず遊具の坂
道側から転
倒した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他保育士
（２名）
は、一人
は事故遊
具の滑り
台側に待
機してお
り、もう
一人は他
児同士が
が鬼ごっ
こをして
いる所を
見守って
いた為、
担当職員
以外は事
故を黙視
する事が
出来な
かった。

担当職
員が他
児から
滑り台
を使い
たい話
をされ
た際
に、直
ぐに滑
り台へ
と移動
しなけ
れば、
落ちた
際に受
け止め
る事が
可能
だった
かもし
れな
い。

別の職員へ
の声掛け
や、対象時
の安全が確
保できるま
で待つよう
に他児へ促
すべきだっ
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4567

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

　 3 3 3歳
1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

顔面(口
腔内含
む)

右上前歯
亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

2.基
準配
置

全職員に
対しての
研修・周
知ができ
ていな
かった。

マニュア
ルやヒヤ
リハット
について
共通理解
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２４)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/週

テーブル
の位置が
適切では
なかっ
た。

テーブル
を減ら
し、位置
を変え、
子どもの
動線に
あった配
置にす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

布団の傍
にテーブ
ルがあ
り、寝起
きの状態
で歩くと
きには保
育環境と
して適切
ではな
かった。

テーブル
を減ら
し、位置
を変え、
子どもの
動線に
あった配
置にす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　いつも
よりも、
気分が高
揚してい
て動きが
激しいの
で、朝か
ら何度も
制止して
いた。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

　いつも
よりも児
がよく動
くので、
何度も制
止し、普
段よりも
側で見守
るように
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　いつも
よりもよ
く動くの
で、その
都度制止
させた
り、言葉
がけたり
してい
た。

特にな
し

職員間の連
携体制を見
直し、昼寝
後、しっか
り覚醒する
まで見守
る。

4568

令和
3年9
月30
日

1.認可
6.認可保
育所

3

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 6 11 8 2 2 4歳
1.男
児

特になし。
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中指
先骨　骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
２　)回/
年

2.基
準配
置

職員の気
の緩み。

マニュア
ルの再度
確認。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
１　)回/
週

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　）

1.定期的
に実施

実施頻度(　
毎日　)

ドアの開
閉がしに
くかった
ため修繕
したとこ
ろ、滑り
がよくな
り開閉が
しやすく
なった
為。

事故防止
チェック
リストの
見直し、
徹底

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児の気
分がうま
く発散で
きていな
かった。

園児の一
日の気分
を把握し
ておく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

　　興奮
した様子
で、室内
を走り回
り、外に
出ようと
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

　　全体
の園児を
見つつ、
他の子の
邪魔にな
らないよ
う、本児
に声をか
けてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　　降園
する園児
に声をか
けたり、
送り出し
たりして
いた。

いつも
より本
児のお
迎えが
遅く、
気の合
う友達
もいた
ため、
いつも
以上に
気持ち
が高
ぶって
いた
為。

園児の特性
を把握し、
適切な対応
をする。

4569

令和
3年9
月30
日

1.認可
7.小規模
保育事業

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

8 3 5 3 2 3歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

1.基
準以
上配
置

2.不定期
に実施

実施頻度(　
1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
3)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

安全に遊
んでいる
か注視す
る

後ろ向き
で移動し
ない様に
注視する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段より
活発な園
児である

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

躓きそう
なときは
言葉掛け
をして注
意を促し
ている

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同上

玩具を広げ
すぎないよ
うに援助指
導する。後
ろ向きに歩
き回らない
事を指導す
る

4570

令和
3年9
月30
日

1.認可
7.小規模
保育事業

11 2.午前中
7.異年齢
構成

18 3 12 3 6 6 2歳
2.女
児

なし
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

若木骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

不定期研
修ではな
く、定期
的に危機
管理研修
が必要で
あった。

危機管理
研修の定
期開催

1.定期的
に実施

実施頻度(　
2　)回/年

3.未実施
実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

ピアノの
完全固定
が不可

設置の仕
方（出来
る限り安
全に設置
し、職員
を配置す
る）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

会終了
後、園児
が一斉に
動き始め
た事も一
要因。

クラス単
位で落ち
着いて移
動すべき
であっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保育士の
声にもな
かなか反
応しにく
い状況で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士が
入ってい
たが、担
当クラス
からは離
れた場所
にいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
が担当ク
ラスにつ
いていた
為、対象
児のクラ
スをみる
保育士が
いなかっ
た。

クラス
を責任
をもっ
て担当
する保
育士が
いな
かっ
た。

担当から全
職員にクラ
スをみて貰
えるよう依
頼すべきで
あった。
他クラスの
保育士も対
象児のクラ
スへの配慮
が必要で
あった。

4571

令和
3年9
月30
日

1.認可
8.家庭的
保育事業

10

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

1 1 1 2歳
2.女
児

事故発生時には病院
受診はしておらず、
保護者も自然に回復
に向かっていると
思っていたが、傷跡
の治りが悪かったた
め、保護者が心配に
なり約3か月後に治
るかどうか外科を受
診。治らないかもし
れないと言われ、さ
らに1か月後の降園
時に「年末に受診
し、治らないかもし
れないと言われた」
ということを保護者
より初めて園側が聞
く。その日の降園
後、形成外科を受診
するとの事。受診結
果は10歳の頃に手術
しないと治らないと
の診断。次の日美容
外科を受診。同じ結
果だった。

食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

顔面(口
腔内含
む)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(　
　)回/年

2.基
準配
置

ケガに対
するマ
ニュアル
は作成し
ておら
ず、職員
間できち
んと周知
していな
かった。

ケガ対応
マニュア
ルの作成
をし、職
員間で研
修を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
12　)回/
年

6.食事
(おや
つ)中

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもは
17時のお
迎えだ
が、その
日は18時
のお迎え
で、夕刻
のおやつ
を食べる
ことが出
来、食べ
ながらう
れしくて
はしゃい
でいた

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

対象児の
斜め横に
座り、食
べるのを
見守って
いたが、
急に椅子
からずり
落ち、助
ける事が
出来な
かった。

対象児
が机か
ら少し
離れて
椅子に
座って
いて動
いたた
め、突
然ずり
落ち、
あっと
いう間
の出来
事で助
ける事
が出来
なかっ
た。

椅子に座る
時は座り方
に注意し、
机に出来る
だけ引っ付
いて座るこ
と。
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歳
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歳
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歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4572

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 5 1
19.７
歳

1.男
児

特に見当た
らない

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

5.下肢
(足・足
指)

右膝上部
裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

現在の
マップ作
成時の児
童とメン
バーが入
れ替わっ
ているの
で、今在
籍の児童
にとって
自分の安
全のため
という意
識が少な
かったか
もしれな
い。

校庭のハ
ザード
マップの
再作成を
する。今
いる児童
ととも
に、自分
で危険な
場所や危
険な遊び
方を考え
させて、
自分で気
を付ける
ように指
導してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

校庭の遊
具なの
で、学校
に依存し
ている意
識があっ
た。遊具
の点検
も、校庭
は学校が
点検して
いる前提
で、公園
よりも不
十分だっ
た。

当該クラブ
の主要な遊
び場所なの
で、校庭の
遊具も必ず
定期点検
し、不具合
があれば学
校に対応を
要請してい
く。遊具の
使い方の
ルールにつ
いての学校
のきまりを
よく確認
し、クラブ
のきまりと
合わせる形
にする。必
要があれ
ば、きまり
を学校と協
議してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

校庭は広い
が、日に
よってクラ
ブ以外の児
童の利用者
が違い、ク
ラブ児童の
使える場所
が違う。ま
た、高学年
の児童が広
くサッカー
やバスケッ
トなどで遊
んでいて、
近くにいる
と危険な場
合もある。
その日その
時で、遊ぶ
場所や遊び
を決めてク
ラブ児童に
指示する必
要があるこ
と。

外遊びの
ルールの
確認（校
庭の遊べ
るエリ
ア、バス
ケゴール
の後ろの
土台部分
の通り抜
け禁止、
等）の徹
底。集団
活動中の
児童への
見守り強
化

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

動きが早
く、落ち
着きがな
いことが
多い。職
員や友だ
ちの話を
よく聞い
ていない
ことが
時々あ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

整列して
校庭に行
き、遊び
の内容
（何をど
こでする
か）と終
了時間を
決めて児
童に提示
し、遊び
開始の声
掛けをし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見守りの
エリアの
担当を決
め、１年
生児童15
名に対し
職員2名
で校庭全
体を見て
いた。

外遊び対応
予定の職員
が、6時間
授業で後か
ら合流する
2年生のお
迎えで1名
少ない時間
だったこ
と。遊び始
めてすぐ、
本児が走り
出したた
め、対応が
不十分だっ
た。

2年生の下校
を待ってか
ら外遊びに
出る、又
は、2年生が
合流するま
では、遊ぶ
エリアを少
なくし、担
当職員が十
分対応でき
るようにす
る。

4573

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 34 34 6 3
18.６
歳

2.女
児

-
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足首外
側靭帯損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

ミーティ
ング等で
実施

1.基
準以
上配
置

- -
1.定期的
に実施

毎週月曜
日

1.定期的
に実施

毎週月曜
日

1.定期的
に実施

毎日 - -

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- -

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

階段を勢
いよく降
りてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

屋外で遊
ぶ児童を
全体的に
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
間隔を置
いた場所
で児童を
見てい
た。

児童が
階段を
走って
降りた
り、大
人数で
昇り降
りをし
たりす
ること
があ
る。

階段の利用
について、
指導・声掛
けを徹底す
る。

4574

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 57 57 7 4
19.７
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

掃除時な
どに確認
をした
り、打ち
合わせの
時に職員
同士で確
認しあっ
ている。

2.不定期
に実施

随時

学校の校
門を出た
すぐのと
ころが、
車止めで
囲われベ
ンチもあ
る小さな
スペース
になって
いる。車
止めは金
属製で
アーチ状
の高さ６
５センチ
ほどのも
の。その
上に小さ
い子供が
座ると不
安定な体
位とな
る。

車の侵入
が無く、
特段危険
性が高い
場所では
ないの
で、現状
を変更す
る必要性
は低い。
子供達に
は車止め
に座らな
いよう注
意を促し
ていく。

7.その
他

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

学校が終
わり学童
へ行く前
のひと時
ほっとし
て、車止
めに座る
ことの危
険性など
考えず過
ごしてい
た。その
中で、体
のバラン
スを崩し
転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

学童クラ
ブから離
れた場所
でけがを
したた
め。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

学童クラ
ブから離
れた場所
でけがを
したた
め。

一人下
校の中
で寄り
道をし
てまっ
た。

下校途中に
も対応を誤
ると危険に
つながる場
所・モノが
あることを
子どもたち
に伝える。
危険を避け
るため自分
のいる場所
や行動に十
分注意を払
う、また下
校時等には
余計な寄り
道をせず下
校するよう
子どもたち
に伝える。

4575

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 218 ## 18 7
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上肢骨
折（術
式：骨折
整復経皮
的鋼線固
定）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

1.定期的
に実施

毎日2回
（朝、
夜）

3.未実施 遊具無し
1.定期的
に実施

週1回

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊びの種
類とし
て、鉄
棒、のぼ
り棒、う
んてい、
一輪車、
サッ
カー、鬼
ごっこが
あり支援
員6名を
配置。鉄
棒、のぼ
り棒、う
んていは
設置場所
が隣り
合ってい
るため2
名の配置
で見守り
をしてい
た。

その日の
児童数、
配置支援
員数によ
り遊びの
種類の選
定や人数
制限を設
けるな
ど、支援
員の目の
届く範囲
内での遊
びの提供

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒の上
に両手を
離した状
態で座っ
ていたと
ころ、友
人に後ろ
から押さ
れ、転落
してし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

発生時
は、のぼ
り棒の方
に目を向
けてい
た。近く
にいた児
童から報
告を受け
対応。
「立ち上
がれる
か」を聞
き当該児
童が自身
で歩けた
ので、室
内へ戻っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各自、担
当の遊び
の見守り
があった
ため。室
内へ戻る
際は、室
内にいた
別の支援
員に外に
出てきて
もらい交
代した。

事故発
生時
は、の
ぼり棒
の方に
児童が
多く遊
んでい
たた
め、そ
ちらに
気を取
られて
しまっ
た。

児童数に
よって、見
守りの支援
員を増員す
る。

320 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4576

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 24 5 4
21.９
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

子どもの
ケガの起
こり得る
想定の見
直し。

特にな
し。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊び
時、ドッ
ヂボール
をしてい
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外遊びの
見守りを
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

分担して
外遊びの
見守りを
してい
た。

通常ドッヂ
ボールをす
る時は、1人
支援員が付
いている。
危険な行動
等は注意を
する。

4577

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 134 ## 10 4
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部
前額部挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時目視
により確
認してい
る。

- 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4578

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 146 ## 10 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時目視
により確
認してい
る。

- 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4579

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 142 ## 10 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

下顎裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時目視
により確
認してい
る。

- 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4580

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12
5.おやつ
時（学
童）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 112 ## 8 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上前歯動
揺

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

-
2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時目視
により確
認してい
る。

- 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4581

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 80 80 6 4
23.11
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕橈骨
及び尺骨
の骨折
(各１カ
所)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

特になし

職員ひと
りひとり
の注意力
の向上
と、それ
に伴う児
童への声
掛けを強
化する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

児童の動
線や行動
の傾向を
予測し、
危険なも
のは事前
に設置場
所を変え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の状
況に合わ
せ、職員
の経験値
を考慮
し、各室
の配置数
を調整す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に遊
んでいた
が、落ち
着きがな
く、職員
の注意を
聞けな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

広い体育
館で児童
の人数も
多かった
ため、他
の児童も
含め、少
し離れた
所で見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

体育館は
２名の職
員で児童
対応を
行ってい
た。他の
職員も上
記と同様
に少し離
れた所で
見てい
た。

特にな
し

研修以外、
日常業務の
中でも、随
時事故の防
止について
注意を促
す。

4582

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 104 ## 6 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折 1.頭部
頭部内骨
折（ヒ
ビ）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

職員会議
での見守
りのポイ
ントの確
認と周知

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設設備
について
は問題な
し

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守り方
法の再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

外での活動
の際は、特
に周囲や児
童の動きに
注意を払
い、声を掛
け合って見
守りを行う
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4583

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 4 3
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

職員会議
での見守
りのポイ
ントの確
認

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

器具を使
用して運
動する際
は、使用
上の注意
事項につ
いて再確
認する。
今回のよ
うにトラ
ンポリン
を使用す
る場合
は、周囲
にひく
マットは
更に厚手
のものを
使用する
よう周知
した。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守り方
法の再確
認。アド
バイザー
による活
動の際は
事前に打
ち合わせ
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

アドバイ
ザー活動
だったの
で、通常
の見守り
とは違っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

アドバイ
ザー活動
だったの
で、通常
の見守り
とは違っ
ていた。

職員間で見
守り方法の
再確認と周
知を行う。
用具を使用
して運動す
る際は注意
事項をよく
把握し、正
しい使い方
をすること
を指導・監
視し、安全
に遊べるよ
うにする。

4584

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 125 ## 4 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

職員会議
での見守
りのポイ
ントの確
認と周知

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設設備
について
は問題な
し

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守り方
法の再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

できるだけ
多くの目で
子どもたち
の動きを把
握し、危険
な個所はな
いか確認し
ながら見守
りを行う。

4585

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 11 11 4 2
21.９
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折2か
所、及び
左手首の
成長骨の
ズレ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの不備
による事
故予防の
不徹底。

・事故予
防マニュ
アルの設
定、事故
予防の所
内研修の
定期実
施。
・室内で
遊ぶ際の
安全確認
や、ルー
ルの設
定。

2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

6

床面が固
い場所で
あったた
め。

床面に緩
衝マット
を敷く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

児童が片
付けや遊
び、帰宅
準備など
で、各々
が室内の
広範囲で
活動して
いたこと
により、
職員が連
携して支
援できな
かった。

職員の仕
事の分担
と、連携
の強化。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
の会話
等、他児
童の見守
り。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童の
見守り
と、片付
け・清
掃。

職員が
発表会
参加者
の練
習、清
掃、遊
びの見
守りな
どをそ
れぞれ
がおこ
なって
いて連
携がう
まくで
きてい
なかっ
た。

職員配置の
見直し。

4586

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 151 ## 9 7
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

事故予防
に関する
研修を
行ってい
ないの
で、今後
検討す
る。

1.定期的
に実施

毎回
2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

適時

遊ぶ場所
に適して
いるかど
うか検
討・提案
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

早帰り期
間のた
め、通常
より遊ぶ
時間が長
かった。

遊ぶ時間
が長かっ
た事を考
え、周囲
状況の確
認や注意
喚起をい
つもよ
り、念入
りに行う
べきで
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員が同
じ遊びの
中で隠れ
ていたた
め、転倒
後に気づ
き対応。
鼻・上唇
から出血
をしてい
たため、
一度患部
を洗い流
して、ケ
ガの状況
を見なが
ら部屋に
連れて行
く。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
が部屋に
連れて
行った
後、ケガ
対応に慣
れている
職員に状
況を伝
え、交代
する。
応急処
置、ケガ
の経過を
見てもら
う。

急な転
倒のた
めに未
然に事
故を防
ぐこと
は難し
かった
が、
環境面
の整備
等、注
意喚起
をする
ことが
出来た
と考え
られる

木の幹が出
ている場所
であったた
め、別の安
全な場所で
遊ぶように
担当職員が
提案すべき
であった。

4587

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 55 55 3 2
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指の
剥離骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

支援員よ
り児童へ
ボールの
取り方の
指導を行
う

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
ボールが
硬かっ
た。

ボールの
空気を少
し減ら
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールが
硬かっ
た。

ボールの
空気を少
し減ら
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集団で
ドッチ
ボールに
参加して
おり、手
加減して
投げたつ
もりだっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児
が、ボー
ルを取り
損ねてい
たことに
気が付い
ていな
かった。

ボール
の空気
がはい
りすぎ
ていて
硬かっ
た。

用具の状態
を使う前に
確認する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4588

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 42 42 3 1
20.８
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折(左
足首）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

支援員全
員の共有
事項とし
て声掛け
の強化

1.定期的
に実施

240 3.未実施
2.不定期
に実施

片付けや
整理する
時に確認
する

支援員全
員の共有
事項とし
て声掛け
の強化

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

帰りの会
で下校時
に階段等
の飛び降
り、その
他危険な
行動をと
らないよ
う声掛け
をしてい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内あそ
びの見守
り

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

外遊びや
室内遊び
の見守り
をしてい
た

帰りの会で
下校時に階
段等の飛び
降り、その
他危険な行
動をとらな
いよう声掛
けをしてい
く

4589

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 8 8 3 1
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折
8.その
他

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

事故や怪
我が発生
した場合
の対処方
法につい
て、再度
職員間で
把握・確
認を行
う。

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

小学校敷
地内施設
につき、
小学校教
員による
点検を実
施

2.不定期
に実施

屋内環境
の安全性
について
点検し、
整理整頓
に努め、
新たな事
故を防
ぐ。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

予測でき
ない児童
の動き
が、事故
や怪我に
繋がると
いうこと
を再認識
し、注意
深く見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
にはいた
が、背後
から乗り
かかって
きたた
め、すぐ
に対応す
ることが
できな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の活動
をする児
童達の見
守りを
行ってい
た

予測できな
い児童の動
きが、事故
や怪我に繋
がるという
ことを再認
識し、注意
深く見守
る。

4590

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 6 6 2 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

土曜日は
グランド
が使用で
きないた
め、部屋
廻りで遊
んでいた
ため。

今後は限
られた遊
びとす
る。（鬼
ごっこは
禁止）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特にな
し。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

決められ
たルール
のもとに
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本人が鬼
になり、
タッチし
逃げよう
とした
際、自分
の足につ
まずく。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りは
していた
が、本人
が自分の
足につま
ずき転ん
だため、
手を差し
伸べる間
がなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内遊び
の児童の
保育をし
ていた。

特にな
し。

今後は声掛
けをしなが
らもっと注
意深く見守
る。

4591

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 3 3
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

過度に勢
いのある
遊び方を
していな
いか常に
注意を払
う。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

万が一、
滑って遊
具がずれ
たりする
ことがな
いよう、
滑り止め
シートを
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

少しでも
危険が感
じられる
場合は、
本人に危
険を気づ
かせられ
るよう声
掛けを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室内
の遊びが
なわとび
だったが
本人の興
味あるも
のではな
かったた
め、空い
ているス
ペースで
ダッシュ
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児のな
わとびの
様子を見
つつ、対
象児が
走ってく
る様子も
確認した
が、まさ
か転ぶと
は思わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

現場から
比較的近
い場所
で、なわ
とびの様
子を見て
いたが、
対象児の
様子は転
んだ直後
から確認
した。

全ての支援
員におい
て、目の前
の遊びだけ
でなく広い
範囲の視野
を持って見
守りができ
るよう、支
援員間の声
かけを行
う。

4592

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 51 51 5 5
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘挫創
皮膚びら
ん

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

夏休み終
盤で子供
にもス
タッフに
も集中力
に欠ける
部分が
あったの
ではない
か。

子供たち
の状況確
認ととも
に、ス
タッフの
体調面の
確認など
行い無理
のない職
員配置に
努める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48

ガラスに
保護シー
トを貼
る。アク
リル板へ
の変更。
ガラス注
意の張り
紙。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

夏休み中
で学童児
以外の児
童も多く
出入りし
ており、
常に騒が
しい環境
となって
いた。
（視覚
的、聴覚
的）

遊びの空
間、コー
ナーの設
置など落
ち着いて
遊べる環
境づくり

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自己コン
トロール
と次に起
こりうる
ことの予
測が苦手
なため、
危険回避
ができに
くい。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

走り回る
行動につ
いては、
再三注意
を呼び掛
けていた
が、止め
るには至
らなかっ
た。　　
また、ガ
ラス窓に
突っ込む
という行
動を予測
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童の
対応に当
たってお
り、その
場を見守
ることが
できな
かった。

本来
走った
りする
場所で
はない
ところ
での突
発的な
動きで
あっ
た。

遊びの空間
を繰り返し
伝える。
（静的な遊
びの空間と
の区別）

4593

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12
5.おやつ
時（学
童）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 4 2
19.７
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
端損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

研修等に
より支援
員の安全
意識向上
を図りま
す。

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

継続的な
安全管理
に努めま
す。

6.食事
(おや
つ)中

声かけや
注意する
ことなど
を指導し
ます。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段どお
りの状況
でした。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児童へ
の対応、
おやつの
準備など
の中での
瞬間の出
来事だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童へ
の対応、
おやつの
準備など
を行って
いた。

児童の様子
を見て声か
けを行い注
意を促す。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4594

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 12 12 3 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

手首の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

職員間で
事故予防
について
の話し合
いを行
う。

1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

50

今後も定
期的に遊
具の点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

玄関ポー
チに10cm
の段差が
あり、そ
こに金属
とブラシ
で出来た
ポピュ
ラーな泥
除けを置
いてい
る。その
泥除けの
端に躓い
たと思わ
れる。

泥除けを
どける
と、その
下には雨
の日に転
倒の恐れ
のあるグ
レーチン
グがあ
り、泥除
けは撤去
できな
い。その
ため、子
どもが走
り込まな
いように
注意を呼
び掛ける
という対
応をと
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

15：30に運
動場遊びが
終了したの
で、支援員
が教室に入
るよう促
し、全員校
舎の玄関に
向かってい
た。玄関
ポーチまで
あと10メー
トル位のと
き、児童が
急に走り出
した。なぜ
急に走った
のか後で尋
ねたが理由
は自分でも
わからない
とのこと。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒した
際、手首を
内側に折り
曲げて激し
く手をつい
たの見た。
手首をなる
べく動かさ
ないように
して、教室
に連れ帰
り、すぐに
固定して冷
やした。折
れた可能性
があると
思ったの
で、10分位
様子をみ
た。指も手
首も自由に
うごくし、
腫れてきて
もいないの
で、保護者
に連絡せず
にお迎えを
待った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ケガを目
撃した支
援員のみ
児童に対
応してい
た。

支援員の児
童への声掛
け意識の強
化を図る。

4595

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 60 60 8 3
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首橈
骨遠位端
部のズレ

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

子どもの
運動能力
を把握
し、危険
の予防・
予知がで
きるよう
にする

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2

学校遊具
に特に危
険はない
ため、改
善策は見
当たらな
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

限られた
スペース
のため、
遊具の使
用頻度が
高い。

遊びの範
囲（遊び
の選択の
幅を広げ
る（要学
校との協
議）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

飛び降り
ることで
の危険性
の理解が
不十分

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

３メート
ル程度の
近くで見
守りをし
ていた
が、遊具
の陰に
なってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の見
守り範囲
で役割を
になって
いた

遊具の使用
方法につい
て説明、飛
び降りるこ
との危険性
について周
知

4596

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 16 16 2 1
20.８
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
の骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

怪我をし
たその時
に気付い
ていれ
ば、すぐ
に応急処
置できた

児童が自
発的に体
調の変異
を伝えら
れるよう
な環境作
りが必要
である。

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

ボールが
硬かっ
た。

やわらか
いボール
に替え
る、遊ぶ
前に軽い
指の体操
をする等
工夫す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

指導員の
人数に対
して、グ
ラウンド
を使う範
囲を決め
ておかな
かったこ
とが問題
であった
と考えら
れる

子どもの
行動、変
化をもっ
と注意深
く細部ま
で見る。
他の指導
員とも情
報を共有
してリス
クマネジ
メントに
ついて会
議を行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故が起
こったと
思われる
事象のあ
とも元気
に遊んで
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

指導員と
話した
り、室内
あそびを
していた
が変化は
特にな
く、訴え
てくるこ
ともな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当の放
課後児童
支援員を
気にかけ
ながらも
そのほか
の全体把
握に努め
た。

児童の
四肢の
変化に
気付く
べき
だった

細部まで見
守る、一人
一人の体調
への問いか
けをすべき
であった

4597

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 140 ## 11 4
21.９
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

事故防止
に関する
研修を積
極的に受
講する。 
ヒヤリ・
ハット事
例の収集
を行い、
必要な対
策を職員
間で話し
合い全体
で取り組
んでい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
2.不定期
に実施

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

脱いだ上
靴が揃え
られてい
ないもの
があっ
た。

クラブ室
内の脱い
だ上靴は
できるだ
け揃え、
歩行に影
響が出な
いよう指
導してい
くととも
に、十分
気を付け
て歩くよ
うに伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他教室か
らクラブ
室に歩い
て移動し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラブ室
に入って
きてすぐ
の出来事
で、特に
危険な行
為やトラ
ブルもな
かったた
め見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応してい
たため見
ていな
かった。

歩くときは
周りをよく
見て気を付
けて歩くよ
う繰り返し
伝え、指導
していく。
また、自分
で異変を感
じたら、近
くの職員に
訴えるよう
指導する。

4598

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 144 ## 13 5
20.８
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
状骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

事故防止
に関する
研修を積
極的に受
講する。 
ヒヤリ・
ハット事
例の収集
を行い、
必要な対
策を職員
間で話し
合い全体
で取り組
んでい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
2.不定期
に実施

つまづき
やすい所
はない
か、危険
な所はな
いかなど
更に施設
管理を
しっかり
行ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

室内では
上靴を履
くよう指
導してい
るが、怪
我をした
児童は事
故当日履
いていな
かった。

来館直後
の込み合
う時間帯
は、ホー
ルからク
ラブ室に
向かう通
路も見渡
せるよう
な職員配
置にす
る。また
児童に
は、セン
ターに来
たら必ず
上靴を履
くことを
徹底し、
転倒防止
に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラブ室
で一斉に
帰ってき
た児童の
視診や出
欠確認を
していた
ため、児
童が通路
で転倒し
た場面を
見ていな
かった。
また、
ホールか
らクラブ
室に向か
う通路に
は短い距
離のため
職員は配
置してい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

玄関やそ
れぞれの
教室で
帰ってき
た児童の
視診や出
欠確認を
してい
た。

普段から仲
の良い友達
と追いか
けっこをし
て遊ぶ姿が
あり、この
日も追いか
けられると
いう思いが
あったのか
もしれな
い。（本児
と友達から
の聞き取り
よると、追
いかけては
いなかった
し、本児も
走ってはい
なかったと
のこと。）

室内での追
いかけっこ
は危険であ
ることを繰
返し伝え、
指導してい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4599

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 50 50 8 5
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

特になし

集団遊び
では，滑
り込み等
の危険を
伴うプ
レーの禁
止等を徹
底させる
ことも必
要だと考
えられる

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

56 特になし

今後も丁
寧な安全
点検に心
がける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体の大き
さに合わ
せて学年
や遊びの
種類，人
数制限等
をして遊
戯室を使
用してい
るが，児
童が自由
に体を動
かすには
十分な広
さとは言
えないと
も考えら
れる

遊戯室を
利用でき
ない運動
の種類
を，さら
に増やす
ことを考
える必要
があるか
どうか検
討する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジ
ボールを
してい
て，コー
トに転
がった
ボールを
取ろうと
して滑り
込む形に
なり，お
互いが座
り込む形
でぶつ
かった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

コートの
両側に一
人ずつ職
員がつい
て児童を
見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事務的な
仕事や各
部屋にい
る児童の
活動の見
守りをし
ていた

特にな
し

特になし

4600

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 37 37 6 6
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

見守り、
声がけの
強化。外
遊びの際
の人員増
を考慮す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

学校の大
規模改修
のため、
遊ぶス
ペースが
限られて
いる状態
なので子
ども達に
もよく理
解させる
必要があ
る。

外遊びの
際は遊具
や地面な
ど濡れて
滑りやす
くない
か、安全
性を確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

時々休憩
を入れ、
落ち着い
てあそべ
るよう見
守りす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外に出て
遊びの見
守りをし
ていた
が、追い
かけっこ
をしてい
たそばに
はいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で子
どもたち
の遊びの
見守り

出来るだけ
子ども達の
近くで見守
りをするよ
うに気を付
ける。

4601

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 54 54 3 2
21.９
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折（ひ
び）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

サテライ
ト室にお
いて、児
童の様子
への観察
が徹底で
きていな
かった。

サテライ
ト室に限
らず、児
童館にお
いては、
職員は児
童対応に
おいて、
きちん
と目を配
り対応す
ることを
徹底す
る。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

対象児は
ふざけて
走り回っ
ていたた
めに、長
机の角に
手をぶつ
けてし
まった。

長机の配
置等の安
全面を配
慮すると
ともに、
机の角突
起の防護
テープ等
を貼った
りする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

対象児は
ふざけて
走り回っ
ていたた
めに、長
机の角に
手をぶつ
けてし
まった。

長机の配
置等の安
全面を配
慮すると
ともに、
机の角突
起の防護
テープ等
を貼った
りする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

始めは友
達と談笑
してお
り、その
後でふざ
けて走り
回った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見守りは
していた
が，怪我
の瞬間ま
では見て
いなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

見守りは
していた
が，怪我
の瞬間ま
では見て
いなかっ
た。

サテラ
イト室
におい
て、児
童の様
子への
観察が
徹底で
きてい
なかっ
た。

サテライト
室に限ら
ず、児童館
において
は、職員は
児童対応に
おいて、き
ちん
と目を配り
対応するこ
とを徹底す
る。

4602

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 36 36 3 2
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

外での活
動の際は
全児童の
動きを見
る人数を
配置する
ことを確
認した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設外で
の事故の
ため改善
は必要な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

エリアに
分かれて
様子を見
ていた
が、危険
察知の声
掛けや状
況把握を
早急に行
えるため
には、見
守るエリ
アの縮小
などの改
善が必要
と感じる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

数回滑っ
た後の事
故。同じ
ような
コースを
滑ってい
たので、
前側に転
倒するこ
とは想定
できな
かった様
子。ま
た、楽し
さも先行
し、安全
への配慮
は少な
かったと
見える。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体が滑る前に公園

内の危険地点は確認

したが、実際にそれ

ほどの段差には感じ

なかった。しかしな

がら、各コースから

の滑り降りる際、各

自滑り降りる先等、

周りにも留意すべき

だと口頭で喚起。事

故発生直後は、エリ

ア傍にいた他児にも

対応していたため、

瞬間は見ていなかっ

た。子どもに呼ば

れ、様子を確認し、

坂下から、ソリを

使って上まで搬送

し、様子を見た。そ

の間、一緒に滑って

いた子や周りで目撃

した子に聞き取りな

どを行い状況把握に

努めた。その後児童

の様子を見て受診を

決断し、各指導員と

連携をとりながら受

診した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の様
子にも留
意しつつ
見守って
いた、事
故後は、
周りの子
などに二
次被害が
出ないよ
う留意し
ていた。

事故を未然
に防ぐた
め、適宜危
険を予想し
て声掛けを
行うなど安
全に配慮す
る。児童へ
の注意喚起
や、子ども
自身での危
険察知へつ
ながるよう
な支援、指
導を丁寧に
行う。

4603

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 48 - 4 1 - -
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

事故事例
の共有な
ど、様々
な可能性
を考慮し
た体制づ
くりに努
める。

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

1 3.未実施

今後も引
き続き安
全点検の
実施を継
続する。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

児童だけ
で行動す
ることの
ないよう
な環境づ
くりに努
める。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

周囲の児
童に煽ら
れたこと
で、危険
な乗り方
をしてし
まったと
考えられ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

今後は見守
りの徹底、
子どもへの
注意を必要
以上に行
う。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4604

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 8 8 3 1
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足甲骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

激しい動
きではな
かったよ
うだが、
室内での
ボール遊
びは控え
るべきで
あった。

室内での
ボール遊
びは禁止
する方向
で、子ど
も達に周
知、注意
を促す。

1.定期的
に実施

286
1.定期的
に実施

286
1.定期的
に実施

286
特に問題
なし

特に問題
なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

お迎え前
で児童の
気持ちも
落ち着い
ていな
かった。

お迎え時
間近くに
なった
ら、遊具
等を片づ
けて静か
に過ごす
よう心掛
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由時間
で他児と
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

お迎え前
の自由時
間の子ど
も達をみ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くの様
子をみて
いた。

子ども
同士で
仲よく
遊んで
いた
が、夕
方で
あった
ため、
子ども
達も疲
れてき
てい
た。

事故の起き
やすい時間
帯であった
ため、もっ
と子ども達
をよくみて
いるべきで
あった。

4605

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 55 55 5 4
21.９
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルにない
想定外の
事故が起
こること
も意識し
た話し合
いや研修
の場を設
ける。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具(ス
キップ
ジャン
プ)の素
材が滑り
やすいも
のであっ
た。ま
た、靴下
のままで
遊んでい
たので滑
りやすい
状態だっ
た。

内履きを
はいて滑
らないよ
うにして
遊ぶ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人数や遊
びの内容
により、
支援員の
人数を増
やす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びの内
容が、縄
跳び、
フープ、
スキップ
ジャンプ
の３つで
その中か
らスキッ
プジャン
プでの遊
びを選ん
で遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
そばにい
て対象児
を含めた
数人の遊
びを見
守ってい
た。対象
児が転ん
だのは一
瞬だった
ため支え
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

フラフー
プで遊ぶ
他の児童
の見守り
や対応を
していた
ため対象
児を見て
いなかっ
た。

遊び慣
れた遊
具だっ
たため
事故を
想定し
ていな
かっ
た。

見守りの職
員は想定外
の事故など
も意識して
声をかけた
り見守りを
する。

4606

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 8 7
21.９
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足首ね
んざ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1~2
2.基
準配
置

体育館で
外部の方
によるイ
ベントと
してサッ
カーの試
合があ
り、支援
員はコー
ト外で児
童の様子
を見た
り、声掛
け等をし
ていた。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

日々
1.定期的
に実施

日々

床がすべ
りやす
かった
り、上履
きを履い
ていない
とケガに
繋がりや
すい。ま
た、上履
きを履い
ていても
試合の状
況によっ
ては滑っ
てしまう
こともあ
る。

床の滑り
具合や上
履きの履
き状況も
再度確認
し、注意
喚起す
る。ま
た、今回
は人数等
により体
育館で実
施となっ
たが、イ
ベントの
内容に
よっては
校庭で実
施するな
どを検討
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

コート外
では複数
の支援員
がいた
が、転倒
した瞬間
を目撃し
た支援員
はいな
かった。

児童一人
ひとりの
様子を注
意深く見
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
のトラブ
ルはな
く、サッ
カーの試
合をとて
も楽しん
でいる様
子。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
ていたの
で特に対
象児だけ
を見てい
たのでは
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特に対象
児だけを
見ている
ことはな
く、全体
的に見て
いた。

本児は
楽しい
サッ
カー試
合に白
熱する
場面が
あっ
た。

児童のやり
たい気持ち
を尊重しつ
つ、怪我に
繋がらない
よう場面に
合わせて注
意喚起を行
う。

4607

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 43 43 7 7
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

今年度
は、外部
講師によ
る安全管
理研修を
年度末に
計画して
いた。
当日は遠
足で、施
設外にて
児童43名
を支援員
7名と保
護者5名
で引率し
ていた。

遠足実施
に向け
て、危険
箇所等を
含む打ち
合わせを
事前に複
数回行っ
ていた
が、事故
を受けて
再度、全
支援員に
子どもの
安全管理
の研修を
行う。

1.定期的
に実施

359
1.定期的
に実施

359
1.定期的
に実施

52

当日は遠
足の為、
当該施設
外だっ
た。

当該施設
外の為、
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員が
注意をし
て、一時
的に興奮
状態は収
まった
が、その
後も興奮
して遊ん
でいた。
室内遊園
地におい
て普段よ
りも興奮
した児童
の状態を
予測でき
ず、リス
クマネジ
メントが
できてい
なかっ
た。

怪我や事
故が予測
される場
合、遊び
を中断し
て興奮状
態が収ま
るまで待
つ。危険
である事
を伝え、
遊び方の
変更を促
す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遠足・屋
内型遊園
地という
ことで、
いつもよ
り活発に
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊びを至
近で見て
いたが、
支援員の
位置から
は死角が
あり、当
該児童の
事故時は
見れな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児が別
の場所で
遊んでい
た為、そ
ちらに支
援員の意
識が向い
ていた。

支援員
が見
守って
いた位
置から
は死角
があ
り、当
該児童
が転倒
した瞬
間は見
れてい
なかっ
た。

行われてい
る遊びが危
険と判断さ
れる時は、
他支援員と
連携し、遊
ぶ範囲や人
数を整理し
て、児童が
安全に遊べ
るようにす
る。

4608

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 18 18 4 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

全体の見
守りが不
十分だっ
た（全体
の見守り
をする職
員はいた
が、遊び
の準備を
したため
に見落と
しがおき
てしまっ
た）

遊びの準
備など見
守りが行
き届かな
いと思わ
れる場合
は、子ど
も達に
座って待
つよう声
がけを徹
底する。

1.定期的
に実施

日常点
検・自主
点検表の
チェック

3.未実施
未所有の
ため点検
未実施

1.定期的
に実施

整理整頓
時の
チェック
など

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員が
ほかの事
をしなが
らの見守
りになっ
た

支援員の
その日の
係りの担
当を決め
徹底する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びをし
ていた時
に、不意
に高学年
から技を
かけら
れ、倒さ
れた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

次の活動
の準備を
しながら
の見守り
だったた
め、瞬時
の事を見
逃してし
まった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童のト
イレの付
き添い
や、保護
者からの
連絡の対
応にかか
り、手薄
になって
いた

なし

常に子ども
たちから目
を離さない
よう心が
け，遊びの
準備など職
員が手薄に
なると思わ
れる場合
は、子ども
達に座って
待つよう声
がけを徹底
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4609

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 57 57 6 1
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
牙破折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

　室内遊
びで禁止
されてい
る危ない
遊び（相
撲）をし
てしまっ
た。

　室内遊
びのルー
ルについ
て、帰り
の会等で
児童全員
に周知し
ルールの
徹底を図
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2 特になし

今回の事
故につい
ては、
ハード面
での問題
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

　今回の
事故につ
いては、
環境面で
の問題は
なかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

加害児童
A及び被
害児童B
の動きを
見ていな
く、他児
童の宿題
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

A室からB
室に戻る
廊下にい
た。

特にな
し

児童へルー
ルの徹底が
図れるよう
に指導す
る。支援員
が全体を見
渡せるよう
に考慮し支
援員を配置
する。

4610

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 90 90 8 3
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
基節骨亀
裂骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4611

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12
5.おやつ
時（学
童）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 134 ## 15 7
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左人差し
指剥離骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

2.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4612

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12
5.おやつ
時（学
童）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 107 ## 10 5
23.11
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

2.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4613

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 122 ## 9 4
22.10
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の，事故
防止マ
ニュアル
を整備し
ていた。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

2.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の側
で見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，当該
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

4614

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 91 91 8 6
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折、脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

随時

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しなが
ら、危険
を未然に
防止する
ことに努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引き続
き、屋外
での遊び
時間には
支援員が
付き添
い、危険
な遊びは
しない、
ルールを
守るよう
指導を徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員５名
（３名はク
ラブで待
機）が土盛
りしており
小高く、全
体を見渡せ
る場所で見
守りをして
いた。トン
ネルに登っ
ているのに
気付き１度
は注意をし
てやめさせ
たが、全体
を見守り中
に再びトン
ネルに登
り、気付い
た時には遊
具から落下
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者と
同様の場
所で全体
の見守り
を行って
いた。

見守り体制
については
適切に実施
してた。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4615

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 4 4 6 4
21.９
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
横骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

マニュア
ルは随時
改正さ
れ、職員
間で共有
されてい
るが、活
かされて
いなかっ
た。

状況把握
の徹底と
病院受診
の判断
等、より
丁寧に行
う。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

今回の事
故に対し
てはハー
ド面は要
因として
該当しな
い。

今後も施
設の点検
を怠らな
いように
留意して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りを
していた
が、怪我
を予見し
ての対応
が充分で
なかっ
た。

子供達の
様子を客
観的に捉
え、必要
な声掛け
と遊び方
の変更な
ど積極的
に働きか
けてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

大縄跳び
の練習を
していて
子供達が
ぶつかり
そうにな
る場面も
ありヒヤ
リとした
ので、子
供達の意
見も聞い
た上で入
り方を検
討しよう
というこ
とになっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各部屋で
こどもク
ラブ児童
対応及び
児童館利
用者対応
を行う。

縄跳び
の入り
方を検
討する
ことに
はなっ
たが、
両側か
ら入る
跳び方
を継続
してし
まっ
た。

保育をする
中でヒヤリ
とした場面
に遭遇した
ら、すぐに
職員間で情
報を共有し
子供達が安
全に活動で
きる方法を
検討し、改
善策を決定
し実行に移
すことが必
要である。

4616

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 6 3
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

ゲームに
使うボー
ルの空気
量が適切
なもので
あり扱い
やすいも
のになっ
ている
か。この
点につい
て確認が
不十分で
あった可
能性があ
る。

ゲーム等
での使用
開始前に
ﾎﾞｰﾙの空
気量の過
不足を職
員が点
検・確認
すること
とする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

タスケと
言うゲー
ムの性質
上、飛ん
できた
ボールを
取るかや
り過ごす
か瞬時に
判断する
必要があ
る。ボー
ルか来た
時十分な
体勢が出
来ていな
かった。

ﾎﾞｰﾙの受
け方を普
段の遊び
の中で指
導してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃タス
ケを好ん
でしてお
り、当日
も校庭の
中心辺り
で、仲の
良い児童
とふたり
でタスケ
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児童
も含め、
全体をま
んべんな
く見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
ではない
が、対象
児も含
め、全体
をまんべ
んなく見
ていた。

対象児は普
段からバス
ケを習って
いるため、
ボールに親
しみがあり
その気持ち
から、取り
にくいボー
ルであった
のに安易に
手を出して
しまった。

自分の力を
過信せず、
怪我をしな
いように遊
ぶことを指
導する。

4617

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 75 75 12 3
18.６
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

12

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

集団下校
は指導員
の付き添
いがない
ため。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

集団下校
は指導員
の付き添
いがない
ため。

よそ見
をした
り、
走って
帰った
りして
いるこ
と。

下校の際の
ルールを再
度徹底す
る。

4618

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 2 2
23.11
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足第５
指骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

支援員は
室内に２
人おり、
至近で見
ていた
が、児童
の様子に
気付くこ
とができ
なかった
ので、こ
れまで以
上に注意
し、児童
の様子に
異常があ
れば、対
応する。

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

今回の事
故に関し
ては、特
になし。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

今回の事
故に関し
ては、特
になし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

これまで以
上に支援員
同士で、児
童の様子に
注意する。

4619

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 63 63 8 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

職員会議
での見守
りのポイ
ントの確
認と周知

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設設備
について
は問題な
し

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守り方
法の再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

(具体的
内容記載
欄)
古牧小学
校の校庭
で活動し
ている最
中に発生
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

見守りをす
る際に、全
体を見るよ
うに気を付
ける。
また、今回
の事故は児
童が寒いた
め手袋をし
たまま鉄棒
に挑み手を
滑らせたこ
とも原因の
一つである
と思われる
ので、遊ぶ
際の装備に
ついても確
認が必要と
思われる。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4620

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 3 1
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ドッジ
ビーとい
う遊び
は、狭い
範囲で瞬
発的に動
く要素が
あるた
め、接触
の可能性
が生じる
といった
特徴があ
る。

遊びの形
態に即
し、適切
なスペー
スを確保
する必要
がある。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

正月休み
が終わ
り、久し
ぶりの施
設利用で
あった。
普段は外
遊びは苦
手にして
いるが、
冬休みの
宿題が終
わった解
放感から
か、嬉々
とした様
子で外遊
びを行っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集団で遊
んだいた
ため、そ
の周囲で
見守って
いた。注
意喚起は
してお
り、接触
の直前に
声を発し
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の外遊び
を見てい
た。

普段か
らよく
ドッジ
ビーを
実施し
てお
り、こ
れまで
に事故
等もな
かった
ため、
十分な
注意喚
起がで
きてい
なかっ
た。

集団で遊ぶ
ときは、密
集せず、他
人との距離
感保つよう
常に見守
り、接触が
起きないよ
う注意喚起
する。

4621

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 32 32 5 4
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

活動を設
定してい
ないフ
リーの時
間だった
ため、子
供の動き
が自由に
なりやす
い状況
だった。

職員の見
守り体制
の強化。
人数やか
かわり方
を再確認
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48

落ち着い
て遊べる
場所の設
定・コー
ナーの増
加等環境
作り。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

普段から
突発に走
り出した
り活動的
な遊びが
好きな状
況。

一定の時
間のクー
ルダウン
が必要

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

通常と変
わった様
子は感じ
られな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
をしてい
る本児以
外にも、
遊戯室は
違った遊
びも始
まってい
たため、
見守り切
れていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当場所
の職員の
みが本児
を見守る
状況だっ
たこと
で、見守
りが薄い
状況に
なってい
た

子どもの遊
びの状況に
合わせて見
守り人数を
増やす等、
現場の状況
に合わせた
柔軟性のあ
る対応を考
え、判断し
ていくこ
と。また、
危険（転
倒・衝突）
が予測され
る場合は
違った遊び
に転換して
いく

4622

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 40 4 4
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯上、
永久歯。
前歯のぐ
らつき

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

１７時以
降の一般
来館児童
の帰宅後
にクラブ
児童のみ
遊戯室で
運動を許
可した
が、当日
当該児童
は体育で
の運動量
が通常時
より多
かったこ
とを把握
できてい
なかった

運動毎に
合間に適
度な休憩
を入れる
こと、連
続しての
運動は児
童の様子
を鑑みて
検討して
いくこ
と。また
軽度な準
備運動を
入れてか
ら運動を
行なうこ
と。

1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

10

遊戯室の
床が板状
となって
おり、と
ても硬
い。上履
きを使用
していな
いため、
裸足での
運動と
なってい
る。

可能なら
ソフトな
床での修
繕を実施
したい。
早急にで
きること
として
は、児童
へ上履き
の使用が
できるよ
うに検討
していき
たい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員２
名の見守
りとなっ
ていたの
で、発生
時にはす
ぐに気づ
くことは
できた。
しかし参
加人数を
含め、遊
びについ
ての事故
発生予測
能力につ
いて未熟
であった
こと。

ヒヤリ
ハット等
の実施の
際に、改
善案と検
討。様々
な遊びに
ついて、
予測し得
る怪我の
発生を検
討し、未
然に防ぐ
ことがで
きるよう
危機回避
予測が立
てられる
ようにし
たい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りな様子
でとりわ
け変わり
はなかっ
た。運動
量も館内
で過度な
ものに
なっては
なかった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室内
で「ドッ
ジボー
ル」を10
名程度の
児童が楽
しんでい
た。支援
員は2名
配置。児
童を壁両
サイドで
挟み込む
ように見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員は、
遊戯室2名の
他に児童室1
名・廊下1
名・図書室1
名・事務室1
名と配置さ
れていたた
め、本児の
怪我発生を
目撃は出来
なかった
が、発生後
事務室にて
対応にあ
たった。ま
た保護者の
許可を取
り、罹りつ
け歯科に同
行受診を
行った。

遊戯室へ配
置した支援
員がドッジ
ボール審判
を行なって
いたが、経
験量が少な
かったた
め、危機発
生予測の見
通しを立て
ることが未
熟であった
点。

今回の件を
うけて、ヒ
ヤリハット
実施。危機
発生予測に
ついて確認
し合う。ま
た集団運動
遊びの際、
参加人数を
一度精査
し、多過ぎ
るようなら
定員を設定
する。

4623

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 58 58 7 6
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

安全管理
マニュア
ルの予防
対策の部
分の徹底

1.定期的
に実施

12

備え付け
られてい
る遊具は
ありませ
ん。

2.不定期
に実施

ボールが
経年劣化
し、雨上
りのグラ
ンドの水
分を含ん
で通常よ
り重く
なってい
た。

当該ボー
ルの廃
棄、ソフ
トバレー
ボールの
導入。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地面が濡
れてお
り、ボー
ルが水分
を含む状
況であっ
た。

ビニール
製のボー
ルを使う
よう改善

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童に
声をかけ、
冷やすよう
に声をかけ
るが様子を
見たいとの
ことだった
ので、遊び
のきりがつ
いてから室
内に戻って
アイシング
を行い様子
を見るよう
部屋の指導
員に引き継
ぎをする。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別のグ
ループの
児童の見
守りをし
ていまし
た。

職員の動き
に配置や予
見や工夫を
取り入れ
る。

4624

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 12 12 2 1
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

ミーティ
ングを実
施し監視
体制や注
意点を協
議した。
児童に対
しても安
全に乗
り、かつ
楽しく乗
るための
指導を実
施した。

2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

12

学校の図
工室を利
用してい
るため
(作業台
6・教卓
1)角のあ
る物件が
多い。

衝突防止
のための
安全フェ
ンス等を
購入し設
置。（今
後追加の
安全フェ
ンスと
ポールも
購入す
る）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

児童に対
する指導
や放課後
児童支援
員の見守
りの強
化、そし
て配置の
工夫。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一輪車が
得意な児
童でより
難しい後
進の練習
をひとり
でしてお
り、後方
の障害物
に気づか
ず衝突し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一輪車を
利用して
いた児童
は４人お
り、４人
全体の見
守りをし
ていたの
で当該児
童を直視
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋全体
の見守り
を実施し
ていたい
たため、
当該児童
を直視し
ていな
かった。

この日
は学校
の冬休
みによ
り、普
段より
利用児
童が多
く見守
りの体
制が通
常時に
比べて
手薄と
なっ
た。

事故につな
がる可能性
のある遊び
について
は、支援員
の見守りを
強化し、職
員配置と児
童の活動ス
ペースを工
夫したい。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4625

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 42 42 5 1
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2.基
準配
置

体育室の
ボール遊
びの中、
補助員１
名が活動
を見守っ
ていた

職員で、
今回起
こったこ
とを周知
し、思わ
ぬことが
怪我につ
ながると
いうこと
を認識す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びに集
中するあ
まり視野
が狭く
なってし
まった様
子が見ら
れた。

体育室で
安全に過
ごせるよ
うに職員
が配慮
し、都度
児童の状
況に合わ
せて声を
かけてい
くように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りブロッ
クで楽し
く遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

補助員１
名が、体
育室全体
を広く見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
４名は児
童対応等
に従事し
ていた。

終業式
があ
り、解
放感
あった
ため気
持ちが
高揚し
てい
た。

気持ちが高
揚したまま
遊び始めな
いように、
開始前に一
度集めて危
険を周知
し、気持ち
を落ち着か
せてから遊
ぶようにす
る。

4626

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 42 42 5 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕部
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

日々、頻度
の多い怪我
（擦り傷、
軽微な打撲
等）はもち
ろん、頻度
は低いが大
怪我などに
対して、確
かな知識を
持って対処
ができるス
キルを日々
研鑽し持ち
続け、さら
に向上する
ために定期
的に研修等
に参加する
よう心がけ
ていく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2

放課後児
童クラブ
は、児童
にとって
遊びは重
要な要素
です。事
故の予防
のために
も、玩具
等の点検
を学期ご
とに行う
ようにし
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び方の
ルールを
守ること
や周囲を
よく見て
行動する
ことを指
導してい
く。一人
当たりの
空間を多
くとれる
よう、備
品の配置
を工夫す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登所時、
健康な様
子だっ
た。友達
と鬼ごっ
こをして
遊んでい
た際、他
の児童と
ぶつかっ
て転んで
しまい、
怪我をし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

屋外での自
由遊び中で
あり、複数
の児童を見
ていたが、
当該児が転
倒し、痛
がっていた
ため、怪我
の具合を確
認し、応急
処置を行っ
た後、安静
にするよう
に促し、保
護者へ早め
のお迎え・
受診を依頼
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児が
転倒した
際、少し
離れた場
所で他の
児童を見
ていたた
め、転倒
した様子
は確認し
ていな
い。

児童が怪我
をした際に
すぐに対応
できるよ
う、放課後
児童クラブ
内の職員で
動きを確認
する。児童
が怪我をし
ないように
遊び方や過
ごし方につ
いて指導し
ていく。

4627

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 44 44 6 3
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

他のクラブと合
同での活動を
行ったため、職
員の数は基準配
置を優に超えて
いたものの、子
どもの数も多
く、最深部まで
注意が行き届か
なかった。準備
体操等を怠っ
た。身体の発達
がまだ成長中の
一年生にいきな
りスケートを体
験するのは早す
ぎたかもしれな
い。滑る時間も
長いのに、1年か
ら6年生まで一度
に滑らしてい
る。時間を区切
り、学年別に休
憩時間を設定す
るなどの細かい
配慮が不足して
いた。

子どもたち
にいろいろ
なことを体
験させてあ
げたい反
面、それに
はやはり危
険やケガが
伴う。体の
発達に合わ
せた活動内
容を十分考
慮するべ
き。また、
大人数での
活動は特に
ケガの注意
が必要であ
る。２つに
分けて人数
を制限す
る、高学年
のみの取り
組みにする
など、けが
防止のため
の工夫が必
要不可欠で
ある。

2.不定期
に実施

3 3.未実施 3.未実施

合同実施
したクラ
ブの職員
は過去に
経験があ
るとし
て、事前
の視察な
どを行わ
ない状況
で当日を
迎えた。
当日職員
もバタバ
タな状態
で活動に
あたるこ
ととなっ
てしまっ
た。

事前の視
察は必要
であった
と考え
る。視察
したうえ
で、けが
や事故の
防止のた
め、職員
間で十分
なミー
ティング
を行う必
要があ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員もス
ケートリ
ンク上に
数名上
がってい
たが、子
どもが自
由にス
ケートを
行う状況
であった
ため、け
がを防止
すること
ができな
かった。

学年別で
分ける、
初心者講
習を行う
など、け
がや事故
に向けて
の準備が
必要。事
前に、職
員間で具
体的な場
面を想定
して確認
する。子
供たちに
もスケー
トに対し
てどうす
れば安全
に滑れる
かを話し
合う時間
を事前に
とる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

はじめて
のスケー
トを楽し
みにして
おり、い
つも以上
にやる気
に満ちて
いた。初
めてだが
怖がら
ず、どん
どんと
滑ってい
る様子
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

リンク上
とリンク
の外両方
から児童
たちの滑
る様子を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

スケート
を滑って
いる、外
から見て
いる、他
の子ども
の靴を履
かせてい
る、他の
子どもを
トイレに
連れて
行ってい
る

他のク
ラブと
合同で
行った
ため、
子ども
の数は
総勢80
名ほど
になっ
た。職
員も普
段より
多く配
置した
が、そ
の分子
どもの
数も多
く、目
が行き
届かな
かっ
た。

冬休み、夏休み
等のイベントの
内容・準備等を
考えなおす必要
がある。
・実施したい課
外活動が子ども
たちの発達に
とって本当に必
要であるのか。
リスクを十分熟
慮した上で、必
要であれば実施
する。
・職員だけの満
足感、昔から
ずっとやってい
るイベントだか
らやる等になっ
ていないか？常
に現状に合わせ
た視点で実施を
決める。
・マニュアルの
見直しと周知徹
底を図る。

4628

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 43 6 6
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 6.その他
5.下肢
(足・足
指)

靭帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

子どもた
ちの動き
が流動的
である

支援員間
での見守
り配置確
認

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

2.不定期
に実施

特になし

日ごろか
ら校庭の
でこぼこ
など、子
どもがつ
まづきそ
うな箇所
がないか
気を付け
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども
は、遊び
に夢中に
なると時
間や場所
を忘れる

安全面に
配慮しな
がら見守
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
に普段と
変わった
点はな
く、友だ
ちと遊ん
でいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

帰りの声
かけをし
ていたの
で、該当
児童が転
んだ瞬間
は見守れ
ていない

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各々の担
当場所
で、帰り
の声かけ
をしてい
た、

他に注
意が向
いてし
まって
いたの
か、き
ちんと
と足元
を見れ
ていな
かった

子どもが自
ら危険を回
避できるよ
う働きかけ
を行う
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4629

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 93 93 8 6
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

情報共有
は日頃か
らしてい
るが、
ミーティ
ングのみ
での共有
になって
しまって
いた部分
もある。
実際に起
こった時
のことを
想定した
危機管理
体制や報
連相への
意識の緩
みも要因
の一つと
して考え
られる点
である。

安全管理
について
共有・検
討する機
会をより
増やし、
職員間で
の連携が
スムーズ
に取れる
体制が取
れるよう
に改善し
ていく。
また職員
一人一人
の危機管
理の意識
を高めて
いくよう
研修の機
会も増や
していく
ことを検
討してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時

扉が金属
製で重た
く、開け
ても止ま
ることな
く閉まっ
てしまう
ため危険
性は高
い。ス
トッパー
が緩く、
使っても
すぐに扉
が閉まっ
てしま
う。

体育館使
用の際
は、扉を
ストッ
パーで開
けておく
ようにし
ているが
閉まって
しまう事
がある
為、支援
員が付近
にいるよ
うにして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

扉付近の
見守りが
徹底出来
ていな
かった。

扉を開け
たままの
状態にし
ておくよ
うにコー
ンで挟む
かベビー
ストッ
パーを使
用するか
の検討を
したが、
小学校が
紐で扉を
止めて下
さってい
た。扉の
対策につ
いては小
学校とも
連携を
取ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りに登所
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

配置が確
定する前
ではあっ
たが、支
援児では
ない本児
を確実に
見ること
はできな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
に別の集
団で保育
していた
ため、、
本児がい
つ体育館
に来たか
は把握が
出来てい
なかっ
た。

移動し
てくる
子ども
達の様
子を支
援員が
しっか
りと確
認でき
ていな
かっ
た。

配置の中に
扉付近担当
を配置して
いくことに
したため、
今後もその
ようにして
いく。

4630

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 8 8 8 7
20.８
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

- -
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 - -
7.その
他

- -

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

小学校下
校中の路
上で発生
したため
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

小学校下
校中の路
上で発生
したため
見ていな
かった。

ランド
セルを
背負っ
て転倒
等が多
く、ラ
ンドセ
ルの重
さで怪
我をさ
らに大
きくし
ている
面もあ
る。

登下校の約
束（走って
登下館しな
い等）を全
体に再度周
知させると
ともに、ラ
ンドセルの
中身を軽く
する等の改
善も検討す
べき。

4631

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 75 75 10 4
19.７
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折
及び左肘
関節内骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

小学校で
も前日大
縄跳びの
大会があ
り、でき
るものだ
という過
信があっ
た。

遊びに入
る際に
ルールの
確認や動
作の再確
認を行
い、安全
に最新の
注意を払
うべきで
あった。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

老朽化の
ため、や
や床が滑
りやす
い。大縄
跳びの縄
は、公式
のものを
使用して
いた。

子どもに
合わせ
て、早さ
や縄の長
さの調整
が必用で
あった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

まだ1年
生で経験
も浅いた
め、タイ
ミングが
合わず、
足を引っ
掛けてし
まう子も
いた。

一人ひと
りの子ど
ものレベ
ルを見極
めなが
ら、アド
バイスし
ていくと
ともに、
ケガをし
ないよう
声掛けを
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

小学校で
も大縄跳
び大会を
やってお
り、でき
るという
自信と、
より多く
の回数に
チャレン
ジしたい
という気
持ちが大
きかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童厚生
員と放課
後児童ク
ラブ支援
員で大縄
を回し、
近くで職
員（小
職）がタ
イムを測
りながら
様子を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

上記３人
の職員以
外は、各
部屋で保
育にあ
たってい
た。

小学校
でも
やって
いるの
で、
ちゃん
と飛べ
ると
思って
おり、
一人ひ
とりの
状態を
よく把
握して
いな
かっ
た。

やる前に
ルールの確
認や動作の
確認（順番
の待ち方、
縄への入り
方、飛び
方、縄から
のぬけ方
等）をきち
んと行い、
安全に遊べ
るよう指導
していく。

4632

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 65 65 8 8
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足親指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備で
はなかっ
たが、日
頃から危
険な箇所
がないか
を支援員
が点検時
以外にも
意識をし
て確認を
するよう
にしてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難な
ため、日
頃からク
ラブでの
過ごし方
について
の話をす
るなどし
て注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調も良
く、元気
に登所す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

登所後に
1日の流
れや注意
点を話
し、宿題
の準備を
させてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

話をして
いない支
援員も周
囲で児童
を見守っ
ていた。

しっかり見
守っていた
が事故が起
こってし
まった。こ
れまで通り
しっかり見
守ってい
く。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4633

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 4 3
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯欠
損、口内
負傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

日頃から
危険な箇
所がない
かを支援
員が点検
時以外に
も意識を
して確認
をするよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

学校から
市に相談
され、大
きな岩を
掘り起こ
して、除
去しても
らった。

児童の行
動のすべ
てを監視
すること
は困難な
ため、日
頃からク
ラブでの
過ごし方
について
話をする
などして
注意を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

至近距離
では見
守ってい
なかった
が、少し
離れた場
所で見守
りをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

日頃から、
子どもの様
子を注意深
く観察し、
子どもが遊
びに夢中に
なっている
際には、支
援員はより
一層の注意
をして見守
るようにす
る。

4634

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 40 4 1
22.10
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

色々な活
動を各部
屋に分か
れて活動
するた
め、ホー
ル活動は
職員が１
名で担当
している
場合が多
い。

見守りだ
けではな
く、声に
出して
しっかり
と注意し
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

現在は、
ホールの
ワックス
掛けを年
に3回(委
託業者1
回、職員
2回)実施
してい
る。今後
は２ヵ月
に１度の
ワックス
掛けと現
在も実施
している
毎日の清
掃時の点
検を継続
しておこ
ない、追
突や転倒
を防止し
ていきた
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異学年が
一緒にプ
レイして
いたた
め、運動
能力に差
があった
事が要因
の一つと
考えられ
る。

学年ごと
に分け
て、しっ
かり見守
り、指導
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

久しぶり
に会う友
達とス
ポーツを
するのを
楽しみに
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

体育教員
資格を持
つ男性職
員が1名
で担当し
ていた。
コーナー
で見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
職員配置
状況
学習室1　
１名　　
学習室2　
１名　　
読書室・
パソコン
ルーム　
１名

上級生
のカテ
ゴリー
になる
につ
れ、体
格にも
差があ
り、
ボール
の取り
合いが
激しく
なる。

職員が事故
が再発しな
いように今
以上に声を
かけて、指
導してい
く。

4635

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 28 28 4 3
22.10
歳

1.男
児

興味を引く
ものを見つ
けると、状
況を顧みず
約束事等お
構いなし
に、すぐそ
れに吸い寄
せられるよ
うに行って
しまうとこ
ろがある。

8.その他
1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

待つ間、
おとなし
く待つの
を守れて
いない。

待つ間、
ピロティ
でおとな
しく待た
せる。で
きなけれ
ば、この
児童だけ
先に学童
に連れて
くる。

学校の遊
具なので
学童が点
検はしな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

高いとこ
ろから
ジャンプ
した。

この高さ
からジャ
ンプした
ら危ない
というこ
とをわか
らせる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

知ってい
る友達も
いたの
で、ピロ
ティから
遊具に
行って遊
んだ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

学級から
ピロティ
に来ると
きに本児
を見つ
け、言葉
を交わし
たが、そ
のあとは
特にみて
いなかっ
た。

迎えに
行ってい
る時なの
で、ほか
の職員は
いない。
（ひとり
の職員が
迎えに行
く。）

数週間
前か
ら、遊
具で遊
ぶのを
大目に
見たり
してい
たの
で、本
児もい
いだろ
うと考
えてい
た。

ピロティで
おとなしく
待つことを
しっかり守
らせる。

4636

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 5 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

8

1.基
準以
上配
置

子どもの
「平気」
という言
葉だけで
判断して
しまっ
た。

そのとき
は腫れも
なく本人
もだい
じょうぶ
だといっ
ても、そ
の後の経
過観察を
する。

3.未実施 3.未実施
2.不定期
に実施

今回は施
設の不具
合や遊
具、おも
ちゃは関
係なかっ
た。

今後、ク
ラブのお
もちゃや
学校の遊
具でケガ
をしない
よう、保
育前の点
検、確認
を実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

迎えまで
痛がるこ
とが無
かったの
で、支援
員が気が
付かな
かった。
また、ケ
ガをした
ことに気
が付かな
かったの
で、記録
もなかっ
た。

できるだ
け、細か
く記録を
すること
に心掛け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、宿題
が終わっ
た後、運
動場に出
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

4名のグ
ループが
日頃の遊
び（フッ
トベー
ス）をす
るため集
まってい
たので、
一人の支
援員がつ
いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外は2つ
のグルー
プで遊ん
でおりそ
れぞれ1
名の支援
員がつい
ていた。
残りの支
援員は室
内で宿題
をしてい
る児童の
対応や、
次に帰っ
てくる児
童のおや
つの準備
などをし
ていた。

子ども4
人の小
さな集
団だっ
たの
で、一
人の支
援員で
見てい
た。

フリーの支
援員を配置
すること
で、一人で
判断しなく
てもいいよ
うにする。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4637

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 32 32 3 1
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

子どもの
行動、様
子を気に
かけ、職
員間の配
置を確認
しつつ見
守る必要
があっ
た。

事故予防
マニュア
ルの作成
と日頃か
ら職員が
危険と感
じた場面
やカ所を
伝え合
い、事故
予防の
ルールを
職員間で
明確にす
る必要が
ある。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

今回の事
故は、遊
具や施設
内の不備
で起こっ
たもので
はなかっ
た。

毎日の片
付け、掃
除の際に
遊具や施
設内の設
備につい
ては、危
険ではな
いか確
認、改善
してい
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

馬飛びを
している
子どもた
ちと宿題
をしてい
る子ども
たち両方
の様子を
見守るこ
とができ
る位置に
職員がい
なかっ
た。

室内で遊
んでいる
子どもの
様子と変
化を見過
ごさない
ように、
支援員間
でコミュ
ニケー
ションを
とりなが
ら見守る
必要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通
り、来所
し、宿題
をしてい
たが、馬
飛びをし
ていた他
児童等の
所へ突発
的に行
き、割り
込んで跳
んだ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児は宿
題をして
いたた
め、他児
童の対応
をしてお
り、馬飛
びに割り
込んだ姿
を見てい
なかっ
た。対象
児を他の
職員が連
れてきた
ため、状
況の確
認、ケガ
への対応
をした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応をして
いて見て
いなかっ
た。

馬飛び
をして
いる児
童たち
も見守
る必要
があっ
た。

子どもたち
のその日の
活動状況に
応じて、各
所に支援員
等を適切に
配置し、職
員同士の見
守り範囲の
確認や連
携、声掛け
に努める。

4638

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 57 57 4 3
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（右
手中指第
一関節）

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

勝ち負け
にこだわ
りすぎ、
至近距離
で相手の
状況を確
認しない
で、強く
投げた。

周りを良
く見て、
相手の気
持ちに
なって、
公平な態
度で取り
組むよう
話す。

1.定期的
に実施

4 3.未実施
2.不定期
に実施

3

運動場の
地面の状
態は悪く
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

咄嗟のこ
とで、直
ぐに対応
できな
かった。

思いやり
の気持ち
をもち、
公平な態
度で取り
組むよう
話す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ドッジ
ボールが
得意で好
きな為、
つい力が
入ってし
まう。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の様
子を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ドッジ
ボール以
外の遊び
の様子を
見てい
た。

咄嗟の
こと
で、直
ぐに対
応でき
なかっ
た。

本児が勝ち
負けにこだ
わり、力が
入っている
時は、笛を
吹いて切り
替える。

4639

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 5 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

ボール遊
び等の危
険性のあ
る遊びの
前の注意
喚起が不
十分だっ
た

外遊びの
内容や見
守りの実
施方法に
ついて、
検討す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2 特になし

当該事故
におい
て、ハー
ド面に問
題がない
ため、改
善策な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボール遊
び等の危
険性のあ
る遊びの
前の注意
喚起が不
十分だっ
た

見守りの
職員が手
薄になる
時間帯の
外遊びの
内容や見
守りの実
施方法に
ついて、
検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に目
立った行
動はな
し。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児童の
遊びを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くで他
児童の遊
びを見
守ってい
た。

ボール
遊び等
の危険
性のあ
る遊び
の前の
注意喚
起が不
十分
だった

ドッジボー
ルのような
ケガが発生
しやすい遊
びに対して
見守りを手
厚くするこ
とを検討し
ていく。

4640

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 33 5 3
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員研修
の回数や
内容を改
善する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

リスク担
当職員だ
けでな
く、その
他の職員
も交代で
安全点検
を実施
し、意識
を高める
ようにす
る。

園児用の
遊具のた
め、高さ
など再度
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

遊具で遊
ぶ時の
ルールや
安全に遊
ぶために
気を付け
るなどを
児童全員
に指導を
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
に夢中で
慌ててい
たため、
着地の
際、バラ
ンスを崩
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２名の職
員が外で
子どもを
見守って
いた。数
名の児童
が鬼ごっ
こをして
いること
は把握し
ていた
が、当該
児童の動
きを見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内にお
いて、１
名は連絡
帳等の記
入、１名
は室内で
遊んでい
る児童を
見守って
いた。

-

子供の遊び
の状況や室
内室外で遊
ぶ子どもの
人数のバラ
ンス等を見
て、職員の
配置を配慮
する。

4641

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 29 29 3 2
22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第５中
足骨基部
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今回の事
故に関し
ては遊具
の不備は
なかった
が、日頃
から危険
な箇所が
ないかを
支援員が
点検時以
外にも意
識をして
確認をす
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　児童の
行動すべ
てを監視
すること
は困難な
ため環境
を整え安
全面に配
慮しなが
らも、児
童には自
ら危険を
予防回避
できるよ
うに話を
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

低学年の
児童の近
くにいた
ので、遠
くから見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の部屋
にいた児
童を見
守ってい
たので、
時々、対
象児童の
様子を見
ていたが
事故当時
は見てい
なかっ
た。

児童の様子
を注意深く
観察し、児
童が遊びに
夢中になり
活発に行動
している際
には、支援
員もより一
層の注意意
識を持ち見
守る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4642

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 79 79 8 6
21.９
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足第三
指骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

20
2.基
準配
置

1.定期的
に実施

20 遊具なし
1.定期的
に実施

20

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児の前
に並んで
いた児童
は１年生
で、跳べ
るように
なっては
いたが動
くスピー
ドやリズ
ムなどが
他の高学
年の児童
とは異
なってい
た。学校
で行うも
のと異な
り学童ク
ラブでは
異年齢集
団で行っ
ている。

普段学校で
同級生同士
で行ってい
るのと違
い、体力も
体格も異な
る異年齢の
子どもたち
が実施する
という状況
を考慮し、
子どもの個
別の取り組
み状況を踏
まえ、動く
タイミング
の調整をし
たり危険な
際の回避方
法の指導等
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

進級おめ
でとう会
に向けて
練習をし
たいとの
ことで、
欠席予定
が出席に
変更に
なった。
しかし、
宿題が終
わらず、
練習開始
時刻の１
７時を過
ぎ１７：
３０頃か
らの練習
参加と
なった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

大縄を２
名の職員
でまわし
ており、
至近距離
で跳んで
いる児童
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
での遊び
を担当し
ていた。

本児は学童
からの早帰
り組である
などのた
め、進級お
めでとう会
の発表練習
には一度も
参加できて
いなかっ
た。当日は
やっと参加
できた練習
機会だった
が、練習開
始から遅れ
ての参加で
もあり、異
年齢集団で
の活動に十
分習熟して
いたとは言
えなかっ
た。

児童のそれ
までの経験
や当日の状
況を踏ま
え、参加す
る際の注意
点を的確に
伝えるとと
もに、練習
の進行調整
をこまめに
行っていく
必要があ
る。

4643

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 2 2
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

遊具での
遊び方・
遊び方の
注意すべ
き点

遊び方に
対しての
（遊具の
使い方
等）の再
指導

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

児童の好
きな遊び
をそれぞ
れ見守
り、また
遊びに加
わってい
た

遊びの最
中での遊
具使い方
への声掛
け

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の遊
び方への
配慮が必
要

戸外遊び
の際の児
童への関
わり方へ
の配慮

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をっして
いた際に
とっさに
逃げよう
とした行
動
倒れ込ん
だ際に左
足に全体
重がか
かってし
まった為

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

戸外にて
他の児童
の遊びに
参加、見
守りを
行ってい
た為見え
る範囲に
はいた
が、鬼
ごっこに
は参加し
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外にて
他の児童
の遊びに
参加、見
守りを
行ってい
た

鬼ごっ
こ等の
アク
ティブ
な遊び
への配
慮

遊びに一緒
に参加する

4644

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 3 3
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨近
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

児童は遊
びたい気
持ちがは
やり過ぎ
る面があ
るので、
常に一人
一人に声
掛けをし
ていく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
平坦な所
だったが
躓いた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ソフト面
に同じ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

先に行っ
ている児
童を追い
かけて一
人で走っ
て行っ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一定の子
供たちと
先に遊び
場に、一
人指導員
は行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の2名
の指導員
は残りの
児童の宿
題や室内
遊びに対
応中

ソフト面に
同じ

4645

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 17 17 3 2
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折、捻挫

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

当該児の
付近にい
た支援員
が小学校
の先生と
電話をし
ており、
しばらく
の間子供
に関われ
ていな
かった。

電話対応
が長くな
る場合
は、可能
であれば
クラブ閉
所後に電
話をする
など、見
守りが手
薄になら
ないよう
配慮して
いく。

2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

数回
2.不定期
に実施

数回

小雨がぱ
らついて
きていた
ため、芝
生の山が
滑り易
かった
か、小石
がある箇
所だった
ため、バ
ランスを
崩しやす
かったこ
とが考え
られる。

公園の遊
具、施設
につい
て、遊ぶ
前の確認
を支援員
共通でよ
りしっか
りと行
い、注意
する点が
あれば児
童へ伝え
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児に
ついて気
の合う子
との二人
での遊び
に夢中に
なってお
り、他の
児童と一
緒に行動
できてい
なかっ
た。

一人の支
援員が電
話等対応
中の場合
には、も
う一人が
人数確認
等行い児
童全員を
引率して
行動する
ことを徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康面で
は元気
で、遊び
に夢中な
様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

電話対応
していた
が、児童
の「痛
い」とい
う声と様
子を確認
し、電話
を中断し
て足の具
合の確
認、移動
していた
支援員を
呼び児童
をクラブ
室へと運
んで応急
処置を
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を引率し
てクラブ
室へ移動
してい
た。

令和元
年度中
に家庭
等での
遊びを
含めて
複数回
骨折し
ている
児童で
あり、
骨折し
やすい
体質で
あるこ
とが考
えられ
る。

当該児に怪
我の防止の
呼びかけや
遊び方が危
険にならな
いよう注意
をするた
め、頻繁に
声掛けを
行って見
守ってい
る。

4646

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 24 24 4 4
22.10
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷
4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部
外傷性く
も膜下出
血

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

11

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの類似
事例は
あった
が、今回
の戸棚の
隅にぶつ
かるとい
う事故
は、予測
できな
かった。

日常のミ
-ティン
グや、支
援員会議
の中で、
より多く
の事例研
修を行
う。

1.定期的
に実施

毎回
1.定期的
に実施

毎回
1.定期的
に実施

毎回

戸棚角の
部分の保
護がな
かった。

戸棚角の
部分に保
護用具を
取り付け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他の児童
が、座っ
ていた対
象児の前
を飛び越
えて、自
席につこ
うとした
ために起
こった。

他の児童
がいる場
合は、児
童の前を
またが
ず、迂回
して通る
か、友達
に声をか
けて通る
よう指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学習しよ
うかどう
か考えて
いてま
だ、取り
掛からず
に座って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体が見
渡せる所
に立って
児童を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

学習時間
であり、
個別に対
応してい
た。

特にな
し

個別対応を
している支
援員も、常
に全体に目
を配るよう
に心がけ
る。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4647

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 3 2
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

子供たち
の動きが
フリーに
なる活動
「おに
ごっこ」
のため、
転倒や衝
突が遊び
の中で起
こりうる
活動だっ
た。

おにごっ
こ時の職
員の見守
り人数を
増やす。
環境設定
の強化。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48

落ち着い
て遊べる
遊びの増
加・場所
の設定・
コーナー
の増加等
環境作
り。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守り人
数の強
化。参加
人数の調
整。グ
ループ分
けをし
て、少人
数で行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

通常と変
わった様
子は感じ
られな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

個別では
なく全体
の見守り
をしなが
ら活動の
指揮を
執ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当場所
の職員の
みが活動
を見守る
状況だっ
たこと
で、結果
的に見守
りが薄い
状況に
なってい
た。

おにごっこ
の活動時は
見守り人数
を増やす。　
危険な行動
（転倒・衝
突）があっ
た場合の家
庭への連絡
や翌日の確
認の徹底。

4648

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 45 2 1
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2~3

1.基
準以
上配
置

事故との
関連無し

2.不定期
に実施

10~12
2.不定期
に実施

10~12
2.不定期
に実施

10~12
事故との
関連無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊び中
に植え込
みの陰で
の事故の
ため、今
後は植え
込みなど
を避けた
範囲で遊
ばせるな
ど場所の
指定を工
夫する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
段変わっ
た様子は
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊び中
に子供た
ちを各箇
所にて見
守ってい
た。本児
の近くで
も見守っ
ていた
が、転ぶ
場面は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ほかの集
団または
個人を見
守ってい
た

植え込み付
近など危険
なところで
遊ばせない
よう注意し
て見守る。

4649

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 71 71 7 5
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足の中
指、薬指
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

児童に
は、平ら
な場所で
一輪車を
使用する
よう指導
し、児童
厚生員に
も注意深
く児童の
様子を見
守るよう
指導す
る。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

12

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

　滑り台
の周りは
段差があ
るため、
児童に
は、平ら
な場所で
一輪車を
使用する
よう指導
し、児童
厚生員に
も段差の
ない所で
一輪車を
させるよ
う指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一輪車が
好きな子
でいつも
一輪車を
友達と
乗って遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

館庭に、
子どもが
20人くら
いいたの
で、対象
児童を
ずっと見
ていたわ
けではな
いが、転
倒したの
は分かっ
たため、
駆け寄っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

気になる
子がいた
ため、そ
の児童の
対応をし
ていた。

4650

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 5 3
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肩の若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

100
2.基
準配
置

当該児童
が一輪車
のアイド
リング中
にバラン
スを崩し
た際に、
手を伸ば
して掴ま
れるもの
が付近に
なく、転
倒を防げ
なかっ
た。

万が一バ
ランスを
崩して
も、手を
伸ばして
転倒を防
げるよ
う、アイ
ドリング
を練習中
の児童は
登り棒の
近くで遊
ぶように
し、支援
員も近く
で見守る
ようにす
る。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

52 3.未実施 0 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

広範囲の
見守りを
必要とす
る状況下
におい
て、職員
の見守り
体制（配
置）等を
工夫し、
児童の転
倒等によ
る事故発
生の可能
性を予見
し、児童
に対し注
意するよ
う指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康面
等、普段
と変わっ
た様子は
特にな
く、友達
3人と一
輪車で遊
んでい
た。
アイドリ
ングの練
習中に、
自らバラ
ンスを崩
して後ろ
側に転倒
したも
の。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員の
うち1人
がすぐ近
くで当該
児童を含
む4人の
一輪車遊
びを見
守ってい
たが、瞬
間の出来
事だった
ので事故
の発生は
防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広い校庭
内で多数
の児童が
外遊びを
していた
ため、職
員も分散
して全体
を見渡し
ながら児
童らの遊
びを見
守ってい
た。

当該児
童の近
くで見
守りを
してい
なが
ら、事
故の発
生を防
げな
かった
ので、
児童へ
の声掛
けや安
全面へ
の配慮
が不十
分で
あっ
た。

外遊びの際
は、ケガ・
事故等が発
生する可能
性が高いの
で、職員も
その危険性
を再認識
し、職員の
配置等にも
留意しなが
ら、児童に
対し注意を
促すなどし
て、児童の
ケガを未然
に防げるよ
うに努め
る。

4651

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1
5.おやつ
時（学
童）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 66 66 9 8
20.８
歳

1.男
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中指
剥離骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

48
2.基
準配
置

児童の見
守りと事
故防止の
ための児
童への注
意を徹底
する。

1.定期的
に実施

44
1.定期的
に実施

45
1.定期的
に実施

44

安全点検
に努め危
険箇所を
発見し、
修繕等を
行なって
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の見
守りと事
故防止の
ための児
童への注
意を徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おやつの
時、座ろ
うとして
床に右手
中指を突
いて負傷
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

館内で見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊戯室や
クラブ室
での児童
を見守っ
ていた。

偶発的な事
故を防止す
るため、日
頃から注意
を徹底す
る。

335 / 338 



死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4652

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 16 3 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕部
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

特になし

事故発生
時の振り
返りを含
め、事故
予防に関
する研修
を適宜実
施する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

遊具等の
安全点検
について
は定期的
に実施し
ており、
今後も継
続し、必
要に応じ
て修繕等
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

自由時間
に見守り
の際の立
ち位置、
目配り等
について
再度確認
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

宿題を終
えた後、
いつも使
用してい
る遊具で
遊ぶなど
いつもと
変わらぬ
様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故発生
時、外遊
びをする
他の児童
とサッ
カーをし
ており、
対象児童
が落下す
るところ
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

施設内で
他の児童
の対応を
していた
為、見て
いなかっ
た。

周辺状
況を把
握し、
遊具の
使用に
際し注
意する
よう促
すなど
の対応
が不十
分で
あっ
た。

自由時間に
見守りを実
施中、周囲
の状況をよ
く把握し、
児童の動き
に注視する
よう指導を
徹底する。

4653

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 90 90 11 9
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足中指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

友だちと
話をしな
がら歩い
ていた。
壁の方に
は注意が
なかっ
た。

児童クラ
ブ全体に
廊下を走
らない等
のルール
の周知を
徹底し
た。壁の
角に安全
カバーを
貼った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

提供する
時

1.定期的
に実施

毎日

他児童が
廊下で遊
ぶ時があ
る。廊下
に，寝転
んだりす
る。

廊下では
遊ばない
ことを繰
り返し伝
える。　
安全カ
バーをつ
けてはい
るが，更
に注意す
るよう周
知する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
登館し，
他児と遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

普段と変
わらない
様子だっ
た。廊下
を走った
時は声を
かけたが
壁の角に
ぶつかっ
たのは気
づかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応や他の
部屋の見
守り等
で，常時
廊下を見
ていな
かった。

壁を蹴った
り，高い所
に上がろう
としたり，
他児や年上
の児童の真
似をしよう
として，自
分の体力が
ついていけ
ないことが
ある。

他児が，危
ないことを
している時
は注意する
こと、危な
いことは真
似しないこ
とを繰り返
し伝えてい
く。

4654

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 67 67 20 15
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

－

ヒヤリ
ハットを
常に意識
し事故発
生の予防
に心がけ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

50 －

児童が怪
我をする
かもしれ
ない危険
個所を点
検する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

日頃から
危険個所
につい
て、子ど
もに注意
喚起を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気も
良く、体
調不良は
見られな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

館庭の
ボール遊
び、縄跳
び等の子
どもに加
え対象児
を含めた
鬼ごっこ
中のグ
ループ全
体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の部屋を
見ていた
ので、対
象児は見
ていな
かった。

－

走り回る子
ども達も、
注意喚起し
ながら見守
りができる
ように心掛
ける。

4655

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 4 3
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈尺骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

数回

1.基
準以
上配
置

指導員か
ら見て危
険性があ
ると思っ
たことに
は積極的
に注意喚
起してい
く。

2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

6
2.不定期
に実施

6

良く利用
させても
らう中庭
の地面が
固いの
で、全力
疾走や遊
び方など
気を付け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

焦らず余
裕をもっ
て行動で
きるよう
声掛けし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達の名
前を呼び
ながら元
気に走っ
て学童に
戻ろうと
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転び方が
危険だっ
たため、
すぐに対
象児の体
をチェッ
ク。手首
が変形し
ていたた
め、他の
児童を不
安にさせ
ないよう
に冷静に
指導員間
で連絡を
取り、救
急車を呼
んだ。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員配置は
足りている
と思われ
る。事故後
の行動も迅
速に連携で
きた。

4656

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 2 1
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕顆上
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

遊びに入
る前に、
準備運動
や転んだ
際の手の
つき方の
確認を行
う

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2

普段通り
の環境で
遊びを
行ってい
たため、
ハード面
における
改善点は
特に見受
けられな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段通り
の環境で
遊びを
行ってい
たため、
環境面に
おける改
善点は特
に見受け
られな
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボール遊
びをして
いた際に
転倒し、
左肘を強
く打ち付
けた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

こどもた
ちの動き
に注視し
ながら、
密集時等
のケガを
防止する
ため、随
時声かけ
を行って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1フロア
で１つの
遊びを
行ってい
たため、
他の職員
は別の児
童の見守
りをして
いた

ボールを追
いかける際
等、声かけ
を強化して
いく。

4657

令和
3年9
月30
日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 89 89 8 4
22.10
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

16
2.基
準配
置

スタッフ
間で、見
守りの際
はボール
の投げ
方、受け
取り方の
指導も行
うように
話し合っ
た。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

準備運動
時は指先
まで入念
に行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊び前
に準備運
動を行
い、対象
児は普段
通りの様
子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
た支援員
がすぐに
駆け寄
り、患部
を確認。
対象児は
痛みを訴
えていた
ので室内
へ戻り氷
嚢で患部
を冷やし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

児童全体
の動き
を、通常
の職員配
置で見守
りをして
いた。

全児童集合
時に、外遊
び前外遊び
中に痛みや
体調不良を
感じた際は
スタッフに
すぐに知ら
せるよう注
意喚起をし
た。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4658

令和
3年9
月30
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

3 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

1 1 0
4.３
か月

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

大腿骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

職員配置数
は充分で
あったが、
当該職員は
保育士でな
く、子育て
支援員であ
り、ホワイ
エの空間に
当該園児と
２人きりと
なってい
た。乳児に
対し、自分
の頭より高
く、たかい
たかいをし
てしまって
いた。園内
の危険個所
の確認は頻
繁に行って
いたが、経
験の浅い子
育て支援に
対して、乳
児保育につ
いての研修
もすべきで
あった。

保育士以外
は1:1の空間
にならない
ようにす
る。（現在
は保育士の
みで対応）
各種マニュ
アルを再整
備、研修で
の読み合わ
せ等を実
施。毎日ブ
リーフィン
グを実施
し、園児の
状況等を共
有。今回の
事故に振り
返りや他園
事故例の研
修を定期的
に実施する
こととし
た。

2.不定期
に実施

6回／年
2.不定期
に実施

毎日の掃
除の際に
確認

1.定期的
に実施

毎日のお
もちゃ拭
きの際に
確認

4.個人
活動
中・子
どもの
み

1対1では
あった
が、保育
士ではな
い職員
だった。
（子育て
支援員）
当該職員
は、何と
か泣き止
ませよう
と焦って
いた。

子どもが
泣き止ま
ない場合
は、経験
の浅い保
育者に対
しての
フォロー
をより丁
寧に行っ
ていく。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

午前中は
普段より
よく寝て
いた。昼
の授乳の
後から普
段よりも
多少機嫌
が悪いよ
うに感じ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

園内のエ
ントラン
ス（どこ
の部屋か
らも通じ
ている）
にて愚図
る対象児
をだっこ
してあや
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
午睡につ
いてい
た。又、
休憩に
入ってい
る職員も
いた。

・自分が関
わる時だけ
子どもが泣
くなど、他
の保育士に
比べ劣等感
を抱いてい
た様子。他
の職員に頼
ることがで
きなかっ
た。
・当該職員
が事故の報
告を怠り、
延長ンの確
認にも虚偽
の報告を
行ったた
め、状況の
把握、対応
が遅れた。

・子育て支援員
は1:1の空間に
ならないように
する。保育士を
2名増員。
日々、ブリー
フィングを実施
し、保育従事者
としての自覚と
責任を持ち、お
子様の安全第一
の対応が取れる
ようにする。
・不自然な音や
懸念がのある報
告があった場合
は、防犯カメラ
をすぐ確認し、
状況の把握を行
うとともに、不
用意な動きのけ
ん制とする。

4659

令和
3年9
月30
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

26 8 7
9.８
か月

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

軟口蓋裂
傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

事故発生時
も玩具の選
別や破棄を
行っている
最中であっ
た。しか
し、すべて
の玩具を取
り上げてし
まうこと
で、遊ぶも
のが少なく
なってしま
うことを憂
慮し、本児
が遊んでい
た玩具に関
しては見守
りの中で安
全に使うよ
う意識して
いたが一瞬
の気のゆる
みが事故に
つながっ
た。

・玩具の
選別
・各クラ
ス、年
齢、発達
に応じた
玩具の提
供の徹底

2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

1回/週

1,2歳児に適
した形状の
玩具も混在
させてし
まってい
た。それを0
歳児が遊ぶ
玩具として
共有してい
たことが事
故の要因と
して挙げら
れる。さら
に0歳児のな
かでお特に
月齢の低い
子どもには
注意が必要
である。

・危険な
玩具（棒
状、先端
の尖った
もの）を
すべて破
棄する。
・合同保
育の際
に、使用
するス
タッフが
視覚的に
分かるよ
うにし、
全員で共
有する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境的な
問題で言
えば、0
歳児クラ
スとはい
え本児と
他児では
月齢の差
がかなり
あるの
で、同じ
環境内で
遊ぶにし
てもより
一層の注
意が必要
だった。

環境構成
に問題が
なかった
として
も、さま
ざまな要
因が重な
ることで
事故が起
きること
を再認識
し、より
一層の環
境構成の
安全化に
務める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

うつ伏せ
やずり這
い、まだ
座位も安
定してい
ないぐら
いの発達
段階。し
かし動き
は活発で
行動的。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児の発
達状況を
考慮した
うえで、
保育士の
膝元に本
児を位置
していた
が、子ど
もの見守
りを行い
ながら看
護師と玩
具につい
ての討議
などして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の見守り
を行いな
がら、保
育士と玩
具につい
て討議な
どしてい
た。

クラス全体
の行動を把
握するうえ
で、お互い
の位置や向
きなどは日
頃から意識
していた
が、子ども
を膝に抱え
ていた状態
での関わり
方などを改
めて意識し
直す必要が
ある。

見守りと討議の
場は分けるべき
であった。どう
してもその一瞬
の気の緩みが今
回の事故に繋
がった要因は大
きい。その為に
もチェックリス
トを作成し、定
期的に危険な箇
所や行動を検討
する場を月例の
会議として設け
る。

4660

令和
3年9
月30
日

1.2.認
可外

17.地方
単独保育
施設

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2 2 2 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その
他

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

腱断裂
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

危機管理
マニュア
ルに関す
る研修が
活かされ
ていな
かった。

危機管理
マニュア
ルの活
用。事故
予防に関
する職員
研修の実
施をさら
に強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(　
　)回/年

園外保育
時の活動
内容、用
具、備品
等の持ち
物の確
認。

園外活動
を安全に
行うため
に指導す
る。

個別の状
況を把握
しきれな
い所が
あった。

活動内容
を把握
し、安全
に遂行で
きる様指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

慎重に作
業に取り
組んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が順
調に作業
に取り組
んでいた
為、他児
の指導に
当たって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児が順
調に作業
をしてい
た為、視
野に入る
範囲で見
守る。

本児の
安全を
図るた
めに
は、至
近で見
守るべ
きだっ
た。

初期対応が
適切に行動
出来るよう
再度確認し
再発防止に
取り組む。
職員の意識
向上に向け
て、日頃か
ら意識改善
を行う。

4661

令和
3年9
月30
日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

2

夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

28 6 7 5 3 3 4 5 3 2歳
1.男
児

なし 8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折(中
骨足）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
その都度　
)回/年

2.基
準配
置

カラー
ボールに
対しての
危険意識
が持てて
いなかっ
た。
会社マ
ニュアル
には行事
に関して
等の部分
はないた
め想定が
出来てい
なかっ
た。

普段何気
なく使っ
ている物
でも1歩
間違えば
危険とい
うことを
全職員に
知らせ
る。
アクシデ
ントとし
て会社に
も報告、
ボールで
の骨折例
として伝
えた。

1.定期的
に実施

実施頻度
(2　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　)回/年

・鬼退治
用のボー
ルが散乱
してし
まった

・物が落
ちていた
り、散乱
すること
のないよ
う、片付
けながら
拾い、子
ども達の
足元等安
全の確保
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・節分行
事で全園
児、職
員、保護
者が一つ
の部屋に
集まり、
室内が狭
く人が密
集してい
た。

・参加対
象年齢、
人数、部
屋の広さ
等にあっ
た活動内
容にす
る。
・行事や
動的な活
動の際
は、ス
ペースを
確保す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段とは
違う様子
を見せ、
部屋を
走ったり
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

節分会に
集中し本
児の様子
を見てい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の近
くにいた
ため転倒
した際も
様子を見
ていた。
(1名)

保護者
参加イ
ベント
である
が、そ
わそわ
してい
る様子
もみら
れてい
た。

行事等、日
頃と違う環
境の時は子
どもたちの
気持ちも高
揚するの
で、
個々の状況
を把握し、
職員同士連
携をとり安
全に参加で
きるように
する。
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死亡
0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

担当職員の動き 他の職員の動き その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き玩具の安全点検うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

負傷 診断名 マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修
事故
誘因

ソフト面 ハード面
職員
配置

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検

事故発生の要因分析 掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事 年齢 性別 環境面 人的面
月 時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

No

初
回
掲
載
年
月
日

概要 発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの 事故状況
特記事項 発生時状

況
事故の転帰

4662

令和
3年9
月30
日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

11 1 2 3 1 4 3 3 5歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨腓
骨近位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

遊具の安
全な使い
方につい
て細かく
検討し、
職員に周
知徹底す
る。子ど
もにも解
りやすく
説明し、
常に見守
り声をか
けて子ど
もの注意
を促す。
保護者に
も安全な
遊び方を
伝える。

1.定期的
に実施

実施頻度(　
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
　12)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(　
約200　)
回/年

子どもが
遊ぶ中で
事故や怪
我に繋が
る要因は
その都度
取り除
き、再発
のないよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1人で跳ぶと
き、複数で
跳ぶときの
違いを把握
して、複数
ではお互い
を見ながら
ぶつからな
いように相
手の動きを
見ながらや
さしく跳ぶ
こと、1,2歳
児と3～5歳
児は一緒に
跳ばないこ
と。必ず保
育者が近く
で見守るこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝からと
ても元気
に登園
し、外で
自転車の
りや鬼
ごっこな
どで遊
ぶ。昼食
の弁当も
全部食べ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が友
達と2人
でトラン
ポリンに
上り、跳
ぶのを他
児をおん
ぶした状
態で3
メートル
ぐらいの
ところか
ら見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くにい
たが、そ
の瞬間は
見ていな
かった。

子どもがト
ランポリン
を跳ぶとき
は、必ず保
育者が傍に
いて子ども
たちの状態
を見ながら
すぐに動け
るようにし
ておく。ま
た常に声を
かけ、子ど
もたちの注
意を促す。

4663

令和
3年9
月30
日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

3 1 1 3歳
1.男
児

発育良好、
体重17kg、
活発

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

実施頻度(　
1　)回/年

研修内容
が活用さ
れなかっ
た。

研修以外
に職員会
議やミー
ティング
などで常
に安全対
策を確認
する。

実施頻度(　
12　)回/
年

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
12　)回/
年

部屋の一
角に押入
れがある
構造上の
問題

部屋の構
造を理解
し、壁や
角から離
れた空間
で常に遊
ばせる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

怪獣ごっ
こ遊びで
はなく他
の遊びに
誘導すべ
きだっ
た。

環境に適
した遊び
の提供を
常に行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

もともと
明るく活
発な児童
だが、当
日は雨天
で戸外活
動ができ
ず、室内
で活発に
動いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当保育
士は近く
にいたも
のの、当
該児童の
動きが想
定できず
止められ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の保育
室で保育
中だっ
た。

戸外活
動がで
きず、
体力が
有り
余って
いるこ
とを想
定した
保育が
できて
いな
かっ
た。

戸外活動が
できない日
には広い中
央保育室を
利用しマッ
ト遊びや体
操など身体
を動かし発
散できる活
動を取り入
れる。

4664

令和
3年9
月30
日

1.2.認
可外

18.その
他の認可
外保育施
設

11 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

1 1 1 1歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨、
右腓骨の
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(　
1　)回/年

3.基
準以
下

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

実施頻度(　
　)回/年

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段は食
事前の屋
外活動だ
が、この
日は食後
に行っ
た。

対象児
とマン
ツーマ
ンの状
態(対
象児に
接して
いた)

靴が引っ
掛からな
いよう足
でガード
し、手摺
を滑らせ
ながら
握ってい
たが、急
にストッ
プがか
かった
為、保育
士自身支
えきれず
バランス
を崩して
しまっ
た。

滑り降
りるス
ピード
が本児
のイ
メージ
より少
し早く
感じた
可能性
があ
る。

普段出来て
いることで
も服装やコ
ンディショ
ン等で変化
することを
考慮した保
育活動をし
ていく。

4665

令和
6年
11月
5日

3.その
他

13.子育
て援助活
動支援事
業（ファ
ミリー・
サポー
ト・セン
ター事
業）

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

16.４
歳

2.女
児

児童は夏季
休暇中で
あっても夏
季保育に通
い、週末は
ファミサポ
を利用。長
時間の預か
りである
が、昼寝を
全くしない
為疲れがで
ていたと思
われる。

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3回

児童のす
ぐ近くに
いたが、
手が届く
距離では
なかっ
た。

マニュア
ルを再検
討し提供
会員に対
し、危険
予知の研
修を実施
した。

預かり場
所(家具)
の危険度
チェック
が甘かっ
た。

普段は安
全であっ
ても児童
の体力の
変化(疲
れ)で危
険度が増
すことを
提供会員
に指導。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

約束され
た時間に
母親が迎
えに来ず
連絡もと
れない状
態が児童
と提供会
員の疲れ
と不安を
生んだ。

依頼会員
には依頼
時間等ﾌｧ
ﾐｻﾎﾟの約
束事を改
めて書面
で通知
し、提供
会員に注
意喚起し
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

疲れた
り、眠く
なってく
ると動き
が激しく
なるタイ
プ

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童が落
ちたソ
ファの横
に立って
一緒にTV
を見てい
た

預かり
経験の
ある児
童だっ
たの
で、あ
る程度
行動が
予知で
きると
過信が
あっ
た。

慣れた依頼
内容でも子
どもの動き
は予想を超
える事を提
供会員に注
意喚起し
た。
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